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村
史
の
発
刊
に
よ
せ
て

北
海
道
が
拓
け
て
二
世
紀
に
向
っ
て
い
る
今
日、
第
三
期
総
合
開
発
の
計
画

を
樹
て
て
実
行
期
に
進
ん
で
い
る。
わ
が
網
走
支
庁
管
内
に
お
い
て
も
そ
れ
ぞ

れ
時
代
的
な
要
求
に
よ
り
広
域
生
活
圏
お
よ
び
広
域
行
政
圏
を
設
定
し
て
地
方

自
治
の
振
展
を
共
益
的
歩
調
の
上
に
立
っ
て
お
し
進
め
る
方
向
が
た
ど
ら
れ
、

こ
れ
が
現
今
に
お
け
る
地
方
自
治
の
実
相
と
い
う
べ
き
も
の
に
な
っ
て
い
る
。

さ
て、
当
白
滝
村
の
村
基
の
歴
史
を
想
起
し
な
が
ら
、
そ
の
足
跡
を
た
ず
ね

つ
つ
村
史
を
編
さ
ん
し
よ
う
と
意
図
し
た
る
と
こ
ろ
古
老
村
民
は
じ
め
関
係
す

る
方
々
の
協
力
を
得
て、
こ
こ
に
一冊
の
白
滝
村
史
の
誕
生
を
見
た
の
で
あ

る
。
わ
が
白
滝
村
の
行
政
区
域
と
し
て
は
紋
別
戸
長
役
場
よ
り
は
じ
ま
り
、
湧

別
町
、
上
湧
別
町、
遠
軽
町
を
経
て
昭
和二
十
一
年
に
隣
町
丸
瀬
布
町
と
同
時

に
分
村
し
た
の
で
あ
る。
前
記
各
町
歴
史
も
ま
た
わ
が
村
の
歴
史
で
も
あ
り
得



る
の
で
あ
る
。
本
村
を
囲
繞
す
る
国
有
林
は、
そ
の
面
積
の
お
よ
そ
八
三
が
い

に
当
る
二
八
四
平
方
ず
強
を
占
め
、
海
抜三
〇
〇
乃
至
七
〇
〇
が
に
所
在
し
、

か
つ
て
は
木
材
の
街
と
し
て
数
多
く
の
製
材
工
場
が
隆
盛
を
極
め、
村
勢
の
中

心
的
役
割
を
演
じ
つ
つ
あ
っ
た。
し
か
し
最
近
に
お
い
て
は
資
源
そ
の
他
の
理

由
に
よ
り
木
材
業
が
衰
微
を
た
ど
り
、
農
業
が
産
業
の
中
心
的
存
在
に
移
行
し

て
今
日
を
成
し
て
い
る
。

山
村
に
お
け
る
地
方
自
治
体
の
存
在
は
、
国
の
経
済
基
調
に
左
右
さ
れ
て
工

業
生
産
基
地
に
そ
の
労
働
力
は
集
注
し
、
過
疎
に
つ
ぐ
過
疎
の
今
日
こ
の
頃
で

あ
る
。

本
村
が
開
拓
さ
れ
て
約
六
十
年、
北
辺
の
一
寒
村
と
し
て
村
が
形
成
さ
れ
幾

多
の
足
跡
を
残
し
つ
つ
今
日
に
つ
な
が
れ
て
き
た
の
で
あ
る
が
、
分
村
以
来
小

出
・
渡
辺
村
長
に
つ
い
で三
代
目
村
長
の
私
と
し
て
は、
時
あ
た
か
も
過
疎
の

波
お
し
よ
せ
し
時
代
に
そ
の
座
に
あ
る
こ
と
、
ま
こ
と
佗
し
き
も
の
蔽
い
得

な
い
。
こ
れ
も
一
つ
の
時
の
流
れ
で
あ
ろ
う
。



か
つ
て
、
この
地
で
開
発
に
情
熱
を
燃
や
し
不
毛
の
地
で
あ
ら
ゆ
る
困
苦
と

闘
い、
本
村
発
展
に
挺
身
さ
れ
た
人
々
の
努
力
に
敬
慕
の
念
を
さ
さ
げ
つ
つ、

こ
の
小
史
が
村
発
展
の
経
過
を
正
し
く
伝
え
て、
今
後
に
お
け
る
白
滝
の
人
々

に
と
って
限
り
な
き
ふ
る
さ
と
へ
の
愛
着
と
敬
祖
の
美
風
の
源
と
な
る
と
と
も

に
後
世
子
孫
の
懐
古
の
資
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
こ
こ
に
村
史
発
刊
の
こ
と

ば
と
す
る
。

昭
和
四
十
六
年
六
月
十
日

白
滝
村
長

国

松

1

敏



白
滝
村
史
目

次

、
白
滝
の
古
代

白
滝
古
代
の
背
景
・
白
滝
村
の
無
土
器
文
化
研
究
の
変
遷
・
遺
跡
の
分
布
・
遺
物
の
種
類

白
滝
無
土
器
文
化
層
の
年
代
・
土
器
文
化

二
自
然
と
環
境

村
名
“白
滝
"
の
由
来
・

第
一
章
位
置
と
面
積
・

第
二
章
地
形
と
地
質地
形
概
況
・
河
川
・
山
岳
・
水
準
点
・
三
角
点
・
地
質

第
三
章
気

象
・

春
・
夏
・
秋
・
冬
・
気
温
・
降
水
量
・
降
雪
量
・
風
向
・
風
速
・
霜
・
不
照
日
・
日
照
・

天
気
予
言

物
・

白
滝
の
野
草
・
白
滝
の
樹
木

・・・・・四八
第
四
章
植 序

文
白
滝
村
長
国
松

一
敏

・・一三・二六 三五



三
行

政

第
一
章
北
海
道
の
歴
史
・

第
二
章
明
治
時
代
開
拓
使
庁
札
幌
に
移
る
・
行
政
区
域
の
制
定
・
村
名
の
決
定
・
開
拓
使
の
廃
止
・
北
海
道

庁
の
設
置

第
三
章
湧
別
村
時
代
…

第
四
章
上
湧
別
村
時
代
...

遠
軽
村
の
分
村

…
八五

…
八八

第
五
章
遠
軽
村
時
代
・・

第
六
章
白
滝
の
夜
明
け
…

移
住
の
経
過
・
団
体
移
住
・
部
落
の
誕
生
・
村
づ
く
り
へ
の
意
欲・
字
名
の
変
更
・
支
湧

別
開
発
へ
の
第
一
歩
・
山
火
と
離
村
・
鉄
道
開
通
・
部
落
規
約
の
設
置
・
白
滝
出
張
所
の

設
置
・
分
村
の
経
過
・
白
滝
村
の
誕
生
・
小
出
村
長
・
丸
瀬
布、
白
滝
両
町
村
合
併
実
ら

ず
・
渡
辺
村
長
・
国
松
村
長
・
議
員
定
数
の
減
・
監
査
委
員
・
固
定
資
産
評
価
審
査委
員

会
・
公
平
委
員
会

挙村
長
選
挙・
村
議
会
議
員
選
挙
・
議
会
議
長
と
副
議
長
・
選
挙
管
理
委
員
会
・
明
る
く
正

し
い
選
挙
運
動
推
進
協
議
会
・
永
久
選
挙
人
名
簿
制
度

第
八
章
眼
下
の
行
政
…

二二八
第
七
章
選

・五五 五五

・・・・・六九

.PP



四
財

第
一
章
農

産
業
・
経
済

五

政

業

作
・

大
正
二
年
の
大
凶
作
・
昭
和
六
年
の
凶
作
・
昭
和
七
年
の
凶
作
・
昭
和三
十
九
年
の
冷
害

凶
作・
昭
和
四
十
一
年
の
冷
湿
害
・
そ
の
他
の
凶
作

一七八
第
三
節
昭
和
の
団
体
移
住
・

支
湧
別
川
向
い
開
拓
移
住
民
・
天
狗
沢
開
拓
移
住
民
・
支
湧
別
五
線
沢
開
拓
移
住
民

一八一
第
四
節
農
業
の
機
構
・・・

農
業
協
同
組
合
・
農
地
解
放
・
農
業
共
済
組
合
・
開
拓
農
業
協
同
組
合
・
農
業
調
整
委
員

会
・
農
業
改
良委
員
会
・
東
紋
西
部
地区
農
業
改
良
普
及
所
・
農
業
委
員
会
・
石
れ
き
地

�
対
策
地
区
試
験
圃
場・
農
免
農
道
整
備
事
業
・
山
村
振
興
法
指
定
村
・
農
業
振
興
基
金

運
用
委
員
会
・
て
ん
菜
増
産
推
進
協
議
会
・
農
業
推
進
会
議
・
食
糧
事
務
所
白
滝
出
張
所

第
二
章
林

業
一九九

一九八
澱
粉
製
造

第
五
節
農
産
加
工
業

第
一
節
農
業
の
起
り

道
庁
の
殖
民
政
策
・
湧
別
原
野
の
区
画
測
設
・
白
滝
原
野
の
解
放
・
本
村
農
耕の
起
り
・
一毛 一五七

一四五

ハ
ッ
カ
・
果
樹
・
水
稲
・
陸
穂
・
馬
鈴
薯
・
除
虫
菊
・
養
蚕
・
麦
類

一七四
第
二
節
凶



第
一
節
地
下
資
源
の
開
発
・

二四八
第
五
章
地
下
資
源
・

第
二
節
そ
の
他
の
家
畜
・

支
湧
別
地
区
村
営
放
牧
場
・
酪
農
組
合
・
乳
牛
経
済
検
定
組
合
・
獣
医
・
蹄
鉄
業

馬
・
軍
馬
・
馬
産
限
定
地
・
畜
産
試
験
場
・
牛
・
集
乳
所
・
東
白
滝
地
区
村
営
牧
野
・
東

第
一
節
馬
産
と
酪
農
…

第
四
章
畜

第
一
節
商

産 工

風
呂
屋
・
写
真
館
・
薬
舗
・
理
髪
店
・
豆
腐
屋
・
旅
館
・
遊
戲
場
・
料
理
屋
・
菓
子
製
造

雑
貨
店
・
美
容
業
・
土
木
建
築
・
ミ
ル
ク
プ
ラ
ン
ト
・
石
炭
の
販
売
・
印
刷
所
・
鉄
工
車
輛

会
・

業
白
滝
林
産
組
合
・
林
産
加
工
場
・
木
炭
・
林
産
物
検
査
員
駐
在
所

第
三
節
林

産
加

工

保
護
区
員
駐
在
所
・
営
林
署
・
営
林
署
苗
圃
・
森
林
愛
護
組
合
・
山
火
予
消
防
対
策
協
議

会
・
森
林
組
合
・
村
有
林
・
村
有
林
野
経
営
審
議
委
員
会
・
緑
化
推
進
委
員
会
・
鳥
獣
保

護
区

二
三

二01

一九九

第
二
節
そ

の
歩

み
・

浩
第
一
節
林
業
の
起
り
・・

材

豚
・
鶏
・
家
兔
・
山
羊
・
緬
羊
・
羊
毛
加
工
研
究
所

二四三

二三〇

二三八

三
八

第
三章

商
工



硅
酸
白
土
・
金
鉱
山
・
清
水
商
会
鉱
山
部
・
金
銀
鉱
山
・
黒
耀
石
・
パ
ー
ラ
イ
ト

二四九

六
教

第
一
章
教
育
の
概
況
第
一
項
白
滝
小
学
校

第
二
項
支
湧
別
小
学
校

第
四
項
奥
白
滝
小
学
校

第
五
項
東
白
滝
小
学
校

第
六
項
白
滝
中
学
校

第
七
項
支
湧
別
中
学
校

第
八
項
三
和
小
中
学
校

第
九
項
支
湧
別
私
設
教

授
場

第
十
項
青
年
学
校

第
十
一
項
白
滝
技
芸
専
門
学
校

・・三〇四
第
二
章
教
育
委
員
会
・・

教
育
委
員
会
・
学
校
給
食

第
三章

社
会

教
育
・

青
年
教
育
・
婦
人
会

北
見
方
面
本
部
遠
軽
警
察
署
白
滝
巡
査
長
駐
在
所
・
交
通
安
全
宣
言
・
交
通
安
全
指
導員

三三 三三 三二

第
一
章

警

七
社
会
文
化

察 融 パ
ー
ラ
イ
ト
工
場
・
黒
耀
石
加
工

第
六
章
金

第
二
節
石
産
加
工
業
・・

育
・・ 国
民
貯
蓄
組
合
・
遠
軽
信
用
金
庫
白
滝
支
店

第
三
項
旧
白
滝
小
学
校
二五五
二五五

二五一

少
年
補
導
員
・
青
少
年
問
題
協
議
会
・
遠
軽
地区
防
犯
協
会
白
滝
支
部・
防
犯
水
銀
灯



第
二
章
消

.

白
滝
消
防
組
・
消
防
後
援
会
・
火
災
予
防
組
合
・
自
警
組
合

三四0

大
正
六
年
の
白
滝
大
山
火
・
お
も
な
災
害
・
水
害
・
十
五
号
台
風

第
四
章
保

健
衛

生
・

衛
生
組
合
・
伝
染
病
・
開
業
医
・
道
立
白
滝
診
療
所
・
伝
染
病
隔
離
病
舎
・
産
婆
・
歯
科

診
療
所
・
開
拓
保
健
婦
・
母
子
健
康
相
談
所
・
国
民
健
康
保
険
事
業・
薬
の
行
商
と
売
薬

硫
黄
鉱
泉
・
白
滝
温
泉
・
白
滝
市
街
簡
易
水
道
・
奧
白
滝
高
台
水
利
組
合
・
東
白
滝
雑
用

水
利
組
合
・
簡
易
水
道
と
な
る
・
支
湧
別
川
向
い
高
台
簡
易
水
道
・
し
尿
処
理
組
合

三六五
第
五
章
社
会
福
祉
・・

民
生
委
員
制
度
・
社
会
福
祉
協
議
会
・
共
同
募
金・
赤
十
字
募
金
・
日
赤
白
滝
奉
仕
団
・

公
営
住
宅
・
国
民
年
金
・
老
人
クラ
ブ
・
敬
老
会
・
母
子
会
・
保
育
所
・
保
護
司
・
人
権

擁
護
委
員
・
行
政
苦
情
相
談
委
員
・
精
神
薄
弱
者
相
談
員
・
身
体
障
害
者
白
滝
分
会
・
ひ

ら
や
ま
会
・
ひ
ま
わ
り
会
・
子
供
会
と
遊
園
地
・
母
性
補
導委
員
・
生
活
改
善
推
進
員
・

交
通
災
害
共
済
組
合
・
表
彰
審
査
委
員
会
・
各
種
調
停
委
員

事
:

徵
兵
令・
徵
兵
検
査
・
在
郷軍
人
会
・
忠
魂
碑
・
遺
族
会
・
太
平
洋
戦
争・
国
民
義
勇
隊

銃
後
奉
公
会
・
監
視
所
・
国
民
登
録・
配
給
切
符、
通
帳
制
度

自
衛
隊
協
力
会

三九三

三八二

第
七
章

自

第
六
章
兵

衛

防隊
:

害
第
三
章
災

三四九



三九六
第
八
章
宗

教

白
滝
神
社
・
上
白
滝
神
社
・
上
支
湧
別
神
社
・
御
嶽
神
社
・
千
蔵
華
爾
神
社
・
高
台
神
社

天
狗
嶽
神
社
・
下
白
滝
水
神
社
・
旧
白
滝
神
社
・
支
湧
別
神
社・
昭
栄
神
社・
北
支
湧
別
神

社
・
御
嶽
教
豊
受
教
会
・
石
北
ト
ン
ネ
ル
山
の
神
・
真
宗
大
谷
派
本
宗
寺
・
真
宗
本
願
寺

派
本
照
寺
・
真
宗
出
雲
路
派
法
海
寺
・
曹
洞
宗
白
滝
山
祥
巌寺
・
高
野
山
大
師
教
会
白
滝

支
部
・
天
理
教
白
滝
分
教
会
・
創
価
学
会
遠
軽
支
部
白
滝
地
区
・
馬
頭
観
世
音
碑
・
遠
軽

キ
リス
ト
教
会
・
救
世
軍
遠
軽
小
隊
教
会
と
白
滝
日
曜
学
校
・
白
滝
墓
地、
白
滝
茶
昆
場

上
支
湧
別
火
葬
場
・
葬
祭
壇
・
囚
人
墓
地
・
殉
難
慰
霊
の
碑

第
九
章
生
活
文
化
家
庭
学
校
支
湧
別
分
校
・
支
湧
別
農
場の
創
設
・
母
と
子
の
家
・
白
滝
青
年
研
修
所
・
上

支
湧
別
青
年
研
修
所
・
旧
白
滝
生
活
セン
ター
・
開
拓
地
婦
人
ホ
ー
ム・
上
白
滝
会
館
・

そ
の
他
の
会
館
・
有
線
放
送
・
広
報
白
滝
・
ラ
ジ
オ
・
テ
レ
ビ
・
新
聞
・
娯
楽
・
文
化
サ

ー
ク
ル
団
体
・体
育
協
会
・体
育
指
導
員
・白
滝
総
合
グ
ラ
ン
ド
・柔
剣
道
場
・郷
土
館

村
営
プ
ー
ル・
公
認
白
滝
ク
レ
ー
射
撃
協
会
・
猟
友
会
・
大
東
流
合
気
武
道
・
舞
踊
・
劇

場
・
スト
ー
ブ
・
で
ん
ぷ
ん
靴
・
上
支
湧
別
電
気
利
用
組
合
・
旧
白
滝
上
白
滝
奥
白
滝
方

面
の
農
村
電
化・
村
営
白
滝
発
電
所

第
一
章
道
路
交
通
の
今
昔
…

中
央
道
路
・
駅
通
・
滝
の
上
駅
近
・
北
見
峠
駅
通
・
主
要
道
道
遠
軽
上
川
線
・
刈
分
け
道

四四九

四四元 ��

八
交

通
・
通

信
:

第
十
章
村
章
の
制
定



路
・
支
湧
別
道
路
・
併
用
林
道
・
停
車
場
線
・
村
道
・
道
路
改
良
期
成
会
・
道
路
愛
護
組

合
開
発
建
設
部
白
滝
道
路
工
手
詰
所
・
白
滝
除
雪
セン
タ
ー
・
舗
装
道
路
・
渡
船

四八一
第
二
章
鉄
道
交
通
の
今
昔・
北
海
道に
お
け
る
鉄
道
の
はじ
め・
鉄
道
の
国
有
・
石
北
線
敷
設
の
請
願
・
南
瓜
団
体
・

石
北
ト
ン
ネ
ル・
白
滝
駅
・
開
通
記
念
碑
・
上
白
滝
駅
・
奥
白
滝
駅
・
下
白
滝
駅
・
旧
白

滝
乗
降
場
・
駅
勢
事
情
・
保
線・
中
湧
別
保
線
区
白
滝
線
路
分
区
・
上
川
保
線
区
奧
白
滝

線
路
分
区
・
石
北
ト
ン
ネ
ル
の
レ
ー
ル交
換
状
況
・
遠
軽
機
関
区
白
滝
機
関
車
駐
泊
所
・

給
水
・
ダ
ル
マ
ス
ト
ー
ブ
・
鉄
道
の
災
害

第
三
章

そ
の
他
の
交
通
・
運
輸

自
動
車
・
バ
ス
運
行
・
北
見
ベ
ス・
ハ
イ
ヤー
・
バ
イ
ク
・
自
転
車
・
客
馬
車
・
運
送
店

ト
ラ
ッ
ク
営
業

第
四
章
通

信

郵
便
の
は
じ
め
・
白
滝
郵
便
局
・
上
支
湧
別
簡
易
郵
便
局
・
遞
送
・
郵
便
貯
金
・
簡
易
保

険
・
子
供
郵
便
局
・
電
報
・
電
話
・
郵
便
ポ
ス
ト
と
切
手
類
売
捌
所
・
農
事
放
送
電
話
・

有
線
放
送
電
話
施
設
運
営
委
員
会

五三五

三三一

五三五

五〇八

三三五

五一五

第
五
章
歓
喜
と
な
や
み
・・

・・

九
育
ち
ゆ
く
郷
土

第
一
章

白
滝
の
素
顔
・・・

第
一
節
景
勝
比
麻
良
山
:



あ 年

と
が
さ 表
・

第
二
章
炉
辺
談
話

説
・
上
支
湧
別
十
勝
上
士
幌
間
踏
破

合
気
会
・
客
車
ト
イ
レ
第
一
号
・
熊
と
狼
・
お
産
と
迷
信
・
北
海
道
方
言
・
明
治
初
期
の

犯
罪
と
刑
罰
・
タ
コ
部
屋
残
酷
物
語
・
囚
人
労
働
・
開
基
先
駆
者
座
談
会
・
ア
イ
ヌ
の
伝

・中
村
友
禧

五六一

五四三

五四一
第
二
節
天
然
記
念
物
“流
紋
岩
球
顆=



1

白
滝
の
古
代

白
滝
古
代
の
背
景

日
本
列
島
は
新
生
代、
鮮
新
世
のこ
ろ
海
中
から
そ
の
姿
を
見
せ
た
と
い
わ
れ、
や
が
て
そ
れ
が
ア
ジ
ア

大
陸
の
一
部
と
な
り
、
そ
の
東
縁
と
な
っ
て
太
平
洋
に
そ
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
この
東
側
は
中
期
洪
積
世
に
至
り
し
だ

いに
上
昇
を
し
て、
今
の
日
本
海
は
大
内
湖
と
な
っ
て
存
在
し
、
そ
の
後、
洪
積
世
の
後
期
に
な
り
朝
鮮
海
峡
が
切
れ、
続
い
て
津

軽
海
峡
が
生
じ、
日
本
海
は
直
接
太
平
洋
と
東
シ
ナ
海
に
通
じ
た
が
、
そ
の
こ
ろ
に
な
っ
て
も
ま
だ
宗
谷
海
峡
と
間
宮
海
峡
は
開
か

れ
ず
、
北
海
道
と
樺
太
は
大
陸
に
続
い
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
大
陸
から
独
立
し
、
し
だ
い
に
今
の
日
本
列
島
の
形
と
な
っ
た

の
は
沖
積
世
に
至
っ
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
ろ
う
と
い
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
第
四
紀
洪
積
世
の
時
代
に
な
っ
て、
は
じ
め
て
地
球
上
に
人
類
の
足
跡
が
見
ら
れ
る
が、
さ
ら
に
日
本
列
島
に
そ
の
跡
が
見

ら
れ
る
の
は
、
い
ま
の
と
こ
ろ
洪
積
世
の
後
期
第三
氷
期
以
後
の
時
代
(約
十
五
万
年
以
前
ご
ろ
)
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
も

今
後
の
調
査
研
究
に
よ
っ
て
は、
さ
ら
に
日
本
列
島
の
人
類
の
足
跡
は
数
十
万
年
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
と
考

え
ら
れ
て
い
る
。

さ
て
第
四
紀
洪
積
世
の
気
象
環
境
と
い
え
ば
、
氷
河
期
の
時
代
で
あ
り
、
ギ
ュン
ツ
(第
一)、

ミ
ン
テ
ル
(第二

)、
リ
ス
(第

三
)、
ウ
ル
ム
(第
四)
の
各
氷
河
期
が
存
在
し
、
き
わ
め
て
寒
冷
な
気
候
と、
そ
の
間
の
温
暖の
気
候
と
の
く
り
か
え
し
が
続
い

た
の
で
あ
る
。
ま
た
最
も
古
い
時
期
の
ギ
ュ
ン
ツ
氷
期
以
前
に
前
ギ
ュ
ン
ツ、
ま
た
は
ド
ナ
ウ
期
が
あ
っ
た
と
し
、
洪
積
世
の
開
始

一
白
滝
の
古
代

二三



1
白
滝
の
古
代

地 質 年 代 表
現 世 (沖積世) 0.8～1万年まえ一

第四紀
(更新世 (洪積世)(完新世) 60～100
鮮新世 -1500

新生代 新第三紀
-3500

第三紀
中新世
漸新世
始新世

-5000
古第三紀

-7000
白堊紀 1億2000

中生代 ジュラ紀 1億5000
一 1億9000
2億2000

(ヴァリスカン造山運動)
石炭紀 2億8000
デボン紀 3億2000

古生代 ゴッ トランド紀 ) 3億5000
オルドビス紀

4億

カンブリア紀

5億

原生代
始生代

・8億5000
‒26億以上

を
六
十
万
年
前
か
ら
さ
ら
に
二
百
万
年
前
ま
で
に
想
定
す
る
説

も
あ
る
。
最
も
後
の
ウ
ル
ム
第
四
氷
期
(約
六
万
年
前
よ
り
)

を
四
小
氷
期
に
分
け
、
こ
の
氷
期
の
終
了
後
が
現
代
の
沖
積
世

と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
(別
表
参
照)。

前
述
し
た
と
お
り
、
日
本
列
島
が
大
陸
か
ら
孤
立
し
た
主
因

は
造
陸
運
動
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
が、
氷
期
と
関
係
の

あ
る
海
水
面
運
動
は
ま
た
、
こ
の
時
代
に
お
け
る
地
理
的
現
象

と
し
て
、
重
要
な
要
素
で
あ
る
。
寒
冷
の
時
期
に
は
蒸
発
し
た

海
水
は
氷
と
な
り
、
そ
の
た
め
海
水
の
量
は
減
少
し
海
面
が
低

下
す
る
こ
と
は
氷
河
期
の
特
徴
で
あ
る
が、
洪
積
世
に
お
い
て

は
こ
の
事
象
が
数
回
に
わ
た
っ
て
く
り
か
え
さ
れ、
あ
る
氷
期

に
お
い
て
は二
〇
〇
ぶ
以
上
も
海
面
が
降
下
し
た
時
期
も
あ
る

と
い
い、
最
後
の
ウ
ル
ム
氷
期
に
お
い
て
は
一
〇
〇
M
程
度
の

海
面
降
下
が
あ
っ
た
だ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
時
期
以
後
と
な
っ
て、
無
土
器
文
化
の
遺
跡
は
増
し
て

く
る
し
、
河
岸
や
丘
の
斜
面
に
生
活
の
跡
が
存
し
て
く
る
。
当

時
は
当
然
寒
冷
な
気
候
で
あ
っ
た
ろ
う
が、
小
氷
期
の
く
り
か

1円

一

-

(アルプス造山運動)

三畳紀
二畳紀

(カレドニア造山運動)



え
し
に
より
、
小
間
氷
期
の
温
暖
な
時
期
が
あ
っ
た
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
こ
う
し
た
な
か
で
大
陸
から
移
動
し
て
き
た
動
物
は
東

洋
象
、
ナ
ウ
マ
ン
象
、
マン
モ
ス
象、
オ
オ
ツ
ノ
ジ
カ、
野
牛
な
ど
が
生
存
し
て
い
た
こ
と
も
、
各
地で
発
見
さ
れ
て
い
る
化
石
な

ど
に
よ
り
実
証
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ま
た
こ
の
時
期
に
特
徴づ
け
ら
れ
る
自
然
現
象
に、
火
山
の
爆
発
と、
こ
れ
に
と
も
な
う
火
山
灰
の
降下
が
あ
る
。
無
土
器
文
化

の
遺
物
の
多
く
は、
この
火
山
灰
層
(ロ
ー
ム
層
)
か
ら
出
土
し
発
見
さ
れ
て、
そ
の
地
質
的
層
位
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
年
代
が
考
察

さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
これ
ら
の
降
灰
が
終
っ
た
の
は
、
お
お
よ
そ
洪
積
世
の
終
末
だ
と
さ
れ
、
一万
年
以
前
と
推
定
さ
れ
て
い

る
と
こ
ろ
か
ら、
約
一
万
年
から
一
万
二
千
年
以
前
を
旧
石
器
時
代
と
し
、
そ
れ
以
前
の
も
ので
沖
積
世
に
属
す
る
石
器
時
代
を
中

石
器
時
代、
新
石
器
時
代
と
称
し
て
い
る
。

昭
和
二
十
四
年
六
月、
郡
馬
県
笠
懸
村
岩
宿
で
無
名
の
一
青
年
相
沢
忠
洋
(当
時二
十
四
歳)
が
、
関
東
ロー
ム
層
(洪
積
世
に

堆
積
し
た
火
山
灰
赤
土
層)
の
中
から
発
見
し
た
一個の

石
器
か
ら、
そ
れ
ま
で
に
日
本
に
は
石
器
時
代
の
文
化
が
な
い
と
考
え
ら

れ
て
い
た
学
説
が
く
つ
が
え
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
洪
積
世
の
地
層
よ
り
出
土
し
た
石
器
に
よ
っ
て、
少
な
く
も
日
本
列
島

に
も
一
万
年
以
前
か
ら
人
類
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
が、
層
位
学
的
に
確
認
さ
れ、
こ
の
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
、
郡
馬
県
を

は
じ
め
関
東
一
帯
の
ほ
か、
長
野
県
、
北
海
道
な
ど
で
旧
石
器
発
掘
が
進
め
ら
れ、
一躍
無
土
器
文
化
の
研
究
が
脚
光
を
あ
び
、
そ

の結
果
が
つ
ぎ
つ
ぎ
発
表
さ
れ
る
に
し
た
が
っ
て
一
層
そ
の
位
置
づ
けが
確
立
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
日
本
の
無
土
器
文

化
の
変
遷
と
今
後
の
課
題
は
ま
だ
多
く
残
さ
れ
て
い
る
。

発
見
さ
れ
た
多
く
の
石
器
の
中
か
ら
は、
現
在
の
シ
ベ
リ
ア
大
陸
で
発
見
さ
れ
た
も
の
と
類
似
の
石
器
も
あ
り、
ま
た
本
州
方
面

で
発
見
さ
れ
て
いる
各
種
の
石
器
と
日
本
列
島
と
の
生
い
た
ち
の
関
係、
ア
ジ
ア
大
陸
の
東
辺
に
位
置
す
る
日
本
列
島
の
無
土
器
文

一
白
滝
の
古
代

一五



氷

河

標準化石 文 化 階 程 区 分 先史年代区分
(ヨーロッパ)道内火山 その他

古墳時代

弥生時代

オホーツク擦
文文化

鉄器時代"
←

?

晩期・中期
後期 青銅器時代

摩
周
火
山

T

一
大

雪 雪
-

ア
バ
シ
リ
貝
塚

トッタベツ Ⅲ 中石器時代
飛驒Ic

?

ホ

飛驒Ib ウウ

白滝上町文化層Ⅰ
C14 15820±400
ブレード ほか

旧石器時代
後 期

火火
山 山

↑? ス

トッタベツ I 象 権現山Ⅱ文化
権現山Ⅰ文化 旧石器時代

中 期

一
屈

斜
路
火

山

支
笏
火
山

←

ル
1
1
1飛驒Ⅰポロシリ

(地盤の上昇開始)

ナ

?.
111

ウ

旧石器時代
前 期ツ

マ
ガ

ン シ 一東
ワ

象 洋
象

一

一六
白
滝
の
古
代

「モ
ヨ
ロ

新石器時代
縄文時代前期

白滝下町文化層Ⅱ
船底石器ほか

ン

b セ

モ

飛驒IIaトッタベツ
(千畳敷)II ン

ジ
ク

シ
ベ
リ
ヤ
、
カ
ラ
フ
ト
、
北
海
道
陸
続
き

大
樽
前
火
山,

恵
庭

繩文時代



一

白
滝
の
古
代

地質年代
区 分

絶 対 年 代
(ヨーロッパ)(年) 永 期 年 代 区 分 古 気 候

(現在に対比)
海水面変化
(ヨーロッパ)

0
1,000- サブアトランティック期 温 0m

沖 2,000
3,000-

サ ブ ボ レ ア ル 期 やや寒積積

6,000- アトランティック期 暖 (+2) +10～15m

世 8,0001 ボ レ ア ル 期
ー6°より暖 -20～30m

10,000- ブ レ ボ レ ア ル 期
-6°

11,000-
アレレード期 温12,000
旧ドリアス期

W3 -6° -30m
18,000±

後 +12m

W2 -8～9° -100～130m
洪 20,000±

ブラン デン
ブ ル グ期 温 +1～3m

W1 -7～8° - 100m±5～60,000±

リス・ウルム(第3)

間 氷 期
暖(+2°) +6～30m

積 リ

ス(第3)
-8～9° - 100m±

約 240,000 氷 期

期

中
期

約 380,000

ミンデル・リス(第2)

間 氷 期
涼 +30～40m

世 前

約 450,000

ギュンツ・ミンデル(第1)

間 氷 期
暖 +30～60m

約 550,000

期
約280,000～1,000,000

約600,000～2,000,000

ギュンツ (第1)氷期 -6°?

海水-4～5°
ー 100mより浅

4,000-
5,000-

7,000-

9,000-

新ドリアス期
ウ

ル
ム(
第
4
)
氷
期

期

約 150,000

ミンデル(第2)

氷 期

- 6～8°?

海水-5～6°
100m±



一
白
滝
の
古
代

化
が、

アジ
ア
大
陸
各
地
の
石
器
と
ど
の
よ
う
に
関
連
を
持
っ
て
い
る
か
な
ど
等、
ま
だ
未
解
決
の
も
の
が
多
数
残
っ
て
い
る
の
で

あ
る
。

白
滝
村
の
無
土
器
文
化
研
究
の
変
遷

昭
和
の
初
期
(二
年
こ
ろ
か
ら
と
い
わ
れ
て
い
る
)、
遠
軽
町
の
遠
間
栄
治
は、
白
滝

村
奥
白
滝
付
近
お
よ
び
旧
白
滝
ホ
ロ
カ
ユ
ウベ
ッ
一帯
か
ら
発
見
さ
れ
た
大
型
石
器
に
注
目
し
、
こ
れ
を
発
掘
収
集
し
て
い
た
。
付

近
住
民
も
ま
た
白
滝
村
一
帯
で、
開
拓
の
進
む
に
つ
れ
多
数
発
見
さ
れ
る
石
器
を
収
集
し
、
学
校
な
ど
に
考
古
資
料
と
し
て
寄
せ
ら

れ
て
い
た
こ
と
は
事
実
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
当
時
は
こ
れ
ら
の
出
土
品
の
年
代
的
考
察
や、
無
土
器
時
代
の
位
置
づ
け
な
ど
に
は

思
い
も
つ
かず
、
き
わ
め
て
近
い
時
代
の
土
器
文
化
ま
た
は
アイ
ヌ
文
化
の
遺
物
と
し
て
考
え
て
い
た
程
度
で
あ
っ
た
。

越
え
て
昭
和二
十
八
年、
当
時
明
治
大
学
の
学
生
で
あ
っ
た
吉
崎
昌
一
(現
北
大
助
教
授)
は、
北
海
道
に
も
旧
石
器
が
あ
る
の

で
な
い
か
と
の
見
通
し
に
た
っ
て
道
内
各
地
を
踏
査
し
、
白
滝
村
の
奥
白
滝、
上
白
滝
お
よ
び
支
湧
別
付
近
か
ら
出
土
し
た
ブ
レ
ー

ド
を
中
心
と
し
た
各
種
の
石
器
を
発
見
し
、
そ
の
形
態
お
よ
び
層
位
か
ら、
こ
れ
が
旧
石
器
時
代
の
も
の
で
あ
る
こ
と
の
判
定
を
し

た
の
で
あ
る
。

そ
の
後
昭
和三
十
年
夏
、
吉
崎
は
明
治
大
学
芹
沢
長
介、
北
海
道
学
芸
大
学
河
野
広
道、
北
海
道
大
学
湊
正
雄
な
ど
の
援
助
の
も

と
に
、
本
村
上
白
滝
高
台
付
近
の
一
地
点
(白
滝
第
十
三
地
点
)
を
は
じ
め
て
発
掘
し
、
産
状
や
層
位
状
況
を
本
格
的
に
調
査
し
た

が、
こ
の
時
点
で
湊
博
士
は
日
高
の
マ
ン
モ
ス
化
石
層
準
に
対
比
さ
れ
る
だ
ろ
う
と
の
見
解
を
明
ら
か
に
し
た
。
翌
昭
和
三
十
一
年

夏
、
北
大
児
玉
作
左
衛
門
と
当
時
北
大
に
交
換
留
学
中
の
米
国
ミ
シ
ガ
ン
大
学
の
S.P.

BANK
が
中
心
と
な
っ
て、
北
大
大
場
利

夫
博
士、
吉
崎
昌
一
な
ど
が
参
加
し、
前
年
吉
崎
が
発
掘
し
た
隣
接
地
点
を
発
掘、
こ
れ
に
は
白
滝
中
学
校、
三
和
中
学
校
の
生
徒

も
発
掘
作
業
に
参
加し
た
。
この
調
査
は
前
年
の
調
査
実
績
に
も
と
づ
き
、
さ
ら
に
考
古
学
、
地
質
学
、
人
類
学
等
の
面
か
ら
調
査

一八



さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
が、
残
念
な
が
ら
細
部
の
成
果
は
発
表
さ
れ
な
いま
ま
に
終
っ
て
し
ま
っ
た
。

そ
の
後
さ
ら
に
井
尻
正
二
、
北
大
石
井
次
郎、
東
北
大
若
生
達
夫、
地
下
資
源
調
査
所
長
谷
川
潔
な
ど
の
手
に
よ
り、
吉
崎
の
研

究
と
併
せて、

河
成
段
丘
の
形
成
史
上、
地
質
形
成
上
な
ど
の
調
査
研
究
が
進
め
ら
れ
た
が、
以
上
の
諸
研
究
が
起
点
と
な
っ
て、

昭
和三
十
四
年
夏、
こ
れ
ら
の
問
題
を
総
合
的
に
調
査
研
究
す
る
た
め
「白
滝
団
体
研
究
会
」
が
結
成
さ
れ、
白
滝
遺
跡の
研
究
は

考
古、
地
質、
地
形、
古
生
物、
土
壌、
人
類
学
の
多
方
面
から
学
究
を
網
羅
し
て
本
格
的
な
研
究
に
入
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
研
究
会
の
構
成
員
は
百
二
十
名
か
ら
な
り、
道
内
大
学
の
若
手
研
究
者
を
は
じ
め、
遠
く
は
京
都
大
学
、
信
州
大
学
か
ら
も

は
せ
さ
ん
じ
、
ま
た
高
校、
中
、
小
学
校
の
教
師
な
ど
お
よ
そ
道
内
外
の
新
進
気
鋭
の
学
究
者
が
中
心
と
な
っ
て
構
成
さ
れ
た
ほ
か、

道
内
の
高
校
生
も
延
べ
四
十
数
名
参
加
し
た
。

こ
の
調
査
研
究
は
昭
和
三
十
四
年
(第三

十
一
地
点
第三
十
二
地
点
)、
同
三
十
五
年
(第三

十
七
地
点
、
第
三
十
八
地
点)、

同
三
十
六
年
(ホ
ロ
カ
沢
)
の三
ヵ
年、
毎
年
夏
白
滝
温
泉
ホ
テ
ル
を
中
心
宿
舎
と
し
、
日
中
は
分
担
に
よ
る
現
地
の
調
査
を
実
施
し
、

夜
は
グ
ルー
プ
に
よ
る
討
議
を
重
ね
て
研
究
が
進
め
ら
れ
た
。
そ
の
結
果
、
白
滝
遺
跡
群
の
地
層、
遺
跡
を
含
む
広
範
囲
の
地
質、

地
形
な
ど
に
つ
き
、
大
き
な
成
果
を
お
さ
め、
昭
和三
十
八
年
五
月
十
日、
白
滝
団
体
研
究
会
の
名
の
も
と
に
『白
滝
遺
跡
の
研
究』

報
告
書
が
発
表
さ
れ
た
。

ま
た
こ
れ
と
並
行
し
て
昭
和
三
十
七
年
に
明
治
大
学
杉
原
荘
介
博
士
を
中
心
と
し
て
、
白
滝
服
部
台
地
の
遺
跡
に
つ
いて
も
発
掘

調
査
が
進
め
ら
れ
た
が
、
報
告
は
未
刊
で
あ
る
。

遺
跡
の
分
布

白
滝
遺
跡
は
湧
別
川
と
支
湧
別
川
の
流
域
一
帯
に
分
布
し、
この
二
つ
の川
に
は
さ
ま
れ
た
数
段
の
河
岸
段
丘

を
形
成
す
る
三
角
地
帯
に
多
く
分
布
し
て
い
る
。

一
白
滝
の
古
代

一九



白
滝
の
古
代

1

遺
物
の
出
土
地
点
は
この
一帯
に
七
十
カ所
以
上
も
存
在
す
る
が、
調
査
地
点
と

し
て
は、

白
滝
第
十
三
地
点
(上
白
滝
前
田
植
林
台
)、
支
湧
別
の
白
滝
第三
十
地

点
(鴻
上
台
地)、

第
四
地
点、
第
十
地
点
な
ど
の
ほ
か、

上
白
滝
か
ら
奥
白
滝
の

間
、
鉄
道
沿
線
に
そ
っ
て、
第
三
十
一、
三十
二
、
三
十
三
地
点
な
ど
が
分
布
し
て

い
る
。
ま
た
白
滝
付
近
で
は
黒
耀
の
沢
を
は
さ
み
、
渡
辺
台
地
第二
十
五
地
点
、
山

本
台
地
第
二
十
七
地
点
な
ど
が
あ
り
、
ま
た
旧
白
滝
ホ
ロ
カ
ユー
ベ
ツ
沢
1
遺
跡
な

ど
も
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
調
査
の
結
果
を
総
合
し
て、
白
滝
石
器
の
発
掘
さ
れ
た
そ

れ
ぞ
れ
の
段
丘
別
位
置
づ
け
お
よ
び
層
位
学
的
検
討
か
ら
白
滝
遺
跡
の
文
化
層
を
新

旧
二
つ
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
、
上
町
文
化
層
I
(
第
十三
、
第
三
十
八
地

点
な
ど
)、
下
町
文
化
層
Ⅱ
(
第三
十、

第
三
十
三
地
点
な
ど
)
と
し
て
分
類
す
る

こ
と
に
し
た
。

遺
物
の
種
類

白
滝
遺
跡
の
遺
物
は、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
黒
耀
石
に
よ
る
石
器

で
あ
り
、
そ
の
種
類
は
多
く
、
道
内
各
地
で
出
土
し
た
ほ
と
ん
ど
の
も
の
が
発
見
さ

れ
て
い
る
。
そ
の
お
も
な
も
の
を
あ
げ
る
と
以
下
の
も
の
で
あ
る
。

刃
(blade)

縦
長
剝
片
の
う
ち
で
も
正
面
に
二‒
三
条
の
稜
が
と
お
っ
て
形
の
と
と
の
った
も

の。
原
義
は
木
の
葉、
小
刀
の
身
と
い
っ
た
意
味
で、
白
滝、
置戸
、
西
興
部、
樽

紋別郡白滝における遺跡の分布

龍、白、奥
Loc21823

Loc.29
Loc.32

Bcz55立42.33 LOC.31.
遊白上

392,19

33

Loc.30

Loc.13

米 1000 500 0

白滝団体研究(1963)による。

10

千
石



岸
な
ど
の
諸
遺
跡
か
ら
船
底
形
石
器
を
と
も
な
っ
て
発
見
さ
れ
る
。
ま
た
当
然
に
ブ
レー
ド
コ
ア
も
発
掘
さ
れ
る
。

口
搔

器
(scraper)

も
の
を
削
っ
た
り
搔
き
と
っ
た
り
す
る
た
め
の、
断
面
が
く
ち
ば
し
状
に
分
厚
い
刃
を
そ
な
え
た
石
器、
総
じ
て
ス
ク
レ
ー
パ
ー

と
言
っ
て
い
る
が、
そ
の
形
態
に
よ
っ
て、
エン
ド
・
ス
ク
レ
ー
パ
ー
、
サ
イ
ド
・
ス
ク
レー
ペ
ー、

コ
ア
・
ス
ク
レ
ー
パ
ー
な
ど

が
あ
る
。

六
彫
刻
刀
(grarer)

通
常、
彫
刻
刀
は
剝
片
の
一
端
に
そ
こ
を
た
ち
切
る
よ
う
な
打
撃
が
加
え
ら
れ、
先
端
部
を
た
ち
切
った
よ
う
な
面
が
で
き、
こ

れ
を
彫
刻
刀
面
と
よ
ば
れ
る
狭
い
剝
取
り
が
で
き
て
い
る
。

二
尖
頭
器
(point)

先
端
が
と
が
っ
て
い
て
、
主
と
し
て
物
を
突
き
刺
す
た
め
の
石
器
を
ひ
ろ
く
尖
頭
器
と
い
っ
て
お
り
、
形
態
は
さ
ま
ざ
ま
な
も
の

が
ふ
く
ま
れ
る
。
大
形
、
中
形
の
尖
頭
器
が
船
底
形
石
器、
彫
刻
刀
石
器
な
ど
と
伴
出
す
る
こ
と
が
多
い
。

ホ
船
底
形
石
器

厚
い
剝
片
石
を
平
ら
な
面
を
中
心
に
し
て、
長
円
形
に
そ
の
周
囲
に
打
撃
を
加
え
、
船
の
よ
う
な
形
に
仕
上
げ
た
石
器
を
い
う
。

特
に
本
村
出
土
の
こ
の
種
の
も
の
は
、
白
滝
型
船
底
石
器
と
よ
ば
れ、
大
形
で
両
面
加
工
が
な
さ
れ
た
厚
手
の
槍
状
石
を
原
材
と

し
、
甲
板
に
あ
た
る
部
分
は
カー
ブ
し
て
いる
も
の
が
多
く、
数
回
の
剝
離
に
よ
っ
てこ
の
際
で
き
る
石
削
は
ス
キー
状
を
な
し
て

い
る
の
でこ
れ
を
ス
キ
ー
状
ス
ポ
ー
ル
と
言
っ
て
い
る
が、
こ
れ
自
体、
擦
痕、
磨
滅
な
ど
が
見
ら
れ
た
点
か
ら
、
石
器
と
し
て
利

用
さ
れ
た
場
合
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

1
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一

石

刻
(core)

石
器
を
作
る
過
程
で、
剝
片
を
は
ぎ
取
っ
た
残
り
の
石
を
石
核
と
い
う
。
こ
れ
は
石
器
の
目
的
で
作
っ
た
と
思
わ
れ
る
よ
う
な
石

核
も
な
か
に
は
あ
る
が、
お
お
か
た
の
場
合
は、
は
ぎ
取
っ
た
剝
片
を
石
器
と
し
て
使
用
し
、
石
核
は
残
り
を
捨
て
ら
れ
た
も
の
で

あ
ろ
う
。
大
部
分
は
縦
に
幅
の
狭
い
剝
離
面
が
平
行
し
て
な
ら
び、
全
体の
形
が
柱
状
や
円
錐
状
を
呈
し
て
い
る
も
の
が
多
い
。
特

に
石
刀
を
は
ぎ
取
っ
た
と
思
わ
れ
る
石
核
な
ど
は、
ブ
レ
ー
ド
・
コ
ア
と
い
っ
て
い
る
。

ト
細
石
器
(microlith)

年
代
は
新
し
く
な
り
沖
積
世
の
初
め
な
い
し
洪
積
世
の
最
末
期
と
な
ろ
う
が、
細
石
刃
を
主
と
す
る
細
石
器
が
発
掘
さ
れ
る
。
い

ず
れ
も
無
土
器
時
代
末
期
の
所
産
と
推
定
さ
れ、
付
近
から
は
石
刃
鏃
な
ど
沖
積
世
初
期
の
こ
ろ
の
石
器
の
ほ
か
、
剝
離
加
工
の
精

密
度
が
高
い
石
器
が
伴
出
さ
れ
て
い
る
。

白
滝
無
土
器
文
化
層
の
年
代

白
滝
無
土
器
文
化
の
石
器
包
含
層
は、
前
述
の
よ
う
に
新
旧二
つ
の
層
準
に
区
分
さ
れ、
文
化

層
1
の
地
点
から
白
滝
団
研
に
お
い
て
石
器
と
と
も
に
出
土
し
た
炭
化
木
片
の
放
射
性
炭
素
測
定
(C14)

に
よ
って、

そ
の
年
代

は
15820±400

B.
P
年
と
い
う
値
が
出
さ
れ、
す
な
わ
ち
一万
五
千
八
百
二
十
年
前
後
四
百
年
前
と
の
年
代
が
推
定
さ
れ
た
の
で

あ
る
。

同
じ
く
白
滝
団
研
か
ら
主
要
な
地
点
に
お
け
る
石
器
群
の
水
和
層
の
厚
さ
は
4.16+0.03

μ～5.79+0.03
μ
の
範
囲
に
含
ま
れ

る
と
の
結
果
が
出
さ
れ、
こ
の
年
代
が
ほ
ぼ二
万
年
から
一
万二
千
七
百
年
B
・
P
年
に
あ
た
る
も
の
と
推
定
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
に

よ
る
と
編
年
表
で
も
明
ら
か
な
よ
う
に、
白
滝
の
文
化
層
Ⅰ
は
約
一
万
五
千
年
か
ら
約二
万
年
に
わ
た
り
、
文
化
層
Ⅱ
は
約
一万
二

千
年
か
ら
約
一
万
五
千
年
に
わ
た
る
と
推
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た。
こ
れ
ら
はウ
ル
ム氷
期
2
(
文
化
層
I)、

ウ
ル
ム
氷
期
3

一
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一
白
滝
の
古
代

(文
化
層
1)
に
相
当
す
る
と
推
察
さ
れ
る
の
で
あ
る。

放
射
性炭
素
測
定=
炭
素
の
同
位元
素
測
定
から
表
わ
さ
れ、
炭
素
は
普
通
C12
で
表
わ
さ
れ
る
が、
放
射
性炭
素
は
C
14で
ある
。
こ
の
C14

は
ど
の
よ
う
な
条
件
に
お
か
れ
て
も
一
定の
速
さ
で
崩
壊
し
て
C12
に変
っ
て
いく
。
した
が
っ
て
C
14と

C
12の
割
合
を
調
べ
ると
二
万
年

前
ぐ
ら
い
ま
で
の
時
間
は
相
当
正
確
に
測
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

水
和
層
測定
=
黒
耀
石
の
石
器
の
表
面
は、
同
じ
黒
耀
石
で
あ
って
も
鈍
い
光
沢
を
し
め
す
。
こ
れ
は
石
器
が
永
い
間
埋
積
さ
れ
て
いる
う
ち
に
表

層
が
水
和
し
て
き
た
た
めで
あ
る
。
この
表
層
に
で
き
る
水
和
層
の
厚
さ
に
よ
り
(古
い
も
の
ほ
ど
厚
く
、
新し
い
も
の
ほ
ど
薄
い)、

年
代
を
推

定
す
る
方
法
で
ある
。

土
器
文
化

白
滝
の
土
器
文
化
遺
跡
に
つ
い
て
は
い
ま
だ
全
く
解
明
さ
れ
て
い
な
い
。

近
年、
市
街
地
東
区
石
井
政
雄
所
有
地
から
中
学
生
が
土
器
破
片
を
発
見
し
た
。
村
教
育
委
員
会
は
こ
れ
を
網
走
郷
土
博
物
館
米

村
哲
英
に
見
て
も
ら
い
意
見
を
う
か
が
っ
た
と
ころ
、
絡
条
体
圧
痕
紋
土
器
(約
七
千
年
前)
の
も
の
と
確
認
さ
れ
た
。
同
教
育
委

員
会
で
はこ
れ
ら
の
資
料
を
基
礎
と
し
て
昭
和
四
十
六
年
度
に、
米
村
哲
英
を
中
心
に
し
て
本
格
的
な
発
掘
を
実
施
し
、
本
村
の
土

器
文
化
の
究
明
を
は
か
る
こ
と
に
な
って
い
る。

二四
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自
然
と
環
境

村
名
“白
滝
"
の
由
来

湯
別
川
の
上
流、
下
白
滝
駅
よ
り
南
方
五
〇
〇
ぶ
の
地
点
に
滝
が
あ
り
白
滝
と

称
し
て
い
た。
『上
湧
別
村
誌』
に
は
白
滝
と
い
う
地
名
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に

記
さ
れ
て
い
る
。

「滝
の
下
駅
通
所
よ
り
約
一里
の
西
方
(現
在
下
白
滝
駅
よ
り
凡
そ
五
〇
〇
M
の

地
点
を
指
す
)
湧
別
川
の
上
流
に
在
り
両
岸
高
く
聳
ゆ
る
の
間
、
削
れ
る
が
如
き

断
崖
と
な
り
相
逼
る
処
、
恰
も
一
蹴
に
し
て
彼
岸
に
及
ぶ
の
感
あ
り
。
湧
別
川
の

奔
端
集
ま
り
其
の
間
を
穿
ち
辛
じ
て
流
れ
飛
瀑
と
な
り
白
日
尚
流
水
濁
り
、
深
さ

測
る
べ
から
ず、
水
勢
迅
風
の
狂
ふ
に
似、
泡
沫
八
方
に
飛
散
し
て
雲
霧
を
吐
き

濤
声
百
雷
と
吼
え
、
為
め
に
双
岸
の
老
樹
蓊
鬱
と
し
て
黙
せ
る
も
の
の
如
し
、
夏

期
に
入
れ
ば
附
近
淡
水
魚
多
く
、
就
中
鱒
魚
の
躍
り
て
瀑
を
溯
ら
ん
と
し
て
水
に

押
さ
れ、
水
を
離
れ
て
飛
ぶ
事
頻
な
り
、
実
に
壮
絶
快
絶、
識
ら
ず
盛
夏
の
苦
熱

も
忘
れ
仙
寰
に
遊
ぶ
の
観
あ
ら
し
む
」
と
あ
る
が
、
古
老
の
言
に
よ
れ
ば
、
こ
こ

第
一
章
位
置
と
面
積

二五

村名の由来となった下白滝の滝‒大正7年秋の景
(大正11年8月の大洪水でこの滝も変容した)
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と
環
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を
通
る
人

が々
飛
沫
す
る
水
し
ぶ
き
の
た
め、
滝
つ
ぼ
お
よ
び
岩
肌
が
白
く
か
す
ん

で
見
え
る
の
で
“白
滝
"
"白
滝
”
と
い
っ
て
通
っ
て
い
た
と
のこ
と
、
そ
れ
が
い

つ
と
は
な
し
に
こ
の
付
近
一
帯
の
地
名
を
“白
滝
"
と
称
す
る
よ
う
に
な
り、
昭
和

二
十
一
年
開
村
の
際、
村
名
と
決
し
た
の
で
あ
る
。

第
一
章
位
置
と
面
積

位
置

白
滝
村
は
網
走
支
庁
管
内
の
中
西
部に
位し
、
北
緯
四
十三
度
四
十
四

分
三
十
秒
よ
り
四
十
三
度
五
十
七
分
三
十
秒、
東
経
百
四
十
三
度
四
十
秒
よ
り
百
四

十三
度
十
八
分
二
十
秒
の
間
に
あ
り、
北
は
丸
瀬
布
町
お
よ
び
滝
上
町、
東
は
丸
瀬

布
町
に、
西
南
部
一
帯
は
石
北
国
境
を
境
と
し
て
上
川
支
庁
管
内
上
川
町
に
接
し
て

い
る
。
面
積

面
積
は三
四
一・
四
六
平
方
き
が
で、

東
西
二
〇
『
財、

南
北
二
四
・

二
吉
別
の
や
や
楕
円
状
で
あ
る
。

今
こ
こ
ろ
み
に
網
走
管
内
お
よ
び
全
道
的
な
角
度
か
ら
本
村
の
面
積
を
観
察
す
る

に
、
網
走
支
庁二
十
三
カ
町
村
の
ほ
ぼ
中
間
に
位
す
る
面
積
を
有
す
る
が、
管
内
全

面
積
八
、九
六
八
・八
六
平
方
ず
ぶ
の
わ
ず
か三
・八
ぎ
に
す
ぎ
な
い
。
し
か
し
全
道

至丸顔市

白滝村
日

オ ホー ツ ク海

網
走

海 留萌
旭

��

岩見沢 池田

口
根
蜜

樂
極
之

札
幌

三角山 A:538

1,088A

5

A.

c

トー・イ ジ昇画岳
館 太 平 洋

位

置 区

ゆしらたさ

かみいうたっす支
湧
別

安安
明
�
三
人

白
滝
村天
狗
平
東
白滝

上支湧別支酒別品天狗岳A:001 二六

祥√



所
有
別

民公国
計 有有有

地 地 地
三
四、一

四
六
念

四、九
六
五
粉

二八、四
六
九
給

七
一二
秒

地
目

別

そ 山村原宅畑

計 の

有
牧

他 林場野地

一、二
五
五
粉

八三
粉

一、
四
一二
念

三
十
二
カ
村
中、
猿
払
村、
鶴
居
村、
占
冠
村、
島
牧
村
に
次
い
で
五
番
目
に
大
き
い
村
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
四
千
万
分
の
一
の
世
界
地
図
を
ひ
ろ
げ
て
見
る
と
、
日
本
全
土
は
人
間
の
親
指
ほ
ど
の
も
の
で
、
北
海
道
は
そ
の
爪
の
大
き

さ
く
ら
い
し
か
な
い
が
、
その
北
海
道
より
小
さ
な
国
が
世
界
中
に
三
十
六
カ
国
も
あ
り
、
さら
に
面
白
い
こ
と
に
白
滝
村
よ
り
も

面
積
の
小
さ
い
国
が
六
カ
国
も
あ
る
。
す
な
わ
ち
バ
チ
カ
ン
市
国
の
四
四
〇
平
方
が、
モ
ナ
コ
大
公
国
(
一・六

平
方
き
込)、

サン
マ
リ
ノ
共
和
国
(六
〇
・
五
七
平
方
き
込
)、
リ
ヒ
テ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
大
公
国
(一
五
七
平
方
が)、

モ
ル
ジ
ブ
(二
九
八
平
方
き

M)、
マ
ル
タ
国
(三
一
六
平
方
き
ぶ
)
の
各
国
で
あ
っ
て
み
れ
ば
、
本
村
も
か
な
り
大
き
な
村
と
い
え
よ
う
。

四
十三
年
度
北
海
道
年
鑑
に
よ
る
)。

(計
数
は
す
べ
て
昭
和

第
二
章
地
形
と
地
質

地
形
概
況

白
滝
村
域
内
の
地
形
は
や
や
楕
円
状
を
な
し
、
四
囲
を
山
地
に
かこ
ま
れ
た
盆
地
状
の
形
態
を
示
し
て
い
る
。

第
二
章
地
形
と
地
質

三
四、
一四
六
分

一、〇
四
六
診

三〇
、二
六
八
給

八
二
秒
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自
然
と
環
境

天
狗
岳
付
近
に
源
を
発
す
る
湧
別

川
と
比
麻
良
山
付
近
に
源
を
発
す
る

支
湧
別
川
の
間
に
発
達
す
る
台
地
状

の三
角
地
帯
(西
南
方
の
天
狗
岳
の

山
麓
斜
面
に
接
し
、
西
南
から
北
東

に
緩
い
傾
斜
を
も
っ
て
発
達
し
て
い

る
台
地
)
を
中
心
に
概
観
す
る
と
、

北
側
は
湧
別
川
左
岸
に
た
だ
ち
に
急

峻
な
山
地
が
迫
り
深
く
き
ざ
ま
れ
た

谷
が
発
達
し
、
七
〇
〇
が
な
い
し

一、〇
〇
〇
M
の
高
度
で
鋭
い
尾
根

が
つら
な
っ
て
い
る
。
ま
た
三
角
地

帯
の
西
側
か
ら
東
南
方
向
に
向
っ
て

は、
天
狗
岳、
武
利
岳
さ
ら
に
ユ
ニ

石
狩
岳
な
ど
の
い
わ
ゆ
る
裏
大
雪
系

統
の
山
な
み
が
続
い
て
い
る
。
さ
ら

に
こ
の
山
系
に
斜
交
し
て
支
湧
別
川

・<下白滝

旧白滝

白滝村
北見4

奥白滝 上白 滝

支
北支湧別天狗平

東
白
滝 博

支
湧
別 別

川11上
支
湧
別

元

水 系 図

別



の
東
側
に
は
主
と
し
て
日
高
層
群
か
ら
なる
七
〇
〇
が
な
い
し
一
、〇
〇
〇
間
前
後の
山
系
が
つ
ら
な
っ
て
いる
。
こ
の
山
地も
深

い
谷
が
発
達
し
急
峻
な
山
容
を
示
し
て
い
る。

河
川
「
湧
別
川」

山
付
近
よ
り
源
を
発
し
た
支
湧
別
川
が
お
よ
そ
二
二
・八
き
が
流
れ
た
地
点、
白
滝
市
街
東
北
部
に
お
い
て
こ
れ
と
合
流、
さ
ら
に
旧

石
北
国
境
付
近
よ
り
源
を
発
し
た
湧
別
川
は、
石
狩
国
上
川
町
領
ニ
セ
イ
カ
ウシ
ュベ
山
の
脈
系
比
麻
良

。

白
滝
に
お
い
て
ホ
ロ
カ
ユ
ー
ベ
ッ川

(七・
五
き
材
)
を
も
合
せ
の
ん
で
丸
瀬
布
町
域
に
入
り
マ
ウ
レ
セ
プ
川、
ム
リ
イ
川
と
会
し
、

や
が
て
向
き
を
東
方
に
転
じ
セ
タ
ニ
ウ
シ
ュ
ウ
ト
ル
コ
ッ
川
(瀬戸

瀬
川
)
を
容
れ
野
上
に
至
り
、
再
び
方
向
を
北
東
に
転
じ
て
常

呂
郡
境
よ
り
く
る
イ
ク
タラ
川
を
併
せ、
ま
た
奥
社
名
渕
よ
り
サ
ナ
プ
チ
川
を
併
せ
て
つ
い
に
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
に
注
ぐ
全
長
一三
二

ま
げ
で
、
白
滝
村、
丸
瀬
布
町、
遠
軽
町、
上
湧
別
町、
湧
別
町
の
一
村
四
町
を
貫
流
す
る
管
内
屈
指
の
河
川
で
あ
る
。

以
上
の
ご
と
く
本
村
の
幹
流
は
湧
別
川
の
み
で
あ
る
が、
第
一
次
支
流
三
十
三
、
第
二
次
支
流二
十
六
、
第
三
次
支
流
八、
第
四

第
五
次
支
流
各
一
の
計
六
十
九
支
流
で
流
路
総
延
長
二
六
九・八

ず
ぶ
と
な
り、
下
白
滝
駅
よ
り
小
樽
駅
ま
で
の
距
離
に
匹
敵
す
る
。

各
支
流
名
は
次
の
と
お
り
。

幹
流

十 水 水

号 吞 無

第
一
次
支
流沢 沢 沢

川 川 川

河

第
二
次
支
流

川第
三
次
支
流

第
四
次
支
流

名
-
第
五
次
支
流

延
長

流
路二・〇
一・五
一・五 km

三・七
三

一・〇
〇

一・
一〇

面 流
積 域
km2

2

(昭
和
四
十
四
年
八
月
一
日
現
在)

湧
別
川

第
二
章
地
形
と
地
質

二九
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湧
別
川

支 伊 岩 二 村

湧 藤 城 号 井

別 沢 沢 沢 沢

川 川 川 川 川

幌
加
湧
別
川

岩
の
沢
川

十
七
号
沢
川

十
六
号
沢
川

十
五
号
沢
川

パ
ー
ラ
イ
ト
沢
川

ラ
ウ
ネ
ナ
イ
川

神
林
沢
川

十
三
号
沢
川

大
平
の
沢
川

湯 五 島 七 野

の 線 の の 宿 の

沢 沢 沢 沢 沢 沢

川 川 川 川 川

小
川

六
・六
五
・〇
二
・五

二二
・八

四
・〇
二
・五
二
・〇
一・
一

二・七
四
・一
七・五
一・五
三
・〇
二・五
二
・〇
一・五
三
・〇
二
・
二
・〇
二・〇
二・五

一四・九
八

二
・八
七

一・
六五

三
四・八

八
三
・三
〇

二・八
八

一・七
二

一・
一
二

四・六
三

三
・七〇

二〇
・七
六

一・一
五

二
・七
五

二・七
五

1・〇
〇

一・五
〇

三
・三
〇

1.
0
0

1 1

一
・

三0
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湧
別
川

上
二
股
沢
川

銅
の
沢
川

小
滝
の
沢
川

一
の
沢
川

盤
の
沢
川

シ
ュ
ウ
ベ
ッ
川

清
水
沢
川

上
尻
無
川

菊
地
の
沢
川

シ
ュ
ウ
ベ
ッ
川

辻
の
沢

七
線
沢
川

二 中 鹿

石
の
沢 雲 の

沢 沢 沢 沢 沢
川 川 川 川 川 川

コ
ガ
ク
し
沢
川

大
滝
の
沢
川

別
沢

川

二・五
二
・〇
五・四
六
・〇
五・九
三
・〇
四
・五
三・七
一・三
四
・四
四
・七
七
・〇
四
・五
一・
七

三・五
二・〇
二・一
六・六
三
・〇
三・二
四・七

二・四〇
一・七

五
一三
・九
三

五・二
〇

九
・三
八

二・三
〇

二・九
五

三
・一
八

一・二〇
六・二

五
一〇・
六三

二
二
・八
四

三・七
七

一・三
七

三・七
五

一・五
八

一・八
八

一六・一
四

一・七
五

一・
九〇

四・五三

ヘン
ケ

ン
ケ

白 綠
の の の

三一



湧
別
川

熊
の
沢
川

園
見
沢
川

ウ
ン
ベ
ツ
沢川

ク
ワ
キ

三
角
点
沢
川

右
険
の
沢
川

三
十
九
号
沢
川

八
号
沢
川

富
樫
の
沢
川

天
狗
沢
川

墓
地
の
沢
川

十
八
号
沢

十
勝
石
沢
川

右
の
沢
川

コ
ヤ
ン
ベ
ッ
川

ス
プ
リ

八
高
沢
川

流
紋
沢
川

北
湯
の
沢
川

五
の
沢
川

若
松
の
沢
川

丸
山

沢
川
三
風
沢
川

三
・一
三・〇
五
・三
三
・五
七・三
五
・四
二
・
二
・〇
三
・〇
五
・四
二・
五

一
一・〇
二・七
三
・〇
二
・〇
八
・
一

二・三
二・〇
八・二
一・七
五・〇

三
・五
三

一・三
三

九
・七
四

二・〇
七

六・二
八

九
・二
〇

一・
五
〇

三
・五〇
九
・二
〇

一七・九
五

三
・七
五

三
九・四〇
二・七

五
二・七

八
一・
五
七

一
三・五

一
〇
・八
七

〇・
八
七

七
・六
五

一・二
五

八・
八三

二
自
然
と
環
境

川 川

三



湧
別
川
苔
の
沢
川

丘
平
の
沢
川

有
明
の
沢
川

計
二
六
九・八

三
九
一・七
四

四
・九
三
・六
三
・五

五・
一五

二・七
五

二・四三

山
岳

四
方
が
山
や
峠
に
よ
っ
て
囲
繞
さ
れ
て
い
る
本
村
は、
中
央
か
ら
北
西
お
よ
び
南
西
部
一
帯
に
か
け
て
北
海
道
の
屋
根

と
も
称
さ
れ
て
い
る
大
雪
山
系
の
一
部
を
成
し
て
い
る
の
で、

一、二
〇
〇
が
内
外
の
山
が
重
畳
と
つ
ら
な
り、

東
に
向
う
に
従
っ

て
や
や
山
勢
を
減
じ
て
い
る
が、
そ
れ
ら
山
岳
地
帯
の
多
く
は
日
高
累
層
群
で
構
成
さ
れ
て
い
る
の
で
、
山
腹
斜
面
に
急
峻
な
と
こ

ろ
が
多
く
見
ら
れ
る
。

そ
の
お
も
な
山
岳
を
示
す
と
、

旧 高 鹿 三 雲 丸 支 比白
滝 ノ 笠 霧

湧 麻
別 良

山 山 砦 山 山 山 岳 山

標

七
三
六・七

八
九
五
・九

一、
一
八
一・四

一、二
九
一・〇

一、五
〇
〇
・五

一、
六
一
七・四

一、
六
八
七・七

一、
七
九
六
・〇

高
(M)

丸
瀬
布
町
境

丸
瀬
布
町
境

上
川
町
境

丸
瀬
布
町
境

上
川
町
境

備
考

緑 辺 雄 千 天 有 平

柏 狗 明
加

山 峰 山 岳 山 山

標

八
六
五・四

九
六
五・三

一、二
六
七・九

一、四
四
五・八

一、五
六
一・〇

一、六
三
四・九

一、
七
七
五
・〇

高
(M))

遠
軽
町
境

滝
上
町
境

上
川
町
境

上
川
町
境

上
川
町
境

備
考

千
登
蟹
山

山
岳
名

山
岳
名

第
二
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二
自
然
と
環
境

雄松山
r'△1.267.9.

一下白滝
1

4965.:

旧白滝
△118:4

千登量山
-214458

白滝村酒 別
奥白滝 上白滝

高上
△892.9

天狗平

東
白
滝 北支湧別

△1.033 支
湧
別
三～上
支
湧
別 三笠!!
△1.5:0

河�
$1.55:

二章上麻真二
△1.796c

4
4

雲嘉 二
Δ:500$

$7.617.4
丸山

山 岳 図

水
準
点

準
点
標
識
が
あ
る
が
、
こ
の
水
準
点
は三

る
永
久
標
識
の
一つ
に、
花
崗
岩
製
の
水

測
量
法
で
定
め
ら
れ
て
い

角
点
と
と
も
に、
あ
ら
ゆ
る
測
量
の
基
準

と
も
な
り
、
ま
た
宅
地
な
ど
の
境
界
標
の

も
と
と
も
な
る
重
要
な
も
の
で
あ
る
。
主

一点
の
割
合
で
設
け、
レ
ベ
ル
を
用
い
て

に
そ
っ
て
一き
が
な
い
し
二
き
が
ご
と
に

と
し
て
水
準
点
は
国
道
な
ど
の
主
要
道
路

直
接
水
準
測
量
を
行
な
っ
て
標
高
を
求
め

全
国
的
に
統
一
さ
れ
た
も
ので
あ
る
。
一

等
水
準
点
は
明
治
時
代
に
全
国
的
な
土
地

調
査
を
行
な
い、
日
本
水
準
原
点
を
東
京

都
千
代
田
区
永
田
町
一
丁
目
一
番
地
内
水

準
点
標
石
の
水
晶
板
の
零
分
画
線
の
中
点

(東
京
湾
平
均
海
面
上
二
四
・四
一
四
〇

M)
に
お
き、
全
国
通
し
番
号
に
よ
っ
て

三四



所
在
地
点
を
明
ら
か
にし
て
いる
。

本
村
域
内
に
お
け
る
水
準
点
は
別
掲
の
と
お
り
旧
国
道
ぞ
い
に
一等
水
準
点
の
み
十
四
点
が
降
ろ
さ
れ
て
い
る
が
、
昭
和三
十
年

に
標
石
の
破
損
あ
る
い
は
立
地
条
件
な
ど
の
理
由
に
よ
っ
て
移
転
改
埋
が
行
な
わ
れ
て
いる
。
次
表
に
よ
っ
て
も
わ
か
る
が、
下
白

滝
馬
止
め
付
近
(
七
千
四
百三
十
三
号)
の
水
準
点
と
、
北
見
峠
付
近
(七
千
四
百
四
十
六
号
)
の
そ
れ
と
を
比
較
し
て
み
て
、
実

に三
倍
強
の
標
高
で
あ
る
と
知
れ
ば
驚
き
に
あ
た
い
す
る
。

白
滝
村
域
内
一
等
水
準
点
成
果
表

所
在
地

標
石
番
号

字
奥
白
滝

字
奥
白
滝

字
奥
白
滝

字
奥
白
滝

字
奥
白
滝

字
上
白
滝

字
上
白
滝

字
白
滝

字
白
滝

字
旧
白
滝

字
旧
白
滝

字
旧
白
滝

字
下
白
滝

字
下
白
滝

七
四
四
六

七
四
四
五

七
四
四
四

七
四
四三

七
四
四二

七
四
四
一

七
四
四〇

七
四
三
九

七
四
三
八

七
四
三
七
同 同 同 同 北
海
道
庁

所
有
主

同同同 同同 同 同同同 同同 同 同
道
路
敷
地

地
目

八
三
二・
一四

七
三
三
・一
三

五
四
五
・七
六
昭
和
30・7・3

昭
和
30・7・1

五〇
七
・九三

昭
和
30・7・1

四
四
四・八三

四
一〇
・二
七

三
九二
・二
二

三
六
八・三
〇

三
四五
・五〇

三二
六・一

二
三〇
九・二

五
明
治
42・5・1

二
九
一・三

七
明
治
42・5・1

昭
和
30.6.18

選
定
年
月
日

陸
地
測
量
手
山
敷
岩
蔵

同 同

同 建
設
技
官
藤
井
陽
一
郎

陸
地
測
量
手

建
設
技
官

選
者

建
設
技
官
藤
井
陽
一
郎

定

同 同 同 同

備
考

(北
見
峠)

(北
見
峠)

(北
見
峠
)

(奥
白
滝
駅
付
近)

(奥
白
滝
3
号
付
近)

移
転
改
埋
(上
白
滝
35号
付
近
)

(上
白
滝
30号
付
近
)

移
転
改
埋
(農
協
付
近)

(幽
仙
橋
付
近)

(旧
白
滝
18号
付
近
)

(旧
白
滝
15号
付
近
)

(旧
白
滝
11号
付
近)

移
転
改
埋
(下
白
滝
馬
止
め付
近)

付
記

七
四
三
三

同同

一
同 一同 同 同 同 |同 同

昭
和
30・6・21

明
治
42・5・1

同

同 同 同 隊

明
治
42・5・1

明
治
42・5・1

陸
地
測
量
手
山
敷
岩
蔵

二九
三
・九
六

二
五
九・六二

標
高

(m)明
治
42・5・9

昭
和
30・7・2

同
昭
和
30・6・21

明
治
42・5・1

山
敷
岩
蔵

藤
井
陽
一
郎

七
四
三
六

七
四
三
五

七
四
三
四
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二
自
然
と
環
境

三
角
点

山
頂
や
丘
陵
の
頂
付
近
で
測
量
上
比
較
的
見
通
し
の
よ
い
と
こ
ろ
に
別
図
の
よ

う
な
石
を
み
る
こ
と
が
あ
る
が、
こ
れ
が
測
量
法
で
定
め
ら
れ
て
い
る
三
角
点
で
、
材
質
は
花

崗
岩
と
真
鍮
製
と
の
二
種
類
が
あ
る
。
こう
し
た
三
角
点
標
石
は
隣
接
町
村
と
の
境
界
線
上
に

も
設
置
さ
れ
て
お
り
、
あ
る
い
は
宅
地
な
ど
の
境
界
標
の
も
と
と
も
な
っ
て
お
り
、
地
図
の
作

成
や
公
共
事
業
な
ど
に
必
要
な
測
量
の
基
準
と
し
て
、
水
準
点
と
と
も
に
き
わ
め
て
重
要
な
役

割
を
も
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
明
治
政
府
が
全
国
的
な
土
地
調
査
を
行
な
い
設
置
さ
れ
た
も
の

で、
現
在
で
は
建
設
省
国
土
地
理
院
の
所
管
と
な
っ
て
い
る
。
三
角
点
は
水
準
点
と
同
じ
く
全

国
的
に
統
一
さ
れ
た
三
角
網
に
よ
っ
て
測
量
が
な
さ
れ、
等
級
は
一
等
三
角
点
、
一等
三
角
補

点
、
二等
三
角
点
、
三
等
三
角
点
、
四
等
三
角
点
の
別
が
あ
り、
平
地
に
お
い
て
は
四
等
三
角

点
の
代
り
に
二
等
多
角
点
が
あ
り
、
こ
れ
が
比
較
的
多
く
設
置
さ
れ
て
い
る
。

本
村
域
内
に
お
い
て
は
一等
補
点
三
角
点
が
一
点
、
二等
三
角
点
が
一点
、
三
等三
角
点
が
十
四
点、
四
等三
角
点
が二
十
三
点
、

二
等
多
角
点
が
九
点
の
合
計
四
十
八
カ
所
に
設
定
さ
れ
て
い
る
。

白
滝
村
域
内
三
角
点
並
に
多
角
点
表

三
等
点

一
等
補
点

等
級
別

比
麻
良
山
|比

麻
良
山

有
明
山
有

明
チ
ト
カ
ニ
ウ
シ
山

山
岳
名

一、七九六・〇
一、公西・九
一、四五・八

標
高
(M))

ク ノ標

標
石
|
左
第

金
属
標
の別

標
石
つ

第 第 7一個
一号
三
号 七号
白
滝
村
字
支
湧
別

白
滝
村
・
上
川
町
境
界
線
上

所
在

地

山
林

地
目

北
海
道
庁

土
地所
有
者

大
正
五・五・五

大
正
五・四・三三

明
治三
・八・六

選
点
年
月
日

(建
設
省
国
土
地
理
院
の
調
査
資
料
に
よ
る)

・保
護
石

三六

三 角 点 標 石-

千
登
蟹
山

三
角
点
名

標
石
番
号
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地
形
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地
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1.

" 四等
点 等 等

点点

等
点

天 東 二十林十十十 北下境熊 辺旧 鹿 伊支高三白雲緑丸
の 留 藤 湧

笠 霧沢 加 別
平 滝 号号 号班号号号別 滝界 中崎:滝谷 北山 峠 山山雲山 山山

雄 辺 鹿 高三支雲緑丸
湧柏 の 笠 霧

別

山 砦 山山岳 山山山

四三五・八

六三・〇

一、二天七・九
九六五・三
七云・七
一二二八

・四
六六・一
六
八・六
吾
三・三
八九五・九
一、二九一・〇
一、交七・七
一、五〇〇・五
八六五・四
一、六
七・四

石 石

第
一九四六九号号

第
一九四六八号

第
一九四六六号

第
一九四六

号
第二一六五

号
第
一00年

四号
白
滝
村
字
白
滝
原
野

白
滝
村
字
白
滝
原
野
一三五

九
番
地

第
一00毫

升号
白
滝
村
字
白
滝
原
野
一
九
五
六
番
地

白
滝村
字
白
滝
原野
六
六
一
番
地

白
滝
村
字
白
滝
原
野
一三
一
四
番
地

白
滝
村
字
白
滝
原
野

白
滝
村
北
湧
別

白
滝
村
字
白
滝
原
野

白
滝
村
字
白
滝

白
滝
村
無
番
地

白
滝
村
字
白
滝

白
滝
村
字
白
滝
原
野

白
滝
村
字
白
滝
原
野三
四
八
九
番
地

白
滝
村
無番
地

"

斎
藤
好
範

北
見
営
林
局

松沢
沢
一

北
見
営
林
局

伊藤
芳男

斎
藤
内
田源三

郎

丹
羽
宏
一

北
見
営
林
局

北
海
道
庁

北
見
営
林
局

北
海
道
庁

斎
藤
久
治

相
馬
康
晴

北
見
営
林
局

北
海
道
庁

北
見
営
林
局

昭
和學・六・三
昭
和
恩
・六・三

昭
和恩
・六・
八

昭
和學
・六・三

昭
和
四
・九・た

昭
和
四
・九・一

昭
和
巴・九・モ

昭
和巴
・九・一五

昭
和巴・九・一六
昭
和
四
・九・た

昭
和
四
・九・一五

昭
和三
・七・一九

昭
和巴
・九・一六

昭
和巴
・九・一五

大
正
五・五・一四

大
正
五・四・二九

大
正
五・五・
四

大
正
五・五・七七

大
正
五・五・四

大
正
五・五・

四
大
正
五・五・

六
大
正
五・四・六

大
正
五・四・二七

大
正
五・四・三元

大
正
五・六・

七
大
正
五・五・三

大
正
五・五・一八

" ハ ノ 標 “

11 11 金
属
標

"

第
0三
五
号

第
二
六丟
号

第
二八
号

第
三七号

第
一項
考号

二四八六号
一
八四号
二四八0号
五
六号

二
六
号

�0号
第
一
七
号
白
滝
村
字
支
湧
別

白
滝
村字
支
湧
別
無
番
地

宅畑 山 畑 山 々 ヶ畑 山 畑地 林 林 林

11 山 原 畑
林 野

竹
田
実

白
滝
村
字
白
滝
原
野
六
五
八
番
地

白
滝
村
字
白
滝
原
野三
二
七
一
番
地

白
滝
村
字
白
滝
原
野

白
滝
村字
白
滝
原
野
三
三
〇
八
番
地

第第 第 第第第第第第第第第

第100年七号
第
一000

号
第
二
六云
号

第
三0号

三
七二号

狗 白

上
白
滝
小
学
校

温
泉

上
見

晴
台

二
十
三
号

十七 六二一 湧 白 白 の

三
十
七
線
北

" " "

11

弘
第
二00五

六号

留
加
峰

" ハ ノ標

11111



二
自
然
と
環
境

二
等
多
角
点

999( 二 1 1 上 十 支七六林松 奥
支
湧一 湧 道 白

四三 ニー 三 五 四二一 別線 別線線 上 村滝

"

第
一些
英
号

第
一吾
吾号号号

第
三
區
号

第
二
五
号

第
二三
六号

第
二三
三号

第
二三
三号

第
七三
四号

第
一七三
吾号
白
滝
村字
白
滝原
野

白
滝
村
字
白
滝
原
野
四
七三
番
地

白
滝
村
字
白
滝
原
野
四
五
五
番
地

白
滝
村
字
白
滝
原
野
三
五
六
三
番
地

白
滝
村
字
白
滝
原
野

白
滝
村
字
白
滝
原
野
三
六
三
〇
番
地

白
滝
村
字
白
滝
原
野

白
滝
村
字
白
滝
原
野
一八
番
地

白
滝
村
字
白
滝
原
野一五〇番

地の
九

ヶ 畑山 畑 山 々畑 道 山畑 原林 林 林
ヶ 畑山 畑山林

林

山下
正
夫

佐
伯
喜
太
郎

北
見
営
林
局

田
中
文
三

北
見
営
林
局

笠
間
笠
間
誠
一

大
蔵
省
財
務
局

北
見
営
林
局

菊
地
芳三

内
務
省

伊
藤
末
雄
昭
和四
・九・六

牧
野
清
吉
昭
和
巴・九
一七

白
滝
村
昭
和
学
・六・10

加
藤
長
治

北
見
営
林局

昭
和
學
・六・10

昭
和四・九・一八

11

地
質

本
村
の
地
質
に
異
常
な
関
心
を
寄
せ
た
地
質
・
考
古
学
者
が
昭
和
三
十
四
年
(一
九
五
九
)
か
ら
三
年
間
大
規
模
な
野

外
研
究
を
行
な
い、

一応
の
成
果
を
あ
げ、
克
明
に
し
て
高
度
な
研
究
発
表
を
行
な
っ
た
。
い
ま、
そ
の
『白
滝
遺
跡
の
研
究』

(白
滝
団
体
研
究
会)

か
ら
抜
萃
す
る
に
、

本
村
全
域
の
基
盤
を
構
成
す
る
も
の
は、
先
白
堊
紀
に
属
す
る
日
高
累
層
群
と、
こ
れ
を
不
整
合
に
お
お
って
い
る
幌
加
湧
別
層

と
白
滝
層
な
ど
の
湖
成
堆
積
物
お
よ
び
幌
加
熔
結
凝
灰
岩
、
白
滝
熔
結
凝
灰
岩
な
ど
で
あ
る
。

一
日
高
累
層
群

三八

白
滝
村
字
白
滝
原
野

白
滝
村
字
白
滝
原
野三
四
五
八
番
地

二
号

第
二00七〇四号

第
10050元号
第
0一0天

吾
号

第
二00七0号

白
滝
村
字
白
滝
原
野二
六
〇
番
地

白
滝
村
字
白
滝
原
野
一〇
一
番
地

白
滝
村
支
湧
別
一
九〇
八
番
地
の
一

白
滝
村
字
白
滝
原
野
五三
五
番
地

白
滝
村
字
白
滝
原
野

金
属
標

金
属
標
11標金標 ”

石: 石

第 第
一九四七
号号

第
一九四七
号

第
一九
七
号
白
滝
村
字
白
滝
原
野三
五
九
八
番
地

昭
和学
・六・三

昭
和
學
・六・九

昭
和
四・九
天

昭
和
四・九・七

昭
和三・七・八

"

栄

" "
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こ
の
地
層
は
上
部
日
高
層
群
に
あ
た
り
、
砂
岩
、
粘
板
岩
類
で
構
成
さ
れ
広
く
分
布
し
て
い
る
。
ま
た
こ
の
地
層
の
な
か
に
は
輝

緑
岩、
花
崗
岩、
石
英
粗
面
岩
な
ど
の
火
成
岩
類
が
貫
入
し
て
い
る
。
な
お
こ
の
日
高
累
層
群
を
幌
加
層
と
湧
別
川
層
の二
つ
の
地

層
に
区
分
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

イ
幌
加
層

こ
の
地
層
は
支
湧
別
川
上
流
地
域
お
よ
び
幌
加
湧
別
川
流
域
に
分
布
し
、
お
も
に
頁
岩
質
の
粘
板
岩
と
砂
岩
の互
層
で
砂
と
泥

の
部
分
が
規
則
正
し
く
重
な
り
合
っ
て
い
る。

口
湧
別
川
層

こ
の
地
層
は
幌
加
層
に
は
さ
ま
れ
た
地
域
に
広
く
発
達
し、
幌
加
層
と
似
て
頁
岩
質
の
粘
板
岩
と
砂
岩
の
互
層
で
あ
る
が、
砂

岩
よ
り
粘
板
岩
の
部
分
が
多
く
、
し
か
も
砂
と
泥
の
部
分
の
境
界
が
不
明
瞭
な
と
こ
ろ
が
多
い
。

二
幌
別
湧
別
層

こ
の
地
層
は
幌
加
湧
別
川、
黒
耀
の
沢、
八
号
の
沢
の
上
流
部
に
発
達
し
、
そ
の
分
布
は
ご
く
限
ら
れ
た
範
囲
で
あ
る
。
堆
積
物

の
下
部
層
は
い
ち
じ
る
しく
発
泡
の
悪
い
軽
石
片
を
主
と
し
た
凝
灰
岩
で
無
層
理
で
あ
る
が、
上
部
に
行
く
に
し
た
が
い
軽
石
片
は

少
な
く
な
り
層
理
を
示
し
て
いる
。
この
層
理
は
一
五
〇
オ
以
上
も
あ
る
。
こ
の
幌
加
湧
別
層
を
お
お
っ
て
熔
結
凝
灰
岩
が
こ
の
地

域
の
東
に
広
く
分
布
し
て
い
る
が、
こ
れ
を
幌
加
熔
結
凝
灰
岩
と
い
う
。
岩
質
は
石
英
粗
面
岩
質
で
多
量
の
黒
耀
石
を
と
も
な
い、

あ
る
い
は
厚
く
あ
る
い
は
薄
く
熔
結
凝
灰
岩
と
互
層
状
に
な
っ
て
いる
。
し
か
し
こ
う
し
た
互
層
状
に
な
っ
て
い
る
も
の
と
は
別

に
、
幌
加
熔
結
凝
灰
岩
の
上
に
五
〇
ぶ
の
厚
さ
に
発
達
し
て
いる
黒
耀
石
岩
体
が
二
カ
所
に
分
布
さ
れ
て
い
る
。
一
つ
は
幌
加
湧
別

川
と
黒
耀
の
沢
に
は
さ
ま
れ
た
八
六〇
が
峰
と
、
い
ま
一
つ
は
幌
加
湧
別
川
の
上
流
の
一、
一
五
四
ぶ
峰
付
近
で
あ
る
。

第
二
章
地
形
と
地
質
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ニー
自
然
と
環
境

三
白

滝
層

こ
の
地
層
は
湖
成
堆
積
層
で、
湧
別
川
と
支
湧
別
川
に
は
さ
ま
れ
た
三
角
地
帯
に
お
も
に
分
布
す
る
。
層
厚
は
約
二
〇
〇
財
で、

岩
質
は
お
も
に
凝
灰
質
砂
岩
か
ら
な
っ
て
い
て
岩
相
の
水
平
変
化
が
激
し
く
、
上
支
湧
別
市
街
付
近
で
は
礫
層、
天
狗
沢
付
近
で
は

黒
雲
母
が
多
い
凝
灰
質
砂
層、
白
滝
市
街
付
近
に
近
づ
く
と
砂
層
中
に
シ
ル
ト
お
よ
び
粘
土
が
増
加し
て
い
る
。
白
滝
層
の
凝
灰
質

砂
層
中
に
は
一部
に
石
英
安
山
岩
質
の
熔
結
凝
灰
岩
が
あ
る
。
こ
の
熔
結
凝
灰
岩
は
支
湧
別
川
上
流
地
域
で
日
高
累
層
群
を
不
整
合

に
お
お
い、
上
支
湧
別
市
街
付
近
で
は
白
滝
層
の
礫
層
の
上
位
に
載
り
砂
層
に
お
お
わ
れ
て
い
る
。
天
狗
沢
付
近
で
は
白
滝
層
の
凝

灰
質
層
に
は
さ
ま
れ
て
い
る
。

第
三章

気
象

白
滝
市
街
地
に
お
いて
海
抜三
五〇
ぶ
を
越
え
、
上
支
湧
別
あ
る
い
は
奥
白
滝
方
面
に
ゆ
く
に
し
た
が
っ
て
五
〇
〇
が
前
後
に
も

な
り、
わ
ず
か
な
農
耕
地
を
大
小
の
山
幾々
重
に
も
起
伏
し
て
包
含
の
て
い
を
示
し
、
北
見
と
石
狩
の
国
境
を
表
玄
関
と
し
て
い
る

高
原
の
地
本
村
は
水
稲、
陸
稲
の
生
産
も
か
な
わ
ず
、
決
し
て
恵
ま
れ
た
気
象
条
件
と
は
い
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

い
ま
四
季
別
に
概
説
し
て
み
る
と
、

春
三
月
後
半
に
な
る
と
大
陸
の
高
気
圧
が
衰
え
を
み
せ、
季
節
風
も
弱
ま
る
が、
四
月
初
め
に
は
ま
だ
降
雪
を
み
る
こ
と
も

多
く
、
融
雪
も
四
月
下
旬
と
、
この
地
方
で
は
お
そ
い
方
で
あ
る
。
四
月
末
か
ら
五
月
に
か
け
て
は
中
国
方
面
か
ら
移
動
性
高
気
圧

が
東
進
し
て
本
道
を
お
お
い
南
西
の
強
い
風
の
日
が
多
く
、
温
暖
で
乾
燥
し
た
空
気
と
な
り
火
災
の
発
生
し
や
す
い
危
険
な
時
季
と

四0



な
る
。
大
正
六
年
五
月
の
忌
ま
わし
き
大
山
火
も、
実
は
こ
う
し
た
気
象
条
件下
に
発
生し
た
も
の
で
あ
る
。
春
の
代
名
詞
桜の
花

は
五
月
下
旬
に
か
け
て
満
開
と
な
り
急
速
に
春
が
や
っ
て
く
る
が、
南
西
の
風
に
た
た
か
れ
て
一
夜
に
し
て
花
吹
雪
と
な
る
こ
と
も

珍
し
く
な
い
。

夏
北
太
平
洋
の
高
気
圧
が
発
達
し
て
し
だ
い
に
本
州
方
面
に
張
り
出
し
、
オ
ホー
ツ
ク
海
の
高
気
圧
が
衰
え
本
州
付
近
に
い

す
わ
る
よ
う
に
な
る
と
本
格
的
な
夏
の
訪
れ
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
夏
も
七
月
上
旬
か
ら
八
月
半
ば
ま
で
の
短
い
期
間
で
、
例
年
三

十
度
を
越
す
こ
と
も
一
、
二
回
あ
る
が
、
あ
ま
り
長
つ
づ
き
は
し
な
い
。
一方
、
年
に
よ
り
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
高
気
圧
の
勢
力
の
強
い

夏
季
に
は
、
冷
涼
な
北
ま
た
は
北
東
風
が
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
方
面
よ
り
流
れ
込
み
頻
繁
に
低
温
が
現
わ
れ、
陰
曇
な
天
候
に
よ
る
日
照

不
足
と
重
な
っ
てつ
い
に
冷
害
凶
作
と
な
っ
て
し
ま
う
。

ま
た
北
太
平
洋
の
高
気
圧
と
オ
ホー
ツ
ク
海
の
高
気
圧
の
間
に
前
線
が
形
成
さ
れ、
本
道
付
近
で
南
北
に
振
動
し
な
が
ら
停
滞
す

る
時
に
は
低
気
圧
の
影
響
と
あ
い
ま
っ
て
雨
を
も
た
ら
す
が、
本
村
に
お
い
て
も
、
ひ
と
雨
五
〇
ミリ以
上
の
大
雨
に
な
る
こ
と
も
あ

る
。
さ
ら
に
山
間
部
特
有
の
驟
雨
に
見
舞
わ
れ
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
で
あ
る
が
、
低
気
圧
の
移
動
速
度
が
早
い
た
め
降
雨
時
間
も
短

く
、
村
内
平
均
し
た
降
雨
が
な
い
こ
と
が
多
い
。

秋
八
月
も
二
十
日
を
す
ぎ
る
こ
ろ
と
な
る
と
朝
晩
涼
し
さ
が
加
わ
り
秋
の
訪
れ
を
感
じ
さ
せ
る
。
こ
の
こ
ろ
に
な
る
と
移
動

性
高
気
圧
と
低
気
圧
が
交
互
に
通
過
し
、
低
気
圧
お
よ
び
寒
冷
前
線
が
通
過
す
る
た
び
に
冷
涼
な
秋
風
が
吹
い
て
く
る
。
台
風
の
シ

ー
ズ
ン
と
な
る
の
も
こ
の
時
期
で
あ
る
が、
本
道
は
比
較
的
被
害
の
少
な
い
地
方
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
秋
雨
前
線
や
台
風
の
影
響

を
う
け
る
た
め
、
に
わ
か
雨の
降
る
こ
と
が
多
い
が
ま
た
晴
天
の
日
も
多
く
、
秋
特
有
の
変
化
の
激
し
い
季
節
と
な
る
。
こ
う
し
た

変
り
や
す
い
気
候
に
よ
っ
て
昼
夜
の
温
度
差
が
い
ち
じ
る
し
く
な
り、
九
月
下
旬
に
は
強
い
霜
の
お
り
る
こ
と
が
あ
る
。

第
三
章
気

象
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二
自
然
と
環
境

冬
冬
季
は
シベ
リ
ア
大
陸
が
い
ち
じ
る
し
く
冷
え
込
む
の
で
優
勢
な
高
気
圧
が
で
き
や
す
く、
本
道
は
その
影
響
を
う
け
西

高
東
低
型
の
気
圧
配
置
に
よ
っ
て
西
ま
た
は
北
西
の
季
節
風
が
強
ま
り
冬
型
の
気
候
と
な
る
。
か
く
し
て
十
月
下
旬
に
は
初
雪
が
あ

り
、
十
一
月
中
旬
を
す
ぎ
る
と
根
雪
と
な
る
の
で
あ
る
。
十二
月
よ
り三
月
中
旬
に
か
け
て
天
狗
岳
よ
り
吹
き
お
ろ
す
通
称
天
狗
嵐

は
寒
気
を
一
層
き
び
し
く
し
、
地
下
凍
結
も
ひ
ど
く
と
こ
ろ
に
よ
っ
て
は
一緒
に
達
す
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
ま
た
低
気
圧
の
通
過
の

あ
と
、
時
と
し
て
三
日
も
四
日
も
猛
吹
雪
と
な
る
こ
と
が
あ
り、
こ
れ
が
た
め
交
通
杜
絶
し
、
郵
便
の
配
達
も
止
り、
小
中
学
校
は

臨
時
休
校
と
な
る
。
他
市
町
村
に
お
い
て
は
極
寒
の
日
に
臨
時
休
校
あ
る
い
は
授
業
開
始
時
間
の
繰
り
下
げ
等
の
便
法
を
講
じ
て
い

る
が、
本
村
に
お
け
る
そ
れ
は
な
く
、
代
っ
て
猛
吹
雪
ま
た
は
多
積
雪
の
日
を
臨
時
休
校
あ
る
い
は
繰
り
下
げ
授
業
と
す
る
こ
と
も

あ
る
が
、
こ
れ
は
本
村
の
特
殊
気
象
か
ら
起
る
も
の
で
あ
る
。

ま
た
道
東
沿
岸
を
発
達
し
た
低
気
圧
が
北
東
へ
進
む
時
に
は
湿
っ
た
雪
が
多
量
に
降
る
こ
と
が
多
く
、
俗
に
呼
称
し
て
い
る
"し

も
風
"
の
時
で、
昭
和三
十
六
年
十
二
月三
十
一
日
に
一
一八
�
、
翌
年
一
月
三
十
日
に
一
二三
ぞ
と
一日
で
一
話
を
こ
え
る
豪
雪

と
な
る
こ
と
も
あ
る
。

霜 一月
半
ば
こ
ろ
に
な
る
と
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
沿
岸
一
帯
は
厚
い
流
氷
に
よ
っ
てと
ざ
さ
れ
る
が
、
こ
の
寒
気
が
北
ま
た
は
北
西
の
風

に
の
っ
て
本
村
に
入
り
、
マ
イ
ナ
ス二
十
度
以
下
の
寒
波
が
幾
日
も
続
く
こ
と
が
あ
る
。

初
霜
終
霜
の
遅
速
に
よ
っ
て
農
作
物
に
異
常
な
影
響
を
及
ぼ
す
霜
は、
春
秋
季
に
大
陸
特
に
沿
海
州
北
部
か
ら
移
動
し
て

く
る
高
気
圧
に
北
海
道
が
お
お
わ
れ
る
よ
う
な
気
圧
配
置
に
な
っ
た
と
き、
こ
の
高
気
圧
は
寒
冷
な
気
団
で
あ
り
、
天
気
が
良
く、

風
が
弱
い
気
象
条
件
の
早
朝
な
ど
霜
の
お
り
る
危
険
が
大
き
い
の
で
あ
る
。
ま
た
冷
た
い
空
気
の
た
ま
り
や
す
い
凹
地
や
盆
地
の
よ

う
な
場
所、
あ
る
い
は
こ
の
よ
う
な
場
所
に
向
っ
て
冷
た
い
空
気
が
流
動
す
る
道
筋
な
ど
は
霜
が
お
り
や
す
く、
反
対
に
傾
斜
地
や
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本
村
に
お
け
る
気
象
状
況
は
次
の
と
お
り
で
あ
る。

(
気

温
(注
:
5
ヵ
年
平
均
と
は
昭
和
36
年
～
昭
和
40
年
ま
で
の
こ
と)

三
平

均

気

温
日
最
高
の
平
均
気
温

最
高
気
温
の
極
値
と
起
日

日
最
低
の
平
均
気
温

最
低
気
温
の
極
値
と
起
日

月別

5
ヵ
年
平
均
昭
和
43
年
5
ヵ
年
平
均
昭
和
43
年
5ヵ年の

うち
昭
和
43
年
5
ヵ
年
平
均
昭
和
43
年
5ヵ
年の
う
ち
昭
和
43
年

.
月

-10.2
-10.3

-
3.8

-
5.0

39,
1
.
1
2
8.0

1811
2.4

-
1
6
.
5

-
1
5
.
6

37.
1.15

-
3
0
.
0

3011
-
3
0
.
4

2
月

-10.7
-11.5

3.9
-
3.9

37.
2,11
7.5

2911
0.6

-
1
7
.
4

-
1
9
.
2

36.
2.

15
-
3
2
.
0

1611
-
3
0
.
1

3
月

-
4.6

-
0.5

1.2
4.7

39,
3
,
3
1

12.0
3011
13.5

-10.3
-
5.8

40.
3.

5
-
3
0
.
0

-
1
5
.
6

4
月

4.7
5.4

10.8
11.6

36,
4
.
3
0

25.0
2411
16.9

-
1.6

-
0.7

10,
4
.
5

-
1
6
.
0

-
8.4

10月
11.5

10.3
19.1

15.8
37.

5.21
29.0

3
H

25.2
3.8

4.8
38.

5.
4

-
4.5

1017
-
1.1

6
月

15.1
15.4

21.6
22.5

37.
6
,
1
3

32.0
26112711
29.6

8.5
8.3

36,
6,

1
-
1.0

3.5

7
月

18.8
18.6

24.5
24.3

36.
7
.
2
1

32.5
2711
32.8

13.0
12.7

7,
7.

8
3.0

-2.5

8
月

19.3
18.4

24.0
23.5

4
0
.
8.

31
32.1

6
H

31.0
14.6

13.2
37.

8.
5
.26

6.0
22
118.7

00月
14.7

13.7
20.5

19.0
36.

..
.
.
.

10,
5

1411
24.7

8.7
8.4

39,
9,
28

-
4.0

1.5

10
月

7.4
6.0

13.6
11.4

36,
10.

5
22.0

5
11

23.0
1.3

0.6
39,

10,
25

-
9.5

8
112217

-
5.0

11
月

0.9
2.8

5.8
7.2

38,
11.

5
16.5

3
11

16.7
-
4.3

-
1.7

37.
11,

28
-
1
9
.
5

-11.8
12

月
-
5.4

-
3.0

-
0.4

1.1
10.5

6
F1

11.3
-10.4

-
7.2

37.
12,
27

-
2
8
.
5

30
11
-
1
4
.
4

平
均

5.1
5.4

11.1
11.0

21.4
18.9

-
0.9

-
0.2

-13.8
8.4

観
測
記
録
に
よ
る
と
こ
ろ
の
こ
れ
ま
で
の
最
高
気
温
は
昭
和
33年

8
月
11日

に
34.0度

、
ま
た
最
低
気
温
は
昭
和
36年

2月
15 日

に
ー
32.0 度

が
記
録
さ
れ
て
い
る
。

(オ
ホ
ー
ツ
ク
海
沿
岸
地
域
気
象
水
文
調
査
報
告
書
・
網
走
地
方
農
業
気
象
月
報
よ
り)
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四四
二
自
然
と
環
境

口
降
水
量
・
積
雪
量
(注
:
5
ヵ
年
平
均
と
は
昭
和
36
年
～
昭
和
40
年
ま
で
の
こ
と
)

項目
年度

月
降

水
量

(mm)
降

水
日
数

(1 mm
以
上
)

1
日
の
積
雪
の
深

さ
の
最
大
と
起
日

(cm)
積
雪
日
数

(10cm
以
上)

平
均
積
雪|降

雪
日
数

(1cm以
上
)

(cm)

月別

5
ヵ
年
平
均
昭
和
43年

5
ヵ
年
平
均
昭
和
43
年
5
ヵ
年
の
う
ち

昭
和
43
年

5
ヵ年
平
均
昭
和
43年
昭43

和年

昭
和

43
年

1
月

5
4

78
12

21
123

68
31

31
47

18

2
月

30
36

10
11

120
66

28
29

67
14

3
月

24
34

10
10

127
56

3
日

17
22

3

10月
57

82

9

9

1

-
2

6
月

85
29

11
4

11

8
月00

171
175

15
13

9
月

101
130

14
11

10
月

49
68

11

9

3

18
11
月

70
81

13
14

34
18

5

2

11

12
月

41
66

14
17

36.12.31
27・30日

20
17

23
17

月
平
均
67 mm

月
平
均
mm
月
平
均
日|月
平
均

日
|

計
cm
計

日
77

12
11

223
81

37.
2
.
1

23日1
日

31
28

64
12

4
月

42
10

9

3

102
4

7
月

82
132

13
12

39.10.25
12
日

2

4

39.11.24
18
日

118
30

37.
1.30.31

28・29
日

38.
3.
2

40.
4.
4

(オ
ホ
ー
ツ
ク
海
沿
岸
地
域
気
象
水
文
調
査
報
告
書
・
網
走
地
方
農
業
気
象
月
報
よ
り)



象
(注) 10ヵ年平均とは昭和33年より同42年までのこと

の 風向・風速・霜・日照時間・不照日 (昭和43年観測)
(網走地方農業気象月報より)項

目 9 時 の 気 象 日 数数 時 間 日 数月
別 最多風向 平均風速

(m) 霜
日
(月間)

照 不 照 日

1月 南 西
西
西
東
東
東
東
東
西

2 0

90.6

4

2月 南 3 0

158.0 4

3月 南

3 0

213.9 0

4月

北 3 4

220.7 0

5月

北 2 0

169.0 1

6月 北

2 0

218.4 1

7月
北 2 0

227.7 1

8月
北 2 00

163.2 0

9月 南

2 0

165.1 3

10月 南又は南西

2 11 150.4 1

11月 南 西西

2 3

92.2 4

12月 南 西

2 0

69.0 9

計

18

1,938.2

28

風 速
昭和43年度における午前9時観測の風速のうち最も大なるものは,7m
(5月21日南西の風)が1度,また1日の平均風速でも7m(9月21日南西
の風)が1度しか記録されていない。
風 向
風向は8方位によるものであるが、昭和43年1ヵ年における午前9時観
測の各方位の風向は下の図表のとおりである。
風向四五 年及

び比率

東 |西 南 |北

北東 北西 南東 南西
静穏
0.5m/s
未 満

計

年間 (日)

40 29 43 4 69 6 17

128

30 366

比率 (%)

10 8 12 1 19 2 5 35 8

100

初 日 終 日項目
区 10ヵ年平均 観 測 開 始

以来の最早 10ヵ年平均 観 測 開 始
以来の最晩地点 別

10月29日 10月 5日

11月 6日
4月30日 6月 7日

白白 滝 降 雪
根 雪 11月 22日 4月 17日 5月 3日

降雪・根雪の初終日 (オホーツク海沿岸地域気象水文調査報告書より)第
三
章
気



二
自
然
と
環境

霜の統計値 (オホーツク海沿岸地域気象水分調査報告書より)
項目 初 霜 終

10ヵ年平均観 測 開始以来の最早10ヵ年平均
観測開始
以来の最晩

無 霜 期 間
地点

白 滝 9月30日 9月13日 5月22日 7月25日 130日 5.23～9.29
遠 軽 10.4 9.20 5.21 6.12 135 5.22～10. 3

北 見 10.3 9.15 5.15 6.27 140 5.16～10. 2

西興部 10. 2 9. 15 5.24 6.10 130 5.25～10. 1

(注) 10ヵ年度均とは昭和33年～昭和42年までの平均
不
照
日

12% 9
.

北東

1
0
%

東 年
風 向

%
8

¥
8 AGE

水
辺
な
ど
は
比
較
的
霜
が
お
り
に
く
い
所
で
あ
る
。

本
村
は
不
幸
に
し
て
降
霜
の
好
条
件下
に
あ
る
と
こ
ろ

が
多
く
、
九
月
も
中
旬
を
過
ぎ
る
と
降
霜
の
危
険
に
さ
ら

さ
れ
る
の
で
あ
る
。
別
表
の
霜
統
計
は
関
係
市
町
村
と
の

比
較
で
あ
る
が、
十
ヵ
年
平
均
の
初
霜
が
九
月
中
と
い
う

の
は
網
走、
宗
谷
管
内
で
は
本
村
の
み
で
あ
る
。

日
照
が
全
然
な
い
日
を
不
照
日
と
い
う
が、
本
村
に
お
け
る
不
照
日
は
別
表
に

よ
っ
て
も
わ
か
る
と
お
り
、
一月、

二
月
、
十
一
月、
十
二
月
の
い
わ
ゆ
る
冬
季
に
集
中
し
て

い
る
。

日
照

農
作
物
に
と
っ
て
温
度、
雨
量
と
と
も
に
大
切
な
気
象
要
素
は
日
照
で
あ
る
。
別

表
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
と
お
り
、
一千
九
百
時
間
を
こ
え
る
日
照
時
間
は
管
内
的
に
み
て
遜
色

な
き
日
照
で
あ
る
。
昭
和
四
十
三
年
一
年
間
に
お
い
て
一日
の
日
照
時
間
が
十
二
時
間
を
こ
え

た
日
は、
四
月
八
日
の
十
二
時
間、
六
月
八
日
の
十
二
時
間、
六
月
十
四
日
の
十
二
・二
時
間、

六
月
二
十
七
日
の
十
二
・四
時
間、
六
月
二
十
八
日
の
十
二
・九
時
間、
七
月
八
日
の
十
三
時
間

七
月
二
十
七
日
の
十二
・二
時
間
と
合
計
七
日
間
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
な
お、

同
年
度
中
網

走
管
内
に
お
け
る
最
長
日
照
時
間
は、
訓
子
府
町
に
お
い
て
六
月
三
日
に
十
五・八

時
間
の
記

録
が
あ
る
。
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第
三章

気

昭和43年1ヵ年の午前9時観測による白滝村の天気状態
項目

月別
快 晴
(日)

晴
(日)

曇
(日)

雨
(日)

雪
(日)

みぞれ
(日)

欠 測
(日)

|計

1月 0
0 CO

5 12

2月

1 9 00

10 1

3月

3 15 10 0
0

象 4 月

15 13 1 1
5月

7 27 3

6 月

21 7 2

7月

1 14 13 3
8月

12 16 3
9月

5 10 3 12

10月

14 14 0
0

11月

1 10 1 1 5 2

12月

7 14 1 00 1

年計

12 137 142

17 42 1 15 366

(網走地方農業気象月報より)

天
気
予
言

農
・
漁
業
を
問
わ
ず
、
一日の

気
象
の
良
否
は
直

接
間
接
に
人
間
生
活
の
上
に
も
ろ
も
ろ
の
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
で、

今
日
の
よ
う
な
気
象
観
測
の
行
な
わ
れ
て
い
な
い
時
代
から
農
山
漁

村
の
人
た
ち
は
自
然
現
象
に
対
す
る
永
い
間
の
観
測
と
体
験
か
ら
天

気
予
言
を
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
が、

ア
イ
ヌ
た
ち
の
間
で
も
や
は

り
気
象
に
対
す
る
予
言
は
さ
か
ん
に
行
な
わ
れ
て
い
た
。
ア
イ
ヌ
の

口
碑
に
よ
る
天
気
予
言
の
う
ち
面
白
い
も
の
を
拾
っ
て
み
る
と
、

「
蛇、
虻
多
く
出
づ
れ
ば
雨
近
き
に
あ
り

1
蛙
夜
鳴
け
ば
翌
日
快
晴

雲
東
方
に
向
っ
て
疾
走
す
る
は
風
と
な
る

1

虹
現
わ
る
る
は
降
雨
少
な
し

1

蟻
し
き
り
に
草
よ
り
出
づ
る
時
は
雨
近
し

1

暁
天
天
色
紅
な
る
時
は
大
風、
日
暮
天
色
紅
な
る
時
は
翌
日

1風
起
る
然
し
必
ず
晴
天
な
り

月
暈
(
注
・月
の
ま
わ
り
に
出
来
る
環
状
の
も
や
)
あ
れ
ば

げ
つろ
ん

三
日
以
内
に
降
雨、
し
ば
し
ば
月
暈
あ
る
年
は
翌
年
晴
天
多
し

1 1



二
自
然
と
環
境

物
第
四
章
植

白
滝
の
野
草

本
村
は
地
勢、
地質
と
も
変
化
い
ち
じ
る
し
く
、
山
岳、
丘
陵
地、
原
野、
河
岸
な
ど
に
自
生
す
る
植
物
も
そ

の
種
類
は
か
な
り
豊
富
で
あ
る
。
都
会
で
は
容
易
に
みる
こ
との
で
き
な
い
草
花、
あ
る
い
は
本
州
地
方
で
は
高
山
に
し
か
生
育
し

な
い
植
物
も
、
道
路
沿
い
に
簡
単
に
し
か
も
数
多
く
見
か
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
も
、
海
抜
平
均
五
〇
〇
ぶ
に
近
い
高
原
地
帯
な
る

が
た
め
で
あ
ろ
う
。

昭
和
十
二
年
小
出
月
江
は
郷
里
長
野
県
よ
り
ヘ
イ
ケ
ボ
タ
ル
を
購
入
し
て
き
て、
野
草
豊
か
に
茂
る
境
内
地
の
一
隅
に
放
ち、
戦

時
中
や
や
も
す
れ
ば
曇
り
が
ち
に
な
る
世
相
を
、
夕
暮
れ
と
と
も
に
の
ど
か
な
光
を
発
す
る
ホ
タ
ル
に
よ
っ
て、
住
民
に
ひ
と
し
く

心
の
や
わ
ら
ぎ
と
光
明
を
与
え
た
。
放
螢
後
十
年
を
経
ず
し
て
無
慮
数
千
匹
に
繁
殖
し
、
戦
後
は
小
規
模
な
が
ら
ホ
タ
ル
観
光
と
し

て
一
時
は
遠
軽、
上
湧
別
方
面
から
も
ホ
タ
ル
の
光
を
求
め
て
見
物
に
く
る
者
も
あ
っ
た
が
、
相
次
ぐ
無
謀
な
捕
獲
と
農
薬
公
害
等

に
よ
る
雑
草
汚
染
で
死
滅
し
、
今
日
か
ろ
う
じ
て
生
き
な
が
ら
え
る
数
は
極
少
匹
に
す
ぎ
な
い
が
、
可
憐
な
昆
虫
ホ
タ
ル
は
農
薬
そ

の
他
の
公
害
に
も
め
げ
ず
、
そ
の
生
命
力
の
偉
大
さ
は
わ
れ
わ
れ
を
し
て
驚
か
し
め
る
。

高
山
植
物
も
、
路
傍
に
生
息
す
る
各
種
の
植
物
も
、
戦
後
の
あ
ら
ゆ
る
公
害
等
が
素
因
と
な
っ
て
枯
死
し
、
つ
い
に
は
全
く
そ
の

姿
を
消
し
て
し
ま
っ
た
植
物
も
あ
る
で
あ
ろ
う
こ
と
は
想
像
に
か
た
く
な
い
。

本
村
域
内
植
物
の
生
息
状
態
に
つ
い
て
は
、
白
滝
小
学
校
海
津
良
知
教
諭
が
植
物
学
に
造
詣
深
く
、
右
の
ご
と
き
資
料
を
寄
せて

く
れ
た
。

四八



春
は
、
日
当
り
の
良
い
落
葉
樹
の
間
に
顔
を
出
す
フ
ク
ジ
ュ
ン
ウ、
道
ば
た
や
崖
ぶ
ち
な
ど
に
群
生
す
る
ア
キ
タ
ブ
キ
の
花
茎
に

始
ま
り
、
山
菜
の
王
と
い
わ
れ
る
ニ
リ
ン
ソ
ウ
や
ア
ズ
マ
イ
チ
ゲ、
キ
ク
ザ
キ
イ
チ
ゲ
な
ど
の
イ
チ
ゲ
類
、
う
す
紫
色
の
エゾ
ェ
ン

ゴ
サ
ク
や
カ
タ
ク
リ
の
美
し
い
花
が
咲
き
乱
れ
山
す
そ
を
彩
る
。
ま
た
道
路
沿
い
の
湿
地
に
は
別
名
ヘ
ビ
ノ
マ
ク
ラ
と
呼
ば
れ
る
ミ

ズ
バ
シ
ョ
ウ、
ヤ
チ
ブ
キ
と
呼
ば
れ
て
い
る
エゾ
リ
ュ
ウ
キ
ン
カ
が
群
を
な
し
て
咲
き
そ
ろ
う
さ
ま
は、
春
な
ら
で
は
の
佳
景
で
あ

ろ
う
。

ス
ズ
ラ
ン
の
葉
に
似
た
ギ
ョ
ウ
ジ
ャニ
ン
ニ
ク
は
概
し
て
上
白
滝
方
面
に
多
く、
味
噌
あ
え
な
ど
に
し
て
食
す
る
と
、
独
特
の
臭

気
が
少
気々
に
な
る
が
舌
つ
づ
み
を
打
つ
ほ
ど
お
い
し
い
も
の
で
あ
る
。

夏
に
な
る
と
、
背
が
高
く
大
き
な
も
の
が
広
い
面
積
に
わ
た
っ
て
繁
茂
す
る
が、
二、
三ぶ
に
も
伸
び
る
オ
オ
イ
タ
ド
リ
を
は
じ

め
、
ヨ
ブ
ス
マ
ソ
ウ、

エ
ゾ
ウ
バ
ユリ
、
ハン
ゴ
ンソ
ウ、

エゾ
ヨ
モ
ギ
、
ア
キ
タ
ブ
キ、
ウ
ド、

ア
マ
ニ
ュ
ウ
、
ヤ
ナ
ギ
ラ
ン
な

ど
本
村
で
は
特
に
目
に
つ
き
や
す
い
植
物
で
あ
る
。

六
月
に
入
る
と
タ
ケ
ノ
コ
の
季
節
と
な
る
。
地
元
営
林
署
よ
り
入
林
許
可
が
お
り
、
一般
開
放
の
二
、
三
日
間
は
村
内
を
は
じ
め

遠
く
紋
別、
網
走、
旭
川
方
面
か
ら
の
タ
ケノ
コ
狩
り
で
山
は
車
の
通
行
に
渋
滞
を
き
た
す
ほ
ど
に
ぎ
わ
う
。
一名
ネ
マ
ガ
リ
ダ
ケ

と
い
わ
れ
て
い
る
が
チ
シ
マ
ザ
サ
の
こ
と
で
あ
る
。
北
見
峠
に
密
生
す
る
竹
や
ぶ
の
中
に
入
る
と
、
す
だ
れ
の
中
を
歩
く
が
ご
と
く

身
動
き
の
で
き
な
く
な
る
こ
と
も
あ
り、
う
っ
か
り
す
る
と
迷
い
子
に
な
る
こ
と
も
あ
る
。

秋
に
は
ム
ギ
ワ
ラ
の
よ
う
な
、
か
さ
か
さ
の
白
い
花
を
つ
け
る
ヤ
マ
ハ
ハ
コ、
あ
る
い
は
あ
ざ
や
か
な
黄
色
で
あ
わ
立
つ
よ
う
に

も
り
上
っ
て
花
を
つ
け
る
ア
キ
ノ
キ
リ
ン
ソ
ウ
、
そ
の
他
ツ
リ
ガ
ネ
ニ
ンジ
ン、
ヒ
メ
ジ
ョ
オ
ン
の
う
す
紫
の
花
、
ア
キ
ノ
ノ
ゲ
シ、

エノ
コ
ロ
グ
サ
な
ど
が
目
に
つ
く
。
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ま
た
、
丹
頂
鶴
の
舞
を
思
わ
せる
マ
イ
ゾ
ルソ
ウ、
日
陰
に
ひ
っ
そ
り
と
可
憐
な
花
を
つ
け
る
ヒ
ト
リ
シ
ズ
カ、
深
山
の
木
陰
に

よ
く
み
る
イ
チ
ャ
ク
ソ
ウ
類
、
針
葉
樹
林
の
下
草
の
中
の
ツ
バ
メ
オ
モ
ト
の
白
い
花
、
白
い
実
が
ポ
ツン
ポ
ッン
と
な
る
フ
ッ
キ
ソ

ウ、
北
海
道
で
も
非
常
に
ま
れ
に
し
か
み
ら
れ
な
い
紫
紅
色
を
し
た
サ
ク
ラ
ソ
ウ
モ
ド
キ
な
ど
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
な
お、
こ

れ
ら
の
ほ
か
に
も
本
村
域
内
に
数
多
く
の
植
物
が
判
明
さ
れ
て
い
る
。

一
双
子
葉
植
物

1
合
弁
花
類

セ
イ
ヨ
ウ
タ
ン
ポ
ポ
、
エ
ゾ
タ
ン
ポ
ポ
、
オ
オ
ヤ
マ
ボ
ク
チ、
エゾ
ノ
キ
ツ
ネ
、
ア
ザ
ミ
、
ハ
ン
ゴ
ン
ソ
ウ
、
ヨ
ブ
ス
マ
ソ
ウ
、
エ
ゾ
ヨ
モ
ギ
、
オ

ト
コ
ヨ
モ
ギ
、
エ
ゾ
ノ
タ
ウ
コ
ギ
、
ノ
ブ
キ、
ア
キ
タブ
キ、
ヤ
マ
ハ
ハ
コ、
ヒ
メジ
ョ
オ
ン
、
セ
イ
タ
カア
ワ
ダ
チソ
ウ、ア

キ
ノ
キ
リ
ン
ソ
ウ
、

ノ
コ
ギ
リ
ソ
ウ
、
ツリ
ガ
ネ
ニ
ン
ジ
ン
、
コ
ウ
ゾ
リ
ナ、
ハ
チジ
ョ
ウ
ナ
、
チ
シ
マ
オ
ド
リ
コ、
ヤ
ナ
ギ
タン
ポ
ポ、

エ
ゾ
ア
ザ
ミ
、
イ
ヌ
ホ
オ
ズ

キ
、
オ
オ
バ
コ、
イ
ヌ
ゴ
マ、
ク
ルマ
バ
ナ、
シ
オ
ガ
マギ
ク、
マ
ル
バ
キ
ン
レ
イ
カ、
カ
キ
ド
オ
シ、
ツ
ル
ニ
ン
ジ
ン
、
ナミ
キ
ソ
ウ、
ア
カ
ネ

ム
グ
ラ
、
ヤ
エ
ム
グ
ラ
、
ミ
ヤ
マ
ムラ
サ
キ、
オ
ド
リ
コ
ソ
ウ、
ヨ
ッ
バ
ム
グ
ラ
、
ク
ル
マ
バ
ソ
ウ、
オ
ニ
ルリ
ソ
ウ
、
ヒ
ル
ガ
オ、
サ
ク
ラ
ソ
ウ

モ
ド
キ、

コバ
ノ
イ
チ
ヤ
クソ
ウ、
ア
キ
ノ
ノ
ゲ
ン、
オ
オ
レ
イ
ジ
ン
ソ
ウ
、
ミ
ゾ
ホ
オ
ズ
キ
、
ミ
ミ
コ
ウ
モ
リ、
オ
ト
コ
エ
ン、

ニ
ガ
ナ
、
ヤ
ナ

ギ
タ
ン
ポ
ポ
、
エ
ゾ
ム
カ
シ
ヨ
モ
ギ

3
離
弁
花
類

ゴ
ゼ
ン
タ
チバ
ナ、
ミ
ツバ
、
ヤブ
ジ
ラ
ミ
、
ド
ク
ゼ
リ、
セ
リ、
オ
オ
ダ
イ
コ
ンソ
ウ、
エゾ
エ
ン
ゴ
サ
ク、
スミ
レ、
ツ
ボ
スミ
レ、

エ
ゾ
ノ

タ
チ
ツ
ボ
スミ
レ、

コン
ロ
ン
ソ
ウ、
ハコ
ベ、
ウシ
ハ
コべ
、
オ
オツ
メ
ク
サ、
オ
オ
ヤマ
フ
スマ、

ナズ
ナ、
グン
バイ
ナ
ズ
ナ、
ス
カン
タ

ゴ
ボ
ウ、
ヘビイ

チ
ゴ、
エゾ
ク
サイ
チ
ゴ、
キ
ジ
ム
シ
ロ、
ツ
ル
キ
ジ
ム
シ
ロ、
ミ
ツバ
ッチ
グ
リ、
エゾ
ノミ
ツ
モ
ト
ソ
ウ、
ク
サフ
ジ、
ク

サ
ノ
オ
ウ、
カ
タバ
ミ
、
コミ
ヤ
マ
カ
タ
バ
ミ
、
キ
ツ
ネ
ノ
ボ
タ
ン
、
ゲ
ン
ノシ
ョ
ウ
コ、
キ
ン
ミ
ズ
ヒ
キ、
エゾ
マ
ツ
ヨ
イ
グ
サ、
ナ
ギ
ナ
タ
コ

ウ
ジ
ュ、
イ
ヌ
タ
デ、
オ
オイ
ヌ
タデ
、
ミ
ゾ
ソ
バ
、
タ
ニ
ソバ
、
イシ
ミ
カ
ワ、
ミ
チ
ヤ
ナ
ギ、
ヒ
メス
イバ
、
ギ
シ
ギ
シ
、
イ
タド
リ、
ア
カ



ザ、
シ
ロ
ツ
メ
ク
サ、
ア
カ
ツメ
ク
サ、
フ
クジ
ュ
ソ
ウ、
アズ
マ
イ
チ
ゲ、
ニ
リ
ン
ソ
ウ
、
ヒト
リ
シ
ズ
カ、
フ
タリ
シ
ズ
カ、
サラ
シ
ナシ
ョ

ウ
マ、
ト
リア
シ
シ
ョ
ウ
マ
、
エ
ゾ
ト
リ
カ
ブ
ト、
ト
モ
エ
ソ
ウ、
キ
ツ
リ
フ
ネ、
ツリ
フ
ネ
ソ
ウ
、
エゾ
ク
ロ
ク
モソ
ウ、
エゾ
ヤ
マ
ハギ、

フ
ッ
キ
ソ
ウ
、
エゾ
イ
ラ
ク
サ、
ワ
サビ
、
ウ
ド
、
エゾ
ノ
リ
ュ
ウ
キ
ン
カ、
オ
オ
バ
セ
ン
キ
ュ
ウ
、
エ
ゾ
ニ
ュウ、

ハ
ナ
ウ
ド、
エゾ
ノ
シ
シ
ウ
ド、

シ
ロ
ネ、
エゾ
シ
ロネ、

ヒ
メシ
ロネ
、
カラ
マ
ツソ
ウ、
ヤ
ナ
ギ
ラ
ン
、
コ
キ
ン
バ
イ
、
エゾ
キ
ケマ
ン、
ミ
ヤ
マ
ハ
ンシ
ョウブ

ル、
ズ
タ
ヤ

クシ
ュ、
ケフ
シ
グ
ロ、
スベ
リ
ヒ
ュ
、
ア
キ
ノ
ウ
ナ
ギ
カ
ツミ
、
エゾ
ノ
コン
ギ
ク
、
オ
オ
バ
タ
ネ
ツ
ケ
バ
ナ、
ミ
ツ
バ
オ
ウ
レン

二
単
子
葉
植
物

オ
オ
バ
ナ
ノ
エン
レ
イ
ソ
ウ、
エ
ンレ
イ
ソ
ウ、
マ
イ
ゾ
ルソ
ウ、
ツバ
メ
オ
モ
ト、
オ
オ
ア
マ
ド
コ
ロ、
ツ
ユ
ク
サ、
カ
タ
ク
リ、
キ
バ
ナ
ノア

マ
ナ、
クル
マ
ユ
リ、
ウバ
ユ
リ、
ミズ
バ
シ
ョウ、

ザ
ゼ
ン
ソ
ウ、
オ
オ
マ
ムシ
グ
サ、
サイ
ハ
イ
ラ
ン
、
ヒ
メ
イズ
イ、
ギ
ョ
ウ
ジ
ャ
ニ
ン
ニ

ク、
ガ
マ
、
オ
オ
ア
ワ
ガ
エ
リ、
コ
ウ
ボ
ウ、
ユ
キ
ザ
サ、
ス
ズ
メ
ノ
テ
ッポ
ウ、
ス
ス
キ
、
ス
ズ
メ
ノ
カ
タビ
ラ
、
ウ
シ
ノ
ケ
グ
サ、
ネ
ズ
ミ
ガ

ヤ
、
ア
オ
ス
ゲ、
ア
ゼ
ス
ゲ、
カ
モジ
グ
サ、

ニ
ワ
ホ
コ
リ、
ア
キ
メ
ヒ
シ
バ

三
羊
歯
植
物

コ
ス
ギ
ラ
ン
、
ト
ウ
ゲ
シ
べ
、
ヒ
カ
ゲ
ノ
カ
ズ
ラ
、
ス
ギ
カ
ズ
ラ
、
マン
ネ
ン
ス
ギ
、
エゾ
ノ
ヒ
モ
カ
ズ
ラ、
ス
ギ
ナ、
ト
ク
サ、
コ
ウ
ヤ
ワ
ラ
ビ
、

ワ
ラ
ビ
、
エゾ
フ
ュ
ノ
ハ
ナ
ワ
ラ
ビ
、
ナ
ツ
ノ
ハ
ナ
ワ
ラ
ビ
、
ヒ
ロハ
ハ
ナヤ
ス
リ、
ゼ
ン
マ
イ
、
コ
ケシ
ノ
ブ
、
ヒ
メ
ウラ
ジ
ロ、
クジ
ャ
クシ

タ、
シノ
ブ
、
ヤ
マ
ソ
テ
ツ
、
イ
ヌ
ガ
ン
ソ
ウ、
イ
ワ
デ
ン
ダ、
ツ
ル
デ
ン
ダ、
オシ
ダ
、
シラ
ネ
ワラ
ビ
、
ミ
ヤ
マ
ワラ
ビ
、
ヒメ
ン
ダ、
オ
オ

バ
シ
ョ
リ
マ
、
オ
ク
ヤマ
ワ
ラ
ビ、
ウ
サ
ギ
シ
ダ
、
エゾ
メン
ダ、

ヘ
ビ
ノ
ネ
ゴ
ザ
、
イ
ワ
イ
ヌワ
ラ
ビ
、
ヤ
マ
イ
ヌ
ワラ
ビ
、
ミ
ヤ
マ
シ
ダ
、
シ

シ
ガシ
ラ
、
イ
チ
ョ
ウ
シ
ダ
、
コ
タ
ニ
ワ
タ
リ

以
上
こ
れ
ま
で
あ
げ
た
野
草
中
か
ら
野
山
の
味
覚
と
し
て
の
山
菜
を
ひろ
っ
て
み
る
と
意
外
に
多
い
こ
と
が
わ
か
る
。
す
な
わ
ち

セリ
、
ミ
ツ
バ
、
フ
キ、
エゾ
ウ
バ
ユ
リ、
ク
ル
マ
ユ
リ、
エジ
ェ
ン
ゴ
サ
ク、
カ
タ
ク
リ
、
ニ
リ
ン
ソ
ウ
、
ユ
キ
ザ
サ、
ア
ザ
ミ、
ヨブ
ス
マ
ソ

ウ、
ウド、

ハン
ゴ
ン
ソ
ウ、
エゾ
イ
ラ
ク
サ、
タン
ポポ
、
キバ
ナノ
ア
マ
ナ、
ヨ
モ
ギ、
ギ
ョ
ウジ
ャ
ニ
ン
ニク、

エゾ
リ
ュウ
キン
カ、
ワ

サ
ビ、
チシ
マ
ザ
サ、
ク
サソ
テ
ツ、
ワラ
ビ
、
ハ
コべ
、
ナズ
ナ、
オド
リ
コ
ソ
ウ
、
スミ
レ
、
ヒ
ル
ガ
オ

第
四
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木
の
芽
で
は
、

ト
チ
ノ
キ、
シ
ナノ
キ、
オ
オバ
ボ
ダ
イ
ジ
ュ、
マ
ユミ
、
ツリ
バ
ナ、
ハ
ル
ニ
ン、
キ
タ
コ
ブ
シ
、
コ
ナラ
、
エゾ
ニ
ワ
ト
コ、
タ
ラ
ノ
キ

木
の
実
で
は、

コ
ク
ワ
、
マ
タ
タ
ビ
、
ミ
ヤ
マ
マ
タ
タ
ビ
、
ク
ワ
、
ク
ルミ
、
コ
ケ
モ
モ、
ク
ロ
マ
メ、
ク
ロ
ウ
ス
ゴ
、
キ
イ
チ
ゴ

白
滝
の
樹
木

本
村
は
植
物
地
理
学
上
亜
寒
帯
に
属
し、
本
州
に
見
ら
れ
な
い
樹
種
も
か
な
り
繁
茂
し
て
い
る
。

森
林
樹
木
は
本
州
の
ス
ギ
、
ア
カ
マ
ツ、
ク
ロ
マ
ツ
な
ど
の
混
合
林
に
対
し
、
エ
ゾ
マ
ツ、
ア
カ
エ
ゾ
マ
ツ、
ト
ド
マ
ッ
の
原
始

林
、
そ
れ
に
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
の
広
葉
樹
が
加
わ
り
、
な
か
ん
ず
く
針
葉
樹
林
の
中
の
シラ
カバ
の
白
い
木
肌、
あ
る
い
は
マ
タ
タ

ビ
や
ミ
ヤ
マ
マ
タ
タ
ビ
の
白
い
葉
は、
緑
と
の
対
比
の
中
で
も
ひ
と
き
わ
美
し
い
も
の
で
あ
る
。

エゾ
マ
ツ
(ア
カ
エ
ゾ
マ
ツ
を
含
む)
は、
昭
和
四
十
一
年、
北
海
道
の
大
自
然
を
象
徴
す
る
郷
土
の
木
と
し
て
定
め
ら
れ
た
ほ

ど、
樹
形
の
美
し
さ
は
広
く
道
民
に
親
し
ま
れ
て
お
り
、
北
海
道
の
伝
統
あ
る
歴
史
を
無言
の
う
ち
に
語
り
続
け
て
い
る
よ
う
で
あ

る
。ト
ド
マ
ツ
は
北
海
道
で
い
ち
ば
ん
ポ
ピ
ュラ
ー
な
針
葉
樹
で
あ
り
、
大
正
期
以
来
さ
か
ん
に
行
な
わ
れ
て
き
た
造
材
の
樹
種
の
う

ち
針
葉
樹
の
中
で
占
め
る
比
率
も
大
き
く
、
庶
民
的
な
樹
種
と
い
え
よ
う
。

秋
の
山
の
彩
り
は、
樹
種
の
多
い
こ
と
か
ら
千
差
万
別
で、
濃
い
緑
の
針
葉
樹、
紅
葉
す
る
カ
エデ
類
を
は
じ
め、
サ
ク
ラ、
ヤ

マ
ブ
ド
ウ
、
ヤ
マ
ウ
ルシ
、
ナ
ナ
カ
マ
ド
、
黄
葉
す
る
ハ
ン
ノ
キ、

セ
ン
ノ
キ、
カ
ツ
ラ
、
カ
ラ
マ
ツ、
カ
ベ
類
、
茶
褐
色
に
な
る

ナ
ラ
、
カ
シ
ワ
、
ヤ
チ
ダ
モ
な
ど
と
り
ど
り
の
色
調
の
競
い
合
う
さ
ま
は
す
ば
ら
し
い
景
観
を
呈
す
る
。
さ
ら
に
樹
葉
の
変
化
の
美

�



し
さ
ば
か
り
で
な
く
、
濃
いピ
ン
ク
色
の
果
実
の
中
か
ら
赤
い
皮
を
か
ぶ
っ
た
タ
ネ
を
の
ぞ
か
せ
た
ッ
リベ
ナ、
あ
る
い
は
カ
ラ
ス

が
喜
ん
で
食べ
て
い
る
エ
ゾ
ニ
ワ
ト
コ
の
赤
い
実、
そ
し
て
赤
珊
瑚
の
よう
な
ナ
ナ
カ
マ
ド
も
実
に
美
し
い
も
の
で
あ
る
。

樹
木
の
う
ち
比
較
的
な
じ
ま
れ
て
い
る
も
の
を
あ
げ
て
み
る
と
、

高
木
で
は

1
針
葉
樹

ト
ド
マ
ツ
、
エゾ
マ
ツ、
ア
カ
エゾ
マ
ツ、
カラ
マ
ツ、
イ
チ
イ
、
ス
ト
ロー
プ
マ
ツ、
ト
ウ
ヒ

2
広
葉
樹

ハ
ルニ
レ、
ヤ
チ
ダ
モ、
セン
ノ
キ、
シ
ナノ
キ、
ミ
ズ
ナ
ラ
、
エゾ
イ
タ
ヤ
(ク
ロ
ビ
イ
タ
ヤ)、

カ
シ
ワ
、
シラ
カン
バ
、
ウ
ダ
イ
カ
ン
バ、
ダ

ケ
カン
バ、
イ
ヌ
エ
ンジ
ュ、

ハ
リ
エ
ン
ジ
ュ、
ヤ
マ
グ
ワ、
ハ
シ
ド
イ
、
エゾ
ヤマ
ザ
ク
ラ
、
カ
ツ
ラ
、
ホ
オ
ノ
キ、
キ
タ
コ
ブ
ン
、
ナ
ナ
カ
マ

ド
、
ミ
ズ
キ、
ヤ
マ
ナ
ラ
ン
、
ケ
ヤ
マ
ハ
ン
ノ
キ、
ミ
ヤ
マ
ハン
ノ
キ、
ハ
ウ
チ
ワ
カ
エデ、

サ
ワ
シ
べ
、
シ
ュウ
リ
ザ
ク
ラ
、
オ
ニ
グ
ルミ
、
ヤ

チ
ハ
ンノ
キ、
ニ
セア
カ
シ
ア
、
ポ
プ
ラ
、
オ
ヒ
ョ
ウ、
ド
ロ
ノ
キ、
ア
カ
イ
タ
ヤ、
ネ
コ
ヤ
ナ
ギ、

エゾ
ヤ
ナ
ギ
、
バ
ッ
コ
ヤ
ナ
ギ
、
エゾ
ノ
キ

ス
ヤ
ナ
ギ
、
ナ
カバ
ヤ
ナ
ギ
、
キ
ハ
ダ
、
ア
サ
ダ
、
ア
カ
シ
デ

低
木
で
は

ナ
ニ
ワ
ズ、
ド
ク
ウ
ツ
ギ
、
エゾ
ニ
ワ
ト
コ、
ノリ
ウ
ツ
ギ、
シ
モ
ツ
ケ
類
、
エ
ゾ
ヤ
マ
ハ
ギ、

マ
ユ
ミ、
コ
マ
ユミ
、
ツリ
ベ
ナ、
ヒ
ロハ
ノッ

リ
バ
ナ、

エゾ
ム
ラ
サ
キツ
ツジ
、
ム
ラ
サ
キ
ャ
シ
オ
ツ
ツジ、

ハ
ク
サン
シ
ャ
ク
ナゲ、

ヤ
マ
ツ
ツジ
、
コ
ケ
モ
モ、
ミ
ヤ
マ
ビ
ャ
クシ
ン
、
チ

シ
マ
ザ
サ、
ヤ
ド
リ
ギ、
カ
ラ
ス
シ
キミ
、
ホ
ザ
キ
ナ
ナ
カ
マ
ド、
ガ
マ
ズ
ミ
、
ク
マ
イ
チ
ゴ、
イ
ヌ
ツ
ゲ
、
タ
ラ
ノ
キ、
ハ
イ
シ
キ
ミ
、
エ
ゾ
ス

グ
リ、

ニ
シ
キ
ギ

ツ
ル
性
で
は
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ミ
ン
、
ゴ
ト
ウ
ゾ
ル

ツ
タ
ウ
ル
シ
、
ツ
ルア
ジ
サイ
、
イ
ワ
ガラ
ミ
、
ツル
ウ
メ
モ
ド
キ、
ヤ
マブ
ド
ウ、
マ
タ
タビ
、
コ
ク
ワ、
ミ
ヤ
マ
マ
タ
タ
ビ
、
チ
ョ
ウ
セ
ン
ゴ

な
ど
が
あ
る
。

五四



政

三
行第

一
章

北
海
道
の
歴
史

北
海
道
は
新
開
地
で
年
代
が
短
い
か
ら
歴
史
が
な
い、
歴
史
ら
し
い
歴
史
が
な
い
と
い
う
人
も
あ
る
が、
こ
れ
は
大
い
な
る
誤
り

で
あ
る
。

シ

今
こ
こ
に
北
海
道
の
歴
史
を
略
述
し
て
み
る
と
、
北
海
道
が
渡
島
(
わ
たり
し
ま)
の
名
を
も
っ
て
歴
史
上
に
跡
づ
け
ら
れ
た
の
は

今
か
ら
約
千
三
百
余
年
の
遠
き
に
さ
か
の
ぼ
る
。
日
本
書
紀
に
よ
れ
ば、
奈
良
朝
斉
明
天
皇
の
四
年
(
西
暦
六
五
八
)
阿
倍
比
羅
夫

が
北
陸
か
ら
秋
田
、
津
軽
の
エゾ
や
渡
島
と
沿
海
州
の
ミ
シ
ハ
セ
の
国
(黒
竜
江
に
居
住
し
た
ッン
グ
ー
ス
種
族
で、
そ
の
子
孫
が
今
日
の
オ

へ
ロ
ッ
コ
族
で
あ
ろ
う
と
言
わ
れ
て
い
る)
を
討
ち
、
後
方
羊
蹄
に
政
所
(こ
の政
所
の
所
在
地
が
北
海
道
の
ど
こ
に
当
る
の
か
は
わ
か
ら
な
い
)
と

し
て
郡
領
を
置
い
た
と
あ
る
の
が
道
史
の
は
じ
ま
り
で
あ
る
。
そ
し
て
北
海
道
の
こ
と
を、
よ
く
松
前
と
か
蝦
夷
地
と
か
い
わ
れ
て

え
ぞ

い
た
が、
厳
密
に
い
う
と
松
前
地
と
蝦
夷
地と
は
異
な
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
松
前
地と
は
現
在
の
日
本
海
岸
の
桧
山
管
内
熊
石

町
ま
で
と
さ
れ、
太
平
洋
岸
で
は
渡
島
管
内
亀
田
町
を
も
っ
て
境
と
し
、
そ
の
他
の
地
域
は
す
べ
て
蝦
夷
地
と
い
わ
れ
て
い
た
の
で

あ
る
。
さ
ら
に
蝦
夷
地
を
熊
石
か
ら
宗
谷
、
斜
里
まで
の
北
西
部
を
西
蝦
夷
地
ま
た
は
上
蝦
夷
と
いい
、
亀
田
以
東
内
浦
湾
か
ら
襟

ク
ナ
シリ

エ
ト
ロ
フ

裳
岬
を
越
え、
根
室
、
国
後、
択
捉
を
加
え、
知
床
半
島
の
突
端
ま
で
の
東
南
部
を
東
蝦
夷
地
ま
た
は
下
蝦
夷
と
呼
ば
れ
て
い
た
。

第
一
章
北
海
道
の
歴
史

五五



三
行

政西 蝦 夷

東 蝦 夷

松前 ●白滝位置

松前・東西蝦夷分布図

こ
れ
に
よ
る
と
白
滝
の
地
は
西
蝦
夷
地
に
属
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

ク
タラ

斉
明
天
皇
の
七
年
に
は、
朝
鮮
で
新
羅
と
百
済
と
が
反
目
、
日
本
は
百
済
を

シ
ラ
ギ

助
け
て
戦
い、
阿
倍
比
羅
夫
も
将
軍
と
し
て
出
陣、
そ
の
後
は
西
辺
の
防
備
に

国
力
が
集
中
さ
れ
た
た
め
本
道
遠
征
は
途
絶
え
て
、
そ
の
後
五
百
年
あ
ま
り
和

人
の
足
跡
を
見
な
い
離
れ
島
(蝦
夷
が
島
)
と
な
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
が
、

い
つ
ま
で
も
ア
イ
ヌ
民
族
の
み
の
別
天
地
で
は
な
か
った
。
和
人
の
移
住、
そ

れ
は
アイ
ヌ
民
族
に
と
っ
て
の
一
大
脅
威
で
あ
っ
た
と
と
も
に
、
や
が
て
輝
か

し
い
北
方
文
化
を
産
み
出
す
べ
き
第
一
歩
で
も
あ
った
。
そ
れ
で
は
和
人
の
本

道
移
住
の
始
め
が
い
つで
あ
る
か‒‒‒に

つ
い
て
は
明
言
し
が
た
い
が
、
史
実

の
中
に
は
文
治
五
年
(
一
一八
九)
奥
羽
の
豪
族
藤
原
泰
衡
が
源
頼
朝
の
た
め

に
滅
ぼ
さ
れ、
そ
の
残
党
の
渡
来
を
も
っ
て
和
人
移
住
の
始
め
で
あ
る
と
い
わ

れ
て
い
る。
い
ま
和
人
の
移
住
が
い
か
な
る
形
に
て
起
っ
た
か
を
考
え
て
み
る
に、
お
お
よ
そ
次
の
こ
と
が
い
わ
れ
る
。

本
州
に
お
け
る
戦
乱
の
際
の
落
ち
武
者

一二
罪
人
が
島
流
し
と
な
っ
た
者

三
本
州
に
て
凶
作
時
に
逃
げ
て
き
た
者

四
漂
流
人

五
商
人
、
漁
夫
な
ど
出
稼
ぎ
で
留
ま
った
も
の

五六



し
か
し
、
こ
う
し
た
和
人
の
居
住
地
も、
お
お
む
ね
渡
島
半
島
の
一
部
に
限
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

建
保
四
年
(一
二
一
六)
に
鎌
倉
幕
府
は
強
盗・
海
賊
の
類
五
十
余人
を
蝦
夷
が
島
に
流
し
た
と
の
記
事
は
吾
妻
鏡
に
も
明
記
さ

れ
て
お
り、
嘉
禎元
年
(一二
三
五)
夜
討
強
盗
の
従
犯
者
を
蝦
夷
が
島
に
流
すべ
し
と
定
め
た
こ
と
に
よ
っ
て
も
明
ら
か
で
あ

る
。一二
〇
〇
年
こ
ろ
、
津
軽
の
安
東
氏
が
鎌
倉
幕
府
(北
条
義
時)
の
代
官
と
し
て
前
後
二
百
年
に
わ
た
っ
て
蝦
夷
島
(北
海
道)

を
管
領、
そ
の
支
配
権
を
に
ぎ
っ
た
が、
諸
施
設
な
ど
ほ
と
ん
ど
み
る
べ
き
も
の
は
な
く
、
和
人
の
本
道
移
住
は
徐
に々
行
な
わ
れ

て
い
た
よ
う
で
あ
る
が
、
そ
の
居
住
地
は
お
お
む
ね
松
前
地
方
の
ご
く
一
部
に
限
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
っ
た
。

た
て

し
おく
び

あ
つ
き
ぶ

か
き
ざき

嘉
吉
三
年
(
一
四
四三
)
安
東
盛
季
は
南
北
朝
以
来
の
宿
敵
で
あ
っ
た
南
部
義
政
に
追
わ
れ
て
一
族
郎
党
と
と
も
に
北
海
道
に
逃

が
れ
た
。
こ
え
て
享
徳
三
年
(
一
四
五
四
)
田
名
部
の
蠣
崎
氏
も
八
戸
の
工
藤
政
経
に
敗
れ
渡
道
し
た
。
こう
し
て
安
東
、
蠣
崎
の

両
氏
は、
こ
れ
よ
り
早
く
移
住
し
て
い
た
和
人
と
と
も
に、
い
わ
ゆ
る
前
述
の
松
前
地
を
主
と
し
た
蝦
夷
地
開
発
の
辛
苦
を
続
け
て

い
た
。
そ
の
根
拠
地
は
渡
島
半
島
汐
首
岬
か
ら
厚
沢
部
川
に
至
る
海
岸
数
十
里
に
及
び
、
そ
の
間
諸
所
に
安
東
氏
配
下
の
砦
を
築
き

とり
で

付
近
の
人
民
を
治
め
て
いた
。
この
店
を
館
と
呼
び
、
康
正
二
年
(
一
四
五
六
)
蝦
夷
乱
(
い
わ
ゆ
る
コ
シ
ャ
マ
イ
ン
の
乱
)
発
生

の
時
に
は
、
箱
館
(函
館)
な
ど
左
記
の
ご
と
き
十
二
カ
所
の
館
が
出
来
て
い
た
。

箱 志し
館

濃の

里
名

館 館

箱
館
市
箱
館
山
の
麓

旧

亀
田
郡
銭
亀
沢
村
字
志
苔 地

名

函
館
市

函
館
市
志
苔
町

地|地

名

館河 小

野 林

政 良

通 景

主

第
一
章
北
海
道
の
歴
史

五七

在
康
正二
年
(一
四
五
六
)
コ
シャ
マ
イン
の
乱
発
生
の
時
に
お
け
る
館
の
所
在
地と
館
主
名

所
現



三
行

花 比 原 禰 大 章 穩 脇 中 茂

保は
沢 石じ口 部 内 本 野 別

田た
政

館 館 館 館 館 館 館 館 館 館

上
磯
郡
茂
別
村
字
茂
辺
地

上
磯
郡
木
古
内
村
字
中
野

上
磯
郡
知
内
村
字
脇
本

松
前
郡
吉
岡
村
字
吉
岡

松
前
郡
福
山
町
字
及
部

松
前
郡
福
山
町

松
前
郡
根
部
田
村
字
近
藤

檜
山
郡
上
国
村
字
花
見
台

檜
山
郡
石
崎
村

松
前
郡
原
口
村

松
前
郡
福
島
町

松
前
郡
松
前
町

松
前
郡
松
前
町

松
前
郡
松
前
町

松
前
郡
松
前
町

檜
山
郡
上
ノ
国
町

檜
山
郡
上
ノ
国
町

上
磯
郡
上
磯
町

上
磯
郡
木
古
内
町

上
磯
郡
知
内
町

蠣武厚 岡 近相下今 蔣 南 佐 安

崎田谷 部 藤原国泉 士 条 藤 東

季信重 季 季政定秀 秀 秀 季 家

繁広政 澄 常胤季友 直 継 則 政

こ
う
し
た
和
人
の
増
加
が
ア
イ
ヌ
を
刺
激
し
、
康
正
二
年
よ
り
翌
長
禄
元
年
(一
四
五
七)
に
か
け
て
反
乱
が
起
り、
ア
イ
ヌ
酋

長
コ
シ
ャ
マイ
ン
が
大
挙
し
て
来
襲
し
多
く
の
和
人
が
殺
傷
さ
れ、
多
勢
に
無
勢
で
箱
館
を
は
じ
め
と
し
て
各
地
の
館
は
次
々
と
陥

落
、
風
雲
急
な
る
と
き
武
田
信
広
奮
戦
し
、
コ
シ
ャ
マ
イ
ン
父
子
を
射
殺、
こ
れ
に
力
を
得
た
和
人
は
勢
力
を
増
し
諸
館
を
も
奪

回
、
和
人
の
危
機
を
救
っ
た。
この
功
績
に
よ
り
信
広
は
安
東
一
族
の
蛎
崎
花
沢
館
主
の
養
女
を
娶
り
蛎
崎
家
を
継
ぎ
、
こ
こ
に
お

いて
蝦
夷
島
に
お
け
る
事
実
上
の
主
権
者
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
慶
長
四
年
(
一
五
九
九
)
五
代
目
慶
広
の
代
に
至
り
松
前
と
改
姓
、

松
前
藩
の
基
礎
は
こ
こ
に
確
立
、
松
前
氏
の
蝦
夷
島
に
お
け
る
領
主
権
が
世
に
認
め
ら
れ
た
。
こう
し
て
藩
士
の
数
も
増
し
藩
士
に

対
す
る
給
与
等
財
政
必
ず
し
も
豊
か
な
ら
ず
、
た
め
に
蝦
夷
地
の
海
岸
線
を
数
多
く
分
割
、
藩
士
に
漁
業
権
を
与
え
交
易
所
を
設
け

�
さ
せ
る
策
を
講
じ
た
。
これ
を
場
所
と
呼
ぶ
。

。

五八



北
海
道

1

茂
別
館

C箱
館

志
濃
里
館

脇本館
概保田館 單

品
約

青

森

館の所在地略図

初
め
の
う
ち
船
を
つ
か
っ
て
ア
イ
ヌ
と
品
物
の
交
換
等

を
行
な
っ
て
い
た
知
行
主
(領
地
主
のこ
と
)
も
、
そ
の

後
し
だ
い
に
商
人
に
請
負
わ
せ
、
運
上
金
(税
金
の
よ
う

な
も
の
)
を
取
る
い
わ
ゆ
る
場
所
請
負
制
度
を
現
出
す
る

0
0
0
0
0
0

に
至
った
。
この
委
託
を
う
け
た
商
人
を
場
所
請
負
人
と

いう
。
こう
し
た
場
所
の
開
設
は
慶
広
の
代
か
ら
は
じ
ま

り
、
慶
長
年
間
(一
五
九
九ー
一
六
一四)

に
は
蝦
夷
地

の大
部
分
に
及
ん
だ
と
い
わ
れ
る
。
さ
ら
に
宝
永
三
年

(一
七〇
六
)
す
な
わ
ち
場
所
開
設二
十
一
年
後、
村
山
伝

兵
衛
な
る
人
が
宗
谷
と
留
萌
の
二
場
所
を
請
負
っ
た
最
初

の人
と
さ
れ
て
いる
。
そ
の
後
時
折
松
前
藩
の
直
営
に
も

ど
っ
た
り
し
た
が、
結
局
明
治二
年
(一
八
六
九)
九
月、
開
拓
使
達
を
も
っ
て
こ
の
制
度
が
廃
止
さ
れ
る
ま
で
百
六
十
五
年
と
い

う
長
い
間、
場
所
請
負
制
度
が
つ
づ
い
て
い
た
の
で
あ
る
。

さ
て
わ
れ
わ
れ
が
現
在
目
に
す
る
と
こ
ろ
の
北
海
道
地
図
は、
は
た
し
て
い
つ
ご
ろ
出
来
た
か
と
いう
に、
慶
長
四
年
(一
五
九

九
)
松
前
慶
広
が
大
阪
へ
出
て、
徳
川
家
康
に
謁
見
の
さ
い、
蝦
夷
島
の
地
図
と
家
譜
を
献
上
し
て
お
り
、
こ
れ
が
記
録
上
最
初
の

か
もん

北
海
道
図
と
さ
れ
て
いる
が、
つ
い
で
三
十
六
年
後
の
寛
永
十
二
年
(一
六
三
五
)
松
前
藩
は
村
上
掃
部
左
衛
門
広
儀
に
蝦
夷
全
島

を
巡
行
さ
せ
地
図
を
作
ら
せ
て
い
る
。
正
保
御
国
絵
図
と
よ
ば
れ、
こ
え
て
寛
文
元
年
(一
六
六
一)
に
も
吉
田
作
兵
衛
に
よ
る
全

第
一
章
北
海
道
の
歴
史

五九

原口館
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行

政

島
調
査
を
行
な
わ
し
め
元
禄
御
国
絵
図
と
よ
ぶ
地

図
を
作
ら
せ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
い
ず
れ
も
現
物

は
な
く
、
わ
ず
か
に
元
禄
御
国
絵
図
の
模
写
が
あ

る
の
み
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
元
禄
御
国
絵
図
に

す
で
に
「ゆ
う
べ
ち」
(湧
別)

の
地
名
が
見
ら

れ
る
こ
と
は
大
い
な
る
関
心
事
で
あ
る
。

さ
て
北
海
道
も
そ
の
昔
、
歴
史
に
残
る
大
乱
が

いく
つ
か
あ
っ
た
。
コ
シ
ャマ
イ
ン
の
乱
に
し
て

も
、
次
に
記
す
戦
い
に
し
て
も、
こ
う
し
た
大
乱

に
よ
っ
て
蝦
夷
地
が
そ
の
つ
ど
脱
皮
し
、
警
備、

産
業、
経
済、
開
拓
等
に
一
歩
一
歩
前
進
し
た
施

策
が
と
ら
れ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。

寛
文
九
年
(一
六
六
九
)
六
月、
日
高
に
お
い
て
ア
イ
ヌ
同
士
の
紛
争
に
端
を
発
し
一部
和
人
の
砂
金
掘
り
が
こ
れ
に
介
入、
松

前
藩
の
失
政
に
不
満
を
い
だ
き
、
和
人
に
対
す
る
常
日
ご
ろ
の
う
っ
憤
と
あ
い
ま
っ
て、
酋
長
シ
ャ
ク
シ
ャ
イ
ン
は
各
地
の
ア
イ
ヌ

を
扇
動
し
大
反
乱
を
ひ
き
起
し
た
。
これ
が
世
に
言
う
シ
ャク
シ
ャ
イ
ン
の
乱
で
あ
る
。
当
時
全
蝦
夷
島
を
震
動
さ
せ
た
こ
の
暴
動

も
、
松
前
藩
の
鉄
砲
と
アイ
ヌ
の
毒
矢
と
の
武
器
の
相
違、
そ
れ
と
松
前
藩
の
奸
策
に
よ
っ
て
わ
ず
か
五
カ
月
後
の
十
月
末、
シ
ャ

ク
シ
ャイ
ン
が
殺
さ
れ
る
に
及
ん
で
戦
い
は
お
さ
ま
っ
た
。
し
か
し
こ
の
反
乱
に
お
け
る
松
前
藩
の
武
力
は
『津
軽
一
統
志
』
に
よ

北

カラ
ト
シ
マ右
元�
十三
年
庚
辰
春

・

0

→シン
11リ
イ
シ
リ

0
0

0

0
00F

イシカ!!

0

台
命
所
呈
上之
地圖
也

オコ
シ
リ

エ
サ

0
0

バ
コタテ

軽 津 部南

元禄御国絵図の写し

ラ
ッ
コ
シ
マ

0

松
前城下口

六



る
と
「侍三

拾
四
人
、
是
は
兵
庫
殿
一
門
家
の
由。
此
外
四
五
拾人
切
米
取
(米で

俸
禄
を受
け
る
武
士)
の
由
」
と
あ
る
よ
う
に
わ
ず

キ
リ
マ
イ
ト
リ

か
七
、
八
十
人
ほ
ど
で
、
こ
れ
に
対
し
ア
イ
ヌ
勢
力
は
約
二
万
人
と
い
わ
れ、
十
九
隻
の
和
船
が
襲
撃
さ
れ、
二
百
七
十
人
余
の
和

人
が
殺
害
さ
れ
壮
烈
き
わ
ま
る
大
乱
で
あ
っ
た
。
かく
て
松
前
藩
の
支
配
力
は
こ
の
大
乱
を
契
機
と
し
て
、
に
わ
か
に
強
化
さ
れ
た

の
で
あ
る
が、
い
かん
せん
、
こう
し
た
松
前
藩
に
対
す
る
不
信
の
空
気
は
容
易
に
お
さ
ま
ら
ず、
そ
の
後
寛
政六
年
(一
七
九
四)

に
起
っ
た
国
後、
目
梨
の
乱
も
一
地
方
に
お
け
る
争
乱
で
あ
っ
た
が、
蝦
夷
地
の
不
安
な
政
情
が
暴
露
さ
れ、
こ
れ
ら
内
外
情
勢
の

緊
迫
な
さ
ま
を
幕
府
も
黙
視
で
き
ず、
松
前
藩
に
よ
る
蝦
夷
地
統
治
を
取
上
げ、
寛
政
十
一年
(一
七
九
九)

一月
、
東
蝦
夷
地
を

直
轄
し
、
良
好
な
成
績
に
自
信
を
強
め
た
幕
府
は
文
化
四
年
(一
八
〇
七
)
三
月
、
西
蝦
夷
地
を
直
轄
統
治
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
の
間、
幕
府
は
ア
イ
ヌ
の
懐
柔
に
重
点
を
お
き
、
農
林
水
産
業
の
奨
励、
計
量
の
適
正
化、
ア
イ
ヌ
古
来
の
風
習
の
改
善
等、進

ん
で
救
護
の
手
を
さ
し
の
べ
る
策
を
と
っ
た。
か
く
し
て
幕
府
は
松
前
に
松
前
奉
行
所
を
置
き
、
全
島
主
要
地
に
幕
府
の
官
吏
を
配
属

し
こ
れ
が
警
備
と
統
治
に
あ
た
ら
せ
た
。
し
か
し
こ
の
幕
府
の
施
策
は
必
ず
し
も
適
切
で
あ
っ
た
と
いえ
な
い
が
ア
イ
ヌ
と
の
交
流

も
好
転
し
、
蝦
夷
地の
経
営
に
も
光
明
が
見
え
た
ので
、
文
政
四
年
(一
八
二
一)
十
二
月、
幕
府
は
松
前
藩
(藩
主
・
松
前
章
広)

に
対
し
松
前
・
蝦
夷
地の
全
島
を
返
還
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
松
前
藩
復
領
の
経
営
は三
十
三
年
と
三
ヵ
月
に
わ
た
っ
た
が
、
北
辺

防
衛
が
急
務
と
な
っ
て
安
政二
年
(一
八
五
五
)
二
月、
幕
府
は
松
前
藩
に
対
し
松
前
地
方
の
一部
を
松
前
氏
の
所
領
と
し
て
残
し
、

そ
の
他
は
全
島
こ
と
ご
と
く
(樺
太
・
千
島
も
ふ
く
め
て
)
松
前
藩
よ
り
引
上
げ
再
直
轄
し
て、
箱
館
奉
行
所
に
委
任
し
、
沿
岸
防

備
の
強
化
と
本
道
奥
地
の
開
拓
に
力
を
注
ぎ
、
明
治
改
元
ま
で
の
十
三
年
間
支
配
し
、
や
が
て
明
治
の
夜
明
け
と
な
っ
た
の
で
あ

る
。す
な
わ
ち
幕
府
真
轄
の
時
の
方
針
に
似
て
い
る
が
さ
ら
に
進
ん
だ
も
の
で、
第
一に
ア
イ
ヌ
を
な
づ
け
る
こ
と
に
意
を
注
ぎ、
不

第
一
章
北
海
道
の
歴
史

六一



六二

三
行

政

正
な
事
の
な
い
よ
う
に
し
、
ア
イ
ヌ
に
天
然
痘
流
行
時
に
は
あ
ま
ね
く
種
痘
を
施
し、
第二
に
警
衛
に
つ
い
て
は
安
政二
年
(
一八

五
五)
南
部、
津
軽、
仙
台、
秋
田、
松
前
の
五
藩
に、
そ
し
て
安
政
六
年
新
た
に
会
津、
庄
内
の
二
藩
を
加
え
て
そ
れ
ぞ
れ
の
持

場
を
分
割
警
備
さ
せ
た
。
第
三
に
西
蝦
夷
地
海
岸
の
難
所
お
よ
び
東
西
連
絡
道
路
の
開
削、
海
岸
に
は
帆
船
も
配
置
し
交
通
の
便
を

は
か
っ
た
。
第
四
に
拓
地
殖
民
に
つ
いて
は、
幕
府
旗
本
の
有
志
や
浪
人
等
に
手
当
を
与
え、
処
に々
移
住
さ
せ
、
農
民
を
募
り
一

般
に
移
住
を
奨
励
し
、
こ
れ
ま
で
神
地
と
し
て
禁
じ
て
い
た
積
丹
半
島
神
威
岬
の
婦
人
の
通
行
を
許
し
た
。
第
五
に
産
業
の
奨
励
に

努
め
灌
溉
・
排
水
両
溝
の
開
削
に
は
資
金
を
貸
付
け
し
、
馬
鈴
薯
の
買
上
げ
を
行
な
い、
牛
馬
羊
豚
飼
育
の
奨
励、
漁
猟
の
許
可
、

鉱
山
の
開
発
等
に
意
を
注
ぎ
、
農
産
業
開
拓
の
助
け
を
な
し
た
の
で
あ
る
。

か
く
し
て
北
海
道
開
拓
の
土
台
は
す
で
に
こ
の
こ
ろ
よ
り
築
き
あ
げ
ら
れ
て
い
っ
た
と
い
っ
て
よ
かろ
う
。

第
二
章
明
治
時
代

わ
が
国
の
政
権
は
慶
応
三
年
(一
八
六
七)
十
月
十
五
日、
王
政
復
古
の
命
の
も
と、
三
百
年
に
わ
た
っ
て
政
権
を
握
っ
て
い
た

徳
川
幕
府
(将
軍
・
徳
川
慶
喜)
も
、
つ
い
に
大
政
を
奉
還
し
、
天
皇
を
中
心
と
す
る
維
新
政
府
に
移
さ
れ
、
蝦
夷
地
の
行
政
も
お

の
ず
か
ら
幕
府
の
手
を
離
れ
明
治
新
政
府
に
帰
属
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
翌
四
年
四
月
、
政
府
は
北
門
の
防
衛、
拓
殖
の
重
要
性
を

き
ん
な
る

認
めて
清
水
谷
公
考
を
蝦
夷
地
の
総
督
に
任
命、
箱
館
奉
行
所
は
廃
止
と
な
り
行
政
官
庁
と
し
て
の
箱
館
裁
判
所
が
五
月
一日
に
開

設
さ
れ、
同
年
七
月
十
七
日
付
告
示
を
も
っ
て
箱
館
府
と
改
め
ら
れ、
総
督
も
知
事
と
改
称
さ
れ
た
。

か
く
て
慶
応
四
年
九
月
八
日
こ
の
日
よ
り
“明
治
”
と
年
号
が
改
め
ら
れ
た
。



そ
れ
か
ら
間
も
な
い
十
月、
新
政
府
の
や
り
方
に
不
満
を
も
っ
た
旧
幕
臣
の
榎
本
武
揚
ら
の
率
い
る
幕
府
脱
走
軍
の
た
め
に
箱
館

そ
の
他
を
占
領
さ
れ
た
が
、
翌
明
治二
年
五
月、
政
府
の
鎮
圧
に
よ
っ
て
武
揚
ら
は
降
伏、
反
乱
は
全
く
治
ま
っ
た
。
政
府
は
こ
の

反
乱
に
よ
っ
て
中
断
さ
れ
て
い
た
蝦
夷
地
の
開
拓
事
業
を
強
力
に
推
進
す
る
た
め、
同
明
治
二
年
七
月
八
日
“開
拓
使
”
を
設
置、

前
佐
賀
藩
主
鍋
島
直
正
が
初
代
長
官
に、
箱
館
府
知
事
で
あ
っ
た
清
水
谷
公
考
は
開
拓
次
官
に
そ
れ
ぞ
れ
任
命
さ
れ
た。

こ
の
時
十
六
歳
の
年
若
き
明
治
天
皇
は
「蝦
夷
開
拓
は
皇
威
隆
替
の
関
す
る
所、

一日
も
忽
に
すべ
から
ず
」
と
の
ご
下
問
が
あ

り、
「他
日
皇
威
を
北
彊
に
宣
る、
汝
が
方
寸
の
間
に
あ
る
の
み
」
と
激
励
さ
れ
た
。

と
こ
ろ
が
鍋
島
長
官
は
病
身
か
つ
高
齢
を
理
由
に
明
治
二
年
八
月
十
六
日
辞
任
す
る
が
、

こ
れ
よ
り
さ
き
蝦
夷
地
の
地
理
に
精
通
し
た
松
浦
武
四
郎
の
提
案
に
よ
り
、
蝦
夷
地の
新
名

称
に
「日
高
見
」
「北
加
伊」
「
海
北」
「
海
島」
「東
北」
「千
島
」
の
候
補
名
が
仮
案
と
し

て
出
さ
れ
「
北
加
伊」
が
と
り
あ
げ
ら
れ
た
が、
結
局
武
四
郎
の
意
見
を
採
用
し
て、
北
加

伊
が
『北
海
道
”
と
変
容
し
た。
ま
た
同
時
に
道
内
を
渡
島
七
郡、
後
志
十
七
郡、
石
狩
九

郡
、
天
塩
六
郡
、
北
見
八
郡、
胆
振
八
郡、
日
高
七
郡、
十
勝
七
郡、
釧
路
七
郡
、
根
室
五

郡
、
千
島
五
郡
の
十
一
国
八
十
六
郡
の
国
郡
に
分
け
そ
の
名
称
を
確
定
し
た
。
‒‒
明
治
二

年
八
月
十
五
日
の
こ
と
で
あ
る
。

鍋
島
長
官
退
任
の
あ
と
若
干
日
時
の
空
白
が
あ
った
が、
同二
年
八
月
二
十
六
日二
代
目

ひ
が
し
く
せ
み
ち
と
み

長
官
と
し
て
東
久
世
通
禧
が
任
命
さ
れ
、
九
月
二
十
五
日
各
幕
僚
を
従
え
て
箱
館
に
赴
任、

そ
の
翌
二
十
六
日
開
拓
使
か
ら
「此
の
度
蝦
夷
地
一円
を
北
海
道
と
称
す
る
」
旨
の
触
れ
書

開拓使仮庁舎 (『北海道百年』より)
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政

が
公
布
さ
れ、

こ
こ
に
道
名
と
国
郡
が
誕
生、
本
道
開
発
の
端
緒
が
開
か
れ
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
て
北
見
国
は
宗
谷
、

利
尻
、
礼
文、
枝
幸、
紋
別
、
常
呂
、
網
走、
斜
里
の
八
郡
で
、
当
地
方
は
紋
別
郡
に
属
し
た
こ
と
に
な
る
。

国
郡
が
決
定
さ
れ
た
が、
開
拓
・
国
防
等
具
体
的
施
策
の
定
ま
っ
て
い
な
か
っ
た
政
府
は
全
道
を
統
治
す
る
の
に
困
難
を
感
じ
、

主
要
地
を
開
拓
使
直
轄
と
し
た
ほ
か
は
幕
府
時
代
に
な
ら
っ
て
諸
藩
に
分
割
付
与
と
な
っ
た
が、
い
ず
れ
の
藩
も
積
極
的
関
心
を
示

さ
ず
、
藩
の
財
政
が
窮
乏
し
て
き
て
ま
も
な
く
返
上
を
申
し
出
る
藩
が
続
出
す
る
に
至
っ
た
。

紋
別
郡
に
は
和
歌
山
藩
に
そ
の
支
配
を
命じ
た
が
、
開
拓
の
手
を
染
め
ず
渡
道
せ
ず
し
て
明
治
三
年
八
月
早
く
も
返
上
と
あ
い
な

り
、
名
目
だ
け
の
支
配
が
終
っ
た
が、
こ
の
間、
開
拓
使
函
館
使
庁
産
物
掛
の
所
管
に
一
時
お
か
れ、
つ
いで
明
治
三
年
七
月
開
拓

使
宗
谷
出
張
所
の
管
轄
に
移
った
。

明
治
時
代
の
藩
領

北 見 国

紋 常 網 斜

別 呂 |走 里

和
歌

山
藩

広
島

名
古

屋
藩藩

奉
命
明
治
二
年
九
月

明
治三
年
八
月
罷
免

明
治
三
年
十
月
罷
免

明
治
三
年
六
月
罷
免

明
治
五
年
九
月
十
四
日

根
室
支
庁
管
轄
と
な
る

六四

三
行

開
拓
使
庁
札
幌
に
移
る

東
久
世
開
拓
使
長
官
赴
任
の
折
「石
狩
に
北
海
道
本
府
建
ツベ
キ
経
営
フ
為
ス
事
」
と
の
所
信
に

の
っ
と
り
島
義
勇
首
席
判
官
に
そ
の
経
営
の
主
管
を
ま
か
し、
札
幌
に
庁
舎
敷
地
を
区
画
し
明
治
二
年
十
一
月
工
事
着
工
、
途
中
岩

村
判
官
と
の
交
替
も
あ
っ
た
が
明
治
四
年
四
月
開
拓
使
仮
庁
舎
が
竣
工、
東
久
世
長
官
は
函
館
か
ら
札
幌
に
移
り、
同
四
年
五
月
開



拓
使
庁
は
正
式
に
函
館
か
ら
札
幌
に
移
り
、
翌
五
年
九
月
に
は
"開
拓
使
札
幌
本
庁
"
と
改
称
さ
れ
本
道
行
政
の
中
心
地
と
し
て
発

足
し
た
の
で
あ
る
。

根
室

さ
て
、
北
海
道
の
開
拓
行
政
の
中
心
と
し
て
石
狩
の
地
に
目
を
向
け
た
の
は、
あ
え
て
東
久
世
長
官
の
み
な
ら
ず
、
遠
く
文
化
四

年
(一
八〇
七)
幕
府
の
命
令
で
蝦
夷
探
検
を
行
な
っ
た
近
藤
重
蔵
が
そ
の
復
命
書
の
中
で
「
蝦
夷
第
一
等
の
枢
要
な
地
石
狩
」

(『北
海
道
百
年
』
上
巻
よ
り
)
と
述
べ
、
首
府
は
石
狩
平
野
内
で
と
い
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
安
政
三
年
(
一八
五
六
)
か
ら
三
年
間
、
蝦

夷
地
を
踏
査
し
た
松
浦
武
四
郎
ら
の
ご
と
き
は
「札
幌
が
函
館
に
か
わ
る
首
府
の
地
と
し
て
最
も
適
当
」
(『北
海
道
百
年
』
上
巻
よ
り)

と
函
館
奉
行
所
に
献
言
し
て
い
る
の
を
み
て
も
、
開
拓
使
本
庁
舎
札
幌
建
設
は

当
然
の
理
と
い
え
よ
う
。

行
政
区
域
の
制
定

明
治
四
年
十
二
月、
全
道
の
行
政
区
域
を
六
部
に
区

分
さ
れ
る
大
改
革
が
行
な
わ
れ
た
が、
こ
れ
に
よ
っ
て
開
拓
使
宗
谷
出
張
所
に

属
し
て
い
た
紋
別
郡
は、
明
治
五
年
一
月
釧
路
国
、
千
島
国、
根
室
国
標
津
、

目
梨
の
両
郡
お
よ
び
、
北
見
国
斜
里、
網
走
、
常
呂
、
紋
別
の
各
郡
と
と
も
に

開
拓
使
根
室
出
張
所
に
移
さ
れ、
同
五
年
九
月
六
郡
そ
の
ま
ま
本
・
支
庁
の
区

域
と
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
札
幌
開
拓
使
庁
を
札
幌
本
庁
と
改
め
、
函
館
・
浦

河
・
根
室
・
宗
谷
・
樺
太
の
五
支
庁
が
設
置
さ
れ、
紋
別
郡
は
お
の
ず
か
ら
開

拓
使
根
室
支
庁
の
管
轄
下
と
な
った
。
そ
の
後
、浦
河
支
庁
は
明
治
七
年
五
月、

宗
谷
支
庁
は
の
ち
留
萌
支
庁
と
改
め
ら
れ
た
が
明
治
八
年
三
月
そ
れ
ぞ
れ
廃
止

第
二
章
明
治
時
代

√ 宗谷宗
谷
支
庁

根
室
支
片

札
幌
本
片札幌

浦
河
支
庁

六五

函
館
支
庁

●
浦
河

●本庁・支庁所在地

拓使行政区域図 (明治5年9月現在)



三
行

政

さ
れ
札
幌
本
庁
の
所
管
に
入
り
、
同
年
十
一
月
樺
太
支
庁
も
廃
止
さ
れ、
結
局
札
幌
本
庁
と
函
館
・
根
室
の二
支
庁
と
な
っ
た。

村
名
の
決
定

開
拓
使
根
室
支
庁
は
明
治
五
年
三
月
に
管
下
各
郡
の
村
名
を
定
め
た
。
す
な
わ
ち
紋
別
郡
管
内
に
お
け
る
村
名

は、
モン
ベ
ッ
村
(紋
別
村
)、
モ
ー
ベ
ッ
村
(藻
籠
村
)、
ル
ト
チ
村
(瑠
橡
村)、

シ
ョ
コ
ッ
村
(渚
滑
村
)、
フ
コ
ッ
ペ
村
(興

部
村)、

ホ
ロ
ナ
イ
村
(幌
内
村
)、
サ
ワ
キ
村
(沢
木
村)、

ラ
ム
村
(雄
武
村)、

サ
ル
ル
村
(沙
留
村)、

ユ
ウ
ベ
ッ
村
(湧
別

村
)
(
注
・
明
治
八
年
五
月
管
下
一
斉
に
村
名
が
漢
字
に
改
め
ら
れ
た)
の
十
ヵ
村
で
、
明
治
五
年
の
『紋
別
郡
旧
土
人
戸
籍
簿』

に
よ
る
と
、
戸
口
は
十
ヵ
村
で
九
十
七戸
三
百
八
十
二
人
と
な
っ
て
お
り、
い
わ
ゆ
る
村
と
い
う
観
念
と
は
相
当
へ
だ
た
る
も
の
が

あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

明
治
五
年
四
月、
は
じ
め
て
根
室
支
庁
は
管
内
に
戸
長
を
お
い
た
が、
こ
れ
は
戸
籍
法
の
制
定
に
と
も
な
う
全
国
的
措
置
の
も
と

に
行
な
わ
れ
た
も
の
で、
本
州
府
県
は
別
と
し
て
、
本
道
に
お
け
る
戸
長
の
人
選
は
多
く
漁
場
持
差
配
人
に
兼
勤
が
命
ぜ
ら
れ、
紋

別
郡
の戸
長
に
は
常
呂
郡
も
兼
ね
て
盛
田
辰
蔵
が
任
命
さ
れ
た
が、
盛
田
は
藤
野
伊
兵
衛
漁
場
の
差
配
人
で
あ
り
戸
長
で
も
あ
っ
た

こ
と
に
な
る
。
戸
長
の
職
務
は
戸
籍
調
査
、
官
令
の
伝
達
、
生
活
困
窮
者
の
保
護
等
行
政
諸
般
に
わ
た
る
も
の
で
あ
っ
た
。
し
かし

盛
田
は戸
長
の
職
務
を
利
用
し
横
暴
な
行
動
が
多
く
な
っ
た
た
め
免
職
と
な
り
、
明
治
八
年
七
月
ご
ろ
竜
田
治
三
郎
が
新
し
く
任
命

さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

明
治
九
年
九
月
、
本
州
府
県
よ
り
約
五
年
お
く
れ
て
開
拓
使
布
達
を
も
っ
て、
北
海
道
も
大
小
区
制
を
採
用、
こ
れ
に
よ
っ
て
全

道
を
三
十
の
大
区
に
分
け、
大
区
の
下
に
百
六
十
六
の
小
区
を
設
け
た
。
紋
別
郡
十
ヵ
村
は
第二
十
七
大
区
第
四
小
区
と
呼
ば
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。
こう
し
た
区
画
の
統
一
に
よ
っ
て
こ
れ
ま
で
よ
り
一
層
中
央
集
権
の
強
化
を
目
途
と
し
た
の
で
あ
っ
た
が
、
実
際

に
は
か
え
っ
て
行
政
諸
般
に
わ
た
っ
て
円
滑
を
欠
く
結
果
と
な
り
、
明
治
十
一
年
七
月
「郡
区
町
村
編
成
法
」
が
公
布
さ
れ
る
に
及
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び
翌
十二
年
七
月
従
来
の
大
小
区
制が
廃
止
さ
れ、
郡
区
制
に
よる
郡
役
所
が
置
か
れ
郡
役
所
に
は
郡長
を、
そ
の
下
に
新
し
い
組

織
に
よ
る
戸
長
役
場
を
設
置
す
る
こ
と
と
な
り、
札
幌
・
函
館
に
区
役
所
を
、
道
内
十
八
カ
所
に
郡
役
所
を
設
け
た
。
根
室
支
庁
管

内
に
お
け
る
郡
役
所
は
根
室
・
厚
岸
・
振
別
・
綱
走
の
各
所
で
、
網
走
郡
役
所
の
管
轄
区
域
は
網
走
・
斜
里
・
常
呂
・
紋
別
の
各
郡

で
、
網
走
・
常
呂
の
両
郡
に
は
戸
長
を
お
か
ず
網
走
郡
長
が
こ
れ
を
兼
務
し
、
斜
里
郡
は
斜
里
村
に
、
紋
別
郡
は
紋
別
村
に
そ
れ
ぞ

れ
戸
長
役
場
を
お
い
た
。
これ
ら
郡
役
所
お
よ
び
戸
長
役
場
の
開
庁
は
明
治
十
三
年
七
月
で
、
初
代
網
走
郡
長
に
岸
本
円
蔵
、
紋
別

村
外
九
カ
村
の
初
代戸
長
に
滝
田
治
三
郎
が
官
選
に
よ
っ
て
任
命
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
かく
し
て戸
長
に
与
え
ら
れ
た
職
務
権
限

は
、
こ
れ
ま
で
よ
り
大
幅
に
拡
大
さ
れ、
既
述
の
戸
籍
調
査、
官
令
の
伝
達
の
ほ
か
、
徴
兵
下
調、
幼
童
就
学
の
事
、
諸
税
の
徴
収、

印
影
法
の
作
成
等
そ
の
他
諸
般
に
わ
た
る
も
の
で
あ
っ
た
。

開
拓
使
の
廃
止

明
治二
年
七
月
に
設
置
さ
れ
た
開
拓
使
は
、
北
海
道
開
拓
の
た
め
年
次
計
画
に
よ
っ
て
そ
の
開
発
も、
紆
余

曲
折
は
あ
り
な
が
ら
も
積
極
的
に
促
進
せ
ら
れ
た
た
め、
本
州
の
府
県
制
度
に
な
ら
っ
て
北
海
道
も
明
治
十
五
年
二
月
開
拓
使
を
廃

止
し
県
制
を
し
き
、
こ
れ
ま
で
の
本
・
支
庁
管
内
を
そ
の
ま
ま
函
館
県
・
札
幌
県
・
根
室
県
の
三
県
と
す
る
布
告
が
発
せら
れ
た
。

紋
別
外
九
カ
村
は
こ
れ
ま
で
と
同
様、
根
室
県
の
管
轄下
と
な
っ
た
。
ま
た
政
府
は
一
年
後
の
明
治
十
六
年
一
月、
旧
開
拓
使
の
官

営
事
業
を
統
括
す
る
北
海
道
事
業
管
理
局
を
設
け、
こ
の
制
度
が
廃
止
さ
れ
る
明
治
十
九
年
一
月
ま
で
を
俗
に
“三
県
一
局
時
代へ

と
呼
ん
で
い
た。
根
室
県
令
(知
事
)
に
は
湯
地
定
基
が
赴
任、
紋
別
戸
長
滝
田
治三
郎
は
改
県
後
も
引
き
つ
づ
き
留
任
し
て
い
た

が、
明
治
十
五
年
十
月
半
沢
真
吉
が二
代
目
紋
別
戸
長
と
し
て
着
任
し
た
。

新
し
い
衣
を
着
た
北
海
道
の
県
制
は
期
待
を
も
っ
て
施
行
さ
れ
た
が、
し
か
し
開
拓
行
政
に
は
さ
し
て
進
展
が
み
ら
れ
ず
、
む
し

ろ
開
拓
事
業
が
渋
滞
ぎ
み
と
な
り
、
こ
れ
が
た
め
時
代
に
即
応
し
た
道
庁
設
置
の
気
運
が
た
か
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
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行

政

北
海
道
庁
の
設
置

明
治
十
九
年
(一
八
八
六
)
一月
二
十
六
日
、
北
海
道
庁
が
設
置
さ
れ、
開
拓
使
判
官
で
あ
っ
た
岩
村
通

俊
が
初
代
長
官
に
任
命
さ
れ、
同
年
三
月
よ
り
開
庁、
当
初
函
館
・
根
室
の
両
支
庁
を
も
置
い
て
み
た
が
成
果
が
あ
が
ら
ず
、
事
務

の
簡
素
化
に
努
め
る
た
め
道
庁
の
機
構
を
改
革
し
、
ま
も
な
く
こ
れ
を
廃
止
し
て
道
庁
と
郡
区
長
と
を
直
結
す
る
一
体
化
方
式
を
と

り
、
こ
れ
が
た
め
郡
区
長
に
警
察
署
長
を
兼
任
さ
せ、
各
町
村
戸
長
役
場
内
に
警
察
分
署
を
併
置、
戸
長
は
分
署
長
と
な
り
、
行
政

と
警
察
と
が
一
体
と
な
っ
た
施
策
が
と
ら
れ
た
。

明
治二
十
一
年
六
月、屯

田
司
令
官
永
山
武
四
郎
が
北
海
道
長
官
を
兼
務
し
て
よ
り、忠

別
太
(現
・
旭
川
市)
よ
り
石
北
国
境
を

横
断
し
北
見
・
網
走
に
至
る
道
路
の
開
削
が、
北
海
道
奥
地
の
開
発
に
ま
こ
と
重
要
か
つ
急
を
要
す
る
事
業
で
あ
る
こ
と
を
説
き、

た
だ
ち
に
計
画
を
立
て
明
治
二
十二
年
実
地
測
量
完
了、
つ
づ
い
て
工
事
に
着
手、
二
十
四
年
十
一月
全
工
程
を
竣
工、
殖
民
道
路

と
し
て
北
海
道
開
発
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
。
世
に
こ
れ
を
中
央
道
路
と
名
付
け
た
。
(注・

中
央
道
路
に
つ
い
て
は
「道
路
交
通
の

章
」
に
詳
述
す)。

明
治三
十
年
北
海
道
で
は
、
行
政
上
こ
れ
ま
で
に
な
い
進
歩
的
な
大
改
革
が
行
な
わ
れ
た
。
す
な
わ
ち
北
海
道
庁
設
置
後
道
内
の

開
拓
は
屯
田
兵
の
活
発
な
導
入
と
あ
い
ま
っ
てこ
と
の
ほ
か
進
み、
こ
れ
が
た
め
郡
役
所
に
よ
る
地
方
行
政
は
日
に
増
し
不
便
を
感

じ
、
同
三
十
年
五
月
勅
令
に
よ
る
北
海
道
区
制、
北
海
道
一
、
二
級
町
村
制
が
公
布
さ
れ、
同
年
十
月
郡
役
所
を
廃
し
て、
十
八
の

支
庁
を
置
き、
従
来
行
な
わ
れ
て
い
た
行
警
一
如
の
機
構
も
改
め、
行
政
と
警
察
業
務
を
全
く
分
離
し
て
し
ま
っ
た
。
か
く
し
て
明

治
三
十
二
年
十
月
札
幌・
小
樽
・
函
館
に
区
制
が
し
か
れ
、
翌
三
十三
年
七
月
亀
田
郡
大
野
村
な
ど
十
六
ヵ
町
村
が
一級
町
村
制、

同
三
十
五
年
四
月
に
は
石
狩
町
な
ど
六
十
二
町
村
に
二
級
町
村
制
を
実
施、
ま
た
一
、
二級
町
村
と
し
て
適
用
さ
れ
な
い
町
村
に
つ

いて
は
戸
長
制
度
が
継
続
さ
れ
た
。
この
よ
う
に
し
て
北
海
道
の
自
治
制
度
も
少
し
ず
つ
前
進
を
み
せ
は
じ
め
た
の
で
あ
る
。
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北
海
道
庁
の
設
置
に
よ
って
拓
殖
行
政
は、こ

れ
ま
で
に
な
い
積
極
性
が
み
ら
れ、行

政
の
統
一
化
に
も
と
づ
く
警
察
と
行
政の
分

離
、
教
育
制
度
の
充
実、
土
地
処
分
方
式
の
改
善
等、
な
か
ん
ず
く
開
拓
移
住
民
の
誘
致
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
殖
民
地
選
定
事

業
と
区
画
測
量
の
実
施
は、
全
道
各
原
野
の
奥
地
に
ま
で
施
行
さ
れ
る
に
及
ん
で
、
北
海
道
開
拓
の
基
盤
が
固
め
ら
れ
た
と
い
え
よ

う
。
こう
し
て
明
治
十
九
年
の
道
庁
設
置
後
ま
も
な
く
、
開
始
さ
れ
た
選
定
事
業
は、
明
治
二
十
二
年
に
至
り
湧
別
原
野
も
殖
民
地

に選
定
さ
れ
、
こえ
て
同
二
十
四
年
に
は区
画
測
量
が
行
な
わ
れ
、
さ
ら
に
翌
二
十
五
年
に
は
湧
別
原
野
基
線
道
路
も
完
成さ
れ
て

開
拓
移
民
の
来
住
が
日
に
増
し
多
く
な
る
よ
う
に
な
っ
た
。
な
お、
湧
別
原
野
は
明
治二
十
六
年
十
二
月
殖
民
地と
し
て
貸
付
告
示

が
な
さ
れ、
古
来
漁
業
に
よ
っ
て
開
発
の
端
を
発
し
た
湧
別
も
翌
二
十
七
年
か
ら
本
格
的
な
入
植
が
始
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ

ち
こ
の
年
高
知
団
体
、
広
島
団
体
、
翌
二
十
八
年
に
は
札
幌
農
学
校
農
芸
科
伝
習
卒
業
生
の
団
体
、
高
知
、
徳
島
の
両
団
体
、
さ
ら

に
渡
辺
精
司、
横
沢
金
次
郎
な
ど
が
主
軸
と
な
っ
た
五
十
余
戸
の
移
住
等、
海
路
陸
路
よ
り
あ
いつ
い
で
入
植
が
行
な
わ
れ
た
の
で

あ
る
。
か
く
す
る
あ
い
だ
に
、
す
な
わ
ち
こ
の
年三
月
湧
別
兵
村
の
設
置
が
決
定
し
た
の
で
あ
る
。
今
日
な
お
白
滝
に
も
湧
別
兵
村

出
身
の
二
世
、
三
世
が
数
多
く
居
住
し
、
白
滝
の
地
に
も
こ
れ
ま
で
屯
田
兵
の
た
く
ま
し
い
開
拓
魂が
し
み
こ
ん
で
いる
と
思
わ
れ

る
の
で
少
し
く
屯
田
兵
に
つ
いて
述
べ
る
と
、
「屯
田
兵
の
開
拓
は
主
と
し
て
西
郷
隆
盛
の
企
画
主
張
で
あ
っ
て、明

治
四
年
に
行
な

わ
れ
た
廃
藩
置
県
に
よ
っ
て
生
じ
た
失
業
武
士
の
授
産
策
と
し
て
起
った
も
ので
あ
る
」
(『新
撰
北
海
道
史』)

と
当
時
の
開
拓
使

判
官
松
本
十
郎
が
述べ
て
い
る
よ
う
に、
こ
のこ
ろ
よ
り
北
海
道
警
備
開
拓
屯
田
兵
の
構
想
が
練
ら
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
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後
明
治
六
年
十
二
月、
開
拓
使
次
官
黒
田
清
隆
が
北
海
道
防
衛、
人
民
保
護、
規
律
あ
る
集
団
開
拓
等
を
訴
え
た
「屯
田
兵
創
設
建

白
書
」
を
政
府
に
提
出、
こ
れ
が
契
機
と
な
っ
て
明
治
七
年
十
月
屯
田
兵
例
則
が
制
定
さ
れ、
ここ
に
北
海
道
の
屯
田
兵
制
度
が
発

足
し
た
ので
あ
る
。
す
な
わ
ち
屯
田
兵
は
兵
事
と
農
業
と
を
兼
ね
る
一種
の
兵
制
で
あ
っ
て
、
平
時
は
農
業
そ
の
他
に
従
い、
事
あ

る
時
は
兵
と
し
て
働
か
せ
る
こ
と
を
義
務
づ
け
て
い
た
。
か
く
し
て
明
治
八
年
琴
似
村
に
入
地
し
た
屯
田
兵
二
百
八
戸
を
最
初
と
し

て
、毎
年
強
力
な
募
集
に
よ
っ
て
北
海
道
各
地に
移
住
が
行
な
わ
れ
た
ので
あ
る
。
今
こ
こ
に
屯
田
兵
の
移
住
状
況
を
列
記
す
る
に、

屯
田
兵
の
移
住
状
況

移

住

山
鼻
村

札
幌
郡
琴
似
村
地

兵
付
名

一 秋江 滝 茶高 美 江 野 篠 新 山 琴
父 部 志 志 琴

已 別 乙 川 内 内 唄 別 幌 路 似 鼻 似

戸
数

移
二
四〇
戸
明
治
八
年、
九
年、
二十
年、
二
十
一年

二
四〇
戸
明
治
九
年

二
二
〇
戸
明
治
二
十
年、
二
十
一
年

明
治
二
十二
年

二
二
五戸

明
治十
八
年、
十
九
年

明
治十
一
年、
十
七
年、
十
九
年

一六
〇
戸
明
治二
十
四
年、
二十
五
年、
二十
六
年、
二十
七
年

一二
〇
戸
明
治
二
十
四
年、
二十
五
年、
二十
六
年、
二
十
七
年

一
二〇
戸
明
治二
十
四
年、
二
十
五
年、
二
十
六
年、
二
十
七
年

四
四〇
戸
明
治
二
十
一
年、
二
十
三
年

四
〇
〇
戸
明
治二
十
七
年

四
〇
〇
戸
明
治
二
十
八
年、
二
十
九
年

四
〇
〇
戸
明
治
二
十
八
年
、
二
十
九
年

00

住

年
深
川
村
一已

雨
竜
郡
深
川
村
秩
父
別

沼
貝
村
江
部
乙

滝
川
村

沼
貝
村
茶
志
内

空
知
郡
沼
貝
村
美
唄

沼
貝
村
高
志
内

江
別
村

篠
路
村

江
別
村
野
幌

二
二
〇
戸

二
二
〇戸

琴
似
村
新
琴
似
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雨
竜
郡
深
川
村
納
内計

上
川
郡
士
別
村

上
川
郡
剣
渕
村

紋
別
郡
湧
別
村

常
呂
郡
野
付
牛
村

根
室
郡
和
田
村

厚
岸
郡
太
田
村

室
蘭
郡
輪
西
村

旭
川
町
東
旭
川

士 剣 湧 野 和 太 輪 東 当 永 納付 旭

別 渕 別 牛 田 田 西 川 麻 山 内
九
九
戸
明
治三
十二
年

三
三
七戸

明
治三
十二
年

明
治三
十
年、
三
十
一
年

明
治三
十
年、
三十
一
年

五
九
五
戸

四
四
〇
戸

四
四
〇戸

二
二
〇戸

四
〇
〇戸

四
〇
〇
戸
明
治二
十
六
年

四
〇
〇
戸
明
治
二
十
四
年

二
〇
〇
戸
明
治二
十
八
年、
二
十
九
年

合
二
十
四
兵
村
七
三
三
七
戸

右
表
に
よ
っ
て
も
わ
か
る
よ
う
に、
明
治三
十
二
年
入
地の
士
別、
剣
渕
両
兵
村
が
最
終
兵
村
と
な
った
が、
こ
れ
ま
で
に
二
十

四
兵
村、
七
千
三
百
三
十
七
戸
、
家
族
を
合
せ
る
と
三
万
九
千
九
百
十
一
人
に
及
ぶ
大
規
模
な
も
の
で
あ
った
。
(注
・
昭
和
十
二

年
農
村
厚
生
協
会
よ
り
発
行
の
『北
海
道
調
査
報
告』
に
発
表
さ
れ
た
「北
海
道
の
概
況
」
よ
り
推
測
す
る
に
、
明
治三
十
二
年
に

お
け
る
北
海
道
の
戸
数
は
約
十
七
万
六
千
戸
、
人
口
約
八
十
九
万
人
と
み
ら
れ、
こ
れ
に
よ
る
と
屯
田
兵
の
比
率
は
戸
数
に
お
い
て

約
124、

人
口
に
お
いて
は
お
よ
そ
1
2
と
考
え
ら
れ
、
当
時
と
し
て
は
い
か
に
屯
田
兵
族
の
多
か
り
し
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
)。

こ
う
し
た
兵
村
は
す
べ
て
開
拓
使
の
手
に
よ
っ
て
建
設
さ
れ、
屯
田
兵
と
そ
の
家
族
に
は
兵
村
地
ま
で
の
旅
費
と
家
屋
が
支
給
さ

れ
た
う
え
に、
農
具
、
夜
具
(大
人
に
か
け、
し
き二
枚、
子
供
に
か
け
一
枚)、
家
具
、
種
子
ま
で
も
用
意
さ
れ、
さ
ら
に三
年
間
つ
づ
け
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上
川
郡
永
山
村

当
麻
村

明
治
二
十
五
年

明
治
二
十
年、
二
十
二
年

明
治二
十
三
年

明
治
十
九
年、
二
十
一
年、
二十
二
年

三
九
九
戸
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て
米、
み
そ
が
無
料
配
給、
そ
の
う
え
土
地
を
開
墾
す
れ
ば
一〇
ゲ
につ
い
て二
円
ず
つ
の
開
墾
料
が
支
給
さ
れ
た
な
ど
手
厚
い
保

護
が
加
え
ら
れ
て
い
た
。
土
地
は
は
じ
め
一
戸
につ
き
五
千
坪
と
定
めら
れ
て
い
た
が、
農
業
の
進
捗
に
従
い
そ
の
後
一
万
坪
と
な

り
、
さ
ら
に
明
治二
十三
年
九
月
以
降、
兵、
一万
五
千
坪、
下
士
、
二
万
坪
を
給
与
せ
ら
れ
る
こ
と
に
変
っ
て
い
っ
た
。

屯
田
兵
た
る
も
の
の
資
格
は、
当
初
す
べ
て
士
族
に
限
ら
れ
て
い
た
が、
明
治
二
十
三
年
八
月
屯
田
兵
条
例
の
改
正
に
よ
っ
て、

そ
れ
以
後
士
族
と
平
民
の
区
別
が
な
く
な
っ
た
。
ま
た
年
齢
に
お
い
て
は
は
じ
め
十
八
歳
か
ら三
十
五
歳
ま
で
と
し
た
が、
明
治
十

八
年
に
は
十
七
歳
以
上
三
十
歳
以
下
と
し
、
さ
ら
に
明
治二
十
三
年
十
一月
以
後
に
お
い
て
は
十
七
歳
以
上
二
十
五
歳
と
改
定
し

た
。
ま
た
兵
役
義
務
年
限
は
当
初
世
襲
制
度
で
あ
っ
た
も
の
が、
そ
の
後
兵
役
義
務
の
期
間
が
採
用
さ
れ
た
が
屯
田
兵
例
則
の
改
正

の
つ
ど
義
務
年
限
等
も
変
り
、
結
局
現
役
は
五
年
間、
後
備
役
は
十
五
年
間
と
な
り、
湧
別
兵
村
の
屯
田
兵
も
明
治
三
十
六
年
三
月

現
役
解
除
と
な
っ
た
。
次
に
屯
田
兵
の
部
隊
編
成
に
つ
い
て
の
べ
て
み
る
と
、
五
名
を
一
伍、
六
伍
(三
十
名
)
を
一分
隊、
四
分

隊
(百
二
十
名)
を
一小
隊、
二
小
隊
(二
百
四
十
名
)
を
一
中
隊、
二
中
隊
(四
百
八
十
名
)
を
一大
隊、
三
大
隊
(千
四
百
四

十
名
)
を
一
聯
隊
と
な
っ
て
お
り、
こ
れ
に
将
校
等
が
加
わ
る
た
め
一大
隊
の
総
数
は
五
百
五
十
七
名、
一聯
隊
は
千
六
百
七
十
二

名
と
い
わ
れ
て
い
た
が
、
後
に
若
干
部
隊
編
成
の
変
更
が
あ
っ
た
も
よ
う
で
あ
る
。
な
お、
湧
別
兵
村
は
第
四
中
隊
・
第
五
中
隊
と

いう
名
称
が
つ
い
た
。
こ
れ
ら
屯
田
兵
の
指
揮
監
督
は、
初
め
は
開
拓
使
の
屯
田
兵
事
務局
が
行
な
い、
つ
いで
屯
田
兵
司
令
部と

な
っ
た
が、
明
治二
十
九
年
五
月
第
七
師
団
を
創
設
せ
ら
る
る
に
至
っ
て、
同
年
十
一
月
屯
田
兵
司
令
部
は
全
く
第
七
師
団
に
合
併

せ
ら
れ、
指
揮
監
督
権
も
お
のず
から
師
団
司
令
部
に
移
っ
た。
第
七
師
団
が
出
来
たこ
と
に
よ
っ
て、
明
治三
十
年
ご
ろ
よ
り
屯

田
兵
の
募
集
を
縮
小
し
、
明
治
三
十
三
年
を
も
っ
て
募
集
を
中
止、
明
治三
十
六
年
四
月
現
役
兵
が
皆
無
と
な
る
と
と
も
に
つ
い
に

廃
滅
の
運
命
に
あ
い、
この
時
を
も
って
屯
田
兵
制
度
は
廃
止
と
な
っ
た
。



さ
て
湧
別
兵
村
設
定
が
き
ま
る
や
屯
田
兵
村
予
定
地
も
指
定
さ
れ、
明
治二
十
九
年
の
春
から
槌
音
高
く
湧
別
兵
村
の
建
設
工
事

が
開
始
さ
れ
た
。
翌
三
十
年
春
に
は
屯
田
兵
が
入
地
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
た
の
で
、
そ
れ
ま
で
兵
屋
の
建
築、
将
校
等
の
官
舎、

各
中
隊
本
部、
そ
れ
に
付
随
す
る
土
木
工
事
等
き
わ
め
て
膨
大
な
諸
工
事
を
遂
行
す
る
こ
と
と
な
った
。
そ
の
た
め
大
工
を
は
じ
め

と
し
各
種
労
働
者
が
あ
いつ
い
で
入
村
し
、
工
事
完
遂
の
手
助
け
と
な
った。

『湧
別
兵
村
誌
』
に
は
当
時
の
状
況
を
「髪
ニ
於
テ

工
事
関
係
ノ
官
民
一
時
ニ
去
来
シ又
憲
兵
巡
査
ノ
巡
邏
警
戒
ス
ルア
リ
テ
森
閑
寂
寥
タ
リシ
湧
別
原
野
へ
天
地
一
変
シ
テ人
馬
ノ
往

来
繁
ク
忽
チ
喧
囂
雑
沓
ノ
巷
ト
化
了
セ
リ
」
と
述
べ
て
お
り
、
工
事
人
の
多
か
っ
た
こ
と
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
建
設

工
事
は
昼
夜
を
分
た
ず
突
貫
作
業
で
行
な
わ
れ
た
が、

一部
工
事
の
未
完
成
の
ま
ま
明
治
三
十
年
五
月
第
一
陣
屯
田
兵
と
そ
の
家
族

二
百
戸
の
集
団
入
地
が
行
な
わ
れ
た。
つづ
い
て
翌
明
治三
十
一
年
九
月
第二
陣
百
九
十
九
戸
が
入
地、
合
計
三
百
九
十
九
戸
の
兵

村
が
誕
生
し
、
た
だ
ち
に
開
拓
に、
そ
し
て
治
安
の
維
持
に、
兵
農
一
如
の
生
活
が
始
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

ま
た
こ
れ
よ
り
さ
き
明
治
三
十
年
五
月
信
田
寿
之
ら
が
中
核
と
な
っ
て
創
立
さ
れ
た
北
海
道
同
志
教
育
会
学
田
農
場
(現
・
遠
軽
)

に
三
十
戸
ば
か
り
の
小
作
人
が
主
と
し
て
新
潟
県
よ
り
集
団
移
住
し
来
た
り
、
湧
別
原
野
は
日
を
追
う
て
人
煙
も
増
加
し
、
こ
れ
に

と
も
な
って
紋
別
戸
長
役
場
の
行
政
範
囲
も
ま
す
ま
す
広
域
化
し
、
地
域
住
民
の
あ
い
だ
よ
り
湧
別
分
村
を
望
む
空
気
が
た
だ
よ
い

は
じ
め
た
。
こう
し
た
こ
と
か
ら
明
治
三
十
年
六
月
の
道
庁
告
示
で
紋
別
村
外
九
カ
村
戸
長
役
場
か
ら
湧
別
村
の
分
離
が
決
り
、
湧

別
村
戸
長
役
場
を
湧
別
浜
に
設
け、
同
三
十
年
七
月
十
五
日
開
庁、
同
日
付
を
も
っ
て
小
池
忠
告
が
初
代
戸
長
と
し
て
発
令
さ
れ

た
。
行
政
区
域
は
現
在
の
湧
別
お
よ
び
上
湧
別
、
遠
軽、
生
田
原、
丸
瀬
布、
白
滝
の
六
カ
町
村
で
あ
っ
た
。

当
時
白
滝
に
は
ま
だ
一
人
の
入
植
者
も
な
く
、
わ
ず
か
に
八
号
(上
白
滝)
に
駅
通
取
扱
人
が
定
住
し
て
い
る
の
み
で
あ
った
。

ま
た
湧
別
兵
村
は
軍
部
に
所
属
し
て
い
た
関
係
上、
戸
籍
事
務
、
地
方
費
戸
数
割
の
徴
収
事
務
以
外
は
戸
長
の
権
限
外
と
さ
れ
て
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い
た
。

な
お、
紋
別
村
外
九
ヵ
村
に
お
け
る
湧
別
村
以
外
の
分
村
状
況
は、
明
治三
十三
年
七
月
に
雄
武
村、
沢
木
村、
幌
内
村、
興
部

村
が
分
離
し
て
雄
武
村
外三
ヵ
村
戸
長
役
場
が
雄
武
村
に
誕
生、
同
年
十
一
月
に
は
渚
滑
村
が
分
村、
明
治
四
十二
年
五
月
興
部
村

は
併
合
の
た
め
紋
別
か
ら
分
離
さ
れ
た
沙
留
村、
瑠
橡
村
を
合
併
し
興
部
外
二
ヵ
村
戸
長
役
場
と
し
て、
雄
武
村
戸
長
役
場
か
ら
分

れ
て
独
立、
時
を
同
じ
く
し
て
藻
髓
村
が
紋
別
村
に
編
入
さ
れ
紋
別
村
と
な
り
、
五
カ
村
と
な
った
の
で
あ
る
。

湧
別
村
の
独
立
分
村
に
よ
り
戸
長
も
就
任
、
総
代
人
制
度
に
従
い
お
の
ず
か
ら
規
定
の
総
代
人
も
「総
代
人
選
挙
法」
に
も
と
づ

き
選
出
さ
れ
、
ここ
に
お
い
て
村
政
の
第
一
歩
が
住
民
よ
ろ
こ
び
の
う
ち
順
調
に
始
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
屯
田
兵
は
既
述
の
ご

と
く
明
治三
十
一
年
全
道
的
に
適
用
と
な
っ
た
徴
兵
令
と
本
道
拓
殖
の
意
外
に
早
い
進
展
等
が
因
と
な
り
、
明
治三
十
六
年
四
月
を

も
っ
て
屯
田
兵
制
度
の
解
除
と
な
り
、
当
然
こ
れ
ま
で
の
屯
田
兵
も
湧
別
村
の
村
民
と
な
り
村
政
下
に
お
か
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
歳
月
の
流
れ
る
中
に
あ
っ
て
学
田
農
場
に
第
二
次
、
第
三次

の
集
団
移
住
あ
り
、
小
学
校
や
各
宗
寺
院
の
創
立
も
あ

り、
医
院
の
開
業
、
網
走
警
察
署
湧
別
分
署
、
学
田
に
三
等
郵
便
局
等
の
設
置
、
生
田
原、
芭
露、
野
上
な
ど
に
も
入
植
者
が
目
立

ち
、
人
口
も
七
千
人
を
優
に
こ
え
る
大
村
落
と
な
っ
て
い
っ
た
。
こ
の
た
め認
め
ら
れ
て
明
治
三
十
九
年
四
月
一
日
戸
長
制
度
を
廃

止
し
、
二
級
町
村
制
が
施
行
さ
れ、
ここ
に
湧
別
村
が
二
級
町
村
と
し
て
衣
が
え
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
と
も
な
っ
て
従
来
の
戸

長
か
ら
村
長
と
名
称
が
変
り
、
初
代
村
長
に
は
雄
武
外
三
ヵ
村
戸
長
の
佐
藤
信
吉
が
同
日
付
で
就
任
、
収
入
役
制
度
も
は
じ
め
て
設

け
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
、
同
年
九
月
藤
島
倉
蔵
が
初
代
の
収
入
役
と
し
て
村
会
に
お
い
て
選
任
さ
れ
た
。
ま
た
総
代
人
も
村
会
議
員

に
改
称
さ
れ、
「
村
会
議
員
選
挙
法
」
に
も
と
づ
い
て
議
員
の
定
数
を
十
二
名
と
定
め、
明
治三
十
九
年
六
月
初
の
村
会
議
員
選
挙

が
施
行
さ
れ、
住
民
代
表
の
議
員
が
選
ば
れ
て
議
決
機
関
の
村
会
制
度
が
誕
生
し
た
。

七四



明
治三
十
九
年
湧
別
村二
級
町
村
施
行
第
一
年
目
の
財
政
決
算
状
況
を
『上
湧
別
町
史』
よ
り
引
用
す
る
に
、
歳
入
総
額
一万
四

千
百
二
十
八
円
十
一
銭
と
な
っ
て
おり
、
歳
出
中
特
に
目
を
ひ
く
も
の
は、
教
育
費
の
七
千
三
百
七
十
四
円
で
歳
入
の
約
五
六
軽
に

も
な
り
、
こ
れ
は
あ
い
つ
ぐ
移
住
民
の
増
加
に
よ
っ
て、
学
校、
教
授
場
の
建
設
が
支
出
を
大
な
ら
し
め
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

二
級
町
村
と
し
て
の
第
一
回
村
議
会
は
明
治三
十
九
年
七
月二
十
三
日
か
ら
二
十
九
日
ま
で
の
一
週
間
開
か
れ
て
い
る
こ
と
が
記

録
に
よ
っ
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
こ
の
初
議
会
に
予
算
の
審
議
は
も
ち
ろ
ん
のこ
と、
村
内
の
区
域
を
二
十
部
落
に
分
割
し
お

の
お
の
の
部
落
に
部
長
を
置
く
部
長
規
則
が
決
議
さ
れ
た
。

当
時
の
湧
別
村
の
総
面
積
は
現
在
の
六
カ
村
、
お
よ
そ
一、八

四
〇
平
方
ま
と
推
測
さ
れ
る
ま
こ
と
に
広
大
な
も
の
で
、
四
国
香

川
県
に
匹
敵
す
る
ほ
ど
の
広
域
で、
北
見
峠
を
通
っ
て
湧
別
浜
市
街
ま
で
至
る
の
に
な
ん
と
途
中
四
泊
も
し
な
け
れ
ば
目
的
地
に
着

か
な
い、
と
当
時
の
旅
人
の
語
り
草
と
な
っ
て
いた
。
この
こ
と
は
初
議
会
に
お
い
て
村
内
を
二
十
の
部
落
に
分
割
し
た
こ
と
に
よ

っ
て
もう
かが
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
芭
露
原
野
を
は
じ
め
ケ
ロ
チ、
イ
ク
タラ
、
サ
ナ
フ
チ、
フミ
、
白
滝
の
各
原
野
が

殖
民
地と
し
て
開
放
さ
れ
る
に
及
ん
で
入
植
者
が
増
加
し、
明
治
四
十二
年
に
は
、
二
千
九
十
四
戸、

一万
四
十二
人
と
湧
別
村
は

大
き
く
ふ
く
れ
あ
が
っ
て
い
っ
た。
こう
し
た
奥
地
開
拓
の
す
す
む
に
つ
れ
て
行
政
用
務
の
支
障
は
住
民
の
不
満
の
タ
ネ
と
な
っ

た
。
村
議
会
に
お
い
て
も
住
民
の
声
が
と
り
あ
げ
ら
れ、
意
見
書
が
提
出
さ
れ
て
分
村
問
題
が
表
面
化
し
た
の
で
あ
る
。

明
治
二
年
開
拓
使
の
設
置
に
よ
り
蝦
夷
地
が
「
北
海
道
」
と
命
名
さ
れ、
郡
名
も
決
り
紋
別
郡
が
誕
生、
爾
来
行
政
を
あ
ず
か
っ

て
き
た
関
係
戸
長
、
村
長
ら
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

監
督
庁
名
称

開
拓

使
設

置
職
名

行
政
区
域

氏
名

就
退
職
年
月
日

備
明
治
二
年
七
月
紋
別
郡
誕
生

考
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七六

和
歌
山
藩
支
配

三
行

開開
拓
使
函 拓 政

館
使
庁 使同
二
代
戸
長
右

別 村 紋 ・
別網 呂別 別
の走
四 ・

同 村 同 同 同 同

高 小 高 田 橋
木 池 橋 村

忠 重
栄

告 郎 厚 夫 高

長 吉取
至自 至自 至自 至自 至自至自至不不自至自
明明 明明 明明 明明 明明 明明 明
治治 治治 治治 治治 治治 治治 治
三 三三 ニニ
三二 二年
年年
六三

年七
三月

月月 月

紋
別
戸
長
役
場
よ
り

右 右 右

退 美
幌
外
五
カ村
戸
長
に
転
任

同 同 同 官

右 右 右 右 右

北
海
道
庁
網
走
支
庁
初
代
戸
長
湧

同
八
代
戸
長
右

同
七
代
戸
長

六
代
戸
長 署戸

長 長長
右 右

北
海
道
庁
網
走
郡
役
所

同

兼五
分代

四
代
戸
長

右 根
室
県
網
走
郡
役
所
二
代
戸
長
右

走
使
網

郡
役
所
初
代
戸
長

開
拓

同
三
代
戸
長
右 紋右

呂斜右常紋右 紋
別 ・里

外
九カ
村郡常 同郡郡 同

別
郡
等
函
館
使
庁
産
物
掛
明
治
二
年
十
月

盛
田
辰
蔵
至
明
治
八
年
七
月

根
室
支
庁
明
治
四
年
十
二
月

泊
明
治
五
年
四
月

川川

竜
田
治三
郎
明
治
八
年
八
月

自
明
治
十二
年
十
一月

畑
又
三
郎
至
明
治
十
三
年
六
月

自
明
治
十
三
年
七
月

治
三
郎

明 明明
治 治治
十十十
八 八五
年年年
七 四十

詳 詳月 月月

同 同 同

半

和野
崎

坂

爪 本
順 正 澄 政

賀 沢
魚 真

竜

田

郡
和
歌
山
藩
自
明
治
二
年
九
月

至
明
治
三
年
八
月

ニニ ニニニー
十十 十十 十十十十 十十 十十 十

1+ 年
二
年
五
月

一十
七
年
六
月

十
五
年
九
月

十
八年三

月
一八
年
五
月

七
年
六
月

九
年
十
二
月

同
上
産
物
掛の
管
理下
と
な

る根
室
支
庁
の
管
轄下
と
な
る

明
治
十
五
年二
月
根
室
県
管

轄
下
と
な
る

前
斜
里
郡
各
村
戸
長

五
年
十
一
月

同
右 紋

同
総

副 漁戸

総 差長
配

代 代人兼

開
拓
使
根
室
支
庁

右 開
拓
使
根
室
出
張
開
拓使
庁

開
拓
使
根
室
支
庁



右 右 右 右

同
三
代
戸
長
右

同 同 同 同

兼 佐 石 岩

川

重 藤 橋

信

浦 正 佐
次 之
郎 吉 助 吉

至自至自 至自
明明明明明明明明
治治治治治治治治
四四 四三 三三 三三
十十十十十十十十
三年年九 九六六三
年五 四年 年年年年
五月 月四 三七 七六
日 月 月 月月

雄
武
村戸
長
よ
り

斜
里
村
戸
長
よ
り

第
四
章
上
湧
別
村
時
代

屯
田
兵
制
度
の
解
除
に
よ
っ
て
兵
村
民
の
村
政
に
対
す
る
発
言
権
が
認
め
ら
れ、
総
代
人
制
度
が
村
会
制
度
に
な
っ
て、
最
初
の

村
会
議
員
選
挙
に
定
員
の
半
数
以
上
が
兵
村
選
出
の
議
員
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
る
や、
役
場
位
置
変
更
等
に
端
を
発
す
る
既
述
の
分

村
問
題
が
胎
動
し
は
じ
め
た
。
明
治
四
十
年
三
月
三
十
日
の
村
議
会
に
お
い
て
兵
村
選
出
議
員
を
主
体
と
す
る
七
人
の
人
々
に
よ
っ

て
「
湧
別
村
役
場
位
置
変
更
新
築
ノ
件
」
と
い
う
意
見
書
が
提
出
さ
れ
た
。
この
意
見
書
は
議
題
の
ご
と
く
村
民
の
利
便
に
か
ん
が

み、
老
朽
庁
舎
の
新
築
と
あ
わ
せ
て
適
当
の
地
に
移
転
を
こ
い
ね
が
う
主
旨
で
、
同
日
満
場
一
致
を
も
っ
て
可
決
さ
れ
た
が
、
理
事

者
の
政
治
的
配
慮
等
に
よ
り
実
現
さ
れ
ず
一
年
余
の
歳
月
が
流
れ
た
。
この
間
に
佐
藤
村
長
と
更
迭
し
た
兼
重
村
長
は
、
明
治
四
十

一
年
五
月
の
村
議
会
で
役
場
移
転
の
位
置
と
そ
の
財
源
な
ど
に
つ
い
て
議
員
に
諮
問
を
行
な
った
。
そ
の
骨
子
は、

一
現
在
ノ
位
置
ニ
於
テ
改
築
(議
事
堂ト
設
備)
ス
ル
ト
セバ
其
経
費
財
源
如
何。
若
シ
経
費
寄
付
ス
ル者
ア
リト
セバ
其
金
員
概
額
寄
付
者

ノ
氏
名

二
移
転
新
築
ス
ル
ト
セバ
之
が
適
当
ノ
位
置
如
何。
若
シ
敷
地ラ
寄
付
ス
ル
モ
ノ
アリ
ト
セバ
其
線
番
号
反
別
寄
付
者
ノ
氏
名

第
四
章
上
湧
別
村
時
代
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同
二
代
村
長

同
初
代
村
長
右

同
四
代
戸
長
右

右



三
行

政
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三
移
転
新
築
ス
ル
ト
セバ
其
経
費
ノ
財
源
如
何
。
若
シ
位
置
ハ
何
レ
ト
ナル
モ移
転
新
築
費
寄
付
ス
ル
モノ
ア
リ
ト
セバ
其
金員
ノ
概
額
寄
付

者
ノ
氏
名

四
現
在
ノ
位
置
ニ
於
テ
改
築
若
シ
ク
ハ他
ニ
移
転
新
築
ョ
為
ス
費
用
ョ
村
民
ノ
負
担
ニ待
ツ
ト
セ
事
業
経
費
年
度
及
負
担
ノ
難
易
。

五
現
在
位
置
卜
移
転
新
築
希
望
地
ト
/
距
離人
民
便
否
海
運
陸
運
及
通
信
機
関
関
係
等
具
体
的
二
詳
述
ノ
コ
ト
。

以
上
五
項
目
に
わ
た
る
も
の
で
あ
っ
た。
こ
の
諮
問
の
結
果
、
役
場
位
置
の
選
定
に
つ
いて
議
論
百
出
し
た
が
、
こう
し
た
な
か

に
も
移
転
を
希
望
す
る
議
員
が
圧
倒
的
で
、
現
在
地
建
設
を
固
執
す
る
少
数
議
員
と
対
立
し
、
は
て
は
「
分
村
ラ
ナシ
適
当
ノ
位
置

⇒
得
ル
モ
考
慮
ノ
余
地
ア
ラ
ン
」
と
強
硬
な
意
見
も
飛
び
出
し
、
答
申
の
出
来
ぬ
ま
ま
内
在
し
て
い
た
が、
ま
も
な
く
再
燃
し
は
じ

め、
移
転
問
題
か
ら
分
村
問
題
に
と
飛
躍
し
多
勢
の
声
が
反
映
さ
れ
て
、
翌
四
十
二
年
三
月
の
村
議
会
に
お
い
て
分
村
の
議
決
が
な

さ
れ
、
た
だ
ち
に
必
要
な
諸
手
続
が
な
さ
れ、
明
治
四
十
三
年
四
月
一
日
を
も
っ
て
湧
別
原
野
基
線
六
号
線
を
境
と
し
て
、
そ
れ
以

南
を
上
湧
別
村
と
し
、
母
村
を
下
湧
別
村
と
称
し、
両
村
と
も
に二
級
町
村
制
が
し
か
れ、
こ
こ
に
新
し
い
“上
湧
別
村
”
が
誕
生

し
た
の
で
あ
る
。
北
海
道
庁
告
示
に
次
の
と
お
り
発
表
さ
れ
た
。

北
海
道
告
示
第二
百
三
十
八
号

北
見
国
紋
別
郡
湧
別
村
ラ
分
割
シ
テ
上
湧
別
村
ラ
置
キ
明
治
四
十
三
年
四
月
一
日
ョ
リ
施
行
ス
。
其
湧
別
村
ト
上
湧
別
村
ト
ノ
境
界
左
ノ
如
シ
但

シ、
区
域
図
へ
両
村
関
係
役
場
ニ
備
置
ク
。

明
治
四
十
三
年三
月
二
十
八
日

北
海
道
庁
長
官

記
「バ
ロー
」川
水
源
嶺
ョ
リ
北
方
「バ
ロ
ー
」
川
ト
「イ
ク
タラ
」
川
及
湧
別
川
本
流
ト
ノ
分
水
嶺
⇒
下
リ
湧
別
区
画
東
五
線
十
号
ニ
出
テ、
同
線

ッド
リ
六号
ョ
リ
左
折
シ
テ
直
線
西
八
線
ニ
至
り
、
更
ニ
右
折
シ
テ
九
号
ヨ
リ
「シ
ュ
ブ
ノ
ツト
ー
」
ニ注
入
ノ
無
名
川
ト
「フ
ミ
」
川
間
ノ
山
脈

⇒
登
り
「シ
ュブ
ノ
ツナ
イ
」
ノ
水
源
嶺
ニ
至
ん。



上湧別村初代村長
兼重浦次郎

か
く
の
ご
と
く
境
界
が
決
り、
行
政
区
域
は
現
在
の
上
湧
別、
遠
軽、
生
田
原、

丸
瀬
布、
白
滝
の
五
カ
村
、
一、五
二
六
平
方
き
ぶ
に
及
ぶ
相
変
ら
ず
の
広
域

で
あ
っ
た。
告
示
と
と
も
に
初
代
村
長
と
し
て
兼
重
浦
次
郎
が
下
湧
別
村
長
兼

務
で
発
令、
明
治
四
十
三
年
五
月二
十
五
日
付
で
上
湧
別
村
の
専
任
村
長
と
な

り、
役
場
庁
舎
も
屯
田
市
街
に
新
設、
新
機
構
の
も
と
村
民
よ
ろ
こ
び
の
う
ち

に
村
政
が
つ
づ
け
ら
れ
た
。
分
村
に
よ
っ
て
当
然
の
こ
と
な
が
ら
村
会
議
員
選

挙
も
行
な
わ
れ、
議
員
定
数
十
二
名
の
分
村
初
の
村
会
議
員
が
明
治
四
十三
年

六
月
二
日
の
選
挙
で
公
選
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
鈴
木
峰
次、
早
川
国
次
郎、
清
水
藤
次
郎、
新
国
覚
次
郎、
中
川
孫
四
郎、
相
羽

静
太
、
樺
沢
金
八
、
福
田
甚
吉
、
菊
地
勤、
野
口
芳
太
郎、
奧
原
義
徳、
菊
地
明
十
郎。

議
員
の
任
期
は二
年
で
あ
る
が、
こ
の
任
期
間
中、
早
川、
新
国、
菊
地
勤
の
三
議
員
退
職
に
よ
り、
福
田
仙
次、
沢
口
作
一、

野
田
清
次
郎
の
三
名
が
補
欠
選
挙
に
よ
っ
て
選
ば
れ
た
。
こう
し
た
初
代
村
議
の
顔
ぶ
れ
を
見
る
に
、
当
時
入
植
稀
薄
な
白
滝、
丸

瀬
布
部
落
よ
り
の
選
出
者
は
い
な
か
っ
た
が、
や
が
て
白
滝二
代
目
の
郵
便
局
長
と
な
っ
た
鈴
木
峰
次
と、
紀
州
団
体
長
植
芝
盛
平

の
顔
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

第
二
回
村
議
会
選
挙
は
明
治
四
十
五
年
六
月
に
施
行
さ
れ、
この
中
に
の
ち
初
代
の
在
郷
軍
人
白
滝
分
会
長
(正
式
名
称
は
遠
軽

村
在
郷
軍
人
西
分
会
)
永
山
千
嘉
治
の
姿
も
み
ら
れ
る
。
こえ
て
第
五
回
村
議
会
選
挙
が
大
正
七
年
六
月
に
行
な
わ
れ
た
が
、
こ
の

時
の
選
挙
に
白
滝
の
植
芝
盛
平
が
当
選
、
白
滝
選
出
初
の
議
員
と
な
っ
た
。

選
挙
権
は
現
今
の
そ
れ
と
は
全
く
異
な
り、
二十
五
歳
以
上
の
男
子
で
し
か
も
戸
主
に
か
ぎ
ら
れ
、
か
つ
直
接
国
税
五
十
銭
以
上

第
四
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政

の
納
税
者、
耕
地
一
町
歩
あ
る
い
は
宅
地
百
坪
(三
・三
杯
)
以
上
の
所
有
者
で
あ
る
こ
と
が
条
件
と
な
っ
て
い
た
た
め
、有
権
者
の

数
は
全
住
民
の
一
部
に
し
か
す
ぎ
な
か
っ
た
。
だ
が
選
挙
運
動
は
古
老
の
話
に
よ
る
と
、
ま
こ
と
に
開
放
的
で、
買
収
・
供
応
の
運

動
は
至
る
と
こ
ろ
で
始
ま
り、
自
分
の
投
票
を
他
人
に
委
任
す
る
こ
と
も
許
さ
れ
た
の
で
、
そ
の
委
任
状
集
め
で
お
お
よ
そ
の
当
落

が
決
し
た
。
ま
た
有
権
者
自
身
も
往
復
に
歩
い
て
一
日
も
二
日
も
か
か
る
ほ
ど
遠
い
投
票
所
へ
選
挙
に
行
く
よ
り
、
応
分
の
金
品
を

も
ら
っ
て
行
か
ぬ
ほ
う
が
得
策
で
あ
る
と
し
て
委
任
す
る
者
も
か
な
り
あ
っ
た
と
語
っ
て
く
れ
た
。

な
お
、
こ
れ
よ
り
さ
き
兼
重
村
長
は
明
治
四
十
三
年
五
月
五
日
付
に
て
上
湧
別
村
告
示
六
号
を
出
し
、
上
湧
別
村
部
長
規
則
を
設

定
し
、
全
村
を
左
の
十
四
部
に
分
ち
、
各
部
に
部
長
一名
を
置
い
て
行
政
施
行
の
円
滑
を
は
か
っ
た
。

区
域

名
称

第
一
部
上
湧
別
村
字
兵
村元
五
中
隊
三
区
八
号
線
以
北

字
兵
村元
五
中
隊二
区
八
号
線
以
南

第
二
部
々

字
兵
村
元
五
中
隊
一
区

第
四
部

之
第
五
部

ノ

屯
田
市
街
地及
旧
本
部

字
兵
村元
四
中
隊三
区
及
ビ
富
美

野
田

樺
沢
金
八

第
六
部
へ

字
兵
村
元
四
中
隊
二
区

第
七
部
々

字
兵
村元
四
中
隊
一
区
及
ビ開
盛
橋
マ
デ

穴
田
助
太
郎

第
八
部
仁

第
九
部
仁

第
十
部
ク

字
学
田
湧
別
川
以
東
及
ビ
下
イ
ク
タ
ラ

字
社
名
渕

第
十
一部

之
第
十
二
部

中
央
道
路
角
橋
ョリ
以
西
国
境
ニ
至
ル

部
長
名

早 芥
川
須
三
郎

川
国
次
郎

前
田
良
助

中 相 阿 高阿
沢 田 部
高 保

清
次
郎

勝 蔵 栄 (向
遠
軽
)

(野
上
から
白
滝
ま
で)

備
考

高
嶋
権
作

高
橋
五
三
郎

上
湧
別
村
字
学
田
湧
別
川
以
北

奥
泉
義
徳
(遠
軽
市
街、
学
用)

字
向
野
上

合
三
行

第
三
部
々



野
)

第
十三
部
上
湧
別
村
中
央
道
路
角
橋
ョ
リ
イ
ク
タ
ラ
原
野
境
ニ
至
ル
村
上
源
太
郎
(生

第
十
四
部

么
字
イ
ク
タ
ラ
原
野
一
円

野
田
芳
松

如
上
の
区
域
を
定
め
て
第
一
歩
を
踏
み
出
し
た
も
の
の、
上
湧
別
全
村
広
域
に
わ
た
っ
て
日
に
月
に
移
住
者
の
増
加
が
目
立
ち、

遠
軽
分
村
の
大
正
八
年
ま
で
に
毎
年
一
部
な
い
し
数
部
の
分
割
増
部
を
行
な
い三
十
一
部
の
部
制
を
置
く
に
至
った
。
そ
の
改
定
結

果
を
列
記
す
る
と、

第
一
部
北
兵
村三
区、
第
二
部
北
兵
村二
区
、
第
三
部
北
兵
村
一
区
、
第
四
部
屯
田
市
街、
第
五
部
南
兵
村三
区
、

第
六
部
南
兵
村二
区
、
第
七
部
南
兵
村
一
区
、
第
八
部
遠
軽
市
街、
第
九
部
向
遠
軽、
第
十
部
上
社
名
渕、
第
十
一
部

向
野
上、
第
十
二
部
瀬
戸
瀬、
第
十三
部
生
野、
第
十
四
部
上
生
田
原、
第
十
五
部
富
美、
第
十
六
部
学
田、
第
十
七

部
白
滝
(大
正二
年二
月
部
落
独
立、
初
代
部
長
植
芝
盛
平)、

第
十
八
部
開
盛、
第
十
九
部
奥
生
田
原、
第
二
十
部
丸
瀬
布
(大

正
三
年二
月
部
落
独
立)、

第
二
十
一
部
野
上、
第
二
十
二
部
支
湧
別
(大
正
四
年三
月
部
落
独
立、
初
代
部
長三
石
音
次
郎)、

第
二
十
三

部
下
社
名
渕、
第
二
十
四
部
武
利
、
第
二
十
五
部
上
白
滝
(大
正
四
年三
月
部
落
独
立、
初
代
部
長
倉
橋
伝三
郎)、

第
二
十
六
部

下
生
田
原、
第
二
十
七
部
奥
白
滝
(大
正
五
年三
月
部
落
独
立、
初代
部長
岸利
七)、

第
二
十
八
部
西
生
田
原、
第
二
十
九
部
上
瀬

戸
瀬、
第
三
十
部
上
支
湧
別
(大
正
六
年三
月
部
落
独
立、
初
代
部
長三
石
音
次
郎)、

第
三
十
一
部

旧
白
滝
(大
正
七
年二
月
部
落
独
立、

初
代
部
長
新
保
国
平)

で
あ
る
。
この
こ
と
に
よ
り
、
往
昔
の
白
滝
は
丸
瀬
布
よ
り
早
く
開
拓
移
住
者
の
入
地
を
見
、
部
落
構
成
が
な

さ
れ
た
こ
と
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

遠
軽
村
の
分
村

か
く
し
て
歳
と
と
も
に
各
原
野
の
開
発
が
進
み
道
路
も
開
削
あ
る
い
は
改
良
さ
れ
る
や、
入
植
者
も
急
速
に

伸
び
、
奥
地
開
発
の
た
め
の
造
材
事
業
が
活
発
を
き
わ
め、
遠
軽、
生
田
原、
白
滝
方
面
の
人
口
が
急
増
し
は
じ
め
た
。
当
然
のご

第
四
章
上
湧
別
村
時
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政

三
行

と
く
住
民
の
な
か
よ
り
分
村
を
望
む
声
が
も
ち
あ
が
り
、
大
正
二
年
六
月
の
村
議
会
に
お
い
て
左
記
の
ご
と
く
意
見
書
が
提
出
さ
れ

た
。

分
村
に
関
す
る
意
見
書

時
運
ノ
進
度
、
騒
平々
ト
シ
テ
停
止
ス
ル
所
ラ
知ラ
ズ、
町
村
行
政
/
事
タ
ル
モ
亦
世
運
ノ
発
展
二
伴
と
共
ニ
駢
進
セ
ザ
ル
可
カ
ラ
ザ
ル
ナリ

倩
、
本
村
ノ
現
況
⇒
顧
ル
ニ区
域
広
潤、
地
味
肥
沃、
気
候
亦
温
良
ニ
シ
テ
克
ク
農
耕
ニ
適
ス
ル
ヨ
以
テ
近
時、
移
民
八
日
二
月
ニ
著
シ
キ
趨
勢
ラ

以
テ
増
煙
シ
、
今
ヤ二
〇
〇
〇
有
余
ノ
戸
数
⇒
有
ス
ル
ニ
至
ル
。
寔
ニ
長
足
ノ
発
展
ト
謂
フ
ベ
シ、
殊
ニ
本
村
字
学
田
以
南
ノ
開
発
ハ
オ
ド
ロ
ク
ニ

堪
ヘ
タ
リ。
然
ル
ニ該
方
面
ニ
於
ケ
ル
行
政
事
務
ハ
、
交
通
機
関
ノ
不
備
ト
地
形
ノ
関
係
上
、
動
モ
ス
レ
べ
遅
々
ト
シ
テ
不
振
ノ
嘆
⇒
免
カ
レ
ザ
ル

モ
ノア
ル
ハ、
頗
ル
遺
憾
ニ
堪
へザ
ル
所
ナ
リ
。

若
シ
夫
レ
村
行
政
ノ
振
興
改
善
ラ
望
マ
ン
ニ
ハ
須
ク
本
村
ラ
分
割
シ
、
適
切
ナ
ル
施
設
⇒
為
ス
ニ
如
カ
ザ
ルベ
キ
ラ
信
ズ
。
然
ラ
ズ
ン
バ
到
底
現

在
並
ニ
将
来
ニ
於
ケ
ル
発
達
ニ
伴
フ
自
治
ノ
刷
新
ラ
期
ス
ル
能
ハ
ザ
ル
ベ
シ
。

本
村
基
線三
十
二
号
以
南
へ、
今
ヤ
基
礎
漸
ク
定
マ
リ
一
村
ノ
維
持
経
営
ニ
敢
テ
困
難
⇒
感
ズ
ル
コ
ト
ナ
カ
ル
ベ
ク、
住
民
へ斉
シ
ク
分
立
弓
渇

望
ッ
テ
止
マ
ザ
ルノ
状
況
ナ
ル
ラ
以
テ
、
急
速
前
記
三
十
二
号
以
南
ラ
分
割
シ、
新
ニ
一村
ラ
創
立
シ
、
二
級
町
村
制
施
行
セ
ラ
ン
事
ラ
北
海
道

庁
長
官
ニ意
見
稟
申
セ
ン
ト
ス
。

大
正
二
年
六
月
一
日

こ
の
意
見
書
は
村
議
会
に
お
い
て
満
場
一
致
可
決
さ
れ
た
が
道
庁
認
可
と
な
ら
ず
実
現
す
る
に
至
ら
な
か
っ
た
が
、
各
原
野
に
わ

た
っ
て
団
体、
個
人
の
入
植
が
日
に
進
み
、
翌
四
年
三
月
次
の
ご
と
き
三
村
分
割
の
意
見
書
を
村
議
会
に
提
出、
可
決
を
み
た
。

本
村
分
割
ノ
件
ニ
関
シ
テ
ハ
、
大
正
二
年
六
月
一
日
村
会
ノ
議
決
⇒
以
テ
意
見
書
提
出
ス
ル
所
ア
リ
タ
レ
ド
モ
未
ダ
之
ガ
実
現
ラ
見
ザ
ル
ハ
遺
憾

ノ
次
第
ナ
リ
ト
ス
。

今
ヤ
移
民
ハ
、
日
ニ
月
ニ
増
煙
シ
殖
民
部
落
ハ
拡
大
サ
レ
シ
タ
ガ
ッ
テ
村
各
種
ノ
行
政
事
務
ハ、
動
モ
ス
レバ
渋
滞
セ
ン
ト
シ
憂
慮
ニ
堪
へ
ザ
ル

モ
ノ
ア
ル
ラ
以
テ
、
速
カ
ニ
本
村
ラ
分
割
シ
、
各
其々
ノ
適
当
ナ
ル
制
度
ノ
下
ニ
置
キ
、
適
切
ノ
施
設
�
為
シ
以
テ
不
利
不
便
不
幸
ラ
嘆
ジ
ッ
ツ
ア

八三



ル
多
数
村
民
ノ
福
利
ラ
増
進
セ
シ
ム
ル
ハ焦
眉
ノ
急
ナ
ル
ラ
信
ズ
,而
シテ

レ
ガ
分
割
区
域
ニ関
シ
テ
ハ、
義
キ
ニ
湧
別
原
野
基
線三
十
二
号
ラ

以
テ
境
界
ト
シニ
カ
村
ト
為
シ、
共
ニ二
級
町
村
制
ラ
施
行
セ
ラ
レ
ン
コ
ト
ノ
意
見
書
⇒
提
出
シ
タ
リ
。
爾
来
年
ラ
閲
ス
ル
僅
カ
ニ
二
ヵ
年
ラ
出
デ

ズ
ト
雖
モ、
而
カ
モ
本
村
推
進
ノ
状
況
っ
鑑
ミ
ル
ニ
、
二
カ
村
ニ
分
割
ス
ル
モ
尚
カ
ツ
区
域
及
戸
口
等
大
ニ
失
ス
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
、
地
理
交
通
ノ
関

係
或
ハ
人
情
風
俗
ラ
異
ニ
ス
ル
モ
ノア
ル
ア
リ
テ
将
来
自
治
行
政
ノ
円
満
ナ
ル
発
達
⇒
期
ス
ル
能
ハ
ザ
ル
ベ
キ
ニ
因
り、
更
ニ
左
ノ
通
り
分
割
シ下

記
ノ
制
度
ラ
施
行
セ
ラ
レ
ン
コ
ト
ラ
望
ム
。

区

湧
別
原
野
基
線三
十
三
号
線
以
北
下
湧
別
村
界
マ
デ

湧
別
原
野
基
線三
十
三
号
線
以
南
東
方
常
呂
郡
界
、
西
方
金
山
橋
マ
デ

東
湧
別

村
二
級
町
村
制

以
上
ノ
如
ク
分
割
ス
ル
ト
雖
モ
各
区
域
ノ
民
度
実
力
ハ
一村
ノ
維
持
経
営
上
敢
テ
困
難
ラ
感
ゼ
ザ
ルベ
ク、
独
り
西
湧
別
村
タ
ル
ベ
キ
地
ハ、
最

近
ノ
開
発
ニ
シ
テ
資
力
充
実
セ
ザ
ル
ノ
感
ア
ル
ラ
以
テ
茲
数
年
間
戸
長
制
度
に
置
カ
ル
ベ
キ
モ
ノ
ト
信
ズ
。

右
へ
村
民
ノ
等
シ
ク
渴
望
シ
テ
止
マ
ザ
ル
モ
ノ
ナ
ル
ヨ
以
テ、
急
速
前
記
ノ
通
り
分
割
セ
ラ
レ
ン
コ
ト
ラ
北
海
道
庁
長
官
ニ
意
見
稟
申
セ
ン
ト

0
ス

大
正
四
年
三
月
十
五
日

再
度
に
わ
た
る
禀
申
に
も
か
か
わ
ら
ず
分
村
認
可
に
な
ら
な
か
った
。
し
かし
い
か
ん
と
し
て
も
分
村
実
現
の
念
や
み
が
た
き
関

係
村
民
は
、
翌
年
四
月
修
正
を
な
さ
れ
た
第
三
回
目
の
意
見
書
を
提
出
し
た
の
で
あ
る
。

大
正
四
年
三
月
十
五
日
付
フ
以
テ
本
村
ラ
上
湧
別
村、
東
湧
別
村、
西
湧
別
村
三
カ
村
ニ
分
割
ノ
件
、
意
見
書
提
出
候
処、
其
後、
調
査
ス
ル
ニ

西
湧
別
村
ニ
属
ス
ル
ハ区
域
内
へ
未
ダ
移
住
日
浅
キ
モノ
多
数
ニ
シ
テ
到
底
独
立
ノ
資
格
無
之
モ
ノ
ト
被
存
候
間、
西
湧
別
村
八
相
当
独
立
ノ
資
格

ラ
マ
ツ
テ
分
村
ス
ル
コ
ト
ト
シ
差
当
り
左
ノ
通
り
分
割
シ、
下
記
ノ
制
度
っ
施
行
セン

コ
ト
ヨ
望
ム
。

区
湧
別
原
野
サ
ナ
フ
チ
川
ラ
溯
り
西
八
基
線
三
十
三
号
線
以
北、
下
湧
別
村
界
マ
デ
、

上
湧
別
村

一
級
町
村
制

第
四
章
上
湧
別
村
時
代
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東
ハ
サ
ナ
フ
チ
川
ロ
ヨ
リ
三
十
九
号
線
以
北
、
下
湧
別
村
界
マ
デ 域

分
割
後
,
施
行
制
度

一
級
町
村
制

金
山
橋
以
西
石
狩
国
境
マ
デ

西
湧

別
村

戸
長
制
度

上
湧
別
村

域
分
割
後
ノ
村
名分
割
後
/
村
名

分
割
後
ノ
制
度



政

二
級
町
村
制

右
北
海
道
庁
長
官
ニ
意
見
稟
申
セ
ン
ト
ス

大
正
五
年
四
月
四
日

こ
う
し
た
波
状
的
活
発
な
運
動
が
功
を
奏
し
、
道
庁
を
動
かし
大
正
七
年
度
か
ら
分
村
実
施
の
内
諾
が
あ
っ
た
が
、
時
た
ま
た
ま

大
正
六
年
の
白
滝
大
火
に
よ
り
こ
れ
が
復
興
に
時
間
が
か
か
り
大
正
八
年
に
延
期
さ
れ、
よ
う
や
く
住
民
の
念
願
が
こ
こ
に
か
な
っ

た
の
で
あ
る
。
この
間、
意
見
書
中
分
割
後の
村
名
「
東
湧
別
村」
と
あ
る
を
遠
軽
村
と
改
訂
が
行
な
わ
れ
た
。

道
庁
告
示
に
よ
る
と

北
海
道
庁
告
示
第
百
六
十
一号

紋
別
郡
上
湧
別
村
ラ
分
割
シ
テ
遠
軽
村
ラ
置
キ
大
正
八
年
四
月
一
日
ョ
リ
施
行
ス
。
其
境
界
左
ノ
如
シ
、
但
シ
区
域
図
へ
関
係
村
役
場
ニ
備
置
ク
。

大
正
八
年
三
月
二
十
九
日

左
記

「サ
ナ
フ
チ」
川
ノ
支
流
ト
湧
別
川
ノ
支
流
「フミ

」
川
ノ
分
水
嶺
ッド
リ、
湧
別
原
野
三
十
三
号
線
ニ
至
り
、同
線
ョ
リ
「サ
ナ
フ
チ
」
川
ラ
下

リ
湧
別
川
ト
「サ
ナフ
チ」
川
ト
ノ
交
叉
点
ニ
至
リ、
湧
別
川
ノ
支
流
無
名
川
ノ
分
水
嶺
フ
ト
リ
、
下
湧
別
村
境
ニ至
ル。

こ
う
し
て
多
年
に
わ
た
る
請
願
運
動
が
こ
こ
に
実
を
結
び
、
告
示
に
示
さ
れ
た
ご
と
く
大
正
八
年
四
月
一日
を
期
し
て
母
村
上
湧

別
村
を
離
れ
て
、
二
級
町
村
と
し
て
の
遠
軽
村
が
誕
生
し
た
の
で
あ
る
。

遠
軽
村
分
村
に
至
る
ま
で
の
上
湧
別
村
歴
代
村
長
は、

名
行
政
区
域

氏
就
退
職
年
月
日

名
自
明
治
四
十
三
年
四
月
一日

病
至
大
正
七
年
七
月

備

歿

考

八四
三
行湧
別
原
野
サ
ナフ
チ川
ラ
溯
り、
基
線三
十
三
号
線
以
南、
東
ハ
サ
ナ
フ
チ
川
ロ
ヨ
リ

二
十
九
号
線
以
南

東
湧
別
村

北
海
道
庁
長

官

職

初
代
村
長
上
湧
別
村
兼
重
浦
次
郎



二
代
村
長
上
湧
別
村
本
多
国
彦
自
大
正
七
年
八
月

至
大
正
八
年十
月

こ
の
間
遠
軽
分
村
と
な
り、
退
職
後、
遠
軽二
代
目
の
村

長
と
な
る
。

第
五
章
遠
軽
村
時
代

上
湧
別
村
よ
り
分
離
し
た
遠
軽
村
に
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
生
田
原、
丸
瀬
布、
白
滝
の
三
ヵ
村
が
そ
の
区
域
内
に
入
っ
た。
行

政
区
域
は
お
よ
そ
一、三

三
二
平
方
ま
で
、
生
田
原、
丸
瀬
布、
白
滝
の
中
心
地
に
は
か
な
り
の
市
街
が
形
成
さ
れ
は
じ
め
、
奥
地

の
開
発
も
本
州
各
府
県
よ
り
の
団
体入
植
に
よ
っ
て
各
地と
も
順
調
に
伸
び
進
み、
人
口
一万
五
千
余
を
数
え
る
遠
軽
村
が
期
待
と

よ
ろ
こ
び
の
う
ち
に
実
現
し
た
の
で
あ
る
。

四
月
一
日
付
に
て
宮
城
昌
章
が
初
代
村
長
と
し
て
就
任、
役
場
吏
員
の
採
用、
仮
庁
舎
の
選
定
等
が
な
さ
れ、
た
だ
ち
に
村
政
の

執
行
に
万
支
障
な
き
を
期
し
た
の
で
あ
る
。
現
在
地
に
役
場
新
庁
舎
が
落
成
し
た
十
一
月
、
二
代
目
村
長
本
多
国
彦
に
村
政
が
引
継

が
れ、
以
下
左
記
の
と
お
り
理
事
者
の
変
遷
を
み
た
。

職

初初
代
村
長
遠
軽
村
宮
城

長
軽

中 関 酒 本 宮

山 根 井 多 城
勝 源 佐 国
三

雄 郎 一 彦 章至
大面
、

自
大
正
四年
六月

一
一年
四
月

上
席
書
記

備
考

二
代
村
長
么

村
長
職
務
代
理

三
代
村
長

村
長
職
務
代
理

之

第
五
章
遠
軽
村
時
代

名
就
退
職
年
月
日

名
行
政
区
域

氏

昌

至
大
正
一
一年三

月
日大
正
八
年
一
一月

大
正
八
年
一〇
月

�
八
年
四月
一
日

上
席
書
記

大
正
一
四
年
一
月
一
日
生
田
原
分
村
さ
る

八五



三行
政

四
代
村
長
遠

軽
村

五
代
村
長
么

町
長
職
務
管
掌
遠

軽
町

町
長
職
務
管
掌

初
代
町
長
々

町
長
職
務
代
理
▲

二
代
町
長
么

三
橋
寬
五
郎

至自
昭昭
和和
二三一三
年年
八九
月月 月 五十 十日

日二 一
日 日

丸 助 道 道
庁 庁

白役 属 属

丸
瀬
布、
白
滝
分
村
さ
る

須
子
寛
爾
郎

宮
城
昌

水
野貞

三
郎

村
上
清
治

国
上
国
太
郎

斎
藤
斉

一

八六

大
正
六
年
五
月、
生
田
原
に
お
い
て
一開
拓
者
の
開
墾
作
業
中
に
発
見
さ
れ
た
金
塊
よ
り
端
を
発
し
、
鉱
床
が
見
い
だ
さ
れ、
各

鉱
業
会
社
の
手
に
よ
っ
て
本
格
的
な
金
銀
採
掘
を
始
め
た
の
が
大
正
十
二
年
の
末
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
な
か
に
お
い
て
大
正
九
年

ご
ろ
よ
り
生
田
原
の
分
村
問
題
が
議
会
に
お
い
て
取
沙
汰
さ
れ、
分
村
に
関
す
る
請
願
書
も
提
出
さ
れ
て
い
た
が
実
ら
ず
し
て
月
日

が
流
れ
た
が、
各
鉱
業
所
の
操
業
と
森
林
資
源
の
積
極
的
開
発
に
よ
り
人
口
が
急
増、
重
な
る
請
願
運
動
と
あ
い
ま
っ
て
つ
い
に
分

村
が
認
め
ら
れ、
大
正
十
四
年
一
月
一
日、
生
田
原
水
穂
四
十
四
号
線
を
村
界
と
な
し
遠
軽
村
よ
り
分
村、
生
田
原
村
民
多
年
の
宿

望
よう
や
く
こ
こ
に
達
成
し
た
の
で
あ
る
。
かく
し
て
遠
軽
村
は
現
在
の
丸
瀬
布
、
白
滝
を
含
む
お
よ
そ
一
、〇
六
〇
平
方
キロと
せ

ば
ま
り、人

口
も
生
田
原
の
分
村
に
よ
って
一
万二
千
五
百
余
人
と
減
少
し
た
が、石

北
線
敷
設
の
明
る
い
見
通
し
と
と
も
に
人
口
は

増
加
の
一途
を
た
ど
っ
た
。
関
係
住
民
の
た
び
重
な
る
石
北
線
敷
設
の
強
力
な
請
願
運
動
が
功
を
奏
し、
つ
い
に
昭
和
七
年
十
月
一

日
石
北
線
全
線
が
開
通
す
る
に
至
っ
て、
上
川
・
旭
川
方
面
と
の
交
通
ま
こ
と
に
利
便
と
な
り
殖
産
振
興
上
き
わ
め
て
至
大
な
役
割

を
果
し
、
人
口
の
増
加
に
一役
か
っ
た
。

至自 至自 至自至自至自
昭昭 昭昭 昭昭 昭昭昭大
和和和和和和和和和正
一九 九九九九九五五一
三年 年年年年年年年四
年八 八四 四四 三四 三年
八月 月月月月月月月九

月

日
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分
村
独
立
以
来
十
五
年
を
経
過
し
た
遠
軽
村
は、
昭
和
九
年
四
月
一
日
を
も
って
町
制
を
施
行、

一級
町
村
制
の
も
と
町
政
が
遂

行
さ
れ
た
。
この
記
念
す
べ
き
町
制
施
行
の
み
ぎ
り
、
丸
瀬
布
、
白
滝
の
両
住
民
一
丸
と
な
っ
て分
村
を
希
望
し、
遠
軽
村
議
会
に

お
い
て
も
こ
の
こ
と
が
取
沙
汰
さ
れ
た
が、
分
村
に
よ
っ
て
生
ず
る
財
政
的
負
担
増
は
地
域
住
民
を
窮
地
に
追
い
こ
む
こ
と
に
な
り

か
ね
な
いと
の
慎
重
論
か
ら、
分
村
問
題
は
全
く
白
紙
に
戻
った
一
幕
も
あ
っ
た
。

さ
て
、
今
こ
こ
に
一
・
二
級
町
村
制
の
制
度
に
つ
い
て
ふ
れ
て
み
る
な
ら
ば
、
元
来
北
海
道
は
開
拓
日
浅
い
土
地
ゆ
え
、
そ
の
自

治
能
力
も
本
州
府
県
と
異
な
り
き
わ
め
て
乏
し
く
、
戸
長
制
度
に
よ
っ
て
行
政
を
つ
か
さ
ど
っ
て
い
た
。
明
治
三
十
年
五
月
勅
令
に

よ
っ
て
北
海
道
区
制
と
と
も
に
北
海
道
一・
二
級
町
村
制
が
公
布
さ
れ、

一・
二
級
町
村
制
に
該
当
し
な
い
町
村
は
戸
長
制
度
を
つ

づ
け
て
い
た
が、
戸
長
制
度
は
大
正
十二
年
に
廃
止
と
な
っ
た。

一・
二
級
町
村
制
は
制
定
後
一
部
若
干
の
改
定
が
あ
っ
た
が、
お

も
な
内
容
を
記
す
る
と
左
の
と
お
り
で
あ
る
。

一
級
町
村

町
村
長)
町
村
会
で
選
挙し
、
北
海
道
長
官
が
認
可
す
、
任
期
四

助
年、
給
与
町
村
負
担

書 収
入
役
町
村
会
で
選
任、
給
与
町
村
負
担

町
村
長
の
任
免、
給
与
町
村
負
担

書
記
補

改
選
)
無
給

議
長
町
村
長

二
級
町
村

村
長
北
海
道
長
官
の
任
免、
給
与
北
海
道
地方
費
よ
り
支
給

議 書 書 収 助 町

町書
記
補
町
村
長
の
任
免、
給
与
町
村
負
担

へ
入
役
支
庁
長
の
任
免、
給
与
町
村
負
担

記
支
庁
長
の
任
免、
給与
北
海
道
地
方
費
よ
り
支
給

役
助
役
は
置
か
ず
上
席
書
記
が
代
行
、
給
与
町
村
負
担

議
会
議
員
定
数
八
名
乃
至
二
十
四
名、
任
期
六
年
(三
年
で
半
数

議
会
議
員
定
数
四
名
乃
至
十二
名、
任
期
二
年、
無
給

議
長
町
村
長

一
級
町
制
の
施
行
に
よ
っ
て
町
会
議
員
の
選
挙
が
行
な
わ
れ、
昭
和
九
年
六
月
三
十
日
二
十
四
名
の
新
議
員
が
誕
生、
初
代
町
長

第
五
章
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時
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三
行

政

と
し
て
宮
城
昌
章
が
町
会
に
お
い
て
選
ば
れ
た
。

昭
和
十
七
年
一
月
遠
軽
町
役
場
丸
瀬
布
出
張
所
を
開
設、
さ
ら
に
翌
十
八
年
一
月
十
日
同
白
滝
出
張
所
も
設
置
さ
れ、
地
域
住
民

は
大
い
に
喜
ん
だ
。
初
代
白
滝
出
張
所
長
に
は
小
沢
喜
誠
が
就
任、
た
だ
ち
に
事
務
が
開
始
さ
れ
た
。

第
六
章
白
滝
の
夜
明
け

移
住
の
経
過

数
多
の
囚
徒
を
使
役
し
、幾
多
の
犠
牲
者
を
出
し
つつ
開
削
さ
れ
た
旭
川・
網
走
間
中
央
道
路
が
明
治二
十
五
年

九
月
つ
い
に
開
通、
翌
二
十
六
年
四
月
に
は
本
村
滝
ノ
上
に
八
号
駅
通
(奥
白
滝
・
滝
の
上
橋
西
寄
り)
も
設
置
さ
れ、
中
沢
沢
治

が
駅
通
取
扱
人
と
し
て
着
任、
定
住
す
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
が、
中
央
道
路
を
利
用
し
て
往
来
す
る
旅
人
は
あ
っ
た
け
れ
ど

も
、
白
滝
の
地
に
定
住
す
る
も
の
は
こ
の
中
沢
取
扱
人
を
も
っ
て
第
一
号
と
呼
称
で
き
よ
う
。
こ
え
て
明
治三
十
三
年
石
北
峠
休
泊

所
(石
北
峠
駅
通
所
の
前
身
)
の
取
扱
人
と
し
て
、
遠
軽
の
野
上
駅
通
所
に
稼
働
中
の
石
上
藤
蔵
が、
角
谷
取
扱
人
の
信
任
を
得
て

来
住し
た
が
、
気
象
条
件
の
あ
ま
り
に
も
悪
い
所
ゆ
え
、
野
菜
の
栽
培
に
も
事
欠
く
状
態
で
あ
っ
た
が
た
め
将
来
の
希
望
が
持
て

ず
、
同三
十
五
年
春
峠
休
泊
所
を
あ
と
に
し
て
旧
白
滝
十
七
号
に
入
地
し
、
大
い
に
開
拓
の
鍬
を
振
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
時
い
ま

だ
白
滝
原
野
は
解
放
以
前
の
こ
と
と
て
、
石
上
の
親
代
り
的
存
在
で
あ
っ
た
野
上
駅
通
取
扱人
の
角
谷
政
衛
の
尽
力
で
網
走
支
庁
に

出
願
し
許
可
を
得
て
旧
白
滝
に
入
地し
た
の
で
あ
る。
こ
れ
本
村
開
拓
農
家
の
始
祖
と
い
え
よ
う
。

石
上
藤
蔵
の
入
地
後
翌
年々
の
明
治三
十
七
年
旧
白
滝、
下
白
滝
一
帯
が
解
放
さ
れ、
明
治
四
十二
年
山
本
治
作
が
第二
号
開
拓

者
と
し
て
旧
白
滝
に
入
っ
て
き
た
が、
開
拓
に
は
最
高
の
立
地
条
件
を
自
ら
選
ん
で入
地
し
た
と
は
い
え、
山
本
が
入
地
す
る
ま
で

八八



のお
よそ
七
年
間、
全
く
孤
独
に
近
い
生
活
を
営
ん
で
き
た
石
上
の
開
拓
根
性
に
は
い
ま
さ
ら
な
が
ら
頭
の
下
る
思
いが
す
る
の

ち
に
あ
い
つ
いで
入
地
し
た
こ
れ
ら
開
拓
移
住
者
の
不
断
の
努
力
と
幾
多
の
辛
酸
を
嘗
め
つ
つ
堪
え
抜
い
た
こ
と
が
白
滝
の
礎
と
な

り
、
今
日
み
ら
れ
る
た
く
ま
し
く
も
雄
大
な
村
に
発
展
し
て
き
た
の
で
あ
る
。

明
治
四
十
二
年
十
一
月
宮
城
県
人
太
田
熊
吉、
吾
妻
祝
吉
が、
翌
四
十

三
年
四
月
宮
城
県
人
青
山
右
近
、
内
田
三
蔵
が、
さ
ら
に
同
年
秋、
宮
城

県
人
菊
地
長
治、
岩
手
県
人
小
笠
原
伊
勢
松
ら
あ
い
つ
い
で
旧
白
滝
原
野

に
単
独
移
住、
こ
こ
に
わ
ず
か
な
集
落
が
形
成
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

団
体
の
移
住

団
体
移
住
は
本
来
は
団
結
移
住
と
呼
称
さ
れ
る
も
の

で
あ
っ
て
、
郷
里
を
同
じ
う
す
る
者
が
団
結
し
て
移
住
し
、
互
い
に
相
扶

け
相
励
ま
し
合
っ
て
一致
協
力
し
開
拓
に
い
そ
し
む
こ
と
を
本
願
と
し
て

団
結
移
住
と
い
わ
れ
て
い
た
。
団
結
移
住
者
の
開
拓
成
績
は
単
独
移
住
者

に
比
べ
る
と
は
る
か
に
団
結
力
が
強
く
良
好
で
あ
っ
た
の
で
道
庁
に
お
い

て
も
団
結
移
住
を
奨
励
し
て
い
た
。
ま
た
こ
う
し
た
団
結
移
住
の
長
に
あ

た
る
べ
き
者
を
団
体
長
と
呼
ん
で
い
る
が
、
実
は
総
代
人
と
呼
ぶ
の
が
正

式
呼
び
名
と
さ
れ
て
い
る
。
さて
、
団
結
移
住
の
人
員
構
成
に
も
幾
度
か

変
更
が
あ
っ
た
が
、
明
治二
十
五
年
十
二
月
団
結
移
住
の
戸
数
は三
十
戸

以
上
を
も
っ
て
団
結
移
住
と
認
め
て
貸
付
地
予
定
存
置
の
特
典
を
与
え
た

第
六
章
白
滝
の
夜
明
け

明治38年3月発行の区画図には人家と畑の記号がみ
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に畑の記号がある。
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政

が
、
明
治三
十
年
四
月
北
海
道
庁
令
第
二
十
四
号
に
よ
っ
て三
十
戸
以
上
と
あ
る
を
二
十
戸
以
上
に
緩
和
し
団
結
移
住
を
容
易
な
ら

し
め
、
し
か
も
団
結
移
住
者
の
資
格
を
自
作
農
に
限
定
せ
ず
小
作
の
団
結
に
お
いて
も
団
結
移
住
と
認
め
た
。
こえ
て
明
治
四
十
一

年
六
月
北
海
道
庁
令
第
六
十
四
号
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
の二
十
戸
以
上
を
十
戸
以
上
に
と
そ
の
基
準
を
下
げ
て
さ
ら
に
団
結
移
住

を
容
易
な
ら
し
め、
貸
付
予
定
存
置
を
特
定
地
に
限
っ
た
ゆ
え
そ
の
構
成
内
容
は
自
作
農
に
限
ら
れ、
そ
の
面
積
も
十
町
歩
以
内
と

の
制
限
も
加
え
ら
れ
た
。

本
村
に
移
住
し
た
一
連
の
団
体
移
住
は
い
ず
れ
も
明
治
四
十
一
年
に
改
正
さ
れ
た
い
わ
ゆ
る
十
戸
以
上
の
団
体
結
合
の
規
準
に
よ

っ
て
移
住
し
た
も
の
で
あ
る
。

明
治
四
十
五
年
白
滝
原
野
増
画
地
と
し
て
さ
き
に
解
放
さ
れ
た
旧
白
滝、
下
白
滝
以
外
の
本
村
域
内
解
放
に
よ
っ
て、
単
独
移
住

も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
同
年
三
月
和
歌
山
県
よ
り
の
団
結
移
住
(総
代
人
(団
体
長
)
植
芝
盛
平
)
五
十
四
戸
が
大
挙
し
て
本
村
に

移
住、
白
滝
ホ
ロ
カ
沢
入
口
付
近
よ
り
上
白
滝
に
至
る
中
央
道
路
沿
い
に
入
植
し
た
の
で
あ
る
。

の
ち、
こ
の
和
歌
山
団
体
員
の
入
地
を
も
っ
て
本
村
に
お
け
る
開
基
と
定
め
た
の
で
あ
る
。

各
団
結
移
住
の
入
植
状
況
は
次
の
と
お
り
。

明
治
四
十
五
年三
月

(五
十
四
戸)

紀
州
団
体

体
結

移
名住

入
地

先 先
総(団
体
長
)
二
人

白
滝
・
上
白
滝
一
植
芝
盛
平
倉
橋
伝
三
郎

(副
団
体
長
)

副
総
代
人

団

体

員

山
本
清三
郎、
武
田
由
松、
中
本
久
吉、
谷
口
万

造、
長
井久
造、
谷
口
幸
蔵、
北
沢
鉄
弥、
中
田

ハ
ナ、
久
保
貞
吉、
寺
畑
喜
平、
堀
田、
久
須
本、

田
野、
寺
畑、
葉
山、
岩
崎、
長
井、
有
本、
磯

ー

団団

入
植
年
月

九0
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大
正
二
年三
月

(十
一
戸)

奈
良
団
体

(十
八
戸)

福
島
団
体

(十戸
)

宮
城
団
体

(十
一
戸
)

秋
田
稲
庭
団
体

(十
四
戸
)

秋
田
館
合
団
体

支 奥 奥
白 湧 湧

滝 滝 別
佐
藤
平
一
郎

「
別
」
佐
木々
三
之
助
|
佐
木々
平
吉

谷、
柿
本、
柿
本、
広
本、
永
井、
竹
中
福
松、

以
下
不
詳

土
佐
林
貞
賢、
高
橋丈
助、
高
橋
万
吉、
加
賀
運

三、
佐
木々
大
吉
、
伊
藤
鶴三
、
小
林
金
松、
斎

藤
吉
太
郎、
柿
崎
仁
吉、
植
村
辰
五
郎、
菊
地文

治
、
和
泉

舟
越
長
八、
大
関
吉
蔵、
小
野
寺三
藏、
阿
部
忠

蔵
、
阿
部石
五
郎、
東
海
林
浩
三
、
東
海
林
久
治

郎、
高
橋
政
吉
、
瀬
川
勇
助、
伊
藤
つ
ね
子

阿
部
長
五
郎、
三
浦
長
内、
土
井
滝三
郎、
伊
藤

栄
五
郎、
菅
原
政
治、
沼
倉
妳
栄
治、
千
葉
六
太

夫
、
佐
木々

本
田
重
蔵
、
本
田
栄
五
郎、
鈴
木
庫
吉、
渡
辺
正

吉
、
笠
間
儀
蔵、
笠
間
栄
蔵、
大
木
栄
次
郎

以
下
不
詳

北
島
松
之
助、
小
野
上
寅
三
、
和
田
宗三
郎、
岡

豊
蔵、
南
政
太
郎、
和
田
雄
二
、
安
川
年
数、
井

村
昭二
、
安
田、
小
原
寿
一

第
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の
夜
明
け

北一

大
正
二
年
十
月

大
正
二
年
五
月

大
正
二
年
五月

大
正
二
年
四
月

支 支

湧 白

別
井
村
謙
二

大
庭
重
次

本
間
栄
次
郎

菅
原
久
蔵
工
藤
亀
太
郎



政

九
団
体

(十
戸
)

長
野
団
体

(十
五
戸
)

福
島
団
体

(十
五
戸
)

山
形
団
体
奥

白
滝

百
五
十
八
戸

上
支
湧
別
辻

喜
一
郎
|

奥
白

滝
古
関
六
兵
衛

五
十
嵐
長
五
郎

三
石
音
次
郎

佐
藤
国
治

丹
野
佐
三
郎

須
藤
多
三
郎、
須
藤
又
三
郎、
吉
岡
銀
蔵、
及
川

新
太
郎、
菊
地
富
蔵、
黒
田
重
太
郎、
竹
田
仙
之

助
、
五
十
嵐
久
ェ門
、
高
橋
倫
二
郎、
真
鍋
清
作、

片
桐、
鈴
木、
媚
山

管
野
増
吉
、
管
野
要、
村
形
由
松、
田
中
政
治
、

橋
本
正
一、
以
下
不
詳

大
沢
敏
夫、
宗
方
六
右
エ門、

後
沢
五
郎、
宮
下、

沼
田、
以
下
不
詳

団
体
あ
る
い
は
個
人
の
入
植
に
よ
っ
て
未
開
の
白
滝
原
野
は
こ
れ
ま
で
の
静
寂
を
破
り
、
伐
木
の
た
め
の
木
挽
き
の
音
、
わ
ず
か

の
空
地
を
求
め
て
開
墾
の
鍬
を
振
う
力
強
い
音
が
、
鬱
蒼
た
る
林
内
に
響
き
渡
り
、
た
く
ま
し
く
も
雄
し々
い
白
滝
の
夜
明
け
が
は

じ
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

部
落
の
誕
生

紀
州
団
体
が
入
植
し
た
翌
大
正
二
年
二
月
、
上
湧
別
村
第
十
七
部
と
し
て
白
滝
部
落
が
誕
生
、
植
芝
盛
平
が
弱

冠
三
十
歳
の
若
さ
で
白
滝
原
野
の
総
部
長
に
任
ぜ
ら
れ
、
拓
け
ゆ
く
白
滝
の
開
発
に
貢
献
し
た
。

本
村
各
部
落
の
独
立
経
過
は
次
の
と
お
り
。

大
正
二
年二
月
(上
湧
別
村
第
十
七
部
と
し
て
誕
生
、
総
部
長
植
芝
盛
平
。
大
正
四
年三
月
白
滝
原
野
が
白
滝
二

股
、
支
湧
別、
上
白
滝
の三
部
落
に
分
れ、
白
滝二
股
部
長
東
海
林
専
太
郎
と
な
る
)

白
滝
原
野

九二

三
行計

大
正
三
年
三
月

大
正
三
年三
月

大
正
三
年二
月



滝
ノ
上

大
正
四
年三
月
(上
湧
別
村
第二
十
二
部
と
し
て
誕
生
、
初
代
部
長
三
石
音
次
郎)

支
湧
別

大
正
四
年
三
月
(上
湧
別
村
第二
十
五
部
と
し
て
誕
生、初

代
部
長
倉
橋
伝三
郎)
同
年
十
二
月
上
白
滝
と
改
称
す
。

奥
白
滝

大
正
五
年三
月
(上
湧
別
村
第二
十
七
部
と
し
て
誕
生、
初
代
部
長
岸
利
七)

大
正
六
年
三
月
(上
湧
別
村
第三
十
部
と
し
て
誕
生、
初
代
部
長
三
石
音
次
郎)

上
支
湧
別

旧
白
滝

大
正
七
年二
月
(上
湧
別
村
第
三
十
一
部
と
し
て
誕
生
、
初
代
部
長
新
保
国
平
)

『郷
土
の
生
い
た
ち
』
(支
湧
別
小
学
校
編
・
昭
和
三
十
一
年)
の
最
初
に
"開
拓の
は
じ
め"
と
題
し
て
支
湧
別
初
の
移
住
者
た
ち

の
様
子
が
次
の
よ
う
に
記
さ
れ、
開
拓
者
の
入
地
時
の
姿
が
こ
ま
や
か
に
浮
き
ぼ
り
さ
れ
て
い
る
。

「‒‒‒‒最
初
の
移
住
者
た
ち
‒‒‒‒今

か
ら
四
十
三
年
前、
明
治
の
時
代
が
終
り
を
つ
げ、
大
正
と
な
った
ば
か
り
の
大
正
二
年
の
春、
未
だ
斧
一

つ入
っ
た
こ
と
も
な
い千
古
の
原
始
林
を
支
湧
別
川
の
川
沿
い
に上
っ
てく
る
一
団
の
人
達
が
あ
っ
た
。

支
湧
別
の
原
野
に
は
いく
か
かえ
も
ある
大
木
が
す
き
間
も
な
く
立
ち
並
び、
昼
尚
陽
が
届
か
な
い、
う
っ
そ
う
たる
原
始
林
で
あ
っ
た
が、
川

沿
い
に
は
踏
み
分
け
道
と
い
わ
れる
猟
師
や、
魚
釣
り
の
人
が
歩
い
た
跡
が
か
す
かに
続
い
て
い
た。
女
子
や
子
供
を
交
え
た
数
十
名
の
人
達
は、

背
に
そ
れ
ぞ
れ
重
そ
う
な
荷
を
背
負
い、
汗
に
ま
み
れて
い
た
が、
そ
の
眼
は
い
き
い
き
と
同
じ
よ
う
に
輝
い
て
い
た
。

こ
の
一
団
の
人
達
こ
そ
支
湧
別
原
野
開
拓
の
希
望
に
燃
え
て
移
住
し
て
来
た
秋
田
県
稲
庭
町
の
人
達
で
あ
る。
や
が
て
こ
の
人
達
は
支
湧
別
(七

線
附
近
)
にた
ど
り
つ
き
、
そ
こ
に
先
に
立
て
ら
れ
た
あ
っ
た
着
手
小
屋
に
入
っ
た。
この
小
屋
は
太
い
丸
太
で
組
ま
れ
、
オ
ヒ
ョ
ウ
の木
の
皮
を

屋
根
に、
土
間
に
は
笹
が
敷
か
れ、
窓
一
つ
な
く、
入
口
に
は
荒
むし
ろ
が
一
枚
ぶ
ら
下
っ
て
い
ると
いう
、
そ
ま
つ
な
も
ので
あ
っ
た
。

人
が
歩く
た
び
に
土
間
に
敷
か
れ
た
笹
は
ガ
サ
ガ
サと
音
を
立
て、
笹
の
切り
口
が
頭
を
上
げ
て
いる
と
いう
も
の
で
あ
った
が、
数
十
人
の人

達
が
雨
露
を
し
の
ぐ
に
は
充
分
で
あ
っ
た
。
や
が
て
人
は々
夜
の
更
け
る
の
も
忘
れ、
明
日
から
始
ま
ろ
う
と
す
る
開
拓
生
活
の
希
望
を
語
り
合
う

ので
あ
っ
た
。」

い
ず
れ
の
地
に
お
け
る
開
拓
も
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
本
州
府
県
の
故
郷
を
あ
と
に
し
て
あ
え
て
未
開
の
地
に
入
り
、
そ
こ
を
第

第
六
章
白
滝
の
夜
明
け

九三



三
行

二
の
故
郷
と
し
て
生
き
抜く
精
神力
は
尊
く
も
強
勒
な
も
の
で
あ
っ
た。
し
か
し
、
こ
う
し
た
各
団
結
移
住
者
の
中
に
は
、
現
地
に

入
っ
て
み
て
想
像
を
は
る
か
に
越
え
る
開
拓
の
辛
苦
に
耐
え
ら
れ
ず、
す
ご
す
ご
と
本
州
あ
る
い
は
他
所
へ引
揚
げ
る
移
住
者
も
か

な
り
あ
っ
た
よ
う
だ
。

左
表
に
か
か
げ
る
大
正
元
年
よ
り
同
七
年
ま
で
の
部
落
別
戸
数
動
態
表
か
ら
本
村
発
展
の
経
過
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

奥 上 支 白

原
野
別

計 白 白 湧

年
滝 滝 別 滝

大
正
元
年
戸

二
一
〇

二
一
〇

大
正
二
年

一
四
四

四
七
一八 七
九

戸

大
正
三
年

一六
二

四
八 二 九

二 九

大
正
四
年

二
七
五
五
五
五
五
四
九

一一
六

大
正
五
年

戸

三
七
一
八
六
七
〇
八二
一
四三

大
正
六
年
戸

五
三
二

一
一二

一〇
二

一
二
四

一九
四

大
正
七
年
戸

(『上
湧
別
村
誌
』
よ
り
)

村
づ
く
り
へ
の
意
欲

開
拓
者
が
入
り
商
店
が
出
来、
生
活
の
見
通
し
を
立
て
る
と
ま
ず
も
っ
て
子
弟
の
教
育
に
心
が
走
っ

た。
大
正
二
年
四
月、
石
上
藤
蔵、
太
田
熊
吉、
菊
地長
治
ら
旧
白
滝
住
民
の
総
力
に
よ
っ
て
私
立
旧
白
滝
教
授
場
(翌
三
年
七
月

公
立
と
な
る
)
が
、
大
正
二
年
六
月
植
芝
盛
平
所
有
の
小
屋
を
補
修
し
て
白
滝二
股
に
白
滝
特
別
教
授
場
が、
大
正
四
年
一月
岸
利

七
ら
の
尽
力
に
よ
り
奥
白
滝
に
滝
ノ
上
教
授
場
(大
正
七
年
六
月
奥
白
滝
尋
常
小
学
校
と
名
称
変
る
)
が、
大
正
五
年
五
月
井
村
謙

二
ら
支
湧
別
部
落
民
の
手
で
五
線
に
私
立
支
湧
別
教
授
場
が
、
大
正
四
年
七
月
三
石
音
次
郎、
大
沢
敏
雄
ら
の
骨
折
り
で
九
線
に
上

支
湧
別
教
授
場
が、
大
正
七
年
十
月
東
白
滝
教
授
場
が、
そ
れ
ぞ
れ
設
備
に
不
足
は
あ
っ
た
も
の
の
子
弟
を
抱
え
る
親
の
執
念
が
各

九郎

政



教
授
場
の
開
所
に
も
ち
こ
ん
だ
と
い
え
よ
う
。

こ
れ
よ
り
先、
大
正
四
年
に
は
増
大
せ
る
造
材
事
業
に
就
労
す
る
数
多
く
の
造
材
夫
に
端
を
発
す
る
犯
罪
行
為
の
防
止
上、
白
滝

に
巡
査
駐
在
所
が
設
置
さ
れ、
翌
五
年
に
は
国
有
林
盗
伐
監
視
の
任
務
を
も
っ
て
森
林
保
護
区
員
駐
在
所
も
白
滝
に
設
置
す
る
な

ど
、
村
と
し
て
の
形
態
が
徐
々
に
で
は
あ
る
が
築
き
上
げ
ら
れ
て
い
き
は
じ
め
た
。

字
名
の
変
更

ま
た、

こ
れ
ま
で
八
号
駅
通
所
の
あ
る
と
こ
ろ
一
帯
を
「滝
ノ
上
」
と
呼
ん
で
い
た
が、
紋
別
郡
滝
の
上
村
と

混
同
し
、
行
政
上
お
互
いの
不
利
益
を
防
ぐ
上
か
ら、
時
の
上
湧
別
村
に
お
い
て
、
こ
の
地
の
字
名
変
更
の
手
続
を
取
っ
て
い
た
と

こ
ろ
、
大
正
四
年
十
二
月二
十
四
日
北
海
道
庁
指
令
第
八
五
六
二
号
を
も
っ
て
「滝
ノ
上
」
を
「上
白
滝」
と
改
正
許
可
が
お
り
、

以
来
白
滝
滝
ノ
上
と
滝
の
上
村
と
の
錯
誤
が
し
だ
いに
う
す
れ
て
い
っ
た
。

旧
白
滝
に
入
地
し
た
菊
地
長
治
も
「滝
ノ
上
」
の
こ
の
ま
ぎ
ら
わ
し
い
地
名
に
間
違
っ
て
入
植
し
た
一
人
で
あ
る
。
長
治
の
息
子

誠
の
語
る
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
「宮
城
県
よ
り
北
海
道
大
夕
張
に
来
て
、
北
見
方
面
にて
の
土
地
払
下
げ
の
願
書
提
出
し
た
る
と
こ

ろ
滝
の
上
村
の
入
植
許
可
が
来
た
。
さ
っ
そ
く
夕
張
よ
り
旭
川
、
上
川
を
経
由
し
て
北
見
峠
を
越
し
てく
る
と
ま
も
な
く
"滝
ノ
上

と
呼
ば
れ
て
い
た
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
の
で
自
分
の
土
地
を
探
し
た
が
見
当
ら
な
い。
そ
の
う
ち
"滝
の
上
"
違
い
で
あ
る
こ
と
が
わ

か
っ
た
が
、
こ
こ
か
ら
滝
の
上
村
に
行
く
の
も
め
ん
ど
う
く
さ
い
と
い
う
こ
と
で
旧
白
滝
の
売
地
を
買
っ
て
入
り
住
み
つ
い
た
」
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。

支
湧
別
開
発
へ
の
第
一歩

中
央
道
路
沿
い
に入
植
し
た
下
白
滝、
旧
白
滝、
白
滝、
上
白
滝、
奥
白
滝
の
開
拓
者
は
悪
路
と

は
いえ
既
設
の
道
路
が
あ
り
往
来
上
特
別
の
支
障
は
な
か
っ
た
が、
支
湧
別
方
面
の
入
植
者
は
全
く
の
踏
み
分
け
道
で、
あ
る
者
は

支
湧
別
川
べ
り
を
伝
い
歩
き
、
生
活
物
資
の
買
入
れ
、
農
産
物
の
出
荷に
は
人
知
れ
ぬ
苦
労
が
続
いて
い
た
。
こう
し
た
道
路開
削

第
六
章
白
滝
の
夜
明
け

九五



三
行

政

の
議
を
か
ね
て
よ
り
時
の
上
湧
別
村
役
場
に
要
請
はし
て
い
た
も
の
の、
広
域
な
行
政
を
あ
ず
か
る
村
役
場
と
し
て
も
村
域
内
各
地

に
日
を
追
う
て
急
増
す
る
開
拓
入
植
者
に
開
発
の
手
が
ま
わ
ら
ず、
支
湧
別
道
路
開
削
も、
遅
と々
し
て
進
行
し
な
か
っ
た。
し
か

し
往
来
の
不
便
を
こ
れ
以
上
耐
え
抜く
こ
と
の
許
さ
れ
な
く
な
っ
た
支
湧
別、
上
支
湧
別
部
落
住
民
の
立
ち
上
り
に
よ
っ
て
全
部
落

民
の
総
力
を
あ
げ
て
の
出
役
作
業
に
よ
り
大
正
五
年
十
一
月
め
で
た
く
支
湧
別
道
路
が
開
削
さ
れ、
唯
一の
交
通
路
が
こ
こ
に
不
備

な
が
ら
開
け
た
。

山
火
と
離
村

大
正
六
年
五
月
、
開
拓
の
意
気
に
燃
ゆ
る
入
植
者
の
わ
ず
か
の
不
注
意
か
ら
火
入
れ
作
業
の
火
が
突
風
に
あ
お

ら
れ
、
古
今
未
曽
有
の
大
山
火
を
も
た
ら
し
た
こ
と
は
別
項
詳
述
の
と
お
り
で
あ
る
が、
入
植
間
も
な
い
貧
困
の
開
拓
者
に
と
っ
て

家
屋
は
も
と
よ
り
畑
も
焼
け、
生
活
の
財
源
で
も
あ
っ
た
豊
か
な
森
林
資
源
も
瞬
時
に
し
て
失
っ
た
打
撃
は
あ
ま
り
に
も
大
き
な
痛

手
と
な
り
、
こ
れ
ま
で
盛
ん
に
行
な
わ
れ
て
い
た
造
材
事
業
も
に
わ
か
に
事
業
を
縮
小、
つ
い
に
は
白
滝
を
去
る
開
拓
者
も
出
は
じ

め
た
。
大
正
八
、
九
年
に
か
け
て
行
な
わ
れ
た
樺
太
移
民
の
募
集
が
本
村
域
内
に
も
手
が
の
び
、
集
団
で
は
な
か
っ
た
が
相
前
後
し

て二
、
三
十
戸
に
も
及
ぶ
開
拓
者
が
再
び
森
林
資
源
を
求
め、
あ
る
い
は
異
郷
の
新
開
地
を
求
め
て
樺
太
に
転
住
し
て
し
ま
っ
た
。

こ
と
に
山
火
被
害
の
大
き
か
っ
た
天
狗
平
、
東
白
滝
方
面
の
開
拓
者
に
渡
樺
者
が
多
か
っ
た
と
古
老
は
語
っ
て
い
る
。

鉄
道
開
通

か
ね
て
よ
り
の
懸
案
で
あ
っ
た
分
村
問
題
は
大
正
八
年
四
月
一
日
を
期
し
て
遠
軽
分
村
が
決
り
、
生
田
原、
丸
瀬

布
、
白
滝
は
遠
軽
村
の
管
轄
と
な
っ
た
が、
丸
瀬
布、
白
滝
方
面
へ
の
鉄
道
敷
設
の
問
題
が
年
を
追
う
て
活
発
と
な
り
、
た
び
重
な

る
鉄
道
省
へ
の
請
願
に
も
具
体
的
な
態
度
を
示
さ
な
いこ
と
に
業
を
に
や
し
た
沿
線
住
民
は、
南
瓜
団
体
と
称
す
る
代
表
者
を
東
京

に
送
り
込
み
一
大
請
願
運
動
を
展
開
し
た
。
この
こ
と
が
関
係
各
大
臣
の
心
を
動
か
し
鉄
道
敷
設
の
決
定
が
下
り
、
昭
和
二
年
十
月

に
は
遠
軽
・
丸
瀬
布
間
が、
昭
和
四
年
八
月
に
は
丸
瀬
布
・
白
滝
間
が、
そ
し
て
昭
和
七
年
十
月
石
北
全
線
の
開
通
に
至
っ
た
の
で

九六



あ
る
。

部
落
規
約
の
設
定

昭
和
九
年
四
月
遠
軽
村
を
遠
軽
町
と
改
称
さ
れ
た
折、
丸
瀬
布、
白
滝
一
丸
と
な
って
の
分
村
問
題
が
初

め
て
も
ち
上
り
大
い
に
論
議
を
交
し
た
一
幕
も
あ
っ
た
が、
こ
う
し
た
経
緯
が
刺
激
と
な
っ
た
わ
け
で
も
あ
る
ま
い
が、
白
滝
原
野

各
部
落
の
“部
落
規
約"
を
つ
く
り
親
睦
を
深
め
つ
つ
一致
協
力
態
勢
を
と
っ
た
の
で
あ
る
。

白
滝
部
落
規
約

第
一
条
本
規
約
八
部
内
住
民
一
般
ノ
親
睦
ョ
厚
ク
シ
一致
協
力
、
公
益
ラ
謀
り
、
福
利
⇒
増
進
シ、
美
風
良
習
慣
ノ
涵
養
ョ
期
ス
ル
ラ
以
テ
目
的

ト
ス

第
二
条
部
落
区
域
ハ
白
滝
原
野
二
十
号
線
以
西
、
二
十
八
号
線
以
東
卜
定
ム

第
三
条
本
規
約
実
行
上
便
宜
ノ
為、
部
落
ラ
九
組
ニ
分
チ
組
別
区
域
ハ
議
事
録
ニ掲
載
ス

第
四
条
本
部
落
ニ
左
ノ
役
員
�
置
ク

一一
区
長
一
名

一
第
五
条

副
区
長
会
計
兼
任
一
名
一
評
議
員
九
名

一
組
長
九
名

一
書
記
一
名

区
長
、
副
区
長
、
書
記
ハ
総
会
ニ
於
テ
選
挙
シ、
多
数
得
点
ラ
以
テ
定
ム、
同
点
ナ
ル
時
八年
長
者
ラ
以
テ
定
ム
、
評
議
員
、
組
長
ハ
各

組
ニ
於
テ
互
選
ス、
任
期
ハ
各
一
ヵ
年
ト
ス、
但
シ
再
選
ラ
妨
ゲ
ズ

第
六
条

第
七
条
総
会
ニ
於
テ
選
挙
シ
当
選
シ
タ
ル
役
員
ハ
絶
対
ニ
拒
絶
ス
ル
事
フ
得
ズ

役
員
ノ
権
限
ハ
左
ノ
如
シ

1
区
長
へ
部
内
ラ
代
表
ツ、
部
落
一
切
ノ
事
務
ラ
掌
ル

副
区
長
ハ
区
長
補
佐
シ
区
長
事
故
ア
ル
時
ハ
其
ノ
職
務
ラ
代
理
ス

1
評
議
員
ハ
区
長
及
ビ
組
長
補
佐
ス
ル
モ
ノ
ト
ス

1
組
長
ハ
其
ノ
部
内
ラ
代
表
シ
区
長
ノ
命
ニ
依
り
組
内
ニ
オ
ケ
ル
事
務
ラ
処
理
ス

一
会
計
へ
部
落
一
切
ノ
会
計
事
務
ラ
処
理
ス
ル
モ
ノ
ト
ス

第
八
条
役
員
報
酬
ハ
左
ノ
如
シ

第
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三
行

政区
長
報
酬
年
額
百
五
十
円
也

副
区
長
報
酬
年
額
六
十
円
也

1
書
記
報
酬
年
額
三
十
五
円
也

評
議
員
ハ
名
誉
職
ト
シ
組
長
又
同
ジ

本
部
落
ニ
一
カ
月
以
上
居
住
ス
ル
住
民
へ
部
落
費
負
担
ス
ル
義
務
ラ
有
ス
、
会
計
年
度
へ
毎
年
一月
ョ
リ
十
二
月
迄
ト
定
メ
、
割
賦
方

法
ハ
等
級
ニ
準
ジ
年
度
当
初
ニ
於
テ
役
員
コ
レ
ラ
定
メ
、
年
二
回
ニ
組
長
之
ョ
徴
収
シ
会
計
係
ニ
納
入
ス
ル
モ
ノ
ト
ス

但
シ
新
規
居
住
者
へ
組
長
ニ
於
テ
認
定
徴
収
ス
ル
モ
ノ
ト
ス

第
十
条
本
部
落
ノ
会
議
⇒
通
常
総
会
、
臨
時
総
会
及
ビ
役
員
会
ノ
三
種
ト
ス

第
九
条

一
通
常
総
会
へ
毎
年
一
回
一
月
七日
之
ラ
開
キ、
予
算
ノ
決
議
及
ビ
前
年
度
会
計
報
告
及
ど
役
員
ノ
選
挙ソ
ノ
他
重
要
ナ
ル
事
項
⇒
議

決
ス臨
時
総
会
ハ
区
長
ニ
於
テ
必
要
ト
認
メ
タ
ル
時
又
ハ
部
落
民
三
分
ノ
一以
上
ノ
請
求
ア
リ
タ
ル
ト
キ
之
⇒
開
キ
決
議
ス

1
役
員
会
ハ
区
長
、
副
区
長
、
評
議
員
、
組
長
⇒
以
テ
協
議
ス

各
議
会
ノ
議
事
へ
議
事
録
ニ
記
載
シ
、
出
席
者
ョ
リ二
名
署
名
捺
印
ス
ル
モ
ノ
ト
ス、
署
名
者
へ
議
長
之
ラ
指
名
ス

1
第
十
一
条
会
議
へ
総
テ
区
長
三
日
以
前、
部
内
一
般
ニ
通
知
シ
之
ラ
招
集
シ
ョ
ッ
其
ノ
議
長
ト
ナ
ル、
会
議
方
法
、
普
通
議
事
録
ニ
依
ル
、
但
シ

非
常
ノ
場
合
へ
此
ノ
限
リ
ニ
非
ズ

総
会
へ部
落
員
五
分
ノ
一
以
上
、
役
員
会
へ
其
ノ
半
数
以
上
出
席
ス
ル
ニ
非
ラ
ザ
レバ
開
会
ス
ル
事
ラ
得
ズ

但
シ
同
一
事
項
ニ
付
再
会
ノ
場
合
へ
出
席
人
員
ラ
以
テ
議
決
ス

第
十
二
条
諸
般
集
会
ニ
ハ
必
ズ
時
間
ラ
励
行
シ
若
シ
事
故
ア
ル
場
合
、
役
員
迄
ニ
届
出
デ
、
無
断
欠
席
ノ
場
合
へ
過
怠
金
ト
シ
テ
金
五
十
銭
也
ラ

直
チ
ニ
徴
収
ス
ル
モノ
ト
ス、
但
シ
過
怠
金
ハ
其
ノ
都
度
令
状
ラ
発
付
徴
収
シ
該
金
ノ
処
分
方
へ
出
席
者
ニ
於
テ
処
理
ス

第
十
三
条
本
規
約
ノ
各
条
ニ
違
背
シ
タ
ル
者
ハ、
役
員
之
⇒
注
意
シ
、
注
意
再
度
ニ
渉
リ
タ
ル
モ
尚
ホ
履
行
セ
ザ
ル
場
合
八
年
度
ノ
等
級
査
定
ニ

於
テ
無
条
件
二
等
上
進
決
定
ス
ル
モ
ノ
ト
シ、
尚
各
集
会
ニ
於
テ
発
言
権
ラ
失
ス
ル
モ
ノ
ト
ス

第
十
四
条
本
規
約
八
総
会
決
議
う
経
ルニ
非
ラ
ザ
レ
バ
校
訂
ス
ル
事
ヲ
得
ズ

九八



区

長
佐
藤
庄

蔵
右
決
定
候
也

昭
和
九
年
七
月
二
十
五
日

白
滝
出
張
所
の
設
置

大
東
亜
戦
争
の
熾
烈
化
に
つ
れ
て
兵
事
業
務
も
急
増
か
つ
敏
速
を
要
求
さ
れ、
は
た
ま
た
諸
手
続
な
ど

の
利
便
上、
役
場
出
張
所
設
置
の
気
運
た
か
ま
り、
昭
和
十
八
年
一
月
十
日
白
滝
原
野
千
七
百
十
六
番
地
の
二
、
野
沢
正
市
所
有
の

一
家
屋
を
借
り
受
け
て
“遠
軽
町
役
場
白
滝
出
張
所”
が
開
設
さ
れ
た
。
初
代
白
滝
出
張
所
長
は
小
沢
喜
誠
が
着
任、
他
に
一
名
の

職
員
が
採
用
さ
れ
て
事
務
開
始
と
な
っ
た
(同
十
八
年
秋、
白
滝
原
野
三
千
七
十
五
番
地
=
現
・
青
年
研
修
所
建
設
地
=
に
木
造
三

十
坪
の
新
所
に
移
転
す
)。
激
し
い
戦
争
の
期
間
を
応
急
の
措
置
と
し
て
開
設
さ
れ
て
いた
役
場
出
張
所
で
は
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
に

わ
た
っ
て
不
自
由
を
感
じ
つ
つ
過
し
て
い
た
が、
昭
和
二
十
年
八
月
の
戦
争
終
結
に
よ
っ
て、
再
び
丸
瀬
布、
白
滝
の
分
村
問
題
が

同
時
に
具
体
化
し
は
じ
め、
つ
い
に
分
村
へ
と
発
展
し
た
の
で
あ
る
。

分
村
の
経
過

昭
和
九
年
四
月
一
日

昭
和
十
四
年
一
月

遠
軽
村
の
一
級
町
制
施
行
に
際
し、

一般
町
民
の
負
担
増
加
を
予
想
し
て
、
丸
瀬
布
以
南
白
滝
方
面
の
住
民

一
丸
と
な
っ
て
分
村
を
希
望
し
た
が、

一級
町
制
実
施
の
結
果、
案
に
相
違
し
て
住
民
の
負
担
額
が
軽
減
を

来
し
た
る
た
め
、
分
村
問
題
は
自
然
消
滅
と
な
っ
た
。

丸
瀬
布
地
区
住
民
は
資
力
の
充
実
に
と
も
な
い
再
び
分
村
問
題
を
議
し
た
が、白

滝
地
区
住
民
は
受
益
状
況、

財
政
状
況
よ
り
し
て
強
硬
に
反
対
す
。

昭
和
十
四
年
三
月
十
五
日
遠
軽
町
議
会
は
右
の
こ
と
に
対
し
、
時
期
尚
早
の
議
決
を
な
す
。

昭
和
十
六
年
九
月

分
村
問
題
再
び
起
り
た
る
も、役

場
位
置
問
題
を
巡
っ
て
丸
瀬
布、
白
滝
の
両
地区
住
民
の
意
見
一
致
せ
ず。

第
六
章
白
滝
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夜
明
け
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政

す
な
わ
ち
、
丸
瀬
布
市
街
地
に
役
場
庁
舎
の
設
置
を
な
し
た
る
時
は、
白
滝
地区
住民
は
分
村
前
と
大

差
な
き
現
況
よ
り
し
て
反
対
を
唱
え、
か
つ
戦
時
特
例
に
よ
る
分
村
実
施
困
難
な
る
た
め
終
戦
後
再
び
協
議

す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

分
村
問
題
再
度
起
り
、
両
地区
住
民
代
表
は
相
互
に
協
議
の
結
果、
丸
瀬
布、
白
滝
両
地区
を二
分
割
す
る

こ
と
に
住
民
の
意
見
一
致
を
見
た
。

昭
和
二
十
年
十
一
月
三
十
日
丸
瀬
布、
白
滝
両
地区
代
表
は
網
走
支
庁
に
対
し
分
村
実
現
方
の
陳
情
を
な
し
た。

昭
和二
十
一
年
一
月
十
三
日
白
滝
地
区
住
民
大
会
を
開
き、
分
村
の
議
決
を
な
す
。
ま
た
分
村
に
と
も
な
い
租
税
の
増
加
を
見
る

も
十
分
こ
れ
に
堪
ゆ
る
決
意
を
表
明
す
。

二
月
五
日
丸
瀬
布
地
区
住
民
大
会
を
開
催、
同
月
二
十
六
日
丸
瀬
布
地
区
青
年
団
大
会
を
開
催、
い
ず
れ
も
分
村
の
決

議
を
な
す
。
な
お、
両
地
区
住
民
大
会
は
万
一
両
地
区
を
一
村
と
し
て
分
村
せ
ら
れ
る
時
は、
お
の
お
の
分

村
を
辞
退
す
べ
き
決
意
を
表
明
す
。

二
月
二
十
六
日
遠
軽
町
議
会
に
お
い
て
丸
瀬
布、
白
滝
両
地区
町
会
議
員
よ
り
「分
村
要
望
に
関
す
る
件」
提
案
あ
り、
満

場
一
致
可
決
す
。

四
月
二
十
六
日
丸
瀬
布、
白
滝
両
地
区
住
民
代
表
は
北
海
道
庁
に
対
し
分
村
実
現
方
の
陳
情
を
な
す
。

七
日
よ
り
十
二
日
ま
で
網
走
支
庁
係
官
来
町
し
、
財
政
状
況
調
査
を
な
す
。

六
月
三
日
よ
り
五
日
ま
で
網
走
支
庁
長
一行
来
町
し、
母
町
分
村
の
実
地
調
査
お
よ
び
民
意
聴
取
を
な
す
。

七
月
二
十
六
日
北
海
道
庁
告
示
第
五
百
二
十
三
号
で
丸
瀬
布
村、
白
滝
村
の
分
村
告
示
さ
る
。

100
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年
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八
月
一日

白
滝
村
設
置
。

「北
海
道
庁
告
示
第
五
百
二
十三
号
」

紋
別
郡
遠
軽
町
を
分
割
し
て
丸
瀬
布
村
及
び
白
滝
村
を
置
き、
昭
和二
十
一
年
八
月
一日
よ
り
之
を
施
行
す
る
。
そ
の
境
界
は
左
の
通
り、
但
し

区
域
図
は
関
係
町
村
役
場
に
備
え
て
置
く

昭
和
二
十
一
年
七
月
二
十
六
日

北
海
道
庁
長
官
増

田
甲
子
七

遠
軽
町
と
丸
瀬
布
村
と
の
境
界
(略)

1一
丸
瀬
布
村
と
白
滝
村
と
の
境
界

紋
別
郡
滝
の
上
村
と
の
境
界
三
角
点
千二
百
六
十
七
メー
ト
ル
の
東
北
方
約
七
百
五
十
メ
ー
ト
ル
に
位
す
る
無
名
山
を
起
点と
し
て、
分
水
嶺
を

東
方
に
辿
り、
標
高
千
百
五
十
四
メー
ト
ル、
同
九
百
八
十
二
メ
ー
ト
ル及
び三
角
点
九
百
六
十
五・三

メー
ト
ルを
経
て
標
高
六
百二
十
三
メ
ー

ト
ル
に
達
し、
同
地点
よ
り
東
に
分
水
嶺
を
東
方
に
辿
り、
殖
民
区
画
白
滝
原
野二
号
道
路
と
四
号
道
路
と
の
中
間
を
経
て
地
方
費
道
旭川
・
根
室

線
に
達
し、
同
所
よ
り
東
南
方
標
高
五
百
十
八
メ
ー
ト
ルの
無
名
山
に
直
進し
て
分
水
嶺
を
西
南
に
辿
り
標
高
六
百
八
十
七
メー
ト
ル、
三
角
点
七

百三
十
六・七

メー
ト
ル、
同
八
百
九
十
五・九

メー
ト
ル、
標
高
千
六
メ
ー
トル、

同
千三
百二
十
八
メー
ト
ル、
同
千三
百
六
十
九
メー
ト
ル、

同
千
百
七
十
二
メ
ー
ト
ル及
び
支
湧
別岳
を
経て
上
川
郡
愛
別
村
と
の
村
界
標
高
千
七
百
五
十
八
メー
ト
ルに
達
す
。

白
滝
村
の
誕
生

白
滝
村
告示
第
一号

分
村
に
関
す
る
件

昭
和二
十
一
年
七
月
二
十
六
日
北
海
道
庁
告
示
第
五
百二
十
三
号
を
以
っ
て、
紋
別
郡
遠
軽
町
を
分
割
し
て
丸
瀬
布
村
及
び
白
滝
村
を
置
き
昭
和

二十
一
年
八
月
一
日
よ
り
之
を
施
行
せら
れ
た
。

昭
和二
十
一
年
八
月
一
日

紋
別
郡
白
滝
村
長
職
務
管
掌

地
方
事
務
官
上

野
謙
三
郎
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三
行

政

か
く
し
て
全
住
民
久
し
く
待
ち
わ
び
て
い
た
分
村
こ
こ
に
達
成、
独
立
独
歩
の
本
村
行
政
が
足
音
も
高
ら
か
に
踏
み
出
さ
れ
た
わ

け
で
あ
る
。

そ
し
て
永
年
数
多
く
の人

よ々
り
愛
称
さ
れ
て
い
た
“白
滝”
を
地
理
的
歴
史
的
意
義
を
有
す
る
も
の
と
し
て
村
名
と
し
て
採

用
、
開
村
の
み
ぎ
り
"白
滝
村”
と
決
定
し
た
の
で
あ
る
。

分
村
当
時
に
お
け
る
本
村
の
現
況
は、
戸
数
六
百
七
十
五
戸
、
人
口三
千
八
百
四
十三
人
、
う
ち
中心
市
街
地
連
橋
戸
数二
百
三

十
一
戸、
千
二
百
三
十
一
人
を
擁
し、
商
工
業
九
十
二
戸
、
農
業三
百
二
十
三
戸、
そ
の
他
二
百
六
十
戸
と
な
っ
て
い
た。

八
月
一
日
白
滝
村
開
村
の
記
念
す
べ
き
歴
史
的
第
一
頁
が
開
か
れ
た
わ
け
で
あ
る
が、
村
長
職
務
管
掌
上
野
謙
三
郎
が
発
令
と
な

り
、
総
数
十
四
名
の
職
員
に
よ
っ
て
開
庁
さ
れ
た
。

村
長
職
務
管
掌

助
役
臨
時
代
理
者

収
入
役
故
障
代
理
者

書
記
・
長
谷
部
俊
雄、
馬
場
栄
一
、
田
中
富
夫

書
記
補・
前
本
正二
、
野
村
茂
子

臨
時
雇
・
豊
岡
義
明

給
仕
・
川
崎
芳
子
雇
・
鈴
木
哲、
斎
藤
省
典、
田
尾
博
己

小
出
村
長

昭
和
二
十
二
年
四
月
五
日
分
村
初
の
村
長
選
挙
が
執
行
さ
れ、
最
初
の
村
長
の
椅
子
に
僧
職
の
身
に
あ
っ
た
小
出
月
江
が
当
選
、

引
き
つ
づ
き
四
月
三
十
日
に
は
第
一
回
村
議
会
議
員
選
挙
も
執
行
さ
れ、
ここ
に
全
く
本
村
の
機
構
が
と
と
の
っ
たの
で
あ
る
。

同
年
五
月三
十
日
に
は
分
村
初
の
第
一
回
村
議
会
が
開
催
さ
れ、
助
役
に
は三
木
克
己
が、
収
入
役
に
は
石
渡
寛
蔵
が
そ
れ
ぞ
れ

10二
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選
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

昭
和
二
十
五
年
七
月
開
催
の
臨
時
村
議
会
に
お
い
て、
左
の
ご
と
き
「
行
政
区
域
設
定
案
」
が
可
決
さ
れ、
村
政
の
末
端
浸
透
に

の
り
出
し
た
。

「白
滝
村
行
政
区
域
設
定
案
」

「
目
的
戦
時
中
の
町
内
会、
部
落
会の
制
度
が、
ポ
ッ
ダ
ム政
令に
よ
って
廃
止
せら
れ
た
後
の
村
行
政
機
構
は、
連
絡
員
制
度、
世
話
人

一

制
度
等
の
変
遷
を
見
て、
定
期
出
張
制
度の
今
日
に
至
っ
た
が、
何
れ
も
断
片
的
な
方
式
で
あ
っ
て、
民
意
の
暢
達
は
勿
論、
村
政

の
滲
透
に
満
足
な
制
度
と
は
言
い
得
ら
れ
な
か
った
。

村
民
の
与
論
の
下、
民
主
的
な
行
政
を
円
滑
に
遂
行
す
る
た
めに
は、
こ
れ
等
の
制
度
を
再
検
討
す
る
と
共
に、
よ
り
合
理
的
な

制
度
を
設
け
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
の
で
、
茲
に
腹
案
を
提
出
し
て
討
議
を
望
む
も
の
で
あ
る
。

地
方
制
度
の
発
展
伸
張
と
共
に
戦
争
以
前
ま
で
行
な
わ
れ
て
来
た行
政
区
域
制
度
=
区
の
設
置
と
区
長
配
置
=
を
用
い
る
。

1ロ全
村
を
人
口
の
分
布、
地
利、
交
通
等
から
、
こ
れ
を
数
区
域
に
分
割、
区
の
名
称
を
附
す
る

区
に
区
長
を
お
く

二
要
綱

区
長
は
関
係
区
域
住
民
の
直
接
選
挙
に
よ
り
選
出
し
、
村
長
が
之
を
任
命
又
は
委
嘱
す
る

一
区
長
は
関
係
区
域
内
住
民
の
意
思
を
村
政
に
暢
達
す
る
と
共
に
、
調
査、
連
絡
等
村
政
事
務
の
執
行
を
補
助
す
る

二
区
長
に
事
故
あ
る
と
き
は、
区
長
の
指
名
す
る
住
民
が
代
理
す
る

区
長
に
は
村
費
を
以
っ
て
年
報
酬
又
は
年
手
当
を
支
給
す
る

三
区
長
の
任
期
は
選
挙
の
日
から
一
ヵ
年
と
す
る
。
但
し
再
任
を
妨
げ
な
い

区
長
の
任
期
が
終
る
と
き
は、
現
任
者
が
選
挙
を
管
理
し
て
後
任
者
を
選
挙
し
村
長
に
報
告
す
る

二 一

三

区
長
の
任
期
が
満了
し
て
も
後
任
者
決
定
に
至
る
ま
で
は、
そ
の
職
務
を
行
な
う
も
の
と
す
る

下
白
滝、
旧
白
滝、
上
白
滝、
東
白
滝、
天
狗
平、
奥
白
滝、
北
支
湧
別、
南
支
湧
別、
上
支
湧
別
第
一、
第二
、
東
区
、
中
央
区、
西
区
、
鉄

第
六
章
白
滝
の
夜
明
け
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政

道
区
の
十
四
区
と
す
る

こ
う
し
た
設
定
案
に
も
と
づ
い
て、
同
二
十
五
年
八
月三
十
日
次
の
ご
と
き
条
例
設
定
の
可
決
が
臨
時
村
議
会
に
お
い
て
な
さ

れ
、
歴
然
と
し
た
行
政
区
の
も
と
に
円
滑
な
村
政
の
浸
透
を
み
る
こ
と
が
で
き
た
。

「行
政
区
域
設
置
条
例
設
定
」

(区
の
設
置
)

第
一
条
本
村
行
政
事
務
処
理
の
た
め
区
を
設
置
す
る
。

(区
の
名
称
)

区 区 区 区

旧
白
滝
区

下
白
滝

区
第
二
条
区
の
名
称
及
び
そ
の
区
域
は
左
の
と
お
り
と
す
る

丸
瀬
布
村
と
の
境
界
よ
り
白
滝
原
野
九
号
線
間
の
区
域

白
滝
原
野
九
号
線
と
白
滝
原
野
十
九
号
線
と
の
間
の
区
域

白
滝
原
野
十
九
号
線
よ
り
支
湧
別
川
東
岸
に
至
る
区
域

支
湧
別
川
西
岸
よ
り
白
滝
原
野
二
十
五
号
線
に
至
る
区
域

白
滝
原
野二
十
五
号
線
よ
り
二
十
六
号
線
に
及
ぶ
区
域

白
滝
原
野
二
十
六
号
線
よ
り
上
白
滝二
十
九
号
線、
支
湧
別二
十
七、
二
十
八
号
線
の
中
央
に
及
ぶ
区
域

白
滝
鉄
道
官
舎
区
域

湧
別
川
を
境
に
北
西
部
一
帯
の
在
来
の
上
白
滝
部
落
区
域

湧
別
川
を
境
に
南
西
部
一
帯
、
在
来
の
共
栄、
東
白
滝
の
全
区
域

在
来
の
奥
白
滝
部
落
よ
り
天
狗
沢
開
拓
地
を
除
い
た
区
域

在
来
の
支
湧
別
部
落
を
二
分
し
て
四
線
を
境
に
東
北
部
一
帯
の
区
域

在
来
の
支
湧
別
部
落
を
二
分
し
、
四
線
を
境
に
南
西
部
一
帯
の
区
域

10円
三
行

上 鉄 西 南 中 東|

道 央

区

東
白
滝
区

白
滝

区

支
湧
別
区

北
支
湧
別
区

奥
白

滝
区

天
狗
平
区

天
狗
平
開
拓
地
一
帯
の
区
域



上
支
湧
別
第
一区

上
支
湧
別
第
二
区

在
来
の
上
支
湧
別
部
落
を二
分
し
て、
元
家
庭
学
校
前
道
路
を
境
に
し
て
東
北
部
一帯
の
区
域

在
来
の
上
支
湧
別
部
落
を
二
分
し
て、
元
家
庭
学
校
前
道
路
を
境
に
し
て
南
西
部
一
帯
の
区
域

長
)

第
三
条
1
区
に
区
長
一
名
を
置
く

2
区
長
は
関
係
区
域
内に
住
民
の
推
せん
あ
る
も
の
に
対し
村
長
が
任
命又
は
委
嘱
す
る
も
の
と
し
、
そ
の
任
期
は
一ヵ
年
と
す
る
。

但
し
任
期
満
了
後
に
於て
も
後
任
者
の
発
令
あ
る
ま
で
は
そ
の
職
を
行
な
う
も
の
と
す
る
。

(区
長
の
給与
)

1
区
長
に
は
手
当
を
支
給
す
る

区
長
は
職
務
を
行
な
う
た
め
に
要
す
る
費
用
の
弁
償
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

2
第
四
条

3
手
当
及
び
費
用
弁
償
の
額
及
び
そ
の
支
給
方
法
を
別
に
定
め
る

(区
長
の
代
理
者
)

第
五
条
1
区
長
欠
け
た
と
き
又
は
事
故
あ
る
と
き
は
区
長
の
代
理
者
を
置
く
こ
と
が
で
き
る

2
区
長
の
代
理
者
は
職
務
を
行
な
う
た
めに
要
す
る
費
用
弁
償の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

附
則
この
条
例
は
、
昭
和
二
十
五
年
九
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

な
お、
昭
和
三
十
八
年
四
月
よ
り
行
政
区
域
設
置
条
例の
一
部
改
正
に
よ
り
「上
支
湧
別
第
一、
第
二
」
が
合
併
さ
れ
「上
支
湧
別
区
」
と
なる
。

‒
昭
和
四
十
三
年三
月
を
も
って
「
行
政区
設
置
条
例」
は
廃
止と
な
った
。

さ
て
、
従
来
市
街
地
に
白
滝
発
電
所
が
あ
っ
た
ほ
か
は
、
地
区
ご
と
に
小
規
模
な
自
家
用
小
水
力
発
電
が
な
さ
れ
て
は
い
た
も
の

の
一貫
し
た
も
の
で
な
く、
さ
ら
にこ
れ
ら
電
気
の
恩
恵
に
浴
さ
な
い
無
燈
火
戸
が
全
村
の
三
割
強
に
も
達
し
て
お
り
、
全
村
電
化

が
村
民
の
夢
で
も
あ
り
、
小
出
村
長
公
約
の
一
つで
も
あ
っ
た。
こう
し
た
こ
と
か
ら
住
民
の
声
を
反
映
し
つ
つ
、
綿
密
な
立
案
に

も
と
づ
い
て
つ
い
に
昭
和二
十
七
年
九
月
す
べ
て
の工
事
が
終り
一
斉
配
電
を
開
始
し
た
。
当
時
と
し
て
は
全
国
的
に
も
稀
有
と
い

第
六
章
白
滝
の
夜
明
け
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わ
れ
た
全
村
電
化
で
あ
っ
た
。

丸
瀬
布、
白
滝
両
町
村
合
併
実
ら
ず

昭
和
二
十
九
年
五
月
二
十
五
日
第
五
回
臨
時
村
議
会
の
協
議
会
に
お
い
て
「町
村
合
併

促
進
法
に
よ
る
丸
瀬
布、
白
滝
両
町
村
の
併
合
問
題
」
に
つ
い
て
の
協
議
が
な
さ
れ
た
が、
分
村
後
比
較
的
年
浅
い
こ
と
で
も
あ

り
、
ひる
が
え
っ
て
昭
和
二
十
一
年
一
月
十
三
日
白
滝
分
村
の
議
決
を
な
し
た
白
滝
地
区
住
民
大
会
開
催
の
折
「若
し
丸
瀬
布、
白

滝
両
地
区
を
一
村
と
し
て
分
村
す
る
と
き
は
之
を
固
辞
す
る
」
と
の
議
決
を
も
併
せ
て
行
な
っ
て
い
る
関
係
上、
い
ま
さ
ら
合
併
は

民
意
を
き
ず
つ
け
る
も
の
で
も
あ
り
、
本
村
に
お
い
て
も
村
政
が
軌
道
に
の
り
発
展
途
上
の
将
来
性
豊
か
な
希
望
も
あ
る
の
で
、
併

合
問
題
に
つ
い
て
は
協
議
見
送
り
と
さ
れ
た
。

と
こ
ろ
が
昭
和二
十
九
年
八
月
二
十
三
日
付、
二
十
九
地
第
一〇
四
四
号
北
海
道
知
事
田
中
敏
文
よ
り
「北
海
道
町
村
合
併
計
画

策
定
に
関
す
る
意
見
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
意
見
書
が
本
村
に
提
出
さ
れ、
同
年
九
月
六
日
の
村
議
会
に
お
い
て
こ
れ
が
議
会
の
意

見
を
求
め
た
。

町
村
合
併
計
画
に
対
す
る
意
見
に
つ
い
て

諮
問
第
一
号
を
も
っ
て
提
案
さ
れ
た
標
記
に
つ
いて
左
記
の
と
おり
本
議
会
に
お
い
て
議
決
し
た
の
で
答
申
す
る
。

「町
村
合
併
計
画
に
対
す
る
意
見
答
申
書
」

一

本
村
と
丸
瀬
布
町
と
を
合
併
せし
め
る
べ
く
策
定
し
た
北
海
道
知
事
の
計
画
案
に
対
す
る
本
議
会
の
意
見
は
左
の
と
お
り
で
あ
る
。

記
頸
管
の
如
き
交
通
路
に
よ
っ
て
隣
接
し、
他
は
重
畳
た
る
山
丘
に
囲
繞
さ
れ
所
謂
陸の
孤
島
的
な
自
然
環
境
で
あ
る
た
め、
地
理
的
に
も
或

は
交
通
的
に
も
判
然
と
隔
絶
し
各
の々
行
政
圏
が
独
立
し
て
い
る
と
こ
。

二
本
村の
総
面
積
は三
百二
十
五
平
方
き
を
有し
、
鉄
路
延
長
二
十
寺
の
沿
線
と
支
湧
別
原
野
全
長
十
六
き
に
及
ぶ
こ
の
全
地
域
に
亘
っ
て
聚

落
点
在
す
る
た
め、
此
の
上
更
に
行
政
区
域
を
拡
大
す
る
こ
と
は
行
政
力
の
末
端
滲
透
が
期
し
得
ら
れ
な
い
ば
か
り
か
却
っ
て
行
政
に
対
す

一0六



る
民
心
が
遊
離
す
る
こと
と
な
り
自
治
の
本
旨
に
反
す
る
こ
と
。

三
住
民
の
生
活
活
動
は、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
村
内
の
消
流
を
中心
と
し
、
外
部
的
な
依
存
度
は
中
間
地
域
を
排し
て、
遠
く
旭
川
市
及
び
遠
軽

町
に
直
結し
て
おり
、
丸
瀬
布
町
と
の
交
流
は
皆
無
と云
っ
ても
よ
く、
住
民
生
活の
環
境
と、
その
経
済
活
動
圏
は
全
く
異
な
り、
い
さ

さ
か
の
関
連
性
を
も
持
た
な
い
こ
と
。

四
高
率
の
自
主
財
源
を
有
し
、
年
健々
全
財
政
を
堅
持し
て
い
る
こと
。

本
村
の
現
状
に
立
っ
て
考
察
す
る
以
上
の
理
由
は、
昭
和二
十
一
年
八
月
丸
瀬
布
町
と
同
時に
、
夫
遠々
軽
町
よ
り
二
分
村
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
か
っ
た
当
時
の
事
情
と
は
何
等
の
変
化
も
来
し
て
居
ら
ず
、
従
って
独
立
九
ヵ
年
の
体
験
を
経
た
今
日
に
お
い
て
尚、
当
時
の二
分

村
の
理
由
が
解
消
さ
れ
な
いの
み
な
ら
ず
、
む
し
ろ
積
極
的
に
そ
の
効
果
を
確
認
す
る
現
在
に
お
い
て
は、
北
海
道
知
事
の
策
定
し
た
本
村

と
丸
瀬
布
町
と
の
合
併
計
画
に
は
同
意
し
難
い。

更
に
本
村
今
後
の
推
移
を
予
測
す
る
に、

イ
電
源
開
発
に
伴
い
諸
加工
業が
勃
興し
、
産
業
の
振
興
は
著
し
い
も
の
が
あ
る
。

ハ

�
大
な
埋
蔵
量
を
有
す
る
地下
資
源
の
開
発
が
道
路
開
削
の
実
施
に
伴
い
そ
の
企
業
化
が
目
論
ま
れ
る
に
至
る
こ
と
。

ロ
白
滝
原
野
を
距
る
一寺
の
地
点
に
湧
出
量
数
千
石
に
及
ぶ
大
雪
山
系
の
温
泉
が
専
門
技
術
者
に
よ
っ
て
確
認
さ
れ、
こ
の
急
速
な

企
業
化
が
進
めら
れ
て
いる
こ
と
。

11
本
村
内二
万
八
千
町
歩
に
及
ぶ
森
林行
政
運
営
の
た
めに
本
夏
白
滝
営
林
署
が
設
置
さ
れ
飛
躍
的
な
森
林
振
興
が
期
し
得
ら
れ
る

こ
と
。

ホ
前
各
項
の
如
く
諸
般の
産
業
勃
興
す
る
に
伴
い
必
然、
戸
口
の
飛
躍
的
な
増
加
が
期
待
さ
れ、
本
村
独
立
経
営
の
基
盤
と
な
る
べ

き
人
口
は
、
ここ
数
年
に
し
て
確
保
さ
れ
る
こ
と
。

へ
以
上
各
項
の
推
移
進
展
に
伴
い
財
政
の
基
盤
は
更
に
強
化
さ
れ、
村
有
財
産
の
合
理
的
経
営
管
理
と
相
俟
っ
て
行
財
政
の
運
行
に

い
さ
さ
か
の
お
そ
れ
も
な
い
こ
と
。

従
っ
て
本
計
画
に
対
し
て
は
反
対
で
あ
る
こ
と
を
答
申
す
る
も
の
で
あ
る
。

第
六
章
白
滝
の
夜
明
け

10
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な
お、
こ
の
意
見
書
に
つ
い
て
の
採
決
の
結
果
は

研
究
を
要
す
る
議
員

反
対

議
員

九
名

で
あ
っ
た
。

こ
え
て
翌
昭
和三
十
年
一
月
二
十
八
日
の
第
一
回
臨
時
村
議
会
協
議
会
に
提
出
さ
れ
た
「町
村
合
併
問
題
研
究
組
織
設
置
に
つ
い

て
」
の
議
案
は、
“合
併
反
対
の
態
度
は
明
確
で
あ
る
の
で
本
組
織
設
置
の
必
要
は
認
め
な
いく
と
満
場
一
致
決
定
さ
れ
た
。

か
く
し
て
議
会
の
物
議
を
か
も
し
た
両
町
村
合
併
問
題
は
冷
静
な
判
断
の
も
と
に
処
理
さ

れ
、
村
民
に
動
揺
を
与
え
ず
し
て
立
消
え
と
な
っ
た
。

渡
辺
村
長

昭
和三
十
三
年三
月
の
定
例
村
議
会
に
お
い
て
小
出
初
代
村
長
の
退
職
申
出

が
同
意
さ
れ、
同
年
四
月三
十
日
渡
辺
要
が
第二
代
村
長
と
し
て
当
選
し
た
。

昭
和
二
十
二
年
六
月
一
日
付
に
て
選
任
さ
れ
た
三
木
克
己
助
役
は
昭
和
三
十
四
年
三
月
三
十

一
日
付
を
も
っ
て
そ
の
職
を
解
か
れ、
爾
来
丸
一
ヵ
年
間
助
役
空
席
の
ま
ま
村
政
が
つ
づ
け
ら

れ
た
が
、
昭
和三
十
五
年
四
月
一
日
こ
れ
ま
で
収
入
役
で
あ
っ
た
斎
藤
秀
信
が
助
役
に
就
任
、

翌
三
十
六
年
八
月
七
日
斎
藤
助
役
に
代
っ
て、
収
入
役
の
山
内
晴
雄
が
助
役
に
選
任
さ
れ
た
。

昭
和
三
十
六
年
八
月
一
日
を
も
っ
て
開
村
満
十
五
周
年
を
迎
え
た
本
村
は、
青
年
研
修
所
落

成
を
か
ね
て
、
こ
の
年
九
月
九
日
白
滝
中
学
校
体
育
館
に
お
い
て
、
道
議
会
議
員
、
網
走
支
庁

長
、
網
走
管
内
町
村
会
会
長
ら
来
賓
と
村
民
約二
百
人
が
集
ま
っ
て
"開
村
十
五
周
年
な
ら
び

一〇八

開村満15周年記念式典

二
名
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開基満50周年記念式典

に
青
年
研
修
所
落
成
記
念
式
典”
が
盛
大
に
挙
行
さ
れ、
渡
辺
村
長
、
丹
羽
村
議
会
議
長
ほ
か
来
賓
の
祝
辞
な
ど
あ
り、
次
の
ご
と

き
各
種
功
労
者
の
表
彰
が
行
な
わ
れ
た
。

△
区
長
原
田
安
五
郎

岩
城
義
男、
金
枝
一
夫

源
一、
福
田
彦
蔵、
堀
部
春
吉、
島
利
右
衛
門、
谷谷
口
熊
吉

△統
計
調
査
員
中
川
広

△
消
防
団
員
布
田
勇、
広
田
寛
次、
中
島
末
士、
斎
藤
久
蔵、
高
橋
次男、

前
本
栄
一、
阿
部
英
雄、
谷
昭
吾、

△
開
拓
功
労
者
山
崎
乙
吉
、
小
島
寛
一
郎、
岩
城
近
蔵、
井
村
謙二
、
武
田
由
松、

及
川
新
太
郎、
湯
川
作
次
郎、
高
橋
新三
郎、
加
賀
谷
文
之
助、
菅
原
政
治、
阿
部
長
五
郎、
原
田
安
五
郎、
吉
田
竹
次
郎、
植
村
辰
五
郎、
辻

△
特
別
功
労
者
中
山
徳
蔵
、
鈴
木
亀吉

△
納
税
功
労
者
丹
羽
実
市、
松

井
清
兵
衛、
井
村
謙二
、
永
井
健
次
郎、
近
藤
吉
男、
上
村
繁
政、
有
本
慶
太
郎、
原
田
天
象、
真
鍋和
義、
岩
城
近
蔵、
太
田
清
、
古
関
仁
、

松
川
国
平、
古
関
勘
六、
青
野
良
助、
服
部
巖
、
高
橋
仙
太
郎、
池
田
詮
文、
藤
田
円
一、
斎
藤
孝二
、
高

橋
フジ
ェ、
荻
野
貞
司、
佐
伯
長
吉、
小
倉
清
、
村
井
喜
兵
衛

△村
職
員
永
年
勤
続
者
(
略)

翌
三
十
七
年
は
本
村
の
開
基
と
定
め
た
紀
州
団
体
五
十
四
戸
の
本
村
入
植
年
度
明
治
四
十
五

年
よ
り
起
算
し
て
満
五
十
年
に
当
り、
同
年
八
月
一
日
白
滝
小
学
校
体
育
館
を
式
場
と
し
て
、

"開
基
満
五
十
周
年
記
念
式
典”
が
白
滝
小
学
校
創
立
五
十
周
年
な
ら
び
に
石
北
線
鉄
道
全
通

満
三
十
周
年
記
念
式
を
兼
ね
て
、
内
外
の
来
賓
二
百
五
十
人
余
が
参
列
し
て
挙
行
さ
れ、
前
年

の
記
念
式
典
同
様
左
記
の
ご
と
き
各
種
功
労
者
の
表
彰
が
行
な
わ
れ
た
。

△
自
治
功
労
者
(村
常
勤
職
員
に
つ
き
略)

△
納
税
功
労
者
伊
藤
道
雄

△消
防
功
労
者
吉
田

一夫
、
出
立
寅
雄、
堀
部
一
由、
吉
田
勇
、
山
形
慶
誠、
見
上
登
、
堀
田
美
津
雄、
石
井
仁
太
郎、
相
馬

△
開
拓
功
労
者
藤
田
円
一、
菊
地
作
右
衛
門、
太
田
清
、
丹
野
清三
郎、
大
庭
千
代
吉、
阿
部
卯

清衛
門、
菊
地
長
右
衛
門、
永
戸
滝
之
助、
相
馬
勝
五
郎、
横
田
金之
丞、
古
関
勘
六、
大
庭
喜
代
治、
故
金枝

兵
重

10元
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分
村
独
立
以
来
す
で
に
満
十
五
年
も
経
過
し
、
豊
か
な
郷
土
づ
く
り
に
意
欲
を
も
や
す
渡
辺
村
政
は、
昭
和三
十
八
年
大
腸
菌
や

そ
の
他
の
雑
菌
混
入
に
よ
っ
て
飲
料
不
適
の
水
に
な
や
ま
さ
れ
て
いる
地
域
住
民
の
た
め
に、
二
千
六
百
万
円
余
の
巨
費
を
投
じ
て

市
街
全
域
に
わ
た
る
簡
易
水
道
敷
設
工
事
を
完
成
さ
せ、
郷
土
白
滝
の
発
展
に
寄
与
す
る
と
こ
ろ
大
で
あ
った
。

国
松
村
長

昭
和
四
十
年
秋、
上
湧
別
町
長
選
挙
に
渡
辺
要
白
滝
村
長
を
か
つ
ぎ
出
そ
う
と
し
た
上
湧
別
の
渡
辺
要
の
後
援
会

員
ら
の
強
い
出
馬
要
請
に
よ
り
、
つ
い
に
同
四
十
年
九
月
三
十
日
を
も
っ
て
白
滝
村
長
を
辞
し
、
同
年
十
月
二
十
五
日
遠
軽
町
助
役

の
職
に
あ
っ
た
国
松
一
敏
が
本
村
第三
代
村
長
と
し
て
当
選
し
た
。

翌
四
十
一
年
八
月
一
日
本
村
開
基
五
十
五
年、
開
村二
十
周
年
お
よ
び
白
滝
中
学
校
創
立二
十
周
年
記
念
式
典
が
白
滝
中
学
校
体

育
館
に
お
いて
挙
行
さ
れ、
次
の
ご
と
き
各
功
労
者
が
併
せ
表
彰
さ
れ
た。

治
郎
、
今
野
信
夫

△
自
治
功
労
者
山
崎
政
治、
後
藤
貞
治、
石
山
久
三
郎

△
健民
功
労
者
前
田
参二
一

△消
防
功
労
者
野
村
春
信、
岡
崎
永
治、
児
玉
一郎、

岡
田
茂

△
納
税

功
労
者
小
出
光
雄、
鈴
木
睦
夫、
石
井
国
丸、
上
白
滝
第
二
納
稅
貯
蓄
組
合
、
東
白
滝
第
一
納
稅
貯
蓄
組
合、
白
滝
村
農
業
協
同
組
合

△
開

拓
功
労
者
斎
藤
喜
代
太
郎、
児
玉
作
平、
井
上
糸
吉、
山
本
善
七、
岡
崎
儀
蔵、
伊
藤
寅
雄、
飛
沢
長
作、
佐
藤
文
護、
稲
垣
仙
次
郎、
遠
藤
栄

△
特
別
功
労
者
笠
間
誠
一、
遠
藤
幸
治、
大
沢
ハ
ル
ノ、
広
田
寛
治

な
お、
本
村
の
発
展
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
た
開
拓
物
故
者
の
霊
を
慰
め
る
た
め
"八
月
一日
正
午
"
サ
イ
レン
吹
鳴
と
花
火
を
合

図
に
村
民
こ
ぞ
っ
て
一
分
間
の
黙
禱
を
捧
げ
た
。

明
治
末
期
以
来
粒
辛々
苦
し
て
豊
か
な
平
和
郷
を
築
き
続
け
ら
れ
た
本
村
に
も、
昭
和
四
十
年
こ
ろ
よ
り
全
国
的
に
み
ら
れ
は
じ

め
た
過
疎
化
現
象
の
波
を
受
け、
年
と
と
も
に
転
出
す
る
戸
口
が
め
だ
ち
は
じ
め
た
。

こ
う
し
た
折、
「山
村
に
お
け
る
経
済
力
の
培
養
と
住
民
福
祉
の
向
上
を
図
り
、
あ
わ
せ
て
地
域
格
差
の
是
正
と
国
民
経
済
の
発



人
口
と
戸
数

"三
十
七
年

三
十
五
年

三
十
三
年

"
三
十
年

二
十
八
年

二
十
四
年

昭
和
二
十
一
年 次 次

九
一
二
.

九
二
一

八
五
四

八
五
一

七
九
一

八〇
一

六
七
五

世
帯
数
(四
)
人

四、八
一六

四、七
五
三

四
、九
五
五

四、
六
四
四

四
、六
五
一

四、四
四
六

口

世
帯
当

五
三

五・〇
五・八 口

(人
)
年

四
十
五
年

四
十
四
年

←
四
十
三
年

六
四
十
一
年

ク
四
十
年

昭
和三
十
八
年 次

八
一九

八
五〇
八
八
五

九
四
九

九
九二

一、〇
三
七

世
帯
数
(円)

人

三
、〇
四
八

三
、二
四
一

三、四
三
四

三
、八二
三

四、二
八
七

四
、六
五
四 口
(人)
世
帯
当

人

三・七
三
・八
三・九
四
・〇
四・三
四
・一 口
(人)

展
に
寄
与
す
る
」
こ
と
を
目
的
と
す
る
山
村
振
興
法
が
公
布
さ
れ
、
待
望
久
し
き
こ
の
法
律
の
公
布
は
後
進
地
に
喘
ぐ
地
域
の
住
民

に
と
って
は
救
いの
神
に
等
し
か
っ
た。
大
雪
連
峰
の
東
北
に
つ
ら
な
る
文
字
ど
お
り
の
高
原
型
山
村
で
あ
る
本
村
は、
国
松
村
長

を
中
心
と
し
て
全
村
挙
げ
て
こ
れ
が
指
定
を
う
け
る
べ
く
「
白
滝
村
振
興
企
画
協
議
会
」
を
設
置
し
て
推
進
体
制
を
し
き、

綿
密
な

事
業
計
画
を
立
案
し
た
結
果、
つ
い
に
念
願
叶
っ
て
昭
和
四
十
一
年
十
二
月
二
十
四
日
山
村
振
興
法
指
定
町
村
と
し
て
指
定
を
受
け

る
に
至
った
。

こ
の
日、
国
松
村
長
は
次
の
ご
と
き
談
話
を
発
表
し
、
村
民
と
と
も
に
喜
び
合
い、
よ
り
よ
き
白
滝
村
の
建
設
に、
決
意
の
ほ
ど

を
示
し
た
の
で
あ
る
。

国
松
村
長
談
話

「多
年
村
民
の
み
な
さ
ん
と
運
動
を
つづ
け
て
ま
い
り
ま
し
た
山
村
振
興
法
に
よ
る
指
定
町
村
と
し
て
指
定
を
う
け
る
こ
と
と

第
六
章
白
滝
の
夜
明
け

一

年

三、八
四
三 「(人
)
人

" "

五・五
五
・九
五
・五
五
・六
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な
り、
今
後
の
白
滝
村
開
発
進
展
の
た
め
の
恒
久
的
施
策
に、

き
わ
め
て
明
る
い
見
通
し
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ
と

は
、
ま
こ
と
に
喜
び
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
が
事

業
の
遂
行
に
は
村
民
各
位
の
絶
大
な
る
ご
理
解
と
ご
協
力
を
切

望
い
た
し
ま
す
」。

山
村
振
興
法
の
指
定
を
う
け
た
本
村
は、
た
だ
ち
に山
村
振
興

計
画
に
も
と
づ
い
て
施
策
が
な
さ
れ
た
が
、
そ
の
重
点
的
施
策
は

次
の
と
お
り
で
あ
っ
た
。

�5.000-

4.800円

4.600

4.400

2.200

4,000H

3.800円

3.600

3.400

3.200

3,000

昭
和二十一

年

昭
和二十四

年

昭
和二十八

年

區
和
三
十
年

路
和平
二
年

昭
阳
五
年

昭
和三十八年

昭和
四十年

2
名
和四十五

年

人 口 の 動 き

一
交
通
通
信
網
の
整
備

二
土
地
生
産
性
向
上
の
た
め
の
土
地
改
良
事
業
お
よ
び
機
械

化
な
ど
の
推
進
に
よ
る
畑
作
の
振
興
な
ら
び
に
経
営
規
模
拡

大
た
の
め
の
農
用
地
造
成
と
経
営
近
代
化
施
設
整
備
な
ど
に
よ
る
酪
農
の
振
興

三
低
生
産
性
天
然
林
の
人
工
林
化
を
図
る
た
め
の
造
林
事
業
の
推
進
な
ら
び
に
林
産
工
業
の
振
興

四
文
教
施
設
の
整
備
な
ら
び
に
社
会
生
活
環
境
諸
施
設
の
整
備
促
進

か
く
し
て
、
北
見
峠
改
修、
支
湧
別
明
渠
大
排
水
工
事、
農
事
放
送
電
話
施
設
事
業、
諸
施
設
の
建
設
等
が
年
次
計
画
に
よ
っ
て

着
工
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

昭
和
四
十
二
年
十
月
山
内
助
役
は
小
清
水
町
助
役
と
し
て
求
め
ら
れ
た
た
め
本
村
の
助
役
を
辞
任
、
以
来
助
役
空
席
の
ま
ま
国
松



村
長
一人
二
役
の
激
務
が
続
き、
精
力
的
に
し
て
常
に
前
向
き
の
姿
勢
を
も
っ
て
村
政
が
執
行
さ
れ
て
い
た
が、
昭
和
四
十
六
年
三

月
の
定
例
村
議
会
に
お
い
て
、
助
役
設
置
の
意
向
が
打
ち
明
け
ら
れ、
同
年
四
月
一日
付
を
も
っ
て
谷
藤
吉
雄
総
務
課
長
が
助
役
に

昇
格
内
定
を
み
た
。

理
事
者
を
は
じ
め
歴
代
三
役
は
次
の
と
お
り
。

白白滝 村村 出張所時代 項目

11 初 三 二 初 歴

代 代 代 代 代 代

村

村
長
職
務
代
理

村 村
長
代
理
助
役
臨
時
代
理
者

村
長
職
務
管
掌

"

遠
軽
町
役
場
白
滝
出
張
所
長

名

長 者長

渡 三 小 三 上 石 馬 小 氏

辺 木 出 木 野 度場 沢

克 月克
己

謙
三
郎

蔵 一 誠 名

至自
昭昭 昭昭 昭昭 昭昭和和 和和 和和 和和 和和
四三 三三三二

三ニ ニーニー
年年

至自 至自 至自
昭昭 昭昭 昭昭
和和 和和 和和
== 二十 十十
十十 十八 八八
一年 年年 年年
年四 三十 十一
七月

月
月月

退就
任任年

十年
九
月
三
十
日

十
三
年
四
月
三
十
日

十
三
年
四
月
三
十
日

一年三月三
十

二八
月月 月月 月月
三八 一八十 十
十日 日五 五日

一月
月十日

月

一
日 日

日

七
・
五

一・
四

一・四

〇
・
一
一

在
職
期
間(年)

上長
と
な
る

湧
別

〇
・
一
(助

1一
・〇

退 備

役 職 考

○
歴
代
出
張
所
及
び
理
事
者

職

寛 栄 喜

要 己 江
至自 至自至自 至自

昭昭

二二
十十 十十 十十
年年 年年
三四 四二

日 日

〇・六

第
六
章
白
滝
の
夜
明
け

二
三



二 初 歳 四 三 二 初 歴 白滝村

111 行

代 代 代 代 代 政
助 助 助 助 助

職

入 入

名
役 役

斎 石 氏 谷 山 斎 三 三 氏

藤 内 藤 木 木

秀 寛

信 蔵 名 雄 雄 信 己 己 名 敏 雄
至自 至自
昭昭昭昭
和和 和和
三

退
任

就
任三
十四年三月十

二
日

六
月
一日

一五
年三
月三
十
一
日

四
年
四
月
一
日

年 十 十十 十十 十十 十十 年

在
四
十
六
年
四
月
一
日

十二
年
十
月
二
日

�
�月六旧
年
八月
四
日

年
四月
一
日

三
十
四
年
三
月
十二
日

年
五
月
三
十
一
日

十一
��月

一
日

月
三
十
日 日

昭
和
四
十
年
十
月
二
十
五
日

年
七月二

十五
日

十年
九
月
三
十
日

月

六・二

一・
四

一
一・
一〇

〇
・
一
〇

在
職
期
間
(年
)

一
(助

役
)

二一四

一・〇

一
一・
九

代

○
歴
代
収
入
役

代
職

○
歴

代
助
役

村 村
長
職
務
代
理
者

名

役 役 役 役 者 長

国 山

松 内

吉 晴秀 克 克 一 晴

現自 至自 至自 至自 至自
昭 昭昭 昭昭 昭昭 昭昭
和 和和 和和 和和 和和11三二四 三三

退
任

就
任

現自 至自
昭 昭昭
和 和和
四 四四14

在

月
日

在
職
期
間(年)

11

代 代

収 収

助
役
臨
時
代
理
者

藤 渡



四 三

代 代

収 収 収

入

入

収
入
役
職
務
代
理
者役

役

越 越 山

智 智 内

政 晴政

雄 雄 雄
現自至自 至自
昭昭昭 昭昭
和 和和 和和三十

六
年
八
月
六
日

三
十
五
年
十
月
一
日

年
八
月
七
日

年
三
月
三
十
一
日

在
三
十
七
年
四
月
一
日

白
滝
村
議
会
議
員
定
数
減

本
村
議
会
議
員
の
定
員
を
減
ず
る
こ
と
は、
か
ね
て
よ
り
議
会
内
に
お
い
て
論
ぜ
ら
れ
て
お
り
、

す
な
わ
ち
、
昭
和
三
十
年三
月
の定
例
村
議
会
、
同
年
四
月
の
臨
時
村
議
会
、
昭
和三
十
四
年三
月
の
定
例
村
議
会
に
お
い
て
そ
れ

ぞ
れ
議
員
定
数
を
四
人
減
じ
て
十
二
名
と
す
る
こ
と
の
動
議
が
提
出
さ
れ
た
が、
い
ず
れ
も
否
決
さ
れ
た
。
し
か
し
年
と
と
も
に
進

む
過
疎
化
現
象
と
、
定
数
減
に
対
す
る
村
民
の
世
論
が
た
か
ま
り
、
昭
和
四
十
四
年三
月
の
定
例
村
議
会
に
お
い
て
つ
い
に
「白
滝

村
議
会
議
員
の
定
数
を
減
少
す
る
条
例
」
を
制
定
、
次
の
一般
選
挙
(現
議
員
が
任
期
満
了
と
な
っ
て
改
選
す
る
と
き)
の
と
き
か

ら
、
定
数
十
六
名
を
十
二
名
と
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
か
く
し
て
議
員
定
数
減
の
動
議
が
村
議
会
に
出
さ
れ
て
以
来
十
五
年
目
に
し

て
よ
う
や
く
実
を
結
ん
だ
の
で
あ
る
。

監
査
委
員

監
査
委
員
設
置
以
前
の
出
納
検
査
は
村
長
が
臨
時
出
納
検
査
立
会
人
を
立
会
さ
せ
て
執
行
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

た
。
こ
れ
が
た
め
昭
和
二
十
二
年
五
月
分
村
初の
村
議
会
に
お
い
て
、
中
山
徳
蔵
、
木
村
忠
男
を
臨
時
出
納
検
査
立
会
人
に
指
名
、

爾
来
任
期
(当
初
二
年、
昭
和二
十
六
年
よ
り
四
年
と
な
る
)
に
よ
っ
て
交
替
も
あ
っ
た
。

昭
和三
十
八
年
地
方
自
治
法
の
一
部
改
正
に
よ
っ
て
従
来
任
意
設
置
で
あ
った
監
査
委
員
制
度
が
義
務
設
置
と
な
っ
た
が、
本
村

に
お
い
て
は
こ
れ
よ
り
さ
き
、
昭
和三
十
六
年
六
月
の
定
例
村
議
会
に
お
い
て
、
地
方
自
治
に
お
け
る
公
正
と
効
率
を
確
保
す
る
た

第
六
章
白
滝
の
夜
明
け

二一五



政

二六

め
監
査
委
員
設
置
条
例
を
制
定、
定
員
を
二
名
と
な
し
、
地
方
自
治
法
の
定
む
る
と
こ
ろ
に
よ
り
知
識
経
験
を
有
す
る
者
か
ら
一
名

(任
期
は三
年)
を
選
出
し
た
。
委
員
の
職
務
は
主
と
し
て
例
月
出
納
検
査、
臨
時
お
よ
び
定
期
監
査
の
ほ
か
決
算
審
査
が
行
な
わ
れ

て
い
る
。

本
村
の
歴
代
監
査
委
員
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

学
識
経
験
者

古
関
初
夫
(昭三

六
・
七
就
任)

利
光
夫
(昭三

七
・
七
就
任‒‒現

在)

布 渡
日

議

会会
選 選

出

、
辺
俊
勝
(昭
三
六
・
七
就
任
)

勇
(昭三

八
・
五
就
任‒‒現

在)

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

シ
ャ
ウ
プ
勧
告
(昭
和二
十
五
年
七
月
)
に
よ
っ
て
税
制
の
改
革
が
な
さ
れ、
な
か
で
も
固
定

資
産
税
の
評
価
額
決
定
に
つ
い
て、
公
平
に
し
て
適
正
で
あ
る
こ
と
は
理
の
当
然
で
あ
る
が、
課
税
に
つ
いて
の
異
議
の
申
し
立
て

を
受
け
こ
れ
を
慎
重
審
査
す
る
機
関
と
し
て
、
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
が
設
置
さ
れ
た
。
本
村
に
お
い
て
は
昭
和
二
十
六
年
村

役
場
事
務
吏
員
山
内
晴
雄
が
固
定
資
産
評
価
員
と
し
て
選
任
さ
れ、
同
年
七
月
十三
日
の
村
議
会
に
お
い
て、
近
藤
吉
男、
吉
田
美

代
治、
女
屋三
郎
の三
名
が
審
査
委
員
と
し
て
選
任
さ
れ、
現
在
評
価
員
に
は
谷
藤
吉
雄
総
務
課
長
が
選
任
さ
れ
て
い
る
。

な
お、
歴
代
審
査
委
員
は
次
の
と
お
り
。

氏
名

選
任
年
月

吉
田
美
代
治

近
藤
吉
男

昭
和
二
十
六
年
七
月

昭
和二
十
六
年
七
月

中
村
弥
太
郎

女
屋
三
郎

昭
和二
十
六
年
七
月

昭
和
二
十
六
年十
一
月

辞
任
年
月

昭
和
三
十
二
年
八
月

昭
和二
十
六
年
十
月

昭
和二
十
九
年
十二
月

昭
和三
十
二
年
十
一
月

三
行

井



利
高
橋

阿
部
右
衛
門仁
一
作

笠
間
誠
一

玉
川
慶
次
郎

伊
藤
仁
郎

関
古

昭
和三
十
二
年
十
一月

昭
和三
十
五
年
十
月

昭
和
三
十
八
年
三
月

昭
和
四
十
四
年
四
月

公
平
委
員
会

昭
和
二
十
五
年
十
二
月
地方
公
務
員
法
が
公
布
さ
れ、
そ
の
第
七
条三
項
に
「人
ロ
十
五
万
人
未
満
の
市、
町、

村、
特
別
区
及
び
地
方
公
共
団
体
の
組
合
は、
条
例
で
公
平
委
員
会
を
置
く
も
の
と
す
る
」
と
規
定
さ
れ
、
公
平
委
員
会
は
職
員
の

給
与、
勤
務
時
間
そ
の
他
の
勤
務
条
件
に
関
す
る
措
置
の
要
求
を
審
査
し
、
判
定
し
お
よ
び
必
要
な
措
置
を
と
っ
た
り、
あ
る
い
は

職
員
に
対
す
る
不
利
益
な
処
分
に
つ
い
て
の
不
服
申
し
立
て
に
対
す
る
裁
決
ま
た
は
決
定
を
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
れ
が
た
め
本

村
に
お
いて
も
昭
和二
十
六
年三
月
の
定
例
村
議
会
に
お
い
て
"白
滝
村
公
平
委
員
会
設
置
条
例”
を
設
定、
同
年
七
月
十
三
日
三

名
の
委
員
が
選
任
さ
れ
た
。
任
期
は
当
初
条
例
の
定
む
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
二
年
委
員、
三
年
委
員
、
四
年
委
員
と
し
て
い
た
が、

ま
も
な
く
四
年
任
期
に
訂
正、
逐
次
更
迭
さ
れ、
昭
和
四
十
二
年
三
月
よ
り
網
走
支
庁
管
内
各
町
村
共
同
の
委
員
会
が
設
置
さ
れ
る

に
及
ん
で
町
村
独
自
の
委
員
会
は
な
く
な
っ
た
。

歴
代
委
員
は
次
の
と
お
り
で
あ
っ
た
。

近 井 氏

藤 村
吉 謙

男 二

自
昭
和二
六
・
七
至
四
二
・
三

自
昭
和
二
六
・
七
至
三
四
・
四

七
・
一〇

一六
・
九

在
任
期
間
(年)

氏
的 後
場 藤

正 貞

夫 治
自
昭
和
三
〇
・
五
至
三
一
・
一
一

自
昭
和二
六
・
七
至
三
〇
・
四

一・
七

三
・
一〇

名
就
・
退

任
年

月 月
(年)

在
任
期
間

第
六
章
白
滝
の
夜
明
け

二七

名
一
就
・
退

任
年

月

昭
和
二
十
二
年
八
月

昭
和
二
十
九
年
十
二
月

現昭
和
三
十
五
年
九
月

現昭
和三
十
八
年
三
月 在在

現

在

昭
和
四
十
四
年
三
月



山 藤�
百

三
行本 原

清

善
七

政

自
昭
和三
四
・
五
至
四二
・
三

二
・
九

杉

中 谷
義

霞 憲

1

自
昭
和三
四・
九
至
三
七
・
八

自
昭
和三
七
・
九
至
四二
・三

四
・
七

第
七
章
選

拳

世
界
の
大
国
を
向
う
に
ま
わ
し
て
の
太
平
洋
戦
争
が二
発
の
原
爆
投
下
に
よ
っ
て
全
く
戦
意
を
喪
失、
昭
和二
十
年
八
月
十
五
日

敗
戦
と
い
う
悲
運
に
泣
い
た
の
で
あ
る
が、
終
戦
以
来
占
領
軍
の
占
領
政
策
に
よ
っ
て
あ
ら
ゆ
る
面
に
お
い
て
軍
国
主
義
的
な
匂
い

の
す
る
政
策
に
つ
い
て
の
一大
変
革
が
な
さ
れ、
敗
戦
間
も
な
い
こ
と
と
て
、
な
す
が
ま
ま
の
占
領
政
策
指
令
に
は
従
順
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
か
っ
た
。

選
挙
関
係
に
お
いて
も
昭
和
二
十
年
十二
月
選
挙
法
の
改
正
が
行
な
わ
れ、
初
め
て
婦
人
の
参
政
権
が
認
め
ら
れ
満
二
十
歳
以
上

の
男
女
は
す
べ
て
選
挙
権
を
有
す
る
こ
と
と
な
り
、
翌
二
十
一
年
四
月
十
日
執
行
の
戦
後
初
の
衆
議
院
議
員
選
挙
か
ら
改
正
選
挙
法

が
適
用
さ
れ
た
が
、
同二
十
一
年
十
一
月
三
日
、
日
本
国
憲
法
が
公
布
さ
れ
こ
れ
に
と
も
な
っ
て
選
挙
法
の
一部
修
正
が
な
さ
れ、

翌
二
十
二
年
四
月二
十
日、
選
挙
区
を
全
国
区
と
地
方
区
に
分
け
ら
れ
た
参
議
院
議
員
選
挙
が、
ま
た
同
年
四
月二
十
五
日
に
は
衆

議
院
議
員
選
挙
が
執
行
さ
れ
た
。
こ
の
回
よ
り
衆
議
院
議
員
選
挙
は
前
回
の
本
道
を
二
つ
の
選
挙
区
に
分
け
て
い
た
い
わ
ゆ
る
大
選

挙
区
制
が
五
つの
区
に
分
け
る
中
選
挙
区
制
と
変
り
、
か
つ
連
記
制
が
単
記
制
に
と
投
票
方
法
も
改
正
さ
れ
た
。

今
日
施
行
さ
れ
て
いる
各
種
選
挙
に
お
け
る
投
票
心
得
な
る
も
の
は
一
般
的
な
常
識
を
逸
脱
し
な
い
限
り
さ
し
て
こ
と
あ
ら
た
め

二
八

三
・〇

自
昭
和
三
一
・
一二

至
三
四
・
八
-

七
・
一
一
一
田
由



て
記
す
べ
き
も
の
も
な
い
が
、
時
代
的
差
こ
そ
あ
れ
往
昔
の
そ
れ
はな
か
な
か
に
し
て
謹
厳
そ
の
も
の
で
あ
った
よ
う
だ
。
いま
手

許
に
あ
る
明
治
四
十
五
年
五
月
十
五
日
執
行
の
衆
議
院
議
員
選
挙
投
票
者
心
得
を
左
に
記
し
て
昔
日
の
場
景
を
し
のび
た
い
。

選
挙
人
心
得

一
投
票
所
は
午
前
七
時
に
開
き
午
後
六
時に
閉
づ。

二
選
挙
人
は
、
自
ら
投
票
を
な
す
べ
き
も
の
と
す
る
。

三
選
挙
人
は、
投
票
簿
に
捺
印
を
要
す
る
に
よ
り、
必
ず
印
章
を
携
帯
すべ
し。

四
選
挙
人
は
、
投
票
所
に
入
ら
ん
と
す
る
と
き
は、
入
口
階下
に
設
け
あ
る
下
足
番
に、
下
足
札
引
換
に
履
物、
傘、
外
套
等
を
渡
し
た
る
上
、

楼
上
受
付に
至
り
、
到
着
番
号
札
を
受
取
り、
選
挙人
控
所
に
入
り、
到
着
番
号
順
に
よ
り
、
係
員
の
呼入
る
る
を
待
つ
べ
し
。

五
選
挙人
は、
投
票
管
理
者
及
び
投
票
立
会
人
の
面
前
に
於
て
、
其
住
所
氏
名
を
自
称
し
、
選
挙
人
名
簿
の
対
照
を
経、
投
票
簿
に
捺
印
の
上、

到
着
番
号
札と
引
換
に
投
票
用
紙
を
受
取
るべ
し
。

六
投
票
用
紙
を
受
取
り
た
る
と
き
は、
投
票
記
載
所
に
至
り
、
投
票
用
紙
面、
指
定
の
箇
所
へ、
被
選
挙人
一人
の
氏
名
の
み
を
記
載
し
、
折
封

の
上
、
自
身
投
票
函
に
投
入
すべ
し。

七
投
票
記
載
所
へは
選
挙人
一人
の
外、
入
る
可
から
ず。

八
投
票
用
紙
を
受
取
り
た
る
選
挙人
を
投
票
上、
事
故
あ
り
て
、
退
出
せ
ん
と
す
る
も
の
は、
先
き
に
交
付
を
受
け
た
る
投
票
用
紙
を
係
員
に
返

戻
し
た
る
上
、
退
出
す
べ
し
。

九
投
票
用
紙
を
汚
損
し
、
再
交
付
を
請
は
ん
と
す
る
も
の
は、
先
き
に
交
付
を
受
け
た
る
用
紙と
引
換
に
受
取
る
べ
し
。

十
投
票
所
内
に
あり
て
は、
す
べ
て
係
員
の
指
示
に
し
た
が
い
謹
粛
を
旨
と
し
、
喧
騒
の
行
為
あ
る
べ
か
ら
ず
。

十
一
投
票
を
終
り
た
る
も
の
は
、
投
票
所
出
口
よ
り
退
出
す
べ
し
。

昭
和
八
年
五
月
一
日
執
行
の二
級
町
村
制
最
後
の
遠
軽
村
議
会
議
員
選
挙
に
先
立
ち
、
遠
軽
村
に
お
い
て
初
め
て
遠
軽
村
議
会
議

員
選
挙
に
関
す
る
制
限
お
よ
び
協
定
等
を
定
め、
選
挙
費
用
の
軽
減、
清
潔
を
旨
と
す
る
選
挙
を
行
な
う
べ
く
同
八
年
四
月
六
日
左

第
七
章
選

挙
二
九



備
考
・
届
出
は
最
寄
巡
査
駐
在
所
に
て
支
障
な
し

選 挙 事 務 所 に
関 す る 事 項 給与に 関する事項

種事
務
所
所
属
員
届
出

事
務
所
届
出

限 事
務
所
設
置
場
所
の
制

事
務
所
数
の
制
限

料
、
飲
食
料
等
立
替
禁

選
挙人
に
旅
費
宿
泊

実
費
前
渡
の
制
限
並
に

馬 泊 当

目

賃 料 料

補
者
よ
り
届
出
の
こ
と

事
務
員
選
任
し
た
る
と
き
は
即
時
候

補
者
よ
り
届
出
の
こ
と

事
務
所
設
置
し
た
る
と
き
は
即
時
候

せ
ざ
る
こ
と

宿
屋
、
料
理
屋
、
飲
食
店
等
に
設
置

一候
補
に
付
一
カ
所

禁
止
す

実
費
支
給

一
泊
に
付
金二
円
以
内

一食
に
付
金
五
十
銭
以
内

制
限
及
び
協
定
事
項

そ
の
他
」

文書・図
画に関す
る制限

選挙運動の費用に
関する制限 運動に関する事項

種
候
補
者
の
届
出

す
る
張
札
枚
数
の
制
限

演
説
会
告
示
の
た
め
に

立
看
板
の
箇
数
制
限

費
用

の
届

出

費
用
に
関
す
る
帳
簿
備

付 費
用
計
算
方
法

費
用
額
の
制
限

運
動
者
運
動
区
域
の
届

運
動
者
の
住
所
氏
名
届

運
動
者
の
資
格
制
限

運
動
者
数
の
制
限

目

立
候
補
せ
る
場
合
即
時
届
出
の
こ
と

一
候
補
に
付三
十
枚
以
内

一候
補
に
付
五
枚
以
内

選
挙
終
了
後
五
日
以
内
に
届
出
の
こ

と 備
付
の
こ
と

第
三
者
の
費
用
も
加
算
す

一候
補
に
付
金
二
百
円
以
内

村
内
一
円

こ
と

選
任
と
同
時
に
候
補
者
よ
り
届
出
の

遠
軽
村
有
権
者
た
る
こ
と

一候
補
に
付
十
人
以
内

制
限
及
び
協
定
事
項

三
行

政

の
ご
と
き
"お
ふ
れ”
を
出
し
た
。
現
今
の
あ
ら
ゆ
る
選
挙
に
お
い
て
も
表
向
き
は、
選
挙
体
に
お
い
て
そ
れ
ぞ
れ
規
制
が
加
え
ら

れ
て
い
る
も
の
の
内
幕
は
膨
大
な
選
挙
費
用
が
動
く
と
い
わ
れ
て
いる
が、
今
も
昔
も
明
る
く
正
し
い
選
挙
の
執
行
に
監
督
官
庁
に

お
い
て
心
を
痛
め
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る

遠
軽
村
会
議
員
選
挙
に
関
す
る
制
限
及
び
協
定
事
項
(昭
和
八
年
四
月
六
日
可
決)

二三〇

止 車 宿 辨

(茶
代、
祝
儀
を
含
む
)

出



村
長
選
挙

従
来
町
村
長
の
選
任
方
法
は
別
章
に
お
い
て
既
述
の
と
お
り
で
あ
る
が
、
北
海
道
一
級
町
村
制
が
し
か
れ
て
い
る

町
村
に
お
い
て
は、
町
村
会
で
選
挙
し
北
海
道
長
官
が
認
可
す
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り、
二
級
町
村
制
が
し
か
れ
て
い
る
町
村
に
お

いて
は、
北
海
道
長
官
の
任
免
と
な
っ
て
い
た
が、
選
挙
法
の
改
正
に
よ
っ
て
こ
れ
が
公
選
と
な
り
、
選
挙
権
を
有
す
る
住
民
の
手

に
よ
っ
て
町
村
長
を
選
び
出
せ
る
こ
と
と
な
っ
た。

本
村
に
お
いて
は
戦
後
の
独
立
分
村
で
あ
っ
た
た
め、
旧
町
村
制
の
適
用
は
う
け
て
お
ら
ず
、
首
長
選
挙
は
初
代
の
折
か
ら
改
正

選
挙
法
に
よ
っ
て
施
行
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
か
く
て
昭
和
二
十
二
年
四
月
五
日
住
民
の
直
接
選
挙
に
よ
る
分
村
最
初
の
村
長
選
挙
が

執
行
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
が、
結
果
は
対
立
候
補
が
出
ず
同
日
小
出
月
江
の
無
競
争
当
選
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

昭
和二
十
六
年
四
月二
十
三
日
第二
回
村
長
選
挙
が
執
行
さ
れ
た
が、
前
小
出
村
長
と
井
村
謙二
、
中
山
親
孝
ら
の
推
す
渡
辺
要

と
の
激
し
い
選
挙
戦
が
展
開、
結
局
一千
票
を
上
回
る
大
差
を
つ
け
て
小
出
月
江
が
再
び
首
長
の
座
を
守
り
抜
い
た
。

村
長
公
選
の
結
果

三
代

二
代

初
代

歴
代

第
七
回

第
六
回

第
五
回

第
四
回

第
三
回

第
二
回

第
一
回

数選

六
四
四
・
一〇
・
一九

六
四〇
・
一〇
・二
五
|

三
七
・
四
・
二
二

←
三三
・
四
・三
〇

ク
三
〇
・

四
・
三
〇

六
二
六
・
四
・
二
三
一

昭
和二
二
・
四
・
五

執
行
年
月
日

当

国 国

松松
1 一
敏敏

渡 渡

辺 辺

小 小 小
出 出 出

選
月 月 月

要 要 江 江 江 者

得(
無

投
票
)

(無
投

一、九
九二
・八
九

(
無
投

票
)

(無
投

票
)

(無
投

票
)

票
数

無
所
属

無
所
属

無
所
属

党
派
別

備

与
市
(一〇

票
)。
投票
率
八
八
・三
三
%

対
立
候
補・田

島
寿
恵
(一
五
・
一
一票)、

加
藤

て
激
戦
と
な
る
。
投
票
率
九
九
・一%

渡
辺
要
対
立
候
補
(得
票
数
五
二
一票
)
が
出

考

第
七
章
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三
三
行

大正8年5月1日

選
挙
日

政

田 岸 三 佐 当

郷

選

藤
之
助

利
七
(奥
白
滝
)

者
(関
係
分
の

住

遠軽村第1回村会議員
(前列右から2人目、岸利七、後列左から2人目、佐藤
勇次郎)

村
議
会
議
員
選
挙

大
正
七
年
六
月
二
日
執
行
の
上
湧
別
村
第
五
回
村
会

議
員
選
挙
に
お
いて
、
な
み
い
る
多
選
の
候
補
者
に
伍
し
て
白
滝
在
住
の
紀
州

団
体
長
で
あ
っ
た
植
芝
盛
平
は
新
人
と
し
て
立
候
補、
定
員
十
二
名
の
な
か
見

事
に
金
的
を
射
と
め
て
当
選
、
白
滝
初
の
議
会
議
員
と
し
て
大
正
八
年
四
月
遠

軽
分
村
に
至
る
間、
若
き
手
腕
を
ふ
る
っ
た
。

大
正
八
年
四
月
上
湧
別
村
よ
り
袂
を
分
っ
て
独
立
し
た
遠
軽
村
は、
も
ち
ろ

ん
丸
瀬
布、
白
滝
を
そ
の
管
轄
と
し
た
の
は
当
然
で
あ
る
が、
遠
軽
分
村
後
最

初
の
村
会
議
員
選
挙
が
大
正
八
年
五
月
一
日
執
行
さ
れ、
十
二
名
の
新
議
員
が

誕
生
し
た
。
この
第
一
回
選
挙
以
来
白
滝
分
村
に
至
る
ま
で
の
間
、
毎
回
の
選

挙
で
白
滝
選
出
者
の
当
選
が
み
ら
れ
た
。
遠
軽
町
史
よ
り
各
回
ご
と
の
当
選
者

を
羅
列
し
本
村
選
出
の
古
老
の
面
を々
た
ど
っ
て
み
た
。

昭
和
九
年
四
月、
は
じ
め
て
白
滝
の
分
村
意
見
が
出
て
以
来
幾
星
霜
を
送
り

当相
田
高
蔵

小
橋
弥
右
衛
門

後
藤
憲
徳

菅
井
専
助

選
者
関
係
分
の
み

み所
)

佐

藤
清 山
本
宇
作

水
藤
次
郎

藤
寅
信

貞
信

当
選

者
仕

関
係
分
の
か

み所

備
考 考

沢
恒
助

佐
藤
勇
次
郎
(白

滝
) |み所

第 一 回
村 議 選 挙

項
目



第
七
章
選

第 一 回 第 五 回
普 通選挙

|第 四 回 第 三 回 |
村 議 選 挙 村 議 選 挙

第 二 回
村 議 選 挙

昭和4年5
5月1日

昭和2年5月1日 大正14年5月1日 大正12年5月1日 大10正年5月1日

因 飯 横

村
相 菊 阿 後

吉 地 部 藤

山 菊 市 中 阿 伯 井 大 中 佐 安 山

末
次
郎

六
衛

山
立
男 徳

平 勤 二 徳

勤
你
多
賀
吉

満
衛

吉

合弥
平

村
謙
二
(白

庭
重
次
(奥
白
滝
)

野
造
酒
蔵

佐
藤
平
一郎

(支
湧
別
)

ダ
藤
幸
七

日
本
弥
吉
郎

沖 伯 佐
田 谷 藤

横 宮 佐 山

山 城 藤 口

茂 弥 幸 正 昌 庄 助

平 章 蔵 蔵

後
藤
憲
徳

篠
原

音
松

羽
根
坂
仙
右
衛
門

菊
地
明
十
郎

万
次
郎

後
藤
憲
徳

佐
竹
宗
五
郎

紅
葉
長
十
郎

佐 菅 佐 三
藤 井 藤 沢

寅 専 金 恒

信 助 吾 助

小 友 志1
1

田 田 鎌

清 英 金

吉 策 助 二 七 治 造

明
十
郎

藤
寅
信

日
本
筆
吉

四
頭
伊
之
助

宗
五
郎

清
水
藤
次
郎

渡
辺
政
五
郎

須
見
勝
三
郎

(支 (上
白
滝

友
田
英
策
(上
白
滝
)

佐
藤
幸
吉

佐
竹
宗
五
郎

小
山
田
清
吉

佐 古 大 福
田 川 柴 田

貞 喜 彦唯

(東
白
滝
)

(支
湧
別
)

定員24名
となり任
期4年と
なる

菊 佐 倉 仙地

佐
竹

(支
湧
別
)

助
蔵

口 地 原 川
滝

竹
田

吉 平 吉

正
蔵
(白

滝
)

湧
別
)

二三三

村 議 選 挙



第
町

議議
回 第

普 通
一 第 回

普 通 選 挙

昭和9年6月30日 昭和8年5月1日
昭和4年5月1
日

黒中横 奧 横 菊 篠 市原
金
作

山
立
男

地
明
十
郎

水
音
松

原
郡
治

石
川
要
吉
郎

後
藤
憲
徳

羽
根
坂
仙
右
衛
門

米
山
六
太
郎

横
山
立
男

原
音
松

部
定
吉

原
哲

平
小 小 岸 篠 阿
山

林 田 原 部

染 利 利 音 喜
I

七 七 松 平

吉 七
(奥
白
滝
)

牛後上 鈴 清 因 中 仲 松 小 志 佐 菊 秋 宮 清

丸藤 原 木 水小

木
藤
次
郎

末
次
郎

山
徳
蔵

屋
勇
次
郎

山
田
流
治

小
原
徳
司
郎

宗
五
郎

勤

鎌 竹 地 水

金

中
川
満
衛

口
城
昌
章

藤
次
郎

中
山
徳
蔵
(支
湧
別
)

田
村
寅
蔵

徳
正
高
之
助

羽
根
坂
仙
右
衛
門

鈴桜吉志
木井
良鉄
沙

吉郎藏

ロ
川
文
蔵

志
鎌
金
助

小
山
田
利
七

徳
正
高
之
助

岡
田
重
吉

井
村
謙
二
(白

滝
)

出
村
寅
蔵

原
田
安
五
郎

牛
丸
勝
次
郎

中
山
徳
蔵
(支
湧
別
)

横
山
正
平

村
六
衛

留
五
郎

部 城
昌
章

山
正
平

吉
德
平

竹
宗
五
郎

藤
憲
徳

(支
湧
別
)

昭和9年4月1日遠軽町
となる

定員24名となり、
任期4年となる。

一三四
三

政
行

横 篠 阿 上上

太郎
山
五
郎

山
正
平

勝
次
郎

憲
徳

原
哲
平

富
治
(奥
白
滝
)

(支
湧
別
)

宮 相 横 佐 後

鈴
木
富
治
(奥
白
滝
)

秋
元
佐
之
吉

回
挙

選 挙 選



一三五

幾
多
の
審
議
を
了
し
て
い
た
が、
昭
和
二
十
年
十
月
太
平
洋
戦
争
終
結
を
ま
ち
か
ま
え
て
い
た
か
の
ご
と
く
分
村
問
題
が
再
燃
し
、

活
発
な
動
き
が
見
え
はじ
め、
住
民
大
会
を
開
い
て
分
村
議
決
を
す
る
な
ど
し
て
つ
い
に
昭
和二
十
一
年
八
月
一日
白
滝
村
誕
生
と

な
っ
た
の
で
あ
る
が、
た
だ
ち
に
村
長
職
務
管
掌
が
お
か
れ、
翌
二
十
二
年
四
月
五
日
の
村
長
選
挙
に
つ
づ
い
て
同
年
四
月
三
十
日

第
町 三

議選
回
挙

第
町 議

二
選

回
挙

昭和17年6月30日 昭和13年6月30日

田 飯 鹿 青 因 中 篠 上 黒 横 飯 篠 大 石 清 市

村 村 内 山新
平

村
六
衛

竜
雄

三
之
助

末
次
郎

山
五
郎

原
音
松

原
哲
平

=
馬
太
郎

日
立
男

村
六
衛

【
原
音
松

八
庭
重
次
(奥
白
滝
)

原
須
市

藤
次
郎

水 原
郡
治

吉 辻 角 高 北 松 丹 横 中 横 岡 菊 仲 因 安 鈴

野 谷 木 川 田 羽 山

広 源 栄 岩 庄 流 実 正
政 一 政 吉 助治 市 平

徳
蔵

山
正
平

正
、
田
重
吉

重
菊
地
明
十
郎

勇
次
郎

末
次
郎

久
元

富
治
(奥
白
滝
)

植 奥 安 仲 中 鈴 渡 市

村 原 辺

辰
五
郎

孫
之
丞

田
德
治

屋
文
作

山
徳
蔵
(支
湧
別
)

木
富
治
(奥
白
滝
)

政
敏

郡
治

源 由 勝次
七 一 郎

山
五
郎

金
作

富
蔵
(白

正
義

哲
平

(支
湧
別
)

滝
)

別名、翼賛選挙ともいわれた

第
七
章

選
� +
沢

、
市
(旧
白
滝
)

山 山 田 地 屋 彦 木
(支
湧
別
)

(支
湧
別
)

管 林 牛 中 奥 布 南 上

野 丸 沢 原 田 原



選 第
四

挙 回

選 第
三

選 第
二

挙 回

補
欠
選
挙

選 第
一

四
月三
〇
日

昭
和
三
四
年

四
月
三
〇
日

昭
和
三
〇
年

四
月
二
三
日

昭
和二
六
年

四
月
三
〇
口

昭
和
二
四
年

四
月
三
〇
日

昭
和二
二
年

項
目
選
挙
日

小 南 菊 味 奥 山 渡 松 原 中 布 丹 前 野 中 木

田 地 戸 山 本 瀬 山 田 山 田 羽 田 沢 山 村
昌 政 善 兼 吉 善 正 天 徳 富 実 勘 正 徳 忠 当
光 雄 吾一 弥 七 司 勇 象 藏 藏 市 治 市 蔵 男

川 柴 北 前 渡 丹 山 野 田 岸 藤 山 辻 的 中 箭
端 田 畑 田 辺 羽 崎 沢 坂 田 本 場 山 内
小 房 周

俊 実 政 正
十

唯 浦 円 善 源 正 親 良

又 蔵 蔵 実 勝 市 治 市 光 吉 一 七 一 夫 孝 金
選

西 山 井 大

原
田
天

象
大

庭
千
代
吉

古
関
初
夫

布
田

佐 石 西 古

甫
近
藤
吉
男

井
村
謙

大
庭
誠

丹
羽
実

藤
田
円

丹 藤 渡 岸 岸 田 川 前 高 伊 野 大 布 田 本 岸
羽 原 辺 坂 端 田 橋 藤 沢 庭 田 坂 田

実 俊 浦 浦 唯 小 勘 利 仁 正 富唯浦
市 清 勝 吉 吉 光 又 治 作 郎 市 吉 蔵 光 晨 吉

月
辞
職)

藤
原
・
川
端
(三
七
年
五

野
沢
(三
三
年
四
月
辞
職)

繰
上
当
選
と
な
る

止
)
に
よ
り
、
中
山
親
孝

田
坂
(三
〇
年
七月
公
職

当
選
と
な
る
。

石
井
(二
七
年
四
月
死
亡
)

つ
き
、
中
山
親
孝
繰
上

布
田
(二
八
年
一二
月
辞

職)

三
名
欠
員
が
生
じ
た
た
め

月
辞
職)

箭
内(二
二
年
九
月
死
亡)

的
場
・
木
村
(二
四
年三

備岸
(三
七
年
六
月
死
亡) 考

三
行

政

分
村
初
の
村
議
会
議
員
選
挙
が
執
行
さ
れ
た
。

挙 回 挙 回

尾 崎 上 庭 藤 井 尾 関

博政 市 子 正 光 博 初

文 治 蔵 吉 雄 重 文 夫 二 一 市 一

者

選
挙
法
違
反
、
公
民
族
民
権
停

勇

西
尾
博
文

佐
藤



第
七
章
選

挙

議
会
議
長
と
副
議
長

選 第

第
七
回

拳 回

補
欠
選
挙

選 第
六

挙 回

補
欠
選
挙

選 第
五

挙 回

補
欠
選
挙

四
月二
五
日

昭
和
四
六
年

TO
月
一
九

昭
和
四
四
年

四
月
二
八
日

昭
和
四二
年

日 一〇
月
二
四

昭
和
四〇
年

四
月
三
〇
日

昭
和
三
八
年

七月
二
二
日

昭
和
三
七
年

・五
十
嵐

森 新

谷 保

五
十
嵐

柴
田
房
蔵

高
橋
行
之

小
山
田
昌
光

松
浦
健
蔵

野
沢
正
市

布 柴 森 松

田 田 谷 浦

吉 国 房 吉 健

巌 郎 英 勇 蔵 郎 蔵

布
田

松
浦
健
藏

小
山
田
昌
光

南 布 野 菊
田 沢 地

政 正 善

雄 勇 市 吾

初
古
関
初
夫

竹
山
才
太
郎

井
上
市
蔵

山 高 古

西 南

崎 橋 関 関

大
泉
澄
男

大
庭
千
代
吉

植
村
貞
吉

尾
博
文

政
雄

大
庭
千
代
吉

小
山
田
昌
光

古 藤 本 丹 山 森 西 丹高 山早
関 本 田 羽 崎 谷 尾 羽 橋 崎 川

初 輝 実 政 吉 昭 実 行 政 武

夫 彦 茂 市 治 郎 男 市 之 治 夫

定
員
一
二
名
と
な
る

る
補
選

一
名
欠
員
(西
尾
)
に
よ

菊
地(四

五
年
八
月
死
亡
)

西
尾(四三

年
九
月
辞
職)

る
補
選

一
名
欠
員
(
竹
山)
に
よ

松
本
(四
一
年
八
月
辞
職)

竹
山
(四
〇
年
四
月
辞
職)

三
名
欠
員
が
生
じ
た
た
め

政 行 一

初
夫

治 之 男

古
関
初
夫

中
山
親
孝

高
橋
行
之

松
本

分
村
後
第
一
回
の
村
議
会
議
員
選
挙
が
昭
和
二
十
二
年
四
月三
十
日
執
行
さ
れ、
そ
の
第
一回
目
の
村

議
会
が
五
月
三
十
日
に
開
催
さ
れ
議
長
に
布
田
富
蔵
が、
副
議
長
に
井
村
謙
二
が
選
出
さ
れ
た
。
以
来
歴
代
の
議
長
、
副
議
長
は
次

の
と
お
り
で
あ
る
。

一二七

日



七 六 五 四 三 二 初

代

代 代 代 代 代 代 代

山 古 西 岸 中 中 井 氏氏

崎 関 尾 山 山 村

政 初 博 浦 親 徳 謙

治 夫 文 吉 孝 蔵 二 |名

自至自至自至自至自至自至自
現ク リノ リノ リノ リノ ノク ノ昭

四四四四三三三六 六二 二四四〇〇力年年年年年年年
五 五五 四五 四五
在月月月月月月月

→二七 ミー
→ 一一 八日 〇八〇ノ
日 日日日日日

就
・
退

任
年

月
日 日

四
・〇
年

八
・〇
年

四
・〇
年

一・四
年

二
・九
年

四
・〇
年

在
任

四 三 二 初

代 (議

代 代 代 代

古 丹 中 布|氏

関 羽 山 田

長
)

初 実 徳 富

夫 市 蔵 蔵 名

自至自 至自至自
現ク リノ ノノ ノ昭

和四
六
年
五
月
一
一日

一六
年
四
月
二
五
日

10年
五月一八

日
三〇
年
四
月
三
〇
日

二
九
年
一
月
一八
日

二八
年
一
月
二
四
日

二
年
五
月三
〇
日

就
・
退

任
年

月
日

在一六
・〇
年

一・
四
年

五
・八
年 二三八

任

三
行

政

(副
議議

長
)

月月

二九
年
一
月
一
八
日

二
九
年
一
月
一
八
日

二六
年
五
月
六
日

二六
年
四
月
二
二
日

昭
和
二
二
年
五
月
三
〇
日



選
挙
管
理
委
員
会

昭
和
二
十
一
年
十
月
地
方
制
度
の
改
正
法
律
が
公
布
さ
れ
て、
こ
れ
ま
で
市
町
村
の
行
な
っ
て
い
た
選
挙

事
務
を
市
町
村
議
会
議
員
選
挙
管
理
委
員
会
に
お
い
て
管
理
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

昭
和二
十
二
年
四
月
地
方
自
治
法
の
制
定
に
よ
っ
て
白
滝
村
選
挙
管
理
委
員
会
を
設
置、
各
種
の
公
職
選
挙
事
務
一
切
を
管
理
す

る
こ
と
と
な
っ
た
。

歴
代
選
挙
管
理
委
員
な
ら
び
に
補
充
員
は
次
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

昭
和
四
五
・
一〇
・

一

昭
和
四
一
・
一〇・

一

昭
和
三
七
・
一〇
・

昭
和
三
四
・
一〇・

昭
和
三
一
・
七
・
三

昭
和二
八
・
八・

七

昭
和二
五
・
六
・
一

昭
和二
二
・
五
・三
〇

就
任
年
月
日

近 近

山野 鈴 鈴

藤 藤 内村

木 木

吉
田

吉
田
美
代
治

委
員

雄

雄 雄 作

前

作

前
田

委女

中
山
安
徳
岩
城
義
男
小
沢
与
之
助

員

渡
瀬
菅
原
菊
地
政
夫

中
村
友
禧

佐
久
間
只
雄

亀
吉

奧
原
一
雄

内
田
源
三
郎

熊
谷
貞
雄
竹
松

岡 藤
川

新
保 �辺 補

摂
雄
政雄

充
中児 渡中 菊菅 菊菅
村玉 瀬村 地原 地原

熊
谷

貞
雄

内
田
源
三
郎

勝
治
鈴
木
英
男

小
関
初
夫
丹
野
清
七

国
英
鈴
木
英
男

進
小
島
二
郎 員
備任
期
四
年
と
な
る

四
名
と

よ
り
委

昭
和11

な員三
るの年
定五
員月

考

中
山
安
徳
岩
城
義
男
小
沢
与
之
助
菅
原
政
雄

近
藤
敏
雄
中
山
安
徳
谷
藤
テ
ル
佐
久
間
只
雄

近
藤 田
忠
治
岡

竹
松
前
田
き
ち

忠
治
安
西
光
義

高
橋
利
作
渡
辺

進
斎
藤
秀
信

高
橋
喜
久
雄
佐
藤

敏 敏 晴

津
義
男

長 長 美
代
治美 長

第
七
章
選

挙 一 1

敏
雄
中
山
安
徳
谷
藤
テ
ル
:谷

友作 摂友 政政 政政
禧治 雄禧 夫雄 夫雄

甫
三
木
克
己

一二九



政

22. 4.30 道議会・村議会議員 1,826

23.10.5 道 教 育

委 員

1,814
90.2投票率表彰
74.0 (道選管,知

事)
24. 1.23 衆 議 院 議 員 1,948 90.8 (道選管,知
24.4.30 村 議 会 議 員 補 欠 1,962 93.0事)
25.6. 4 参 議 院 議 員 2,044 95.4投票率表彰(全国選管)
25. 11.10 道 教 育 委 員 1,991 92.9

26.4.23村長・村議 会 議 員 2,093 99.1投票率表彰(全国選管)
投票率表彰
(道選管,知
事)27. 10. 1 衆 議 院 議 員 2,146 63.5

27. 10. 5 道 教 育 委 員 2,111 85.2
28. 4. 19 衆 議 院 議 員 2,138 94.2
28. 4. 24 参 證 院 議 員

院 議 員 2,277 91.0
30. 4.23 知事・道議会議 員 2,282 91.9
30. 4.30 村 議 会 議 員 2,253 96.7村長選無投票
31.

7. 8 参 議 院 議 員 2,290 88.4
33. 5.22 衆 議 院 議 員 2,334 87.0
33. 9. 14 道 議 会 議 員補 欠 2,216 58.1
34. 4.23 知事・道議 会議 員 2,269 91.2
34.

6. 2 参

議 院 議 員議 員

2,426 83.1
37.

7. 1 参 議 院 議 員
長 2,296 88.3

38.4.17 知事・道 議会 議 員 2,364| 93.3
38. 4.30
38.11.21 衆 議 院 議 員 2,466 86.6

88.0投票率表彰(網走支庁長)
40. 10.24 村 議 会 議 員補 欠 2,120 82.2村長選無投票

42. 1. 29衆議 院 議 員 2,229 88.7投 票率表彰(網走支庁長)
42. 4. 15 知事・道議 会議 員 2,139
42. 4.28 村 議 会 議 員
43.7. 7 参 議 院 議 員
44. 12.27 衆 議 院 議 員 1,984

91,9
96.2
87.8
92.8

投票率表彰
(自治大臣)

46. 4.11 知事・道議 会議員
村 議 会 議 員 1,791 97.3

考

昭22. 4. 5 長 官 1,797 56.2村長選無投票22. 4.16長 官 決 戦 1,797 84.3
22.4.20 参 議 院 議 員 1,885 75.7
22.4.25衆 議 院 議 員 1,884 70.1

従
来
行
な
わ
れ
て
き
た
各
種
の
選
挙
に
お
い
て、
選
挙
管
理
委
員
会
に
お
け
る
常
日
ご
ろ
の
地
道
な
啓
蒙
活
動
が
深
く
浸
透
し
、

本
村
民
の
選
挙
に
対
す
る
意
識
が
高
く
、
次
表
に
み
ら
れ
る
ご
と
く
投
票
率
は
常
に
高
率
を
示
し
、
網
走
管
内
に
お
い
て
も
毎
回
上

位
を
占
め
て
い
る
。

選 挙 執 行
年 月 日日 選 挙 区 分 有権者 投票率

(人)
備

(%)

三
行

一三〇

46. 4.25

投票率表彰
(自治省)

35.11.20 衆 議 院
2,463 91.5

37. 4.22 村

村 議 会 議 員 2,365 97.6

40. 7. 4 参 議 院院 議 員 2,316

2,371 90.5

26.4.30 知事・道 議会議員 2,081 96.3

92.7
30. 2. 27衆議

2,138

投票率表彰

2,097
2,149

1,839 93.8



明
る
く
正
し
い
選
挙
運
動
推
進
協
議
会

選
挙
を
通
じ
て
政
治
を
良
く
す
る
運

動
を
よ
り
効
果
的
に
促
進
さ
せ
る
た
め、
昭
和
三
十
九
年
四
月
本
村
に
も
推
進
協
議

会
が
設
置
さ
れ
た
。
この
協
議
会
は
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
と
村
か
ら
委
嘱
さ
れ
た

推
進
員
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ、
協
議
会
を
通
じ
て
話
し
合
い
活
動
や
ポ
ス
タ
ー
、
標

語
の
作
品
募
集
な
ど
明
る
く
正
し
い
選
挙
実
現
の
た
め
の
諸
行
事
が
計
画
さ
れ
て
き

た
が、
近
年
協
議
会
自
体
に
マ
ン
ネ
リ
ズ
ム
化
の
傾
向
が
み
え
は
じ
め
、
推
進
活
動

は
全
く
有
名
無
実
の
様
相
を
呈
し
て
い
る
。

永
久
選
挙
人
名
簿
制
度

選
挙
人
名
簿
は
従
来
ま
で
毎
年
九
月
十
五
日
現
在
で

職
権
に
よ
り
調
製
さ
れ
る
「基
本
選
挙
人
名
簿」
と
、
選
挙
の
つ
ど
選
挙
人
の
申
し

出
に
も
と
づ
い
て
調
整
さ
れ
る
「
補
充
選
挙
人
名
簿
」
の二
様
で
あ
っ
た
も
の
が
、

人
口
移
動
の
激
化、
社
会
生
活
の
複
雑
化
の
た
め
に
選
挙
人
の
資
格
を
調
査
す
る
こ

と
が
困
難
に
な
り
、
そ
の
た
め
に
生
じ
る
選
挙
人
名
簿
の
脱
漏、
誤
載、
二
重
登
録

等
を
防
止
し
、
さ
ら
に
毎
度
名
簿
を
作
成
す
る
事
務
の
合
理
化
を
は
か
る
た
め、
異

動
の
あ
っ
た
者
だ
け
を
申
告
に
も
と
づ
い
て
調
査
の
う
え
選
挙
人
名
簿
に
登
録
す
る

「永
久
選
挙
人
名
簿
」
制
度
が
昭
和
四
十
一
年
九
月
よ
り
採
用
さ
れ
た
。

●
明
る
く
正
し
い
選
挙
の
歌

こ
の
一
票
に

窓
を
ひ
ら
け
ば
、
風
に
散
る

1

た
だ
ひ
と
ひ
ら
の、
こ
の
紙
の

と
る
手
に
な
ん
て
、
重
い
こ
と

こ
の
一
票
に、
こ
の
一
票
に

わ
れ
わ
れ
の、
あ
す
の
暮
し
が

か
か
っ
て
る、
か
か
っ
て
る

二
空
は
す
み
ま
で、
晴
れ
わ
た
り

た
だ
ひ
と
い
ろ
の
、
コバ
ル
ト
が

こ
こ
ろ
にし
み
る
、
美
し
さ

こ
の
一票
に、
こ
の
一票
に

わ
れ
わ
れ
は、
同じ
気
持
を

こ
めて
い
る、
こ
め
て
い
る

三
と
じ
た
ま
ぶ
た
に、
浮
か
ぶ
の
は

た
だ
ひ
と
す
じ
に、
輝
や
い
て

希
望
の
朝
に、
つ
づ
く
道

この
一
票
に、
こ
の
一票
に

わ
れ
わ
れ
の、
も
え
る
願
い
が

あ
ふ
れ
て
る、
あ
ふ
れ
て
る

第
七
章

選
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三
政

行

第
八
章
眼
下
の
行
政

本
村
第三
代
目
の
村
長
と
し
て
全
村
民
の
期
待
を
に
な
っ
て
昭
和
四
十
年
十
月
二
十
五
日
当
選
し
た
国
松
一
敏
は、
多
年
に
わ
た

って
遠
軽
町
助
役
と
し
て
、
信
太
遠
軽
町
長
の
片
腕
と
な
っ
て
遠
軽
発
展
の
た
め
貢
献
し
た
手
腕
は
き
わ
め
て
高
く
評
価
さ
れ、
本

村
に
就
任
以
来
前
渡
辺
要
村
長
の
あ
と
を
つ
い
で
意
欲
的
に
、
か
つ
常
に
前
向
き
の
姿
勢
を
も
っ
て
村
政
を
担
当
、
山
内
晴
雄
助
役

(昭
和
四
十二
年
十
月
小
清
水
町
助
役
と
し
て
離
村)
を
女
房
役
と
し
て、
丹
羽
実
市
村
議
会
議
長、
西
尾
博
文
同
副
議
長
(昭
和

四
十二
年
四
月
よ
り
古
関
初
夫
副
議
長
と
な
る
)
な
ら
び
に
そ
の
他
十
四
人
の
議
員
諸
公
と
も
ど
も
“和
”
の
精
神
を
も
っ
て
本
村

発
展
の
た
め
常
に
研
鑽
を
積
み
重
ね
て
き
た
。

近
年
全
国
的
傾
向
の
僻
地の
過
疎
化
に
よ
り
、
産
業
に
乏
し
い
本
村
は
過
疎
現
象
を
ま
と
も
に
受
け、
昨
日
は
一
戸
明
日
は
一
人

と
道
内
の
都
市
へ、
あ
る
い
は
本
州
の
工
業
地
帯
へ
と
住
み
な
れ
た
白
滝
を
あ
と
に
し
て
転
出
し
去
り
、
昭
和
四
十
年
と
四
十
五
年

の
国
勢
調
査
結
果
に
よ
る
と、
わ
ず
か
五
カ
年
間
に
世
帯
数
で
百
七
十
七
戸
、
人
ロ
で
一
千
百

六
十
七
人
の
多
き
に
の
ぼ
る
減
少
(二
八・四

%)
と
な
った
。
こ
う
し
た
過
疎
化
に
よ
る
振

興
対
策
と
し
て
全
村
民
一
丸
と
な
っ
て
の
請
願
運
動
が
実
り
、
昭
和
四
十
一
年
十
二
月
“山
村

振
興
法
指
定
町
村
へ
と
し
て
指
定
を
受
け
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
こ
れ
が
振
興
に
遠
大
な
事
業
計

画
を
樹
て
、
理
想
郷
建
設
に
歩
一
歩
前
進
し
つ
つ
あ
る
こ
と
は
全
村
民
等
し
く
重
大
関
心
を
抱

一三
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き
注
目
す
る
も
の
で
あ
る
と
と
も
に
期
待
も
ま
た
大
で
あ
ろ
う
。

村
政
担
当
す
で
に
六
年
目
を
迎
え
た
国
松
村
長
は、
激
務
に
堪
え
抜
き
な
が
ら
ま
す
ま
す
円
熟
し
た
手
腕
を
発
揮
し、
必
ず
し
も

豊
か
で
な
い
財
政
を
最
大
源
に
活
用、
健
全
財
政
を
堅
持
し、
住
民
の
声
を
肌
で
感
じ、
住
民
が
真
に
求
め
る
豊
か
な
村
づ
く
り
に

邁
進
し
て
い
る
。
昭
和
四
十
五
年三
月
開
催
さ
れ
た
第
二
回
定
例
村
議
会
は
年
度
当
初
予
算
を
決
定
す
る
議
会
で
も
あ
り
、
十
二
日

か
ら
四
日
間
に
わ
た
っ
て
審
議
さ
れ
た
が、
当
時
の
記
録
を
た
ど
っ
て、
村
長
の
村
政
執
行
方
針
な
ら
び
に
一
般
質
問
の
様
を々
列

記
し
て
み
る
と

村
政
執
行
方
針

『地
方
行
政
に
お
い
て
は
立
遅
れ
の
著
し
い
行
政
施
設
の
整
備
を
積
極
的
に
進
め
る
と
と
も
に
、
過
疎
対
策、
広
域
市
町
村
圏
の

振
興
、
総
合
農
政
の
展
開、
人
間
尊
重
に
起
因
す
る
公
害
お
よ
び
交
通
災
害
対
策
な
ど
幾
多
の
必
要
な
諸
施
策
が
山
積
し
、
新
た

な
財
政
需
要
の
増
高
す
る
要
因
を
数
多
く
か
か
え
な
が
ら
、
昭
和
四
十
五
年
度
予
算
編
成
を
迎
え
た。
特
に
本
村
お
い
て
は
人
口

の
過
疎
化、
自
主
財
源
の
減
少
等
が
顕
著
と
な
り
つ
つ
あ
り
、
こ
れ
ら
を
背
景
に
し
な
が
ら
も
一層
の
住
民
福
祉
の
向
上
と
産
業

の
開
発、
商
工
業
の
進
展
な
ど
、
こ
れ
が
実
施
に
は
多
く
の
困
難
が
あ
る
が、
住
民
と
も
ど
も
努
力
を
傾
け
て
一
つ
一つ
を
克
服

し
、
住
民
の
生
活
水
準
の
向
上
に
つと
め
行
政
の
高
度
化
を
は
か
る
こ
と
が
本
村
の
大
き
な
課
題
で
あ
る
。
昭
和
四
十
五
年
度
の

予
算
編
成
に
あ
た
って
は
先
ず、
健
全
な
財
政
を
確
立
し
な
が
ら
、
極
力
経
常
的
な
諸
経
費
の
節
減
を
は
か
っ
て、
投
資
的
政
策

事
業
費
の
増
大
と
効
率
的
な
配
分
を
考
慮
し
て
重
点
施
策
を
策
定
し
た。

一
村
民
税、
固
定
資
産
税
等
住
民
基
本
税
の
減
税

二
国
民
健
康
保
険
税
の
軽
減

第
八
章
眼
下
の
行
政
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三
行

政

三
道
路
交
通
の
確
保
(中
央
道
路
継
続
改
良、
橋
梁
の
永
久
橋
化、
バ
ス
交
通
の
確
保、
既
存
道
路
の
維
持
整
備
)

四
社
会
児
童
衛
生
福
祉
の
向
上
(児
童
遊
園
地
の
整
備、
保
育
所
施
設
の
充
実、
公
営
住
宅
の
増
設
、
老
齢
者
年
金
制
度
の
新

設
、
隔
離
病
舎
の
広
域
化、
国
保
事
業
助
産
費
葬
祭
費
補
助)

五
地
域
諸
産
業
の
発
展
施
策
(農
業
振
興
資
金
の
新
設、
商
工
振
興
資
金
の
貸
付
緩
和、
酪
農
の
振
興
)

六
教
育
施
策
の
充
実、
郷
土
館、
プ
ー
ルの
建
設
、
教
育
費
父
兄
負
担
の
軽
減)』

以
上
こ
れ
が
予
算
は、

一般
会
計
一
億
九
千
百
八
十
四
万
円、
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
四
百
六
十
万
円
、
国
民
健
康
保
険
事
業

特
別
会
計
一
千
四
百
三
十
六
万
円
、
し
め
て
合
計
二
億
一千
八
十
万
円
の
策
定
を
な
し
可
決
を
み
た
わ
け
で
あ
る
。

各
項
目
別
に
施
策
の
概
要
を
眺
め
て
み
る
と
、
総
務
関
係
に
お
い
て
は、
財
産
造
成
の
中
心
で
あ
る
公
有
林
整
備
事
業
に
つ
い
て

は、
第
三
次
施
業
計
画
第
二
年
次
事
業
と
し
て
造
林
新
植
一八

ほ
か、
補
植、
保
育
事
業
の
実
施、
職
員
住
宅
等
の
管
理
に
つ
い

て
は
計
画
的
に
老
朽
住
宅
を
新
改
築
し
、
白
滝
中
学
校
校
長
住
宅
の
新
築
を
行
な
い、
現
交
通
事
情
上
、
交
通
安
全
対
策
に
力
を
入

れ
交
通
指
導
員
の
増
員
を
な
し
指
導
態
勢
の
強
化
を
は
か
る
。

民
生
関
係
に
お
い
て
は
、
住
民
の
生
活
を
向
上
さ
せ
住
み
よ
い
環
境
づ
く
り
を
し
て
豊
か
な
村
で
健
康
な
日
々
を
送
り
、
す
こ
や

か
な
青
少
年
を
育
成
し
て
ゆ
く
こ
と
を
目
的
と
し、
敬
老
年
金
制
度
を
新
設
し
、
高
齢
者
に
年
金
を
支
給
す
る
。
ま
た
子
供
遊
園
地

施
設
へ
の
助
成
を
行
な
い
地
域
子
供
会
育
成
に
手
を
差
し
の
べ、
僻
地
保
育
所
の
内
容
充
実
を
は
か
る
ほ
か
、
遠
軽
町
ほ
か
三
カ
町

村
伝
染
病
隔
離
病
舎
組
合
に
加
入
し
伝
染
病
発
生
に
お
け
る
対
策
と
し
、
さ
ら
に
環
境
整
備
につ
い
て
は
一
層
の
環
境
美
化
に
努
め

る
と
と
も
に
成
人
病
対
策
の
強
化、
乳
幼
児
の
一斉
検
診
の
充
実
等
住
民
の
健
康
管
理
の
た
め
の
施
策
を
充
実
し
て
ゆ
く
。

農
林
業
関
係
に
つい
て
は、
山
村
振
興
事
業
を
中
心
に
し
て
基
幹
作
物
の
生
産
増
強
に
重
点
を
置
き、
麦
作
採
種
ほ
事
業、
石
礫
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運
搬
補
助
事
業、
て
ん
菜
移
植
栽
培
床
土
運
賃
助
成
等
農
業
振
興
励
事
業
等
の
計
上
、
農
地
基
盤
傾
斜
地
整
備
継
続
事
業、
優
良
ひ

ん
牛
導
入
資
金
利
子
補
給、
牧
野
の
整
備
な
ど
の
実
施、
さ
ら
に
農
業
振
興
基
金
制
度
の
新
制
定
、
麦
類
生
産
施
策
と
し
て
の
機
械

の
導
入
。

林
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
国
有
林、
公
有
林、
民
有
林
を
通
じ
林
力
の
増
強
に
力
を
入
れ
る
。

商
工
関
係
に
つ
い
て
は
商工
業
振
興
の
た
め
に
商
工
会
を
通
じ
て
振
興
補
助
金
の
交
付、
中
小
企
業
振
興
資
金
の
利
子
補
給、
中

小
企
業
資
金
貸
付
枠
の
拡
大
と
貸
付
期
限
の
延
長
。

観
光
面
に
お
い
て
は
散
策
道
路
の
造
成、
ひら
や
ま
登
山
口
の
整
備
等
積
極
的
な
発
展
策
を
講
じ
る
。

土
木
関
係
に
つ
い
て
は
、
山
村
振
興
道
路
、
橋
梁
整
備
計
画
に
も
と
づ
き
、
中
央
道
路
改
良
工
事
の
継
続
事
業
を
は
じ
め
村
道
の

維
持
補
修
、
架
橋
事
業
の
施
工
な
ど
。
ま
た
道
営
特
別
低
家
賃
住
宅
の
新
築
を
道
に
強
力
に
要
請
し
住
宅
難
の
緩
和
を
は
か
る
。

教
育
関
係
に
つ
い
て
は
、
父
兄
の
教
育
費
負
担
軽
減、
教
育
の
用
に
供
す
る
諸
経
費
の
増
額
は
も
ち
ろ
ん
、簡
易
プ
ー
ル
の
新
設、

郷
土
館の
建
設、
北
見
バ
ス
株
式
会
社
に
委
託
の
方
式
に
よ
る
ス
クー
ルバ
ス
の
運
行
等、
さ
ら
に
青
年、
成
人、
婦
人
の
社
会
学

級
充
実
を
は
か
る
。

そ
の
他
特
別
会
計
で
あ
る
国
民
健
康
保
険
事
業、
簡
易
水
道
事
業
な
ど
、
い
ず
れ
も
健
全
な
運
営
を
は
か
り
、
住
民
福
祉
の
向
上

に
意
を
注
ぐ
。

1 以
上
本
村
発
展
の
た
め
多
額
の
予
算
を
策
定
し
、
こ
れ
が
村
政
の
執
行
か
つ
円
成
に
は、
国
松
村
長
を
は
じ
め
古
関
初
夫
村
議
会

議
長
職
務
代
理
者
を
中
心
と
し
て
議
会
議
員
、
役
場
吏
員
、
さ
ら
に
は
住
民
一
体
と
な
っ
て
"お
ら
が
村
”
の
繁
栄
に
前
進
を
続
け

て
いる
の
で
あ
る
。

第
八
章
眼
下
の
行
政
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政

三
行

な
お、
例
年
三月

に
開
催
さ
れ
る
次
年
度
の
予
算
審
議
を
主
目
的
と
し
た
定
例
村
議
会
は、
愛
村
心
の
発
露
か
ら
特
に
活
発
な
質

問
が
理
事
者
に
対
し
て
浴
び
せ
ら
れ
る
が、
昭
和
四
十
五
年
第
二
回
定
例
村
議
会
(三
月
開
催)
一般
質
問
の
中
か
ら
そ
の
一
部
を

拾
っ
て、
行
政
の
“あ
ゆ
み
”
を
知
る
材
料
と
し
た
い。

○
質
問

日
常
生
活
の
不
便
の
解
消
を
は
か
る
上
から
集
落
移
転
の
考
え
は
な
い
か
。

△
回
答

奥
地
で
も
住
め
る
よ
う
に
交
通
等
の
確
保
に
よ
り
第
一
段
階
は
解
消
し
た
い。
ま
た、
集
落
再
編
成
事
業
等
は
国
の
施
策
と
も
な

って
い
る
が
共
同
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い。
個
々
の
生
活
改
善
の
た
め
移
転
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
相
談
に
の
り
た
い

○
質
問

今
後
の
北
見
バ
ス
の
村
内
の
運
行
は
ど
う
な
る
の
か

村
が
北
見
バ
スに
運
行
を
委
託
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
運
行
回
数
も
一往
復
増
便し
て
一
日三
往
復
と
な
る

△
回
答

○
質
問

最
近
学
校
火
災
が
多
発
し
て
い
る
。
教
職
員
の
宿
日
直
廃
止
後
ど
の
よ
う
に
対
処
し
て
い
る
か

△
回
答

校
長
に
は
常
に
伝
達
を
し
て
い
る
し
、
ま
た
不
備
な
箇
所
は
整
備
を
し
て
い
る
。
な
お
日
中
に
つ
い
て
は
校
長
お
よ
び
教
頭
が、

夜
間
に
つ
い
て
は
公
務
補
が
こ
れ
に
当
っ
て
万
全
を
期
し
て
い
る

一三六



○
質
問

石
礫
除去
は
投
資
が
大
き
い
た
め
経
済
が
と
も
な
わ
な
いの
で
、
こ
れに
代
っ
て
道
営
開
拓パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業
で
置
土
を
す
る
計
画
の
よう
で
あ
る

が
、
こ
れ
に
必
要
な
土
取
場の
確
保
は
で
き
た
か

△
回
答

土
取
場
は
六
カ
所
調
査
し
、
訓
子
府
農
業
試
験
場
に
依
頼
し
成
分
の
分
析
を
し
た
結
果、
不
合
格の
土
取
場
が
あ
り
村
内
に
は
適

当
な
土
取
場
が
な
い
の
で、
肥
料
に
よ
っ
て
こ
れ
を
補
う
こ
と
にし
て
利
用
す
る
こ
と
に
し
た
。
な
お、
石
礫
除
去
に
つ
い
て
は
本

年
度
、
村、
受
益
者
お
よ
び
採
石
業
者
が
各三
分
の
一
負
担
し
て
施
行
す
る
計
画
で
村
費
六
十
万
円
の
予
算
を
計
上
し
て
い
る

○
質
問

国
営
直
轄
明
き
ょ工
事
は、
昭
和
四
十
五
年
度
五
六
〇
が
施
行
と
いう
と
こ
ろで
あ
る
が、
計
画
年
度
ま
で
に
完
成
し
な
い
の
で
な
い
か。
ま
た
予

算
減少
に
よ
っ
て
計
画
が
縮
小
さ
れ
る
の
で
な
い
か。

△
回
答

第
二
年
度
目
の
要
求
は
四
千
万
円
で
あ
っ
た
が、
米
の
生
産
調
整
の
関
係
で
復
活
で
き
ず
三
千
万
円
の
枠
付
け
と
な
った
。
予
算

が
減
少
さ
れ
た
場
合
は
延
長
は
そ
の
ま
ま
で
あ
る
が
、
工
法
を
変
更
さ
れ
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
計
画
年
度
ま
で
に
は
完
成
す

る
よ
う
今
後
努
力
す
る
。

○
質
問

白
滝
中
学
校
に
黒
耀
石
の
加
工
設
備
を
し
た
が、
現
在
ま
で
の
利
用
状
況
は
如
何

△
回
答

第
八
章
眼
下
の
行
政

一三七



政

三
行

承
知
し
て
い
な
い
が
、
買
い
置
き
の
原
石
が
あ
る
の
で、
こ
れ
に
要
す
る
費
用
は
予
算
に
計
上
し
て
い
な
い

○
質
問

生
活
保
護
法
に
よ
る
生
活
扶
助の
基
準
が
低
い
よう
で
あ
る
が、
こ
の
内
容
はど
う
な
っ
て
い
る
の
か

△
回
答

国
で
定
め
た
基
準
で
あ
る
の
で
村
の
み
で
は
善
処
で
き
な
い
が、
地
域
担
当
の
民
生
委
員
と
よ
く
協
議
し
て、
社
会
福
祉
協
議
会

で
対
処
す
る
場
合
も
考
え
ら
れ
る
。
な
お
国
に
お
い
て
昭
和
四
十
五
年
度
に
は
前
年
度
よ
り
一
五
位
引
上
げ
ら
れ
る
予
定
で
あ
る

○
質
問

過
疎
対
策
に
つ
い
て
は
国
お
よ
び
道
に
お
い
て
積
極
的
に
推
進
し
て
い
る
が、
本
村
に
お
い
て
も
こ
れ
に
対
処
す
べ
く
長
期
総
合
計
画
を
樹
立
す
る

必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か

△
回
答

今
国
会
に
提
案
を
予
定
し
て
い
る
過
疎
対
策
振
興
法
が
通
過
さ
れ
れ
ば
こ
の
法
律
と
並
行
し
て
十
ヵ
年
の
長
期
総
合
計
画
を
樹
立

す
る
考
え
で
あ
る
。

○
質
問

観
光
推
進、
ま
た
過
疎
対
策
上
か
ら
も
温
泉
ボー
リン
グ
に
よ
る
温
泉
開
発
を
す
る
考
え
は
な
い
か

△
回
答

過
去
の
電
探
に
よ
り
高
温
の
地
帯
も
あ
る
よ
う
に
聞
い
て
い
る
。
開
発
に
対
処
し
て
ゆ
き
た
い

○
質
問

一三八



民
間
放
送
テ
レ
ビ
の
難
視
聴
地
帯
を
解
消
せ
ら
れ
た
い

△
回
答

民
間
放
送
テ
レ
ビ
中
継
所
の
建
設
は
N
H
K
と
ち
が
い
村
の
負
担
が
非
常
に
多
く
な
る
。
今
後
隣
町
と
も
協
議
し
な
が
ら
内
容
を

検
討
し
期
待
に
そ
う
よ
う
努
力
す
る

○
質
問

昭
和
四
十
五
年
度
中
の
離
農戸
数
と
転
出
先
を
知
り
た
い

△回
答

離
農
決
定
九
戸
あ
る
。
そ
の
ほ
か
に
離
農
予
定
者
二
、
三
戸
あ
る
。
転
出
先
は
村
外
が
二
戸
で
、
あ
と
は
白
滝
市
街
に
転
居
す
る

予
定
で
あ
る

○
質
問

国
鉄
財
政
再
建
十
カ
年
計
画
に
よ
れ
ば、
小
駅
は
廃
止
さ
れ
る
こ
と
に
な
って
い
る
が、
本
村
の
場
合、
下
白
滝、
上
白
滝、
奥
白
滝
の
各
駅が
廃

止
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。
今
から
こ
れ
に
対
処
す
べ
き
で
は
な
い
か

△
回
答

管
内
ブ
ロ
ッ
ク
町
村
で
協
議
し
て
い
る
。
時
期
を
失
わ
な
い
よ
う
対
処
す
る
考
え
で
あ
る

○
質
問

離
農
者
の
負
債
対
策
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か

△
回
答

第
八
章
眼
下
の
行
政

一三九



,
三

行

政

離
農
跡
地
の
引
受
け
者
が
負
債
を
肩
替
る
等、
農
協
と
政
府
資
金
の
借
入
で
措
置
し
て
い
る

○
質
問

天
狗
岳
ス
キー
場
は
国
設
で
あり
、
国
で
管
理
す
る
も
の
と
思
う
が、
そ
の
内
容
如
何

△
回
答

昭
和
四
十
三
年
か
ら
国
の
指
定
す
る
ス
キ
ー
場
と
な
っ
て
い
る
。
管
理
段
階
で
は
A
・
B
・
C
が
あ
り
、
天
狗
岳
ス
キ
ー
場
はC

級
指
定
で
あ
る
。
C
級
は
指
導
標
お
よ
び
安
内
標
は
国
で
設
置
し
、
そ
の
他
は
村
等
で
行
な
う
事
業
に
対
し
て
国
が
協
力
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る

○
質
問

水
道
会
計
に
は
毎
年
度
一
般
会
計
よ
り
繰
出
し
て
いる
た
め、
水
道
料の
値
上
げ
を
考
え
て
い
る
よ
う
だ
が、
値
上
げ
す
れ
ば
利
用
者
の
負
担
増
と

な
る
の
で
、
未
加入
者の
解
消
に
よ
って
増
収
を
は
か
る
べ
き
で
な
い
か

△
回
答

現
在
の
と
こ
ろ
鉄
道
の
加
入
が
一
番
大
き
い
の
で
あ
る
が、
そ
れ
以
外
に
つ
い
て
は
あ
ま
り
期
待
で
き
な
い
。
今
後
水
道
事
業
の

長
期
計
画
を
た
て
水
道
料
に
つ
い
て
も
検
討
す
る

白
滝
中
学
校
火
災
発
生
の
場
合
は
水
利
が
不
便
で
あ
る
。
付
近
に
大
型
の
貯
水
槽
設
置
を
考
え
る
べ
き
で
な
い
か

○
質
問

△
回
答

現
在
は
消
火
栓
二
基
と
側
溝
の
水
を
使
用
す
る
以
外
に
水
利
が
な
い
。
今
後
直
轄
明
き
ょ
が
通
る
の
で
今
よ
り
水
利
は
良
く
な
る

一四0



と
思
う
が、
白
滝
中
学
校
新
築
の
こ
と
も
あ
る
の
で
併
せ
て
研
究
し
た
い
。

村 長 国 松 一 敏

助 役 谷 藤 吉 雄

民 生 課| 産 業 課 総 務 課

課
名

主 主 課

事
井
田
光
一

事
佐
木々
長
兵
衛

雄

課長補佐・主事
金 子 輝 雄 長

主 林
務
係

畜
産
係

拓
殖
係

主
事
富
塚

農
政
・
商
工
係

主
事
金
子
輝
雄

財
務
係
(兼
)

税
務
係
(
兼
)

庶
務
係

係住
民
係

主
事
松
井
敏
之

衛
生
係(兼)

主
事
菊

地
孝

雄

主
事
菊
地
孝
雄

伊
藤

清 清

主
事
井
上
健
治

主
事
古関

修 清
主
事
補
飛
沢
美好

主
事
補
大
泉
幸
子

(兼)
事
務
補
中
山
久
美
子

岩
船
定
男

小
沢
恵
子

上
家
道
也

山
崎
初男

馬
場
敏
之

主
事
補
丹
野
中
山
久
美
子

事
務
補
荻
野
あ
や
子

員

博

主
事
補

主
事
補

主
事
補

主
事
補

主
事
補 係

主
事
補
山
岸

繁

(兼
)主
事
補
武
田
順
子

主
事
補
浅
水
邦
昭
主
事
補
武
田
順
子

第
八
章
眼
下
の
行
政

一四一

白
滝
村
役
場
の
人
事
配
置
は
左
表
の
と
お
り
。

事
務
取
投

助
役
谷
藤
吉

主
事
金
子
輝
雄

主
事
吉
田
敏
充

社
会
係

長

事
務
補



最
後
に
、
振
興
山
村
の
指
定
を
う
け
て
す
で
に
第
四
年
次
を
迎
え
た
昭
和
四
十
五
年
度
に
お
け
る
本
村
の
政
策
的
・
投
資
的
事
業

の
遂
行
概
況
を
眺
め、
眼
下
の
行
政
の
着
実
に
し
て
た
く
ま
し
く
も
力
強
い
前
進
の
一端
を
察
知
す
る
こ
と
と
し
よ
う
。

収
入

役

村 長 国 松 一 敏

三
行

助 役 谷 藤 吉 雄
政

議 会 教育委員会 保育
所長 他 設 課

越

智
政

主 事
務
局
長

教
育
長
太
田

主
事
渡
辺

師
後
藤

義
春

主
事
補
山
崎
公
男

主
事
野
沢
弘

一
社
会
教
育
係

主
事
梶
田
孝

一
総
務
・
学
校
教
育
係

(兼)交
通
安
全
対
策
室
長

技
師
後

藤
義
春

主
事
高
橋

建
築
係(
兼)

主
事
高
橋

水
道
係
(兼
)

主
事
高

橋

惇 惇

(兼
)

主
事
補
布
谷
泰
男

技
師
補

技
師
補
石
田

高
橋
義男惇

主
事
補
大
久
保
静
美

技
師
補
高
橋
義
男

秀
次
技
師
補
福
田
信
定

技
師
補

一四三平
野
次
男

. 技

男 男

事
斎
藤
省
典

実 清

土
木
係

主
事
補
岡
嶋
栄
子

昭
和
46年
4
月
現
在



事
業
の
お
も
な
も
の
を
拾
って
み
る
と

土
木
工
事
関
係
で

中
央
道
路
新
設
改
良
事
業
(延
長
一、五

四〇
が)

上
支
湧
別
地
区
簡
易
水
道
布
設
工
事
(延
長
五、一

一五
財
余)

平
和
橋
新
設
改
良
事
業
(延
長
一
一筋
)

側
溝
新
設
工
事
(鉄
道
区
内)

二
百
四
十
万
三
千
円

百
四
十
八
万
五
千
円

の

村
道
補
修
工
事

そ
他

八
百
二
十
九
万
円

建
築
工
事
関
係
で

百
二
十
一
万
円

他

郷
土
館
建
設
工
事

職
員
住
宅
新
築
工
事
(木
造
平
家
一
戸)

公
営
住
宅
補
修
工
事

そ
五
百
二
十
万
二
千
円

の

そ
の
他
の
事
業
費
で

公
有
林
整
備
事
業
(新
植
一
八・三

二
診、
他
に
補
植、
保
育)

酪
農
振
興
事
業
(基
礎
牝
牛
導
入
一、
○
頭)

簡
易
プ
ー
ル
建
設
工
事
(縦
二
五、
横
一〇
が)

三
百
八
十
一
万
円

三
百
四
十
七
万
四
千
円

三
百
八
十三
万
一千
円

第
八
章
眼
下
の
行
政

一四三

二
千
百
六
十
七
万
七
千
円

七
百
二
十
万
円

六
十
三
万
五
千
円

五
百
八
十
万
円

五
十
三
万
三
千
円



三
行

政

自
給
飼
料
生
産
対
策
事
業
(ト
ラ
ク
ター
ほ
か
導
入、
飼
料
四
五
秒
造
成)

二
百
八
十三
万
五
千
円

五
百
六
十
万
円

四
十
万
円

三
十
八
万
五
千
円

十
九
万
九
千
円

十
六
万
三
千
円

の

国
土
調
査
事
業
(測定

面
積
二
一・
六二
平
方
き
込)

牧
野
改
良
事
業
(掘
削
五
五〇
努、
牧
柵
七
〇
〇
好)

そ
九
百
六
十
九
万
七
千
円

一億
六
百
二
十
九
万
四
千
円

如
上
のご
と
く
、
こ
れ
が
実
施
に
当
っ
て
は
周
到
な
計
画
と
準
備
の
も
と
に
施
行
さ
れ
た
こ
と
は
、
本
村
の
発
展
上
よ
ろ
こ
ば
し

計

いこ
と
で
あ
る
。

一四四

グ
レ
ー
ダ
ー
購
入
(V
型
除
雪
装
置
付)

三
和
小
簡
易
プ
ー
ル
新
設
工
事
(縦
一二
、
横
五
が)

青
年
研
修
所
暖
房
移
設
工
事
(雜
音
防
止
等
取
付
)

合

他



政

明
治
三
十
六
年
一
開
拓
者
が
無
人
の
旧
白
滝
に
定
住、
血
と
汗
と
涙
の
開
墾
作
業
が
雄
し々
く
も
は
じ
め
ら
れ、
以
来
幾
多
各
様

の
入
地
者
に
よ
っ
て
驚
く
べ
き
開
発
が
な
さ
れ、
昭
和二
十
一年
八
月
つ
い
に
記
念
す
べ
き
分
村
独
立
と
な
っ
た
わ
け
で
、
財
政
面

に
お
い
て
も
本
村
は
こ
れ
ま
で
上
湧
別
町
あ
る
い
は
遠
軽
町
の
あ
た
た
か
い
ふ
と
こ
ろ
に
包
ま
れ
て
成
長
し
て
き
た
が
、
独
立
独
歩

と
な
る
に
及
ん
で
健
全
財
政
を
維
持
す
る
こ
と
こ
そ
本
村
発
展
の
最
大
条
件
で
も
あ
っ
た
。

分
村
以
前
の
本
村
関
係
分
の
財
政
状
況
に
つ
いて
は
資
料
が
な
く
記
し
難
い
が、
分
村
時
に
お
け
る
諸
税、
財
産
の
内
訳
は
次
の

よ
う
で
あ
っ
た
。

白
滝
村
関
係
直
接
国
税
(五二

、五三
三
円
)
内
訳

鉱 営 家 地 税
区 業 屋

税 税 税税 租

1
目

金
額
(円
)

政

五、三
六
九

二、四
七
八

三
七
七

三
二
九

合 税

計

臨
時
利
得
税

所
得
税 目

五
二
、五
三
三

四
、九〇
〇

三
九、〇

八〇
金
額
(円
)

段
別

鉱
区
税
附
加
税

営
業
税
附
加
税

家
屋
税
附
加
税

地
租
附
加
税 目目

四
九

五
三
六

二、四
七
八

三
七
七

三
二
九

金
額
(円
)

狩
猟
者
税

不
動
産
取
得
税

電 電 自
動
車
税 目
一

四
、六
七三 四
八

五二
三

三
三
三

金
額
(円
)

合 税

柱
税計

白
滝
村
関
係
北
海
道
地
方
税
(四、六

七三
円)
内
訳

税

税

四
財

一四五

四
財



一四六

" 所

一
土
地
の
部

公
用
財
産
分
割
明
細
表

備
荒
基
本
財
産

学
校
基
本
財
産

基
本
財
産 目
一
預二、二

五
五・八

九
二
六
六・二

九
三
二
四・〇
〇

金
(円
)

附 不
動
産
取
得
:
付
税

一四、八
七〇

電
柱
税
附
加
税

二、二
六三

一、
九
七
四
段
別
税
附
加
税

金
額
(円
)

白
滝
村
関
係
町
村
税
(三
九、九

一
一円
)
内
訳

四
財

政

二、〇
五
七
番
地

一、九
六
五
番
地
ノ二 在

学
校
敷
地 〃 畑

地

土
地
台
帳

反

八
・四
一
六

九
・
五
〇
〇

一〇
・〇
〇
七

別
(反
)

合 そ 国
民
学
校

役
場
出
張
所

項 行
政
財
産

税
自

転
車
税

狩
猟
者
税
附
加
税 目八〇 八
〇

価

価

一
六三
・五二

七
一六
・五
二
二

一
四
七・〇
〇
五

地
(反)

合 林
産
物
移
出
税

犬 金 税

六
七
二

七
六
〇 額

旧
白
滝
校

11
白
滝
校

摘
要

九
二
九
・四
五

八
八
七・四

五
四
二
・〇
〇

建
(坪
)

三
九、
九
一
一

一三
、八
九
七
五
四
六
六

------- 税

車 民

単 の
他 日

土

六
二
〇

五
二〇

三
、八
四
八
四
八

庫

計 税 税 税

目目
金
額
(円
)

財

項

産

鉱
区
税
附
加
税

営
業
税
附
加
税

家
屋
税
附
加
税

地
租
附
加
税 目

五
三
六

自
動
車
税
附
加
税

税
目五、三

〇
六
・六
〇

三
、四
七
六・二
〇

産
運
用
未
戻
入
額

以
上
ノ
外
ノ
基
本
期
(円
)

五
二
二
荷

三
九
九

1町
「
税

二
九
四

金
額
(円
)

加

目
字
白
滝
原
野
一、三

一一
番
地ノ
三

税
金
額
(円
)

物



一四
財

政 計

三
四
〇
番
地

三三
九
番
地

字
白
滝
原
野三
三
五
番
地

二
墓
地
火
葬
場

計

二、〇
五
八
番
地

一、三
一
一番
地
ノ
六

三
七
四
番
地
ノ
五

一、
九
七三
番
地
ノ二

一、
九
七二
番
地ノ
二

一、三
七
六
番
地

一、〇
八
五
番
地ノ二

二、二
八
七
番
地

二、二
八
六
番
地

一、
四
四
五
番
地ノ
四
二

一、
四
四
五
番
地
ノ三

一、七
二
一
番
地
ノ
一九

字
白
滝
原
野
一、三

七
七
番
地

学
校
敷
地

原

原 宅 原
" "

地

目
反

一六・五
二
二

四
・九二

二
六・六

〇
〇

五
・〇
〇
〇

別
(反)

一四
七・〇
〇
五

一六・五
〇
六

九
・九
二
一

三
五・〇
〇
〇

八・二
〇
三

三
・一
一三

一二
・〇
〇
〇

一〇・
一二
六

一・
六二
〇

三・三
一
〇

八
・五
〇
四

九
〇
・〇
〇

二
〇
・〇
〇
0

六
〇

一〇
〇

一
五
〇
五
C
五
〇
三〇 五
〇
五
〇

五
〇
八
〇
八
〇

一
五
〇
五
〇

六〇 六〇 六〇

価

価

九
九
〇

二
九
四

三
九
六

三
〇
〇 額

二
五、〇
三
三

九
九〇

九
九〇

三
、七
五〇
四
一〇
一五
五

三
六
〇

五
〇
五
八〇
一
六
五
一
六

六
八
〇

一三
、五
〇
〇

一、〇
〇
〇

旧
白
滝
校

白
滝
校

! !

支
湧
別
校

元
支
湧
別
校
敷
地

東
白
滝
校 ""

無
償
附
与

大
正
八
年
一〇
月
二
日

摘

要

11 11

" " "
11

在

墓

土
地
台
帳 畑 〃 ヶ 畑
野 野 地 野

二〇
〇

奥
白
滝
校

支
湧
別
校一四七

所

単



紋
別
郡
白
滝
村

紋
別
郡
丸
瀬
布
村

紋
別
郡
遠
軽
町

な
お
、
白
滝
村
設
置
に
と
も
な
う
財
産
の
処
分
方
法
は
左
記
の
要
綱
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
た
。

「財
産
処
分
方
法
」

戌
地
第
七
〇
八
号
達 計

一、
八
七〇
番
地

一、〇
八
五
番
地

一、四
四
五
番
地

"

一、三
七
六
番
地

二、〇
五
七
番
地

字
白
滝
原
野
一、三

一
一番
地

所

三
建
物
の
部

四財
政

一四八

要

九
二
九・四

五

一
二・〇

〇
三〇
・〇
〇

六
六
・〇
〇

二二
・
五
〇

一〇
九
・〇
〇

二二
・五
〇

一七
三
・五
〇

六
六
・五
〇

一五・七
五

四
一
一・
七〇

価九
五、五

六
五

七
〇
〇

七、八〇
〇

二、二
五〇

11、〇
〇
〇

一、一
二
五

一七
、三
五
〇

六、六
五
〇

九
二
〇

四
一、
一七〇 額

白
滝
出
張
所

白
滝
出
張
所
物
置

奥
白
滝
校
教
員
住
宅

奥
白
滝
校
校
舎

支
湧
別
校
教
員
住
宅

支
湧
別
校
校
舎

旧
白
滝
校
校
舎

白
滝
校
教員
住
宅

白
滝
校
校
舎

摘

..

在

種

1 1 "

木
造
柾
葺
平
家

木
造
亜
鉛
葺
平
家

11

木
造
柾
葺
平
家

11

" "

"

坪
数
(坪)

類
|

六、六
〇
〇

東
白
滝
校
校
舎

紋
別
郡
遠
軽
町
分
割
に
伴
ふ
財
産
処
分
方
法
左
の
通り
定
め
る
。



昭
和二
十
一
年
八
月
一
日

北
海
道
庁
長
官

増
田
甲
子
七

公
用
財
産
は
其
の
所
在
町
村
の
帰
属
と
す
る
。

一学
校
基
本
財
産
で
ある
土
地
は
其
の
所
在
町
村
の
帰
属
と
す
る
。

一

三
学
校
基
本
財
産
で
ある
預
金
及
び
現
金
は、
昭
和二
十
年
度
町
税
調
定
額
中
配
付
税
を
除
き
地
租、
家
屋
税、
営
業
税、
段
別
税
各
本
税
の
百

二分
の
二
百
の
額
及
び
其
の
他の
町
税
額
を
各
所
属
別
に
計
算
し
た
合
計
額、
昭
和二
十
一
年
四
月
一
日
現
在、
国
民
学
校
児
童
数
及
び
昭
和二
十

一
年
四
月二
十
六
日
現
在
人
口
に
比
準
し
て
分
割
す
る
。

四
普
通
基
本
財
産
及
び
備
荒
基
本
財
産
で
ある
預
金
及び
現
金
は
昭
和二
十
年
度
町
税
調定
額
中
配
付
税
を
除
き
地
租、
家
屋
税、
営
業
税、
段

別
税
各
本
税
の
百
分
の
二
百
の
額
及
び
其
の
他
の
町
税
額
を
各
所
属
別
に
計
算
し
た
合
計
額、
昭
和
二
十
一年
四
月二
十
六
日
現
在
人
口
に
比
準

し
て
分
割
す
る
。

五
町
債
は
母
町
の
帰
属
と
し
之
が
償
還
は
左
の
方
法
に
依
る
も
の
と
す
る
。

一
般
会
計
負
担
に
属
す
る
歳
入
欠
陥
補
塡、
道
路
側
溝
費、
災
害
復
旧
土
木
費、
土
木
費
、
火
葬
場
建
築
費
充
当
の
負
債
は
四
の
例
に
依
り

イ毎
年
度
償
還
額
を
分
割
し
分
村
は
該
町
債
償
還
年
度
間
分
担
額
を
母
町
に
給
付
す
る
も
の
と
す
る
。

一
般
会
計
負
担
に
属
す
る
国
民
学
校
営
繕
費
充
当
の
負
債
は、
三
の
例
に
依り
毎
年
度
償
還
額
を
分
割
し
分
村
は
該
町
債
償
還
年
度
間
分
担

額
を
母
町
に
給
付
す
る
も
の
と
す
る
。

ハ
負
債
整
理
事
業
資
金
転
貸
債
及
び
自
作
農
創
設
事
業
資
金
転
貸
債
は
母
町
の
帰
属
と
す
る
。

六
普
通
基
本
財
産
支
消
補
填
金
は
四
の
例
に
依り
分
割
す
る
。

七
学
校
基
本
財
産
支
消
補
填
金
は三
の
例に
依
り
分
割
す
る
。

八
退
隠
料
及
び
遺
族
扶
助
料
は
母
町
の
帰
属
と
し
現
在
支
給
し
て
い
る
も
の
に
付
て
は
四
の
例に
依
り
毎
年
度
支
給
額
を
分
割
し
、
分
村
は
支
給

事
由
消
滅
す
る
ま
で
其
の
分
担
額
を
母
町
へ
給
付
す
る
も
の
と
す
る
。

現
に
支
給
停
止
中
の
も
の
に
付
て
は、
支
給
事
由
発
生
し
た
る
と
き
分
村
当
時
に
於
け
る
支
給
額
を
算
出
し
之
を
四
の
例
に
依
り
毎
年
度
支
給

額
を
分
割
し
分
村
は支
給
事
由
消
滅
す
る
に
至
る
ま
で
其
の
分
担
額
を
母
町
へ
給
付
す
る
も
の
と
す
る
。

四
財

政
一四九



180
四
財

政

終
戦
の
混
乱
期
に
分
村
し
た
本
村
は、
財
政
規
模
も
拡
大
の
一
途
を
た
ど
り
つ
つ
あ
る
時
に
あ
た
り、
財
政
的
に
決
し
て
楽
観
を

許
さ
れ
な
い
も
の
が
あ
っ
た
が、
わ
が
国
に
お
け
る
戦
後
の
復
興
め
ざ
ま
し
く
、
平
和
産
業
の
勃
興
に
よ
っ
て
経
済
の
成
長
も
し
だ

いに
た
か
ま
り
つ
つ
あ
った
。

昭
和二
十
四
年
五
月
シ
ャ
ウ
プ
税
制
使
節
団
の
来
日
に
よ
っ
て
地
方
財
政
の
窮
状
を
認
め、
自
治
権
確
立
の
た
め
に
地
方
税
制
の

自
主
性
を
大
い
に
強
化
す
る
必
要
を
指
摘、
い
わ
ゆ
る
シ
ャ
ウ
プ
勧
告
に
よ
っ
て
次
の
よ
う
な
税
制
改
正
が
翌
二
十
五
年
七
月
公
布

さ
れ
た
の
で
あ
る
。

1
地
方
税
全
般に
わ
たり
、
そ
の
負
担の
合
理
化
と
均
衡
化
を
徹
底
す
る
た
め、
所
得
お
よ
び
財
産
に
対
す
る
課
税
を
重
く
し、
流
通
に
対
す
る

課
税
を
整
理
す
る
と
と
も
に
、
消
費
に
対
す
る
課
税、
事
業
に
対
す
る
課
税
を
軽
減
す
る
。

二
地
方
税
制
の
自
主
性
を
強
化
す
る
た
め
課
税
標
準、
税
率
等
に
つ
いて
の
地方
団
体
の
権
限
を
拡
充
す
る
。
ま
た、
税
務
行
政
の
責
任
の
帰
属

を
明
確
に
す
る
た
め、
道
府
県
税
と
市
町
村
税
を
完
全
に
分
離
す
る
。

三
住
民
の
市
町
村
行
政
に
対
す
る
関心
の
増
大
を
求
め、
も
っ
て
地
方
自
治の
基
盤
を
培う
た
め、
有
力
な
直
接
税
を
市
町
村
税
と
し
て
与
え
、

そ
の
収
入
を
強
化
す
る
。

四
地
域
間
に
お
け
る
地
方
税
負
担
の
衡
平
化
を
期
す
る
た
め、
税
率
を
全
税
目
に
わ
た
っ
て
明
確
に
規
定
す
る
。

一
国

現
在、
わ
が
国
で
課
税
さ
れ
て
い
る
税
に
は、
国
が
徴
収
し
て
い
る
国
税
と、
地
方
公
共
団
体
の
徴
し
て
い
る
地
方
税
が
あ
る
が、

そ
の
内
容
は
次
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。

税
所
得
税、
法
人
税、
相
続
税、
贈
与
税、
酒
税、
物
品
税、
入
場
税、
砂
糖
消
費
税、
揮
発
油
税、
地
方
道
路
税、
石
油
ガ
ス
税
、
ト
ラ

ン
プ
類
税、
通
行
税、
取
引
所
税、
有
価
証
券
取
引
税、
印
紙
税、
登
録
税、
関
税、
と
ん
税、
特
別
と
ん
税



二
地
方
税

1
道
府
県
税

道
府
県
民
税、
事
業
税、
不
動
産
取
得
税、
道
府
県
た
ば
こ
消
費
税、
娯
楽
施
設
利
用
税、
料
理
飲
食
等
消
費
税、
自
動
車
税、
鉱区
税、

狩
猟
免
許
税、
道
府
県
法
定
外
普
通
税、
軽
油引
取
税、
水
利
地
益
税、
入
猟
税、
道
府
県
の
固
定
資
産
税

2
市
町
村
税

税、
入
湯
税、
都
市
計
画
税、
水
利
地
益
税、
共
同
施
設
税、
国
民
健
康
保
険
税

市
町
村
民
税、
固
定
資
産
税、
軽
自
動
車
税、
市
町
村
た
ば
こ
消
費
税、
電
気
ガ
ス
税、
鉱
産
税、
木
材
引
取
税、
市
町
村
法
定
外
普
通

昭
和
二
十
六
年
地
方
税
法
の
一
部
改
正
が
あ
り、
市
町
村
民
税
は
法
人
税
割
が
設
け
ら
れ
る
と
と
も
に、
給
与
所
得
者
に
対
す
る

特
別
徴
収
制
度
が
設
け
ら
れ、
ま
た、
市
町
村
税
と
し
て
国
民
健
康
保
険
税
が
設
け
ら
れ
た
。

翌
二
十
七
年
広
告
税
お
よ
び
接
客
人
税
が
廃
止
さ
れ、
入
場
税、
遊
興
飲
食
税
の
税
率
が
引
下
げ
ら
れ
た
。

さ
ら
に
昭
和
二
十
九
年
に
改
正
が
加
え
ら
れ、
道
府
県
民
税
の
創
設、
附
加
価
値
税
の
廃
止、
事
業
税
に
つ
い
て
は
基
礎
控
除
を

引
上
げ
、
税
率
を
引
下
げ
た
。
ま
た
、
不
動
産
取
得
税
、
道
府
県
た
ば
こ
消
費
税
お
よび
市
町
村
た
ば
こ
消
費
税
、
揮
発
油
譲
与
税

等
の
創
設
、
入
場
税
が
国
税
に
移
さ
れ、
そ
の
税
収
入
の
九
〇
幹
を
道
府
県
に
譲
与
税
と
し
て
人
口
に
よ
り
配
分
す
る
こ
と
と
し
、

自
転
車
税
お
よ
び
荷
車
税
を
統
合
し
て
自
転
車
荷
車
税
と
さ
れ
た
。

昭
和三
十
一
年
軽
油
引
取
税
が
創
設
さ
れ、
国
有
資
産
所
在
市
町
村
交
付
金
お
よ
び
納
付
金
の
制
度
が
創
設
さ
れ
た
。
翌
三
十
二

年
入
湯
税
が
目
的
税
に
かえ
ら
れ
、
三十
三
年
に
は
自
転
車
荷
車
税
が
廃
止
さ
れ
て
軽
自
動
車
税
が
設
け
ら
れ
た
。
こえ
て
昭
和
三

十
六
年
遊
興
飲
食
税
が
料
理
飲
食
等
消
費
税
に
改
め
ら
れ、
翌
三
十
七
年
入
場
譲
与
税
が
廃
止
と
な
り
、
さ
ら
に
翌
三
十
八
年
狩
猟

者
税
を
廃
止
し
て
狩
猟
免
許
税
と
入
猟
税
が
設
け
ら
れ
た
。

四
財

政
一五一
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別
表
は
昭
和三
十
三
年
度
と
昭
和
四
十
四
年
度
の
歳
入
歳
出
の
決
算
状
況
で、
一般
会
計
歳
入
決
算
総
額
に
つ
い
て
は
こ
の
十
一

年
間
に
お
よ
そ
五・五

倍
に
ふ
く
れ
上
っ
て
いる
が、
地
方
交
付
金
は
お
よ
そ
八
・九
倍
(昭
和
三
十
三
年
度
の
比
率
は
約二
八
乾
、

昭
和
四
十
四
年
度
の
比
率
は
約
四
五
幹
)
に
も
な
っ
て
お
り
、
地
方
交
付
金
の
村
財
政
に
与
え
て
い
る
比
重
が
い
か
に
高
い
か
を
う

か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

昭和33年度歳入決算状況 (単位 円)

款 別 予 算 額 収 入済額

村 税 19,180,000 19,480,503

地 方 交 付 金 11,452,000 11,452,000

公営企業及び財産収入 3,177,000 3,162,449

使用料及 び 手 数料 675,000 661,916

国 庫 支 金 2,032,000 2,060,143

道 支 出 金 1,178,000 1,212,732寄
繰
雑
村
繰
合

越
収 647,000 419,102

1,500,000 1,500,000

入 150,000

41,496,000 41,432,423

昭和33年度歳出目的別決算状況

款 別 予 算現額 支出 済額

議
役
消
土
教

会 費
費
費
費
費

9,341,247 9,329,627
820,000 767,837

木 2,164,000 2,080,758
育 12,189,000 12,040,476

社会及び 労働施設費 319,000 298,914

保 険 衛

生 費

990,000 928,584

産 業 経 済 費 4,350,000 4,165,315財
統
選
公
諸
予
合

支 出

6,457,000 6,074,428備

費
費
費
費
金
費
計

55,000 47,215

計

産
調
挙
債

査

466,000 415,103

1,504,000 1,499,799

34,083
41,496,000 40,371,096

附 121,000 100,000

1,384,000 1,383,578

金
金
入
債
金
計

776,000 754,575

場
防

2,030,670 1,968,468

政

一三三



四
財

昭和44年度各会計決算状況
一 般 会 計

(歳 入) (単位 円)

種 別 予 算 現 額 決 算 額

村 税 32,549,000 35,117,085
自 動 車 取 得 税 交 付 金 2,349,000 3,087,000
地 方 交 付 金 101,706,000 102,115,000
使 用 料 及 び 手 数 料 3,718,000 3,696,923
国 庫 支 出 17,961,000 18,106,355道

財
寄
繰
繰
諸
村
合

支
産

出
収

4,199,000 4,469,899
10,000

5,136,000
12,579,000 12,579,642
5,479,000 5,908,890
22,650,000 22,700,000
222,460,000 227,249,071

(歳 出)

種 別 予 算 現 額 決 算

額

議
総
民
衛
労
農
商
土
消
教
災
公
諸
予
合

6,930,000 6,833,196
45,275,000 42,338,798
13,142,000 12,854,302
5,929,000 5,260,097
140,000 135,000

林 水 産 業 26,061,000 24,592,724工
木

50,837,000 49,816,265
防 2,513,000 2,259,899

55,999,000 54,442,284
害

育
復
債 旧 10,000 0

9,940,000 9,937,225支 出

1,663,000 1,636,500
備 333,000 0

222,460,000 213,681,689

費
費
費
費
費
費
費
費
費
費
費
費
金
費
計

3,688,000 3,575,399

会
務
生
生
働

料
金
金
入
金
金
金
入
債
計

14,124,000 14,332,277

附
入
越
収

5,136,000

一三三

政



財

国民健康保険事業特別会計
(収 入)

産 収 入 科 目 歳 入 決 算 額

国 保 税 5,295,888
使用料及び手数料 6,720

国 庫 支 出 金 8,939,917

財 産 収 入 78,326

繰 越 2,122,321諸
合

収

金
入
計 16,450

16,459,622

(支 出)

支 出 科 目 歳 出 決 算 額

総 務 費 2,326,185
保 険 給 付 費 11,582,762

基 金

積 立

78,326
諸 支 出 2,000

予

備

金
金
費
計

13,989,273

簡易水道事業特別会計
(収 入)

収 入 科 目 歳 入 決 算 額

使用料及び手数料 2,468,265

繰 越 金 258,431
諸 収 入 1,498,900

財 産 収 入 3,000
合 計 4,228,596

(歳 出)

歳 出 科 目 歳 出 決 算 額

総
水
公
予
合

務
773,692

水 道 管 理 費

管
債

費
費
費
費
計

2,320,949
1,058,988

0

4,153,629

四
財

文
教
施
設
整
備
基
金

土
木
機
械
整
備
基
金

財
政
調
整
積
立
金

普 行 種

通 政

財 財

産 産 別

四八七・九

土
地
(診)

物

四、〇〇四
一三、三

七

建
物
(cm)

件

二、九六〇、二五四
三
、〇九三、一二六

預
金

(円
)

車 種

輛

財
政
調
整
基
金

国
民
健
康
保
険
事
業 別

ド
ー
ザ
ー
シ
ョベ
ル

ニ
バ

イ
ク

ダ
ン
プ
ト
ラ
ッ
ク
一
じ
ん
芥
車

肖 乗 物

用

土
地
(診
)
建
物
(6)

件

三、〇三七、010

預
金

(円
)

八 一一 一

消
防
ポ
ン
プ
車

四
雪
上
車

車
四
グ
レ
ー
ダー

(昭
和
四
十
六
年
三
月
現
在
)

政
一五四

備

0

合
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政

三
八
年
度

三
七
年
度

三
六
年
度

三
五
年
度

三
四
年
度

三
三
年
度

三
二
年
度

三
一
年
度

三
〇
年
度

二
九
年
度

二
八
年
度

二
七
年
度

二
六
年
度

二
五
年
度

二
四
年
度

二
三
年
度

昭
和
二
二
年
度

至三
月

昭
和
二
一
年
口八月 度

予

八
一、〇二

九、〇
〇
〇

八
一、
七二三
、〇〇
〇

六
五、五〇

五
、〇
〇

四
八、七三

五、〇
〇

四
一
、七〇

八、〇
〇

四
一
、四
九
六、〇

四
三
、五
九
七、〇

三二
、九二

四、〇
〇
0

三二
、六
〇
二
、〇
〇

四
六、五

五
一、〇
〇
〇

三三
、〇
八
五、六

九〇
二
六、四

三
三
、六
四〇

二
四、〇
〇
一、二

七
五

一九、二
二
二、
一
六
〇

一四、一
七
九、九〇

〇
一三
、一二

八、
四二
九

四、一三
〇、〇

三
二

五三
〇
、七
四
〇

算
額
(円
)

歳
決

入
(円
)
算
歳

七
九、五三

七、三
九
六

七
九、七〇

五、二
八〇

六三
、九
八
三
、六
四
一

四
七、七
三
八、六

七
一

一、
一八
〇

四
〇
、四
五
二
、二
三
四

四〇
、三
七
一、〇

九
六

四二
、〇
二
八、二

八四
三
一、六
八
一、一二

八
二
五、四
九
八、七〇

二
四
二
、八三

二、九
一
三

二六、
一〇
七、三
五
七

二二、八
四
九、一
八
五

一八、二〇
二
、七
六
八

一七、一二
四、七

八
六

一
一、二
二
八、八

六
七

九、二
〇
五、七

六
八

二、三
五
五、五

四
八

四三
二
、六
七
五

出
(円
)

額

一、
九
六
一

一、九
七
八

一、五
八
六

一、〇
〇
九

一、〇
〇
四

一、〇
五
五

七
九
七

七
八
九

一、
一二
七

八〇
一

六三
七

五
八
一

四
六
五

三
三
九 5

三
一七 一二 数

一般
会
計
年
次
別
予
算
と
決
算
の
動
向

年

" 11 " 11 11

八二、五五
七、〇
六
九

八〇
、九二

八、八
九三

六
六、三

四
七、
一四
四

四
九、五三

七、一
四
六

四
二
、〇
六
四、二
七
三

四
一、
四三
二
、四
二三

四三
、四
一
二、
八六
二

三二
、五
六
九、七

五
五

二六
、三
九
二
、九
五
七

四
四、二

六
六、一

九二
三
一、四
六
四、九二

一
二三
、〇
〇
九、四
一八

一九、九
九
一、〇
三
九

一七、二
三
三
、一
六
一

一
、
二
七
四、六
八
八

九、三
〇
七、三

八
一

三
、〇
一
四、七

九二
四
四
一、三

九
五

一至五 指

0 0

11

" "
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(指
数
は
昭
和二
十
二
年
度
予
算
額
を
一〇
〇
と
す
る)

" 1 1

四
四
年
度

四
三
年
度

四
二
年
度

四
一
年
度

四〇
年
度

昭
和
三
九
年
度

二二
二
、四
六
〇
、〇
〇
〇

一九
九、八

二
六、〇

一八
二
、八
八
七
、〇

一
二三、九

二
〇
、〇

九〇
、二
一〇

〇
〇

一〇
五、六

六
一、〇
〇

O
0

二〇
二
、二
二
四、
一
一四

一八
五、五
六
三
、八
二
三

一五
三
、〇
四
七、一

四三
一
一七、

一三
〇
、九
七○

一〇
八、二
〇
〇
、六
四
〇

二
一三
、六八

一
、六
八
九

一八
九、六
四
四、四
七二

一七
五、九

九
六、
一六
九

一四
五、三
〇
一、二
二
四

一〇
八、七

八〇
、七
七
三

一〇
四、二
一
七、七

六
〇

五、三
〇
八

四、八
三
八

四
、四
二
八

二、七
五
八

二、一八
四

二、五
五
八

政
一五六

二二
七、二

四
九、〇
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一



五
産
業
・
経
済

第
一章

農
業

第
一
節
農
業
の
起
り

明
治
維
新
前
に
お
け
る
北
海
道
の
産
業
は、
主
と
し
て
漁
業
に
よ
る
も
の
が
多
く
、
農
業
部
門
は
そ
の
い
ず
れ
も
が
技
術
的
に
未

熟
で
、
か
な
り
以
前
から
栽
培
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
馬
鈴
薯
に
し
て
も
そ
の
耕
作
は
ま
こ
と
に
幼
稚
な
も
の
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。
ま

た
薬
草
の
栽
培、
牛、
馬
、
豚、
緬
羊
の
試
育
も
行
な
わ
れ
る
な
ど
北
海
道
の
開
拓
に
意
欲
的
で
あ
っ
た
こ
と
は
ゆ
が
め
な
い
事
実
で

あ
ろ
う
。
北
海
道
の
開
拓
振
興
に
大
い
に
力
を
い
た
し
た
明
治
政
府
が
農
業
技
術
の
導
入
に
と
、
ア
メ
リ
カ
よ
り
、
牛
、
緬
羊
の
輸

入
と
と
も
に
招
い
た
技
術
者
エ
ド
ウ
ィ
ン
・
ダ
ン
が
明
治
八
年
五
月
北
海
道
に
出
張
の
み
ぎ
り
、
滞
在
中
欧
米
な
み
の
近
代
農
業
を

指
導
し
、
や
が
て
北
海
道
農
業
の
父
と
謳
わ
れ
た
が、
そ
の
実、
開
拓
の
土
台
は
明
治
維
新
以
前
に
粒
辛々
苦、
微
弱
な
が
ら
も
敷

か
れ
て
い
た
ので
あ
る
。
か
る
が
ゆ
え
に
開
拓
使
の
事
業
も
産
業
も
比
較
的
順
調
に
進
む
こ
と
が
で
き
た
と
い
え
よ
う
。

湧
別
地
方
に
お
け
る
農
耕
の
起
り
は
、
網
走
郡
役
所
に
勤
務
し
て
い
た
半
沢
真
吉
が
明
治
十
五
年
春、
職
を
辞
し
て
湧
別
浜
五
番

地
に
移
住、
土
人
を
使
っ
て
五、
六
畝
の
土
地
を
開
墾、
馬
鈴
薯、
大
麦
の
ほ
か
大
根
な
ど
の
野
菜
を
栽
培
し
た
の
が
和
人
に
よ
る

第

一
章

農

業
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五
産
業
・
経
済

農
耕
の
始
めで
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

明
治
十
四
年
春、
北
海
道
拓
殖
状
況
を
聞
き
感
激し
た
高
知
県
人
徳
弘
正
輝
は、

一時
網
走
郡
役
所
海
産
税
吏
と
し
て
奉
職
し
た

が
、
同
年
十
月
辞
職
し
て
湧
別
に
移
住
、
翌
十
五
年
大
阪
人
和
田
麟
吉
と
共
同
し
て
付
近
を
開
墾
、
馬
鈴
薯
の
栽
培
を
行
な
っ
た
と

い
う
。
根
室
県
勧
業
雑
報
(明
治
十
六
年
十
二
号
)
に
当
時
の
様
子
を
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

「農
業、
紋
別
郡
湧
別
村
ラ
最
ト
ス、
和
田
麟
吉
ト
云
フ
者
、
半
沢
真
吉
ニ
ツ
ギ
着
手
セリ
、
半
沢
ノ
報
告
ニ
ョ
レべ
馬
鈴
薯
ノ
如
キ
ハ
一顆
大
体

二百
六
、
七
十
タ、
小
モ三
、
四
十
タ
ラ下
ラ
ズ
ト
云
フ
」。

徳
弘
は
そ
の
後
明
治二
十
年
十
月
放
牧
地
を
求
め
て
湧
別
海
岸
よ
り
草
木
の
成
長
に
可
良
な
清
水
湧
く
、
今
の
中
湧
別
の
地
に
移

り
、
農
業
の
ほ
か
畜
牛
の
飼
育
に
専
念
す
る
な
ど
湧
別
開
発
に
大
き
く
貢
献
し
た
。

道
庁
の
殖
民
政
策

明
治
十
九
年
(一
八
八
六
)
一月
北
海
道
庁
が
設
置
さ
れ
る
や、
北
海
道
の
未
開
地
開
拓
推
進
に
つ
い
て

従
来
行
な
わ
れ
て
い
た
移
民
に
対
す
る
各
種
の
直
接
保
護
政
策
を
改
め、
開
拓
の
基
礎
と
な
る
べ
き
条
件
を
と
と
の
え
、
本
州
の
資

本
家
誘
致
に
よ
る
開
拓
へ
と
方
策
を
樹
て
た
。

明
治
五
年
十
月
太
政
官
布
告
に
よ
っ
て
発
せ
ら
れ
た
「北
海
道
土
地
売
貸
規
則
」
に
も
と
づ
き
国
有
地
の
処
分
を
行
な
わ
れ
て
き

た
が、
地
価
格
差、
土
地
の
処
分
方
法
等
に
つ
い
て
欠
陥
が
あ
っ
た
の
で、
明
治
十
九
年
六
月
「北
海
道
土
地
払
下
規
則
」
を
制
定

し、
従
来
の
弊
害
を
除
こ
う
と
は
か
っ
た
。
北
海
道
土
地
払
下
規
則
の
特
徴
は、

一、
地
所
の
種
類
す
な
わ
ち
宅
地、
耕
地、
海
産
干
場、
牧
場、
山
林
の
別
に
よ
っ
て
お
の
お
の
の
処
分
法
を
明
ら
か
に
し
た
。

二、
一人
十
万
坪
(三
三
紛
)
を
限
度
と
す
る
土
地
払
下
面
積
の
制
限
はこ
れ
ま
で
ど
お
り
で
あ
っ
た
が
、
例
外
規
定
を
設
け
て
大

地
積
処
分
の
途
を
開
い
た
。

一五八



三、
土
地
の
即
売
制
度
を
廃
止
し
、
開
墾
希
望
者
が
土
地
を
選
定
し
、
か
つ
無
償
貸
付
け
期
間
を
定
め、
期
間
内
に
開
墾
利
用
の
事

業
を
完
成
さ
せ
た
者
に
つ
き
こ
れ
を
売
払
い
所
有
権
を
与
え
る
こ
と
に
し
た
。

四
、
土
地
代
価
を
従
来
の
三
等
級
を
改
め
一
律
に
一千
坪
(三
三
ダ)
に
つ
き
一円
と
し
た。

五、
売
払
っ
た
土
地
は
そ
の
翌
年
から
十
年
間
(明
治二
十
二
年
に
は
二
十
ヵ
年
に
延
長
さ
る
)
地
租
お
よ
び
地
方
税
免
除
と

し
た
。

こ
こ
に
お
い
て
全
道
的
に
殖
民
地
選
定
事
業
が
道
庁
の
手
に
よ
っ
て
開
始
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
同
十
九
年
八
月
ま
ず
石
狩
・
胆
振

方
面
から
着
手
し
、
明
治二
十
二
年
に
一
応
の
完
成
を
み
た。
主
と
し
て
大
原
野
の
み
で
あ
っ
た
が、
実
に
約
九
五
万
診
の
選
定
を

了
し
た
と
公
報
さ
れ
て
い
る
。

殖
民
地
選
定
事
業
に
つ
い
で
行
な
わ
れ
た
土
地
区
画
の
設
定
に
は
カ
ナ
ダ
方
式
を
採
用、直

角
法
を
用
い
間
口
百
間
(
一八
二
話
)

奥
行
百
五
十
間
(二
七三
M)
の
五
町
歩
(五

)
を
一
区
画
と
し
、
ま
ず
基
線
を
設
定
し
、
こ
れ
に
平
行
し
て三
百
間
(五
四
五

M)
ご
と
に
区
画
道
路
を
設
け
「
線
」
と
な
し
、
基
線
に
直
角
の
道
路
を
「
号
」
と
し
、
三
百
間
ご
と
に
道
路
を
設
け
る
よ
う
に
し

た
。
か
く
し
て
五
町
歩
一
区
画
一
戸
分
を
小
区
画、
小
区
画
六
戸
分
(三
十
町
歩)
を
中
区
画、
中
区
画
九
個
分
(二
百
七
十
町
歩
)

を
大
区
画
と
し、
通
常
小
区
画
と
称
す
る
一戸
分、
つ
ま
り
五
町
歩
に
農
家
一
戸
を
入
植
さ
せ
る
方
策
を
と
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た、

こ
の
区
画
設
定
の
時
に
は
道
路
・
排
水
溝
の
敷
地、
防
風
・
風
致・
水
源
涵
養
な
ど
の
保
安
林、
官
衙
・
学
校
・
病
院
・
社
寺
等
の

敷
地、
墓
地、
公
園、
市
街
予
定
地
な
ど
等
の
用
地
が
設
け
ら
れ
た
。

か
く
し
て
北
海
道
へ
の
移
民
は
個
人
、
団
結
の
別
な
く
全
国
各
県
よ
り
陸
続
と
し
て
入
り
来
た
り
、
開
拓
入
植
が
進
む
に
つ
れ
て

道
路
、
橋
梁
等
の
土
木
事
業
が
こ
れ
に
追
い
つ
け
ず
異
常
な
遅
れ
を
来
た
し
、
労
働
力
の
不
足
に
頭
を
か
か
え
た
道
庁
は
つ
い
に
そ

第
一
章
農
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の
労
働
力
の
補
充
に
囚
人
を
使
役
し
て
突
貫
作
業
に
よ
る
道
路
の
開
削
を
断
行
し
た
の
で
あ
る
。

湧
別
原
野
の
区
画
測
設

道
内
主
広
域
原
野
の
殖
民
地
選
定
事
業
は
湧
別
原
野
も
対
象
と
さ
れ
る
と
こ
ろ
と
な
り、
明
治
二
十

二
年、
左
記
の
ご
と
き
上
湧
別、
下
湧
別
両
原
野
の
選
定
が
行
な
わ
れ
た
。

上
湧
別
原
野

面
積
・
一千
四
百二
十
万
八
千二
十
五
坪
(
約
四、七三

六
診
)

内
訳
・
五
百
四
十
万
八
千
五
十
坪
(約
一、八〇

二
診)…
…
湿
地
(耕
耘
適
地)

二
百
五
十
五
万
八
千
四
百
二
十
五
坪
(
約
八
五
三
)…
…
平
野
樹
林
地
(耕
耘
適
地
)

六
百
二
十
四
万
一
千
五
百
五
十
坪
(約二
、〇
八
一
)
…
…
高
原
樹
林
地
(放
牧
適
地
)

下
湧
別
原
野

面
積
・
一
千
八
百
五
十
七
万
六
百
坪
(約
六
、
一九
〇
分)

内
訳
・
六百
八
十
一
万
七
千
二
百
五
十
坪
(約二
、二
七二

)…
…
平
野
樹
林
地
(耕
耘
適
地)

百
六
十
一
万二
千
八
百
坪
(
約
五三
八
診)…
…
平
野
草
原
地
(
耕
耘
適
地
)

二
百
五
十
万
一
千
五
十
坪
(約
八三
四
念)…
…
平
野
湿
地
(耕
耘
不
適
地
)

百
五
十
万
坪
(約
五〇
〇
紗)…
…
平
野
泥
炭
湿
地
(耕
耘
不
適
地)

六
百
十三
万
九
千
五
百
坪
(約
二
、〇
四
六
慾)…
…
高
原
地
(放
牧
適
地)

殖
民
地
の
選
定
事
業
は
明
治
二
十二
年
で
中
止
さ
れ
た
わ
け
で
な
く
、
明
治
二
十
三
年
以
降
も
引
き
つ
づ
き
道
内
津
浦々
に々
わ

た
っ
て
散
在
す
る
原
野
の
選
定
が
つ
づ
け
ら
れ
た
。

選
定
に
つ
いで
明
治
二
十
四
年
区
画
測
設
を
了
し
た
湧
別
原
野
は
同
二
十
六
年
十
二
月
に
至
っ
て
湧
別
浜
殖
民
地
の
貸
付
告
示
が

な
さ
れ
、
以
来
高
知、
広
島
団
体
な
ど
堰
を
切
っ
た
か
のご
と
く
各
県
の
団
体
が
入
地
し
、
さ
ら
に
は
屯
田
兵
が
上
湧
別
に、
北

一六〇



海
道
同
志
教
育
会
農
場
が
今
の
学
田
地区
に
移
住
す
る
な
ど
、
年
と
と
も
に人
煙
増
加
し
て
い
っ
た。

白
滝
原
野
の
解
放

湧
別
原
野
の
区
画
測
設
以
来
十
二
年
を
経
た
明
治三
十
六
年
白
滝
殖
民
地
区
画
測
設
が
行
な
わ
れ、
翌三

十
七
年二
月
貸
付
告
示
が
な
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

白
滝
原
野
の
様
子
を
『
上
湧
別
村
誌
』
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

「白
滝
原
野
は
明
治三
十
七
年
二
月
解
放
せら
れ
た
る
殖
民
地
に
し
て、
湧
別
浜
市
街
を
距る
(二
股
市
街
ま
で)
十
五
里
余、
石
狩
比
布
駅
を
距

る
十
八
里、
仮
定
県
道
な
る
中
央
道
路に
沿
い
車
馬
通
行
に
差
し
支
へな
く
、
地
味
又
良
好
な
る
の
み
なら
ず
、
水
質
佳
良
に
し
て
飲
料
に
適
せり
、

同
原
野
は
村
内
最
も
高
燥
の
個
所
たり
、
且
つ
西
南
端
に
位
せる
山
間
な
る
に
拘
ら
ず
降
霜
遅
く
し
て
被
害
甚
だ
勘
く、
穀
菽
登
熟
し
農
耕
に
最
も

適
合
せり
、
他
日
石
狩
北
見
の
連
絡
鉄
道
な
る
旭
遠
線
の
敷
設
せら
れ
る
暁
に
入
ら
ば
急
速
の
発
展
を
来
た
す
は
疑
を
容
れざ
る
処
に
て
四
囲
未
だ

処
女
地
頗
る
多
く、
加
ふ
る
に
林、
鉱
両
産
に
富
み
管
内
宝
庫
の
称
を
檀に
す
。

と
あ
る
。

こ
の
時
解
放
せら
れ
た
殖
民
地
と
は
旧
白
滝、
下
白
滝
の
両
地
区
に
し
て
、
本
村
に
お
け
る
最
初
の
解
放
区
で
あ
る
。

明
治
四
十
四
年
に
至
る
も
な
お
道
内
各
地
に
お
い
て
区
画
測
設
が
あ
り
、
北
見
国
内
に
お
い
て
も
二
十
四
カ
所
に
わ
た
っ
て
測
設

が
行
な
わ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、

○
イ
ワ
オ
ベ
ッ
区
画
地
(遠
音
別
に
属
す
)
○
チ
ャ
シ
コ
ツ
区
画
地
(遠
音
別
に
属
す
)
○
ア
ッ
カン
ベ
ッ
区
画
地
=
旧
画
延
長

(斜
里
郡
朱
円
村
に
属
す)

○
マ
ウ
レ
セプ
区
画
地=
旧
画
延
長
(そ
の
一)
(そ
の二
)
〇
パ
ロ
ー
区
画
地
=
旧
画
延
長
〇
フ

『
区
画
地
=
旧
画
延
長
〇
タ
ツ
ウ
シ
区
画
地
=
旧
画
延
長
(渚
滑
村
に
属
す)
(
そ
の
一)
(
そ
の二
)
(
そ
の
三
)
〇
サ
ク
ルー

区
画
地
=
旧
画
延
長
(そ
の
一)(そ

の二
)
〇
上
モ
オ
ウ
コ
ッ
ペ
区
画
地
(興
部
村
に
属
す
)

滑
両
村
に
ま
た
が
る
)
〇
上
雄
武
区
画
地
〇
上
声
問
区
画
地
〇
上
サ
ロ
ベ
ッ
区
画
地

○
オ
ム
サ
ロ
区
画
地
(サ
ロ
ル
渚

〇
メ
ナ
シ
ベ
ッ
区
画
地
(沙
流
村

.
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に
属
す
)
〇
下
エペ
コ
ロベ
ッ
区
画
地
(天
塩
郡
沙
流
村に
属
す
)

○
オ
ヌ
プ
ナ
イ
区
画
地
(天
塩
村
に
属
す
)
〇
白
滝
区
画
地
(旧
画

延
長
)
で、
殖
民
公
報
に
は
白
滝
区
画
地
の
状
況
を
次
の
と
お
り
記
録

し
て
い
る
。

白
滝
区
画
地

面
積

中
画
二
小
画三
五〇

地

一、
八
三
〇
町
歩理

紋
別
郡
上
湧
別
村
に
属
し
、
旧
区
画
地
を
延
長
し
た
る
も
の
にし
て
東
方

の
一
部
旧
区
画
地
に
接
し、
北
西
南
の
三
面
官
林
に
囲
ま
れ
る
。
湧
別
川
西

方
よ
り
北
部
を
貫
流
し
東
方
に
至
り
山
区
画
地
に
入
る
。
其
支
流
シ
ュー
ベ

ッ
川
南
端
を
流
れ
て
区
画
地
に
入
り
本
流
と
合
す
。

地
勢
南
方
に
漸
昂
し
大
波
状
を
な
す
と
雖
も
概
し
て
平
坦
な
り
。

気
候

初
霜
十
月
上
旬、
終
霜
六
月
中
旬、

初
雪
十
一
月
初
旬、
融
雪
四
月
中
旬、
積
雪
二
尺
内
外
な
り

土
性 性

湧
別
川
沿
岸
地
は
上
層
三
寸
乃
至
六
寸
の
腐
植
質
壤
土
、
次
層
黄
褐
色
埴

質
壌
土
よ
り
成
り、
丘
地
は
上
層
三
、
四
寸
の
黒
色
腐
植
質
壤
土、
次
層
黄

褐
色
植
質
壤
土
よ
り
成
る
。又
沿
岸
地
及
び
傾
斜
地
に
石
礫
の
多
き
所
あ
り
。

区 画 図



植

物

沿
岸
地
は
ヤ
チ
ダ
モ、
アカ
ダ
モ
、
ハン
ノ
キ
、
ヤナ
ギ
、
エン
ジ
ュ
等
の
樹
下
雑
草
生
じ
、
丘
地
は
エ
ゾ
マ
ッ、
トド
マ
ツ、
ア
カ
ダ
モ
、
ガ

ン
ピ
等
の
下
笹
、
イ
ラ
ク
サ、
ナ
ナ
ツバ
、
フ
キ
、
ボ
ウ
ナ
等
生
ず
。

質
清
良
に
し
て
飲
用
に
適
す
。

水交

通
石
狩
国
よ
り
北
見
国
に
通
ず
る
中
央
道
路
本
地
の
北
端
を
通
じ
、
東
方
十
一
里
内
外
に
し
て
遠
軽に
達
し
、
西
方
十
六
里
に
し
て
石
狩
国
比
布
停

車
場
に
達
す
。

農

況

附
近
農
家
は
主
と
し
て
ハ
ッ
カを
栽
培
し、
そ
の
他
自
家
用
と
し
て
稲
黍、
裸
麦、
玉
ネ
ギ、
馬
鈴
薯
等
を
栽
培
す
。

右
の
記
録
に
示
さ
れ
る
が
ご
と
く
農
作
物
の
栽
培
に
好
適
な
腐
植
土
が
多
い
た
め
、
石
礫
地
帯
多
し
と
い
え
ど
も
解
放
以
来
あ
い

つ
いで
の
入
植
者
が
あ
っ
た
と
いえ
よ
う
。
『
上
湧
別
村
誌
』
に
よる
と
次
表
の
ご
と
く
原
野
耕
地
に
等
級
が
付
さ
れ
、
白
滝
原
野
が

二
等
地
と
査
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
う
な
ず
け
る
こ
と
で
あ
る
。

原
野
耕
地
等
級

級

地 地 地

本
村
農
耕
の
起
り

111 二 1 等

野

名

称

学
田
一
部、
北
兵
二
区
、
三
区
、
サ
ナ
フ
チ、
イ
ク
タ
ラ
、
白
滝、
セ
ト
セ
、
マ
ル
セ
ッ
プ
、
ム
リ
ー

学
田
大
部、
北
兵
二
区
、
三
区
の
高
台、
富
美

明
治二
十
五
年
中
央
道
路
(現
・
主
要
道
道
遠
軽
上
川
線
道
路)
の
完
成
に
よ
っ
て
翌
二
十
六
年
滝
の
上
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済

(八
号)
駅
通
が
設
置
さ
れ、
駅
通
取
扱
人
と
し
て
札
幌
在
住
の
中
沢
兼三
郎
が
任
命さ
れ
た
が
養
子
の
中
沢
沢
治
が
代
っ
て
着
任、

業
務
の
か
た
わ
ら
敷
地
内
わ
ず
か
ば
か
り
の
土
地
を
開
い
て
野
菜
、
馬
鈴
薯
な
ど
を
栽
培
し
た
。
こ
れ
本
村
農
耕
の
初
め
と
い
え
よ

う
。明
治三
十
三
年
石
北
峠
休
泊
所
(の
ち
石
北
峠
駅
通
所
と
な
る
)
の
取
扱
人
と
し
て
峠
入
り
し
た
石
上
藤
蔵
も
や
は
り
野
菜
畑
を

お
こ
し
大
根
な
ど
の
野
菜
を
作
っ
た
が、
標
高
八
〇
〇
ぶ
に
及
ぶ
高
地
な
る
が
た
め
気
候
極
度
に
悪
く
将
来
性
に
欠
け
る
を
さ
と
っ

て
明
治三
十
五
年
春、
未
だ
区
画
測
設
も
終
ら
ぬ
旧
白
滝
十
七
号
中
央
道
路
筋
に
許
可
入
地、
開
拓
の
鍬
を
振
っ
た
。
作
付
お
よ
び

作
況
に
つ
い
て
は
つ
ま
び
ら
か
で
は
な
い
が
、
野
菜
は
も
と
よ
り
、
し
だ
い
に
馬
鈴
薯、

ハ
ッ
カ
の
耕
作
も
な
し
、
明
治
三
十
七
年

解
放
と
と
も
に
こ
の
地
(白
滝
原
野
百
二
十
八
番
地
と
百
三
十
番
地
=
殖
民
区
画
割
番
地
に
よ
る
)
お
よ
そ
二
万
一千
坪
(約
七
診
)

の貸
付
け
を
受
け
た
。
ま
た
明
治
三
十
七
年
解
放
さ
れ
て
以
来
初
め
て
印
刷
さ
れ
た
白
滝
殖
民
地
区
画
図
(明
治
三
十
八
年
三
月
二

十
七
日
初
刷
)
を
み
る
と
、
す
で
に
一
千
坪
を
上
回
る
畑
地
の
あ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
れ
本
村
に
お
け
る
本
格
的
な
農
業
従

事
者
の
初
め
と
い
え
よ
う
。

そ
の
後
明
治
四
十
二
年
山
本
治
作、
同
年
十
一
月
太
田
熊
吉
、
吾
妻
祝
吉
、
翌
四
十
三
年
四
月
青
山
右
近、
内
田三
蔵、
同
年
秋

菊
地
長
治、
小
笠
原
伊
勢
松
ら
あ
い
つ
い
で
旧
白
滝
に
個
人
入
植
を
な
し
開
墾
に
精
を
出
し
た
。

旧
白
滝
よ
り
お
く
れ
て
解
放
と
な
っ
た
白
滝
原
野
に
は、
明
治
四
十
五
年
貸
付
告
示
さ
れ
る
や
同
年三
月
植
芝
盛
平、
倉
橋
伝三

郎
を
正
副
団
長
と
す
る
紀
州
和
歌
山
団
結
(団
体
の
こ
と
)
五
十
四
戸
が
白
滝
・
上
白
滝
間
中
央
道
路
沿
い
に
入
植、
こ
こ
に
お
い

て
白
滝
開
拓
の
基
礎
が
固
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
以
来
大
正
二、
三
年
に
か
け
て
秋
田、
宮
城、
福
島、
山
形、
奈
良、
長
野
の
各
県

団
体
あ
る
い
は
個人
入
植
等
新
開
地
を
求
め
て入
り
来
る
も
の
本
村
全
域
に
及
び、
そ
れ
ぞ
れ
着
手
小
屋
を
建
て
樹
林
生
い
茂
る
未
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支湧別原野開墾着手当時

開
の
地
に
開
拓
の
汗
を
流
し
つ
づ
け
た
。

ハ
ッ
カ

ハ
ッ
カ
の
医
薬
価
値
を
知
っ
たの
は
意
外
に
古
く、一

六三
五
年ご
ろ
山
城
(京
都)

大
和
(
奈
良)
両
地
方
に
野
生
の
も
の
を
漢
方
医
が
清
涼
剤
と
し
て
使
用
し
た
こ
と
に
始
ま
る
と
い

わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
そ
の
栽
培
に
つ
い
て
は
か
な
り
お
く
れ、一

八
二
〇
年
ご
ろ
備
中
(
岡
山)
の

秋
山
熊
太
郎
な
る
人
が
江
戸
(東
京)
よ
り
持
ち
帰
り
た
る
若
干
の
「種
根」
を
試
作
し
た
の
が
最

初
で
、
雨
来
岡
山
県
下
に
、
さ
ら
に
長
野、
山
形
県
等
にも
波
及さ
れ
た
と
通
説
と
し
て
残
っ
て
い

る
。本
道
に
お
け
る
ハ
ッ
カ
栽
培
は
明
治
十
八
年
山
形
県
よ
り
種
根
を
移
入
し
胆
振
地
方
に
お
い
て
試

作
し
た
の
が
最
初
と
さ
れ
て
い
る
が
、
明
治
二
十
五
年
上
川
郡
永
山
村
の
屯
田
兵
石
山
伝
太
郎
が
郷

里
山
形
県
東
村
山
郡
よ
り
種
根
を
取
り
寄
せ
栽
培
に
成
功、
蒸
溜
も
行
な
う
な
ど
本
道
ハ
ッ
カ
栽
培

の
先
駆
者
と
い
え
よ
う
。

第
一
章
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入植指令書(古関六兵衛)

明
治
二
十
四
年
湧
別
村
に
移
住
し
た
渡
部
精
司
は、
そ
の
後
湖
辺
に
野
生
の
ハ
ッ

カ
を
発
見
し
て
以
来、
栽
培
を
思
い
立
ち
、
や
が
て
上
川
郡
永
山
村
に
ハ
ッ
カ
栽
培

者
の
あ
る
こ
と
を
聞
き
、
さ
っ
そ
く
永
山
村
に
出
向
いて

一貫
収
二
十
銭
の
割
で
六

貫
々
の
種
根
を
ゆ
ず
り
受
け
、
中
央
道
路
を
駄
送
し
湧
別
村
西
一
線
七
番
地
の
畑
約

一畝
歩
に
植
え
付
け
た
の
は
明
治
二
十
九
年
五
月
下
旬
と
い
う
。
この
年
の
秋
、乾
燥

莖
葉
十
貫
タ
余
を
収
穫、
こ
れ
を
簡
易
な
る
蒸
溜
器
に
て
製
油
し
九
十三
タ
の
収
穫

一六五



五
産
業
・
経
済

を
得
る
こ
と
に
成
功、
気
候
地
質
に
適
す
る
こ
と
を
知り
、
ハ
ッ
カ
栽
培
が
し
だ
い
に
北
見
の
各
地
に
分
布
さ
れ
て
い
っ
た
。
北
見

管
内
に
お
け
る
ハ
ッ
カ
栽
培
の
適
地
は
埴
質
壤
土
の
多
い
下
湧
別、
上
湧
別、
紋
別、
滝
の
上
方
面
よ
り
も
む
し
ろ
砂
質
壌
土
の
北

見
、
留
辺
薬
、
佐
呂
間
方
面
が
好
適
地
と
さ
れ、
し
た
が
っ
て
湧
別
原
野
に
お
いて
あ
が
っ
た
ハ
ッ
カ
栽
培
の
火
の
手
は
北
見
方
面

へ
と
拡
が
り
、
今
日
ハ
ッ
カと
い
え
ば
北
見
と
い
わ
れ
る
ご
と
く
ハ
ッ
カの
代
名
詞
的
存
在
と
な
っ
て
い
る
。

栽
培
面
積
の
推
移
も
明
治三
十
四
年
の
作
付
反
別
十
町
歩
は
す
べ
て
湧
別
を
含
む
北
見
国
の
栽
培
面
積
で
、
永
山
地
方
の
栽
培
状

況
は
非
常
な
お
く
れ
を
と
っ
て
い
た
も
の
と
い
え
る
。
そ
の
後
明
治
四
十
年
に
は
石
狩
国
二
百
十
四
町
歩
、十
勝
国
百
三
十
一
町
歩
、

北
見
国
一
千
六
百
九
十
一
町
歩
と
道
内
ハ
ッ
カ
耕
作
面
積
の
実
に
八
一
・四
割
を
占
め
る
伸
び
率
を
示
し
た
。
さら
に
大
正
期
に
入

り
飛
躍
的
増
加
を
示
し
、
大
正
五
年
に
は
道
内
に
お
け
る
耕
作
面
積
は
つ
い
に
一
万
一千
町
歩、
一
千
八
百
三
十
四
万
余
貫
を
突
破、

全
国
の
お
よ
そ
九
割
を
占
め
る
ハ
ッ
カ
黄
金
時
代
を
現
出
し
た。
そ
の
後
大
正
十
一年
不
況
の
波
に
よ
っ
て
一時
反
別
も
五
千
町
歩

に
激
減
し
た
が、
昭
和
元
年
再
び
価
格
騰
貴
に
よ
り
好
景
気
を
生
み、
作
付
反
別
も
一万
町
歩
余
に
急
増、農

家
経
済
を
う
る
お
し
た
。

本
村
に
お
け
る
ハ
ッ
カ
耕
作
の
初
め
は
正
確
な
記
録
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
が、
野
上
駅
通
取
扱
人
で
あ
った
角
谷
政
衛の
長
息

栄
政
の
語
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば、
「
明
治三
十
五
年
旧
白
滝
に
転
住
し
た
石
上
藤
蔵
は
翌
三
十
六
年
私
の
と
こ
ろ
(角
谷
家
の
こ
と
)

よ
り
ハ
ッ
カ
種
根
を
取
り
寄
せ
意
欲
的
に
栽
培
を
な
し
、
は
じ
め
か
ら
二
、三
反
く
ら
い
の
耕
作
を
し
て
い
た
」。
ま
た
明
治
四
十

三
年
旧
白
滝
に
入
地
し
た
内
田
ゆ
き
よ
は
「私
た
ち
が
旧
白
滝
に
入
っ
て
き
た
こ
ろ
石
上
は
主
と
し
て
ハ
ッ
カ
を
作
っ
て
い
た
。

私
た
ち
を
は
じ
め、
間
も
な
く
白
滝
に
入
植
し
た
紀
州
団
体
の
人
た
ち
も
ハ
ッ
カ
を
作
る
人
は
ほ
と
ん
ど
石
上
の
と
こ
ろ
か
ら
ハ
ッ

カ
の
種
根
を
ゆ
ず
り
受
け
耕
作
し
た
も
の
だ
」。
さ
ら
に
紀
州
団
体
長
で
あ
っ
た
植
芝
盛
平
も
「北
海
道
に
入
植
す
る
理
由
の
一
つ

に
ハ
ッ
カ
栽
培
に
よ
っ
て
一
旗
あ
げ
よ
う
と
いう
団
体
員
も
少
な
く
な
か
っ
た。
白
滝
に
入
っ
て
す
で
に
経
験
の
あ
る
石
上
を
尋
ね

一六六



て
栽
培
技
術
を
習
い
種
根
を
も
ゆ
ず
り
受
け
団
体
員
に
栽
培
の
奨
励
を
し
た
」
と
語
っ
て
く
れ
た
が、
石
上
こ
そ
本
村
ハ
ッ
カ
栽
培

の元
祖
と
い
え
よ
う
。

大
正
初
期
に
か
け
て
あ
い
つ
い
で
入
植
し
た
各
県
団
体
員
や
個
人
入
植
の
開
拓
者
も
、
湧
別
原
野
方
面
に
お
い
て
非
常
な
発
展
を

み
せ
て
い
る
ハ
ッ
カ
耕
作
に
刺
激
さ
れ、
本
村
に
お
い
て
も
驚
く
べ
き
耕
作
を
み
て
いる
。
大
正
五
年
十二
月
八
日
付
の
北
海
タ
イ

ム
ス
に、
上
湧
別
、
下
湧
別
両
村
に
お
け
る
大
正
五
年
の
ハ
ッ
カ
収
穫
高
が
出
て
い
る
が、
上
湧
別、
下
湧
別
合
計
一
千
百
四
十
八

駄
(三
万
六
千
七
百
三
十
六
貫
)
に
の
ぼり
、
この
う
ち
上
湧
別
村
各
地
域
ご
と
の
収
穫
高
は、

字
兵
村

百三
十
駄

二
十
八
駄

六
十
八
駄

字
フ
ミ
原
野

字
上
生
田
原

字
社
名
渕

七
十
二
駄

九
駄

字
白
滝

二
百
十
二
駄

六
十
五
駄

百
十
二
駄

合

計

七
百
五
十
八
駄

字
野
上

字
セ
ト
セ

六
十二
駄

字
下
生
田
原

字
遠
軽

一駄
は
百
組
で
三
十
二
貫
で
あ
る
から
、
白
滝
に
お
い
て
は三
千
五
百
八
十
四
貫
の
収
穫
と
な
り、
耕
作
面
積
に
つ
い
て
は
不
明
で

あ
る
が、
反
収
三
組
半
と
仮
定
し
て
も
実
に三
百
二
十
町
余
に
及
ぶ
作
付
が
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

昭
和
に
入
っ
て
も
ハ
ッ
カ
耕
作
は
増
加
の
傾
向
に
あ
っ
た
が、
日
華
事
変、
太
平
洋
戦
争
と
、
戦
争
の
拡
大
に
つ
れ
て
食
糧
増
産

に
拍
車
が
か
け
ら
れ
、
つ
い
に
は
ハ
ッ
カ
耕
作
に
監
視
の
目
が
光
る
ほ
ど
栽
培
地
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
状
態
と
な
っ
た
。
戦
後

往
年
の
好
景
気
の
夢
さ
め
や
ら
ぬ
人
々
に
よ
っ
て
再
び
栽
培
が
な
さ
れ
た
が
種
根
の
不
足
で
思
う
よ
う
に
作
付
が
伸
び
ず
、
昭
和
二

十
六
、
七、
八
年
の
作
付
面
積
は
五、
六
町
にす
ぎ
な
か
っ
た
。
昭
和三
十二
年
に
な
っ
て
よ
う
や
く
百
三
町
歩
に
ま
で
伸
び、

ハ
ッ
カ
耕
作
組
合
な
ど
も
出
来
た
が
、
外
国
か
ら
の
輸
入
に
よ
る
国
内
価
格
の
低
迷
に
よ
っ
て
換
金
作
物
と
し
て
の
価
値
が
う
す
ら
ぎ

し
だ
い
に
作
付
が
減
少、
今
日
村
内
に
お
い
て
の
ハ
ッ
カ
耕
作
は
全
く
姿
を
消
し
て
し
ま
っ
た
。
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金枝リンゴ園

果
樹

高
冷
地
帯
に
位
す
る
本
村
は
そ
の
気
候
風
土
か
ら
み
て
果
樹
の
栽
培
は
必
ず
し
も
適
合
し
て
は
い
な
か
っ
た
が、
果

樹
の
中
で
も
特
に
リ
ン
ゴ
は
上
湧
別
に
お
い
て
早
く
か
ら
さ
か
ん
に
栽
植
さ
れ
て
い
た
関
係
上
、
地
味
豊
か
な
土
地
で
の
栽
培
は
可

能
で
あ
ろ
う
と
、
支
湧
別
に入
植
し
た
佐
藤
平
一
郎
お
よ
び
白
滝
原
野
(今
の
西
区
中
学
校
付
近)
の
金
枝
兵
重
は
大
正
七
年
上
湧

別
よ
り
二
、三
十
本
の
リン
ゴ
苗
木
倭
錦
(別
名
阿
部
七
号
)
を
取
り
寄
せ、活

着
良

好
な
る
を
み
て
翌
年
同
品
種
二
百
本
ば
か
り
を
札
幌
か
ら
購
入、
佐
藤
は
お
よ
そ
一

町
三
反
歩、
金
枝
は
お
よ
そ
一町
五
反
歩
に
わ
た
っ
て
栽
植
を
な
し
、大
正
十三
、
四

年
ご
ろ
か
ら
結
実
し
は
じ
め
、
佐
藤
は
無
菌
園
と
名
付
け
て
出
荷
し
た
。
こ
の
こ
ろ

村
内
に
お
い
て
も
自
家
用
程
度
の
栽
植
を
な
す
も
の
数
多
く
み
ら
れ
た
が
、
腐
爛
病

あ
る
い
は
ブ
ラ
ン
コ毛
虫
の
害
に
あ
い
枯
れ
て
い
っ
た
。
佐
藤
籔
菌
園、
金
枝
果
樹

園
に
お
い
て
も
昭
和
九
年
ご
ろ
よ
り
腐
爛
病
の
蔓
延
に
あ
い
し
だ
い
に
枯
死
し
、
リ
ン
ゴ
栽
培
は
中
止
し
て
し
ま
っ
た
。
ま
た
金

枝
は
こ
れ
よ
り
さ
き
大
正
十
一
年、
白
滝
小
学
校
敷
地
と
し
て
一
部
寄
贈
の
た
め
リ
ン
ゴ
栽
植
面
積
も
こ
の
時
若
干
減
っ
た
が
、
佐

藤
と
同
じ
く
病
滅
の
形
と
な
っ
た
。

そ
の
他
、
ス
モ
モ、
ナ
ン
、
ブ
ド
ウ
、
イ
チ
ゴ
、
ア
ン
ズ
、
グ
スベ
リ
、
カ
リ
ン
ズ
等
は
そ
れ
ぞ
れ
入
植
後
ま
も
な
く
大
方
の
開

拓
者
の
子
供
た
ち
の
間
食
用
にと
屋
敷
ま
わ
り
に
植
え
ら
れ
て
い
た
が、
商
品
と
し
て
出
荷
さ
れ
た
も
の
は
ほ
と
ん
ど
見
当
ら
な
か

っ
た
。

水
稲

稲
作
の
北
限
地
帯
と
い
わ
れ
て
い
た
網
走
地
方
に
お
い
て
、
明
治二
十
九
年
水
稲
耕
作
に
成
功
し
て
以
来、
北
見
、

網
走
を
は
じ
め
各
地
に
お
い
て
試
作
が
な
さ
れ、
明
治
も
三
十
年
代
に
な
る
や
、
遠
軽
、
上
湧
別
に
お
い
て
も
、
や
が
て
水
稲
を
固
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定
作
物
と
な
す
べ
く
懸
命
な
努
力
を
重
ね
つつ
水
稲
試
作
が
続
け
ら
れ
て
い
た
。

天
狗
岳
か
ら
吹
き
お
ろ
す
冷
た
い
西
風
を
真
向
か
ら
う
け
る
本
村
は
初
霜
、晩
霜
に
悩
ま
さ
れ
る
高
冷
地
帯
で
あ
る
が、米

食
の
郷

愁
さ
め
や
ら
ず
、
西
風
を
遮
る
恰
好
の
地
を
選
ん
で
は
水
稲
試
作
を
な
す
も
の
が
あ
った
。
大
正
五
年
支
湧
別
十
一
線
に
居
住
す
る

沼
田
外
太
郎
は三
畝
(三
)
の
造
田
を
なし
、
この
年
一
俵
半
(六
斗)
の
収
穫
を
み
た
と
い
い、
以
来
凶
作
つ
づ
き
で
数
年
足

ら
ず
で
中
止
し
て
し
ま
っ
た
が、
本
村
に
お
け
る
最
初
の
水
稲
耕
作
と
いえ
よ
う
。
そ
の
後
支
湧
別
の
佐
藤
平
一
郎、
植
村
辰
五
郎、

中
山
徳
蔵、
菊
地
善
吾
ら
が
大
正
期
に
耕
作
を
試
み
た
が、
いず
れ
も
五
分
作
程
度
の
収
穫
に
永
続
き
はし
な
か
っ
た
。
昭
和
に

入
っ
て
旧
白
滝
の
丹
羽
実
市
が
水
稲
耕
作
を
は
じ
め、
昭
和
四
年
か
ら
同
二
十
六
年
ま
で
三
反
歩
か
ら
一
町
歩
の
間
で
増
減
を
な
し

つ
つ
播
種
を
行
な
い、
反
収
四
俵
前
後
の
収
穫
を
あ
げ
て
い
た
。
上
白
滝
の
近
藤
吉
男
は
昭
和二
十
五
年
造
田
を
行
な
い、
丹
羽
と

同
じ
く
反
収
四
俵
前
後
の
収
穫
を
つ
づ
け
て
い
た
が
昭
和
四
十
四
年
つ
い
に
廃
田
と
し
、
こ
こ
に
お
い
て
村
内
の
水
稲
耕
作
は
全
く

そ
の
姿
を
消
す
に
至
っ
た
。

昭
和
二
十
九
年
の
『村
勢
要
覧
』
に
水
稲
作
付
反
別
が
記
載
さ
れ
て
いる
が
、
いず
れ
も
試
作
の
域
を
脱
し
な
い
も
の
で
あ
る
。

水 稲

昭
"

11

年和

二 二 二
八 七 六 五 四 次
年 年 年 年 年

作
付
面
積
(反
)一

四 八 六 三 五
農
産
物
総
作
付
面
積
(反
)

一三
、〇
〇
三

一二
、五
六
三

一二
、四
九
四

一
一、八
七
七

一
一、
八
四
五

比

〇
・一
〇
七

〇
・〇
六三

〇
・〇
四
八

・〇
二
五

〇・〇
四
二

率
(%)
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陸
穂
(陸
稲)

昭
和二
十
四
年
支
湧
別
の鳥
海
貞
治、
菊
地
善
吾、
奥
白
滝の
石
井
国
丸
ら
が
そ
れ
ぞ
れ二
反
歩
前
後
の
陸
稲

栽
培
を
試
み
反
収三
俵
程
度
の
収
穫
を
あ
げ
て
い
た
が、
昭
和二
十
八
年
の
冷
害
に
あ
い
収
穫
皆
無
で
継
続
耕
作
の
夢
も
破
れ
中
止

し
て
し
ま
っ
た
。

馬
鈴
薯

本
邦
特
有
の
も
の
と
思
わ
れ
て
い
た
馬
鈴
薯
も
実
は
原
産
地
が
南
ア
メリ
カ
で、
慶
長三
年
(一
五
九
八
)
オ
ラン

ダ
人
が
ジ
ャ
ワ
か
ら
九
州
は
長
崎
へ
持
ち
来
た
り
栽
培
さ
れ
た
の
が
わ
が
国
へ
入
っ
た
最
初
と
い
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
「
ジ
ャ
ガ

タ
ラ
い
も
」
と
か
「ジ
ャ
ガ
い
も
」
な
ど
と
い
わ
れ
て
し
だ
い
に
普
及
さ
れ
た
も
よ
う
で
あ
る
。

本
道
に
入
っ
て
き
た
年
代
に
つ
い
て
は
判
然
と
し
な
い
が
、
寛
政
十
年
(
一七
九
八
)

最
上
徳
内
が
蝦
夷
地
出
張
の
際
、
種
薯
を
持
参
し
て
虻
田
場
所
に
て
耕
作
さ
せ
た
の
が
初

め
と
い
わ
れ
て
いる
が
異
説
が
あ
り
さ
だ
か
で
は
な
い。
と
も
あ
れ
初
め
は
牛
馬
の
飼
料

と
主
食
の
代
用
品
と
し
て
栽
培
さ
れ
て
い
た
が、

一個
の
種
薯
か
ら
五
升
以
上
の
収
穫
が

あ
っ
た
こ
と
か
ら
別
名
「五
升
い
も
」
と
も
称
さ
れ
て
い
た
。

ま
た
明
治
に
入
っ
て
川
田
竜
吉
男
爵
は
病
害
に
強
い
本
道
に
適
し
た
馬
鈴
薯
の
改
良
種

を
生
み
出
し
、
極
早
生
種
で二
毛
作
も
可
能
と
い
う
と
ころ
か
ら
「二
度
い
も
」
と
も
い

わ
れ、
この
新
種
を
「
男
爵
い
も
」
と
も
い
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

歴
史
の
古
い
馬
鈴
薯
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
本
村
に
入
植
し
た
ほ
と
ん
ど
の
開
拓
者
は
、

自
給
食
糧
と
し
て
の
馬
鈴
薯
は
麦
類
と
と
も
に
最
初
に
植
付
け
た
も
の
で
あ
る
。
大
正
初

期
に
入
植
し
た
開
拓
者
た
ち
は
異
口
同
音
に
「入
植
当
時
は
な
ん
と
い
っ
て
も
食
糧
の
確

馬 鈴 薯 畑



保
が
先
決
で、
そ
れ
に
は
馬
鈴
薯
が
最
適
で
あ
っ
た。
開
墾
能
率
が
あ
が
ら
ぬ
時
は
筋
状
に
耕
し
て
植
え
た
だ
け
で
も
反
収
四、
五

十
俵
ぐ
ら
い
はと
れ、
全
耕
の
場
合
は
八
十
俵
ぐ
ら
い
に
も
な
っ
た
」
と
語
っ
て
いる
。
し
か
し
開
拓
者
の
食
糧
作
物
と
し
て
重
宝

が
ら
れ
た
馬
鈴
薯
も、
価
格
の
低
廉
か
ら
結
局
自
家
用
栽
培
に
と
ど
ま
り、
耕
作
面
積
は
伸
び
な
か
っ
た
。
大
正
七
年
秋、
共
同
経

営
に
よ
る
岡)澱
粉
工
場、
藤
田、
丹
羽
ら
の
澱
粉
工
場
創
業
に
よ
っ
て
馬
鈴
薯
耕
作
者
の
販
売
ル
ー
ト
の
道
が
拓
け
、
作
付
は
し
だ

い
に
伸
び
て
い
っ
た
。

太
平
洋
戦
争
に
突
入
す
る
や、日

を
追
う
て
悪
化
す
る
食
糧
事
情
に
節
米
の
励
行
が
叫
ば
れ、馬

鈴
薯
は
米
に
代
っ
て
主
食
の
座
に

の
し
上
る
ほ
ど
貴
重
な
代
用
食
品
と
な
り、
大
い
に
増
反
策
が
打
ち
出
さ
れ
た。
終
戦
を
み
て
の
ち
昭
和
二
十
四
年
九
月
馬
鈴
薯
の

統
制
が
解
か
れ、
巷
に
平
和
産
業
の
隆
盛
が
目
立
ち
は
じ
め
る
ころ
、
澱
粉
の
需
要
増
に
と
も
な
っ
てこ
れ
に
刺
激
さ
れ
馬
鈴
薯
耕

作
も
増
大
し
て
い
っ
た
。
わ
け
て
も
本
村
は
寒
冷
地
帯
で
米
作
に
は
全
く
縁
が
な
く
、
寒
冷
作
物
と
し
て
安
全
性
の
高
い
馬
鈴
薯
に

依
存
す
る
と
ころ
大
で
あ
る
。

分
村
後
に
お
け
る
馬
鈴
薯
の
作
付
状
況
は
次
の
と
お
り
。

二
八
年

一九
〇
・
七

二三
二
・
三

二
二
九
町
一
反

昭
和
三
二
年

三
五
年

〃 〃 昭

三
八
年

二
五
九
・
四

二
四
四
・
二

二
四
九
町
八
反

昭
和
四
〇
年

四
三
年

三
七
五
・
六

三〇
〇
町
六
反

価
格
の
安
値
に
堪
え
な
が
ら
、
安
全
作
物
な
る
が
ゆ
え
に
本
村
の
場
合
、
畑
作
農
家
に
と
っ
て
は
絶
対
耕
作
的
な
馬
鈴
薯
も、
昭

和
四
十
五
年
大
阪
に
て
開
催
さ
れ
た
万
国
博
覧
会
に
お
け
る
需
要
増
の
あ
お
り
を
う
け
て
春
先
以
来
馬
鈴
薯
価
格
が
異
常
に
暴
騰

し
、
村
内
に
お
い
て
も
一
俵
(六
〇
ず
)
当
り
最
高
五
千
五
百
円
に
て
取
引
き
さ
れ
る
な
ど
開
闢
以
来
の
高
値
を
呼
び
、
畑
作
農
家

第
一
章
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に
夢
を
さ
そ
う
一
幕
も
あ
っ
た
。

除
虫
菊

明
治
二
十
年
ご
ろ
本
道
に
お
い
て
試
作
さ
れ
た
除
虫
菊
は、大

正
二
年
ご
ろ
よ
り
上
川、
和
寒
方
面
に
お
い
て
栽
培
盛

ん
と
な
っ
た
が、
大
正
六
年
上
川
郡
当
麻
村
か
ら
の
通
い
作
を
や
め
て
支
湧
別
に
移
住
し
た
菊
地
善
吾
は、
当
麻
の
人
柴
田
貞三よ

り
白
滝
に
住
み
つ
い
た
ら
必
ず
植
え
る
よ
う
に
と
、
餞
別
代
り
に
渡
さ
れ
た
五
合
ほ
ど
の
除
虫
菊
種
子
を
半
信
半
疑
で
一反
歩
近
く

の
畑
に
植
え
てみ
た
。
当
時
上
湧
別、
遠
軽
方
面
に
も
除
虫
菊
栽
培
の
話
は
聞
か
ず
、
開
花
に
ま
で
成
長
し
た
翌
七
年
に
刈
り
取
り

も
せ
ず
、
さ
ら
に
二
年
目
も
放
置
し
て
し
ま
っ
た
が
、
こ
の
こ
ろ
よ
り
換
金
作
物
と
し
て
栽
培
が
奨
励
さ
れ
は
じ
め
、
村
内
に
お
い

て
も
耕
作
者
は
漸
増
し
は
じ
め
た
よ
う
で
あ
る
。
大
正
末
期
ご
ろ
よ
り
全
道
的
に
除
虫
菊
生
産
量
が
伸
び
は
じ
め
、
こ
れ
ま
で
施
行

さ
れ
て
い
な
か
っ
た
出
荷
時
の
検
査
を
昭
和
二
年
七
月
よ
り
こ
れ
を
実
施
し
、
他
の
主
要
農
産
物
同
様、
等
級
を
付
す
よ
う
に
な
っ

た
。昭
和
初
期、
輸
出
景
気
の
あ
お
り
を
う
け
て
成
金
ま
で
現
出
し
た
ほ
ど
の
除
虫
菊
も、
太
平
洋
戦
争
以
来
食
糧
増
産
の
た
め
転
作

を
余
儀
な
く
さ
れ、
し
だ
い
に
そ
の
姿
を
消
し
て
い
っ
た
。
戦
後
再
び
栽
培
を
試
み
る
も
の
も
あ
っ
た
が
価
格
の
低
落
に
永
続
き
は

し
な
か
っ
た
。

養
蚕

野
生
桑
の
多
く
繁
茂
し
て
い
た
本
道
に
お
い
て
養
蚕
を
試
み
る
開
拓
者
が
あ
り
、
交
通
不
便
な
開
拓
期
の
こ
と
ゆ
え

自
給
自
足
上
、
各
地
に
お
いて
蚕
を
飼
育
す
る
も
の
が
し
だ
い
に
増
加
し
て
い
っ
た
。
本
村
に
お
い
て
も
至
る
と
こ
ろ
野
生
の
桑
木

が
あ
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
、
本
州
方
面
に
お
い
て
養
蚕
の
経
験
の
あ
っ
た
入
植
者
が
札
幌
農
園
よ
り
蚕
種
を
購
入
、
養
蚕
を
な
す
も
の

数
多
く
み
ら
れ
た
が
、
いず
れ
も
自
家
用
と
し
て
の
域
を
脱
せず
、
飼
育
方
法
も
幼
稚
な
も
の
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
施
設
設
備
の
関

係
で
良
質
繭
が
思
う
よ
う
に
生
産
さ
れ
ず
、
加
え
て
ハ
ッ
カ、
除
虫
菊
な
ど
の
商
品
価
値
の
高
い
農
作
物
の
普
及
に
よ
っ
て
自
然
と

11



コンバインによる麦の刈取

消
滅
し
て
し
ま
っ
た
。

64
0

199

麦
類

水
稲
耕
作
に
恵
ま
れ
な
い
本
村
に
と
っ
て
裸
麦
、
小
麦、
燕
麦
等
の
麦
類
耕
作

は
主
要
な
食
糧
作
物
と
し
て
或
は
換
金
作
物
と
し
て
重
要
な
基
幹
作
物
で
あ
った
。
入
植
当
初

に
お
い
て
は
主
食
の
ほ
と
ん
ど
が
麦
食
・
イ
ナ
キ
ビ
食
更
に
は
薯
食
(馬
鈴
薯
)
で
あ
り
、
米

食
は
盆
と
正
月
位
に
食
す
る
程
度
の
も
の
で、
水
稲
不
適
の
本
村
の
こ
と
と
て
米
混
合
一
割
乃

至
二
割
程
度
の
ま
こ
と
粗
食
に
甘
ん
じ
つ
長
い
生
活
が
つ
づ
け
ら
れ
て
いた
。
戦
後
食
糧
事

情
の
好
転
と
生
活
水
準
の
高
度
成
長
に
よ
っ
て
次
第
に
代
用
食
を
常
食
と
す
る
家
庭
が
減
り
は

じ
め、
わ
け
て
も
健
康
食
と
い
わ
れ
る
ハム
ギ
メ
シ
ル
す
ら
敬
遠

さ
れ
る
傾
向
が
み
え
は
じ
め、
こ
れ
が
た
め
裸
麦
の
耕
作
も
近
年

全
く
姿
を
消
し
て
し
ま
っ
た
。

近
時
離
農
家
の
現
出
に
よ
っ
て
定
着
農
家
が
次
第
に
大
型
化
し
き
た
り
所
謂、
百
姓
百
種
耕
作
の
概

念
を
脱
却
し
寒
冷
地
作
物
に
適
し
た
安
全
作
物
を
集
中
耕
作
す
る
方
向
に
と
変
っ
て
き
た
が、
こ
れ
に

よ
っ
て
小
麦
の
耕
作
面
積
も
大
幅
に
伸
び、
性
能
の
す
ぐ
れ
た
機
械
力
の
導
入
に
よ
っ
て
こ
れ
が
生
産

向
上
を
期
す
べ
く
昭
和
四
十
一
年
十
二
月
山
村
振
興
法
指
定
町
村
に
指
定
を
受
け
た
る
を
幸
い
に
山
村

振
興
事
業
に
「
共
同
利
用
農
業
機
械
導
入
事
業
」
を
お
こ
し
、昭
和
四
十
二
年
度
に
お
い
て、大

型
麦
類

刈
取
の
コ
ン
バ
イ
ン
を
導
入
、
同
時
に
麦
作
乾
燥
調
整
施
設
を
西
区
共
同
澱
粉工
場
横
に
建
設
し
(処

理
能
力
は
乾
燥
日
産
百
五
十
石
、
調
整
毎
時
百
五
十
石
)、
農
業
の
経
営
近
代
化
に
大
い
な
る
意
欲
を

麦類(燕麦,裸麦,小麦)耕作面積の移り
(単位ヘクタール)

年度 昭和24 昭和35 昭和45種別一七三 燕 麦

177 208裸
小 麦 139

94麦
麦 80 81
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一
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も
や
し
て
い
る
。

第
二
節

円4
作

大
正
二
年
の
大
凶
作

こ
の
年
全
道
的
に
春
以
来
低
温
が
続
き、
八
月
に
は
暴
風
雨
に
襲
わ
れ、
加
え
て
九
月
上
旬
の
早
霜
に

あ
い、
こ
う
し
た
た
び
重
な
る
災
害
に
よ
っ
て
つ
い
に
未
曾
有
の
大
凶
作
と
な
っ
た
。
全
道
の
被
害
状
況
は
水
稲
が
平
年
作
の二
十

分
の
一、
畑
作
は
極
度
に
不
作
で
皆
無
に
も
等
し
い
状
態
で、
移
住
後
日
浅
き
者
は
わ
ず
かに
茅
屋
に
雨
を
し
の
ぎ、
糧
食
欠
乏
す

る
と
い
え
ど
も
雑
穀
は
も
ち
ろ
ん
衣
服、
家
畜
等
売
却
す
べ
き
物
も
な
く、
や
む
な
く
山
野
に
草
木
を
求
め
あ
る
い
は
橋
の
実
を
拾
い

集
め
て
食
す
る
と
い
う
悲
惨
な
状
態
で
あ
っ
た。
この
た
め
こ
の
年
十
二
月
道
庁
に
お
い
て
は臨
時
道
議
会
を
開
き
、
北
海
道
凶
作

救
済
会
を
設
け
被
害
民
の
救
済
に
当
っ
た
。
本
村
に
お
い
て
は
入
植二
年
目
の
紀
州
団
体
員
お
よ
び
こ
の
年
入
植
し
て
き
た
秋
田、

宮
城、
福
島、
山
形、
三
重
の
各
団
体
員
さ
ら
に
旧
白
滝
に
入
地
し
て
い
た
開
拓
者
等
お
よ
そ
百
六
十
戸
の
開
拓
者
が
全
滅
に
等
し

い
畑
作
被
害
を
出
し
、
着
手
小
屋
に
て
雨
露
を
し
の
ぐ
も
の
は
移
住
後
日
浅
き
た
め
糧
食
ま
も
な
く
底
を
つ
き
、
売
却
す
る
べ
き
品

を
持
た
な
い人
々
は
路
傍
の
山
ゴ
ボ
ウ
を
あ
さ
り
、
あ
る
も
の
は
フ
キ
の
根
ま
で
も
掘
っ
て
食
し
た
と
い
う、
聞
く
者
を
し
て
想
像

せ
し
め
が
た
い
窮
状
で
あ
った
。

昭
和
六
年
の
凶
作

昭
和
六
年
の
凶
作
に
つ
い
て
、
本
村
独
自
の
災
害
記
録
は
な
い
が、
『北
海
凶
荒
災
害
誌
』
に
遠
軽
村
域

に
お
け
る
被
害
状
況
を
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

本
村
は
戸
数
二
、七二

七
戸
を
有
し
、
農
業
を
主
業
と
す
る
戸
数
一、
四
一六
戸、
そ
の
本
年
度
耕
作
反
別、
田
六
三
四
町二
反
歩、
畑
五、三

九
六
町
二
反
歩
に
し
て
、
農
業
は
本
村
生
産
額
の
五
割
余
を
占
め
て
いる
。
し
か
る
に
本
春
以
来
天
候
極
め
て
不
順
に
し
て
各
農
作
物
は
異
状
の
不
作

一七円



を示
し
た。
そ
の
被
害、
収
穫
皆
無に
帰
せる
も
の
五〇
七
町
四
反
歩、
七
割
以
上
の
減
収
を
見
た
も
の
は
一二
六
町
八
反
歩
に
し
て
、
一反
歩
当

り
収
量
僅
か
に
九
升
六
合
に
す
ぎ
な
か
った。

水
田
耕
作
者
三
四
二
戸
は
ほ
と
ん
ど
収
穫
皆
無の
状
況
に
お
ち
いり
、
又
畑
作
物
に
お
い
て
も
被
害

す
く
な
から
ず
、
平
年
作
に
比
し
て
そ
の
収
穫
五
分
五
厘
で、
田
畑
を
通
じ
て
本
村
の
作
柄
は
五
分
作
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
……
略…
…
遂
に
救
済

を
要
す
べ
き
者
を
出
す
に
至
っ
た
の
で
ある
。
救
済
を
要
す
る
者
の
中、
食
料
給
与
を
要
す
る
戸
数
九
五
戸、
就
業
資
金
給
与
を
要
す
る
も
の
一
三

一戸、
就
業
資
金
貸
付
を
要
す
る
戸
数
四
五
戸
、
肥
料
資
金
貸
付
を
要
す
る
戸
数
二
二
五
戸、
土
木
事
業に
従
事
せし
め
て
救
済
を
要
す
る
戸
数
二

三
四戸
(計
七三
〇
戸
)
を
算
し
た
の
で
あ
る
。

昭
和
七
年
の
凶
作

こ
の
年
は
全
道
的
に
冷
害
に
見
舞
わ
れ、
加
え
て
八
月
下
旬
に
は
道
内
各
地
に
水
害
を
も
た
ら
し
、
前
年

に
引
き
つ
づ
い
て
凶
作
を
決
定
づ
け
た。
本
村
域
に
お
け
る
被
害
記
録
は
な
い
が、
当
時
の
遠
軽
村
長
よ
り
各
部
落
区
長
に
発
し
た

次
のご
と
き
公
文
書
(昭
和
八
年
一
月
発
信
)
よ
り
そ
の
程
度
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

凶
作
罹
災
者
救
済
ニ関
ス
ル
件

一
食
料
給与
�
受
クベ
キ
資
格

イ
作
況
三
分
作
未
満
ョ
リ
皆
無
ノ
モノ

二
…
…
略・ ・・・・・

三
交
付
ス
ベ
キ
数
量
、
人
員
別
紙ノ
通
り
(注
・
別
紙
不
詳)

貴
区
(白
滝
部
落
ノ
コ
ト)
ニ送
付
スズ
キ
総
数
量
米
十
三
俵

四
濫
俵、
桝
減
等
ハ
認
メ
ザ
ルニ
付
、
交
付
ニ
際
シ
相
互
ニ於
テ
異
議
ナ
キ
様
取
扱
ハ
レ
度

五
…
…
略
…
…

七
副
食
物
代
へ支
給
セ
ズ

六
公
費
⇒
以
テ
救
済
ス
ル
ハ今
回
限
リ
ト
ス

八
注
意
相
成
度

御
下
賜
拝
受
者
八
百
二
十
名
(
遠
軽
全
村
デ)、

今
回
ノ
食
料
給
与
戸
数
五
百
六
十
戸
(遠
軽
全
村
デ
)
ニ
付
キ
彼
レ
此
し
混
同
セ
ザ
ル
様
御
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五
産
業
・
経
済

ま
た
昭
和
七
年
十
月
北
海
道
長
官
に
対
し
、
全
村
民
記
名
捺
印
を
し
た
左
の
ご
と
き
陳
情
書
を
提
出
し
て
い
る
。

陳
情

書
本
村
ノ
凶
作
水
害
へ
開
村
以
来
未
曾
有
ノ
大
惨
害
ニ
テ
田
畑
生
産
損
害
約
七
十三
万
九
千
余円
ニ
シテ
今
ヤ
本
村
農
民
ハ
死
活
ノ
岐
路
ニ
立
チ、

餓
死
線
上
ョ
彷
徨
シッ
ツア
ル
惨
状
ニ
有
之
候
、
茲
ニ
救
済
事
業
ョ
急
速
実
施
セ
ラ
レ
生
活
不
安
⇒
除
カ
ル
ル
様
御
高
配
相
仰
ギ
度
此
段
連
署
陳

情
申
上
候

一般
作
況
ニ
就
テ
ミ
ルニ
、
七
月
以
来
晴
天
ナ
ク気
温
亦
漸
時
低下
シ
作
物
ノ
成
育
結
実
⇒
阻
害
シ
加
へ
テ
降
雨
ノ
タ
メ
圃
場
ニ
発
芽
腐
敗
ス
ル

⇒
傍
観
ス
ルノ
外
ナ
キ
状
態
ニ
テ
水
稲
ハ
一粒
モ
収
穫
ラ
見
ル
事
能
ハ
ズ
、
畑
作
僅
カ
ニ二
分
五
厘
作
ノ
悲
境
ニ
オ
チ
ィ
リ
昨
年
・
凶
作
二
次
グ
ニ

マ
タ
マ
タ
本
年
ハ
未
曾
有
ノ
大
凶
作
ニ
遭
遇
ツ農
家
ノ
疲
弊
窮
状
へ
極
度
ニ
達
シ
九
月
中
ノ
再
度
ノ
出
水
ハ
河
岸
ノ
欠
潰、
農
耕
地ノ
浸
水
等
甚
大

ニ
シテ
益
窮々
状
⇒
増
大
ナ
ラ
シ
メ
時
恰
モ
向
寒
期
ラ
控
へ
衣
食
ニ窮
シ飢
餓
線
上
ニ
呻
吟
ス
ル
ノ
惨
状
⇒
呈
ス
ル
ノ
状
態
に
付
実
状
御
精
査
ノ
上

コ
レ
が
救
済
ニ
関
シ
適
切
ナ
ル
対
策
講
セ
ラ
レ
特
ニ
緊
急
御
施
行
仰
ギ
度
事
項
左
ニ
開
陳
シ
特
急
実
現
セラ
ル
ル
様
要
望
仕
候

緊
急
必
須
事
項…
…
略

白
滝
市
街
区
に
お
け
る
罹
災
者
救
済
物
資
の
受
給
者
は
十
一
名
と
な
っ
て
い
る
が、
白
滝
全
域
の
受
給
者
数
は
こ
の
数
倍
に
当
る

で
あ
ろ
う
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

昭
和
三
十
九
年
の
冷
害
凶
作

い
れ
て
い
た
が
、
八
月
中
旬
よ
り
の
長
雨
に
よ
っ
て
麦
類、
豆
類
等
の
主
作
物
に
決
定
的
打
撃
を
被
っ
て
し
ま
っ
た
。
す
な
わ
ち
、

種

雑 豆 麦

穀 類 類 類

一九
六
念

二
四
五
分

九
〇
・二
粉

一三
・五
粉

七
二
・四
診

被
害
面
積

四
六
%

五
五・
一%

四
七・三%

被
害
率

馬 て 種

鈴 ん

薯 菜

類

二
七
六
給

一二
二
紛

作
付
面
積

七
七・三
粉

二六
診

被
害
面
積

被
害
程
度

二
八%。

二
一・三

%

こ
の
年
は
春
先
よ
り
低
温
つ
づ
き
で
農
作
物
の
成
育
が
非
常
に
お
く
れ
農
民
を
不
安
に
お
と
し

一五
三
秒

作
付
面
積

一七六



被
害
農
家
二
百
四
十
四
戸、
被
害
総
額
四
千
八
百
万
円
に
の
ぼ
り
、
全
道
的
統
計
か
ら
み
て
も
戦
後三
度
目
の
凶
作
と
な
っ
た
。

本
村
に
お
い
て
も
こ
れ
が
被
害
農
家
の
救
農
対
策
と
し
て、
土
木
救
農
事
業
を
お
こ
す
こ
と
を
決
め、
砂
利
採
取、
石
礫
除
去
、

砂
利
敷
等
の
事
業
を
こ
の
年
十
一
月
か
ら
十二
月
に
か
け
て
行
な
っ
た
。
事
業
費
の
内
容
は、
国
お
よ
び
道
の
委
託
事
業、
直
轄
工

事
な
ら
び
に
村
単
独
工
事
事
業
の
合
計三
百
八
十
万
円
の
実
質
労
賃
事
業
で
あ
っ
た
。

昭
和
四
十
一
年
の
冷
湿
害

春
先
以
来
の
旱
魃
が
七
月
か
ら
長
雨、
低
温
に
か
わ
り
極
端
な
異
常
天
候
に
見
舞
わ
れ、
昭
和
三

十
九
年
に
つ
づ
い
て
ま
た
も
や
農
民
は
凶
作
に
打
ち
の
め
さ
れ
た
。

村
役
場
の
発
表
に
よ
る
被
害
状
況
は、

豆 麦

|種

類 類 類

作
付
面
積

一九
五
秒

八
四
粉

被
害
面
積

被
害
程
度

馬 甜

鈴

薯 菜 類

三
一三
秒

一三
〇
診

作
付
面
積

三
二三
秒

一三
〇
給

被
害
面
積

七 八

分 分

作 作

被
害
程
度

と
な
り
、
村
内
二
百
五
十
五
戸
の
全
農
家
に
被
害
を
被
り
、
そ
の
被
害
総
額
も
四
千
六
百
三
十
万
円
と
記
録
さ
れ
た
。
本
村
に
お
い

て
は
十
月
緊
急
村
議
会
を
開
き
「白
滝
村
冷
湿
害
対
策
推
進
本
部」
を
村
役
場
に
設
け、
こ
れ
が
応
急
対
策、
恒
久
対
策
な
ら
び
に

救
農
事
業
に
の
り
出
し
た
の
で
あ
る
。
救
農
事
業
は
前
回
の
時
と
同
様、
砂
利
採
取
、
石
礫
除
去、
砂
利
敷
等
総
額三
百
六
十
万
円

の
救
農
土
木
事
業
を
施
工
し
た
。

さ
ら
に
十
月
二
十
六
日
に
は
町
村
北
海
道
知
事
代
理
長
友
副
知
事
ら
一
行
が
本
村
の
冷
湿
害
被
害
状
況
を
視
察
に
来
村、
特
に
町

村
知
事
から
「
冷
害
に
め
げ
ず
一
日
も
早
く
立
直
っ
て
農
業
経
営
の
基
盤
確
立
に
努
力
し
て
く
だ
さ
い
」
と
の
見
舞
の
言
葉
が
あ
っ

第
一
章

農
業
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一九
五
念

八
四
診

三 七

分 分
作 作

種



五
産
業
・
経
済

た
。ま
た
、
本
村
の
冷
湿
害
農
家
に
対
し
救
世
軍
北
海
道
連
隊
よ
り
衣
料
品
の
救
援
物
資
が
届
け
ら
れ
た
。

そ
の
他
の
凶
作

海
抜三
〇
〇
ぱ
な
い
し
五
〇
〇
ぶ
に
位
す
る
本
村
農
作
物
は
こ
と
の
ほ
か
冷
湿
害
に
弱
く
、
昭
和
十
年、
十

六
年、
二十
年、
二
十
八
、
九
年
と
そ
の
い
ず
れ
も
低
温
多
湿
に
よ
る
被
害
で
大
凶
作
を
も
た
ら
し
、
農
民
に
と
っ
て
は
息
つ
く
暇

も
な
い
窮
状
で
あ
っ
た
。
こ
と
に
昭
和
二
十
年
は
強
制
供
出
に
よ
っ
て
農
家
の
穀
倉
は
鼠
も
餓
死
す
る
ほ
ど
完
全
に
底を
つ
いた
状

態
に
異
常
低
温
と
早
霜
に
見
舞
わ
れ
大
凶
作
と
な
り
、
加
え
て
終
戦
の
動
揺
と
あ
い
ま
っ
て
生
産
者、
消
費
者
と
も
ど
も
欠
食
家
庭

が
続
出
し
て
い
た
。

ま
た
太
平
洋
戦
争
開
戦
以
来
代
用
食
の
励
行
が
叫
ば
れ
、
こ
と
に
凶
作
の
年
な
ど
は
薯
食
、
黍
食
の
ほ
か
従
来
家
畜
飼
料
と
さ
れ

て
い
た
澱
粉
カ
ス
も
食
用
に
供
さ
れ
る
食
糧
難
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
昭
和二
十
八
年
度
の
冷
害
凶
作
に
よ
り、
石
礫
除
去
工
事、
農
道
砂
利
敷
工
事
の
救
農
工
事
を
起
し
、
村
直
営
工
事
と
し

て
百
万
円
を
投
入
し
た
。

第
三
節
昭
和
の
団
体
移
住

支
湧
別
川
向
い
開
拓
移
住
民

支
湧
別
五
線
か
ら
九
線
に
か
け
て
の
支
湧
別
川
向
い
の
高
台
に
移
住
民
を
入
れ
て
開
拓
を
計
画

し
た
網
走
支
庁
は
、
移
民
の
募
集
を
白
滝
部
落
に
一
任
し
た
。
こ
こに
お
い
て
白
滝
の
住
民
は
本
州
各
府
県
に
居
住
す
る
親
戚
知
己

に
お
の
お
の
連
絡
を
し
て
移
民
希
望
の
是
否
を
取
り
寄
せ、
あ
る
い
は
川
上
角
太
郎、
牛
丸
勝
次
ら
のご
と
く
本
州
の
郷
里
ま
で
出

か
け
て
親
類
縁
者
を
集
め、
か
く
す
る
う
ち
募
集
予
定
の
二
十
四
戸
に
達
し
、
昭
和
九
年
三
月
あ
る
者
は
個
人
で
、
あ
る
者
は
複
数

一七八



人
で
、
未
だ
残
雪
の
浅
か
ら
ぬ
支
湧
別
川
向
い
の
地
に
入
っ
た
の
で
あ
る
。
当
時
の
移
民
状
況
を
移
住
民
の
一人
佐
久
間
只
雄
は
次

の
よ
う
に
語
っ
て
く
れ
た
。

「北
海
道
の
白
滝
に
お
いて
移民
の
募
集
を
し
て
い
る
、
開
拓
地
内に
は
一
面
に
立
派
な
樹
木
が
生
い
茂
り
、
そ
の
樹
木
は
素
材に
し
て
あ
る
い
は

立
木
の
ま
ま
で
も
換
金
す
る
こ
と
がで
き
、
豊
かな
生
活
を
し
な
が
ら
土
地
を
拓く
こ
と
が
でき
る、
と
の
甘
い言
葉
に
の
せ
ら
れ
て入
地
し
た
人

が
多
か
っ
た
よ
う
だ。
し
か
し
樹
木
の
名
前
も、
木
材
相
場
も
わ
か
ら
な
い
移
住
民
は
仲
介
人
に
思
いの
ま
ま
も
う
け
ら
れ、
あ
て
が
は
ず
れ
た
と

泣
き
出
す
移
住
民
も
い
た
。
こう
し
た
こ
と
か
ら
ま
も
な
く
煙
のご
と
く
、
己
が
土
地
を
す
て
て
い
ず
れ
か
へ
逃
げ
出
す
者
も
あ
っ
た
」。

支
湧
別
川
向
い
に
入
っ
た
移
住
民
は、
と
り
あ
え
ず
親
戚
・
知
人
宅
に
一
時
身
を
寄
せそ
れ
ぞ
れ
建
築
補
助
金
に
て
い
ち
早
く
各

自
の
家
を
建
設
し、
開
拓
指
導
の
本
田
弥三
郎
拓
殖
係
員
指
導
の
も
と
割
当
て
ら
れ
た
一
戸
当
り
十
町
歩
の
開
墾
が
始
ま
っ
た
。
開
・

墾
も
せ
ず
し
て
樹
木
の
み
売
却
す
る
こ
と
を
防
ぐ
た
め、
八
割
開
墾
な
さ
ず
し
て
他
に
転
出
す
る
者
は
売
却
木
代
金
は
支
庁
に
返
済

す
る
こ
と
の
条
件
が
つ
け
ら
れ
て
い
た
。

移
住
民
氏
名
(二
十
四
戸
)

佐
久
間
保
一
、
佐
久
間
只
雄、
牧
野
年
一、
牧
野
清
之
助、
三
杉
金
蔵、
石
川
健
次
郎、
梅
田
順
吉
、
八
ヶ
崎定
吉
、
居
ヶ
内
恒
太、
八
ヶ
崎
勘
造

鈴
木
正
喜、
前
田
武
雄、
斎
藤
孝
二
、
浦
川
秋
治
郎、
高
堰
亀
五
郎、
高
堰
与
太
郎、
斎
藤
桂
助、
松
橋
玉
治、
川
上
川
右
衛
門、
伊
達
勝
美、
高

橋
、
ほ
か三
戸

天
狗
沢
開
拓
移
住
民

昭
和
十
一
年
三
月
天
狗
沢
奥
と
天
狗
平
地
区
一
帯三
百
三
十
町
歩
の
地
を
解
放、
こ
こ
に
三
十
三
戸
の

開
拓
移
民
を
入
れ
る
こ
と
と
し
、置
戸
実
習
場
出
身
者
八
名、
十
勝
実
習
場
出
身
者
五
名、
そ
の
他
本
州
よ
り
の
一般
移
住
者二
十
名

の
計
三
十
三
戸
が
入
植、
移
住
地
近
く
に
建
て
ら
れ
た
四
間
に
七
間、
二
十
八
坪
の
共
同
居
住
小
屋
二
棟
に、
自
己
の
家
屋
新
築
に

至
る
ま
で
住
ん
で
、
そ
れ
ぞ
れ
十
町
歩
の
開
拓
に
汗
を
流
し
た
の
で
あ
る
。
開
拓
営
農
指
導
員
に
は
支
湧
別
五
線
沢
と
と
も
に
早
川

第
一
章

農
業

一七九



五
産
業
・
経
済

申
之
助
が
任
命
さ
れ、
五
カ
年
間
に
農
耕
適
地
の
八
割
開
拓
に
よ
っ
て
無
償
付
与
と
さ
れ
て
い
た
が、
地
形
不
良
に
し
て
樹
木
の
繁

茂
い
ち
じ
る
し
く
、
結
局
は
五
割
程
度
の
開
拓
で
成
功
検
査
の
合
格
と
な
っ
た
と
こ
ろ
が
多
い。
この
地
に
生
ず
る
樹
木
の
伐
採
は

支
湧
別
川
向
い
移
住
者
に
み
ら
れ
た
経
験
を
生
か
し
て
、
網
走
支
庁
の
斡
旋
に
よ
っ
て
処
分
し
た
も
の
が
大
半
で
あ
っ
た
。

移
住
民
氏
名
(三
十
三
戸)

辻
勲
雄、
那
須
敬、
原
野
不
積、
横
倉
信
由、
木
下
告、
植
村
勘
蔵、
小
木
曽
幾三
、
古
越
六
郎
(以
上
置
戸
実
習
場
出
身
者)、

斎
藤
一
郎、
堀
内

袈
裟
好、
增
田
六
郎、
丹
治
伊
勢
吉、”佐

久
間
松
太
郎
(以
上
十
勝
実
習
場
出
身
者)、

橋
詰
強、
仁
井
田
芳
人
、
奧
寺
利
之
助、
梁
川
武
雄、
小
笠

原
伊
一、
星
不
二
雄、
条
野
弘
衛、
菅
谷茂
太
郎、
管
沢
治
太
郎、
工
藤
多
吉、
山
田
金
助、
星
庄
十
郎、
伊
東
直
勝、
五
代
儀
喜
六、
佐
木々
定

治、
及
川
定
雄、
老
久
保
万
吾
太
郎、
森
武
雄、
七
尾
友
司、
植
村

い
ず
れ
の
時
に
お
い
て
も
そ
う
で
あ
っ
た
が、
移
住
民
の
受
入
れ
に
つ
い
て
道
路
の
開
削
が
入
植
後
に
お
い
て
工
事
着
手
と
い
う

ま
こ
と
に
お
そ
ま
つ
な
受
入
れ
態
勢
で
、
移
住
民
は
造
材
道
路
を
利
用
す
る
あ
り
さ
ま
で
あ
っ
た。
更
に
実
習
場
出
身
者
は
じ
め
入

植
し
た
多
く
の
人
が
徴
兵
適
齢
者
が
多
く
入
植
後
ま
も
な
く
応
召
者
が
続
出、
い
つ
帰
還
す
る
あ
て
も
な
い
夫
を
待
っ
て、
女
手
一

人
で
荒
山
開
墾
は
非
常
な
苦
労
で
あ
り
、
つ
い
に
は
身
心
と
も
に
つ
か
れ
果
て、
他
に
生
活
の
途
を
求
め
て
転
出
す
る
者
が
出
は
じ

め
た
の
で
あ
る
。

支
湧
別
五
線
沢
開
拓
移
住
民

昭
和
九
年
の
支
湧
別
川
向
い
移
民、
昭
和
十
一
年
の
天
狗
沢
移
民
に
つ
づ
い
て
支
湧
別
五
線
沢

と
九
線
沢
に
開
拓
移
民
を
入
れ
る
こ
と
と
し
た
網
走
支
庁
で
は、募

集
の
対
象
を
北
見
置戸
開
拓
実
習
場
出
身
者(入

植
戸
数
三
戸
)、

十
勝
実
習
場
出
身
者
(入
植
戸
数二
戸)、

釧
路
実
習
場
出
身
者
(入
植戸
数
一戸
)
か
ら
の
希
望
入
植
お
よ
び
移
民
募
集
を
伝
え

聞
い
た
者
と
し
、
入
植
期
日
を
昭
和
十
二
年
三
月
三
十
一
日と
定
め
て
総
数
二
十
戸
(
一
戸
当
り
十
町
歩
)
を
入
植
せ
し
め
た
。
こ

の
時
の
移
民
状
況
は
前
年
同
様、
四
間
に
十
間
(四
十
坪)
の
開
拓
者
合
宿
所
を
五
線
沢
中
ほ
ど
(元
・
七
尾
富
雄
の
前
方)
に
あ
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ら
かじ
め
網
走
支
庁
に
お
い
て
建
設
し、
全
開
拓
者
を
自己
の
家
が
出
来
る
ま
で
こ
の
合
宿
所
に
収
容
し
、
お
互
い
の
親
交
を
深
め

さ
せ
る
措
置
で
も
あ
っ
た
。
開
拓
営
農
指
導
員
早
川
申
之
助
の
指
導
を
仰
ぎ
な
が
ら
五
年
間
に
六
割
開
墾
を
了
し
た
者
に
対
し
て
無

償
付
与
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
た
が、
こ
の
開
拓
地
内
に
も
か
な
り
の
樹
木
が
あ
っ
て、
こ
の
処
分
に
つ
い
て
は
支
湧
別
川
向
い

の
苦
い
経
験
を
生
か
し
て
悪
徳
業
者
を
し
め
出
し
、
網
走
支
庁
が
仲
介
と
な
り
一
括
し
て
木
材
業
者
に
入
札
を
な
し
、
売
却
代
金
は

材
積
に
応
じ
て
個
人
に
支
払
わ
れ
、
巨
額
の
立
木
代
金
を
手
に
す
る
者
も
あ
っ
た
。
し
か
し
開
拓
の
苦
労
に
挫
折
し
開
墾
成
功
検
査

を
う
け
ず
し
て
土
地
を
離
れ
た
開
拓
者
の
い
た
こ
と
は
、
い
ず
れ
の
開
拓
期
に
お
い
て
も
同
じ
で
あ
っ
た
。

移
住
民
氏
名

稲
庭
熊
治、
細
川
多
喜男
、
清
水
好
雄、
味
戸
兼
一
、
有
我
正
吉、
七尾
富
雄、
名
取
徳
高、
溝
渕
竹
一
、
成
田
保
雄、
飛
鳥
義
雄、
小
野
由
太
郎

飯
塚
文
太
郎、
荻
野
貞
司、
溝
渕留
一、
伊
藤
末
雄
(以
上
五
線
沢)、
南
条
庄三
郎、
白
戸
米
吉、
花
岡
市
松、小
林
一
男、
山
崎
(以
上
九
線沢)

第
四
節
農
業
の
機
構

農
業
協
同
組
合

大
正
五
年
家
庭
学
校
北
海
道
分
校
白
滝
第二
農
場
が
支
湧
別
九
線
の
地三
百
町
歩
余
の
国
有
林
払
い
下
げ
を

受
け
て
創
設
さ
れ、
分
家
と
い
わ
れ
る
小
作
者
に
よ
っ
て
意
気
盛
ん
に
開
拓
が
進
め
ら
れ
た
が、
白
滝
は
も
と
よ
り
支
湧
別
部
落
に

お
い
て
も
各
種
商
品
の
購
入
に
は
高
い
品
を
買
わ
さ
れ、
逆
に
農
産
物
の
販
売
は
遠
距
離
に
し
て
か
つ
交
通
の
不
便
を
理
由
と
し
て

安
値
取
引
が
な
さ
れ
る
な
ど
入
植
者
の
苦
労
は
大
変
な
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
こ
に
お
い
て
大
正
十
年
に
支
湧
別
農
場
主
任
と
し
て
遠

軽
家
庭
学
校
か
ら
赴
任
し
て
き
た
鈴
木
良
吉
は
こ
う
し
た
現
状
に
心
を
痛
め、
「農
家
の
人
々
の
不
利
を
な
く
し
お
互
い
の
利
を
は

か
る
」
こ
と
を
主
眼
と
し
て
大
正
十
二
年
「
支
湧
別
信
用
販
売
購
買
利
用
組
合
を
」
組
織
し
、
鈴
木
良
吉
を
組
合
長
に
、
岸
野
喜
三
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五
産
業
・
経
済

郎
を
専
務
理
事
と
し
て
、
広
く
支
湧
別
一
帯
の
農
家
の
人
を
組
合
員
に
勧
誘
し
、
農
産
物
の
集
荷、
貯
金
の
奨
励、
乳
牛
飼
育
奨
励

に
と
も
な
う
集
乳
所
の
建
設
な
ど
大
い
に
事
業
を
お
こ
し
、
や
が
て
は
こ
の
組
織
を
白
滝
全
部
落
に
お
し
ひ
ろ
め
産
業
組
合
を
設
立

し
て
農
業
の
振
興
を
は
かろ
う
と
し
た
。
の
ち、
こ
れ
が
今
日
み
ら
れ
る
農
業
協
同
組
合
設
立
の
礎
石
と
な
っ
た
の
は
い
う
ま
で
も

な
い
。

か
く
て
白
滝
一
円
を
区
域
と
し
た
産
業
組
合
の
組
織
を
つ
く
る
こ
と
の
機
が
熟
し
、
昭
和
四
年
支
湧
別
信
用
販
売
購
買
利
用
組
合

を
白
滝
へ
移
し
て、
白
滝
信
用
販
売
購
買
利
用
組
合
と
し
て
発
足、
鈴
木
良
吉
が
再
び
組
合
長
と
し
て
そ
の
手
腕
を
ふ
る
っ
た。
昭

和
六
年
四
月
組
合
員
五
十
六
名、
払
込
出
資
金
一
千
八
百
四
十
七
円、
準
備
金
百
円、
貯
金
額
一千
八
百
九
十
七
円
の
成
績
(『遠
軽

町
史
』
に
よ
る
)
を
示
し
て
い
る
。
昭
和
九
年
四
月
遠
軽
町
制
施
行
と
あ
わ
せ
て
こ
れ
ま
で
の
信
用
販
売
購
買
利
用
組
合
を
飛
躍
さ

せ
る
こ
と
か
ら
「白
滝
産
業
組
合
」
と
改
称
認
可
を
と
り
、
中
山
徳
蔵
が
初
代
産
業
組
合
長
に

就
任、
農
家
経
済
の
拡
大
強
化
に
献
身
し
た
。

昭
和
十
六
年
四
月、
政
府
の
一
町
村
一
組
合
の
方
策
に
よ
っ
て
白
滝
産
業
組
合
は
遠
軽
に
吸

収
さ
れ、
遠
軽
産
業
組
合
白
滝
事
務
所
と
改
称
さ
れ
た
。

昭
和
十
八
年
に
出
さ
れ
た
農
業
団
体
統
合
法
に
よ
っ
て
翌
十
九
年
産
業
組
合
を
解
散
し
新
た

農
に
農
業
会
が
設
立
さ
れ
、
遠
軽
町
農
業
会
白
滝
支
所
と
し
て
衣
替
え
さ
れ
た
が
、
終
戦
に
よ
っ

て
従
来
の
法
的
な
諸
団
体
は
す
べ
て
占
領
軍
の
命
令
に
よ
っ
て
強
制
解
散
と
な
り
、
農
民
の
動

揺
は
お
お
い
か
く
せ
な
か
っ
た
。
昭
和二
十
二
年
協
同
組
合
法
が
制
定
さ
れ、
戦
時
中
の
農
業

会
に
か
わ
る
新
し
い
組
織
の
農
民
の
た
め
の
農
業
協
同
組
合
設
立
が
認
め
ら
れ、
本
村
に
お
い

協
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て
も
昭
和
二
十
三
年
四
月
二
十
四
日、
白
滝
村
農
業
協
同
組
合
が
農
業
共
済
組
合
と
と
も
に
設
立
認
可
を
み、
中
山
徳
蔵
が
初
代
組

合
長
理
事
に
推
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

四
代

三
代
二
代

初
代
組
合
長
理
事

古 小 阿 中

関 出 部 山

初 月 仲 徳

夫 江 蔵 蔵

在

自
昭
和二
三
年
四
月
二
四
日|

至
昭
和二
四
年
五
月二
二
日

自
昭
和二
四
年
五
月
二
三
日|

至
昭
和
二
六
年
五
月二
一
日

自
昭
和二
六
年
五
月
二
二
日|

至
昭
和三
四
年
五
月二
一日

自
昭
和
三
四
年
五
月
二
二
日‒‒‒現

昭和45年度農産概況
作付面積
(ha)

生 産 額
(千円)麦

工
菜
小
馬
ビ

ン

類
麦
豆
豆
薯

215.0 22,691
64.1 3,815

179.5 26,801

3.3 331
鈴 209.5 104,244

1 ト 142.7 32,046

飼 料 作 物 336.4

そ の他 28.2

計 1,178.7 189,928

昭
和二
三
年
四
月
設
立
当
時
|

二
億二
千
九
百
万
円

総
貯
金
額
(昭
和
四
六
年
二
月
末
現
在)

払
込
額

総
額

口
数

出
資
金

一万
七
千
二
百
八
十
九
ロ

計
準
組
合
員

六
〇
名

正
組
合
員

正
・
準
組
合
員
共

(一
口

一千
円
)

二〇
〇
名

昭
和
四
六
年
三
月
現
在
の
組

合
員
数

の
組
合
員
数

一
四
〇
名

一六
六
名

第
一
章

農
一八三

業

一千
七
百
二
十
八
万
九
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七
百
二
十
八
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千
円
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五
産
業
・
経
済

白
滝
農
協
は
昭
和
四
十
一
年
十
月
近
代
的
な
建
築
を
な
し
、
こ
の
事
務
所
に
購
買
部
店
舗
を
設
備
し
、

ス
ー
パ
ー
式
方
法
に
よ
る
店
舗
経
営
は
組
合
員
は
も
と
よ
り
一
般
住
民
の
利
用
度
も
大
き
い
。

農
地
解
放

昭
和
十
三
年
四
月
法
律
第
六
十
七
号
を
も
っ
て
公
布
さ
れ
た
農
地
調
整
法
に
よ
っ
て
農

地
委
員
会
制
度
が
で
き
自
作
農
創
設
を
ふ
ま
え
た
農
地
制
度
の
改
革
を
推
進
さ
れ
た
が、
任
意
設
置
の
農

地
委
員
会
で
も
あ
っ
た
た
め
活
発
な
動
き
が
み
ら
れ
ず
、
太
平
洋
戦
争
勃
発
に
よ
っ
て
地
主
的
所
有
制
度

改
革
の
構
想
は
一
時
お
あ
ず
け
の
形
と
な
っ
た
。

戦
後
再
び
こ
の
問
題
が
国
会
で
取
上
げ
ら
れ
、
う
ち
つ
づ
く
社
会
不
安
と
食
糧
危
機
の
増
大
か
ら
生
ず

る
封
建
的
な
地
主
意
識
の
打
破
を
目
ざ
し
、
小
作
地
の
徹
底
的
な
自
作
地
化
す
な
わ
ち
農
地
改
革
の
事
業

が
こ
こ
に
展
開
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こう
し
て
昭
和
二
十
年
十
二
月
法
律
第
六
十
四
号
で
改
正
農
地
調
整

法
が
公
布
さ
れ
翌
二
十
一
年
二
月
か
ら
施
行
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
が、
占
領
軍
総
司
令
部
の
意
に
沿
わ

ぬ
と
こ
ろ
も
あ
っ
て、
同
二
十
一年
六
月
総
司
令
部
は
日
本
政
府
に
対
し
て
農
地
改
革
の
徹
底
的
断
行
に

つ
い
て
「
勧
告
」
が
な
さ
れ
、
政
府
は
再
び
農
地
制
度
改
革
に
手
を
つ
け
は
じ
め
た
。
こ
う
し
た
経
過
に

よ
っ
て
昭
和
二
十
一
年
十
月
法
律
第
四
十
二
号
に
よ
る
「
農
地
調
整
法
」、法

律
第
四
十
三
号
に
よ
る
「
自

作
農
創
設
特
別
措
置
法
」
を
公
布
、
土
地
制
度
の
束
縛
か
ら
解
放
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
農
業
の
基
盤
が
確

立
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

こ
う
し
て
こ
の
年
十
二
月、
本
村
役
場
内
に
も
農
地
委
員
会
事
務
局
を
設
置、
翌
二
十二
年
一月
左
の
農
地
委
員
が
選
挙
に
よ
っ

て
選
ば
れ、
会
長
に
布
田
富
歳
が
推
さ
れ
た
。

農地法による買収,売渡状況
目 農 地

(反) 牧(反) 宅 地
(反)

未墾地
(反)

計
(反)項

買 収 された
面 積 4,156 362 465 2,944 7,463

売渡をうけた
面 積 4,133 362 465 2,944 7,440
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奥 上 白 支 白 住

白白湧

流 流 流 別 滝

|所

大 森 山 小 布

山 氏

庭 谷 本 田 田

千 吉 善 清 富代 名

吉 郎 七 吉 蔵

旧 文

住上
支

白 湧
湧

滝

別 別

|所

平 原 佐 吉 山

氏
岡 田 藤 田 崎

久 重 創 三 政

四 太 名

雄 吉 郎 郎 治

農
業
共
済
組
合

昭
和
二
十二
年
農
業
補
償
法
の
公
布
に
よ
り
こ
れ
に
も
と
づ
い
て
本
村
に
お
い
て
も
翌
二
十
三
年
四
月
十
九

日
農
業
共
済
組
合
が
設
立
さ
れ
た。
設
立
当
時
の
組
合
員
数
は
百
六
十
六
名
で
組
合
長
に
は
時
の
農
業
協
同
組
合
長
が
兼
任、
農
作

物
共
済、
家
畜
共
済
の
業
務
が
開
始
さ
れ
た
。

事
業
の
概
況
(昭
和
四
十
六
年
三
月
現
在)
は
次
の
と
お
り
と
な
っ
て
い
る
。

共
済
加
入
面
積

一万
八、〇
〇
〇
円

共
済
掛
金
(組
合
員
負
担
分
)

家
畜
二百
三
十
四
万
五
百
九
円
(七
十
五
戸)

麦
類
五
十
一
万
八
千
五
百
四
十
一
円
(七
十
四
戸)

第
一
章

農
業

家
畜
(牛
馬
共)
死
亡
十
二
頭

百
六
十
一
万
四
千
百
九
十
五
円

七、五三
五
円

一八五

家 畜 麦麦

類
三
十
三
戸

共
済
金
(支

払
)

六
百
二
十
五
頭

馬 (牛
五
百
五
十
頭

類

七
十
五
頭



五
産
業
・
経
済

疾
病
七
百
六
十
八
頭
(延
べ
頭
数)

三
百
四
十三
万
二
千
二
百
五
十
九
円

百
三
名

開
拓
農
業
協
同
組
合

戦
後
こ
の
地
を
第二
の
故
郷
と
定
め
て入
植
し
た
開
拓
者
た
ち
は、
経
済
的
に
も
苦
し
い
生
活
と
た
た

い
な
が
ら
汗
に
ま
み
れ
て
開
墾
に
精
を
出
し
て
い
た
が、
営
農
資
金
の
貸
付
獲
得
は
個
人
対
象
で
は
ラ
チ
が
あ
か
ず
組
合
を
組
織
す

る
こ
と
が
肝
要
と
、
昭
和二
十
三
年
十
一
月
一日
白
滝
村
開
拓
農
業
協
同
組
合
(組
合
長
理
事
佐
藤
正
雄、
組
合
員
五
十
二
名
)
が

設
立
認
可
さ
れ、
営
農
資
金
の
優
先
貸
付
、
開
墾
補
助
金
の
交
付
申
請
な
ど
開
拓
者
相
互
の
福
祉
を
増
進
し
開
拓
者
に
対
す
る
営
農

保
護
が
そ
の
お
も
な
事
業
で
あ
っ
た
。

食
糧
調
整
委
員
会

昭
和二
十
一
年
食
糧
管
理
法
の
一
部
改
正
に
よ
っ
て
戦
前
の
農
地
委
員
会
が
食
糧
調
整
委
員
会
と
改
称
さ

れ、
戦
後
の
窮
迫
し
た
食
糧
事
情
に
対
処
し
供
出
制
度
の
円
滑
化
を
強
力
に
推
進
す
る
た
め
一
般
農
民
の
選
挙
に
よ
る
委
員
が
本
村

に
お
いて
も
昭
和
二
十二
年
九
月
選
出
さ
れ
(無
競
争
当
選
)、
道
知
事
の
嘱
託
を
う
け
た
。

支 白 上 白 支

支

湧 支
湧 〃 湧4

別 滝 別 滝 別

植 岩 中 吉 有 佐
氏

村 城 山 田 我 藤

貞 近 徳 美 正 友
代 名

吉 蔵 蔵 治 吉 →

奥
白
滝

上
支
湧
別

支 旧 東 奥 住
湧 白 白 白

所別 滝 滝 滝

菅 山 有 丹 箭 大
氏

原 崎 本 羽 内 庭

政 政 文 実 良 三
代 名

治 治 吉 市 金 次

白 上

上
支
湧
別

東
白
滝

上
支
湧
別

住

白

所

滝 滝

井 服 辻 伊 篇
氏

上 部 藤 原

市市 源 仁 嘉
名

蔵 清 一 郎 市

住

住
所 所

一八六

共
済
組
合
員
数



農
業
調
整
委
員
会

昭
和二
十
三
年
七
月
食
糧
確
保
臨
時
措
置
の
制
定
に
よ
っ
て、
こ
の
年
十
一
月
食
糧
調
整
委
員
会
が
解
散

さ
れ
、
代
っ
て
農
業
調
整
委
員
会
が
新
し
く
発
足
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
委
員
会
の
目
的
は
食
糧
の
生
産
お
よ
び
供
出
の
割
当

て
を
計
画
的
に
行
な
い
も
っ
て
窮
迫
せ
る
食
糧
事
情
の
安
定
を
は
か
る
こ
と
に
あ
っ
た
。

本
村
に
お
い
て
選
ば
れ
た
農
業
調
整
委
員
(会
長
阿
部
仲
蔵
)
は
次
の
と
お
り
で
あ
っ
た
。

住

"
旧
白
滝 所

古 岩 丹 阿 氏
滝 滝 滝 所 関 城 羽 部

近 実 仲
一 蔵 市 蔵 名

伊 近 丹
氏 支 奥 東 上

湧
別
白
滝

白
滝

一
白
滝

住
所
|

遠
藤 五 松 服

服
部

嵐 原
秀 長 力

治 蔵 雄 清

名

上
支
湧
別

支
湧
別

住
所
|

山 辻 有 味 氏

崎 本 戸

政 源 文 兼
治 一 吉 一 名

菊 渡
氏

地 瀬

善 秀
部 原

広 嘉
吾 雄

設
置
さ
れ、
左
記
の
委
員
が
道
知
事
よ
り
任
命
さ
れ
農
業
生
産
の
増
長
に
つ
と
め
た
。

農
業
改
良
委
員
会

白
東 上 旧 住

白 白 白

第
一
章
農

.

業

東
紋
西
部
地
区
農
業
改
良
普
及
所

一八七

農
業
改
良
普
及
所
の
広
域
活
動
体
制
を
は
か
る
た
め
普
及
所
の
統
合
強
化
が
打
ち
出
さ
れ

藤 藤 羽

仁 吉 実

名
郎 男 市

上 支 住
支
湧

湧

別 別

所

支
湧
別

住
所

氏

渡 蔦

名

助 一 名

氏
昭
和
二
十
三
年
八
月
一
日
よ
り
農
業
改
良
助
長
法
が
公
布
施
行
と
な
り、
農
業
改
良
相
談
所
が
本
村
に
も

滝



一八八
五
産
業
・
経
済

て
い
た
が、
最
終
的
に
全
道
六
十
地
区
(網
走
管
内
八
地
区
)
に
再
編
成
さ
れ
昭
和
四
十
四
年
九
月
新
機
構
に
よ
っ
て
再
発
足
し
た

ので
あ
る
。
この
結
果
、
東
紋
西
部
地
区
農
業
改
良
普
及
所
は
従
来
の
遠
軽
地
区
、
生
田
原
地
区
、
丸
瀬
布
地
区
、
白
滝
地
区
を
統

合
し
、
遠
軽
地
区
を
中
心
普
及
所
と
し
、
生
田
原、
丸
瀬
布
、
白
滝
の
各
地
区
に
お
の
お
の
一
名
の
駐
在
員
を
配
置
し
広
域
活
動
を

推
進
す
る
こ
と
と
し
た
。
中
心
普
及
所
の
遠
軽
に
は
専
門
担
当
普
及
員
を
常
駐
し
、
広
域
普
及
所
管
轄
全
域
を
対
象
と
し
て
高
度
な

技
術
の
普
及
指
導
に
あ
た
っ
て
い
る
。
普
及
指
導
に
は
農
協、
農
業
委
員
会
等
各
機
関
と
の
連
絡
強
調
に
よ
り
生
産
技
術
指
導
、
自

立
経
営
育
成
指
導
等、
地
域
農
業
の
振
興
に
つ
と
め
近
代
的
農
業
の
確
立
に
積
極
的
指
導
を
行
な
い、
あ
ら
ゆ
る
普
及
活
動
を
行
な

って
い
る
。

白
滝
地
域
担
当
改
良
普
及
員
は下
佐
美
智
雄
が
駐
在
し
て
い
る
。

農
業
委
員
会

農
地
改
革
の
好
成
果
と
食
糧
事
情
の
好
転
し
た
こ
と
に
よ
っ
て、
農
地
委
員
会、
農
業
調
整
委
員
会
、
農
業
改

良
委
員
会
が
発
展
的
に
解
消
さ
れ、
昭
和
二
十
六
年三
月
法
律
第
八
十
八
号
を
も
っ
て
公
布
さ
れ
た
農
業
委
員
会
法
に
よ
っ
て
こ
の

年
四
月
農
業
委
員
会
が
義
務
設
置
と
な
っ
た
。

歴
代
農
業
委
員

項
目

第
二
回

七
月
一
五
日

昭
和二
九
年

選
挙
日

岩
城

古
関

大
庭
喜
代
治

渡
辺
俊
勝

義
雄 仁

山
崎
政
治

小
山
田
清
吉

佐
久
間
只雄

服
部

、
当

清

遠 早 福 辻
藤 川 田

秀 武 彦 源 選
治 夫 治 一

菊 菊
地地
政
雄

善
吾 者

は
記
録
な
し

第
一
回、
第
三
回

備
考

阿
部
仲
蔵
(会

長
)



第
一
章
農

業
一八九

第
七
回

第
六
回

第
五
回

第
四
回

七
月
一
五
日

昭
和
四
四
年

七
月
一
五
日

昭
和
四
一
年

七
月
一
五
日

昭
和三
八
年

昭
和三
五
年

早 山 服 原
川 崎 部 田
武 政 天天
夫 治 清 象

小
野
由
太
郎

山
崎

相
馬

原
田
天

早
川
武
夫

片
山
四
男
也

新
保
国英

熊
谷
貞
雄

服
部

原
田

七
月
一
五
日
山
崎
政
治

古
関

一
男 夫

片
山
四
男
也

新
保
国
英

笠
間
誠
一

片
山

服
部

古
関

小
野
由
太
郎

原
田
天
象

出
立
寅
雄

片
山
四
男
也

清

本 早 新 山 出古

熊
谷

菊
地

小
野
由
太
郎

菊
地
芳
三

古
関
一男

古
関
初
夫
(共
済
組
合
推
せん
)

佐
久
間
只
雄
(農
協
推
せん
)

小
山
田
昌
光
(議
会
推
せ
ん
)

弥
徳

古
関
初
夫
(共
済
組
合
推
せ
ん)

佐
久
間
只
雄
(農
協
推
せ
ん
)

小
山
田
昌
光
(
議会
推
せん)

古
関
初
夫
(共
済
組
合
推
せん
)

佐
久
間
只
雄
(
農
協
推
せ
ん
)

小
山
田
昌
光
(議
会
推
せ
ん)

古
関
初
夫
(共
済
組
合
推
せ
ん)

佐
久
間
只
雄
(農
協
推
せ
ん
)

渡
辺
俊
勝
(議
会
推
せ
ん
)

会
長山
崎
政
治

会
長山
崎
政
治

山
崎
政
治

会
長

会
長山
崎
政
治

服
部

四
男
也 清

一
男

田 川 保 崎 立 関寅
雄

一
男

貞
雄 誠

小
野
由
太
郎

武
夫

国
英

政
治

清 象
天政政治 清 象

早
川
武

委
員
の
第
一
回
選
挙
は
昭
和
二
十
六
年
七
月
二
十
日
執
行
さ
れ
十
五
名
の
委
員
が
誕
生
し
た
が、
こ
の
委
員
の
選
挙
権
お
よ
び
被

選
挙
権
は
市
町
村
に
住
所
を
有
す
る
満二
十
歳
以
上
で
三
反
歩
以
上
耕
作
の
業
務
を
営
む
も
の
お
よ
び
同
族
の
親
族
ま
た
は
そ
の
配

偶
者
で
年
間
お
よ
そ
六
十
日
以
上
営
農
を
な
す
も
の
と
な
っ
て
い
る。



一九〇
五
産
業
・
経
済

石
れ
き
地
帯
対
策
地
区
試
験
圃
場

本
村
内
農
耕
地
のう
ち
八
〇
松
余
が
多
量
の
石
礫
を
含
ん
で
お
り
、
営
農
振
興
上
き
わ
め

て
大
き
な
障
害
と
な
っ
て
い
る
。
この
た
め
村
に
お
い
て
は
昭
和
四
十
一
年
試
験
圃
場
を
設
置
し
て
、
耕
地
内
の
石
礫
を
除
去
し
て

客
土
併
用
お
よ
び
単
独
無
処
理
区
に
よる
作
物
成
育
状
況
な
ら
び
に
収
量
試
験
を
行
な
っ
た
。
この
試
験
圃
場
は
支
湧
別
伊
藤
末
雄

所
有
地
六
〇
グ
を
選
定
、
この
年
十
一
月
圃
場
の
造
成
事
業
を
実
施
、
試
験
の
結
果
詳
細
な
資
料
を
作
成
し
、
道
に
対
し
て
土
地
改

良
法
に
よ
る
石
礫
除
去
事
業
の
指
定
促
進
を
強
力
に
要
請
す
る
も
の
で
あ
る
。

農
漁
業
揮
発
油
税
財
源
身
替
農
道
事
業
(農
免
農
道
整
備
事
業
)

農
業
用
道
路
を
整
備
し
て
農
業
の
機
械
化
と
生
産
物
の
輸

送
の
合
理
化
を
は
か
る
と
と
も
に
農
村
地
域
の
改
善
を
進
め
る
目
的
で
昭
和
四
十
年
に
農
免
農
道
整
備
事
業
が
始
め
ら
れ
た
。
こ
れ

は
農
林
漁
業
用
機
械
に
使
用
す
る
揮
発
油
に
は
揮
発
油
税
が
課
税
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
を
免
税
に
す
る
こ
と
が
検
討
さ
れ
た
が、
免

税
の
場
合
そ
の
方
法
が
む
ず
か
し
い
た
め
、
免
税
に
か
わ
る
方
法
と
し
て
課
税
相
当
分
を
農
村
に

還
元
し
、
こ
の
還
元
金
を
活
用
し
て
農
道
の
整
備
を
実
施
し
よ
う
と
の
方
策
で
あ
る
。
事
業
の
対

象
は
農
業
用
の
基
幹
道
路
と
な
っ
て
お
り
、
事
業
費
の
ほ
と
ん
ど
が
国
庫、
道
費
補
助
に
よ
っ
て

ま
か
な
わ
れ
る
。

本
村
に
お
い
て
は
昭
和
四
十
三
年
度
に
お
い
て
こ
れ
が
補
助
の
枠
付
け
が
な
さ
れ、
初
め
て
こ

の
農
免
道
路
整
備
事
業
が
実
施
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
天
狗
平
地
区
に
全
事
業
二
ヵ
年
継
続
で
総
事

業
費
約
四
千
四
百
六
十
万
円
を
投
入
、
全
長
三
、九
六
八
ぶ
の
農
免
農
道
新
設
改
良
工
事
が
起
工

さ
れ
、
初
年
度
に
お
い
て、

一、七
五
〇
M
(
車
道
幅
員
四
げ)
を
実
施、次

年
度
の
昭
和
四
十
四

年
度
に
お
いて
二
、二
一
八
ぱ
を
実
施、
竣
工
し
た
の
で
あ
る
。

農 免 農 道



山
村
振
興
法
指
定
村

昭
和
四
十
年
五
月、
国
内
町
村
の
う
ち、
林
野
面
積
の
占
め
る
比
率
が
七
五
で
以
上
も
あ
り
人
口
密
度

一・
一
六
人
未
満
で
交
通
条
件
お
よ
び
経
済
的
・
文
化
的
諸
条
件
に
恵
ま
れ
ず、
産
業
の
開
発
の
程
度
が
低
く
、
か
つ
住
民
の
生
活
水

準
が
劣
っ
て
い
る
山
間
地
の
経
済
力
の
培
養
と
住
民
の
福
祉
の
向
上
な
ら
び
に
地
域
格
差
の
是
正
を
は
か
る
た
め
山
村
振
興
法
を
公

布
制
定
し
、
そ
の
地
域
に
適
合
し
た
振
興
策
が
と
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
山
村
振
興
法
第
一
条
に
「山
村
に
お
け
る
経
済
力
の
培

養
と
住
民
福
祉
の
向
上
を
図
り
、
あ
わ
せ
て
地
域
格
差
の
是
正
と
国
民
経
済
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
」
と
あ
り
、

山
村
の
振
興
は
山
村
に
お
け
る
産
業
基
盤
お
よ
び
生
活
環
境
の
整
備
等
を
図
る
こ
と
を
旨
と
し
、
左
の
目
標
に
従
っ
て
そ
の
地
域
に

あ
っ
た
振
興
計
画
が
策
定
さ
れ
推
進
さ
れ
る
ので
あ
る
。

山
村
振
興
の
目
標

道
路
そ
の
他
の
交
通
施
設、
通
信
施
設
等
の
整
備
を
は
か
る
こ
と
に
よ
り
山
村
と
そ
の
他
の
地
域
お
よ
び
山
村
内
の
交
通
通
信
連
絡
を
発
達
さ

1
せ
る
こ
と
。

二
農
道、
林
道、
牧
道
等
の
整
備、
農
用
地
の
造
成、
電
力
施
設の
整
備
等
を
は
かる
こ
と
に
よ
り
土
地、
森
林、
水
等
の
未
利
用
資
源
を
開
発

す
る
こ
と
。

三
農
業
経
営
お
よ
び
林
業
経
営
の
近
代
化
、
観
光
の
開
発、
農
林
産
物の
加
工
業
等
の
導
入
、
特
産
物
の
生
産
の
育
成
等
を
は
か
る
こ
と
に
よ
り

産
業
を
振
興
し
あ
わ
せ
て安
定
的
な
雇
用
を
増
大
す
る
こ
と
。

四
砂
防
設
備、
保
安
林、
地
す
べ
り
防
止
施
設
そ
の
他
の
国
土
保
全
施
設
の
整
備
等
を
は
かる
こ
と
に
よ
り
、
水
害
、
風
害、
雪
害
等
の
災
害
を

防
除
す
る
こ
と
。

五
学
校、
診
療
所、
公
民
館
等
の
教
育、
厚
生
お
よ
び
文
化
に
関
す
る
施
設
の
整
備、
生
活
改
善、
労
働
条
件
の
改
善
等
を
は
か
る
こ
と
に
よ
り

住
民
の
福
祉
を
向
上
さ
せる
こ
と。

本
村
に
お
い
て
も
こ
れ
が
振
興
山
村
の
指
定
を
受
け
、
も
っ
て
産
業
の
開
発
に
資
せ
ん
も
の
と
昭
和
四
十
一
年
九
月
“白
滝
村
振
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五
産
業
・
経
済

興
企
画
協
議
会
"
を
組
織
し
住
民
の
意
志
を
充
分
反
映
し
な
が
ら
具
体
的
な
山
村
振
興
計
画
の
策
定
を
急
い
だ
。
協
議
会
の
構
成
は

村
長
を
会
長
に
、
村
議
会
議
員
、
町
内
部
落
会
の
長、
農
業
委
員
、
教
育
委
員、
小
中
学
校
長
お
よ
び
農
業
協
同
組
合
、
酪
農
組

合
、
商
光
会
等
の
役
員、
婦
人
会、
農
村
青
年
会
の
代
表、
地
区
労
働
組
合
協
議
会
の
代
表
の
ほ
か、
営
林
署
長
お
よ
び
農
業
改
良

普
及
所
長
等、
国、
道
出
先
機
関
の
長
な
ど
五
十
名
の
委
員
を
も
っ
てし
、
協
議
会
の
中
に
財
政
部
会
、
農
林
部
会、
建
設
通
信
部

会
、
商
工
観
光
部
会
、
文
化
厚
生
部
会
の
五
部
会
を
設
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部
会
で
本
村
に
合
っ
た
振
興
対
策
を
研
究
討
議
し
、
農
家

の
経
営
拡
大、
農
産
お
よ
び
酪
農
振
興
の
た
め
の
基
盤
整
備
と
道
路
整
備、
土
地
改
良
そ
の
他
福
祉
向
上
の
た
め
の
環
境
整
備、
文

化
、
観
光
開
発
等、
全
体
長
期
計
画
の
概
算
事
業
費
総
額
お
よ
そ
十
五
億
九
千
万
円
と
し
、
こ
れ
を
昭
和
四
十
二
年
度
か
ら
昭
和
四

十
五
年
度
ま
で
を
第
一
期
と
し
て
五
億
四
千
万
円
、
昭
和
四
十
六
年
度
か
ら
昭
和
五
十
一
年
度
ま
で
を
第
二
期
と
し
て
五
億
二
千
万

円
、
昭
和
五
十二
年
度
以
降
を
第
三
期
と
し
て
五
億三
千
万
円
を
配
し
、
こ
の
う
ち
第
一
期
計
画
分
を
昭
和
四
十
一
年
十
一
月
末
に

振
興
計
画
と
し
て
道
に
提
出
の
は
こ
び
と
な
っ
た
。
同
年
十
二
月
二
十
日
総
理
府
告
示
第
五
十
四
号、

指
定
番
号
第
七
十
八
号
に
よ

っ
て
本
村
は
山
村
振
興
法
に
よ
る
振
興
山
村
の
指
定
を
受
け
た
の
で
あ
る
。
網
走
管
内
に
お
い
て
は
丸
瀬
布
町
(昭
和
四
十
年
指

定
)
に
次
い
で二
番
目
で
あ
っ
た
。

か
く
し
て
第
一
期
概
算
計
画
事
業
費
の
お
よ
そ
八
七
乾
に
あ
た
る
四
億
七
千
万
円
に
の
ぼ
る
事
業
量
が
承
認
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
第
一
期、
第
二
期
な
い
し
第三
期
の
計
画
達
成
後
の
本
村
勢
は
大
き
く
飛
躍
し
、
農
地
面
積
は
現
在
の
約
二
倍二
、五
〇

○
診
に
伸
び
、
農
家
一
戸
当
り
平
均
二
五
給
と
な
っ
て
機
械
の
共
同
化
が
実
現
す
る
ほ
か、
乳
牛
に
お
い
て
は
現
在
の三
百
頭
か
ら

一躍
一
千
頭
に
な
り
、
農
家
粗
収
入
は
お
お
む
ね
四
百
六
十
万
円
と
な
っ
て
経
済
の
安
定
を
期
す
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
林
業
に
お

い
て
も
造
林
の
拡
大
化
に
よ
っ
て
面
積
も
公
有
林、
民
有
林
を
あ
わ
せ
て
現
有三
四
八
診
が
一、
一二
〇
か
に
伸
び
て
将
来
の
冷
害

一九三



ブルドーザーを導入し土地基盤整備
をはかる (山村振興特別開発事業)

改良工事の完了した中央道路
(山村振興土木事業) 備

林
的
な
役
割
を
果
す
わ
け
で
あ
る
。
さ
ら
に
小、
中
学
校
の
施
設
も

一段
と
充
実
し
、
豊
か
な
教
育
が
期
待
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
。
そ
し
て

実
の
あ
る
村
づ
く
り
、
部
落
づ
く
り
に
邁
進
し
、
山
村
に
住
む
者
た
ち

に
と
っ
て
も
そ
の
地
域
が
真
に
住
民
の
幸
せ
に
つ
な
が
っ
た
愛
す
べ
き

土
地で
あ
り
郷
土
で
ある
も
の
につ
く
り
あ
げ
る
べ
く、
将
来
の
白
滝

村
に
住
民
こ
ぞ
っ
て
協
力
す
る
と
と
も
に
大
き
な
期
待
を
か
け
て
い

る。す
で
に
振
興
事
業
第
一
期
も
最
終
年
度
に
な
り
、
当
初
の
計
画
に
も

と
づ
き
着
事々
業
の
遂
行
に
努
めて
い
る
。
第
一
期
分
事
業
の
状
況
は

施
策
区
分

小
村
道
テ
レ
ビ
道
路

村
道二
八
号
道
路
湯
の
沢
橋

架
換
L
=

村
道
湧
別
川
沿
道
路
二
〇
号
線
架
換
L
=
一
五
・四〇

就
村
道
天
狗
沢
共
栄
橋

村
道
白
滝
原
野
中
央
線

山
村
振
興
事
業
名

道
路
L
==一
、七
三
〇
が

概

四〇
材

三
〇
材

皇里

七
八
、五
〇
〇

四、
五
〇

1
1.OC
三
、〇
C

10
、○
○

事
業
費

算

つS
四
二
年
度
完
成

S
四
四
年
度
完
成

S
四
二
年
度
完
成

S
四
二
年
度
完
成

備

建
設
省
関
係
S
四三
～
S
四
五
年
継
続
事
業

考
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次
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

山
村
振
興
事
業
状
況
第
一
期
分
(
単
位
千
円
)

事
業 業

架
換
L
=

道
路
L
=
四
、〇
〇
〇
財

計

交
通
施
策



施
策

営
近
代
化

産
業
の
経

策 産
基
盤
施

産
業
の
生

通
信
施
策

教
員
住
宅
新
築

小
乳
牛
導
入
事
業

共
同
集
荷
貯
蔵
施
設

共
同
利
用
農
業
機
械
導
入
事
業

ンバ
イ
ン
。
ポ
テ
ト
ハ
ー

基
盤
整
備
用
機
械
導
入
事
業

小

公
有
林
事
業

冷
害
備
林
造
成
事
業

開
拓パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業

耕
地
整
理
事
業

農
道

事
業

土
事
業

客 暗
渠
排
水
事
業

草
地
改
良
事
業

農
免

道
路

小

五
戸

四〇
頭

一六
五
凶

二
棟

ベ
ス
タ
ー
、
そ
の
他

ビ
ー
ト
ハ
ー
ベ
ス
タ
ー
コ

ブ
ルド
ー
ザ
ー
一
台

三
〇
四
念

八〇
念

三
カ
所

一
二・
七
五
〇
�
三
地
区

八
六・八

紛

七
二
・八
紛

一二
九・八

診
L
==五、七

〇
〇
M

七
三
、〇
〇
〇
財

放
送
交
換
配
線
一
式

三
、七
五
〇

五
七
、四
二
九

八
、〇
〇

継
続
事
業

S
四
五
年
度
完
成

S
四
五
年
度
ま
で
完
成

S
四
二
年
度
す
み

S
四
四
年
度
完
成

S
四
五
年
度
完
成

S
四
五
年
度
完
成

継
続
事
業

M
、
事
業
費
計
三
、八
二
二
千
円
実
施
ず
み
。

S
四
三
年
度
以
降
の
実
施
分
道
関
係
機
関
調
査
の
結

果
、
搬
入
土
の
適
す
る
も
の
が
な
い
た
め
目
下
搬入

5
四
二
年
度
客
土
事
業
一
九
粉
、
農
道
事
業
五
〇
〇

S
四
四
年
度
完
成

S
四
四
年
度
完
成

S
四二
～
S
四
五
年
継
続
事
業

一八
、九
七
二

一〇
、七三

二

一
八、五

四
一

七
一、〇
〇〇

二
七、六〇

〇

三
、〇
二
五

二
〇
、
一二
一

七、〇
四
〇

三
〇
、七
〇
四

一九
六、〇

七
二

一五、九
三
八
土
調
査
士

S
四
五
年
度
完
成

一九四

二
七、六〇

〇
S
四
三
年
度
完
成

農
事
放
送
施
設

五
産
業
・
経
済

計計 計
私
有
林

村
有
林 八
八
給

二
五・二

粉

三
地
区

四
カ
所

二
カ
所

三
四、
六
五
四|

四、七
七
五
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白
滝
村
農
業
振
興
基
金
運
用
委
員
会

本
村
農
業
振
興
基
金
の
円
滑
な
運
用
を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
昭
和
四
十
五
年

四
月
白
滝
村
農
業
振
興
基
金
運
用
委
員
会
が
発
足
し
、
事
務
局
を
白
滝
村
農
業
協
同
組
合
内
に
置
き
、
昭
和
四
十
五
年
度
か
ら
五
カ

年
の
間、
村
が
一千
五
百
万
円
を
積
立
て、
こ
れ
と
同
額
を
白
滝
村
農
協
が
積
立
て
、
合
計
三
千
万
円
を
も
っ
て
運
用
資
金
に
充
て

る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
本
村
農
業
経
営
構
造
の
改
善
と
農
家
経
済
の
安
定
を
は
か
ら
れ
る
よ
う
期
待
し
て
い
る
。

施
策

国
土
保
全

環
境
施
策

社
会
生
活

施
策
社
会
教
育

文
化
施
策

小
湧
別
川
水
系
砂
防
事
業

小
開
こ
ん
建
設
付
帯
事
業

公
営
住
宅
建
設
事
業

小
柔

剣
道

場

小

ス
クー
ルバ
ス
整
備

学
校
給
食
セ
ン
ター
新
築

道村村

営営営
北
堤
二
基

水
道
三
、三
六
三
努

二
種

二
種

ニー
八二〇
戸戸戸

四
五
〇
平
方
が 一台

一六
二
平
方
財

四
七
〇
、九
九
八

五
〇
・〇
〇
〇

五〇
、〇
〇
〇

三〇
、九
四
七

三
、〇
〇
〇

二
七、九

四
七

一五
、二
〇
〇

一五
、二
〇
〇

一五、二
五
〇

三
、五
〇
〇

八、〇
〇
〇

未
施
行

S
四
五
年
度
完
成

長
期
継
続
事
業

S
四
四
年
度
完
成

費負
担

S
四
四
年
度
完
成
。
北
見
バ
スと
運
行
契
約
に
よ
り

維
持

白
滝
村
負
担
分

S
四
三
年
度
完
成
。
丸
瀬
布
町
と
共
同
設
置
に
よ
る

合
計 計 計 計 計

白
一種

一九五



五
産
業
・
経
済

委
員
長
は
丹
羽
良
男
で
あ
る
。

て
ん
菜
増
産
推
進
協
議
会

本
村
に
お
け
る
寒
冷
地
畑
作
農
業
の
安
定
的
な
確
立
を
一
層
推
進
す
る
た
め、
営
農
者
の
深
い
理

解
を
求
め
つつ
、
て
ん
菜
の
生
産
振
興
を
強
力
に
推
し
進
める
こ
と
を
目
的
と
し
て
昭
和
四
十
四
年
一
月
「て
ん
菜
増
産
推
進
協
議

会
」
が
生
ま
れ

「
土
地
基
盤
の
整
備

1二
紙
筒
移
植
栽
培
の
積
極
的
普
及

を
推
進
目
標
と
し
て
お
り
、
増
反
、増
収
者
に
対
し
て
報
償
制
度
も
実
施
し
て
い
る
。協
議
会
会
長
に
は
国
松
村
長
が
あ
た
っ
て
い
る
。

三
直
播
栽
培
に
お
け
る
早
播
き
と
欠
株
防
止

農
業
推
進
会
議

寒
冷
地
畑
作
地
帯
と
いう
必
ず
し
も
好
ま
し
い
と
は
い
え
な
い
本
村
の
農
業
は、
き
び
し
い
気
象
条
件
と
た

た
か
い、
し
か
も
農
業
経
営
経
済
の
起
伏
多
難
な
情
勢
の
も
と
に
あ
り
な
が
ら
も
意
欲
的
な
営
農
に
よ
り
着
と々
し
て
農
畜
産
物
の

伸
長
が
み
ら
れ
て
い
る
が
、
さ
ら
に
生
産
基
盤
の
確
立
を
目
途
と
し
、
寒
冷
地
農
業
を
確
立
し
も
っ
て
農
家
経
済
の
安
定
を
一
段
と

は
か
る
を
目
的
と
し
て
、
毎
年
三
、
四
月
こ
ろ
農
業
経
営
者
な
ら
び
に
農
政
関
係
者
を
招
集
し
特
に
「農
業
推
進
会
議
”
を
開
催、

経
営
規
模
の
拡
大
と
生
産
性
向
上
を
目
ざ
し
て
真
剣
な
施
策
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

昭
和
四
十
五
度
に
お
け
る
農
業
施
策
の
概
要
は
次
の
と
お
り
と
な
っ
て
い
る
。

一
畑
作
の
振
興

1
て
ん
菜
の
振
興

2
馬
鈴
薯
の
振
興

3
麦
作
の
振
興

4
主
要
農
作
物
試
験
研
究
推
進

二
営
農
改
善
推
進
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1
営
農
改
善
計
画
樹
立
推
進

6 5 4 32 1

5
農
作
物
防
疫
対
策
の
推
進

2
近
代
的
農
業
経
営
者
の
育
成

農
業
機
械
化
対
策
の
推
進

農
地
流
動
化
促
進

農
業
金
融
の
活
用
な
ら
び
に
充
実
促
進

0

三
農
村
環
境
の
整
備
と
生
活
改
善
の
推
進

四
農
業
基
盤
整
備
の
推
進

1
耕
地
改
良
事
業
の
推
進

五
土
地
改
良
事
業
の
推
進

1
林
業
振
興
事
業
の
促
進

4 3

2
山
火
予
消
防
対
策
の
推
進

村
外
優
良
造
林
地
視
察

林
業
グ
ル
ー
プ
育
成
事
業

熊
隊
駆
除
対
策
の
推
進

5

北
海
道
食
糧
事
務
所
北
見
支
所
白
滝
出
張
所

開
拓
の
進
展
に
と
も
な
い
農
産
物
の
出
荷
量
が
年
と
と
も
に
増
し
て
き
た
た

め、大
正
四
年
遠
軽
に
お
い
て
も
嘱
託
検
査
員
の
手
に
よ
っ
て
雑
穀
の
検
査
が
行
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が、大

正
七
年
北
海
道
雑

穀
商
同
業
連
合
組
合
が
札
幌
に
結
成
さ
れ
る
に
及
ん
で
将
来
大
い
に
発
展
性
に
富
む
遠
軽
市
街
に
こ
れ
が
駐
在
所
の
設
置
を
望
み
、

関
係
業
者
の
連
署
を
も
っ
て
請
願
運
動
が
展
開
さ
れ、
つ
い
に
大
正
七
年
六
月
雑
穀
検
査
駐
在
所
が
設
置
さ
れ
た
。

第
一
章

農
業

1
開
拓
農
家
負
債
対
策
の
推
進

2
開
拓
者
離
農
助
成
対
策
事
業

七
畜
産
の
振
興

1
酪
農
の
振
興

優
良
牝
牛
導
入
に
よ
る
利
子
補
給

2

乳
牛
経
済
検定
事
業
の
推
進

34中
小
家
畜
の
振
興

5
家
畜
衛
生
事
業
の
推
進

6
牧
野
整
備
の
推
進

7
牧
野
衛
生
対
策
の
推
進

八
林
業
の
振
興

1
国
営
土
地
改
良
事
業
(二
年
次)

道
営
開
拓パ
イ
ロ
ット
事
業
の
推
進

2

団
体
営
開
拓パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業
の
推
進

34
団
体
営
土
地
改
良
事
業
の
推
進

5
石
れ
き
除
去
対
策
の
推
進

六
開
拓
営
農
の
振
興
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一九八
五
産
業
・
経
済

昭
和
六
年
九
月
二
十
三
日
、
白
滝
住
民
の
要
請
に
よ
っ
て
北
海
道
農
産
物
検
査
所
白
滝
派
出
所
が
設
置
さ
れ、
地
元
に
お
い
て
の

雑
穀
検
査
は
農
家
に
と
っ
て
は
ま
こ
と
に
便
利
と
な
っ
た
。

昭
和
二
十
二
年
五
月
従
来
の
検
査
業
務
に
対
す
る
機
構
改
革
が
な
さ
れ、
名
称
も
農
林
省
北
海
道
食
糧
事
務
所
北
見
支
所
白
滝
村

出
張
所
と
改
め
ら
れ
現
出
張
所
長
は
笹
沼
繁
で
あ
る
。

第
五
節
農
産
加
工
業

澱
粉
製
造

自
給
食
糧
と
し
て
の
馬
鈴
薯
は
開
拓
者
に
は
好
感
の
も
て
る
作
物
で
あ
っ
た
が、
交
通
不
便
な
開
拓
期
の
こ
と
ゆ

え
地
方
出
荷
も
思
う
に
ま
か
せ
ず
換
金
作
物
と
し
て
の
人
気
は
な
か
っ
た。
こ
ん
な
と
こ
ろ
か
ら
村
内
に
お
いて
馬
鈴
薯
澱
粉
の
製

造
が
早
く
か
ら
始
め
ら
れ
た
。
ま
ず
岡
崎
儀
蔵
、
岡
本
辰
八
、
山
本
善
七
、
宮
本
幸
八
の
共
同
経
営
に
よ
る
岡
澱
粉
工
場
が
大
正
七

年
九
月
に
(今
の
西
区
、
通
称
澱
粉
沢
入
口
)、
同
年
十
月
藤
田
円
一
が
支
湧
別
六
線
で
、
丹
羽
実
市
が
上
白
滝
で
そ
れ
ぞ
れ
水
車

に
よ
り
創
業
を
開
始
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
馬
鈴
薯
生
産
者
に
対
し
て
も
光
明
を
与
え
た
わ
け
で
あ
る
。
以
来
馬
鈴
薯
生
産
量
の
増
大

に
従
っ
て
澱
粉
工
場
も
し
だ
い
に
そ
の
数
を
増
し
て
い
っ
た
。

戦
後
食
糧
事
情
の
逼
迫
が
つ
づ
き
澱
粉
の
需
要
が
伸
び
、
昭
和二
十
五
年
に
は
実
に
村
内
十
八
工
場
(生
産
量
七
千
八
百
袋
)
に

ふく
れ
上
っ
た。
し
か
し
経
済
の
好
転
に
と
も
な
いし
だ
いに
澱
粉
の
需
要
が
減
り
、
加
え
て
コ
ス
ト
高
から
小
規
模
工
場
は
整
理

さ
れ、
現
在
山
本
善
七、
斎
藤
久
治、
岩
城
義
男
、
渡
瀬
秀
雄
の
共
同
経
営
に
よ
る
合
理
化
澱
粉
工
場
と
丹
羽
澱
粉
工
場
の二
工
場

と
な
っ
て
い
る
。

澱
粉
工
場
の
操
業
に
つ
いて
は、
数
年
を
経
ず
し
て
中
止
し
た
も
の、
あ
る
い
は
人
手
に
渡
し
た
も
の
と、
長
期
に
わ
た
っ
て
操



業
を
つ
づ
け
た
も
の、
さ
ら
に
今
日
も
な
お
続
い
て
い
る
も
の
等
千
差
万
別
で
あ
る
が、
確
と
し
た
資
料
に
乏
し
い
た
め、
左
記
の

ご
と
く
操
業
年
代
別
に
記
し
て
み
た
。

大
正
期
に
操
業
を
開
始
し
た
も
の

�
澱
粉
工
場、
藤
田
円
一、
丹
羽
実
市、
福
本
光
矣
、
浜
野、
高
橋
共
同
工
場
(高
橋
利
作、
高
橋
仙
太
郎)、

大
庭
喜
代
治、
本
田
重
蔵、
山
本

善
七
、
田
坂
唯
光、
岩
城
近
蔵、
水
谷
正
吉

昭
和
期
に
入
っ
て
操
業
を
開
始
し
た
も
の

前
田
勘
治、
菊
地
善
吾、
稲
垣
仙
次
郎、
古
関
勘
六、
斎
藤久
治、
加
藤
常作、

平
岡
久
雄、
山
崎乙
吉、
横山
一
郎、
服
部清、

笠
間
誠
一
、
岡

竹
松、
岸
浦
吉、
遠
藤
栄
次
郎、
福
田
信
一、
西
尾
博
文、
松
原
力
雄、
北
畑
一郎

第
二
章
林

業

第
一節

林
業
の
起
り

原
始
時
代
に
お
け
る
蝦
夷
地
は
昼
な
お
暗
い
ほ
ど
鬱
蒼
と
生
い
茂
る
原
生
林
幾
重
に
も
つ
ら
な
り
、
想
像
を
絶
す
る
密
林
島
で、

今
日
み
ら
れ
る
広
大
な
平
野
、
過
伐
に
よ
る
禿
山
を
見
て
千
古
の
容
姿
を
想
い
お
こ
す
こ
と
は
全
く
不
可
能
で
あ
ろ
う
ほ
ど
に
そ
の

変
貌
ぶ
り
は
驚
か
さ
れ
よ
う
。

密
林
地
帯
の
本
道
に
も
移
民
の
増
殖
に
よ
っ
て
年
と
と
も
に
樹
木
の
需
要
が
増
大
し
、
貴
重
化し
た
森
林
資
源
の
維
持
育
成
策
が

第
二
章

林
業
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五
産
業
・
経
済

打
ち
出
さ
れ
た
。

根
室
支
庁
は
明
治
十
年
十
二
月
「
山
林
取
締
仮
規
則
」
を
制
定
し、
山
火
・
乱
伐
の
防
止
に
力
を
入
れ
山
林
の
保
護
に
つ
と
め
、

初
め
て
一
貫
し
た
林
政
方
針
が
示
さ
れ
た
。
し
か
し
開
墾
を
急
い
だ
入
植
者
の
ほ
と
ん
ど
は、
耕
地
可
能
な
地
に
生
ず
る
樹
木
は
む

し
ろ
開
墾
上
全
く
の
障
害
物
で
あ
り
、
わ
ず
か
に
当
時
は
マ
ッ
チ
軸
木
と
し
て
脚
光
を
あ
び
て
い
た
白
楊
(ド
ロノ
キ)
材
を
売
却

す
る
ほ
か
は、
伐
倒
木
を
処
に々
集
積
し
て
焼
却
さ
れ
て
い
た
。
今
に
し
て
思
え
ば
ま
こ
と
に
も
っ
た
い
な
い
話
で
あ
る
が、
開
拓

途
上
の
こ
ろ
で
は
開
墾
に
追
わ
れ
し
か
も
素
材
販
路
の
狭
い
地
方
に
お
い
て
は
む
べ
な
る
か
な
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
開
拓
日
の
浅
い
当
時
は
農
作
物
に
よ
る
収
入
ま
こ
と
に
微
々
た
る
も
の
で、
こ
れ
が
買
い
手
の
つ
い
た
素
材
の
売
却
代

金
を
ふ
と
こ
ろ
に
し
た
入
植
者
は
思
わ
ず
開
墾
の
苦
労
を
忘
れ
て
ほ
ほ
笑
む
の
で
あ
っ
た
。
あ
ま
り
に
も
見
事
な
林
相
に
造
材
業
者

が
先
を
き
そ
う
て
入
り
込
み
、
贅
沢三
昧
に
立
派
な
素
材
を
集
め、
あ
る
業
者
は
現
地
に
工
場
を
建
て
加
工
し
、
あ
る
業
者
は
素
材

の
ま
ま
瀬
戸
瀬、
遠
軽、
湧
別
方
面
に
搬
出
す
る
な
ど
、
林
業
の
い
ぶ
き
が
こ
こ
に
始
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
既
述
の
ご
と
く
密
林
に

お
お
わ
れ
た
未
開
の
本
村
が
意
外
に
早
く
拓
け
た
理
由
の
一
つに
、
こ
う
し
た
造
材
事
業
の
台
頭
が
あ
げ
ら
れ
よ
う
。

造
材

白
滝
原
野
増
画
地
解
放
後、
紀
州
団
体
を
は
じ
め
と
し
て
、
大
正
期
に
な
っ
て
か
ら
も
各
団
体
陸
続
と
し
て
未
開
の
原

野
に
入
植
し
来
た
り、
鬱
蒼
と
生
い
茂
る
原
始
林
に
た
た
ず
み、
苦
労
の
覚
悟
は
し
て
き
た
も
の
の、
あ
ま
り
の
密
生
林
に
い
か
に

し
て
こ
れ
を
伐
採
し
開
拓
し
て
ゆ
く
か、
伐
採
に
未
経
験
な
も
の
の
中
に
は
途
方
に
く
れ
る
者
も
あ
っ
た
。
不
慣
れ
な
手
つ
き
で
木

を
伐
る
姿
は
あ
ま
り
に
も
痛
々
し
い
あ
り
さ
ま
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こう
し
た
心
配
も
ほ
ど
な
く
し
て
消
え
去
っ
た
。
造
材
業
者

の
立
木
買
入
れ
が
始
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
地
場
に
お
い
て
加
工
す
る
も
の
、
素
材
の
ま
ま
流
送
を
し
て
遠
軽
方
面
に
て
陸
揚
げ
を
な

す
も
の
、
あ
る
い
は
陸
送
を
な
す
も
の
等、
木
材
景
気
は
つの
る
ば
か
り
で
あ
った
。
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偉容を誇る大正期の集材風景

造
材
事
業
の
先
端
を
き
っ
て
入
っ
て
き
た
も
の
は
、
瀬
戸
瀬
に
大
工
場
を
構
え
て
い
た
清

水
喜
太
郎
経
営
に
よ
る
清
水
木
材
部
(白
滝
出
張
所
主
任
佐
藤
勇
次
郎
)
が
最
初
で
、
大
正
六

年
五
月
の
大
山
火
に
よ
っ
て
白
滝
に
お
け
る
造
材
を
中
止
す
る
ま
で
三
十
万
石
を
上
回
る
業
績

を
残
し
、
白
滝
原
野
の
開
発
は
こ
の
清
水
木
材
部
に
よ
っ
て
拓
け
た
と
豪
語
す
る
も
の
も
い
る

ほ
ど
で
あ
る
。

白
滝
原
野
い
ず
れ
の
地
に
足
を
入
れ
て
も
、
鬱
蒼
た
る
森
林
で
あ
っ
た
が
た
め、
ひ
と
り
清

水
造
材
の
み
な
ら
ず
事
業
量
の
差
こ
そ
あ
れ
至
る
と
こ
ろ
で
造
材
事
業
が
繰
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
て

い
た。
造
材
事
業
の
興
隆
は
ま
た
開
拓
農
家
の
恰
好
の
出
か
せ
ぎ
場と
な
り、
立
木
の
売
却
と

と
も
に
農
家
経
済
を
う
る
お
し
、
自
然
、
開
墾
の
鍬
に
も
力
が
入
っ
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

当
時
の
白
滝
に
お
け
る
林
業
を
、
大
正
六
年
の
『北
見
新
聞』
は
次
の
よ
う
に
報
じ
て
い
る
。

「こ
の
地
の
林
業
は
農
業
に
つ
い
で
最
優
秀
な
位
置
を
占
め、
前
途
尚
無
尽
蔵
に
し
て
年
産
十
万
石
を
伐
採
す
る
を
得
べ
く、
そ
の

他
の
林
産
枚
挙
に
い
と
ま
あ
ら
ず
、
故
に
現
在
に
お
け
る
同
村
の
農
民
は
冬
期
半
年
斯
業
に
よ
り
て
生
活
す
る
者
多
く
、
工
賃
そ
の

他
を
合
算
す
れ
ば
こ
れ
又
年
産
額二
十
万
円
を
下
ら
ざ
る
べ
し
」
と
あ
る
か
ら
想
像
以
上
の
も
の
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

.

隆
盛
を
き
わ
め
た
造
材
事
業
も
大
正
六
年
の
忌
ま
わ
し
い
大
山
火
に
よ
って
一面
焼
け
野
原
と
化
し
、
に
わ
か
に
素
材
産
出
量
が

激
減、
造
材
も
や
が
て
縮
小
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

大
正
期
に
お
け
る
お
も
な
造
材
施
行
業
者

清
水
喜
太
郎、
桜
井
木
材、
清
水
藤
次
郎
、
岡
田
品
助、
筒
井
新
平、
加
藤
修
一
郎、
牛
田
金
蔵、
片
野
治
郎
吉
、
仲
屋
勇
次
郎、
古
田
末
吉
、
松

第
二
章

林
業
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二〇三
五
産
業
・
経
済

本
幸
次
郎、
中
山
徳
蔵、
布
田
富
蔵、
井
村
謙
二、
佐
木々三
之
助、
原
野
秋
蔵、
倉
島
永
一
郎、
渡
瀬
長
之
助、
松
川
国
平、
松谷
多
次
郎、

昭
和
期
に
始
め
た
お
も
な
造
材
施
行
業
者

森
木
材、
大
庭
千
代
吉
、
牛
丸
勝
次、
出
口
俊
平、
的
場
正
夫、
中
安
文
治
郎、
岸
浦
吉
、
藤
本
輝
彦
、
神
原
利
平、
藤
森
道
雄、
中
山
親
孝
、
野

沢
正
市、
中
村
弥
太
郎、
渡
瀬
正
司、
名
和
稔、
棚
橋
重
利、
大
庭
裕二
、
藤
原
清
、
白
滝
林
産
組
合

第
二
節
「
そ
の
歩
み

網
走
営
林
区
署
白
滝
保
護
区
員
駐
在
所

明
治
十
九
年
一
月
北
海
道
庁
開
設
に
と
も
な
い
山
林
事
務
はこ
れ
ま
で
の
農
商
務
省

所
管
か
ら
道
庁
内
山
林
係
担
当
に
変
り
、
統
一
さ
れ
た
山
林
行
政
の
第
一
歩
が
踏
み
出
さ
れ
た
わ
け
で
、
以
来
幾
度
と
な
く
担
当
先

に
移
動
が
み
ら
れ
た
が、
明
治三
十
五
年
全
道三
十
カ
所
の
林
務
課
員
派
出
所
の
下
に
九
十
八
カ
所
の
森
林
保
護
区
員
駐
在
所
を
配

置
し
、
主
と
し
て
森
林
の
状
況、
火
災
の
原
因、
予
防、
鳥
獣
害
の
有
無、
侵
墾
者
の
有
無、
森
林
産
物
の
盗
取
お
よ
び
そ
の
予
防

そ
の
他
森
林
保
護
に
関
す
る
取
締
り
の
強
化
が
は
か
ら
れ
た
。
さ
ら
に
明
治
四
十
一
年
六
月
「営
林
区
署
制
度
」
を
設
け
る
こ
と
に

よ
っ
て
従
来
の
派
出
所
制
を
改
め、
保
護
区
員
駐
在
所
を
ふ
や
し
国
有
林
の
保
護
監
視
と
経
営
管
理
に
当
った
。
こ
の
と
き
網
走
営

林
区
署
お
よ
び
そ
の下
に
紋
別
営
林
区
分
署
が
設
置
さ
れ、
本
村
の
林
野
は
そ
の
所
管
と
な
っ
た
。
し
か
し
大
正
二
年
紋
別
営
林
区

分
署
は
緊
縮
財
政
に
あ
っ
て
廃
止さ
れ
保
護
区
員
駐
在
所
と
な
っ
た
。
こ
の
ころ
本
村に
は
年
ご
と
に
団
体
移
住
が
あ
い
つ
ぎ
、
未

開
の
林
地
に
開
拓
の
た
め
の
斧
鋸
を
振
い巨
木
を
伐
倒
、
火
入
れ
作
業
が
行
な
わ
れ
て
い
た
。
こ
う
し
た
開
拓
の
進
展
に
よ
る
国
有

林
保
護
・
無
災
の
見
地
か
ら
大
正
五
年
四
月
一
日
“網
走
営
林
区
署
白
滝
保
護
区
員
駐
在
所
"(
担
当
区
の
前
身
)が
白
滝
に
設
置
さ

れ
小
西
森
林
主
事
が
着
任、
監
視
の
目
を
光
ら
せ
た
。
し
か
る
に
翌
大
正
六
年
五
月
未
曾
有
の
大
山
火
に
見
舞
わ
れ
た
こ
と
は
あ
ま



り
に
も
皮
肉
な
惨
事
と
い
え
よ
う
。
この
事
件
に
よ
っ
て
保
護
区員
は
竹
中
勝
重
主
事
に
代
っ
た。

大
正
八
年
四
月
網
走
営
林
区
署
の
下
に
野
付
牛
(
北
見)、

遠
軽
の
各
営
林
区
分
署
が
新
設
さ
れ、
本
村
の
駐
在
所
は
遠
軽
営
林

区
分
署
の
管
轄下
と
な
っ
た
。
昭
和三
年
六
月
営
林
区
分
署
制
度
の
廃
止
に
よ
っ
て
遠
軽
営
林
区
分
署
も
営
林
区
署
に
昇
格、
網
走

営
林
区
署
の
配
下
か
ら
離
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
え
て
昭
和
十
一
年
四
月
保
護
区
員
駐
在
所
が
担
当
区
員
駐
在
所
と
改
称
さ
れ
た
。
昭

和
十
六
年
六
月
遠
軽
営
林
区
署
の
官
行
斫
伐
事
業
が
本
村
に
お
い
て
も
行
な
わ
れ
る
こ
と
と
な
り
そ
の
事
業
所
が
設
置
さ
れ、
戦
時

下
急
増
す
る
木
材
の
需
要
に
対
処
し
た
の
で
あ
る
。

現
在
村
内
は
左
の
ご
と
き
四
担
当
区
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。

名
称

所支 白 奥 白

湧
滝
市
白

白
滝
市
街

市

別 街 滝 街
昭
和
二
九
・
七
・
五

昭
和二
二
・
一〇
・
一

昭
和
一
二
・
七・
一

大
正
五
・
四
・
一

設
立
年
月
日

備

前
身
は
奥
白
滝
保
護
区
員
駐
在
所

前
身
は
白
滝
保
護
区
員
駐
在
所

考

白
滝
営
林
署

昭
和
二
十
一
年
八
月
本
村
お
よ
び
丸
瀬
布
は
そ
れ
ぞ
れ
袂
を
わ
か
ち
遠
軽
町
よ
り
分
村
し
た
の
で
あ
る
が、
国

有
林
野
行
政
は
従
来
ど
お
り
施
行
さ
れ
て
い
た
も
の
の
、
敗
戦
に
よ
っ
て
領
土
を
失
い
こ
れ
に
付
随
し
た
森
林
資
源
の
損
失
も
ま
た

あ
ま
り
に
も
大
き
か
っ
た。
こ
れ
が
た
め
わ
が
国
は
国
土
資
源
の
集
約
的
利
用
の
必
要
性
か
ら
林
政
の
統
一
策
が
とら
れ
、
昭
和
二

十
二
年
五
月
勅
令
を
も
っ
て
国
有
林
は
農
林
省
所
管
と
な
り
道
内
五
営
林
局
(旭
川、
北
見
、
帯
広、
札
幌、
函
館)
を
新
設、
お

の
お
の
管
理
区
域
を
規
定
し
て
傘
下
の
営
林
署
(こ
のと
き
営
林
区
署
が
営
林
署
と
な
る
)
を
統
括
し
た
。
機
を
同
じ
く
し
て
丸
瀬

第
二
章
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上
支
湧
別
担
当
区
事
務
所

下
白
滝
担
当
区
事
務
所

奥
白
滝
担
当
区
事
務
所

白
滝
営
林
署
白
滝
担
当
区
事
務
所

在



五
産
業
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白 滝 営 林 署

至遠軽1 北
雄
事
業
区

角
ノ
上
町

丸
瀬
布
町

2
遠軽 事 業 区

86
12085 81

114

:882 79

17

182 80

109\115 いらたと83 98

0 F

105 丸

7: 75

10706

100 瀬至
旭
川

95

17393 ヨド
頂
境 布

旭 69

2

9 5963 8

09.

57if 5670

166:05/

7
5 3
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営

18

10山 山
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石
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町
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瀬
町

林
班
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号

山
営
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著

担
当
区

二〇円

0
-
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102/0388 87

己
白
灣96 四
白
滝 2

3 事

川 業

50

山
支
清
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石狩国上川郡上川町
北見国紋別郡境,土町 1:9

110
3

6
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108

77

1,29



布
独
立
署
設
置
の
要
請
が
当
局
に
具
申
さ
れ
昭
和二
十
二
年
十
月
丸
瀬
布
営
林
署
が
誕
生、
本
村
は
そ
の
区
域
下
に
な
った
。
そ
の

後
木
材
の
統
制
撤
廃
に
よ
っ
て
い
よ
い
よ
復
興
建
築
の
槌
音
も
高
く
、
木
材
の
需
要
は
日
に
月
に
伸
び
た
る
こ
と
を
幸
い
に
白
滝
営

林
署
設
置
の
猛
運
動
が
展
開
さ
れ
た
。

4,700

3,645
5,749

一

昭
和
二
十
七
年二
月
に
開
か
れ
た
第
一
回
定
例
村
議
会
に
お
い
て
協
議
案
の
第
一
号
と
し
て
「丸
瀬
布
営
林
署
管
内
に
属
す
る
奥

4,115

湧
別
事
業
区
及
び
北
湧
別
事
業
区
を
分
割
し
て
本
村
に
白
滝
営
林
署
の
設
置
方
を
促
進

す
る
に
つ
い
て
の
運
動
方
法
及
び
そ
の
対
策
に
つ
い
て
意
見
を
諮
う
」
と
の
協
議
が
真

剣
に
な
さ
れ
強
力
な
運
動
態
勢
を
と
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
お
い
て
つ
い
に
昭
和
二

十
九
年
七
月
五
日
農
林
省
告
示
第
四
百
七
十
六
号
を
も
っ
て
丸
瀬
布
営
林
署
よ
り
分
割

し
て
本
村
一
円
を
管
轄
す
る
白
滝
営
林
署
が
市
街
地
東
区
村
立
技
芸
学
校
内
に
設
置
翌

五
年
西
区
現
在
地に
移
転
さ
れ、
た
だ
ち
に
業
務
が
執
行
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

白
滝
営
林
署
の
管
理
状
況
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

名 称

所 在 地 管理面積ha

白 滝 営 林 署 白 滝 村 西 区 28,466

白 滝 担 当 区 白 滝 村 西 区
区 下 白滝担 当 区 〃 中 央区

上 白滝担 当区 〃 上白滝
奥 白滝担 当 区 ! 奥 白滝
支湧別担 当区 ! 上支湧別 10,257
白滝苗畑事 業所 り 西 区[区]

分 支湧別製品事業所 / 上支湧別
白 滝 貯 木 場 ノ 南 区

五 四 三 二111

11
初
代

山
崎

池
田

渡
辺

佐
木々

渡
辺 氏 長

敏 栄 義 : 正
名

夫 一 雄 夫 男

"

三
六
・
五
・一
六

ク
三
四・

七・
一

仁
三
二
・
四
・
一

昭
和
二
九・

七
・
五

三
四・

七・
一

昭
和
三
二
・
四・

一

←
三
六・

五・
一六

四〇
・
八・
一六

1 ク
三
八・

六・
一

退
任
年
月
日

第
二
章

林
業

二〇五

承
夫

三
八・

六・
一

就
任
年
月
日

歴

代

署



五
産
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八 七 六
高
柴

小
亀

恩
田

元 智

彦 雄 宏

四
五・

七・一
六

村
内
西
区
は
ず
れ
に
あ
る
営
林
署
の
苗
畑
は
、
立
派
な
造
林
地
を
つ
く
る
た
め
の
条
件

と
し
て
、
付
よ
い
苗

()よ
い
土
地
自
よ
い
植
え
つ
け、
を
ス
ロ
ーガ
ン
に
大
切
な
苗

木
を
わ
が
子
の
よ
う
に
か
わ
い
が
り
育
苗
し
て
い
る
。

森
林
愛
護
組
合
大
正
六
年
五
月
の
大
山
火
後
、
森
林
防
火
組
合
設
置
規
則
に
従
っ

て
本
村
域
内
各
部
落
ご
と
に
防
火
組
合
を
設
立、
山
火
防
止
に
献
身
し
た
。

昭
和
二
十
一
年
本
村
の
分
村
に
よ
っ
て
翌
二
十
二
年
四
月、
こ
れ
ま
で
の
各
防
火
組
合

を
森
林
愛
護
組
合
と
改
称、
同
時
に
連
合
会
(初
代
連
合
会
長
野
沢
正
市)
を
組
織
し
て

各
単
位
組
合
と
の
連
絡
協
調
を
は
か
り
毎
年
一
回
総
会
を
開
き
、
山
火
絶
滅、
森
林
の
保

護
お
よ
び
育
成
に
協
力
援
助
を
行
な
っ
て
い
る
。
現
在
組
合
数
は
七
組
織
で、
連
合
会
長

は
藤
本
輝
彦
で
あ
る
。

本
村
は
そ
の
総
面
積
の
お
よ
そ
八
五
戦
が
国
有
林
野
と

山
火
予
消
防
対
策
協
議
会

民
有
林、
公
有
林
で
占
め
ら
れ
て
お
り、
豊
富
な
森
林
資
源
と
恵
ま
れ
た
自
然
環
境
の
保

二〇六

ク
四
一・一二

・一
ク
四
一・一

二・
一

ク
四
五・

七・一
六

白
滝
営
林
署
苗
畑

本
村
全
面
積
の
お
よ
そ
八
三
幹
が
国
有
林
で
占
め
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
が
緑
化
推
進
に
営
林
署
に
お
い
て

は
毎
年
二
五
〇
か
ら
二
八
〇
給
に
及
ぶ
造
林
事
業
を
行
な
っ
て
い
る
。

畑苗

六
四〇
・
八・一
六



護
は
山
火
の
絶
無
を
目
標
に
予
防
態
勢
を
整
え
る
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
り、
こ
れ
が
対
策
に
森
林
愛
護
組
合
連
合
会
に
お
い
て
も

縷
協々
議
が
な
さ
れ
て
い
た
が
、
趣
旨
の
徹
底
と
大
正
六
年
発
生
の
恐
る
べ
き
大
山
火
を
再
び
繰
り
か
え
さ
ぬ
よ
う
無
事
故
の
万
全

を
期
す
る
た
め
、
白
滝
営
林
署
の
提
唱
に
よ
り
昭
和
二
十
七
年
四
月
白
滝
村
山
火
予
消
防
対
策
協
議
会
を
発
足
さ
せ、
例
年
四
月
に

開
催
さ
れ
る
森
林
愛
護
組
合
総
会
の
席
上
こ
の
協
議
会
が
も
た
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
会
長
に
は
村
長
が
就
任、
対
策
本
部
を

営
林
署
内
に
設
置
し
て
いた
が
、
昭
和
四
十
年
よ
り
こ
の
本
部
は
白
滝
林
産
協
同
組
合
内
に
移
さ
れ
た
。

山
火
予
消
防
対
策
重
点
要
網
は
次
の
と
お
り
定
め
ら
れ
て
い
る
。

一
山
火
警
防
期
間
の
制
定

毎
年
五
月
一
日
よ
り
六
月
三
十
日
ま
で
を
山
火
予
防
期
間
と
し
て
地
区
別
に
警
報
連
絡
員
な
ど
を
設
け
無
断
入
林
等
に
そ
な
え
厳
重
な
警
戒
を

行
な
う
。

二
無
煙
期
間
の
設
定

毎
年
五
月
一
日
よ
り
五
月
三
十
一
日
ま
で
晴
雨
に
か
か
わ
ら
ず
野
外
の
火
入
れ、
焚
火
の
禁
止。

三
巡
視人
、
監
視
人
の
配
置

予
防
期
間
中
巡
視
人
お
よ
び
監
視
人
を
委
嘱
発
令
し
事
故
の
撲
滅
を
は
かる
。

そ
の
他
小
中
学
生
徒
児
童
を
対
象
に
山
火
予
防
ポ
ス
ター
、
標
語
な
ど
の
募
集
な
ら
び
に
山
火
予
防
パ
レー
ド
を
行
な
い
啓
蒙
普

及
に
努
め
て
いる
。

ま
た
昭
和
四
十
一
年
四
月
従
来
の
村
民
あ
げ
て
の
警
防
態
勢
が
認
めら
れ、
本
村
は
網
走
支
庁
管
内
に
お
け
る
山
火
予
消
防
対
策

モデ
ル
地
区
に
指
定
さ
れ
た
。

森
林
組
合

分
村
以
来
森
林
組
合
設
立
の
準
備
を
進
めて
い
た
が、
昭
和二
十
二
年
四
月
森
林
組
合
設
立
委
員
会
(委
員
長
・

第
二
章

林
業

二〇七



五
産
業
・
経
済

村
長
代
理
助
役
臨
時
代
理
者三
木
克
己
‒‒同

年
四
月
八
日
小
出
月
江
と
な

る
)
を
設
け
草
案
を
作
成
し
、同
年
十
月二
十
二
日
白
滝
村
森
林
組
合
(組

合
長
・
小
出
村
長
)
と
し
て
設
立
を
み
た
。
遺
憾
な
が
ら
設
立
当
時
の
資

料
が
な
く
細
部
に
わ
た
っ
て
記
し
難
い
が、
昭
和
四
十
五
年三
月
現
在、

組
合
員
百二
十
一
名、
出
資
金
四
十
六
万
二
千
四
百
円
で
、
民
有
林
の
現

況
は
次
の
ご
と
く
で
あ
る
が
、
造
林
成
績
が
意
外
に
振
わ
ず
全
体
の
お
よ

そ
一三
較
弱
に
す
ぎ
な
い。

民
有
林
の
現
況

無
立
木
地

人
林 林

一八
八
給

二二
六
粉

一、三
四
一
秒

一、
七
五
五
給ス
ト
ロ
ー
プ

計

エ
ゾ
マ
ツ

六
一
・〇
六
給

・〇
八
診

〇・二
一個

公有林整備事業

二〇八

村 有 林

天

計

工 然

な
お、
昭
和
四
十
五
年
度
に
お
け
る
民
有
林
の
人
工
植
栽
状
況
は
左
記

の
と
お
り
で
あ
る
。

三二
・〇
三
秒

二
七・四

七
給

〇
・
四
一
秒

〇・八
六
紗

シ
ラ
カ
バ

ト
ウ
ヒ

ト
ド
マ
ツ

カ
ラ
マ
ツ

公有林整備事業



村 有 林 所 有 概 況

所 在 面 積ha

備 考

所 有年月

字奥白滝 5.05 自作農創設特別措置法により北海
道知事より買受

昭和26年2月
字 天狗平 84.65

同 上
上 同 上

字 上白滝 94.59 同 上 昭和27年3月
字上支湧別 7.84 同 昭和27年2月
字 奥白滝 20.35

同

上
上
: 昭和28年7月

同 上上
字上支湧別 169.99 同 上 昭和29年4月
字 奥白滝 20.39

司 上

昭和31年3月

合 計 522.41

村有林林種別面積 (昭和45年12月現在)

天
人
無

然
232.08ha工

林
林
地 187.04

立立 .木 73.82
計 492.94

村 有 人 工 林植栽 状 況

年 度 昭和26年～
昭和40年 41年 42年 43年 44年 45年 計

面 積ha 86.12 25.01 20.00 20.09 17.50 18.32 100.92

村
有
林

昭
和
二
十
六
年
自
作

農
創
設
特
別
措
置
法
の
適
用
に
よ
っ

て
北
海
道
知
事
よ
り
、
さ
ら
に
昭
和

二
十
八
年
国
有
林
整
備
臨
時
措
置
法

に
よ
り
農
林
省
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
林
野

を
買
受
け、
以
来
昭
和三十

一
年
ま

で
の
間
に
総
計
五二
二
診
余
に
及
ぶ

林
野
を
村
有
林
と
な
し
、
村
の
貴
重

な
財
産
と
し
て
年
次
計
画
を
樹
て
育

成
を
は
か
っ
て
い
る
。

村
有
林
所
有
概
況
に
つ
い
て
は
上

表
に
示
す
と
お
り
で
あ
る
が、
昭
和

三
十
八
年
村
営
牧
場
の
開
設
に
よ
っ

て
一
部
牧
野
に
地
目
替
え
を
行
な

い、
現
在
総
面
積
は
四
九二
・九
四

ひ
と
な
っ
て
い
る
。

村
有
林
は
別
図
に
示
さ
れ
て
い
る

二〇九
第
二
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林

同 上上
字東 白滝 31.78 同

業

字 支湧別 87.77 国有林野整備臨時措置法により農林省より買受
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国 有 林

奥 白 滝
湧

別

上川 線道路 川

主要道道遠軽

石 北 線

上
白
滝
駅
口

至
遠
軽

上 白滝至
上
川! 林 東

白
滝

北支湧別天狗平

支
勇
別

有

林
支

道 上
支
湧
別

団 地 名 面 積 ha

奥 白 滝 43.94

天 狗 平 114.79

東 白 滝 5.60

上 白 滝 73.81

支 湧 別 85.73

上支湧別
計

169.07

492.94

三10

白 滝 村 有 林 位 置 図

通
称・支湧別道路

(道道
)

凡 例 三

材
有
林

一奥
白
滝
駅

道



ご
と
く
大
別
す
る
と
六
団
地
に分
け
ら
れ、
地
況
は
役
場
所
在
地
よ
り
西に
およ
そ
一〇
き
が、
南
に
お
よ
そ
八
き
が
の
位
置に
介

在
し
団
地
別
林
野
面
積
を
示
す
な
ら
ば
右
図
の
と
お
り
で
あ
る
。

村
有
林
野
経
営
審
議
委
員
会

村
有
林
野
の
買
受
け
も
大
詰
め
と
な
り
林
野
面
積
も
五
〇
〇
診
に
達
し
た
昭
和
三
十
年、
こ
れ

が
経
営
計
画
を
従
来
よ
り
さ
ら
に
綿
密
に
策
定
し
、
も
っ
て
公
共
の
福
祉
に
資
せ
ん
も
の
と、
諮
問
機
関
と
し
て
の
村
有
林
野
経
営

審
議
委
員
会
を
同三
十
年
六
月
設
置
し
た
。

歴
代
審
議
委
員
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

昭
和三
十
年
六
月

昭
和
三
十
二
年
七
月

昭
和
三
十
四
年
六
月

昭
和三
十
七
年
七
月

昭
和三
十
八
年
五
月

昭
和三
十
九
年
九
月

昭
和
四
十
年三
月

昭
和
四
十
二
年
五
月

昭
和
四
十
二
年
九
月

昭
和
四
十
四
年
五
月

昭
和
四
十
五
年
九
月

丹
羽
実
市、
古
関
初
夫、
山
崎
政
治、
中
山
徳
蔵、
高
橋
利
作

丹
羽
実
市、
古
関
初
夫、
山
崎
政
治、
中山
徳
蔵、
高
橋
利
作

丹
羽
実
市、
山
崎
政
治、
高
橋利
作、
中山
徳
蔵、
大
庭
千
代
吉

丹
羽
実
市、
大
庭
千
代
吉、
山
崎
政
治、
小
山
田昌
光、
菊
地
善
吾、
中
山
親
孝、
中
山
徳
蔵、
前
田
勘
治

丹
羽
実
市、
大
庭
千
代
吉、
山
崎
政
治、
小
山
田昌
光、
布
田
勇、
森
谷
吉
郎、
早
川
武
夫

中
山
徳
蔵、
前
田
勘
治

丹
羽
実
市、
西
尾
博
文、
井
上
市
蔵、
古
関
初
夫、
南
政
夫、
高
橋
行
之
、
松
浦
健
蔵

丹
羽
実
市、
大
庭
千
代
吉
、
山
崎
政
治、
小
山
田
昌
光、
森
谷吉
郎、
菊
地
善
吾
、
西
尾
昭男

阿
部
英
雄、
児
玉
作
治

丹
羽
実
市、
小
山
田
昌
光、
大
庭
千
代
吉、
森
谷
吉
郎、
植
村
貞
吉、
山
崎
政
治
、
五
十
嵐
厳

阿
部
英
雄、
児
玉
作
治

白
滝
村
緑
化
推
進
委
員
会

自
然
を
保
護
し
進
ん
で
森
林
資
源
の
造
成
を
は
か
る
と
と
も
に
生
活
環
境
を
緑
化
し
、
も
っ
て
住

み
よ
い
郷
土
の
建
設
を
は
か
る
を
目
的
と
し
て
昭
和
四
十
三
年
四
月
緑
化
推
進
委
員
会
を
設
立、
国
松
一
敏
推
進
委
員
長
の
も
と
、

第
二
章
林

業
三二二



五
産
業
・
経
済

郷
土
の
緑
化
に
な
お
一層
の
拍
車
を
か
け
て
い
る
。

自
然
保
護
の
観
点
か
ら
道
庁
は、
昭
和
四
十
年
十
月
村
内
の
ひ
ら
や
ま
地
域
を
『ひら

や
ま
鳥
獣
保
護
区
"
に

鳥
獣
保
護
区

指
定
、
区
域
内
で
の
鳥
獣
類
の
狩
猟
を
い
っ
さ
い
禁
止
し
た
。

白
滝
村
所
在、
国
有
林
白
滝
事
業
区
三
十
六
林
班
の
区
域
一
円

区
域

七
三
一・二

一
秒

昭
和
四
十
年
十
月
一
日
か
ら
昭
和
六
十
年
九
月
三
十
日
ま
で

期 面
積間

第
三
節
林
産
加
工

株
式
会
社
白
滝
林
産
組
合

戦
時
中
の
無
策
な
乱
伐
に
よ
り
、
そ
し
て
戦
後
復
興
建
築
の
す
さ
ま
じ
い
ば
か
り
の
ブ
ー
ム
に
の

っ
て
わ
が
国
の
豊
か
な
森
林
資
源
は
目
を
お
お
う
ば
か
り
の
荒
廃
の
様
相
を
呈
し
て
き
た
。
本
村
域
内
に
お
け
る
森
林
資
源
も
こ
う

し
た
渦
中
に
あ
っ
て
他
聞
に
洩
れ
ず
極
度
に
減
少
し
、
森
林
資
源
に
原
料
を
依
存
す
る
製
材
工
場
あ
る
い
は
経
木
工
場
等
の
企
業
体

は
年
と
と
も
に
押
し
迫
る
原
木
の
不足
に
工
場
経
営
も
窮
地
に追
い
込
ま
れ
る
情
勢
と
な
っ
て
き
た
。
この
よう
に
従
来
の
略
奪
林

業
か
ら
脱
却
し
て
森
林
資
源
の
現
状
を
は
っき
り
と
見
き
わ
め
た
上
で
の
新
し
い
方
向
へ
い
か
に
し
て
対
処
し
て
い
く
か
、
い
か
に

し
て
地
域
社
会
住
民
か
ら
も
納
得
の
い
く
よ
う
な
林
業
に
切
替
え
て
いく
べ
き
か
を
真
剣
に
考
慮
し
、
藤
本
輝
彦
を
は
じ
め
大
庭
裕

二
、
野
沢
正
市、
布
田
勇、
前
田
勘
治、
中
安
文
治
郎、藤

原
清
ら
が
発
起
人
と
な
っ
て
大
所
高
所
の
見
地
に
立
っ
て
村
内
各
林
産
加
工

場
の
企
業
大
合
同、
資
本
の
合
同
に
よ
り
林
産
組
合
を
設
立
し
略
奪
林
業
から
集
約
林
業
へ
と
転
換
を
は
か
っ
た
。
ま
ず
育
苗
造
林

に
主
力
を
お
き
、
冬
期
間
の
人
力
の
余
暇
を
も
っ
て
造
林
事
業
を
営
み、
造
林
の
た
め
の
地
持
か
ら
副
次
的
に
生
産
さ
れ
る
根
株、

三
三
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林
業

末
木
枝
条
を
、
チ
ッ
プ、
オ
ガ
タ
ン
、
束
薪
等
に
活
用
し
、
そ
の
他
あ
ら
ゆ
る
木
材
資
源
を
社
会
的
に
活
用
し
、
育
成
林
業
へ
の
道

を
伐
り
開
き
推
進
し
て
いく
こ
と
、
つ
まり
組
合
員
の
合
同
団
結
に
よ
っ
て
企
業
規
模
の
拡
大
、
製
品
の
多
様
化
、
生
産
販
売
方
法

の変
化、
地
域
住
民
に
対
す
る
福
利
向
上
等
の
方
向
へ
と
順
応
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
た
。
かく
て
昭
和
三
十
四
年
六
月
十
五

日
資
本
金
二
千
五
百
五
十
万
円
を
も
っ
て
「株
式
会
社
白
滝
林
産
組
合
」
を
設
立、
取
締
役
会
長
に
旭
川
国
策
木
材
株
式
会
社
常
務

の
井
上
準
が
取
締
役
社
長
に
藤
本
林
業
株
式
会
社
社
長
の
藤
本
輝
彦
が
就
任
、
本
店
事
務
所
を
白
滝
村
字
白
滝
一
千
三
百
十二
番
地

に
お
き
、
第
一、
第
二
工
場
を
製
材
工
場
に、
第
三
工
場
を
製
函
工
場
に、
第
四
工
場
を
チ
ッ
パ
工
場
と
し
て
帯
鋸
の
音
も
高
ら
か

に
繰
業
さ
れ
た
ので
あ
る
。
企
業
合
同
せ
る
工
場
は
白
滝
木
材
工
業
株
式
会
社、
布
田
木
材
株
式
会
社、
前
田
木
工
場、
岸
木
工
場、

渡
瀬
木
工
場、
神
原
木
工
場、
協
和
産
業
株
式
会
社、
大
庭
木
材
株
式
会
社、
藤
森
木
工
場
の
各
工
場
で
あ
る
。

近
年
消
費
地
場
の
関
係
で
交
通
便
利
な
都
市
に
出
張
所
設
置

の
意
見
が
役
員
総
会
で
決
議
さ
れ、
昭
和
四
十
二
年
江
別
市
に

大
規
模
な
分
工
場
を
も
建
設
、
林
産
組
合
江
別
工
場
と
し
て
大

き
く
飛
躍
し
つ
つ
あ
る
。

林
産
加工
場

白
滝
に
お
け
る
最
初
の
林
産
加
工
場
は
大

正
四
年
奥
白
滝
に
建
設
さ
れ
た
桜
井
曲
輪
工
場
(工
場
主
任
・

古
田
末
吉
)
で、
事
務
所
を
白
滝
市
街
に
お
い
て、
あ
り
余
る

ほ
ど
の
見
事
な
素
材
を
贅
沢
な
ま
で
に
選
別
し
大
い
な
る
発
展

を
示
し
て
い
た
。
大
正
六
年
の
北
見
新
聞
に
当
時
の
様
子
を
次

三
三



五
産
業
・
経
済

三
四

のよ
う
に
報
道
し
て
い
る
。

す
な
わ
ち
「大
正
四
年
事
務
所
を
白
滝
市
街
地
に
お

き
、
工
場
を
奥
白
滝
に
建
設
し
た
桜
井
曲
輪
工
場
は
経

験
豊
か
な
古
田
末
吉
工
場
主
任
の
も
と
職
工
五
十
余
名

を
使
役
し
、
年
間
原
木
二
万
五
千
余
石
を
消
費
し
、
製

品
は
遠
く
南
洋、
米
国
ま
で
も
輸
出
せ
り
」。

道
路
開
発
の
お
く
れ
て
い
た
当
時
の
こ
と
と
て
製
品

の
ほ
と
ん
ど
が
別
掲
写
真
の
ご
と
く
駄
鞍
に
よ
る
駄
送

で
あ
っ
た
。
こう
し
た
盛
業
を
き
わ
め
た
曲
輪
工
場
も

大
正
六
年
白
滝
一
円
を
襲
っ
た
大
山
火
に
工
場
は
焼
失、
立
木
も
焼
失
し
素
材
生
産
も
不
可
能
と
な
っ
た
た
め
曲
輪
生
産
は
中
止
し

て
し
ま
っ
た
が
、
も
と
よ
り
未
開
の
原
野
ゆ
え
、
林
業
に
よ
っ
て
開
発
が
進
ん
で
き
た
こ
と
は
言
を
ま
た
な
い
。

大
正
期
に
創
業
を
な
し
た
林
産
加
工
場

大
正
四
年

桜
井
曲
輪
工
場
(主
任
・
古
田
末
吉
)、
加
藤
経
木
工
場
(加
藤
修
一
郎)、

仲
屋
経
木
工
場
(仲
屋
勇
次
郎)、

井
村
経
木

工
場
(
井
村
謙
二
)

大
正
五
年

大
正
六
年

牛
田下
駄
工
場
(牛
田
金
蔵、
下
駄
材
五
分
仕
上)

片
野
経
木
工
場
(片
野
治
郎
吉
)、
古
田
合
名
会
社
木
工
場
(古
田
末
吉
、
製
材)、

岡
田
木
工
場
(岡
田
品
助、
製
材、
下

駄
材
五
分
仕
上)、

原
野
木
工
場
(原
野
秋
蔵)、

松
谷
下
駄
工
場
(松谷

多
次
郎、
下
駄
材
五
分
仕
上)

倉
島
木
工
場
(倉
島
永
一郎、

製
材)

大
正
七
年



大
正
九
年

大
正
十
二
年

布
田
木
工
場
(布
田
富
蔵、
製
材)、
中
山
木
工
場
(中
山
徳
蔵、
下
駄
材
五
分
仕
上)

前
田
木
工
場
(
前
田
勘
治、
製
材)、

渡
瀬
木
工
場
(渡
瀬
長
之
助
)

昭
和
期
に
入
っ
て
か
ら
の
林
産
加
工
場

森
木
工
場
(製
材、
銃
床
材)、

大
庭
木
工
場
(大
庭
千
代
吉、
製
材)、

中
村
経
木
工
場
(中
村
弥
太
郎)、

牛
丸
木
工
場
(牛
丸
勝
次、
製
材)、

野
沢
経
木
工
場
(野
沢
正
市)、

岸
木
工
場
(岸
浦
吉
、
製
材、
製
柾)、

神
原
製
箱
工
場
(神
原
利
平
)、
藤
森
製
箱
工
場
(藤
森
道
雄)、
名
和
製

柾
工
場
(名
和
稔)、

石
川
製
柾
工
場
(石
川
重二
)、
渡
瀬
木
工
場
(渡
瀬
正
司、
製
材、
製
箱)、

熊
谷
柄
物
工
場
(プ
ラ
オ、
ビ
ー
ム)、

見
陣

モ
ー
ルド
工
場、
中
山
柄
物
工
場
(
中
山
親
孝、
プ
ラ
オ、
ビ
ー
ム)、

大
庭
木
工
場
(大
庭
裕二
、
製
材、
チ
ッ
ぺ)

終
戦
後
木
材
業
界
は、
痛
めつ
け
ら
れ
た
住
宅
お
よ
び
各
種
工
場
の
復
興
、
さ
ら
に
平
和
産
業
の
台
頭
に
よ
っ
て
木
材
の
需
要
が

う
な
ぎ
昇
り
に
増
し
、
需
要
に
供
給
が
追
い
つ
か
ず
、
製
品
は
片
時
た
り
と
も
工
場
内
に
野
積
み
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
状
態
で
あ
っ

た
。
林
産
資
源
に
富
ん
だ
本
村
に
お
い
て
は
次
と々
創
業
を
は
じ
め
る
業
者
が
現
わ
れ、
昭
和
二
十
八
年
村
内
に
お
い
て
実
に
十
三

を
数
え
る
林
産
加
工
場
が
操
業
す
る
に
至
っ
て
い
た
。

し
か
し
、
科
学
文
明
の
発
達
に
従
い
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
わ
た
っ
て
化
学
製
品
が
台
頭
し
来
た
り、
木
材
界
に
も
波
及
し
、
打
ち
つ

づ
いた
乱
伐
に
よ
っ
て
資
源
が
極
減
し
た
の
と
あ
い
ま
っ
て、
木
材
業
界
に
不
況
の
嵐
が
押
し
寄
せ
て
き
は
じ
め
た
。
こ
う
し
た
こ

と
か
ら
本
村
内
各
工
場
の
企
業
合
同
が
不
況
を
乗
り
切
る
打
開
策
と
し
て
打
ち
出
さ
れ、
別
項
の
ご
と
く
林
産
協
同
組
合
の
誕
生
と

な
り
、
工
場
は
大
方
合
同
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

現
在
操
業
中
の
工
場
は
左
の
と
お
り

白
滝
地
区
林
産
協
同
組
合
(
社
長
・藤
本
輝
彦
)、
藤
本
木
工
場
(社
長
・藤
本
輝
彦
)、
古
田
経
木工
場
(社
長
・古
田
一枝
)、
棚
橋
モー
ルド

工
場
(社
長
・
棚
橋
重
利)、

鈴
木
経
木
工
場
(社
長
・
鈴
木
秀
雄)
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木
炭
森
林
資
源
に
恵
ま
れ
て
い
た
本
村
は、
入
植
移
住
者
に
と
っ
て
立
木
は
開
墾
に
支
障
が
あ
った
も
の
の、
得
難
き
副
収
入

の
財
源
で
も
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
入
植
当
時
無
我
夢
中
で
開
拓
の
鍬
を
振
っ
て
い
た
が
、
二、
三
年
を
過
ぎ
る
こ
ろ
か
ら
冬
季
の

農
閑
期
を
利
し
て
の
製
炭
が
小
規
模
で
あ
る
が
副
業
と
し
て
は
じ
め
ら
れ
た
。

本
村
に
初
め
て
築
窯
が
こ
こ
ろ
み
ら
れ
た
の
は
大
正
七
年
ご
ろ
内
田三
蔵
、
太
田
熊
吉
、
吾
妻
祝
吉
、
佐
京
ら
が
旧
白
滝
の
自

宅
付
近
に
築
窯
し
、
そ
れ
ぞ
れ
産
出
六
、
七
俵
程
度
の
も
の
で
あ
っ
た
と
古
老
は
述
懐
し
て
く
れ
た
。
し
か
し
木
炭
の
出
荷
に
不
可

欠
な
鉄
道
が
敷
設
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
陸
路
輸
送
費
に
莫
大
な
経
費
が
か
さ
み
採
算
が
合
わ
な
か
っ
た
こ
と
と
、
技
術
的
に
未

熟
で
あ
っ
た
こ
と
も
原
因
し
て
専
業
者
は
生
れ
な
か
っ
た
。

大
正
十
三
年、
遠
軽
家
庭
学
校
支
湧
別
農
場
内
公
園
地
造
成
に
も
と
づ
く
園
地
内
立
木
の
払
い
下
げ
を
受
け
た
山
崎
政
治、
菊
地

善
吾
、
阿
部
卯
衛
門
の
三
人
は
共
同
に
て
五
十
俵
窯
二
基
の
築
窯
を
な
し
、
地
場
消
費
を
目
的
と
し
て
副
業
生
産
を
は
じ
め
た
が
、

同
じ
く
技
術
の
未
熟
さ
か
ら
永
続
き
は
し
な
か
っ
た
。

日
華
事
変
勃
発
以
後
外
国
か
ら
の
ガ
ソ
リン
輸
入
が
途
絶
し
、
ガ
ソリ
ン
燃
料
に
代
っ
て
木
炭
ガ
ス
燃
料
に
切
替
え
ら
れ
た
た
め

木
炭
の
製
造
を
大
い
に
優
遇
奨
励
し、
自
家
用
木
炭
は
配
給
制
へ
と
変
っ
た
。
昭
和
十
四
年
十
月
に
は
「ガ
ソ
リン
代
用
木
炭
製
炭

講
習
会
」
を
網
走
市
呼
人
の
伊
藤
製
炭
所
に
お
い
て
道
庁
技
師
の
指
導
で
開
催、
大
い
に
増
産
普
及
を
は
か
っ
た
。
当
時
民
間
の
自

動
車
は
す
べ
て
木
炭
燃
料
に
変
り、

エン
ト
ツの
つ
い
た
燃
焼
炉
を
積
み
込
み
、
煙
を
出
し
な
が
ら
走
る
そ
の
す
が
た
は
時
代
の
風

物
詩
で
あ
っ
た
。

こ
の
こ
ろ
す
で
に
棚
橋
重
利
が
五
十
俵
窯
五
基
を
備
え
盛
ん
に
窯
煙
を
あ
げ
て
い
た
が、
太
平
洋
戦
争
突
入
間
近
よ
り
ま
す
ま
す

需
要
増
加
し
、つ
い
に
は
一
般
家
庭
を
除
く
す
べ
て
の
と
こ
ろ
に
別
掲
の
ご
と
き
(秘
を
も
っ
て
「重
要
物
資
現
在
高
調
査
申
告
書
」を

三
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昭
和
十
五
年
九
月
十
五
日
現
在
で
提
出
を
求
め、
農
林
省
は
現
有
数
量
を
把
握

し
増
産
計
画
を
樹
立
し
た
。
ま
た
築
窯
奨
励
金
を
出
し
た
り
焼
子
に
対
し
軍

手、
ゴ
ム
靴
類
の
特
別
配
給
を
す
る
な
ど
生
産
目
標
を
た
て
増
産
へ
と
急
い

だ
。
昭
和
十
七
年
中
山
親
孝
も
五
十
俵
窯
五
基
を
備
え
る
な
ど
一
時
は
村
内
大

小
二
十
基
に
近
い窯
数
に
な
り
、
昭
和二
十
年
に
は
年
産
一
万
五
千
俵
に
も
達

し
た
。

終
戦
後
は
薪
炭
材
の
不
足
と、
木
炭
の
軍
需
物
資
と
し
て
の
使
命
も
終
え
需

要
も
低
下
し
た
た
め
木
炭
の
製
産
は
急
速
に
減
少
し
、
昭
和二
十
五
年
に
は
窯

数
わ
ず
か
に
一
基
と
な
っ
た
。
近
時
薪
炭
材
の
異
常
な
値
上
り
と
石
油、
ガ
ス

の
普
及
に
よ
り
木
炭
は
全
く
斜
陽
化
さ
れ、
こ
れ
ま
で
自
家
用
備
林
を
伐
採
し
木
炭
製
産
を
つ
づ
け
て
い
た
高
橋
利
作
も
昭
和
四
十

年
つ
いに
廃
業、
ここ
に
お
い
て
村
内
に
お
け
る
木
炭
の
製
産
は
皆
無
と
な
っ
た
。

網
走
支
庁
白
滝
林
産
物
検
査
員
駐
在
所

昭
和
十
年
四
月
林
産
物
検
査
の
目
的
を
も
っ
て
設
置
さ
れ
た
同
駐
在
所
は
以
来
数
多

く
の
林
検
を
了
し
て
き
た
が、
近
年
林
産
物
の
出
荷
が
管
内
的
に
減
少
し
来
た
り
、
機
構
改
革
に
よ
っ
て
昭
和
四
十
二
年
三
月
本
村

の
駐
在
所
は
つ
い
に
閉
鎖
と
な
っ
た
。
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明
治
四
十
五
年
紀
州
団
体
が
入
村
す
る
以
前
は、
わ
ず
か
に
旧
白
滝
に
お
い
て
数
戸
の
農
家
が
散
在
し
て
い
た
が
、
も
ち
ろ
ん
一

軒
の
店
と
て
な
く
、
生
活
必
需
品
の
購
入
に
は
月
に
一
度
か二
度
、
隣
近
所
の
必
要
品
を
ま
と
め
て
交
替
で
遠
く
遠
軽
の
街
に、
あ

る
い
は
上
川
、
愛
別
に
買
出
し
に
出
か
け
た
も
の
で
あ
っ
た
。
紀
州
団
体
が
入
る
や
陸
続
と
し
て
各
県
の
団
体
が
入
っ
て
き
た
が、

遠
き
道
程
の
買
出
し
に
不
便
を
感
じ
、
団
体
員
の
不
自
由
を
救
お
う
と
紀
州
団
体
の
副
団
体
長
倉
橋
伝三
郎
が
掘
立
小
屋
に
等
し
い

わ
が
家
の
玄
関
先
を
利
用
し
て
食
料
品
荒
物
雑
貨
の
店
を
出
し、
か
つ
あ
ら
ゆ
る
品
の
注
文
に
も
応
じ
便
利
屋
も
兼
ね
た
営
業
に
入

植
者
よ
り
非
常
に
重
宝
が
ら
れ
た
。

大
正
三
年
支
湧
別
あ
る
い
は
奥
白
滝
方
面
に
入
っ
た
各
造
材
業
者
は、
こ
の
仕
事
に
従
事
す
る
人
夫
の
数
は
五
百
人
と
も
六
百
人

と
も
い
わ
れ
る
ほ
ど
盛
況
を
き
わ
め、
に
わ
か
に
白
滝
全
体
が
活
況
を
呈
し
商
店
や
飲
食
店
な
ど
が
出
来
は
じ
め
た
。

太
平
洋
戦
争
の
熾
烈
化
す
る
に
従
い
ほ
と
ん
ど
の
商
品
に
わ
た
っ
て
統
制
が
し
か
れ、
あ
る
も
の
は
配
給
制
に、
あ
る
も
の
は
切

符
制
に
ま
た
は
通
帳
制
と
な
り、
し
か
も
商
品
は
し
だ
い
に
店
先
か
ら
姿
を
消
し
て
い
っ
た
。
こ
う
し
た
統
制
経
済
の
強
化
が
進
む

に
つ
れ
て
自
由
営
業
は
不
可
能
に
な
っ
た
た
め、
店
舗
の
縮
小
や
閉
店
あ
る
い
は
休
業
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち

昭
和
十
三
年
六
月
、
早
く
も
綿
製
品
非
常
管
理
が
施
行
さ
れ
綿
の
少
し
で
も
入
っ
て
い
る
綿
製
品
と
そ
の
混
用
品
は
売
買
を
禁
止
さ

れ
、
綿
製
品
に
代
っ
て
スフ
が
出
た
が、
現
在
の
化
学
繊
維
と
ち
が
い
き
わ
め
て
粗
悪
品
で
あ
っ
た
。
昭
和
十
五
年
七
月
奢
侈
品
の

製
造
販
売
が
禁
止
さ
れ
、
指
輪
、
首
飾
り
、
ネ
ク
タイ
ピ
ン、
ペ
ン
ダ
ン
ト、
家
具
、
什
器
、
喫
煙
具
、
装
身
具
な
ど
が
指
定
さ
れ
、
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この
年
十
一
月
木
炭が
統
制
と
な
り、
ま
た
米
の
供
出
制
度
が
は
じ
め
ら
れ
た。
翌
十
六
年
に
は、
米、
塩、
味
噌、
醤
油
な
ど
通

帳
制
に
よ
る
割
当
配
給
と
な
り
、
石
油、
ガ
ス
の
消
費
規
制
も
行
な
わ
れ
た
。
そ
し
て
太
平
洋
戦
争
の
は
じ
ま
っ
た
翌
十
七
年二
月

に
は、
物
資
統
制
令
に
も
と
づ
く
「
繊
維
製
品
配
給
消
費
統
制
規
則
」
が
公
布
さ
れ
て
、
衣
料
の
購
入
は
点
数
式
綜
合
切
符
制
と
な

り
、
お
金
が
あ
っ
て
も
衣
料
品
は
無
制
限
に
買
え
な
く
な
っ
た。
この
点
数
は
都
市
で
は
一人
年
間
百
点
、
地
方
で
は
八
十
点
と
定

め
ら
れ
た
。
各
衣
料
の
点
数
の
一
例
を
あ
げ
る
と
。

背
広
、
モー
ニ
ング
…
…
各
五
十
点
、
国
民
服、
学
生
服
上
下
組…
…
各三
十
二
点
、
婦
人
ワ
ン
ピ
ー
ス…
…
二
十
五
点、
あ
わ
せ、
長
じ
ゅ
ば
ん、

綿
入
れ、
丹
前…
…
各
五
十
点
、
作
業
服、
防
空
服、
し
き
ぶ
と
ん…
…
各二
十
四
点、
男
女
学
童
服
上
下
組…
…
十
七
点、
毛
布…
…
十
八
点、

ワ
イ
シ
ャ
ツ…
…
十二
点
、
モン
ペ…
…
十
点、
パ
ン
ツ…
…
四
点、
手
ぬ
ぐ
い…
…
三
点、
く
つ
下…
…
二
点、
糸…
…
一点

し
か
し
な
が
ら
切
符
は
あ
っ
て
も
品
物
が
な
か
っ
た
こ
と
が
多
か
っ
た
。

終
戦
を
迎
え
た
当
時、
国
内
産
業、
経
済
の
総
力
を
大
戦
に
傾
注
し
て
い
た
痛
手
か
ら
な
か
な
か
に
し
て
復
興
し
き
れ
ず
、
国
民

は
戦
後
し
ば
ら
く
は
物
資
の
不
足
に
堪
え
抜
い
て
い
た
が、
昭
和
二
十
一
年
ご
ろ
か
ら
物
資
統
制
令
の
か
げ
に
か
く
れ
て
い
わ
ゆ
る

ヤ
ミ
物
資
が
横
行
し
は
じ
め、
物
資
不
足
に
あ
え
ぐ
国
民
は
商
品
の
良
否
よ
り
も
水
に
飢
え
た
魚
の
ご
と
く
手
当
り
し
だ
い
に
買
い

求
め
る
傾
向
が
出
はじ
め
、
いか
な
る
粗
悪
品
も
ヤ
ミ
か
ら
ヤ
ミ
へ
と
引
く
手
あ
ま
た
の
人
々
に買
わ
れ
て
い
っ
た
。
こう
し
て
一

時
は
金
よ
り
“物”

の
時
代
を
現
出、
ヤミ
成
金
が
続
出
す
る
一方、

需
要
に
供
給
が
追
い
つ
か
ず
異
常
な
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
を

ま
き
起
し
た。
か
く
て
戦
後
の
日
本
の
経
済
は
ヤミ
物
資
に
よ
っ
て
復
活
の
幕
が
あ
け
ら
れ
た
と
い
っ
て
よ
か
ろ
う
。
し
かし
年
と

と
も
に
軍
需
工
場
が
平
和
産
業
に
と
切
替
え
ら
れ、
し
だ
い
し
だ
い
に
経
済
事
情
の
安
定
し
て
く
る
に
従
い
商
業
界
も
落
着
い
て
営

業
を
つ
づ
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
近
時
科
学
文
明
の
発
達
は
や
が
て
は
国
内
産
業
に
旋
風
を
も
ま
き
起
し
、
衣
食
住
あ
ら
ゆ

第
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る
分
野
に
わ
た
っ
て
そ
の
余
波
を
う
け、
一時
は
黒
ダ
イ
ヤ
と
ま
で
い
わ
れ
た
石
炭
産
業、
戦
後
の
復
興
材
と
し
て
乱
伐
に
乱
伐
を

加
え
て
需
要
に
応
え
て
い
た
木
材
産
業
等
の
ご
と
く
す
っ
かり
斜
陽
化
し
た
産
業
も
少
な
く
な
い
。

本
村
に
お
い
て
も
昭
和
二
十
八
年
度
に
お
い
て
実
に
十
三
の
林
産
加
工
場
が
い
ず
れ
も
盛
業
を
き
わ
め
て
い
た
が、
今
日
原
料
木

の
不
足
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
経
営
不
振
を
理
由
に
企
業
の
合
同
あ
る
い
は
他
に
職
を
求
め
て
転
廃
す
る
な
ど
、
現
在
四
工
場
を
残

す
の
み
と
な
っ
て
い
る
。

風
呂
屋

開
拓
期
に
お
け
る
家
庭
風
呂
は
別
図
の
ご
と
く
簡
単
な
も
の
で
あ
っ
た
が
、
入
植
間
も
な
い
開
拓
者
に
と
っ
て
は
な

か
な
か
家
計
上
手
が
届
か
ず
、
近
く
の
風
呂
の
あ
る
家
へ
"も
ら
い
風
呂
”
を
す
る
家
が
多
か
っ
た
。
か
く
す
る
う
ち
団
体
、
個
人

の
別
な
く
入
地
す
る
も
の
あ
いつ
い
だ
の
で
各
種
の
商
業
者
も
入
っ
て
き
て
、
大

正
四
年
落
合
万
右
衛
門
が
二
股
市
街
に
本
村
最
初
の
風
呂
屋
を
新
築、

一時
は
結

構
盛
業
で
あ
っ
た
が、
大
正
六
年
五
月
の
白
滝
大
火
で
焼
失
し
た
の
で
廃
業
し

た。
大
正
七
年
石
川
が
永
代
橋
近
く
(中
央
区
)
で
小
規
模
な
施
設
に
よ
る
風
呂

屋
を
開
業
し
た
が
、
大
火
後
の
復
興
建
築
に
各
戸
と
も
家
庭
風
呂
を
内
造
し
た
た

め
入
浴
客
が
途
絶
え
、
一両
年
を
経
ず
し
て
廃
業、
爾
来
白
滝
温
泉
を
除
く
開
業

者
は
み
ら
れ
な
い
。

写
真
館

大
正
八
年
一
月、
二
股
市
術
で
獣
医
業
を
し
て
い
た
菊
地
清
次

は、
部
屋
の
一
室
を
改
造
し
菊
地
写
真
館
と
し
て
開
館
し
た
が、
数
年
を
経
ず
し

て
や
め
て
し
ま
っ
た
。
終
戦
後
佐
藤
守
が
中
央
区
に
お
い
て
佐
藤
写
真
館
を
は
じ

三二0
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め
た
が
昭
和
四
十
三
年
店
を
閉
め、
現
在
阿
部
政
次
郎
が
営
業
を
つ
づ
け
て
い
る
。

薬
舖

旭
川
竹
村
病
院
の
外
科
医
で
あ
っ
た
小
島
寛
一
郎
は
大
正
四
年
本
村
二
股
市
街
に
入
り
、
需
め
に
応
じ
て
診
療
の
か

た
わ
ら
、
大
正
五
年
よ
り
本
村
最
初
の
薬
屋
と
し
て
営
業
を
は
じ
め
た
。
その
後
大
正
七
年
に
は二
股
市
街
で
堀
田
愛
生
堂
薬
舗
が

開
店
、
書
籍
雑
誌
の
販
売
と
あ
わ
せ
山
林
調
査、
造
材、
流
送
請
負
と
幅
広
い
事
業
を
行
な
っ
た
。
現
在
の
薬
店
は
中
央
区
に
河
合

薬
局、
南
区
に
前
田
薬
店
の二
店
で
あ
る
。

理
髪
店

大
正
四
年
上
白
滝
八
号
駅
通
向
い
に
高
木
散
髪
店
が
開
業
し
た
が、
大
正
六
年
五
月
の
大
山
火
で
類
焼し
、
い
ず
れ

か
へ
転
出
し
て
し
ま
っ
た
。
大
正
七
年
遠
藤
常
松
が
二
股
市
街
に
お
い
て
開
業、
そ
の
後
中
央
区
に
広
田
理
容、
上
支
湧
別
に
田
中

理
容
な
ど
が
開
業
し
た
が
、
現
在
営
業
中
の
も
の
は
古
寺
、
遠
藤
、
こま
ぐ
さ
の
各
理
容
院
で
あ
る
。

豆
腐
屋

豆
腐
製
造
は
開
拓
初
期
に
お
い
て
は
自
家
製
造
す
る
も
の
が
多
か
っ
た
が
、
鮮
魚
類
の
入
荷
の
少
な
い
当
時
に
と
っ

て
油
揚
げ、
豆
腐
は
毎
日
の
食
卓
に
の
ぼり
、
そ
の
消
費
量
も
多
か
っ
た
。

本
村
に
は
じ
め
て
豆
腐
製
造
業
が
出
来
た
の
は
大
正
六
年
菊
地
清
治
が
初
め
で、
つ
づ
い
て
涌
井、
落
合
万
右
衛
門、
岩
佐
栄
松、

祐
成
亦
市、
太
田
清
ら
が
市
街
で
、
奥
白
滝
で
は
大
火
の
直
前
沢
向
岩
松
が
製
造
を
は
じ
め
た
が
大
火
に
遭
っ
て
上
支
湧
別
に
居
を

移
し
製
造
を
つ
づ
け
た
。
大
火
後
奥
白
滝
で
は
狩
野
が
一時
豆
腐
製
造
を
は
じ
め
た
。
上
支
湧
別
に
お
い
て
は
石
黒
米
蔵
も
製
造
を

し
て
い
た
が、
現
在
は
市
街
南
区
に
岡
田
茂
が
営
業
を
つ
づ
け
て
い
る
。

旅
館

大
正
初
期
の
各
団
体入
植
に
よ
っ
てこ
れ
ら
の
原
野
に
密
生
す
る
樹
木
の
伐
採
に
各
造
材
業
者
が
入
り
込
み
活
況
を

呈
し
て
い
た
が、
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
意
外
に
早
く
旅
館
業
が
誕
生
し
て
い
る
。
大
正
四
年
佐
藤
小
三
郎
の
経
営
す
る
含
旅
館
と
、

ダ
佐
藤
旅
館
が
白
滝
市
街
に
出
来
た
の
を
は
じ
め
と
し
て、
樺
沢
金
八
経
営
の
秋
田
屋
旅
館、
も
山
本
旅
館
が、
昭
和
期
に
入
っ
て
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福
本
光
矣
経
営
の
福
本
旅
館、
高
橋
喜
久
雄
経
営
の
四
旅
館、
長
谷
川
旅
館
が
白
滝
市
街
で
、
奥
白
滝
駅
前
に
は
大
庭
千
代
吉
経
営

の
福
島
屋
旅
館、
岸
利
七
経
営
の
山
形
屋
旅
館
(昭
和
二
十
八
年
八
月
白
滝
市
街
に
進
出、
屋
号
も
美
好
館
と
改
め
岸
浦
吉
経
営
と

な
る
。
昭
和
三
十
二
年
二
月
火
災
焼
失
す
)
と
変
遷
を
み
な
が
ら
、
現
在
は
昭
和
三
十
九
年
よ
り
営
業
の
出
口
俊
平
経
営
の
清
鈴
旅

館
が
白
滝
駅
前
に
あ
る
の
み
と
な
っ
て
い
る
。

山
形
屋
旅
館
の
事
務
兼
番
頭
も
し
た
こ
と
の
あ
る
岸
邦
夫
は、
盛
業
を
き
わ
め
た
創
業
当
時
昭
和
九
年
ご
ろ
の
様
子
を
「
泊
り
客

の
予
約
も
あ
っ
た
し
、
番
頭
は
上
り
、
下
り
の
列
車
が
奥
白
滝
駅
に
到
着
す
る
た
び
に
屋
号
の
入
っ
た
印
半
天
を
着
込
み、
こ
れ
も

屋
号
入
り
の
提
灯
を
持
っ
て
泊
り
客
の
勧
誘
に
出
た
も
の
だ
。
奥
白
滝
に
は
も
う
一
軒
福
島
屋
旅
館
が
あ
っ
た
の
で
お
互
い
競
争
意

識
か
ら
や
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
が、
今
思
え
ば
本
当
に
な
つ
か
し
く
思
い
出
さ
れ、
そ
れ
に
も
ま
し
て
奥
白
滝
の
過
疎
に
は
全
く
驚

く
」
と
語
っ
て
く
れ
た
。

遊
戯
場

戦
前
に
も
み
ら
れ
た
パ
チン

コ
に
機
械
の
構
造
、
遊
戯
方
法
も
一新
し
て
復
興
し
は
じ
め
た
パ
チ
ン
コ
は
非
常
な
勢

いで
流
行
し
て
い
っ
た
。
本
村
に
お
い
て
も
昭
和
二
十
四
年
越
智
忠
利、
佐
木々
富
雄
が
営
業、
さ
ら
に
出
口
俊
平、
佐
藤
甫
、
南

政
雄ら
が
営
業
を
は
じ
め
た
が、
い
ず
れ
も
長
つ
づ
き
は
し
な
か
っ
た
。

料
理
屋

造
材
業
者
の
入
村
に
よ
っ
て
い
わ
ゆ
る
労
働
者
が
数
多
く
雇
用
さ
れ、

一日
の
疲
れ
を
い
や
す
酒
は
労
働
者
に
と
っ

て
は
何
も
の
に
も
替
え
が
た
いも
の
の
一
つで
あ
っ
た
。
こう
し
た
木
材
景
気
を
あ
て
こ
み
料
理
屋
が
出
来
た
こ
と
はい
う
ま
で
も

な
い。
大
正
三
年
二
股
市
街
に
下
村
正
一
郎
経
営
の
3
志
茂
む
ら
家
、
貴
司
国
松
経
営
の
旭
亭
が
女
給
の三
、
四
人
も
お
い
て
営
業

を
は
じ
め
た
。
翌
四
年
に
は
現
中
央
区
永
代
橋
付
近
に
笠
原
経
営
の
通
常
盤
亭
が、
上
白
滝
八
号
駅
通
近
く
に
坂
口
三
蔵
経
営
の
ム

ト
ー
料
理
屋
が、
上
支
湧
別
九
線
に
は
タ
ル
キ
屋
と
称
す
る
(今
で
いう
マ
ー
ケ
ッ
ト)

一棟
三
、
四
戸
の
飲
食
店
が
出
来、
ネ
オ
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ン
な
ら
ぬ
赤
い
カン
テ
ラ
を
と
も
し
て
客
を
待
ち
う
け
た
。
以
来
昭
和
期
に
入
っ
て
か
ら
の
料
飲
店
は、
市
街
に
お
い
て、

割
烹
福
助
(自
昭
和
四
年|
至
昭
和
十
二
年)、

割
烹
浮
世
亭
(
自
昭
和
五
年
|
至
昭
和
七
年)、
奥
原
飲
食
店
(自
昭
和
五
年|
至
昭
和
七
年)、割

烹
扇
屋
(自
昭
和
十
年‒‒至

昭
和
十二
年、
店
主
出
口
俊
平)、

割
烹
か
つ
み
(自
昭
和
十
年‒‒至

昭
和
十
八
年、
店
主
高
橋
か
つ
み
)、
長
谷
川
飲

食
店
(
自
昭
和
十二
年‒‒至

不
詳)、

割
烹
辰
巳
(自
昭
和
十二
年‒‒至

昭
和
十
四
年、
店
主
横
田)、

カ
フ
ェー
キ
ン
ぺ
(自
昭
和
十
五
年‒‒至

昭
和
二
十
二
年
、
店
主
、
出
口
俊
平
)、
割
烹
高
砂
(自
昭
和
十
四
年
‒‒至
昭
和
三
十
年
、
店
主
高
橋
タ
ミ)、

割
烹
し
ら
ゆ
き
(自
昭
和
三
十
二
年
‒

至
昭
和‒‒三

十
八
年、
店
主
小
川
と
み
)

ま
た
石
北
トン
ネ
ル工
事
中、
奥
白
滝
駅
前
に
お
い
て
小
南
飲
食
店
(自
昭和
六
年‒‒至

昭
和
七
年)
が
営
業
を
し
た
。

な
お
現
在
営
業
中
の
も
の
は

割
烹
つ
た
や
(店
主
佐
藤
甫)、

割
烹
み
ゆ
き
(店
主
石
井
み
や
子
)、
割
烹
福
の
家
(
店
主
太
田
タ
マ)、
バー

リン
グ(店

主
大
沢
守)、

バ
ー
サ

ン
セ
ット

(店
主
坂
内
キミ
コ)、バー

ス
ズ
ラン

(店
主
石
川
キミ
コ
)、
バ
ー
む
ら
さ
き
(店
主
佐
藤
甫)、

バー
温
泉
ホ
ー
ル
(店
主
大
泉
タ

マ
子)、

清
鈴
食
堂
(店
主
出
口
俊
平)、

佐
木々
食
堂
(店
主
佐々
木
富
雄)、
佐
藤
食
堂
(店
主
佐
藤
松
治)

雑
貨
店

菓
子
製
造

大
正
三
年
前
本
米
蔵
は
二
股
市
街
に
お
い
て
主
と
し
て
マン
ジ
ュ
ウ
、
セ
ン
ベ
イ
を
製
造、
菓
子
職
人
三
人
を
置

い
て
幅
広
い
営
業
を
つ
づ
け
て
い
た
。
昭
和
四
年
菓
子
屋
を
廃
業
し
た
あ
と
、
職
人
で
あ
っ
た
山
崎
与
三
吉
が
独
立
し
て
菓
子
製
造

を
つ
づ
け
て
い
る
。
昭
和三
年
小
野
精
市、
伊
上
等
の
同
業
者
も
あ
っ
た
が
いく
ばく
も
せ
ず
し
て
中
止、
ま
た
昭
和
六
年
石
北
ト

ン
ネ
ル工
事
は
じ
ま
る
や
奥
白
滝
駅
前
に
山
田
菓
子
工
場
が
出
来
た
が
、
ト
ン
ネ
ル工
事
終
了
と
と
も
に
店
も
や
め
て
し
ま
っ
た
。

古
来
商
売
は
“あ
き
な
い
"
と
い
い、
飽
く
こ
と
な
く
続
け
る
こ
と
を
い
う
の
で
あ
る
が、
大
正
の
初
期
か
ら
今
日

ま
で
お
よ
そ
六
十
年
の
間
に
社
会
的、
経
済
的
か
つ
家
庭
的
理
由
か
ら
転
・
廃
業
し
、
数
多
く
の
移
動
が
生
じ
て
い
る
。

大
正
初
期
よ
り
終
戦
前
ま
で
の
雑
穀、
鮮
魚、
呉
服、
雑
貨、
菓
子
の
各
店
は
、

第
三
章
商
工
業

三
三



五
産
業
・
経
済

白
滝
市
街

愈
十
河
忠
衛
…
…
米
穀
、
呉
服、
雑
貨、
酒

恂
…
…
米
穀、
荒
物
雑貨
、
酒

4
伊
藤

西
安
藤
出
張
店…
…
米
穀、
荒
物
雜貨

雨
中
野
造
酒
蔵
…
…
米
穀、
荒
物

�
加
藤
支
店
…
…
金
物

久
保

寅
若
…
…
雑
貨
、
タ
バ
コ

三
宅

松
平
…
…
雜
貨

「
亀

吉
…
…
呉
服
、
小
間
物

久
保
田
商
店
…
…
米
穀、
雑
貨

佐
庄

蔵
…
…
雜
貨
、
菓
子

大
柴

彦
六…
…
雜
貨

遠
藤
金
之
助
…
…
代
書、
新
聞
取
次

下
白
滝

新
保

国
平
…
…
酒、
タ
バ
コ、
菓
子

旧
白
滝

西
村
栄
次
郎…
…
雜
貨
、
菓
子

上
白
滝

倉
橋
伝
三
郎…
…
荒
物、
雑
貨
、
米
穀

山
内

商
店
…
…
鮮
魚
、
海
産、
雑
貨

沢
金

八
…
…
雜
貨

中
屋

商
店…
…
荒
物
雜
貨

阿
曽
寅
次
郎…
…
鮮
魚、
雑貨

渡 寺 滝 小 戸 中 棚

本

中
村

商
店
…
…
金
物

半…
…
呉
服

屋
…
…
糀
製
造

川
商

吉
…
…
馬
具
商

店
…
…
鮮
魚
、
雜
貨

橋
重

利
…
…
鮮
魚、
菓
子

辺 畑

末 喜

吉
…
…
金
物、
板
金

野 佐 児

本 藤

吉 商

玉
作

治
…
…
酒、
雑
貨

松
…
…
米
殺
、
荒
物、
雑
貨

商
店
…
…
荒
物、
雑
貨

夏
野

喜
作
…
…
米
穀、
荒
物、
雑
貨

二三四

藤



東
白
滝

前
田

国
夫
…
…
酒、
雑
貨

奧
白
滝

香
月
春
五
郎…
…
菓
子
、
雜
貨

小
南

善
蔵
…
…
菓
子、
雑
貨

支
湧
別

渡
瀬
長
五
郎…
…
米
穀、
雑
貨、
呉
服

佐
藤
義

一…
…
荒
物
雜
貨

後
沢

五
郎
…
…
荒
物
雜
貨

宗
方
六
衛
門…
…
米
穀
雑
貨
、
酒、
タバ
コ

片
山

仙
吉
…
…
雑
貨
、
タ
バ
コ

小
原

寿
一…
…
雑
貨、
菓
子

植
村
辰
五
郎
…
…
雑
穀、
菓
子

現
在
営
業
中
の
商
店

松
浦
健

蔵
…
…
鮮
魚、
食
料
品
雜
貨

和
田
テ
ル
子…
…
洋
品

小
島

一
郎
…
…
タバ
コ
、
菓
子

前
本

谷
野

光
男
…
…
板
金

栄
一…
…
酒、
タバ
コ、
米
穀、
呉
服、
燃
料

回
京

造
…
…
鮮
魚、
食
料
品

商
店
…
…
鮮
魚

川

橋 大
本 庭 本一

代
吉…
…
菓
子、
雑
貨

仁
三
郎
…
…
雑
貨
、

山
下

岩
吉
…
…
鮮
魚、
雜
貨

西
村
栄
次
郎
……
雜
貨

田

佐
野

商
店
…
…
雜
貨

赤
石

商
店
…
…
雑
貨
、
菓
子

「
商

店
…
…
雑
貨
、
菓
子

三
…
…
雑
貨
、
菓
子

伊 桜 赤

二…
…
酒、
タバ
コ、
洋
品、
書
籍

子
…
…
電
気
商

千
…
…
ク
ス
リ

二
…
…
鮮
魚
、
食
料
品
雜
貨

渡 富 大 河 遠 井

瀬 田 沢 合 藤 村

正 ョ 幾 一 恵 昭

ネ…
…
衣
料

一…
…
菓
子

第
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佐
藤
光
仁…
…
電
気
商

山
崎
与
三
吉
……
菓
子

広
田

亮
一…
…
時
計
、
電
化
製
品

佐 岡 十 西 住西

藤 崎 亀 尾 出 田
尾

博
文
…
…
米
穀

住
出

良
次
…
…
呉
服

政
喜
…
…
金
物、
板
金

英
治
…
…
金
物、
履
物

治
…
…
菓
子、
玩
具

場
正

夫…
…
精
肉

前
田

秀
之
…
…
ク
ス
リ

小
沢
与
之
功
…
…
フ
ト
ン
、
製
綿

南植
村

直
治
…
…
タ
バ
コ
、
菓
子

政
男…
…
酒、
タバ
コ、
菓
子

前
田
忠
治
(上
白
滝)…

米
穀、
酒、
タバ
コ、
食
料
品

中
山
徳
蔵
(支
湧
別
)…
米
穀、
酒、
タバ
コ、
食
料
品

柴
田
房
蔵
(支
湧
別)
…
鮮
魚、
菓
子、
金
物、
雜
貨

美
容
業

開
拓
期
に
お
け
る
婦
人
の
頭
髪
化
粧
は
開
墾
作
業
に
のみ
没
頭
し
、
さ
ら
に
は
経
済
的
に
も
余
裕
も
な
く
、
土
に
よ

ご
れ
、
ほ
こ
り
に
ま
み
れ
て
の
毎
日
で
あ
っ
て
、
髪
結
い
を
な
す
婦
人
は
数
少
な
か
っ
た
が
、
昭
和
十
三
年
に
至
り
本
村
市
街
に
大

沼
金
次
郎
の
細
君
が
髪
結
い
を
は
じ
め、
有
閑
マ
ダ
ム
連
に
は
大
い
に
う
け
た
。

戦
後
パ
ー
マ
ネ
ン
トの
復
活
と
あ
い
ま
っ
て
ヘ
アー
ス
タ
イ
ル
も
時
代
の
流
れ
に
そ
っ
て
い
ろ
い
ろ
と
変
化
し
、
衣
服
の
流
行
と

と
も
に
女
性
に
と
っ
て
は
美
し
い
身
だ
し
な
み
の
一
つ
と
し
て
年
利々
用
客
も
増
加
し
、
昭
和
四
十
五
年
春
転
居
し
た
、
ば
ら
美
容

院
の
他
に
現
在
井
内
美
容
院、
古
寺
美
容
院
が
営
業
を
続
け
て
い
る
。

土
木
建
築

白
滝
に
お
け
る
斯
業
の
お
こ
り
は
大
正
六
年
松
本
幸
次
郎、
多
田
代
吉
が
二
股
市
街
に
お
い
て
始
め
た
の
が
最
初

で
、
市
街
地
の
家
屋
建
築
を
は
じ
め
と
し
て
、
松
本
は
昭
和
期
に
入
っ
て
石
北
隧
道
工
事
の
孫
請
負
い
な
ど
も
し
た
が
、
規
模
の
大

き
い
土
木
工
事
な
ど
は
お
も
に
遠
軽、
旭
川、
札
幌
方
面
の
業
者
が
入
っ
て
き
て
施
行
し
た
。
現
在
の
業
者
は、
大
同
産
業
株
式
会

社
(
社
長
・
大
庭
裕
二
)、
藤
本
林
業
株
式
会
社
(社
長
・
藤
本
輝
彦)、
有
限
会
社
大
友
商
事
(社
長
・
十
亀
政
喜
)、
八
木
組
(代



表
・
八
木
熙)、

平
野
左
官
株
式
会
社
(社
長
・
平
野
良
男)
な
ど
が
あ
る
。

白
滝ミ
ル
クプ
ラ
ン
ト

酪
農
の
振
興
に
と
も
な
い
乳
量
の
生
産
も
順
調
に
伸
び、
上
白
滝
に
設
置
さ
れ
た
集
乳
所
に
集
ま
る

生
乳
は
ク
リ
ー
ム
状
に
加
工
さ
れ
全
部
が
遠
軽
に
輸
出
さ
れ
て
い
た
が、
地
元
に
お
い
て
生
産
さ
れ
る
生
乳
の
ほ
と
ん
ど
が
地
元
に

お
い
て
飲
ま
れ
る
こ
と
な
く
村
外
に
流
出
す
る
こ
と
を
憂
い、

一部
住
民
の
希
望
す
る
と
こ
ろ
も
あ
っ
て
昭
和三
十
年
七
月
渡
辺
誠

は
市
街
地
南
区
に
“白
滝ミ
ル
クプ
ラ
ン
ト
"
工
場
を
建
設、
関
係
機
関
の
認
可
を
受
け
て
営
業
を
は
じ
め
た
。
市
乳
の
配
達
は
他

市
町
に
お
い
て
は
耳
新
し
い
こ
と
で
は
な
い
が
、
本
村
内
に
お
い
て
は
画
期
的
な
こ
と
で
も
あ
り
、
操
業
当
時
は
一
日
の
配
達
量
百

本
余
に
す
ぎ
な
か
っ
た
が
し
だ
い
に
消
費
量
も
増
し
、
加
え
て
学
校
給
食
用
生
ミ
ル
ク
の
生
産
も
行
な
っ
て
お
り
、
現
在
一
日
の
生

産
量
一
千
本
余
に
達
し
て
い
る
。

石
炭
の
販
売

石
炭
販
売
の
最
初
は
白
滝
中
央
区
で
的
場
正
夫
が
北
炭
の
販
売
を
取
扱
っ
た
の
が
昭
和
九
年
の
こ
と
で
あ
る
。

当
時
は
森
林
資
源
に
め
ぐ
ま
れ
て
お
り
軒
な
み
に
良
質
の
薪
を
う
ず
高
く
積
ん
で
い
た
ころ
と
て
、
石
炭
は
一般
家
庭
に
さ
ほ
ど
普

及
さ
れ
て
お
ら
ず、
わ
ず
か
に
学
校
や
蹄
鉄
業、
鉄
工
場
関
係
な
ど
で
使
用
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
昭
和
十
一
年
出
口
俊
平

は
的
場
の
あ
と
を
引
継
い
で
販
売
店
を
行
な
っ
た
が、
近
年
に
な
っ
て
よ
う
や
く
薪
不
足
の
な
や
み
か
ら
石
炭
に
切
替
え
る
家
庭
も

多
く
な
っ
て
き
た
。
取
扱
石
炭
は
住
友、
北
炭、
三
井、
三
菱
な
ど
道
内
全
会
社
の
石
炭
を
扱
っ
て
い
る
。

小
出
印
刷
所

曹
洞
宗
祥
厳
寺
住
職
の
小
出
月
江
(昭
和二
十二
年
初代
村
長
と
な
る)
は
文
筆
に
秀
で
て
い
た
た
め
、
主
と
し
て

道
内
各
寺
院
を
購
読
対
象
と
し
た
宗
教
新
聞
の
発
刊
を
思
い
た
ち、
昭
和
十二
年
十
一
月
北
海
洞
上
社
を
設
立、
庫
裡
の
一
室
を
改

造
し
印
刷
機
を
据
え
つ
け
て
『
洞
上
新
聞』
を
発
刊
し
、
か
た
わ
ら
寺
院
関
係
の
各
種
札
類
の
印
刷、
経
木
塔
婆
の
製
造
印
刷
を
行

な
い
全
国
各
地
か
ら
の
需
要
に
応
じ
て
い
た
。
昭
和
二
十
六
年
新
聞
名
を
『教
学
時
報』
と
改
め、
広
く
各
宗
派
に
通
じ
た
も
の
と

第
三
章
商
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し
て
購
読
範
囲
を
広
げ
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
こ
の
年
市
街
地
に工
場
を
新
築
し
設
備
を
拡
大
し
て
一
般
印
刷
も
は
じ
め
た
の
で
あ

る
。
昭
和三
十
三
年三
月
村
長
退
職
に
よ
っ
て
白
滝
温
泉
を
経
営
す
る
に
及
び
『教
学
時
報』
は
廃
刊
と
な
っ
た
。

昭
和
三
十
四
年
六
月
工
場
の
経
営
権
等
い
っ
さ
い
を
甥
の
小
出
光
男
が
買
受
け、
そ
の
名
も
小
出
印
刷
所
と
し
て
一
般
印
刷
を
は

じ
め
寺
院
向
け
各
種
札
類
な
ら
び
に
経
木
塔
婆
の
製
造
印
刷
を
行
な
っ
て
い
る
。

鉄
工
車
輛

大
正
四
年
上
白
滝
八
号
駅
通
付
近
で
浅
川
利
一が
蹄
鉄
業
と
と
も
に
創
業
し
た
の
が
鍛
冶
屋
の
最
初
で、
石
礫
地

帯
の
た
め
農
具
の
破
損
甚
だ
し
く
、
あ
る
い
は
造
材
用
具
等
の
製
造
修
理
な
ど
昼
夜
兼
行
の
鉄
工
作
業
も
珍
し
く
な
か
っ
た
。
そ
の

後
時
代
を
経
て
湯
川
作
次
郎、
安
西
光
義
、
久
保
田、
野
村
津
義
男
ら
の
創
業
も
あ
っ
た
が、
現
在
は
白
滝
鉄
工
車
輛
工
場
(代
表
・

湯
川
芳
一
)、
山
崎
鉄
工
場
(代
表
・
山
崎
茂
)、
遠
藤
モ
ー
タ
ー
ス
(代
表
・
遠
藤
恵
子
)
が
営
業
を
つ
づ
け
て
い
る
。

第
一
節
商
工
会

昭
和
三
十
五
年
五
月
二
十
日
商
工
会
法
が
公
布
さ
れ、
商
工
会
の
組
織
等
に
関
す
る
法
律
が
同
年
六
月
十
日
施
行
さ
れ、
従
来
申

し
合
せ
的
な
商
工
会
を
発
展
的
に
解
消
し
法
人
の
商
工
会
を
設
立
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。
これ
が
た
め本
村
に
お
い
て
も

地
区
内
に
お
け
る
商
工
業
の
総
合
的
な
改
善
発
達
を
は
か
り
、も
っ
て
国
民
経
済
の
健
全
な
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て、

井
村
謙
二
、
西
尾
博
文
ら
商
工
業
者
の
有
志
多
数
に
よ
る
"白
滝
村
商
工
会
設
立
発
起
人
会
”
を
結
成
し
、
昭
和
三
十
六
年
三
月
一

日
役
場
会
議
室
に
お
い
て
六
十
六
名
の
出
席
者
を
得
て
創
立
総
会
を
開
き
、
商
工
会
法
の
精
神
を
理
解
し
全
村
の
商
工
業
者
が
大
同

団
結
し
、
情
勢
に
対
処
し
さ
ら
に
健
全
な
成
長
を
期
す
る
た
め
白
滝
村
商
工
会
を
設
立
す
る
こ
と
に
満
場
一
致
を
も
っ
て
そ
の
趣
意

に
賛
同
が
あ
り
、
た
だ
ち
に
関
係
書
類
を
と
と
の
え
翌
三
月
二
日
設
立
認
可
申
請
書
を
北
海
道
知
事
に
提
出、
同
年
三
月
三
十
日



Mobil

白 滝 市 街

(三
六
商
第
五
九
九
号)
を
も
っ
て
認
可
が
あ
り、
ここ
に
お
いて
「
白
滝
村
商
工
会
」
が
誕
生

し
た
の
で
あ
る
。
本
商
工
会
は
そ
の
目
的
達
成
の
た
め
に
定
款
に
そ
う
て
、
左
記
の
事
業
を
計
画

実
施
し
て
い
る
。

一
商
工
業
振
興
と
経
営
指
導
対
策

口

イ
経
営
改
善
普
及
員
に
よ
る
相
談
な
ら
び
に
指
導
の
実
践

商
工
業
に
関
す
る
情
報
お
よ

び
資
料
の
収
集
お
よ
び
提
供

ハ
商
工
業
振
興
に
関
す
る
講
習
会
お
よ
び
講
演
会
の
開
催

ニ
物
産
の
陳
列、
斡
旋
と
展
示
会
、
共
進
会
等
の
開
催

ホ
商
工
会
と
し
て
の
意
見
を
公
表

し
、
こ
れ
を
行
政
庁
等
に
貝
申
建
議
す
る
ほ
か、
行
政
庁
の
諮
問
に
応
じ
て
答
申
す
る

ト
チ

消
費
者
懇
談
会
と
消
費
動
向
の
調
査

商
店
街、
協

へ
白

ー
リ
街
路
灯
の
整
備
促
進

ス
大
売
出
し
の
実
施

イ
青
色
申
告
会
の
維
持
育
成
と
強
化

三
金
融
対
策

イ
国
民
金
融
公
庫
の
融
資
斡
旋

関
と
の
連
絡
協
調

四
福
利
厚
生
対
策

イ
従
業
員
永
年
勤
続
者
の
表
彰

業
の
普
及
促
進

口

ホ
退
職
金
共
済
制
度
の
普
及
促
進

へ
定
休
日
の
完
全
実
施
促
進 火
災
共
済
事
業
の
普
及
促
進

二
生
命
共
済
事

八
工
場
設
置
近
代
化
資
金
の
融
資
斡
旋

二
金
融
機

ハ
経
理、
経
営、税

務
に
関
す
る
講
習
お
よ
び
懇
談
会
の
開
催

二
税
務
対
策

滝
村
経
済
圏
の
拡
張
と
調
査

同
事
業
の
推
進

ロ
納
税
貯
蓄
組
合の
加
入
促
進

ロ
中
小
企
業
振
興
資
金
の
融
資
斡
旋

従
業
員
お
よ
び
家
族
の
慰
安
会
開
催

三
九

昭
和三
十
六
年
発
足
当
時
九
十
三
名
の
商
工
会
員
を
擁
し
て
い
た
が、
し
だ
い
に
現
出
し
は
じ
め
た
過
疎
化
は
商
工
業
者
の
中
に

第
三
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ま
で
浸
透
、
昭
和
四
十
六
年
三
月
現
在
五
十
一
名
に
減
少
し
て
い
る
。
ま
た
歴
代
会
長
は
初
代
が
西
尾
博
文、
二
代
井
村
謙
二
、
三

代
前
本
栄
一
と
な
っ
て
い
る
。

鉄 運 左 土 鉱 工 林 業
工
車車 官 建
輛
業 輸 業 業 業 業 業

種
会
員
数

三 三 ー ー ー 三 三 (含
家
族
従
業
)

従
業
員
数一 五

七 一 五 九 四 六 六

製 金 理 サ衣 食 金 業

造 美 ビ 料 料 融
容 ス

業 物 業 業 品 品 業

種
会
員
数

三 二 二 五 二 四

(含
家
族
従
業)

従
業
員
数二 三七 四 六 〇 三 七 五

雑 装 打 時 薬 印
合 業

穀 蹄 綿
計 刷

計

業 業 業 理 鋪 業

種

五
一

会
員
数二

(含
家
族
従
業)

従
業
員
数

二
二
〇

第
四
章
畜

産

第
一
節
馬
産
と
酪
農

道
路
の
開
発
が
お
く
れ
て
い
た
時
代
に
お
い
て
馬
は
交
通
上、拓

殖
上
必
要
か
つ
貴
重
な
も
の
で
あ
っ
た
が、本

道
に
お
い

馬
・

て
は
か
な
り
早
く
から
馬
の
飼
育
が
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
『津
軽
一
統
誌
』
に
「元
禄
四
年
(
一六
九
一
)
に
馬
飼
育
あ
り
」
の

(昭
和
四
十
六
年
三
月
現
在)

二 三 |

白
滝
村
商
工
会
加
入
会
員
現
況

1

修



記
録
に
よ
り
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
当
時
の
飼
育
方
法
は
全
く
幼
稚
な
も
の
で
あ
っ
た
ら
し
く
、
今
日
見
ら
れ
る
厩
舎
な
ど
あ
ろ
う

は
ず
が
な
く
、
四
季
放
牧
の
野
放
し
で
、
た
め
に
馬
体
は
自
然
に
退
化、
あ
る
も
の
は
斃
死、
あ
る
も
の
は
熊、狼

、蝦
夷
犬
に
襲
わ

れ
る
な
ど
の
被
害
が
続
出
し
た
。
こう
し
た
こ
と
が
あ
っ
て
の
ち
天
保
三
年
(一八

三
二
)
蝦
夷
地
勤
番
心
得
書
に
愛
馬
保
護
の
儀

を
定
め
馬
の
増
殖
に心
を
注
い
だ、
か
く
て
漸
次
繁
殖
の
傾
向
が
み
ら
れ
た。

湧
別
地
方
に
み
ら
れ
た
最
初
の
馬
は
明
治
十
七
年
湧
別
駅
通
が
開
設
さ
れ
官
馬
二
十
五
頭
を
貸
与
さ
れ
飼
育
し
た
こ
と
に
は
じ
ま

る
が、
民
有
馬
の
飼
育
も
『上
湧
別
村
誌』
に
は
「
明
治
十
七
年
十
勝
国
大
津
の
人
岩
谷
善
十
郎
と
呼
ぶ
も
の
十
六
頭
の
土
産
馬
を

率
い
て
湧
別
村
に
来
り
、
附
近
に
棲
息
せ
る
土
人
並
に
漁
労
者
の
運
搬
用
と
し
て
売
却
せ
る
…
…
」
と
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
官
馬
、
民

有
馬
と
も
こ
の
年
に
飼
育
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

本
村
域
内
に
お
い
て
は
、
明
治二
十
六
年
白
滝
駅
通
(八
号
駅
通)
開
設
と
同
時
に
官
馬
十
頭
の
貸
付
を
受
け
飼
育
し
た
の
が
最

初
で
、
民
有
馬
と
し
て
は
明
治
四
十
五
年
夏
、
倉
橋
伝
三
郎
は
愛
別
に
所
用
の
折
、
土
産
子
馬
二
頭
を
購
入
し
て
帰
り、

一頭
は
植

芝
盛
平
よ
り
依
頼
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
。
翌
大
正
二
年
四
月
島
利
衛
門
が
馬
を
曳
き
連
れ
て
入
地
し
、
つ
づ
い
て
武
田
由

松
、
寺
畑
喜
平、
前
田
権三
郎、
伊
藤
恂、
井
村
謙
二
ら
が
飼
育
し
は
じ
め
た
。
し
か
し
こ
れ
ら
は
農
耕
よ
り
も
部
落
民
の
荷
物
の

運
搬
用
と
し
て
駆
使
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
団
体、
個
人
の
入
植
者
が
し
だ
い
に
そ
の
数
を
増
し
、
支
湧
別
方
面
に
お
い
て
造
材

が
盛
ん
に
な
っ
た
大
正
三
年
に
は
原
木
搬
出
用
の
馬
が
普
及
さ
れ
た
。

こ
れ
よ
り
先、
明
治
三
十
四
年
に
は
馬
匹
去
勢
法
が
公
布
さ
れ、
大
正
五
年
十
一月
か
ら
は
登
録
さ
れ
た
種
牡
馬
以
外
あ
ら
ゆ
る

牡
馬
の
去
勢
を
強
制
的
に
実
施
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

ま
た
大
正
十
年
四
月
に
は
馬
籍
法
が
制
定
さ
れ、馬

の
出
生、死

亡、
移
動
は
すべ
て
役
場
へ
の
届
出
が
必
要
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
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五
産
業
・
経
済

昭
和
二
十
一
年
八
月
に
分
村
し
た
本
村
は、
こ
え
て
昭
和
二
十
四
年
十
月
十
三
日
条

例
第
十
六
号
を
も
っ
て
白
滝
村
牛
馬
籍
条
例
を
公
布
施
行
し
た
が、
昭
和
四
十
三
年
牛

馬
籍
法
の
廃
止
に
よ
っ
て
本
村
も
翌
四
十
四
年
四
月
一
日
付
を
も
っ
て
こ
れ
が
条
例
を

廃
止
す
る
条
例
を
設
定
し
た
。

戦
後
一
時
的
に
各
地
よ
り
引
揚
開
拓
者
の
入
地
等
に
よ
っ
て
馬
の
飼
育
数
も
増
加、

昭
和
二
十
九
年
飼
育
戸
数
二
百
七
十
九
戸、
四
百
十
七
頭
を
最
高
に、
以
後
離
農
家、

酪
農
に
切
替
え
る
も
の
、
造
材
事
業
の
機
動
力
化
、
さ
て
は
近
年
め
ざ
ま
し
い
農
耕
機
械
力
の
発
達
に
よ
っ
て
馬
力
に
頼
る
作
業
が

激
減、
こ
れ
が
た
め
馬
の
飼
育
も
目
に
見
え
て
減
っ
て
い
っ
た
。

軍
馬
明
治三
十
三
年
に
釧
路
国
川
上
郡
標
茶
村
に
道
内
唯
一の
陸
軍
省
の
軍
馬
補
充
部
が
設
置
さ
れ
て
以
来、
全
道
各
地
に

お
い
て
軍
馬
の
買
上
げ
が
行
な
わ
れ
て
い
た
が
、
昭
和
十
二
年
勃
発
の
日
華
事
変
が
拡
大
長
期
化
す
る
に
つ
れ
て
軍
馬
の
需
要
も
増

大
し
購
買
数
も
多
く
な
っ
た
。
馬
に
は
通
常、
挽
馬
と
乗
馬
と
駄
馬
と
が
あ
っ
て、
主
と
し
て
乗
馬
は
騎
兵
隊、
挽
馬
は
野
砲
隊、

駄
馬
は
輜
重
隊
に
購
買
さ
れ
た
。

昭
和
十
三
年
遠
軽
町
に
“軍
用
保
護
馬
鍛
練
指
導
員
"’な
る
制
度
が
出
来、
軍
用
保
護
馬
と
し
て
合
格
が
決
ま
れ
ば
、
一カ
月
二

回
以
上
の
合
同
鍛
練
を
実
施
し
、
各
馬
の
異
常
性
格
、
悪
癖
の
早
期
治
療
に
意
を
注
ぎ
、
し
か
る
の
ち
軍
馬
と
し
て
出
征
せ
し
む
る

も
の
で
、
昭
和
十三
年
六
月
遠
軽、
丸
瀬
布、
白
滝
の
各
地
区
に
指
導
員
を
委
嘱、
鍛
練
場
を
遠
軽
種
馬
所
と
定
め
て
馬
の
鍛
練
指

導
に
従
事
せ
し
め
た
。
本
村
か
ら
は
服
部
厳
が
指
導
員
と
し
て
委
嘱
さ
れ、
そ
の
指
導
技
術
は
釧
路
軍
馬
補
充
部
管
内
第
一
人
者
で

あ
っ
た
。
そ
の
後
原
田
秋
五
郎、
服
部
実
ら
が
委
嘱
を
う
け
保
護
馬
の
鍛
練
に
力
を
注
い
だ
が
、
こ
う
し
た
制
度
も
太
平
洋
戦
争
終

白滝における馬の飼育状況
総頭数|飼育家
(頭) (戸)

昭和25年 395 27729 417 27932 36436 217 17540 281 21841 212 18443 185 146
"

45 102
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結
と
と
も
に
消
滅
し
て
し
ま
っ
た
。
出
征
軍
馬
の
数
に
つ
い
て
は
終
戦
と
と
も
に
軍
事
関
係
の
書
類
は
強
制
焼
却
さ
れ
た
の
で
知
る

べく
も
な
い
が
、
前
記
服
部
厳
は、
本
村
か
ら
は
お
そ
ら
く
百
頭
以
上
の
軍
用
馬
が
出
て
い
る
と
思
う
、
と
言
っ
て
い
る
。
さ
ら
に

言
葉
を
つ
づ
け
て
「
軍
用
馬
と
し
て
と
ら
れ
る
こ
と
が
当
時
の
農
家
に
と
っ
て
誉
れ
で
あ
り
、
食
糧
の
不
足
な
時
代
で
あ
っ
て
も
イ

ナ
キビ
の
赤
飯
を
炊
い
て
馬
を
送
り
出
し
た
も
の
だ
。
し
か
し
腹
の
底
で
は
永
年
手
塩
に
か
け
て
育
て
た
愛
馬
を
軍
馬
と
し
て
手
放

す
時
は
涙
も
出
し
た
い
想
い
で
あ
っ
た
が
軍
国
主
義
の
世
に
あ
っ
て
は
涙
を
こ
ら
え
て
送
り
出
し
た
も
の
で
あ
った
。
世
間
に
は
父

親
も
応
召、
息
子
も
召
集
、
残
る
婦
女
子
が
一
頭
の
馬
を
頼
り
に
細
と々
営
農
に
励
ん
で
い
た
が
そ
の
馬
も
出
征
と
な
り
、
泣
い
て

愛
馬
と
別
れ
る
婦
人
の
姿
が
見
ら
れ
た
も
の
だ
が
、
そ
れ
が
本
心
で
あ
っ
た
ろ
う
」
と
、
し
み
じ
み
述
懐
し
て
く
れ
た
。

馬
産
限
定
地

終
戦
後
開
拓
者
の
入
植
に
よ
っ
て、
機
械
力
の
未
発
達
な
時
代
の
こ
と
と
て
馬
に
よ
る
農
業、あ

る
い
は
農
家
経

済
の
要
め
を
占
め
る
馬
に
よ
る
冬
山
造
材
へ
の
出
稼
ぎ
等
馬
の
飼
育
数
が
農
家
経
済
を
う
か
が
い
知
る
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
で
も
あ
っ

た
。
こう
し
た
観
点
に
立
っ
て
昭
和
二
十
二
年
、村
お
よ
び
馬
産
振
興
に
心
を
注
ぐ
者
た
ち
に
よ
っ
て
村
内
に
馬
産
限
定
地
を
求
め
、

こ
こ
を
一
大
放
牧
場
と
な
し
馬
の
飼
育
を
よ
り
盛
ん
に
し
よ
う
と
計
画
が
練
ら
れ
た
。
ま
ず
候
補
地
を
北
支
湧
別
の
支
湧
別
川
向
い

国
有
林
地
お
よ
そ
二
百
五
十
町
歩
と
定
め、
こ
の
地
の
無
償
払
い
下
げ
を
受
け
よ
う
と
す
る
も
の
で、
北
海
道
庁
に
陳
情
を
重
ね、

現
地
調
査
も
施
行
さ
れ
た
が、
こ
のこ
ろ
よ
り
村
議
会
内
に
お
い
て
馬
産
限
定
地
よ
り
も
村
営
農
場
を
開
設
す
る
こ
と
が
先
決
と
の

賛
否
両
論
の
空
気
が
み
な
ぎ
り
、
活
発
な
論
議
が
交
わ
さ
れ、
結
局
裁
決
の
結
果、
反
対
多
数
で
馬
産
限
定
地
の
設
定
は
中
止
さ
れ、

こ
れ
に
代
っ
て
村
営
農
場
が
開
設
さ
れ
る
運
び
と
な
っ
た
。

こ
の
馬
産
限
定
地
設
置
に
当
初
か
ら
意
欲
的
で
あ
り
、
議
会
に
お
い
て
限
定
地
設
置
に
賛
成
の
挙
手
を
し
た
一
人
で
あ
る
中
山
親

孝
は
当
時
の
も
よ
う
を
「馬
産
限
定
地
と
し
て
の
認
可
は
時
間
の
問
題
で
あ
っ
た
。
当
時
の
営
林
署
の
図
面
も
実
は
色
が
変
っ
て
い
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五
産
業
・
経
済

村
立
農
業
畜
産
試
験
場

た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
村
営
農
場
も
大
切
で
あ
っ
た
が
、
よ
り
広
大
な
馬
産
限
定
地
を
村
有
財
産
と
な
し
得
る
こ
と
が
ど
ん
な
に
得

策
で
あ
っ
た
か、巨

大
な
魚
を
逃
が
し
た
よ
う
な
も
の
で
本
村
に
と
っ
て
き
わ
め
て
大
き
な
マ
イ
ナ
スで
あ
っ
た
」
と
語
っ
て
い
る
。

馬
産
限
定
地
(候
補
地
北
支
湧
別
川
向
い
)
設
定
を
ど
た
ん
ば
に
至
っ
て
中
止
し
た
本
村
は
、
懸
案

の
畜
産
試
験
場
設
置
に
本
腰
を
入
れ、
昭
和
二
十
三
年
一
月
の
村
議
会
に
お
い
て
左
の
ご
と
き
内
容
の
も
と
に
設
置
方
可
決
を
み
、

同
年
二
月
十
一
日
運
用
開
始
し
た
。

設
置
理
由

1本
村
に
お
け
る
農
業
は
そ
の
立
地
条
件
に
鑑
み、
必
然
、
科
学
的
集
約
式
経
営
に
よ
っ
て
将
来
を
期
待
せ
ら
る
。
而
し
て
早
期
且

つ
高
度
にそ
の
成
果
を
挙
げ
る
た
め
の
方
策
の
一
つと
し
て
茲
に
村
営
に
よ
る
農
業
畜
産
試
験
場
を
設
置
し
、
農
業
家
畜
の
合
理
的

増
殖
を
中
心
施
策
と
し
て
試
験
研
究
を
進
め
る
と
共
に
地
力
の
培
養、
生
産
の
増
強
等
、
本
村
農
業
経
営
の
将
来
を
確
立
す
べ
き
指

導
機
関
と
し
て
の
適
切
な
運
営
の下
に
本
村
の
綜
合
開
発
に
資
せ
ん
。

二
経
営
の
原
則

独
立
採
算
に
よ
る
自
給
経
営

三
位
置

白
滝
村
天
狗
平
開
拓
地
区
内

四
経
営
規
模

宅
地
一
町
歩
、
畑
地十
五
町
歩、
採
草
地二
町
歩、
放
牧
地
五
町
歩、
山
林
四
十
七
町
步、
合
計
七
十
町
歩

五
施
設
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事
務
所
一
棟
(二
十
坪
)、
住
宅
一
棟
(十
五
坪)、

厩
舎
一棟
(四
十
坪)、
小
家
畜
舎
一棟
(三
十
坪)、

倉
庫
一
棟
(二
十
坪
)、

吹
抜
倉
庫
(二
十
坪
)

な
お、
この
試
験
場
に
馬
三
頭、
牛
一
頭、
豚
一
頭、
緬
羊
八
頭、
山
羊
五
頭、
その
他
鶏、
兎
等
を
飼
育
すべ
く
導
入
し
た。

場
長
に
は
的
場
正
夫
が
委
嘱
発
令
さ
れ、
技
術
員
一
名、
定
夫
二
名
と
も
ど
も
所
期
の
目
的
に
沿
っ
て
運
営
が
はじ
め
ら
れ
た
。

的
場
場
長
は
じ
め
作
業
員
一
丸
と
な
っ
て
精
根
を
傾
け
て
主
畜
農
法
の
確
立
に
努
力
し
若
干
の
成
果
を
あ
げ
つ
つ
あ
っ
た
が、
時

代
の
進
展
と
諸
般
の
事
情
に
よ
り
昭
和
二
十
八
年三
月
を
も
っ
て
同
試
験
場
は
廃
止
さ
れ
た
。

牛
交
通
全く
不
便
な
大
正
期
の
本
村
に
あ
っ
て、乳

牛
の
飼
育
は、湧

別、遠
軽
地方
よ
り
は
る
か
に
お
く
れ
て
行
な
わ
れ
た。

昭
和
五
年
春
支
湧
別
の
本
田
弥三
郎、
山
崎
宗
次
郎
が
そ
れ
ぞ
れ
乳
牛
一
頭
を
試
養
し
た
の
が
本
村
初
の
飼
育
で、
つ
い
で
同
年

秋
遠
軽
社
名
渕
家
庭
学
校
か
ら
支
湧
別
家
庭
学
校
農
場
に
乳
牛
一
頭
が
移
送
さ
れ
、
岸
野
喜
三
郎
が
飼
育
管
理
に
当
っ
た
。
ま
た
岸

野
の
奨
め
に
よ
っ
て
菊
地
善
吾、
女
屋
三
郎、
佐
藤
嘉
市、
坂
本
冬
治、
奥
山
森
之
助
ら
が
あ
い
つ
い
で
飼
育
し
は
じ
め
た
。
以
後

支
湧
別
に
お
い
て
は
中
止
す
る
も
の、
飼
育
し
は
じ
め
る
も
の
等
の
変
遷
は
あ
た
っ
た
が、
量
出
す
る
牛
乳
を
無
償
に
近
い
安
価
に

し
て
も
地
元
に
お
い
て
は
消
費
し
き
れ
ず、
商
品
と
し
て
出
荷
す
る
方
策
が
必
要
と
な
っ
て
き
た
。
打
開
策
に
乗
り
出
し
た
白
滝
信

用
販
売
購
買
利
用
組
合
は
昭
和
六
年、
乳
牛
飼
育
者
を
遠
軽
信
用
販
売
利
用
組
合
(昭
和
二
年
設
立)
に
加
入
せ
し
め
る
一方、

岸

野
喜
三
郎
を
製
酪
販
売
組
合
連
合
会
遠
軽
分
工
場
に
派
遣、
ク
リ
ー
ム
製
造
方
法
を
修
得
さ
せ
、
同
六
年
秋
支
湧
別
九
線
に
集
乳
所

を
新
築、
分
離
機
を
設
備し
て
事
業
を
開
始
し
、
ク
リ
ー
ム
状
に
分
離
し
た
る
の
ち
乳
牛
飼
育
者
が
交
替
で
白
滝
駅
ま
で
搬
出、
鉄

道
便
に
て
遠
軽
分
工
場
に
発
送
し
た
の
で
あ
る
。
ここ
に
お
い
て
牛
乳
の
商
品
と
し
て
の
販
路
も
開
け、
家
庭
経
済
を
う
る
お
す
に

足
る
も
の
と
し
て
乳
牛
の
飼
育
は
副
業
な
が
ら
増
加の
一
途
を
た
ど
り
はじ
め
た
。
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五
産
業
・
経
済

昭
和
六
年
秋、
東
白
滝
に
お
い
て
乳
牛
を
飼
い
は
じ
め
た
管
野
利
美
の
雑

記
帳
に
は
「牛
五
十
頭
を
超
す
ー
昭
和
十
年」
と
あ
り、
乳
牛
頭
数
の
増
加

が
察
知
で
き
る
。

昭
和
八
年
支
湧
別
五
線
に、
翌
九
年
上
白
滝
に
第
二
、
第
三
の
集
乳
所
が

落
成、
大
い
に
活
用
さ
れ
て
い
た
が、
肝
心
の
乳
価
が
上
昇
せ
ず
下
落
が
つ

づ
き
、
さ
ら
に
産
業
組
合
員
間
に
お
い
て
発
生
し
た
若
干
の
トラ
ブ
ル
な
ど
に
よ
り
牛
を
手
放
す
者
が
現
わ
れ
、
昭
和
十
一
年
上
白

滝
、
翌
十
二
年
支
湧
別
の
両
集
乳
所
は
乳
量
の
生
産
不
足
に
よ
り
閉
鎖
し
て
し
ま
っ
た
。

戦
後
の
昭
和
二
十
四
年
春、
酪
農
振
興
奨
励
と
し
て
開
拓
農
協
貸
付
牛三
頭
が
本
村
に
入
り
、
渡
辺
俊
勝、
佐
木々
喜
三
、
玉
川

乳
牛
多
頭
飼
育
者

(昭
和
四
十
六
年
一
月
現

(
在
・
二
十
五
頭
以
上

一

笠 本 菊 金 伊 早 菊 本

間 田 地 枝 藤 川 地 田
誠 昭 芳 美 政 武 豊弥

次
一 造三 )

治

二
五
ク

二
五
ノ

二
五
ノ

二
五
ノ

二
五
ク

二
七
ク

二
八
么

三
六
頭

さ
ら
に
同
年
秋、
北
海
道
庁
貸
付
牛
十
頭
が
本
村
に
入
り
、
早
川
武
夫、
伊
藤
仁
郎、
箭
内
金

記
、
伊
藤
寅
蔵、
石
川
正
一、
加
藤
長
治、
松
原
力
雄、
植
村
勘
蔵、
加
藤
照
至、
佐
々
木
定
治

ら
東
白
滝
一
帯
に
貸
付
け
さ
れ
酪
農
振
興
の
布
石
と
な
っ
た
。
この
貸
付
牛
の
返
済
方
法
は
貸
付

牛
よ
り
産
し
た
牝
牛
一
頭
を
返
還
す
る
こ
と
で
親
牛
は
自
分
の
も
の
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

農
産
物
に
よ
る
収
益
の
比
較
的
低
い
本
村
に
あ
っ
て
乳
牛
の
飼
育
は
農
家
経
済
を
安
定
さ
せ
、

か
つ
向
上
さ
せ
る
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
で
あ
り
、
副
業
と
し
て
飼
育
さ
れ
る
も
の
の
ほ
か、
近
年

に
至
っ
て
酪
農
専
業
と
し
て
自
立
す
る
も
の
も
あ
り、
採
草
地
を
勘
案
し
つ
つ
多
頭
飼
育
者
が
続

出
、
乳
牛
頭
数
も
待
望
の
五
百
頭
ライ
ン
を
突
破
し
た
。

乳牛飼育頭数の動き

年 度度 頭 数

昭和5年 8

"

10 50

20 0

24 15

" 29 43

" 32 10836

21740 320
"

41 34343 309

"

45 .573

二三六

雄 夫 郎

慶
一
郎
の
開
拓
入
植
者
が
貸
付
け
を
受
け
飼
育
を
し
た
。



産

集
乳
所
・
7
九
線
集
乳
所

牛
乳
出
荷
を
円
滑
に
し
乳
価
還
元
を
な
す
べ
く
、
昭
和
六
年
白
滝
信
用
販
売
購
買
利
用
組
合
の
斡

旋
に
よ
り
支
湧
別
九
線
に
集
乳
所
を
建
設
し
、
岸
野
喜
三
郎
の
指
導
に
よ
り
クリ
ー
ム
状
に
分
離
し
、
牛
飼
人
の
輪
番
制
で
白
滝
市

街
日
本
通
運
営
業
所
ま
で
運
搬、
鉄
道
便
に
て
遠
軽
に
出
荷
し
た
。

日
五
線
集
乳
所

昭
和
八
年
支
湧
別
五
、
六
線
の
飼
育
者
佐
藤
平
一
郎、
岡
竹
松、
女
屋三
郎、
植
村
辰
五
郎、
小
原
寿
之
ら

が
九
線
集
乳
所
ま
で
の
牛
乳
搬
出
に
難
色
を
示
し
、
支
湧
別
五
線
に
共
同
出
資
を
も
っ
て
集
乳
所
を
設
立
、
毎
日
共
同
作
業
に
よ
る

ク
リー
ム
分
離
を
行
な
い
日
通
ま
で
運
搬し
て
い
た
が、
乳
価
の
下
落
か
ら
飼
育
者
が
し
だ
い
に
減
り
、
昭
和
十二
年
つ
い
に
同
集

乳
所
を
閉
鎖
、
わ
ず
か
に
残
っ
た
飼
育
者
は
再
び
九
線
集
乳
所
を
利
用
し
た
の
で
あ
る
。

の
上
白
滝
集
乳
所

村立上白滝集乳所開所式
上
支
湧
別
に
お
い
て
乳
牛
飼
育
を
は
じ
め
た
こ
と
を
伝
え
聞
い
た
東
白
滝
の
管
野
利
美
は、
飼
育
経
験

の
あ
る
と
こ
ろ
か
ら、
昭
和
六
年
秋
乳
牛二
頭
を
導
入
、
管
野
の
奨
め
に
よ
っ
て
加
藤
常
太

郎
、
鈴
木
富
治、
箭
内
良
金、
小
野
寺
亀
吉、
谷
野
助
松、
松
沢
沢
一
ら
も
あ
い
つ
い
で
牛
を

飼
育、
昭
和
八
年
よ
り
生
乳
の
産
出
を
み、
山
越
し
を
な
し
て
上
支
湧
別
の
集
乳
所
に
出
荷
が

つ
づ
け
ら
れ
て
い
た
が
、
し
だ
い
に
増
量
す
る
生
乳
に
地
元
に
お
い
て
集
乳
所
建
設
の
声
あ
が

り、
つ
い
に
昭
和
九
年、
上
白
滝
駅
に
ほ
ど
近
き
適
地
を
求
め
て
集
乳
所
を
建
設、同

九
年
十
一

月
よ
り
管
野
利
美
の
管
理
に
よ
っ
て
生
乳
の
受
入
れ
が
は
じ
ま
り
、
分
離
加
工
を
し
て
上
白
滝

駅
か
ら
遠
軽
に
発
送
し
た
の
で
あ
る
。
し
かし
乳
価
市
況
の
暴
落
と
白
滝
産
業
組
合
内
部
の
不

信
問
題
と
か
ら
牛
を
手
放
す
者
が
続
出、
昭
和
十
一年
三
月
、
こ
の
集
乳
所
は
開
設
以
来
わ
ず

か
一
年
五
カ
月
に
し
て
廃
止
さ
れ
た
。

第
四
章

畜
二三七



五
産
業
・
経
済

上
白
滝
集
乳
所
牛
乳
計
算
書
か
ら
当
時
の
ク
リ

ー
ム
価
格
の
変
動
と
生
乳
生
産
状
況
を
み
る
と
つ

ぎ
の
と
お
り

下
記
価
格
表
に
よ
っ
て
も
わ
か
る
よ
う
に、
当

時
の
脂
肪
乳
価
は
毎
月
猫
の
目
の
よ
う
に
変
り
乳

牛
飼
育
者
の
飼
育
計
画
が
立
た
な
か
っ
た
な
や
み

の
ほ
ど
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

昭
和
二
十
四
年
春、
酪
農
振
興
奨
励
と
し
て
導

入
さ
れ
た
乳
牛
は
主
と
し
て
東
白
滝
方
面
の
開
拓

農
家
に
貸
付
さ
れ
、
酪
農
郷
と
し
て
し
だ
い
に
飼
育
頭
数
も
増
し
て
い
っ
た
。
こ
れ
が
た
め
、再
び
集
乳
所
設
置
の
必
要
性
に
迫
ら

れ、
昭
和二
十
八
年三
月
村
立
の
集
乳
所
が
以
前
の
付
近
地
に
施
設
さ
れ、
牛
乳
の
出
荷
が
は
じ
ま
っ
た
。

昭
和
三
十
三
年
牛
乳
集
荷
ト
ラ
ッ
ク
が
遠
軽
森
永
乳
業
よ
り
差
向
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
五
月
よ
り
十
一月
の
期
間
は
全
村
戸

口
集
荷
が
な
さ
れ、
冬
期
間
の
み
従
来
ど
お
り
鉄
道
輸
送
が
つ
づ
け
ら
れ
た
が、
こ
れ
が
た
め
上
白
滝
集
乳
所
は
冬
期
間
の
運
用
に

と
ど
ま
っ
た
。
し
か
し
年
と
と
も
に
増
頭
す
る
乳
牛
も
冬
期
間
の
完
全
除
雪
が
施
行
さ
れ
る
に
及
ん
で
通
年
戸
口
集
荷
が
昭
和
四
十

年
よ
り
実
施
さ
れ、
集
乳
所
の
使
命
も
果
し
終
え
た
形
と
な
り
、
昭
和
四
十
年
集
乳
所
は
全
く
廃
止
と
な
っ
た
。

東
白
滝
地
区
村
當
牧
野

酪
農
の
振
興
に
と
も
な
い
広
域
牧
野
の
造
成
が
望
ま
れ
て
い
た
が、
東
白
滝
に
そ
の
適
地
を
定
め、

村
営
牧
野
の
造
成
を
昭
和三
十
八
年
度
よ
り
着
手、
東
白
滝、
天
狗
平
の
酪
農
家
お
よ
び
牛
馬
飼
育
農
家
十
八
戸
が
翌
三
十
九
年
度

脂肪乳(クリーム)価格変動状況

年
昭
和
九
年

1
12.

59銭5厘9毛
61. 9. 80

0
0 ↑2銭3厘9毛

1 59. 1. 7 ↓2. 8. 1
2 66. 44. 8

0
0

0. 0
00

-
>↓7.

5. 2

6

56.

6. 4

↑11.

1. 6

7

40.

7. 8

↓15.

8. 6

8

44.

1 1

↑ 3.

00 0
0

9

45.

5. 0
0 ↑ 1.

1 4 0
0

10 47. 3. 7 ↑ 1.

7. 0
0

11 45.

1. 0

↓ 2. 2. 712 46. 5. 0 ↑1.1 4. 0

昭
和
一
一年

1
2
3

49.

4. 2 2

↑ 2. 9. 2

2 2

44. 99. 00 ↓ 4. 5. 2

42.8. 5 ↓ 2.2 0. 5

100

67.

5. 0

↑1. 0. 2

昭 ↓14.

5. 0

和

4
5 53.

45.

4 。

一
〇
年

二三八

月 100� 当り
価 格 差格

↑ 7. 3.

1

0
0
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上 白滝集乳所受入状況

月 氏 名 (%) (貫) (貫) (円) (円) (円) 金額(円)
鈴 木 富 治 3.10 9.8000.304 1.81 0.38 1.43

昭11
印

管 野 利 美 3.00 106.590 3.19819.05 4.03 3.75 11.27
月 加 藤 常太郎 3.15 37.5401.183 7.05 1.45 5.609

年分 谷 野 助 松
乳 量 計

3.00 30.8100.924 5.51 1.17 1.25 3.09

鈴 木 富 治 3.00 46.7001.401 8.68 1.78 8.00 - 1.10
昭12
和

管 野 利 美 2.90 126.7803.67722.79 4.80 3.75 14.24

月 谷 野 助 松 2.60 23.7500.618 3.83 0.88 0.50 2.45
年分 小野寺 亀 吉 3.00 36.9701.109 6.88 1.42 1.25 4.21

乳 量 計 290.710

昭
和
10

3
月

份

管 野 利 美
加 藤 常太郎

2.35 58.4501,370 9.26 7.14
2.60 29.3500.763 5.13 4.03

小野寺 亀 吉
乳 量 計

2.55 24.8900.635 4.29 1.25 2.11
年分

管 野 利 美 3.65 142.1705.18922.74 5.23 17.51

昭8 谷 野 助 松 2.50 106.3102.658 11.72 3.35 8.37

和 小野寺 亀 吉 2.55 52.4101.336 5.89 1.72 4.17
月 松 沢 沢 市 2.80 255.0707.14231.63 8.55 23.1310

佐 藤 庄蔵 3.10 86.6702.68711.85 2.99 1.25 7.61
年分 村 形 由五郎 2.75 59.8701.646 7.26 2.00 5.26

乳 量 計 702.500

管 野 利 美 3.80 39.5701.507 7.00 1.49 5.51
昭12 谷 野 助 松 2.70 36.8300.994 4.62 1.24 1.60 1.78
和月 小野寺 亀 吉 3.60 17.2200.620 2.88 0.63 2.25
年分 松 沢 沢 市 3.30 99.2403.22515.00 3.53 3.20 8.27

乳 量 計 192.860

昭
和
1
年

3
月
分

管 野 利 美 3.20 115.5403,69715.84 3.99 11.85
箭 内 良 金 3.20 65.9902,112 9.05 2.28 6.77
谷 野 助 松 2.60 1.4700.038 0.16 0.03 .... 0.13
乳 量 計 183.000

9
加 藤 常太郎 2.90 56.5101.639 10.16 2.13 8.00 0.03

184.740

脂肪率 総 乳 量 |脂肪量|金 額|控除額|種付料 差引支払

産
一三九

10

112.690



五
産
業
・
経
済

東支湧別地区村営放牧場

よ
り、
毎
年
五
月
よ
り
十
月
ま
で
有
料
放
牧
を
行
な
う
こ
と
が
で
き
た。
村
営
牧
場
の
面
積
は

三
一・七

八
訟
、
そ
の
う
ち
造
成
採
草
地
一二

、
自
然
牧
野
一
九・七

八
で
あ
っ
た
が、
昭
和

四
十
一
年
度
さ
ら
に
一
四
診
の
増
取
得
を
行
な
い
総
面
積
四
五・七

八
ひ
と
な
った。

牧
野
開
設

当
時
牛
二
十
八
頭
、
馬
十
頭
が
放
牧
さ
れ
た
が、
面
積
の
拡
大
に
よ
っ
て
利
用
頭
数
五
、
六
十
頭

ま
で
可
能
と
な
っ
た
。

今
日
東
白
滝
、
天
狗
平
地
区
の
い
ち
じ
る
し
い
過
疎
化
に
よ
っ
て
農
家
戸
数
が
減
少
し
た
た

め、
遠
く
下
白
滝、
旧
白
滝
地
区
の
牛
馬
の
放
牧
も
許
可
し
て
い
る
。

東
支
湧
別
地
区
村
営
放
牧
場

年
ご
と
に
増
加
の
傾
向
に
あ
る
本
村
の
乳
牛
多
頭
化
飼
育
に

対
し
、
村
内
二
番
目
の
放
牧
場
と
し
て
東
支
湧
別
高
台三
二
の
民
地
を
買
得
し
、
ここ
に
草
地

造
成
を
行
な
い
村
営
放
牧
場
と
し
て
昭
和
四
十
三
年
春
から
開
場、
主
と
し
て
支
湧
別
一
帯
の
牛

馬
を
放
牧
し
て
い
る
。
毎
年
融
雪
期
か
ら
十
月
の
終
牧
期
ま
で
の
お
よ
そ
半
年
間、
常
時
四、
五
十
頭
の
牛
馬
が、
豊
か
な
青
草
を

食
み
つ
つ
ス
モ
ッ
グ
の
な
い
澄
み
き
っ
た
空
気
を
存
分
に
吸
っ
て
悠
自々
適
で
あ
る
。

酪
農
組
合

乳
牛
飼
育
の
奨
励
に
よ
っ
て
支
湧
別
お
よ
び
天
狗
沢、
さ
ら
に
旧
白
滝、
下
白
滝
方
面
と
全
村
に
わ
た
っ
て
乳
牛

が
入
り
は
じ
め、
こ
う
し
た
な
か
に
お
い
て
牛
の
購
入
資
金
貸
出
制
度
も
実
現
さ
れ、
貸
付
牛
と
あ
わ
せ
て
ま
す
ま
す
飼
育
熱
が
た

か
ま
っ
て
き
は
じ
め
た
。
こう
し
た
こ
と
か
ら
昭
和
二
十
四
年
酪
農
組
合
を
組
織
し
、
酪
農
の
振
興
に
大
い
に
つ
と
め
よ
う
と
し
た

の
で
あ
る
。
初
代
組
合
長
に
は
箭
内
金
記
が
選
ば
れ、
つ
い
で
早
川
武
夫、
菊
地
富
雄、
菊
地
豊
次
郎、
平
岡
久
雄
が
こ
の
任
に
当

って
い
る
組
合
員
は
四
十
戸
で
あ
る
。

二四0



白
滝
村
乳
牛
経
済
検
定
組
合

本
村
内
の
乳
牛
飼
育
頭
数
の
増
加
に
つ
れ
て、
乳
牛
飼
養
管
理
の
技
術
向
上、
乳
牛
資
質
の
改

良
な
ど
酪
農
経
営
の
改
善
に
役
割
を
果
す
乳
検
事
業
を
は
じ
め
る
こ
と
に
な
り
、
昭
和
四
十
三
年
一
月
三
十
日
白
滝
村
乳
牛
経
済
検

定
組
合
(乳
検
組
合
)
を
設
立、
乳
牛
飼
育
家
の
う
ち
十
五
戸
が
組
合
に
加
入
、
組
合
長
に
は
菊
地
豊
次
郎
が
選
任
さ
れ
た
。
こ
れ

は
乳
牛
群
の
経
済
能
力
を
向
上
さ
せ
る
酪
農
の
基
礎
事
業
で
あ
り
、
今
後
ま
す
ま
す
酪
農
事
業
の
発
展
が
望
ま
れ
て
い
る
。

獣
医
大
正
七
年
二
股
市
街
(東
区)
に
菊
地
清
治
が
獣
医
業
を
開
業
し
た
が
客
足
が
思
わ
し
く
な
く
、
翌
八
年
に
は
写
真
館

を
も
付
設
し
た
が
い
ず
れ
も
数
年
足
ら
ず
で
廃
業
し
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
後
遠
軽、
上
川、
愛
別
な
ど
か
ら
獣
医
を
呼
ん
で
治
療
に

あ
た
っ
て
も
ら
っ
て
い
た
が、
鉄
道
敷
設
の
行
な
わ
れ
て
い
な
い
ころ
の
こ
と
と
て
往
診
に
は
莫
大
な
経
費
が
と
も
な
っ
た
。

支
湧
別
に
家
庭
学
校
白
滝
農
場
が
創
設
さ
れ
て
い
た
が、
昭
和
五
年
同
農
場
で
乳
牛
を
飼
育
し
は
じ
め
た
こ
ろ
研
究
生
の
一人
で

あ
っ
た
斎
藤
金三
郎
が
資
格
の
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
牛
馬
の
診
療
に
求
め
に
応
じ
て
昭
和
十
二
年
ご
ろ
ま
で
村
域
内
を
往
診
し
て
い

た
。
そ
の
こ
ろ
遠
軽
に
て
開
業
し
て
い
た
北
川
正
二
獣
医
も
時
折
往
診
に
姿
を
み
せ
て
い
た
。
そ
の
後
、
武
田、
寺
島、
野
田
博
な

ど
他
町
村
か
ら
出
張
し
来
た
り
家
畜
の
診
療
を
行
な
っ
て
い
た
が、
昭
和二
十
一
年
三
月
川
上
正
志
が
西
区
に
お
い
て
川
上
家
畜
診

療
所
と
し
て
個
人
開
業、
昭
和三
十
一
年
五
月
農
業
共
済
組
合
嘱
託
獣
医
と
な
り、
以
来
現
在
ま
で
家
畜
診
療
に
、
疫
病
予
防
に、

飼
育
管
理
指
導
に
従
事
し
て
い
る
。

蹄
鉄
業

大
正
六
年
秋、
二
股
市
街
に
菊
地
清
治
が、
上
白
滝
八
号
駅
近
く
で
浅
川
利
一
が
営
業
し
た
の
が
最
初
で
、
こ
え

て
大
正
九
年
春、
二
股
市
街
で
は
じ
め
た
大
島
仁
左
衛
門
が
こ
れ
に
つ
づ
い
て
い
る
。
昭
和
期
に
入
っ
て
本
間、
丹
野、
佐
藤
甫、

中
山
親
孝、
畠
山
勇
壮
ら
が
開
業
し
た
こ
と
も
あ
る
が、
隆
盛
を
き
わ
め
た
造
材
事
業
も
、
近
時
事
業
量
の
減
少
と
機
械
化
に
よ
る

事
業
の
施
行
、
さ
ら
に
農
業
機
械
力
の
いち
じ
る
し
い
普
及
に
よ
っ
て
馬
の
飼
育
が
減
り
、
一時
は
わ
が
世
の
春
を
謳
歌
し
て
い
た

第
四
章
畜
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五
産
業
・
経
済

装
蹄
業
も
全
く
斜
陽
化し
て
し
ま
っ
た
。
現
在
高
橋
次
男
が
営
業
を
つ
づ
け
て
い
る
。

第
二
節
そ
の
他
の
家
畜

豚
本
村
に
豚
の
飼
育
が
み
ら
れ
た
の
は
比
較
的
お
そ
く、
新
開
地
作
業
に
追
わ
れ
て
い
た
農
家
は
豚
の
飼
育
に
は
手
が
回
ら

な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
大
正
に
入
っ
て
以
来
豊
作
の
喜
び
に
浸
る
こ
と
の
な
い
農
民
は
、
豚
の
飼
養
に
よ
っ
て、
せ
めて

正
月
の
肉
だ
け
は
存
分
に
食
し
よ
う
と
、
大
火
後
の
大
正
七
年
ご
ろ
よ
り
遠
軽
あ
る
い
は
上
川
方
面
よ
り
購
入
し
来
た
り
飼
育
す
る

も
の
あ
い
つ
い
だ
。
し
か
し
養
豚
技
術
の
未
熟
な
こ
と
と
て
専
業
と
す
る
も
の
は
な
か
っ
た
が
農
家
の
副
業
と
し
て
は
結
構
採
算
の

と
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

近
時
食
肉
需
要
の
増
加
に
よ
り
、
近
代
的
に
し
て
衛
生
的
な
設
備
を
施
し
専
業
と
し
て
あ
る
い
は
副
業
と
し
て
も
多
頭
化
飼
養
を

な
す
傾
向
が
で
て
き
た
。

豚飼養状況

年 度 頭数|戸 数
(頭)|(戸)

昭和25年 193 160

29

80

32 95
36 147

80

40 332 82
43 255 39

" 45 376 21

横
山
養
豚
(
横
山

一郎
)

鶏

石
川
養
豚
(石
川
多
吉
)

四
十
頭

四
十
頭

七
十
頭

百
二
十
頭

百
五
十
頭

佐
久
間
養
豚
(佐
久
間
只
雄)

新
保
養
豚
(新
保
国
英
)

山
崎
養
豚
(山
崎
松
雄
)

自
給
自
足
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
た
開
拓
期
に
お
い
て、
養
鶏
は
日
毎
の
産
卵
と

慶
弔
時
の
食
肉
用
に
ま
こ
と
便
利
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
石
上
藤
蔵
、
山
本
治

二四三

本
村
に
お
け
る
多
頭
養
豚
家
ベ
ス
ト
五
を
あ
げ
れ
だ
左
の
と
お
り
。
(昭
和
四
十
五
年
十
二
月
末
現
在
)

50



鶏 飼 育 状 況

年 度 羽 数戸 数
(羽)|(戸)

昭和 25年 1,539 220

"

29
2,17532 5,17836
4,865 22540

11,765 24143

5,157 10345 5,200

53
作
、
太
田
熊
吉、菊

地
長
治、青

山
右
近
ら
旧
白
滝
に
入
植し
た
開
拓
者
は
明
治
四
十
四
年、

戸
毎
に
四、五

羽
程
度
の
鶏
を
飼
い
は
じ
め
た
の
が
本
村
初
の
養
鶏
と
い
わ
れ
て
い
る
。

大
正
に
入
っ
て
農
家戸
数
が
し
だ
い
に
ふ
え
る
こ
ろ
、
馬
の
飼
育
家
も
増
し
て
き
つ
つ
あ

った
が
、
これ
に
と
も
な
っ
て
馬
の
売
買
が
盛
ん
に
行
な
わ
れ
る
よう
に
な
っ
た
。
こ
う
し

た
売
買
が
成
立
す
る
と
必
ず
と
い
っ
て
よ
い
ほ
ど
手
打
ち
の
酒
盛
が
は
じ
ま
り
、
酒
肴
と
し

て
鶏
肉
が
多
く
使
わ
れ
た。
こ
れ
が
た
め
馬
の
飼
育
農
家
に
は
ほ
と
ん
ど
と
い
っ
て
よ
い
ほ

ど
、
数
羽
な
い
し
数
十
羽
の
鶏
が
飼
わ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。

古
来、
鶏
の
飼
料
は
種
々
の
野
菜
に
魚
類
を
混
入
、
こ
れ
を
煮
て
フ
ス
マ
や
麦
ヌ
カ
な
ど
を
ま
ぶ
し
て
与
え
て
い
た
も
の
で
あ
る

が、
戦
後
鶏
の
み
な
ら
ず
あ
ら
ゆ
る
家
畜
に
対
し
て
も
そ
う
で
あ
る
が、
配
合
飼
料
な
る
も
の
が
考
案
さ
れ
多
頭
飼
育
の
養
鶏
家
に

と
っ
て
は
喜
ば
れ
た
も
の
で
あ
る
。

現
在
本
村
に
み
ら
れ
る
お
も
な
養
鶏
家
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
(昭
和
四
十
五
年
十
二
月
現
在
)

田
養
鶏
(本田

茂
)

養
鶏
(
菊
地
政
雄)

六
百
羽

二千
羽

家
兎
日
華
事
変
の
勃
発
後、
防
寒
毛
皮
用
と
し
て
軍
需
上
貴
重
な
存
在
と
な
っ
た
家
兎
は、
さ
か
ん
に
飼
育
奨
励
を
す
る
一

方
、
一羽
の
飼
育
た
り
と
も
申
告
が
強
要
さ
れ
た
。
古
い
資
料
が
な
く
飼
育
羽
数
の
確
証
は
な
い
が
、
古
老
の
話
を
引
用
す
れ
ば

「太
平
洋
戦
争
の
始
ま
っ
た
昭
和
十
六
年
ご
ろ
は
本
村
に
は
お
そ
ら
く
五
百
羽
以
上
は
い
た
で
あ
ろ
う
。
市
街
で
も
飼
育
す
る
人
が

第
四
章
畜

産
二四三

菊 原 本

原
田
養
鶏
(原
田
秋
五
郎
)

一千
六
百
羽



五
産
業
・
経
済

あ
っ
た
が
農
家
で
は
ほ
と
ん
ど
全
戸
と
い
っ
て
も
よ
い
ほ
ど
飼
育
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
こ
ろ
兎
の
毛
皮
一
枚
も
戦
地
に
送
り
出
せ
な

い
も
の
は
非
国
民
で
農
民
の
恥
だ
、
と
さ
え
思
っ
て
い
た
ほ
ど
で
あ
る
」
と
語
っ
て
く
れ
た。

昭
和
十
四
年
八
月
「
家
兎
屠
殺
制
限
規
則」
が
施
行
さ
れ、
毎
年
五
月
よ
り
十
月
ま
で
の
間
は
自
由
に
屠
殺
す
る
こ
と
が
禁
ぜ
ら

れ、
屠
殺
に
は
左
記
様
式
に
よ
り
北
海
道
長
官
の
許
可
を
受
け、
屠
殺
後
は
十
日
以
内
に
再
び
長
官
に
届
出
を
す
る
な
ど
の
施
策
が

と
ら
れ
た
が
、
こ
の
制
度
は
終
戦
ま
で
つ
づ
い
た
。

家
兎
屠
殺
許
可
願

屠
殺

の
目
的

月

牡 牝

何 何

屠
殺
頭
数

頭 頭
殿

至 自
住

氏 所 月 月

屠
殺
期
間

屠
殺
場
所

屠
殺
場
所

屠
殺
目
的

備備
考

北
海
道
庁
長
官

年

頭 頭

屠
殺
頭
数

牡 牝

家
兔
屠
殺
施
行
調
書

屠
殺
シ
タ
ル
家
兎
ノ
処
分

日

屠
殺
シ
タ
ル
月
日

名

日 日

右
家
兔
屠
殺
制
限
規
則
遵
守
之
屠
殺
致
度
候
条
許
可
相
成
度
此
段
及
申
請
候
也

二四四

品

考



何
月
何
日
附
指
令
許
可
相
成
候
処
右ノ
通
り
施
行
致
候
条
此
段
及
報
告
候
也

年
日

殿

住

所

氏
名

・北
海
道
庁
長
官

戦
後
あ
ら
ゆ
る
物
資
が
出
回
る
に
つ
れ
て
家
兎
の
需
要
が
激
減、
昭
和二
十
五
年
の
四
十二
羽、
昭
和二
十
九
年
の
十
五
羽
と
全

く
家
兎
数
は
減
っ
て
し
ま
っ
た
。

山
羊
・
緬
羊

山
羊
の
牡
は
排
尿
し
な
が
ら
おの
れ
の
尿
を
呑
み
込
む
変
っ
た
習
性
が
あ
る
が、
こ
れ
が
た
め
牡
の
体
臭
は
悪

臭
を
つ
く
も
ので
、
肉
も
異
様
な
臭
み
が
あ
り
美
味
と
は
い
え
な
い
。こ
の
よ
う
な
悪
臭
は
熊
の
防
禦
に
も
な
る
と
い
う
こ
と
で
、
未

開
時
代
の
開
拓
者
は
好
ん
で
飼
育
し
た
も
の
も
あ
る
よ
う
だ
。
本
村
に
大
正
四
年
春
移
住し
た
原
田
安
五
郎
も
前
住
地
北
見
よ
り
牡

山
羊
を
連
れ
て
き
た
が
、
す
で
に
村
域
内
に
は
幾
頭
かの
山
羊
の
姿
が
見
え
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

緬
羊
は
寒
冷
地
の
本
村
に
あ
っ
て
防
寒
用
羊
毛
使
用
の
目
的
を
も
っ
て
大
正
十
四、
五
年
ご
ろ
よ
り
飼
育
す
る
家
が
見
え
は
じ
め

た
。
初
め
の
う
ち
は
夏
季
に
毛
を
刈
り
取
り
冬
に
な
る
と
ズ
ボ
ン
や
上
衣
の
裏
側
に
毛
を
縫
い
つ
け
防
寒
用
と
な
し
、
夏
に
な
る
と

こ
の
毛
を
は
ず
し
て
使
用
し
て
い
た
が、
昭
和
初
期
に
な
っ
て
羊
毛
加工
の
方
法
が
普
及
さ
れ
緬
羊
飼
育
頭
数
も
し
だ
い
に
増
加
し

て
い
っ
た
。
深
と々
雪
の
降
る
静
か
な
冬
の
一夜、

ス
ト
ー
ブ
を
背
に
し
て
カラ
カ
ラ
と
音
を
立
て
て
回
る
糸
繰
器
か
ら
毛
糸
を
取

る
農
婦
の
姿
は
の
ど
か
に
し
て
平
和
な
家
庭
の
ひ
と
こ
ま
で
も
あ
っ
た
。

第
四
章
畜
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二四六
五
産
業
・
経
済

戦
時
中
物
資
の
不
足
から
家
兔
毛
皮
と
も
ど
も
軍
需
物
資
と
し
て
供
出
を
命
ぜ
ら
れ、
自
家
用
と
し
て
の
加
工
は
人
目
を
は
ば
か

った
が
、
終
戦
直
後
も
粗
悪
な
衣
料
品
の
出
回
り
か
ら
再
び
羊
毛
加
工
が
盛
ん
に
な
り
緬
羊
飼
育
熱
も
一向
に
そ
の
衰
え
を
み
せ
な

か
っ
た
。
本
村
に
お
いて
も
住
民
の
世
論
に
こ
た
え
昭
和二
十
四
年
八
月
羊
毛
加
工
場
を
開
設、
委
託
加
工
に
のり
出し
た
り
し
た。

近
時
社
会
情
勢
が
好
転
し
て
く
る
に
従
っ
て
自
家
加工
品
を
身
に
着
け
る
素
朴
な
気
持
が
影
を
ひ
そ
め、
飼
育
熱
も
昭
和三
十二

年
の
五
百
二
十
八
頭
を
最
高
に、
昭
和
四
十
三
年
に
は
四
十
一頭
と
激
減
し
て
い
る
。

村
立
白
滝
羊
毛
加
工
研
究
所

緬
羊
飼
育
数
の
増
加
に
よ
り
原
毛
の
生
産
が
年
毎
に
増
量
、
原
毛
の
加
工
は
地
元
で
行
な
い
た

い
と
の
観
点
に
立
っ
て
羊
毛
加
工
場
設
置
計
画
が
も
た
れ、
昭
和
二
十
三
年
一
月
の
村
議
会
に
お
い
て
こ
れ
が
設
置
の
可
決
が
な
さ

れ、
同
年
七
月
一
日
羊
毛
加
工
研
究
所
が
設
立、同

研
究
所
に
付
設
さ
れ
た
文
化
女
塾
は
市
街
地
東
区
に
お
い
て
た
だ
ち
に
開
講
さ
れ

た
。
一方
同
じ
く
付
設
さ
れ
た
羊
毛
加
工
場
は
施
設
等
に
日
時
を
費
や
し
、
昭
和二
十
四
年
八
月
一
日
よ
り
事
業
が
開
始
さ
れ
た
。

羊
毛
加
工
場
設
置
の
理
由
は、
白
滝
村
農
業
経
営
指
導
の
一環
と
し
て
の
緬
羊
の
飛
躍
的
増
殖
に
備
え、
生
産
原
毛
の
現
地
完
全

加
工
を
目
途
と
し
村
営
に
よ
る
羊
毛
加
工
場
を
設
置
し
て
合
理
的
な
運
営
に
よ
っ
て
農
村
工
業
の
振
興
と
自
給
自
足
生
活
の
具
体
化

に
所
期
の
成
果
を
挙
げ
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
初
代
羊
毛
加
工
研
究
所
長
(文
化
女
塾
長
・
羊
毛
加
工
場
長
兼
務)
に
は
小
出

月
江
村
長
が
就
任、
昭
和
二
十
四
年
四
月
三
木
克
己
助
役
に
交
替
さ
れ
た
。

1
羊
毛
加
工
場
内
の
設
備
は

二
四
イ
ン
チ
サ
ン
プ
ル
カ
ー
ド

1
高
田
式
精
紡
機

1
高
田
式
捻
糸
機

1
藤
瀬
式
織
機

一
台 一台 一台 一台



一
台
五
台

従
業
員二
十
名
余
の
織
姫
が
甲
斐
甲
斐
し
く
立
ち
働
く
さ
ま
は
本
村
の
発
展
を
約
束
さ
れ
た
も
同
然
で
あ
っ
た
が、
操
業
わ
ず
か

1
足
踏
紡
毛
機

二
年
足
ら
ず
し
て
管
理
運
営
に
支
障
を
来
た
し
、
昭
和二
十
六
年
三
月
緬
羊
飼
育
家
に
惜
し
ま
れ
つ
つ
加
工
場
は
閉
鎖
さ
れ
た。

昭
和
二
十
四
年
度
委
託
加
工
原
毛
数
量

紡 力 洗ー
ド

毛 掛 毛

一万
四
千 一千
八
百
五
十
一
貫
)

七
十
貫
～
計
七
万
七
百
四
賞

五
万
四
千
七
百
八
十三
貫
)

第
五
章
地
下
資
源

第
一
節
地
下
資
源
の
開
発

本
村
を
含
む
北
見
地
方
一
帯
は
大
雪
山
系
の
一
脈
中
に
位
し
、
た
め
に
地
質
は
お
お
む
ね
火
成
岩
か
ら
成
る
と
こ
ろ
多
く、
し
た

が
っ
て
各
種
の
鉱
脈
が
連
続
的
に
、
あ
る
い
は
断
続
的
に
走
り、
道
内
有
数
の
鉱
区
と
い
わ
れ
て
も
い
た
が、
道
路
開
削
の
比
較
的

お
く
れ
て
い
た
が
た
め
鉱
山
開
発
も
ま
た
遅
と々
し
て
進
ま
な
か
っ
た

硅
酸
白
土

探
鉱
マ
ニ
ア
の
日下
忠
は
昭
和
七
年
本
村
山
岳
地
帯
を
探
り
歩
き、
旧
白
滝
ホ
ロ
カ
ユ
ーベ
ッ
川
上
流
に
推
定
埋

蔵
量
五
〇
〇
万
小
以
上
に
の
ぼ
る
と
い
わ
れ
る
硅
酸
白
土
あ
る
を
知
り
、
こ
れ
を
工
業
化
し
よ
う
と
昭
和
八
年
東
邦
合
資
会
社
名
に

第
五
章
地
下
資
源

三四七

連
座
式
紡
毛
機

1



二四八
五
産
業
・
経
済

て
採
掘
出
願
を
な
し
、
翌
九
年
こ
れ
が
許
可
と
な
り
昭
和
十
年
採
掘
を
始
め、
白
滝
市
街
に
工
場
を
建
設
し
て
翌
十
一
年
「ミ
ガ
キ

粉
」
「
ツ
キ
紛
(精
米
機
械
用)」

と
し
て
月
産
お
よ
そ
八
小
程
度
で
製
品
を
道
内
に
出
荷
し
て
い
た
が
品
質
あ
ま
り
優
秀
な
ら
ず
、

し
だ
い
に
需
要
が
減
り
、
昭
和
十
四
年
中
止
し
て
し
ま
っ
た
。

清
水
商
会
鉱
山
部

金
鉱
山

大
正
七
年
樺
沢
金
八
、
佐
木々
三
之
助、
下
村
正
一郎、

伊
藤
恂
ら
探
鉱
マ
ニ
ア
は
奥
白
滝
滝
ノ
上
橋
の
西
北
、
通

称
八
号
沢
入
口
近
く
で、
金
銀
鉱
ら
し
き
も
の
を
発
見
、前
記
四
人
の
ほ
か
、出
資
金
を
募
り
私
設
株
式
の
形
を
と
り
、人
夫
を
か
け
て

試
掘
し
て
み
た
が、
含
有
量
全
く
微
た々
る
も
の
に
し
て
企
業
化
す
る
に
至
ら
ず
、
あ
え
な
く
一
獲
千
金
の
夢
は
つ
い
え
去
っ
た
。

瀬
戸
瀬
に
事
務
所
を
置
き
手
広
く
事
業
を
続
け
て
い
た
清
水
喜
太
郎
商
会
は
大
正
三
年
木
材
部
と
鉱
山
部

を
白
滝
に
も
注
入、
木
材
部
の
事
業
量
の
莫
大
な
こ
と
は
既
述
の
と
お
り
で
あ
る
が
、
か
た
わ
ら
大
正
四
年
春
探
鉱
に
経
験
の
豊
か

な
鉱
山
師
を
お
いて
幽
仙
橋
付
近
白
滝
原
野二
十
一
号
湧
別
川
川
向
い
国
有
林
地
内
お
よ
び
白
滝
原
野二
十二
号
湧
別
川
川
向
い
国

有
林
地
内
山
す
そ
に
直
径
一・
五
が、
奥
行
お
よ
そ
七
ぶ
の
試
験
横
坑
導
を
三
カ
所
に
わ
た
っ
て
試
掘
し
、
白
滝
鉱
山
と
称
し
て
開

発
を
急
い
だ
が
、
不
幸
に
し
て
金
・
銀
・
銅
の
含
有
量
全
く
乏
し
く
、
さ
ら
に
鉱
脈
を
探
り
求
め
つ
づ
け
た
が、
大
正
六
年
五
月
の

大
山
火
の
折、
鉱
山
部
事
務
所
な
ら
び
に
作
業
員
宿
舎
を
全
焼、
つ
い
に
企
業
化
す
る
に
至
ら
ず
し
て
閉
鎖
と
な
っ
た
。

金
銀
鉱
山

前
記
硅
酸
白
土
の
生
産
に
力
を
尽
し
て
い
た
日
下
忠
は、
そ
の
後
も
な
お
探
鉱
を
つ
づ
け、
旧
白
滝
ホ
ロ
カ二
間

橋
の
沢
に
金
鉱
脈
を
発
見
、
昭
和
十
四
年
国
隆
鉱
山
会
社
の
名
の
も
と
に
試
掘
を
行
な
っ
た
が、
金二
�
、
銀
一〇
〇
ダ、
銅
一
な
い

し二
な
(い
ず
れ
も
ー
い
に
つ
き
)
の
低
い
含
有
率
に
ど
う
し
て
も
企
業
化
す
る
に
至
ら
ず
、
こ
の
事
業
は
立
消
え
と
な
っ
て
し
ま

っ
た
。

旧
白
滝
ホ
ロ
カ
ユ
ー
ベ
ッ
川
上
流
お
よ
び
上
白
滝
八
号
沢
奥
に
黒
耀
石
の
大
露
頭
が
あ
り
、
埋
蔵
量
お
よ
そ
二
億
小

黒
耀
石



以
上
と
も
称
せら
れ
る
無
盡
蔵
に
近
い
黒
耀
石
が
あ
る
が、
こ
の
中
に
い
わ
ゆ
る
黒
色
の
黒
耀
石、
紅
混
入
の
黒
耀
石、
茶
褐
色
の

黒
耀
石
と
、
通
称
蜂
の
巣
石
と
い
わ
れ
る
蜂
の
巣
状
の
黒
耀
石
、
縞
模
様
の
入
っ
た
黒
耀
石
等
そ
の
種
類
が
多
く
、
い
ず
れ
も
研
磨

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
美
し
い
光
沢
が
生
じ
る
。
近
時
石
ブ
ー
ム
の
波
に
の
っ
て
観
賞
用
に
あ
る
い
は
指
輪、
カ
フ
ス
ボ
タン
、
ネ
ク

タ
イピ
ン
、
ネ
ック
レ
ス
な
ど
の
ほ
か、
各
種
装
身
具
用
に、
さ
ら
に
門
標、
置
物
細工
等
に
加
工
さ
れ
需
要
の
幅
が
広
い。

パ
ー
ラ
イ
ト
(真
珠
岩
)

旧
白
滝
神
社
裏
手
の
国
有
林
地
(
白
滝
事
業
区
第
九
十
九
林
班
)
内
に
埋
蔵
す
る
真
珠
岩
の
工
業
化

を
考
え
て
い
た
日
下
忠
は、
昭
和三
十
二
年
以
来
試
掘
許
可
を
と
り、
工
業
技
術
院、
資
源
技
術
試
験
所
に
お
い
て
焼
成
試
験
の
結

果
、
土
地
改
良
用、
さ
ら
に
建
築
材と
し
て
優
れ
た
品
位
の
あ
る
こ
と
が
わ
か
り、
昭
和三
十三
年
川
上
貿
易
株
式
会
社
系
列
の
日

本
ペ
ー
ラ
イ
ト
工
業
株
式
会
社
を
設
立
し
パ
ー
ラ
イ
ト
企
業
に
第
一
歩
を
踏
み
出
し
た
。
昭
和三
十
五
年
社
名
を
北
見
パ
ー
ラ
イ
ト

株
式
会
社
と
改
称、
地
道
な
生
産
を
つ
づ
け
て
い
た
が、
昭
和
四
十
年三
月
北
見
ぺ
ー
ラ
イ
ト
株
式
会
社
を
発
展
的
に
解
消
し
、
北
見

パ
ー
ラ
イ
ト
白
滝
工
業
所
と
し
て
全
権
を
日
下
忠
が
握
り、
し
だ
い
に
普
及
し
つ
つ
あ
る
パ
ー
ラ
イ
ト
の
生
産
に
意
欲
を
も
や
し
て

いる
。

製
品
名
は
「
ス
ポ
ン
ジ
ラ
イ
ト」「

ス
ラ
ッ
クコ
ー
ト」
の
二
種
が
あ
り
、
ス
ポ
ン
ジ
ラ
イ
ト
は
土
壌
改
良、
園
芸
、
盆
栽
用
と

し
て
広
く
活
用
さ
れ
る
ほ
か
建
材
用
に
も
適
し
、
さ
ら
に
近
時
濾
過
剤
と
し
て
本
州
産
を
は
る
か
に
し
の
ぐ
高
品
位
と
し
て
注
目
さ

れ、急
速
な
発
展
が
期
待
さ
れ
て
いる
。
ま
た
ス
ラ
ッ
クコ
ー
ト
は
製
鉄
工
業
所
に
お
け
る
保
温
除
滓
剤
と
し
て
使
用
さ
れ
て
いる
。

第
二
節

石
産
加
工
業

パ
ー
ラ
イ
ト
工
場

真
珠
岩
を
原
石
と
し
て
ス
ポ
ン
ジ
ラ
イ
ト
お
よ
び
スラ
ッ
ク
コ
ー
ト
を
生
産
し
て
い
る
北
見
パ
ー
ラ
イ
ト

第
五
章
地
下
資
源

二四九



五
産
業
・
経
済

パーライト製造

黒耀石加工(原石裁断)

白
滝
工
業
所
(代
表
・
日
下
忠
)
は、
生
産
能
力
月
産
一千
袋

で
地
場
消
費
を
は
じ
め
主
と
し
て
東
京、
大
阪、
名
古
屋
方
面

に
移
出
し
て
いる
。

ペ
ー
ラ
イ
ト
工
場
は
旧
白
滝
に
存
し
、
昭
和
三
十
六
年
七
月

工
場
一
棟
(六
十
坪
)、
倉
庫
三棟

(計
八
十
坪
)
を
建
設
し
、

ロ
ー
タ
リ
ー
キ
ル
ン
(回
転
式
焼
成
釜
)
一基
、
ク
ラ
ッ
シ
ャ

ー
一
基
、
ト
ロン
メー
ル(粒

度
振
分
機)
一
基、
エ
ア
コ
ンプ
レ

ッ
サー
一
基
、
削
岩
機三
基
、
ベ
ル
ト
コ
ンベ
ヤ
ー
六
基
等
を

設
備
し
、
し
だ
いに
増
加し
つ
つ
あ
る
需
要
に
、
ゆ
る
ぎ
な
い

生
産
を
つ
づ
け
て
い
る
。

パ
ー
ラ
イ
ト
製
品
は
真
珠
岩
を
粉
砕
し
て
急
速
に
加
熱
(一
千度
な
いし一

千三
百
度)
膨
張
さ
せ
た
も
の
で、
内
部
に
気
密
性
の
小

気
泡
を
多
数
有
す
る
軽
い
白
色
、
灰
褐
色
、
茶
褐
色
の
粒
状
な
い
し
砂
状
の
も
の
で
あ
る
。

黒
耀
石
加
工

経
済
の
高
度
成
長
に
よ
っ
て
生
活
に
相
当
の
う
る
お
い
が
生
じ
、
観
賞
石
に
目
を
む
け
ら
れ
る
よ
う
に
も
な
り
、

や
が
て
驚
く
べ
き
石
ブ
ー
ム
が
到
来、
本
村
国
有
林
地
内
よ
り
産
出
の
黒
耀
石
(黒
色
お
よ
び
紅
混
入
等
多
種
あ
り)
も
一
躍
脚
光

を
浴
び
、
紅
混
入
の
も
の
を
紅
十
勝
石
と
名
付
け
て
観
賞
用
に
そ
し
て
装
飾
品
用
と
し
て
加
工
さ
れ、
道
内
外
に
販
路
を
広
げ
て
い

る
。
な
お
原
石
は
林
野
弘
済
会
が
採
掘
を
な
し
各
加
工
業
者
が
払
い
下
げ
を
受
け
て
い
る
。
本
村
に
お
け
る
石
加
工
の
初
め
は
昭
和

三
十
一
年
四
月
日
下
忠
が
最
初
で、
以
後
年
ご
と
に
小
規
模
な
が
ら
創
業
す
る
も
の
が
ふ
え
、
現
在
村
内
に
お
い
て
次
の
ご
と
き
十

二五〇



三を
数
え
る
業
者
が
加
工
生
産
を
つ
づ
け
て
い
る
。

日下
忠、
西
尾
博
文、
広
田
寛
治、
野
村
津
義
男、
北
海
石
産
加
工
(布
田
勇)、

川
口
義
一、
菊
地
增
一、
中
山
親
孝、
野
沢
正
市、
出
立
寅
雄、

丹
治
金
市、
吉
田
亀
蔵、
渡
瀬
正
司

第
六
章
金

融

大
正
六
年
五
月
発
生
の
大
山
火
は
別
項
に
掲
げ
て
い
る
と
お
り
で
あ
る
が
、
この
山
火
延
焼
に
よ
っ
て
衣
食
住
の
す
べ
て
が
灰
に

帰
し
た
も
の
も
少
な
く
な
く
、
開
拓
日
浅
いこ
と
と
て
預
貯
金
な
ど
な
ん
の
貯
え
も
な
く
全く
の
裸
一
貫
と
な
っ
て
路
頭
に
迷
う
罹

災
者
も
か
な
り
あ
っ
た。
時
を
移
さ
ず
村
役
場
(上
湧
別
村)
を
は
じ
め
全
道
各
地
か
ら
義
捐
の
金
品
が、
そ
し
て
皇
室
から
の
見

舞
金
な
ど
も
続
と々
し
て
到
着
し
、
暖
か
い
救
い
の
手
が
差
し
の
べ
ら
れ
た
(大
正
六
年
六
月
八
日
の
上
湧
別
村
議
会
に
お
い
て、

白
滝
原
野
山
火
罹
災
者
救
助
費
と
し
て
五
百
円
の
追
加
更
正
予
算
を
可
決
し
た
)
が
、
こ
れ
に
と
も
な
っ
て
払
い
戻
し
あ
る
い
は
預

金
業
務
が
に
わ
か
に
激
増
し
は
じ
め
た
た
め
大
正
六
年
十
二
月
白
滝
郵
便
局
が
設
置
さ
れ、
爾
来
本
村
域
内
唯
一
の
金
融
機
関
と
し

て
大
い
に
利
用
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

大
正
十
三
年
九
月
経
済
不
況
に
対
処
す
る
た
め
に
貯
金
の
奨
励
を
大
い
に
す
す
め
た
が、
次
に
か
か
げ
る
の
は
時
の
貯
金
十
訓
で

あ
る
。

融

一
反
古
売
っ
て
は

二
敷
島
こ
ら
へ
て

第
六
章

金

十
銭

十
五
銭

六
瓦
斯
木
綿
で

七
昨
年
の
帽
子
で

五 二
円

1円

二五一



五
産
業
・
経
済

三
時
晩々
酌
や
めて
は

四
奥
さ
ん
内
職
で

五
足
袋
を
つ
く
ろ
っ
て

五
十
銭

電
車
を
や
めて

八
「
無
駄
な
交
際
を
廃
し
て

十
月
々
台
所
か
ら
産
み
出
す

二
円
三
円

大
正
十
一
年
一
月
糸
屋
銀
行
遠
軽
出
張
所
が
開
店
し
、
土
地
金
融
お
よ
び
農
産
物
を
担
保
と
し
て、
金
利
を
低
下
し
て
融
資
を
行

な
い
農
山
村
の
開
発
促
進
に
貢
献
し
て
い
た
が、
金
融
恐
慌
に
あ
っ
て
大
正
十
五
年
五
月
二
十
四
日
突
然
閉
鎖
し
て
し
ま
っ
た
。
そ

の
後
預
金
者
大
会
な
ど
の
業
務
整
理
が
行
な
わ
れ、
大
正
十
五
年
十
二
月二
十
三
日
拓
殖
銀
行
に
吸
収
合
併
が
な
さ
れ、
昭
和二
年

三
月
拓
殖
銀
行
遠
軽
支
店
と
し
て
業
務
開
始
さ
れ
た
が、
拓
殖
銀
行
は
協
定
条
件
と
し
て
預
金
者
に
対
し
四
割
七
分
七
厘
四
毛
を
支

払
う
こ
と
と
し
、
昭
和
二
年
三
月
十
日
から
同
行
の
全
道
各
支
店
、出
張
所
、派
出
所
で
一
斉
に
払
い
戻
し
を
開
始
し
た
。
こ
の
時
払

い
戻
す
べ
き
金
額
は
し
め
て
約三
百
七
十
万
円
で
あ
っ
た
と
い
う
。
本
村
域
内
に
お
い
て
も
若
干
の
預
金
者
が
あ
り
、
預
金
者
の
一

人
、
前
田
勘
治
は
「
鉄
道
の
開
通
し
て
い
な
い
遠
軽
ま
で
の
四
〇
ま
の
遠
路
を
預
金
者
大
会
な
ど
の
た
め
幾
度
と
な
く
歩
い
て
こ
の

大
会
に
参
加
し
た
」
と
い
っ
て
い
た
。

日
華
事
変
に
つ
づ
く
太
平
洋
戦
争
と
、
打
ち
つ
づ
く
大
戦
に
わ
が
国
の
経
済
は
極
度
に
逼
迫
し
、
あ
ら
ゆ
る
手
段
を
と
っ
て
貯
蓄

の
奨
励
に
全
力
を
あ
げ
た
。
昭
和
十
七
年、
こ
れ
ま
で
の
毎
月
八
日
の
興
亜
奉
公
日
を
大
詔
奉
戴
日
と
改
め、
そ
し
て
こ
の
大
詔
奉

戴
日
を
国
民
貯
蓄
組
合
大
拡
充
の
日
と
す
る
こ
と
に、
こ
の
年
九
月
よ
り
施
行
し
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
貯
蓄
源
を
ひ
ね
り
出
す
方

策
と
し
て
、

一
戦
時
生
活
貯
蓄
(生
活
を
合
理
化
し
て
貯
蓄
に
ま
わ
す
)

二
つ
も
り
貯
蓄

三
生
産
貯
蓄
(農
作
物
売
却
代
金
を
一
応
貯
金
に
ま
わし
、
増
産
に
よ
る
収
入
分
を
貯
金
す
る)

二五三

三
円

二
十
銭

三
十
銭



四
贈
答
貯
蓄
(贈
答
に
は
つ
と
め
て
国
債、
貯
蓄
債
等
を
利
用
す
る
)

五
応
召
者
感
謝
貯
蓄

六
ーにぎ

り
節
米
貯
蓄

七
廃
品
貯
蓄
(
廃
品
等
の
売
却
代
を
貯
金
す
る
)

採
取
貯
蓄
(薬
草、
落
穂
拾
い
な
ど
に
よ
る
収
入
を
貯
金
す
る
)

八九
勤
労
貯
蓄
(会
社、
工
場
等で
毎
月
八
日
の
収
入
を
貯
金す
る
)

十
残
業
手
当
貯
蓄

な
ど
で
あ
っ
た。
こ
れ
ら
の
趣
旨
徹
底
は
各
隣
組を
通
じ
て
行
な
わ
れ
、
本
村
に
お
い
て
は
郵
便
局
あ
る
い
は
産
業
組
合
が
貯
蓄

機
関
と
な
り
“勝
つ
ま
で
は
”
の
精
神
に
の
っ
と
り
、
戦
時
不
況
の
な
か
貯
蓄
に
追
い
ま
わ
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

昭
和
二
十
年
八
月
終
戦
を
迎
え
た
日
本
は、

一時
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
わ
た
っ
て
動
揺
を
来
た
し
、
ヤ
ミ
物
資
の
横
行
な
ど
に
よ
っ

て
経
済界
は
急
激
な
イ
ン
フ
レー
シ
ョ
ンを
ま
き
お
こ
し
た
。
こ
れ
が
た
め
こ
の
イ
ン
フ
レ
を
抑
制
す
る
た
め
昭
和
二
十
一
年
二
月

政
府
は
新
円
の
切
替
え
を
断
行、
預
金
を
封
鎖
し
て
旧
円
と
新
円
の
切
替
え
を
行
な
い、
引
出
し
額
を
一人
一
カ
月
五
百
円
に
制
限

す
る
措
置
を
と
っ
た
が、
半
歳
も
経
ず
し
て
同
年
八
月
こ
ろ
に
は
再
び
イ
ン
フ
レ
の
様
相
を
呈
し
は
じ
め
た
。

本
村
に
郵
便
局
が
設
置
さ
れ
て
以
来
す
で
に
半
世
紀
以
上
を
経
て、
比
較
対
象
す
る
の
も
お
ろ
か
な
こ
と
で
あ
ろ
う
が
、貨
幣
価
値

の
動
向
を
み
る
の
も
ま
た
粋
で
あ
ろ
う
。

白
滝
郵
便
局
貯
金
成
績
大
正
七
年
度

一万
四
千
五
百
九
十
円
余

一万
八
千
四
十
六
円
余

昭
和
四
十
四
年
度

七
千
六
百
四
十二
万
六
千
円
余

一
億
九
百
九
十
四
万
九
千
円
余

倍
約
六
千
百
十
倍

率

三三三

約
五
千
四
百
五
十
倍

預
入
金
額

第
六
章
金

払
戻
金
額

融



五
産
業
・
経
済

国
民
貯
蓄
組
合

日
華
事
変
の
勃
発
以
来、
日
本
は
大
国
相
手
の
戦
争
ゆ
え
初
め
か
ら
長
期
戦
の
覚
悟
を
き
め、
あ
ら
ゆ
る
分

野
に
わ
た
っ
て
引
締
め
政
策
を
打
ち
出
し
て
い
った
。
国
民
皆
貯
蓄
の
奨
励
も
そ
の
一
つ
で、
国
民
精
神
総
動
員
の
一
翼
と
し
て
国

民
貯
蓄
奨
励
の
一大
国
民
運
動
を
全
国
的
に
起
し
、
貯
蓄
組
合
の
結
成
方
を
指
令
し
た
。

本
村
に
お
い
て
も
昭
和
十
四
年
一
月
国
民
貯
蓄
組
合
を
結
成、
非
常
時
財
政
経
済
政
策
に
協
力
し
貯
蓄
報
国
の
実
行
を
期
し
た
の

で
あ
る
。
本
組
合
は
農
村
部
落
に
あ
っ
て
は
農
事
実
行
組
合
、
市
街
地
に
あ
っ
て
は
各
業
態
別
あ
る
い
は
団
体
別
単
位
に
結
成
さ

れ、
貯
蓄
予
定
額
は
年
間
一
戸
当
り
平
均
六
十
円
以
上
と
一応
の
目
標
が
定
め
ら
れ
て
い
た
。

遠
軽
信
用
金
庫
白
滝
支
店

中
小
商
工
業
者
の
相
互
金
融
の
た
め
に
昭
和
二
十
五
年
七
月
遠
軽
に
遠
軽
信
用
組
合
が
誕
生
、
そ

の
後
昭
和
二
十
七
年
六
月
一
日
信
用
金
庫
法
に
よ
っ
て
遠
軽
信
用
金
庫
と
そ
の
名
も
変
り
、
こ
の
年
九
月
遠
軽
信
用
金
庫
白
滝
出
張

所
が
本
村
中
央
区
に
設
置
さ
れ、
こ
え
て
昭
和
三
十
三
年
五
月
白
滝
支
店
に
昇
格、
順
調
な
業
務
成
績
が
認
め
ら
れ
、
昭
和三
十
九

年
十
二
月
白
滝
駅
前
に
近
代
的
な
店
舗
が
新
築
さ
れ
た
。
現
支
店
長
は
河
内
悟
で
あ
る
。

二五四



六
教

育

第
一
章
教
育
の
概
況

本
道
に
お
け
る
学
校
教
育
の
起
源
は
遠
く
松
前
時
代
に
学
問
の
奨
励
を
な
し
た
記
録
が
あ
る
が、
平
民
と
呼
ば
れ
て
い
た
一
般
子

弟
は
生
活
に
ゆ
と
り
が
な
く
、
学
問
よ
り
開
拓
労
務
に
追
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

本
道
に
お
け
る
最
初
の
学
校
は、
明
治
四
年
設
立
の
函
館
元
町
学
校
と
札
幌
創
成
学
校の
二
校
で、
い
ず
れ
も
官
吏
の
子
弟
の
た

め
の
教
育
機
関
で
あ
っ
た。
これ
官
立
学
校
の
初
め
と
い
え
よ
う
。

明
治
五
年
七
月
太
政
官
布
告
に
よ
っ
て
全
国
民
に
対
し
義
務
教
育
の
制
度
が
と
ら
れ、
全
国
画
一の
教
育
方
針
を
規
定
し
た
の
で

あ
る
。

明
治
十
年
渡
辺
熊
四
郎
は
貧
民
の
子
弟
の
た
め
に、
函
館に
私
立
の
鶴
岡
学
校
を
設
立
し
、
大
いに
教
鞭
を
ふ
る
っ
た
が、
こ
れ

純
然
た
る
私
学
校
の
最
初
で
あ
る
。

明
治
十
二
年
教
育
令
が
公
布
さ
れ
た
が
、
就
学
率
が
低下
す
る
な
ど
の
弊
害
が
生
じ
た
の
で
翌
十
三
年
こ
れ
を
改
正
、
明
治
十
九

年
五
月
小
学
校
課
程
お
よ
び
学
科
が
定
めら
れ、
尋
常
科、
高
等
科
の
修
業
年
限
は
そ
れ
ぞ
れ
四
年
間
と
し
尋
常
科
を
義
務
教
育
と

第
一
章
教
育
の
概
要

二五五



育
六

教

な
し
、
学
科
も
修
身、
読
方、
算
術、
習
字、
作
文、
体
操
と
規
定
さ
れ
た。

明
治
二
十三
年
十
月
三
十
日
発
布
の
「
教
育
に
関
す
る
勅
語
」
に
よ
っ
て
教
育
の
基
本
方
針
が
定
めら
れ
た
。
明
治
四
十
年
小
学

校
令
の
改
正
に
よ
っ
て
尋
常
科
を
六
ヵ
年
の
義
務
教
育
と
し
、
高
等
科
は
二
年
な
い
し
三
年
と
な
っ
た
。
こえ
て
昭
和
十
六
年
小
学

校
は
国
民
学
校
と
改
称
さ
れ
軍
国
主
義
一
辺
倒
の
教
育
へ
と
変
貌
し
て
い
っ
た
。
本
村
内
白
滝、
旧
白
滝、
東
白
滝、
支
湧
別
の
各

学
校
も
す
べ
て
国
民
学
校
と
改
称
さ
れ
た
の
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
。

激
戦
を
き
わ
め
た
大
東
亜
戦
争
も
つ
い
に
敗
戦
に
よ
っ
て
終
結
を
み
た
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
幾
多
の
悲
惨
な
世
相
が
現
出
し
た
こ

と
は
言
を
ま
つ
ま
い。
学
校
教
育
に
お
い
て
も
根
本
的
な
改
革
が
ほ
ど
こ
さ
れ
る
羽
目
と
な
り
、
終
戦
の
翌
年
す
な
わ
ち
昭
和
二
十

一
年
「
教
育
に
関
す
る
勅
語
」
が
廃
止
さ
れ、
全
国
津
浦々
の々
学
校
に
安
置
さ
れ
て
い
た
御
真
影
は
奉
還
と
な
っ
た
。
日
本
国
新

憲
法
が
制
定
さ
れ
た
翌
二
十
二
年
三
月
に
は
「教
育
基
本
法
」
が
公
布
さ
れ、
同
時
に
「学
校
教
育
法」
も
定
め
ら
れ、
国
民
学
校

は
小
学
校
と
な
り
、
新
た
に
新
制
中
学
(三
年
制
)
を
設
け
て
義
務
教
育
と
し
た
。
昭
和
二
十
二
年
五
月
新
制
中
学
校
が
白
滝
に
も

創
設
さ
れ
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
義
務
教
育
の
態
勢
を
と
と
の
え
た
。

ま
た、
従
来
の
中
学
校
は
高
等
学
校
と
し
て
発
足、
軍
事
教
練
に
の
み
没
頭
し
て
い
た
青
年
学
校
は
廃
止
さ
れ、
六
・
三
・
三
制

の
新
制
度
が
こ
こ
に
確
立
し
た
の
で
あ
る
。

第
一
項
村
立
白
滝
小
学
校

創
立
・
大
正
二
年
六
月
十
九
日

位
置
・
白
滝
原
野
基
線二
千二
十
一
番
地
(白
滝
村
西
区
)

創
立
経
過
明
治
四
十
五
年
に
入
植
し
た
紀
州
団
体
員
は
、
開
拓
に
精
根
を
傾
け
る
と
同
時
に
子
弟
の
教
育
に
意
を
注
ぎ
、
植
芝
盛

二五六



平
、
倉
橋
伝三
郎
ら
が
中
心
と
な
っ
て
教
育
の
場
の
設

置
を
真
剣
に
考
え
た
。
相
談
を
受
け
た
矢
崎
次
郎
吉

は、
教
育
に
熱
心
な
る
知
識
人
で
、
率
先
二
股
番
外
地

(現
・東
区
丹
治
文
子
宅
地
付
近)
の
私
有
地
を
臨
時
提

供
、
関
係
父
兄
ら
の
奉
仕
作
業
に
よ
っ
て
仮
校
舎
を
建

て
白
滝
特
別
教
授
場
と
し
、
上
湧
別
村
遠
軽
尋
常
小
学

校
所
属
の
も
と
で
念
願
の
授
業
が
開
始
さ
れ
た
。
大
正

二
年
六
月
十
九
日
のこ
と
で
あ
る
。

当
時
の
こ
と
を
回
顧
し
て
植
芝
盛
平
は
次
の
よ
う
に
語
っ
て
く
れ
た。

「わ
れ
わ
れ
団
体
員
の
中
に
は
子
供
連
れ
も
い
た
し
、
団
体
員
以
外
の
開
拓
者
の
中
に

も
子
供
が
いた
。
こ
う
し
た
か
わ
い
い
子
供
の
教
育
を
放
っ
て
お
く
わ
け
に
は
ゆ
か
ず

学
校
の
設
置
を
願
っ
て
運
動
を
続
け
た
。
そ
のこ
ろ
役
場
は
上
湧
別
で
あ
った
の
で
上

湧
別
ま
で
何
回
と
な
く
通
い、
兼
重
村
長
に
陳
情
し
た。
汽
車
も
車
も
な
く
歩
い
て
行

っ
た
が
、
そ
の
う
ち
話
が
ま
と
ま
り
そ
う
に
な
っ
た
の
で
急
い
で
土
地
を
選
び
掘
立
小

屋
の
よ
う
な
仮
校
舎
を
建
て
た
の
で
あ
る
」。

な
お、

こ
の
間
の
事
情
を
物
語
る
も
の
と
し
て
白
滝
小
学
校
沿
革
誌
に
は
、

「矢
崎
次
郎
吉
所
有
の
馬
小
屋
を、
関
係
父
兄
出
働
し
て
応
急
策
を
講
じ
授
業
を
開
始

白
滝
小
学
校
校
歌作
曲
佐
藤
明
吉

作
詩
上
原
尚
一

学
び
の
ま
ど
に
呼
び
か
け
て

1

西
に
秀
ず
る
あ
り
あ
け
の

高
ね
は
夏
も
雪
清
し

あ
あ
仰
ぎ
み
て
わ
れ
ら
ま
た

気
高
き
徳
を
身
に
つ
ま
ん

二
学
び
の
門
を
洗
い
行
く

水
上
遠
き
湧
別
川
の

流
れ
は
と
わ
に
た
ゆ
み
なし

あ
あ
いそ
し
み
て
われ
ら
ま
た

ま
こ
と
の
泉
日
に
く
ま
ん

三
学
び
の
庭
の
し
る
し
な
る

あ
ら
し
を
し
の
ぐ
か
し
わ
木
の

不
動
の
姿
習
う
べ
し

あ
あ
き
た
え
て
は
わ
れ
ら
ま
た

強
く
正
し
く
生
い
た
た
ん

第
一
章
教
育
の
概
要

二五七



六

教

育

せ
り
、
当
時
経
費
と
し
て
は
教
員
俸
給
の
み
村
費
よ
り
支
出
し
、
そ
の
他
は
父
兄
負
担
と
す
」
と
あ
る
。

ま
た
村
井
兼
太
郎
は
仮
校
舎
の
様
子
を
「教
室
が
八
畳
一
間、
す
ぐ
と
な
り
に
職
員
室
兼
用
の
教
員
住
宅
と
し
て
八
畳
一
間、
そ

の
ほ
か
玄
関、
便
所
だ
け
の
計
十
坪
(三
三
平
方
メ
)
の
仮
校
舎
で
あ
っ
た
」
と
述
べ
て
い
る
。

そ
の
後
上
湧
別
村
瀬
戸
瀬
尋
常
小
学
校
に
所
属
変
更
と
な
り
、
大
正
五
年
六
月
寺
端
五
郎
吉
よ
り

学
校
敷
地
と
し
て
一
町
歩
(一)

永
久
貸
与
の
話
が
あ
り
、
同
敷
地
内
二
十
三
号
線
百
八
十
一
番

地
(現
・
東
区
)
に
転
地、
三
十
五
坪
の
校
舎
を
建
設
し
た
。
の
ち
地
主
の
変
更
が
あ
り
園
出
勝
太

郎
が
土
地
の
寄
贈
を
行
な
っ
た
。
時
に
在
校
生
男
子
十
五
名、
女
子
十
三
名
の
計
二
十
八
名
で
あ
っ

た
。大
正
六
年
五
月
白
滝
一円
を
火
の
海
と
化
し
た
る
大
山
火
の
た
め
全
焼、
関
係
重
要
諸
帳
簿
等
一

物
も
余
さ
ず
焼
失
し
て
し
ま
っ
た。
時
を
移
さ
ず
校
舎
再
建
の
議
が
決
定
さ
れ
た
が、
市
街
地
開
発

の
関
係
上
校
舎
の
移
転
を
考
慮
中、
た
ま
た
ま
金
枝
兵
重
よ
り
字
白
滝
千
参
百
十
一
番
地
畑
の
内

(現
在
地)

一町
歩
(一
)
を
学
校
敷
地
と
し
て
向
う
五
カ
年
間
の
貸
与
契
約
が
な
さ
れ
た
ので
、

校
舎
の
転
地
を
決
定、
同
年
十
月
現
在
位
置
に
百
三
十
六
坪
五
合
(四
五
〇
平
方
メ)
の
校
舎
が
新

築
さ
れ
た
(大
正
十
一
年
二
月
十
八
日
前
記
同
敷
地
金
枝
兵
重
よ
り
寄
付
と
な
る
)。

大
正
七
年
八
月
二
十
八
日
白
滝
尋
常
小
学
校
に
昇
格、
こ
れ
に
よ
っ
て
従
来
瀬
戸
瀬
尋
常
小
学
校
の
所
属
で
あ
っ
た
旧
白
滝
特
別

教
授
場
は
白
滝
尋
常
小
学
校
の
所
属
と
な
っ
た。
大
正
十
三
年
四
月
よ
り
待
望
の
高
等
科
(修
業
年
限二
ヵ
年
)
が
併
置
さ
れ、
こ

れ
ま
で
遠
軽
尋
常
高
等
小
学
校
ま
で
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
高
等
科
へ
の
道
が
大
い
に
開
か
れ
た
の
で
あ
る
。

白滝小学校第1回卒業記念

二五八



沿
革
を
ま
と
め
て
列
記
す
る
と

大
正
二
年
六
月
十
九
日

大
正
四
年
九
月
六
日

大
正
五
年
六
月

大
正
六
年
五
月
二
十
三
日

大
正
六
年
六
月

大
正
六
年
十
月

大
正
七
年
四
月

大
正
七
年
八
月
二
十
八
日

大
正
八
年
四
月
一
日

大
正
十
三
年
四
月
一
日

大
正
十
五
年
七
月
一
日

昭
和三
年
十
月

昭
和
七
年
十
月
二
十三
日

第
一
章
教
育
の
概
要

白
滝
特
別
教
授
場
仮
校
舎
に
お
い
て
単
級
編
成
によ
っ
て
授
業
開
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A
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会
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名
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会
長
名

文 彦 雄 雄

二
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ヘ
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昭
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三

就
任
年
度
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代
P
T
A
会
長
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名

ク
三
六
・
四
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当
時
の
支
湧
別
道
路
は
今
日
見
ら
れ
る
よ
う
な
整
備
さ
れ
た
道
路
と
は
全
く
異
な
り、
馬
車
の
通
行

も
で
き
な
い
道
な
き
道
の
困
難
な
通
学
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
現
況
に
心
を
痛
め
て
い
た
部
落
民

は、
寄
付
金
を
募
っ
て
九
線
公
共
用
地二
百
五
番
地
に
仮
校
舎
を
設
立、
三
石
音
次
郎、
後
沢
五
郎、

大
沢
敏
雄
の
三
人
が
仮
教
師
と
な
っ
て
交
代
で
寺
子
屋
式
の
教
育
を
行
な
っ
た
。
大
正
四
年
四
月
に
至
り
一
年
有
余
の
学
校
設
置
請

願
が
実
り
開
校
認
可
が
お
り
た
の
で、
仮
校
舎
の
改
増
築
を
行
な
い二
十
八
坪
(九
二
平
方
メ
)
の
校
舎
と
な
し
、
遠
軽
尋
常
小
学

校
所
属
支
湧
別
特
別
教
授
場
と
し
て
同
年
七
月
十
九
日
開
校
し
、
大
沢
敏
雄
が
代
用
教
員
と
し
て
発
令
さ
れ
た
。
翌
六
年
五
月
大
山

火
の
延
焼
に
遭
い
校
舎
全
焼、
火
難
を
ま
ぬ
が
れ
た
近
く
の
家
庭
学
校
事
務
所
あ
る
い
は
支
湧
別
五
線
の
教
授
場
を
借
用、
仮
校
舎

大
正
二
年
よ
り
支
滝
別
方
面
は
団
体
お
よ
び
個
人
の
入
植
者
が
盛
ん
に
な
っ
た
が、
入
植
日
浅
い

こ
と
ゆ
え
、
学
齢
期
の
子
供
た
ち
は
お
よ
そ
八
ま
ぶ
隔
て
た
白
滝
特
別
教
授
場
に
通
学
し
て
い
た
。

八 七 六 五 四

代 代 代 代 代

" 1 1 % P

P
T
A
会

西 古 森 小 西尾
博
文

寺
頼
平

谷
新
太
郎

一 憲
郎 誠

"

三
一

ク
三
二

11 昭
和
三
〇

三
六
三
三
～
三
五

一三
代

一二
代

一
一代

! ! "

11
九
代
P
T
A
会

根 浦 関 内

賀
真
田

曽 松 古 山

昭 健 初 晴

一 等 蔵 夫 雄

四
四
～
四
五

へ
四
三

←
四
〇
～
四
二

←
三八
～
三
九

昭
和三
六
～
三
七

六

教支
小

第
二
項
村
立
支
湧
別
小
学
校

創
立
・
大
正
四
年
七
月
十
九
日

位
置
・
白
滝
村
字
上
支
湧
別
八
線二
百
八
番
地

二六六
育

島 方
一〇
代



と
し
て
授
業
を
継
続
し
た
。
同
年
た
だ
ち
に
校
舎
再
建
の
要
望
が
叫
ば
れ、
所
轄
の
上

湧
別
村
に
お
い
て
も
こ
れ
が
要
望
を
容
れ、
山
火
に
よ
る
白
滝
一
円
の
延
焼
校
舎
の
再

建
に
乗
り
出
し
た
。
支
湧
別
教
授
場
の
再
建
に
あ
た
り
建
築
場
所
の
設
定
に
つ
い
て
九

線
を
主
張
す
る
も
の
と、

七
線
を
主
張
す
る
も
の
と
部
落
内
に
異
論
が
続
出、
二
カ月

に
わ
た
る
論
議
を
重
ね
た
結
果、
つ
い
に
両
者
の
中
間
点
で
あ
る
八
線
二
百
八
番
地
に

落
着
、
同
年
八
月
工
事
着
工
、
十
二
月
十
五
日
八
十
六
坪
(二
八
四
平
方
メ
)
の
新
校

舎
落
成
式
が
行
な
わ
れ
た
。
この
時
に
お
け
る
工
事
契
約
書
は
次
の
よ
う
で
あ
っ
た。

契
約

書

支
湧
別
教
授
場
新
築
工
事

右
工
事
請
負
ノ
件、
紋
別
郡
上
湧
別
村三
石
音
次
郎
ト
請
負
人
福
田
彦
蔵
ト
ノ
間
ニ
於
テ
契

約
締
結
ス
ル
コ
ト
左
ノ
如
シ

第
一
条
本
契
約
ノ
要
領
左
ノ
如
シ

工
事
仕
様
別
紙
仕
様
設
計
図
面
ノ
通
り

請
負
金
額
壱
千
七
百
円

着
手
ハ
大
正
六
年
八
月
一日

契
約
保
証
金
百
三
十
六
円

4 35
竣
工
期
限
ハ
大
正
六
年
九
月
二
十
日

第
二
条
工
事
中
請
負人
又
ハ
代
理
人
ハ
常
ニ現
場
ニ
臨
在
シ
テ
監
督
ヨ
ナ
ス
モ
ノ
ト

ス、
請
渡
前
ニ於
テ
生
ジ
タル
損
害
及
ど工
事
管
理
上
ノ
過
失
懈
怠
等
ニ
ョ
リ

支
湧
別
小
学
学
校
歌

作
曲
千
葉
日
出
城

作
詩

大
塚

盈

一
山の
ほ
山
の
ほ
朝
の
雲

わ
れ
ら
も
匂
う
若
い
雲

あび
る
光
に
はつ
ら
つ
と

高
い
の
ぞ
み
が
今
燃
え
る

勉
め
よ
小
学
支
湧
別

二
せ
せ
ら
ぎ
せ
せ
ら
ぎ
谷
の
川

わ
れ
ら
も
ひ
び
く
清
い
水

流
れ
集
めて

新
し
く

広
い
力
を
今
結
ぶ

合
せ
よ
小
学
支
湧
別

三
残
雪
残
雪
山
の
花

わ
れ
ら
も
き
そ
い
開
く
花

強
く
正
し
く
伸
び
な
が
ら

己
つ
く
し
て
今
進
む

造
れ
よ
小
学
支
湧
別

第
一
章
教
育
の
概
要

二六七
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六教

他
人
ニ
与
ヘ
タル
損害
へ
総
テ
請
負
人
ノ
負
担
ト
ス

第
三
条
工
事
仕
様
書、
材
料
調
書
ニ
依
リ
施
行
ス
ルハ
勿
論、
工
事
監
督
員
ノ
監
視
⇒
受
ケ、
ソノ
指
揮
ニ
従
フ
ベ
シ

第
四
条
工
事
ノ
材
料
ハ
凡
テ
上
湧
別
村
吏
又
ハ工
事
監
督
員
ノ
検
査
フ
受
クベ
シ、
モ
ン
検
査
不
良
ノ
材
料
⇒
使
用
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
構
造
解

脱
ノ
上
、
コレ
が
適
否
ラ
検
査
ス
ルコ
ト
ア
ルベ
シ、
解
脱
並
ニ
復
旧
費
ハ請
負
人
ノ
負
担
ト
ス

第
五
条
工
事
請
負
人
自
ラ
担
当
シ
、
売
買
譲
与
ラ
ナ
ス
コ
ト
ラ
得
ズ

第
六
条
左
ニ
掲
グ
ル
事
項
ノ
一
ニ当
ル
ト
キ
ハ
契
約
解
除
ス
ル
事
ア
ル
ベ
シ、
但
シ
契
約
保
証
金
ハ三
石
音
次
郎
ノ
所
得
ト
ス

一
契
約
ノ
範
囲
内
ニ
於
テ
係
員
ノ
要
求
ニ
応
ゼ
ザ
ル
ト
キ

二
契
約
ノ
日
限
内
ニ
着
手
セズ
、
又
ハ
工
事
⇒
廃
停
シ
タ
ル
ト
キ

三
竣
功
期
限
内
ニ
工
事
⇒
竣
功
セ
ザ
ル
ト
キ

四
請
負
人
ョ
リ
解
除
⇒
請
フト
キ

五
第
五
条
ニ
違
背
シ
タ
ル
ト
キ

第
七
条
前
条
ニ
ョリ
契
約
ラ
解
除
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
既
成
工
事
へ
部
長
三
石
音
次
郎
ノ
所
得
ト
ス

第
八
条
契
約
保
証
金
ノ
代
用
ト
シ
テ
国
債
証
書
ソノ
他
ノ
債
権
及
ビ
土
地
引
領
置
セン
ト
キ
ハ、
部
長
ハ
之
弓
売
却
之
契
約
保
証
金
は
相
当

ス
ル
金
額
⇒
部
長
ノ
所
得
ト
ス、且

ツ売
却
費
用
⇒
控
除
シ
残
金
へ還
付シ
又
ハ、不

足
ノ
ト
キ
ハ
請
負
人
ヨリ
追
徴
ス
ル
モノ
ト
ス

第
九
条
工
事
仕
様
書
及
び
材
料
調
書
図
面
ニ洩
レ
ヌ
ル点
ハ
工
事
監
督
員
ノ
指
揮
ョ
受
ヶ
請
負
人
ニ
於
テ
加
工
ス
ル
モノ
ト
ス、
此
ノ
場
合

加
工
ノ
タ
メ
要
シ
タ
ル費
用
ハ
一
切
請
負
人
ノ
負
担
ト
ス

第
十
条
保
証
人
ハ
此
ノ
契
約
上
請
負
人
ノ
義
務
ニ
属
ス
ル
スベ
テ
ノ
事
項
ニ
付
其
ノ
責
ニ
任
ズ
ル
モ
ノ
ト
ス

右
契
約
⇒
証
ス
ル
タ
メ
本
書
二
通
ョ
作
り
契
約
者
双
方
各
一
通
⇒
領
有
ス
ル
モ
ノ
ト
ス

大
正
六
年
八
月
二
十
日

保
証
人

請
負
人

契
約
担
当
者

福
田
彦
蔵

紋
別
郡
上
湧
別
村
支
湧
別
三
石
音
次
郎

加
藤
為
蔵

二六八

育



右
契
約
書
中、
竣
工
期
限
九
月
二
十
日
と
あ
る
が
、
実
際
に
は
十
一
月
い
っ
ぱ
い
か
か
って
竣
工
し
た
も
よ
う
で
あ
る
。

新
校
舎
が
出
来
た
翌
七
年
七
月
支
湧
別
尋
常
小
学
校
に
昇
格、
初
代
校
長
に
瀬
戸
瀬
尋
常
小
学
校
の
高
橋
種
次
が
就
任し
、
先
生

も
校
長
を
い
れ
て
三
人
と
な
った
。
時
に
在
校
生
男
子
五
十
一名、

女
子
三
十
八
名
に
増
加
し
て
い
た
。
爾
来
児
童
生
徒
の
増
加
に

と
も
な
い
高
等
科
の
設
置
を
強
く
望
ん
で
い
た
と
こ
ろ
、
昭
和
十
二
年
四
月
一
日
認
可
が
お
り
支
湧
別
尋
常
高
等
小
学
校
と
改
称
さ

れ
た
。

年
度
別
に
列
記
す
る
と

大
正
三
年
九
月

大
正
四
年
七
月
十
九
日

大
正
四
年
九
月
六
日

大
正
六
年
五
月
二
十
三
日

大
正
六
年
十
二
月
十
五
日

大
正
七
年
七
月
十
一
日

昭
和
十
二
年
四
月
一
日

昭
和
十
六
年
四
月
一
日

昭
和二
十
二
年
四
月
一日

昭
和
二
十
二
年
五
月
一日

昭
和
二
十
六
年
四
月
一
日

第
一
章
教
育
の
概
要

仮
校
舎
を
設
立
し
非
公
認
な
が
ら
授
業
開
始
す
。
生
徒
数
七、
八
名
な
り
。

上
湧
別
村
遠
軽
尋
常
小
学
校
所
属
支
湧
別
特
別
教
授
場
と
し
て
開
校。

上
湧
別
村
瀬
戸
瀬
尋
常
小
学
校
の
所
属
と
な
る
。

大
山
火
の
延
焼
に
遭
い
校
舎
全
焼
す
。

現
在
地
に
新
校
舎
完
成、
落
成
式
挙
行
。

支
湧
別
尋
常
小
学
校
に
昇
格
す
。

支
湧
別
尋
常
高
等
小
学
校
と
改
称
す
。

支
湧
別
国
民
学
校
と
改
称
す
。

白
滝
村
立
支
湧
別
小
学
校
と
改
称
す
。

六
・三
制
の
施
行
に
よ
り
白
滝
中
学
校
分
校
と
し
て
支
湧
別
小
学
校
に
併
置
す
。

支
湧
別
中
学
校
独
立
す
。

二六九
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五
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六
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昭
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七

年
度

五 四 三 ニ ー (
三 三 三 三 四 四

九四
一三五
一九三
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二00
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六
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在
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児
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100
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三0 10

尋
常
高
等

卒
業
児
童
数

計五 . 六新
築

一
教
室
増
築

支
湧
別
中

分
校
を
併
置
す

等
科
廃
止
白
滝
中
学
校

六
・
三
制
施
行
に
よ
り
高

在
籍
児
童
数
最
高
と
な
る

備

子
�
独
立
す

考

支
湧
別
小
学
校
在
籍
・
卒
業
児
童
数
お
よ
び
学
級
数

昭
和三
十
五
年
九
月
一
日

昭
和
三
十
五
年
十
一
月
五
日

昭
和
四
十
三
年
七
月
二
十
三
日

簡
易
プ
ー
ル
新
設
。

六
教

一九七
100
一九三 一八〇
一七三

尋
常
高
等

在
籍
児
童
数計二四九
二三六
三一四
三〇
一六三 尋

常
高
等

卒
業
児
童
数

一
教
室
増
築

国
民
学
校
と
改
称
さ
る

一
教
室
増
築

高
等
科
併
置

備

一 度

九 六 三 五 三 〇 七 五 四
二 二 二 二 二 二 単 単 学級

校
歌
お
よ
び
校
章
の
制
定
。

屋
内
運
動
場
百
一
坪
の
落
成
。

二七0

屋
内
運
動
場、
特
別
教
室

六二

天モ

三 二 天 00 三四

1 - - ー ‒

三 天

三七 三 二六 10 三

三三

六二
二八六

学 級

四 四 四 四 四 四

計
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第
一
章
教
育
の
概
要

本 高 野 来 水 鈴 大 高
氏

間 橋 口 島 落 木 沢 野

仁 栄 又 す 富 ケ 敏 マ
次 三 套 ツ

作 郎 郎 の 蔵 イ 雄 ノ

1 11 1 11 11

一〇
・
一〇
・
二
一

一〇
・
六
・二
九

九
・
一二
・
一〇

九
・
五
・
二
七

七
・
八
・
三

七
・

六
・
二
九

四
・
九
・
八

大
正
三
・
九
・
二
三

就
任
年
月
日

〇
・

〇
・
五

一
・
五

二
・
一〇

一
・
六

三
・

〇
一・

〇

在
職
年
月

五 五 五 五

中 荒 中 平 岡 竹 柏 水
氏

山 木 川 塚 本 倉 落

安 茂 秋 友 き 円 幾
名

徳 成 子 男 博 ち 治 代

1 1 11 11昭 ! !
和

1三
・
一〇
・
二
五

一二
・
三・
三
一

一
一
・
五
・
一一

一
一・

三
・三
一

九
・
四
・
一〇

一
五
・
一
一
・
一〇

ク
一二
・
五
・二
二

大
正
一〇
・
一
一・

二

就
職
年
月
日

二
・

四
一
・
(

四
・
七

五
・
〇

一・
一
一

一
〇
・
五

二
・
一〇

〇
・
一〇

在
職
年
月

六 五 四 三 二 初
代 代 代 代 代 代

丸 中 竹 阿 来 高

山 川 本 部 島 橋

春 次 主 豊 卓 種

治 郎 計 蔵 英 次

歴
歴

代
氏

名

歴
代
校
長

ク
一五
・
一
一・
三〇

昭
和
一
一
・
三
・三
一

ク
一
五
・
九
・
一八

" ヘ
一〇
・

九
・
一五

九
・

一・
一
五

大
正
七
・
八
・
八

就
任

在
職
年

九 八 七
二 一 〇
代 代 代 代 代 代

長
谷
川

佐
藤

北
島
源
次
郎

山
崎
正
治

大
沼
桂
太
郎

横
山
亮
三

氏
名

二
四
三
・
四
・

一
六
四
〇
・
四
・
一
三
・
〇

ぐ
三
六
・
四
・
一六

ク
三
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四
・
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二
七
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五
・
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昭
和二
二
・
四
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三
〇

就
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現
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四
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五
・
〇

三
・
一
一

五
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〇

在
職
年

六
・
五

四
・
八

一〇
・
六

五
・
〇

一
・八

一
・
二

歴
代 代

勝
雄

義
雄

名

歷
代
教
職
員
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し 急
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五
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三
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六
二五
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五
・
三
一

一
五
・
四
・
三
〇

昭
和
一
五
・
四・
三
〇

四
・ 一・
六

二
・
カ

一
・

六
・
二
・

一
・

〇
・
一〇

〇・
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五
・
六

〇
・

八
〇
・
八

〇
・
六

一
・
六
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〇
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〇
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九

三
・
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・
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ク
二
四・

九
・
六
一
三

六
二
四
・
六
・
三〇

○

一
・

四
・
C

〇
・
五
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・

〇
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八
・
五

〇
・
五

〇
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一
一

)・
一〇

一
・
〇
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〇
・
二

二
・
七

一
・
六

〇
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七

六
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・
三
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三
一

二
〇
・
三
・
三
一

一
・
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二
四
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〇

二
四
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一五

二
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・
一二
・
一五
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三
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八
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一

二
三
・
四
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〇

四
・
二
〇

二
二
・
四
・
三
〇

二
二
・
四
・
三
〇

二
二
・

二
一
・
三
・三
一

六
・
三
〇

二
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五
・
三
一

二
一・

四
・
一五

二
一
・
四
・
一五

二
〇
・
一
一
・三
〇

ク
二〇
・
九
・
三〇

へ
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・
三
・
三
一

11 昭
和
一
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三
・
三
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三
三
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二七三

△
三
一～
三
二

←
二
七～
三
〇

ヘ
二
六

昭
和二
二
～
二
五

就
任
年
度

久 岩 亀 三 村 今 鳴 松 斎 長 中 鈴 野

保 岡 谷 浦 上 井 海 井 藤 田 山 木 田

則 武 康 富 貞 一 靖 政 恵 政 と
美 し

宏 子 春 子 弥 樹 雄 弘 良 人 子 子 子

ク
三
八
・
四
・

ク
三
八
・
四・

ク
三
七
・
四
・

三
五
・
四
・

三
二
・

四
・
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〇
・

四
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二
九
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五
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ク
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一

ク
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一

ヘ
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・
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七

六
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一
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六
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五
・
四
・二
四

昭
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四
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・
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・

八
・
九
・
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・

六
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・

九
三
・
四

九
・
一一

二・

五

河 佐 谷 森 小 前 高 杉 隈 谷 前 佐

田 田 川 川 山 本 田 田 藤

宣 睦 泰 夏 前 規 与 幸 君 雅 公

子 郎 広 子 一 夫 作 男 江 子 子 翼

ク
四
六
・
四・

六
四
六
・
四
・

六
四
六
・
四
・

六
四
三
・
四
・

四
三
・

四
・

四
三
・

四
・

四
二
・

四
・

四
〇
・

四
・

ク
三
九
・
四・

ク
三
八
・

四
・

ク
三
八
・

四
・

昭
和三
八
・
四
・

1 1 1 1 1 1 1 1 一

現 現 現

現三
・
三
・

四
・

二・ 四
・

一
・

1
.

四
・

在 在 在 〇 〇 在 0

四 三 二 初

代 代 代 代

代
職
名

歴
代
P
T
A
会
長

佐 植 菊 佐

藤 村 地 藤
氏

創 辰,善司 五 名
郎 郎 吾

就
任
年
度

四 三 二 初

代 代 代 代
代

味 田 伊 田

戸 坂 藤 坂

兼 唯 熊 唯
名

一 光 治 光

"1 "

P
T
A
会

職
名

氏

一 1 1 1 1

九
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り
学
校
の
設
置
に
奔
走
し
はじ
め
た
。
か
く
し
て
寄
付
を
募
り
旧
白
滝
公
共
用
地
に
二
十
坪

(六
六
平
方
メ
)
の
校
舎
建
築
に
着
手
し
た
の
が
大
正
元
年
十
二
月
の
こ
と
で
あ
る
。
翌
二
年三
月
に
竣
工
、
同
年
四
月
一
日
私
立

旧
白
滝
教
授
場
と
し
て
授
業
を
開
始
し
た
。
同
校
第
一
回
卒
業
生
菊
地
誠
は
当
時
の
も
よ
う
を
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

「学
校
の
設
置
に
は
非
常
に
苦
労
し
た
よ
う
だ
。
部
落
の
有
志
が
毎
日
の
よ
う
に
上
湧
別
村
役
場
に
行
っ
て
陳
情
し
、
よ
う
や
く
特

九 八 七 六 五

代 代 代 代 代
/ P

P
T
A
会

育

佐 植 味 田 岡

藤 村 戸 坂

貞 兼 唯 竹
助 吉 一 光 松

奨
之
助

ク 11 ク 昭
和三
三

三
九
～
四〇

三
七
～
三
八

ヘ
三
五
～
三
六

三
四

一三三代
一二
代

一
一代

一〇
代
P
T
A
会

本 前 渡 中

田 田 瀬 山

弥 武 秀 徳

徳 雄 雄 蔵

四
五
～
四
六

へ
四
三
～
四
四

二
四
二

昭
和
四
一 二七四

六
教

第
三
項
村
立
旧
白
滝
小
学
校

創
立
・
大
正
三
年
七
月
十
七
日

位
置
・
白
滝
小
学
校
に
統
合

(現
・
白
滝
市
街)

に
お
い
て
も
学
校
設
置
の
声
が
あ
り、

旧
白
滝
の
児
童
・
生
徒
は
二
股
の

学
校
に
通
学
し
て
く
る
よ
う
に
と
二
股
側
か
ら
要
請
が
あ
っ
た。
し
か
し
昼
な
お
暗
い
鬱
蒼
と

生
い
茂
る
草
木
を
踏
み
分
け
出
ず
る
悪
路
に
加
え、熊

鹿
狐
狼
の
出
没
甚
だ
し
く
危
険
な
た
め、

二
股
市
街
ま
で
の
通
学
を
断
り
、
太
田
熊
吉、
菊
地
長
治
ら
が
中
心
と
な
り
部
落
有
志
と
相
謀

白
滝
に
お
い
て
最
も
早
く
拓
け
は
じ
め
た
旧
白
滝
部
落
は
入
植
戸
数
わ
ず
か
と
は
い
え
、
学

齢
期
の
子
供
を
か
か
え
た
住
民
は
学
校
の
設
置
を
望
ん
で
い
た
。
こ
の
時
に
当
り
二
股
市
街

"



別
教
授
場
と
し
て
の認
可
を
も
ら
っ
た。
し
か
し
初
め
は
私
立
で
あ
った
の
で
校
舎
の

建
築
は
も
ち
ろ
ん
、
先
生
の
給
料
な
ど
す
べ
て
旧
白
滝
の
部
落
民
の
負
担
で
あ
っ
た
。

ま
た
学
校
の
設
備
が
完
全
で
な
い
た
め
先
生
も
生
徒
も
冬
は
み
ん
な
外
套
を
着
た
ま
ま

の
勉
強
で
あ
っ
た
」。

大
正
三
年
七
月
十
七
日
に
至
り
遠
軽
尋
常
高
等
小
学
校
所
属
公
立
旧
白
滝
特
別
教
授

場
と
な
る
。
翌
四
年
九
月
六
日
瀬
戸
瀬
尋
常
小
学
校
の
所
属
に
転
じ
、
大
正
七
年
十
月

七
日
白
滝
尋
常
小
学
校
の
所
属
に
変
更
せら
る
。
昭
和
十
年
十
月
二
十
四
日
校
舎
増
改

築
の
落
成
を
見、
建
坪
六
十
五
坪
(二
一六
平
方
が)
の
校
舎
に
生
れ
変
っ
た。
翌
十

一
年
四
月二
十
一
日
に
は
特
別
規
程
に
よ
る
尋
常
小
学
校
認
可
と
な
り、
ここ
に
お
い

て
旧
白
滝
小
学
校
が
独
立
し
た
の
で
あ
る
。
初
代
校
長
河
杉
豊
広
が
就
任
し
た
。

以
下
年
代
的
推
移
は

昭
和二
十
二
年
四
月
一
日

昭
和
三
十
五
年二
月

昭
和三
十
六
年
九
月
一日

昭
和三
十
九
年
一
月
六
日

白
滝
村
立
旧
白
滝
小
学
校
と
改
称、
六
月
二
十
一

日
付
を
も
っ
て
単
級
校
研
究
指
定
校
と
な
る
。

僻
地
一
級
校
に
指
定
さ
る
。

校
章
・
校
歌
の
制
定
。

部
落
総
会
を
開
き、
学
校
総
合
問
題
に
つ
い
て
論

議
、
五
十
三
年
の
伝
統
に
終
止
符
を
打
つ
こ
と
を

決
議
す
。

旧
白
滝
小
学
校
校
歌

作
曲
所

作
詩
佐
京
茂
雄

1
渓
水
絶
え
な
く
岩
を
縫
い

怒
と
う
に
煙
る
白
滝
の

あ
い
清
流
の
姿
こ
そ

吾
れ
等
母
校
の
心
な
れ

お
、
旧
白
校
吾
れ
等
の
青
空

二
拓
け
し
肥
沃
の
野
は
続
き

真
白
き
馬
鈴
薯
の
花
香
る

あ
へ
麗
わ
し
き
姿
こ
そ

吾
れ
等
母
校
の
心
な
れ

お
へ
旧
白
校
吾
れ
等
の
青
空

三
天
狗
連
山
あ
か
ね
に
染
め
て

遠
き
み
空
を
雁
渡
る

あ
～
悠
遠
の
姿
こ
そ

吾
れ
等
母
校
の
心
な
れ

お
、
旧
白
校
吾
れ
等
の
青
空

俊
夫

第
一
章
教
育
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概
要

二七五



育

六
教

学
校
総
合

・

社
会
が
急
速
に
進
歩
す
る
に
と
も
な
い
学
校
教
育
の
内
容
も
そ
の
進
歩
に
即
応
し
た
も
の
が
要
求
さ
れ、
こ
れ
に
よ
っ
て
小
規
模

学
校
の
統
合
整
理
が
叫
ば
れ
、
教
育
の
向
上
、
人
材
の
育
成
に
重
点
が
お
か
れ
た
。
こう
し
た
こ
と
か
ら
白
滝
村
教
育
委
員
会
に
お

い
て
も
旧
白
滝
小
学
校
を
白
滝
小
学
校
に
統
合
し
よ
う
と
す
る
意
見
が
昭
和三
十
六
年
三
月
の
臨
時
委
員
会
に
お
い
て
初
め
て
出
さ

れ
た
の
で
あ
る
。
か
く
し
て
学
校
統
合
資
料
を
作
成、
同
年
九
月
旧
白
滝
小
学
校
校
下
父
兄
と
の
統
合
懇
談
会
が
開
か
れ、
教
育
委

員
会
の
統
合
方
針
が
父
兄
の
前
に
打
ち
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
古
い
伝
統
を
も
つ
小
学
校
の
閉
校
は
部
落
民
に
と
っ
て
断
ち
が
た
い

も
の
が
あ
り
、
こ
れ
が
説
得
に
長
い
歳
月
が
流
れ
た
。
この
間
部
落
有
志
と
の
話
し
合
い、
あ
る
い
は
他
町
村
の
統
合
学
校
の
視
察

等
行
な
い
地
道
に
統
合
趣
旨
の
普
及
に
努
め
た
。
こう
し
た
努
力
が
実
を
結
び
部
落
民
の
認
識
と
あ
いま
っ
て
、
昭
和
三
十
八
年
一

月
六
日
の
教
育
委
員
会
と
部
落
民
と
の
話
し
合
い
で
つ
い
に
条
件
付
き
統
合
賛
成
の
決
定
を
み
た
わ
け
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

1
バ
ス
の
停
留
所
の
問
題
(バ
ス
時
間
の
変
更
も
あ
わ
せ
て
)

2
停
留
所
に
待
合
室
を
設
け
る
こ
と

4

4 33

中
学
生
も
同
額
助
成

通
学
費二
分
の
一村
費
助
成

国
鉄
臨
時
乗
降
場
の
存
置

56
閉
校
学
校
の
社
会
教
育
的
施
設
を
村
で
存
置
す
る
こ
と

以
上
大
要
六
項
目
の
要
求
が
出
さ
れ、
こ
のう
ち
若
干
の
修
正
が
な
さ
れ
た
が
お
お
む
ね
要
求
を
通
し
、
同
年
二
月
四
日
の
教
育

委
員
会
に
お
い
て
昭
和三
十
九
年三
月三
十
一
日
を
も
っ
て
旧
白
滝
小
学
校
を
廃
止
す
る
の
議
決
を
行
な
い、
三
月
十
六
日
旧
白
滝

二七六



小
学
校
卒
業
式
終了
後、
五
十
三
年
の
永
い
伝
統
を
も
つ同
校
の
閉
校
式
が
厳
粛
に
挙
行
さ
れ、
学
校
長
式
辞、
P
T
A
会
長
な
ら

び
に
児
童
の
「お
別
れ
の
言
葉
」
に
会
場
を
う
ず
め
た
来
賓
ひ
と
し
く
嗚
咽
の
う
ち
に
閉
校
式
が
終
了
し
た
。

旧
白
滝
小
学
校
在
籍
・
卒
業
児
童
数

11

" 〃’昭利
11

1 1111 大正

年

ー五一〇 九 五 年 九 七 五 四 三 二 度

二
八
五
五
五
八

六
〇
四三 四.一三三 二 二
在
籍
数

一二

〇 一 〇 四 〇 一 六 四

卒
業
数

卒
業
児
童
数
最
高
と
な
る

旧
白
滝
尋
常
小
学
校
と
し
て
独
立

校
舎
改
築
す

在
籍
児
童
数
最
高
と
な
る

白
滝
尋
常
小
学
校
所
属

瀬
戸
瀬
尋
常
小
学
校
所
属

遠
軽
尋
常
小
学
校
所
属

私
立
教
授
場

備

就 考

任

二
三
八

三
七

三
六
三
五
三
四

三
〇
二
五

二
三
二二 一六 度

三
一

三
四
三
五
三
八
三
七
二
八
二
五
二
四
二六 三
〇

在
籍
数
卒
業
数

○ 六 三 八 四 五 五 九 八 五卒
業数
計 校生章、
校
歌
制定

全
国
む
け
放
送
さ
る

僻
地一
級校
に
指定

カ
ル
放
送
さ
る

当
校
の
器
楽
演
奏
N
H
K
よ
り
ロ
ー

校
に
於
て
開
催

村
立
旧
白
滝
小
学
校
と
改
称

国
民
学
校
と
改
称

備二
七
七

考

第
一
章
教
育
の
概
要

初
代

歴
代

柳
橋

末
吉

大
正
三
・
七
・
一七

〇
・
一〇

二七七

遠
軽
尋
常
高
等
小
学
校
長

備

昭
和三
十
九
年
四
月
一
日
よ
り
白
滝
小
学
校
に
統
合

" ク

" " 年
在
職
年

歴
代
校
長

〇 三 七 九 二 八
氏

名

考

北
海
道
庁
主
催
単
級
教
育
研
究
会
当

当
校
の
器
楽
演
奏
N
H
K
第
二
よ
り



二七八
六

教

育所 竹 島 清 河 木 真 佐 八 逢

本 山 水 杉 野 田 山 木 坂

茂 主 金 実 豊 作 義 茂 喜 守

雄 計 一 雄 広 弥 光 平 郎 男
三
四
・
五・

二
四
・
四
・
三〇

仁
二
二
・

一
・二
二

!
二〇
・
五
・
一

一
一・

五
・
二
一

昭
和
一〇
・
一〇
・
二〇

六
一二
・
一〇
・
二
三

六
一〇
・
四
・
一

ミ
・
七
・
一〇
・
七

大
正
四
・
六・

一

四
・
一一

九
・
一
一

二
・
三

一
・
八

八
・
一
一

一
・
六

右
同

一
一・
一〇

白
滝
尋
常
高
等
小
学
校
長

二
・
四

右
同

二
・
六

白
滝
尋
常
小
学
校
長

瀬
戸
瀬
尋
常
小
学
校
長

昭
和三
九
年三
月
統
合

歴
代
教
職
員

一
三
・
一一・

一三
一

一二
・
三・
一三

七
・

一・
二
五

四
・
一
一
・
一

三
・
四
・
一

二
・
一〇
・
一五

二
・

九
・
一

大
正
二・

四
・

一

就
任
年
月
日

四 一
・
五
・

二
・

一
・

D
.

四 八一 三 五 五 一 四

村 竹 竹 島 清 河 長 山
氏

橋 本 本 山 水 杉 沢 田

礼蓉 ミ タ ノ 顕 清
ブ 名

富 子 子 ネ ミ ヨ 慧 一

←
三
二
・
四
・
一

六
二
五
・
一
一
・三
〇

" "
二
〇
・
四
・
三〇

六
・
一
一
・
九

四
・
一〇
・
三
〇

昭
和
四
・
四
・
七

就
任
年
月
日

一
・

六
・
一
・

二
・
一・
一
三
・
1
.

七 1

在
職
年
月

大 金 大 横 吉 南 島 澄
氏

島 森 塚 山 川 貫 井

健 雄 定 幸 梅
名太 三

郎 蔵 俋 直 郎 忠 吉 需

ク

〇
・

一
〇
・
四

在
職
年
月

1

三
・
四

の
た
め
廃
校

独
立
五
代
校
長

独
立
四
代
校
長

独
立三
代
校
長

独
立二
代
校
長

独
立
初
代
校
長

二
四
・
七
・
一〇

二
二
・
三
・二
五

一四 五 九

〇
・
五

→ 一 九 八 七 六 五 四 三 二
一 〇

代 代 代 代 代 代 代 代 代 代



第
一
章
教
育
の
概
要

二七九

大
正
の
初
期
未
開
の
地
で
あ
っ
た
奥
白
滝
お
よ
び
高
台
方
面
に
宮
城、
福
島、
山
形
の
各
団
体、
さ
ら
に
は
個人
で
開
拓
の
鍬
を

創
立
・
大
正
四
年
一
月
十
一日

位
置
・
三
和
小
中
学
校
に
統
合

.

ふ
る
う
人
植
者
が
年
と
と
も
に
増
加
し
、
大
正
三
年
に
は
七
十
余
戸
を
数
え
る
に
至
っ
た
が、
子
弟
の
教
育
に
は
茨
の
道
を
八
ず
け

余
を
へ
だ
て
た
白
滝
教
授
場
に
通
学
す
る
の
ほ
か
な
く、
熊
、
狐
の
危
険
に
お
の
の
き
な
が
ら
の
通
学
は
開
拓
者
の
悩
み
の
種
で
も

あ
っ
た
。
か
く
て
部
落
有
志
協
議
を
重
ね
た
結
果、
教
授
場
開
設
の
議
が
ま
と
ま
り
、
位
置
を
基
線三
十
六
号二
百
十
八
番
地
内
に

選
定
、
関
係
方
面
に
認
可
申
請
手
続
を
す
る
一方、

岸
利
七
所
有
の
物
置
一
棟
の
寄
贈
を
う
け、
同三
年
十
月
こ
れ
を
改
造
し
十
八

第
四
項
村
立
奧
白
滝
小
学
校

五 四 三 二 初 所 宮

代 代 代 代 代 下

平 大 斎 佐 丹

岡 泉 藤 藤 羽

久 澄 久 軍 実
治 次

雄 男 郎 郎 市
二
六～
二
七

←
二
四～
二
五

ヘ
一六～
二
三

一
五

昭
和
一
二～
一
四

就
任
年
度

一 一

四
・
一〇

三
・

九 八 七 六 城

代 代 代 代

歴
代

城

岡

斎 斎 内 森
会

藤 藤 田 谷 長

長
久 源 正

三 名
治 弘 郎 明

三
八

←
三
四～
三
七

ク
三
〇
～
三
三

昭
和二
八
～
二
九

就
任
年
度

六
三
四・

六・
ヘ
三
三
・
四
・

子
岡

紀
子

紀
ク
三
六・

四
・
一
三
・
○

会
歴

代
長

名 名

歴
代
P
T
A
会
長

二
葉
子

修



育

坪
(五
九
・四
平
方
が
)
の仮
校
舎
と
な
し
た
。
この
時
す
で
に
教
授
場
開
設
認
可
も

お
り
て
い
た
が
教
員
獲
得
に
難
航、
十
二
月
に
至
っ
て
よ
う
や
く
決
定
し
同
月
十
六
日

中
村
勇
訓
導
就
任、
翌
四
年
一
月
十
一
日
遠
軽
尋
常
小
学
校
所
属
滝
ノ
上
教
授
場
と
し

て
開
校
式
を
挙
行
し
た
。
時
に
男
十
四
名、
女
八
名
計
二
十
二
名
の
児
童
数
で
あ
っ
た
。

以
下
そ
の
推
移
を
な
が
め
れ
ば、

大
正
四
年
九
月
六
日

大
正
五
年
十
月

大
正
六
年
五
月
二
十三
日

大
正
六
年
秋

大
正
七
年
三
月
十
五
日

大
正
七
年
六
月
二
十
日

大
正
七
年
十
一
月

昭
和
八
年
十
一
月
五
日

昭
和
十
六
年
四
月
一
日

昭
和
二
十
二
年
四
月
一
日

瀬
戸
瀬
尋
常
小
学
校
の
所
属
と
な
る
。

旧
八
号
駅
通
跡
に
移
転
、
八
十三
・五
坪
の
校
舎

新
築
し
、
滝
ノ
上
教
授
場
を
上
白
滝
教
授
場
と
呼

称
変
更
。

大
山
火
の
た
め
校
舎
灰
燼
と
化
す
。

学
校
敷
地
を三
十
八
号
線
に
変
更、
四
十
一・五

坪
の
仮
校
舎
建
築
す。

校
舎
新
築、
建
坪
五
十
四
・五
坪
。

奥
白
滝
尋
常
小
学
校
と
資
格
変
更
。

五
十
六
坪
の
増
築
工
事
を
行
な
う
。

校
舎
老
朽
に
よ
り
百
九
坪
の
校
舎
新
築
。

奥
白
滝
国
民
学
校
と
改
称。

白
滝
村
立
奥
白
滝
小
学
校
と
改
称。

..2K...4

玄 関
(3坪) VISA- -2.5K---…

+ -5% ----

職員室

教 室 教 室 1K

小使室 ,20坪: 、20坪:

湯吞場 H
-

X

大正5年10月新獎.綠坪83.5坪
(この変舍は大正6年5月全院す)便 所

(6坪)

L- 3-

二八〇

上白滝教授場平面図

六
教
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一
章
教
育
の
概
要

ノ 昭 !
和

11 大正

年
度

五 四 三 1 五四 三 一

二 二 三 二 1 学級
五 五 五 四四

三
六

四
二
四
五
九六 六二

五
五
二
一〇
七

六
四
一
二
四

二
五

一 1

1三 1
11 計

- 一

一
三 七 五 六 五 一 七 四 -

四 計九 三六 六一 九 七〇四
二
四

八 九

六 二 七 二 九 六 三 九 五 〇 八 八 五

-

1

七 四 四 八 九 五 六 二 八 二 八 四 六 1

1

一

計三六一〇八 一九二
一

" 11

昭
和 年

度〇 九 八 七六五四

三
二

二二 学級
三 六 四六ō九 八二

三 三 四 四 四 四 四
五 四 七 七 九 七 九 男

九 八 三九 二
三
九 一二九 〇 一 七

女
在
籍
児
童
数

六 六四

六
六
六
九
七
九
七
九
七
〇
七
一 七 七七六

九
六

九
七

1
0
0

九
八
九
六

計

二一
〇 五 七二 一 三 三〇 四 五 二 三五ニニ

一

三 四 六 三 三 八 九 二 七 五 五 一 九 四 九

二三 三三 九 三五西二ミミニ�
一 一七 一四

西五�

男
女

計
一

入
学
数

四一 六 三 四 四 三 九 九七〇三ニセニ
四 三 六 八 〇 五 四 七 五 二 六 三 八 四 四

男 卒

女 業

計 数

八 四二一 四 九 七 六 四九六六〇二天
- 1

奥
白
滝
小
学
校
入
学
・
在
籍
・
卒
業
児
童
数
お
よ
び
学
級
数

二
二 五 三 七 七八 八 八 / 四

、五 五
八六 一 八

男
女

在
籍
児
童
数

九 九 八 七 八 八 八
七 七 三 八 三 〇

三 〇
四

一
二三
一
〇 - -

六 六 一 〇 六 八 〇 九 〇

男
一
女
一

入
学
数

男
女

卒
業
数

一 一〇九 八 七 六

二 二
-三 ー 一

二
二 三 四 四四 五 四 四 四 四 五 五 五 四

11

一二 三 一 一 二 ……

四 五 五 六 六 六〇 五金
四 四五 二 〇

二
一

昭
和二
十
五
年
六
月
十三
日

昭
和二
十
五
年
十
月
三
十
日

村
議
会
に
お
い
て
当
校
廃
止
が
可
決
さ
る
。

学
校
統
合
の
た
め
東
白
滝
小
学
校
と
と
も
に
閉
校
す
。

二八一

11

ー.一 〇九 八 七 五 四

"

一



滝 藤 徳 菊 永 大 中 氏

田 田 江 地 山 沢 村
滝 利 次 千 重

嘉
子 重 保 郎 治 雄 勇

名

歴
代
教
職
員

鈴
木
長
吉

田
中
源
次
郎

笠
原
郡
治

大
沢
敏
雄

氏
名 名

歴
代
校
長

一 二 二
二 一

五
一 -

五 三 九

五 五 六
七 三 四

就 五 五 六
六 四 六
一
一 九 二

七 二 九

五 二 二

二・
○

一
一・

七
四
・
五

二
・
八

在
職
年

七
代
六
代
五
代 代

宮 成 水

崎 中 沢
氏 単 二

国 永 利
名

輝 勝 馬大 水 星 鈴 越 矢 矢
氏

塚沢木 智 島 島

龍 コ三 ひ 美 ソ 富
知 名

英 ト郎 る 雄 ノ 雄
11 11

一四・
六・
八一一・

七
一四・

四・
三〇
七・
二

一四・
二・
二〇
三・
〇

三
・
四・
三
一・
一〇

ク
ハ・
三・二九

五・
八

ク
ニ・
九・三〇

八・
九

昭
和
二・
九・二0

就
任
年
月
日

6
三

六
二
五
・
三
・三

一
二
二二
・
五
・
一八

昭
和
一
四
・
三
・三
一

任

〇
・
七

三
・
一〇

七
・
二

在
職
年

" " 六
教

育

ク 1 "

七・
一〇・

九
五・
二・三

一
大
正
三・三

・
六

就
任
年
月
日

九・
七・
一
一・二

九・
五・
七

八・
四・
二六

八・
一・三

一・
五
杉

五・
九

一・
六

三・三 年在
月職

星 田 清 杉 光 笠 杉
氏

幸 ョ 実 卜政 シ

ト

名

男 ツ雄 ク
保

ク
三三・

七・三八
ク
二
・
八・
三

大
正
二
・
六・
一四

就
任
年
月
日

六・
二

一四・三
・毛

二
・
六

一四・
四・
二四

ク
ー三・

九・
一八
一・

一
三・
二

0・
10

三・
三

五・
四

年
月 在職

四
代
三
代

二
代
初
代 代

昭
和
一
二
・
三
・
三
一

ク
一四
・
八
・
三
一
一

六
一〇
・
四
・
一

大
正
七
・
七
・
二
三

二・
四

二
・
0

本
光

岡
政

笠
原

シ
ノ
ブ

杉
本
九
市

11 11

一五・
五・
二五

一
二 四

11 二

11 11

二 二五 四

不 不
明 明

就

二八二

一八・
九 年在

月職

任



小
田
島

大
橋
光

和
田
碩

勉 一 夫

一五・
二
・三

一五・
一・
一五

昭
和
一
・
七・
二0

三・
四

0・
豊
村

小
田
島

強 典 真

昭
和
一九・

四・三
〇・二

大
阪

文 雅

夫 文

大
ク

二五・
五・三

〇・
昭
和
三
・
九・
一八
一

・
五. 七

第
五
項
村
立
東
白
滝
小
学
校

通
称
天
狗
沢
と
呼
ん
で
い
たこ
の
部
落
の
就
学
児
童
は
当
初
四
ま
ぶ
内
外
へ
だ
て
た
奥
白
滝
教
授
場
に
通
学
し
て
い
た
が、

一定
の
道
路
と
て
な
く
、
坂
あ
り
沢
あ
り
と
いう
起
伏
の
は
げ
し
い
土
地
に
加
え
、
湧
別
川
に
よ
っ
て
上
白
滝、
奥
白
滝
と
さ
え
ぎ
ら
れ、

川
に
は
巨
樹
を
倒
伐
し
て
丸
木
橋
と
な
し
て
い
た
た
め
低
学
年
の
通
学
に
は
危
険
の
と
も
な
う
こ
と
少
な
か
ら
ぬ
も
の
が
あ
っ
た
。

こ
う
し
た
折、
奥
白
滝
教
授
場
の
位
置
変
更
が
あ
っ
て
通
学
路
程
が
延
び
、
通
学
の
困
難
は
つ
の
る
ば
か
り
で
あ
っ
た
。
か
く
て
部

落
一
同
協
議
を
重
ね
た
結
果、
教
授
場
設
立
の
意
を
固
め、
わ
ず
か二
十
余
戸
の
全
部
落
一丸
と
な
っ
て
寄
付
を
つ
の
り
上
白
滝
三

十
四
号
線
に
五
十
二
坪
(一
七
一平
方
が
)
の
校
舎
を
新
築
、
大
正
七
年
十
月
十
一
日
奥
白
滝
尋
常
小
学
校
所
属
東
白
滝
特
別
教
授

場
と
し
て
開
校
式
を
挙
行
し
た
の
で
あ
る
。
時
に
児
童
総
数
男
女
合
せ
て
計
三
十
二
名
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
部
落
の
中
心
地
と
目
さ

れ
る
地
点
に
校
舎
移
転
の
話
が
持
ち
上
り
、
結
局
大
正
十
一
年
十
月
上
白
滝三
十
六
号
線
に
移
転
完
了、
千
二
十
坪
(三
、三
六
六

平
方
メ)
の
学
校
敷
地
も
決
定
し
た
。
昭
和
十
一
年
五
月
二
十
日
東
白
滝
尋
常
小
学
校
に
昇
格、
同
年
十
二
月
お
よ
そ
六
十二
坪
の

校
舎
が
再
新
築
さ
れ
た
。
昭
和
十
六
年
四
月
東
白
滝
国
民
学
校
、
同
二
十
二
年
四
月
白
滝
村
立
東
白
滝
小
学
校
と
そ
れ
ぞ
れ
改
称
さ

れ
た。
同
二
十
五
年
六
月
の
定
例
村
議
会
に
お
いて
東
白
滝
小
学
校
の
廃
止
決
定
を
見、
同
年
十
一
月
教
育
効
果
の
実
を
あ
げ
る
を

第
一
章
教
育
の
概
要

二八三

位
置・
三
和
小
中
学
校
に
統
合

創
立
・
大
正
七
年
十
月
十
一
日

0・二
斎
藤
省

六
二
・
三・三

〇・
二
佐
藤



二八四
六
教
育

理
由
と
し
、
つ
い
に
奥
白
滝
小
学
校
と
と
も
に
大
同
団
結
の
目
的
に
そ
っ
て
閉
校
し
た
の
で
あ
る
。

り 大 年
度

八 七

男
在

籍
数 数

東
白
滝
小
学
校
在
籍
・
卒
業
児
童
数
(各
年
度
と
も
一
学
級
編
成
)

ク
三三・

九・三七
ク
三三・

九・三七
六

七・二〇・
九

大
正
七・
一〇・
九

就
任
年
月
日

昭
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一
一・

五
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〇

ヘ
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一

ク
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四
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大
正
七・
一〇
・
一
一

三
・
九

一〇
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橋
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男

五 五
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数
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中
瀬

ト
ク

杉
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市

永
山
き
ち
の

永
山
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嘉
治

名

歴
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教
職
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八
幡

易
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田
中
源
次
郎

笠
原
郡
治

大
沢
敏
雄
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代
校
長
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三
二

男

三 二

卒
女 |業

- 1

業
数 数

野
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小
幡

き
く
よ

雪
枝

矢
島

ソ
ノ

矢
島
富
雄

氏
名

計
四 二へ
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大
正
九

年
度

ク
一五・

三・一
ク
二
・
六・
三

ク
二・
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六
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六

昭
和
二・
一〇・

六
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任
年
月
日
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数
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一
11
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・

ク
一九
・
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一〇

昭
和
一
五
・
三
・ 任

四
・
〇

二
・
九

三
・
一
一

在
職
年

四
代
三
代 二
代
初
代 代

氏
名女

-

計 就

三・
〇

三 ・
〇

不
詳

不
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月職

任

名
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九
三
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三
五
四
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第
一
章
教
育
の
概
要

二八五

昭
和
二
十
二
年
三
月
新
憲
法
に
も
と
づ
く
「
教
育
基
本
法
」
が
公
布
さ
れ
教
育
の
基
本
的
原
則
が
確
立
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
こ

れ
と
同
時
に
「学
校
教
育
法」
も
制
定
さ
れ、
い
ま
ま
で
の
国
民
学
校
初
等
科
は
小
学
校
に
、
さ
ら
に
国
民
学
校
高
等
科
は
廃
止
さ

れ
新
た
に
新
制
中
学
校
が
発
足、
ま
た
従
来
の
中
学
校
を
廃
し
て三
年
制
の
高
等
学
校
に、
こ
れ
と
並
行
し
て
大
学
は
四
年
制
(短

第
六
項
白
滝
中
学
校

創
立
・
昭
和二
十
二
年
五
月
一
日

位
置・
白
滝
原
野
基
線
千三
百
十
一
番
地
(白
滝
村
西区)

1
1 一〇

一六
一
六

二 六 七

二 一

"

11 ! ! 昭
和
一一 一

二 一

二
七

四 四

一

九
二
八



二八六
六
教

育

期
大
学
は二
年
制)
と
な
り
、
青
年
学
校
は
廃
止
さ

れ
、
い
わ
ゆ
る
六
・三
・
三
・
四
の
学
制
が
し
か
れ

義
務
教
育
は
小
学
校
六
カ
年、
中
学
校三
ヵ
年
の
九

年
制
と
い
う
新
学
制
が
こ
の
年
四
月
一日
か
ら
実
施

さ
れ
た
の
で
あ
る
。

本
村
に
お
いて
も
こ
う
し
た
規
定
に
も
と
づ
き
昭

和
二
十
二
年
五
月
一
日
白
滝
小
学
校
に
併
置
せ
る
白

滝
中
学
校
を
設
置、
同
時
に
支
湧
別
に
分
校
を
設
置
し
た
。
以
下
順
次
お
も
な
も
の
を

列
記
す
る
と、

昭
和
二
十
二
年
九
月
一日

昭
和二
十
二
年
九
月
二
十
五
日

昭
和二
十
三
年
七
月
十
日

昭
和
二
十
四
年
三
月
二
十
四
日

昭
和
二
十
六
年
四
月
一日

支
湧
別
中
学
校
独
立
の
た
め
白
滝
中
学
校
の
分
校

を
解
く
。

授
業
料
徴
収
条
例
設
定
、
生
徒
一
人
に
つ
き
月
十

円
と
し
、
昭
和二
十
三
年
度
よ
り
月
二
十
円
と
す
。

敷
地
を
選
定
し
百
十
四・五

坪
の
新
校
舎
落
成
す
。

昭
和
二
十
三
年
度
限
り
で
授
業
料
徴
収
条
例
を
廃

止
す
。

三
和
中
学
校
設
置
に
と
も
な
い
通
学
区
域
を
変
更

白
滝
中
学
校
歌

作
詩
大
塚

盈

峯
に
輝
く
残
雪
や

1

作
曲
千

葉
日
出
城

行
き
て
清
ら
な
渓
の
水

あ
～
清
新
の
意
気
こ
ん
に

白
滝
中
学
わ
れ
ら
が
抱
負

高
き
文
化
を
創
ら
な
ん

二
木
の々
みど
り
に
雲
映え
て

風
に
明
る
き
岩
の
花

あ
～
真
実
の
愛
こ
んに

白
滝
中
学
わ
れ
ら
が
郷
土

永
き
平
和
を
築
か
な
ん



昭
和二
十
七
年
四
月
二
十
一
日

昭
和三
十
一年

昭
和三
十
四
年
八
月
一日

昭
和三
十
六
年
八
月
十
九
日

昭
和三
十
七
年
十
月
一日

昭
和
四
十
年
十
一
月

昭
和
四
十
一
年
十
月
二
十
六
日

昭
和
四
十
三
年
九
月
十
三
日

昭
和
四
十
四
年
四
月
七
日

昭
和
四
十
六
年
四
月
一
日

白
滝
中
学
校
年
度
別
状
況

す
。

校
庭
を
拡
張
し
公
設
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
設
定
す
。

校
章
制
定
。

体
育
館
(付
属
建
物
を
含
め
百
九
十三
坪
)
新
築
落
成
す
。
校
歌
制
定
。

校
舎
老
朽
の
た
め
全
面
補
修
す
。

理
科
教
室
、
家
庭
教
室
六
十
坪
増
築
。

技
術
科
教
室
六
十
坪
新
築
。

音
楽
科
教
室
約
四
十
坪
新
築。

宿
直
室
を
保
健
室
に
改
造
。

給
食
開
始
。

三
和
中
学
校
が
統
合
さ
れ
る
。

二
二
八

二
七

昭
和二
六

年

一
一九 度

学級数三 三 四 五

男 在

六
七

五
九

八
四

籍
数一
三〇

六〇
一三
七

一
一六

一七
五

計

一
三
二
五 六:

二
〇

男
:

二八七 二
五
二
五 :八三八

女
卒

業
数

計五 二 四|八〇 四 一

第
一章

教
育
の
概
要

二
五

←
二
四

昭
和
二
二

年

度

学級数六

六 四

11]一
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五
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九
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九
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男 在
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二四・
二・
三
0・0六

11ク

一・
10

一・
三三

一・
六

二・
〇五

一・
〇八

仁
二六・

四・
一

ク
二六・

四・
一
一 ・00

"
二六・

四・
一

ク
二五・
三
・
三

六
二五・

二・
七

昭
和三
・
三・
七
一・01

就
任

九・三
三
・
OK

•
10

二・01
久

嶋
一
彦

上
田

畔
原

一 佳 崇 茂 忠

三
・00
0・0円
一・〇二

在
職

岩 中

渡
辺
重
和

仁
三
・
五・
一

昭
和三
・
四・
一

任

1 "

白
云六・

四・
一一

ク

0・
10

0・0川

一四
代



の
間
昭
和二
十
二
年
九
月
の
村
議
会
に
お
い
て
生
徒
一人
に
つ
き
一ヵ
月
十
円
の
授
業
料
徴
収
条
例
を
設
定
、
翌
二
十
三
年
度
か
ら

一ヵ
月
二
十
円
と
改
正
し
た
が
、
同
年
度
限
り
でこ
の
条
例
は
廃
止
決
定
を
み
て
い
る
。
昭
和
二
十
六
年
四
月
独
立
せ
る
中
学
校
校

舎
建
設
の
方
針
に
そ
っ
て、
小
学
校
の
併
置
を
は
な
れ
五
月
に
は
専
任
校
長
の
就
任
を
み
た
。
引
き
つ
づ
き
新
校
舎
建
設
候
補
地
の

支
中

第
七
項
支
湧
別
中
学
校

金 中 犬 山 小

森 林

節
子

女
時
衛

井
ゆ
う
子

本
英
樹

六
四

孝
夫

育

"
四四・

四・
一
ノ 現 一・

在 C 2 在
名 大 津 川 伊
苗 西 村 口 藤

修 悦 昌 真
治 子 裕 信 一

四六・
四・
一

六
四五・

四・
六
四五・

四・
四五・

四・
一

昭
和
四
・
四・

一
現
在

愛 中 鳴 佐
洲 村 海 藤紀

久
子
六
四六・

四・
一

"

武
|
ク
四六・

四・
二

六
四六・

四・
一
ノ

徳
昭
和
哭
・
四・
一現

二九〇

在

昭
和
二
十
二
年
五
月
白
滝
中
学
校
支
湧
別
分
校
と
し
て
発
足
し
た
。
村
の
方
針
と
し
て
は
諸
般

の
事
情
に
か
ん
が
み、
い
ず
れ
は
一村
一
校
が
理
想
で
あ
る
と
し
て
い
た
が
支
湧
別
住
民
の
猛
反

対
に
あ
い
支
湧
別
中
学
校
設
置
運
動
が
展
開
さ
れ、同

年
五
月
三
十
日
の
村
議
会
に
お
い
て、今

後
数
年
間
は
独
立
校
舎
の
建
築
は
で
き
か
ね
る、
な
ど
の
条
件
付
き
に
て
こ
の
要
望
が
容
れ
ら
れ
議

決
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
か
く
し
て
上
支
湧
別
青
年
会
館
を
仮
校
舎
と
し
二
学
級
編
成
の
分
校
が
誕

生
、
同年
九
月
一
日
を
も
っ
て
白
滝
中
学
校
よ
り
離
れ
支
湧
別
小
学
校
併
置
中
学
と
な
っ
た
。
こ

創
立
・
昭
和
二
十
二
年
五
月
一
日

位
置
・
白
滝
中
学
校
に
統
合

六
教

ク
四四・

四・
一

ク
四三
・
四・
一

昭
和
四
・
四・
一
現

四・
一一三・
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選
定
が
はじ
め
ら
れ、
紆
余
曲
折
は
あ
っ
た
が
結
局
上
支
湧
別
九
線
(白
滝
原
野
千三

百
七
十
七
番
地)
の
地
に
決
定
(敷
地三
・六
診
余
の
う
ち
三
・二
紛
は
公
共
用
地、
四

ゲ
は
辻
源
一の
寄
付
に
よ
る
)、
同
年
九
月
百
四
十
四
坪
五
合
(四
七
七
平
方
が)
の

新
校
舎
建
設
に
着
工、
翌
二
十
七
年
一
月
十
日
落
成
式
が
挙
行
さ
れ、
か
く
て
支
湧
別

住
民
待
望
の
独
立
校
舎
が
誕
生
し
た
の
で
あ
る
。

中
学
校
統
合
へ
の
道

昭
和
二
十
二
年
白
滝
中
学
校
の
分
校
と
し
て
在
籍
生
徒
数
五
十
六
名
で
出
発
し
た
支

湧
別
中
学
校
は
、
戦
後
の
開
拓
者
移
住
に
よ
っ
て
校
下
戸
数
も
増
し
在
校
生
百
名
前
後

の
状
態
が
十
数
年
間
続
い
た
。
し
か
し
し
だ
い
に
お
し
よ
せ
る
木
材
産
業
の
不
振
と
零

細
農
業
の
転
換
な
ど
あ
っ
て
流
出
戸
数
が
目
立
ち、
在
校
生
も
昭
和
三
十
八
年
度
の
百

四
名
を
ピ
ー
クと
し
て
爾
来
減
少
の
一
途
を
た
ど
り
分
校
時
の
数
を
下
回
る
見
通
し
と

な
っ
た。

この
た
め
教
育
委
員
会
に
お
いて
も
真
剣
な
検
討
が
加
え
ら
れ
、
昭
和
四
十

一
年
五
月
の
教
育
委
員
会
臨
時
会
に
お
い
て
協
議
事
項
と
し
て
で
は
あ
る
が
初
め
て
中

学
校
統
合
に
つ
い
て
の
協
議
が
な
さ
れ
た
。
当
初
支
湧
別
中
学
校
と
三
和
中
学
校
と
を

白
滝
中
学
校
へ
同
時
に
統
合
す
る
意
向
を
も
っ
て
縷
計々
画
が
進
め
ら
れ、
村
政
懇
談

会
、部
落
地区
別
懇
談
会
な
ど
開
催
し
父
兄
の
理
解
を
求
む
る
P
R
が
続
け
ら
れ
た
が、

さ
ら
に
こ
う
し
た
学
校
統
合
を
円
滑
に
成
就
せ
ん
が
た
め
「中
学
校
統
合
に
関
す
る
協

支
湧
別
中
学
校
校
歌

作
詩
大
塚

作
曲
尖
戸

馨 盈

一
山の
秀
は
空
に
そ
そ
り
て

残
雪
の
陽
を
呼
ぶ
と
こ
ろ

保
て
いざ

こ
き
び
し
く

支
湧
別
中
学
わ
れら

わ
れ
ら
わ
れ
ら
ここ
に
究
めん

二
清
流
は
谷
に
ひ
び
き
て

新
緑の

風
立
つ
とこ
ろ

和
せよ

い
ざ
心
明
る
く

支
湧
別
中
学
わ
れ
ら

わ
れ
ら
われ
ら
ここ
に
捧
げ
ん

三
夕
映
は
雲
に
そ
ま
り
て

勤
労
の
愛
湧
く
と
こ
ろ

拓
け
いざ

思
い
正
し
く

支
湧
別
中
学
わ
れ
ら

わ
れ
ら
われ
ら
ここ
に造
ら
ん

第
一
章
教
育
の
概
要

二九一



二九二
六
教

育

議
会
」
を
設
け
地
区
別
に
委
員
を
選
出
し
慎
重
審
議
を
重
ね
続
け
た
結
果、
支
湧
別
中
学
校
と
三
和
中
学
校
の
同
時
統
合
の
線
が
く

ず
れ、
段
階
的
統
合
と
い
う
こ
と
で、
支
湧
別
中
学
校
は
昭
和
四
十三
年
度
よ
り
複
式
編
成
と
な
る
の
で
統
合
は
四
十三
年
四
月
一

日
よ
り
、
三
和
中
学
校
は
四
十
六
年
ま
で
単
式
編
成
可
能
な
の
で
複
式
編
成
と
な
る
四
十
七
年
四
月
一
日
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
白
滝
中
学

校
に
統
合
す
る
こ
と
が
望
ま
し
いと
の
結
論
に
達
し
た
の
で
あ
る
。
か
く
て
学
校
統
合
に
よ
る
通
学
バ
ス
運
行
の
確
保
お
よ
び
通
学

費
補
助、
統
合
校
舎
の
整
備
拡
充
等
幾
多
案
件
の
解
決
を
努
力
し
つ
つ、
昭
和
四
十三
年二
月
の
教
育
委
員
会
定
例
会
に
お
い
て

"昭
和
四
十
三
年三
月
三
十
一
日
を
も
っ
て
支
湧
別
中
学
校
を
廃
校
す
と
"
決
議
さ
れ、
同
年三
月
十
四
日、

い
ろ
いろ
な
想
い
出

を
胸
に
厳
粛
な
閉
校
式
が
挙
行
さ
れ、
開
校
以
来
二
十
一
ヵ
年
の
歴
史
に
終
止
符
が
打
た
れ
た
の
で
あ
る
。
ち
な
み
に
こ
れ
ま
で
送

り
出
さ
れ
た
卒
業
生
は
五
百
八
十
四
名
と
な
っ
て
い
る
。

支
湧
別
中
学
校
年
度
別
状
況

男五 五
三
五
一 四六 四九 四三 四一 三〇 生

徒
数

計九 九 〇 九 九
六 五 一 四 四 七 七 学

級
数

4 11 11 ハ ニ
と三一
な年る単二

組
合
せ

式・"

一
七
一二 九

一 二 四

男二〇 一三 卒

女一
六 一五
一
五
一
六

三 五 八 二 生

三
六
二
八
三
二

三
二。
二
六
二
〇 六

新
校
舎
落
成

二八
校
章
制
定

に
独
立
す 備

白
滝
中
学
校
の
分
校
と
し
て
発
足
す
る
も
九
月

考

ク
二
六
二
五

二
四

二
三

" 昭
和
二
二

二
九
二
八
二
七

女

四 四 五 四 四 □三 三一 二 〇 八 五 9四 ナ

五
六

学
級
編
成

11

年
度

業業
計



第
一
章
教
育
の
概
要

代

吉 後 山 横 田
氏

田 山 崎 山 所

歴
代
校
長

二
八

三
七

四
六
四
五
五
二
五
七
五二
五二 五
三
五三

二 八 三

三
一

三
六

五
〇
五
〇
五
二
四
五
三
八 三七
三
六
三 四 四 四IC

五 七九 三
九
六

九
五

一〇
四

一〇二 九〇 八 八 九 九 九九 九六二二

" / 二一
と三→
な年・
る

" " " 式・

一
四
一
二一
二 一八
一
六
111
一
四
一八 一九
一
五
二〇

三 八

一
六
一
一

一
八
二〇 一二 一三 一四 九 一二 一二

七 五 九

三〇
二
二

111
1

三
八
二
八
三
四
二
八
二
七

三二
一

二
七

三
七

二
八

二
七

学
校
統
合
の
た
め
廃
校

集
会
室
(運
動
場)
落
成

校
歌
制
定備

支
湧
別
中
学
校
と
し
て
独
立

支
湧
別
小
学
校
併
置

白
滝
中
学
校
支
湧
別
分
校

考

二九三

五 四 三 二 初
代 代 代 代 代

四二 四 四 三
一 〇 ナ

三
八

三
七
三
六
三
五
三
四

三
三
三
二 三

..

三
四
・
五
・

1

三
一
・

四
・

六
二
六
・
五
・

仁
二二
・
九
・

昭
和
二
二
・
五
・ 任

1 1 1 1

二
・
七

三・
一

四
・
一一

三
・
八

〇
・
四

在
職
年

11 11 11 就

11

" "

" " "
11 昭
和
三
〇

五 四 五

芳 良 亮 朋
名

雄 英 巌 三 司

"

"

→



四 三 二 初 代

代 代代 代
味 田伊 田

氏
戸 坂 藤 坂

兼 唯 熊 唯
名

一 光治光

歴
代
P
T
A
会
長

三
二
～
三
二

!
二
七
～
三
〇

六
二
六

昭
和
二
二
～
三
五

就
任
年
度

八 七 六 五
代

代 代 代代
植 味 田岡

氏
村 戸 坂

貞 兼 唯 竹
名 "" 二九・

四・
一

二
二八・

九・
一六

二
・
六・
一

ク
二
・
六・

ク
云
・
四・
一

白
云
・
四・

仁
二
・
四・
一

昭
和三
・
四・
一
1

三
七
～
三
八

ク
三
五
～
三
六

△
三
四

昭
和三
三

就
職
年
度

一
一代
一〇
代
中

九
代

代

氏

美 八 偕 倉 弘正公寛 幸
名

尚 郎 誠 子 治子紘 子 昌 一
秀 徳 �

奨
之
助

名

雄 蔵i←
四
二

(
四
一

昭
和
三
九
～
四
〇

就
任
年
度 一 三 四 四

1.
五
・

仁
三七・

四・
二
一
・

ク
ミ七・

四・
二
三・

昭
和
柔
・
四・
二
三・

在
職
年

六

村 佐 教

上 藤
育

庄 勇

七 喜
0

0 六 0 0

・
一五

〇・
五
石

在
職
年

中 大 竹 大 藤 、野 中 石 横
氏

村 江 中 沼 田沼 田 山 川 関

玉 寛 典 つ

ひ と
し
子 富 秀

恵
美
子

富
五
郎

夫
名

ク
四
一
・
四
・
一

昭
和三
六
・
一二・

一
二
・
C

四
・
四

昭
和
四三
年三
月
統
合

二九四

七 六
代 代原 上 田 田 崎 川 田川 野 田

吉 哲 一 き靖 博 と

田
と
し
子

:
永
吉

幸
雄

嘉
太
郎

名
雄 朗 英 の 明 国

11 "

三

就
任
年
月
日

二
・
三・
一六
三
・

二
五・

五・
三一

ク
二五 二三
・
一〇・
一五

一五
一・

七 ・

一

一
・ 1 在
職
年

武 陣 下 有 長 菊佐佐武前
蔵 野 村 田 谷 地 木 藤 田 田佐

莎 氏
瀬 山 藤

四三・
四・
一

四〇・
四・
二
三・

四〇・
四・

三九・
円・
一

三九・
四・

・三九・
四・

ク
気
・
四・

一 一

0 0

藤 見 建 奧 磯 土 野 浦 橋 奧
氏

歴
代
教
職
員

11・

昭
和三
・
二
・
一五一三・

耳

就
任
年
月
日

三
・
三
・
一
三・

三二・
四・
二
一五・

一

四 0

"

枝一 子 ね肇子

吉一 光 松

"

●

一

就
任
年
月
日

一



第
八
項
三
和
小
中
学
校

政
府
は
終
戦
後
逼
迫
し
た
食
糧
難
の
打
開
策
と
し

て
未
開
地
お
よ
び
荒
廃
地
の
開
拓
を
大
い
に
奨
励
し

た
が、
白
滝
に
お
い
て
も
こ
う
し
た
開
拓
可
能
地
に

道
内
外
よ
り
の
入
植
者
が
年
と
と
も
に
増
加
し
て
い

っ
た
。
開
拓
営
農
に
意
欲
を
も
や
し
て
い
た
天
狗
平

地
区
住
民
は
子
弟
の
教
育
を
い
か
に
す
る
か
の
問
題

に
苦
慮
し
は
じ
め
た
。
こ
の
こ
と
が
村
議
会
に
お
い

て
も
真
剣
に
検
討
が
加
え
ら
れ、
そ
の
解
決
策
と
し
て
二
つ
の
案
が
打
ち
出
さ
れ
た。

す
な
わ
ち

開
拓
地
天
狗
平
に
校
舎
を
新
築
す
る
こ
と

2 1

奥
白
滝
小
学
校、
東
白
滝
小
学
校
を
閉
校
し
上
白
滝、
奥
白
滝、
東
白
滝
、
天
狗

平
を
通
学
区
域
と
す
る
学
校
を
上
白
滝
に
新
築
す
る
こ
と

し
か
し
1
案
の
天
狗
平
に
学
校
を
新
築
し
て
も
、
ま
た
奥
白
滝、
東
白
滝
両
校
に
し

て
も
い
ず
れ
も
在
籍
数
お
よ
び
在
籍
予
定
数
少
な
く
、
分
村
以
来
日
の
浅
い
村
と
し
て

創
立
・
昭
和二
十
五
年
十
一
月
一
日

位
置
・
白
滝
村
字
白
滝
千
四
百
五
十
四
番
地

三和
小
中
学
校
校
歌

作
詩

大
塚

作
曲
渡
部

三

郎 盈

一
明
星
光
る
晩
の

頂
高
し
空
の
上

す
が
し
く
あ
れ
よ
三
和
校

究
め
よ
真
明
ら
かに

ニ
水
上
こ
こ
を
行
く
水
の

滝
瀬
は
ひ
び
く
深
き
木
々

気
高
く
あ
れ
よ
三
和
校

磨
け
よ
心
美
し
く

三
岩
吹く
風
に
堪
え
な
が
ら

命
を
強
く
開
く
花

雄
し々
く
あ
れ
よ
三
和
校

徹
せ
よ
こ
ゆ
る
ぎ
な
く

第
一
章
教
育
の
概
要

二九五



六
教

育

は
各
学
校
の
施
設
拡
充
を
は
か
る
に
経
済
的
期
待
が
も
て
な
い
こ
と
、
さ
ら
に
最
大
の
な
や
み
は
単
級
学
校
の
教
育
効
果
の
面
で
あ

り
、
こう
し
た
観
点
に
立
つ
な
ら
ば
2
案
の
上
白
滝
に
、
いわ
ゆ
る
統
合
校
舎
を
新
築
し
教
育
の
実
を
あ
げ
る
こ
と
と
い
う
案
に
種

種
論
議
が
か
わ
さ
れ、
昭
和二
十
五
年
六
月
つ
い
に
村
民
大
会
を
開
い
て
村
民
の
声
を
聞
い
た
結
果
、
結
局
第二
案
支
持
が
大
勢
を

占
め
統
合
校
舎
建
設
の
議
が
確
定
し
た
。
これ
によ
り
現
在
地
(上
白
滝
=
白
滝
原
野
千
四
百
五
十
四
番
地
)
一町
歩
の
民
地
を
村

で
買
受
け
学
校
敷
地
と
し
、
昭
和
二
十
五
年
十
一
月
一
日
村
立三
和
小
学
校
と
し
て
発
足
し
た
。
時
に
男
子
七
十
五
名、
女
子
八
十

三
名
計
百
五
十
八
名、
三
学
級
編
成
で
あ
っ
た。
校
名
の
起
源
は、
閉
校
と
な
っ
た
奥
白
滝、
東
白
滝
の
二
校
と
、
新
築
の
構
想
あ

っ
た
が
実
ら
な
か
っ
た
天
狗
平
校
の
校
下
住
民
の
和
合、
団
結、
発
展
を
祈
願
し
て
村
長
は
じ
め
知
識
人
に
よ
っ
て
“三
和"
と
名

付
け
ら
れ
た
。

昭
和二
十
六
年
四
月
一
日
小
学
校
と
の
併
置
校
な
が
ら
村
立三
和
中
学
校
と
し
て
独
立、
こ
れ
ま
で
白
滝
中
学
校
に
通
学
し
て
い

た
上
白
滝
、
奥
白
滝
、
東
白
滝
、
天
狗
平
方
面
の
生
徒
は
こ
の
日
を
も
っ
て
転
入
学
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
年
男
子
四
十
三
名
、

女
子
四
十
一
名
計
八
十
四
名、
二
学
級
編
成
で
授
業
が
開
始
さ
れ
た。

支
湧
別
中
学
校
が
白
滝
中
学
校
に
統
合
が
決
定
し
た
時
点
に
お
い
て
三
和
中
学
校
は
複
式
編
成
と
な
る
昭
和
四
十
七
年
度
よ
り
統

合
を
可
と
す
る
結
論
が
出
て
い
た
が、
急
速
に
減
少
し
つ
つ
あ
る
生
徒
数
に
よ
っ
て
統
合
の
機
運
も
た
か
ま
り、
昭
和
四
十
五
年
十

月
三
日
の
第
十
一
回
教
育
委
員
会
定
例
会
に
お
い
て、
三
和
中
学
校
を
廃
校
し
、
白
滝
中
学
校
に
統
合
す
る
こ
と
に
決
定
さ
れ、
か

くし
て
昭
和
四
十
六
年三
月
三
十
一
日
を
も
っ
て
三
和
中
学
校
が
廃
校
さ
れ、
四
月
一
日
よ
り
白
滝
中
学
校
に
統
合、
白
滝
中
学
校

の
新
校
舎
落
成
ま
で
授
業
は引
き
つ
づ
き三
和
小
学
校
に
お
い
て
続
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

二九六
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井 保 幡 田 内 田 崎 宮 藤 本 出 木 藤 村 野 藤 部

勝 伶 み 和 保 陽 俊 千 哲 勝 貞 洋 良 寛 知 修
よ 代
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小 中 中 中 中 中 小現 二 初

代

代 代 代

歴
代
P
T
A
会
長

神 洲 島 代 藤 苗 橋

義 紀 幹

修

久
森 大 前

氏

谷 庭 田

吉 千 勘
代 名

郎 吉 治 1 1 1 1 1 1

六
・
六
・

小 小 小 中 中 中

嶋 五 石 中 庄 石
十

谷谷

本 嵐 川 村 内 垣

淳 裕 玲 隆

菊 一 二 武 子 夫

ク
四
五
・

四・
へ
四
四
・
一〇・

←
四
二
・
一
一・

ク
四三
・
三
・
三
一

ク
四
二
・

四
・
一

昭
和
四
一
・
八
・

一

1 1 1

現 現 現

在 在 在

三
・〇
四
・〇
四
・
上

"
三
六、
三
七、
三
八、
三
九、
四〇
、
四
一、
四二
、
四三
、
四
四、
四
五

期

三
二
、
三
三
、
三
四、
三
五

昭
和二
五、
二六、

二
七、二

八、
二
九、
三〇
、
三
一 間

第
九
項
支
湧
別
私
設
教
授
場

い
わ
ゆ
る
寺
子
屋
式
学
校
に
も
等
し
い
教
育
を
行
な
っ
て
い
た
上
支
湧
別
私
設
教
授
場
が、
入
植
者の
増
加
に
と
も
な
う
児
童
数

の
増
に
よ
っ
て
大
正
四
年
夏
支
湧
別
教
授
場
と
し
て
正
式
認
可
が
お
り
た
こ
と
は
既
述
の
と
お
り
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
支
湧

別
五
線、
六
線
の
児
童
は
通
学
区
域
の
関
係
で
九
線
教
授
場
ま
で
通
う
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
し
九
線
ま
で
の
道
は
刈
分
け
道
で
昼

な
お
薄
暗
く
、
子
供
た
ち
に
と
っ
て
通
学
は
非
常
に
苦
労
で
も
あ
り
ま
た
危
険
性
も
あ
っ
た
。
当
時
た
ま
た
ま
上
支
湧
別
部
落
よ
り

支
湧
別
部
落
の
方
が
人
口
も
多
か
っ
た
関
係
も
あ
っ
て、
大
正
五
年
井
村
謙二
、
佐
藤
平
一
郎、
佐
木々三
之
助
ら
が
中
心
と
な
り

第
一
章
教
育
の
概
要

二九九

石 愛 川 八 佐 名 大

春 子 衛 岑 徳 治 勲
四
・
四
・

四
一
・
四
・

四
一
・
四
・

四
一
・
四
・

六
四
〇
・

四
・

六
四
〇
・

四
・

昭
和
四
〇
・
四
・

三
・
C

五
・
〇

一・
二

五
・〇



育

六
教

部
落
一
丸
と
な
って
支
湧
別
五
線
に
も
学
校
を
設
置
し
よ
う
と
の
運
動
が
展
開
さ
れ
た
。
か
く
し
て
学
校
建
設
用
地
を
六
線
の
公
共

用
地と
決
め、
同
年
五
月
部
落
民
の
労
力
奉
仕
に
よ
っ
て三
十
余
坪
の
校
舎
が
完
成
し
た
。
喜
び
に
満
ち
た
部
落
民
は
さ
っ
そ
く
開

校
の
準
備
を
す
す
め、
元
教
員
の
履
歴
を
持
っ
た
行
商
人
久
保
田
を
引
き
と
め
て
先
生
と
し
て
迎
え
入
れ、
教
授
場
の
認
可
申
請
の

か
た
わ
ら
勉
強
が
始
ま
っ
た。
校
名
も
東
白
滝
教
授
場
と
す
る
べ
く
手
は
ず
も
と
と
の
っ
た
が
、
す
で
に
九
線
の
支
湧
別
教
授
場
が

認
可
に
な
っ
た
あ
と
で
も
あ
り
、
あ
ら
ゆ
る
手
を
尽
し
て
の
運
動
の
甲
斐
も
な
く
つ
い
に
公
認
に
至
ら
ず
廃
校
と
な
っ
た
。
し
か
し

大
正
六
年
五
月
の
大
山
火
に
は
各
教
授
場
と
も
灰
燼
と
化
し
た
が、
ひ
と
り
五
線
私
設
教
授
場
の
み
無
焼
で
残
り
た
る
は
ま
こ
と
に

皮
肉
な
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
白
滝
お
よ
び
支
湧
別
教
授
場
の
児
童
は
時
間
帯
を
定
め、
校
舎
再
興
ま
で
の
間
五
線
私
設
教
授

場
を
使
用
し
た
。
そ
の
後
こ
の
私
設
教
授
場
は
五
線
部
落
会
館
と
し
て
改
築
し
、
青
年
指
導
の
場
と
し
て
活
用
さ
れ
た
。

支
湧
別
四
線
に
奈
良
団
体
長
と
し
て
団
員
を
引
き
連
れ
入
地、
支
湧
別
開
拓
に
つ
と
め
な
が
ら
五
線
私
設
教
授
場
設
立
に
献
身
努

力
し
た
井
村
謙二
に
つ
い
て
、
当
時
(大
正
六
年
一
月
)
の
北
見
新
聞
は
次
の
よ
う
に
紹
介
し
て
い
る
。

「前
文
略…
…
今
や
支
湧
別
学
校
問
題
の
た
め
寝
食
を
忘
れ、
あく
ま
で
そ
の
目
的
を
達
すべ
く
自
ら
陣
頭
に
立
ち
、
部
落
の
寄
附
に
よ
り
完
全
な

る
新
校
舎
を
新
築
し、
教
員
を
招
へ
いし
、
命
令
一
下
開
校
を
待
ち
つ
つ
あ
る
も
位
置
問
題
の
た
め
未
だ
完
成
せず
、
井
村
謙二
は
た
めに
認
可
な

け
れ
ば
私
立
学
校
を
決
心
し
つ
つ
あ
り、
又
以
て
意
志
の
人
な
る
か
な
」。

第
十
項
青
年
学
校

青
年
学
校
発
足
の
基
は
大
正
十
五
年
四
月
勅
令
に
よ
っ
て
「青
年
訓
練
所
令
」
が
公
布
さ
れ、
こ
れ
に
よ
っ
て
青
年
の
軍
事
的
教

育
が
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
そ
の
対
象
は
十
六
歳
か
ら
二
十
歳
ま
で
の
男
子
と
定
め
ら
れ、
こ
の
訓
練
期
間
四
年
間
で
年
間

二
百
時
間
を
上
回
る
学
科、
教
練
を
行
な
っ
た。
昭
和
十
年
四
月、
時
局
の
進
展
に
と
も
な
い
青
年
訓
練
所
の
機
構
改
革
を
行
な
い
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こ
れ
を
青
年
学
校
と
改
称、
男
女
青
年
を
対
象
と
し
てこ
れ
ま
で
の
青
年
訓
練
所
以
上
の
厳
格
な
訓
練
指
導
が
行
な
わ
れ
た
。
北
海

道
も
こ
れ
に
従
っ
て
同
十
年
八
月
青
年
訓
練
所
千
百
五
十
二
校、
こ
の
生
徒
数
お
よ
そ
五
万
人
、
実
業
補
修
学
校
六
百
六
十
一校
、

こ
の
生
徒
数
男
女
合
計
約
三
万
三
千
人
が
解
消
さ
れ
て
青
年
学
校
と
し
て
衣
が
え
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
経
過
を
た
ど
り
昭
和
十
四

年
四
月
つ
いに
青
年
学
校
へ
の
入
学
が
義
務
制
と
な
り
、
戦
時
体
制
の
一
翼
を
に
な
う
よ
う
に
な
っ
た
。

白
滝
青
年
学
校

本
村
に
お
け
る
経
緯
は
大
正
十
五
年
六
月
二
十
一日
遠
軽、
丸
瀬
布
な
ど
と
と
も
に
白
滝
尋
常
小
学
校
内
に

白
滝
を
一
円
と
し
た
白
滝
青
年
訓
練
所
を
併
置
し
、
そ
の
目
的
に
沿
っ
て
訓
練
が
は
じ
め
ら
れ
た
が、
前
述
の
訓
練
所
改
革
に
よ
っ

て
当
訓
練
所
も
昭
和
十
年
八
月
一
日
を
も
っ
て
白
滝
青
年
学
校
と
改
称、
義
務
就
学
制
に
よ
っ
て
設
け
ら
れ
た
女
子
部
は
土
地
の
状

況
に
よ
り
通
年
制
を
し
く
こ
と
は
不
可
能
と
み
て
毎
年
十
二
月
よ
り
翌
年
三
月
ま
で
の
冬
期
間
集
中
的
に
講
義
が
続
行
さ
れ
た
。

昭
和
十
四
年
に
至
り
奥
白
滝
方
面
通
学
距
離
遠
隔
の
た
め
奥
白
滝
小
学
校
に
女
子
部
支
所
を
設
置、
さ
ら
に
翌
十
五
年
一
月
生
徒

の
自
然
増
と
遠
距
離
を
理
由
に
支
湧
別
青
年
学
校
の
設
置
認
可
が
お
り
支
湧
別
尋
常
小
学
校
に
併
設
さ
れ
た。

昭
和
十
八
年
四
月
青
年
学
校
は
一
町
村
一
校
の
制
度
と
変
り、
こ
れ
が
た
め
同
十
八
年
五
月
一
日
支
湧
別
青
年
学
校
を
統
合
し、

同
日
付
に
て
支
湧
別
女
子
部
分
教
場、
奥
白
滝
女
子
部
分
教
場、
旧
白
滝
女
子
部
分
教
場
の三
女
子
部
分
教
場
を
設
け
た
が
、
昭
和

二
十
年
一
月
青
年
学
校
規
則
の
一
部
改
正
に
よ
り
、
女
子
部
も
通
年
制
と
な
り
、
同
年
五
月
各
分
教
場
は
閉
校
と
な
り
白
滝
青
年
学

校
に
吸
収
さ
れ
た
。
この
間
数
多
く
の
修
業
生
、
卒
業
生
を
送
り
出
し
た
青
年
学
校
も
昭
和
二
十
二
年
三
月
教
育
基
本
法
の
公
布
に

よ
っ
て
廃
止
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

青
年
学
校
の
各
部
の
課
程
お
よ
び
教
科
等
は
学
則
に
よ
っ
て
左
の
と
お
り
規
定
づ
け
ら
れ
て
い
た。
す
な
わ
ち

男
子
部…
…
普
通
科
二
年
、
本
科
五
年、
研
究
科
一
年

第
一
章
教
育
の
概
要

三
一



育

六
教

女
子
部…
…
普
通
科
二
年、
本
科
三
年
、
研
究
科
一
年

科
目
…
…
修
身
公
民
科、
普
通
学
科
(
数
学、
国
語
、
歴
史
、
地
理
、
音
楽
)、
職
業
科
(農
業
)、
体
操
科、
家
事
お
よ
び
裁
縫

科
、
教
練
科

第
十
一項

白
滝
技
芸
専
門
学
校

旧 文 化 女 塾

遠
軽
町
か
ら
分
村
独
立
し
た
本
村
は
、
あ
ら
ゆ
る

分
野
に
わ
た
っ
て
村
発
展
の
た
め、
さ
ら
に
住
民
福

祉
の
た
め
意
欲
を
も
や
し
、
和
裁
洋
裁
の
需
要
増
に

対
処
し
村
内
婦
女
子
の
生
活
文
化
の
向
上
を
は
か
る

を
目
的
と
し
て
「
女
塾
」
の
設
置
を
計
画
、
昭
和二

十
三
年
七
月
一
日
村
立
白
滝
文
化
女
塾
と
し
て
市
街

地
東
区
に
施
設
を
完
備
し
て
開
講、
和
・
洋
裁
の
実

技
指
導
に
当
っ
た。
こえ
て
昭
和
二
十
七
年
五
月
十

五
日
「
村
立
白
滝
文
化
女
塾
各
種
学
校
」
と
し
て
正

式
認
可
が
あ
っ
て、
翌
二
十
八
年
十
一
月
一
日
「村
立
白
滝
技
芸
専
門
学
校
」
と
改
称、

内
容
さ
ら
に
充
実
せ
る
"ま
な
び
や
”
と
し
て
躍
進
し
た
の
で
あ
る
。

同
校
の
設
立
目
的
お
よ
び
修
業
年
限
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

三

わ
れ
ら
気
高
き
道
ゆ
か
む

希
望
に
燃
え
て
朝
な
夕

文
化
の
かが
り
火
か
ざ
し
つ
へ

あ
～
悠
久
の
そ
の
な
が
れ

濃
緑
の
影
も
さ
や
かに

湧
別
の

理
想
の
光
り
た
ゆ
み
な
し

仰
ぎ
いそ
し
む
学
舎
に

美
徳
の
珠
玉
を
磨
き
つ
♪

あ
ん
朔
北
の
山
の
脈

二
遙
か
な
る
雲
路
の
遠
方
に

香
る
心
を
捧
げ
な
む

愛
し
の
郷
に
女
わ
れ

野
山
の
幸
く
む
産
業
の

あ
～
清
ら
か
な
朝
ぼ
ら
け

天
地
の
恵
を
う
け
て
高
原
の

歌

雪
白
く

一
校



(位(設
立
目
的
)
白
滝
村
市
街
地
東
区

置
)

和
裁
洋
裁
そ
の
他
婦
女
子
に
必
要
な
学
芸
技
能
を
授
け、
農
村
に
お
け
る
生
活
文
化
の
向
上
を
は
か
る
と
と
も
に
日

本
女
性
と
し
て
の
品
格
を
陶
冶
す
る
。

修
業

年
限

科
六
十
名
以
内

員

名

1

六 六
カ カ

一
年
六
カ
月

修
業
年
限

月 月

至 自

翌
年
四
月
三
〇
日

毎
年
五月

一日

至
同
年
一〇
月
三
〇
日

每
年
五
月

一日

至
翌
年
四
月
三
〇
日

自
每
年
一
一月

一日

間

夜 1 昼
摘

要
間 間

専 本 科

修
科

若

定

干

ま
た
、
こ
れ
ま
で
主
と
し
て
助
役
が
女
塾
長
と
し
て
兼
務
し
て
い
た
も
の
が、
名
称
替
え
を
機
に
教
育
委
員
会
の
所
管
と
な
り
教

育
長
が
技
芸
学
校
長
を
兼
務
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

夜
間
同
校
に
通
う
交
通
の
便
全
く
悪
い
上
支
湧
別
地
区
の
婦
女
子
は、
市
街
地
に
下
宿
す
る
か
徒
歩
に
て
通
学
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
か
っ
た
。
こ
う
し
た
悩
み
を
解
消
す
べ
く
地
域
住
民
の
要
望
を
い
れ
分
校
の
設
置
を
決
め
、
昭
和
三
十
年
十
一
月
よ
り
上
支
湧
別

元
家
庭
学
校
済
美
館
を
借
り
受
け
「
白
滝
技
芸
専
門
学
校
上
支
湧
別
分
校
」
と
し
て
冬
期
間、
夜
間
部
の
設
置
を
み
た
ので
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
村
内
唯
一
の
い
わ
ゆ
る
花
嫁
修
業
学
校
と
し
て
将
来
を
期
待
さ
れ
て
い
た
技
芸
学
校
も、

第
一
章
教
育
の
概
要

三〇三

研
究

科

別

四
十
名
以
内

自

期



六
教

一、
生
徒
数
の
減
少
と
中
学
卒
業
生
の
進
学、
就
職
の
高
率
化

二
、
経
済
成
長
に
よ
る
衣
服
生
活
の
高
度
な
移
り
変
り

三、
技
芸
専
門
学
校
に
か
か
わ
る
諸
経
費
の
過
重
化

等
が
素
因
と
な
り
、
一時
は
本
校、
分
校
合
せて
在
籍
数
八
十
名
を
越
え
た
技
芸
学
校
も
昭
和三
十二
年
を
ピ
ー
ク
と
し
て
入
学

者
が
激
減
し、
昭
和
三
十
五
年
九
月
の
定
例
村
議
会
に
お
い
てこ
れ
が
廃
校
を
可
決、
文
化
女
塾
と
し
て
発
足
以
来
わ
ず
か
十二
年

に
し
て
技
芸
専
門
学
校
は
同
年
十
一
月
廃
校
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

塾
長
校
長

長 長

谷 三 三 小

氏
藤 木 木 出

吉 克 克 月
名

雄 己 己 江

" 1 " 昭
三
一
年
一
一月

一日
二
八
年
一
二月

二
四
年
四
月

一日
昭
和
二
三
年
七
月
一日

就
任
年
月
日

教 教 助 村
育 育
長 長 役 長

身
分

備
考

分
校
長
兼
務、
昭
和三
五
年
一
一月
廃
校

昭
和三
〇
年
設
置
の
支
湧
別
分
校
長
兼
務

第
二
章
教
育
委
員
会

敗
戦
に
よ
っ
て
国
内
の
あ
ら
ゆ
る
制
度
は
根
本
的
な
改
革
が
行
な
わ
れ、
学
校
教
育
に
お
い
て
も
昭
和
二
十二
年三
月
公
布
の
教

育
基
本
法
お
よ
び
学
校
教
育
法
の
制
定
に
よ
っ
て
従
来
の
殻
を
破
り、
い
わ
ゆ
る
六
・
三
制
の
学
制
が
昭
和二
十
四
年
四
月
か
ら
実

施
さ
れ
た
の
で
あ
る
が、
こ
れ
よ
り
さ
き
昭
和二
十
三
年
七
月
十
五
日
教
育
委
員
会
法
が
制
定
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
の
一
般
行
政
よ
り

三〇四
育

ク 校 々 塾



独
立
し
た
自
治
組
織
を
も
ち
、
公
正
な
民
意
に
よ
り
地
方
の
実
情
に
即
し
た
民
主
主
義
的
な
教
育
行
政
を
行
な
う
も
の
と
さ
れ
た
。

か
く
し
て
同
二
十
三
年
十
月
十
五
日
に
第
一
回
の
教
育
委
員
会
委
員
の
選
挙
が
行
な
わ
れ、
十
一
月
一日
か
ら
初
の
教
育
委
員
会
が

発
足
し
た
の
で
あ
る
が、
こ
の
時
発
足
し
た
教
育
委
員
会
は
義
務
設
置
の
都
道
府
県、
五
大
市
の
ほ
か
全
国
で
二
十
一
市
十
六
町
九

村
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
市
町
村
に
お
い
て
は二
十
五
年
十
一
月
ま
で
に
設
置
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
た
が、
法
律
の
改
正
に
よ
っ
て

こ
れ
が
昭
和二
十
七
年
十
一
月
ま
で
と
延
期
さ
れ
た。
し
か
し
な
が
ら
教
育
委
員
会
の
設
置
単
位、
委
員
の
選
任
方
法、
委
員
会
と

教
育
長
と
の
関
係、
さ
ら
に
は
行
政、
財
政
面
か
ら
生
じ
る
諸
問
題
等
根
本
的
な
検
討
を
加
え
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
意
見
が
全
国

的
に
広
が
り、
文
部
省
に
お
い
て
も
こ
れ
が
修
正
に
本
腰
を
入
れ
国
会
に
提
案
さ
れ
た
が、
た
ま
た
ま
昭
和
二
十
七
年
八
月
の
第
十

四
回
国
会
は
突
如
解
散
さ
れ
た
た
め
修
正
を
見
ず
し
て
義
務
設
置
と
な
っ
た。
こ
れ
に
よ
り
同
二
十
七
年
十
月
五
日
全
国
一
斉
に
教

育
委
員
の
選
挙
が
行
な
わ
れ、
十
一月
一
日
よ
り
教
育
委
員
会
の
発
足
と
な
っ
た
。

白
滝
村
に
お
いて
も
こ
の
選
挙
に
よ
っ
て
奥
山
吉
弥
、
石
山
久
三
郎
、
小
島
一郎
、
本
田
晨
の
四
名
が
当
選
し
、
議
会
議
員
の
な

か
か
ら
丹
羽
実
市
が
選
任
さ
れ
定
数
五
名
の
新
委
員
が
誕
生、
委
員
の
互
選
に
よ
っ
て
奥
山
吉
弥
が
教
育
委
員
長
に
、
委
員
長
職
務

代
理
者
に
は
石
山
久
三
郎
が
選
ば
れ、
さ
ら
に
十
一月
一
日
付
を
も
っ
て
三
木
克
己
助
役
が
教
育
長
兼
務
で
就
任
し
た
の
で
あ
る
。

か
く
て
昭
和二
十
七
年
、
都
道
府
県
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
全
国
の
全
市
町
村
に
教
育
委
員
会
が
設
置
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
が、

教
育
委
員
会
制
度
に
対
す
る
改
正
意
見
の
声
さ
め
や
ら
ず
、
こ
う
し
た
世
論
に
よ
り
第二
十
四
国
会
に
お
い
て
「
地
方
教
育
行
政
の

組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
法
律
案
」
が
政
府
か
ら
提
出
さ
れ
て
衆
参
両
院
を
通
過、
昭
和三
十
一
年
六
月
三
十
日
法
律
第
百
六
十
二

号
と
し
て
公
布
さ
れ、
教
育
委
員
の
公
選
制
が
廃
止
さ
れ、
法
律
で
規
定
さ
れ
た
条
項
に
も
と
づ
き
村
長
が
選
ん
で
議
会
の
同
意
を

得
て
村
長
が
任
命
す
る
と
い
う
任
命
制
に
変
り
、
昭
和三
十
一
年
十
月
一
日
か
ら
現
行
の
教
育
委
員
会
が
発
足
し
た
の
で
あ
る
。
任

第
二
章
教
育
委
員
会

三〇五



六教
育

三
六

命
制
初
の
委
員
は
中
山
徳
蔵
(四
年
委
員)、

西
方
憲
誠
(三
年
委
員)、

熊
谷
貞
雄
(二
年
委
員)、

的
場
正
夫
(一
年
委
員)、

谷
藤
吉
雄
(四
年
委
員
)
の
五
名
で
、
委
員
長
に
西
方
憲
誠
が、
ま
た
新
法
は
教
育
委
員
の
中
か
ら
教
育
長
を
選
ぶ
こ
と
に
な
っ
た
の

で
、
谷
藤
吉
雄
が
教
育
長
に
互
選
さ
れ
た
。

歴
代
教
育
長就
任
年
月
日

元
年
九月
一日

三
年
四月
一日

0・
五

0・
五

在
職
年

三・
一
助
役
兼
任
教
育
長

教
育
長
事
務
取
扱

助
役
兼
任
教
育
長
谷
藤
吉
雄

氏
名

実 一
昭
和
三
年
10月

一日

就
任
年
月
日

空三年
二
月
一日
|現

在
三
年
五月
一日

四
・
五 七

在
職
年

" "

教
育
委
員

備 備

考

丹 本 小 石 奥
氏

羽 田 島 山 山

実 1
三

市 晨 郎 郎 弥

名

歴
代
委
員

議
会
選
出

" 11 " 公

|区
選 分

至自 至自 至自 至自 至自
ハ ッ リー リノ リノ ノ昭 期

一〇
・

四
・
三
〇

一七
・
一
一
・

一九
・

二
七
・
一
一
・

三
〇
・
四
・
二

二七・
一一

二
・
九・三

〇
二
七
・
一
一
・
一

三
九・

九・
三

中和
二
七
・
一一
・ 間

一
二
・

三
・
一二

在
職
年

六 八 五
自自
九七

備

至
三
一
・
九
(委
員
長
)

至
二
九
・
一〇
(副
委
員
長
)

考

三 谷 三

木 藤 木
克 吉 克

己 雄 己

氏

氏
名

ク 昭
和
三
年二
月
一日

備
考

太
田

井
田
光

一・
一〇

(委
員
長
)

自
二
九・
一
一
至三
〇
・
四(副

委
員
長
)

六
・二
二

吉



第
二
章
教
育
委
員
会

近 前 田 女 小 後 熊 的 中 西 後 藤 布 味

泰 田 坂 屋 川 藤 谷 場 山 方 藤 原 田 戸

吉 き 唯 三 貞 貞 正 徳 憲 貞 兼

男 ち 光 郎 保 治 雄 夫 蔵 誠 治 清 勇 一

命 選

議
会
選
出

選

至自 至自 至自 至自 至自 至自 至自 至自 至自 至自 至自 至自 至自至自

四三 三三
○六 九五

三
五
・
一

三
四・
三

・
1
0
・

一六
・

三
・一〇.

1
三八・

四・三
二

一・
五
・
一

三五
・
九
・三
〇

11:19:16
二三
・
九
・
三〇

二 三四・
九・三
〇 .1

三
一
・
一〇
・

三
二
・
四
・
五

111.
1
0
.
一

1
.
2
.110

二〇
・
五
・
一

三
一・

九・三
〇

三〇
・
五・
一

三
:
加:
三〇

1〇
・
五・

三
・
九・三
〇

昭
和
二
九
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長
)
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学
校
給
食

児
童
・
生
徒
の
心
身
の
健
全
な
発
達
に
資
し
、
か
つ
食
生
活
の
改
善
を
は
か
る
意
味
合
い
か
ら
み
て
も
学
校
給
食

を
実
施
す
る
こ
と
が
文
部
省
の
指
導
方
針
で
も
あ
り
、
ま
た
全
国
的
な
流
れ
の
中
か
ら
当
村
に
お
い
て
も
こ
れ
が
実
施
も
当
然
思
慮

中
で
あ
っ
た
が
、
財
政
そ
の
他
諸
般
の
事
情
で
遅
延
し
て
い
た
と
こ
ろ、
支
湧
別
中
学
校
の
統
合
を
機
に
、
さ
ら
に
は
隣
町
丸
瀬
布

町
と
の
共
同
経
営
の
基
本
的
な
話
し
合
い
が
成
立
し
た
の
で
、
昭
和
四
十
四
年
度
よ
り
給
食
実
施
の
計
画
に
沿
っ
て
「学
校
給
食
に

つ
い
て
の
懇
談
会
」
を
全
村
地
区
別
ご
と
に行
な
い
、
積
極
的
な
啓
蒙
を
な
し
つ
つ
住
民
の
理
解
協
力
を
求
め
た
結
果、
つ
い
に
大

方
の
賛
成
を
得、
昭
和
四
十
三
年
十
二
月
二
十
一
日
付
北
海
道
教
育
委
員
会
よ
り
給
食
組
合
設
立
認
可
も
あ
り
、
翌
四
十
四
年
四
月

九
日
よ
り
村
内
全
小
中
学
校
の
完
全
給
食
が
実
現
し
た
の
で
あ
る
。

施
設
に
つ
い
て
は
丸
瀬
布
町
総
合
豪
雪
セン
ター
内
に
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
を
付
設、
「丸
瀬
布
町
白
滝
村
学
校
給
食
組
合
」
を

三〇八

○
自
四
〇
・

五
至
四
二
・
九
(委
員
長
職
務
代
理)
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現
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学 校 給 食

設
立
、
組
合
事
務
所
を
丸
瀬
布
町
に
置
き
、
議
決
機
関
と
し
て
の
組
合
議
会
を
設
置
し
給
食
組
合

の
運
営
に当
っ
て
い
る。
越
前
丸
瀬
布
町
長
お
よ
び
国
松
白
滝
村
長
を
理
事
者
と
し
両
町
村
か
ら

議
員
を
選
出、
本
村
よ
り
の
互
選
組
合
議
員
は
古
関
初
夫、
山
崎
政
治、
小
山
田
昌
光、
森
谷
吉

郎
の
四
名
で
、
給
食
組
合
長
に
は
丸
瀬
布
町
長
越
前
修
吉
、
副
組
合
長
に
は
白
滝
村
議
会
議
長
の

古
関
初
夫
が
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
任
に
当
っ
て
い
る
。

ま
た、
給
食
組
合
議
会
の
下
に
「学
校
給
食
セン
ター
運
営
委
員
会」
を
設
け、
学
校
給
食
を

適
正
か
つ
円
滑
に
行
な
う
こ
と
を
目
的
と
し
、
こ
の
運
営
委
員
会
は
丸
瀬
布、
白
滝
両
町
村
の
各

学
校
長
、
連
合
P
T
A
会
長
な
ら
び
に
単
位
P
T
A
、
学
校
医
、
学
識
経
験
者
よ
り
選
出
さ
れ
た

者
を
も
っ
て
組
織
さ
れ、
白
滝、
丸
瀬
布
両
町
村
合
せ
て三
十
名
以
内
の
定
数
と
さ
れ
、
給
食
費

の
決
定
、
収
入
支
出
予
算
お
よ
び
決
算
の
認
定
の
ほ
か
給
食
の
運
営
に
関
す
る
事
項
の
審
査
な
ら

び
に
調
査
研
究
を
行
な
う
こ
と
を
任
務
と
さ
れ
て
いる
。

学
校
給
食
の
型
は
パ
ン、

ミ
ル
ク
(生
乳)、

副
食
(お
か
ず
)
の三
本
立
て
を
原
則
と
す
る
完
全
給
食
で
週
五
日
制
を
採
り
、

年
間
二
百
日
供
給
を
基
本
と
し
て
い
る
。
な
お
給
食
費
は
年
額
小
学
生
九
千
四
百
円
、中
学
生
一万
八
百
円
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
。

学
校
教
育
の
一環
と
し
て
行
な
う
給
食
は、

一、
日
常
生
活
に
お
け
る
食
事
に
つ
い
て、
正
し
い
理
解
と
望
ま
し
い
習
慣
を
養
う
こ
と
。

二、
食
生
活
の
合
理
化、
栄
養
の
改
善
お
よ
び
健
康
の
増
進
を
は
か
る
こ
と
。

三
、
食
糧
の
生
産、
配
分
お
よ
び
消
費
に
つ
い
て
正
し
い
理
解
を
は
か
る
こ
と
。

第
二
章
教
育
委
員
会
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育

と
いう
三
つの
目
標
を
も
っ
て
実
施
し
て
いる
。
給
食
の
配
送
に
は
専
用
自
動
車
二
台
を
も
っ
て
行
な
い、

一台
は
丸
瀬
布
町
を、

他
の
一
台
は
白
滝
村
内
を
担
当
し
、
保
温
な
ら
び
に
衛
生
管
理
に
十
分
意
を
注
ぎ
な
が
ら
行
な
っ
て
い
る
。

丸
瀬
布
町
総
合
豪
雪
セ
ン
タ
ー
内
に
施
設
さ
れ
た
給
食
セ
ン
タ
ー
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
建
、
七
十
坪
の
面
積
を
も
ち
建
設
費
に

約
一
千
百
四
十
万
円
を
要
し
た
が
、
こ
れ
は
す
べ
て
丸
瀬
布
町
の
負
担
と
な
っ
て
お
り
、
設
備
費
に
つ
い
て
は
丸
瀬
布、
白
滝
両
町

村
の
対
象
生
徒
・
児
童
数
に
応
じ
て
一
般
会
計
か
ら
の
繰
出
し
負
担
と
し
た
。

昭
和
四
十
三
年
度
負
担
額四
百
十
六
万
二
千
円

白
滝
村

二
百
九
十
六
百
八
千
円

昭
和
四
十
四
年
度
負
担
額五
百
四
十
九
万
円

丸
瀬
布
町

白
滝
村

三
百
二
十
一
万
円

ち
な
み
に、
本
道
に
お
け
る
学
校
給
食
(完
全
給
食
、
補
食
、
ミ
ル
ク
給
食
を
含
む)
実
施
状
況
は、
昭
和
四
十
四
年
度
の
統
計

に
よ
る
と、
小
、
中
学
校
総
数
三
千
二
百
三
十
九
校
の
う
ち
、
二
千
五
百
九
十
六
校
で
実
施
率
八三
・二
間
、
児
童
・
生
徒
数
で
は

七
十
九
万
七
千
百
二
十
二
人
の
う
ち
、
七
十
万
八
千三
百
五
十
一
人
が
給
食
を
受
け
て
お
り
実
施
率
八
八
・九
幹
(系
数
は
い
ず
れ
も

『北
海
道
年
鑑』に

よ
る)

の
多
き
に
及
ん
で
お
り
、
い
か
に
学
校
給
食
が
普
及
し
て
い
る
か
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

三
〇
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第
三
章
社
会
教
育

昭
和二
十
年
八
月
敗
戦
に
よ
る
戦
争
終
結
に
よ
っ
て
戦
時
中
の
各
種
団
体
は
す
べ
て
解
散
を
命
ぜ
ら
れ、
社
会
環
境
も
し
だ
い
に

黒
ず
ん
で
き
は
じ
め
た
。
本
道
に
お
い
て
も
こ
う
し
た
社
会
に
対
処
る
す
た
め
昭
和
二
十
一
年
十
月
社
会
教
育
委
員
を
市
町
村
の
有

識
者
に
委
嘱
発
令
を
行
な
い
社
教
活
動
を
展
開
し
た
が、
道
庁
の
社
教
方
針
が
末
端
に
浸
透
せ
ず
、
結
局
市
町
村
ご
と
に
社
会
教
育

委
員
の
設
置
を
義
務
づ
け
す
る
こ
と
に
改
正
を
行
な
い、
こ
の
制
度
は
一期
二
ヵ
年
で
消
滅
し
て
し
ま
っ
た
。

本
村
に
お
け
る
道
庁
よ
り
の
社
会
教
育
委
員
委
嘱
者
は
小
出
月
江
、
布
田
富
蔵、
田
坂
唯
光
の
三
名
で
あ
っ
た
。

昭
和二
十
五
年
十
一
月
白
滝
村
社
会
教
育
委
員
設
置
条
例
を
設
定
し
、
委
員
の
定
数
を
八
名
と
し
て
任
期
二
年
と
定
め、
翌
二
十

六
年
五
月
徳
江
保、
二見
勝
治、
山
崎
巌
、
川
村
国
雄、
南
政
雄、
牧
野
好
潤、
小
島
一
郎、
的
場
正
夫
ら
に
委
嘱
を
行
な
い、
社

会
教
育
の
推
進
に
努
め
つつ
今
日
に
至
っ
て
い
る
。
近
年
社
会
教
育
の
実
践
活
動
も
活
発
化
し
、
成
人
学
級、
婦
人
学
級、
成
人
教

室
な
ど
も
開
き、
明
る
く
楽
し
い
生
活
を
おく
る
た
め
特
に
毎
年、
年
度
初
め
に
重
点
目
標
を
樹
て
事
業
の
遂
行
に
努
めて
い
る
。

昭
和
四
十
四
年
度
社
会
教
育
重
点
目
標

一、
健
全
な
青
少
年
を
育
て
る

イ
愛
の
よ
び
か
け
運
動
を
高
め
る

ロ
青
少
年
を
め
ぐ
る
社
会
環
境
浄
化
運
動
を
高
め
る

二
、
村
を
き
れ
い
に
す
る
た
め
進
ん
で
奉
仕
し
ょ
う

第
三
章
社
会
教
育
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六

育育

・

イ
明
る
く
美
し
い
環
境
づ
く
り
を
進
め
る

社
会
に
対
す
る
奉
仕
心
を
高
め
る

ロ

三
、
時
間
を
守
ろ
う

イイ
時
間
の
励
行
を
は
か
る

合
理
的
な
生
活
慣
習
を
養
う

口

四
、
ラ
ジ
オ
体
操
に
参
加
し
よ
う

イ
ラ
ジ
オ
体
操
の
普
及
を
は
か
る

昭
和
四
十
六
年
四
月
現
在、
高
嶋
温
厚
、
橋
本
芳
栄、
前
田
秀
之、
田
中
金
蔵、
斎
藤
好
範、
野
村
代
志
子
、
丹
羽
昌
子、
下
佐

美
智
雄
ら
が
社
会
教
育
委
員
と
し
て
委
嘱
さ
れ
て
い
る
。

青
年
教
育

白
滝
開
拓
の
夜
明
け
は
明
治
四
十
五
年
か
ら
大
正
初
期
に
か
け
て
本
州
方
面
か
ら
の
団
体
に
よ
る
入
植
に
よ
る
も

の
が
大
き
い
比
重
を
示
す
が、
も
ち
ろ
ん
団
体
入
植
者
の
陰
に
か
く
れ
て
は
いる
が
未
開
地
を
求
め
て
単
独
入
植
し
た
幾
十
組
か
の

移
住
者
の
労
苦
も
忘
却
す
る
わ
け
に
は
ゆ
か
な
い。
こう
し
て
入
植
し
来
た
っ
た
団
体、
個
人
の
別
な
く
血
気
み
な
ぎ
る
若
人
の
姿

も
数
多
く
見
ら
れ
た
が
、故
郷
を
遠
く
離
れ
て
原
始
林
に
お
お
わ
れ
た
未
開
の
土
地
に
入
り
雨
の
日
も
風
の
日
も
開
墾
に
汗
を
流
し
、

何
一
つと
し
て
心
を
慰
め
る
も
の
と
て
な
く
、
苦
労
を
承
知
の
入
植
と
は
い
え
若
者
た
ち
に
と
っ
て
味
気
な
い
灰
色
の
青
春
で
も
あ

っ
た。

一日
の
過
激
な
作
業
が
終
え
イ
ロ
リ
を
囲
ん
で
食
す
る
夕
食
も
、
最
早
贅
沢
を
許
さ
れ
な
い
開
拓
者
に
と
っ
て
“
一家
団
ら

ん”
の
場
と
は
い
え
な
い
物
淋
し
さ
が
あ
っ
た
。
この
よう
な
環
境
に
あ
っ
た青
年
た
ち
は
い
つ
と
は
な
し
に
友
を
求
め
合
い
、
そ

し
て
語
り
合
う
こ
と
に
よ
っ
て
唯
一
の心
の
慰
め
と
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
う
す
暗
い
ラ
ン
プ
の
下
で
郷
土
の
将
来
を
語
り
合
い、

三三
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イ
ロ
リ
の
火
の
消
え
る
の
も
忘
れ
て
真
剣
な
ま
な
ざ
し
で
語
る
時
こ
そ
明
日
へ
の、
未
来
へ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
蓄
積
と
も
な
っ
た
の

で
あ
る
。
青
年
会
の
誕
生、
実
は
こ
う
し
た
経
緯
に
よ
っ
て
生
れ
た
も
の
で
あ
る
。
支
湧
別
小
学
校
編
『支
湧
別
の
生
い
た
ち
』
に

当
時
の
支
湧
別
青
年
会
発
起
人
の
一
人
で
あ
る
菊
地
次
郎
の
寄
稿
文
を
次
の
よ
う
に
載
せ
て
い
る
。

「前
文
略…
…
大
正
四
年
入
植
し
た
私
は、
単
身
し
か
も
学
校
出
た
ば
かり
の
十
八
歳
の
小
僧
な
の
で
近
所
の
人
か々
ら
ず
い
分
面
倒
を
見
て
も
ら

っ
た
。
し
かし
な
ん
と
いっ
て
も
千
古
の
ま
ま
の
原
始
林
の
ど
ま
ん
中、
夜
に
も
な
れ
ば
湖
の
底
の
よ
う
な
静
け
さ
に
は
耐
え
ら
れ
な
い
孤
独
感
が

おそ
って
き
た
。
こん
な
時
に
近
所
の
友
だ
ち
が
来
て
、
共に
懐
か
し
い
故
郷
の
自
慢
話
等
を
し
て
淋
し
さ
を
慰
め
あ
っ
た
も
の
だ
。
一人
身
で
誰

も
気
が
ね
の
な
い
私
の
小
屋
はこ
ん
な
き
っか
け
から
何
時
と
は
なし
に、
七、
八
人
の
常
連
が
集
ま
って
来
て
毎
夜
開
拓
後の
夢
を
た
の
し
み
合

って
い
る
う
ち
に
、
こ
んど
は
古
本
を
読
み
あ
っ
た
り
数
学
や
珠
算
など
を
や
る
も
の
も
あ
り、
そ
れ
が
間
も
なく
各
自
石
油
箱を
持
ち
よ
って
机

と
し
、
昔の
寺
子
屋
式
の
勉
強
の
形
を
と
る
よ
う
に
な
っ
た。
これ
に
は
誰
が
先
生
と
か
生
徒
と
か
い
う
意
識
を
持
た
な
い
ご
く
自
然
の
力
の
話
し

合
いで
あ
った
。
また
、
夏
と
も
な
れ
ば
月
夜を
利
し
て
私
の
小
屋
の
前
で
剣
道や
相
撲
も
や
っ
た
。
…
…
後
文
略」

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
青
年
会
の
誕
生
が
み
ら
れ
た
わ
け
で
あ
る
が、
ひ
と
り
支
湧
別
の
み
な
ら
ず
本
村
各
部
落
に
お
い
て
も
同

じ
よ
う
な
素
因
に
よ
っ
て
青
年
会
が
誕
生
し
た
の
で
あ
る
。

本
村
に
お
け
る
青
年
会
の
発
足
は
大
正
四
年
八
月
上
白
滝
青
年
会
(会
長
末
松
次
郎)
の
結
成
が
は
じ
め
と
さ
れ、
事
務
所
を
奥

白
滝
教
授
場
に
置
き
上
白
滝、
奥
白
滝、
奥
白
滝
高
台
部
落
一
円
の
十
五
歳
か
ら
三
十
歳
ま
で
の
青
年三
十
余
名
を
も
っ
て
組
織
し
、

青
年
の
修
養
を
目
的
と
し
て
補
習
教
育
や
講
話
会
の
開
催、
銃
剣
術
の
修
習
を
し
て
い
た。
ま
た
奥
白
滝
高
台
(今
の
天
狗
平)
に

居
住
す
る
青
年
た
ち
は
小
学
校
尋
常
科
卒
業
後
高
等
小
学
校
は
遠
軽
ま
で
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
入
植
日
浅
い
開
拓
者
に
と
っ
て

距
離
的
に
経
済
的
に
み
て
通
学
や
下
宿
に
つ
い
て
の
学
習
は
不
可
能
に
近
か
っ
た
た
め
、
天
狗
平
神
社
拝
殿
を
利
用
し
、
奥
白
滝
教
・

授
場
笠
原
郡
治
校
長
に
理
解
を
求
め
大
正
十
年
秋
よ
り
夜
学
を
開
講、
夏
期
は
週
一
晩
な
い
し
二
晩、
冬
期
は
土
曜
日
曜
を
除
く
毎
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晩
、
野
良
仕
事
を
終
え
た
こ
ろ
よ
り
高
台
の
青
年
十
二
、
三
名
の
真
剣
な
勉
学
が
続
け
ら
れ
て
い
た
が、
大
正
十三
年
四
月
白
滝
尋

常
小
学
校
に
高
等
科
併
置
と
な
る
に
及
ん
で
、
こ
の
夜
学
も
中
止
と
な
っ
た
。

上
白
滝
青
年
団
よ
り
わ
ず
か
に
お
く
れ
て
組
織
さ
れ
た
支
湧
別
青
年
会
は、
支
湧
別
教
授
場
開
所
に
よ
っ
て
良
き
指
導
者
を
得
て

大
正
四
年
九
月
に
発
足
(会
長
菊
地
次
郎)、

十
五
歳
以
上
二
十
七
歳
ま
で
の
青
年三
十
余
名
が
入
会
、
修
養
の
場
と
し
て
補
修
教

育
な
ら
び
に
武
術
の
錬
磨
に
つ
と
め
つ
づ
け
た
。
大
正
九
年、
こ
れ
ま
で
支
湧
別
部
落
一円
を
区
域
と
し
て
い
た
も
の
が
地
域
的
に

広
範
囲
な
た
め、
上
支
湧
別
青
年
会
と
支
湧
別
青
年
会
の
二
つに
分
れ、
そ
れ
ぞ
れ
目
的
に
沿
っ
て
発
展
し
て
い
っ
た
。

か
く
す
る
う
ち
に
今
の
白
滝
市
街
一
円
と
し
た
白
滝
青
年
会
(大
正
七
年
発
足、
会
長
三
宅
長
一
郎
)、
下
白
滝、
旧
白
滝
部
落

を
包
括
し
た
旧
白
滝
青
年
会
(大
正
六
年
五
月)
が
誕
生、
い
ず
れ
も
上
湧
別
村
連
合
青
年
会
に
所
属
し
て
い
た
が、
大
正
八
年
四

月
遠
軽
分
村
に
よ
っ
て
遠
軽
村
連
合
青
年
団
に
所
属
替
え
と
な
っ
た
。

い
ず
れ
の
単
位
青
年
会
に
お
い
て
も
自
発
的
に
創
設
さ
れ
た
も
の
だ
け
に
そ
の
発
展
ぶ
り
は
す
さ
ま
じ
く
、
上
支
湧
別
青
年
会
に

お
い
て
は
大
正
十三
年
六
月
、
青
年
の
熱
望
が
部
落
民
の
心
を
も
動
か
し
、
当
時
と
し
て
は
北
見
地
方
に
お
い
て
一、
二
を
争
う
立

派
な
青
年
会
館
の
建
設
を
な
し
遂
げ、
遠
軽
村
青
年
団
に
お
い
て
も
称
讃
の
的
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
。

上
支
湧
別
青
年
会
の
会
館
建
設
が
刺
激
と
な
っ
て
単
位
青
年
会
が
発
議
し
て
部
落
共
有
の
会
館
が
支
湧
別、
上
白
滝、
奥
白
滝
等

に
大
正
年
間
中
あ
い
つ
い
で
建
設
さ
れ、
誰
に
遠
慮
す
る
こ
と
も
な
く
夜
を
徹
し
て
青
年
の
語
ら
い
が
続
く
こ
と
も
あ
っ
た
。

青
年
会
活
動
の
中
に
は、
学
習
を
は
じ
め
と
し
て
銃
剣
術
の
修
得、
講
演
会
、
弁
論
会
の
開
催、
記
念
植
樹、
共
同
耕
作、
援
農

奉
仕
作
業、
施
設
見
学
旅
行
、
ス
ポ
ー
ツ
大
会
等
行
事
計
画
に
よ
っ
て
励
行
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
各
自
開
拓
営
農
の
か
た
わ
ら
こ

う
し
た
盛
り
だ
く
さ
ん
の行
事
遂
行
に
は、
自
己
を
磨
き、
若
き
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
って
豊
か
な
郷
土
建
設
を
夢
み
て
い
た
か
ら
に
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ほ
か
な
ら
な
い
。

青
年
会
活
動
の
中
で、
そ
の
記
念
事
業
の
一
つ
と
し
て
施
行
さ
れ
た
“カ
ジ
カ
の
繁
殖
"
は
郷
土
愛
の
発
露
と
し
て
今
日
わ
れ
わ

れ
の
胸
を
う
つ
も
の
が
あ
る
。

大
正
十
三
年
十
月
上
支
湧
別
青
年
会
創
立
十
周
年
記
念
事
業
の
一つ
と
し
て
白
滝
の
大
障
害
の
た
め
支
湧
別
川
上
流
に
繁
殖
せ
ざ

る
ハカ
ジ
カ
ル
の
繁
殖
を
は
か
る
こ
と
と
し
た
。
『郷
土
の
生
い
た
ち
』
(昭
和三
十
一
年
支
湧
別
小
学
校
編)
か
ら
そ
の
一
文
を
引
用
し

て
み
る
と
、

「こ
の
計
画
の
中
で
シカ
ジ
カル
を
殖
や
そ
う
と
いう
計
画
は
大
変
意
義
あ
る
こ
と
でし
た。

現
在
で
は
支
湧
別
の
ど
の
川
を
見
て
も
ハ
カジ
カ
ル

(ド
ン
コ
と
呼
ば
れ
て
いる
)
が下
白
滝
の
滝
から
上
に
は
一
匹
も
い
な
かっ
た。
十
一
月
五
日
朝
早く
集
ま
っ
た
青
年
は、手

に
手
に
あ
み
やバ
ケ

ツを
下
げ
て
下
白
滝
ま
で
歩
い
て
行
っ
た
。
そし
て
滝
の
下
の
方
で
ハカジ

カル
を
と
っ
た
が
仲
上々
手
に
い
か
ず
、
裸
に
な
っ
て
川
に
と
び
こ
ん

で
と
る
者
な
ど
大
変
な
騒
ぎ
で
あ
っ
た。
夕
方
近
く
ま
で
か
か
り
百
匹
あ
まり
の
ミカジ

カル
を
す
く
っ
た
が、
す
で
に
寒
い
季
節
な
の
で皆
ぶ
る

ぶる
と
ふ
る
え
乍ら
帰
途
に
つく
。
途
中
旧
白
滝
十
七
号
附
近、
幽
仙
橋
の下、

布
田木
工
場の
止
め、
通
学
橋の
下、
支
湧
別
七
線
の
小
川
の
五

カ
所
に
二
十
匹
位ず
つ
放
し
た。
この
こ
と
は
そ
れ
ま
で
支
湧
別
川
に
多
く
い
た
イ
ワ
ナ、
ヤマ
べ
が
次
第
に
取
り
つ
く
さ
れ
た
の
で
、
この
ま
ま

で
は
魚
が
一
匹
も
い
なく
な
る
と
考
え
かカジ

カル
を
ふ
や
そ
う
で
は
な
い
か
と
いう
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
そ
の
頃
乏
し
か
った
食
生

活
を
少
し
で
も
補
おう
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た。
これ
に
よ
っ
て支
湧
別
川
に
"カジ

カ
ル
が住
み
は
じ
め
た
が
、
し
ば
ら
く
の
間
は
学
校
に
頼
ん

で
子
供
に
と
ら
せ
な
い
よう
に
す
る
と
か、
毎
年
川
を
見
て
歩
き
増
加
し
て
ゆ
く
様
子
を
調べ
る
な
ど、
いろ
いろ
苦
労
を
し
た
」。

昭
和
十
二
年
勃
発
の
日
華
事
変
が
拡
大
し
て
長
期
戦
と
な
り
、
日
に
増
し
国
内
は
戦
時
体
制
化
さ
れ、
こ
れ
が
青
年
会
の
組
織
の

中
に
も
波
及、
武
道
の
鍛
練、
戦
時
訓
練
等
が
盛
ん
に行
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
この
こ
ろ
本
村
域
内
各
青
年
会
は
青
年
団
と

呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
、
同
時
に
女
子
青
年
団
も
生
ま
れ
た。
ま
た
連
合
青
年
に
よ
る
一
夜
修
養
会
な
ど
も
こ
の
こ
ろ
か
ら
年
中
行

事
と
し
て
執
行
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
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昭
和
十
六
年
一
月
文
部
省
の
方
針
に
よ
っ
て
大
日
本
青
少
年
団
が
発
足、
各
地の
青
年
団
は
すべ
て
大
日
本
青
少
年
団
の
所
属
と

な
り
、
す
べ
て
こ
れ
か
ら
出
さ
れ
る
命
令
に
よ
っ
て
行
動
、
運
営
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
、
同
十
六
年
四
月
上
支
湧
別、
支
湧

別
青
年
団
を
合
体
し
た
遠
軽
青
年
団
支
湧
別
分
団、
上
白
滝、
奥
白
滝、
同
高
台
青
年
団
を
合
併
し
た
遠
軽
青
年
団
上
白
滝
分
団、

白
滝、
旧
白
滝
青
年
団
を
一
つに
し
た
遠
軽
青
年
団
白
滝
中
央
分
団
の
三
青
年
団
と
な
し
従
来
の
青
年
団
は
事
実
上
解
散
の
形
と
な

っ
た
。
こう
し
て
い
ず
れ
も
遠
軽
青
年
団
の
組
織
の
も
と
、
戦
時
訓
練
に
没
頭
す
る
よ
う
に
な
り
、
いつ
し
か
青
年
団
も
戦
争
に
ま

き
こ
ま
れ
て
い
っ
た
。

昭
和二
十
年
八
月
の
終
戦
に
よ
っ
て
青
少
年
団
は
即
刻
解
散
を
命
ぜら
れ
て
解
体
し
た
が、
戦
後
の
社
会
的
混
乱
の
中
から
、
い

か
に
し
て
よ
り
早
く
平
和
な
民
主
国
家
を
再
建
せ
し
む
る
か、
戦
に
敗
れ
た
り
と
は
い
え
祖
国
を
愛
す
る
、
郷
土
を
愛
す
る
素
朴
な

心
は
失
わ
れ
て
お
ら
ず、
こ
う
し
た
心
の
触
れ
合
い
か
ら
再
び
面
目
を
一
新
し
た
青
年
団
の
組
織
が
み
ら
れ
民
主
的
な
運
営
が
な
さ

れ
た
。

戦
後
に
お
け
る
青
年
団
の
結
成
状
況

団
休

名

11
111

.
1.

1
二
一
・
一
・
一

昭
和二
〇
・
九・
一〇

創
立
年
月
日

男

一
一 1 構

成
員

数
計

二匹

五
一

三
五
三
五

飛 伊 五 近
十

沢 藤 嵐 藤

克 鉄

敏

代
表
者
名

己 男 巌 雄

北
支
湧
別
青
年
団

北 共 奥 上

共
白
滝
青
年
団

栄
青

年
団

白
滝
青
年
団

二
一・

五
・
一〇

1 二
一

女

= 三 一四 一
四



上
支
湧
別
青
年
団

二
一
・
八・

1
二
五
・
四
・
一

二
三
・
七
・
二
〇

二
三
・
七
・
六

二
二
・
四
・
五

←
二
一・
一〇

昭
和
二
一・
一〇
・

1

二〇
〇 二〇 一七 一五
二二 一七
四
四

一三
七
一
二
一〇 一一
一四
二
一
二
五

三
三
七

三
二
二
七
二
六
三
六
三
八
六
九

古 渡 小 佐 佐 大 出
久

関 辺 野 藤 間 黒 立

初 政 正 良 大 寅

男 清 夫 郎 一 吉 雄

昭
和
二
十
五
年
四
月
網
走
支
庁
管
内
青
年
団
協
議
会
の
地
方
下
部
組
織
と
し
て
斜
網、
北
見、
紋
別、
遠
軽
の
四
地区
連
合
会
が

発
足、
遠
軽
地区
青
年
団
連
合
会
に
は
遠
軽、
生
田
原、
湧
別、
上
湧
別、
若
佐、
佐
呂
間、
丸
瀬
布、
白
滝
の
ハ
カ
町
村
の
青
年

団
が
ふ
く
ま
れ
た
。
そ
の
後
昭
和
二
十
六
年
に
は
連
合
会
が
協
議
会
と
名
称
が
変
り
、
本
村
の
連
合
青
年
団
も
白
滝
村
青
年
団
体
協

議
会
と
改
称
し
、
運
営
が
な
さ
れ
て
き
た
が
、
昭
和
二
十
九
年
ご
ろ
か
ら
農
村
青
少
年
ク
ラ
ブ
、
あ
る
い
は
4
H
ク
ラ
ブ
な
ど
の
結

成
が
み
え
は
じ
め、
こ
れ
が
た
め
青
年
団
を
脱
退
す
る
者
ま
で
も
続
出、
核
分
裂
を
お
こ
し
て
し
ま
っ
た
。
の
ち
昭
和三
十
四
年
四

月
一
日
再
び
大
同
団
結
し
、
白
滝
村
青
少
年
ク
ラ
ブ
連
絡
協
議
会
と
し
て
発
足
し
た
。
現
在
会
員
二
十
八
名、
協
議
会
長
森
谷
正
敏

が
会
を
統
括
し
、
1
夏
期
研
修
会
、
2
スポ
ー
ツ
大
会
、
3
一
夜
研
修
会
(プ
ロジ
ェク
ト
発
表
)、
4
収
穫
祭
、
5
新
春
研
修
会
、

6
冬
期
農
業
講
座
の
各
事
業
計
画
に
の
っ
と
り
少
数
精
鋭
主
義
で
活
発
な
運
営
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

婦
人
会

そ
も
そ
も
婦
人
団
体
の
組
織
過
程
に
つ
いて
は、
宗
教
団
体
の
中
か
ら
生
れ
た
も
の
、
修
養
を
目
的
と
し
て
生
れ
た

も
の
と
、
明
治三
十
七
年
全
国
的
組
織
と
し
て
生
れ
た
愛
国
婦
人
会
な
ど
が
あ
っ
た
。
国
を
愛
し
銃
後
の
守
り
を
婦
人
に
託
す
目
的
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三
章
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青

年
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青
年
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旧
白
滝
青
年
団
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の
愛
国
婦
人
会
で
あ
っ
た
が
強
制
加
入
で
も
な
く
、
ま
た
他
の
婦
人
会
と
の
複
数
加
入
も
あ
え
て
差
支
え
な
か
っ
た
。
大
正
八
年
愛

国
婦
人
会
遠
軽
委
員
部
が
遠
軽
村
に
組
織
さ
れ、
白
滝
は
当
然
そ
の
所
属
と
な
っ
た
が、
開
拓
と
大
正
六
年
の
大
山
火
の
痛
手
あ
ま

り
に
も
大
き
く
、
わず
か
数
人
の
入
会
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
昭
和
七
年
愛
国
婦
人
会
と
は
別
に
全
国
組
織
の
大
日
本
国
防
婦
人
会
が

発
足
、
全
国
に
支
部
を
結
成
さ
せ
入
会
の
啓
蒙
運
動
を
展
開
し
て
い
た
が、
遠
軽
に
お
い
て
昭
和
十
一
年
二
月
大
日
本
国
防
婦
人
会

遠
軽
分
会
が
組
織
さ
れ、
本
村
も
遠
軽
分
会
の
組
織
下
に
お
か
れ、
白
滝
分
区、
旧
白
滝
分
区
、
上
白
滝
分
区
、
支
湧
別
分
区
の
四

分
区
、
合
計
二
百
五
十
名
を
こ
え
る
会
員
の
入
会
を
み
た
。
白
カ
ッ
ポ
ウ
着、
白
地
に
黒
字
で
「大
日
本
国
防
婦
人
会
」
と
染
め
ぬ

か
れ
た
タ
ス
キ
を
斜
め
に
か
け、
日
の
丸
の
旗
を
手
に
出
征
兵
士
を
送
る
姿
な
ど
は
ま
こ
と
に
清
楚
で、
そ
の
活
動
ぶ
り
も
よ
く
統

制
が
と
ら
れ
て
い
た
。

昭
和
十
六
年
十二
月
太
平
洋
戦
争
勃
発
に
よ
っ
て
婦
人
団
体
の
統
合
の
気
運
た
か
ま
り
、
翌
十
七
年
春
従
来
の
愛
国
婦
人
会
、
国

防
婦
人
会
、
大
日
本
連
合
婦
人
会
な
ど
を
解
散
、
こ
れ
ら
を
合
併
し
た
大
日
本
婦
人
会
が
結
成
さ
れ
た
。
こ
れ
が
た
め
全
国
二
千
万

人
を
擁
し
た
と
い
わ
れ
る
婦
人
は
す
べ
て
政
府
の
監
督
指
揮
下
に
お
か
れ
、
本
土
決
戦
に
そ
な
え
竹
槍
訓
練
に
よ
り
銃
後
の
守
り
に

従
事
せ
し
め
た
。
戦
雲
た
だ
な
ら
ぬ
様
相
を
呈
し
は
じ
め
た
昭
和
二
十
年
六
月
、
国
民
義
勇
兵
役
法
公
布
に
よ
っ
て
大
日
本
婦
人
会

は
解
散、
全
員
が
国
民
義
勇
隊
に
統
合
さ
れ、
青
壮
年
男
子
と
と
も
に
防
空
頭
巾
を
か
ぶ
り
軍
隊
式
訓
練
が
徹
底
し
て
行
な
わ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。
終
戦
と
と
も
にこ
れ
ら
の
組
織
は
解
散
を
命
ぜ
ら
れ
た
が、
永
年
銃
後
奉
公
を
柱
に
親
睦
団
結
を
旨
と
し
親
し
ん

で
き
た
婦
人
会
組
織
に
未
練
が
の
こ
り、
戦
時
中
と
は
全
く
趣
き
を
異
に
し
た
婦
人
会
を
結
成
し
、
教
養
な
ら
び
に
知
識
の
向
上
を

は
か
り、
明
る
い
街
づ
く
り
に
一
翼
を
に
な
お
う
と
し
た
。

本
村
に
お
い
ても
昭
和二
十
二
年
十
月
会
員
五
百
五
十
名
に
よ
る
白
滝
村
婦
人
会
(会
長
・
前
本ミ
ツ)
の
結
成
を
見
た。
昭
和

三
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二
十
五
年
ご
ろ
よ
り
各
部
落ご
と
に
単
位
婦
人
会
が
生
れ、
昭
和二
十
八
年
傘下
単
位
婦
人
会
十
団
体
を
統
合
し
た
白
滝
村
連
合
婦

人
会
を
結
成
(連
合
婦
人
会
長
・
徳
江
サ
ダ、
会
員
総
数三
百
十
名)、

網
走
支
庁
管
内
婦
人
協
議
会
に
も
加
盟
し
て
い
た
が、
任

意
団
体
で
あ
る
た
め
組
織
系
統
に
不
完
全
な
と
こ
ろ
が
あ
り
、
会
の
活
動
は
や
や
低
調
で
あ
っ
た
。

昭
和
三
十
五
年
網
走
支
庁
管
内
婦
人
団
体
連
絡
協
議
会
と
改
称
さ
れ
る
に
及
ん
で、
同
三
十
五
年
四
月
こ
れ
ま
で
の
連
合
婦
人
会

を
解
消
し
て
白
滝
村
婦
人
団
体
連
絡
協
議
会
を
創
立、
初
代
協
議
会
長
に
谷
藤
テ
ル
が
就
任、
会
員
九
十
名
で
組
織
活
動
を
強
化
し

た
。第
三
章
社
会
教
育

三
九
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明
治
二
年
七
月
開
拓
使
の
設
置
以
来、
道
路
の
開
削、
鉄
道の
敷
設、
炭
坑
の
開
発、
農
漁
業
の
発
展
等
に
よ
り
当
然
のこ
と
な

が
ら
人
口
が
急
増
し
た
が、
こう
し
た
反
面
各
種
の
犯
罪
が
発
生
し
本
道
の
治
安
は
き
わ
め
て不
安
な
状
態
に
お
か
れ
る
羽
目
と
な

っ
た
。
そ
の
た
め
警
察
制
度
を
確
立
し
て
治
安
維
持
に
万
全
を
期
す
こ
と
と
な
っ
た。
開
拓
判
官
杉
浦
誠
の
邏
卒
設
置
の
建
議
に
よ

り
明
治
五
年
六
月
函
館
出
張
開
拓
使
庁
内
に
邏
卒
掛
を
お
き
函
館
市
中
の
巡
邏
に
当
た
っ
た
が、
こ
れ
本
道
に
お
け
る
い
わ
ゆ
る
警

察
の
始
ま
り
と
い
え
よ
う
。

函
館
よ
り
や
や
お
く
れ
て
明
治
九
年
九
月
札
幌
邏
卒
屯
所
の
設
置
を
見、
以
下
福
山、
江
差、
根
室
と
設
置
さ
れ
て
い
った
。
ま

た
開
拓
使
は
明
治
八
年
十
二
月
他
府
県
よ
り
若
干
お
く
れ
て
邏
卒
を
巡
査
と
改
称、

一般
に
警
察
官
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
え
て
明
治
十
年
三
月
札
幌、
函
館、
同
年
七
月
根
室
の
各
屯
所
が
警
察
署
と
改
称、
道
内
の
主
要
地
に
は
そ
れ
ぞ
れ
警
察
分
署
が

設
置
さ
れ
た
ので
あ
る
。
今
日
わ
れ
わ
れ
が
耳
に
し
た
り
口に
し
た
り
す
る
「
交
番」
と
は
「当
番
を
交
代
す
る
勤
務
の
拠
点
」
と

解
さ
れ、
本
来
は
「交
番
所
」
と
い
わ
れ
て
い
た
が、
明
治
十
四
年
八
月
開
拓
使
達
に
よ
っ
て
「
巡
査
交
番
所
」
が
「巡
査
派
出
所
」

と
な
り
、
さ
ら
に
明
治
二
十
三
年
四
月
「巡
査
駐
在
所
」
制
度
を
採
用、
ま
た
明
治三
十
四
年
六
月
に
至
り
「巡
査
部
長
派
出
所
」

第
一
章
警

察
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制
度
が
実
施
さ
れ
た
。

明
治
十
九
年
十
二
月
、
時
の
北
海
道
庁
長
官
岩
村
通
俊
は
郡
区
事
務
と
警
察
事
務
の
一体
化
な
ど
開
拓
地
行
政
の
刷
新
を
断
行
、

郡
区
長
に
警
察
署
長
を
、
警
部
・
警
部
補
に
も
郡
区
書
記
を
兼
任
さ
せ、
巡
査
に
も
一
般
行
政
事
務
を
補
助
さ
せ
、
戸
長
役
場
の
中

に
警
察
分
署
が
設
け
ら
れ、
か
つ
警
部
ま
た
は
警
部
補
が
戸
長
と
な
り
警
察
分
署
長
を
兼
ね
た
。
こ
う
し
た
行
警
一体
の
方
針
は
本

道
拓
殖
の
い
ち
じ
る
し
い
進
展
に
追
い
つ
け
ず
、
し
だ
い
に
渋
滞
す
る
兆
候
が
み
ら
れ
た
。
この
た
め
明
治
三
十
年
四
月
道
庁
官
制

を
改
正
し
郡
区
長
、
戸
長
の
署
長
兼
任
制
を
廃
止
し
て
警
察
署
あ
る
い
は
分
署
に
は
す
べ
て
専
任
の
警
察
官
を
置
く
こ
と
と
し
警
察

官
と
行
政
官
と
の
分
離
を
行
な
い、
そ
の
面
目
を
一
新
し
た
の
で
あ
る
。

北
海
道
北
見
方
面
本
部
遠
軽
警
察
署
白
滝
巡
査
長
駐
在
所

明
治
十
六
年
二
月
根
室
警
察
署
網
走
分
署
が
新
設
さ
れ、
こ
れ
が

網
走
管
内
初
の
警
察
機
関
で
あ
っ
た。
この
時
紋
別
郡
一
円
を
管
轄
区
域
と
す
る
巡
査
派
出
所
が
紋
別
に
設
置
さ
れ
た
。
同
二
十
年

一
月
網
走
分
署
が
警
察
署
に、
紋
別
派
出
所
が
分
署
に
昇
格
さ
れ
た
。
こ
え
て
同
二
十
五
年
湧
別
巡
査
駐
在
所
が
設
置
さ
れ
湧
別
村

一円
の
治
安
維
持
に
あ
た
っ
た
。
湧
別
巡
査
駐
在
所
は
明
治三
十
四
年
八
月
網
走
警
察
署
湧
別
分
署
と
し
て
昇
格
を
み
て
い
る
。

明
治
四
十
年
九
月
遠
軽
開
盛
以
南
を
管
轄
区
域
と
す
る
遠
軽
巡
査
駐
在
所
が
遠
軽
市
街
地
に
新
設
さ
れ、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
本

村
も
そ
の
管
轄
下
に
入
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
ろ
よ
り
湧
別
分
署
所
管
内
に
逐
次
駐
在
所
が
新
設
さ
れ
て
い
っ
た
。

本
村
に
お
い
て
は
明
治
四
十
五
年
以
来
開
拓
団
体
移
住
が
年
毎
に入
り
、
加
え
て
支
湧
別
方
面
に
は
造
林
事
業
に
と
も
な
う
人
夫

等
労
働
者
が
数
多
く
入
っ
た
こ
と
な
ど
か
ら
治
安
維
持
上
巡
査
駐
在
所
設
置
の
声
た
か
ま
り
、
遠
軽
以
西
最
初
の
巡
査
駐
在
所
が
隣

町
丸
瀬
布
に
先
が
け
て
大
正
四
年
四
月
一
日
白
滝
二
股
(現
・
白
滝
東
区
)
に
設
置
さ
れ
た
。
名
称
は
網
走
警
察
所
湧
別
分
署
白
滝

巡
査
駐
在
所
と
称
し、
初
代
駐
在
官
に
宮
下
周
吉
巡
査
が
着
任、
警
務、
衛
生、
保
安
と
そ
の
任
務
は
幅
広
で
あ
っ
た
。
駐
在
所
位

三
三



白滝巡査長駐在所

置
は
設
置
当
初
二
股
市
街
(今
の
東
区
丹
治
金
市
付
近)
宮
下
の
自
宅
を
使
用
し
て
い
た
が、

大
正
六
年
五
月
現
中
央
区
永
代
橋
西
寄
り
の
地
点
(今
の
太
田
清
付
近
)
に
新
築
中
白
滝
大
火

に
見
舞
わ
れ
て
全
焼、
位
置
を
現
東
区
永
代
橋
東
寄
り
の
地
点
(今
の
山
崎
松
雄
隣)
に
移
し

新
築
し
た
が
、
昭
和
七
年
十
月
石
北
線
全
通
な
る
に
及
ん
で
南
区
の
現
在
地
に
移
し
二
十
六
坪

の
駐
在
所
が
新
設
さ
れ
た
。

昭
和二
十
九
年
巡
査
部
長
派
出
所
に
昇
格
さ
れ
た
の
を
機
に
旧
駐
在
所
を
取
り
こ
わ
し
、
同

年
十
二
月
村
費
を
も
っ
て
三十
・五
坪
の
庁
舎
兼
部
長
住
宅
を
新
築、
昭
和
三
十
一年
十
二
月

道
警
に
移
管
し
た
の
で
あ
る
。

当
初
網
走
警
察
署
湧
別
分
署
下
に
お
か
れ
て
い
た
白
滝
は、
大
正
七
年
十
月
紋
別
分
署
が
警

察
署
に昇
格
さ
れ
た
た
めそ
の
管
轄
内
に
変
り
、
さ
ら
に
大
正
十
五
年
六
月
遠
軽
巡
査
部
長
派

出
所
が
警
察
署
に
昇
格し
そ
の
配
下
と
な
っ
た
。
既
述
の
と
お
り
昭
和
二
十
九
年
七
月
一
日
白

滝
巡
査
駐
在
所
が
巡
査
部
長
派
出
所
に
昇
格
さ
れ
た
が、
昭
和
四
十
三
年
四
月
機
構
改
革
に
よ
っ
て
部
長
派
出
所
が
警
察
官
駐
在
所

と
名
称
変
え
と
な
っ
た
。

本
村
駐
在
所、
派
出
所
等
に
お
い
て
駐
在
に
当
っ
た
歴
代
駐
在
官
お
よ
び
部
長
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

初
代
駐
在
官

着
任
年
月
日

氏
名

備

巡
査
駐
在
所
設
置
さ
る

考

大
正

四
・
四
・

一
宮

下
周

吉

第
一
章
警

代

察
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三



七
社
会
文
化

十
三
代

十
二
代

十
一
代

十
代

代 代 代 代 代 代 代 代駐
在
巡
査
長 " "

駐

" " " ノ 在官

昭
和
八

四
三
・

四
・

四
〇
・

四
・

三
八
・

四
・

三
六
・

四
・

三
四
・

四
・

三
二
・
四
・
二
五

二
九・

七
・
一五

二
八 二四
二二
・
五

一九
・

一・
一
一

一
七
・
七
・
一五

一三
・
一〇
・二
〇

一
五
・
七

一四
・
一二
・
二
七

1 一

田 後 小岩 林小 佐 高大 坂 高 寺 山 成 平 竹 柳 川 高 遠 千 川

中 藤 林 城 倉 藤 橋山 野 田 井 崎 沢 尾 下 瀬 上 橋 藤 葉 上

吉 政 米 正 茂 正 正 貞 勇 時 清 常千佐 三常 佐
太

秋 等 喜 三 夫 明 雄 信 三 通 二 雄 郎 吉 里 吉 郎 助 力 吉
昭
和
四
十
三
年
四
月
警
察
官
駐
在
所
と
な
る

昭
和
二
十
九
年
十
月
一
日
警
察
電
話
設
置
さ
る

※
卵二
十
九
年
七
月
一日
巡
査
部
長
派
出
所
と
な
る

坂
野
正
三
警
察
学
校入
学
中
二
カ月
間
の
臨
時
駐
在
官
な
り

昭
和二
十
五
年
六
月
電
話
(白
滝
九
番)
設
置
さ
る

三二四

初 六 五 四三 九 八 七 六 五 四 三 二

代 代代代 化

二
代

初
代

十
六
代

十
五
代

十
四
代

派
出
部
長

一四



昭
和
二
十
二
年
十
二
月
十
七
日
法
律
第
百
九
十
六
号
を
も
っ
て
警
察
法
が
公
布
制
定
さ
れ
、
翌
二
十
三
年三
月
か
ら
施
行
さ
れ
る

こ
と
と
な
り
、
国
家
地
方
警
察
と
市
町
村
自
治
体
警
察
が
お
か
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
、
明
治
以
来
の
警
察
制
度
が
大
き
く
変
っ
た
の

で
あ
る
。
し
か
し
こ
う
し
た
制
度
は
国
警
と
自
治
警
と
の
連
絡
の
不
徹
底
、
あ
る
い
は弱
体
町
村
の
財
政
を
圧
迫
し
所
期
の
目
的
は

達
せら
れ
な
か
っ
た。
そこ
で
昭
和
二
十
六
年
六
月
警
察
法
の
一
部
を
改
正
、
自
治
体
警
察
存
廃
は
住
民
投
票
を
行
な
い
、
そ
の結

果
に
よ
っ
て
決
せ
ら
れ
た
が
、
住
民
投
票
を
施
行
し
な
い
町
村
に
つ
い
て
も、
昭
和二
十
九
年
六
月
の
警
察
法
再
度
の
改
正
に
よ
っ

て
、
こ
の
年
六
月
三
十
日
限
り
を
も
っ
て
全
面
的
に
廃
止
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
かく
し
て
翌
三
十
年
七
月
一
日
よ
り
道
内
を
一本
に

ま
と
め
た
今
日
の
北
海
道
警
察
が
発
足
し
た
の
で
あ
る
。

本
村
に
お
け
る
自
治
体
警
察
は
、
人
口
規
定
数
五
千
人
に
満
た
ぬ
た
め
存
置
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

交
通
安
全
宣
言

昭
和三
十
七
年
十
月
市
街
地
一、〇
〇
〇
ぶ
の
舗
装
が
網
走
開
発
建
設
部
の
手
に
よ
っ
て
施
行
さ
れ、
交
通

上
、
環
境
衛
生
上
、
益
す
る
と
こ
ろ
大
で
あ
っ
た
。
し
か
し
村
内
保
有
の
車
輛
お
よ
び
村
外
よ
り
入
り
来
る
車
輛
の
増
加
に
と
も
な

い、
必
然
的
に
安
全
交
通
の
声
が
し
だ
い
に
強
ま
っ
てき
た
。
こう
し
た
村
民
の
声
は
村
議
会

に
お
い
て
も
取
り
あ
げ
ら
れ、
昭
和
四
十
年
九
月
の
定
例
村
議
会
の
席
上
「交
通
安
全
宣
言
に

関
す
る
決
議
」
が
議
決
さ
れ、
同
年
九
月
二
十
日
「交
通
安
全
宣
言
の
村
」
と
号
し
た
の
で
あ

交
通
安
全
宣
言
に
関
す
る
決
議

近
時、
道
路
交
通
の
発
展
伸
長
に
と
も
な
い、
交
通
事
故
は
年
激々
増
の
一
途
を
た
ど
り
、
い
ま
や
国

民
は
日
夜
事
故
の
恐
怖
に
さ
ら
さ
れ、
ま
こ
と
に
憂
慮
す
べ
き
事
態
に
立
ち
至
っ
て
い
る
。

交通安全のシンボルマー ク

第
一
章

警
察
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三
六

こ
の
と
き
に
あ
た
り、
わ
れ
わ
れ
白
滝
村
民
は
認
識
を
新
た
に
し
、
交
通
道
徳
の
高
揚
と
交
通
事
故
の
絶
滅
を
決
意
し
、
明
る
く
平
和
な
郷
土
白

滝
村
の
実
現
を
期
す
る
こ
と
を
宣
言
す
る
。

右
決
議
す
る
。

昭
和
四
十
年
九
月
二
十
日

白
滝
村
議
会

昭
和
四
十
二
年
十
一
月
北
見
方
面
公
安
委
員
会
に
お
い
て
は
交
通
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め、
東
区
祥
厳
禅
寺
入
口
・
西
区
会
館

間
、
白
滝
市
街
三
叉
路
(農
協
前)・

白
滝
橋
(
白
滝
温
泉
入
口)
間
を
四
〇
キロスピ

ー
ド
制
限
区
間
に
指
定、
過
疎
地
帯
と
い
え
ど

も
年
毎
に
増
加
の
傾
向
に
あ
る
交
通
事
故
の
撲
滅
を
は
か
っ
た
。

ま
た
、
小
学
校
の
児
童
を
対
象
と
し
た
野
外
交
通
安
全
指
導
が
白
滝
小
学
校
校
庭
に
お
い
て
地
元
警
察
官
指
導
の
も
と
に
昭
和
四

十
一
年
よ
り
毎
年
一
回
行
な
わ
れ、
自
転
車
に
よ
る
正
し
い
運
転
の
仕
方
あ
る
い
は
正
し
い
歩
行
の
仕
方
な
ど
の
指
導
を
行
な
い、

児
童
の
無
事
故
対
策
を
は
か
っ
て
い
る
。

交
通
安
全
指
導
員

昭
和
四
十
四
年
六
月
の
定
例
村
議
会
に
お
い
て
「白
滝
村
交
通
安
全
指
導
員
設
置
条
例」
を
設
け
、
住
民

の
交
通
安
全
を
保
持
し
も
っ
て
住
民
の
福
祉
増
進
を
は
かる
を
目
的
と
し
て
い
る
。
この
条
例
に
も
と
づ
い
て
翌
七
月
一
日
付
を
も

って
次
の
五
名
が
交
通
指
導
員
と
し
て
任
命
さ
れ
た
。

小
沢
与
之
助、
古
関
辰
雄、
小
出
光
雄、
広
田
亮
一
、
瀬
戸
勝

昭
和
四
十
五
年
六
月
交
通
指
導
員
の
部
長
制
を
し
き
、
小
沢
与
之
助
が
部
長
と
な
り
、
太
田
克
重
が
新
指
導
員
と
し
て
追
加
任
命

さ
れ
た
。

少
年
補
導
員

太
平
洋
戦
争
終
結
以
来、
い
わ
ゆ
る
戦
後
の
混
乱
と
社
会
情
勢
の
不
安
定
な
時
代
に
お
い
て
、
国
内
で
発
生
す



る
刑
法
犯
は
年
毎
に
発
生
件
数
が
増
し
て
い
った
が、
な
か
で
も
少
年
の
犯
罪
が
比
較
的
多
く
、
近
時
各
種
遊
興
場
の
乱
立、
悪
書

の
氾
濫
、
女
性
の
軽
装
化
等
に
よ
る
社
会
悪
も
手
伝
っ
て
少
年
の
犯
罪
も
し
だ
い
に
凶
悪
化
す
る
傾
向
が
出
て
き
た
。
こう
し
た
青

少
年
犯
罪
の
撲
滅
を
は
か
り、
健
全
育
成
を
強
化
し
不
良
化
防
止
を
目
的
と
し
て
遠
軽
警
察
署
に
お
い
て
少
年
補
導
員
制
度
を
設
け、

管
内
七
カ
町
村
に
そ
れ
ぞ
れ
補
導
員
を
委
嘱
し
少
年
の
補
導
を
強
化
し
た
。
本
村
に
お
い
て
も
昭
和
四
十
一
年
四
月、
井
村
昭二
、

中
村
友
禧、
谷
藤
テ
ル
ら
が
初
め
て
遠
軽
警
察
署
長
よ
り
少
年
補
導
員
の
委
嘱
を
う
け
、
地
元
警
察
官
と
一
体
に
な
っ
て
巡
回
補
導

を
行
な
っ
て
い
る
。

青
少
年
問
題
協
議
会

近
時
青
少
年
の
犯
罪
が
ま
す
ま
す
増
加
の
傾
向
に
あ
り
社
会
的
な
問
題
と
し
て
そ
の
対
策
に
頭
を
な
や

ま
し
て
い
る
が
、
こう
し
た
青
少
年
の
悪
の
芽
ば
え
は
家
庭
環
境
と
生
活
環
境
に
も
左
右
さ
れ
る
も
の
で
も
あ
り
、
明
る
く
温
か
い

社
会
環
境
を
作
り
、
真
に
愛
情
の
こ
も
っ
た
青
少
年
の
保
護
育
成
を
行
な
い、
健
全
な
社
会
人
を
育
て
る
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
て
い

る
。
そ
こ
で
本
村
に
お
い
て
も
昭
和
三
十
七
年
五
月
青
少
年
問
題
協
議
会
を
結
成
し
、
条
例
を
制
定
し
て
青
少
年
の
善
導
育
成
を
強

力
に
推
進
す
る
こ
と
と
し
た
。

昭
和
四
十
一
年
七
月
同
協
議
会
に
お
い
て
全
十
章
か
ら
な
る
“白
滝
村
青
少
年
生
活
信
条
”
を
制
定
し
広
く
周
知
せ
し
め
た
。

白
滝
村
青
少
年
生
活
信
条

私
は
常
に
気
高
く、
美
し
い
ヒラ
ヤマ
と
共
に
白
滝
村
の
次
の
世
代
を
に
な
う
青
少
年
で
あ
る
こ
と
に
ほ
こ
り
と
よ
ろ
こ
び
を
も
ち、
次
の
十
章

を
実
行
し
、
強
い
か
ら
だ
と
正
し
い心
を
も
って、

明
る
い
未
来
を
築
く
こ
と
に
努
力
し
ま
す
。

一
私
は、
父
母
を
中
心
に
兄
弟
協力
し
て
楽し
い
家
庭
を
つ
く
り
ま
す
。

二
私
は、
友
だ
ち
の
立
場
を
考
え、
す
す
ん
で
よ
い
友
だ
ち
に
な
り
ま
す
。

三
私
は、
社
会
や
集
団
生
活
の
き
ま
り
を
よ
く
守
り
、
奉
仕
に
心
が
け
ま
す
。

第
一
章
警

察
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四
私
は、
常
に
ほ
ほ
え
み
を
た
た
え、
明
る
い
気
持
で
人
に
接
し
ま
す
。

五
私
は、
健
康
な
か
ら
だ
と
美
し
い心
の
持
ち
ぬ
し
に
なり
ま
す
。

六
私
は、
つ
つし
み
を
失
わ
ず、
礼
儀
を
正
し
、
行
動
に
責
任
を
持
ち
ま
す
。

七
私
は、
物
を
む
だ
に
せ
ず
、
時
間
を
守
り
、
公
共
物
を
大
切
に
し
ま
す
。

八
私
は、
計
画
性
の
あ
る
く
ら
し
を
し
、
反
省
し
な
が
ら
向
上
に
つ
と
め
ま
す
。

九
私
は、
勤
労
を
尊
び、
学
習
に
励
み
、
す
す
ん
で最
善
の
努
力
を
つ
く
し
ま
す
。

十
私
は、
ど
ん
な
こ
と
に
も
く
じ
け
な
い
強
い
意
志
を
も
っ
て
生
活
し
ま
す
。

昭
和
四
十
四
年
度
に
お
いて
広
く
地
域
住
民
の
意
識
の
高
揚
と
実
践
活
動
の
推
進
に
あ
た
る
よ
う
村
民
運
動
の
盛
り
あ
が
り
を
促

進
す
る
た
め、
次
の
ご
と
き
具
体
的
運
動
方
針
を
打
ち
出
し
た
。

一
青
少
年
を
め
ぐ
る
社
会
環
境
浄
化
運
動

一
愛
の
よ
び
か
け
運
動

そ
の
他
青
少
年
顕
彰、
青
少
年
問
題
講
演
会、
青
少
年
向
優
良
映
画
の
普
及
な
ど
協
議
会
と
し
て
の
体
制
を
と
と
の
え
た
。

昭
和
四
十
四
年
四
月
任
命
さ
れ
た
協
議
会
委
員
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

条
例
第三
条
第
二
項
第
一
号
委
員

条
例
第
三
条
第二
項
第
二
号
委
員

条
例
第三
条
第二
項
第三
号
委
員

遠
軽
地
区
防
犯
協
会
白
滝
支
部

松
浦
健
蔵

太
田
実、
田
中
吉
秋

橋
本
芳
栄、
前
田
忠
治、
石
崎
瑛
一、
中
村
友
禧、
井
内
忠
男、
鈴
木
猛
夫、
前
田
秀
之
、
星
久
子

青
少
年
の
不
良
化、
犯
罪
の
未
然
防
止
等、
警
察
機
関
に
協
力
し
明
る
い
住
み
よ
い
郷
土
を

建
設
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
昭
和
三
十
六
年
六
月
村
内
の
区
長
会
議
に
お
い
て
白
滝
支
部
の
設
立
を
決
定
、
支
部
長
に
村
長
、
副

支
部
長
に
は
議
会
議
長
が
選
ば
れ
た。
支
部
の
事
業
は
青
少
年
の
街
頭
補
導
の
実
施、
防
犯
連
絡
所
の
設
置
等
で
、
そ
の
他
必
要
に

三三八



三
九

区

白
一
滝

罪 別

村

名 件数 件 数

凶
悪
犯

殺
強
放
強

人
盗
火
姦

----

-------- 1

盗犯 窃

盗 2

351

粗
暴
犯

傷
暴
脅
恐

害
行
迫
喝

21
1

1

知
能
犯

詐 欺
領 00

� 物 寄 蔵
わい せ つ 図 画
失

火 1 14

器 物 損 壊 1 6

強制わい せ つ 3

住 居 侵 入
営 利 誘 拐
業務過(交通事故)

0
0

45

過 失 致 死 (傷) 1
死 体 遺 棄 1

そ の 他

26

計 7

550

(昭和44年8月末現在・前1ヵ年
の計数)

り
翌
年
八
月
ま
で
の
一ヵ
年
に
お
い
て
実
に
五
百
五
十
件
に
も
及
ん
で
い
る
。
こ
の
う
ち
本
村
に
お
いて
は
わ
ず
か
七
件
に
し
か
す

ま
た、
遠
軽
地
区
防
犯
協
会
の
調
査
に
よ
る
遠
軽
警
察
署
管
内
に
お
け
る
全
刑
法
犯
発
生
検
挙
件
数
は、
昭
和
四
十
三
年
九
月
よ

上
支
湧
別
・
上
支
湧
別
郵
便
局

南
区
・
小
沢
与
之
助
宅

奥
白
滝
・
大
庭
千
代
吉
宅
西

区
・
植
村
直
治
宅

上
白
滝
・
前
田
忠
治
宅

中
央
区
・
小
出
光
男
宅

中
央
区
・
広
田
亮
一
宅

下
白
滝
・
新
保
国
英
宅

旧
白
滝
・
山
崎
政
治宅

東中
央
区
・
大
沢
幾
二
宅

南
区
・
笹
森
利

東
白
滝
・
今
村
北
路

西
区
・
大
庭
裕
二
宅

区
・
中
村
友
禧
宅
・
東

区
・
松
浦
健
蔵
宅

東北
支
湧
別・
岩
岡
平
次
郎
宅

支
湧
別
・
渡
瀬
秀

雄 勝 雄 蔵
宅 宅 宅 宅

第
一
章
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応
じ
活
発
な
防
犯
体
制
を
と
る
も
の
と
し
て
い
る
。

支
部
事
業
の
一
つ
で
あ
る
防
犯
連
絡
所
は
昭
和三
十
九
年
七
月
に
左
の
各
戸
を
指
定
し
、
標
示
板
も
取
り
つ
け、
交
通
事
故
の
発

生
、
喧
嘩、
押
売
り
そ
の
他
事
件
発
生
の
連
絡
所
と
な
っ
て
い
る
。
現
在
の
防
犯
連
絡
所
は
次
の
十
七
カ
所
で
あ
る
。

遠
軽
警
察
署
管
内

1
4

20
44

横

1
2

4
1
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ぎ
な
い
。

検
挙
状
況
は
前
表
の
ご
と
く
で
あ
る
。

防
犯
水
銀
灯

昭
和三
十
七
年
十
一
月、
待
望
久
し
い
村
内
初
の
舗
装
道
路
が
市
街
一
ま
ぶ
余
に
わ
た
っ
て
完
成、
こ
の
工
事

に
併
せ
て
白
滝
村
商
工
会
が
中心
に
な
っ
て
村
費
助
成
金、
受
益
者
の
寄
付
金
等
に
よ
っ
て
市
街
中
央
区
の
道
路
沿
い
に
「防
犯
水

銀
灯
」
が
設
置
さ
れ、
明
る
く
環
境
の
よ
い
街
が
で
き
あ
が
っ
た
。

こ
え
て
昭
和
四
十
年
七
月
東
区
、
南
区
、
西
区
の
全
域
に
前
回
と
同
形
態
の
も
と
に
五
十
五
灯
の
「
防
犯
水
銀
灯
」
が
架
設
さ
れ、

防
犯
上
有
効
な
役
割
を
果
す
こ
と
と
な
っ
た
。

第
二
章

消
防

消
防
と
い
え
ば
た
だ
ち
に
想
い
おこ
す
も
のに
纏
が
あ
る
。

し
る
し
ば
ん
てん ま

と
い

経
は
“ま
と
め
る
"
す
な
わ
ち
団
結
を
意
味
す
る
も
の
で、
「
い
ろ

は
」
四
十
八
組
に
わ
か
れ
た
組
名
入
り
の
印
半
纏
を
着
込
み、
火
災
現
場
に
お
い
て
纏
を
立
て
る
纏
持
ち
は
ま
さ
に
消
防
の
花
形
で

あ
っ
た
。
江
戸
の
華
の
代
名
詞
で
い
わ
れ
て
い
た
江
戸
の
火
事
も、
火
災
現
場
に
群
が
る
ヤ
ジ
馬
衆
の
多
勢、
あ
る
い
は
火
事
に
つ

き
も
の
で
あ
っ
た
ナ
ワ
張
り
争
い
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
勇
猛
果
敢
に
経
を
立
て
る
さ
ま
が
あ
ま
り
に
も
見
事
で
あ
っ
た
の
で
こ
れ

を
江
戸
の
華
と
称
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
今
日
優
秀
な
機
動
力
の
進
歩
に
よ
っ
て
消
火
作
業
が
行
な
わ
れ
る
に
及
ん
で
経
の
存
在
は

全
く
姿
を
消
し
て
し
ま
っ
た
が、
経
の
使
命
は
十
分
果
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。

白
滝
消
防
組

いず
れ
の
開
拓
地
も
火
入
れ
が
多
か
っ
た
よう
に
、
本
村
の
開
拓
入
植
者
も
融
雪
を
待
っ
て
一
斉
に
開
拓
地
の

三三〇



白滝消防本部 (昭和26年)

白滝消防組 (大正7年)

火
入
れ
作
業
が
行
な
わ
れ
た
。
網
走
支
庁
に
お
いて
は
こ
れ
ら
開
拓
者
に
対
し
て
は
火
入

れ
注
意
事
項
を
厳
守
さ
せ
る
指
導
は
し
て
い
た
も
の
の、
開
拓
に
意
気
旺
盛
な
開
拓
者
は

多
少
の
風
を
も
の
と
も
せ
ず
火
入
れ
を
続
行
し
て
い
た
が、
つ
い
に
大
正
六
年
五
月
に
至

り
未
曽
有
の
大
火
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
も

と
よ
り
消
防
組
が
あ
っ
た
わ
け
で
な
く
消
火

態
勢
も
不
慣
れ
な
た
め
強
風
と
あ
い
ま
っ
て

白
滝
一
円
火
の
海
と
化
し
て
し
ま
っ
た
。
こ

う
し
た
恐
ろ
し
い
体
験
と
大
火
に
よ
る
御
下

賜
金
の
あ
っ
た
こ
と
な
ど
か
ら
消
防
組
織
の

必
要
性
を
痛
感
、
大
正
七
年
五
月
上
湧
別
村

白
滝
公
立
消
防
組
を
設
置
、
本
部
を
二
股
市

街
に
置
き
、
下
村
正
一
郎
を
組
頭
に
推
薦
し
御
下
賜
金
に
て
購
入
し
た
腕
用
ポ
ン
プ
一

台
を
配
備
し
、
同
時
に
腕
用
班、
火
先
班、
警
護
班、
救
護
班
に
編
成
を
行
な
っ
た
。

大
正
七
年
九
月
十
五
日
発
行
の
『北
見
時
報』
に
白
滝
消
防
組
発
会
式
の
様子
が
次
の

よ
う
に
載
っ
て
い
る
。

「大
正
七
年
八
月
二
十
六
日
白
滝
消
防
組
発
会
式
を
挙
行
す
、
湧
別
分
署
長、
遠
軽
駐

在
巡
査
部
長
、
村
長
代
理、
宮
下
白
滝
駐
在
巡
査
及
各
有
志
の
臨
席
あ
り
、
消
防
組
員

第
二
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検
閲
後、下

村
組
頭
指
揮
の
許
に
各
個
教
練
あ
り、
終
っ
て
堀
田
小
頭
の
号
令
の
許
に
ポ
ン
プ
操
練
あ
り、
小
憩、仮

装
演
習
あ
り
終
っ

て
昼
食
後
発
会
式
場
に
参
集
す
。
山
口
署
長
の
訓
示
演
説、
村
長
代
理、
松
本
巡
査
部
長、
宮
下
巡
査
の
演
説
あ
り
、
終
っ
て
植
芝

上
湧
別
村
議
会
議
員
、
佐
藤
白
滝
部
落
部
長
、
久
保
消
防
後
援
会
長
の
祝
詞
朗
読
あ
り
最
後
に
下
村
組
頭
の
挨
拶
あ
り
て
閉
会
す
」。

当
時
の
白
滝
消
防
組
の
消
防
区
域
は
丸
瀬
布
が
未
組
織
で
あ
っ
た
た
め
丸
瀬
布
金
山
橋
以
南
石
北
峠
ま
で
の
き
わ
め
て
広
大
な
も

の
で
あ
っ
た
。

白
滝
消
防
組
設
置
当
時
の
上
湧
別
全
村
の
消
防
組
の
状
況
は
次
の
ご
と
き
記
録
が
残
っ
て
い
る
。

白
滝
消
防
組

上
生
田
原
消
防
組

遠
軽
消
防
組

上
湧
別
消
防
組

組

名

第
六
部

第
五
部

第
四
部

第
三
部

第
二
部

第
一
部

部
名

丸
瀬
布
金
山
橋
以
南

下
生
田
原
以
南

社
名
渕
川
以
南

南
兵
村
一区
一
円

南
兵
村二
区
一円

北
兵
村
二
区
一
円

屯
田
市
街
地
一
円

北
兵
村
一
区
一円

南
兵
村
三
区
一円

編
成

区
域

1

1 1 1 1 1 1 1

三 三

111 111 三 三 111 三 三

組
頭

部
長

小
頭

消
防
手

三〇 三
三
三三 二
七

二七
三〇

二
六

三〇

三
〇

大
正
七
・
五

大
正
六
・
五

大
正
六
・
五

大
正
七
・
五

大
正
七
・
五

大
正
七
・
五

大
正
六
・
五

大
正
三

明
治
四
一
・
一

創
立
年
月

1 1 1



大
正
七
年
岩
城
組
頭
の
代
に
な
っ
て
二
股
市
街
に
警
鐘
台
(火
の
見
や
ぐ
ら
)
を
建
立、

有
事
の
場
合
に
は
警
鐘
を
乱
打
し
て
火
災
を
周
知
せ
し
め
た
。

石
北
線
の
一
部
開
通
に
よ
っ
て
白
滝
駅
舎
を
中
心
に
し
て
市
街
地
の
構
成
が
変
動
し
た

た
め、
昭
和
五
年
本
部
を
市
街
中
央
部
に
移
転、
同
時
に
腕
用
ポ
ン
プ
一
台
を
購
入
し
て

第
二
腕
用
ポ
ン
プ
班
を
編
成、
昭
和
八
年
四
月
に
至
り
警
鐘
台
も
移
転
新
築
を
行
な
い、

こ
の
年
よ
り
初
め
て
出
初
式
に
ハ
シゴ
登
り
が
始
め
ら
れ
た
。

昭
和
十
一
年
遠
軽
町
費
の
助
成
を
仰
ぎ
白
滝
住
民
よ
り
の
寄
付
金
と
あ
わ
せ
て
シフ
ォ

ー
ド
V
8
三
輪
自
動
車
!(ホ

ー
ス
十
五
本
付
き
)
を
三
千
六
百
円
に
て
購
入
、
消
火
に
威

力
を
発
揮
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

昭
和
十
二
年
勃
発
の
日
華
事
変
に
よ
っ
て
国
内
の
機
構
が
戦
時
体
制
へ
と
移
行
、
軍
の

指
揮
に
よ
る
防
護
団
が
組
織
さ
れ、
さ
ら
に
昭
和
十
四
年
一
月二
十
四
日
(勅
令
第
二
十

号
)「
警
防団
令
」
の
公
布
に
よ
っ
て
各
消
防
組
は
防
護
団
と
合
体
し
て
警
防
団
と
し
て
発
足
し
た
わ
け
で
あ
る
。
この
年
四
月
遠

軽
、
瀬
戸
瀬、
丸
瀬
布、
白
滝
の
各
消
防
組
を
合
併
し
て
遠
軽
町
警
防
団
を
創
設、
遠
軽
を
第
一
分
団、
瀬
戸
瀬
を
第二
分
団、
丸

瀬
布
を
第
三
分
団、
白
滝
を
第
四
分
団
と
呼
称、
第
四
分
団
長
に
布
田
富
蔵
が
就
任
し
た
。警
防
団
の
任
務
は
消
防
活
動
は
も
と
よ
り

警
報、
防
毒、
救
護
の
各
分
野
に
わ
た
っ
て
い
た
。
警
防
団
の
発
足
と
同
時
に
防
空
監
視
網
の
充
実
策
が
と
ら
れ、
同
十
四
年
奥
白

滝
駅
前
に
遠
軽
町
立
奥
白
滝
監
視
所
が
建
て
ら
れ
(土
地
は
大
庭
千
代
吉
の
貸
与
に
よ
る
)、
大
庭
千
代
吉、
石
山
久三
郎
ら
数
人
の

監
視
員
が
無
報
酬
で
遠
軽
警
防
団
の
指
示
に
よ
っ
て
交
替
制
で
監
視
台
に
登
り
敵
機
来
襲
の
監
視
を
つ
づ
け
て
い
た
が、
昭
和
十
六
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年
よ
り
終
戦
に
至
る
ま
で
の
間
は
奥
白
滝
駅
員
に
よ
って
監
視
が
つ
づ
け
ら
れ
て
い
た。

大
東
亜
戦
争
の
終
結
に
よ
っ
て
従
来
の
国
内
の
あ
ら
ゆ
る
制
度
に
大
改
変
を
み
た
わ
け
で
あ
る
が、
消
防
制
度
に
お
い
て
も
こ
れ

が
改
革
が
な
さ
れ、
終
戦
後
も
つ
づ
いて
い
た
警
防
団
組
織
も
昭
和二
十二
年
四
月
消
防
法
の
制
定
に
よ
っ
て
全
国
一
斉
に
消
防
団

と
改
称
さ
れ
た
。
消
防
制
度
の
特
色
は
、
消
防
を
警
察
か
ら
完
全
に
分
離
独
立
さ
せ
地
方
自
治
の
体
制
を
と
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

昭
和
二
十
一
年
八
月
遠
軽
町
よ
り
分
村
し
た
白
滝
は
独
自
に
白
滝
村
警
防
団
を
編
成
し
た
が
、
消
防
法
の
公
布
に
よ
っ
て
翌
二
十

二
年
七
月
白
滝
村
消
防
委
員
会
を
設
け、
団
の
構
成、
維
持
運
用
に
つ
い
て
の
協
議
が
な
さ
れ、
委
員
に
は
村
議
会
議
員
の
中
か
ら

井
村
謙
二
、
本
田
晨
、
前
田
勘
治
の
三
名
、
学
識
経
験
者
の
中
か
ら
吉
田
美
代
治、
植
村
貞
吉
、
石
山
久
三
郎
の三
名
計
六
名
で
構

成
さ
れ
て
い
た
。
翌
二
十
三
年
八
月
従
来
の
警
防
団
が
白
滝
消
防
団
と
改
称
さ
れ
た
が、
こ
れ
と
同
時
に
消
防
委
員
会
は
廃
止
さ
れ

た
。
消
防
団
長
に
は
野
沢
正
市
を
選
び
本
部
を
白
滝
に
お
き
、
さ
ら
に
分
団
を
設
け
第
一
分
団
白
滝、
第
二
分
団
支
湧
別、
第
三
分

団
奥
白
滝
と
編
成
し、
四
輪
自
動
車
ポ
ン
プ
を
購
入
し
こ
れ
を
第
一
分
団
に、
三
輪
自
動
車
ポ
ン
プ
を
第二
分
団
に、
腕
用
ポ
ン
プ

を
第
三
分
団
に
そ
れ
ぞ
れ
配
備
し
、
弱
体
な
が
ら
住
民
の
不
安
を
少
し
で
も
安
定
す
る
よ
う
つ
と
め
た
。

昭
和
二
十
六
年
消
防
本
部
建
築
用
地
と
し
て
役
場
庁
舎
前
の
民
有
地
を
買
得
、
こ
の
地
に
本
部
の
新
築
が
な
さ
れ
た
。

昭
和三
十
七
年
四
月
白
滝
村
火
災
予
防
条
例
を
制
定
、
事
故
撲
滅
に
万
全
を
期
す
る
よ
う
細
部
に
わ
た
っ
て
規
定
し
た
が
、
お
も

な
る
点
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

一
火
を
使
用
す
る
設
備
の
位
置、
構
造
、
管
理
の
基
準
を
定
め
た。

法
で
定
める
数
量
未
満
の
危
険
物
な
ど
の
貯
蔵
と
取
扱
い
の
基
準
を
定
め
た
。

1 一公
衆
の
出
入
す
る
場
所
を
指
定
し
た
。

消
防
用
設
備
(
消
火
器
具
、
消
火
栓、
避
難
器
具
な
ど
)
を
施
設
す
る
基
準
を
定
め
た
。

二三四
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一
火
災
に
関
す
る
警
報
発
令
中
の
火
の
使
用
制
限
を
定
め
た
。

昭
和三
十
九
年
四
月
第
一
分
団
第二
部
(
上
白
滝)
と
第三
分
団
と
の
統
合
に
と
も
な
い
結
団
式
が
行
な
わ
れ、
第三
分
団
の
主

体
を
こ
れ
ま
で
の
奥
白
滝
か
ら
上
白
滝
に
移
し
た
。

昭
和三
十
九
年
六
月
の
定
例
村
議
会
に
お
い
て、
消
防
団
員
の
退
職
報
奨
金
等
の
支
給
制
度
が
可
決
さ
れ、
四
月
一
日
か
ら
さ
か

の
ぼ
っ
て
次
表
の
ご
と
き
支
給
額
に
よ
って
運
用
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

消
防
団
員
退
職
報
奨
金
支
給
額

階
団 分 副 団

団

貝

分
団
長、
部
長
お
よ
び
班
長

員 長 長 長

三
〇
、C

三
五
、〇

四
〇
、

二十
十五
年年
未以|勤
満上

務

四
〇
、

四
五
、〇
〇

五
〇
・〇
C

六
〇
、〇
〇 年

二
十
五
年
以
上

限五
〇
・〇
〇

五
五
、〇
〇
〇

六〇
、〇
〇

七
〇
、〇
〇

昭
和三
十
九
年
七
月
消
防
本
部
横
に
待
望
の
望
楼
を
新
設
、
望
楼
は
鉄
骨
製
で
高
さ
一

五
、
上
部
円
型
見
張
台
が
備
え
ら
れ
、
滑
車
付
き
ホ
ー
ス
掛
と
三
馬
力
の
サイ
レ
ン
も

付
設
さ
れ、
市
街
地
に
ひ
と
き
わ
高
く
そ
の
威
容
を
ほ
こ
っ
て
い
る
。

昭
和
四
十
年
十
月
遠
軽
信
用
金
庫
よ
り
森
田
式T
F
型
消
防
ポ
ンプ
自
動
車
一輛
の
寄

贈
が
あ
り
、
こ
れ
を
“信
金
号
”
と
命
名
し
第
一
分
団
に
配
備、
ま
す
ま
す
消
火
作
業
に

威
力
が
発
揮
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
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昭
和
四
十三
年
八
月、
山
間、
沼
地
に
強
い
百
二
十
馬
力
ニ
ッ
サン
パ
ト
ロ
ー
ル、
四
十
三
年
型
FG60型

一
台
を
購
入、
第
一

分
団
に
配
属
し
消
防
力
の
充
実
を
は
か
っ
た
。

各
分
団
に
お
け
る
配
車
状
況
は
次
の
と
お
り
と
な
っ
て
い
る
。

種

購

入

年

度

昭
和
四
十
三
年
八
月

昭
和
四
十
年
十
月
(寄
贈)

昭
和三
十
九
年
七
月

昭
和三
十
六
年
八
月

昭
和
三
十
六
年
九
月

昭
和三
十
七
年
十
一
月

昭
和
四
十
一
年
十
月

昭
和
三
十
六
年
十
一
月

昭
和
四
十
年
五
月

本
村
の
消
防
団
員
の
定
員
は
八
十
五
名
と
し
て
いる
が、
あ
い
つ
ぐ
過
疎
化
に
よ
っ
て
相
当
の
欠
員
が
生
じ
て
い
る
。
消
防
団
の

現
有
メ
ン
バ
ー
は
次
の
と
お
り
と
な
っ
て
い
る
。

可
搬
式
消
防
ポ
ン
プ
・
芝
浦
(奥
白
滝
配
備)

可
搬
式
消
防
ポ
ン
プ
・
ト
ー
ハ
ツ

ニ
ッ
サ
ン
ウ
ェ
ポ
ン
キ
ャ
リ
ヤ
五
六
型
自
動
車
ポ
ン
プ

可
搬
式
消
防
ポ
ン
プ

2
F
Q
型
十
年
式
六
二
型
自
動
車
ポ
ン
プ

第三分団 第二分団 第 一 分 団

可
搬
式
消
防
ポ
ン
プ
・
トー
ハ
ツ

可
搬
式
消
防
ポ
ン
プ
・
ラ
ビ
ッ
ト

信
金
号
・
ト
ヨ
タ
森
田
式
T
F
型
自
動
車
ポ
ン
プ

ニ
ッ
サン
パ
ト
ロ
ー
ル・
四
十
三
年
型
F
G
六〇
型
自
動
車
ポ
ン
プ

車



第
二
章

消
防

な
お、
消
防
組
時
代
よ
り
現
在
に
至
る
歴
代
組
頭、
警
防
団
長
、
消
防
団
長
を
か
か
げ
る
と
次
の
と
お
り
。

小
計 白 滝 消 防 団 本 部

合 消防団長 布 田 勇勇
副団 長 前 本 栄 一

本 部 長 井 村 昭 治

計 本 部 付 班 長

第三分団 第二分団 第 一 分 団 区分

三
名

近
藤
敏
雄

中
山
安
徳

高
橋
次
男

分
団
長
名七
三
名

一名

小
沢
与
之
助

副
分
団
長
名

消 消 消
火
栓 護 防

長

五
名

阿
部
克
己

阿
部
英
雄

金
枝
一夫

岩
城
義
雄

昭
吾 名

(定
員
八
五
名
欠
員
一二
名
)

一〇
名

小
型
機
械
班
長

機
械

班
長

小
型
機
械
班
長

機
械

班
長

警
護

班
長

小
型
ポ
ン
プ
車
班
長

信
金
号
ポ
ン
プ
車
班
長

パ
ト
ロ
ー
ル
班
長

消
火
栓
班
長

警
護

班
長

長

五
〇
名

一〇
名

一四
名
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〇
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年

二・二
年

二・八
年

三
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在
職
期
間

現
在
に
至
る

昭
和二
十二
年
八
月
消
防
団
と
改
称
さ
る

る
昭
和
十
四
年
一
月
遠
軽
警
防
団
白
滝
第
四
分
団
と
な

備
考
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三三八

三、

消
防
後
援
会

大
正
七
年
五
月
白
滝
消
防
組
設
置
後
ま
も
な
く
消
防
施
設
へ
の
援
助、
災
害
出
動
時
に
お
け
る
消
防
組
員
に
対

す
る
慰
労
接
待
等
消
防
組
織
の
発
展
を
願
っ
て
後
援
会
が
白
滝
部
落
有
志
の
間
で
ま
と
め
ら
れ、
後
援
会
長
に
久
保
精
太
郎
が
推
さ

れ、
つ
いで
金
清
助、
松
本
幸
次
郎
、
伊
藤
恂、
十
河
忠
衛
と
代
っ
た
が
、
さ
し
た
る
活
動
も
な
い
ま
ま
時
が
過
ぎ
た
。

消
防
組
の
本
部
が
市
街
中
央
部
に
移
転
新
築
さ
れ
た
昭
和
五
年、
腕
用
ポ
ン
プ
も
二
台
に
な
り
、
消
防
組
織
の
発
展
を
願
っ
て
こ

の
年
白
滝
消
防
組
後
援
会
が
市
街
地
有
志
に
よ
っ
て
結
成
さ
れ、
会
長
に
井
村
謙
二
が
選
ば
れ
爾
来
幾
人
かの
更
迭
が
あ
っ
た
が、

1
11 一〇九八七 六 五 四 三 ニ ー

氏
城 河 村

1



昭
和
二
十
三
年
八
月
白
滝
村
消
防
団
と
し
て
の
独
立
一
周
年
を
記
念
し
て
従
来
の
後
援
会
を
発
展
的
に
解
消、
全
住
民
が
会
員
に
加

入す
る
全
村
的
な
消
防
後
援
会
と
し
て
組
織
変
え
が
な
さ
れ
、
分
団
ご
と
に
後
援
会
が
で
き
、さ
ら
に
連
合
後
援
会
も
結
成
さ
れ
た
。

第
一
分
団
後
援
会
長
お
よ
び
連
合
会
長
に
西
尾
博
文、
第
二
分
団
後
援
会
長
に
渡
瀬
春
一、
第
三
分
団
後
援
会
長
に
大
庭
千
代
吉
が

そ
れ
ぞ
れ
選
ば
れ、
会
員
と
も
ど
も
陰
の
力
と
な
っ
て
消
防
事
業
に
尽
力
し
て
い
る
。

現
在
連
合
会
長
兼
第
一
分
団
後
援
会
長
に
南
政
男、
第
二
分
団
後
援
会
長
に
平
野
嘉
次、
第三
分
団
前
田
忠
治
が
そ
の
任
に
当
た

っ
て
いる
。

火
災
予
防
組
合

昭
和二
年
遠
軽
・
丸
瀬
布
間
鉄
道
開
通
し
、
引
き
つ
づ
き
白
滝
に
向
っ
て
鉄
道
敷
設
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い

る
こ
ろ
、
し
だ
いに
増
加
す
る
市
街
戸
数
の
火
災
予
防
体
制
を
整
え
る
た
め、
こ
の
年
“白
滝
火
災
予
防
組
合
"
が
誕
生、
初
代
組

合
長
に
松
本
幸
次
郎
が
選
ば
れ
た
。
火
災
の
シ
ー
ズ
ン
に
は
消
防
組
と
協
力
し
各
戸
の
火
防
検
査
を
厳
重
に
行
な
い
火
災
予
防
の
万

全
を
は
か
っ
て
き
た
。
昭
和
二
十
二
年
四
月
こ
れ
ま
で
の
火
災
予
防
組
合
を
発
展
的
に
解
消
し
“火
防
衛
生
組
合
"と
し
て
再
発
足
、

火
防
検
査
は
消
防
団
に
一
任
し
、
主
と
し
て
火
災
期
に
は
各
区
ご
と
に
夜
警
番
を
お
い
て
午
後
十
時
か
ら
区
域
内
の
巡
回
を
行
な
っ

て
き
た
が
、
昭
和
三
十
六
年
防
犯
協
会
の
新
発
足
に
よ
っ
て
"火
災
”
の
事
業
は
防
犯
協
会
に
ゆ
だ
ね
る
形
と
な
っ
た
。
こ
う
し
た

こ
と
か
ら
昭
和
四
十
一
年
四
月
火
防
衛
生
組
合
か
ら
“衛
生
組
合”
が
独
立
し
、
火
防
の
仕
事
は
消
防
後
援
会
に
包
括
し
た
の
で
あ

る
。白
滝
自
警
組
合

終
戦
直
後
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
悪
が
環
境
を
み
だ
し
、
青
少
年
の
犯
罪
も
こ
う
し
た
環
境の
中
で
悪
巣
を
つ
く

り
、
不
良、
チン
ピ
ラ
の
横
行
は
社
会
を
不
安
に
お
と
し
い
れ
る
も
の
で
も
あ
っ
た
。

本
村
に
お
い
て
は
市
街
地
に
街
路
灯
を
建
設
し、
街
の
美
化
と
犯
罪
防
止
を
合
せ
兼
ね
た
意
見
が
市
街
有
志
の
あ
い
だ
か
ら
持
ち

第
二
章

消
防

三三九



七
社
会
文
化

上
り、
昭
和二
十
三
年
七
月
市
街
中
央
区
お
よ
び
東
区、
南区
の
一部
に
地
域
住
民
の
寄
付
に
よ
り
木
柱の
街
路
灯
が
建
設
さ
れ
た。

同
時
に
街
路
灯
に
か
か
わ
る
電
気
料
徴
収
に
苦
慮
し
は
じ
め
た
が、
自
警
組
合
を
結
成
し
街
灯
費
の
徴
収
と
防
犯
に
対
す
る
協
力
を

行
な
っ
た。
初
代
組
合
長
に
こ
の
組
合
の
発
案
者
中
山
親
孝
が
選
ば
れ、
の
ち
吉
田
美
代
治
に
と
代
っ
た
が、
昭
和二
十
六
年
火
防

衛
生
組
合
に
吸
収
さ
れ
自
警
組
合
は
解
散
と
な
っ
た
。

第
三章

災
害

大
正
六
年
の
“白
滝
大
火
!

本
村
の
開
拓
に
心
血
を
注
い
だ
人
た
ち
に
と
っ
て
永
久
に
忘
れ
去
る
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
の

一つ
に
大
正
六
年
の
大
火
が
あ
る
。
今
を
去
る
五
十
有
余
年
前
の
遠
い
昔
と
な
っ
て
は
い
る
が
、
そ
の
脳
裏
に
は
歴
然
と
し
て
焼
き

つ
き、
往
時
を
想
い
起
こ
す
だ
に
慄
然
た
る
も
の
が
あ
ろ
う
。

白
滝
神
社
の
宝
物
と
し
て
残
っ
て
い
る
神
社
記
録
を
綴
っ
た
巻
軸
の
中
に
、
左
のご
と
き
「白
滝
ノ
大
火
ノ
称
」
が
記
さ
れ
て
い

る
。

=白
滝
ノ
大
火
ノ
称“

「大
正
六
年
五
月
二
十
三
日
国
境
附
近
ョ
リ山
火
起
リ
午
前
九
時
頃
ヨ
リ
西
南
ノ
風
強
ク
土
砂
っ
飛
シ、
風
ト
共
ニ火
ノ
海
ト
ナ
リ、
四
・
五
丁
モ

先
ニ
飛
移
ル
火
勢
ハ
実
ニ
惨
憺
タリ、

其
レ
ガ為、

上
白
滝
市
街
除
ク
外、
白
滝
原
野
家
屋
草
木
全
部
焼
失
シ
悉
ク
焦
土
ニ
帰
セリ
、
本
道
及
ど内

地
各
県
ョ
リ
義
捐
金
⇒
贈ラ
ル
ル、
村
ノ
補
助
及
ビ
陛
下
ノ
御
下
賜
金
等
ア
リ
テ、
貧
民
漸
ク
飢
エ
凌
グ、
是
レ
ラ
白
滝
ノ
大
火
ト
称
ス」

明
治
末
期
よ
り
道
内
あ
る
い
は
本
州
各
県
から
未
開
の
地
白
滝
に
移
住
し
来
た
れ
る
も
の
年
と
と
も
に
増
加
し、
白
滝
中
央
は
市

街
地
と
し
て
の
形
成
も
よ
う
や
く
と
と
の
い
つ
つ
あ
り、

一方
上
白
滝、
支
湧
別
方
面
に
散
在
入
植
し
た
開
拓
者
も
密
生
す
る
立
木

三四〇



を
倒
し
わ
ず
か
の
空
地
を
求
め
て
は
鍬
を
ふ
る
い、
土
着
の
心
意
気
に
も
え
、
火
入
れ
を
行
な
っ
て
は
開
墾
に
励
み、
徐
に々
拓
け

ゆ
く
己
が
畑
を
見
つ
め
て
は
明
日
へ
の
励
み
と
し
て
生
き
て
い
た
。

こ
の
年
、
す
な
わ
ち
大
正
六
年、
永
い
冬
の
眠
り
か
ら
さ
め
た
高
原
の
地
白
滝
原
野
一
帯
に
も
春
が
訪
れ、
開
拓
者
た
ち
は
戸
毎

に
例
年
の
ご
と
く
開
墾
火
入
れ
を
はじ
め
た
。
末
木
と
称
す
る
伐
木
の
枝
梢
を
焼
き、
笹
を
焼
き
払
い、
延
焼
に
最
善
の
注
意
を
は

う
ら
き

ら
い
つ
つ
火
入
れ
作
業
が
続
け
ら
れ
た
。

大
火
と
な
る
…
…
…
大
正
六
年
五
月
二
十
三
日
の
朝
は
無
気
味
な
ほ
ど
真
っ
赤
な
朝
焼
か
ら
は
じ
ま
っ
た。
連
日
の
好
天
続
き
で

開
拓
者
た
ち
は
新
た
に
火
入
れ
を
行
な
う
も
の
、
昨日
行
な
っ
た
火
入
れ
の
つ
づ
き
を
行
な
う
も
の
、
火
入
れ
跡
地
にさ
っ
そ
く
鍬

を
入
れ
る
も
の
等
そ
れ
ぞ
れ
に
仕
事
が
は
じ
ま
っ
た
が、午

前
八
時
ご
ろ
に
な
っ
て
東
の
空
が
曇
り
は
じ
め、火

入
れ
中の
開
拓
者
は

過
去
の
経
験
から
風
来
る
を
察
知
し
急
ぎ
消
火
に
か
か
っ
た
。
ま
も
な
く
西
北
の
強
い
風
が
吹
き
は
じ
め、時

を
ま
た
ず
風
速三
五、

六
筋
も
あ
ろ
う
か
と
思
わ
れ
る
烈
風
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
山
は々
う
な
り
を
発
し
、
畑
の
土
を
空
に
巻
き
上
げ、
細
石
を
吹
き
飛

ば
し
、
外
に
い
て
も
家
に
い
て
も
ま
こ
と
に
危
険
き
わ
ま
り
な
い
状
態
で
、
人
々
は
た
だ
家
の
中
に
あ
っ
て
恐
れ
お
の
の
く
ば
か
り

で
あ
っ
た
。
異
常
乾
燥
の
な
か
、
こう
し
た
風
に
よっ
て
不
完
全
消
火
の
残
り
火
が
"ふ
い
ご
"
にか
け
ら
れ
た
ご
と
く
再
燃
し
は

じ
め、
上
支
湧
別
お
よ
び
奥
白
滝
方
面
よ
り
火
の
手
が
あ
が
り
、
各
所
の
残
り
火
と
合
し
西
北
の
猛
風
に
の
っ
て
た
ち
ま
ち
に
し
て

上
支
湧
別、
奥
白
滝
は
火
の
海
と
化
し、
瞬
時
に
し
て
支
湧
別、
上
白
滝、
そ
し
て
白
滝
市
街
を
も
嘗
め
尽
し
、
さ
ら
に
火
は
旧
白

滝
山
間
部
に入
り
南
丸
瀬
布
に
て下
火
と
な
っ
た
。

開
拓
の
鍬
が
お
ろ
さ
れ
て
い
ま
だ
数
年
足
ら
ず
、
ま
だ
ま
だ
白
滝
原
野
の
山
は々
千
古
の
原
始
林
に
お
お
わ
れ
て
い
た
が
、
な
か

で
も
松
の
大
木
の
燃
え
る
さ
ま
は
こ
と
の
ほ
か
物
凄
く
、
う
な
り
を
立
て
て
火
柱
と
な
り
、
も
う
も
う
た
る
黒
煙
は
天
を
お
お
い、

第
三
章
災

害
三四一
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林
も
や
ぶ
も
、
家
も
、
畑
も
、
そ
し
て
土
ま
で
を
も
焼
き
つ
く
す
火
勢
に、
家
財
道
具
を
持
ち
運
び
逃
げ
る
い
と
ま
と
て
な
く
、
煙

に
む
せ
び
な
が
ら
子
供
を
抱
え
火
の
な
い
方
へ逃
げ
る
人
、
水
を
求
め
て
川
に
飛
び
込
む
人
、
逃
げ
お
く
れ
て
濡
れ
ム
シ
ロ
を
か
ぶ

る
人
等
悲
鳴
を
あ
げ
つ
つ
右
往
左
往
す
る
姿
は、
こ
の
世
の
も
の
と
は
思
わ
れ
な
い
生
き
地
獄
で
あ
っ
た
。

大
正
六
年
五
月
三
十
日
付
『北
海
タ
イ
ム
ス
』
に
は
当
時
の
も
よ
う
を
「…
…
消
防
の
手
段
な
く
猛
火
の
延
焼
に
ま
か
せ
し
か
ば

火
焰
炎
天々
に
冲
し
、
紅
蓮
地
を
馳
せ
山
野
は
全
く
火
の
海
と
化
し
、
火
の
粉
四
散
し
て
衣
類
に
燃
え
移
り
黒
煙
も
う
も
う
咫
尺
を

1
+
2
:
+
_
+
:
ジ
が
※
※
ー
お
たけ
～|

�
火戶
數
百
五
十
戶
以
上に
達
す

白
濾
原
野
焦
土
と
化
すQ
海

当時の小樽新聞

●火
地
獄
水
地
獄

□
”
�
以
使
安
さ
やつ

千
孩
這
家
庭
に
戦
し
ぶ

当時の北海タイムス 弁
ぜ
ず、
避
難
す
る
に
も
方
向
判

ら
ず
、
中
に
は
一家
族
腰
に
ロ
ー

プ
を
結
び
つ
け
火
煙
の
中
を
手
探

ぐ
り
に
逃
げ
行
く
う
ち
、
一
つ
の

湿
地
に
這
ひ
込
み
全
身
に
泥
水
を

す
く
ひ
か
け
避
難
中
火
勢
は
漸
次

身
辺
に
迫
り、
衣
類
は
忽
ち
乾
燥

し
て
所
々
に
燃
え
つ
き
、
子
女
は

父
母
に
苦
痛
を
訴
へ
る
も
父
母
す

で
に
全
身
火
煙
に
包
ま
れ
泥
水
中

に
ノ
タ
打
ち
狂
ひ、
他
を
か
へ
り

み
る
の
余
地
な
く
、
互
に
顔
面
を

三四三
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▽
遠
軽
に
避
難
す

に
ほ
ぼ
し
つ
か
む
な
ら
が
日
い
い
ぬ
け
お
れ

第
九
「
ロ
ジ
が
ら
し
く
採
り
他
に
も
か
い
よ

3
R
D
と
気
な
り
し
な
行
せ
し
た
ま
ま
ね

数
派に
強
、
二
十
五
日
長
行
川
時
經
營
�
、

多
數
死
な
せ
るしい
う
な
りま
社
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街
企
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泥
中
に
埋
め
し
に
猛
火
は
此
の
一
家
の
頭
上
を
な
め
頭
髪
皆
黒
こ
げ
と
な
り
、
背
部
臀
部
に
火
傷
し
、
実
際
に
焦
熱
地
獄
の
苦
し
み

を
な
し
漸
く
一
命
を
取
り
止
めし
も
あ
り
亦、

一方
に
は
母
親
一
人
に
て
九
人
の
子
供
の
手
を
曳
き
火
煙
中
に
助
け
を
叫
ぶ
あ
り
、

中
に
は
背
負
ひ
し
子
供
が
煙
に
む
せび
窒
息
死
亡
せ
る
あ
り、
実
に
惨
状
目
も
あ
て
ら
れ
ざ
る
も
の
多
あ々
る
…
…
」
と
報
じ
て
い

る
。こ
う
し
て
地
獄
絵
さ
な
が
ら
の
様
相
を
呈
し
た
大
山
火
に
よ
っ
て
旧
白
滝
方
面
を
除
く
白
滝
全
域
総
戸
数
の
八
割
強
に
も
及
ぶ
二

百
五
十
余
戸
を
鳥
有
に
帰
し
、
焼
死
者三
、
重
軽
傷
者二
十
五
名
余
を
含
め、

一千
百
余
名
の
罹
災
者
を
出
し
、
播
種
せ
し
耕
地
は

上
土
三
步
余
を
吹
き
飛
ば
し
、
か
つ
土
を
も
焼
い
た
た
め
種
子
こ
と
ご
と
く
全
滅、
被
害
面
積
三
百
四
十
五
町
歩
に
及
ん
だ
。
ま
た

多
少
の
余
裕
あ
っ
て
衣
類
米
麦
そ
の
他
を
土
中
に
埋
め
た
も
の
は
ほ
と
ん
ど
蒸
し
焼
き
と
な
り
、
全
村
全
滅
に
等
し
い
名
状
すべ
か

ら
ざ
る
惨
状
で
あ
っ
た
。

被
害
状
況…
…
…
焼
失
物
件
の
主
た
る
も
の
は、
白
滝、
支
湧
別、
上
白
滝
の
各
特
別
教
授
場、
巡
査
駐
在
所、
森
林
監
守
駐
在

所、
神
社
(祭
神
所)
五、
寺
院
(説
教
所)
三
、
工
場
七、
旅
館二
、
料
理
店
五、
商
店
八、
浴
場
一、
そ
の
他
原
木
お
よ
そ
二

万
石
お
よ
び
中
央
道
路
(現
・
主
要
道
道
遠
軽
・
上

川
線)
沿
い
の
電
柱
約
四
十
本
ほ
ど
が
灰
と
な
っ

た
。大
正
六
年
五
月
三
十
一
日
の
小
樽
新
聞
に
部
落
別

焼
失
戸
数
を
上
表
の
よ
う
に
報
じ
て
い
る
。

こ
の
大
火
当
時
奥
白
滝
に
入
植
し
て
い
た
大
庭
千

第三
章
災
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計
奥
白
滝

上
白
滝

支
湧
別

白
滝
市
街

部
落
別

二
五
五
戸

六
六
戸

三
一
戸

四
二
戸

八
六
戸

焼
失
戸
数

五
月
二
十
三
日

日
焼

自
午
前
九
時
～
至
午
後
二
時

自
午
前
十
一
時
～
至
午
後二
時

自
午
前
十
時～
至
午
後三
時

自
午
前
十
一
時
～
至
午
後
四
時

失
時

間 間

11
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代
吉
は
当
時
の
も
よ
う
を

「五
月
二
十三
日
朝
九
時ご
ろ
突
然
突
風
の
よ
う
な
強
い
風
が
出
て
き
た
た
め火
入
れ
中
の
消
火
作
業
も
間
に
合
わず
、
方
で々
火
が
舞
い
上
っ

た
。
風
は
言
語
に
絶
す
る
ほ
ど
物
凄
く、
小
石
が
飛
び、
手
に
砂
を
握
っ
て
顔
を
め
が
け
て、
いき
な
り
投
げ
つ
け
ら
れ
る
時
の
よ
う
な
物
凄
さ
で

あ
っ
た
。
あ
っと
い
う
ま
に
火
は
家
屋、
原
野
、
山
林
を
な
め
つく
し
、
午
後二
時ご
ろ
に
は
何
事
も
な
かっ
た
よ
う
に
風
は
静
ま
っ
た
。
家
屋
な

ど
の
焼
け
跡
は
強
風
の
た
め
ホ
ウ
キ
で
き
れ
い
に
掃
か
れ
た
ご
と
く
に
な
っ
て
い
た
。
私
の
家
で
は
ス
ト
ーブ
で
鍋
に
て
ご
は
ん
を
焚
い
て
い
た

時
、
延
焼
の
た
め家
が
焼
け、
風
の
た
め
屋
根
は
火
の
玉
と
な
っ
て
飛
び
散
り、
ス
トー
ブ
の上
の
ご
は
ん
鍋
ま
で
も
吹
き
飛
ば
さ
れ
遙
か
遠
く
に

ころ
が
っ
て
い
た
。
全
く
生
き
た
心
地
は
し
ま
せ
ん
で
し
た
」

と
述
懐
し
て
く
れ
た
。

鎮
火
…
…
…
開
拓
い
ま
だ
日
の
浅
い
片
田
舎
の
大
半
を
灰
燼
に
帰
し
、
損
害
お
よ
そ
三
十
万
円
余
に
も
及
ん
だ
大
火
も、
五
月
二

十
三
日
夕
刻
に
は
旧
白
滝
の
開
墾
地
が
防
火
線
と
な
り
、
一部
は
下
白
滝、
丸
瀬
布、
武
利
方
面
の
林
野
に
若
干
延
焼
し
た
も
の
の、

火
勢
全
く
衰
え
、
翌
二
十
四
日
夕
刻
の
降
雨
に
よ
っ
て
完
全
に
鎮
火
し
た
。

焼
け
出
さ
れ
た
罹
災
民
は
避
難
所
よ
り
戻
っ
て
み
る
と
、
そ
こ
に
は
一
物
も
な
く
、
広
々
と
燃
え
果
て
た
原
野
に
立
ち
す
く
み
、

た
だ
呆
然
と
す
る
ば
か
り
で
あ
っ
た
。

当
時
の
『北
海
タ
イ
ム
ス』
に
は
「壱
千
余
名
饑
渴
に
迫
り
吹
飛
ば
さ
れ
し
種
い
も
を
拾
い
争
う
て
食
う
有
様
に
て、
殊
に
頑
是

きく
な
き
小
供
達
が
餓
に
泣
き、
夜
間
の
冷
気
に
叫
ぶ
さ
ま
は
何
人
と
雖
も
同
情
一
掬
の
涙
な
き
者
な
く
遠
軽
市
街
よ
り
は
救
護
事
務
所

を
設
け、
白
滝
市
街
の
焼
け
跡
に
て
盛
ん
に
炊
き
出
し
を
な
し、

一時
の
急
を
救
ひ
を
る
も
何
分
壱
千
余
名
の
多
数
の
事
と
て
充
分

に
行
き
届
か
ず
饑
寒
は
日
を
追
う
て
切
迫
す
…
…
」
と
あ
り
、
農
具
・
種
子
、
小
屋
掛
け
の
救
助
を
要
す
る
も
の
五
十
二
戸
、
農
具
・

種
子
の
救
助
を
要
す
る
も
の
二
十
八
戸
、
小
屋
掛
け
料
の
救
助
を
要
す
る
も
の二
戸、
農
具
の
み
救
助
を
要
す
る
も
の
一
戸、
計
八
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白
滝
・
山
火
予
防
の
歌

作
詩
上

原
尚

1

十
三
戸
が
困
窮
家
庭
と
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
応
分
の
救
済
方
法
が
講
じ
ら

れ
た
。

白
滝
大
火
に
対
し
皇
室
よ
り
金
一封
の
救
恤
御
下
賜
金
が
あ
り
、
こ

のこ
と
が
契
機
と
な
っ
て
消
防
組
が
組
織
さ
れ、
御
下
賜
金
の
一
部
に

て
消
防
用
腕
用
ポ
ンプ

一台
を
購
入
配
備
し
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、
皮
肉
な
こ
と
に
天
を
も
焦
が
す
大
火
に
よ
っ
て
未
開
の
原
野

が
そ
し
て
山
林
が
焼
き
尽
さ
れ、
見
渡
す
限
り
の
焼
け
野
原
と
な
っ
た

が
た
め
に
白
滝
の
開
拓
が
意
外
に
早
く
進
捗
し
た
と
い
え
よ
う
。

こ
の
愴
然
た
る
大
山
火
が
い
か
に
住
民
を
し
て
恐
怖
の
谷
間
に
陥
ら

し
め
た
か、
こ
の
大
火
が
お
さ
ま
っ
て
い
よ
い
よ
復
興
の
槌
音
が
高
ら

か
に
白
滝
中
に
響
き
渡
り
は
じ
め
た
こ
ろ、
別
記
の
よ
う
な
“山
火
予

防
の
歌
"
が
作
ら
れ、
山
火
予
防
に
一
役
か
っ
た
の
で
あ
る
。

山
火
追
い
打
ち
・・・・・・・・・白

滝
大
火
の
鎮
火
後
人
々
の心
も
ま
だ
当
時

の
恐
怖
か
ら
さ
め
や
ら
ぬ
六
月
八
日
朝、
前
回
の
火
災
に
難
を
免
れ
た

奥
白
滝
四
十
三
号
線
付
近
よ
り
火
入
れ
中の
火
が
強
風
に
よ
っ
て
あ
お

ら
れ、
東
方
に
向
っ
て
延
焼、
お
よ
そ
五
〇
給
ほ
ど
の
山
林、
原
野
お

よ
び
民
家
一
戸
を
焼
失、
前
回
の
焼
失
地
帯
が
防
火
線
と
な
り
同
日
夕

三四五
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起
る
ぞ
知
れ
や
人
よ々

焚
き
火
の
跡
や

わ
ず
か
煙
草
の
悪
さ
よ
り

吸
い
が
ら
や

三
あ
の
恐
ろ
し
き
山
火
事
は

行
く
手
も
知
ら
ず
逃
げ
ま
ど
う

子
は
お
の
の
き
て
す
が
り
つき

親
は
子
供
の
手
を
取
り
て

二
猛
火
頭
上
の
そ
の
中
を

平
和
の
里
の
夢
破
る

白
滝
襲
う
大
火
事
に

桜
ほ
こ
ろ
ぶ
五
月
頃

過
ぐ
る
大
正
六
年
に

一
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刻
鎮
火
し
た
。
こ
の
両
二
回
に
わ
た
る
山
火
に
よ
っ
て
旧
白
滝
ホ
ロ
カ
沢
入
口
よ
り
以
西
の
白
滝
原
野
は
ほ
と
ん
ど
余
さ
ず
被
災
し

た
こ
と
と
な
っ
た
。

主
な
災
害

本
村
域
内
に
お
け
る
災
害
の
お
も
な
も
の
を
あ
げ
る
と
、

・
昭
和
五
年
九
月
二
十
三
日
午
後
九
時
ご
ろ、
白
滝
市
街
地
(南
区)
白
滝
劇
場
映
写
室
付
近
か
ら
出
火、
た
だ
ち
に
消
火
に
つ
と

め
「ボ
ヤル
程
度
で
消
し
止
め
る
こ
と
が
で
き
た
が、
こ
の
事
故
で
観
客
が
先
を
争
う
て
出
口
に
殺
到
し
た
た
め
、
観
客
の
一人
武

田
ス
エ
(四
十
一
歳)
が
踏
み
倒
さ
れ、
心
臓
麻
痺
を
併
発
し
死
亡
し
た
。

・
昭
和
八
年
八
月
十
二
日
午
後
十
一
時
ご
ろ
、
市
街
地
(南
区
)
浮
世
亭
支
店
朝
日
屋
と
奥
原
飲
食
店
の
間
付
近
か
ら
出
火、
家
屋

の
密
集
と
手
押
し
ポ
ン
プ
二
台
の
幼
稚
な
消
防
力
に
手
の
施
し
よ
う
も
な
く
隣
接
家
屋
の
浮
世
亭
、
奥
原
飲
食
店、
棚
橋
重
利
、
日

通
、
広
田
寛
治
と
木
炭
店
、
中
村
金
物
店
、
西
出、
藤
門
、
石
井、
日
雇
者
独
身
寮
の
十
棟
十
一
戸
を
全
焼
。
出
火
原
因
が
不
審
火

で
あ
り
杳
と
し
て
不
明
の
ま
ま
迷
宮
入
り
が
伝
え
ら
れ
た
が、
昭
和
十
年
十
一
月
九
日
前
回
の
放
火
で
保
険
金
を
詐
取
し
、
こ
れ
に

味
を
し
め
た
犯
人
は
再
び
自
宅
近
く
の
十
河
忠
衛
商
店
物
置
の
外
板
に
放
火
中
を
白
滝
駅
員
に
発
見
さ
れ、
放
火
未
遂
事
件
と
し
て

現
場
に
お
い
て
犯
人
(中
村
金
物
店
主
)
は
逮
捕
さ
れ
た
が
、
取
調
べ
中
昭
和
八
年
八
月
の
不
審
火
は
放
火
で
あ
る
こ
と
を
自
供
し

た
。

・
昭
和
十
三
年
五
月
十
五
日、
天
狗
平
開
拓
地
の
火
入
れ
の
火
が
も
れ
て
山
火
事
と
な
り
、
西
北
の
風
に
あ
お
ら
れ
火
は
た
ち
ま
ち

支
湧
別
五
線
沢
一
帯
お
よ
そ
二
百
五
十
町
歩
を
な
め
つ
く
し
た
。
この
山
火
事
で
古
越
六
郎
、
伊
東
直勝
、
五
線
沢
開
拓
合
宿
所、

北
山
勘
兵
衛、
清
水
好
雄、
飛
島
義
雄、
溝
渕
留
一の
七戸
が
全
焼
し
た。

・
昭
和二
十
七
年
九
月
五
日、
上
支
湧
別
渡
瀬
木
工
場
機
関
室
か
ら
出
火
全
焼
し
、
ま
も
な
く
再
建
し
た
が、
昭
和三
十
九
年
三
月



三
十
日
再
び
全
焼
し
て
し
ま
っ
た
。

・
昭
和三
十
年
四
月
四
日、
白
滝
市
街
中
央
遠
藤
幸
治
方
茶
の
間
付
近
か
ら
出
火
、
発
火
時
か
ら
強
風
の
た
め
付
近
一
帯
を
焼
失
し

て
し
ま
っ
た
。
焼
失
家
屋
は
マ
ー
ケ
ッ
ト
一
棟
を
含
む
次
の
七
棟
十
戸
に
及
ん
だ
。
岡
崎
儀
蔵、
西
尾
博
文、
河
合
一千、

小
林
長

吉
、
大
友
武、
遠
藤
幸
治、

マー
ケ
ット

(松
浦
健
蔵、
金
野
義
雄、
柳
田
政
男、
永
井)。

・
昭
和三
十
二
年二
月、
白
滝
駅
前、
美
好
旅
館
(岸
浦
吉
経
営
)
か
ら
出
火、
二
階
建
総
建
坪
百
坪
余
(三
三
〇
平
方
メ
)
を
全

焼
し
た
が
幸
い
人
命
の
被
害
は
全
く
な
か
っ
た
。

・
昭
和
三
十
四
年
六
月
十二
日
未
明、
白
滝
市
街
南
区
、
岸
浦
吉
経
営
の
木
工
場
機
械
室
付
近
か
ら
出
火、
工
場
八
十
坪
(二
六
四

平
方
が
)、
ほ
か
に
製
材
置
場
三
十
坪
余
(
一〇
〇
平
方
が
余
)
を
全
焼
し
た
。
出
火
原
因
は
モー
ター
の
過
熱
と
断
定
さ
れ
た。

・
昭
和
三
十
九
年
十
一
月
十
六
日、
市
街
東
区
池
田
長
七
方
仏
間
付
近
か
ら
失
火、
木
造
家
屋
一
棟
を
瞬
時
に
し
て
焼
失、
この
火

災
で
長
七
の
弟
池
田
昭
七
の
長
女
章
子
(一
歳
)
が
不
幸
に
も
焼
死
し
た
。

・
昭
和
四
十三
年
六
月三
日正
午ご
ろ
、
白
滝
西
区
旭
台
に
あ
る
白
滝
神
社
社
務
所
か
ら
出
火、
高
台
地
の
た
め
通
報
が
お
く
れ
木

造
平
屋
の
本
殿、
社
務
所
な
ど
お
よ
そ
一
一〇
平
方
が
を
全
焼
し
た
。

水
害

大
正
十
一
年
の
大
水
害
…
…
…
大
正
十
一
年
八
月二
十
二
日
よ
り
降
り
続
い
た
雨
は
小
や
み
な
く
降
り
続
き
二
十
五
日
至
っ
て
よ

う
や
く
小
降
り
と
な
っ
た
が、
道
内
全
域
に
わ
た
っ
て
非
常
な
災
害
を
も
た
ら
し
た
。
被
災
町
村
は
百
三
十
四
町
村
に
及
び、
家
屋

の
浸
水、
流
失二
万
二
千
三
百
余
戸、
田
畑
の
冠
水、
流
失
九
三
、四
〇
〇
念
、
そ
の
他
道
路、
橋
梁
の
被
害
等
総
額
実
に
二
千
七

百
十
五
万
円
余
に
達
し
、
百
三
十
五
名
と
い
う
多
数
の
死
傷
者
を
出
す
な
ど
悲
惨
な
も
の
で
あ
っ
た
と
当
時
の
記
録
が
物
語
っ
て
い

第
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章
災

害
三四七



七
社
会
文
化

る
。本
村
に
お
い
て
も
湧
別
川
、
支
湧
別
川
が
一
部
氾
濫
し
、
収
穫
期
に
入
っ
て
い
た
小
麦
、
青
豌
豆
は
全
滅
に
等
し
い
被
害
を
被
っ

た
。
幸
い
死
傷
者
は
出
な
か
っ
た
が
幽
仙
橋
が
一
部
決
潰、
そ
の
他
木
造
の
小
規
模
橋
は
い
た
る
と
こ
ろ
で
流
失
し
た
。

『瀬
戸
瀬
郷
土
誌
』
(
昭
和
四
年
刊)
は
当
時
の
様
子
を
次
の
よ
う
に
綴
って
い
る
。

「…
…
八
月二
十
四
日
の
そ
の
夜
の
雨
は、
全
く
咫
尺
を
弁
ぜ
ざ
る
程の
暗
闇
を
つ
いて
、
小
止
み
も
な
く
降
って
る
た。
猛
雨
と
云
ふ
か、
激
雨

と云
ふ
か、
正
に
盆
を
覆
し
た
やう
な
雨
で
あ
った。

そ
し
て
不
安
な
一
夜
が
刻
と々
深
ま
っ
て行
っ
た
。
翌
二
十
五
日
夜
来
の
激
雨
は
幾
分
小
降

り
に
な
っ
て
る
い
た
が、
未
明
既
に
湧
別
川
は
未
曽
有
の
大
氾
濫
を
来
し
て
る
た
。
十
分
間
に
一
尺
の
割
合
で
増
水し
た
と
い
う
激
流
は、
黄
濁
の

大
う
ね
り
を
打
っ
て、
両
岸
の
堤
防
林
を
掃
倒
し
て
る
た
。
見
る
眼
の
前
を
根
こ
そ
ぎ
に
な
っ
た
大
木
が、
立
っ
た
ま
ま
流
れ、
し
ば
ら
く
に
し
て

水
煙
り
を
上
げ
て
倒
れ
た
。

橋
材
が
流
れて
来
た
。
真
新
し
い
柳
行
季
が、そ
し
て
タ
タミ
が
流
れて
来
た。
戸
障子
や
炭
俵
や
箸
や
椀
や
そ
の
他
の
家
具
類
が
流
れ
て
来
た。

そ
れ
等
は
上
流
各
部
落
の
悲
惨
な
被
害
を
物語
る
も
の
で
な
く
て
な
ん
で
あ
ら
う…
…
」

当
時
の
こ
と
を
回
顧
し
て
く
れ
た
丹
野
清
七
は
「
雨
の
降り
は
じ
め
た
ころ
、
私
の
と
ころ
に
召
集
令
状
が
き
て、
九
月
一日
仙

台
入
隊
と
決
め
ら
れ
て
い
た
の
で
八
月
二
十
五
日
豪
雨
の
中、
わ
が
家
を
出
発、
遠
軽
か
ら
名
寄
回
り
の
汽
車
に
乗
ろ
う
と
、
幾
カ

所
と
な
く
流
さ
れ
た
橋
を
言
語
に
絶
す
る
悪
路
に
足
を
と
ら
れ
な
が
ら
歩
き
つ
づ
け
や
っ
と
の
思
い
で
遠
軽
に
着
い
て
み
れ
ば
汽
車

は
不
通
、
詮
方
な
く
雨
の
中
を
引
き
返
し
、
休
む
暇
も
な
く
北
見
峠
を
越
え
上
川
、
愛
別
を
抜
け
比
布
駅
ま
で
の
泥
路
強
行
軍
も、

再
び
比
布
・
永
山
間
列
車
不
通
を
知
り
、
永
山
ま
で
足
を
の
ば
し
て
乗
車、
入
隊
が
二
日
も
遅
れ
る
と
い
う
お
ま
け
ま
で
つ
き
、
ま

こ
と
に
ひ
ど
い
雨
で
あ
っ
た
」
と
身
を
竦
め
て
語
っ
て
く
れ
た
。

昭
和
三
十
七
年
の
水
害…
…
…
昭
和三
十
七
年
台
風
九
号
の
も
た
ら
し
た
雨
は
全
道
を
襲
い、
八
月
三
日
から
三
日
間
に
わ
た
っ

三四八



て
降
り
続
け、
本
村
に
お
い
て
も
近
年
ま
れ
に
見
る
被
害
を
被
っ
た。
す
な
わ
ち
橋
梁
の
流
失
四
カ
所、
道
路の
決
潰
七
路
線、
さ

ら
に
畑
の
流
失、
埋
没、
冠
水、
浸
水
な
ど
合
計三
五〇
か
に
お
よ
び、
こ
れ
ら
被
害
総
額
お
よ
そ
四
千
万
円
余
と
記
録
さ
れ
た。

十
五
号
台
風
に
よ
る
災
害

昭
和二
十
九
年
九
月二
十
六
日
か
ら
二
十
七
日
未
明
に
か
け
て
北
海
道
を
襲
っ
た
台
風
十
五
号

は、
瞬
間
最
大
風
速
五〇
別
(室
蘭、
寿
都
な
ど
)
を
越
す
記
録
を
示
し
、
常
時
風
速三
〇
ぶ
と
い
う
暴
風
に
よ
っ
て
全
道
的
に
想

像
を
絶
す
る
被
害
を
も
た
ら
し
、
い
わ
ゆ
る
「北
海
道
風
害
”
と
称
せら
れ、
災
害
史
上
ま
れ
に
み
る
驚
く
べ
き
被
害
の
爪
痕
を
残

し
た
。
青
函
連
絡
船
洞
爺
丸
の
転
覆
を
はじ
め、数

千
小
級
の
青
函
貨
物
船
四
隻
の
沈
没
な
ど
一千
五
百
余
名
の
尊
い
人
命
を
奪
い、

わ
が
国
海
難
史
上
最
大
と
い
わ
れ
る
大
惨
事
を
起
し
、
ま
た
岩
内
町
で
は
大
火
を
併
発
し
全
町
の
八
割
に
あ
た
る
三
千
余戸
の
家
屋

を
焼
失
す
る
憂
き
目
に
遭
っ
た
。
そ
し
て
こ
の
暴
風
は
つ
い
に
豊
か
に
育
っ
た
森
林
を
も
襲
い
、
一夜
に
し
て
総
量
約
八
千
万
石
を

越
え
る
山
林
史
上
未
曽
有
の
記
録
的
被
害
を
も
た
ら
し
た
の
で
あ
る
。
十
五
号
台
風
の
特
徴
は
風
速
が
き
わ
め
て
強
か
っ
た
反
面
、

降
水
量
が
少
な
く
、
し
た
が
っ
て
雨
に
よ
る
被
害
は
意
外
に
少
な
か
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

本
村
に
お
い
て
は
幸
い
他
の
地
方
よ
り
被
害
が
少
な
か
っ
た
が、
国
有
林
の
被
害
面
積
五
百
町
歩
余、
被
害
石
数
五
万
九
千
石
(計

数
は
『北
見
宮
林
局
史』
に
よ
る
)
に
及
ぶ
風
倒
木
を
出
し
た
。

第
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衛
生
組
合

明
治
三
十
一
年
十
一
月、
道
庁
は
衛
生
組
合
設
置
規
程
を
設
け
て
、
伝
染
病
の
予
防
を
中
心
と
し
、
種
痘
そ
の
他

の
衛
生
事
務
を
取
扱
う
た
め
の
衛
生
組
合
の
設
置
を
奨
励
し
た
。
組
合
の
業
務
は
伝
染
病
の
予
防、
種
痘
お
よ
び
各
種
予
防
注
射
の

第
四
章
保
健
衛
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毎月1日,15日の2回じん芥処理車に
よるゴミの収集処理を行なっている

督
励、
春
秋
に
お
け
る
清
潔
検
査
の
強
制
的
な
励
行
で
あ
っ
た
。

本
村
の
衛
生
組
合
の
創
始
に
つ
いて
は、
古
い
資
料
に
乏
し
く
さ
だ
か
で
は
な
い
が、
大
正
二
年
六
月
白
滝
教
授
場
開
所
以
来
児

童
の
保
健
衛
生
面、あ

る
い
は
年
毎
に
増
加
し
つ
つ
あ
る
入
植
者
の
衛
生
管
理
に
上
湧
別
村
役
場
よ
り
の
組
合
設
置
指
導
も
あ
っ
て、

大
正
二
年
秋
上
湧
別
村
衛
生
組
合
白
滝
衛
生
組
が
誕
生
、
初
代
組
長
に
植
芝
盛
平
が
選
ば
れ
た
。
大
正
八
年
上
湧
別
よ
り
遠
軽
村
が

分
村
す
る
に
及
ん
で
遠
軽
村
衛
生
組
合
の
も
と
に
お
か
れ
た
が、
本
村
に
お
い
て
は
こ
れ
ま
で
の
衛
生
組
を
衛
生
組
合
と
な
し
、
そ

の下
に
白
滝、
旧
白
滝、
上
白
滝、
奥
白
滝、
支
湧
別、上

支
湧
別
の
各
部
落
に
そ
れ
ぞ
れ
衛
生
班
を
設
け
た。大

正
十
四
年
生
田
原
村

が
遠
軽
村
よ
り
分
村
し
た
の
を
機
に
翌
十
五
年
遠
軽
村
衛
生
組
合
連
合
会
と
な
し
、
各

部
落
ご
と
の
衛
生
班
を
衛
生
組
合
と
組
織
が
え
を
行
な
い、
当
然
本
村
各
部
落
の
衛
生

班
も
衛
生
組
合
振
興
会
と
改
組し
、
衛
生
思
想
の
普
及、
防
疫
対
策
に
努
め
た
。
昭
和

十
六
年
第二
次
世
界
大
戦
勃
発
に
よ
っ
て
こ
れ
ら
外
郭
団
体
は
整
備
さ
れ
解
散
し
た
。

昭
和
二
十
二
年
四
月
白
滝
村
火
防
衛
生
組
合
と
し
て
、
火
防
と
衛
生
の
抱
き
合
せ
組

合
が
誕
生、
火
防
、
防
犯
の
ほ
か
薬
品
の
配
布、
春
秋二
回
に
わ
た
る
清
掃
指
導
(戦

時
中
は
清
潔
検
査
と
い
っ
て
い
た
)
と
幅
広
い
活
動
を
つ
づ
け
て
き
た
。

昭
和
三
十
六
年
六
月
白
滝
村
清
掃
条
例
を
制
定、
清
潔、
美
観
を
保
持
し
生
活
環
境

を
衛
生
的
か
つ
健
康
的
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
。
こ
の
こ
と
が
あ
っ
て
翌
三
十
七

年
一
月
市
街
地
全
域
が
「
特
別
清
掃
地
域
」
と
し
て
道
の
指
定
を
受
け
た
。

昭
和
四
十
一
年
四
月
火
防
衛
生
組
合
を
発
展
的
に
解
消
し
、
"白
滝
村
衛
生
組
合
"
と



し
て
再
発
足
し
た
。
現
衛
生
組
合
長
は
佐
藤
甫
で
あ
る
。

昭
和
四
十二
年
五
月
"白
滝
村
環
境
衛
生
指
導
員
"
制
度
を
設
け
「明
る
く
住
み
よ
い
美
し
い
街
づ
く
り
」
を
ス
ロー
ガ
ン
と
し

て、
冬
季
を
除
く
毎
月
定
期
的
に
指
導
員
に
よ
る
巡
回
指
導
を
積
極
的
に
行
な
っ
て
い
る
。
環
境
衛
生
指
導
員
に
は
現
在、
田
中
文

三
、
佐
藤
庫、
植
村
直
治、
中
村
友
禧、
古
寺
頼
平
ら
が
委
嘱
を
う
け
て
いる
。

伝
染
病

伝
染
病
は
隔
離
収
容
を
要
す
る
法
定
伝
染
病
(赤
痢
、
コ
レラ
、
ペ
ス
ト、
痘
瘡
、
猖
紅
熱
、
腸
チ
フ
ス
、
パ
ラ
チ

フ
ス、
ジ
フ
テ
リ
ア
、
発
疹
チ
フ
ス、
流
行
性
脳
脊
髄
膜
炎、
日
本
脳
炎
の
十
一
種
)
と、
届
出
を
必
要
と
す
る
届
出
伝
染
病
(小

児
麻
痺、
結
核、
癲
、
梅
毒
な
ど
二
十
四
種
)
お
よ
び
そ
の
他
の
伝
染
病
(丹
毒
、
流
行
性
耳
下
腺
炎
な
ど
)
等
に
区
別
さ
れ
る
。

本
道
に
お
け
る
伝
染
病
予
防
対
策
は
明
治三
十
一
年
衛
生
組
合
の
設
置
奨
励
以
来、
予
防
接
種、
清
潔
検
査
等
に
よ
っ
て
態
勢
を

と
と
の
え
て
き
た
。

今
次
大
戦
終
結
当
時、
敗
戦
に
よ
る
動
揺
で
衛
生
意
識
も
乱
れ、
加
え
て
内
外
各
地
よ
り
の
復
員
軍
人
お
よ
び
引
揚
者
は
明
日
か

ら
の
生
活
に
窮
と々
し
て
路
頭
に
迷
う
者
さ
え
あ
っ
た。
戦
災
孤
児
、
浮
浪
児
の
急
増
し
た
の
も
こ
の
こ
ろ
で
あ
っ
て、
こう
し
た

悪
環
境
の
な
か
か
ら
一
時
猛
威
を
ふ
る
っ
た
の
が
シラ
ミ
に
よ
っ
て
伝
染
す
る
発
疹
チ
フ
ス
で
あ
っ
た
。
ま
た
こ
の
こ
ろ
チ
フ
ス
菌

が
食
物
な
ど
と
と
も
に
ロ
か
ら
侵
入
し
て
発
病
す
る
腸
チ
フ
ス
が
全
道
的
に
大
流
行
し
防
疫
が
追
い
つ
け
ず
、
つ
い
に
汽
車
の
乗
車

制
限
を
し
た
り
、
列
車
内
に
乗
り
込
ん
で
の
予
防
注
射
の
接
種
な
ど
は、
終
戦
直
後
の
不
潔
な
社
会
世
相
で
も
あ
っ
た
。

本
村
に
お
いて
は
上
湧
別
村
管
轄
時
代
の
大
正
二
年
ご
ろ
よ
り
衛
生
班
の
協
力
に
よ
っ
て
日
ご
ろ
の
予
防
に
万
全
を
期
し、
伝
染

病
発
生
時
に
は
徹
底
し
た
予
防
策
が
講
ぜ
ら
れ
た
。
昭
和
二
十
一
、
二
年
の
発
疹
チ
フ
ス、
腸
チ
フ
ス
の
大
流
行
時
に
も
、
本
村
で

は
わ
ず
か
数
名
の
患
者
が
発
生
し
た
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
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あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら
発
病
を
も
た
ら
す
伝
染
病
は、
そ
の
種
別
が
四
十
種
を
越
え
る
こ
と
か
ら
、
数
年
に
一、
二
人
の
割
合
で
患

者
発
生
し
き
た
る
こ
と
は
否
め
な
い
事
実
で
あ
る
。
昭
和二
十
三
年
予
防
接
種
法
が
公
布
さ
れ
て
以
来
急
速
に
伝
染
病
の
発
生
も
減

少
し
て
い
る
が
、
これ
は
予
防
医
学
の
進
歩
と
環
境
衛
生
の
浄
化
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

昭
和
二
十
六
年
白
滝
全
村
に
わ
た
っ
て
蔓
延
し
た
赤
痢
は
真
性、
疑
似
合
せ
て
六
十
名
の
患
者
を
出
し
、
開
村
以
来
の
大
量
発
生

に
全
村
民
を
震
動
さ
せ
た
。

昭
和三
十
九
年
十
月
白
滝
季
節
保
育
所
保
育
児
よ
り
発
生
し
た
赤
痢
は
思
わ
ざ
る
赤
痢
大
火
に
見
舞
わ
れ、
真
性
、
疑
似
合
せ
て

百
十
五
名
の
集
団
発
生
と
な
り
、
同
保
育
所
と
白
滝
青
年
研
究
所
を
仮
の
隔
離
病
舎
と
な
し
保
菌
者
を
収
容
し
た
。

開
業
医

大
正
初
期、
開
拓
の
意
気
に
も
え
て
い
た
本
村
は
将
来
性
豊
か
な
街
と
し
て
発
展
の
可
能
性
を
秘
め
て
い
た
た
め
、

早
く
か
ら
個
人
開
業
医
が
入
っ
て
き
た
。
す
な
わ
ち
大
正
三
年
二
股
市
街
(東
区
)
に
赤
坂
医
院
が
開
院
し
た
が、
大
正
六
年
の
大

山
火
に
遭
遇
し
て
転
出、
同
年
秋
お
そ
く
増
子
粕
太
郎
が
入
村、
二
股
市
街
で
開
院
を
な
し
、
大
正
十
二
年
増
子
退
村
の
あ
と
金
清

助
が
昭
和
十
年
一
月
ま
で
中
央
区
に
お
い
て
開
業
し
て
い
た
。

こ
れ
よ
り
さ
き
昭
和
九
年
に
は
拓
殖
医
と
し
て
の
指
定
を
う
け
る
こ
と
も
で
き
た
。

金
医
院
転
居
の
あ
と
代
っ
て
仲
村
長
四
郎
が
同
所
で
開
業
し
た
が、
昭
和二
十
五
年
六
月
転
出
す
る
に
至
り
、
そ
の
後
の
個
人
開

業
医
は
い
な
く
な
っ
た
。

道
立
白
滝
診
療
所

大
正
初
期
から
変
遷
あ
り
な
が
ら
も
続
い
て
い
た
開
業
医
が、
い
ず
れ
も
人
口
の不
足
から
診
療
成
績
が

あ
が
ら
ず
苦
し
い
経
営
に
堪
え
て
い
た
が、
仲
村
医
院
の
閉
鎖
に
よ
っ
て、
昭
和
十三
年
紋
別、
常
呂
両
郡
三
町
十
カ
村
十
二
産
業

組
合
の
共
同
出
資
に
よ
り
設
立
さ
れ
た
遠
軽
厚
生
病
院
は
あ
る
も
の
の
距
離
的
に
遠
く
、
か
つ
無
医
村
と
な
る
こ
と
を
憂
え
た
住
民

三五二



は
道
立
の
診
療
所
誘
致
を
計
画、
全
村
あ
げ
て
こ
れ
が
誘
致
運
動
を
展
開
し
た
。
こ
こ
に

お
いて
昭
和
二
十
五
年
四
月
道
立
白
滝
診
療
所
と
し
て
診
療
を
開
始
す
る
に
至
り
、
住
民

ひ
と
し
く
安
堵
の
胸
を
な
で
お
ろ
し
た
の
で
あ
る
。
初
代
診
療
所
長
は
高
垣
愛
彦
(昭
和

二
十
五
年
五
月
～
昭
和
三
十
年
十
月)、
第
二
代
島
田
広
重
(昭
和三
十
年
十
一
月
～
昭
和

三
十
一
年
九
月
)、
第
三
代
前
田
参
二
一
(昭
和三
十
一年
十
月
～
昭
和
四
十
五
年
四
月
)、

現
所
長
は
名
取
忠
雄
で
あ
る
。

伝
染
病
隔
離
病
舎

昭
和
二
十
四
年
十
二
月
道
立
診
療
所
開
設
内
示
が
あ
る
や
診
療

所
建
築
に
着
手
し
た
が、
こ
れ
と
並
行
し
て
診
療
所
に
隣
接
し
て
村
立
伝
染
病
隔
離
病
舎

(建
坪
四
十
六
坪、
ベ
ッ
ド
数
八)
を
も
新
築
し
、
翌
二
十
五
年
四
月
の
診
療
所
業
務
開
始

と
同
時
に
隔
離
病
舎
の
運
用
を
も
始
め
た
。

伝
染
病
の
発
生
は
環
境
衛
生
上
の
欠
陥
か
ら
生
ず
る
も
の
が
比
較
的
多
く、
こ
れ
が
撲

滅
に
村
お
よ
び
診
療
所
が
主
体
と
な
っ
て
万
全
策
を
講じ
て
お
り
、
年
伝々
染
病
の
発
生
は
減
少
し
て
いる
が、
隔
離
病
舎
は
年
と

と
も
に
老
朽
化
し
て
い
く
も
の
の
廃
止
す
る
こ
と
も
で
き
ず、
こ
れ
が
維
持
に
真
剣
に
な
っ
て
考
慮
す
る
時
が
至
り
、
近
隣
町
村
に

お
い
て
も
同
じ
よ
う
な
悩
み
を
抱
え
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら、
隔
離
病
舎
組
合
を
設
立
す
る
議
が
ま
と
ま
り
、
昭
和
四
十
五
年
一
月
"遠

軽
町
ほ
か三
ヵ
町
村
伝
染
病
隔
離
病
舎
組
合
=(
遠
軽
町、
上
湧
別
町、
生
田
原
町、
白
滝
村
の
四
カ
町
村)
を
発
足、
本
村
は
同
年

四
月
一
日
よ
り
加
入
し
、
こ
れ
に
と
も
な
っ
て
白
滝
村
伝
染
病
隔
離
病
舎
は
同
年
三
月
三
十
一
日
を
も
っ
て
廃
止
し
た
。
隔
離
病
舎

組
合
の
本
村
選
出
組
合
議
員
は
四
月
一日
付
を
も
っ
て
野
沢
正
市、
高
橋
行
之
が
互
選
さ
れ
た
。
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産
婆

大
正
四
年
奥
白
滝
高
台
(天
狗
平)
に入
植
し
た
佐
藤
ハ
ツ
は
産
婆
免
許
の
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、夫
の
生
計
を
扶
け、

さ
ら
に
衆
人
の
懇
願
さ
れ
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
二股
市
街
(東
区
)
に
居
を
か
ま
え
て
助
産
を
行
な
っ
た
。

昭
和
三
年
拓
殖
助
産
婦
と
し
て
高
橋
スミ
エ
が
中
央
区
に
着
任
、
昭
和
十
六
年
限
り
で
そ
の
職
を
退
く
こ
と
と
な
り
、
次
の
公
認

産
婆
の
着
任
ま
で
の
暫
定
期
間
愛
別
村
から
堀
ト
ヨ
産
婆
が
昭
和
十
七
年
一月
よ
り
時
折
本
村
に
駐
在
し
て
そ
の
職
を
全
う
し
て
い

た
。昭
和
十
七
年
七
月
現
金
子
ミ
ツ
が
公
認
産
婆
と
し
て
来
住、
助
産
の
任
に
当
た
っ
て
い
る
。

歯
科
診
療
所

本
村
に
は
歯
科
医
院
が
な
く
、
出
張
診
療
所
の
開
設
に
よ
っ
て
歯
痛
の
急
場
を
し
の
ぐ
程
度
の
も
の
で
あ
っ
た

が
、
週
に
一、
二度
の
出
張
診
療が
患
者
にと
っ
て
は
ま
こ
と
に
あ
り
が
た
い
も
の
で
あ
っ
た
。
戦
時
中
から
戦
後
に
か
け
て
本
村

に
出
張
し
来
た
っ
た
歯
科
医
が
い
た
け
れ
ど
も
古
い
記
録
が
な
く
判
然
と
し
な
い
が
、
昭
和二
十
五
年
か
ら
二
十
九
年
ま
で
の
間
、

上
川
町
久
米
延
保
歯
科
医
が
本
村
市
街
広
田
時
計
店
二
階
を
借
り
受
け
出
張
診
療
を
し
て
い
た
。
そ
の
後
昭
和
三
十
一
年
か
ら
四
十

四
年
二
月
ま
で
丸
瀬
布
町
竹
林
歯
科
医
が
中
央
区
に
出
張
診
療
所
を、
さ
ら
に
昭
和三
十
二
年
よ
り
丸
瀬
布
町
斎
藤
歯
科
医
が
白
滝

駅
前
に
出
張
診
療
所
を
開
設、
週
二
回
の
出
張
診
療
を
行
な
っ
て
い
る
。

開
拓
保
健
婦

開
拓
行
政
の
重
要
な
一
環
で
あ
る
環
境
衛
生
面
の
改
善
に
益
す
る
開
拓
保
健
婦
(
後
藤
節
子
)
が
昭
和三
十
六

年
四
月
設
置
さ
れ、
役
場
内
に
事
務
所
を
置
き
村
内
全
開
拓
区
を
随
時
巡
回
し
て
い
る
。

母
子
健
康
相
談
所

母
と
子
の
健
康
維
持
を
は
か
る
た
め、
昭
和
四
十
二
年
九
月
無
料
母
子
健
康
相
談
所
を
開
設、
白
滝
青
年

研
究
所
和
室
を
利
用
し
、
毎
月
第
二
水
曜
日
午
前
十
時
か
ら
午
後
二
時
ま
で
の
間、
遠
軽
保
健
所
の
医
師
が
相
談
員
と
な
っ
て
い
る
。

相
談
内
容
は、
妊
産
婦、
乳
幼
児、
成
人
病
、
一般
の
健
康
相
談
で
あ
る
。

三五四



国
民
健
康
保
険
事
業

昭
和
十三
年
四
月
国
民
健
康
保
険
法が
公
布
さ
れ、
五
年
後
の
昭
和十
八
年三
月
遠
軽
町
国
民
健
康
保

険
組
合
が
設
立
さ
れ、
遠
軽
町
の
行
政
区
域
で
あ
った
本
村
も
こ
の
組
合
の
傘
下
に
入
っ
た
が、
昭
和二
十
一
年
八
月、
分
村
に
よ

っ
て
村
内
の
健
康
保
険
事
業
は
一
時
休
止
の
や
む
な
き
に
至
っ
た
。

昭
和二
十
三
年
六
月
国
民
健
康
保
険
法
の
改
正
に
よ
っ
て
公
営
化
が
認
め
ら
れ、
本
村
に
お
い
て
も
こ
れ
が
村
営
事
業
と
し
て
行

な
う
べ
く
こ
の
年
九
月
の
村
議
会
に
お
いて
白
滝
村
国
民
健
康
保
険
条
例
を
定
め、
国
保
事
業
の
運
営
に
万
全
を
期
す
る
た
め
国
民

健
康
保
険
運
営
協
議
会
を
設
け、
被
保
険
者
を
代
表
す
る
も
の
二
人
(斎
藤
久
次
郎、
近
藤
吉
男
)、
医
師
ま
た
は
歯
科
医
師
を
代
表

す
る
も
の
一
人
(
仲
村
長
四
郎)、
公
益
を
代
表
す
る
も
の二
人
(井
村
謙二
、
中
山
徳
蔵)
の
総
数
五
名
か
ら
な
る
委
員
構
成
に
よ

る
組
合
組
織
に
よ
っ
て
国
保
事
業
を
行
な
っ
た
が、
保
険
料
の
納入
あ
る
い
は
衛
生
材
料
や
薬
剤
等
の
不
足
に
よ
っ
て
給
付
事
業
も

き
わ
め
て
不
円
滑
と
な
り
、
昭
和
二
十
六
年
三
月
、
や
む
を
得
ず
一
時
休
止
の
措
置
を
と
っ
た
。

1,200

1.000

800

600

400

200
万円

白滝村国民健康保険事
業保険給付費比較表

昭
和三
十
三
年
二
月
国
民
健
康
保
険
法
の
再
改
正
に
よ
っ
て
国
民
皆
保
険
の
大
原
則
に
の
っと
り
、こ
れ
ま
で
国
保
事
業
の
実
施、

未
実
施
は
市
町
村
の
自
由
意
志
に
よ
っ
て
い
た
も
の
が、
こ
の
改
正
に
よ
っ
て
強
制
化
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。
か
く
し
て
本
村
に
お

い
て
も
住
民
の
積
極
的
な
支
持
も
あ
っ
て、
昭
和
三
十
五
年
四
月
一

日
よ
り
国
民
健
康
保
険
事
業
が
被
保
険
者
五
割
給
付
の
形
を
と
っ
て

再
開
さ
れ
た
ので
あ
る
。
昭
和
三
十
八
年
十
月
世
帯
主
の
全
疾
病
七

割
の
給
付
に
引
上
げ、
世
帯
員
に
つ
い
て
は
従
来
通
り
と
し
て
い
た

が、
昭
和
四
十
一
年
一
月
よ
り
世
帯
員
に
つ
い
て
も
七
割
給
付
に
改

め、
被
保
険
者
の
医
療
費
負
担
の
軽
減
を
は
か
っ
た
。

I'LOCKE

二星
雲
、二
万
円

新
和
四十
五
年
度
予
算
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薬
の
行
商
と
売
薬

わ
れ
わ
れ
に
な
じ
み
の
深
い
富
山
の
薬
は、
北
海
道
が
蝦
夷
地
と
呼
ば
れ
て
い
た
こ
ろ
、
す
で
に
反
魂
丹

は
んど
ん
たん

(注
・
今
の
仁
丹
の
類)
な
る
薬
を
も
っ
て
行
商
に
入
っ
て
き
た
。
国
境
出
入
の
厳
重
な
当
時
で
あ
っ
て
も
、
富
山
の
売
薬
行
商
人
は
む

し
ろ
歓
迎
さ
れ
て
出
入
国
で
き
た
よ
う
で
あ
る
。

開
拓
期
に
お
け
る
住
民
の
最
大
の
な
や
み
は、
貧
乏
と
悪
路
と
の
た
た
か
い
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
医
療
機
関
の
乏
し
いこ
と
で
、

年
一
回
各
家
庭
を
訪
れ
る
薬
の
行
商
は
急
場
し
の
ぎ
の
常
備
薬
と
し
て
ま
こ
と
に
あ
り
が
た
い
存
在
で
も
あ
っ
た
。
湧
別
地
方
に
お

い
て
は
明
治
三
十
三
年
富
山
の
売
薬
行
商
人
が
入
っ
て
き
た
(『湧
別
町
史』)

よ
う
で
あ
る
が
、
開
拓
の
お
く
れ
た
本
村
に
お
い
て

は、
大
正
二
年
入
植
し
た
奈
良
団
体
の
団
体
長
井
村
謙
二
の
手
引
き
に
よ
り
同
年
秋
お
そ
く
奈
良
団
体
の
後
を
追
う
よ
う
に
し
て
、

大
和
(奈
良
県
)
「ダ
ル
マ
印
」
「
タ
イ
印
」
の
商
標
を
も
つ
行
商
人
が
入
り
置
き
薬
を
し
た
の
が
初
め
と
さ
れ
て
い
る
。
若
干
お
く

や
ま
と

れ
て
富
山
の
越
中
国
印、
そ
の
他
の
業
者
が
入
り
、
業
者
の
変
動
は
あ
れ
ど
医
療
機
関
の
発
達
し
た
今
日
な
お
住
民
生
活
と
結
び
つ

い
て
置
き
薬
の
あ
き
な
い
が
続
い
て
い
る
。

薬
種
商
と
し
て
は
小
島
寛
一
郎
が二
股
(東
区
)
に
お
い
て
わ
ず
か
の
薬
を
店
先
に
置
い
た
の
が
大
正
五
年
の
こ
と
で
本
村
最
初

の
薬
屋
で
、
こ
れ
と
相
前
後
し
て
現
中
央
区
に
土
屋
安
夫
が
東
旭
川
か
ら
移
住
し
て
薬
種
商
を
営
ん
で二
軒
と
な
った
。

現
在
営
業
中
の
薬
店
は、
川
合
一
千、
前
田
秀
之
の
二
店
で
、
新
薬
の
続
出
せ
る
今
日、
店
内
の
薬
種
も
膨
大
な
数
と
い
え
よ
う
。

硫
黄
鉱
泉

探
鉱
に
心
血
を
そ
そ
い
だ
佐
木々
三
之
助
、
下
村
正
一
郎、
小
島
寛
一
郎
ら
は
大
正
六
年
、
た
ま
た
ま
奥
白
滝
滝

の
上
橋
西
側
元
八
号
駅
通
近
く
に
お
い
て、
冬
で
も
融
雪
し
て
い
る
小
さ
な
湧
水
を
発
見、
手
を
入
れ
て
み
る
と
ほ
の
か
な
温
か
み

を
感
ず
る
水
温
に
、
温
泉
た
る
こ
と
を
知り
大
さ
わ
ぎ
と
な
っ
た
。
以
来
幾
度
と
な
く
現
地
に
お
も
む
き
観
察
す
る
も
様
子
が
変
ら

ず、
融
雪
期
を
ま
っ
て
温
泉
許
可
申
請
を
す
る
か
た
わ
ら、
仮
小
屋
を
建
て
湯
治
客
の
宣
伝
に
つ
と
め
た
。
大
正
七
年
六
月
つ
い
に

三五六



待
望
の
鉱
泉
と
し
て
の
認
可
が
北
海
道
庁
から
届
い
た
。

免
許

証
北
見
国
紋
別
郡
上
湧
別
村
字
白
滝
原
野
基
線三
十
二
号
地

一
申
請人

北
海
道
紋
別
郡
湧
別
村
字
白
滝
原
野
基
線
百
八
十
四

硫
黄
鉱
泉

一
鉱
泉
名

右、
浴
用
鉱
泉
タ
ル
コ
ト
ラ
免
許
ス

大
正
七
年
六
月
十
二
日

北
海

道
庁

か
く
し
て
こ
の
鉱
泉
は
不
思
議
に
ウ
ルシ
カ
ブ
レ
等
の
皮
膚
病
の
治
療
に
効
果
が
あ
り
、
管
理
人
を
お
い
た
簡
易
宿
舎
に
夜
具
自

炊
道
具
持
ち
込
み
で
湯
治
す
る
者、
あ
る
い
は
ビ
ン
な
ど
の
容
器
を
持
参
し
て
鉱
泉
を
買
い
求
め
自
宅
治
療
を
す
る
者
な
ど
一
時
は

な
か
な
か
の
盛
況
で
あ
っ
た。
し
か
し
冷
泉
な
う
え
地
理
的
に
交
通
不
便
な
た
め
軌
道
に
の
せ
る
こ
と
が
で
き
ず
、
野
ざ
ら
し
の
状

態
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

白
滝
温
泉

裏
大
雪
山
系
統
の
山
な
み
が
続
い
て
い
る
本
村
は、
さ
ら
に
そ
の
脈
系
が
全
村
に
わ
た
っ
て
拡
大
し
て
い
る
で
あ

ろ
う
こ
と
は
想
像
に
か
た
く
な
い
ので
あ
る
が、
村
内
北
支
湧
別
池
田
詮
文
所
有
地
内
湿
地
帯
の
一部
に
お
い
て
冬
期
氷
結
も
せ
ず
、

降
雪
が
あ
っ
て
も
雪
の
積
ら
な
い
個
所
が
あ
り
、
早
く
か
ら
話
題
に
な
っ
て
い
た
。
戦
後
十
年
も
経
過
す
る
と
社
会
情
勢
も
や
や
安

定
し
、
国
民
は
余
暇
を
も
て
あ
ま
し
観
光
地
を
目
ざ
し
て
レ
ジ
ャー
を
楽
し
む
姿
が
目
立
ち
は
じ
め
た
。
か
く
し
て
レ
ジ
ャ
ー
産
業

の
開
発
は
年
と
と
も
に
活
発
な
動
き
を
見
せ、
し
か
も
そ
の
い
ず
れ
も
が
活
況
を
呈
す
る
進
展
ぶ
り
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
た
世
情
に
あ
っ
て
、
本
村
内
に
お
い
て
も
温
泉
に
よ
る
レ
ジ
ャー
産
業
を
お
こ
そ
う
と
前
記
湿
地
帯
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
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白
滝
小
唄

作
曲
小
島
三
雄

作
詞
佐
木々

喜
代
治

サ
サ
灯
が
ゆ
れ
る

招
く
ヒ
ュ
ッテ
の
灯
が
ゆ
れ
る

さ
れ
た
。
ま
ず
こ
の
地
に
ボ

ー
リ
ン
グ
を
行
な
い
温
泉
掘

削
を
こ
こ
ろ
み
る
べ
く
、
昭

和
三
十
年
三
月
出
願
者
白
滝

村
と
し
て
道
に
対
し
温
泉
掘

削
の
許
可
申
請
を
行
な
い
、

村
は
施
工
者
野
沢
正
市
と
の

間
に
一
連
の
誓
約
書
を
交
わ

し
、
掘
削
の
場
所
を
池
田
所

有
地
内
白
滝
原
野
一千
二
百

四
十
九
番
地
と
定
め
て、
野

沢
の
私
費
に
よ
り
お
よ
そ
二
五
〇
が
余
に
及
ぶ
ボ
ー
リ
ン
グ
が
は
じ
ま

っ
た
。
し
か
し
莫
大
な
費
用
を
投
入
し
て
行
な
わ
れ
た
ボ
ー
リ
ン
グ
も

残
念
な
が
ら
温
度三
十
二
度
ど
ま
り
の
も
の
し
か
湧
出
せ
ず
、
つ
い
に

温
泉
掘
削
は
失
敗
に
終
っ
た
。

ま
た
、
こ
れ
と
は
別
に
斎
藤
久
蔵
は、
白
滝
原
野
一
千
四
百
二
十
三

番
地
内
(小
野
政
夫
所
有
地)
に
温
泉
湧
出
を
夢
み
て
昭
和三
十
年
四

三五八

白滝温泉ホテル

二
胸
の
想
か
万
年
雪
は

サ
サ
薄
な
さ
け

ほ
ん
に
つ
つ
じ
は
薄
な
さ
け

白
い
温
泉
靄
が
な
び
く
の
に

チ
ト
カ
ニ
ウシ
に
降
る
雪
よ
り
も

天
狗
風
も
粋
に
咲
き

三
恋
の
ス
ロ
ープ

二人
で
行
け
ば

サ
サ
霧
が
降
る

夢
の
ヒ
ラ
山
霧
が
降
る

い
つ
に
な
っ
た
ら
と
け
る
や
ら



白
滝
音
頭

小
島
三
雄

一

サ
ー

ヨ
イ
ヨ
イ

ヨ
イ
ト
セ

あ
す
も
晴
れ
る
か
窓
の
月

踊
り
つ
か
れ
て
い
で
湯
に
つ
か
り
や

三
さ
あ
さ
踊
ろ
よ
白
滝
音
頭

サ
ー

ヨ
イ
ヨ
イ

ヨイ
ト
セ

可
愛
い
牛
に
も
子
が
で
き
た

今
年
豊
年
嫁
こ
さ
も
ろ
て

さ
あ
さ
踊
ろ
よ
白
滝
音
頭

二

サ
ー

ヨ
イ
ヨ
イ

ヨ
イ
ト
セ

ど
ん
と
積
み
出
す
そ
の
す
が
た

土
場
の
丸
太
は
主
さ
ん
ま
か
せ

さ
あ
さ
踊
ろ
よ
白
滝
音
頭

作
曲

作
詞
奥

山
い
お
り

月
温
泉
掘
削
の
許
可
申
請
を
行
な
い
ボ
ー
リ
ン
グ
を
試
み
た
が、
こ
れ

も
一
時三
十
六
度
の
温
水
が
湧
出
し
た
が
そ
の
後
二
十
度
に
降
り
、
以

来
高
温
の
温
泉
が
湧
出
せ
ず
中
止
し
て
し
ま
っ
た
。

こ
う
し
た
一
連
の
温
泉
掘
削
が
そ
の
双
方
と
も
高
温
で
は
な
い
が
冷

泉
と
し
て
認
可
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
鉱
脈
に
よ
っ
て
は
期
待
以
上
の

温
泉
が
湧
出
す
る
可
能
性
が
あ
る
と
み
て
掘
削
の
場
所
を
変
え
、
村
費

を
も
っ
て
ボ
ー
リ
ン
グ
を
行
な
う
こ
と
を
決
め、
昭
和三
十
一
年
十
二

月
の
村
議
会
に
お
い
て
議
会
の
承
認
を
得
、
温
泉
掘
削
の
場
所
を
白
滝

原
野
一
千
八
百
九
十
七
番
地
の
八
(古
関
一
所
有
地)
と
決
め
て
温
泉

掘
削
の
許
可
を
道
に
出
願
し
た
。
翌
年
一
月
から
三
月
に
か
け
て
七、

八〇
ぶ
の
ボ
ー
リン
グ
を
行
な
っ
た
が
期
待
を
う
ら
ぎ
り
、
二
十
五
度

の
冷
泉
で
あ
っ
た
。
こ
の
冷
泉
に
胆
を
冷
や
し
た
村
は、
掘
削
の
場
所

を
白
滝
原
野
一
千
九
百
九
十
番
地
の
一
(支
湧
別
五
線
岡
竹
松
所
有
地)

に
移
し
、
試
錐
を
企
だ
て
た
が、
地
主
と
の
話
し
合
い
が
つ
か
ず
こ
の

地
の
ボ
ー
リ
ン
グ
を
断
念、
前
記
古
関
所
有
地
の
ボ
ー
リ
ン
グ
を
続

行
、
一五
〇
メ
の
掘
削
に
も
温
度
上
昇
せ
ず
、
そ
の
時
点
で
掘
削
を
打

切
り、
温
泉
と
し
て
の
認
可
申
請
を
遠
軽
保
健
所
に
提
出、
温
泉
認
可

第
四
章
保
健
衛
生

三五九



七
社
会
文
化

基
準
最
低
線
に
て
認
可
が
お
り
た。

こ
れ
よ
り
さ
き
同
三
十
一年
三
月
温
泉
開
発
審
議
委
員
会
(委
員
・
丹
羽
実
郎、
中
山
親
孝、
野
沢
正
市、
布
田
勇、
岸
浦
吉
、

古
関
初
夫
)
を
設
け、
温
泉
の
開
発、
温
泉
旅
館
の
建
設
な
ら
び
に
運
営
等
に
つ
き
協
議
が
な
さ
れ
た
。
同
年
七
月
温
泉
開
発
審
議

委
員
会
を
温
泉
審
議
委
員
会
と
改
め、
委
員
会
の
審
議
に
よ
っ
て
温
泉
旅
館
施
設
計
画
の
概
要
が
打
ち
出
さ
れ、
建
築
委
員
長
に
中

山
親
孝
が
あ
た
り
、
木
造
二
階
建
本
家、
ブ
ロ
ッ
ク
建
浴
場
等
二
百
三
十
四
坪
余、
そ
の
他
付
属
施
設
費
お
よ
び
内
部
調
度
費
な
ど

合
計
一
千二
百
五
十
万
円
に
及
ぶ
大
事
業
が
遠
軽
箱
崎
組
の
請
負
に
よ
っ
て
着
工
、
突
貫
工
事
に
よ
っ
てこ
の
年
十
一月
二
十
日
一

応
の
竣
工
を
み
た
が、
内
部
施
設
の
変
更、
環
境
の
整
備
(
敷
地
五
反
歩
は
古
関
一
の
寄
贈、
三
反
歩
は
購
入
す)、

物
置
の
新
設
等

最
終
事
業
費
は
実
に
一
千
八
百
万
円
の
巨
費
を
投
入
し
た
。

村
民
の
希
望
と
不
安
が
複
雑
に
交
錯
す
る
な
か
で、
内
外
の
有
志
多
数
を
招
い
て
盛
大
な
落
成
式
と
「白
滝
温
泉
ホテ
ル
」
の
命

名
式
が
小
雪
ち
ら
つ
く
十
二
月
挙
行
さ
れ
た
。
ま
た
三
日
間
に
わ
た
り
全
村
民
に
温
泉
を
無
料
解
放
し
、
さ
ら
に
村
内
全
世
帯
主
を

招
待
し
酒
肴
の
も
て
な
し
を
す
る
な
ど
、
華
や
か
な
“温
泉
ホ
テ
ル
丸
”
の
出
航
で
は
あ
っ
た
。

昭
和三
十
二
年
十
二
月
よ
り
村
営
に
よ
っ
て
温
泉
事
業
を
開
始
し
た
温
泉
ホ
テ
ル
は、
建
築
工
事
中
の
八
月
十
四
日
村
議
会
に
お

い
て
村
営
事
業
と
す
る
こ
と
に
可
決
を
み
て
い
た
が
、
翌
三
十
三
年
三
月
末
を
も
っ
て
村
営
を
廃
止
し
、
民
営
と
す
る
こ
と
を
決
め、

譲
渡
価
格
一
千二
百
万
円
に
て
小
出
月
江
と
の
間
に
温
泉
ホ
テ
ル
譲
渡
契
約
が
結
ば
れ
、
こ
の
年
四
月
よ
り
民
営
と
な
っ
た
。
し
か

し
加
熱
式
温
泉
と
いう
悲
し
さ
ゆ
え
光
熱
費
そ
の
他
の
維
持
費
に
経
費
が
か
さ
み、
つ
い
に
昭
和
三
十
五
年
六
月
十
日
温
泉
ホ
テ
ル

譲
渡
に
関
す
る
契
約
を
解
除、
再
び
村
営
と
す
る
こ
と
を
村
議
会
に
お
い
て
決
議
し
、
前
田
勘
治
を
し
て
諸
施
設
い
っ
さ
い
現
状
の

ま
ま
を
も
っ
て
使
用
料
を
徴
収
し
て
委
託
経
営
に
当
ら
し
む
る
こ
と
と
し
、
同
月
十
八
日
委
託
経
営
の
契
約
締
結
と
な
っ
た
が、
翌

三六〇



三
十
六
年
八
月
契
約
者
藤
本
武
一と
な
り
、
苦
し
い
経
営
が
続
い
て
い
た。
この
間
施
設
の
一
部
を
ユー
ス
ホ
ス
テ
ル
に
改
造、
夏

の
登
山
客
、
冬
の
ス
キー
客
の
誘
致
に
盛
ん
な
P
R
を
つ
づ
け
た
。

昭
和
四
十
一
年
九
月
札
幌
市
学
校
法
人
月
寒
学
院
が
温
泉
ホ
テ
ルに
着
眼、
学
院
内
の
海
外
移
住
研
究
生
研
修
の
場
と
し
て
最
適

で
あ
る
と
の
観
点
か
ら
施
設
お
よ
び
敷
地
を
買
収
し
、
こ
の
地
を
月
寒
学
院
第
二
農
場
と
名
付
け
た
。
同
年
九
月
三
十
日
の
村
議
会

に
お
い
て
温
泉
ホ
テ
ル
施
設
譲
渡
の
審
議
が
な
さ
れ、
五
百
万
円
に
て
こ
れ
が
財
産
の
売
却
処
分
の
可
決
が
行
な
わ
れ
た
。
時
を
同

じ
う
し
て
温
泉
開
発
に
力
を
そ
そ
い
だ
温
泉
審
議
委
員
会
も
解
散
と
な
っ
た
。

思
え
ば
昭
和三
十
二
年
十
一
月
営
業
開
始
以
来、
村
民
の
厚
生
施
設
と
し
て
そ
の
発
展
を
大
き
く
期
待
さ
れ
て
い
た
温
泉
ホ
テ
ル

施
設
も
、
諸
般
の
情
勢
から
つ
いに
月
寒
学
院
に
身
売
り
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。

白
滝
市
街
簡
易
水
道

本
村
市
街
地
の
飲
料
水
は
遠
軽
保
健
所
の
水
質
検
査
の
結
果、
そ
の
約
七
割
近
く
が
大
腸
菌
や
そ
の
他

の
雑
菌
が
混
入
し
て
い
る
飲
料
不
適
水
で
あ
っ
た
。
こう
し
た
ま
こ
と
に
不
衛
生
な
飲
料
水
、
そ
し
て
時
と
し
て
起
る
水
飢
饉
の
解

消、
こ
れ
に
合
せ
て
消
防
態
勢
の
万
全
を
期
す
る
た
め
の
消
火
栓
の
完
備
等
大
局
的
見
地
から
市
街
地
全
域
に
簡
易
水
道
布
設
の
機

運
が
熟
し
、
水
源
予
定
地
や
水
量
の
調
査、
事
業
費
に
か
か
わ
る
財
源
の
見
通
し
も
つ
い
た
の
で
、
昭
和三
十
八
年
三
月
の
定
例
村

議
会
に
お
い
て
簡
易
水
道
布
設
事
業
に
つ
い
て
の
議
決
を
み
た
。
この
た
め
こ
の
事
業
を
円
滑
に
促
進
す
る
目
的
で
同
年
四
月
「白

滝
村
簡
易
水
道
布
設
促
進
期
成
会
」
(会
長
・
藤
本
輝
彦
)
を
結
成、
水
道
利
用
者
の
確
保、
負
担
金
納
入
に
、
あ
る
い
は
工
事
面
に

対
す
る
協
力
を
は
か
っ
た
。

水
源
地
は
国
有
林
内
白
滝
事
業
区
七
林
班
よ
小
班、
通
称
支
湧
別
湯
の
沢
に
そ
の
適
地を
借
り
受
け、
同
三
十
八
年
七
月
工
事
費

約
二
千
六
百
二
十
万
円
の
大
事
業
が
着
工
さ
れ
た
。
工
事
請
負
は
札
幌
市
華
北
建
設
興
業
株
式
会
社
で
あ
っ
た
。

第
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給
水
法
は
下
図
に
も
あ
る
ご
と
く
、
支
湧
別
川
と
湯
の
沢
の
合
流
点
よ
り
湯
の

沢
の
上
流
約
一、五
〇
〇
ぶ
の
地
点
で
取
水
し
、
こ
れ
を
導
水
管
に
よ
り
営
林
署

苗
畑
の
高
台
に
濾
過
池、
配
水
池
を
設
け、
塩
素
滅
菌
し
た
水
を
自
然
流
下
に
よ

り
各
戸
に
給
水
す
る
も
の
と
し
た
。
給
水
区
域
は
中
央
区
、
南
区
の
全
域
と
東
区

祥
厳
寺
ま
で
と
西
区
は
公
営
住
宅
、
変
電
所
付
近
ま
で
と
限
定
し
た
。

か
く
て
工
事
中
に
降
雪
を
み
る
な
ど
の
難
事
業
も
同
三
十
八
年
十
二
月
末
全
工

事
が
完
了
、
翌
三
十
九
年
一
月
一
日
よ
り
給
水
を
開
始
し
た
。
こ
こ
に
お
いて
水

道
利
用
者
は
衛
生
的
で
便
利
な
水
道
に
安
心
し
た
生
活
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
。
当
初三
百
十
六
栓
の
申
し
込
み
に
よ
り
施
行
し
た
水
道
工
事
も
そ
の
後
利
用

者
が
年
ご
と
に
増
し
、
昭
和
四
十
五
年
九
月
現
在
四
百
四
十
栓が
布
設
さ
れ、

一
日
の
給
水
量
は
四
七
八
立
方
が
(ド
ラ
ム
缶
で
お
よ
そ
二
千
三
百
九
十
本
分
)
に

及
ん
で
い
る
。

奥
白
滝
高
台
水
利
組
合

今
の
東
白
滝、
天
狗
平
方
面
は
大
正
初
期
以
来
団

体
、
個
人
の
別
な
く
入
植
す
る
も
の
が
あ
いつ
い
で
来
た
り
、
鬱
蒼
と
生
い
茂
る

立
木
を
整
理
し
な
が
ら
開
墾
に
精
を
出
し
て
い
た
が、
不
幸
な
こ
と
に
飲
料
水
に

恵
ま
れ
ず、
細
と々
流
れ
る
小
川
の
水
を
頼
り
に
不
自
由
な
生
活
が
続
い
て
い
た
。

大
正
六
年
白
滝
大
山
火
後
急
激
に
こ
の
方
面
か
ら
離
脱
者
が
出
た
の
も、
大
火
の

原水から飲み水になるまで
送 配 水 区
塩素減菌室

灌水池 緩速沪過池 量水器室
配 水 池

調整池
市 街 配 管 図

別
至あさひかわ しらたき

位 〒 a営林著

0
0 C

0 警
察

林
産
組
合 川別湧支 凡 例

宮
林
署
官
舍

り消火栓

配水池口

簡 易水道配管図
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痛
手
と
水
の
不
足
が
そ
の
原
因
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
入
植
者
の
悩
み
を
解
消
す
る
べ
く
水
路
施
設
の
請
願
を
遠
軽
村
役
場
に
行
な

っ
て
い
た
が
、
財
政
そ
の
他
諸
般
の
事
由
に
よ
り
永
年
水
路
施
設
工
事
が
見
送
ら
れ
て
い
た
。
昭
和
八
年
五
月
施
行
の
村
会
議
員
選

挙
に
お
い
て
地
元
奥
白
滝
か
ら
鈴
木
富
次
が
選
出
さ
れ
る
や、
部
落
一
丸
と
な
っ
て
の
歎
願
が
実
を
結
び、
つ
い
に
全
額
国
費
に
よ

っ
て
高
台
地
区
の
水
路
施
設
工
事
着
工
の
運
び
と
な
っ
た
。
水
源
地
は
隣
接
の
国
有
地
内
白
滝
事
業
区
六
十
林
班
内
を
選
び
、
奥
白

滝
高
台
水
利
組
合
(組
合
長
・
鈴
木
富
次)
を
結
成
し
、
岸
利
七
に
施
工
を
依
頼、
昭
和
九
年
春
着
工
同
年
秋
完
成
し
、
こ
こ
に
お

い
て
高
台
無
水
農
家
お
よ
そ
三
十
戸
が
水
路
の
恩
恵
に
浴
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

東
白
滝
雑
用
水
利
組
合

昭
和
十
一
年
春
天
狗
沢
地
区
に
三
十
三
戸
の
入
植
移
住
者
が
入
っ
た
が
、
一部
高
台
地
区
に
区
画
割

り
さ
れ
た
も
の
は
無
水
の
た
め
余
分
な
苦
労
を
背
負
わ
さ
れ
た
。
そ
こ
で
三
十
三
戸
の
入
植
者
が
よ
り
よ
り
協
議
の
う
え
、
水
路
組

合
を
つ
く
り
無
水
農
家
の
解
消
に
乗
り
出
し
た
。
ま
ず
高
台
水
利
組
合
利
用
の
水
源
地
よ
り
受
給
す
る
こ
と
の
内
諾
を
得
て
、
東
白

滝
雑
用
水
利
組
合
を
結
成
(
組
合
長
・
五
代
儀
喜
六
)、
水
路
直
接
受
益
者
、
同
間
接
受
益
者
に
分
ち
そ
れ
ぞ
れ
寄
付
金
を
募
り
、
昭

和
十
二
年
春
工
事
着
工
、
同
年
秋
明
渠
式
の
水
路
が
完
成、
無
水
の
な
や
み
が
解
消
さ
れ
た
。

簡
易
水
道
と
な
る

い
わ
ゆ
る
川
水
を
飲
料
と
し
て
い
た
移
住
者
は、
農
薬
散
布
そ
の
他
の
汚
物
等
に
よ
っ
て
生
ず
る
川
水
の

汚
染
を
知
り
つ
つ
、
不
衛
生
き
わ
ま
る
水
の
使
用
に
耐え
て
い
た
が
、
つ
い
に
簡
易
水
道
の
恩
恵
に
浴
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
す
な

わ
ち
天
狗
平
、
東
白
滝
一帯
に
わ
た
り
昭
和三
十
二
、
三
十
三
年
の
両
年
に
ま
た
が
り
延
長
一
万
が
余
の
簡
易
水
道
布
設
工
事
(工

費
約
一
千三
百
万
円
)
を
全
額
国
費
に
て、
さ
ら
に
付
帯
工
事
と
し
て
全
長
お
よ
そ
三
、三
〇
〇
が
余
の
工
事
(工
費
約
二
百
十
万
円

余
)
を
補
助
事
業
と
し
て
施
行、
ここ
に
お
い
て
両
地
区
の
飲
料
水
の
なや
み
が
一
挙
に
解
決
し
た
の
で
あ
る
。
当
初
の
給
水
戸
数

は
三
十
五
戸
と
記
録
に
残
っ
て
い
る。

第
四
章
保
健
衛
生

三六三
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支
湧
別
川
向
い
高
台
簡
易
水
道

昭
和
九
年
支
湧
別
川
向
い
高
台
に
入
植
し
た二
十
四
戸
の
開
拓
者
は
い
ず
れ
も
飲
料
水
に
不

自
由
し
、
数
十
尺
の
深
井
戸
の
掘
削
を
試
み、
あ
る
程
度
の
水
脈
を
つ
か
み
飲
用
に
供
す
る
と
ころ
も
あ
っ
た
が、
崖
の
中
腹
に
わ

ず
か
に
湧
き
出
る
水
を
求
め
て
運
搬
し
苦
労
の
連
続
で
あ
っ
た
。
わ
け
て
も
支
湧
別
七
線
の
川
向
い
高
台
地
帯
は、
近
間
に
湧
き
出

る
水
と
て
な
く
山
す
そ
の
湧
き
水
を
使
用
す
る
状
態
で
、
こ
の
水
の
運
搬
に幾
時
間
も
浪
費
す
る
む
だ
と
苦
労
が
あ
っ
た
。
こ
う
し

た
実
情
を
村
に
訴
え
つ
づ
け
て
い
た
と
こ
ろ
、
と
り
あ
え
ず
こ
の
地
帯
の
無
水
農
家
五
戸
に
略
式
簡
易
水
道
を
布
設
す
る
こ
と
を
決

め、
昭
和二
十
六
年
八
月、
山
腹
の
湧
水
を
一
度
貯
溜
し、
そ
こ
か
ら
鉄
管
に
よ
っ
て
各
戸
の
裏
玄
関
先
ま
で
土
中
を
配
管
し
、
蛇

ロ
の
な
い
常
時
出
水
の
状
態
で
使
用
に
供
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
これ
と
い
っ
た
施
設
も
な
く
、
水
圧
も
乏
し
か
っ
た
た
め
各
戸
の

勝
手
元
ま
で
給
水
管
を
施
設
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
無
消
毒
と
は
い
え
、
こ
れ
ま
で
の
水
運
搬
の
労
が
は

ぶ
け
農
家
の
よ
ろ
こ
び
ひ
と
し
お
で
あ
っ
た
。
ま
こ
と
に
幼
稚
な
施
設
と
は
い
え、
本
村
最
初
の
水
道
工
事
と
い
え
よ
う
。
し
か
し

耐
久
度
の
低
い
鉄
管
は
や
が
て
破
損
が
目
立
ち
は
じ
め
故
障
が
続
出
す
る
状
態
と
な
っ
た
。

昭
和
三
十
五
年
支
湧
別
六
線、
七
線
の
川
向
い
の
無
水
農
家
の
悩
み
を
解
消
す
る
べく
、
新
農
村
建
設
総
合
対
策
特
別
助
成
事
業

第
一
年
次
の
実
施
計
画
に
こ
の
地
帯
の
共
同
給
水
施
設
を
取
り
入
れ、
農
林
省
よ
り
の
認
可
も
お
り
、
こ
の
年
七
月
早
工々
事
着
工、

十
月
竣
工
と
な
っ
た
。
水
道
配
管
総
延
長
四、
七〇
五
が
余、
総
工
事
費
約
百
二
十
万
円
を
要
し
、
水
道
路
線
の
掘
起
し
埋
戻
し
は
い

っ
さ
い
受
益
者
負
担
で
あ
っ
た
が
た
め、
支
湧
別
川
向
い
高
台
給
水
利
用
組
合
(組
合
長
・
石
川
健
次
郎)
を
組
織
し
て工
事
遂
行

に
尽
力
し
た
。

配
管
は
硬
質
ビ
ニ
ー
ル
を
使
用
し
、
給
水
取
入
口に
は
貯
水
槽
と
濾
過
装
置
を
兼
ね
た
取
水
堰
を
設
け、
主
要
幹
線
に
は
水
圧
を

調
整
す
る
た
め
に
減
圧
水
槽
を
施
設
し
、
配
管
は
各
家
庭
の
勝
手
元
ま
で
行
な
い、
給
水
栓
も
不
凍
式
を
使
用
し
、
受
益
者
十
一戸

三六四



は
安
心
し
た
生
活
を
送
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

し
尿
処
理
組
合

環
境
衛
生
の
う
ち
最
も
頭
痛
の
種
と
な
っ
て
いる
も
の
に、
し
尿
の
処
理
方
法
が
あ
り、
こ
れ
を
い
か
に
処

理
す
べ
き
か
が
各
町
村
と
も
懸
案
と
さ
れ
て
い
た
が、
遠
軽
地
区
の
各
町
村
が
共
同
出
資
の
方
策
で、
一定
地
に
大
が
か
り
な
処
理

場
を
建
設
し、
も
っ
て
関
係
町
村
住
民
の
な
や
み
を
解
消
し
よ
う
と
昭
和
四
十
年
遠
軽
地区
七
カ
町
村
し
尿
処
理
組
合
を
設
立、
遠

軽
町
開
盛
に
共
同
し
尿
処
理
場
の
建
設
に
と
り
か
か
り
、
消
化
活
性
汚
泥
方
式
に
よ
る
し
尿
消
化
槽
を
す
え
つ
け
一
日
四
五
年
間
の

処
理
能
力
を
有
す
る
施
設
を
完
成、
昭
和
四
十
二
年
四
月
よ
り
運
用
開
始
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
組
合
に
は
遠
軽
町
を
は
じ
め

と
し
て
、
上
湧
別、
湧
別、
佐
呂
間、
生
田
原
、
丸
瀬
布、
白
滝
の
七
カ
町
村
が
加
入
、
組
合
議
員
に
本
村
か
ら
は
松
浦
健
蔵、
南

政
雄
が
選
任
さ
れ
た
。

昭
和
四
十
四
年
度
に
お
け
る
し
尿
の
汲
取
収
集
実
績
は、
総
収
集
量
一万
三
、六
二
四
年
間
で
、
こ
の
う
ち
白
滝
村
に
お
け
る
収
集

量
は
五
八
〇
ま
湯
で
あ
っ
た
。

第
五
章
社
会
福
祉

民
生
委
員
制
度

わ
が
国
に
お
け
る
扶
助
制
度
の
は
じ
ま
り
は
、
明
治
七
年
恤
救
規
則
が
制
定
さ
れ
窮
民
救
恤
を
な
し
た
の
に

は
じ
ま
る
が
、
そ
の
政
策
は
や
や
消
極
的
で
あ
った
と
い
わ
れ
る
。

昭
和
四
年、
第
一
次
世
界
大
戦
後
の
極
度
の
不
況
に
よ
る
社
会
的
貧
困
を
積
極
的
に
救
済
す
る
必
要
が
生
じ
“救
護
法
”
が
公
布

さ
れ、
統
一
的
な
救
護
対
策
を
講
じ
た
の
で
あ
る
。

第
五
章
社
会
福
祉

三六五
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昭
和
十
二
年
に
は
軍
事
扶
助
法、
医
療
保
護
法
、
母
子
保
護
法
が
制
定
さ
れ
る
と
と
も
に
方
面
委
員
制
度
が
設
け
ら
れ、
組
織
的

に
困
窮
者
の
救
護
に
つ
と
め
た
。

戦
後
新
憲
法
の
制
定
に
よ
っ
て
国
民
の
生
活
保
障
制
度
が
基
本
的
権
利
と
し
て
確
立
さ
れ
、
戦
前
の
救
護
関
係
の
諸
制
度
は
統
合

整
理
さ
れ、
昭
和
二
十
一
年
十
月
新
た
に
生
活
保
護
法
が
制
定
さ
れ、
従
来
の
方
面
委
員
会
は
民
生
委
員
会
に
改
め
ら
れ
た
。
翌
二

十
二
年
に
は
児
童
福
祉
法
が、
さ
ら
に二
十
三
年
に
は
民
生
委
員
法
が、
つ
い
で
同
二
十
四
年
に
は
身
体
障
害
者
福
祉
法
が
そ
れ
ぞ

れ
公
布
さ
れ
て
社
会
福
祉
の
実
を
あ
げ
て
い
った
。

昭
和二
十
五
年
生
活
保
護
法
の
全
面
改
正
と
翌
二
十
六
年
十
月
か
ら
福
祉
事
務
所
の
義
務
設
置
制
度
に
よ
っ
て、
こ
こ
に
福
祉
三

法
(生
活
保
護
法、
児
童
福
祉
法、
身
体
障
害
者
福
祉
法)
が
確
立
さ
れ、
社
会
福
祉
活
動
が
大
き
く
飛
躍
し
た
の
で
あ
る
。

昭
和二
十
一
年
遠
軽
よ
り
分
村
し
た
本
村
は、
こ
の
年
十
月
一
日
白
滝
村
民
生
委
員
協
議
会
を
設
置、
同
年
十
二
月
左
の
十
八
名

が
民
生
委
員
と
し
て
厚
生
大
臣
か
ら
委
嘱
を
う
け
た
。

三
木
克
己
、
布
田
富
蔵、
丹
羽
実
市、
内
田
源三
郎、
近
藤
吉
男、
金
子
ミ
ッ、
三
上
熊
吉
、
前
本
ミ
ツ、
佐
藤
ツ
ネ、

鈴
木
亀

吉
、
川
口
法
尊
、
高
橋
利
作、
笠
間
誠
一、
箭
内
良
金、
藤
川
勝
治、
安
西
光
義、
古
関
一、
坂
本
冬
治

民
生
委
員
は
生
活
保
護
法
に
も
と
づ
く
生
活
扶
助、
教
育
扶
助、
住
宅
扶
助、
医
療
扶
助、
出
産
扶
助、
生
業
扶
助、
葬
祭
扶
助

等
、
要
保
護
者
の
適
用
に
努
め、
社
会
奉
仕
の
精
神
を
も
っ
て
保
護
指
導
に
あ
た
っ
て
いる
。
委
員
の
任
期
は
三
年
で
幾
度
と
な
く

交
替
さ
れ
て
いる
が、
現
在
(昭
和
四
十三
年
選
任)
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

前
田
忠
治
(上
白
滝)
斎
藤
フ
サ
(旧
白
滝)
布
田
昭
子
(東
区
)
広
田
亮
一
(中
央
区
)
棚
橋
重
利
(南
区)
古
関
仁
(西
区
)

渡
瀬
秀
雄
(支
湧
別
)
星
久
子
(上
支
湧
別)
菅
原
政
雄
(奥
白
滝
)

三天六



な
お、
昭
和二
十
六
年
よ
り
同
四
十
四
年
ま
で
民
生
委
員
な
ら
び
に
社
会
福
祉
協
議
会
役
員
を
勤
め
た
大
庭
千
代
吉
は、
昭
和
四

十
三
年
十
月
全
国
社
会
福
祉
協
議
会
よ
り
永
年
勤
続
の
表
彰
を
う
け、
恩
賜
の
特
別
基
金
に
よ
る
記
念
品
を
贈
ら
れ、
さ
ら
に
同
年

十二
月
厚
生
大
臣
よ
り
の
表
彰
を
も
う
け
た
。

昭
和二
十
六
年
三
月
社
会
福
祉
法
が
公
布
さ
れ、
任
意
性
な
が
ら
各
市
町
村
に
社
会
福
祉
協
議
会
が
設
置

さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

社
会
福
祉
協
議
会

本
村
で
は
こ
の
年
の
九
月
部
落
区
長
会
議
の
席
上、
白
滝
村
社
会
福
祉
協
議
会
を
結
成、
会
長
に
は
歴
代
村
長
が
選
任
さ
れ
る
こ

と
と
し
た
。
か
く
し
て
役
員
に
は
村
内
各
界
の
代
表
が
参
加
し
、
歳
末
た
す
け
あ
い
運
動
お
よ
び
引
揚
者
な
ら
び
に
そ
の
他
恵
ま
れ

な
い
家
庭
に
温
か
い
手
を
差
し
のべ
る
な
ど
社
会
福
祉
活
動
を
大
い
に
お
し
す
す
め
た。
し
か
し
な
が
ら
社
会
情
勢
の
落
着
き
と
と

も
に
協
議
会
の
活
動
も
活
発
さ
が
う
す
れ
て
い
っ
た
こ
と
は
否
め
な
い
事
実
で
あ
る
。

海
外
引
揚
者
状
況

人名 人
口

称 海
外
別口種

引
揚
者
施
設
収
容
状
況
目

二〇
四 太昭
和
二
四
年

白
滝
東
区

設
置
年
度

二 島
朝

鮮
満

棟

四
六 州

四 数 支

延 二
五 那

面

三
九
六

平
方
メ
ー
ト
ル

積

四

そ
の
他

計

八三

収
容
定
員

二
八
四

昭
和
四
十
一
年
五
月
白
滝
青
年
研
修
所
に
お
い
て
、
村
内
各
種
機
関
の
代
表
を
も
っ
て
組
織
す
る
白
滝
村
社
会
福
祉
協
議
会
が
再

第
五
章
社
会
福
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樺
太
引
揚
無
縁
故
者
収
容
住
宅

樺

千

所
在
地
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三六八

発
足
を
み
た
。
会
長
に
は
国
松
一
敏
村
長
が
当
た
り
、
地
域
住
民
の
福
祉
増
進
の
た
め、
こ
れ
ま
で
の
う
つ
ろ
な
協
議
会
と
は
異
な

り
、
一転
し
て
活
発
な
運
営
が
推
進
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

議

決

文

白
滝
村
社
会
福
祉
協
議
会
推
進
強
化に
関
す
る
決
議。

本
日
、
ここ
に
白
滝
村
社会
福
祉
協
議
会
が
再
発
足
す
る
に
あ
た
り
、
自
主
性
を
基
調
と
す
る
地
域
住
民
の
福
祉増
進
の
た
め
に、
本
会
は
今
後

さ
ら
に
弾
力
性の
あ
る
運
動
を
し
て
、
積
極
的
な
前
進
が
期
せら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
際、
わ
れ
わ
れ
は
本
運
動
の
意
義
を
再
確
認
す
る
と
と
も
に、
時
代
の
要
請
に
即
応
し
、
謙
虚
な
反
省
と
新
た
な
る
決
意
を
も
っ
て
強
力
な

推
進
を
は
か
り、
広
く
郷
土
発
展
の
た
め
に
資
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

右
決
議
す
る
。

昭
和
四
十
一
年
五
月
二
十
一日

さ
ら
に
協
議
会
憲
章
を
定
め
、
住
民
の
お
し
ま
ぬ
協
力
を
求
め
た
の
で
あ
る
。
ま
た
事
業
計
画
と
し
て
は
、

白
滝
村
社
会
福
祉
協
議
会

二
献
血、
預
血
運
動
の
推
進

一

生
活
改
善
の
推
進

緊
急
援
護
世
帯
更
生
資
金
の
貸
付

三四
特
別
災
(害
)
難
世
帯
の
見
舞
金
支
給

五
青
少
年
健
全
育
成

六
各
種
募
金
運
動
の
協
力
推
進

七
褒
賞
制
度
の
採
用



等
の
柱
を
か
か
げ、
そ
れ
ぞ
れ
細
目
を
も
う
け、
平
和
な
理
想
郷
を
求
めて
推
進
さ
れ
て
いる
。

白
滝
村
社
会
福
祉
協
議
会
憲
章

白
滝
村
の
住
民
は
、
互
いに
健
康
で
幸
福
な
家
庭
を
営
め
る
よ
う
努
力
し
ま
し
ょ
う
。

1
白
滝
村
の
住
民
は、
美
し
く
明
る
い
郷
土
建
設
の
た
め
に
ま
い
進
し
ま
し
ょ
う
。

2

白
滝
村
の
住
民
は
、
時
代
を
築
く
青
少
年
児
童
の
指
導
育
成
の
た
め
に
よ
り
良
い
環
境
を
与
え
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

白
滝
村
の
住
民
は、
教
養
を
高
め
道
徳
心
の
高
揚
に
つ
と
め
ま
し
ょ
う
。

白
滝
村
の
住
民
は、
相
互
扶
助
の
精
神
を
旨
と
し
て
社
会
福
祉
増
進
の
た
め
に
協
力
し
あ
う
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

5

4 3

共
同
募
金

目標額 募金額 比率

64,100

円 円 %

78,260 122

65,600 81,120 124
84,200 59,920 7
62,570 57,805

92

61,372 72,406 118

戦
争
に
よ
っ
て
痛
め
つ
け
ら
れ
不
幸
な
日
送
り
を
し
て
い
る
人
に々
対
し
愛
の
手
を
差
し
の
べ
る
た
め
、
昭
和二

十
一
年
政
府
のテ
コ
入
れ
で
共
同
募
金
委
員
会
が
発
足
し
、
全
国
的
に
「国
民
た
す
け
あ
い
運
動
」
を

展
開
し
、
寄
せ
ら
れ
た
募
金
を
児
童
福
祉、
生
活
保
護
、
身
体
障
害
福
祉、
更
生
保
護
、
老
人
福
祉
等

各
種
の
福
祉
事
業
に
使
途
し
た
の
で
あ
る
。
今
日
す
で
に
な
じ
み
深
く
な
っ
て
い
る
“赤
い
羽
根"’が

そ
れ
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
この
運
動
は
生
活
に
困
っ
て
い
る
人
や、
身
寄
り
の
な
い
老
人
、
ち
え
お
く

れ
の
子
供
た
ち
な
ど
多
く
の
恵
ま
れ
な
い人
た
ち
の
た
め
に、
み
ん
な
で
た
す
け
あ
い、
世
の
中
の
不

幸
を
少
し
で
も
な
く
し
て
明
る
い
住
み
よ
い
郷
土
に
し
て
い
こ
う
と
す
る
運
動
な
の
で
あ
る
。

本
村
に
お
い
て
も
昭
和二
十
三
年
十
一
月
白
滝
村
共
同
募
金
委
員
会
が
組
織
さ
れ
委
員
長
を
村
長

に、
各
部
落
区
長
を
委
員
と
し
て、
北
海
道
共
同
募
金
委
員
会
網
走
支
庁
支
部
か
ら
提示
さ
れ
る
募
金

目
標
額
の
目
標
達
成
に
住
民
の
理
解
を
求
め
つ
つ
募
金
を
行
な
っ
て
い
る
。
ま
た、
こ
の
委
員
会
が
主

年 度

昭 和 4041
42
43
44

第
五
章
社
会
福
祉

三六九



七
社
会
文
化

体
と
な
っ
て
行
な
わ
れ
て
い
る
「
歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
」
は
、
今
で
は
年
中
行
事
と
し
て
例
年
十二
月
に
募
金
活
動
が
な
さ
れ
て

い
る
。

過
去
五
年
間
に
お
け
る
赤
い
羽
根
共
同
募
金
の
実
績
状
況
は
別
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

赤
十
字
募
金

博
愛
、
人
道、
平
和
の
精
神
に
も
と
づ
き
明
る
く
住
み
よ
い
社
会
を
建
設
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
社
会
福
祉

事
業
を
はじ
め
た
日
本
赤
十
字
社
は、
多
年
に
わ
た
る
地
道
な
福
祉
活
動
か
ら
、
つ
い
に
昭
和
二
十
七
年
に
至
り
特
殊
法
人
と
し
て

募
金
活
動
が
認
め
ら
れ、
共
同
募
金
方
式
を
と
っ
た
全
国
的
な
運
動
と
し
て
の
い
わ
ゆ
る
「
白
い
羽
根
募
金
」
が
く
り
ひ
ろ
げ
ら
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
。

本
村
に
は
す
で
に
昭
和
二
十二
年
三
月
よ
り
日
本
赤
十
字
社
白
滝
分
区
の
設
置
が
な
さ
れ
て
い
た
の
で
、
日
赤
募
金
活
動
も
比
較

的
ス
ムー
ズ
に
行
な
え
た
。
村
長
を
分
区
長
に
、
各
部
落
に
は
協
賛
委
員
を
お
い
て、
毎
年
五
月
の
募
金
月
間
に
は
「た
す
け
あ
い

赤
十
字
募
金」
運
動
を
展
開
し
目
標
額
の
達
成
に
つ
と
め
て
い
る
。

昭
和
四
十
五
年
度
日
赤
募
金

三
五、八〇

〇
円

日
本
赤
十
字
白
滝
村
奉
仕
団

明
る
く
住
み
よ
い
社
会
を
き
ず
き
あ
げ
る
た
め、
陰
の
力
と
な
っ
て
奉
仕
に
従
事
す
る
赤
十
字

奉
仕
団
が
、
日
本
赤
十
字
社
の
す
す
め
で
昭
和三
十
九
年
八
月
本
村
に
も
設
立
さ
れ
た
。
現
在
の
団
員
は
百
一
名
で、
谷
藤
テ
ル
が

委
員
長
を
勤
め
て
い
る
。

公
営
住
宅

住
宅
難
を
解
消
す
る
た
め
に
国
の
施
策
と
し
て
団
地
の
造
成
あ
る
い
は
公
営
住
宅
の
建
設
が
進
め
ら
れ
て
い
る

が、
本
村
に
お
い
て
も
こ
れ
が
枠
づ
け
を
と
り、
別
表
の
ご
と
き
公
営
住
宅
を
建
設
し
て
い
る
。

三七〇

(目
標
額)

(募
金
額
)

(比
率
)

五
四、九

八〇
円

一五三
%



公営住宅建設状況
種別 1種 2種 低家賃 計 建 政位 置

昭 和 31
10 西 区37 0

0 8

中央区39 14 14 中央区41

中央区42 10 6 一 16 中央区

00 00 東 区45 00 8

南 区

計 20 20 32 72

昭
和三
十
一
年
十
月
公
営
住
宅
入
居
者
選
考
委
員
会
を
設
置
し、
こ
れ
が
入
居
者の

選
考
に
あ
た
っ
て
緩
急
度
を
考
慮
し
公
正
を
期
し
て
い
る。
現
在
(昭
和
四
十
四
年
五

月
選
任
)
の
委
員
(任
期二
年)
は
次
の
と
お
り
。

布
田
昭
子
、
広
田
亮
一、
高
橋
行
之
、
大
庭
裕
二
、
南
政
雄、
鈴
木
長
作

国
民
年
金

国
民
健
康
保
険
と
と
も
に
国
民
が
安
心
の
で
き
る
生
活
を
き
ず
く
こ

と
が
で
き
、
も
っ
て
福
祉
国
家
の
建
設
を
目
標
に
し
て
昭
和三
十
四
年
「
国
民
年
金
法
」

が
制
定
さ
れ、
七
十
歳
以
上
の
老
人
に
年
額
一
万二
千
円
の
老
齢
年
金
を
支
給、
あ
わ

せ
て
重
傷
の
身
体
障
害
者
に
障
害
年
金、
母
子
家
庭
に
母
子
年
金
を
支
給
し
、
わ
ず
か

な
が
ら
も
光
明
を
与
え
る
こ
と
と
し
た
。
国
民
年
金
法
は
昭
和三
十
六
年
四
月、
他
の

年
金
受
給
権
者
以
外
二
十
歳
以
上
の
す
べ
て
の
人
が々
保
険
料
を
月
々
納
め
て
ゆ
く
醵

出
制
年
金
制
を
加
え
強
制
加
入
に
改
め
ら
れ
た
。
つ
ま
り
会
社
と
か
官
公
庁
等
に
勤
め

る
人
々
は
厚
生
年
金
や
恩
給
と
か
共
済
組
合
な
ど
の
年
金
制
度
に
加
入
し
て
い
る
が、
こ
う
し
た
年
金
制
度
から
と
り
残
さ
れ
た
人

人
を
対
象
に、
保
険
料
の
積
立
て
を
行
な
っ
て
将
来
自
分
の
年
金
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
も
の
で
あ
る
。

国
民
年
金
に
は
前
記
の
強
制
加
入
と
任
意
加
入
と
が
あ
り
、
任
意
加
入
は

1
恩
給
や
厚
生
年
金
な
ど
に
加
入
し
て
い
る
人
の
妻

一

二
遺
族
年
金
を
う
け
て
い
る
も
の

三
昭
和三
十
六
年
四
月
一
日
で
五
十
歳
を
こ
え
五
十
五
歳
ま
で
の
も
の

第
五
章
社
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福
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四
昼
間
の
高
校
生
や
大
学
生

な
ど
が
対
象
と
な
る
。

年
金
に
は
老
齢
年
金
の
ほ
か
障
害
年
金、
母
子
年
金、
遺
児
年
金、
寡
婦
年
金が
あ
り、
保
険
料
は二
十
歳
から
三
十
四
歳
ま
で

一カ
月
百
円、
三十
五
歳
か
ら
五
十
九
歳
ま
で
一
カ
月
百
五
十
円
で
あ
っ
た
も
の
が
、
昭
和
四
十
一年
六
月
国
民
年
金
法
一
部
改
正

法
に
よ
っ
て
翌
四
十
二
年
一
月
よ
り
年
金
額
の
引
上
げ、
支
給
要
件
の
緩
和
な
ど
が
行
な
わ
れ、
同
時
に
保
険
料
も
そ
れ
ぞ
れ
百
円

ア
ップ
さ
れ、
二百
円
と
二
百
五
十
円
に
な
っ
た
。

本
村
に
お
い
て
も
昭
和三
十
五
年
十
月
一
日
か
ら
年
金
加
入
の
受
付
け、
資
格
取
得
の
届
出
事
務
を
開
始
し
た
。
昭
和
四
十三
年

度
に
お
け
る
国
民
年
金
の
加
入
人
員
は
九
百
十
三
名
で、
年
金
の
受
給
状
況
は

老
齢
福
祉
年
金

母
子
福
祉
年
金

障
害
福
祉
年
金

九
〇
件

一〇
件

と
な
っ
て
い
る
。

三
件

老
人
ク
ラ
ブ

と
か
く
老
人
は
家
に
こ
も
っ
て
沈
み
が
ち
に
な
る
も
の
で
あ
り
、
年
み
ち
た
と
は
い
え
な
お
か
つ、
矍
鑠
と
し

か
く
し
ゃく

て
活
動
し
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し、
余
生
を
少
し
で
も
明
る
く
、
ほ
が
ら
か
に
、
そ
し
て
健
康
で
過
し
て
い
く
こ
と
を
目

的
と
し
て
昭
和
三
十
八
年
白
滝
老
人
クラ
ブ
が
設
立
さ
れ、
つ
い
で
上
支
湧
別、
上
白
滝
に
も
ク
ラ
ブ
の
結
成
が
行
な
わ
れ
た
。

毎
月
一
回
定
例
集
会
日
を
設
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
会
場
に
お
い
て
日
ご
ろ
の
鬱
積
を
晴
ら
し
、
面
白
お
か
し
く
一
日
を
楽
し
く
過
し

て
い
た
が
、
年
一
回
全
地
区
の
クラ
ブ
員
が
集
り
昔
の
想
い
出
な
ど
を
語
り
合
お
う
と
、
昭
和
四
十
三
年
四
月
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

三七二



名

上
白
滝
老
人
ク
ラ
ブ

上
支
湧
別
老
人
ク
ラ
ブ

白
滝
老
人
ク
ラ
ブ

称

大 中 田
会

庭 山 中
長

千 徳文
代
吉 蔵 三

名
設
立
年
月

四
〇
三
九

昭
和
三
八
・
九

会
員

数
会

二八
二〇 四一

白
滝
青
年
研
修
所

上
支
湧
別
青
年
研
修
所

上
白
滝
会
館

が
結
成
さ
れ
た
。
連
合
会
長
に
は
大
庭
千
代
吉
、
副
会
長
に
は
中
山
徳
蔵、
田
中
文
三
が
な
っ
て
い
る
。

敬
老
会

敬
老
の
精
神
は
古
来
わ
が
国
の
美
徳
で
あ
っ
た
が、
終
戦
当
時
人
心
の
動

揺
に
よ
っ
て
敬
老
意
識
は
う
す
ら
い
だ
感
が
あ
っ
た。
し
か
し
そ
の
後
社
会
福
祉
事
業

法
、
さ
ら
に
老
人
福
祉
法
の
公
布
に
よ
っ
て
再
び
敬
老
意
識
が
昂
揚
し
は
じ
め、
九
月
十

五
日
が
「
と
し
よ
り
の
日
」
と
定
め
ら
れ
て
よ
り
、
各
地
に
お
い
て
敬
老
会
が
開
催
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。

本
村
に
お
い
て
白
滝
村
婦
人
団
体
連
絡
協
議
会
が
中
心
と
な
っ
て
村
費
助
成
を
う
け
て

敬
老
会
が
行
な
わ
れ
て
き
た
が、
昭
和
四
十
五
年
よ
り
全
額
村
費
を
も
っ
て
敬
老
会
が
開

催
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
ま
た
「と
し
よ
り
の
日
」
は
昭
和
四
十
一
年
「
敬
老
の
日
」

と
名
称
が
か
わ
り
、
国
の
祝
祭
日
と
し
て
、
九
月
十
五
日
に
は
全
国
津
浦々
に々
お
い
て

敬
老
会
が
催
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

ま
た、
病
弱、
就
床、
身
障
老
人
に
対
す
る
家
庭
訪
問
奉
仕
制
度
が
出
来
て
以
来、
本

村
に
お
い
て
も
さ
っ
そ
く
こ
の
制
度
を
採
り
い
れ
、
昭
和
四
十
四
年
九
月
老
人
家
庭
奉
仕

第
五
章
社
会
福
祉
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員
に
南
登
美
子
を
委
嘱、
週
二
回
程
度
対
象
家
庭
を
訪
問、
老
人
の
身
の
ま
わ
り
お
よ
び
食
事
の
介
護
等
を
世
話
し
て
い
る
。
現
在

の
対
象
老
人
は
六
名
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
老
人
福
祉
相
談
員
に
は
大
庭
千
代
吉
が
北
海
道
知
事
よ
り
委
嘱
を
う
け
て
対
象
家
庭
を
訪
問
し
、
も
ろ
も
ろ
の
相
談
に
応
じ

て
いる
。

昭
和
四
十
五
年三
月
の
第
二
回
定
例
村
議
会
に
お
い
て
敬
老
年
金
給
付
条
例
を
可
決、
白
滝
村
に
居
住
す
る
八
十
歳
以
上
の
高
齢

者
に
対
し
敬
老
と
長
寿
を
祝
福
す
る
た
め
年
額
五
千
円
(昭
和
四
十
六
年
よ
り
七
十
五
歳
以
上
を
対
象
と
し
七
十
五
歳
以
上
八
十
歳

ま
で
を
年
額
三
千
円
と
す
る
)
を
毎
年
九
月
十
五
日
の
敬
老
の
日
に
支
給
す
る
こ
と
と
し
た。
昭
和
四
十
五
年
九
月
十
五
日
に
支
給

さ
れ
た
老
齢
者
は
二
十
六
名
と
な
っ
て
いる
。

母
子
会

網
走
支
庁
管
内
の
各
市
町
村
に
お
い
て
は
早
く
か
ら
母
子
会
の
結
成
が
な
さ
れ
て
い
た
が
、
本
村
に
お
い
て
は
よ
う

や
く
昭
和
四
十
四
年
十
一
月
母
子
会
を
結
成、
「す
み
れ
会
」
と
名
付
け
、
会
長
に
鈴
木
マ
サ
子
、
副
会
長
に
遠
藤
恵
子
、
佐
々
木
美

恵
子
が
推
さ
れ
、
二
十
名
の
会
員
一
丸
と
な
っ
て、
親
睦
を
深
め
つ
つ
励
ま
し
合
い、
強
く
明
る
く
生
き
ぬ
く
こ
と
を
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
発
足
し
た
の
で
あ
る
。

保
育
所

人
並
み
な
生
活
、
あ
る
い
は
さ
ら
に
高
度
な
家
庭
生
活
を
営
む
た
め
に
夫
婦
共
稼
ぎ
が
当
然
の
こ
と
の
よ
う
に
行
な

わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
反
面、
夫
婦
の
留
守
中
に
お
け
る
幼
児
の
保
育
が
頭
痛
の
種
と
な
っ
た
。
い
わ
ゆ
る
"カ
ギ
ッ
チ
ッ
と
称
さ

れ
る
子
供
が
本
村
に
お
い
て
も
目
立
ち
は
じ
め
た
。
こう
し
た
こ
と
か
ら
保
育
所
開
設
の
声
が
持
ち
あ
が
り
、
昭
和
三
十
三
年
九
月

の
定
例
村
議
会
に
お
い
て
保
育
所
設
置
条
例
を
設
定
し
、
幸
い
村
立
技
芸
専
門
学
校
が
五
月
か
ら
十
月
ま
で
休
校
す
る
の
で
こ
の
間

三七四
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を
利
用
し、
同
校
を
季
節
保
育
所
と
し
て
こ
の
年
九
月
一
日
か
ら
保
母三
名
を
配
置

し、
定
員
六
十
名
と
し
て
開
所
し
た
の
で
あ
る
。
入
所
資
格
は
満
三
歳
以
上
学
齢
前

の
幼
児
と
し、
入
所
条
件
は
保
護
者
の
労
働
に
従
事
の
た
め、
ま
た
は
疾
病
等
の
事

由
に
よ
り
幼
児
の
保
育
に
欠
け
る
場
合
と
し
た
。
昭
和三
十
五
年
十
一
月
技
芸
専
門

学
校
廃
止
と
な
る
に
及
ん
で
保
育
所
の
移
転
を
考
慮
、
翌
三
十
六
年
五
月
一
日
か
ら

の
開
所
は、
南
区
法
海
寺
を
借
用
し
、
こ
れ
ま
で
と
同
じ
く
十
月
ま
で
の
六
カ
月
、

季
節
的
に
保
育
を
行
な
っ
た
の
で
あ
る
。
昭
和
三
十
九
年
十
月
同
保
育
所
よ
り
集
団

赤
痢
が
発
生、
市
街
地
全
域
に
わ
た
り
蔓
延
し
、
百
十
五
名
の
患
者
が
隔
離
さ
れ
た

が
、
この
こ
と
が
契
機
と
な
り
、
あ
わ
せ
て
日ご
ろ
通
年
制
保
育
を
切
望
す
る
声
が

強
か
っ
た
た
め
、
村
に
お
い
て
は
「
母
と
子
の
家
」
を
建
設
し
こ
こ
に
保
育
所
を
移

し
、
間
借
り
生
活
を
や
め
本
格
的
な
通
年
制
の
保
育
を
行
な
う
こ
と
と
し
た
。

昭
和
四
十
一
年
四
月
「
母
と
子
の
家
」
を
白
滝
へ
き
地
保
育
所
と
し
て
定
員
も
八
十
名
に
ふ
や
し
、
保
母
四
人
を
配
し
保
育
指
導

に
当
た
っ
て
いる
。

ま
た
、
白
滝
保
育
所
に
通
う
の
に
地
域
的
に
遠
い
支
湧
別
地
区
幼
児
の
た
め
に
、
昭
和
四
十
年
五
月
よ
り
旧
家
庭
学
校
(済
美
館)

を
借
用
し
て
支
湧
別
地
区
季
節
保
育
所
と
し
て
開
所
し
た
。
昭
和
四
十
三
年
支
湧
別
中
学
校
が
廃
校
さ
れ
る
に
及
ん
で
保
育
所
を
同

校
内
に
移
し
た
。
現
在
保
育
幼
児
は
二
十
名
で
あ
る
。

歴
代
保
育
所
長
は
次
の
と
お
り
と
な
っ
て
い
る
。

第
五
章
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会
福
祉
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保
育

所
別

三 ニ ー 四 三 二 一

歴
代

所

所
渡 井 佐 渡 井 山 谷

辺 田 藤 辺 田 内 藤
長

光 義 光 晴 吉
名

清 一 雄 清 一 雄 雄

昭
和
四三
・
一〇
・
一

昭
和
四二
・
五
・
一

昭
和
四〇
・
五
・
一

昭
和
四三
・
一〇
・
一

昭
和
四
一
・
五
・
一

昭
和三
九
・
五
・
一

昭
和三
三
・
九
・
五

就
任
年
月
日

教
育
長

支
湧
別
小
学
校
長

教
育
長

助
役

教
育
長 備

三七六

考

保
護
司

保
護
司
は
社
会
奉
仕
の
精
神
を
も
っ
て
罪
を
犯
し
た
者
の
改
善
お
よ
び
更
生
を
助
け
る
と
と
も
に
、
犯
罪
の
予
防
の

た
め
世
論
の
啓
発
に
努
め、
も
って
地
域
社
会
の
浄
化
を
は
か
り、
個
人
お
よ
び
公
共
の
福
祉
に
寄
与
す
る
(
保護
司
法
第一
条
よ
り
)

こ
と
を
目
的
と
し
て
保
護
司
制
度
が
生
れ
た
。
昭
和
十
四
年
司
法
保
護
委
員
会
制
度
が
で
き
、
遠
軽
に
遠
軽
警
察
署
管
轄
区
域
を
単

位
と
し
た
遠
軽
司
法
保
護
区
が
設
定
さ
れ
た
が、
昭
和二
十
五
年
五
月
保
護
司
法
の
公
布
に
よ
っ
て
翌
二
十
六
年
、
従
来
の
機
構
を

発
展
的
に
解
消、
新
機
構
に
よ
っ
て
釧
路
保
護
観
察
所
遠
軽
地
区
保
護
司
会
が
設
立
さ
れ、
遠
軽
町、
上
湧
別
町、
湧
別
町、
佐
呂

間
町、
生
田
原
町、
丸
瀬
布
町
と
白
滝
村
が
こ
の
地
区
会
に
含
ま
れ
、
各
町
村
に
は
そ
れ
ぞ
れ
分
区
が
お
か
れ
、
毎
年
定
期
的
に
地

区
合
同
研
修、
複
数
分
区
の
研
修、
分
区
単
位
の
研
修
等
更
生
保
護
に
対
し
研
鑽
を
つ
ん
で
い
る
。

現
遠
軽
地
区
保
護
司
会
長
は
一戸
利
文
(遠
軽
町
)
で
、
白
滝
分
区
長
は
井
内
忠
男
で
あ
る
。

本
村
に
お
け
る
歴
代
保
護
司
は
次
に
み
ら
れ
る
と
お
り
で
あ
る
。

支
湧
別
地
区
季
節
保
育
所

白
滝
へ
き
地
保
育
所



保
護
司
名

昭
和
三
八・

三・
一

昭
和三
〇
・
六・三
〇

昭
和二
七・

五・二
五

昭
和
二
四
・
三
・一
一

委
嘱
年
月
日

昭
和
四
二
・二
・二
八

昭
和
四二
・二・二

八
昭
和三
一・
五・二

四
昭
和
三
五・八・

七

退
職
年
月
日

備
考

中
村
友
禧

大
友
武

高
橋
次
男

非
内
忠
男

保
護
司
名

昭
和
四
三
・
一一・

四
昭
和
四
三
・
一・
七

昭
和
四
二
・
三・

一
昭
和
四
二
・
三
・
一

委
嘱
年
月
日

現 現
・
現 退
職
年
月
日

在 七 在 在在

分
区
長

備
考

人
権
擁
護
委
員

昭
和
二
十
三
年
法
務
府
(現
・
法
務
省)
に人
権
擁
護
局
が
設
置
さ
れ、
国
民
の
基
本
的
人
権
を
擁
護
す
る

を
目
的
と
し
て
人
権
擁
護
委
員
制
度
が
設
け
ら
れ
た
。
委
員
は
法
務
大
臣
から
委
嘱
を
う
け、

一
自
由人
権
思
想
に
関
す
る
啓
蒙
お
よ
び
宣
伝

二
民
間
に
お
け
る
人
権
擁
護
運
動
の
助
長

三
人
権
侵
犯
事
件
に
つ
き
そ
の
救
済
の
た
め
調
査
お
よ
び
情
報
の
収
集
を
な
し、
法
務
大
臣
へ
の
報
告
、
関
係
機
関
そ
の
勧
告

等
適
切
な
処
置
を
講
ず
る

四
貧
困
者
に
対
し
訴
訟
援
助
そ
の
他
そ
の人
権
擁
護
の
た
め
適
切
な
救
済
方
法
を
講
ず
る

五
そ
の
他
人
権
の
擁
護
に
努
め
る
(以
上
・
人
権
擁
護
委
員
法
第
十
一
条
)

等
の
職
務
を
遂
行
し
、
家
事、
民
事
、
刑
事
、
行
政、
税
務、
労
働
そ
の
他
あ
ら
ゆ
る
相
談
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

本
村
に
お
い
て
は
井
村
謙二
に
か
わ
っ
て
現
在
中
村
友
禧
が
委
員
の
委
嘱
を
う
け
て
い
る
。

行
政
苦
情
相
談
委
員

行
政
管
理
庁
で
は
行
政
苦
情
相
談
協
力
委
員
制
度
を
設
け
て
、
国
の
行
政
の
円
滑
かつ
効
率
的
運
営
を

は
か
る
を
目
的
と
し
て
い
て
、
この
委
員
は
行
政
の
民
主
化
を
さ
ら
に前
向
き
に
推
進
す
る
た
め
に行
政
機
関
の
業
務
運
営
に
対
す

第
五
章
社
会
福
祉
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る
住
民
の
苦
情、
あ
る
い
は
要
望
な
ど
に
つ
い
て
相
談
に
応
じ
て
い
る
。

本
村
に
お
け
る
行
政
苦
情
相
談
委
員
は
昭
和
三
十
七
年
五
月
丹
羽
実
市
が
、
昭
和
四
十
六
年
四
月
か
ら
、
丹
羽
に
か
わ
っ
て
近
藤

敏
雄
が
行
政
管
理
庁
長
官
よ
り
委
嘱
を
う
け
て
相
談
に
当
た
っ
て
い
る
。

本
村
の
精
神
薄
弱
者
相
談
員
と
し
て
大
庭
千
代
吉
が
北
海
道
知
事
よ
り
委
嘱
さ
れ
業
務
に
当
た
って
い

精
神
薄
弱
者
相
談
員

る
。身
体
障
害
者
白
滝
分
会

こ
の
任
に
当
た
っ
て
い
る
。
村
内
に
居
住
す
る
身
体
障
害
者
の
福
祉
を
は
か
る
た
め
白
滝
分
会
を
結
成、
現
分
会
長
古
関
道
雄
が

ひ
ら
や
ま
会

ま
た
、
古
関
道
雄
は
身
体
障
害
者
相
談
員
と
し
て
知
事
よ
り
委
嘱
を
う
け、
身
障
者
の
よ
ろ
ず
相
談
相
手
と
な
っ
て
い
る
。

本
村
内
に
所
在
す
る
諸
官
庁
、
諸
団
体
の
相
互
間
の
連
絡
協
調
を
は
か
り
、
も
っ
て
村
の
発
展
に
寄
与
す
る
と

と
も
に
併
せ
て
親
睦
を
は
か
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
村
内
の
諸
官
庁
、
諸
団
体
の
長
の
職
に
あ
る
者
を
も
っ
て
昭
和
四
十
一年
五

月
「
ひ
ら
や
ま
会
」
を
結
成
、
会
長
に
国
松
一
敏
村
長
が
推
さ
れ、
目
的
達
成
の
た
め
に
地
道
な
行
動
を
つ
づ
け
て
い
る
。

ひ
ま
わ
り
会

重
度
心
身
障
害
児
を
か
か
え
て
い
る
母
親
た
ち
の
総
意
で、
昭
和
四
十
一
年
四
月
「ひ
ま
わ
り
会
」
を
結
成、

不
幸
な
子
供
の
将
来
に
少
し
で
も
光
明
を
与
え
よ
う
と
の
目
的
に
そ
っ
て
真
剣
な
運
営
が
な
さ
れ
て
い
る
。
現
会
長
は
鈴
木
多
津
子

で、
主
と
し
て
小
児
マ
ヒ
募
金
で
あ
る
パピピ
ン
クの
羽
根
募
金
"
を
行
な
い
小
児
マ
ヒ
財
団
へ
寄
贈
し
て
い
る
。

子
供
会
と
遊
園
地

子
供
の
不
良
化
を
防
ぎ
か
つ
健
全
育
成
を
こ
い
ね
が
っ
て
子
供
会
が
誕
生、
さ
ら
に
交
通
事
故
から
身
を

守
り
安
心
し
て
遊
べ
る
場
と
し
て
の
遊
園
地
が
車
輛
の
激
増
に
と
も
な
っ
て
そ
の
必
要
が
高
ま
っ
て
き
た。
昭
和
四
十
二
年
六
月
市

街
東
区
に
「
東
区
子
供
を
守
る
会
」
が
結
成
さ
れ、
区
内
に
適
地
を
求
め
地
域
住
民
の
好
意
に
よ
り
、
東
区
遊
園
地
が
施
設
さ
れ
た

三七八



の
を
は
じ
め
と
し
て
、
同
四
十
四
年
南
区、
同
四
十
五
年
鉄
道
区
お
よ
び
中
央
区
中
央
団
地
に
そ
れ
ぞ
れ
子
供
会
と
付
属
遊
園
地
が

出
来
た
。
遊
園
地
内
に
お
け
る
諸
施
設
に
つ
い
て
は
、
会
費
お
よ
び
区
内
特
志
寄
付
な
ら
び
に
村
費
助
成
を
仰
ぎ
年
次
計
画
に
も
と

づ
い
て
行
な
わ
れ
て
い
る
現
状
で
あ
る
。

母
性
補
導
委
員

国
民
精
神
総
動
員
令下
、
出
征
兵
士
の
留
守
家
族
お
よ
び
遺
家
族
婦
人
の
慰
問
指
導
な
ら
び
に
乳
幼
児
を
対

象
と
し
た
保
健
指
導
に
当
た
る
母
性
補
導
委
員
制
度
が
設
け
ら
れ
、
本
村
に
お
い
て
も
昭
和
十
五
年
六
月
仲
村
ミ
サ、
成
沢
マ
サ
エ

の二
人
を
推
薦
委
嘱
し
た
が、
こ
の
制
度
は
記
す
べ
き
事
業
を
し
な
い
ま
ま
終
戦
直
前
に
立
消
え
と
な
っ
た
。

生
活
改
善
推
進
員

昭
和
三
十
二
年
四
月
佐
藤
恵
を
委
嘱、
生
活
改
善
の
普
及
に
努
め
て
い
た
が、
昭
和
四
十二
年
九
月
出
立

貞
子
に
代
り
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

交
通
災
害
共
済
組
合

経
済
の
高
度
成
長
に
と
も
な
っ
て
官
公
庁
、
会

社
、
商
店
、
私
有
の
別
な
く
車
輛
の
増
加
が
年
毎
に
目
立
ち
、
そ
れ
に
と
も

な
い
交
通
事
故
も
年
そ々
の
記
録
を
更
新
し
、
ま
さ
し
く
交
通
戦
争
の
様
相

を
呈
し
て
憂
慮
す
べ
き
状
態
と
な
っ
て
い
る
。
不
幸
に
し
て
こ
れ
ら
交
通
に

よ
り
災
害
を
被
っ
た
人
に
対
し
自
動
車
損
害
賠
償
保
障
法
に
よ
る
保
障
と
は

別
に
見
舞
金
を
お
く
っ
て、
生
活
の
安
定
に
若
干
な
が
ら
で
も
寄
与
し
ょ
う

と
す
る
目
的
で
網
走
支
庁
管
内
の
町
村
共
同
で
交
通
災
害
共
済
組
合
を
結

成
、
川一
日
一
円
で
あ
な
た
を
守
る
ル
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
昭
和
四
十
四
年
一
月

一日
か
ら
発
足
し
た
の
で
あ
る
。

共済見舞金基準額表

等 級 災 害 の 程 度 共済見舞
金基準額

円

1等級 死亡したとき 500,000

2等級 6ヵ月以上の治療
を要する傷害 100,000

3等級
3ヵ月以 上6ヵ月
未満の治療を要す
る傷害

50,000

4等級
2ヵ月以上3ヵ月
未満の治療を要す
る傷害

30,000

5等級
1ヵ月以 上2ヵ月
未満の治療を要す
る傷害

20,000

6等級 1ヵ月未満の治療
を要する傷害 5,000

第
五
章
社
会
福
祉
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会
費
は
一人
年
間三
百
六
十
円
で
、
見
舞
金
は
五
十
万
円
(死
亡
の
場
合)
を
最
高
に、
傷
害
の
程
度
に
よ
り
別
表
の
ご
と
く
六

段
階
に
わ
け
ら
れ
そ
れ
ぞ
れ
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

対
象
と
な
る
災
害
は、
自
動
車
(普
通
自
動
車、
小
型
自
動
車
、
軽
自
動
車、
特
殊
自
動
車)、

原
動
機
付
自
転
車、
軽
車
輛
(自

転
車
、
荷
車、
け
ん
引
車
な
ど
)、
ト
ロ
リ
ー
バ
ス
の
道
路
交
通
法
に
い
う
道
路
上
の
交
通
に
よ
る
災
害
の
人
身
死
傷
事
故
で
あ
る
。

本
村
に
お
け
る
加
入
の
状
況
は、
組
合
発
足
当
時
六
百
九
十
四
名
で
あ
っ
た
が、
昭
和
四
十
四
年
度
中
に
は
千
二
百
二
十
二
名
と

な
り
人
口
の
三
八
軽
に
あ
た
る
加
入
を
み
、
こ
の
う
ち
一
等
級
一名
、
四
等
級
二
名
、
五
等
級
三
名、
六
等
級
一
名
の
計
七
名
が
災

害
に
あ
い
見
舞
金
を
受
け、
見
舞
金の
総
額
は
五
十二
万
五
千
円
と
な
っ
て
い
る
。

表
彰
審
査
委
員
会

村
内
に
居
住
す
る
住
民
に
対
し
そ
の
功
績
を
た
た
え
る
た
め
昭
和
三
十
七
年
四
月
褒
賞
条
例
を
設
定
、
同

時
に
表
彰
審
査
委
員
会
を
設
け、
自
治
功
労、
教
育
功
労、
消
防
功
労、
社
会
功
労、
健
民
功
労、
産
業
功
労、
開
拓
功
労、
特
別

功
労
の
八
部
門
に
分
け、
当
該
被
表
彰
者
を
審
査
し
例
年
十
一
月三
日
の
文
化
の
日
に
ち
な
ん
で
表
彰
を
行
な
っ
て
い
る
。
表
彰
審

査
委
員
の
任
期
は
三
年
と
し
、
現
在
(昭
和
四
十
三
年
六
月
選
任)
の
委
員
は
次
の
と
お
り
。

丹
羽
実
市、
古
関
初
男、
前
本
栄
一、
佐
久
間
只
雄、
前
田
忠
治、
中
山
安
徳、
中
村
友
禧

な
お
、
白
滝
村
褒
賞
条
例
に
も
と
づ
く
各
種
功
労
者
の
表
彰
状
況
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
(教
育
功
労
者
お
よ
び
村
の
常
勤
職
員
に
つ

いて
の
自
治
功
労
者
名
は
略
記
す
)。

昭
和
三
十
八
年
度

自
治
功
労者

井
村
謙
一
、
広
田
寛
次

消
防
功
労
者
古
関
辰
雄、
藤
森
健
蔵、
近
藤
敏
雄、
中
山
安
徳、
遠
藤
栄、
土
井
武
夫、
原
野
寅
雄、
五
十
嵐
巖、
鈴
木
信
夫
、
大
庭
茂

三八〇



納
税
功
労
者
田
中
霞
、
後
藤
貞
治、
菊
地
增
一、
広
田
寛
治、
鈴
木
虎
蔵、
吉
田
美
代
治、
高
橋
次
男

昭
和三
十
九
年
度
西
尾
博
文

鈴木
亀吉、

鈴
木
猛
夫、
南
俊
夫、
太
田
実、
金子
輝
雄、
山
崎茂、

熊
谷
国
平、
武
藤
耕
治、
大
内
民
五
郎、
鈴
木
信
夫

昭
和
四
十
年
度

自
治
功
労
者
古
関
初
夫、
阿
部
卯
衛
門

南
俊
夫、
阿
部
克
已
、
奥
原
一
雄

納
税
功
労
者
今
野
正
男、
奥
田
光
忠、
鈴木
長
作、
菊
地
佐平、

白
滝
中
央
納
税
貯
蓄
組
合、
白
滝
商工
納
税
貯
蓄
組
合、
上
白
滝
第
一
納

税
貯
蓄
組合、

奧
白
滝
納
稅
貯
蓄
組
合

昭
和
四
十二
年
度
中
山
徳
蔵

小
沢
与
之
助、
上
村
政吉

自
治
功
労
者

消
防
功
労
者

健
民
功
労
者
出
口
俊
平、
金
子ミ
ツ

産
業
功
労
者
前
田
勘
治

昭
和
四
十
三
年
度

自
治
功
労
者

消
防
功
労
者

昭
和
四
十
四
年
度

佐
久
間
只
雄、
古
関
一
男

山
崎
三
男、
山
下
正
一、
笠
間
栄
一

消
防
功
労者

特
別
功
労
者

昭
和
四
十
五
年
度

井
村
昭
治、
池
田
昭
七、
山
崎
茂、
川
上
多
加志、

福
田
重
光、
平
野
一男、

菊
地行
夫、
福
田信
治

大
庭
千
代
吉

第
五
章
社
会
福
祉

三八一

自
治
功
労
者

消
防
功
労
者
大
串
伊
助

納
税
功
労者

消
防
功
労
者
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自
治
功
労
者
小
山
田
昌
光、
布
田
勇、
柴
田
房
蔵、
南
政
雄、
近
藤
敏
雄、
中
山
安
徳

教
育
功
労
者
小
川
正
春

釧
路
地
方
裁
判
所
よ
り
委
嘱
を
う
け
た
各
種
調
停
委
員
は
左
記
の
と
お
り
で
あ
る
が、
い
ず
れ
も
和
陸
の
取

持
ち
役
と
し
て
そ
の
任
に
当
た
っ
て
い
る
。

井
田
光
一

山
崎
政
治、
近
藤
吉
男

井
田
光
一

井
田
光
一

井
田
光
一

井
田
光
一、
布
田
昭
子

井
田
光
一

第
六
章
兵

徵
兵
令

明
治
六
年
徴
兵
令
の
発
布
に
よ
っ
て
わ
が
国
初
の
徴
兵
制
度
が
確
立
さ
れ
た
が
、
北
海
道
に
お
い
て
は
開
拓
途
上
で

あ
っ
た
の
と、
明
治
八
年
よ
り
屯
田
兵
制
度
を
採
り
入
れ
た
た
め、
徴
兵
制
度
は
当
初
は
適
用
さ
れ
ず、
明
治
三
十
一年
一
月
に
至

って
本
道
全
域
に
わ
た
っ
て
徴
兵
令
が
施
行
さ
れ
た
。

徴
兵
令
規
則
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。

第
一
章
総
則

事

各
種
調
停
委
員

司
法
委
員

農
事
調
停
委
員

民
事
一
般
調
停
委
員

宅
地
建
物
調
停
委
員

商
事
調
停
委
員

与
員

家
事
調
停
委
員

参 3



第
一
条
日
本
国
臣
民
ニ
シ
テ
満
十
七
歳
ョ
リ
満
四
十
歳
マデ
ノ
男
子
へ
総
テ
兵
役
ノ
義
務
ア
ル
モ
ノ
ト
ス

第
二
条
兵
役
ハ、
分
チ
テ
常
備
兵
役、
補
充
兵
役
及
ビ
国
民
兵
役
ト
ス

第
三
条
常
備
兵
役
⇒
分
チ
テ
現
役
及
ビ
予
備
兵
役
ト
ス、
現
役
ハ
陸
軍
ハ
三
カ
年
、
海
軍
ハ
四
ヵ
年
ニ
シ
テ
満二
十
歳
ニ
至
リ
タ
ル
者
之
ニ
服

シ、
予
備
役
ハ
陸
軍
ハ
カ
四
年、
海
軍
ハ三
カ
年
ニ
シテ
現
役
⇒
終
リ
タ
ル
者
之
ニ
服
ス

第
四
条
後
備
兵
役
ハ
陸
軍
ハ
十
ヵ
年、
海
軍
ハ
五
カ
年
ニ
シ
テ
常
備
兵
役
⇒
終
リ
タ
ル
者
之
二
服
ス

第
五
条
補
充
兵
役
ハ陸
軍
ニ
アリ
テ
ハ
十
二
ヵ
年、
海
軍
ニ
アリ
テ
ハ
一
ヵ
年
ニ
シ
テ
ソ
ノ
年
、
所
要
ノ
現
役
兵
員
ニ
超
過
ス
ル
者
ノ
中、
所

要
ノ
人
員
之
二
服
ス

第
六
条
国
民
兵
役
へ、
分
チ
テ
第
一
国
民
兵
役、
第
二
国
民
兵
役
ト
ス

第
一
国
民
兵
役
ハ
陸
軍
ニ
ア
リ
テ
ハ
後
備
兵
役、
又
ハ
召
集
セラ
レ
タ
ル
補
充
兵
ニ
シテ
ソ
ノ
役
⇒
終
リ
タ
ル
者
、
海
軍
ニ
アリ
テ
ハ

後
備
兵
役
⇒
終
リ
タ
ル
者
之
ニ
服
シ
、
第
二
国
民
兵
役
ハ
常
備
兵
役、
補
充
兵
役
及
ビ
第
一
国
民
兵
役
ニ
アラ
ザ
ル
者
之
ニ
服
ス

第
七
条
各
兵
役
ノ
期
限
既
ニ
満
ツ
ル
ト
雖
モ
戦
時
或
ハ事
変
ニ
際
ス
ル
時、
若
シ
ク
ハ航
海
中
或
ハ駐
剤
中
ハ
ソ
ノ
期
間
延
ス
コ
ト
ア
ルベ

シ

第
八
条
重
罪
ノ
刑
に
処
セ
ラ
ン
タ
ル
者
ハ
兵
役
こ
服
ス
ル
コ
ト
ラ
許
サ
ズ

以
下
略

第
二
章
服
役

徵
兵
検
査

徴
兵
検
査
は
徴
兵
令
規
則
第
一
条
に
定
め
ら
れ
た
す
べ
て
の
男
子
が
受
検
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
男
子
と

生
れ
て
兵
役
の
義
務
に
服
す
る
関
門
と
も
い
え
る
徴
兵
検
査
に
合
格
す
る
こ
と
は
男
子
の
本
懐
で
あ
り
誇
り
で
も
あ
っ
た
。
検
査
に

あ
た
っ
て
は
綿
密
な
る
身
体
検
査
お
よ
び
学
科
試
験
も
あ
り
合
格、
不
合
格
を
決
し
た
。
体
格
の
等
位
を
甲
種、
乙
種、
丙
種、
丁

種
、
戊
種
の
五
種
に
分
ち、
甲
種、
乙
種、
丙
種
を
合
格
と
し
、
丁
種
、
戊
種
を
不
合
格
と
し
、
甲
種
お
よ
び
乙
種
は
現
役
に
徴
す

べき
者
と
し
、
丙
種
は
国
民
兵
役
に
入
る
べ
き
も
の
と
し
て
い
た
が
、
終
戦
と
と
も
に
こ
れ
ら
徴
兵
制
度
は
廃
止
さ
れ
た
。

明
治
四
十
三
年
十
一
月
三
日
帝
国
在
郷
軍
人
会
が
は
じ
め
て
設
立
さ
れ
た
が
、
こ
れ
よ
り
以
前
に
お
い
て
各
市

第
六
章

兵
事

三八三

在
郷
軍
人
会
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町
村
が
自
主
的
に
在
郷
軍
人
団
を
結
成
し
て
お
り
、
帝
国
在
郷
軍
人
会
の
発
足
に
よ
っ
て
す
べ
て
吸
収
統
一さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
会
の
本
旨
は
「
良
兵
は
良
民
な
り
」
の
提
唱
の
も
と
、
徴
兵
で
入
隊
し
た
も
の
が
や
が
て
帰
還
し
て
郷
里
に
戻
っ
て
か
ら
も
在

郷
軍
人
会
に
籍
を
お
き
、
互
い
に
統
制
を
保
ち
軍
人
精
神
の
鍛
錬
に
努
め
さ
せ
る
た
め
で
あ
っ
た
。

明
治
四
十
三
年
帝
国
在
郷
軍
人
会
に
加
盟
し
た
上
湧
別
分
会
は
そ
の
傘
下
区
域
に
白
滝
も
包
括
し
て
い
た
が、
当
時
旧
白
滝
に
わ

ず
か
の
入
植
者
が
い
る
の
み
で
在
郷
軍
人
も
皆
無
に
等
し
か
っ
た
。
大
正
期
に
入
り
個
人
、
団
体
の
別
な
く
開
拓
者
が
増
加
す
る
に

至
っ
て
在
郷
軍
人
も
わ
ず
か
な
が
ら
増
し
て
き
た
。
大
正
三
年
十
一
月
三
日
在
郷
軍
人
に
対
し
次
の
ご
と
き
勅
語
の
御
下
賜
が
あ
っ

た
。

朕
惟
フ
ニ
国
防
ノ
完
備
ハ
汝
在
郷
軍
人
ニ
待
ツ
モノ
洵
ニ
多
シ、
汝
等、
戮
力
協心
陸
海
一
致
シ
テ
益
軍々
人
精
神
ラ
鍛
練
シ
軍
人
能
力
増
進

シ
、
郷
ニ
在
リ
テ
ハ
忠
良
ナ
ル
臣
民
ト
ナ
リ
軍
ニ
従
ヒ
テ
ハ国
家
ノ
干
城
ト
ナ
リ
、
以
テ
ソ
ノ
本
分
ラ
尽
サ
ン
コ
ト
ラ
期
セ
ヨ

こ
の
こ
と
が
あ
っ
て
以
来
在
郷
軍
人
会
は
い
よ
い
よ
強
固
な
も
の
に
な
り
、
大
正
四
年
春
帝
国
在
郷
軍
人
会
上
湧
別
分
会
遠
軽
支

部
白
滝
班
が
発
足
、
初
代
白
滝
班
長
に
岩
城
近
蔵
が
推
さ
れ、
大
正
六
年
横
田
吉
太
郎
に
班
長
が
か
わ
っ
た
が、
大
正
八
年
四
月
上

湧
別
村
よ
り
遠
軽
村
が
分
村
し
同
年
六
月
在
郷
軍
人
会
遠
軽
分
会
が
創
立
さ
れ
白
滝
も
同
時
に
遠
軽
分
会
に
編
入
替
え
と
な
り
、
帝

国
在
郷
軍
人
会
遠
軽
村
白
滝
西
分
会
と
名
称
も
変
り
、
初
代
西
分
会
長
に
永
山
千
嘉
治
(少
尉)
が
就
任
し
た
。
白
滝
西
分
会
を
白

滝
市
街
地
区
(下
白
滝、
旧
白
滝
を
含
む)、

上
白
滝
地
区
(奥
白
滝、
天
狗
沢
を
含
む
)、
支
湧
別
地
区
(上
支
湧
別
を
含
む
)
の

三
班
に
分
け
、
お
の
お
の
の
班
に
班
長
を
配
し
活
発
な
予
備
訓
練
が
行
な
わ
れ
て
い
た
。

大
正
十
三
年
永
山
西
分
会
長
の
転
出
に
よ
っ
て、
友
田
栄
策
(少
尉)
が
第二
代
西
分
会
長
と
な
り、
つ
い
で
第三
代
横
田
吉
太

郎
(上
等
兵
)、
第
四
代
斎
藤
久
治
郎
(上
等
兵
)、
第
五
代
加
賀
谷
栄
治
(上
等
兵
)、
第
六
代
工
藤
覚
五
郎
(伍
長)、

第
七
代
宮

三八四



城
正
次
(伍
長)、

第
八
代
野
村
津
義
雄
(上
等
兵
)、
第
九
代
清
水
実
雄
(
伍
長)、

第
十
代
井
村
光
夫
(伍
長)、

第
十
一
代
柴
田

松
之
助
(軍
曹
)
で
あ
っ
た。
この
間
昭
和
十
一
年
野
村
分
会
長
の
時
代
に
、
これ
ま
で
の
西
分
会
の
名
称
を
遠
軽
町
白
滝
分
会
と

し
た
の
で
あ
る
。

昭
和
二
十
年
八
月、
神
国
日
本
も
世
界
を
向
う
に
ま
わ
し
て
の
大
戦
に
は
歯
が
立
た
ず、
つ
い
に
敗
戦
の
憂
き
目
に
あ
い、
在
郷

軍
人
会
も
敗
戦
と
同
時
に
解
散
消
滅
し
て
し
ま
っ
た
。

忠
魂
碑

白
滝
開
基
二
十
年
を
迎
え
た
昭
和
六
年、
在
郷
軍
人
会
白
滝
西
分
会
の
者
た
ち
が
中
心
と
な
っ
て、
戦
病
死
者
の
霊

を
慰
め
る
べ
く
「
忠
魂
碑
」
の
造
立
を
思
い
た
ち
、
と
り
あ
え
ず
白
滝
小
学
校
グ
ラ
ウン
ド
端
に
木
製
の
忠
魂
碑
を
建
て、
八
月
の

孟
蘭
盆
に
関
係
者
参
集
し
て
慰
霊
祭
を
行
な
っ
て
い
た
が、
昭
和
十
二
年
七
月
日
華
事
変
勃
発
を
記
念
し
、
石
造
の
碑
建
立
の
議
が

ま
と
ま
り、
白
滝
小
学
校
近
く
の
通
学
路
筋
に
石
製
の
「忠
魂
碑
」
を
建
立、
碑
文
は
陸
軍
大
将
井
上
幾
太
郎
の
揮
毫
に
よ
る
も
の

で、
登
校
、
下
校
の
小
学
生
は
必
ず
忠
魂
碑
の
前
で
停
止
し
、
脱
帽
最
敬
礼
を
し
て
通
っ
た
も
の
で
あ
る
。

昭
和
三
十
四
年
七
月
白
滝
神
社
が
西
区
旭
台
に
新
築
移
転
さ
れ
る
に
及
ん
で
忠
魂
碑
も
同
時
に
神
社
横
に
移
設
さ
れ
た
。
昭
和
二

十
一
年
白
滝
分
村
以
来
毎
年
八
月
一
日
に
神
式
仏
式
合
同
に
よ
る
慰
霊
祭
が
行
な
わ
れ
て
い
た
が、
昭
和
四
十
五
年
よ
り
札
幌
の
北

海
道
神
宮
大
祭
に
あ
わ
せ
祭
典
を
六
月
十
五
日
に
変
更、
白
滝
村
戦
災
者
慰
霊
祭
執
行
委
員
会
(委
員
長
・
白
滝
村
長)
の
手
に
よ

っ
て
厳
粛
裡
に
慰
霊
祭
が
つ
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

身
分

死
亡

戦
没
者
氏
名

戦
没
年
月
日

本
村
慰
霊
戦
病
死
者
の
数
は
遺
族
の
移
動
に
よ
り
一
定
し
て
い
な
い
が
、
昭
和
四
十
五
年
度
慰
霊
者
数
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

地
遺
族
住
所
氏
名

越
智
幸
太
郎

陸
軍
上
等
兵

昭
和二
〇
・
八・
一二

満
州

東
区
越
智
政
男

第
六
章
兵

事
三八五
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石
井
喜
代
美

石
川
鉄
蔵

井
吉
兵
衛

軍 陸
軍
上
等
兵

陸
軍
上
等
兵

陸
軍
伍
長

中
善
治

古
関

次
男

原
野
良
雄

陸
軍
兵
長

加
藤

政
具

陸
軍
兵
長

陸
軍
伍
長

郎
鉄
道
派
遣
軍
属

陸
軍
軍
曹

陸
軍
上
等
兵

岡
田

実
陸
軍
歩
兵
上
等
兵

的
場
貞
夫

陸
軍
伍
長

高
橋
辰
助

市
島

幸
次
郎

大
沢
金
作

小
沢
良
雄 進

海
軍
兵
曹
長

陸
軍
上
等
兵

一六
・
六・

五
大
阪
陸
軍
病
院

ハバ
ロフ
ス
ク

北
支
那

一九
・
一
一・
二
五・

比
島
方
面

一
四
・
八
・二
九

ノ
モ
ン
ハ
ン

長
崎
市
佐
世
保
海
軍
病
院

沖
縄
本
島

二〇
・
六
・
二〇

一九
・
七
・
一八

一九
・
一〇
・
二
六

一九
・
五
・
二
七

ニ
ュー
ギ
ニ
ア
島

ハ シ ミ 西 !! "

11

!! 南 !!! 中 ノ リ ノ リ ノ 東

区 区 区 区井 永

大 鈴 米 鈴 斎 松 鈴 石

長
谷
部

古
関

石
川

沢 木 沢 木 藤 井 木 井上
亀 シ 勘 し 平 リ タ サ

菅
原

サ
ト

大
沢
ハ
ルノ

八 長 長 猛 清 亀 ウ

匡 治 ゲ 六 も 司 ン ヨ ノ

三八六

作 作 夫 順 衛 吉 ン

松
井
敏
雄

鈴
木
真
吾

海
軍
上
等
整
備
兵

陸
軍
兵
長

陸
軍
準
尉

陸
軍
歩
兵
上
等
兵

二
〇
・
五
・
四

一五
・

一・
一四

中
支
那

昭
和
一
八・

七
・
二八

二
二
・

一・
一五

二
〇
・

一・
一六

二
三
・
三
・
一七

二〇
・

三
・
一〇

一
六・

三
・
五

一
九
・
七
・
二
九

二
〇
・
二・
一一

二
一
・
一
二・
一九

一
四
・
二・
一八

二
〇
・
五
・
二
九

一
九
・
七
・
一八

一九
・
七
・
一八

シ
ベ
リ
ア

比
島
ル
ソ
ン
島
、
サ
ン
タ
マ
ル

オ北
支
那

マ
ニ
ラ
島

南
方
方
面

マ
リア
ナ
島

沖
繩
新
垣

サ
イ
パ
ン

仙
台
市
陸
軍
病
院

金
沢
市
陸
軍
病
院

北
支
那

マ
ニラ
、
マ
リ
キ
リ
ニ

硫
黄
島

木
末
夫

陸
軍
伍
長

陸
軍
上
等
兵

海
軍
上
等
水
兵

陸
軍
上
等
兵

高
橋
カ
ツ
ミ

井
永
井

岡
田

ヨ
シ

的
場
み
よ
し

サ
ガ
ノ

高
橋

永 永
井
正

雲
野

F良 政 丑 三
斎
藤
金
次
郎

属
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兵

佐 佐 中石
川 田 藤 倉 原 達 倉 藤 藤 野 馬 岡 玉 地

国好 敏 開 留 政 庸 正 昌 長 長
五 三

道 雄 昇 雄 彦 一 隆 雄 一 郎事

陸
軍
上
等
兵

陸
軍
上
等
兵

海
軍
上
等
機
関
兵

陸
軍
上
等
兵

陸
軍
伍
長

陸
軍
伍
長

陸
軍
曹
長

陸
軍
兵
長

炭
閱
兵

陣
一
等

陸
軍軍
兵
長

陸
軍
伍
長

陸
軍
一
等
兵

陸
軍
伍
長

作
陸
軍
上
等
兵

陸
軍
伍
長

陸
軍
一
等
兵

陸
軍
伍
長

陸
軍
一
等
卒

海
軍
水
兵
長

陸
軍
伍
長

一九
・
一
一・

七

二〇
・
六
・
五

二
〇
・
二
・
二
五

一
四
・
四
・
二
〇

北
支
那

一九
・
六
・
七

イ
ン
ド
、
イ
ン
ペー
ル
作
戦
中

沖
繩
那
覇
市

ン
チ
ポ
ロ

沖
縄
本
島

比
島
ルソ
ン
島
リ
ザ
ー
ル
州
ア

遠
軽
町
村
上
病
院

二〇
・
八
・
七

二〇
・

一・
二〇

二〇
・
五
・
四

フ
ィ
リ
ピ
ン

沖
縄
本
島

朝
鮮
沖

一八
・
四
・
一三

遠
軽
町
箱
崎
病
院

二
〇
・
五
・
四

沖
繩
那
覇
市

二
〇
・
四
・
一九

沖
縄
本
島

満
州
鉄
嶺
通
遼

昭
和二
〇
・
一
一・
一九

稚
内
沖

明
治
二
八
・
九
・
九

日
清
戦
役

八
・

三
・
九

満
州
熱
河
省
喜
峯
口

ニ
コラ
イ
エ
フ
ス
ク
収
容
所

台
湾
台
中
州
第
七
十
一
師
団
第

一
野
戦
病
院

中
国
広
西
省
桂
林
県

" 西上
白
滝

上
支
湧
別

11 支
湧
別

旧
白
滝
児
玉
作

相
馬
康

下
白
滝
菊
地
作
右
エ門

佐
藤

ソ
ノ

佐
々
木
英
実

佐
木々
英
実

中
川
丈
助

国

治 丸

え 一 開 ん 衛

石

川 田 藤 倉 原 達 倉

藤 藤 藤 井

み 清 北 み サ ト マ

ユ
タ
カ

キ 栄 栄 キ 晴

牧
野
善
兵
衛

愛
蔵

隆
雄 良

夫

々
藤 木 木 川 井

佐
藤
岩
太
郎

亀
吉

男 東 久

早 中 佐 辻 大 篇 伊 小 原 遠 遠 牧 相 岩 児 菊 佐

陸
軍
一
等
兵

一九
・
一〇
・
一九

二
〇
・
五
・
二〇

二
〇
・
二
・
二
六

二
〇
・
五
・
一〇

二
〇
・
六
・
三〇

昭
和二
一・

二・
一六

沖
縄
本
島

比
島
コ
レ
ヒ
ド
ー
ル
島

区
早 中 佐 辻 大 篇 伊 小 原 遠 遠

佐

二八七

岩
岡
マ
ル

六
・
一〇
・
一五
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竹 伊 大 上
藤田 庭 村
古

菊 真 久

栄 治 一 治

海
軍
一
等
機
関
士

陸
軍
上
等
兵

陸
軍
一
等
兵

陸
軍
兵
長

二二
・
一〇
・
三

東
京
陸
軍
病
院

二
〇
・
六
・
一八

沖
縄
本
島

昭
和
一
九
・
八・
一〇

一八
・
九
・
二
四

イ
ッ
ク

上
湧
別
町
厚
生
病
院

ニ
ュー
ギ
ニア
島
バ
ラ
ム、
ウ

上
白
滝
上
村

奧
白
滝
大
庭

東
白
滝
伊
藤

天
狗
平
竹

田

Hエ繁
実 ッ 茂 政

遺
族
会

戦
後
結
成
さ
れ
た
遺
族
会
は
遺
家
族
の
相
互
扶
助
を
目
的
と
し
地
道
な
援
護
を
つ
づ
け
て
い
る
。
遺
族
会
長
は
鈴
木

長
作
で
、
年
一
回
総
会
が
も
た
れ、
北
海
道
護
国
神
社
例
大
祭
の
六
月
五
日
に
は
毎
年
数
多
く
の
遺
族
が
参
列
し
、
感
激
を
あ
ら
た

に
し
て
い
る
。

太
平
洋
戦
争

昭
和
十
六
年
十二
月
八
日
午
前
七
時
の
ラ
ジ
オ
臨
時
ニ
ュー
ス
は
「大
本
営
陸
海
軍
部
発
表
十
二
月
八
日
午
前

六
時、
帝
国
陸
海
軍
は
今
八
日
未
明
西
太
平
洋
に
お
い
て
米
英
軍
と
戦
闘
状
態
に
入
れ
り
」
と
報
道、
米
英
両
国
に
対
し
て
宣
戦
が

布
告
さ
れ、
第
二
次
大
戦
へ
と
発
展
し
て
し
ま
っ
た
。
真
珠
湾
の
奇
襲
攻
撃
を
は
じ
め
と
し
て、
マ
レ
ー
半
島
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル、

グ
ア
ム
、
ウ
ェ
ー
キ
島
、
ニ
ュー
ギ
ニ
ア、
フィ
リ
ピ
ン
、
ジ
ャ
ワ
、
ス
マト
ラ
と
着
々
攻
撃
し
、
太
平
洋
に
散
在
す
る
島
も々
わ

が
陸
海
軍
に
よ
っ
て
開
戦
来
一
年
余
に
し
て
そ
の
大
部
分
を
征
服
し
て
し
ま
っ
た
。
し
か
し
昭
和
十
七
年
八
月
米
軍
の
ガ
ダ
ル
カ
ナ

ル
島
反
攻
以
来、
米
軍
の
戦
力
立
直
り
、
わ
が
軍
力
の
低
下
す
る
の
と
反
対
に
ま
す
ま
す
増
強
さ
れ、
制
海
、
制
空
権
を
も
握
っ
た

米
軍
の
思
い
の
ま
ま
の
攻
撃
に
急
転
し
、
昭
和
十
八
年
五
月
ア
ッ
ツ
島
の
日
本
軍
玉
砕
も
あ
っ
て
、
も
は
や
戦
局
全
く
敗
色
濃
い
も

のが
あ
っ
た。
さら
に
有
力
な
る
米
機
動
艦
隊
は
昭
和
二
十
年
三
月
硫
黄
島
に
、
つ
づ
い
て
四
月
沖
縄
に
上
陸
し
、
日
本
軍
守
備
隊

の
壮
烈
な
る
玉
砕
に
よ
っ
て
戦
争
の
様
相
は
い
よ
い
よ
終
末
に
近
づ
い
た
。
沖
縄
の
次
は
日
本
本
土
に
対
す
る
米
軍
の
進
攻
で
あ
っ

た
。
米
国
は
昭
和
二
十
年
十
一
月
一
日
九
州
上
陸
決
行
を
期
し
て
い
た
と
い
う
が
、
こ
れ
よ
り
さ
き
八
月
六
日
、
テ
ニ
ア
ン
島
基
地

三八八



を
発
進
し
た
B29爆

撃
機
ハエノ

ラ
・
ゲ
イ
号
"
が
運
ん
だ
重
量
五小
の
原
子
爆
弾
を
広
島
上
空
で
投
下
、
T
N
T
火
薬二
万
小
ぶ

ん
の
破
壊
力
と
華
氏
二
万
度
に
達
す
る
強
熱
に
よ
っ
て
、
瞬
時
に
し
て
広
島
全
市
を
灰
燼
に
帰
し、
焦
熱
地
獄
と
化
し
、
お
よ
そ
十

三
万
人
が
死
傷
し
た
。
つ
い
で
三
日
後
の
八
月
九
日、
長
崎
に
二
発
目
の
原
爆
が
投
下
さ
れ、
つ
い
に
八
月
十
五
日
、
日
本
は
無
条

件
で
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
を
受
諾
し
た
の
ち
終
戦
の
詔
勅
に
よ
り
い
っ
さ
い
の
軍
事
行
動
に
終
止
符
が
打
た
れ
た。
や
が
て
ア
メ
リ
カ
軍

が
日
本
本
土
に
進
駐
、
昭
和二
十
年
十
月
に
は
本
道
の
首
都
札
幌
に
も
進
駐
し
は
じ
め、
北
海
道
司
令
部
を
設
置
、
歴
然
と
し
て
占

領
下
に
入
っ
た
の
で
あ
る
。

国
民
義
勇
隊

昭
和
二
十
年
三
月
米
軍
が
硫
黄
島
に
上
陸
し
わ
が
軍
を
玉
砕
に
追
い
こ
む
ころ
、
日
本
は
国
民
皆
兵
と
な
っ
て

本
土
防
衛
に
当
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
国
民
義
勇
隊
を
組
織
す
る
こ
と
が
閣
議
で
決
定、
各
地に
お
い
て
そ
の
編
成
が
急
が
れ
た
。

遠
軽
町
時
代
で
あ
っ
た
白
滝
に
も
同
二
十
年
六
月
「日
本
義
勇
隊
遠
軽
大
隊
白
滝
中
隊」
が
編
成
さ
れ、
中
山
親
孝
中
隊
長
以
下

各
部
落
ご
と
に
小
隊
を
編
成、
隊
員
は
男
子
六
十
五
歳
以
下
、
女
子
四
十
五
歳
以
下
と
さ
れ
て
い
た
が、
こ
の
義
勇
隊
は
実
質
的
に

は
ほ
と
ん
ど
活
動
し
な
い
ま
ま
終
戦
と
な
り
解
散
と
な
っ
た。

銃
後
奉
公
会

昭
和
十二
年
七
月
日
華
事
変
勃
発
と
と
も
に
日
を
追
う
て
出
征
軍
人
の
故
郷
を
離
れ
る
姿
が
多
く
な
っ
て
い
っ

た
。
し
か
し
働
き
手
を
と
ら
れ
た
留
守
家
族
は、
陰
に
陽
に
苦
境
に
立
た
さ
れ、
ひ
い
て
は
出
征
兵
士
を
し
て
後
顧
の
憂
い
を
抱
か

し
め
る
こ
と
に
も
な
る
と
し
て
、
銃
後
の
結
束
せ
る
後
援
に
よ
っ
て
銃
後
の
守
り
を
一層
か
た
め
“国
民
奉
公
ノ
誠
引
致
ス
ル
を
旗

標
に、
同
十二
年
十
月
遠
軽
町
銃
後
後
援
会
が
誕
生
し
た
。
同
後
援
会
が
行
な
う
お
も
な
事
業
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。

一
軍
事
援
助

二
軍
事
扶
助
相
談
所
ノ
開
設

第
六
章

兵
事

三八九
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三
出
征
兵
遺
家
族
ニ対
ス
ル
労
力
援
助

四
応
召
軍
人
主
婦ノ
情
操
観
念
ノ
涵
養

五
帰
郷
軍
人
ノ
速
報
周
知

六
帰
還兵
ノ
歓
迎

七
銃
後
後
援
託
児
所
/
設
置

し
か
し
そ
の
後
一
、
二
年
を
経
て
か
ら
さ
ら
に
内
容
の
充
実
強
化
を
は
か
っ
て、
銃
後
奉
公
会
と
そ
の
名
も
改
め
ら
れ
た
。
当
時

遠
軽
町
で
あ
っ
た
本
村
は
「
遠
軽
町
銃
後
奉
公
会
」
の
白
滝
支
部
と
な
り
、
昭
和
十
四
年
四
月
一
日
の
結
成
式
で
、
会
長
に
遠
軽
町

長
の
三
橋
寛
五
郎
が、
白
滝
支
部
長
に
は
工
藤
大
然
が
選
出
さ
れ
て
い
る
。

銃
後
奉
公
会
の
会
則
の
第
三
条
に
そ
の
目
的
が
次
の
よ
う
に
う
た
わ
れ
て
い
る
。

遠
軽
町
銃
後
奉
公
会
会
則
第三
条

本
会
へ
国
民
皆
兵
ノ本
義
ト
隣
保
相
扶
ノ
精
神
ト
ニ
基
ッ
キ、
挙
郷
一
致
兵
役
義
務
服
行
ノ
準
備
ラ
整
フ
ル
ト
共
二
軍
事
援
護
ノ
完
璧
ラ
ハ
カ
リ

益
義々
勇
奉
公
ノ
精
神
ラ
振
作シ
、
国
民
精
神
総
動
員
運
動
ノ
実
践
⇒
期
ス
ル
フ
以
テ
目
的
ト
ス

ま
た
第
四
条
に
は
次
の
ご
と
き
事
業
計
画
が
記
さ
れ
て
い
る
。

二
兵
役
義
務
服
行
ノ
準
備

三
隣
保
相
扶
ノ
道
義
心
/
振
作

1
兵
役
義
務
心
ノ
昂
揚

四
軍
事
援
護
思
想
/
普
及
徹
底

五
現
役
並
ニ
応
召
軍
人
ノ
遺
族、
家
族ノ
援
護

六
傷
痍
軍
人
並
ニ
ソノ
遺
族、
家
族
ノ
援
護

七
現
役
並
ニ
応
召
軍
人
及
ビ
傷
痍
軍
人
ノ
遺
族、
家
族
ノ
慰
問、
慰
藉
、
弔
慰
又
ハ
労
力
奉
仕、
ソノ
他
家
族
ノ
援
助

三九〇



一
一

九 八戦
傷
病
死
軍
人
ニ
対
ス
ル
慰
霊
弔
祭

現
役
並
ニ
応
召
軍人
及
ビ
傷
痍
軍
人
ノ
遺
族、
家
族
ノ
身
上
及
ビ
家
事
相
談

10
軍
事
援
護
事
業
ノ
連
絡
統
制

国
民
精
神
総
動
員
運
動
ノ
計
画
樹
立
並
ニ
ソ
ノ
実
践

等
、々
遠
軽
町
に
居
住
す
る
全
世
帯
主
を
も
っ
て
組
織
さ
れ
た
奉
公
会
は
各
部
落
区
長、
在
郷
軍
人
会、
国
防、
愛
国
両
婦
人
会
等

と
の
連
繫
を
保
ち
つ
つ
事
業
の
遂
行
に
あ
た
っ
た
。

思
え
ば
こ
れ
ら
愛
国、
国
防
両
婦
人
会
の
働
き
に
よ
っ
て
一菜
主
義、
一戸
一
品
献
納
運
動
が
進
め
ら
れ
た
り、
ま
た
街
頭
に
あ

る
い
は
戸
別
に
千
人
針
を
哀
願
す
る
婦
人
の
姿
が
目
立
ち
は
じ
め
た
。
これ
は千
人
の
女
性
が
一
枚
の
布
に
一
針
ず
つ
赤
糸
で
結
び

目
を
つ
く
り
、
あ
る
い
は
こ
の
布
に
死
線
(四
銭)
を
越
え
る
と
い
う
の
で
五
銭
玉
を、
苦
戦
(九
銭)
を
免
れ
る
よ
う
に
と
十
銭

玉
を
、
そ
っ
と
縫
い
つ
け
て
く
れ
る
人
も
あ
っ
た
が、
こ
れ
を
兵
隊
が
身
に
つ
け
て
い
れ
ば
安
全
だ
と
い
う
こ
と
で
、
迷
信
と
は
知

り
つ
つ
も
銃
後
の
守
り
を
つ
と
め
る
人
々
に
と
っ
て
は
真
剣
な
お
も
も
ち
で
あ
っ
た
。
戦
争
の
激
化
に
よ
っ
て
出
征
兵
士
の
数
も
ふ

え
千
人
針
の
量
も
お
の
ず
か
ら
急
増し
、
一人
一針
で
は
間
に
合
わ
な
く
な
り
、
ト
ラ
年、
タ
ッ
年
生
れ
の
女
性
は
自
分
の
年
齢
だ

け
結
び
目
を
縫
う
な
ど
、
そ
の
方
法
も
変
っ
て
い
っ
た
。

ま
た
慰
問
袋
の
調
達
も
婦
人
会
の
重
要
な
仕
事
で
あ
り
、
本
村
に
お
い
て
も
毎
月
の
よ
う
に
心
を
こ
め
た
慰
問
の
品
を々
袋
に
納

め
、
異
境
の
地
に
苦
し
む
兵
士
た
ち
に
送
り
届
け
ら
れ
て
い
た
。

監
視
所

昭
和
六
年
の
満
州
事
変
に
つ
づ
い
て
翌
七
年
上
海
事
変
が
始
ま
る
や
国
際
情
勢
に
暗
雲
た
な
び
き、
翌
八
年三
月
日

本
の
国
際
連
盟
の
脱
退
に
よ
っ
て
広
義
国
防
が
唱
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
爾
来
府
県
単
位
で
防
空
演
習
が
は
じ
め
ら
れ
た
が、

第
六
章
兵

事
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昭
和
十
年
七
月
北
海
道
一
円
と
し
た
防
空
演
習
が
初
め
て
施
行
さ
れ、
同
十二
年
防
空
法
が
公
布
さ
れ、
こ
え
て
同
十
四
年
一月
警

防
団
令
が
公
布
施
行
さ
れ
る
や、
従
来
の
消
防
組
と
防
空
体
制
を
一
本
化
し
た
も
の
と
し
統
一あ
る
活
動
を
求
め、
こ
れ
に
よ
っ
て

警
報
の
伝
達、
燈
火
管
制
の
徹
底
を
は
か
っ
た
り
、
さ
ら
に
防
空
監
視
網
の
充
実
を
企
画
し
た。

昭
和
十
四
年
本
村
内
唯
一
ヵ
所
奥
白
滝
駅
前
に
監
視
所
が
設
置
さ
れ、
警
防
団
の
指
示
に
も
と
づ
い
て
終
戦
に
至
る
ま
で
地
元
警

防
団
員
あ
る
い
は
駅
職
員
に
よ
っ
て
防
空
監
視
の
目
を
光
ら
せ
て
い
た
。

国
民
登
録

昭
和
十
四
年
二
月
勅
令
第
五
号
を
も
っ
て
国
民
職
業
能
力
申
告

令
に
も
と
づ
き
、
満
十
六
歳
以
上
満
五
十
歳
未
満
の
日
本
国
民
男
子
で
、
技
術
系

現
職
者
お
よ
び
前
歴
経
験
者
な
ら
び
に
理
工
科
系
学
卒
者
の
登
録
を
義
務
づ
け、

部
門
別
登
録
者
の
リ
ス
ト
を
作
成、
時
局
の
非
常
事
態
に
そ
な
え
対
処
し
た
の
で

あ
る
。

配
給
切
符
・
通
帳
制
度

日
華
事
変
も
長
期
決
戦
の
様
相
を
呈
し
は
じ
め
、

巷
に
は
軍
需
工
場
動
員
法
が
発
動
さ
れ
一
部
工
場
が
管
理
さ
れ、
綿
製
品
が
国
家

管
理
と
な
る
な
ど
物
資
の
不
足
が
し
だ
い
に
深
刻
化
し
て
い
っ
た
。
昭
和
十
四
年
十
二
月
白
米
が
禁
止
さ
れ
た
の
を
は
じ
め
と
し

て、
翌
十
五
年
六
月
東
京、
大
阪
な
ど
の六
大
都
市
に
お
い
て
砂
糖、

マ
ッ
チ
の
配
給
に
切
符
制
を
採
用、
こ
の
月
北
海
道
で
は
他

府
県
に
さ
き
が
け
て
米
の
配
給
通
帳
制
が
と
ら
れ、
節
米
運
動
も
実
施
さ
れ
た
。

こ
う
し
て
“国
民
総
勤
儉"
を
ス
ロー
ガン
に、
昭
和
十
六
年
四
月
に
発
せ
ら
れ
た
「戦
時
生
活
必
需
物
資
統
制
令
」
の
も
と
、

あ
ら
ゆ
る
物
資
の
切
符
制、
通
帳
制
が
次
か
ら
次
と
実
施
さ
れ
た
。

錄

登 民 國
うせまし店巾 くなれ浅くけ您

一
位
煮
菜
一
輝
本
一
米
滋

FI

国 民 登 録

安
き
の
田
城
に
購
江
林
た
い
み



全
国
的
な
米
の
配
給
制
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と、
酒、
菓
子
、
味
噌
、
醤
油、
食
用
油、
食
塩
な
ど
の
ほ
か、
昭
和
十
七
年二
月
衣

料
品
に
点
数
切
符
制
が
採
用
さ
れ、
毎
日
の
生
活
は
つ
い
に
切
符
な
し
で
は
何
物
も
購
入
で
き
な
い
深
刻
な
状
態
で
あ
った
。

第
七
章
自

衛
隊

昭
和二
十
五
年
七
月、
占
領
軍
総
司
令
官
マ
ッ
カー
サー
元
帥
は、
国
内
治
安
維
持
を
理
由
に
警
察
予
備
隊
新
設
の
勧
告
を
行
な

っ
た
。
か
ね
て
政
府
は
国
家
地
方
警
察
お
よ
び
自
治
体
警
察
の
警
察
力
を
補
強
す
る
意
図
も
あ
っ
た
の
で
、
同
年
八
月
十
日
政
令
第

二
百
六
十
号
を
も
っ
て
警
察
予
備
隊
令
を
公
布、
た
だ
ち
に
警
察
予
備
隊
が
発
足
し
た
。
か
く
て
国
内
の
主
要
地
に
駐
屯
し
て、
ア

メ
リ
カ
ン
ス
タ
イ
ル
の
隊
員
が
街
を
闊
歩
す
る
姿
が
こ
こ
か
し
こ
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
道
内
に
お
い
て
は
昭
和
二
十
六
年

よ
り
駐
屯
地
の
設
定
を
み
た
の
で
あ
る
。

昭
和
二
十
七
年
八
月
保
安
庁
の
発
足
に
よ
っ
て
警
察
予
備
隊
を
解
散
し
て
保
安
隊
と
改
称、
さ
ら
に
昭
和二
十
九
年
七
月
法
律
第

百
六
十
五
号
自
衛
隊
法
に
よ
っ
て
保
安
隊
は
自
衛
隊
に
変
っ
た
の
で
あ
る
。
自
衛
隊
は
陸
上
自
衛
隊、
海
上
自
衛
隊、
航
空
自
衛
隊

の三
種
に
分
れ
て
お
り
、
国
土
の
自
衛
は
も
と
よ
り
、
災
害
時
に
お
け
る
救
援、
公
共
土
木
工
事
の
実
施
な
ど
そ
の
他
あ
ら
ゆ
る
分

野
に
わ
た
っ
て
公
共
的
な
要
請
に
は
活
発
な
支
援
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。
こう
し
た
自
衛
隊
の
善
意
に
対
し
、
各
市
町
村
が
そ
れ

ぞ
れ
一
丸
と
な
っ
た
協
力
会
結
成
の
動
向
が
み
え
は
じ
た
。

白
滝
村
自
衛
隊
協
力
会

各
地
に
お
い
て
自
衛
隊
協
力
会
の
設
立
が
み
ら
れ
た
ころ
、
本
村
に
お
い
て
も
こ
れ
が
設
立
に
意
を

注
ぎ
、
昭
和
四
十
年
六
月
十
二
日
開
催
の
区
長
総
会
に
お
い
て
議
決、
こ
こ
に
白
滝
村
自
衛
隊
協
力
会
が
発
足
し
た
の
で
あ
る
。

第
七
章
自

衛
隊
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白
滝
村
自
衛
隊
協
力
会
会
則

(名
称
)

第
一
条
本
会
は
白
滝
村
自
衛
隊
協
力
会
と
いう

(事
務
所
)

第
二
条
事
務
所
は
白
滝
村
役
場
に
置
く

(目
的
)

第
三
条
本
会
は、
自
衛
隊
協
力
会
遠
軽
地
区
連
合
会
と
連
け
い
を
密
に
し
、
第
二
十
五
普
通
科
連
隊
管
内
の
各
市
町
村
自
衛
隊
協
力
会
の
連

け
い
協
調
を
図
り
、
自
衛
隊
の
諸
活
動
に
協
力
し
、
わ
が
国
の
防
衛
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る

(事
業
)

第
四
条
本
会
は、
前
条
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
次
の
事
業
を
行
なう

(一)

防
衛
思
想
の
普
及
高
揚
に
関
す
る
こ
と

(五)(四)(三)

11

会
員
の
親
睦
に
関
す
る
こ
と

自
衛
隊員
の
慰
問、
激
励
に
関
す
る
こ
と

第
二
十
五
普
通
科
連
隊の
活
動
に
対
す
る
各
種
支
援
協
力
に
関
す
る
こ
と

4
)
そ
の
他
前
条
の
目
的
達
成
に
ふ
さ
わ
し
い
事
業

(会
員
)

第
五
条
会
員
は
本
村
居
住
者で
、
本
会
の
趣旨
に
賛
同
し
た
者と
す
る

(役
員
)

第
六
条
本
会
に
次
の
役
員
を
置
く

1
会
長
、
副
会
長
、
理
事
若
干
名
、
評
議
員
一
四
名
、
監
事
二
名

11
評
議
員
は
本
村
区
長
を
も
って
あ
て、
会
長
、
副
会
長
、
理
事
及
び
監
事
は
評
議
員
会
で
選
出
す
る

(職
務
)

三九四



第
七
条
会
長
は
本
会
を
代
表
し
、
会
務
を
総
括
す
る

二
副
会
長
は
会
長
を
補
佐し
、
会
長
事
故
あ
る
と
き
は、
そ
の
職
務
を
代
行
す
る

三
理
事
は
理
事
会
に
お
い
て
本
会
の
事
業
の
遂行
を
は
かる

評
議
員
は
評
議
員
会
に
お
い
て
本
会
の
方
針、
会
則、
事
業
及
び
役
員
等
を
決
定
す
る

監
事
は
本
会
の
会
計
を
監
査
す
る

(任
期
)

第
八
条
役
員
の
任
期
は
一
年
と
し
再
選
は
妨
げ
な
い

二
補
欠
に
よ
り
選
出
さ
れ
た
役
員
の
任
期
は
前
任
者
の
残
任
期
間
と
す
る

(事
務
局
)

第
九
条
本
会
の
事
務
を
処
理
す
る
た
め
事
務
局
を
置
き、
事
務
局
長
は
会
長
が
指名
す
る

二
事
務局
に
関
す
る
規
定
は
会
長
が
別
に
定
める

(会
議
)

第
十
条
本
会
の
会
議
は、
評
議
員
会
及
び
理
事
会
と
し
、
会
長
が
必
要
と
認
め
た
と
き
開
催
す
る
も
の
と
す
る

(議
事
)

評
議
員
会
及
び
理
事
会
の
議
長
は
会
長
と
す
る

第
十
一
条一
議
事
は
出
席
者
の
過
半
数
で
決
し
、
可
否
同
数
の
と
き
は
議
長
が
こ
れ
を
決
す
る

(事
業
年
度)

第
十
二
条
本
会
の
事
業
年
度
は
毎
年
四
月
一
日
に
始
ま
り
、
翌
年三
月
三
十
一日
に
終
る

(収
入)

第
十三
条
本
会
の
経
費
は
補
助
金、
寄
付
金、
そ
の
他
の
収
入
を
も
っ
て
あ
て
る

附
則

こ
の
会
則
は
昭
和
四
十
年
六
月
十
二
日
か
ら
施
行
す
る

第
七
章
自

衛
隊
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本
村
出
身
の
自
衛
隊
員
数
は、
陸
上
自
衛
隊
遠
軽
駐
屯
地

広
報
班
の
調
査
に
よ
る
と
下
の
と
お
り
と
な
っ
て
い
る
。

本
村
内
に
お
け
る
自
衛
隊
相
談
所
は
左
記
の
と
こ
ろ
が
委

嘱
を
受
け
て
い
る
。

白
滝
地
区

上
・
奧
白
滝
地
区

上
支
湧
別
地
区

高
橋
次
男
宅
(
中
央
区
)

前
田
忠
治
宅
(上
白
滝)

青
野
寅
一
宅
(
上
支
湧
別
)

白滝村出身自衛隊員数
区分 陸|海 空 計入隊年度

昭 和 26

H
N 2

33 1 1

35 1 1

37 1 1

38 1 1

39 4 4

40 1 1

41 1 1

" 43 1

44 4

45 1

計 18 1 1 19

注 空白年度は入隊者なきこ
とを示す。

教

第
八
章
宗

未
開
の
地
北
海
道
に
渡
り
開
拓
の
鍬
を
お
ろ
し
た
往
時
の
開
拓
民
は、
鬱
蒼
と
生
い
茂
る
密
林
に
入
地し
、
粗
食
に
あ
ま
ん
じ
て

木
を々
倒
し
耕
地
づ
く
り
に
血
の
出
る
よ
う
な
苦
労
の
連
続
で
あ
っ
た
あ
る
日
、
ふ
っ
と
思
い
出
し
た
の
は
国
の
安
泰、
わ
が
家
の

興
隆
安
全
を
願
う
神
社
の
建
立
で
あ
り
、
先
祖
の
霊
を
ま
つ
り、
お
の
れ
が
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
し
て
の
寺
院
の
建
築
で
あ
っ
た
。

開
拓
初
期
に
お
い
て
は
生
活
上
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
も
の
の
一
つ
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
出
来
た
神
社
を
中心
と
し
て
春
秋

二
回
の
祭
祀
日
を
定
め、
部
落
こ
ぞ
っ
て
一
日
ゆ
っ
く
り
労
を
い
や
し
た
の
で
あ
る
。

本
村
内
に
点
在
す
る
神
社、
寺
院
等
は
次
の
ご
と
く
な
っ
て
い
る
。

大
正
二
年
十
二
月
二
股
市
街
の
有
志
中
心
と
な
り
神
社
建
立
の
計
画
を
樹
て
、
ま
ず
白
滝
原
野
一
千
八
百
六
十
八

白
滝
神
社

三九六

1
4
1

1

29



焼失前の神社‒西区旭台 番
地
内
(現
・
中
央
区
公
営
住
宅
団
地下
角
付
近
)
を
敷
地
と
定
め、
と
り
あ
え
ず
天
照
皇

ひ
も
う
ざ

大
神
と
書
い
た
神
籬
を
建
て
信
仰
の
基
を
定
め
た
が
大
正
六
年
五
月
の
大
山
火
に
よ
り
焼

失、
大
火
後
敷
地
を
二
股
市
街
の
東
北、
白
滝
原
野
一
千
六
百
五
番
地の
三
に
変
更
、
敷
地

を
園
出
勝
太
郎
よ
り
借
用、

市
街
地
住
民
の
特
志
寄
付
に
よ
り
三
・五
坪
の
叢
祠
を
建
立
し

た
。
これ
ま
で
二
股
神
社
と
い
っ
て
いた
も
の
を
白
滝
神
社と
呼
称
変
え
し
た
。
時
代
の
流

れ
と
と
も
に
白
滝
市
街
の
趨
勢
西
区
に
向
っ
て
栄
え
る
に
及
ん
で
神
社
位
置
移
転
の
話
が
有

志
の
間
に
持
ち
上
り
、
藤
本
輝
彦
ら
が
発
起
人
と
な
っ
て
移
転
反
対
派
を
説
得、
市
街
地
旭

台
の
及
川
新
太
郎
私
有
地
を
借
り
う
け
市
街
氏
子
の
寄
付
に
よ
っ
て
三
十
坪
の
神
拝
殿
を
造

営
、
昭
和三
十
四
年
七
月
三
十
日
及
川
神
官
の
手
に
よ
っ
て
遷
宮
式
が
行
な
わ
れ
た
。

た
が
水
利
の
便
悪
く
全
焼
し
て
し
ま
っ
た
。
原
因
は
及
川
新
太
郎
神
官
の
火
の
不
始
末
と
わ

昭
和
四
十
三
年
六
月三
日
午
後
零
時
四
十
分
棟
続
き
の
社
務
所
よ
り
出
火、
日
中
で
あ
っ

か
っ
た
。
神
社
の
全
焼
に
よ
っ
て
市
街
は
社
の
な
い
街
と
な
り
ど
こ
と
な
く
空
虚
な
念
に
か
ら
れ
て
い
た
が、
昭
和
四
十
四
年
春
に

わ
か
に
神
社
再
建
の
声
た
か
ま
り
、
藤
本
輝
彦
ら
氏
子
総
代
の
奔
走
に
よ
り
特
志
、
一般
寄
付
に
よ
っ
て
同
年
九
月
十
九
・五
坪、
総

工
費
お
よ
そ
五
百
万
円
を
要
し
た
神
社
が
建
て
ら
れ
た
。
この
機
に
奥
白
滝
神
社
の
統
合
も
成
立
し
た
。
例
祭
日
は
大
正
六
年
の
大

山
火
以
来
五
月
二
十
三
日
を
鎮
火
祭
と
し
、
秋
祭
り
は
当
初
九
月
一
日
と
定
め
て
い
た
が、
大
正
七
年
八
月
に
開
か
れ
た
白
滝
部
落

総
会
に
お
い
て
祭
典
日
変
更
の
動
議
が
出
さ
れ、
結
局
こ
の
年
よ
り
九
月
十
五、
十
六
日
の
両
日
に
変
更
さ
れ
た
。
そ
の
後
昭
和
に

入
っ
て
こ
の
祭
典
日
に
も
幾
度
と
な
く
変
動
が
あ
っ
た
が、
新
神
社
再
興
を
機
会
に
再
び
九
月
十
五
日
に
、
春
祭
り
は
六
月
十
五
日
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に
と
氏
子
総
会
に
お
い
て
決
定
さ
れ
た
。

3

石 至白灣駅北

上
白
滝
神
社

う
か
の
み
た
ま
の
み
こ
と

明
治二
十
六
年
滝
ノ
上
八
号
駅
通
所
設
置
に
よ
り
駅
通
取
扱
人
と
し
て
中
沢
沢
治
入
所
す
る
や
ま
も
な
く
、
来

住
民
お
よ
び
往
来
人
の
安
寧
を
願
っ
て
隣
接
の
滝
ノ
上
橋
付
近
に
天
照
大
神
を
勧
請
し
て
神
籬
を
建
て
た
の
が
初
め
で
あ
る
。
明
治

四
十
五
年
紀
州
団
体
入
地
す
る
や
植
芝
盛
平
団
長
持
参
の
守
護
神
、
軸
物
の
建
速

須
佐
之
男
命
を
合
祀、
大
正
四
年
六
月
の
あ
る
日、
時
の
神
官
川
村
照
喜
霊
夢
あ

り
て
さ
っ
そ
く
白
滝
山
中
に
霊
所
を
設
け
祭
神
し
、
同
年
十
一月
御
大
典
記
念
と

し
て
祀
を
建
て
衆
人
の
希
望
も
あ
っ
て
倉
稲
魂
命
を
も
合
祀
し
以
上
の
三
神
を

祭
祀
し
た
。
大
正
五
年
九
月
霊
所
内

に
神
社
の
移
転
を
氏
子
に
は
か
り
現

在
地
に
仮
拝
殿
を
建
て、
滝
ノ
上
よ

り
遷
宮
す
。
大
正
八
年
五
月
十
二
坪

の
拝
殿
を
新
築
し
た
。

夏
ノ
宮
い 熊
野宮
包

著
日
森
9)

出
雲宮

金
刀比最

森
の

鐘
神森
3

地
神
坐
量
3

二
見
ノ
岩

ミ
ソギミ

三十
一
号
熊

木
上白
濃神
社
の

木花
咲耶
比
女
命
。

上
白
滝
神
社
霊
所
設
定
の
理
由
を

神
社
記
録
よ
り
見
る
と
、

「(前
記…
略…
)
大
正
四
年
六
月

十
五
日
ノ
暁
ニ霊
夢
ア
リ
曰
ク
神
社

現
在
地
ニ
白
雲
靄
ク
中
ニ
数
多
白
衣

上 白 滝 神 社

天/
宮
遺花
三章
色

天
狗
角
力
取
*
(
1

至旭川 上白灣駅

上白滝神社霊所12社略図



ノ
神
人
集
合
シ
テ
鎮
座
セ
ル
処
へ
照
喜
通
り
係
リ
ケル
時
ニ壱
人
ノ
神
人
高
ラ
カ
ニ
照
喜
ラ
呼
ビ
汝
ノ
来
ル
ラ
待
チ
テ
居
ル
処
ナ
リ
近
ク
来
レ
ト云

フ
照
喜
我
八
素
服
不
礼
ナレ
べ
出
直
シテ
参
ラ
ン
ト云
フ
ラ
神人
、
イ
ヤ
気
仕
ヒ
ナシ
早
ク
近
ゥ
近
ウ
ト云
ゥ
照
喜
恐
縮
ナ
ガラ
末
座
三
平
伏
ス
ル

ト
神
人
日
ク
我
々
ハ当
原
野
ノ
守
護
神
ト
成
ル
モ他
ニ
鎮
座
適
当
ノ
地
ナ
シ
即
チ
此
地
へ
清
浄
ナ
ル
故
ニ
鎮
座
適
当
ノ
地
ナ
レ
べ
此
処
ラ
鎮
座
ノ
地

ト
定
ム
ル
ナリ
然
ル
ニ汝
ニ
見
セ
ル
処
ア
リ
此
処
へ
来
レ
ト
云
ヒ
ナ
ガ
ラ
上
座
ノ
神
人
立
テ
照
喜
ノ
手
ラ
ヒ
キ
白
幕
ノ
中
ニ
誘
ハ
レ
見
レ
へ
厳
飾
ナ

ル
神
前
ア
リ
謹
而
参
拝
ス
ルト
其
次
ニ
又
白
幕
ア
リ
テ
誘
ハ
レ
テ
其
内
ニ入
ル
ト
又
前
ノ
如
キ
神
前
ア
リ
何
様
ニ
シテ
何
回
ト
ナ
ク
神
前
ラ
参
拝
シ

テ最
終
ニ高
キ
奥
ノ
院
ト
思
シ
キ
処
ニ
テ
我
ハ
此
内
ナ
リ
ト
テ
其
御
内
陣
ニ
入
リ
賜
フ、
照
喜
茫
然
ト
シ
テ
居
ル
中
夢
正
ニ醒
メ
タ
リ
照
喜
霊
夢
ナ

リ
ト
感
ジ
テ
翌
早
朝
当
地
ニ
至
り
其
処
フ
探
検
ス
ル
ニ草
木
繁
茂
シ
昼
尚
暗
クシ
テ
咫
尺
ラ
弁
ゼ
サ
ル
程
ナ
レべ
善
悪
分
ラ
ズ
尚
又
衆人
ノ
賛
成
モ

ナ
ケレ
ベ
時
機
ノ
至
ルラ
マ
ッ
内
其
年
九
月
下
旬
或
日
一天
時
レテ
四
方
雲
ナ
キ
時
ニ現
在
神
社
ノ
裏
沢
ョリ
柴
雲
一
叢
立
登
リ
テ
白
滝
山
ラ
覆
フ

照
喜
是
レ
ラ
見
テ
再
度
踏
査
シ
テ
遂
ニ
大
正
四
年
十
一
月
御
大
典
記
念
ト
シ
テ
白
滝
山
天
ノ宮
及
十
五
末
社
勧
請
セリ…

…
後
略
」

と
あ
る
。

上
支
湧
別
神
社
大
正
二
年
よ
り
上
支
湧
別
に
団
体
移
住
が
は
じ
ま
り
、
部
落
の
氏
神
と

し
て
の
祭
神
が、
三
石
音
次
郎、
近
喜
一
郎、
福
田
彦
蔵
ら
に
よ
っ
て
白
滝
原
野
一
千
三
百

七
十
六
番
地
の
学
校
用
地
内
一
角
に天
照
皇
大
神
と
書
い
た
神
籬
が
建
て
ら
れ
た、
大
正
三

年
六
月
十
七
日
と
記
録
が
残
っ
て
い
る
。
大
正
六
年
の
大
火
後
家
庭
学
校
用
地
公
園
内
に
移

転
し
た
が
、
この
折
、
福
田
彦
蔵
伊
勢
神
宮
参
宮
の
み
ぎ
り
大
麻
を
受
け
、
持
ち
帰
り
御
神

体
と
し
た
。
昭
和
十
五
年
現
在
地に
移
転、
社
殿
を
造
営
し
た
。
例
祭
日
は
六
月
十
五
日
と

定
め
ら
れ
て
い
る
。
氏
子
総
代
は
山
崎
政
治
で
歴
代
祭
主
は
川
村
照
喜、
永
山
千
賀
治、
上

村
宇
久
太
、
原
田
天
象
(現
在)
で
あ
る
。

御
嶽
神
社

大
正
四
年
四
月
十
日
の
創
立
で
原
田
安
五
郎
の
開
基
に
し
て、
開
拓
農
家

:

上支湧別神社
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チ トカニ神社

の
守
護
神
と
し
て
原
田
の
屋
敷
内
に
祭
っ
た
の
に
は
じ
ま
る
。
祭
神
は
御
嶽
大
神、
豊
受
稲
荷
大

神
、
天
照
皇
大
神
で
、
現
祭
主
原
田
天
象
で
あ
る
。

ち
と
か
に

千
蔵
華
爾
神
社

大
正
三
年
大
庭
重
次、
岸
利
七
ら
に
よ
っ
て
奥
白
滝
の
現
在
地
大
庭
の
所

有
地
内
に
明
治
天
皇
を
祭
祀
、近
く
の
チ
ト
カ
ニ
ウ
シ
山
を
も
じ
っ
て
チ
ト
カ
ニ
神
社
と
号
し
た
。

昭
和
十
五
年
秋、
時
の
氏
子
総
代
大
庭
千
代
吉
、
岸
浦
吉
、
丹
野
清
七
ら
が
発
起
人
と
な
り
寄
付

を
仰
ぎ
神
社
本
殿
の
新
築
を
完
了
、
こ
の
折
古
峯
大
神
を
合
祀
し
た
。
例
祭
日
は
五
月
二
十
三
日

と
九
月
十
五
日
に
決
め
て
い
た
が
、
近
年
部
落
人
口
と
み
に
減
少
し
神
社
維
持
に
重
荷
を
感
じ
、

昭
和
四
十
四
年
九
月
白
滝
神
社
に
合
併
と
な
っ
た
。

高
台
神
社

別
名
天
狗
平
神
社
と
も
呼
ば
れ
る
高

台
神
社
は
大
正
七
年、
時
の
氏
子
総
代
菊
地三
蔵
、
松

田
与
蔵、
横
田
金
吉
、
古
関
六
兵
衛、
佐
藤
子
之
助、
斎
藤
善
作
ら
が
発
起
人
と
な
り
寄

付
を
集
め
建
立
し
た
も
ので
、
同
地
に
開
拓
者
と
し
て
入
地
し
て
い
た
上
村
宇
久
太
は
昭

和
十
八
年
室
蘭
市
輪
西
の
稲
荷
神
社
に
転
出
す
る
ま
で
開
拓
の
か
た
わ
ら
神
官
と
し
て
高

台
は
も
ち
ろ
ん
、
奥
白
滝、
上
支
湧
別
方
面
の
祭
司
を
勤
め
て
い
た
。
大
正
九
年
二
月
上

村
の
手
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
次
の
五
社
が
合
祀
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
天
照
皇
大
神、
豊
受

稲
荷
大
神、
日
本
武
尊、
大
国
主
命、
少
名
彦
名
命
の
各
神
で
、
そ
の
後
入
植
者
の
手
に

よ
っ
て
御
魂
を
合
祀
す
る
も
の
あ
い
つ
ぎ
、
今
で
は
山
の
神
を
は
じ
め
八
幡
大
明
神、
春

高 台 神 社



教

下白滝水神社

あ
ま
の
は
ず
ち

こ
の
は
な
さ
く
や
ひ
め
の
み
こ
と

日
大
明
神、
天
之
葉
電
之
神、
木
花
咲
耶
比
女
命
の
五
社
を
加
え
計
十
社
が
合
祀
さ
れ
て
い
る
。
例
祭
日
は
当
初
春
秋二
回
で
あ
っ

た
が
、
最
近
に
至
り
人
口
減
を
理
由
に
八
月
十
六
日
の
年
一
回
と
し
た
。

天
狗
嶽
神
社

昭
和
八
年
四
月
十
五
日
天
狗
岳
山
頂
国
有
林
地
内
に
建
立
し
た
も
の
で
、
皇
太
子
殿
下
の
無
事
ご
誕
生
と
す
こ

や
か
な
ご
成
長
を
祈
念
し
、
及
川
新
太
郎
神
官
の
発
願
に
よ
り
、
四
尺
×
五
尺
の
社
が
氏
子
の
力
添
え
に
よ
っ
て
出
来
上
っ
た
。
祭

神
は
天
照
皇
大
神、
月
読
大
神、
大
山
祇
神、
水
波
の
女
神、
猿
田
彦
神
の
五
社
で
あ
る
。

下
白
滝
水
神
社

村
名
発
祥
の
滝
付
近
に
ま
つ
ら
れ
た
水
神
社
は
古
来
木
材
流
送
に
お
け
る
最
大
の
難
所
で
も
あ
っ
た
。
造
材

業
清
水
喜
太
郎
の
手
に
よ
っ
て
流
送
の
安
泰
を
こ
め
水
難
の
守
り
神
を
祭
っ
た
も
の
で
あ
る
。
大
正
二
年
春
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の

地
(河
川
堤
防
敷
地
内
)
に
な
っ
た
。
祭
神
は
御
井
神、
水
速
女
命、
天
之
忍
雲
根
神
で、

後
下
白
滝
に
も
入
植
者
増
加
に
と
も
な
い
部
落
の
守
護
神
と
し
た
。
大
正
十
一
年
八
月
の
水

害
に
よ
っ
て
石
で
つ
く
ら
れ
て
い
た
水
神
流
失
し
、
時
の
氏
子
総
代
新
保
国
平
、
菊
地
作
右

衛
門
ら
が
中
心
と
な
っ
て
小
さ
な
木
製
の
神
殿
を
再
建
し
た
。
こ
れ
ま
で
川
向
い
に
あ
っ
た

も
の
を
川
の
手
前
に
移
し
た
が、
昭
和
四
年
の
鉄
道
敷
設
工
事
に
よ
っ
て
再
度
移
転
、
現
在

み

例
祭
日
は
九
月
五
日
で
あ
る
。

い
の
かみ

み
ず
は
や
め
の
みこ
と
あ
ま
の
お
し
く
も
ねの
か
み

旧
白
滝
神
社

大
正
二
年
七
月
旧
白
滝
十
六
線
白
滝
原
野
一
千
八
十
六
番
地
に
明
治
天

皇
と
書
いた
神
籬
を
建
て
た
の
が
初
め
で
あ
る
。
し
か
し
国
有
地
内
で
あ
っ
た
た
め
移
転
が

急
が
れ、
旧
白
滝
教
授
場
が
出
来
る
に
及
ん
で
大
正
四
年
教
授
場
付
近
に
移
転、
安
産
の
神、

木
花
咲
耶
比
女
命
も
部
落
の
守
護
神
と
し
た
。
つ
い
で
昭
和
十
二
年
四
月
予
算
五
十
円
に
て

第
八
章
宗
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丹
羽
実
市
ら
が
中心
と
な
り
部
落
の
寄
付
を
仰
ぎ
神
殿
を
建
立
、
昭
和
十
五
年
紀
元
二
千
六

百
年
記
念
に
昭
憲
皇
太
后
を
も
祀
り
三
神
合
祀
し
、
例
祭
日
も
九
月
一
日
と
定
め
て
い
た
。

昭
和三
十
五
年
北
見
ぺ
ー
ラ
イ
ト工
場
建
設
に
よ
る
用
地
買
収
に
よ
っ
て
隣
接
地
に
神
社
移

転
と
な
っ
た
。

支
湧
別
神
社

は
か
に
し

井
村
謙
二
が
郷
里
奈
良
県
博
西
神
社
の
分
霊
を
持
参、
支
湧
別
五
線
百

九
十
六
番
地
に
叢
祠
を
建
て
祭
祀
し
た
の
が
初
め
で
大
正
五
年
三
月
のこ
と
で
あ
る
。
翌
六

年
の
大
火
後
部
落
の
守
護
神
と
す
る
べ
く
現
在
地
に
移
転、
昭
和
十
五
年
に
は
部
落
民
の
寄

付
に
よ
っ
て
拝
殿
も
完
成、
例
祭
日
は
六
月
十
五
日
と
し
て
い
る
。

昭
栄
神
社

支
湧
別
五
線
沢
通
称
昭
栄
部
落
に
建
て
ら
れ
た
昭
栄
神
社
の
発
端
は、
昭

和
十
三
年
五
月
十
五
日天
狗
平
方
面
の
開
墾
火
と
五
線
沢
の
開
墾
火
と
が
合
流、
昭
栄
部
落

の
開
拓
合
宿
所
な
ど
四
戸
が
焼
失、
こ
の
こ
と
に
よ
り
部
落
内
に
山
の
神
を
祀
る
こ
と
に
部
落
総
会
で
決
定
、
同
年
味
戸
兼
一
部
落

会
長
が
世
話
人
と
な
っ
て
神
社
を
建
立
し
た
。
祭
神
は
天
照
皇
大
神、
豊
受
大
神、
大
山
祇
神
で、
祭
日
は
毎
年
五
月
十
五
日
と
決

め
た
。

北
支
湧
別
神
社

お
お
つ
ち
み
お
や
の
か
み

大
正
五
年
三
月
神
籬
を
建
て、
大
地
御
祖
神
を
祭
祀
し
地
神
と
し
た
。
昭
和二
十
九
年
お
よ
そ
九
坪
の
部
落

会
館
兼
用
の
拝
殿
を
建
立、
今
日
に
至
っ
て
い
る
。

昭
和
十
一
年
九
月
二
十
六
日
の
創
立
に
し
て、
御
嶽
大
神
を
祭
神
と
し
原
田
天
象
の
開
基
で
あ
る
。

御
嶽
教
豊
受
教
会

石
北
ト
ン
ネ
ル
遠
軽
口
本
工
事
着
工
の
昭
和
四
年
七
月、
工
事
の
安
全
を
願
っ
て
坑
口
の
上
に
山
の

石
北
ト
ン
ネ
ル
山
の
神

四〇三
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教

神
を
祀
り
工
事
の
再
着
工
日
を
記
念
し
て
毎
月
二
十
四
日
を
例
祭
日
と
し
て
い
た
が、
昭
和
七
年
石
北
線
開
通
後
ま
も
な
く
高
台
神

社
に
合
祀
し
て
し
ま
っ
た
。

本 宗 寺

真
宗
大
谷
派
本
宗
寺

大
正
三
年
宗
隆
最
澄
開
教
の
目
的
を
も
っ
て
二
股
市
街
(東
区
)
に
入
地、
小
さ
な
説
教
場
を
創
設
し

た
が
大
正
六
年
の
白
滝
大
山
火
に
よ
っ
て
焼
失、
同
年
支
湧
別
一
線
に
移
転、
堂
宇
を
再
建
し
布
教
伝
導
に
従
事、
公
認
説
教
場
た

る
の
出
願
を
な
し
た
が
認
可
を
見
ず
し
て
昭
和
二
年
一
身
上
の
都
合
に
よ
り
転
出
し
た
。
同
年
六
月
加
藤
随
真
入
寺
し
た
が
同
十
年

東
旭
川
村
に
て
開
教
の
た
め
辞
任
、
同
年
六
年
藤
井
宗
一
に
権
利
譲
渡
し
た
。
こ
の
時
無
資
格
僧
と
し
て
同
居
し
て
い
た
藤
原
千
代

吉
と
藤
井
と
の
間
で
後
継
住
職
に
ま
つ
わ
る
ト
ラ
ブ
ル
が
起
り
、
ひ
と
り
住
職
の
み
な
ら
ず
檀
信
徒
こ
れ
に
加
わ
り
結
局
二
派
に
分

裂、
藤
原
は
市
街
地
に
一
寺
を
建
立、
藤
井
が
そ
の
ま
ま
お
さ
ま
っ
た
。
そ
の
後
藤
井
は
檀
徒

総
代
の
前
田
勘
治、
本
田
晨、
小
山
田
清
吉
ほ
か
有
志
と
諮
り
、
同
十
六
年
六
月
白
滝
原
野
一

千
三
百
十
二
番
地
の
三
十
八
、
つ
ま
り
市
街
地
南
区
に
堂
宇
の
移
転
を
行
な
い、
同
十
八
年
一

月
二
十
九
日
真
宗
大
谷
派
白
滝
教
会
と
し
て
公
認
さ
れ
た
。
翌
十
九
年
六
月
藤
井
の
応
召
入
営

に
よ
っ
て
牧
野
好
潤
住
職
代
務
者
と
し
て
着
任
、
同
二
十
七
年
三
月
田
中
霞
住
職
と
し
て
入
寺

し
た
。
同
年
六
月
十
七
日
檀
中
の
好
意
も
あ
っ
て
本
宗
寺
と
し
て
寺
号
公
称
が
行
な
わ
れ
今
日

に
至
っ
て
いる
。
守
り
本
尊
は
阿
弥
陀
如
来
で、
本
堂
坪
数三
十三
坪、
庫
裡三
十
一
坪
を
有

し
、
西
尾
博
文
が
責
任
役
員
と
な
っ
て
い
る
。
檀
信
徒
数
お
よ
そ
五
十
戸
余
り
。

真
宗
本
願
寺
派
本
照
寺

開
基
住
職
杉
谷
義
憲
は
さ
き
に
奥
白
滝
に
入
植
し
て
い
た

好
井
清
哲
よ
り
要
請
を
受
け
布
教
伝
導
の
た
め
東
旭
川
村
よ
り
奥
白
滝
(白
滝
原
野
二
百
七
十

第
八
章
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七
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会
文
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八
番
地に
入
地、
説
教
所
を
開
設
し
た。
大
正
六
年
七
月
の
こ
と
で
あ
る
。
同
年
十
一
月

本
堂
を
建
立、
昭
和
二
十三
年
十
月
三
十
日
寺
号
公
称
の
認
可
を
う
け
て
本
照
寺
と
号
し

た
。
し
か
し
地
理
的
に
白
滝
市
街
地
よ
り
遠
隔
の
た
め
伝
導
思
う
に
ま
か
せ
ず
、
さ
ら
に

寺
門
の
興
隆
を
願
っ
て
檀
信
徒
の
協
力
を
得
て
昭
和三
十二
年
五
月
白
滝
市
街
西
区
に
移

転、
二十
八
・五
坪
の
庫
裡
併
用
の
本
堂
が
再
建
さ
れ
た
。
昭
和三
十
七
年
八
月
杉
谷
義

憲
老
衰
の
た
め
死
去
、
佐
呂
間
町
西
光
寺
内
藤
学
印
が
代
務
住
職
と
し
て
お
よ
そ
二
十
余

戸
の
檀
徒
を
代
務
し
て
い
た
が
昭
和
四
十
五
年
秋
つ
いに
廃
寺
と
し
た
。

真
宗
出
雲
路
派
法
海
寺

昭
和
十
年
十
月
本

宗
寺
よ
り
タ
モ
ト
を
分
っ
た
藤
原
千
代
吉
(最
念

と
号
し
た
)
は
、
新
寺
建
立
の
意
欲
に
も
え
て
市

街
地
南
区
の
現
在
地
に
平
家三
十
五
坪
の
教
会
所

を
建
て
檀
信
徒
一
丸
と
な
っ
て
伝
導
に
力
を
入
れ、
そ
の
後
お
よ
そ
五
十
五
坪
の
増
築
を
加

え
昭
和
十
四
年
十
二
月
に
は
説
教
所
と
し
て
の
正
式
認
可
も
受
け、
二
代
住
職
清
念
に
な
り

昭
和
二
十
四
年二
月
十
一
日
真
宗
出
雲
路
派
法
海
寺
と
し
て
寺
号
の
公
称
が
行
な
わ
れ
た
。

阿
弥
陀
仏
を
本
尊
と
な
し
、
役
員
の
構
成
は
責
任
役
員
井
内
忠
男、
総
代
中
山
安
徳、
村
井

喜
兵
衛、
渡
瀬
正
司、
今
野
勇
太
郎、
中
沢
政
春
と
な
っ
て
お
り
、
檀
信
徒
数
五
十
余
戸
と

称
し
て
いる
。

法

海 寺

四0円
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曹
洞
宗
白
滝
山
祥
巌
寺

大
正
二
年三
月
土
佐
林
貞
賢
は
秋
田
団
体
の
一
員
と
な
っ

て
支
湧
別
六
線
に
入
地、
開
拓
の
か
た
わ
ら
開
教
の
志
を
立
て
自
宅
の
一
部
を
改
造
し
て

仮
本
堂
と
な
し
、
曹
洞
宗
白
滝
説
教
所
と
し
て
布
教
伝
導
に
従
事
し
た
。
こ
れ
非
公
認
な

が
ら
白
滝
最
初
の
寺
と
い
え
よ
う
。

大
正
六
年
五
月
白
滝
一円
を
襲
っ
た
大
山
火
に
よ
り
説
教
所
も
鳥
有
に
帰
し
た
が
同
年

再
建
、
大
正
末
期
に
至
り
白
滝
市
街
地に
移
転
の
話
が
具
体
化
し
た
が、
昭
和
二
年
二
月

四
日
布
教
伝
導
中、
雪
道
に
た
お
れ
他
界
し
た
。
貞
賢
の
四
十
九
日
目
、
信
州
人
殿
村
梅

渓
が
着
任、
翌
三
年
白
滝
市
街
東
区
二
千
六
十
番
地
に
解
体
移
転
し
た
が
翌
四
年
七
月
殿

村
は
十
勝
方
面
に
転
住
と
な
り
、
同
年
九
月
根
室
よ
り
小
出
月
江
就
任
す
。
同
七
年
五
月

時
の
総
代
布
田
富
蔵、
太
田
喜
代
美
、
阿
曽
寅
次
郎
ほ
か
有
志
の
計
ら
い
に
よ
り
檀
家
の

浄
財
に
よ
っ
て
五
十
坪
余
の
本
堂
を
建
立、
昭
和
十
七
年
五
月
九
日
宗
教
法
人
白
滝
山
祥

厳
寺
の
寺
号
公
称
が
認
可
さ
る
。
小
出
住
職
は
昭
和
二
十
二
年
推
さ
れ
て
村
長
と
な
り
、
村
の
理
事
者
と
し
て
、
は
た
ま
た
一
山
の

住
職
と
し
て
精
力
的
に
活
動
を
続
け
た
が
昭
和
三
十
三
年三
月
村
長
を
辞
任
、
翌
年
七
月
一
身
上
の
都
合
で
住
職
の
座
も
離
れ
た
。

同
七
月
十
四
日
権
利
を
譲
り
受
け
た
中
村
友
禧
は
旭
川
よ
り
着
任
し
後
任
住
職
と
し
て
今
日
に
至
っ
て
い
る
。
釈
迦
牟
尼
仏
を
本
尊

と
仰
ぎ
三
十
三
体
の
観
世
音
菩
薩
像
が
安
置
さ
れ
て
い
る
。
檀
家
総
代
は
野
沢
正
市
、
布
田
勇、
中
安
文
治
郎、
出
口
後
平、
山
本

善
七、
太
田
清、
菊
地
作
右
衛
門、
斎
藤
喜
代
太
郎
で
あ
り、
檀
信
徒
数
百
八
十
余
戸
で
あ
る
。

昭
和
四
十
四
年
の
総
代
・
世
話
人
会
に
お
い
て
老
朽
化
し
た
庫
裡
再
建
の
議
が
決
定、
庫
裡
建
設
委
員
会
を
結
成、
た
だ
ち
に
寄

第
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付
勧
募
が
行
な
わ
れ、
昭
和
四
十
五
年
七
月
六
十
八
坪
余
の
庫
裡
が
竣
工
し
た
。

高
野
山
大
師
教
会
白
滝
支
部

古
義
真
言
宗
高
野
山
大
師
教
会
白
滝
支
部
は
本
村
中
央
区
に
あ
り、
弘
法
大
師、
不
動
明
王
を

守
り
本
尊
と
し
て
昭
和
十
二
年
五
月
十
八
日
創
立
の
も
の
で
あ
る
。
主
管
者
は
川
口
法
導
で
信
徒
数
五
十
戸
を
数
え
て
い
る
が、
近

年
新
布
教
の
場
を
求
め
て
北
見
市
に
定
住、
法
務
あ
る
ご
と
に
出
張
し
て
き
て
い
る
。

天
理
教
白
滝
分
教
会

.

新築前の白滝分教会

創
価
学
会
遠
軽
支
部
白
滝
地
区

大
正
六
年
三
栖
クラ
が
支
湧
別
九
線
に
布
教
の
た
め入
地、
同
九
年
実
母
の三
栖
イ
ト
入
地
し
バ
ト

ン
が
タ
ッチ
さ
れ
て
本
格
的
な
布
教
が
は
じ
ま
っ
た
。
今
日
見
る
と
こ
ろ
の
分
教
会
の
礎
こ
こ
に
は
じ
ま
っ
た
と
い
え
よ
う
。
同
十

五
年
信
者
の
漸
増
に
と
も
な
い
白
滝
西
区
一
千
六
十
四
番
地
に
居
を
移
し
天
理
教
白
滝
集
談
所
を
設
置
、
昭
和
五
年
十
月
十
八
坪
の

神
殿
を
新
築、翌

年
天
理
教
白
滝
宣
教
所
に
昇
格、た

ゆ
ま
ぬ
布
教
が
実
り
昭
和二

十
一
年
三
月
二
十
七
日
宗
教
法
人
天
理
教
白
滝
分
教
会
と
し
て
公
認
さ
れ
た
。
そ

の
後
帯
広
在
住
の
信
者三
栖
久
子
、
斎
藤
義
明
よ
り
白
滝
市
街
南
区
に
八
百
五
十

坪
余
の
土
地
寄
進
が
あ
り、
同
地
所
に
一般
信
者
の
寄
付
に
よ
っ
て
昭
和
四
十
三

年
十
一
月
六
十
六
坪
の
神
殿
お
よ
び
住
宅
が
新
築
さ
れ
た。
祭
神
は
天
理
王
尊
、

教
祖、
御
霊
の
三
神
で
分
教
会
長
三
栖
政
雄、
責
任
役
員
に
は
松
井
清
兵
衛、太

田
伝
次
郎
が
な
り
信
者
は
お
よ
そ
三
十
余
戸
で
、
例
祭
日
は
毎
月
十
六
日
で
あ
る
。

静
岡
県
下
大
石
寺
を
総
本
山
と
す
る
日
蓮
正
宗
創
価
学
会
は
折
伏
を
旨
と
し
て
し
だ
い
に
信

者
を
集
め、
本
村
内
に
お
い
て
も
昭
和
四
十
二
年
五
月
創
価
学
会
遠
軽
支
部
白
滝
地
区
を
結
成、
現
在
六
十
世
帯
に
及
ぶ
会
員
に
拡

大
さ
れ
て
い
る。
地
区
部
長
は
浦
川
清
司、
文
化
部
総
括
責
任
者
渡
辺
俊
勝
で
あ
る
。

四〇六



馬
頭
観
世
音
碑

開
拓
初
期
に
お
け
る
労
働
力
と
し
て
の
馬
は
開
拓
者
の
経
済
上
容
易
に
飼
育
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た

が
、
馬
の
存
在
価
値
は
農
家
の
経
済
を
左
右
す
る
ほ
ど
貴
重
な
財
産
で
も
あ
っ
た
。
開
拓
が
進
む
に
つ
れ
て
人
力
に
よ
る
と
こ
ろ
の

開
墾
の
ま
す
ま
す
非
能
率
的
な
る
を
知
る
や、
年
と
と
も
に
馬
の
飼
育
が
さ
か
ん
に
な
っ
た
。
夏
期
は
農
耕
に
、、冬
は
造
材
出
稼
ぎ

馬
と
し
て
、
あ
る
い
は
馬
を
も
っ
て
本
業
と
す
る
馬
搬
業
な
ど
、
その
貢
献
度
は
き
わ
め
て
高
か
っ
た
。
こう
し
た
こ
と
か
ら
馬
の

無
事
息
災
を
願
う
も
の
は
ひ
と
り
飼
育
家
の
み
に
限
ら
な
か
っ
た
。
落
命
し
た
愛
馬
の
供
養
と
安
泰
を
こ
い
ね
が
う
馬
頭
尊
碑
が
当

然
の
ご
と
く
各
部
落
に
建
立
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
今
日
な
お
年
に
一
度、
主
と
し
て
孟
蘭
盆
の
日
を
例
祭
日
と
定
め
そ
れ
ぞ
れ
供
養

が
続
け
ら
れ
て
い
る
。
村
内
に
建
立
さ
れ
て
い
る
馬
頭
尊
碑
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

上支 天 奥 上 旧市
所支 湧 街

別 狗 白 白 白 地 在

地
線 線平 滝 滝 滝 区

大
正
一
四
・
八
・
一七

八
月
一
七
日

八
月
一
六
日

大
正
一
三
・
九
・
一七

昭
和三
三
・
八
・
一
七

昭
和二
七
・
八
・
一七

昭
和
一〇
・
一〇
・
一五

不
明

大
正
三

建
立
年
月
日

例
祭
日

建

市
街
地
愛
馬
組
合
員

下
白
滝、
旧
白
滝
愛
馬
組
合
員

上
白
滝
愛
馬
組
合
員

奥
白
滝
愛
馬
組
合
員

天
狗
平、
東
白
滝
愛
馬
組合
員

九
月
一〇
日

八
月
一
五
日

八
月
一
五
日

八
月
一
五
日

上
支
湧
別
愛
馬
組
合
員

立
者

第
八
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上
湧

別
九 五

遠
軽
キ
リ
ス
ト
教
会

遠
軽
学
田
に
創
設
さ
れ
た
北
海
道
同
志
教
育
会
は
そ
の
指
導
者
の
ほ
と
ん
ど
が
キ
リ
ス
ト
教
崇
拝
者
で

あ
っ
た
こ
と
か
ら
開
拓
の
進
展
と
と
も
に
キ
リ
ス
ト
教
が
栄
え、
本
道
に
お
い
て
は
遠
軽
と
浦
臼
町
(樺
戸
郡
)
の
み
が
教
会
と
村

が
一
緒
に
発
展
し
た
特
異
な
ケ
ー
ス
と
し
て
意
義
深
い
。
明
治
三
十
八
年
七
月
十
日
キ
リ
ス
ト
教
遠
軽
教
会
が
設
立、
翌
年
伊
達
村

支
湧
別
愛
馬
組
合
員

東
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よ
り
山
下
善
之
が
牧
師
と
し
て
招
聘
さ
れ、
明
治
四
十
五
年
教
会
信
者
の
慈
善
に
よ
っ
て
教
会
堂
が
建
設
さ
れ
た
の
で
あ
る
が、
創

立
当
時
伝
導
教
会
で
あ
っ
た
も
の
が
信
者
の
増
加
に
と
も
な
い
大
正
十
一
年
四
月
独
立
、
自
給
教
会
と
し
て
大
き
く
飛
躍
し
て
い
っ

た
。遠
軽
キ
リ
スト
教
会
に
よ
る
本
村
へ
の
直
接
的
な
宣
教
活
動
は
あ
ま
り
み
ら
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
が、
大
正
五
年
上
支
湧
別

に
創
設
さ
れ
た
家
庭
学
校
白
滝
第
二
農
場
に
お
い
て
農
場
生
徒
な
ら
び
に
付
近
住
民
青
少
年
を
対
象
と
し
て
キ
リ
ス
ト
教
に
よ
る
と

こ
ろ
の
日
曜
学
校
を
開
き
、
青
少
年
の
情
操
教
育
に
地
道
な
伝
導
が
な
さ
れ
て
い
た
。

救
世
軍
遠
軽
小
隊
教
会
と
白
滝
日
曜
学
校

明
治
二
十
八
年
九
月
英
国
人
に
よ
っ

て
わ
が
国
に
は
じ
め
て
救
世
軍
が
も
た
ら
さ
れ
て
以
来
、
各
地
を
宣
教
し
開
戦
式
(教

会
設
立)
を
あ
げ
た
。
大
正
二
年
十
一
月
、
遠
軽
在
住
の
篤
信
家
大
江
弥
八
の
懇
請
に

よ
っ
て
救
世
軍
遠
軽
小
隊
が
開
戦
式
を
あ
げ
各
地
を
巡
り
歩
き
、
機
関
紙
「
と
き
の
こ

ふ
」「平

和
の
福
音」
を
手
に
伝
導
に
は
げ
ん
だ
。
毎
年
十二
月
に
行
な
わ
れ
る
救
世
軍

の
“社
会
鍋"
活
動
は
全
国
的
に
展
開
さ
れ
る
も
ので
、
今
と
な
っ
て
は
な
じ
み
の
深

い
行
事
の
一
つで
も
あ
る
。

青
少
年
の
情
操
教
育
を
目
的
と
し
た
伝
導
活
動
も
活
発
に
行
な
わ
れ、
昭
和
二
十
九

年
か
ら
三
十
四
年
に
至
る
間
毎
月
一回
日
曜
を
利
用
し
て
本
村
西
区
川
上
正
志
宅
に
お

い
て
日
曜
学
校
が
開
か
れ、
三
十
名
か
ら
多
い
時
で
七
十
名
近
い
子
供
た
ち
が
参
集
、

遠
軽
小
隊
長
西
村
俊
治
中
尉
に
よ
る
伝
導
が
な
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
救
世
軍
本
営
の
後

救世軍の冷害農家慰問 (白滝役場前にて)



援
を
う
け
て
随
時
網
走
支
庁
管
内
の
冷
害
農
家、
開
拓
農
家
を
対
象
に
慰
問
も
行
な
わ
れ
て
お
り
、
本
村
に
お
い
て
も
こ
れ
ま
で
幾

度
と
な
く
慰
問
を
受
け
て
いる
が、
近
年
に
お
い
て
は
昭
和
三
十
九
、
四
十
、
四
十二
年
に
そ
れ
ぞ
れ
た
く
さ
ん
の
衣
料
品
が
冷
害

被
災
農
家
に
届
け
ら
れ、
暖
か
い
手
を
差
し
の
べ
ら
れ
た
農
家
の
感
謝
を
う
け
た
。

墓
地

本
村
に
所
在
す
る
墓
地
は
白
滝
墓
地、
旧
白
滝
墓
地、
上
白
滝
墓
地、
北
支
湧
別
墓
地、
上
支
湧
別
墓
地
の
五
カ
所
で、

こ
の
う
ち
最
も
古
い
も
の
は
旧
白
滝
墓
地
で
明
治
三
十
七
年
二
月
殖
民
地
と
し
て
解
放
さ
れ
た
折、
墓
地
用
地
と
し
て
区
画
割
り
さ

れ、
以
来
付
近
住
民が
使
用
し
て
いる
共
同
墓
地
で
あ
る
。
他
の
四
墓
地
は
明
治
四
十
四
年
の
殖
民
地
増
画
の
際
そ
れ
ぞ
れ
設
定
せ

ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

白
滝
墓
地
・
白
滝
荼
毘
場

白
滝
墓
地
は
白
滝
市
街
二
十

三
号
線
南
端
国
有
林
界
寄
り
に
位
置
し
て
い
た
が
、
戦
後
開
墾

増
反
地
と
し
て
周
囲
開
拓
せ
ら
れ
る
に
及
ん
で
墓
地
移
転
の
議

持
ち
上
り
、
昭
和二
十
九
年
一
月
の
村
議
会
に
お
い
て
墓
地

(総
面
積
一
町
六
反
五
畝二
十
二
歩
)
廃
止
を
可
決、
新
墓
地
と

し
て
旧
墓
地
の
お
よ
そ
二
〇
〇
ぶ
北
寄
り
、
白
滝
原
野
一
千
百

六
十
六
番
地
内
(面
積
一
町
二
反
五
畝)
と
定
め、
墓
所
の
移

動
や
改
葬
作
業
等
が
行
な
わ
れ
た
。

こ
れ
よ
り
さ
き
、
こ
れ
ま
で
死
者
を
露
天
に
お
い
て
火
葬
に

付
し
て
い
た
も
の
を
、
時
代
の
要
求
に
従
っ
て
火
葬
場
の
設
置

白 滝 荼 毘 場

上支湧別火葬場

第
八
章
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支
湧
別
火
葬
場

各 名

白

白滝 滝 墓墓 墓

旧
白
滝
墓

滝

墓

称 称 地

上
支
湧
別
火
葬
場

白
滝
原
野
三
三
九
番
地
内

白
滝
原
野
一
一六
六
番
地
内

所

北
支
湧
別

支
湧
別
九
線

白 白
滝

旧
白
滝

白
滝
東
区 所

在 (未
公
認
墓
地)

白
滝
原
野
三
三
九
番
地

三
四〇
番
地

一七
六
四
番
地
内

白
滝
原
野三
六
三
二
番
地

三六三
一
番地

白
滝
原
野
三
三
五
番
地

白
滝
原
野
一
一六
六
番
地
内

一二
・〇
坪

一二
・五
坪 積

地昭
和三
三

昭
和
二
八

建
設
年
度

三
、四
七
二
坪

三、四
五
二
坪

一、五
〇
〇
坪

三、七
五
〇
坪 積

備

北
支
湧
別

支
湧
別、
上
支
湧
別

上
白
滝、
奧
白
滝、
東
白
滝、
天
狗

旧
白
滝
、
下
白
滝

白
滝
市
街

主
た
る
使
用
範
囲

白
滝
火
葬
場
が
完
成
さ
れ
て
よ
り
村
内
に
お
い
て
は
比
較
的
人
口の
多
い
上
支
湧
別
に
も
火
葬
場
設
置
の

要
望
意
見
が
出
さ
れ、
昭
和三
十
三
年
上
支
湧
別
墓
地
一
角
に
十二
坪
の
火
葬
場
が
設
置
さ
れ
た
。

は
む
し
ろ
遅
き
に
失
し
た
感
な
き
に
し
も
あ
ら
ず
、
昭
和
二
十
八
年
八
月
の
村
議
会
に
お
い
て
こ
れ
が
可
決
さ
れ、
同
年
十
一月
白

滝
荼
毘
場
と
し
て
寝
座
棺
兼
用
の
火
葬
炉
一基
を
備
え
つ
け
、
休
息
所
を
含
め
た
十
二
坪
五
合
の
火
葬
場
が
新
設
さ
れ
た
。
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火
葬
場

北
支
湧
別
墓
地

支
湧
別

地 地 地 所

上

在

地

面 地

塩
原
式
寝
座
棺
兼
用
運
台
車
付
火
葬
炉

白
滝
荼
毘
場

上 旧 白

上



葬
祭
壇

戦
後
あ
ら
ゆ
る
物
資
が
豊
富
に
出
回
る
よ
う
に
な
り
、
経
済
成
長
と
あ
い
ま
っ
て、
葬
儀
に
お
け
る
祭
壇
も
こ
れ
ま

で
近
隣
の
手
伝
衆
に
よ
っ
て
と
と
の
え
ら
れ
た
簡
易
な
祭
壇
か
ら
、
葬
儀
社
を
通
じ
て
祭
壇
を
使
用
す
る
傾
向
が
み
え
は
じ
め
た
。

死
者
を
と
む
ら
う
家
族
の
気
持
と
し
て
最
後
の
葬
儀
に
お
い
て
せ
め
て
も
の
つ
ぐ
な
い
に
と
祭
壇
に
託
す
わ
け
で
あ
る
が、
年
と
と

も
に
豪
華
と
な
り、
と
も
す
る
と
こ
れ
が
高
い
祭
壇
料
の
捻
出
に
頭
を
か
か
え
る
喪
家
も
あ
り
、
本
村
に
お
い
て
は
昭
和
四
十
四
年

七
月
葬
祭
社
で
あ
る
遠
軽
自
動
車
株
式
会
社
(社
長
・
高
橋
袈
裟
松)
と
の
間
に
葬
祭
車
お
よ
び
祭
壇
使
用
料
金
に
つ
い
て
普
通
価

額
の
一・五

割
な
い
し
三
割
引
き
の
料
金
に
よ
っ
て
使
用
で
き
る
協
定
書
を
交
わ
し
た
。

瀬
戸
瀬
囚
人
墓
地

別
名
「
囚
人
道
路」
と
ま
で
い
わ
れ
た
中
央
道
路
は、

囚
人
の
血
と
汗
と
涙
の
結
晶
に
よ
っ
て
開
削
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
本
道
の
開
拓

史
上
忘
れ
る
こ
と
の
で
き
な
い
日
陰
の
先
駆
者
で
あ
ろ
う
。

網
走
・
北
見
峠
間
開
削
工
事
中、
最
も
惨
を
き
わ
め
た
野
上
・
北
見
峠
間
の
開

削
作
業
は、
わ
ず
か
四
七
ず
余
の
区
間
に
お
い
て
病
に
冒
さ
れ
た
者
、
延
べ
九
百

余
名、
死
者
百
八
十
余
名
に
の
ぼ
る
ま
こ
と
に
生
き
地
獄
の
様
相
を
呈
し
た
苛
酷

な
工
事
で
あ
っ
た
と
想
像
さ
れ
る
。
古
い
記
録
に
よ
る
と
「連
日
連
夜
過
度
の
労

働
に
酷
使
さ
れ、
疾
病
に
倒
れ
そ
の
た
め
逃
走
せ
ん
と
す
れ
ば
斬
殺
さ
れ、
死
体

は
山
野
に
投
げ
捨
て
ら
れ、
風
雨
に
さ
ら
さ
れ
た
」
と
あ
る
が、
こ
う
し
た
事
実

を
考
え
る
と
き
ま
こ
と
に
哀
れ
を
覚
え、
こ
れ
ら
二
重
刑
を
う
け
た
囚
徒
の
辛
酸

に
対
し
頭
を
下
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。

昭和33年, 囚人墓地発掘のさい,46柱の
遺骨が確認された。(昭和43年2月18日
付 『北海タイムス』より転写)
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基
听

菊地作右

工門

$

下白滝囚人墓地見取図 (昭和32
年白滝墓地に改葬ずみ)

工
事
の
速
成
を
期
し
便
宜
上
定
め
ら
れ
た
各
区
間
に
囚
人
の
休
泊
所
(仮
泊
所)
が
設
置
さ
れ
た
が、
こ
の
休
泊
所
の
近
く
に
は

大
小
さ
ま
ざ
ま
な
囚
人
埋
葬
の
地
所
(囚
人
墓
地
のこ
と
)
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
が
察
知
で
き
る
。

昭
和三
十三
年
瀬
戸
瀬
青
年
団
が
中心
と
な
っ
て
瀬
戸
瀬
市
街
の
東
端
に
位
す
る
囚
人
墓
地
を
発
掘、
四
十
六
体
の
遺
骨
が
確
認

さ
れ
、
瀬
戸
瀬
墓
地
に
改
葬
さ
れ
た
。
ここ
に
は
病
囚
の
た
め
の
診
療
所
が
設
置
さ
れ
て
い
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

別

下
白
滝
駅

あ
し
かせ

下
白
滝
囚
人
墓
地

下
白
滝
菊
地
作
右
衛
門
所
有
畑
地
内
に
囚
人
墓
地
が
あ
っ
た
の
を
昭
和
三
十
二
年
春
、
村
役
場
職
員
立
会

の
う
え
発
掘、
六
体
を
収
容、
白
滝
墓
地
に
改
葬
し
た
。
弟
子
屈
の
跡
佐
登
硫
黄
山
外
役
所
の
墓
地
か
ら
発
掘
さ
れ
た
死
亡
囚
の
な

か
に
は
手
錠
を
か
け
ら
れ
た
ま
ま
の
無
残
な
姿
が
い
く
つ
か
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
が
、
下
白
滝
よ
り
発
掘
さ
れ
た
遺
体
に
は

手
錠
、
足
枷
は
つ
い
て
い
な
か
っ
た
。
大
正
二
年
下
白
滝
に
入
植
し
た
菊
地
作
右
衛
門
は
「
中
央
道
路
工
事
の
看
守
を
し
て
い
た
人

か
ら
聞
い
た
話
で
は、
下
白
滝
は、
し
も
手
は
馬
止
め、
か
み
手
は
崖
の
た
め
囚
人
逃
亡
の

心
配
が
な
か
っ
た
の
で
鎖
を
は
ず
し
て
働
か
せ
て
い
た
と
言
って
い
た
。
菊
地
の
入
植
し
た

当
時、
囚
人
墓
地に
残
っ
て
い
た
幾
本
かの
卒
塔
婆
の
そ
ば
に、
そ
の
囚
人
が
つ
な
が
れ
て

い
た
で
あ
ろ
う
朽
ち
た
足
枷
が
一つ二

つ
あ
った
の
を
記
憶
し
て
い
る
」
と
語
っ
て
く
れ

た
。白
滝
囚
人
墓
地

白
滝
市
街
東
区
川
向
い
石
井
政
雄
地
所
内
に
囚
人
墓
地
が
あ
り
、
遺

体
数
に
つ
い
て
は
四
十
体
と
も
五
十
体
と
も
いう
人
が
あ
る
が
確
認
が
な
い
。
こ
れ
ま
で
現

場
に
は
人
の
往
来
も
な
く
雑
草
地
と
な
って
い
る
関
係
で
人
の
記
憶
か
ら
忘
れ
去
ら
れ
て
い

る
形
に
な
っ
て
い
る
が
、
昭
和
十
七
年
後
藤
貞
治、
太
田
清
ら
に
よ
っ
て
墓
地
の
中
心
と
お

四三三



ぼ
し
き
と
こ
ろ
に
全
霊
を
代
表
し
て
一
本
の
卒
塔
婆
を
建
て
替
え
し
た
。
近
年
同
墓
地
か
ら
塔

婆
が
見
つ
か
っ
た
と
さ
わ
ぎ
た
てら
れ
た
の
は
く
だ
ん
の
塔
婆
で
あ
り、
決
し
て
新
発
見
で
は

な
い
。
同
墓
地
に
は
直
径
五
〇
歩
前
後
の
凹
み
が
十
数
カ
所、

一応
整
然
と
し
た
間
隔
で
認
め

ら
れ
る
が、諸

般
の
事
情
で
発
掘
に
は
至
っ
て
い
な
い。
昭
和
四
十
年
八
月
役
場
職
員
太
田
実、

祥
厳
寺
住
職
中
村
友
禧
の
厚
意
に
よ
っ
て
囚
人
墳
墓
の
土
一片
を
白
滝
村
墓
地
に
移
し
「国
道

殉
難
の
墓
」
と
し
て
さ
さ
や
か
な
が
ら
供
養
が
つ
づ
け
ら
れ
て
い
る。

そ
の
他
の
囚
人
墓
地
そ
の
他
下
白
滝
馬
止
め
付
近、
旧
白
滝
十
五
号
川
向
い
付
近
、
白
滝

幽
仙
橋
付
近、
奥
白
滝三
十
七
号
道
路
筋
に
そ
れ
ぞ
れ
少
人
数
の
囚
人
埋
葬
が
な
さ
れ
て
い
る

と
の
話
も
あ
る
が
全
く
確
証
は
な
い。

官 林
11111111111 1 111

石井政雄所有畑地

墓
所
×

湧 別 川

幽
仙
橋永
代
橋

旧 中 央 道 路

白滝囚人墓地見取図

第
八
章

宗

教

国道創設殉難慰霊の碑 (『網走新
聞』より)

殉
難
慰
霊
の
碑

か
く
の
ご
と
き
囚

人
墓
地
が
網
走
・
北
見
峠
間
中
央
道
路
沿
線
に
は
無
数
に
あ
り、
機
至
っ
て
発

掘、
改
葬
さ
れ
た
る
も
の、
い
ま
だ
機
至
ら
ず
し
て
未
発
掘
の
も
の、
さ
ら
に

埋
葬
個
所
も
不
明
の
ま
ま
い
ま
も
な
お
荒
涼
と
し
た
原
野
に
う
ず
も
れ
て
い
る

も
の
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
態
で
あ
る
が
、
こう
し
た
国
道
建
設
の
人
柱
と
な

っ
た
犠
牲
者
を
永
く
回
向
し
よ
う
と
、
開
道
百
年
を
記
念
し
て
こ
れ
ら
国
道
創

設
殉
難
者
の
慰
霊
碑
建
立
の
期
成
会
が
発
足、
昭
和
四
十
三
年
十
一
月
網
走
二

見
カ
岡
に
高
さ
二
・五
げ
、
横
二
・一
筋
の
殉
難
慰
霊
碑
が
建
設
さ
れ
追
悼
除
幕

四一三
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式
が
行
な
わ
れ
た
。
現
在
慰
霊
碑
は
網
走
刑
務
所
が
管
理
し
て
い
る
。
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北
海
道
家
庭
学
校
支
湧
別
分
校

上
支
湧
別
の
開
拓
は
本
州
各
県
よ
り
の
団
体
移
住
に
よ
る
こ
と
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
家
庭

学
校
の
分
校
を
支
湧
別
に
設
置
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
急
速
に
進
展
し
た
と
い
え
よ
う
。

支
湧
別
分
校
を
綴
る
ま
え
に
家
庭
学
校
の
沿
革
に
つ
い
て
略
記
し
て
み
る
に
、

北
海
道
家
庭
学
校
は
遠
軽
町
社
名
渕
に
位
置
し
、
大
正
三
年
八
月二
十
四
日
の
設
立
で
創
始
者
は
留
岡
幸
助
で
あ
る
が、
明
治三

十
二
年
十
一
月
東
京
巣
鴨
(現
在
の
豊
島
区
西
巣
鴨
町)
に
創
設
し
た
私
立
感
化
院
家
庭
学
校
に
そ
の
端
を
発
し
て
い
る
。
こ
の
学

校
は、
あ
や
ま
っ
て
悪
の
道
に
足
を
踏
み
入
れ
た
不
幸
な
少
年
た
ち
、
ま
た
は
不
良
行
為
を
な
す
お
そ
れ
の
あ
る
少
年
た
ち
を
収
容

し、
少
年
救
護
法
に
準
拠
し
て
、
1
基
礎
学
力
の
習
得、
2
農
業
を
主
と
す
る
労
働、3

保
健
体
育、4

宗
教
に
よ
る
霊
性
教
育
の
四

つ
を
骨
組
み
に
し
た
感
化
教
育
で、当

時
と
し
て
は
閑
散
で
あ
っ
た
西
巣
鴨
を
選
ん
で
自
然
の
な
か
で
真
剣
に
つ
づ
け
ら
れ
て
い
た
。

家
庭
学
校
創
立
に
つ
い
て
留
岡
幸
助
が
昭
和
四
年
九
月
「家
庭
学
校
創
設
に
至
る
ま
で
」
と
い
う
一
文
の
中
で
次
の
よ
う
に
の
べ

て
い
る
。「私
は
明
治二
十
四
年
より
満三
ヵ
年
間
空
知
集
治
監
で
教
誨
師
を
勤
め、在
勤
中
約三
百
名
程
の
囚
人
に
つき
て
取
調べ
た
。
そ
れ
に
よ
って
犯

罪
の
動
機、犯

罪の
方
法
及
び
原
因
等
あ
ら
ゆ
る
囚
人
の
身
分
を
調
査
し
て
次の
結
論に
達し
た
の
で
ある
。
そ
れ
は
犯
罪
人
は
大
体
十
四、五

歳
頃

で
不
良
少
年
で
あ
っ
た、
即
ち
百
人
中
七、
八
十
人
は不
良
少
年
で
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
………

然
し
そ
の
適
当
な
る
処
分
法
が
な
か
っ
た
為
に
、

か
か
る
場
所
に
く
る
や
う
に
な
り
、
果
て
は
重
罪
犯人
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。…
…
斯
や
う
に
悪
く
な
っ
た
も
の
を
改
良
す
る
の
は
骨
が
折
れ
て
経



費
が
よ
り
多
く
か
かる
、
丁
度
石
田
に
耕
す
と
い
ふ
言
葉
が
あ
る
如
く
極
め
て
難
事で
あ
る
。

如
何
に
悪
い
と
い
っ
ても
色
な々
関
係
で
不
良
少
年
と
な
り
、
不
良が
かう
じ
て
大
罪
人
と
な
った
の
で
あ
る
から
、
本
を
塞
が
ず
し
て
末
ば
か

り
治
めて
は
駄
目
と
考
へ、
之
を
教
育
機
関
で
あ
る
学
校
を
造
っ
て
教
育
し
た
なら
ば
と
考
へ、
本
を
治
む
る
よ
う
に
進
む
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。…

当
時
の
刑
法
の
立
て
方
は
刑
罪
の
根
本
原
則
が
間
違
って
み
た
の
で
あ
る
。
固
よ
り
当
時
監
獄
に
は
教
誨
師
も
る
た
が、
司
法
官
監
獄
官
の
頭
が

懲
罰
主
義
で
あ
っ
た
の
で
、
罰
す
れ
ば罰
す
る
程
悪
く
な
る
と
云
ふ
こ
と
を
知ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
将
来
犯
罪
の
卵で
あ
る
不
良
少
年
を
学
校

組
織
に
し
て
教
育
せ
ば
必
ず
や
成
功
す
る
と
い
ふ
こ
と
を
知ら
な
か
った
の
だ
。

そこ
で
米
国
は
発
明
の
多
い
国
だ
から
此の
方
面
に
も
何
か
よ
い
発
明が
あ
る
で
あら
う
と
考
へ、
渡
米
すべ
く
決心
し
た…
…
」
然
し、
行
く

と
し
て
も
巨
額
の
金
が
要
る、
私
が
貧
乏
生
活
を
し
て
いる
から
、
全
財
産
を
売
払
っ
て
も
渡
航
費
す
ら
も
出
来
な
い
や
う
な
有
様で
あ
る
から
、

空
知
集
治
監
の
同
僚
が
銭
別
と
し
て
八
十
円
余
り
集
めて
く
れ
尚、
札
幌
在
住
組
合
派
の
宣
教
師
カー
チ
ス
と
云
ふ
方
が
邦
貨二
百
円
ば
か
り
を
餞

別
さ
れ
た
の
で
、
や
っ
と
の
こ
と
で
ボ
ス
トン
ま
で
行
く
事
が
出
来
た、…
…
か
やう
に
し
て
や
っと
の
こ
と
で
行
く
だ
け
の
金
は
出
来
た
の
で
、明

治
二
十
七
年
五
月
英
国
船
ェ
ン
プ
レ
ス
・オ
ブ
・イ
ンデ
ア
号
の
四
等
船
客
の
人
と
な
っ
た。
この
船
客
の
中
に
は数
多
く
の
支
那
人
苦
力
も
ま
じ

っ
てる
た
。
渡
米
し
て
か
ら
主
と
し
て
コ
ン
コ
ル
ド
に
あ
た
。
コ
ン
コ
ルド
の
郊
外、
コン
コ
ル
ド
・
ジ
ャ
クソ
ン
に
マ
サ
チ
ュ
セ
ッ
ト
州
立
壮
年

刑
務
所
が
あり
、
十
六
歳
から
二
十
五
歳
以下
の
初
犯
者
を
収
容し
て
感
化
す
る
ので
あ
る
。

私
は
こ
こ
で
研
究
す
る
の
便
宜
を
与
へ
ら
れ
た
が、
学
費
が
な
い
ので
囚
人
と
一緒
に
な
っ
て
椅
子
工
場
に
働
き
ラ
テ
ン・
チ
ェア
の
工
作
を
練

習
す
る
こ
と
に
し
て
も
ら
っ
た。
い
かに
米
国
で
も、
外
国
人
が
監
獄
に
入
っ
て、
監
獄
内
で
住
居
し
て
自
由
に
見
学
す
る
の
は
未
だ
曽
て
な
い
と

こ
ろ
で
あ
った
さ
う
だ
。

し
か
し
幸
い
旅
費
が
出
来
る
や
う
に
な
っ
た
の
で
、
米
国
各
地
を
巡
って
目
的
の
研
究
と
視
察
を
終
っ
て、
明
治
二
十
九
年
夏
の
頃
無
事
帰
朝
し

たの
で
あ
っ
た
。

かく
し
て
東
京
郊
外
の
一
角
に
創
設
し
た
家
庭
学
校
を
、
も
っと
広
大
な
自
然
環
境
の
な
か
で
本
格
的
に
教
育
の
理
想
を
実
現
し

て
み
た
い
と
考
え
た
留
岡
幸
助
は
大
正
二
年
の
秋、
い
っ
さ
いの
公
職
を
去
り
、
家
庭
学
校
分
校
の
用
地
を
求
め
て
北
海
道
に
渡
り

遠
軽
村
社
名
渕
を
選
定
し
、
翌
三
年
八
月
こ
の
地
に
移
住、
未
開
地
七
百
十
六
町
歩
の
払
い
下
げ
を
受
け
感
化
農
場
を
創
設
し
た
の
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で
あ
る
。

留
岡
は
社
名
渕
入
地の
状
況
を
昭
和
四
年
刊
『
留
岡
幸
助
古
稀
記
念
集』
に
は
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。

「さ
て
愈
私々
は
大
正三
年
七
月
下
旬
に
数
人
の
同
志
を
ひ
き
る
て
社
名
渕
へ
と
移
住
し
た
………

略……
社
名
渕
に
着
い
て
み
る
と
十
坪
ば
か
り

の
板
屋
が
田
中
理
事
の
尽
力
で
建
築
さ
れ、一

カ
月
斗
り
前
に
鈴
木
良吉
君が
三
人
の
生
徒
を
連
れ
て
共
同
生
活
を
し
て
あ
る、そ

の
小
屋
み
た
い
な

板
屋
に
私
達
も
転
げ
込
ん
だ
。
十
坪
の
小
屋
は
ど
う
云
ふ
風
に
使
用
さ
れ
て
あ
る
かと
云
ふ
に
、
内
部
の
半
分
は
米
麦
の
俵
や、
味
噌
醬
油
の
タ
ル

で
ふ
さ
が
れ云
は
ば
物
置
で
あ
る
。
そ
の
半
分
が
職
員
、
生
徒
の
住
家
で
あ
る
。
雨
が
降
る
と
雨
戸
が
出
来
て
る
な
い
から
雨
も
れ
の
滴
が
枕元
に

飛
沫
る
の
で
有
合
せの
風
呂
敷
を
綴づ
く
って
防
い
だ
の
で
あ
る
。

第
三
、
恵
の谷

第
四、
生
命
の谷

かよ
う
な
風
で
創
業
の
際
で
ある
から
、
土
地
は
千
町
歩
も
あ
る
が
一
歩
も
原
始
林
の
内
部
へ
這
入
る
こ
と
が
出
来
ぬ
。
家
庭
学
校
所
属
地
に
は

大
き
な
渓谷
が
九
つ
あ
る
。
そ
の
三
番
目
を
「
恵
の
谷
」
と
名
づ
け、
そ
の
谷
の
入
口
に
前
申
す
板
材で
小
屋
を
建
て
た、
が
道
路
が
な
い
から
一

歩
も
内
部
に入
る
こ
と
が
出
来
ぬ、そ
の
故に
先
づ
道
路
の
開
削
に
取
り
か
から
ね
ば
な
ら
ぬ、所
が
私
達
が
移
住
し
た
大
正
三
年
の
前
半
は
北
海
道

一
体
に
凶
作
で
種
す
ら
収
穫
な
か
っ
た
ので
そ
の
評
判
が
内
地
へ
伝
っ
て大
正三
年
に
は
一人
の
移
住
者
も
な
か
った、

其
処へ
私
等
は
乗
出
し

た
の
で
あ
る
。
……
略…
…
私
が
払
下
げ
を
受
け
た
社
名
渕
第
一
農
場
地
域
内
に
は
九
つ
の
大
き
な
渓谷
が
あ
る
。
長
き
は三
六
町
乃
至三
〇
町
と

云
っ
た
や
う
な
も
の
も
あ
る
。
故
に
社
名
渕
部
落
の
入
口
よ
り
順
次
に
名
付
け
た
の
が
次
に
記
す
谷
で々
あ
る
。

第
一、
誠
の谷

第
二
、
感
謝
の谷

第
五、
平
和
の
谷

第
七、
喜
の

第
六
、
望
の
谷

…
…
中
略
…
…
こ
の
特
殊
な
学
校
の
経
営
の
方
針
は
、

谷谷
第
八、
働
の
谷

第
九、
末
広
の
谷

第
一
は
悪
い
少
年
は
お
お
む
ね
適
当
の
教
育
を
受
け
な
い
か
ら
収
容
者
に
小
学
校
程
度
の
教
育
を
授
け
る
こ
と
。

第
二
は
労
作
は
如
何
に
し
て
生
活
す
べ
き
か
を
教
へ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
農
業
を
も
っ
て
自
然
に
親
し
め
る
労
作
を
主
と
す
る
こ
と
。

第
三
は
健
全
な
身
体
に
健
全
な
思
想
が
宿
る
も
ので
あ
る
から
、
こ
の
少
年
に
も
保
健
体
育
が
必
要
で
あ
る
こ
と
。

第
四
は
霊
性
の
教
養
を
怠
っ
て
は
な
ら
な
い、
感
化
事
業
の
成
功
を
期
す
る
に
は
宗
教
に
よ
る
霊
性
教
育
が
必
要
で
あ
る
か
ら
、
キ
リ
ス
ト
教
に

よ
る
精
神
の
支
柱
を
得
さ
せ
る
こ
と
。

四
六



こ
れ
ら
四
つ
の
基
本
が
た
て
ら
れ
、
ま
た
教
育
の
内
容
と
仕
組
に
は
勤
労、
飲
食、
睡
眠
の
三能

主
義
な
る
も
の
を
唱
え
、
感
化

教
育
に
没
頭
し
た
の
で
あ
る
。

大
正
三
年
事
務
所
兼
家
族
舎
の
建
造
以
来、
理
想
的
な
配
置
計
画
に
従
っ
て
各
種
諸
施
設
が
逐
次
建
設
完
備
さ
れ
て
い
っ
た
。
大

正
十二
年
三
月
北
海
道
代
用
感
化
院
に
許
可
さ
れ、
さ
ら
に
昭
和
九
年
十
月
少
年
救
護
院
に
認
可、
昭
和
二
十
七
年
北
海
道
家
庭
学

校
と
改
称
さ
れ
た
。
学
校
の
定
員
は
八
十
五
名
と
さ
れ、
対
象
年
齢
は
小
学
校
一
年
生
よ
り
満
十
八
歳
ま
で
の
非
行
少
年
で
、
そ
の

範
囲
は
全
道
よ
り
集
ま
っ
て
い
る
。

支
湧
別
農
場
の
創
設

大
正
三
年
遠
軽
社
名
渕
に
第
一
農
場
を
創
設
し
た
家
庭
学
校
校
祖
留
岡
幸
助
は
白
滝
原
野
支
湧
別
の

広
と々
し
た
地
味
豊
か
な
土
地
に
目
を
向
け、
大
正
五
年
春
上
支
湧
別
の
国
有
林
地三
百
五
町
歩
の
払
い
下
げ
を
受
け
こ
の
地
を
第

二
農
場
と
し
た
。
正
式
名
称
は
「家
庭
学
校
北
海
道
分
校
白
滝
第
二
農
場
」
で
あ
る
。
こ
の
年
十
一
月
農
場
事
務
所
を
支
湧
別
九
線

に
建
立
(の
ち
改
築
し
て
農
民
道
場
済
美
館
と
名
づ
け
る
)、
支
湧
別
農
場
主
任
と
し
て
高
野
一司
が
着
任、
農
場
の
基
礎
づ
く
り

が
は
じ
ま
っ
た
。

支
湧
別
農
場
創
設
の
目
的
は
社
名
渕
農
場
に
お
け
る
青
少
年
の
感
化
教
育
と
は
異
な
り
、
農
場
を

美 館
開
拓
し
将
来
家
庭
学
校
の
生
徒
を
入
地
さ
せ
て
理
想
の
村
づ
く
り
を
な
し
、
併
せ
て
家
庭
学
校
の
財

源
と
し
て
役
立
て
る
計
画
で
あ
っ
た
。

支
湧
別
農
場
の
入
場
資
格
は
十
八
歳
以
上
の
青
年
と
定
め、
事
務
所
内
に
収
容
し
て
農
業
技
術
の

指
導
教
化
に
あ
た
っ
た
。
生
徒
は
当
初
四、
五
人
で
あ
った
が、
多
い
時
に
は
十
人
ほ
ど
も
い
て
農

業
に
従
事
し
て
い
た
。

済
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大
正
十
年
三
月
ア
メ
リ
カ
留
学
を
終
え
て
帰
国
し
た
鈴
木
良
吉
が
高
野
に
代
っ
て
主
任
と
し
て
着
任、
大
正
十
二
年
に
至
り
農
家

経
営
の
安
定
を
は
か
る
た
め
支
湧
別
一帯
の
農
家
を
対
象
と
し
た
「支
湧
別
信
用
販
売
購
買
利
用
組
合
」
を
組
織、
鈴
木
良
吉
自
ら

組
合
長
と
な
り
岸
野
喜
三
郎
(農
場
職
員
)
を
専
務
理
事
と
し
て
運
営
に
当
っ
た
。
こ
れ
が
今
日
の
白
滝
農
業
協
同
組
合
の
前
身
と

い
え
よ
う
。

昭
和
四
年
遠
軽
・
白
滝
間
鉄
道
開
通
に
よ
っ
て
交
通
の
便
良
好
と
な
り
、
こ
れ
が
た
め
白
滝
駅
前
高
橋
旅
館
内
に
「家
庭
学
校
白

滝
出
張
所
」
を
設
け、
支
湧
別
分
校
に
係
る
事
務
等
の
代
弁
を
行
な
っ
た
。

社
名
渕
と
白
滝
農
場
を
開
拓
す
る
た
め
に
家
庭
学
校
で
は
小
作
制
度
を
設
け、
支
湧
別
農
場三
百
五
町
歩
の
土
地
に
小
作
人
を
順

次
入
れ
て
い
っ
た
。
小
作
と
い
う
の
は
地
主
の
土
地
を
年
貢
を
納
め
て
耕
作
す
る
こ
と
で
あ
る
が、
校
祖
留
岡
は
世
間
で
み
ら
れ
る

地
主
と
小
作
人
の
関
係
と
い
う
こ
と
は
お
互
い
平
等
な
人
間
の
気
持
に
反
す
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、
特
に
社
名
渕
お
よ
び
支
湧
別
の

小
作
者
を
家
庭
学
校
の
「分
家
」
と
呼
び
、
お
互
い
に
協
力
し
合
っ
て
理
想
郷
を
築こ
う
と
し
て
、
小
作
者
に
は
自
分
の
兄
弟
の
よ

う
な
気
持
で
あ
ら
ゆ
る
便
宜
を
は
か
った
。

小
作
者
の
数
も
『
家
庭
学
校
社
名
渕
分
校
二
十
五
年
史』
に
よ
る
と、
大
正
五
年
支
湧
別
農
場
を
設
け
た
こ
ろ
の
も
の
と
し
て

「白
滝
上
支
湧
別
第
二
農
場
約
十
五
町
歩
を
拓
き
、
戸
数
十
戸
三
十
五
人
」
と
あ
る
か
ら
、
農
場
は
急
速
に
開
発
さ
れ
て
い
っ
た
も

の
と
思
わ
れ
る
。

昭
和
十
一
年
社
名
渕
第
一
農
場
の
一
部
の
自
作
農
創
設
に
つ
い
で
昭
和
十
八
年
支
湧
別
第
二
農
場
に
も
自
作
農
を
創
設
し、
土
地

全
部
を
無
償
に
て
開
放
し
、
小
作
か
ら
自
作
農
へ
と
か
え
た
の
で
あ
る
。

昭
和
十
八
年
解
放
時
の
家
庭
学
校
支
湧
別
第二
農
場
「分
家
」
の
人
は々
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

四一八



名

入
地
年
度

大
正
五
年

氏
稲
垣
仙
次
郎、
佐
藤
北
開、
鳥
海
貞
治

菊
地善
吾
、
小
倉
清、
福
田
正
三
、
遠
藤
栄
治
郎、
奧
原三
郎、
出
立
寅
吉、
原
野
利
一、
佐
藤
友
一

八
年

山下
正
夫、
原
幸
雄、
吉
田
一
夫

沢
向
岩
松

中
川
広
、
小
玉
又
作

菊
地
長
吉
、
橋
本
矣

一〇
年

見
上
熊吉
、
玉
手
藤
吉

鴻
上
徳
太

青
野
寅
一、
久
保
田
弥
左
ェ門

遠
藤
長
五
郎、
安
西
舛

昭
和
十
九
年
中
山
徳
蔵
、
菊
地
善
吾、
遠
藤
栄
次
郎
ら
が
中
心
と
な
り
分
家
の
人

と々
相
諮
り
、
自
作
農
創
定
を
記
念
し
、
さ
ら

に
留
岡
幸
助
(昭
和
九
年
変
)
の
遺
徳
を
た
た
え
報
恩
の
た
め
「留
岡
幸
助
先
生
頌
徳
碑
」

を
家
庭
学
校
支
湧
別
分
校
前
に
建
立
す
る
こ
と
を
決
め、
こ
の
年
四
月
二
十
日
盛
大
な
除

幕
式
が
行
な
わ
れ
た
。
以
来
毎
年
四
月二
十
日
を
頌
徳
祭
と
定
め
留
岡
校
祖
の
遺
徳
を
偲

び
、
地
域
の
発
展
に
尽
力
し
て
い
る
。

支
湧
別
第二
農
場
は
現
在
済
美
館
と
わ
ず
か
の
敷
地
を
残
し
全
部
解
放
さ
れ
て
し
ま
っ

て
い
る
が、
済
美
館
は
一時
白
滝
技
芸
学
校
支
湧
別
分
校
あ
る
い
は
支
湧
別
僻
地
保
育
所

四一九
第
九
章
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頌 德 碑

一
七
年

一五
年

一四
年

六
年

七
年

中
山
徳
蔵、
岩
船
猛
、
菊
地
富
雄

昭
和
二
年

四
年

八
年
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四二〇

母 と 子 の 家

白 滝 青 年 研 修 所

と
し
て
借
用
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
が、
技
芸
学
校
が
閉
鎖
と
な
り
保
育
所
も
旧
支
湧
別
中
学
校
を
使
用
す
る
に
及
ん
で
済
美
館
を
返

上
、
今
は
無
人
化
と
な
り
支
湧
別
開
拓
文
化
の
名
を
と
ど
む
る
の
み
と
な
っ
て
い
る
。

母
と
子
の
家

家
庭
児
童
の
健
全
な
育
成
の
指
導、
乳
幼
児
の
保
育、
保
育
技
術
の
相
談、
あ
る
い
は
各
種
の
母
と
子
の
福
祉

増
進
を
は
か
る
場
と
し
て
昭
和
四
十
年
十
月
三
十
日
役
場
庁
舎
裏
手
に
木
造
モ
ル
タ
ル
仕
上
げ
の
平
家
建
お
よ
そ
二
六
〇
平
方
が
の

「母
と
子
の
家
」
が
新
築
さ
れ
た
。
この
施
設
は
前
述
の
目
的
の
ほ
か
、お
母
さ
ん
方
の
研
修
の
場
と
し
ても
大
い
に
活
用
さ
れ
る
こ

と
で
あ
っ
た
が、
通
年
制
の
保
育
所
と
児
童
遊
園
地
が
併
設
さ
れ
る
に
及
ん
で
保
育
所
専
用
と
し
て
使
用
に
供
し
て
い
る
。

白
滝
青
年
研
修
所

農
村
青
年
婦
人
の
知
識
向
上
と

自
立
体
制
の
強
化
目
途
に、
早
く
か
ら
青
年
研
修
所
の
建

設
が
望
ま
れ
て
い
た
が、
つ
い
に
昭
和三
十
六
年
度
の
新

農
村
建
設
総
合
対
策
特
別
助
成
事
業
と
し
て
建
築
が
決

定
、
木
造
モ
ル
タ
ル
仕
上
げ
平
家
建
九
十
九
坪
(総
工
費

四
百
三
万
円
)
の
研
修
所
が
こ
の
年
七
月
一
日
遠
軽
町
箱

崎
組
に
よ
っ
て
着
工
、
突
貫
作
業
に
よ
っ
て
八
月
二
十
五

日
落
成
を
み
た
。
間
取
り
は
大
研
修
室
三
十
五
坪
の
ほ

か
、
家
事
研
修
室
十
五
・二
五
坪、
図
書
室、
調
理
実
習
室

各
八・七

五
坪、
展
示
室
五
坪
と
な
っ
て
い
る
。
九
月
に

は
落
成
式
が
挙
行
さ
れ、
農
村
青
年
婦
人
お
よ
び
文
化
団



体
の
各
種
研
修
の
場
と
し
て、
あ
る
い
は
結
婚
祝
賀
会
場
と
し
て、
そ

の
ほ
か
各
方
面
に
及
ぶ
広
範
囲
な
利
用
が
な
さ
れ
大
い
に
活
用
さ
れ
て

い
る
。

こ
う
し
た
施
設
は
ほ
か
に
な
く
、
こ
と
に
結
婚
祝
賀
会
場
と
し
て
は

最
適
所
で
あ
っ
た
が
、
大
研
修
室
の
収
容
能
力
お
よ
び
暖
房
設
備
等
に

若
干
な
が
ら
乏
し
い
とこ
ろ
が
あ
っ
て
増
築
改
修の
声
し
だ
い
に
た
か

ま
り
、こ
れ
が
た
め
昭
和
四
十
三
年
七
月
大
研
修
室
十
二
・五
坪
の
増
築

を
行
な
い、
あ
わ
せ
て
暖
房
を
も
完
備

し
た
。

上
支
湧
別
青
年
研
修
所

白
滝
青

年
研
修
所
に
つ
い
で
昭
和三
十
七
年
度

の
新
農
村
建
設
総
合
対
策
特
別
助
成
事

業
と
し
て
農
林
省
の
枠
づ
け
が
あ
り
、

こ
の
年
六
月
十
五
日
よ
り
本
村
芦
野
組

の
請
負
に
よ
り
支
湧
別
九
線
に
上
支
湧

別
青
年
研
修
所
の
建
築
が
は
じ
ま
り
、

同
年
九
月
十
日
平
家
建
五
十
九
坪、
総

上支湧別青年研修所

13.54.

�
評
入

--
3,
5
-
-

髪口:
大研修室

9.
5
k-

超入 用 男子用-
-
-
-
-

3
0

0
0
0

WC
14

ボーチ

‒‒1.5-1 2.0-- 2.5-

-13.5k-

白滝青年研修所平面図
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工
費
二
百
五
十
万
円
の
研
修
所
が
完
成
し
た
。
間
取
り
は
大
研
修
室
の
ほ
か
展
示
室
、
家
事
研
修
室
、
調
理
研
修
室
に
区
分
さ
れ、

研
修
の
大
殿
堂
と
し
て
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
わ
た
っ
て
大
い
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。

旧
白
滝
生
活
セン
ター

旧
白
滝
小
学
校
の
廃
校
に
よ
っ
て
校
舎
の
活
用
が
部
落
民
よ
り
望
ま
れ
て
い
た
が、
昭
和
四
十
一
年

十
二
月
工
費
百
十
万
円
(一
部、
部
落
住
民
の
寄
付
あ
り
)
を
か
け
て
全
面
的
模
様
替
え
工
事
を
完
了
、
旧
白
滝
生
活
セ
ン
タ
ー
と

し
て
広
く
住
民
の
集
会
、
研
修
の
場
と
し
て
大
いに
活
用
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
生
活
セン
ター
は
大
研
修
室
、
小
研
修
室
、
調

理
実
習
室
の
各
室
に
分
れ
て
い
る
。

開
拓
地
婦
人
ホ
ー
ム

天
狗
平
の
開
拓
地
に
は
集
会
場
が
な
く、
地
域
住
民
の
間
か
ら
会
館
建
設
の
要
望
が
早
く
か
ら
出
さ
れ

て
い
た
が、
昭
和三
十
八
年
十
月
部
落
民
待
望
の
開
拓
地
婦
人
ホ
ー
ム
が
建
設
さ
れ、
農
事
相
談
の
場
と
し
て
、
あ
る
い
は
開
拓
農

村
婦
人
等
の
研
修
の
場
と
し
て
大
い
に
活
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
婦
人
ホ
ー
ム
の
建
設
敷
地
一
反
歩
は
安
在
仁
八
郎
の
寄
付
に

よ
っ
た
。

上
白
滝
会
館

多
年
の
懸
案
で
あ
っ
た
会
館
新
築
は、
地
域
住
民
の
労
力
奉
仕
と
篤
志
に
よ
る
ほ
か
一
部
村
費
助
成
に
よ
っ
て

昭
和
四
十
年
六
月
完
成
し
た
。
この
会
館
は
白
滝
消
防
団
第
二
分
団
消
防
機
械
置
場
が
併
設
さ
れ
、
部
落
の
セ
ン
タ
ー
と
し
て
利
用

度
が
高
い
。

そ
の
他
の
会
館

村
内
に
は
部
落
会
館
の
設
置
が
比
較
的
多
く
、
東
区
に
東
望
会
館、
北
支
湧
別
に
部
落
公
会
堂
が
あ
り
、
そ

の
他
近
年
村
費
補
助
金
を
あ
お
ぎ
新
築
さ
れ
た
も
のと
し
て
、
西
区
会
館、
奥
白
滝
会
館、
東
白
滝
会
館、
支
湧
別
会
館
等
で
あ
る

が
、
そ
の
い
ず
れ
も
地
域
住
民
に
益
す
る
と
こ
ろ
大
で
あ
る
。

四三三
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(東 白 滝 会 館) (旧白滝生活センター)

(北支湧別公会堂) (上 白 滝 会 館)

四三三

(支湧別5線会館) (奥 白 滝 会 館)



四二四
七
社
会
文
化

有
線
放
送

同
月
左
のご
と
き
有
線
放
送
条
例
を
制
定
、
翌
十
月
よ
り
業
務
を
開
始
し
た
。

昭
和二
十
七
年
村
内
全
戸
に
点
燈さ
れ
て
より、

文
化、
教
養、
娯
楽
の
泉
と
い
わ
れ
て
い
た
ラ
ジ
オ
が
し
だ
い

に
普
及
し
は
じ
め
た
が
不
幸
に
し
て
難
聴
地
帯
で
あ
る
が
た
め
ラ
ジ
オ
の
共
同
聴
取
が
望
ま
れ、
昭
和
三
十
年
四
月
市
街
地
全
域
に

わ
た
っ
て
共
同
聴
取
の
施
設
工
事
が
完
成、文

化
の
恩
恵
に
浴
し
た
。
し
か
し
、さ
ら
に
部
落
住
民
の
声
を
も
反
映
し
、
広
報
に
代
る

村
の
連
絡
機
関
と
し
て
の
有
線
放
送
も
併
せ
行
な
う
べ
く
昭
和三
十
一
年
九
月
村
内
全
戸
に
こ
れ
が
共
同
聴
取
施
設
工
事
を
完
了
、

:

白
滝
村
有
線
放
送
条
例

(目(業
務
)

的
)

第
二条

国、
都
、
道
府
県
及
び
市
町
村
の
機
関
の
連
絡
放
送

農
業
協
同
組
合
等
の
業
務
に
関
す
る
連
絡
放
送

4 3 2
村
行
財
政
に
関
す
る
村
内
報
道

学
校
教
育
及
び
社
会
教
育
団
体又
は
そ
の
他
公
共
の
福
祉
及
び
文
化
に
寄
与
す
る
団
体
の
連
絡
放
送

5

商
業
又
は
こ
れ
ら
に
類
す
る
も
の
の
依
頼
に
よ
る
広
告
及
び
宣
伝
放
送

6

個人
の
依
頼
に
よ
る
連
絡
放
送

7

(放
送
手
数
料)

第
三
条
一
前
条
第5
号
の
団
体
の
放
送
で
あ
っ
て、
収
益
の
伴
う
も
の
又
は
、
前
条6
号
及
び
第
7
号
の
放
送
に
つ
い
て
は
次

に
掲
げ
る
放
送
手
数
料
を
徴
収
す
る

前
条
第
5
号
の
放
送

前
条
第
6
号
の
放
送

前
条
第
7
号
の
放
送

一日
に
つ
き
一〇
〇
円

一日
に
つ
き
二
〇
〇
円

一回
に
つ
き
五
〇
円

一回
に
つ
き
五
〇
円

3 2 1
第
一
条
本
村
は
住
民
生
活
の
向
上
と
行
政
の
滲
透
を
は
か
る
目
的
を
も
っ
て
有
線
放
送
業
務
を
行
う
も
の
と
す
る
。

有
線
放
送
は
前
条の
目
的
を
遂
行
す
る
た
め、
お
お
む
ね
次に
掲
げる
業
務
を
行
う
。

1
日
本
放
送
協
会
が
行
う
放
送
の
中
継



(諮
問
機
関
)

二
前
項
第2
号
の
放
送
に
つ
いて
は
一
カ月
間
の
特
別
契
約
を
する
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
し、
こ
の
場合
に
あ
っ
て

は
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
月
額
放
送
手
数
料
を
一、〇
〇
〇
円
と
す
る
。

三
放
送
手
数
料
は
こ
れ
を
前
納
す
る
も
の
と
し
、
納
入
金
は
還
付
し
な
い、
但
し
施
設
の
故
障
そ
の
他
の
事
由に
よ
り

放
送
し
な
い
と
き
は
こ
の
限
り
で
な
い。

第
四
条
村
長
は
有
線
放
送
業
務
の
運
営
に
つ
いて
必
要
が
あ
る
と
き
は
諮
問
機
関
を
設
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

(規
則
へ
の委
任)第

五
条
この
条
例
に
定
め
る
も
の
の
外、
必
要
な
事
項
は別
に
村長
が
定
め
る
。

附
則

この
条
例
は公
布
の
日
から
施
行
す
る

有
益
に
運
用
さ
れ
住
民
に
利
便
を
与
え
て
い
た
有
線
放
送
も、
村
営
発
電
所
配
電
施
設
を

北
電
に
譲
渡
し
た
た
め
電
線
の
共
架
が
で
き
な
く
な
り
、
こ
れ
が
有
線
放
送
の
配
線
を
分
離

す
る
こ
と
は
莫
大
な
費
用
が
要
す
る
こ
と
と
な
り
財
政
上
非
常
な
重
荷
と
な
る
た
め、
住
民

の了
解
を
求
め
て
昭
和
三
十
四
年
九
月
有
線
放
送
を
廃
止
す
る
に
至
っ
た
。
こ
れ
が
た
め
従

来
の
有
線
放
送
に
代
る
広
報
機
関
と
し
て
広
報
紙
の
発
行
に
よ
っ
て
補
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ

た
。広
報
し
ら
た
き

有
線
放
送
業
務
の
中
止
に
よ
っ
て
こ
れ
に
代
る
広
報
機
関
と
し
て
広

報
紙
の
発
行
が
企
画
さ
れ
て
い
た
が
、
昭
和
三
十
五
年
一
月
十
日
"広
報
白
滝
”
と
し
て
そ

の
第
一
号
が
発
行
さ
れ
た
。
広
報
紙
は
毎
月
一回
発
行
し
た
だ
ち
に
各戸
に
配
布
さ
れ、
昭

和
四
十
六
年
一
月、
号
数
も
百
三
十
五
号
と
成
長
し
、
さ
ら
に
未
来
に
向
っ
て
号
数
を
伸
ば

し
て
ゆ
く
こ
と
で
あ
ろ
う
。

門
產

�ならしの人

広 報 白滝 第 1号

第
九
章
生
活
文
化

四二五
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題
字
は
時
の
村
長
の
揮
毫
に
よ
る
も
の
で、
当
初
"広
報
白
滝
"
と
し
た
も
の
が
昭
和三
十
六
年
四
月
号
よ
り
"広
報
し
ら
た
き
ミ

と
題
字
を
変
え、
昭
和
四
十
一
年
二
月
号
よ
り
再
び
“広
報
白
滝”
と
漢
字
体
に
も
ど
っ
た。

ラ
ジ
オ
わ
が
国
最
初
の
ラ
ジ
オ
放
送
は
大
正
十
四
年三
月
一
日
東
京
放
送
局
か
ら
J
O
A
K
で
放
送
を
行
な
っ
た
の
に
は
じ
ま

る
が、

レシ
ー
バ
ー
を
耳
に
あ
て
る
か、
大
き
な
ラ
ッ
パ
の
よ
う
な
ス
ピ
ー
カ
ー
を
つ
う
じ
て
聞
く
も
の
で
あ
っ
た
。
道
内
に
お
け

る
放
送
開
始
は
昭
和
三
年
六
月
五
日
札
幌
中
央
放
送
局
が
最
初
で
、
網
走
管
内
北
見
放
送
局
は
昭
和二
十
一年
八
月
(臨
時
中
継
放

送
は
昭
和
十
七
年
一
月
一
日
)
の
開
局
と
な
っ
て
い
る
。

本
村
に
初
め
て
ラ
ジ
オ
が
入
っ
て
き
た
の
は、
娯
楽
に
供
す
る
と
い
う
こ
と
と
は
別
に、
時
事
関
係
に、
政
局
の
動
き
に
あ
る
い

は
社
会
の
流
れ
等、
ラジ
オ
を
通
し
て
深
い
知
識
を
得
、
青
年
団
活
動
を
よ
り
豊
か
に
す
る
願
い
を
こ
め
て
、
上
支
湧
別
青
年
団
が

白滝におけるラジオの普及状況
年 度
(昭和)

契約件数
(台)

備 考

20 年
以 前 ? 北見放送局開局

前のため不明21 68

22 106

23 142

24

175

25 192

26 215

27

241

28 405

29 662

30 653

31 651

32 673
33 673
34 676

35 69236

631

37

42938

314

39 262

40

211

41

14742 48

ラジオの受信契43

約が廃止された

(北見放送局調)

四二六



購
入
資
金
の
寄
付
を
部
落
内
に
求
め、
当
時
と
し
て
は
大
金
の三
百
六
十
円
を
出
し
乾
電
池
式
ラ
ジ
オ
を
丸
瀬
布
よ
り
購
入、
上
支

湧
別
青
年
会
館
に
備
え
つ
け
た
。
昭
和
四
年
十
一
月
の
こ
と
で
あ
る
。
つ
づ
い
て
布
田
富
蔵
が
自
家
発
電
を
電
源
と
し
て
電
気
式
の

ラ
ジ
オ
を
、
井
村
謙二
が
乾
電
池
式
ラ
ジ
オ
を
購
入
、
そ
の
後
逐
次
増
加
し
て
い
っ
た
が、
い
ず
れ
も
難
聴
で
あ
っ
た
。
北
見
放
送

局
開
局
以
来
の
本
村
に
お
け
る
ラ
ジ
オ
の
普
及
は
別
表
の
と
お
り
。

テ
レ
ビ

国
内
の
情
勢、
世
界
の
動
き
を
茶
の
間
に
て
い
な
が
ら
に
し
て
ブ
ラ
ウ
ン
管
を
通
し
て
見
聞
す
る
こ
と
は
そ
の
昔
に

あ
っ
て
は
空
想
科
学
に
ひ
と
し
か
っ
た
が
、
文
明
科
学
の
高
度
な
開
発
研
究
に
よ
り
実
現
化
さ
れ、
昭
和
二
十
八
年
二
月
一日
つ
い

に
N
H
K
東
京
放
送
局
よ
り
正
式
に
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ンの
放
送
が
な
さ
れ
た
。
そ
れ
か
ら
三
年
目
の
昭
和
三
十
一
年
十
二
月二
十
二
日

に
至
り
札
幌
放
送
局
も
テ
レビ
放
送
を
開
始、
本
道
に
お
い
て
も
テ
レ
ビ
文
化
の
恩
恵
に
浴
す
る
こ
と
が
で
き
た
が、
管
内
に
お
い

て
は
確
実
な
受
像
は
で
き
な
か
っ
た
。
昭
和
三
十
二
年
四
月
よ
り
放
送
開
始
さ
れ
た
H
B
C
(
北
海
道
放
送)
テ
レ
ビ
は
遠
距
離
用

ア
ン
テ
ナ
使
用
に
よ
っ
て
比
較
的
広
域
に
わ
た
っ
て
受
像
が
で
き
、
管
内
各
所
に
お
い
て
も
よ
う
や
く
受
像
に
成
功
す
る
者
が
現
わ

れ
た
。
本
村
に
お
い
て
は
昭
和
三
十
二
年
H
B
C
放
送
が
は
じ
ま
っ
て
間
も
な
く
遠
藤
幸
治、
広
田
寛
治
等
の
電
器
商
や
山
本
善
七
が
テ

レビ
を
取
付
け
一
〇
が
近
く
も
あ
る
支
柱
に
一〇
素
子
の
アン
テ
ナ
を
屋
上
に
立
て
て
受
像
の
先
端
を
き
っ
た
。
映
像
は
ま
こ
と
に

不
鮮
明
で
あ
っ
た
が
、そ
れ
で
も
映
像
を
一
目
見
よ
う
と
朝
な
夕
な
見
物
客
で
に
ぎ
わ
っ
た
。
そ
の
後
旭
川、
北
見
等
に
も
N
H
K
お

よ
び
H
B
C
や
S
T
V
の
各
放
送
局
が
開
局
さ
れ、本

村
に
お
け
る
テ
レ
ビ
の
取
付
け
も
し
だ
い
に
増
加
し
て
い
っ
た
が、四

方
が
高

い
山
に
囲
ま
れ
て
いる
本
村
は
極
度
の
難
聴
視
地
帯
で
あ
り
、
いず
れ
も
満
足
で
き
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
こう
し
た
こ
と
か
ら

共
同
聴
視
施
設
の
声
が
も
ち
あ
が
り
昭
和
三
十
七
年
四
月
一
日
白
滝
村
テ
レ
ビ
共
同
聴
視
施
設
組
合
が
有
志
の
手
に
よ
っ
て
設
立
さ

第
九
章
生
活
文
化

四三七



6
チ
ャ
ン
ネ
ル

10
チ
ャ
ン
ネ
ル

2
チ
ャ
ン
ネ
ル

S
T
V
テ
レ
ビ

N
H
K
教
育
テ
レ
ビ

N
H
K
テ
レ
ビ

村
内
受
像
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
は HI

NHK白滝テレビ局

受信アンテナ

(垂直偏波図) れ、
百
八
十三
戸
が
こ
の
組
合
に
加
入、
組
合
長
に
村

長
が
推
さ
れ
同
年
五
月
上
旬
工
事
着
工、
市
街
中
央
支

湧
別
川
向
い
の
野
沢
公
園
地
内
に
共
同
ア
ン
テ
ナ
を
取

り
つ
け
、
有
線
に
よ
っ
て
各
組
合
員
宅
に
引
込
み、
七

月
下
旬
工
事
完
了
、
電
波
監
理
局
の
承
認
を
得、
八
月

一
日
よ
り
運
用
開
始
と
な
り
、
第
九
チ
ャン
ネ
ル
に
よ

っ
て
N
H
K
の
映
像
を
お
お
む
ね
鮮
明
に
受
像
す
る
こ
と
が
で
き
、
地
域
住
民
の
文
化
向
上
に
資
し
た
の
で
あ
る
。
時
代
の
進
展
に

と
も
な
い
民
間
テ
レ
ビ
の
放
送
局
も
道
内
各
地
に
お
い
て
開
局
さ
れ
本
村
に
お
い
て
も
こ
れ
が
キ
ャ
ッ
チ
に
適
地
を
求
め、
結
局
有

線
共
聴
施
設
の
親
ア
ン
テ
ナ
を
通
称
“不
動
の
山
”
に
移
設、
N
H
K
、
同
教
育、
S
T
V
、
H
B
C
の
四
局
の
受
像
に
成
功、
昭

和
四
十
年
十二
月
よ
り
複
数
局
の
運
用
開
始
と
な
っ
た
。
共
聴
組
合
加
入
者
と
は
別
に
こ
の
組
合
に
加
入
で
き
な
い
地
域
の
住
民
に

と
っ
て
は
テ
レ
ビ
難
聴
視
の
な
や
み
は
つ
づ
い
て
い
た
が
、
N
H
K
テ
レ
ビ
局
の
好
意
に
よ
り
、
白
滝
村
域
内
国
有
林
百
六
林
班
内

に
中
継
の
白
滝
テ
レ
ビ
局
が
昭
和
四
十
二
年
九
月
二
十
五
日
開
局、
垂
直
偏
波
に
よ
る
電
波
に
の
っ
て
村
内
く
ま
な
く
鮮
明
な
受
像

が
可
能
と
な
っ
た
。

七
社
会
文
化
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H
B
C
テ
レ
ビ

4
チ
ャ
ン
ネ
ル

な
お、
本
村
に
お
け
る
テ
レ
ビ
の
普
及
経
過
を
示
す
と
次
の
と
おり
で
ある
。

契
約
件
数

年
度

(三
)

九

昭
和三
十
七
昭
和三
十
八

三
二
八

昭
和三
十
九
昭
和
四
十

四
〇
二

昭
和
四
十
一

四
九〇

昭
和
四十
二

六
八
五

六
八
六

注
昭
和三
十
五
年
以
前
に
つ
い
て
は
難
聴
視
地
帯
の
た
め
受
信
契
約が
な
さ
れ
ず、
件
数
の
確認
も
不
可
能
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て三
十二
年
の

三
件
に
つ
いて
も
受
信
未
契
約
で
あ
っ
た
。

新
聞

白
黒
テ
レ
ビ
が
す
で
に
茶
の
間
に
は
不
可
欠
的
存
在
と
な
っ
た
昨
今
、
さ
ら
に
居
な
が
ら
に
し
て
天
然
色
に
よ
る
映
像
を
求
め
る

の
は
当
然
な
要
求
で
あ
ろ
う
。
N
H
K
に
お
い
て
は
こ
う
し
た
要
求
に
こ
た
え
昭
和
三
十
五
年
九
月
カ
ラ
ー
放
送
を
は
じ
め
、
昭和

四
十
一
年
三
月
に
は
全
国
の
カ
ラ
ー
回
線
網
を
完
成
さ
せ
、
国
内
至
る
と
こ
ろ
で
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

本
村
に
お
け
る
カ
ラ
ー
契
約
は
昭
和
四
十
五
年
四
月
現
在
四
十
六
台
と
な
っ
て
い
る
。

国
内
の
動
き
社
会
の
話
題
を
一
日
も
早
く
し
か
も
正
確
に
民
衆
に
知
ら
し
め
る
た
め
に
新
聞
が
発
行
さ
れ
た
わ
け
で
あ

る
が、

ラ
ジ
オ、
テ
レビ
の
な
か
っ
た
時
代
に
お
い
て
は
報
道
機
関
の
花
形
で
も
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
本
道
に
お
け
る
新
聞
の
歴

史
は
か
な
り
古
く
、
明
治
十
一
年
に
「
函
館
新
聞
」
が
創
刊
さ
れ
て
いる
。
そ
の
後
時代
を
経
て
各
種
新
聞
が
そ
れ
ぞ
れ
地
方
色
豊

か
に
し
て
発
刊
さ
れ
た
が、
太
平
洋
戦
争
が
はじ
ま
っ
て
以
来
内
外
諸
情
勢
の
緊
迫
に
と
も
な
い、
言
論
報
道
の
統
制
と
国
家
目
的

の
名
の
も
と
に
一県
一
紙
の
統
制
が
強
行
さ
れ、
本
道
に
お
い
て
も
こ
れ
ま
で
十
一
紙
に
あ
ま
る
新
聞
社
が
統
合、
そ
の
名
も
「北

海
道
新
聞
」
と
し
て
昭
和
十
七
年
十
一
月
一
日
創
刊
号
が
発
行
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
終
戦
を
む
か
え
た
昭
和
二
十
年
の
九
月
、
マ
ッ

第
九
章
生
活
文
化
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カ
ー
サ
ー
の
指
令
に
よ
って
一
県
一
紙
の
統
制
が
解
か
れ、
道
内
に
お
い

て
も
新
興
新
聞
が
陸
続
と
し
て
誕
生
し
た
の
で
あ
る
。

本
村
に
お
け
る
各
種
新
聞
の
購
読
部
数
は
下
記
の
と
お
り
で
あ
る
が、

近
年
購
読
料
の
値
上
り
と
テ
レ
ビ
の
普
及
に
よ
っ
て
部
数
の
伸
び
な
や
み

が
目
立
っ
た
い
る
。

こ
の
ほ
か
「
網
走
新
聞」、
「北
見
新
聞」、「北

見
毎
日
」、
「北
東
民
報
」、

「日
刊
拓
北」、「

林
業
」、
「聖
教
新
聞
」
等
各
種
の
新
聞
が
入
っ
て
い
る

が
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
新
聞
社
よ
り
購
読
者
宛
の
直
送
と
な
っ
て
い
る
た
め
そ
の
確
数
は
つ
か
め
な
い
。

本
村
内
の
取
次
販
売
店
は
次
の
と
お
り
。

渡 丹

瀬 治 名
新 新

聞 聞 称

店 店

取
扱
新
聞

白
滝
市
街
南
区

白
滝
市
街
中
央
区

北
海
道
新
聞、
朝
日
、
毎
日、
読
売
、
日
本
経
済
の
各
新
聞
ほ
か

北
海
タ
イ
ム
ス

娯
楽

そ
も
そ
も
北
海
道
へ
の
移
住
に
当
っ
て
娯
楽
を
求
め
て
渡
っ
て
き
た
人
の
あ
ろ
う
は
ず
が
な
く
、
ひ
た
す
ら
開
拓
の
鍬

を
振
いつ
づ
け
た
。
今
日
見
ら
れ
る
悠
長
な
"魚
つ
り
’
も
、
開
拓
当
時
に
し
て
み
れ
ば
副
食
物
に
供
す
る
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
仕
事

の
一部
で
も
あ
っ
た
。
時
代
の
流
れ
と
と
も
に
土
地
の
生
活
に
も
い
く
ら
か
馴
れ
て
く
る
と
、
味
気
な
い
生
活
の
中
に
娯
楽
を
求
め

る
の
は
ひ
と
り
開
拓
者
ば
か
り
で
あ
る
ま
い
。
た
ま
た
ま
日
を
追
う
て
増
加
す
る
馬
を
寄
せ
集
め
“草
競
馬
"
や
"挽
馬
’
競
走
に

興
じ
憩
い
の
場
を
求
め
た。
そ
れ
ば
か
り
か
、
巡
査
の
見
え
な
い
陰
で
は
血
ま
な
こ
に
な
っ
て
こ
も
ご
も
少
額
の
賭
け
勝
負
が
行
な

購読部数内訳 (新聞取次
販売店取扱分のみ)

新 聞 名 部 数

北 海 道 新 聞 282

北海タイ ムス 205

朝 日 新 聞

22

毎 日 新 聞 8

読 売 新 聞

14

日本経済新聞 4

スポー ツ新聞 8
そ の 他

4 四三〇
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わ
れ
て
い
た
と
い
う
。
秋
の
収
穫
が
終
り、
お
よ
そ
半
年
を
雪
の
中
で
送
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
北
国
の
生
活
に
お
い
て、
娯
楽
と

し
て
親
し
ま
れ
た
も
の
に
"カ
ル
タ遊
び
"
や
"花
札
遊
び”
等
が
流
行
し
はじ
め
た
。
戦
時
中
こ
うし
た
娯
楽
は
一
時
自
粛
さ
れ

た
も
の
の、
戦
後
再
び
多
種
多
様
な
娯
楽
が
日
常
生
活
の
中
に
入
っ
て
き
た
。

カ
ル
タ…
…
北
海
道
の
カ
ル
タ
遊
び
(百
人
一
首)
は
本
州
方
面
の
と
は
違
っ
て、
取
り
札
が
木
札
で下
の
句
の
み
記
入
し
た
変

体
が
な
ま
じ
り
の
筆
書
き
の
独
特
の
も
の
で
、
し
か
も
下
の
句
を
読
ん
で
取
る
と
い
う
遊
び
方
で
、
正
月
に
は
欠
か
す
こ
と
の
で
き

な
い
遊
び
の
一
つで
あ
っ
た
。
戦
後
マ
ー
ジ
ャン
が
非
常
な
勢
い
で
流
行
し
来
た
り
、
カ
ル
タ
読
み
の
人
の
流
暢
な
声
が
戸
毎
か
ら

消
え
て
い
っ
た
が、
最
近
カ
ル
タ
愛
好
者
の
手
に
よ
っ
て
復
活
し
、
本
村
に
お
い
て
も
昭
和
四
十
五
年
一月
第
一
回
村
内
カ
ル
タ
大

会
が
開
催
さ
れ
た
。

パ
チ
ン
コ
…
…
子
供
の
お
も
ち
ゃ
か
ら
ヒ
ン
ト
を
得
た
と
い
わ
れ
る
パ
チ
ン
コ
は
昭
和
二
十
二
年
道
内
主
要
都
市
で
営
業
が
は
じ

め
ら
れ
、
以
来
日
の
出
の
勢
い
で
流
行
し
「
玉
を
弾
じ
か
ぬ
者
は
現
代
人
で
な
い」
と
ま
で
い
わ
れ
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
。

本
村
に
お
い
て
も
佐
木々
富
雄、
越
智
忠
利
が
昭
和二
十
五
年
パ
チ
ン
コ
遊
技
業
の
許
可
を
と
っ
て
営
業、
つづ
い
て
出
口
俊
平、

佐
藤
甫、
南
政
雄
ら
が
営
業
を
は
じ
め、
一時
は
数
軒
の
パ
チ
ン
コ屋
が
営
業
し
て
い
た
こ
と
が
あ
っ
た
。

パ
チ
ン
コ
は当
初
メ
タ
ル
式
で
あ
っ
た
も
の
が
ま
も
な
く
単
発
式
に
な
り
、
さ
ら
に
連
チ
ャ
ン式
に
と
変
っ
て
客
の
射
倖
心
を
さ

そ
い、
娯
楽
と
い
う
よ
り
も
投
機
的
に
交
換
物
資
を
獲
得
す
る
こ
と
が
目
的
と
な
り
、
つ
い
に
は
そ
の
品
物
を
安
く
取
引
す
る
こ
と

を
職
業
と
す
る
も
の
が
あ
ら
わ
れ
はじ
め
た
。
こう
し
た
こ
と
か
ら
北
海
道
で
は昭
和
三
十
二
年
十
月
連
チ
ャ
ン
式
パ
チ
ンコ
を
禁

止
し
単
発
式
の
み
と
な
っ
た
。

文
化
サ
ー
ク
ル
団
体
・
囲
碁
愛
好
会

囲
碁
は
元
来
紳
士
的
な
室
内
娯
楽
と
し
て
普
及
し
、
そ
の
派
手
さ
は
な
い
が
将
棋
と
と
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も
に
根
強
い
支
持
者
に
よ
っ
て
受
け
継
が
れ
て
い
る。
村
内
に
お
い
て
も
古
く
か
ら
愛
好
者
ら
に
よ
っ
て
仕
事
の
余
暇
に
碁
盤
を
囲

ん
で
旧
交
を
暖
め
て
い
た。
昭
和
三
十
三
年
第二
代
渡
辺
村
長
の
代
に
な
る
や、
自
ら
有
段
者
で
あ
る
こ
と
も
あ
っ
て
に
わ
か
に
囲

碁
熱
が
盛
ん
に
な
り、
村
長
、
中
田
伝
之
助、
井
村
謙二
、
渡
辺
誠
ら
に
よ
っ
て
囲
碁
愛
好
会
を
結
成、
毎
月
一
回
の
例
会
は
今
日

も
な
お
続
い
て
い
る
。
現
会
長
に
は
渡
辺
誠
四
段
が
当
り
、
有
段
者
十
五
名
を
含
む
会
員
五
十
名
を
擁
す
る
会
に
成
長
し
て
い
る
。

書
道
ク
ラ
ブ

近
年
小
学
校
高
学
年
に
お
い
て
正
科
と
し
て
採
り
入
れ
る
よ
う
に
ま
で
な
っ
た
書
道
は、
父
兄
間
に
お
い
て
静

か
な
ブ
ー
ム
を
ま
き
お
こ
し
、
書
道
熱
は
ま
す
ま
す
さ
か
ん
に
な
っ
て
き
た
。
こう
し
た
こ
と
か
ら
愛
書
家
た
ち
の
提
唱
に
よ
っ
て

昭
和
四
十
年
六
月
白
滝
書
道
クラ
ブ
を
組
織
、
会
長
に
芦
野
朝
吉
が
選
ば
れ、
書
を
通
し
て
人
づ
く
り
に
一
役
か
っ
て
い
る
。
会
員

も
百
二
十
名
を
越
え
る
大
世
帯
と
な
り
、
例
年
十
一
月
三
日
の
文
化
の
日
に
は
有
段
者
よ
る
展
示
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。

詩
吟
同
好
会

精
神
修
養
を
主
と
し
、
高
尚
な
る
趣
味
の
涵
養
と
健
康
増
進
を
目
的
と
し
て
昭
和
四
十
二
年
六
月
国
風
会
遠
軽

支
部
所
属
白
滝
吟
詠
会
が
華
し々
て
誕
生
し
た
が、
会
員
の
流
動
に
よ
っ
て、
昭
和
四
十
五
年
四
月、
こ
れ
ま
て
の
吟
詠
会
を
発
展

的
に
解
散
し
て
白
滝
詩
吟
同
好
会
(会
長
・
鈴
木
猛
夫、
会
員
九
名)
を
新
発
足
し
た
。

そ
の
他
、
文
化
サー
ク
ル
団
体
に
は、
写
真
クラ
ブ
、
ダ
ン
ス
愛
好
会、
美
術
協
会、
銘
石
愛
好
会
等
が
あ
り、
い
ず
れ
す
少
数

グ
ル
ー
プ
な
が
ら
親
睦
を
は
か
り
つ
つ
趣
味三
昧
に
ひ
た
っ
て
い
る
。

体
育
協
会

村
内
体
育
団
体
の
育
成
強
化
と
村
民
の
体
位
向
上
を
は
か
る
た
め、
昭
和
四
十
一
年
六
月
白
滝
村
体
育
協
会
が
設

立
、
剣
道、
野
球、
ス
キー
、
弓
道、
卓
球、
バ
ス
ケ
ッ
ト
の
六
団
体
が
こ
の
協
会
に
加
入
し
て
い
る
。
協
会
の
事
業
は
加
入
各
団

体
の
行
事
推
進
の
ほ
か、
十
月
十
日
の
体
育
の
日
に
は
教
育
委
員
会
と
同
調
し
全
村
民
を
対
象
に
「歩
け
歩
け
運
動
」
を
実
施
し
て

いる
。
現
協
会
長
は
松
浦
健
蔵
で
あ
る
。

四三二



白
滝
村
剣
道
協
会

大
東
流
合
気
柔
術
中
興
の
祖
と
い
わ
れ
た
武
田
惣
角
が
大
正
五
年
弟
子
の
求
め
に
応
じ
て
湧
別
よ
り
白
滝

に
入
り
、
合
気
柔
術
指
南
の
か
た
わ
ら
剣
道
を
志
す
者
の
指
導
に
も
当
っ
た
。
従
来
剣
道
は
小
学
校
高
学
年
な
ら
び
に
青
年
学
校
の

必
須
教
科
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
専
任
教
官
を
配
置
し
て
今
次
大
戦
終
結
ま
で
大
い
に
奨
励
さ
れ
た
も
の
で、
敗
戦
に
よ
っ
て
一時
禁
止

さ
れ
て
い
た
が
、
昭
和
二
十
六
年
講
和
条
約
の
締
結
に
よ
っ
て
禁
止
令
が
解
か
れ
た。

本
村
に
お
い
て
も
昭
和
三
十
一
年
十
一
月、
小
川
正
春、
渡
辺
清、
谷
昭
吾
ら
に
よ
っ
て
剣
道
の
普
及
が
は
か
ら
れ
剣
道
協
会
を

設
立、
青
少
年
の
育
成
に
大
い
に
貢
献
し
た。
設
立
当
初
二
十
名
に
満
た
な
い
会
員
が
今
日
大
人
、
小
中
学
生
合
せ
て
七
十
五
名
の

大
世
帯
と
な
り
、
小
川
六
段
練
士
を
最
高
に
二
十
三
名
の
有
段
者
が
会
に
籍
を
お
い
て
いる
。
ま
た
現
会
長
に
は
松
浦
健
蔵
が
推
さ

れ
、
毎
週
金
曜
日
に
は
村
内
柔
剣
道
場
に
お
い
て
熱
心
な
稽
古
が
つ
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

戦
後
あ
ら
ゆ
る
スポ
ー
ツの
中
で
最
も
早
く
そ
し
て
め
ざ
ま
し
い
復
興
ぶ
り
を
し
め
し
た
も
の
は
野

球
で
あ
ろ
う
。

白
滝
村
軟
式
野
球
連
盟

本
村
に
お
いて
も
戦
前
から
草
野
球
に
興
ず
る
若
人
の
姿
が
し
ば
し
ば
見
ら
れ
た
が、
戦
時
中
一
時
影
を
ひ
そ
め
て
い
た
が
戦
後

再
び
復
活
し
、
各
職
場
団
体に
お
い
て
球
団
の
編
成
も
な
さ
れ
た
た
め、
昭
和三
十
七
年
六
月
白
滝
軟
式
野
球
連
盟
を
結
成、
加
盟

六
球
団
に
よ
る
リ
ー
グ
戦
、
村
長
杯
争
奪
戦
な
ど
シ
ー
ズ
ン
中
は
白
球
を
追
っ
て
熱
戦
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
現
在
連
盟
会
長
は
藤

本
輝
彦
で
あ
る
。

白
滝
ス
キ
ー
連
盟

冬
の
代
表
的
な
ス
ポ
ー
ツで
あ
る
ス
キ
ー
の
愛
好
家
た
ち
に
よ
っ
て
昭
和
三
十
八
年二
月
白
滝
ス
キ
ー
連

盟
が
発
足
、
お
も
な
事
業
と
し
て
、1

村
民
ス
キ
ー
大
会
、
2
講
習
会
、
記
録
会
の
実
施、
3

ス
キ
ー
登
山
(セ
ト
セ
山
、

チ
ト
カ
ニ
ウ
シ
山、
天
狗
岳
)、
4
各
種
競
技
大
会
(天
狗
岳
)
等
を
年
中
行
事
と
し
て
行
な
い、
広
く
村
民
の
体
位
向
上
を
目
的
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天狗岳スキー場 と
し
て
い
る
。
会
員
数
は
四
十
名
で
現
会
長
は
大
庭
裕二
で
あ
る
。

国
設
天
狗
岳
ス
キ
ー
場
…
…
ス
キ
ー
ヤ
ー
の
恰
好
の
場
、
天
狗
岳
ス
キ
ー
場
開
設
は
久
し
く

望
ま
れ
て
い
た
が、
国
設
ス
キ
ー
場
と
し
て
の
設
備
を
昭
和三
十
九
年
夏
よ
り
営
林
局
で
行
な

い、
さ
ら
に
自
衛
隊
の
協
力
を
も
得
て
完
全
整
備
を
施
し
、
伐
根、
枝
葉
除
去
等
の
全
作
業
を

終
了
し
て
完
成、
同
十二
月
九
日
付
を
も
っ
て
国
設
天
狗
岳
ス
キ
ー
場
と
し
て
承
認
さ
れ、
道

内
随
一
の
ス
ケー
ル
を
も
つ
国
設
ス
キ
ー
場
と
し
て
開
設
し
た
。
天
狗
岳
ス
キ
ー
コ
ー
ス
は
小

天
狗
頂
上
ま
で
五・七

ま
、
天
狗
岳
頂
上
ま
で
九・五

ず
で
あ
り
、
こ
の
間
奥
白
滝
駅
か
ら
二
ず

は
林
道
を
通
り
、
二ま
地
点
か
ら
小
天
狗
頂
上
ま
で
の
全
長
三
・
八
ず
の
間、

幅
六
〇
が
な
い

し
一
〇
〇
材
が
国
設
ス
キ
ー
場
と
な
っ
て
お
り
、
二
ま
地
点
の
国
設
ス
キ
ー
場
入
口
に
「天

狗
荘
」、
四・五

き
付
近
に「小

天
狗」の

簡
易
宿
泊
所
が
あ
る
。
コ
ー
ス
は
変
化
に
と
み、
ゲ
レ

ン
デ、
大
回
転
、
長
距
離
滑
降
が
初
心
者、
専
門
家
の
別
な
く
楽
し
め
、
傾
斜
も
最
急
勾
配三
十
五
度、
平
均
勾
配
十
六
度
と
な
っ

て
い
る
。
国
設
ス
キ
ー
場
開
設
米
以
毎
年
四
月
中
旬
に
は、
道
北
地
区
大
回
転
競
技
大
会
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。

白
滝
弓
道
場

雑
念
を
捨
て
心
を
落
着
け、
的
に
面
し
て
弓
を
引
く
醍
醐
味
は、
矢
を
射
る
も
の
の
み
が
知
る
楽
し
み
で、
愛

好
者
の
間
で
は
早
く
か
ら
弓
道
場
の
施
設
が
叫
ば
れ
て
い
た
が
、
た
ま
た
ま
昭
和
三
十
四
年
八
月
柔
道
・
剣
道
・
弓
道
の
併
用
館
と

し
て
の
三
道
館
が
出
来
る
に
及
ん
で
大
い
に
活
用
さ
れ
た
。

白
滝
卓
球
ク
ラ
ブ

昭
和
三
十
八
年
九
日
白
滝
弓
道
会
を
結
成、
後
藤
貞
治
会
長
の
も
と
会
員
十
五
名
が
そ
れ
ぞ
れ
心
身
の
鍛
練
に
励
ん
で
い
る。

柔
剣
道
場
の
建
設
以
来
に
わ
か
に
卓
球
熱
が
盛
ん
と
な
り
、
愛
好
家
二
十
名
に
よ
っ
て
昭
和
四
十
四
年
六
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月
白
滝
卓
球
ク
ラ
ブ
を
組
織、
後
藤
義
春
が
会
長
を
つ
と
め
て
い
る
。

バ
ス
ケ
ッ
ト
ク
ラ
ブ
は
昭
和
四
十二
年
九
月
に
結
成、
会
長
谷
藤
吉
雄
以
下
十
五
名
の
クラ
ブ
員

が
熱
心
な
練
習
に
励
ん
で
い
る
。

白
滝
バス
ケ
ット
ク
ラ
ブ

体
育
指
導
員

昭
和
三
十
六
年
「
スポ
ー
ツ
振
興
法
」
が
公
布
さ
れ、
村
教
育
委
員
会
で
は
昭
和
三
十
八
年
六
月
白
滝
村
体
育

指
導
委
員
に
関
す
る
規
則
を
制
定
、
左
の三
名
を
体
育
指
導
委
員
に
任
命
し
た
。

ス
キ
ー
・
陸
上
・
バ
ス
ケ
ッ
ト
・
バ
レ
ー
部
門

剣
道

部
門 門

野
球

部

委
員
は
スポ
ー
ツ
振
興
の
た
め
住
民
に
対
し
ス
ポ
ー
ツ
実
技
の
指
導
、
そ
の
他
ス
ポ
ー
ツ
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
指
導
、
助
言
を
行

な
う
こ
と
と
し
て
い
る
。
当
初
三
人
で
出
発
し
た
指
導
委
員
も
、
各
ス
ポ
ー
ツ
団
体
の
め
ざ
ま
し
い
活
動
に
よ
っ
て
逐
次
委
員
の
定

員
を
増
し
、
現
在
七
人
の
指
導
委
員
が
部
門
別
に
担
当、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
つ
と
め
て
い
る
。

剣
道
部
門

卓
球
部
門

ス
キ
ー
部
門

加
真
田
昭
一

前
田
和
友

井上
公

児
玉
富

バ
ス
ケ
ッ
ト
部門

バ
レ
ー
部
門

弓
道
部
門

高 塚 古
橋 本 関

正 辰
一 清 雄

古 小 大

関 川 沢

正 崇

修 春 憲

白
滝
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド

戦
後
の
世
情
も
よ
う
や
く
安
定
し
た
昭
和
二
十
七
年、
村
民
の
体
位
向
上
と
青
少
年
の
健
全
な
精
神

を
養
う
に
は
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
行
な
う
べ
き
で
あ
る
と
の
機
運
た
か
ま
り
、
公
設
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
建
設
す
る
べ
く
藤
本
輝
彦
を
委

員
長
と
し
て
建
設
委
員
会
を
結
成、
白
滝
中
学
校
前
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
完
成
を
み
た
が
、
時
代
の
進
展
に
と
も
な
い
さ
ら
に
広
範
囲
な
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施
設
と
併
せ
て
馬
産
振
興
の
上
か
ら
こ
れ
が
競
技
場の
設
置
を
望
む
声
起
り、
再
び
総
合
的
な
グ
ラ
ウ
ン
ド
建
設
の
議
が
決
し、
昭

和三
十
三
年
十
月
一
日
総
合
グラ
ウ
ン
ド
建
設
委
員
会
を
結
成、
村
長
を
会
長
に
藤
本
輝
彦
を
委
員
長
と
し
て
各
役
員
の
構
成
を
も

っ
て
総
合
グ
ラ
ウン
ド
建
設
工
事
に
着
手、
村
費
の
助
成
金、
村
民
の
寄
付、
そ
し
て
労
力
奉
仕
等
に
よ
っ
て
翌
三
十
四
年
七
月三

十
一
日
諸
施
設
も
あ
わ
せ
て
完
成
し
た
の
で
あ
る
。

工
事
内
容
は
次
の
と
お
り
。

1
弓
道
場
(二
四
坪)、

2プ
ー
ル
(一〇

げ
×二
五
げ)、
3
神
社
拝
殿
(二
五
坪)、

4
会
館
移
転
、
5
あ
ず
ま
や
(六
坪)、

6土
俵、
7
忠
魂

碑
移
転、
8
相
馬
神
社
移
転、
9
及
川
神
社
移
転、
10ス
ケー
ト
リン
ク、
11挽
馬
競
技
場、
12つ
つ
じ
移
植
(旭
台)、

13記
念
碑、
14グ
ラ
ン

ド
、
旭
台
の
整
地、
15馬
繫
場

住
民
の
汗
の
結
晶
に
よ
っ
て
出
来
た
こ
れ
ら
諸
施
設
の
う
ち
、
プ
ー
ル、
ス
ケ
ー
ト
リ
ン
ク、
馬
繋
場、
挽
馬
競
技
場
は
国
営
直

轄
明
渠
の
施
工
に
よ
っ
て
一
部
用
地
内
に
か
か
る
た
め
昭
和
四
十
四
年
と
り
こ
わ
し
と
な
っ
た
。
ま
た
旭台
の
各
種
神
社
は
火
災
に

あ
い、
弓
道
場
に
隣
接
し
て
白
滝
神
社
の
建
立
を
み
た
こ
と
は
別
項
で
記
述
の
と
お
り
で
あ
る
。

柔
剣
道
場

村
民
の
心
身
の
健
全
な
る
発
達
と
体
育
の
普
及
振
興
を
は
か
る
た
め、
昭
和
四
十
四
年
十
月
母
と
子
の
家
に
隣
接

し
て
近
代
的
な
柔
剣
道
場
が
完
成
し
た
。
K
K
渡
辺
組
の
請
負
に
よ
る
同
道
場
は
延
面
積
五
二
三
・二
六
平
方
メ
(約
百
五
十
九
坪)、

工
費
一
千
五
百
二
十
万
円
を
要
し
、
ス
ポ
ー
ツ
の
殿
堂
と
し
て
一
般
に
開
放
さ
れ
村
民
の
利
用
度
が
高
ま
っ
て
い
る
。

柔
剣
道
場
の
ス
ム
ー
ズ
な
運
営
を
行
な
う
た
め
諮
問
機
関
と
し
て
柔
剣
道
場
運
営
委
員
会
が
設
置
さ
れ、
現
在
の
委
員
は
高
嶋
温

厚
、
橋
本
芳
栄、
賀
真
田
昭
一
、
浦
川
敏
司、
井
上
公、
前
田
和
友、
松
浦
健
蔵
で
あ
る
。

道
場
で
で
き
る
ス
ポー
ツ
は
バ
レ
ー
、
バド
ミ
ン
ト
ン
の
ほ
か
卓
球、
バ
ス
ケ
ット
、
体
操、
剣
道
の
各
種
で
、
開
館
時
間
は
次
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柔 剣 道 場

郷 土 館館

の
と
お
り
定
め
ら
れ
て
い
る
。

平
日
午
後
三
時
か
ら
午
後
九
時
ま
で

土
曜
日
午
後
一
時
か
ら
午
後
一〇
時
ま
で

日
曜
日
お
よ
び
国
民
の
祝
日
午
前
九
時
から
午
後
九
時
ま
で

休
館
日
毎
週
火
曜
日
と
年
末
年
始

郷
土
館

昭
和
四
十
五
年
十
一
月
十
日
村
民
の
教
育、

学
術
文
化
の
発
展
と
郷
土
愛
の
啓
発
を
は
か
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
郷
土
館
が
建
設
さ
れ、
村
内
か
ら
収
集
し
た
開
拓
当

時
使
用
さ
れ
た
物、
歴
史
的
に
め
ず
ら
し
い
物
、
白
滝
の
旧

石
器
時
代
の
遺
物
な
ど
多
数
を
展示
し
、
同
年
十
二
月
一
日

よ
り
開
館
し
た
。
規
模
は
ブ
ロ
ッ
ク
造
り
一九三

・五三
平
方
が、
総
工
六
百
三
十
万
円
を
要
し
、
建
物
の
中
は
展
示
室
、
資
料
室
、

研
修
室
等
が
あ
る
。

村
営
プ
ー
ル

ま
た
、
郷
土
館
運
営
委
員
会
委
員
に
は、
高
嶋
温
厚
、
橋
本
芳
栄、
前
田
秀
之
、
鈴
木
猛
夫、
田
中
金
蔵、
中
村
友
禧
が
委
嘱
を

う
け
て
い
る
。

白
滝
中
学
校
に
隣
接
し
て
施
設
さ
れ
て
い
たプ
ー
ル
が
直
轄
明
渠
工
事
に
よ
っ
て
除
去
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、

こ
れ
に
代
る
村
営
プ
ー
ル
の
施
設
が
ま
た
れ
て
い
た
が
、
昭
和
四
十
五
年
七
月
柔
剣
道
場
横
に
、
縦
二
五
げ
、
横
一〇
材
、
深
さ
一

メ
の
ビ
ニ
ー
ル
造
り
簡
易
村
営
プ
ー
ル
が
三
百
四
十
七
万
四
千
円
に
て
完
成
し
た
。
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四三八

こ
の
ほ
か
村
内
に
は
支
湧
別
小
学
校
簡
易
プ
ー
ル
(昭
和
四
十
四
年
七
月
完
成、
ビ
ニ
ー
ル造
り
、
十
七
万
八
千
円
)
と三
和
小

学
校
簡
易
プ
ー
ル
(昭
和
四
十
五
年
七
月
完
成、
ビ
ニ
ー
ル
造
り、
四
十
万
円)
が
あ
り
、
水
泳
に
よ
る
体
位
向
上
に
一役
か
っ
て

い
る
。
公
認
白
滝
ク
レ
ー
射
撃
協
会

昭
和
四
十
三
年
五
月、
公
認
白
滝
ス
キー
ト
射
撃
場
が
開
設
さ
れ
た
の
を
記
念
し
、
ク
レー
射

撃
協
会
が
発
足、
会
員
五
十
名
で
佐
藤
甫
が
会
長
に
選
ば
れ
た
。

猟
友
会

北
海
道
猟
友
会
遠
軽
支
部
が
つ
く
ら
れ
て
ま
も
な
く
、
昭
和
十
三
年
会
員
五
名
の
小
世
帯
に
よ
る
白
滝
分
会
が
結
成

さ
れ、
初
代
分
会
長
に
高
橋
喜
久
雄
が
な
り
、
昭
和二
十
八
年
よ
り
佐
藤
甫
が
二
代
分
会

長
と
し
て
会
員
と
も
ど
も、
時
と
し
て
身
の
危
険
を
お
か
し
つ
つ
も
有
害
鳥
獣
の
駆
除
に

あ
た
っ
て
いる
。
最
近
の
ガ
ン
ブ
ー
ム
を
反
映
し
て
か
会
員
も
五
十
名
を
擁
す
る
世
帯
と

な
っ
た
。

ま
た
会
員
多
年
の
念
願
で
あ
っ
た
ス
キ
ー
ト
射
撃
場
も
昭
和
四
十
三
年
五
月
公
安
委
員

会
の
正
式
認
可
も
お
り
、
東
白
滝
伊
藤
政
夫
所
有
牧
場
展
望
用
地
内
に
公
認
白
滝
ス
キ
ー

ト
射
撃
場
を
開
設、
同
年
八
月二
十
七
日
村
内
外
よ
り
来
賓
を
招
き
、
多
数
の
参
加
者
を

得
て
開
場
式
な
ら
び
に
射
撃
会
が
盛
大
に
挙
行
さ
れ
た
。

大
東
流
合
気
武
道

大
東
流
合
気
柔
術
は、
清
和
天
皇
(八
五
ハ
ー
八
七
六
)
の
末

孫
で
あ
る
新
羅
三
郎
源
義
光
を
始
祖
と
し
て
大
東
の
館
で
修
練
さ
れ
た
こ
と
に
ち
な
ん
で

大
東
流
と
称
さ
れ、
代
甲々
斐
源
氏
武
田
家
に
伝
承
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
明
治
維
新
後

公認白滝スキート射撃場



武 田 惣 角

大
東
流
合
気
柔
術
の
中
興
の
祖
と
い
わ
れ
た
武
田
惣
角
は
、
天
正
元
年
四
月
甲
斐
国

司
武
田
信
玄
の
死
後、
天
正
二
年
三
月
会
津
に
転
出
し
た
甲
斐
武
田
家
の
一族
で
会

津
国
司
芦
名
修
理
太
夫
盛
氏
の
地
頭
職
武
田
土
佐
国
次
の
末
孫、
会
津
藩
士
武
田
惣

吉
の
次
男
と
し
て
、
幼
少
よ
り
武
芸
に
励
み
、
や
が
て
家
伝
の
大
東
流
合
気
柔
術
を

学
び
全
国
各
地
を
武
者
修
業
の
旅
に
出
た
。
明
治三
十
一
年
、
福
島
県
霊
山
神
社
宮

司
で
元
会
津
藩
家
老
で
あ
っ
た
保
科
近
恵
よ
り
合
気
柔
術
の
秘
奥
を
授
け
ら
れ、
爾

来、
剣
道
か
ら
大
東
流
合
気
柔
術
に
転
向
し
指
導
普
及
に
努
め
た
。
明
治
四
十
三
年
愛
弟
子
の
秋
田
県
警
察
部
長
財
部
実
秀
が
北
海

道
警
察
部
長
と
し
て
転
任
の
際
、
要
請
に
よ
っ
て
随
行
来
道、
道
内
各
警
察
署
、
各
裁
判
所
等
を
巡
回
指
導
に
当
っ
て
い
た
が、
た

ま
た
ま
湧
別
駅
通
に
投
宿
中、
同
駅
通
取
扱人
堀
川
泰
宗
に
哀
願
さ
れ、
札
幌
よ
り
居
を
移
し
て
護
身
武
芸
の
教
授
に
専
念
し
た
。

大
正
四
年
二
月
紀
州
団
体
長
植
芝
盛
平
所
用
に
て
遠
軽
に
出
張
中、
久
田
旅
館
に
て
武
田
と
初
見、
夜
を
徹
し
て
語
り
あ
う
う
ち
武

道
の
真
髄
に
触
れ、
求
め
ら
れ
て
合
気
柔
術
の
教
授
を
約
し
、
門
入
と
し
て
指
導
に
当
っ
た。
武
田
惣
角
所
蔵
の
英
名
録
(門
入
帳)

に
は、
大
正
五
年
春
に
お
け
る
白
滝
の
門
人
を
次
の
よ
う
に
記
し
て
あ
る
。

門
人
佐
藤
庄
蔵、
同
佐
藤
勇
次
郎、
同三
宅
貞
一
郎、
同
下
村
正
一郎、

同
市
原
由
蔵、
同
十
河
忠
衛、
同
植
芝
盛
平

武
田
惣
角
は
大
正
八
年
五
月
、
家
族
と
も
ど
も
白
滝
に
転
居
、
以
来
こ
の
地
を
本
居
と
し
て
道
内
は
も
と
よ
り
本
州
各
県
に
指
導

普
及
に
つ
と
め
て
い
た
が
、
昭
和
一
八
年
四
月、
旅
行
中
病
に
た
お
れ
不
帰
の
客
と
な
っ
た
。
麥
後、
惣
角
の
嫡
子
武
田
時
宗
が
大

東
流
合
気
武
道
宗
家
と
し
て
継
承
し
、
現
在
網
走
市
に
お
い
て
斯
道
の
指
導
に
努
め
て
い
る
。

石
井
漠
門
下
の
越
智
慶
子
が
本
村
の
越
智
舞
踊
研
究
所
を
開
き
、
地
元
を
は
じ
め
遠
く
遠
軽、
旭
川
に
弟
子
を
も
っ
て

舞
踊
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出
張
教
授
を
行
な
っ
て
い
た
が、
昭
和三
十
七
年
旭
川
に
バ
レ
ー
研
究
所
を
移し
転
出
し
て
し
ま
っ
た
。

劇
場

遠
軽
・
白
滝
間
鉄
道
開
通
に
よ
り
、
石
北
全
線
開
通
間
近
し
と
み
た
渡
瀬
鉄
男
は、
鉄
道
の
開
通
は
人
口
の
増
加
に
つ

な
が
る
も
の
と
の
観
点
か
ら、
劇
場
の
設
立
を
思
い
立
ち
、
昭
和
四
年
秋
白
滝
駅
に
ほ
ど
近
い
所
(現
棚
橋
モー
ル
ド
工
場
付
近
)

に
劇
場
を
建
設
し
た
が、
翌
五
年
九
月
同
劇
場
の
ボ
ヤ
に
よ
っ
て
観
客
の
一
人
が
圧
死
し
た
こ
と
に
よ
り
以
来
客
足
が
減
り
、
昭
和

九
年
こ
の
劇
場
は
丸
瀬
布
に
移
転
し
て
し
ま
っ
た
。
劇
場
経
営
者
に
と
っ
て
は
採
算
の
あ
わ
な
い
も
の
で
あ
っ
た
が、
青
年
た
ち
に

し
て
み
れ
ば
不
入
り
劇
場
と
い
い
な
が
ら
も
地
元
に
全
く
な
く
な
っ
て
み
る
と
憩
い
の
場
を
失
う
こ
と
と
な
り
物
淋
し
さ
を
感
じ
る

よ
う
に
な
っ
た
。
こ
う
し
た
空
気
を
い
ち
早
く
察
知
し
た
市
街
地
の
若
手
実
力
者、
吉
田
美
代
治、
中
山
親
孝、
瀬
川
幸
造
ら
が
中

心
と
な
り
“更
生
会
”
を
結
成、
従
来
の
馴
れ
合
い
主
義
を
打
破
し
白
滝
の
更
生
発
展
を
推
し
進
め
よ
う
と
し
た
。

こ
の
更
生
会
の
事
業
計
画
の
一つ
と
し
て
寄
付
金
を
募
り
昭
和
十
一
年
市
街
地
に
中
央
青
年
会
館
を
建
設、
青
年
の
教
養
鍛
練
の

場
と
し
て
各
種
催
し
の
場
と
し
て
、
戦
時
下
青
年
を
し
て
有
効
に
使
用
せし
め
た
。
戦
後
各
青
年
団
活
動
が
分
裂
し
、
中
央
青
年
会

館
を
他
の
娯
楽
施
設
に
転
用
し
よ
う
と
の
声
も
あ
り
、
結
局
遠
軽
町
遠
間
興
業
に
身
売
り
す
る
こ
と
と
な
り
、
昭
和
二
十
二
年
白
滝

劇
場
と
し
て
衣
替
え
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

ス
ト
ー
ブ

大
正
初
期
に
お
け
る
開
拓
農
家
の
暖
房
は
ほ
と
ん
ど
が
た
き
火
で
あ
っ
た
。
屋
根
の
一
部
を
切
り
開
き
、
火
防
と

煙
出
し
を
兼
ね
て
お
り
、
け
む
い
な
が
ら
も
冬
な
ど
火
が
一
番
のご
馳
走
で
も
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
た
き
火
の
家
は
特
に
ス
ス
が

た
ま
り
や
す
く
、
食
事
時
な
ど
湯
気
に
よ
っ
て
ス
ス
が
湿
り
、
茶
碗
の
中
な
ど
に
落
ち
る
こ
と
は
珍
し
い
こ
と
で
は
な
か
っ
た
よ
う

だ。薪
が
豊
富
で
あ
っ
た
本
村
と
は
い
え
、
薪
ス
ト
ーブ
と
付
属
品
で
あ
る
煙
筒
の
購
入
に
経
費
が
か
さ
み、
大
正
六
年
の
大
火
以
前
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に
は
薪
ス
ト
ー
ブ
の
姿
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
後
し
だ
い
に
薪
ス
ト
ー
ブ
を
取
付
け
る
家
庭
が
ふ
え、
昭
和
に
入り
鉄
道
が
開

通
し
て
か
ら
は
フ
ク
ロ
ク
式
と
か
カ
マ
ダ
式
と
呼
ば
れ
る
貯
炭
式
ス
トー
ブ
が
焚
か
れ
は
じ
め
た
が
、
良
質
の
石
炭
に
限
ら
れ
た
こ

れ
ら
ス
ト
ー
ブ
は
太
平
洋
戦
争
と
と
も
に
一
時
姿
を
消
し
、
こ
れ
に
代
っ
て
何
で
も
焚
け
る
と
さ
れ
て
い
た
ルン
ペ
ン
ス
トー
ブ
が

登
場
し
た
。
ま
た
こ
の
こ
ろ
燃
料
の
節
約
から
こ
れ
ま
で
捨
て
ら
れ
て
い
た
鋸
屑
が
特
殊
な
ス
トー
ブ
に
よ
っ
て
焚
か
れ
は
じ
め、

戦
後
最
盛
時
に
は
全
村
六
割
を
こ
え
る
家
庭
が
鋸
屑
ス
ト
ー
ブ
を
使
用
し
た
。
近
時
と
み
に
森
林
資
源
が
枯
渇
し
木
工
場
の
統
合
に

よ
っ
て
鋸
屑
の
産
出
量
も
激
減、
加
え
て
耐
寒
構
造
に
よ
る
家
屋
の
新
改
築
と
あ
い
ま
っ
て
鋸
屑
ス
ト
ー
ブ
は
漸
次
減
少
し
は
じ

め
代
っ
て
再
び
石
炭
ス
ト
ー
ブ
が
、
そ
し
て
石
油
ス
ト
ー
ブ
が
普
及
し
は
じ
め
て
い
る
。

で
ん
ぷ
ん
靴

本
村
開
拓
初
期
お
け
る
開
拓
者
の
履
物
は
主
と
し
て
ワラ
ジ
に
頼
っ
て
お
り
、
地
下
足
袋
な
ど
は
容
易
に
使
用

で
き
な
い
高
価
品
で
あ
っ
た
。
冬
は
も
っぱ
ら
白
木
綿
を
さ
し
た
ボ
ッ
コ靴
か
薬
で
造
った
ツ
マ
ゴ
を
履
き、
深
雪
時
な
ど
は
こ
れ

に
ハカ
ン
ジ
キル
を
は
い
て
歩
行
し
た
。
昭
和
初
期
に
な
っ
て
本
村
に
も
生
ゴ
ム
製
の
ゴ
ム
靴
が
入
っ
て
き
た
が
、
当
時
革
靴
よ
り

も
高
価
と
あ
っ
て
庶
民
に
は
縁
遠
い
も
の
の
一
つで
あ
っ
た
。
こ
の
生
ゴ
ム
靴
に
代
っ
て
出
現
し
た
の
が
俗
に
い
う
“で
ん
ぷ
ん
靴
=

で
あ
る
。
靴
全
体
に
白
い
粉
が
吹
き
出
し
て
お
り
、
し
か
も
粗
悪
品
で
破
れ
が
早
い
と
こ
ろ
か
ら
で
ん
ぷ
ん
を
混
入
し
て
製
造
し
た

も
の
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ、
で
ん
ぷ
ん
靴
と
呼
称
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
靴
が
安
価
で
あ
っ
た
た
め
著
し
い
普
及
を
示
し

た
。
戦
時
中
全
く
品
不
足
と
な
っ
た
ゴ
ム
靴
も
戦
後
消
費
者
増
か
ら
一
時
こ
の
種
の
で
ん
ぷ
ん
靴
が
出
回
っ
た
が、
平
和
産
業
の
発

達
に
よ
っ
て
し
だ
いに
影
を
ひ
そ
め、
今
日
に
お
い
て
は
全
く
見
ら
れ
な
い
品
と
な
っ
た
。

上
支
湧
別
電
気
利
用
組
合

日
華
事
変
が
長
期
化
し
世
界
大
戦
の
様
相
を
呈
し
は
じ
め
た
昭
和
十
六
年、
家
庭
ラ
ン
プ
用
石
油

の
配
給
も
し
だ
い
に
減
量
し
、
この
上
な
い
不
自
由
な
生
活
を
し
い
ら
れ
て
いた
。
こ
う
し
た
な
か
にあ
っ
て
上
支
湧
別
に
も
電
気
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を
起
し
明
る
い
文
化
生
活
を
と、
菊
地
善
吾、
本
田
晨
が
発
起
人
と
な
り
上
支
湧
別
電
気
利
用
組
合
を
結
成、
二
十
六
戸
の
賛
同
者

を
得
て
北
海
道
庁
に
出
願、
同
年
九
月
直
ち
に
工
事
着
工
と
な
っ
た
。
い
よ
い
よ
着
工
と
い
う
段
に
な
っ
て
経
費
負
担
の
不
安
と
家

庭
電
気
に
対
す
る
認
識
の
不
足
か
ら
加
入
者
の
う
ち
四
戸
が
脱
落、
二十
二
戸
の
組
合
員
を
も
っ
て
発
足
し
た
。
発
電
施
設
は
支
湧

別
十
線二
百
十
一
番
地
と
定
め
支
湧
別
川
を
利
用、
三
ツ
発
電
機
を
据
え
つ
け
総
工
事
費
六
千
八
百
円
に
て
加
入
組
合
員
全
戸
に

配
線、
同
十
六
年
十
一月
点
燈
と
な
っ
た。
翌
十
七
年
五
ず
ら
発
電
機
に
替
え
た
が、
こ
の
こ
ろ
よ
り
新
規
加
入
者
が
増
加し
総
数

三
十
八
戸
に
ま
で
伸
び
た。
こ
れ
が
た
め
容
量
に
不
足
を
来
た
し、
昭
和
十
九
年
発
電
施
設
を
支
湧
別
七
線
に
移
し
三
二
き
タ
(二
、

〇〇
〇
**)

の
発
電
機
を
備
え
昭
和
二
十
七
年
全
村
電
化
と
な
り
そ
の
施
設
に
包
括
さ
れ
る
ま
で
つ
づ
け
ら
れ
た
。

こ
れ
よ
り
さ
き
、
昭
和
二
十
年
地
理
的
関
係
で
組
合
が
分
裂
、
第
二
電
気
利
用
組
合
が
誕
生
、
施
設
を
支
湧
別
十
線
の
古
い
施
設

を
改
修
し
て
送
電
、
第
一
電
気
利
用
組
合
員
は
二
十
五
戸
、
第
二
電
気
利
用
組
合
は
十
九
戸
に
分
れ
て
し
ま
っ
た
。

旧
白
滝、
上
白
滝、
奥
白
滝
方
面
の
農
村
電
化

昭
和
二
十
年二
月
白
滝
発
電
所
の
設
置
に
よ
っ
て
市
街
地
住
民
は
明
る
い
生

活
を
営
む
こ
と
が
で
き
た
が、
昭
和二
十
一
年
六
月
に
は
上
白
滝、
奥
白
滝、
そ
し
て
下
白
滝
の
各
駅
に
も
送
電
工
事
を
終
え
配
電

点
燈
さ
れ
た
と
こ
ろ
、
た
ま
た
ま
白
滝
と
下
白
滝
の
中
間
に
位
す
る
旧
白
滝
部
落
が
無
燈
な
た
め
部
落
民
一
丸
と
な
っ
て
北
電
に
対

し
配
電
請
願
運
動
を
起
し
た
。

旧
白
滝
部
落
配
電
請
願
書

「当
部
落
は
石
北
線下
白
滝
駅
よ
り
白
滝
駅
附
近
に
至
る
約二
里
の
間
に
散
在
す
る
約三
〇
戸
の
純
農
村
部
落
で
地
味
肥
沃、
耕
地
面
積
約二
百
町

歩、
年
馬々
鈴
薯、
麦
類
、
澱
粉、
雑
穀
等
の
農
産
物
を
多
量
に
産
出
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
国
家
状
勢
の
変
転
に
伴
い
食
糧
の
飛
躍
的
増
産
は
焦

眉
の
急
を
告
げ、
農
村
の
電
化
事
業
も
近
時
漸
く
社
会
の
重
視
す
る
と
こ
ろ
と
な
り
各
地
に
お
いて
は
す
で
に
電
化
施
設
の
実
現
を
見
た
る
も
当
部

落
は
未
だ
之
が
機
会
に
恵
ま
れ
ず
、
御
承
知
の
如
く
殊
に
終
戦
後
は
燈
火
用
及
び
生
産
用
必
需
物
資
の
入
手
は
愈
困々
難
と
な
り、
且
又
、
配
電
施

四四二



設
な
き
た
め
生
産
に
及
ぼ
す
影
響
は
甚
大
なる
も
の
あ
り
、
依
而
す
で
に
二
、
三
年
以
前
よ
り
各
自
こ
れ
が
資
材
の
入
手
獲
得
等
を
な
し、
部
落
電

化
の
一
日
も
早
く
実
現
せん
こ
と
を
冀
っ
て
る
た
次
第
で
あ
り
ま
し
た
。

偶
本々
年
六
月
当
部
落
下
白
滝
駅
に
お
い
て配
電
点
燈
の
運
び
に
至
り
、
そ
の
幹
線
は
当
部
落
を
通
ず
る
鉄
道
線
路
に
沿
ひ
敷
設
さ
れ、
こ
れ
が

共
同
許可
の
御
高
配
を
い
た
だ
け
ま
す
な
ら
ば
部
落
電
化
の
絶
好の
機
会に
て
如
何
な
る
隘
路
障
碍
も
必
ず
克
服
い
た
し
之
が
実
現
を
期
すべ
く
部

落
全
員
一
丸
と
なり
電
化
速
進
請
願
運
動
を
展
開
い
た
す
こ
と
に
相
成
っ
た
次
第で
ご
ざ
い
ま
す
。

何
卒
部
落
民
の
衷
情
御
賢
察
の
上
特
段
の
御
高
配
相
仰
度
こ
こ
に
部
落
民
連
署
、
左
記
参
考
事
項
を
具
し
此
段
懇
願
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
り

ま
す
。

記
一、
白
滝
発
電
所
よ
り
下
白
滝
駅
ま
で
の
幹
線
が
当
部
落
を
通
じ
部
落
全
戸
は
全
部
こ
の
幹
線
に
沿
ひ
散
在
せ
り

二、
資
材
(線、
変
圧
器、
碍
子
等)
は
大
半
部
落
民
に
お
い
て
入
手
保
有
す

三
、
電
柱
は
各
自
所
有
地に
相
当
数
量
あ
り
、
尚
不
足
分
の
官
林
払
下
現
物
は
近
距
離
に
し
て
造
材
搬
出
し
条
件
最
適
な
り

四、
敷
設
工
事
に
要
す
る
労
役
は
一切
部
落
民
に
お
い
て
担
当
し
且
つ
物
質
的
精
神
的
の
奉
仕
援
助
を
を
し
ま
ず

昭
和二
一
年
八
月
一二
日

旧
白
滝
部
落
請
願
者
一
同
(氏
名…
…
略
)

部
落
民
の
熱
意
が
北
電
に
通
じ
、
つ
い
に
昭
和二
十
二
年
二
月
旧
白
滝
部
落
は
電
化
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
と
同
じ
よ
う
な
経
過
が
上
白
滝
部
落
に
もみ
ら
れ
、
旧
白
滝
の
電
化
に
よ
っ
て
上
白
滝
部
落
も
請
願
に
立
ち
あ
が
り
、
昭
和

二
十
三
年三
月
上
白
滝
部
落
の
電
化
が
実
現
し
た
の
で
あ
る
。

ま
た
奥
白
滝
部
落
は、
昭
和
十
年
白
滝
市
街
に
布
田
木
工
場
か
ら
の
電
気
供
給
を
う
け
て
点
燈
さ
れ
た
経
過
に
刺
激
さ
れ
て、
奥

白
滝
の
岸
利
七
も
自
家
水
力
発
電
を
計
画
、
昭
和
十
一
年
夏
水
力
ター
ビ
ン
に
よ
る
発
電
を
お
こ
し
、
こ
の
電
力
を
奥
白
滝
駅
お
よ

び
奥
白
滝
市
街
お
よ
そ
三
十
戸
に
配
電
を
行
な
った
。
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村
営
白
滝
発
電
所

昭
和
七
年
石
北
線
が
全
通
し
市
街
地
の
形
態
も
一
応
と
と
の
っ
た
も
の
の
、
い
か
ん
せ
ん
ラン
プ
生
活
は

心
晴
れ
や
か
な
ら
ず
、
一部
自
家
発
電
を
な
し
て
点
燈
し
て
い
る
以
外
は
夕
方
薄
暗
く
な
る
と
電
燈
の
明
り
が
恋
し
く
な
る
の
を
覚

え
た
。
布
田
富
蔵
経
営
の
木
工
場
が
自
家
水
力
発
電
に
よ
っ
て
操
業
し
て
い
た
が、
そ
の
余
剰
電
力
を
市
街
地
の
一部
に
送
電
し
て

も
ら
う
べ
く
市
街
住
民
の
歎
願
と
北
電
の
仲
介
と
に
よ
っ
て
昭
和
十
年
八
月
白
滝
駅
を
含
め
市
街
地
に
電
力
供
給
開
始
さ
れ
た
。
も

と
よ
り
北
電
(当
時
の
名
称
は
大
日
本
電
力
株
式
会
社)
に
対
す
る
発
電
所
設
置
の
請
願
は
根
強
く
続
け
ら
れ
て
い
た
が、

一方
札

幌
通
信
局
に
対
し
て
も
左
の
ご
と
き
歎
願
書
を
部
落
民
連
署
を
も
っ
て
提
出、
哀
願
にこ
れ
つ
と
め
た
。

歎

願
昭
和
四
年石
北
線
鉄
道
開
通
ニ
依
リ
当
白
滝
へ戸
数
百
数
十
戸
ラ
有
シ、
火
防
ソ
ノ
他
市
街
ノ繁
栄
上
燈
電
ノ
必
要
に
依
り
当
時
北
海
電
燈
会

社
ニ
点
燈
方
ッ
数
度
歎
願
交
渉
仕
り
候
所、
戸
数
点
燈
数
ノ
関
係
上
採
算
ニ
満
タ
ザ
ル為
メ
ト
ノ
理
由
ニ
依
リ
自
然
配
電
区
ノ
権
利
放
棄
ノ
状
態
ニ

テ
今
尚
燈
電
ノ
域
ニ
達
セザ
ル次
第
ニ
テ
候、
今
回
当
地
布
田
富
蔵
氏
ニ
於
テ
自
家
用
電
燈
ノ
承
認
相
成
点
燈
仕
リ
候
為
メ
此
レ
ガ
是
非
共
市
街
ニ

配
電
方
ラ
交
渉
仕
り
候
所、
御
所ノ
許
可
無之
タ
メ配
給
出
来
ザ
ル旨
申
候
間、
御
承
知ノ
如
ク
当
地
モ数
回
ニ
及
ビ
シ火
災
有
之
、
火
防
上
当
市

街
繁
栄
上
電
燈
へ
急
務
っ
要
ス
ル
次
第
ニ
ツ
キ
布
田
氏
又
ハ
大
日
本
電
力
両
者
何
レ
ニ
テ
モ
ヨ
ロシ
ク
候
間、

一日
モ
早
ク
燈
電
相
成
様
御
配
慮
下

サ
レ
度
此
ノ
段
部
落
民
連
署
ラ
以
ッ
テ
歎
願
仕
リ
候
也
(
注
・
連
署
名…
…
略)

昭
和
一
〇
年
九
月
六
日

札
幌
通
信
局
長
殿

ま
た
、
大
日
本
電
力
株
式
会
社
に
対
し
て
行
な
っ
た
波
状
的
請
願
に
、
次
の
ご
と
き
書
簡
を
白
滝
に
寄
せ
て
き
た
。

鈴
木
白
滝
区
長
殿

垣
内
白
滝
駅
長
殿

…
…
…
書

簡………...

・
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大
日
本
電
力
株
式
会
社

藤
森

賢
三

拝
啓
時
下
寒
冷
ノ
候
愈
御々
多
祥
之
段
奉
賀
候

陳
者
兼
ネ
テ
ョ
リ
御
尽
力
賜
ハ
リ
候
白
滝
市
街
地
電
燈
供
給
ノ
件
ハ
布
田
氏
及
当
方
ノ
互
譲
ニ
ョ
リ
両
者
間
二
下
交
渉
成
立
希
望
実
現
ノ
緒
ニ
付
キ

申
候
コ
ト
へ
御
同
慶
至
極
ノ
コ
ト
ト
存
候

弊
社
ハ
一日
モ早
ク
計
画
ラ
実
現
点
燈
致
シ
度
ト
存
シ
候
モ
何
分
通
信
当
局
ニ
認
可
申
請
認
可
相受
ケ
タ
ル
上
ナ
ラ
デ
ハ
工
事
実
施
致
シ
兼
ネ
ル
次

第
二
候
間
実
施
迄
ニ
ハ
尚
ホ
相
当
日
数
⇒
要
ッ
年
内
点
燈
ノ見
込
ハ
全
然
無
之
カト
存
候

右
事
情
御了
察
/
上
部
落
並
二
駅
関
係
各
位
二
可
然
御
伝
言
被下
度
願
上
候

昭
和
一〇
年
一
二
月二

一日

昭
和二
十
年、
戦
争
の
熾
烈
化
に
よ
っ
て
各
木
工
場
は
軍
需
材
の
製
産
に
昼
夜
兼
行
の
増
産
が
強
い
ら
れ
た
が、
こ
れ
が
た
め
布

田
木
工
場
の電
力
に
余
剰
が
生
じ
な
く
な
り
一
般
家
庭
へ
の
送
電
が
困
難
に
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
が
起
因
し
て
北
電
に
お
いて
は
送

電
継
続
の
原
規
に
の
っ
と
り
郵
便
局
裏
手
湧
別
川
ほ
と
り
に
適
地
を
求
め、
最
大
出
力
五
二
き
タ
の
発
電
所
を
建
設、
昭
和二
十
年

三
月
よ
り
市
街
地
区
家
庭
に
電
気
の
供
給
を
行
な
っ
た
が、
年
と
と
も
に
需
要
家
庭
も
ふ
え
、
さ
ら
に
動
力
使
用
の
各
種
工
場
も
出

来
る
に
至
っ
て
日
に
増
し
電
力
の
不
足
が
生
じ
発
電
所
施
設
の
増
設
も
思
う
に
ま
か
せ
ず、
し
か
も
市
街
周
辺
に
限
ら
れ
た
点
燈
の

た
めこ
れ
が
対
策
と
し
て
村
営
発
電
所
建
設
の
議
が
村
議
会
に
お
い
て
も
真
剣
に
討
議
さ
れ、
電
気
事
業
委
員
会
を
設
け
全
村
電
化

の
線
に
沿
っ
て
昭
和
二
十
六
年
十
月
十
八
日
白
滝
村
東
区
ホ
ロ
カ
沢
入
口
に
ほ
ど
近
い
湧
別
川
沿
い
に
発
電
所
諸
施
設
工
事
着
工
、

同
時
に
配
電
線
工
事
も
進
め、
財
源
難
に
あ
え
ぐ
あ
ら
ゆ
る
悪
条
件
を
克
服
し
て
総
額
四
千
七
百
有
余
万
円
に
の
ぼ
る
工
事
費
を
投

入
し
、昭
和
二
十
七
年
九
月二
十
八
日
諸
工
事
竣工
と
同
時
に
一
斉
送
電
を
開
始し
傘
下
需
要
家
庭
全
村
五
百
七
戸
に
点
燈
さ
れ
た
。

発
電
所
工
事
費

配
電
線
工
事
費

二
千
八
百
九
十
万
円

第
九
章
生
活
文
化

四四五

一千
百
十
万
円

草
「々
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二
百
九
十
万
円

四
百
四
十
万
円

四
千
七
百
三
十
万
円

出
力
最
大
二
七〇
き
ゅ

常
時
二
二
〇
キ
ッ ッ

こ
う
し
て
北
電
白
滝
発
電
所
な
ら
び
に
村
立
白
滝
発
電
所
よ
り
供
給
さ
れ
た
電
力
は
全
村
八
百
三
十
四
戸
、
開
拓
地
の
最
奥
に
至

る
ま
で
完
全
に
点
燈
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。
し
か
も
余
剰
電
力
は
林
産
加
工
に
ま
た
は
農
産
加
工
に
電
力
の
供
給
を
な
し
本
村
発
展

の
た
め
大
い
に
益
し
た
の
で
あ
る
。

第
十
章
村
章
の
制
定

白
滝
村
と
し
て
独
立
以
来
日
に
月
に
躍
進
を
つ
づ
け
て
い
た
が
、
い
か
ん
せ
ん
村
の
象
徴
た
る
紋
章
が
決
っ
て
お
ら
ず
、
一抹
の

哀
愁
を
感
ぜ
ず
に
はお
ら
れ
な
か
っ
た。
そ
こ
で
分
村
第
三
周
年
を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て
村
章
の
制
定
を
な
す
べ
く
、
昭
和
二
十三

年
七
月
広
く
村
民
よ
り
左
記
の
ご
と
き
要
旨
で
村
章
の
募
集
を
行
な
っ
た
。

村
章
募
集
に
つ
い
て

来
る
八
月
一
日
の
分
村
第三
周
年
を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て、
今
般
左
記
要
領
に
よ
っ
て
村
章
を
広
く
村
民
の
皆
さ
ん
から
募
集
致
し
ま
す
。
愛
村

の
念
に
燃
ゆ
る
皆
さ
ん
の
熱
情
を
一
編
の
村
章
に
託
し
て
多
数
の
応
募
を
期
待
し
ま
す
。
奮
っ
て
応
募
下
さ
い。

一
趣
旨
と
目
的

新
生
白
滝
村
の
発
足
を
永
久
に
記
念
し
、
併
せ
て
村
民
の
誰
か
ら
も
親
し
み
深
く
愛
せ
ら
れ、
白
滝
村
の
限
り
な
い
発
展
を

記

象
徴
す
る
も
の
。

四四六

雜
工
事
費

工
事
雑
費

計



第
十
章
村
章
の
制
定

原

図

W2A

白
滝
村
紋

章

-10cm

2
c
m

-6.5cm→

2c
m

-3cm

二
応
募
先

白
滝
村
役
場

図
案
化
し
た
も
の
を
ハ
ガ
キ大
の
用
紙
に
明
瞭
に

記
載
し、
住
所、
氏
名、
年
齢
を
裏
面に
記
載
す

る
こ
と
。
尚
、
参
考
と
し
て
図
案
の
説
明
を
附
け

て
も
よ
い
。

昭
和二
三
年
七月
二
〇
日

昭
和二
三
年
八
月
一
日

一等
一点
、
二
等
二
点
、
三
等
三
点

応
募
は
一人
何
編
で
も
よ
い。
原
稿
は
一
切
返
却

し
な
い。
審
査
は
村
長
の
定
め
た
委
員
に
委
嘱
し

決
定
す
る
。

村
章
に
対
す
る
村
民
の
関
心
意
外
に
高
く、
期
日
ま
で
に
四
十
五

点
の
作
品
が
応
募
さ
れ
た
。
いず
れ
劣
ら
ぬ
優
秀
な
各
作
品
に
、
こ

れ
が
決
定
に
慎
重
を
期
す
る
た
め
専
門
家
に
審
査
を
ゆ
だ
ね
る
こ
と

と
し、
東
京
美
術
学
校
図
案
部
教
事
室
に
勤
務
せ
る
図
案
家
高
田
正

二
郎
教
授
に
依
頼、
ここ
に
入
賞
者
が
決
定
し
た
。
すな
わ
ち

青
山
喜

直
(上
支
湧
別
)

広
(上
支
湧
別
)

二
等

鈴
木

四四七

1
等 そ

の
他 賞 表

四
応
募
資
格
者

白
滝
村
民

六
発

五
応
募
の
締
切

三
応
募
要
領
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三
等

四
等

布
田

三
木
克
己
(白

勇
(
白

滝 滝
)

か
く
し
て、
専
門
家
に
よ
る
審
査
依
頼
の
た
め
当
初
計
画
の
発
表
よ
り
遅
延
し
た
が、
昭
和
二
十
四
年
七
月
の
村
議
会
議
員
協
議

会
に
お
い
て、
入
選
第
一
席
の
作
品
を
“村
の
紋
章
"
と
し
て
採
用
す
る
こ
と
を
決
定
、
昭
和二
十
四
年
八
月
一
日
白
滝
村
告
示
第

十
九
号
を
も
っ
て
村
章
を
制
定
し
た
の
で
あ
る
。

別
掲
の
村
章
は
、
白
滝
の
「
白
」
を
波
紋
に
模
し
、
無
限
の
発
展
を
表
わ
し
た
も
の
で
あ
る
。

四四八
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第
一
章
道
路
交
通
の
今
昔

蝦
夷
時
代
の
北
海
道
に
道
路
が
あ
る
は
ず
が
な
く
、
北
海
道
の
開
拓
が
主
と
し
て
海
岸
線
か
ら
拓
け
た
こ
と
か
ら
で
も
知
れ
る
よ

う
に、
往
来
は
ほ
と
ん
ど
舟
に
よ
る
海
上
交
通
が
主
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。
し
か
し
て
ひ
と
た
び
陸
地
に
上
る
と
樹
木
熊
笹
雑
草
等
繁

茂
し
、
往
来
に
は
笹
草
を
踏
み
分
け
て
、
つ
いに
は
そ
の
足
跡
に
よ
っ
て
自
然
に
一
本
道
が
出
来
て
い
っ
た
。
ま
た
山
嶺
を
越
え
る

時
は
川
を
通
り
渓
谷
伝
い
に
登
り
、
渓
谷
に
沿
っ
て
降
り
、
ま
た
時
と
し
て
は
熊
鹿
の
歩
い
た
道
を
通
行
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ

ら
が
本
道
に
お
ける
道
の
はじ
め
と
いえ
よ
う
。

享
和
年
間
(一
八〇
一
‒‒一八

〇
四)
よ
り
万
延
年
間
(一
八
六
〇
‒‒一
八
六
一)
に
か
け
て
函
館
よ
り
海
岸
線
に
沿
っ
て
室
蘭、

広
尾、
釧
路
を
経
由
し
根
室
に
至
る
間
の
険
難
個
所
の
修
築
を
は
じ
め、
道
内
各
所
に
お
い
て
部
分
的
に
道
路
の
開
発
が
行
な
わ
れ

て
い
た
が
、
も
ち
ろ
ん
労
働
力
の
乏
し
い
当
時
の
こ
と
ゆ
え
、
道
路
と
は
名
ば
か
り
で
径
路
と
い
っ
た
方
が
適
当
で
あ
っ
た
ろ
う
。

札
幌
に
開
拓
使
庁
が
設
置
さ
れ
て
以
来
、
本
道
の
開
発
は
ま
ず
道
路
網
の
整
備
拡
充
で
あ
る
こ
と
の
方
針
を
か
た
め
、
明
治
五

年
二
月
札
幌
・
函
館
間
の
道
路
開
設
を
手
始
め
と
し
、
海
岸
沿
い
に
全
道
を
一周
す
る
道
路
の
改
良
に
着
手
し
、
年
を
経
て
岩
村

通
俊
が
明
治
十
九
年
一月
北
海
道
初
代
長
官
に
就
任
す
る
や
、
拓
殖
政
策
の
第
一
義
と
し
て
い
よ
い
よ
道
路
の
完
成
に
意
欲
を
燃
や

第
一
章
道
路
交
通
の
今
昔

四四九
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し
、
内
陸
の
交
通
を
さ
ら
に
充
実
せ
ん
も
の
と
の
綿
密
な
計
画
を
樹
て
、
内
陸
の
中
央
を
横
断
す
る
幹
線
道
路
と
こ
れ
に
合
流
す
る

各
支
線
道
路
の
開
削
に
着
手
す
る
こ
と
と
し
、
ま
ず
札
幌
・
市
来
知
(い
ま
の
三笠
市
)
間
道
路
が
明
治二
十
年
に
完
成、
つ
づ
い

て
市
来
知
・
忠
別
太
(い
ま
の
旭
川
)
間
=
上
川
道
路
と
い
う
=、
月
形
・
増
毛
間、
釧
路
・
網
走
間、
標
茶
・
厚
岸
間
な
ど
の
道

路
開
削、
有
珠・
室
蘭
間
の
道
路
改
修
な
ど
次
と々
着
工
さ
れ
た
。

明
治
二
十
二
年
上
川
道
路
の
延
長
と
し
て
旭
川
・
網
走
間
の
道
路
開
削
が
は
じ
め
ら
れ
た。
上
川
道
路
と
対
比
し
て
「北
見
道
路

ま
た
は
北
見
新
道
」
と
呼
ん
で
い
た
。
世
に
い
う
「
中
央
道
路」
と
は、
正
し
く
は
札
幌
・
網
走
間
を
い
う
の
で
あ
る
。

中
央
道
路
(旭
川
・
網
走
間
)

中
央
道
路
(
旭
川
・
網
走
間
)
は、
網
走
に
起
り
端
野
、
留
辺
蘂
、
佐
呂
間
、
野
上
を
経
て
白
滝
に
入
り
、
さ
ら
に
北
見
峠
を
越

え
上
川、
愛
別
を
通
り
旭
川
に
至
る
全
長
五
十
七
里
十
四
町
十
一
間
(二
二
五
四
〇
二
ぶ
)
の
仮
定
県
道
、
い
わ
ゆ
る
殖
民
道
路

で
あ
る
。

拓
殖
と
北
辺
の
防
衛
上
き
わ
め
て
重
要
視
さ
れ
て
い
た
中
央
道
路
(旭
川
・
網
走
間)
が
起
工
さ
れ
る
ま
で
の
経
過
を
『湧
別
兵

村
誌
』
に
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
あ
る
。

明
治二
十
一
年
、
時
の
北
海
道
長
官
永
山
武
四
郎
は
部
下
に
対
し
て
「今
ヤ
中
央
政
府
財
政
多
端
ニ
シ
テ
歳
出
入
償
ハ
ズ
、
本
部

殖
民
事
業
ニ
於
テ
緊
急
必
要
ナ
ル
事
業
ト
雖
モ
国
庫
ニ
仰
ガン
ト
ス
ル
ハ望
ム
ベ
カ
ラ
ザ
ル
コ
ト
ト
ス、
本
年
度
ニ於
テ
上
川
郡
忠

別
太
(旭
川
)
ョ
リ
北
見
国
網
走
ニ
至
ル
新
道
ッ
開
削
シ
以
テ
南
北
交
通
ノ
連
絡
ラ
図
ラ
ン
ト
ス、
要
ス
ル
ニ兵
備
上
殖
民
上
最
緊

急
ノ
事
業
ナ
リ
、
シ
カ
レ
ド
モ
土
木
費
用
不
足
ニ
シ
テ
工
費
ノ
出
途
ナ
ン
、
ヨ
ロシ
ク
細
費
節
約
シ
、
ソ
ノ
残
余
金
ラ
以
テ
土
木

費
ニ
充
用
シ
、
忠
別
太、
網
走
間
ノ
工
費
⇒
補
填
スベ
シ
」
と
訓
示
し
て
い
る
が、
こ
のこ
と
に
よ
っ
て
も
い
か
に
旭
川
・
網
走
間

四五O



の
中
央
道
路
が
必
要
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
も
の
で
あ
っ
た
か
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

か
く
し
て
明
治二
十
二
年
六
月
空
知
集
治
監
の
囚
徒三
十
七
名
を
使
役
し
旭
川
・
網
走
間
の
仮
道
路
(道
幅の
せ
ま
い
通
路)
を

開
削
し
、
同
年
十
月
旭
川
側
よ
り
本
格
的
な
道
路
工
事
着
工
し
た
が
ま
も
な
く
降
雪
期
に
入
り
い
っ
た
ん
工
事
を
休
止
、
翌
二
十
三

年
四
月
工
事
再
開
し
、
エ
ー
カ
ウ
ス
(伊
香
牛
)
ま
で
の
約
二
三
ま
ぶ
(五
里
余)
を
空
知
集
治
監
囚
徒
の
労
役
に
よ
り
同
年
十
月

完
工
、
引
き
つ
づ
き
囚
徒
を
し
て
上
川
方
面
に
向
っ
て
開
削
を
行
な
わ
せ
る
予
定
で
あ
っ
た
が、
使
役
に
供
す
る
囚
徒
が
不
足
で
あ

っ
た
た
め、
工
事
の
遅
延
を
考
慮
し
一部
を
民
間
に
請
負
わ
す
こ
と
に
決
め、
伊
香
牛
・
石
狩
ルベ
シベ

(い
ま
の
中
越)
間
約
四

○
ま
ぶ
(十
里
)
を
札
幌
の
佐
藤
倉
吉
が
請
負
っ
て
明
治
二
十
三
年
五
月
着
工
、
同
年
十
一月
完
成
し
た
。

こ
の
年
八
月
網
走
の
原
鉄
次
郎
を
案
内
役
と
し
、
十
一
日
間
を
要
し
て
網
走
・
旭
川
間
人
跡
未
踏
の
山
野
を
踏
査
し
、
囚
人
収
容

の
宿
泊
所
建
設
地
の
選
定
を
し
、
翌
二
十
四
年
四
月
さ
き
に
開
設
さ
れ
た
仮
道
路
に
沿
っ
て
道
庁
技
師
佐
藤
勇
主
任
ら
一
行
が
路
線

の
実
測
を
行
な
い
、
網
走
側
よ
り
た
だ
ち
に
囚
人
の
手
に
よ
り
工
事
が
は
じ
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

さ
て
、
本
州
府
県
よ
り
囚
徒
の
北
海
道
へ
の
島
送
り
、
あ
る
い
は
函
館
戦
争
の
残
党
な
ど
、
こ
れ
ら
囚
人
を
し
て
北
海
道
の
開
拓

に
従
事
せ
し
め
て
い
た
が、
明
治
十
四
年
樺
戸
集
治
監
の
創
設
と
と
も
に
全
国
の
重
刑
犯
を
収
監
し
、
主
と
し
て
開
墾
農
耕、
道
路

開
削、
採
炭、
建
築
架
橋
に
使
役
し
た
。

か
く
て
翌
十
五
年
に
は
空
知
分
監
が、
同
十
八
年
釧
路
分
監、
同
二
十
四
年
網
走
分
監
、
同
二
十
八
年
十
勝
分
監
が
そ
れ
ぞ
れ
設

置
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

中
央
道
路
(旭
川
・
網
走
間)
も
一
部
を
の
ぞ
き
大
半
が
こ
う
し
た
囚
人
を
使
役
し
て
突
貫
作
業
が
進
め
ら
れ
た
。
次
に
の
べ
る

工
事
概
況
は
網
走
分
監
の
担
当
で
あ
っ
た
網
走
・
北
見
峠
間
に
お
け
る
も
の
で
、
『網
走
刑
務
所
沿
革
史』
よ
り
ひ
ろ
っ
て
み
る
と
、

第
一
章
道
路
交
通
の
今
昔

四五一
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時
の
北
海
道
庁
長
官
永
山
武
四
郎
が
網
走
・
北
見
峠
間
道
路
開
削
の
訓
令
を
発
し
て
以
来、
活
発
に
準
備
が
進
め
ら
れ、
明
治
二

十三
年
中
に
網
走
郡
能
取
村
字
最
寄
に
囚
人
宿
泊
所
(仮
分
監)
お
よ
び
仮
事
務
所
を
建
て
釧
路
集
治
監
よ
り
囚
徒
八
百
名
(の
ち

千
百
名
余
と
な
る
)
を
移
し
、
敷
地
の
整
備、
溝
渠
の
築
造
、
官
舎
等
の
建
築
に
使
役
し
た
。
翌
二
十
四
年
四
月
融
雪
を
ま
っ
て
い

よ
い
よ
道
路
の
開
削
に
着
手
し
た
の
で
あ
る
。
使
役
方
法
は
同
沿
革
史
に
は
、
「終
点
ま
で
(網
走・
北
見
峠
間の
こ
と)
十
三
区
域
に

分
け、

一区
間
に
看
守
長
一
名、
監
督
補
助
二
名
(看
守
部
長)、

看
守
十
二
名
を
配
置、
囚
人
二
百
名
を
も
っ
て
一
組
と
し
、
一

区
間
は二
里
乃
至
三
里
と
な
し
仮
泊
所
を
設
け、
分
担
区
域
は
双
方
か
ら
着
手
必
ず
そ
の
中
間
に
於
て
成
功
を
期
す
る
こ
と
と
し
、

竣
工
す
る
と
直
に
前
進
し
次
の
区
に
移
り、
国
境
ま
で
達
す
る
よ
う
に
し
た
」
と
あ
る
。

こ
う
し
た
作
業
方
法
が
互
い
に
競
争
意
識
を
た
か
め、
つ
い
に
は
不
眠
不
休
の
作
業
と
な
り、

一区
間
わ
ず
か
一
カ
月
余
に
し
て

竣
工
し
た
個
所
も
少
な
く
な
か
っ
た
と
の
記
録
も
あ
る
が、
今
に
し
て
想
え
ば
驚
異
的
作
業
能
力
と
い
え
よ
う
。
今
一
度
『網
走
監

獄
沿
革
史』
を
引
用
す
る
と
、
「過
度
ノ
労
働
ハ
健
康
⇒
害
シ、
不
検
束
ト
役
事
ノ
困
苦
ハ
多
数
ノ
逃
走
者
出
サ
セ
ン
モ、
更

ニ
他
顧
ス
ルト
コ
ロ
ナ
ク
一
意
専
心
、
唯
ダ
工
事
ノ
速
成
⇒
期
セン
ト
セ
シ
モ
ノ
ノ
如
ク
ナ
リ
シ
。
特
二
粗
雑
ノ
休
泊
所
ニ多
数
フ

雑
居
セシ
メ
タ
ル
ガ
タ
メ
弊
害
百
端、
余
弊
今
日
ニ
及
ベ
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
少
シ
ト
為
サ
ズ
。
又、
当
時
最
モ
困
難
⇒
感
シ
タ
ル
ハ
医

事
衛
生
ニ
関
ス
ル
事
項
ト
ス、

一時
的
ノ
仮
泊
所
固
ョ
リ
飲
料
給
水
ノ
方
法
ア
リ
得ベ
ク
ノ
理
ナ
ク
、
加
フ
ル
ニ
霖
雨
連
日
ニ
渉
り

一
種
ノ
水
腫
病
⇒
発
ツ、
日
数々
名
ノ
新
患
者
⇒
出
シ
タ
ル
モ
荆
棘
無
人
ノ
間、
道
路
相
隔
リ
、
日
休々
泊
所
⇒
巡
診
セ
ン
コ
ト
一

医
員
ノ
到
底
能
ク
スベ
キ
ト
コ
ロニ
アラ
ザ
ル
ヨ
以
テ
療
養
看
護
自
ラ
違
算
ナ
キ
能
ハ
ズ、
夏
期
数
カ
月
ノ
間、
死
者
百
以
上
弓
算

ス
ルニ
至
ル」。

かく
の
ご
と
く
想
像
を
絶
す
る
酷
使
に
つぐ
酷
使
に
よ
っ
て
き
わ
め
て
多
く
の
犠
牲
者
を
出
し
、
つ
いに
工
事
着

手
以
来
わ
ず
か
七
カ
月
余
り、
す
な
わ
ち
明
治
二
十
四
年
十
一
月
末、
網
走
・
北
見
峠
間三
十
九
里
余
(約
一
五
六
き
)
の
完
成
を

四五二



み、
ここ
に
旭川
・網
走
間
は
全
通
し
た
の
で
あ
る
。
この
間
の
道
路
幅は
お
お
む
ね
三
間
(五
・四
)
で
、
地
勢
上
や
む
を
え

ぬ
と
こ
ろ
は
二
間
(三
・六
け)
と
し
、
総
工
費
八
万
千
四
百
五
十
円
を
要
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
ま
た、
囚
人
の
酷
使
に
よ
っ

て
網
走
・
北
見
峠
間
の
工
事
中
百
八
十
六
名
の
多
き
の
ぼ
る
い
た
ま
し
い
死
亡
者
(「丸
瀬
布
郷
土
史
』
に
よ
る
と
二
百
三
十
八
名

と
し
て
い
る
が)
が
出
て
い
る
が、
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
も
こ
の
工
事
が
い
か
に
悽
惨
を
き
わ
め
た
も
の
で
あ
っ
た
か
を
う
か
が
い

知
る
こ
と
が
で
き
る
。
旭
川
・
網
走
間
中
央
道
路
の
大
半
が
こう
し
た
囚
人
によ
っ
て
開
削
さ
れ
た
た
め、
別
名
を
囚
人
道
路
と
呼

ば
れ
た
ゆ
え
ん
も
こ
こ
に
起
因
す
る
で
あ
ろ
う
。

北
海
道
開
拓
に
策
も
な
く
酷
使
さ
れ
た
囚
徒
は、
そ
の
作
業
内
容、
労
働
条
件
から
考
え
て
も
明
ら
か
に
二
重
刑
に
価
す
る
も
の

で
人
権じ
ゅ
う
り
ん
も
甚
だ
し
い
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
中
央
道
路
の
過
激
な
酷
使
が
契
機
と
な
っ
て
し
だ
い
に
使
役
囚
に
対
す

る
同
情
的
世
論
が
た
か
ま
り、
つ
い
に
明
治二
十
七
年
徒
刑
囚
人
の
重
労
土
工
は
取
り
や
め
と
な
っ
た
。

な
お
さ
き
に
開
通
し
た
旭
川
・網
走
間
中
央
道
路
は
一
部
補
修
の
必
要
が
生
じ
た
た
め
入
念
な
改
良
工
事
が
明
治
二
十
五
年
に
行

な
わ
れ、
道
央
と
の
連
絡
上
枢
要
な
幹
線
道
路
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

明
治
三
十
一
年
札
幌
・
旭
川
間
鉄
道
の
全
通
に
と
も
な
い
中
央
道
路
が
郵
便
通
送
路
線
と
な
り
大
い
に利
用
さ
れ
た
。
そ
の
後
、

紋
別
・
名
寄
間
の
道
路
が
開
通、
さ
ら
に
旭
川
・
名
寄
間
鉄
道
の
開
通
に
よ
っ
て、
明
治三
十
七
年
十
月
通
送
路
線
は
名
寄
経
由
に

変
更
さ
れ
中
央
道
路
の
通
送
路
線
は
廃
止
と
な
っ
た
が
そ
の
後
も
引
き
つ
づ
き
鉄
道
に
よ
る
輸
送
が
行
な
わ
れ
る
ま
で
郵
便
通
送
は

つづ
け
ら
れ
た
。

駅
通

道
路
が
開
削
さ
れ
ず
、
交
通
機
関
も
発
達
せ
ず
、
通
信
業
務
も
備
わ
っ
て
い
な
い
本
道
開
拓
初
期
に
お
け
る
旅
人
の
苦
労
は
想
像

第
一
章
道
路
交
通
の
今
昔

四五三
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以
上
の
も
の
が
あ
っ
た。
幕
府
時
代
に
道
内
各
場
所
の
会
所、
運
上
屋
、
大
番
屋
、
通
行
屋
と
称
せ
ら
れ
た
も
の
は
本
務
の
ほ
か
、

こ
れ
ら
旅
人
の
飲
食、
宿
泊
に
も
供
さ
れ
て
い
た
。
明
治二
年
開
拓
使
設
置
当
時、
道
内
の
会
所
お
よ
び
運
上
屋
は
百
二
十
六
カ

は
たご

や
へ
い

所
を
数
え
て
い
た
が、
こ
れ
ら
す
べ
て
本
陣
と
改
称、
明
治
五
年
一月
本
陣
の
名
称
を
旅
籠
屋
弁
と
改
め、
同
年
四
月
旅
籠
屋
と
改

め
通
信
人
や
旅
人
の
宿
泊
を
許
し
、
そ
の
う
え
希
望
に
よ
っ
て
遊
女
を
置
く
こ
と
を
も
許
さ
れ
た
の
で
あ
る
(こ
の
娼
妓
の
廃
止
に
つ

い
て
は
確
と
し
た
資
料
に
乏
し
い
が
、
明
治
十
一年
十
一
月
開
拓
使
函
館
支
庁
布
達
の
宿
泊
営
業
規
則
第
十
条
に
「売
淫
ニ
類
ス
ル
猥
褻
ノ
所
業
ラ
ナ
ス

可
ラ
ズ
若
シ
違
犯
ノ
者
ア
ラ
バ
九
年
八
月
第
八
十
五
号
布
達
売
淫
罰
則
ニ
照
シ
処
分
ス
ベ
シ
」
と
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
明
治
九
年
頃
よ
り
駅
通
に
娼
妓
を

置
く
こ
と
が
禁
止
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る)。

翌
五
月
に
は
駅
通
所
と
改
称
し
取
扱
人
を
お
い
て
そ
の
業
務
を
担
当
さ
せ
た
。
し
か
し
辺

地
に
お
い
て
は
旅
人
の
宿
泊
も
少
な
く
駅
通
維
持
も
容
易
で
な
か
っ
た
の
で、
そ
の
多
く
は
漁
場
持
に
委
託
し
駅
通
存
続
に
努
め

た
。
明
治
九
年
九
月
漁
場
持
の
廃
止
に
よ
っ
て
駅
通
の
運
営
方
法
も
変
り、
駅
通
取
扱
役
を
置
き
こ
れ
に
年
額
八
十
円
の
補
助
金
を

支
給
し
官
馬
の
貸
与
あ
る
い
は
廉
価
に
て
払
い
下
げ
る
な
ど
の
措
置
を
と
り
、
駅
を
独
立
経
営
の
姿
と
し
た
。
この
こ
ろ
網
走
地

方
に
は
斜
里
・
網
走
・
紋
別
の
各
駅
通
が
あ
っ
た
が、
根
室
県
下
の
各
駅
通
と
も
ど
も
駅
通
間
の
距
離
が
遠
く
取
扱
人
に
と
っ
て
苦

労
の
種
で
あ
り
、
ま
た
旅
人
あ
る
いは
移
住
民
よ
り
苦
情
が
で
て
いた
。
こう
し
た
世
論
に
よ
っ
て
根
室
県
で
は県
下
の
駅
通
増
設

を
き
め
、
この
な
か
に
湧
別
村
も
入
っ
た
の
で
あ
る
。
この
決
定
の
あ
っ
た
翌
明
治
十
七
年
湧
別
浜
に
湧
別
駅
通
が
設
け
ら
れ
和
田

麟
吉
が
取
扱
人
に
任
命
さ
れ、
旅
人
の
宿
泊、
人
馬
の
継
立
輸
送
を
行
な
っ
た
。

明
治
二
十
一
年
人
馬
継
立
営
業
規
則
が
定
め
ら
れ
て
人
馬
継
立
所
と
名
称
が
変
っ
た
が、
明
治三
十
三
年
再
び
官
設
駅
通
所
と
な

っ
た
。

こ
の
時
定
め
ら
れ
た
駅
通
所
規
程
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。



北
海
道
庁
訓
令
第
四
十
二
号

駅
遞
所
規
程
左
ノ
通
定
ム

但
明
治二
十
八
年
五
月
北
海
道庁
訓
令
第二
十
三
号
及
其
他
本
規
程
ニ
抵
触ノ
規定
ハ之
ラ
廃
止
ス

明
治三
十三
年
六
月
八
日

駅
逓
所
規
程

・
駅
通
所
設
置
廃
止

第
一
条
駅
近
所
へ
人
馬
車
継
立
所
又
、
宿
屋
/
必
要
ア
ル
所
ニ
シテ
、
其
営
業
者
ナ
キ
トキ
若
へ
其
営
業
者
ア
ル
モ
公
益
上
必
要
ア
リ
ト認
ム
ル

ト
キ
ハ
之
ラ
設
置
ス
ル
モ
ノ
ト
ス

前
項
ノ
土
地
建
物
馬
匹
ノ
官
設
ハ左
ノ
制
限
ニ
依
ル

一
土
地
ハ
牧
場
地
畑
地
建
物
敷
地
ノ
用
三
限
り
設
備
シ
其
面
積
ハ
必
要
に応
ジ
之
ョ
定
ム

二
建
物
ハ
第
一
号
書
(
様
式
略)
ノ標
準
ニ
依
ル、
但
シ
土
地
ノ
状
況
に
依
り
其
設
計
ョ
伸
縮
ス
ル
コ
ト
ラ
得

三
馬
匹
ハ
十
頭
以
内
ト
ス、
但
シ
必
要
ニ
依
リ
特
ニ
其
数
⇒
増
スコ
ト
ア
ルベ
シ

第
三
条
駅
通
所
|
駅
通
取
扱
人
⇒
置
ク

駅
通
取
扱
人
ニ
ハ
月
額
金
十
円
以
内
ノ
手
当
金
支
給
ス
ル
コ
ト
ラ
得、
但
シ
必
要
に
依
り
特
ニ
其
金
額
⇒
増
ス
コ
トア
ル
ベ
シ

第
四
条
駅
通
所
ニ
充
ツル
建
物
ラ
官
設
セ
ザ
ルト
キ
ハ
其
取
扱
人
居
所
⇒
以
テ
駅
通
所
ト
ス、
但
シ
特
ニ
之
指
定
ス
ル
コ
ト
ア
ル
ベ
シ

第
五
条
第
八
条
ニ
依
リ
人
馬
車
継
立
取
扱人
ヨ
以
テ
駅
通
取
扱
人
ト
ナ
ス
ト
キ
ハ
官
設
ノ
牧
場
地
畑
地
ハ
人
馬
車
継
立
営
業
組
合
営
業
者
営
業
馬

第
一
章
道
路
交
通
の
今
昔

四五五

5同 警 支
分 察

署 署 庁

戸
長
役
場

北
海
道
庁
長
官
男
爵
園
田
安
賢

第
二
条
駅
通
所
ノ
土
地
建
物
馬
匹
ハ
其
必
要
ニ
依
リ
之
ョ
官
設
ス
ル
モノ
ト
ス
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匹
ノ
共
用
ニ
供
フ、
但
シ
此
規
定
に
依
り
難
キ
事
情
ア
ル
モ
ノ
ハ
此
限
リ
ニ
ア
ラ
ズ

第
六
条
支
庁
長
へ
駅
通
所
及
土
地
建
物
馬
匹
手
当
金
ノ
廃
設
増
減
っ
必
要
ト
認
ム
ル
ト
キ
ハ
左
ノ
事
項
調
査
ツ
毎
年
十
一
月
限
り
取
経
メ
北
海

道
庁
長
官
ニ
進
達
スベ
シ

一
駅
通
所
位
置
及
隣
村
隣
駅
ノ
里
程
ョ
記
シ
タ
ル
図
面

二
土
地
建
物
,
位
置
構
造
坪
数
及
経
費
予
算
金
額
ノ
調
査
並
図
面

三
馬
匹
購
入
費
及
手
当
金
額

四
駅
通
所
及
土
地
建
物
馬
匹
手
当
金
ノ
廃
設
増
減
っ
要
ス
ル
理
由

・
取
扱人
任
免
及
物
件
設
備

第
七
条
駅
通
取
扱
人
へ
左
ノ
各
号
に
該
当
ス
ル
者
ニ限
ル

一
二
十
年
以
上
ノ
男
子
ニ
シテ
土
地
又
ハ
家
屋
ラ
有
シ
及
業
務
上
必
要
ノ
設
備
ラ
ナ
スノ
資
カ
ラ
有
ス
ル
者

二
人
馬
車
継
立
営
業
者
宿
屋
営
業
者
ノ
資
格
⇒
有
ス
ル
者

故
意
ョ
以
テ
郵
便
電
信
ニ
関
ス
ル
罪
犯
シ
其
刑
に
処
セ
ラ
レ
タ
ル
者
又
ハ禁
錮
以
上
ノ
刑
に
処
セ
ラ
レ
タ
ル
者
若
へ
家
資
分
散
ノ
宣
告
ラ
受

ケ
債
務
ノ
弁
償
弓
終
へ
ザ
ル
者
へ
駅
通
取
扱
人
タ
ル
コ
ト
フ
得
ス

駅
通
取
扱
人
へ
其
地
方
在
住
者
ニ
シテ
駅
适
取
扱
人
タ
ル
資
格
⇒
有
ス
ル
保
証
人
ラ
立
ツ
ル
ラ
要
ス

第
八
条
人
馬
車
継
立
営
業
組
合
設
置
ノ
箇
所
ニ
於
テ
駅
通
取
扱
人
ラ
置
ク
ト
キ
ハ
人
馬
車
継
立
取
扱
人
ラ
以
テ
之
ニ充
ッ、
但
シ
此
規
定
ニ
依
リ

難
キ
事
情
ア
ル
モ
ノ
ハ此
限
ニ
非
ズ

第
九
条
支
庁
長
ハ
駅
通
取
扱
人
任
免
ス

支
庁
長
へ
駅
通
取
扱
人
命
ズ
ルト
キ
ハ
第
二
号
書
(
様
式
略)
ノ
命
令
書
及
官
設
物
件
⇒
交
付
シ
保
証
人
連
署
ノ
受
書
⇒
徴
スベ
ン

第
十
条
建
物
附
属
物
へ
官
印
ラ
押
捺
ス
ルニ
アラ
ザ
レバ
取
扱
人
ニ
交
付
ス
ル
ラ
得
ズ
馬
匹
ニ
ハ
第三
号
書
ノ
烙
印
(官

字
ノ
縦三
寸
一分、
字
ノ
幅

二寸
六
分・
印ノ
深
サ
凡ソー

寸、
字線ノ

幅
一
分)
⇒
左
臀
ニ
押
捺
ス
ル
ゥ
要
ス、
但
シ
満
二
歳
以
下
ノ
仔
馬
ハ
此
限
リ
ニ
アラ
ズ

第
十
一
条
支
庁
長
官
馬
ラ
不
必
要
ト
認
メ
売
渡
サン
ト
ス
ル
ト
キ
ハ
北
海
道庁
長
官
ノ
認
可
�受
クベ
シ

・
取
扱
人
服
務

四五六



第
十
二
条
駅
通
取
扱
人
へ
駅
通
所
ニ
居
住
シ
命
令
ニ
於
テ示
定
ス
ル所
ノ
営
業
に従
事
スベ
シ

第
十
三
条
駅
通
取
扱
人
へ
官
設
物
件
ニ
対
シ
本
規
程
及
命
令
ノ
定
ム
ル
所
に
依
り
私
費
ッ
以
テ
保
管
ノ
責
ニ
任
ズ

駅
通
取
扱
人
ハ
私
費
ッ
以
テ
建
物
及
其
附
属
物
修
繕
ノ
義
務
ョ
負
フ、
若
其
修
繕
ノ
義
務
っ
怠
リ
タ
ルト
キ
ハ
官
ニ
於
テ
之
ラ
修
繕
シ
其
費
用

⇒
駅
通
取
扱
人
ニ
支
辨
セシ
ム
ル
コ
ト
ア
ルベ
シ

第
十
四
条
官
設
物
件
ノ
外
営
業
上
設
備
要
ス
ル
モノ
ハ
駅
通
取
扱人
ノ
私
費
ョ
以
テ
支
辨
スベ
シ
、
但
シ
支
庁
長
ハ特
ニ
其
設
備
ノ
種
類
員
数

及
其
増
補
ラ
命
ズ
ル
コ
ト
ア
ルバ
シ

第
十
五
条
牧
場
地
ニ
ハ馬
匹
ノ
逃
逸
ョ
防
グ
為
メ
駅
通
取
扱
人
ハ私
費
ヨ
以
テ、
第
五
条
ノ
人
馬
車
継
立
営
業
組
合
営
業
者
共
用
ノ
場
合
ハ
組
合

費
ラ
以
テ
適
当
ナ
ル柵
垣
ラ
設
クベ
シ
、
但
柵
垣
ノ
必
要
ナ
キ
モノ
ニ
シ
テ
特
ニ
支
庁
長
ノ認
可
ラ
得
タ
ル
モ
ノ
ハ
此
限
ニ非
ズ

第
十
六
条
駅
通
取
扱
人
へ
官
設
馬
匹
ノ
外
庁
支
長
ノ
命
ズ
ル
所
ニ
依
り
馬
匹
ラ
設
備
シ
欠
乏
ア
ル
ト
キ
ハ
遅
滞
ナ
ク
之
ラ
補
欠
ス
ベ
シ

官
設
馬
匹
ニ
欠
乏
ラ
生
ジ
タ
ル
ト
キ
ハ
取
扱人
へ
遅
滞
ナ
ク
其
欠
数
⇒
私
馬
ニ
於
テ
増
備
ス
ル
フ
要
ス

第
十
七
条
駅
通
取
扱
人
ニ
於
テ
私
費
⇒
以
テ
官
設
ノ
土
地
建
物
ニ
工
事
ヨ
加
ヘ
ン
ト
ス
ル
ト
キ
ハ
仕
様方
法
書
及
図
面
添
へ支
庁
長
ニ
願
出
許

可
�
受
ク
ベシ

駅
通
取
扱
人
罷
免
若
ハ
死
亡
シ
タ
ル
ト
キ又
ハ
官
設
ラ
廃
止
シ
タ
ル
場
合
ニ
於
テ
ハ
支
庁
長
ハ
期
限
指定
ッ
取
扱
人
又
ハ其
相
続人
ノ
私
費

フ
以
テ
原
形
ニ
修
復
セシ
ムベ
シ、
此
場
合
ニ
於
テ
取
扱
人
又
ハ
其
相
続人
之
ョ
修
復
セ
ザ
ルト
キ
ハ
官
ニ
於
テ
修
復
ツ
其
費
用
ラ
支
弁
セシ
メ

又
ハ
無
償
ニ
テ
国
ノ
所
有
ニ移
ス
コ
ト
ア
ル
ベ
シ

第
十
八
条
馬
匹
ハ常
ニ
注
意
保
護
ツ
苟
モ
苛
酷
ノ
取
扱
ョ
ナ
スベ
カ
ラズ

第
十
九
条
官
設
ノ
牝
馬
へ
適
当
ノ
期
節
ニ
交
尾
ョ
ナ
サシ
メ
努
メ
テ
蕃
殖
ラ
図
ルベ
シ

官
設
牝
馬
ノ
産
シ
タ
ル
仔
馬
ハ
満三
歳
ニ至
ルマ
デ
取
扱
人
ニ
於
テ
私
費
ョ
以
テ
保
管
ノ
義
務
ラ
負
フ
モノ
ト
ス

前
項
ノ
仔
馬
満三
歳
ニ
至
リ
タ
ル
ト
キ
ハ
支
庁
長
へ
適
当
ノ
処
置
ラ
為
スベ
シ、
其
仔
馬
ノ
見
積
価
格二
百
円
未
満
ノ
モ
ノ
ハ
随
意
契
約
ラ
以

テ
駅
通
取
扱
人
ニ
特
売
ス
ルコ
ト
ラ
得

第
二
十
条
官
馬
ノ
生
産
死
亡
逃
亡
シ
タ
ル
ト
キ
ヌ
ハ盗
難
ニ罹
リ
タ
ルト
キ
ハ
駅
通
取
扱
人
ハ
事
実
っ
記
シ
遅
滞
ナ
ク
支
庁
に
届
出ベ
シ、
但
死

ヒ
ノ
ト
キ
ハ
獣
医
所
在
地
ニ
於
テ
ハ
獣
医
ノ
鑑
定
書
⇒
添
フ
ベ
シ、
逃
亡
又
ハ
盗
難
ニ
罹
リ
タ
ル
ト
キ
ハ
前
項
届
出
ト
同
時
に警
察
官
署
ニ
届
出

第
一
章
道
路
交
通
の
今
昔
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ベ
シ前
二
項
届
出ノ
逃
亡
及
盗
難
馬
匹
ノ
所
在
発
見
シ
タ
ル
ト
キハ
支
庁
及
警
察
官
署
ニ
届
出
ベ
シ

第
二
十
一
条
官
設
ノ
物
件
へ
目
的
以
外
ニ
使
用
シ若
ハ
之
ョ
担
保
ニ
供
ス
ル
コ
ト
ヨ
得
ズ

第
二
十二
条
駅
通
取
扱人
へ
継
立
賃
金及
宿
泊
料
収入
額
ョ
各
毎
月
ニ
区
分シ
半
ヵ
年
分
⇒
取
マ
ト
メ七
月
及
一
月
ノ
両
回
二
支
庁
ニ
届
出ベ
シ

第
二
十
三
条
駅
适
取
扱人
罷
免
セラ
レ
タ
ル
ト
キ
若
ハ
死
亡
シ
タ
ル
ト
キ
ハ駅
通
取
扱
人
又
ハ其
相
続人
へ
三
十
日
以
内
に
保
管
ノ
物
件
見
返
納

スベ
シ
、
但
支
庁
長
ハ
特
ニ
其
返
納
期
日
⇒
指
定
ス
ル
コ
ト
ラ
得

第
二
十
四
条
駅
通
取
扱
人
又
ハ
其
相
続
人
ノ
故
意
怠
慢
ニ
因
リ
官
設
ノ
物
件
⇒
毀
損
、
失
亡
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
相
当
代
価
ラ
弁
償
セ
シ
ムベ
シ

第
二
十
五
条
駅
通
取
扱人
本
規
程
又
ハ
命
令
ニ
違
背
シ
タ
ル
ト
キ
若
ハ人
馬
車
継
立
営
業
取
締
規
則
宿
屋
取
締
規
則
ニ
違
背
シ
タ
ル
ト
キ
又
ハ
支

庁
長
ニ
於
テ
公
益
上
必
要
ア
リ
ト
認
ム
ル
ト
キ
ハ
支
庁
長
へ
其
情
状
に
依
り
取
扱
人
罷
免
ッ
又
ハ二
カ
月
以
内
ノ
手
当
金
ョ
支
給
セ
ザ
ル
コ
ト

ア
ル
ベ
シ

第
二
十
六
条
駅
通
取
扱人
罷
免
セラ
レ
タ
ル
ト
キヌ
ハ
官
設
物
件
及
手
当
金
フ
増
減
廃
止
セラ
レ
タル
ト
キ
ハ
何
等
ノ
損
失
ア
ル
モ其
賠
償
請

求
ス
ルコ
ト
ラ
得
ズ

減
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
其
月
手
当
金
ハ
日
割
⇒
以
テ
支
給
ス

第
二
十
七
条
駅
通
取
扱人
ノ
手
当
金
ハ其
月
末
日
之
ョ
支
給
ス、
新
ニ
駅
通
取
扱
人
ラ
命
ジ
タ
ル
ト
キ
ヌ
ハ
解
免
死
亡
ノ
ト
キ
若
ハ
手
当
金
ラ
増

・
台
帳
及
監
督

第
二
十
八
条
支
庁
長
ハ
第
四
号
書
(様
式
略)
ニ依
り
駅
通
台
帳
⇒
製
ス
ベ
シ

第
二
十
九
条
支
庁
長
へ
駅
通
取
扱人
ッ
任
免
シ
又
ハ土
地
建
物
馬
匹
手
当
金
廃
設
変
更
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
北
海
道
庁
長
官
ニ
報
告
シ
及
警
察
官
署

一通
知
スベ
シ

前
項
ノ
通
知
ラ
受
ケ
タ
ル
警
察
官
署
へ
其
通
知
/
事
項
引
人
馬
車
継
立
営
業
台
帳
及
宿
屋
営
業
台
帳
ニ
記
入
スベ
シ

第
三
十
条
支
庁
長
へ
毎
年
一
回
以
上
駅
逅
所
ニ
就
キ
左
ノ
事
項
検
査
シ
其
状
況
ョ
北
海
道
庁
長
官
ニ
報
告
スベ
シ

一
官
馬
ノ
状
況

二
官
馬
以
外
/
継
立
用
馬
匹
数

四五八



土
地
建
物
並
二附
属
物
件
/
状
況

三
四
営
業
用
品
設
備
/
状
況

五
人
馬
車
継
立
賃
金
及
宿
泊
料
収入
簿
ノ
整
否
及
収
支
損
益ノ
状
況

六
現
在
設
備
ニ
対
ス
ル
需
要
供
給ノ
状
況

警
察
官
署
ニ
於
テ
駅
通
取
扱人
タ
ル人
馬
車
継
立
営
業
者
又
ハ宿
屋
営
業
者
⇒
検
査
ス

ル
ト
キ
ハ
前
項
ノ
各
号
ラ
視
察
ツ
異
状
⇒
認
メ
タ
ル
ト
キ
ハ所
轄
支
庁
長
に
報
告
ス
ベ
シ

支
庁
長
及
警
察
官
署
ニ於
テ
種
馬
⇒
借
用
セ
ル駅
通
取
扱人
二人
馬
車
継
立
営
業
取
締

規
則
宿
屋
取
締
規
則
及
駅
通
所
設
置
規
程
違
背
ノ
行
為
ア
ル
ラ
認
メ
タ
ル
ト
キ
ハ
事
実
ラ

具
シ
北
海
道庁
長
官
ニ
報
告
スベ
シ

第
三
十
一
条
(略)

こ
の
駅
通
所
規
程
は
昭
和二
十
二
年
三
月
駅
通
の
全
廃
と
な
る
ま
で
幾
度
と
な
く

内
容
の
変
更
が
あ
っ
た
。

明
治二
十
五
年
旭
川
・
網
走
間
中
央
道
路
が
開
削
さ
れ
石
狩
国
と
北
見
国
と
の
交

通
路
が
開
か
れ、
か
つ
こ
の
道
路
沿
い
に
駅
通
所
が
設
置
さ
れ
る
に
及
ん
で
、
郵
便

の
通
送
に、
人
馬
の
継
立
に、
旅
人
の
通
行
に
ま
す
ま
す
活
用
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
越
歳
(現
・
網
走
市
郊
外)、

端
野、
相
の
内
、
留
辺
蘂
、
佐
呂
間、

野
上
(現
・
遠
軽
町
域
内)、

滝
の
下
(現
・
丸
瀬
布
町
域
内)、

滝
の
上
(現
・
白

滝
村
域
内)、

中
越、
越
路
(現
・
上
川
町
域
内)、

伊
香
牛、
上
川
(現
・
旭
川
市
)

の
十
二
カ
所
で
お
の
お
の三
里
(一
二
ま
ぶ
)
な
い
し
五
里
(二
〇
ず
ぶ
)
の
間
隔

|○えんがる伊
香
牛(十一号

)・

越
路
(十
号
)●

中
越
(九
号
)・

○ま
る
せっぶ

●野
上
六
号
)○
あ
い
さ
つ ○
かみ
か
わ

●
滝の
上(八
号)

○
し
ら
た
き

佐呂
間(五
專
)

留
江
樓(四号

)

で
き
た
み

●端
野
(二
号)旭
川(十二号)間

距離 --8.2530-+-4.2750---5.0710-+42500-4.3220-+-5.1750-+ --4.3540-4-3.0850-+-50300 --323004-4.2910-1-420404
(里)

中央道路駅通区間見取図
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が
あ
り
、
そ
の
地
名
を
も
っ
て
駅
名
と
し
た
が、
の
ち
網
走
越
歳
駅
通
所
よ
り
起
算
し
た
番
号
を
も
っ
て
そ
の
名
称
に
か
え
、
何
号

駅
通
と
い
わ
れ
た
。

滝
の
上
駅
通
(八
号
駅
通
)

上
白
滝
に
設
置
さ
れ
た
「
滝
の
上
駅
通
」
は、
既
述
の
ご
と
く
網
走
越
歳
よ
り
算
え
て
八
番
目
に
当
る
の
で、
八
号
駅
通
と
も
呼

ば
れ
て
い
た
。

裏

□10
便
所 風呂場

台

棚

押 客 室 客 室 所
(6 置! 6 畳入

押
入 客 室 茶 / 間

(6 畳) (6 畳)

押
入

土 間

ガ ラ ス 戸

滝の上 (8号)駅通平面略図 (昭和初年のもの)
(中沢正春所蔵の図より)

滝
の
上
駅
通
は
明
治二
十
六
年
六
月三
十
日
の
官
報
に
、
滝
の下

(七
号
)
駅
通
と
同
時
に
設
置
が
告
示
さ
れ、
札
幌
月
寒
に
居
住
し
て
い
た
長

野
県
人
中
沢
兼三
郎
が
駅
通
取
扱
人
と
し
て
任
命
さ
れ、
駅
馬
十
頭
の
貸

付
け
を
受
け
て
同
二
十
六
年
開
駅
し
た
が、
養
子
の
中
沢
沢
治
が
代
っ
て

着
任
し
兼
務
を
行
な
っ
て
い
た
。駅
通
の
位
置
は
今
の
上
白
滝
か
ら
一・七

ま
ぶ
ほ
ど
奥
白
滝
寄
り
に
あ
る
滝
の
上
橋
を
渡
り
き
っ
た
北
側
(右
手
)

に
あ
っ
た
が
、
明
治
四
十
五
年三
月
風
呂
場
から
の
失
火
に
よ
り
駅
舎
を

全
焼
し
た
。
同
年
五
月
駅
舎
位
置
変
更
認
可
と
と
も
に、
現
在
地
よ
り
お

よ
そ
、
二
・二
宮
が
白
滝
寄
り
の
地に
再
建
さ
れ
た
。
この
時貸
与
さ
れ

た
土
地
は
『上
湧
別
村
誌
』
に
よ
る
と
「駅
舎
敷
地
九
百
九
十
余
坪、
畑

地
五
町
二
反
四
畝
十
一
歩
、
牧
場三
十
七
町三
反
七
畝
十
二
歩
で
旅
客
年

平
均
一
日
一
人
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

四六〇



こ
れ
よ
り
さ
き
明
治
四
十
二
年
三
月、
沢
治の
死
去
に
よ
り
三
男
の
中
沢三
平
が
跡
を
つ
ぎ
同
年
五
月
八
日駅
通
取
扱人
と
な
っ

た。
大
正
十三
年
三
月
に
行
な
わ
れ
た
全
道
駅
通
所
取
扱人
会
議、
お
よ
び
そ
の
後
に
行
な
わ
れ
て
い
る
取
扱人
等
の
会
議
に
は
滝

の上
駅
通
の
名
が
な
く、
白
滝
駅
通
所
と
な
って
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
古
い
資
料
が
皆
無で
年
代
的
確
証
は
な
い
が、
あ
る
い
は
大

正
八
年
上
湧
別
村
よ
り
遠
軽
が
分
村
し
二
級
町
村
制
を
実
施
し
た
折
に、
滝
の
上
駅
通
を
白
滝
駅
通
と
名
称
変
更
し
た
も
の
と
思
わ

れ
る
。
か
く
て
こ
の
駅
通
も
わ
ず
か
な
利
用
者
な
が
ら
旅
行
者
に
と
っ
て
は
適
当
な
憩
い
の
場
で
あ
っ
た
が、
昭
和
七
年
十
月
石
北

線
の
全
通
に
よ
っ
て
駅
通
所
は
廃
止
と
な
っ
た
。

北
見
峠
駅
通

北
見
峠
駅
通
の
設
置
前
後
の
詳
細
に
つ
い
て
は
資
料
が
乏
し
く
克
明
に
記
し
が
た
い

が、
大
正
十
二
年
発
刊
の
『愛
別
村
郷
土
資
料』
に
は
峠
駅
通
の
こ
と
に
つ
い
て
次
の
ご

と
く
記
さ
れ
て
い
る
。

「峠
駅
通
は
明
治三
十
一
年
頃
中
沢
某
なる
も
の
の
私
設
経
営
に
て
郵
便
取
次
を
な
し
た
り
し
が、

郵
便
伝
送
廃
止
の
後
官
設
駅
通に
改
め
相
当
補
助
あ
り
し
も
中
途
にし
て
同
人
死
去
し
、
明
治
四

十三
年
小
林
九
平
管
理
人
と
な
り
同
四
十
四
年
現
高
橋
仙
太
郎
更
代
し
て
旅
舎
を
改
築
し
、
馬
匹

を
備
へ
北
見
国
白
滝
に
於
て
牧
場
地
六
万
坪
付
属
し
、
稍
面々
目
を
改
め
し
も
物
資
の
供
給
に
容

易
な
ら
ざ
る
困
難
あ
り
」

と
あ
る
が
、
右
文
中、
郵
便
伝
送
廃
止
は
明
治三
十
七
年
で、
峠
駅
通
が
官
設
に
な
っ
た

の
は
明
治三
十
五
年
で
年
代
的
誤
差
が
あ
る
ゆ
え、
こ
の
資
料
は
信
じ
難
い
と
い
わ
ね
ば

な
る
ま
い。

第
一
章
道
路
交
通
の
今
昔

至旭川 . 中 央

道
路 至網走
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神
人
押
、

----
7

-3.5k
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八
交
通
・
通
信

明
治
二
十
五
年
六
号
野
上
駅
通
取
扱
人
と
な
っ
た
角
谷
政
衛の
嗣
子
栄
政
の
語
る
と
ころ
お
よ
び
丸
瀬
布
郷
研
の
資
料
か
ら
総
合

す
る
に
、
峠
駅
通
に
つ
い
て
網
走
支
庁
の
要
請
を
受
け
た
角
谷
政
衛
は、
当
時
政
衛
の
も
と
で
働
い
て
い
た
石
上
藤
蔵
を
峠
駅
通
の

取
扱
人
と
し
て
差
向
け
る
こ
と
に
決
め、
支
庁
に
お
い
て
は
た
だ
ち
に
官
費
を
も
っ
て
駅
通
所
に
代
る
休
泊
所
を
北
見
峠
よ
り
や
や

北
見
寄
り
の
適
地
に
建
設
、
石
上
を
休
泊
所
の
取
扱人
と
し
て
採
用
し
業
務
に
従
事
さ
せ
た。
時
に
明
治
三
十
三
年
と
の
こ
と
で
あ

る
。
し
か
し
峠
休
泊
所
は
収
入
も
少
な
く
将
来
性
に
乏
し
い
所
な
る
を
覚
っ
て、
在
勤
二
年
足
ら
ず
し
て
石
上
は
旧
白
滝
に
入
地
し

た
の
で
あ
る
。
無
人
化
し
た
峠
休
泊
所
は
そ
の
後
石
狩
寄
り
の
地
に
移
し
、
明
治
三
十
五
年三
月
官
設
北
見
峠
駅
通
所
と
し
て
開

業
、
取
扱
人
に
は
八
号
滝
の
上
駅
通
と
同
じ
く
中
沢
兼
三
郎
が
任
命
さ
れ
た
。
当
時
の
命
令
書
(中
沢
正
春
所
蔵)
に
は
次
の
と
お

り
記
し
て
あ
る
。

上
川
支
庁
命
令
第
六
号
命

令
書

石
狩
国
札
幌
郡
白
石
村
番
外
地

中
沢
兼
三
郎

石
狩
国
上
川
郡
愛
別
村
北
見
峠
駅
通
取
扱人

命
シ
タ
ルニ
付、
左
ノ
条
項
⇒
遵
守
ス
ペ
シ

明
治三
十
五
年三
月
十
八
日

明
治
三
十
五
年
三
月
二
十
五
日
ョリ
上
川
郡
愛
別
村
北
見
峠
ニ
於
テ
駅
通
及
宿
屋
営
業
ニ
従
事
ス
ヘ
シ

一二
営
業
用
ト
シ
テ
左
ノ
雇
人
並
ニ
物
件
ラ
設
備
ス
ヘ
シ

上
川
支
庁
長
加
藤
寛
六
郎
回

1
雇
人

相
当
数

1)
私
馬

四
頭

四六三



回
馬
具

(三)
夜
具

(四)
田
食
器

相
当
数

(4)
右
ノ
外
営
業
ヨ
ナ
ス
ニ
必
要
ナ
ル
物
件

三
明
治
三
十三
年
北
海
道
庁
令
第
四
十
七
号
人
馬
継
立
営
業
取
締
規
則
ラ
遵
守
ス
ヘ
シ

()六
厩
舎

四
家
屋
へ
明
治三
十
五
年三
月
十
八
日
付
ラ
以
テ
提
出
シ
タ
ル副
願
ニ依
り、
明
治三
十
五
年
五
月
十
五
日
迄
ニ
竣工
ス
ペシ
、
但
竣
工
ノ上
ハ

速
ニ
届
出
ス
ペ
シ

五
前
項
家
屋
ノ
出
来
ル
迄
ハ、
目下
建
設
シ
アル
家
屋
ッ
修
理
ツ
営
業
所
ニ宛
ツ
ヘ
シ

な
お、
峠
駅
通
所
敷
地
お
よ
び
付
属
敷
地
に
関
す
る
当
時
の
公
文
書
に
よ
る
と

上
農
第二
三
四
号

駅
通
所
敷
地
ニ
関
ス
ル
件

石
狩
国
上
川
郡
愛
別
村
字
チ
カ
ル
ベ
ッ
官
有
地
第
三
種
官
林
武
千
百
七
拾
五
坪
別
紙
図

面
(注
・
上
図)
之
通
駅
通
敷
地
ト
シ
テ
官
有
地
第二
種
ニ
編
入
セラ
レ
候
条
此
段
及
通

知
候
也明
治三
十
五
年三
月
二
十
七
日

北
見
峠
駅
逓
取
扱人

中
沢
兼
三
郎
殿

上
農
第
八
五
二
号

駅
通
所
付
属
敷
地
ノ
件

第
三
課
回

四六三
第
一
章
道
路
交
通
の
今
昔

敷 地 2.175坪
増 地 300坪

路
道

央中4

-

増
地

50
K

10K

(中沢正春所蔵の図ょう)

北見峠駅通敷地見取図
(石狩国上川郡愛別村字チカルベツ)

相
当
数

四
頭
分駅 遞 敷 地

69K



八
交
通
・
通
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北
見
峠
字
チ
カ
ルベ
ツニ
於
テ
官
有
地
第三
種
原
野
参
百
坪
⇒
駅
通
所
増
地
ト
シ
テ
自
今
官
有
地
第
二
種
北
海
道
庁
用
地
に
編入
相
成
候
ニ
付
別

紙
図
面
(注
・
前
図)
相
添
此
段
及
通
牒
候
也

明
治三
十
五
年
十
二
月
十
二
日

愛
別
村
字
チ
カ
ル
ベ
ツ

北
見
峠
駅
通
取
扱
人
中
沢
兼
三
郎
殿

明
治三
十
八
年
六
月
帝
国
陸
地
測
量
部
(現
・
建
設
省
国
土
地
理
院
)
が
行
な
っ
た
チ
ト
カ
ニ
ウ
シ
山
に
お
け
る
三
角
点
選
点
、

縦
三
尺

(1m)

取
扱
人

氏
名

厚サ1寸
(3.3cm)横|尺

(33cm)

駅 舍 標 札 標
石
埋
定
作
業
復
命
報
告
書
の
中
に、
測
量
技
師
お
よ
び
作
業
員
が
「チ
カ

ルベ
ツ
駅
通
に
投
宿
す
」
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
に
峠
駅
通
は
近

く
を
流
れ
る
チ
カ
ルベ
ッ
川
が

あ
っ
た
関
係
で
こ
の
付
近
を
チ

カ
ルベ
ッ
と
呼
び
、
峠
通
駅
も

自
然
チ
カ
ルベ
ッ
通
駅
と
呼
称

さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

明
治
四
十
二
年三
月
通
駅
取
扱
人
中
沢
沢
治
の
死
亡
に
よ
っ
て
そ
の
後
小
林
九
平
が

同
所
の
管
理
人
と
な
り
、
明
治
四
十
四
年
一
月
に
至
り
同
通
駅
取
扱
人
の
命
令
を
受

け、
翌
四
十
五
年
一
月
高
橋
仙
太
郎
に
代
り、
そ
の
後
年
代
的
記
録
に
乏
し
い
が
高
橋

に
つ
い
で
九
号
中
越
通
駅
取
扱
人
滝
田
熊
太
郎
が
一時
峠
通
駅
の
管
理
人
を
兼
務
し
そ

北見峠駅通所 (青野七蔵取扱人時代)

設 官
何々

駅
遞
所

四六四

上川
支
庁
第二
課



の
代
務
者
と
し
て
青
野
七
蔵
が
勤
め
て
い
た
が、
大
正
の
中
期
ご
ろ
正
式
取
扱
人
と
な
り
、
石
北
線
全
通
の
翌
昭
和
八
年、
幾
多
の

人
跡
を
残
し
た
峠
通
駅
も
鉄
道
の
開
通
に
よ
っ
て
全
く
利
用
度
が
う
す
れ
廃
止
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

主
要
道
道
遠
軽
・
上
川
線
道
路

明
治
中
期
に
開
削
さ
れ
た
旭
川
・網
走
間
中
央
道
路
はそ
の
後
旭
川
・根
室
線と
名
称
が
変
り
、
さ
ら
に
一
級
国
道
三
十
九
号
と

な
り、
文
字
ど
お
り
道
北
と
道
東
を
結
ぶ
主
要
幹
線
道
路
と
し
て
戦
後
の
道
東
開
発
に
貢
献
し
た
が、
石
北
国
境
北
見
峠
の
難
所
が

年
急々
増
す
る
車
輛
交
通
上
の
癌
と
な
り
、
加
え
て
産
業
、
観
光
開
発
に
一躍
脚
光
を
浴
び
た
上
川
ー
層
雲
峡
‒
温
根
湯
‒‒留

辺
蘂

間
道
路
の
完
全
舗
装
化
に
よ
っ
て
昭
和
三
十
五
年
六
月
一
日
国
道
に
昇
格、
一級
国
道三
十
九
号
線
は
上
川
か
ら
層
雲
峡
を
経
由
し

て
留
辺
薬
に
出
る
路
線
と
変
更
さ
れ、
世
にこ
の
間
を
大
雪
国
道
と
呼
称
し
て
いる
。
こ
れ
が
た
め
上
川
・
遠
軽
間
は
同
年
七
月
二

十
一
日
付
を
も
っ
て
"主
要
道
道
遠
軽
・上
川
線
"
と
名
称
が
変
っ
た
が
従
来
ど
お
り
開
発
局
所
管
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
幾

多
の
歴
史
を
秘
め
た
旧
国
道
も
時
代
の
推
移
に
よ
っ
て
国
道
の
座
を
明
け
渡
し
た
が、

大
雪
国
道
災
害
不
通
時
の
迂
回
道
路
と
し

て
、
は
た
ま
た
遠
軽、
紋
別
に
通
ず
る
近
道
路
と
し
て、
夏
期、
秋
期
の
該
道
路
は
重
要
な
産
業
道
路
と
し
て
不
可
欠
の
も
の
で
あ

る
。
近
時
北
見
峠
冬
季
除
雪
を
可
能
な
ら
し
め
も
っ
て
通
年
交
通
路
と
し
て
季
節
道
路
の
汚
名
を
返
上
し
よ
う
と
、
網
走
開
発
建
設

部
の
手
に
よ
っ
て
北
見
峠
切
換
道
路
工
事
が
昭
和
四
十
二
年
六
月
よ
り
は
じ
ま
っ
た。
この
新
設
改
良
工
事
は
奥
白
滝
か
ら
上
川
町

界
ま
で
の
約
一〇
ず
話
を
全
く
新
し
い
ルー
ト
に
よ
っ
て
カー
ブ
と
傾
斜
を
大
幅
に
修
正
、
幅
員
も
広
げ
て
冬
期
間
の
交
通
を
確
保

し
よ
う
と
い
う
も
の
で
、
昭
和
四
十
七
年
度
ま
で
に
完
成
さ
れ
る
。

本
村
域
内
に
お
け
る
主
要
道
道
の
状
況
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

第
一
章
道
路
交
通
の
今
昔

四六五



(網
走
開
発
建
設
部
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軽
出
張
所
調
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)
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刈分け道路 (現在の支湧別道路)

白
滝
原
野
刈
分
け
道
路
=
道
道
白
滝
原
野
停
車
場
線
道
路
(支
湧
別
道
路)

大
正
二
、
三年
に
か
け
て
支
湧
別
あ
る
い
は
上
支
湧
別
に
陸
続
と
し
て
団
体
移
住
が
あ
り
、
そ
の
い
ず
れ
も
が
支
湧
別
川
近
く
の

わ
ず
か
な
足
跡
を
た
ど
り
道
な
き
道
を
踏
み
分
け
て
の
入
地
で
あ
っ
た
。
割
当
て
ら
れ
た
自
分
の
土
地に
原
始
林
の
わ
ず
か
な
空
間

を
利
用
し
て
着
手
小
屋
が
建
て
ら
れ
雨
露
を
し
の
ぎ
、
い
ち
早
く
開
墾
の
み
が
お
ろ
さ
れ
た
が、
米、
味
噌
等
の
買
い
出
し、
急
患

者
発
生
の
時、
収
穫
作
物
の
搬
出
時
に
は
こ
と
の
ほ
か
踏
み
分
け
道
に
不
便
を
感
じ、
そ
の
苦
労
た
る
や
言
語
に
絶
す
る
も
の
が
あ

っ
た
。

旧
白
滝
方
面、
白
滝、
上
白
滝
方
面
を
走
っ
て
いる
旧
中
央
道
路
に
比
べ、
支
湧
別
方
面
へ道
も
な
く
入
植
さ
せ
た
関
係
官
庁
の

無
策
行
政
に
は
た
だ
深
い
憤
り
を
感
ぜ
ず
に
は
い
ら
れ
な
か
っ
た。
こう
し
た
不
自
由
な
生
活
が
つ
づ
い
た
な
か
に
も
自
然
に
入
植

者
が
ふ
え
ま
す
ま
す
道
路
の
必
要
性
が
た
か
ま
り、
支
湧
別
五
線
に
入
地
し
て
い
た
井
村
謙二
、
佐
木々
三
之
助
の
二
人
が
中
心
と

な
り
、
支
湧
別
入
植
者
た
ち
の
賛
意
を
得
て
白
滝
ま
で
の
刈
分
け
道
路
を
造
る
こ
と

と
し
、
大
正
四
年
春
前
記
二
人
が
手
製
の
測
量
機
を
使
っ
て
(目
測
に
等
し
か
っ

た)
五
線
か
ら
白
滝
に
向
っ
て
測
量
を
始
め
た
。
鬱
蒼
と
生
い
茂
る
樹
木
の
た
め
見

通
し
も
き
か
ず
、
四
ず
が
余
の
間
を
十
日
余
り
も
費
や
す
苦
心
の
測
量
で
あ
っ
た
。

測
量
が
終
る
や
部
落
民
の
総
力
を
結
集
し
笹
を
刈
り
、
木
を
倒
し
、
根
木
を
取
り
寄

せ、
幅
二
ぶ
ほ
ど
の
刈
分
け
に
半
月
以
上
も
か
か
っ
た
。

同
じ
こ
ろ
上
支
湧
別
に
お
い
て
も
刈
分
け
道
開
削
の
声
が
も
ち
あ
が
り、
九
線
の

三
石
音
次
郎、
遠
藤
矢
五
郎、
七
線
の
佐
藤
平
一
郎
ら
が
中
心
と
な
り
九
線
か
ら
五

四六七
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線
ま
で
の
測
量
を
行
な
い
、
部
落
民
の
奉
仕
作
業
に
よ
っ
て刈
分
け
道
を
開
き
、
ここ
に
九
線
か
ら
白
滝
ま
で
の
刈
分
け
道
路
が
不

完
全
な
が
ら
も
開
け
た
の
で
あ
る
。

白
滝
原
野
道
路
(支
湧
別
道
路)
の
開
削

支
湧
別
の
人
の々
非
常
な
苦
労
で
出
来
上
った
刈
分
け
道
路
も
、
開
拓
が
進
む
に
つ
れ
て
木
材
等
の
搬
出
が
盛
ん
に
な
り
、
こ
れ

ま
で
の
刈
分
け
道
で
は
思
う
よ
う
に
馬
車
が
通
れ
な
い
と
いう
不
便
さ
か
ら
十
分
な
も
の
で
は
な
く
な
り
、
道
路
の
全
面
改
良
の
切

な
る
願
いが
部
落
民
の
声
で
も
あ
っ
た
。
この
人
々
の
哀
願
が
上
湧
別
村
役
場
の
憂
慮
す
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
網
走
支
庁
に
支
湧
別

道
路
開
削
に
つ
い
て
請
願
さ
れ
た
結
果
認
め
ら
れ、
大
正
五
年
五
月
支
湧
別
道
路
改
修
工
事
が
着
手
さ
れ
た
。
総
工
事
費
五
千
円
で

森
田
組
に
落
札、
白
滝
二
股
(現
・
市
街
東
区
公
営
住
宅
付
近
)
か
ら
上
支
湧
別
九
線
(現
・
九
線
神
社
付
近
)
ま
で
九
ぎ
話
に
及

び
、
工
事
に
お
よ
そ
半
歳
近
く
を
費
や
し
同
五
年
十
一
月三
十
日
待
望
の
道
路
が
完
成
し
た
の
で
あ
る
。
この
道
路
は
以
前
に
出
来

た
刈
分
け
道
路
と
多
少
の
ち
が
い
は
あ
っ
た
も
の
の
ほ
ぼ
同
じ
よ
う
な
位
置
を
通
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
全
面
改
修
道
路
の
開
通

式
は
市
街
地
永
代
橋
の
そ
ば
で
関
係
者
多
数
参
列
し
餅
ま
き
な
ど
を
行
な
い
盛
大
に
挙
行
さ
れ
た
。

営
林
署
併
用
林
道

白
滝
原
野
道
路
は
そ
の
後
支
湧
別
九
線
を
起
点
と
す
る
支
湧
別
川
沿
い
道
路
甲
線
と
合
せ
て
全
長
一
万
五
九〇
が
が
昭
和
二
十
七

年
一
月
三
十
一
日
営
林
署
の
併
用
林
道
と
し
て
認
可
が
お
り
、
道
路
の
補
修
改
修
は
主
と
し
て
営
林
署
の
事
業
と
し
て
行
な
わ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。

道
道
白
滝
原
野
白
滝
停
車
場
線

本
村
に
お
いて
最
も
古
い
歴
史
を
も
つ
白
滝
原
野
道
路
も
、
そ
の
奥
に
高
山
植
物
密
生
す
る
景
勝
比
麻
良
山
の
登
山
道
路
と
し

四六八



て、
ま
た
産
業
道
路
と
し
て
年
と
と
も
に
交
通
量
も
ふ
え
道
道
昇
格
の
気
運
が
た
か
ま
り
、
多
年
に
わ
た
る
請
願
つ
い
に
実
り
昭
和

四
十
一
年
三
月
三
十
一
日
道
道
昇
格
の
認
定
を
う
け、
従
来
の
営
林
署
併
用
林
道
が
「白
滝
原
野
白
滝
停
車
場
線
」
と
名
称
が
変

り
、
網
走
土
木
現
業
所
の
所
管
と
な
っ
た
。

道
道
の
状
況
次
の
と
お
り
。

(昭和45年4月1日現在)道 道 の 状 況

路線整理番号 5 5 8

路 線 名 白滝原野白滝停車場線

起 点

字白滝原野

終 点

白滝停車場

総 延 長 10,590.13m

0m～ 2,444.80m 10.90m

～ 2,869.40 7.27幅 員

～10,568.90 10.90

～10,590.13 15.54

橋 梁 な し

認 定 年 月 日 昭和41年3月31日

主要道道遠軽・上川線重用区間備 考
119.22m

(網走土木現業所遠軽出張所調)

村
道

明
治
四
十
五
年
白
滝
お
よ
び
上
白
滝
一
帯
に
入
植
し
た
紀

州
団
体
を
先
駆
と
し
て
、
大
正
二
年
以
降
支
湧
別
方
面
に
、

は
た
ま
た
奥
白
滝
方
面
に
陸
続
と
し
て
入
植
し
た
が
、
道
路

の
全
く
な
い
天
狗
沢
の
地
に
団
体、
個
人
を
問
わ
ず
入
植
す

る
者
が
意
外
に
多
か
っ
た
。

入
植
者
の
ほ
と
ん
ど
は
該
地
に
入
地
す
る
や
着
手
小
屋
の

建
造
と
隣
家
と
の
連
絡
道
の
開
削
を
先
決
と
し、
開
拓
の
か

た
わ
ら
年
こ々
う
し
た
道
路
の
整
備
拡
張
を
行
な
い
続
け

た
。
時
の
遠
軽
村
議
会
に
お
い
て
も
入
植
者
の
労
苦
が
取
り

あ
げ
ら
れ、
大
正
十
一
年
二
月
の
臨
時
村
議
会
に
お
い
て
天

狗
沢
よ
り
中
央
道
路
(現
・
主
要
道
道
遠
軽
上
川
線
道
路)

に
抜
け
る
幹
線
道
路
延
長
四、六

八〇
が
余
の
村
道
認
定
が

第
一
章
道
路
交
通
の
今
昔

四六九
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可
決、
天
狗
沢
道
路
(そ
の
後
天
狗
沢
道
路甲
線
と
改
称
す)
と
名
付
け
て
遠
軽
村
所
管
の
も
の
と
な
っ
た
。
こ
れ
本
村
に
お
け
る

最
初
の
村
道
で
あ
っ
た
。
遠
軽
村
時
代
に
お
け
る
村
道
と
し
て
認
定
さ
れ
て
い
た
路
線
の
う
ち
本
村
域
内
は
六
路
線
で
あ
っ
た
が
、

昭
和二
十
一
年
白
滝
村
と
し
て
分
村
以
来
年
と
と
も
に
認
定
路
線
を
ふ
や
し
、
昭
和
四
十
五
年
三
月
現
在
別
表
のご
と
く
実
に
七
十

六
路
線、
実
延
長
九
万
五
、五
〇
〇
ぱ
に
及
ぶ
村
道
を
管
理
す
る
に
至
っ
た。

村道・白滝原野中央道路入口付近

村道・白滝原野中央道路北支湧別付近

四七〇



第
一
章
道
路
交
通
の
今
昔

更
橋

生
奧
湧
別
橋

パ
ン
ケ
橋

上
支
湧
別
橋

七
線
橋

新
生
橋

湯
の
沢
橋

第
三
新
生
橋

天 天 共 湧
狗 仁 栄 別

橋 橋 橋 橋

線支 奥 東 上 七 東 二 上 奥 白 天 二 湧 旧 下
道湧開湧道支線支線路別拓別路湧沢湧
乙川道 乙 別道別 建
線沿路 線 路九 路 路

支八 三白道白中滝道狗 九 道別利白道白
湧 号 号滝路滝央原路沢 号 路川間滝路滝
道別 道 道 乙原道野乙

路 路 線野路 線
道 乙沿道武甲
路 線 路 線

字
上
支
湧
別

字
上
支
湧
別

字
上
支
湧
別

字
上
支
湧
別

字
支
湧
別

字
支
湧
別

字
北
支
湧
別

字
東
白
滝

字
東
白
滝

字
東
白
滝

字
上
白
滝

字
白
滝

湧 湧 湧 湧ウ
ベ
ツ川

ウ
ベ
ツ
ル

ッ
リ

パ
ン
ケ
シ
ュ

支
湧
別
川

支
湧
別
川

支
湧
別
川

支
湧
別
川

天
狗
沢
川

六・00
10.00
八・10
三〇・一六
一六・00
14.00
二六・00
川1.00 Bm

橋
長

四・00

三 ・00

円・00

四・00
四・00

三・00

四・00

三・00

四・00

川・00

4.00

日・00

四・00

三・00

三・00

幅
員

110・00

四三 ・00

四五・七六

二〇三・四円

八四・00
八四・00

昭
和
老
年
木
橋

永
久
橋

永
久
橋

永
久
橋

永
久
橋

永
久
橋

木
橋

永
久
橋

永
久
橋

永
久
橋

橋
種

型

合単 桁 合単合単桁 桁 合単 P合単 P合単桁 合単合単合単
純 純 純 純 純 純
成活 成活成活 成活 S成活 S 成活

荷 ・ 荷・ 荷 荷 荷 荷
桁重 橋 桁重桁重 橋 橋 桁重 C桁重 C桁重 橋 桁重桁重桁重 式

荷耐
重荷安 現

一

全

況

村
道
架
設
橋
梁
・調

(昭
和
四
五
年
四
月
一
日
現
在
)

橋
面
積

昭
和
盟
年

昭
和
元
年

昭
和
四四年

昭
和
四
年

昭
和
六
年
木
橋

二八・00
20・00

一六〇・00

一八・00
50・00

二四・三◯
昭
和
云
年

昭
和
三
年

六四・00
昭
和
老
年

昭
和
恩
年

昭
和
三
年

昭
和
四
年

年架

次設永
久
橋

四 六 四 四 六 六

【四 一四 四 1円

六 四 西t

二
〇
号
橋

平
和
橋

つ
つ
じ
橋 名

路
線
名

個
所
|支
湧
別
川

10.00

湧
別
川

川

別 別 別 別

川 川 川

架
設
水
系

パ
ン
ケシ

ュ
一四・00

木
橋

永
久
橋

永
久
橋

吾〇・八六
三・00

六0・00

七八・00

104.00

B
o

昭
和
四
年

昭
和
三
年

昭
和
四
年

天
狗
沢
川

天
狗
沢
川

字 字 字

白 旧 下
白 白

滝 滝 滝

橋

荷 荷 荷
純 純 純

成活成活成活
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な
お、
村
道
内
に
架
設
さ
れ

て
い
る
橋
梁
は
当
然
道
路
管
理

者
の
管
理
に
よ
る
も
の
で
、
本

村
に
お
け
る
橋
梁
は
お
お
む
ね

右
の
ご
と
き
現
況
で
あ
る
。

共 栄 橋 (昭和42年11月竣工)

20 号 橋 (昭和42年11月竣工)

平 和 橋 (昭和45年10月竣工)

弘 新 泉 岩 盤
法 滝 見
橋 橋 橋 橋 橋
白 白 白 白線支
滝 滝散滝散滝道湧

一
三
線

西市西市策温策温路別 線
道街道街道泉道泉甲川 道
路 路 路 路 線沿路

字 字 字 字
白 白 白 白

滝 滝 滝滝

湧 湧 湧 湧
別 別 別 別

川 川 川 川

盤
の
沢
川

支
湧
別
川

1.00

二
・00
四・00

四・00
H.00|
一五・00

四・五0

四・五0

三・00

川・00

三・五〇
四 ・00

三
・五

昭
和
元
年

昭
和
元
年

昭
和
三
年

昭
和
四
年

三三・00
一七・吾

昭
和
元
年

昭
和
四
年

永
久
橋

永
久
橋

木
橋

木
橋

木
橋

永
久
橋

合単合単桁 桁 桁 合
純 純

成活成活
荷 荷

成
単
純
活
荷
重

桁重桁重 橋 橋 橋 桁重

四 一四

一四

安 荷
重
制
限

交
通
不
能

安

全 全

字
上
支
湧
別

字
上
支
湧
別

X0.00

九九・00
三
・00

盤
之
沢
橋

和
原
橋

四七二



七
六
上
白
滝
駅
前
道
路計 線

名

村
道

の
状
況

主
要
道
道
遠
軽
上
川
線
道
路

上
白
滝
駅

白
滝
温
泉

三
線
道
路

三
線
道
路

国
有
林
一
二
林
班

三
七
号
道
路
乙
線

白
滝
原
野
三
一
六
九
番
地

中
央
団
地
一三
六三
番
地

1、七五〇・〇〇
五
四〇・〇

〇
五
四
一
・〇
〇

三
六〇・〇

〇

一、三
五〇・〇〇

一、七三〇・〇〇
1、〇
七〇・六

五

二、三
一
五・〇
〇

二、七三
〇・〇〇

一、〇
四
一・六
五

一、二
五〇・〇〇

三
〇〇
・〇
〇

二、六
五
七・〇
〇

五
六
〇
・〇
〇

111.〇
〇

五
八・〇
〇

三三
・〇
〇

七六
六・〇
〇

一、二
九
五
・五
一

一、五一
三・九〇

五
五〇・〇

〇
二四〇

・〇
〇

一四
五・六
四

四三二
・〇
〇

六八
四・〇
〇

五
八
一・〇

〇
11.〇・〇

〇
三、九
七
六・〇

〇

三
二
四・八〇

六九
五・三
〇

一、七三
五・二

七
一、〇
九
八・五

五
一、三
五
六・一

五
二、〇
六
五
・五
〇

一、三
九
七
・〇
〇

七
〇
〇
・〇
〇

四
九
七・九

五
七三
二
・五〇

五三
六、八

六
一、六
七一・八

五
三、一
八五・五〇

一、七
一〇・六三

一、六九二・六
〇

一、四〇
二・四〇

一、二
二二・五

五
一、二
五
一・四
〇

三
二二二

八
〇

三
五九・五

八
六二三

・四
五

八二
八・六

〇
三、四七〇

・〇
〇

二、七五
五・〇
〇

八
五
一・〇
〇

一、九三
六・〇〇

三
、七
六五
・〇
〇

二、八
七
五・六

二

四、五
一
五・九〇

二、二
七〇・〇

〇
一、〇
九五
・〇
〇

三、八
五
〇・六
〇

三
、八
四〇
・〇
〇

四
、六
七
一・四

五

111 11

一 - 1 1 1

1 1 1 一 1

1. 1 1 1 1

八
・〇
〇

七
・〇〇

四
三
・〇
〇

1四・〇〇

八
・一〇

11郎・〇〇

111.00

二一・〇〇

一
五・〇〇
四
五・〇〇

二八・〇〇

五
・〇
〇

三
・五
〇

三
・五〇
四
・〇
〇

(財
) 員

11 " 4昭
和四
四
年三
月
一〇
日

昭
和
四
三
年
九月
二
四
日

(
八・六〇)

(
四・二
〇)

(1
i・ 〇〇 )

(
五・五○

)

(
二・〇 〇)

(1七・〇
〇)

(
一・五〇)

(
三・八
五)

(
二・四
五)

(
三・二八)

(
五・二
八)

(
二・〇〇)

(
四・二
五)

(
二・五〇)

(
五・八
四)

(
三・八
五
)

(
11・三
〇 )

(
三・九〇)

(
四・二
〇)

(一〇
・九〇)

(
一・八〇)

(一二・七七)
(
二・三
五)

(
二・九〇)

10.00
四・〇〇
三
五〇

三
・五〇
三
・五
〇

四
・〇
Q

二・〇〇
五・〇〇
四
・〇
〇

四・〇〇
四・〇
〇

五
・〇
〇

" 昭
和
八
年
一月
三
〇
日

昭
和七
年一
月
二
〇
日

大
正
一
一年
二
月
二
三
日

認
定

年
月

日
幅

四・〇〇
四・〇
〇

四
・〇
〇

三
・〇
〇

三
・〇
〇

三
・五〇
四・〇
〇

四
・〇
〇

三
・〇
〇

五
・五〇
四・〇

〇

三
・五
〇

五・五
〇

四
・〇
〇

三
・五〇
五・五〇
四
・〇
C

七・〇
〇

四
・〇
〇

三
・〇
〇

三
・〇
〇

三
・〇
〇

三・〇
〇

四
・〇
〇

四
・〇
〇

五
・〇〇
五
・
◯
◯

四
・〇
〇

四
・〇
〇
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六
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〇
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延
長
())

の
内

訳

延
長
(�) 橋

道
路

延

九
五、四

七
五
・二
三

五〇
・〇
〇

七三
二・〇
〇

二、二
二二・七〇

一、七
四
一・四〇

五三
五・八〇

五
四
一・〇
〇

三
六
〇
・〇
〇

三
五
〇
・〇
〇

K〇〇
・〇
〇

三
五・〇
〇

二二・〇
〇

四〇
・〇〇

数 木一
七
二
四
九・一〇

昭
和二八

年三
月
一〇
日

昭
和二
四年二

月
一四
日

昭
和七
年六
月二
〇
日

昭
和
二
四
年二
月
一四
日

(1〇
・〇〇)

九
線
道
路

支
湧
別
五
線
道
路

東
支
湧
別
道
路

上
白
滝
道
路

天
狗
沢
道
路乙
線

天
狗
沢
道
路
甲
線

白
滝
原
野
中
央
道
路

白
滝
原
野
中
央
道
路

主
要
道
道
遠
軽
上
川
線
道
路

主
要
道
道
遠
軽
上
川
線
道
路

主
要
道
道
遠
軽
上
川
線
道
路

主
要
道
道
遠
軽
上
川
線
道
路

支
湧
別
川
沿
道
路乙
線

支
湧
別
川
沿
道
路
乙
線

主
要
道
道
遠
軽
上
川
線
道
路

湧
別
川
沿
道
路

国
有
林
一二
林
班

湯
の
沢
道
路

支
湧
別
川

支
湧
別
川

支
湧
別
川

一二
線
道
路

白
滝
原
野
中
央
道
路

東
白
滝
開
拓
地

白
滝
原
野
中
央
道
路

天
狗
沢
道
路

上
支
湧
別
二
五〇
六
潘
地

白
滝三
一九
六
番
地

支
湧別
一八
九
七
番
地

上
支
湧
別
墓
地

白
滝
市
街
南
道
路

白
滝
一
線
七
〇
番
地

白
滝
一六
五〇
番
地

旧
白
滝
墓
地

旧
白
滝
国
有
林
内
一
一二
林
班

下
白
滝
駅
前

上
支
湧
州
三
二
二
四
番
地

九
線
道
路

三
七
号
一線
交
点

奧
白
滝
原
野
道
路
甲
線
終点

天
狗平
三
四二
番
地

上
白
滝
線
道
路

三
六
号
道
路

北
支
湧
別
四〇
九
番
地

白
滝
原
野
中
央
道
路

支
湧
別
六
九
四
番
地
先

支
湧
別
川
沿
道
路
之
線

五
線
道
路
終
点

上
支
湧
別
九
線
沢
道
路

上
支
湧
別
一〇
五
番地

白
滝
原
野
中
央
道
路

上
白
滝
菜
地

三
二
七・八〇

七
三
五・〇
〇

近二
三
二〇

五
四二
・七〇

一、六七
五・七〇

三、一八
七・八〇

一、七二
一・五三

一、六
九
七・〇
〇

一、四二
七・三
〇

一、二二
五・〇
〇

一、二五三・二
〇

三
二
五・四〇

三
七二
・三
五

六二
五・八〇

八
五二
・五〇

三、四
八五・〇〇

二、八〇〇
・〇〇

八
六
五
・〇
〇

一、九三
六・〇〇

三、七
九
三
・〇
〇

三、八
七五
・六二

四、五
二
四
・〇
〇

1111100.00

三、八
七〇
・六
〇

三
、八
四〇
・〇
〇

四
、六
八
一・四

五

七四〇
・〇
〇

二、二八
五・〇
〇

総
延
長
(X)

実
延
長
(x) 長

数

三九〇
・〇
六

六二・三
〇

一〇・五〇

永
久

橋
|

(昭
和
四
十
五
年
四
月
一
日
現
在)

路
線一

ー 〇 九 八 七 六 五 四 三 ニ ー

番
号七
四
七三 七二

七〇 六九
六
八七
二
三〇
号
道
路

下
白
滝
道
路
甲
線

下
白
滝
道
路乙
線

中
央
団
地
道
路

三
一号
道
路乙
線

天
狗
沢
中
央
線

上
支
湧
別
下
原
道
路

七
五
白
滝
温
泉
散
策
道
路

白
滝
原
野
中
央
道
路

道
道
白
滝
原
野
白
滝
停
車
場
線
道
路

点

四
二
号
市
街
(奥
白
滝
駅
前)

奥
白
滝
原
野
道
路
甲
線

一
五
〇三
番
地

五
線三
七
号

終

点

與
白
滝
原
野
道
路
甲
線
終
点

道
迫
白
流
原
野
白
滝
停
車
場
線
道
路

山
支
湧
別
丸
山
道
路
甲
線

主
要
道
道
遠
軽
上
川
線
道
路
一九号

主
要
道
道
遠
軽
上
川
線
道
路

主
要
道
道
遠
軽
上
川
線
道
路

主
要
道
道
遠
軽
上
川
線
道
路

主
要
道
道
遠
軽
上
川
線
道
路

道
道
白
滝
原
野
白
滝
停
車
場
道
路

白
滝
原
野
中
央
道
路

道
道
白
滝
原
野
白
滝
停
車
場
線
道路

五
線
道
路
終
点

上
白
滝
道
路

天
狗
沢
道
路
甲
線

天
狗
沢
道
路
甲
線

支
湧
別
川
沿
道
路
乙
線

道
道
白
滝
原
野
白
滝
停
車
場
線
道
路

パン
ケシ
ュ
ー
ベ
ツ
林
道

支
湧
別
川
三
一
号
線
交
点

白
滝
市
街
基
線
道
路

主
要
道
道
遠
軽
上
川
線
道
路

村
道
九
線
道
路
終
点

白
滝
市
街
基
線
道
路

道
道
白
滝
原
野
白
滝
停
車
場
線
道
路

道
道
白
滝
原
野
白
滝
停
車
場
線
道
路

白
滝
市
街
東
道
路

上
支
湧
別
九
線
沢
道
路

主
要
道
道
遠
軽
上
川
線
道
路

国
有
林
第
一
林
班
と
小
班

奧
白
滝
支
湧
別
問
道
路
終点

丸
瀬
布
町
界

主
要
道
道
遠
軽
上
川
線
道
路

一、二
五〇
・〇〇

五〇
〇
・○○

三〇
〇
・〇
〇

二、七〇〇
・〇〇

六〇
〇・〇
〇

一三
・〇〇

一、七八〇
・〇
〇

六
九
・〇
〇

二
五・五〇
三
八・五
〇

七八
〇・〇〇

三
七〇・〇

〇

1、五二三・〇〇
八〇
七・〇
〇

六〇
〇・〇〇

二四〇・〇
〇

一四八・六
四

一
六〇・〇

〇
四
三
二・〇
〇

六
八
四・〇
〇

五
九
八・〇
〇

1
1〇
・〇
〇

一、七三
八・五
五

1.100.00
一、三
六〇・〇

〇
二、〇
六
七・〇
〇

一、三
九
七・〇
〇

七〇
〇
・五
八

三
五

四
一
白
滝二
三
号
道
路

四
四
四三 四二

白
滝
市
街
東
道
路

白
滝
市
街
南
道
路
乙
線

白
滝
温
泉
道
路

五
二
五〇

四
八
四
九

四
七
四
六
上
支
湧
別
墓
地
道
路

上
支
湧
別
一二
線
道
路

上
白滝
一
号
道
路

上
白
滝二
号
道
路

上
白
滝三
号
道
路

白
滝
市
街
神
社
道
路

奧
湧
別
開
拓
道
路

五
二

五
四
五
五
白
滝
市
街
基
線
道
路
一号

自
滝
市
街
基
線
道
路二
号

五
六
五
七
五
八
五
九

白
滝
市
街
基
線
道
路三
号

奧
白
滝
七
支
湧
別
間
道
路

白
滝
市
街
基
線
道
路
四
号

二
八
号
道
路

K
Oハー
上
支
湧
別
一
九
線
沢
道
路

白
滝
市
街
東
区
基
線
道
路

湧
別
川
沿
道
路
乙
線

上
支
湧
別
三
五
号
道
路

上
支
湧
別
一〇
線
道
路

白
滝
市
街
西
道
路

六
六
テ
レ
ビ
道
路

六
五
六
四
六三 六二六
七
天
狗
沢
道
路

下
白
滝
道
路
甲
線

白
滝
市
街
東
道
路

奥
白
滝
一〇
七
一
番
地

主
要
道
道
遠
軽
上川
線
道
路三
八
号

主
要
道
道
遠
軽
上
川
線
白
滝
橋,

九
線
四
九〇
号

九
線

三
七
号
線

道
道
白
滝
原
野
白
滝
停
車
場
線
道
路

基
線
三
五
号
～
三
六
号
間(旭川

根
室
線
より
分
岐)

起

主
要
道
道
遠
軽
上
川
線
二
一号

主
要
道
道
遠
軽
上
川
線
永
代
橋

主
要
道
道
遠
軽
上
川
線
道
路二
五
号
線

主
要
逍
逍
遠
軽
上
川
線
道
路

主
要
道
道
遠
軽
上
川
線
道
路
新
滝
橋

道
道
白
滝
原野
白
滝
停
車
場
線
道
路

北
支
湧
別三
一
号

北
支
湧
別
四
線三
二
号

支
湧
別

東
支
湧
別
道
路

東
支
湧
別
道
路

三
一
号
道
路

四
線
道
路

東
芝
湧
別
道
路乙
線

二
九

二
七
二
六
115

二二二
11

三
線
道
路

二〇
湯
の
沢
道
路

一
九
自
淹
市
街
川
向
道
路

一
八
二
六
号
道
路

一
七
白
滝
市
街
南
道
路

一六
白
滝
市
街
基
線
道路

一四
奥
白
滝
原
野
道
路
丙
線

一
五
湧
別
川
沿
道路

一
三
旧
白
滝
武
利
間
道
路

一
三
線
道
路
・

主
要
道
道
遠
軽
上
川
線
四三
号

道
道
白
滝
原
野
白
淹停
車
場
線
一三
線
三六
号

主
要
道
道
遠
軽
上
川
線
道
路
一
一号
～
一二
号
間

天
狗
沢
道
路
甲
線

天
狗
平
二
八
号
線

支
湧
別三
二
号
線

九
線
一〇
八
洲
地

七
線二
一
五
番
地

支
湧川
沿
道
路乙
線
終
点

国
有
林二
二
四
林
班

天
狗
平

白
滝
発
電
所

主
要
道
道
遠
軽上
川
線
農
協前

白
滝南
区
(林
産
組合
工
場
前)

道
道
白
滝
原
野
白
滝
停
車
場
線
道
路

字
白
滝

北
支
湧
別

支
湧
別
新
滝
橋

上
白
滝
道
路

道
道
白
滝
原
野
白
滝
停
車
場
線
道
路

道
道
白
流
原
野
白
滝
停
車
場
線
道
路

東
芝
湧
別
道
路乙
線

主
要
道
道
遠
軽
上
川
線
道
路

主
要
道
道
遠
軽
上
川
線
道
路

天
狗
沢
道
路甲
線
道
路

天
狗
沢
道
路
甲
線
終
点

上
白
滝
道
路

三八四
○
旧
白
滝
一
四
号
道
路

三
九

三六三七

三
四
三三 三二
三二一
一天
狗
沢三
線
道
路

天
狗
沢三
六
号
道
路

天
狗
沢三
七�
道
路
甲
線

天
狗
沢三
七
号
道
路
乙
線

奥
白
滝
原
野
道
路丁
線

上
支
湧
別
丸
山
道
路
甲
線

上
支
湧
別
丸
山
道
路
乙
線

ボ
ロ
カ
ニ
ー
ベ
ツ
道
路

下
白
滝
駅
前
道
路

1110
上
白
滝
墓
地
道
路

二
九
号
道
路

二
八
三
四
号
道
路

二
四
七
線
道
路

三三
号
道
路

九
線
道
路
之
線

四 四

昭
和三
五年三

月
三
〇
日

昭
和
三
一
年三
月二
二
日

昭
和二
九
年
一二
月
二
四
日

昭
和
四
五
年
三
月
一
三
日

昭
和
四
三
年
三
月
一〇
日

昭
和
四二
年六
月
一二
日

" 17."

昭
和
四
〇
年
六
月
二
三
日

昭
和
四
〇
年
四
月
六
日

昭
和三
九
年
九
月
一
八日

(
五・五〇)

三
・〇
〇

三
・〇
〇

昭
和三
九
年三
月
一二
日

一、三〇
一・五

一

1、二〇〇
・〇〇

一、七八〇
・〇
〇

1
100.00

三
七〇・〇

〇

・白
滝
市
街
基
線
道
路

六
線
三
二
号
～三
三
号
間

林
道
天
狗
沢
線
終
点

支
湧
別
川

一二
線
道
路

東
白
流二
線二
〇
三
号

四
二
三
深
地

道
道
白
滝
原
野
白
滝
停
車
場
線
道
路
五
線

道
道
白
滝
原
野
白
滝
停
車
場
線
道
路
五
線

上
支
湧
別
九
線
二〇
六
番
地

天
狗
沢
道
路
甲
線

奥
白
滝
原
野
道
路
甲
線

奧
白
滝
原
野
道
路
乙
線

支
湧
別
川
沿
線
道
路
甲
線

支
湧
別
川
沿
線
道
路乙
線

白
滝
原
野
中
央
道
路

路

1

11

10.00

四
・〇
〇

四・〇
〇

昭
和
四二
年三
月
一七
日

昭
和
九
年二
月
二
〇
日

(
三・六〇

)

(二〇
・九〇
)

(
一・九五)

三・五〇

4

(重
複
延
長)

……

三
五〇・〇〇

一
三
九・八

四

一、四
一
一・六八

一、四〇
〇・七
八

一六〇・〇
〇

四
五
五
線
道
路
乙
線

五
三
六
線
道
路





遠
軽
白
滝
間
道
路
改
良
期
成
会

鉄
道
の
敷
設
さ
れ
て
い
な
い
大
正
期
の
道
は、
支
線
道
路
は
も
ち
ろ
ん
のこ
と
、
中
央
道
路
(現
在
主
要
道
道
遠
軽
上
川
線
道

路
)
と
い
え
ど
も
全
く
改
良
の
手
が
加
え
ら
れ
ず、
遠
軽
ま
で
の
四
〇
き
余
の
徒
歩
あ
る
い
は
馬
車
に
よ
る
往
復
は
筆
舌
し
難
い
悪

路
の
連
続
で
、
こ
と
に
農
作
物
の
搬
出、
食
糧
等
の
搬
入
に
は
こ
と
の
ほ
か
難
渋
を
来
た
し
、
こ
の
た
め
遠
軽
方
面
よ
り
購
入
の
品

物
は
運
賃
が
高
く
つ
き
高
価
と
な
り
、
逆
に
農
作
物
等
は
運
賃
が
か
か
っ
て
安
値
と
な
る
お
よ
そ
不
合
理
に
し
て
痛
し々
い
生
活
が

続
け
ら
れ
て
いた
。
大
正
七
年
十
月
十
五
日
付
の
『北
見
新
聞
』
に
「白
滝
部
落
民
の
痛
切
な
る
叫
び
」
と
題
し
て
次
の
ご
と
き
一

節
が
出
て
い
る
。

『白
滝
部
落
は
大
正
元
年
紀
州
団
体
の
移
住
す
る
あ
り
て、
開
発
そ
の
緒
に
つ
き
爾
来
年
と
と
も
に
移
住
者
キ
ビ
ス
を
接
し
遂
に
今

日
の
如
き
発
達
を
来
せ
り
、
然
る
に
物
資
の
供
給
は
こ
ぞ
っ
て
遠
軽
に
求
め
ざ
る
可
か
ら
ず
、
そ
の
間
道
程
約
十
里
天
下
恐
ら
く
斯

く
の
如
き
悪
路
あ
ら
ん
や
、
泥
濘
将
に
脚
を
没
し
通
行
の
困
難
実
に
名
状
す
べ
か
ら
ざ
る
も
の
あ
り
、
殊
に
運
搬
馬
車
転
覆
す
る
こ

と
数
次、
遂
に
交
通
杜
絶
す
る
状
態
に
あ
り
、
し
ば
し
ば
米
噌
の
欠
乏
を
来
す
の
み
な
ら
ず
斯
く
の
如
く
悪
路
な
る
が
故
に
運
搬
賃

高
き
こ
と
実
に
想
像
以
上
な
り
、
即
ち
白
滝
部
落
民
は
高
価
な
る
物
資
の
供
給
を
受
け
而
し
て
生
産
品
は
安
価
売
却
し
二
重
の
損
害

に
苦
し
み
つ
き
あ
り
、白
滝
部
落
民
も
等
し
く
陛
下
の
赤
子
な
り
、官
に
あ
る
も
の
は
宜
し
く
公
平
な
る
調
査
に
よ
り
て
応
急
の
修
理

み
ら
れ
ん
こ
と
を
切
望
し
て
止
ま
ざ
る
次
第
な
り
、
一例
を
あ
げ
る
に
白
滝
幽
仙
橋
以
南
わ
ず
か
に
数
丁
(注
・
五〇
〇
～
六
〇
〇
努

くら
い)

の
間
に
馬
車
十
余
回
転
覆
せ
る
事
実
あ
り
、
斯
く
の
如
く
苦
痛
を
感
じ
つ
あ
る
が
故
に
部
落
民
申
し
合
せ
毎
戸
一
人
宛

出
張
し
、
馬
車
持
は
馬
車
を
出
役
し
か
ら
う
じ
て
幽
仙
橋
以
南
の
仮
修
繕
を
了
せ
り
、
殊
に
時
局
に
際
し
郵
便
物
の
遅
着
の
如
き
は

最
も
痛
切
に
感
ず
る
処
な
り
」。

第
一
章
道
路
交
通
の
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こ
う
し
た
白
滝
住
民
の
悲
痛
な
訴
え
が
遠
軽
村
理
事
者
の
心
を
ゆ
さ
ぶ
り
、
石
北
線
鉄
道
の
敷
設
も
容
易
に
進
行
せ
ざ
る
に
お
い

て
、
た
だ
一
本
の
該
道
路
を
徹
底
的
に
改
善
す
る
計
画
の
も
と
大
正
十
二
年
「遠
軽
白
滝
間
道
路
改
良
期
成
会
」
を
結
成、
村
長
を

会
長
に
遠
軽、
丸
瀬
布、
白
滝
よ
り
二
十
九
名
の
実
行
委
員
を
挙
げ、
白
滝
ま
で
を
自
動
車
道
と
す
べ
く
目
標
を
定
め
た
。
白
滝
よ

り
選
ば
れ
た
実
行
委
員
は
井
村
謙二
、
大
庭
重
次、
福
田
彦
蔵、
岸
利
七、
新
保
国
平、
佐
藤
平
一
郎、
倉
橋
伝
三
郎
ら
で
あ
っ

て、
年
次
計
画
に
よ
っ
て
遠
軽
側
よ
り
改
良
工
事
が
進
め
ら
れ
た
が、
財
政
的
な
理
由
も
あ
っ
て
遅
と々
し
て
進
行
せ
ず
、
そ
の
後

石
北
線
鉄
道
の
起
工
が
決
定
す
る
に
至
っ
て
こ
の
期
成
会
は
や
が
て
有
名
無
実
の
様
相
を
呈
し
て
い
っ
た
。

道
路
愛
護
共
励
会

日
常
何
気
な
く
通
行
使
用
し
て
い
る
整
備
さ
れ
た
道
路
も
、
ひ
と
た
び
悪
路
と
な
る
と
憤
懣
や
る
か
た
な
い
気
持
で
通
行
す
る
の

が
世
の
常
で
あ
る
が、
年
と
と
も
に
道
路
網
が
拡
張
さ
れ
て
いく
に
従
い
道
路
の
補
・
改
修
は
容
易
な
ら
ざ
る
事
業
と
な
っ
た
。
こ

う
し
た
道
路
の
保
護
心
、
愛
護
心
を
養
う
を
目
的
と
し
て
遠
軽
村
に
お
い
て
は
"道
路
愛
護
日"
を
定
め
る
こ
と
を
決
め、
毎
年
一

回
九
月
二
十
三
日
の
秋
季
皇
霊
祭
(今
の
秋
分
の
日
)
を
"道
路
愛
護
デ
ー
”
と
し
て
昭
和
六
年
そ
の
第
一
回
が
施
行
さ
れ
た
。
こ

のこ
と
が
素
因
と
な
っ
て
愛
護
組
合
結
成
の
機
熟
し
、
昭
和
十
年
一月
「
遠
軽
町
道
路
保
護
組
合
」
が
組
織
さ
れ、
左
のご
と
き
規

約
も
設
定
し
た
。

遠
軽
町
道
路
保
護
組
合
規
約

第
一
条
本
組
合
八
遠
軽
町
道
路
保
護
組
合
ト
称
ス

第
二
条
本
組
合
へ
遠
軽
町
内
ニ
居
住
シ、
一戸
ラ
構
ヘ
タ
ル世
帯
主
ッ
以
テ
組
織
ス

第
三
条
本
組
合
ノ
区
域
へ
遠
軽
町
一
円
ト
ス

第
四
条
本
組
合
へ
遠
軽
町
内
ニ
於
ケ
ル
地
方
費
道
、
準
地
方
費
道、
町
村
道
ニ
対
シ
左
ノ
維
持
及
ビ
改
良
修
繕
ョ
ナ
ス
ラ
目
的
ト
ス 四七四



一
路
面、
橋
面ノ
掃
除
及
ビ
修
繕
、
除
草、
除
雪、
側
溝
ノ
浚
渫

二
路
面
ノ
整
理
(路
面
ノ
不
陸
均
及
ビ
穴
埋
等
ラ
含
ム)

三
橋
梁
ノ
障
害
ト
ナ
ルベ
キ
流
水
塵
埃
及
ビ
流
氷
除
却

四
橋
梁
ノ
簡
易
ナ
ル応
急
手
当

五
道
路
並
木
ノ
保
護
及
ビ
障
害
木
ノ
伐
採

六
砂
利
敷
其
ノ
他
必
要
ナ
ル
改
良
工
事

七
橋
梁
水
抜、
暗
渠下
水
等
改
良
及
ビ
修
繕

八
非
常
災
害
ノ
場
合
ニ
於
ケ
ル
道
路
及
ビ
附
属
物
被害
防
禦
其
ノ
他
ノ応
急
施
設

九
渡
船
場
ノ
設
備
経
営
ニ
関
シ
取
扱
人
ヨ
リ
要
求
ア
リ
タ
ル
ト
キ
ハ些
少
ナ
キ
労
力
、
材
料
ノ
提
供

第
五
条
本
組
合
ノ
事
務
所
へ
遠
軽
町
役
場
ニ置
ク

第
六
条
本
組
合
区
域
内
ニ
左
ノ
支
部
⇒
設
ク

奥
社
名
渕
支
部、
上
社
名
渕
支
部、
南
社
名
渕
支
部、
中
社
名
渕
支
部、
下
社
名
渕
支
部、
学
田
支
部、
遠
軽
市
街
地
北
区
支
部、
遠
軽
市
街

地
中区
支
部、
遠
軽
市
街
地
東
区
支
部、
遠
軽
市
街
地
西
区
支
部、
向
遠
軽
支
部、
上
遠
軽
支
部、
向
野
上
支
部、
野
上
支
部、
瀬
戸
瀬
支
部、

上
瀬
戸
瀬
支
部、
丸
瀬
布
支
部、
武
利
支
部、
上
武
利
支
部、
上
丸
瀬
布
支
部、
南
丸
瀬
布
支
部、
旧
白
滝
支
部、
白
滝
支
部、
上
白
滝
支
部、

奧
白
滝
支
部、
支
湧
別
支
部、
上
支
湧
別
支
部

第
七
条
本
組
合
ノ
事
業
へ
各
支
部
ニ
於
テ
分
担
シ
毎
年
春
秋二
期
ニ
之
ョ
施
行
ス、
但
シ
必
要
ト
認
メ
タ
ル
場
合
、
随
時
之
行
と
又
ハ
組
合
ニ

於
テ
施
行
ス
ル
コトア

ル
ベ
シ

第
八
条
以
下
第
十三
条
ま
で
略

第
十
四
条
春
秋
二
回
ノ
定
期
工
事
ハ
各
支
部
毎
ニ
組
合
全員
出
動
シ、
支
部
長
ノ
指
揮
⇒
受
ク
ル
モ
ノ
ト
ス

第
十
五
条
前
条
ノ
場
合
ニ
於
テ
事
故
ア
リテ
出
動
ナ
ス
能
ハ
ザ
ル
者
ハ其
ノ
旨
支
部
長
ニ申
シ
出、
代
人
若
シ
ク
ハ
人
夫
賃
相
当
ノ
金
額
弓
組
合

ニ
納
入
スベ
シ

以
下
第
二
十
条
ま
で
略

第
一
章
道
路
交
通
の
今
昔

四七五



四七六
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と
、
厳
格
綿
密
な
規
約
に
も
と
づ
い
て
道
路
保
護
事
業
が
な
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
こ
う
し
た
事
業
も
太
平
洋
戦
争
激
化
に
つ
れ
て

人
手
不
足
と
各
種
軍
需
物
資
の
生
産
に
拍
車
が
か
け
ら
れ、
い
つ
と
は
な
し
に
立
消
え
と
な
っ
た
。
戦
後
経
済
の
高
度
成
長
に
と
も

な
い
道
路
網
の
整
備
拡
充
が
再
び
認
識
が
深
め
ら
れ
戦
前
の
道
路
保
護
組
合
に
代
る
“道
路
愛
護
共
励
会
”
が
管
内
的
に
発
足
を

み、
本
村
に
お
い
て
も
昭
和三
十
三
年
度
よ
り
発
足
す
る
こ
と
を
決
し
、
同
年
四
月
左
の
ご
と
き
要
綱
が
出
来
た
。

白
滝
村
道
路
愛
護
共
励
会
要
綱

一
目
的

道
路
の
効
力
を
増
進
し
愛
護
思
想
の
普
及
徹
底
を
図
り
以
っ
て
道
路
事
業
の
振
興
促
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る

二
事
業
主
体
及
び
出
品
道
路

↑
愛
護
共
励
事
業
主
体
は
区
と
す
る

『
出
品
道
路
は
国
道、
村
道、
農
道
そ
の
他
の
道
路
た
る
を
問
わ
ず
出
品
で
き
る
も
の
と
す
る

三
共
励
会

(
共
励
事
業
は
概
ね
次
の
と
お
り
と
し
一
種
又
は
数
種
の
事
業
を
行
う
も
の
と
す
る

不
陸
均、
穴
埋、
砂
利
敷
込
、
崩
落
土
及
び
泥
土
の
除
去、
法
面
の
張
芝
、
筋
芝
、
土
留
工
、
側
溝
の
補
修
及
び
浚
渫、
道

路
の
草
刈、
雑
木
の
伐
採
等

11
(略
)

(1)
共
励
事
業
は
毎
年
十
月
三
十
一
日ま
で
に
終
了
し
、
終了
届
を
別
記
様
式
(様
式
略
)
によ
り
区
長
が
届
出
す
る
も
の
と
す

る



四
審
査
(略)

五
表
彰
(
略
)

六
そ
の
他

出
品
道
路
の
中、

一点
を
北
海
道
主
催
道
路
愛
護
共
励
会
に
推
せん
す
る

努 努 五 四 三 二 一
カ カ
賞 賞 位 位 位 位 位

東
区

下
白
滝
区

東
白
滝
区

支
湧
別
区

北
支
湧
別
区

旧
白
滝
区

旧
白
滝
墓
地
道
路

三
線
道
路

五
線
道
路

天
狗
沢
道
路乙
線

下
白
滝
開
拓
道
路

白
滝
墓
地
道
路

順順
位

北
支
湧
別
区

愛
護
共
励
会

単
位
道
路

末
広
道
路

出
品
道
路

か
く
し
て
こ
の
共
励
会
が
発
足
し
た
昭
和三
十
三
年
度
中
に
そ
の
目
的
に
沿
っ
て
六
つの
区
に
お
い
て
単
位
道
路
愛
護
共
励
会
が

誕
生、そ

れ
ぞ
れ
共
励
事
業
を
行
な
い
翌
三
十
四
年
四
月
第
一
回
道
路
愛
護
共
励
会
の
表
彰
式
が
左
の
成
績
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
た
。

以
来
単
位
道
路
愛
護
共
励
会
も
年
増々
加
し、
近
年
に
至
っ
て
は
大
方
の
区
に

お
いて
道
路
の
整
備
に
熱
意
を
も
や
し
、
出
品
道
路
も
ほ
と
ん
ど
全
村
に
及
ぶ
ほ

ど
の
普
及
を
示
し
て
い
る
。

ま
た
こ
う
し
た
道
路
愛
護
思
想
が
村
内
小
中
学
校
児
童
生
徒
間
に
も
大
い
に
浸

透
し
、
そ
れ
ぞ
れ
自
主
的
に
道
路
の
美
化
に
努
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。
な
か
で
も

白
滝
中
学
校
は
毎
年
生
徒
会
が
主
体
と
な
っ
て
「僕
ら
の
道
路
は
僕
ら
の
手
で
」

と
自
主
的
に
道
路
愛
護
美
化
運
動
に
協
力
、
日
曜
日
に
市
街
地
区
ご
と
に
道
路
清

掃
を
続
け
て
き
た
が、
そ
の
功
が
報
い
ら
れ
昭
和
四
十
一年
五
月
北
海
道
知
事
表

彰
を
う
け
、
さ
ら
に
同
年
九
月
建
設
大
臣
表
彰
を
受
け
る
栄
誉
に
か
が
や
い
た
。

網
走
開
発
建
設
部
遠
軽
出
張
所
白
滝
道
路
工
手
詰
所

網
走
土
木
事
務
所
遠
軽
道
路
保
護
区
員
駐
在
所
が
大
正
十
五
年
遠
軽
に
設
置
さ
れ、
本
村
域
内
の
国
道
も
そ
の
管
理
下
に
お
か
れ

第
一
章
道
路
交
通
の
今
昔

四七七
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た
が、
遠
距
離
の
た
め
時
折
巡
回
す
る
程
度
で
完
全
な
も
の
と
は
い
え
な
か
っ
た
。
分
村
独
立
後
道
路
管
理
面
に
お
い
て
も
こ
れ
が

管
理
者
の
設
置
が
必
要
と
な
り
詰
所
設
置
の
運
び
と
な
っ
た
が
、
こ
れ
よ
り
さ
き
所
轄
官
庁
の
名
称
変
え
が
行
な
わ
れ、
昭
和
二
十

二
年
七
月
一
日
網
走
土
木
現
業
所
遠
軽
派
出
所
白
滝
工
夫
詰
所
と
し
て
芦
野
文
作
が
本
村
に
常
駐
と
な
っ
た
。

昭
和
二
十
六
年
七
月
北
海
道
開
発
局
設
置
と
と
も
に
網
走
開
発
建
設
部
が
新
設
さ
れ、
国
道
な
ら
び
に
開
発
道
路
の
管
理
を
担

当
、
こ
れ
に
と
も
な
っ
て
従
来
の
詰
所
も
網
走
開
発
建
設
部
遠
軽
出
張
所
白
滝
道
路
工
手
詰
所
と
そ
の
名
称
も
変
り
、
現
在
芦
野
明

文
の
駐
在
と
な
っ
て
い
る
。

開発局のロー タリー車による排雪作業

本
村
域
内
に
はこ
の
ほ
か
下
白
滝
道
路
工
手
詰
所
(駐
在
員
畑
中
儀
美)
が
昭
和三
十

六
年
十
月
に
、
ま
た
奥
白
滝
道
路
工
手
詰
所
(駐
在
員
欠
員
中)
が
昭
和
三
十
七
年
十
月

に
設
置
さ
れ
、
行
き
届
い
た
道
路
の
整
備
が
な
さ
れ
て
い
る
。

白
滝
除
雪
セ
ン
タ
ー

年
増々
大
す
る
交
通
量
に
対
処
し
冬
期
間
の
国
道
除
雪
は
も
は
や
一
般
の
常
識
と
さ
え

な
っ
て
い
る
が
、
開
発
局
の
冬
季
各
国
道
路
線
の
除
雪
計
画
に
も
と
づ
き
本
村
に
も
網
走

開
発
局
建
設
部
除
雪
セ
ン
タ
ー
が
昭
和
四
十
一年
十二
月
建
設
さ
れ、
除
雪
車
の
常
駐
に

よ
っ
て
奥
白
滝
ま
で
の
道
道
は
完
全
除
雪
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。

舗
装
道
路
・
主
要
道
道
遠
軽
上
川
線
道
路
內

村
民
久
し
く
待
ち
わ
び
て
い
た
主
要

道
道
遠
軽
上
川
線
道
路
内
白
滝
市
街
地
道
路
の
舗
装
工
事
が
網
走
開
発
建
設
部
の
手
に
よ

っ
て
昭
和三
十
七
年
十
月
完
成
を
み
た
。
こ
の
工
事
は
東
区
市
街
は
ず
れ
か
ら
東
区
三
叉



市街地道路の舗装工事 路
に
至
る
延
長
一、〇
〇
〇
財、
幅員
九
ぶ
で
総工
事
費二
千
六
百
五
十
万
円
を
要
し、

滝
川
市
中
山
組
の
請
負
で
施
行
さ
れ
た
。
こ
れ
本
村
域
内
最
初
の
舗
装
道
路
で
あ
る
。

道
道
白
滝
原
野
白
滝
停
車
場
線
道
路
內

白
滝
市
街
地
の
舗
装
に
よ
り
、
当
時
村
道

で
あ
っ
た
農
協
前
よ
り
南
区
営
林
署
貯
木
場
前
に
至
る
間
の
舗
装
が
住
民
よ
り
切
望
せ
ら

れ
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
昭
和三
十
八
年
十
一
月、
全
長二
二
〇
ぶ
の
舗
装
工
事
を
行
な
っ

た
。昭
和
四
十
一
年
待
望
の
道
道
昇
格
に
よ
っ
て
さ
ら
に
舗
装
道
路
の
延
長
工
事
を
道に
請

願
し
た
結
果、
昭
和
四
十三
、
四
十
四
年
の
二
ヵ
年
に
わ
た
り
貯
木
場
前
よ
り
白
滝
中
学
校

入
口
に
至
る
延
長
四
二
八
筋
が
、
こ
え
て
昭
和
四
十
五
年
に
は
待
つ
こ
と
久
し
か
っ
た
上

支
湧
別
市
街
全
長
四
八
〇
ぶ
が
舗
装
さ
れ、
住
民
の
喜
び
ひ
と
し
お
な
も
の
が
あ
っ
た
。

道
道
内
舗
装
の
状
況
は
左
表
の
と
お
り
。

域
備

考
地

施
工
年
度

昭
和
三
七
白
滝
駅
前

白
滝
農
協
前
よ
り
営
林
署
貯
木
場
前
ま
で

三八
営
林
署
貯
木
場
前
よ
り
西
区
川
上
宅
前
ま
で

四三四四
西
区
川
上
宅
前
よ
り
白
滝
中
学
校
入
口
前
ま
で

四
五
上
支
湧
別
市
街

延

三
八
(1) 長

幅
員八 一〇 (1)

六〇
〇
、〇
〇
〇

一
、八
二
六、〇
〇

日
本
道
路
K
K

・日
本
道
路
K
K

日
本
道
路
K
K

第
一
章
道
路
交
通
の
今
昔

四
八〇
二
八
八

一
四〇
二
二
〇

工
事
費
(円
)

施
工
業
者

大
林

組
施
工
当
時
村
道

大
林

組
施
工
当
時
村
道

0

六
一、三
〇
〇、〇

六
二、六

三
〇
、〇

六・
五
五、七

〇
〇
、〇
〇
0

四七九
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船

度
點

三

現永代橋
日規定・旭川間中央道路

(中 央S)
白灣 二段
(東区)

田
中
三
号
線

渡 船 場 見 取 図

橋
梁
の
流
失、
未
架
設
橋
の
河
川
に
は
渡
船
が
重
要
な
交
通
機
関
で
、
こ
と
に
橋
梁
架
設
技
術
の
乏
し
い
明
治
中
期
以
前
に
お
い

て
は、
河
幅
の
広
い
河
川
は
そ
の
大
半
が
渡
船
に
依
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
渡
船
の
運
営
は
官
設
、
民
営
等
さ
ま
ざ
ま
で

あ
っ
た
が
、
明
治
七
年
道
内
の
渡
船
場
は
官
設
に
改
め
ら
れ
取
扱
人
を
置
く
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
官
設
渡
船
制
度
は
全
道
く
ま
な

く
実
施
さ
れ
た
わ
け
で
な
く
、
小
河
川
に
つ
い
て
は
主
と
し
て
船
に
つ
い
て
は
官
設
し
、
あ
る
い
は
助
成
金
を
交
付
し
て
備
え
つ
け

し
め、
経
営
に
つ
い
て
は
無
人
渡
船
ま
た
は
民
営
に
依
存
し
た
個
所
も
少
な
く
な
か
っ
た
。

本
村
に
お
け
る
渡
船
は
確
と
し
た
資
料
が
な
く
断
定
し
が
た
い
が
、
本
村
を
縦
断
せ
る

旧
網
走
・
旭
川
間
中
央
道
路
は
白
滝
市
街
二
十
四
号
線
よ
り
東
北
東
寄
り
二
〇
〇
ぶ
の
地

点
(今
の
東
区
)
に
て
湧
別
川
を
横
断
し
た
。
も
と
よ
り
該
道
路
開
通
当
時
は
木
橋
が
架

け
ら
れ
た
も
の
と
判
断
す
る
が
、
明
治
三
十
一
年
九
月
全
道
を
襲
っ
た
豪
雨
に
よ
っ
て
湧

別
川
も
氾
濫
し
遠
軽
に
お
い
て
は
甚
大
な
被
害
を
被
っ
た
と
記
録
さ
れ
て
お
り
、
お
そ
ら

く
こ
の
水
害
に
よ
っ
て
前
記
の
木
橋
も
流
失
し
た
も
の
と
思
う
。
明
治
四
十
三
年
三
月
発

行
の
『白
滝
殖
民
地
増
画
図』
に
よ
る
と
、
該
所
に
橋
の
架
設
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
わ

か
る
。

か
か
る
観
点
に
立
って
古
老
の
言
を
総
合
す
る
と
、
明
治三
十
五
年
北
見
峠
駅
通
よ
り

旧
白
滝
に
入
地
し
た
石
上
藤
蔵
は、
そ
の
後
同
四
十
二
、
三
年
に
わ
た
っ
て
旧
白
滝
地
方

に
個
人
入
植
あ
い
つ
い
だ
こ
ろ
よ
り
旧
白
滝
よ
り
前
記
白
滝二
股
の
渡
船
場
に
時
折
通
い

四八0



「渡
し
守
」
を
し
た
。
そ
の
後
同
四
十
五
年
に
な
っ
て
小
笠
原
伊
勢
松、
さ
ら
に
矢
崎
次
郎
吉
、
前
田
権三
郎
と
代
り
は
し
た
が、

いず
れ
も
半
年
く
ら
い
で
交
替
し
、
明
治
四
十
五
年
の
紀
州
団
体
に
引
き
つ
づ
き
大
正
二
年
支
湧
別、
奥
白
滝
方
面
に
団
体
移
住
あ

い
つ
い
だ
こ
ろ
よ
り
渡
船
に
よ
る
交
通
に
不
便
を
感
じ
、
た
ま
た
ま
二
股
付
附
に
て
湧
別
川
と
支
湧
別
川
と
合
流
す
る
支
湧
別
川
上

に
風
倒
木
に
よ
る
懸
橋
を
利
用
し
て
現
在
の
市
街
を
通
行、
二
十
六
号
線
上
を
横
切
る
湧
別
川
に
同
じ
よ
う
な
懸
橋
(現
新
滝
橋
)

を
利
し
て
交
通
路
と
し
た
。

一
時
的
に
運
行
さ
れ
て
い
た
通
称
「二
股
渡
船
」
は
張
鉄
索
を
し
た
引
き
綱
式
渡
船
で、
船
に
引
き
綱
を
取
り
つ
け
、
利
用
者
が

自
由
に
操
作
で
き
得
る
よ
う
に
も
な
っ
て
い
た
。

第
二
章
鉄
道
交
通
の
今
昔

い
つ
の
世
で
も
開
拓
の
基
礎、
産
業
発
達
の
基
礎
と
な
る
も
の
は
交
通
機
関
で
あ
ろ
う
。

北
海
道
に
お
け
る
鉄
道
の
歴
史
は
ま
こ
と
に
古
い
。
す
な
わ
ち
蝦
夷
地
開
拓
に
意
を
注
い
で
い
た
幕
府
で
は
、
文
久
元
年
(一八

六
一
)
米
国
地
質
鉱
山
学
士
プ
レ
ー
キ、
パン
ベ
リ
ー
の
二
人
を
聘
し
て
蝦
夷
地
の
地
質
を
調
査
依
頼
し、
そ
の
折、
彼
ら
は
後
志

の
古
宇
郡
泊
村
茅
沼
に
足
を
入
れ
炭
鉱
の
開
発
を
推
奨、
こ
れ
が
た
め
幕
府
は
翌
文
久二
年
茅
沼
炭
鉱
の
開
坑
に
着
手、
さ
ら
に
慶

応
三
年
(一
八
六
七
)
英
人
鉱
山
師
E
・
H
・
M
・
カ
ー
ル
を
茅
沼
破
に
聘
し
、
二
ダ
余
(お
よ
そ
三
・二
ょ
)
の
軌
道
を
敷
設
し

英
国
よ
り
蒸
気
機
関
車
を
輸
入
、
石
炭
搬
出
に
使
用
し
た
。
こ
れ
こ
そ
本
道
鉄
道
敷
設
の
初
め
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
が、
は
た
し
て

順
調
な
運
転
が
な
さ
れ
た
か
否
か
は
資
料
が
乏
し
い
の
で
わ
か
ら
な
い
。

第
二
章
鉄
道
交
通
の
今
昔

四八一
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北
海
道
に
お
け
る
鉄
道
の
は
じ
め

明
治元
年
(一
八
六
八)
幌
内
山
の
沢
に
て
一
造
材
夫
の
手
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
た
光
沢

の
あ
る
石
状
の
も
の
が
明
治
五
年
(一
八
七
二
)
に
至
っ
て
、
こ
れ
が
世
に
脚
光
を
あ
び
る
優
秀
な
石
炭
で
あ
る
こ
と
が
専
門
家
に

よ
っ
て
証
明
さ
れ、
こ
れ
が
開
発
に
あ
た
り
問
題
に
な
っ
た
の
が
石
炭
の
輸
送
に
と
も
な
う
鉄
道
の
敷
設
で
あ
っ
た
。
日
本
第
三
番

目
の
鉄
道
が
人
口
二
十
万
を
こ
え
た
ば
か
り
の
開
拓
途
上
の
北
海
道
に
敷
設
さ
れ
た
そ
も
そ
も
の
因
は
、
埋
蔵
量
の
豊
富
な
石
炭
の

発
見
が
な
け
れ
ば
実
現
し
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
鉄
道
敷
設
個
所
に
つ
い
て
種
論々
議
が
交
わ
さ
れ
た
が、
北
海
道
の
将
来
を
勘
案

し
、
結
局
幌
内
か
ら
江
別、
札
幌
を
経
て
小
樽
手
宮
間
の
九
〇
ず
に
決
定、
明
治
十
二
年
(一
八
七
九)
十
月
よ
り
幌
内
炭
山
の
坑

道
開
削
着
手、
鉄
道
用
地
の
買
収、
さ
ら
に
機
関
車、
車
両、

レー
ル
等
の
発
注
が
行
な
わ
れ、
翌
十
三
年
一
月
よ
り
鉄
道
敷
設
工

事
に
着
手
し
、
新
技
術
の
導
入
に
よ
っ
て、
こ
の
年
十
一
月
二
十
八
日
札
幌
・
手
宮
間
の
開
通
を
見
、
幌
内
鉄
道
と
命
名、
着
手
か

ら
成
完
ま
で
わ
ず
か
に
十
一
カ
月
と
い
う
突
貫
工
事
で
あ
っ
た。
第
一
号
機
関
車
は
世
に
有
名
な
「
義
経
号
」
と
「
弁
慶
号
」
で、

義
経
号
は
大
阪
の
国
鉄
鷹
取
工
場
に、
ま
た
弁
慶
号
は
東
京
鉄
道
博
物
館
に
い
ま
も
な
お
静
か
に
そ
の
身
を
横
た
え
て
い
る
と
い

う
。
こ
う
し
て
幌
内
鉄
道
は
明
治
十
五
年
十
一
月
に
全
通
、
石
炭
輸
送
の
た
め
時
と
し
て
無
蓋
貨
車
に
よ
る
旅
客
輸
送
も
兼
ね
大
い

に
貢
献
し
た
の
で
あ
る
。
ち
な
み
に
手
宮
・
札
幌
間
の
開
通
当
時
の
旅
客
運
賃
を
尋
ね
る
に
上
等
(今
の
グ
リ
ーン
車
に
相
当
す
)

一円
、
米
価
か
ら
換
算
す
る
と
お
よ
そ
壱
千
五
百
円
見
当
で
、
現
在
の
札
幌
・
小
樽
間
鉄
道
運
賃
の
十
倍
強
と
な
り
、
一般
庶
民
に

と
っ
て
は
高
嶺
の
花
で
あ
っ
た
ら
し
い
。

明
治二
十
九
年
五
月
に
公
布
さ
れ
た
北
海
道
鉄
道
敷
設
法
に
よ
っ
て
道
庁
に
臨
時
北
海
道
鉄
道
敷
設
部
が
設
け
ら
れ、
拓
殖
と
国

防
の
上
か
ら
積
極
的
に
鉄
道
建
設
工
事
計
画
が
樹
立
さ
れ
た
。

鉄
道
の
国
有

鉄
道
国
有
の
建
議
は
明
治二
十
四
年
井
上
鉄
道
庁
長
官
の
手
に
よ
っ
て
立
案
、
第
十
二
回
帝
国
議
会
に
提
出
さ



れ
た
が
成
案
と
な
ら
ず
こ
れ
が
鉄
道
敷
設
法
と
改
称
さ
れ
て
発
布さ
れ
た。
こ
の
こ
と
に
よ
り
鉄
道の
国
有
化
に
つ
いて
の
世
論
が

た
か
ま
り
、
以
後
帝
国
議
会
の
開
か
れ
る
た
び
に
審
議
さ
れ、
国
家
隆
昌
の
気
運
も
昂
揚
し
産
業
の
発
展
に
と
も
な
う
時
代
の
要
求

度
も
募
り
、
明
治三
十
九
年三
月
初
旬
西
園
寺
内
閣
の
提
出
に
係
る
鉄
道
国
有
法
案
は
一
部
修
正
は
あ
っ
た
が
貴
・
衆
両
院
を
通

過
、
つ
いに
こ
の
日
す
な
わ
ち
明
治
三
十
九
三
月
三
十
一
日
法
律
第
十
七
号
を
も
っ
て
発
布
、
ここ
に
鉄
道
の
国
有
化
が
決
定
さ
れ

た
ので
あ
る
。

石
北
線
敷
設
の
請
願

北
海
道
鉄
道
敷
設
法
が
制
定
さ
れ
て
よ
り
鉄
道の
敷
設
に
つ
い
て
の
計
画
が
た
て
ら
れ、
こう
し
て
敷

設
が
地
方
開
発
の
飛
躍
台
と
な
っ
た
が、
こ
と
に
鉄
道
の
国
有
化
に
よ
っ
て
敷
設
事
業
も
い
ち
じ
る
し
く
進
展
の
度
を
加
え
た。
北

見
管
内
に
お
い
て
も
北
見
・
留
辺
蘂
間
が
大
正
元
年
に
開
通、
留
辺
薬
・
安
国
間
が
大
正
三
年
に
、
安
国
・
遠
軽・
開
盛
間
が
大
正

四
年
に
、
開
盛
・
湧
別
間
大
正
五
年
に
そ
れ
ぞ
れ
開
通
さ
れ
た
が、
遠
軽
よ
り
白
滝、
上
川
を
通
っ
て
旭
川
に
至
る
中
央
道
路
ぞ
い

の
中
央
幹
線
と
も
な
る
べ
き
、
鉄
道
敷
設
の
議
が
遅
と々
し
て
進
ま
ず
、
白
滝
の
住
民
は
遠
軽
ま
で
の
十
里
余
(四
〇
ず
)
の
道
を

公
用、
私
用、
農
産
物
の
搬
出
等
す
べ
て
徒
歩
で
往
復
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
沿
線
住
民
と
も
ど
も
鉄
道
の
早
期
敷
設
を
白
夜
哀
願

し
つ
づ
け
て
い
た。
当
時
の
新
聞
も
白
滝
の
切
実
な
願
い
を
と
り
あ
げ、
さ
ら
に
喚
起
を
う
な
が
す
記
事
を
の
せ
て
い
る
。
大
正
七

年
六
月
十
五
日
の
『北
見
時
報』
に
「
旭
遠
鉄
道
と
白
滝
」
と
題
し
て
次
の
こ
と
が
か
か
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

「
旭
遠
鉄
道
と
白
滝‒‒我

が
白
滝
原
野
は
湧
別
線
遠
軽
駅
を
西
に
距
る
十
里
乃
至
十
六
里
な
り
、
此
の
間
中
央
道
路
の
あ
り
て
僅
か

に
其
の
間
の
用
を
弁
じ
つ
つ
あ
り
と
雖
も
如
何
に
之
を
以
て
其
の
完
を
期
し
得
ん
や
。
近
く
其
の
一
例
を
見
ん
か、
米
一
俵
の
運
賃

遠
軽
よ
り
約
一
円
を
要
し
又、
白
滝
よ
り
出
づ
る
雑
穀
一
俵
に
対
し
て
も
同
一
な
る
も
の
あ
ら
ん
、
其
の
合
計
二
円
な
り
、
年
産
額

雑
穀
五
十
俵
を
搬
出
す
る
と
こ
ろ
の
人
は
五
十
円
の
運
賃
を
要
し
又
、
一
ヶ
年
の
必
要
品
た
る
米
味
噌
醬
油
石
油
及
び
雑
穀
等
約
五

第
二
章
鉄
道
交
通
の
今
昔
・

四八三
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十
個
を
購
入
す
る
と
こ
ろ
の
も
の
は
是
又
五
十
円
の
運
賃
を
払
は
ざ
る
べ
か
ら
ず
、
合
計
金
百
円
の
大
金
な
り、
是
を
白
滝
部
落
壱

千
戸
と
仮
定
せ
ば
実
に
十
万
円
と
いう
莫
大
な
る
も
の
あ
り
、
之
は
単
に
農
産
品
や
一
家
の
日
用
品
を
見
た
る
に
過
ぎ
ぬ
の
で
あ
っ

て
更
に、
鉱
山
木
材
旅
客
等
の
上
に
於
て
及
ぼ
す
範
囲
の
大
な
る
は
け
だ
し
想
像
に
余
り
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
ひ
る
が
へ
っ
て
之
を

石
狩、
北
見
の
横
断
鉄
道
と
し
て
の
価
値
に
於
て
其
の
利
益
の
莫
大
な
る
も
の
あ
る
は
何
人
も
驚
く
の
外
な
い
こ
と
で
あ
ら
う
。
我

が
白
滝
将
来
の
大
運
命
は
一に
か
か
っ
て
此
の
旭
遠
線
鉄
道
の
設
、
不
設
に
あ
る
と
い
っ
て
よ
ろ
し
い
。
一
中
略‒‒吾

人
は
不
断
の

努
力
を
以
て
本
鉄
道
の
急
務
か
つ
最
有
利
な
る
を
天
下
に
訴
へ
て
識
者
の
判
断
に
待
っ
て
そ
の
働
き
を
奏
せ
ん
と
欲
す
る
も
の
な

り
」
と
。

石
北
線
の
敷
設
請
願
運
動
は
明
治
四
十三
年、
時
の
上
川
郡
愛
別
村
長
太
田
竜
太
郎
の
手
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ、
旧
友
で
あ
っ
た

鉄
道
院
総
裁
後
藤
新
平
を
う
ご
か
し
翌
四
十
四
年
に
は
石
北
線
の
実
地
踏
査
が
行
な
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
この
こ
と
は
『北
海

道
線
路
調
査
報
告
秘
要
(明
治
四
十
四
年
度)
秘
』
に
旭
川
・
遠
軽
間
旅
客
貨
物
交
通
の
概
況
と
題
し
て、
次
の
こ
と
が
書
か
れ
て

い
た
こ
と
か
ら
も
、
石
北
線
敷
設
の
計
画
が
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
「本
線
路
は
石
狩
国
上
川

郡
旭
川
町
地
内
既
成
旭
川
停
車
場
に
起
り、
同
郡
東
旭
川
、
永
山、
当
麻、
愛
別
の
各
村
を
経
て
北
見
国
紋
別
郡
上
湧
別
村
に
入
り

遠
軽
停
車
場
予
定
地
に
接
続
す
る
も
の
に
し
て
此
の
延
長
は
百
二
十
五
き
二
十
八
ゃ
な
り
、
而
し
て
別
に
之
が
比
較
線
と
し
て
、
石

狩
国
上
川
郡
比
布
村
地
内
既
成
比
布
停
車
場
に
起
り
、
愛
別
村
、
下
愛
別
村
に
至
り
本
線
路
に
連
絡
し
遠
軽
停
車
場
予
定
地
に
至
る

線
路
あ
り
、
此
の
延
長
は
比
布
起
点
よ
り
百
七
き
二
十
形
な
り
」。

大
正
二
年
十
一
月
滝
川
・
富
良
野
間
の
開
通
に
よ
っ
て、
そ
れ
ま
で
富
良
野
線
を
利
用
し
て
い
た
札
幌
方
面
よ
り
の
帯
広、
釧
路

行
の
旅
客
は
旭
川
を
通
過
せ
ず
に
目
的
地
ま
で
行
か
れる
よ
う
に
な
っ
た。
こう
し
た
こ
と
か
ら
旭
川
に
お
い
て
も
石
北
線
の
敷
設

四八四
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鉄 道 建 設 測 量 隊
(大正11年6月ポソルベシべ)

可
否
が
市
況
発
展
の
た
め
重
要
な
問
題
と
な
っ
た。
そこ
で
石
北
線
敷
設
を
主
眼
と
し
た
旭川
開
発
期
成
同
盟
を
組
織し
活
発
な
請

願
運
動
を
展
開、

一方
遠
軽
に
お
い
て
も
旭
遠
鉄
道
速
成
地
方
大
会
を
開
き
大
正
八
年三
沢
恒
助
が
代
表
と
し
て
上
京、
翌
九
年
三

沢、
市
原
多
賀
吉
ら
が
再
度
上
京、
国
会
や
鉄
道
院
に
対
し
村
民
の
意
を
訴
え、
請
願
書
を
提
出、
強
力
な
陳
情
を
行
な
っ
た
。
こ

う
し
た
請
願
が
見
事
に
成
功
し
て
大
正
九
年
臨
時
第
四
十
三
帝
国
議
会
の
協
賛
を
経
て
石
北
線
上
川
・
遠
軽
間
鉄
道
の
起
工
が
確
定

し
、
大
正
十
一
年
五
月
鉄
道
省
告
示
第
四
十
五
号
を
も
っ
て
鉄
道
省
北
海
道
建
設
事
務
所
の
所
管
に
入
り
同
年
五
月
実
測
に
着
手
し

た
。
と
こ
ろ
が
そ
こ
に
思
い
が
け
な
い
大
障
碍
が
は
い
っ
た
。
す
な
わ
ち
遠
軽
と
下
生
田
原
の
分
岐
駅
争
奪
が
露
骨
に
表
面
化
し
た

の
で
あ
る
。
両
者
は
互
い
に
同
じ
村
で
あ
り
な
が
ら
仇
敵
と
な
っ
て
ゆ
ず
ら
ず、
生
田
原、
遠
軽
の
代
表
者
は
お
の
お
の
私
財
を
も

投
じ
激
烈
な
争
奪
運
動
が
続
い
た。
そ
の
た
め
政
府
は
測
量
の
一
時
中
止
指
令
を
出
し
、
踏
査
隊
の
派
遣
も
な
さ
れ
た
が
一
向
に
問

題
は
進
展
し
な
か
っ
た
。

鉄 道 建 設 測 量 隊
(大正10年10月下白滝付近)

大
正
十二
年
遠
軽
村
市
原
多
賀
吉
が
中心
と
な
っ

て
政
府
に
提
出
さ
れ
た
れ
十
三
名
連
署
の
請
願
書
は

次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。

旭
川
・
遠
軽
間
鉄
道
速
成
請
願
書

大
正
十
一
年
度
ョ
リ
実
測
御
着
手
相
成
尚
ホ
本
年
度

ニ
於
テ
起
工
御
確
定
ノ
石
北
線
ラ
シ
テ
急
速
に実
現
ア

ラン
事
フ
コ
コ
ニ謹
ンデ
奉
請
願
候
也

由

理

本
鉄
道
ノ
急
速
ナ
ル
実
現
ハ
、
コ
コ
ニ
公
正
ナ
ル
当

四八五



市
原
多
賀
吉
外
九
十二
名
(氏
名
略)

北
海
道北
見
国
紋別
郡
遠
軽村

貴
族
院
議
長
公
爵
徳
川
家
達
閣
下
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遠旭
請

旺
盛
徽
重返
成中
心
な
花

局
ノ
御
精
査
ア
リ
次
デ
地
方
一
般
多
年
ニ
渉
リ
渇
望
ツ
来
レ
ル
問
題
ニ
有
之
、
即
チ
石
北
聯
絡
弓
緯
ト

シ
拓
殖
振
興
⇒
経
ト
シ
テ
敷
設
セラ
ル
ヨ以
テ
其
速
否
ノ
如
何
ハ大
ニ
地
方
ノ
興
廃、
国
力
ノ弛
張
ニ

至
大
ノ
関
係
ラ
有
ス
ル
次
第
ニ
候
、
由
来
本
鉄
道
ノ
沿
線
地
帯
タ
ル
ヤ
臨
ンデ
樹
木
ノ
繁
茂
セ
ザ
ル
ノ

地
無
ク
耕
シ
テ
肥
沃
ナラ
ザ
ル
ノ
個
所
モ
ナ
キ
ガ
故
二、
抑
モ
明
治三
十
五
年
前
後
二
於
テ
開
発
ノ
緒

ニ
就
キ
タ
ル
次
第
二
候
、
然
リ
ト
雖
モ
従
来
交
通
運
輸ノ
便
至
ッ
テ
困
難
ナ
ル
為
メ
折
角
労
収
ノ
禾
穀

モ
其
都
度
地方
ノ
標
準
価
格
⇒
失
シ
亦
需
給
ハ
凡
テ
市
価
ッ
壓
ス
ル
ヨ
リ
内
外
ノ
収
支
相
伴
ハズ
、
之

レ
ガ
タ
メ
ニ入
地
者
モ
漸
次
他転
又
へ
帰
国
ス
ルノ
現
状
に
陥
り
幾
千
万
資
ニ
値
ス
ルノ
農
林
鉱
産
等

ノ
大
富
源
⇒
包
蔵
ス
ルノ
地
モ
只
徒ラ
ニ熊
熊
ノ
跋
扈
ニ任
セ其
産
額
モ歳

減々
退
ス
ル
ガ
如
キ
傾
キ

ア
リ
テ
時
代
錯
誤
ノ
嘆
⇒
深
ク
ス
ル
次
第
に
御
座
候、
左
レ
べ
是
レ
ガ
救
済
ノ
方
法
、
改
善
ノ
実
策
ト

シテ
ハ
唯
本
鉄
道
ノ
一
日
モ
速
急
ナ
ル
施
設
ニ
俟
チ
テ
甫
メ
テ
解
決
セラ
ル
可
キ
モ
ノ
ト
確
信
仕
候、

殊
ニ
本
鉄
道
へ
前
年
度
ニ
於
テ
法
律
ラ
以
テ
既
ニ
確
定
セラ
レ
毫
モ
動
カ
スバ
カ
ラ
ザ
ル
次
第
二
候

モ、
万
一
些
々
タ
ル
支
障
ノ
タ
メ
ニ遅
延
セラ
ル
ル
ガ
如
キ
事
ア
ラ
ベ
是
レ実
ニ二
十
有
余
年
間
刻
苦

見
積
ミ
其
恩
恵
ラ
翅
望
セ
ル
沿
線
住
民
ノ
安
定
ッ
欠
ク
義
ニ
ッ
キ
杞
憂
⇒
措
ク
次
第
ニ
候。
希
ク
ハ
前

陳
ノ
事
実
ッ
ロ
シ
ク
御
諒
察
被下
成
本
鉄
道
/
急
設
セ
ラレ
以
テ
地方
多
年
ノ
宿
案
⇒
解
キ
次デ
石
北

聯
絡ノ
捷
径
っ
画
シテ
交
通
運
輸ノ
利
便
⇒
輔
ケ、
延
イ
テ
国
益
ノ
増
進
ッ
計
り
且
時
代
主
潮
ナ
ル農

村
救
済
ノ
実
績
⇒
挙
ゲラ
レ
ン事
ラ
只
管
奉
懇
願
候
也。

そ
ぶ
十
一年
度
・
な
い
が
ら
ト
限に
ぁ・
な
ら
ん
・い・
協

大
正
十
二
年

恐
懼
再
拝



し
か
し
いつ
し
か
四
ヵ
年
の
歳
月
が
流
れ
て
し
ま
っ
た
。
この
間
第
一
次
欧
州
大
戦
後
の
極
度
の
不
況
に
加
え
て
、
大
正
十
二
年

の
関
東
大
震
災
に
よ
る
復
旧
な
ど
が
重
な
り
、
大
正
十
三
年
加
藤
高
明
内
閣
に
よ
る
財
源
緊
急
政
策
に
あ
い、
石
北
線
鉄
道
敷
設
工

事
は
無
期
延
期
の
宣
告
を
受
け
た
の
で
あ
っ
た
。
沿
線
住
民
の
落
胆
は
悲
痛
な
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
に
お
い
て
関
係
住
民
が
決

然
と
し
て
起
ち
上
り、

一丸
と
な
っ
て
急
設
の
請
願
運
動
が
く
り
ひ
ろ
げ
ら
れ、
大
挙
し
て
上
京
し
た
の
で
世
に
い
う
南
瓜
団
体
と

な
っ
た
の
で
あ
る
。

南
瓜
団
体

大
正
十三
年
九
月
の
あ
る
日、
遠
軽、
瀬
戸
瀬、
丸
瀬
布、
白
滝
の
有
志
相
寄
り
鉄
道
敷
設
の
遅
延
に
た
ま
り
か
ね
、
一日
も
早

く
石
北
線
の
開
通
を
ね
が
っ
て、
上
京
の
う
え
直
接
関
係
大
臣
に
請
願
し
よ
う
と
衆
議
一決、

沿
線
各
地
よ
り
有
志
を
募
り
総
勢
五

十
三
名
の
代
表
者
に
て
請
願
団
を
組
織、
市
原
多
賀
吉
を
団
長
に
、
村
瀬
千
代
治
を
会
計
と
し
、
団
員
自
作
の
南
瓜
な
ど
を
多
量
に

携
行、
南
瓜
を
主
食
と
し
な
が
ら
請
願
達
成
を
期
す
と
の
堅
い
信
念
を
も
っ
て
、
小
雪
の
ち
ら
つ
く
大
正
十
三
年
十
一
月
十
日
遠
軽

駅
を
出
発
し
た
の
で
あ
る
。
この
請
願
団
に
対
し
丸
瀬
布
に
て
農
場
を
経
営
、
そ
し
て
東
洋
の
パ
ン王
と
いわ
れ
て
いた
大
阪
の
水

谷
政
次
郎
が
運
動
資
金
にと
す
す
ん
で
私
財
一
万
円
と
い
う
大
金
を
寄
付
し
声
援
を
惜
し
ま
な
か
っ
た
。

上
京
請
願
団
員
の
う
ち
白
滝
よ
り
選
ば
れ
た
代
表
者
は
次
の
十
九
名
で
あ
る
。

滝
)

真
鍋
慶
一
郎、
佐
藤
小三
郎、
渡
瀬
正
一、
大
森

(白(旧
白
滝
)

(上
白
滝
)

(奥
白
滝
)

新
保
国
平、
伊
藤
俊
太
郎

大
庭
重
次、
鈴
木
富
次、
斎
藤
善
作

金
森
熊
太
郎、
岡
本
辰
八
、
近
藤
吉
男
、
桑
名
惣
七

第
二
章
鉄
道
交
通
の
今
昔

四八七
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(支
湧
別
)

(上
支
湧
別
)

いわゆる南瓜団体一行

佐
藤
平
一
郎、
小
山
田
清
吉

鈴
木
良
吉
、
氷
谷
庄
次
郎、
渡
瀬
長
之
亟
、
福
田
彦
蔵

十
一
月
十
日
に
出
発
し
た
一行
は
十
三
日
上
野
着、
た
だ
ち
に
請
願
達
成
祈
願
を
こ
め
て
明
治
神
宮
参
拝、
翌
十
四
日
よ
り
「
石

北
線
鉄
道
速
成
請
願
団
」
と
書
い
た
の
ぼ
り
を
立
て
て
鉄
道
省
、
大
蔵
省
、
内
務
省
、
政
友
会
本
部、
民
政
党
本
部
等
精
力
的
に
陳

情
を
重
ね、
二
十
二
日
東
京
解
散
と
な
っ
た
。

さ
て、
東
京
に
つ
い
た
一
行
は
宿
舎
を
新
宿
の
東
京
ホ
テ
ルと
し
、
持
参
の
南
瓜
、
馬
鈴
薯
、
ニ
ン
ジ
ン、
ゴ
ボ
ウ、
キ
ャベ
ツ

等
を
糧
食
と
し
て
市
原
団
長
指
揮
の
も
と
秩
序
正
し
く
行
動
を
と
り
、
連
日
連
夜
不
休
の
請
願
活
動
が
つ
づ
い
た
の
で
あ
る
。
当
時

の
も
よ
う
を
市
原
団
長
は
次
の
よ
う
に
語
っ
てく
れ
た
。

「東
京
に
つ
い
た
わ
れ
わ
れ
一
行
は
“石
北
線
鉄
道
速
成
請
願
団”
の
旗
を
持
っ
て
ゾ
ロ
ゾ
ロ

と
市
内
を
歩
い
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
各
所
で
警
察
に
呼
び
止
め
ら
れ、
旗
を
立
て
て
歩
い
て
は

い
け
な
い
、
と
注
意
さ
れ
た
が
、
北
海
道
の
田
舎
から
初
め
て
上
京
し
て
き
た
者
た
ち
ば
か
り

で
、
一人
で
も
こ
の
団
体
か
ら
は
ぐ
れ
た
り
す
る
と
田
舎
に
帰
る
こ
と
も
で
き
な
く
な
る
、
つ

ま
り
こ
の
旗
は
わ
れ
わ
れ
の
唯
一
の
メ
ジ
ルシ
と
し
て
持
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
と
力
説、
納

得
し
て
も
ら
っ
て
歩
い
た
も
の
で
す
。
旅
館
に
つ
く
と
旅
館
の
台
所
を
借
り
持
参
し
た
と
こ
ろ

の
南
瓜
を
煮
て
翌
日
の
弁
当
を
こ
し
え
ら
た
も
の
だ
。
陳
情
に
行
っ
た
先
で々
昼
に
な
る
と
大

臣
は
じ
め
各
新
聞
記
者
そ
の
他
の
人
々
に
食べ
て
も
ら
い、
鉄
道
が
つ
か
な
い
と
運
賃
の
加
算

さ
れ
た
高
い
米
は
な
か
な
か
食
べ
ら
れ
な
い、
毎
日
カ
ボ
チ
ャベ
イ
モ
な
ど
主
食
と
し
て
食
べ

四八八



て
い
る
の
で
あ
る
と
涙
な
が
ら
に
訴
え
た
も
の
で
あ
っ
た
」。

這類
は
ょ
健
等
の
叫
び
を
回
り
ょ

更
盛
ホテ
ル
に ご
単
に
安
:

国
会
内
の
控
室
な
ど
で
南
瓜
の
弁
当
を
ひ
ろ
げ
て
食べ
て
い
る
五
十
余人
も
の
百
姓
風
の
異
様
な
あ
り
さ
ま
は
東
京
の
新
聞
に
も

「南
瓜
団
体
の
陳
情
」
と
し
て
幾
度
も
報
道
さ
れ
る
と
こ
ろ
と
な
り
多
く
の
人
々
より
同
情
が
よ
せ
ら
れ
、
つ
いに
は
全
国
的
に
有

名
に
な
っ
た。
当
時の
『
東
京
朝
日
新
聞』
に
は
「手
作
り
の
南
瓜
や
お
芋
を
抱
へ
て‒‒一

同
死
ぬ
覚
悟
で
」
と
題
し
て、

「北
見

遠
軽
村
の
各
部
落
代
表
五
十
三
名
は
石
北
線
速
成
運
動
の
た
め
キ
ビ
や
馬
鈴
薯
、
南
瓜
な
ど
の
食
糧
品
を
携
帯、
決
死
の
覚
悟
で
上

京‒‒中
略‒‒一

行
は
遠
軽
村
の
各
部
落
の
代
表
移
民
で
日
に
や
け
た
筋
張
っ
た
大
き
な
手
を
無
骨
に
膝
に
お
い
て
悲
痛
な
北
海
道
移

民
の
現
状
を
わ
れ
勝
ち
に
語
ろ
う
と
す
る
顔
は
涙
ぐ
ま
し
い
程
の
真
剣
さ
を
思
は
せ
る
、
遠
軽
村
は
旭
川
と
遠
軽
を
連
絡
す
る
石
北

線
の
沿
線
で
あ
っ
てこ
の
地
方
の
移
民
は
一
日
も
早
く
鉄
道の
開
通
を
待
ち
望
ん
で
い
る、
そ
れ
は
こ
の
地
方
の
針
葉
樹
の
大
密
林

な
ど
は、

一年
に
一
二
万
石
の
用
材
を
切
り
出
し
て
も
三
百
八
十
年
間
は
十
分
継
続
す
る
事
が
出
来
る
、
農
産
物
も
無
限
に
豊
富
だ

が
肝
腎
の
鉄
道
が
な
い
た
め
天
産
に
恵
ま
れ
て
い
な
が
ら
移
民
は
次
第
に
衰
微
し
て
る
る、
げ
ん
に
大
正
五
年
頃
に
は
八
百
五
十
余

戸
で
あ
っ
た
同
村
の
白
滝
部
落
な
ど
は
今
日
で
は三
百
戸
た
ら
ず
に
減
少
し

て
い
る
有
様
だ
と
い
ふ、
この
石
北
線
は
大
正
十三
年
から
十
七
年
に
か
け

て
工
事
を
完
成
す
る
予
定
な
の
が、
例
の
改
主
建
従
方
針
か
ら
再
び
十
九
年

度
に
延
期
さ
れ
た
、
一同
は
只
お
と
ろ
へゆ
く
の
を
待
つ
ば
か
り
、
そ
こ
で

彼
等
は
若
干
の
旅
費
を
工
面
し
手
作
り
の
食
糧
を
携
へ
て
陳
情
に
来
た
も
の

で
あ
る
ー
中
略‒‒仙

石
鉄
相
は
こ
れ
を
ど
う
さ
ば
く
か
」。

ま
た
『
交
通
と
運
輸』
と
い
う
当
時
の
月
刊
雑
誌
に
も
「何
う
し
て
石
北

第
二
章
鉄
道
交
通
の
今
昔

雑誌『交通と運輸』より

四八九
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式 工 思 樂 北 石 獸

石北線起工を祝う新聞

$

線
鉄
道
の
繰
延
を
す
る
の
か」「

悲
痛
な
る
彼
等
の
叫
び
を
聞
け」
な
ど
と
見
出
し
を
つ
け
て

南
瓜
団
体
へ
の
同
情
あ
ふ
れ
る
記
事
が
紙
面
を
に
ぎ
わ
し
て
い
る
。

南
瓜
団
体
の
こ
う
し
た
血
涙
の
陳
情
が
関
係
大
臣
の
心
を
動
かし
、
つ
い
に
大
正
十
四
年
九

月
三
十
日
遠
軽
・
九
瀬
布
間
の
線
路
選
定
認
可
と
な
り
、
同
年
十
一月
十
六
日
石
北
線
最
初
の

路
盤
工
事
は
遠
軽
か
ら
始
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
区
間
を
東
第
一工
区
と
称
し
た
。
ま
た

大
正
十
五
年
十
一
月
五
日
丸
瀬
布
・
白
滝
間
の
線
路
選
定
も
認
可
と
な
り
昭
和二
年
一
月
十
六

日
丸
瀬
布
・
下
白
滝
間
の
工
事
に
着
工
、
こ
れ
を
東
第
二
工
区
と
し、
同
年
八
月
一
日
東
第
三

工
区
と
称
す
る
下
白
滝
・
白
滝
間
工
事
着
工
し、
昭
和二
年
十
月
十
日
遠
軽
・
丸
瀬
布
間、
昭

和
四
年
八
月
十
二
日
丸
瀬
布
・
白
滝
間
が
そ
れ
ぞ
れ
開
通
し
部
分
開
業
を
な
し
た
。

一方
大
正
十
三
年
四
月二
十
二
日
線
路
選
定
認
可
の
あ
っ
た
上
川
・
中
越
間
はこ
れ
を
西
第
一工
区
と
し
て
昭
和
四
年
十
一月二

十
日
開
業、
昭
和三
年
二
月二
十
日
線
路
選
定
を
は
じ
め
た
中
越
・
白
滝
間
の
う
ち
中
越
・
上
越
間
の
西
第二
工
区
、
上
越
・
奥
白

滝
間
の
西
第三
、
第
四
の二
工
区
、
奥
白
滝
・
白
滝
間
の
西
第
五
工
区
と
工
区
別
に
着
工
、
昭
和
七
年
十
月
一日
中
越
・
白
滝
間
が

開
通
、
測
量
に
着
手
し
て
以
来
実
に
十
ヵ
年
の
星
霜
と
建
設
費
総
額
七
百二
十
一
万
六
千
六
百
六
十
五
円
余、
一き
当
り
約
九
万
五

千
五
百
円
の
巨
費
を
投
じ
て
、
七
十
五
五
四
〇
が
八
九
形
の
上
川
・
遠
軽
の
全
区
間
が
こ
こ
に
開
通
を
み
た
の
で
あ
る
。
か
く
し

て
こ
れ
ま
で
遠
軽
地
方
よ
り
旭
川
に
到
る
に
名
寄
線
を
利
用
し
て
い
た
も
の
が
、
石
北
線
の
全
通
に
よ
っ
て
距
離
に
し
て
約三
分
の

一、
運
転
時
間
に
し
て
約三
時
間
に
短
縮
さ
れ、
運
輸
上
は
た
ま
た
殖
産
上
き
わ
め
て
便
利
か
つ
利
用
価
値
の
大
き
い、
北
海
道
に

お
け
る
最
も
重
要
な
幹
線
の
一
つ
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

四九〇

※



石
北
線
の
概
要
を
あ
げ
れ
ば
次
の
り
お
り
で
あ
る
。

(鉄
道
省
昭
和
七
年
刊
『石
北
線
建
設
概
要』
参
照
す)

遠
軽
間

丸
瀬
布
・

白
滝
・

中
越
・
白
滝
間

上
川
・

中
越
間

区
間

瀬丸
戸瀬
瀬布

下白
白
滝滝 越幕

東
第
一
工
区

東
第
二
工
区

東
第
三
工
区

西
第
五
工
区

西
第
四
工
区

西
第
三
工
区

西
第
二
工
区

西
第
一
工
区

停
車
場
名

工
区
別
距

離

二四、三三・五五

一九、六六三・00

二三、二五九・一〇
昭
和
二、三
、
一

年
月

工
事
着
手

大
正
一五、二

、三〇

同
三、
一、二六

同
二、
10、二0

同
二、
八、
一
同

三、二
、三0

同
六、
四、二八

同
七、
七、一五

同
三、三
、二八一

同
七、
六、二五

一
同

六、二
、三六

右

地
崎
組

株
式
合
資
会
社

畑
江
工
業

合
資
会
社

右 右 株
式
会
社

飛
島
組

同 同

合
資
会
社

堀
内
組

年
月

日 日
線
路
選
定
認
可

昭
和
二、10、10

昭
和
七、10、

一

昭
和
四、二
、三0

開
業
年
月
日

同
ミ、二三、二八

同
六、
五、二

同
七、
か、
九
右

昭
和
四、
八、10

竣
工
年
月
日
請
負
者
名

大
正
一四、
九、三

大
正
一
、三
、
五
|昭
和
四、
八、三

一
昭
和
三、
三、二0

大
正
三
、
四、三一

同 同

一九、二八七・二四

大
正
一四、二

、一六 日

第
二
章
鉄
道
交
通
の
今
昔

四九一

公布
間

上奥上
白白
滝滝越

中天
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大
正
イ
ニ
ー
』

大正
3.05

大
正
ー
118

大正1.10.5

遠
軽

安
国

留
辺薬

北
見

(昭和2・10・10

丸
瀬布

|昭和4・8・12

白
滝

昭和7.10.1

中
越

昭和4・11・20上
川

0大正12-11・15愛
別

大正11・11・4新
旭川

[明治31・8・12旭
川

石北線鉄道開業年月日調べ

四九三

石
北
ト
ン
ネ
ル

上
越
駅
を
距
る
こ
と
わ
ず
か三
八〇
ぶ
に
、
石
北
線
敷
設
工
事
中
最
大
の
難
関、
全
長
四、三
二
九
ぱ
一
四
形
に
及
ぶ、当

時
と
し

て
は
本
道
最
長
の
石
北
ト
ン
ネ
ル
が
あ
る
。
石
狩
国
と
北
見
国
を
さ
え
ぎ
る
北
見
峠
の
山
腹
を
貫
き、
本
道
の
中
央
部
を
東
西
に
横

貫
す
る
北
石
ト
ン
ネ
ル
の工
事
は
峻
岭
な
地
勢
で
言
語
に
絶
す
る
難
工
事
で、
石
北
線
の
完
成
は
一に
か
か
っ
てこ
の
トン
ネ
ル
工

事
の
遅
速
に
よ
っ
て
き
ま
り
、
世
の
注
目
を
あ
び
な
が
ら
昭
和
四
年
五
月
十
二
日
上
川
ロ
(西
口)
よ
り
堀
内
組
の
請
負
で、
や
や

お
く
れ
て
同
四
年
六
月
九
日
遠
軽
口
(東
口
)
よ
り
飛
島
組
請
負
で
工
事
が
開
始
さ
れ
た。
ト
ン
ネ
ル
の
堀
削
に
さ
き
だ
ち
こ
れ
が

貫
通
に
失
敗
の
な
き
よ
う
掘
進
の
正
確
を
期
す
る
た
め、
上
川
ロ
の
方
から
約
一
一四
が
、
遠
軽
口
の
方
か
ら
約
一〇
〇
M
の
測
量

導
坑
を
掘
っ
て
いく
こ
と
に
し
た
が
、
上
川
口
約
四
九
が
、
遠
軽
口
約
三
三
掘
削
し
た
と
き
、
こ
れ
ま
で
の
予
定
を
短
縮
し
て
本



石川トンネル工事現場 (白滝側)

石北トンネル (昭和4年5月12
日着工,昭和6年11月9日竣工)坑

の
掘
削
に
着
手
し
た
の
で
あ
る
。
ま
た
工
事
中
の
換
気

と
将
来
列
車
運
転
上
の
安
全
を
は
か
っ
て
上
川
口
は
坑
口

か
ら
八
七
五
ぶ
の
個
所
に
高
さ
地
表
ま
で
九
五
が
一〇

ぞ
、
遠
軽
口
に
は
坑
口
か
ら
一、
四
一二
が二
舟
の
個
所

に
高
さ
地
表
ま
で
九
七
が
九
〇
秒
の
各
直
径
三
五
ぞ

の
換
気
用
堅
坑
(
煙
出
し
)
を
設
け
た
が、
こ
れ
は
本
道

最
初
の
試
み
で
あ
っ
た。
そ
の
ほ
か
ト
ン
ネ
ルの
覆
工
完

成
部
に
吊
桟
橋
を
設
け
坑
内
を
上
下
に
分
ち
下
線
は
電
気

機
関
車
に
よ
り
砺
出
線
と
し
上
部
桟
橋
線
は
エン
ド
レ
ス

ワ
イ
ヤ
を
使
用、
覆
工
材
料
線
と
し
術
出
能
率
を
倍
加
し
た
。
ち
な
み
に
石
北
ト
ン
ネ
ル
付
近
の
気
候
を
見
る
に、
温
度
は
十
月
下

旬
よ
り
翌
四
月
ま
で
は
摂
氏
零
度
よ
り
零
下
三
十
五
・六
度
の
間
を
上
下
し
氷
点
上
に
昇
る
こ
と
は
稀
少
に
し
て
か
つ
積
雪
多
量
十

月
下
旬
よ
り
五
月
下
旬
に
及
び
、
真
夏
の
候
と
い
え
ど
も
単
衣
を
用
ゆ
る
陽
気
に
至
ら
ず
、
加
え
て
山
間
僻
地に
し
て
ト
ン
ネ
ル
エ

事
従
業
員
の
労
苦
は
想
像
を
絶
す
る
も
の
が
あ
っ
た。
こう
し
た
悪
条
件
下
で
昼
夜
兼
行
の
突
貫
作
業
は
必
然
的
に
数
多
く
の
犠
牲

者
も
出
た
わ
け
で
あ
る
。

『支
湧
別
郷
土
誌
』
に
石
北
トン
ネ
ル
工
事
の
よ
う
す
を
次
の
よ
う
に
の
せ
て
い
る
。
‒
「ー
前
略‒‒何

と
い
って
も
北
海
道
一の

ト
ン
ネ
ル
の
こ
と
、
途
中
で
い
ろ
い
ろ
の
困
難
に
あ
い
一年二

年
と
数
百
人
の
土
工
夫
た
ち
が
怪
我
を
し
た
り
、
ハ
ッ
パ
の
事
故
で

死
ん
だ
り
し
て、
文
字
通
り
血
と
汗
に
ま
み
れ
て
掘
り
進
め
ら
れ
た
。
工
事
中
の
坑
口
に
来
て
見
る
と
坑
道
の
奥
深
く
に
カ
ン
テ
ラ

第
二
章
鉄
道
交
通
の
今
昔

四九ミ
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の
灯
が
ゆ
れ
動
き
坑
内
に
は
い
ろ
い
ろ
の
物
音
が
こ
だ
ま
し、
水
は
上
か
ら
滴り
落
ち、
出
て
来
る
土
工
夫
の
顔
は
幾
十
日
も
陽
に

当
ら
な
い
た
め
青
ざ
め
泥
に
ま
み
れ
て
汚
れ
果
て
て
見
る
か
ら
に
こ
の工
事
の
難
かし
いこ
と
を
思
わ
せ
て
い
た
。
毎
日
岩
盤
を
打

ち
く
だ
く
ハ
ッパ
の
ひ
び
き
が
昼
尚
暗く
あ
た
り
の
山
に々
こ
だ
ま
し
て
ゆ
く
と
い
う
風
に
工
事
の
責
任
者
や
土
工
夫
た
ち
の
死
の

苦
し
み
が
幾
年
間
か
続
き
ー
後
略
‒‒」。

か
く
て
ト
ン
ネ
ル
穴
の
大
き
さ
縦
三
五
、
横
三
九
六
歩
の
石
北
ト
ン
ネ
ル
も
上
川
口
の
測
量
導
坑
掘
削
を
開
始
し
て
以
来

三
十
カ
月
に
か
た
る
長
時
日
と
、
ト
ン
ネ
ル
の
総
工
事
費
約
二
百
三
十
一
万
九
千
円
(雲
別
ト
ン
ネ
ル
も
含
め
て
)
の
巨
費
を
投
じ

て
昭
和
六
年
十
一
月
九
日
、
さ
し
も
の
難
工
事
も
こ
こ
に
完
成
を
み
た
の
で
あ
る
。

石
北
ト
ン
ネ
ル
概
況
表

名掘 掘 名
種

下

上 別

称

至自至自

始
点 位

昭
和
五
年

昭
和
五
年

八
月
二
四
日

七
月
五
日

八
月
二
五
日

六
月
一六
日 間

石
北
ト
ン
ネ
ル
内
上
川
口
換
気
竪
坑
概
況
表

七
、四三七・三

財

六五、三四三・八四格
が
起
点

(�
地�)

七一、四九七・五七材

六九、六七二・七八メ

終
点(潮
迦
�)

が
起
点

置

四
二

五
三

実
働
日
数 六〇・三五財

四、三二九・西
財 長直直

三
・〇
五

三・〇
五

径
�

コ
ン
ク
リ
ー
ト

コ
ン
ク
リ
ー
ト 質二三

・五
〇

六
五
・五
〇

計
財

作 粘
板

頁
岩
及
び
粘
枚岩

二、三八七、二
七一・六七円

総
工

費

二
四〇

六
一八

立
方
財

出
来
高

(鉄
道
省
昭
和
七
年
刊
『石
北
線
建
設
概
要』

よ
り
)

五三五・八八円

五二八・言
円

り
の
工
費

一
書
坊

..

(鉄
道
省
昭
和
七
年
刊
『石
北
線
建
設
概
要』
よ
り
)

地

業

〇・
九
一

三
・〇
五

最
大
努 能

率

〇
・三
〇

〇
・六
一

最
小
財

三
、七三六・八八円

四九四

雲
別
ト
ン
ネ
ル

石
北
ト
ン
ネ
ル

延
材

果

作

岩石 質
一



石
北
線
上
川
・
遠
軽
ま
で
の
敷
設
工
事
中、
最
後
に
着
手
し
た
工
区
は
白
滝
・
奥
白
滝
間
で
あ
っ
た
が
こ
れ
も
昭
和
七
年
七
月
十

五
日
竣
工
し
て
、
いず
れ
も
予
定
よ
り
早
く
完
工
し
、
こ
こ
に
石
北
線
は
昭
和
七
年
十
月
一
日
全
線
全
く
開
通
営
業
、
十
月
一
日
旭

川
で
、
翌
二
日
は
遠
軽
で
そ
れ
ぞ
れ
き
わ
め
て
盛
大
な
開
通
祝
賀
会
が
行
な
わ
れ、
完
成
長
か
か
っ
た
陳
情
と
工
事
の
歴
史
は
こ
こ

に
終
り
を
つ
げ
た
の
で
あ
る
。
開
拓
農
民
の
血
の
出
る
叫
び
が
かく
あ
ら
し
め
た
の
で
あ
ろ
う
。

石
北
線
全
通
の
様
子
を
当
時
の
『東
京
日
日
新
聞』

に
み
る
と
「ー
前
略‒‒十

月
二
日
午
前
八
時
四
十
分
旭
川
発
の
臨
時
列

車
‒‒遠

軽
町
で
の
祝
賀
会
に
参
列
の
来
賓
数
百
名
を
の
せ
た
二
等
車
十
二
両
連
結
の
列
車‒‒が

白
滝
駅
に
す
べ
り
込
ん
だ
際
の
異
様

な
感
激
の
爆
発
は
花
火
に
小
学
生
の
万
歳
に
見
ら
れ
た
。
そ
し
て
そ
こ
に
は
初
め
て
汽
車
を
見
る
子
供
達
の
群
が
あ
っ
た
。
汽
車
と

は
ど
ん
な
も
の
だ
と
思
っ
て
る
た
?
ー
こ
の
問
に
答
へ
て
小
さ
い
口
が
い
く
つ
も
開
か
れ
た
。
そ
の
一
「長
い
も
の
だ
と
思
っ
て
る
た」

そ
の
二
「煙
を
吐
く
箱
だ」
そ
の
三
「早
い
や
っ
こだ
ね
」
等
純々
真
な
子
供
の
眼
前
に
は
今
や
長
蛇
の
や
う
な
汽
車
が
横
た
は
っ
て
い

る、
この
子
供
達
が
生
れ
な
い
前
か
ら
陳
情
に
運
動
に
寝
食
を
忘
れ
た
先
駆
者
達
の
中
に
は
そ
の
汽
車
の
も
た
ら
す
文
明
開
化
の
音

か
ぼ
ち
ゃ
の
因縁

を
地下
で
聞
い
て
み
も
の
も
少
な
く
な
い
ー
中
略
‒‒臨

時
列
車
が
白
滝
駅

に
長
時
間
に
わ
た
っ
て
停
車
し
た
際、
質
朴
な
村
民
の
手
か
ら
車
内
に
持

ち
運
ば
れ
た
も
の
が、
実
は
南
瓜
の
煮
た
も
の
だ
っ
た
、
お
お
南
瓜
線
の

開
通
に
ま
た
な
つ
か
し
い
歓
迎
の
意
志
表
示
だ
っ
た
ら
う
、
栄
光
よ
南
瓜

線
の
全
通
の
上
に
あ
れ
」。

起
工
の
確
定

鉄
道
省
刊
行
の
『石
北
線
建
設
概
要』
に
よ
り
概
要
を
示
す
と
、

大
正
九
年
臨
時
第
四
十
三
議
会

第
二章

鉄
道
交
通
の
今
昔

四九五

仁
北
線
全
然式
集
好
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実
測
着
手

大
正
十
一
年
五
月
鉄
道
省
告
示
第
四
十
五
に
よ
る

線
路
選
定
の
初
め
大
正
十
四
年
四
月
二
十
二
日
(上
川
・
中
越
間)

工
事
着
手
の
初
め
大
正
十
四
年
十
一
月
十
六
日
(達
軽・
丸
瀬
布
間
)

鉄
道
建
設
の
総
額
七
百
二
十
一
万
六
千
六
百
六
十
五
円
八
十
八
銭

主
たる
建
設
費

土
工
費

橋
梁
費

隧
道
費

軌
道
費

停
車
場
費

諸
建
物
費

電
線
費

運
送
費

一串
当
り
の
費
用
九
万
五
千
百
三
十
四
円

一百
四
十
七
万
四
千
六
百三
十
五
円
五
十
三
銭
九
厘

五
十三
万
九
千
四
十二
円
八
十二
銭
四
厘

二
百三
十
一
万
九
千
八
門
五
十
五
銭
九
厘

一百
十
四
万三
千
五
百
八
十
九
円
八
十二
銭
一
厘

三
十
七
万
四
千
七
百
一
円
十
七
銭
八
厘

五
十
万
四
千
五
百
九
十
四
円三
十
七
銭八
厘

十六
万二
千二
百三
十
七円
五
十
八
銭三
厘

二
十
九
万
六
千
二
百
十
七
円
七
十
七
銭

千
分
の
二
十
五

三〇
一
�
七
五
步

七
五
年
五
四
が
八
九
�
(上
川
・
遠
軽
間)

全
延
長

最
急
勾
配

最
急
曲
線

橋
梁

全
線
開
業

四
十
一
カ
所
(総
延
長
一、三
八
一
�
二
二
步)

昭
和
七
年
十
月
一日

四九六



白
滝

駅

白
滝
駅
は
新
旭
川
を
起
点
と
し
て
八
五
五
四
〇
松
の
地
点
に
位
置
し
、
開
駅
は
昭
和
四
年
八
月
十
二
日
で
、
遠
軽
・
白
滝
間
の

開
通
に
よ
っ
て
営
業
が
開
始
さ
れ
同
日
付
で
高
野
千
代
吉
が
初
代
白
滝
駅
長
と
し
て
赴
任、
助
役
は
小
門
武
夫
が
着
任
し
た
。

白
滝
駅
の
開
業
に
よ
っ
て
こ
れ
ま
で
人
馬
に
た
よ
っ
て
い
た
交
通
が
解
決
さ
れ、
白
滝
住
民
の
喜
び
ひ
と
し
お
な
る
も
の
が
あ
っ

た。
と
同
時
に
農
林
産
物
の
出
荷
は
容
易
に
な
っ
た
。
駅
の
設
置
に
よ
っ
て
駅
前
付
近
は
た
ち
ま
ち
新
市
街
を
形
成
し
た
こ
と
は
想

像
に
か
た
く
な
い
。

歴
代
駅
長

名
就
任
年
月
日

八
代

歴
代
氏

初
代
高
野
千
代
吉
昭
和
四
・
八
・
一二

二
代
垣
内
勝
治

1
七
・
三
・
一四

三
代
小
野
寺
恒
治
ク

一四
・
九
・
一四

ク
一八・

七・
二七

四
代
安
藤
武
夫

中
村
信
雄
々
二〇
・
六
・
一

五
代

六
代
由
利
寅
之
助
々
二
四
・
七
・
六

七
代
西
方
憲
誠

二
六
・
九
・二
六

一四
代
大
塩

歴
代

氏中
田
伝
之
助剛 名

" 就
任
年
月
日

昭
和
三
二
・
二
・
二
三

三
五
・
二・
一六

九
代
船
越

一〇
代
大
谷
内
正
夫
←
三
七・

二
・
一〇

一
一代

岡
本
保
俊
仁
三
九
・
二
・
三

一二
代
中
尾
行
雄
÷
四
二
・
二・

一
一三
代
中
川
与
三
吉
六
四
四
・
二
・

一
博
六
四
四
・
七
・
一〇

石
北
線
開
通
記
念
碑
の
建
立

石
北
線
の
開
通
は
白
滝
住
民
に
と
っ
て
も
多
年
の
宿
願
で
あ
り
、
そ
の
喜
び
も
ま
た
格
別
で、
全

通
を
前
に
ひ
か
え
こ
う
し
た
感
激
を
後
世
に
伝
え
る
た
め、
松
本
幸
次
郎
が
発
起
人
と
な
り
地
元
民
の
協
賛
を
え
て
昭
和
七
年
十

月
、
白
滝
駅
前
に
開
通
記
念
碑
を
建
立
し
た
の
で
あ
る
。
題
字
は
金
清
助
医
師
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

第
二
章
鉄
道
交
通
の
今
昔

四九七
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開通記念除幕式

上 白 滝 駅

四九八

奥 白 滝 駅

ま
た
こ
れ
よ
り
さ
き
古
関
勘
六
は
、
昭
和
四
年
秋
丸
瀬
布
・
白
滝
間
の
部
分
開
業
を
記
念
し
て
白
滝
駅
前、
下
白
滝
駅
前
に
そ
れ

ぞ
れ
四
本
の
シ
ダ
レ
ヤ
ナ
ギ
を
植
樹
し
た
。
これ
は
郷
里
の
駅
前
に
も
ヤ
ナ
ギ
並
木
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
第
二
の
ふ
る
さ
と
白
滝

に
そ
う
し
た
夢
を
託
し
て
植
え
た
も
の
で
あ
る
が
、
機
関
車
の
吐
き
出
す
煤
煙
に
よ
っ
て
成
長
を
阻
害
さ
れ、
四
十
年
後
の
今
日、

白
滝
駅
前
に
の
み二
本
の
ヤ
ナ
ギ
を
残
す
だ
け
と
な
っ
た
。

上
白
滝
・
奥
白
滝
駅

白
滝
よ
り
約三
ず
二
七
〇
ぶ
上
川
寄
り
に
位
す
る
と
こ
ろ
に
上
白
滝
駅
が、
さ
ら
に
同
駅
よ
り
五
四
〇
就
上
れ
ば
奥
白
滝
駅
が

あ
る
。
いず
れ
も
石
北
線
全
線
の
昭
和
七
年
十
月
一
日
の
営
業
開
始
で
あ
る
。



奥
白
滝
歴
代
駅
長

初
代

荒 氏

氏矢 福根 大

山 岡

野 島 本 橋 口 田 本 木←
猛 森 光 義 秀

雄 晃 丸 名大

四
五
・
二・
一〇

四
二
・
二・

四
〇
・

二・
三
八
・

三
六
・

三
四
・
二
・
二一

松
井
勝
一

二
九
・
三
・
一二

"

二
四
・

七
・
一

←
二〇
・
六
・
三

一
九
・
八
・
二
一

一六
・
一二・

二
一
四・
一一
・
一一

一
一
・
三
・
二
四

昭
和
七
・
一〇
・
一

就
任
年
月
日

上
白
滝
歴
代
駅
長

一
一代
一〇
代

九
代

七
代

四 11八
代

六
代 代

初
代

歴
代

中 播 加 福 為 小 桑 堀 高 鈴 伊 氏

橋 磨 藤 島 広 川 村 口 橋 木 藤正 金 頼

徳 三 子平 慶
四

敏 清 衛 武 男 保 郎 夫 美 義 良 名

四
六
・
二・
一〇

六
四二
・
二
・
一

四
〇
・

二
・

一
三
八
・
二
・

一
二
・
一三

三
三
・
二・
二
五

二
五
・
三
・三
一

一九
・
八
・
一七

"
一
六
・
三
・
一
一

一〇
・
三
・
一
五

" 昭
和
七
・
一〇
・
一

就
任
年
月
日

一
四
代

一三
代

一二代
一
一代
一〇
代 九 八 七 六 五 四 三 二 初 歴

代 代 代 代 代 代 代 代 代 代

山
口
権
右
衛
門

鎌
田
末
治

工
藤
亮
三

宮
口
清
太
郎

夫 夫 雄 務 憲 名 →

憲
久
保
田
篤

箕
輪
榛
名

ク"
二
・
一

二
・
一三

1 一
下
白
滝
駅

白
滝
駅
よ
り
約
一〇

四
九〇
ぶ
の
地
点、
丸
瀬
布
駅
と
の
ほ
ぼ
中
間
に
下
白
滝
駅
が
あ
る
。
白
滝
駅
と
同
じ
く
昭
和
四
年
八
月

十
二
日
の
開
業、
荻
州
峯
一
が
初
代
の
駅
長
と
し
て
赴
任
し
た
。
そ
の
後
白
滝
駅
長
が
兼
務
し
た
時
代
も
あ
った
が、
ま
も
な
く
単

独
に
駅
長
を
置
く
こ
と
に
な
っ
た
。

第
二
章
鉄
道
交
通
の
今
昔

四九九

二
代

"

三
六
・
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下
白
滝
歴
代
駅
長

歴
代
氏

名
初
代
荻
州
峯
一
昭
和
四
・
八
・
一二

二
代
高
野
千
代
吉
么

登
不

明

五
・
三
・
三

(白
滝
駅
兼
務
)

八
代
長
竹

九
代
小
浜
義
隆
ク
三
二
・
二・
二
七

一〇
代
上
田
久
太
ク
三
四
・
二
・
二
五

五
代
福
島
孝
太
郎

仁
一三
・
三
・
一

一二
代
相
馬

三
九
・
二
・
八

明
六
代
沢
野
政
市
不

七
代
池
田
武
助
昭
和二
〇
・
一
一・

三
一
四
代
小
松
正
一
六
四
三
・
二・

一
一三
代
金
野
常
夫
六
三
九
・
一二
・
二
一

旧
白
滝
臨
時
乗
降
場

白
滝
駅
を
へ
だ
つ
こ
と
五
ず
九
九
〇
が
下
っ
た
と
こ
ろ
に
旧
白
滝
臨
時
乗
降
場
が
あ
る
。
石
北

線
全
通
時
に
は
未
設
置
で
あ
っ
た
が
当
該
部
落
の
発
展
に
つ
れ
て
痛
切
に
不
便
を
感
じ
部
落
民
一
丸
と
な
っ
て
乗
降
場
設
置
の
請
願

運
動
が
展
開
さ
れ
た
。
旧
白
滝
部
落
会
長
阿
部
仲
蔵、
地
元
出
身
の
村
会
議
員
丹
羽
実
市
が
代
表
と
な
り
部
落
全
員
の
連
署
を
も
っ

て
昭
和
二
十
一
年
八
月
二
十
日
札
幌
鉄
道
局
長
を
尋
ね
次
の
よ
う
な
請
願
書
を
提
出
し
た
。

『下
白
滝
駅
白
滝
駅
間
臨
時
乗
降
場
設
置
請
願
書
』

昭
和
四
年
現
在
の
石
北
線
が
敷
設
さ
れ
る
や
当
時
丸
瀬
布
・
白
滝
間
の
中
間
駅
予
定
地
は
産
業、
交
通、
文
化
等
あら
ゆ
る
点
か
ら
当
然
当
部
落

中
央
附
近
が
選
定
さ
れ
る
も
の
と
関
係
部
落
住
民
一同
信
じ
て
お
り
ま
し
た
と
こ
ろ
如
何
な
る
事
情
で
あ
り
ま
し
た
か、
そ
の
中
間
駅
は
現
下
白
滝

駅
と
決
定
設
置
さ
れ
今
日
に
至
り
ま
し
た。
当
部
落
は
広
い
而
も
肥
沃
豊
穣
な
耕
地
と
附
近
に
広
大
な
山
林
を
有
す
る
将
来
有
望
な
農
村
部
落
で
あ

り
ま
す
が、
住
民
の
大
半
は
最
寄
り
駅
か
ら
一
里
以
上
の
距
離
に
あ
り
ま
す
関
係
上
大
変
不
便
で
今
日
ま
で
直
接
間
接
に
交
通
生
産
文
化
等
に
及
ぼ

#00

就
任
年
月
日

代
氏

名
就
任
年
月
日

作
蔵
昭
和
二
六
・
四
・
一二

三
代
佐
藤

四
代
益
村

茂
昭
和
一〇
・
七
・
八

一
一代

石
田
輝
男
々
三
七
・
二
・
一四

胖



す
影
響
ま
こ
と
に
多
く、
近
く
大
規
模
な
帰
農
者
の
入
地、
乳
牛
の
飼
育
等
の
予
定
計
画
も
最
寄
り
駅

よ
り
の
距
離
の
関
係
で
そ
の
進
捗
を
は
ば
ま
れ
て
いる
よ
う
な
状
態
で
あ
り
ま
す
。
生
産
物、
農
機
具

の
出
荷
搬
入、
配
給
物
資
の
受
入
等
の
不
便
物
は
勿
論、
こと
に
現
在
下
白
滝
駅
及
び
附
近
住
民
の
児

童
は
夏
期
は
熊
害
、
冬
期
は
積
雪
の
た
め
当
部
落
旧
白
滝
校
に
通
学
出
来
ず
通
学
区
域
外
の
白
滝
校
に

通
学
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
状
態
で
あ
り
ま
す
。

貨
客
の
乗
降
輸
送
等
一
駅
の
設
置
を
ね
が
う
こ
と
は
四
囲
の
状
勢
や
諸
種
の
関
係
で
到
底
至
難
の
こ

と
と
存
じ
ま
す
が
せ
めて
乗
降
客
の
取
扱
所
の
み
に
て
も
当
部
落
中
央
附
近
に
設
置
ね
が
う
こ
と
は
我

我
多
年
の
念
願
で
あ
り
ま
し
た。
近
時
各
地
に
於
て
之
が
設
置
方
要
望
す
で
に
そ
の
実
現
を
見
た
と
こ

ろ
も
あ
り
、
当
部落
に
て
も
是
非
万
難
を
排
し
臨
時
乗
降
場
を
設
置
い
た
し
たく
請
願
す
る
こ
と
に
相

成
っ
た
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

御
願
い
す
る
次
第で
ご
ざ
い
ま
す
。

何
卒
関
係
住
民
の
衷
情
御
賢
察
の
上
特
段
の
御
高
配
相
仰
ぎ
た
く
参
考
事
項
を
具
し
関
係
者
連
署
、

昭
和二
十
一
年
八
月
二
十
日

停
車
�
�
置
�
�書

札
幌
鉄
道
局
長
殿

紋
別
郡
白
滝
村
字
旧
白
滝

代
表
者

部
落
会
長
阿
部
仲
蔵

村
会
議
員
丹
羽
実
市

請
願
運
動
が
見
事
に
功
を
奏
し
、
この
年
十
一
月
正
式
認
可
が
札
幌
鉄
道
局
よ
り
お
り
た
。
以
後
部
落
民
の
協
力
に
よ
り
ホ
ー
ム

お
よ
び
待
合
所
が
完
成、
翌
二
十
二
年
二
月
十
一
日
よ
り
旧
白
滝
臨
時
乗
降
場
と
し
て
使
用
し
は
じ
め
た
。
そ
の
後
停
車
場
に
昇
格

す
る
べ
く
請
願
を
重
ね
た
が
つ
いに
そ
の
夢
は
果
せ
ず
今
日
に
至
っ
て
い
る
。
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昭 昭 昭 昭 昭 昭 昭 昭 昭 昭 昭 昭 昭三〇昭年月
ま
で
)

月
よ
り
翌

七
(二

四
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四
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五
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五
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一
一
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一
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一
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九
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駅

四
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三
四
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五
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九
五
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四
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八
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一六、一
七
七
一
五、八〇

三
三
六
、
一三
六

三
七、二

六
六

四
四、二

一
五

(昭
二
三
)

二
五
、一
六
一

一
一、一
八三

七、五〇
六

八、六
八
六

七
、五〇

一
七、四
八
一

六
、三
二
五

八、九
三
一

一
二、〇
二
二

一
四、〇

七
八

一
八、八

四
一

一
八、一

六
一

一
七、六八八
(昭
三
六
)

二
五、八
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八

一
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一四

六
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六
七
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二
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乗
車
(人
)

奥
白

一
八、〇
五三

二
六、二

七
九

一
九、〇
三
七

一〇
、八
四
四

六、五
九三

六、八
一
六

四、三
五
八

二、六
八
六

降
車
(人)

滝
駅

駅
勢

状
況
(そ
の
一
・乗
降
客)

村
内
各
駅
は
お
け
る
利
用
状
況
を
み
る
と
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

駅
勢
事
情

八
交
通
・
通
信

五〇三

(各
駅
駅
勢
報
告
原
簿
よ
り
)

下
白

滝
駅

二
一、六

九
三

二
四、八

四
四

‒‒
二
八、二
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三
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四
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四
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一
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三

降
車
(人
)

上
白

滝
駅

六、六
八
七

六、七
九
六

乗
車
(人
)
降
車
(人)

乗
車
(人
)
降
車
(人
)
乗
車
(人
)

九
六、一〇

四
八
七、二
八
七
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昭 昭 昭 昭 昭 昭 昭 昭 昭 昭 昭 昭 昭月月昭 年
よ七
り 種次

別

駅
別

二八、〇〇七
三、三九九
四三、一四八
四五、七二三
四一、三九五

三五、〇三〇

三三、六五四

三、
七七〇

ント
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四、七八三
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六、七五五
六、四五〇

二
、六六六

一0、五〇九

八、七〇七 ント 滝

一、九ニセ
一、五四〇
一、六九五
七二六
八五六

七〇九

五三六

六六六 個

小
荷
物

駅10、六二〇
10、八二三
二、
三

10、六五五
一二、四三五

八、五〇〇

八、100

四、九〇八

ント

貨
物一、100
二、二六八
二、二九八
一、六一六
一、四一六

一、一八〇 ント

� 皂 � 九 六 七

四七 二八

三 個

小
荷
物

二、五九五
五、九六六
七、五八〇
九、一五六
か、四一八
二三、四三六

八、二七八
二三、七四三
昭
二
三

八、七三六
二、七九四
八、一七四
三、五九五
10、一六八

三、三六六

一、二八七
一、六
三

一、六八七
1、00 三
一、四一七

四、〇三〇

一、八六七

三六三 八六

九六三
九二九
七五七
八三 四四七 ント二三

二八
一六〇 一 ----- 1

- - 駅

一七五 一 1 個

一四三
二六七
180

二七四
一、四八〇

一、八九一

一一、九九九

四、五五四
三、七二六
四、三一五
一、四四四 ント

一、六一九
三、三六七
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三、八八三
六二五
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一、八二六

三、二
六

五五九
二七九
五〇六
一三

ド ント

滝

六三
一三〇 六六 三六 四二 二五 個 小
荷
物 駅駅

九三 一三五
一三
四

一六八 個
発
送
到
着
発
送
到
着
発
送
到
着
発
送
到
着
|発
送
到
着
発
送
到
着
発
送
到
着

(各
駅
駅
勢
報
告
原
簿
よ
り
)

駅
勢

状
況
(
そ
の
二
・
貨
物、
小
荷
物
)0 0

三六
八一

五七
六一 六四 九三

個

貨 上
白

滝

一三九
一八五

個 小
荷
物

貨 奥奥
白

物五〇三

四
四
四
三 四二
四
一

四
〇

三
五

三〇 二
五 ○五〇九八

月
ま
で
)

発
送
到
着
|

貨

白

物

個

七三
九九 下

白
滝
駅

物

(昭
三
六)
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白滝村地域内鉄道用地面積調べ (単位 平方メートル)

区 間 線 路用地 駅区用地 鉄道林用地 計

石北トンネル～奥白滝 103,547.3 363,337.4 466,884,7奥 白

滝 22,736.9 9,084.6 31,821.5
奥 白 滝 ～ 上 白 滝 71,950.1 488,247.3 560,197.4

上 白 滝 17,782.7 17,782.7

上 白 滝 ～ 白 滝 37,079.0 37,079.0

白 滝 37,234.0 37,234.0

白 滝～ 下 白 滝 151,917.3 151,917.3

下 白 滝 21,052.5 21,052.5

下 白 滝 ～ 馬 止 メ 19,105.1 19,105.1

計 383,598.8 98,806.1 860,669.31,343,074.2

ま
た、
本
村
地
域
内
に
お
け
る
駅
区
用
地、
保
線
用
地
等
の
面
積
は
上
の
と

保
線

お
り
と
な
っ
て
い
る
。

白
滝
村
は
北
見
国
と
石
狩
国
と
の
境
に
位
す
る
関
係
で
保
線
は
中
湧
別
・
上

川
両
保
線
区
の
担
当
区
域
に
ま
た
が
り
、
業
務
境
界
は
白
滝
駅
よ
り
約
一
き

二
〇
〇
ぶ
上
白
滝
寄
り
、
つ
ま
り
新
旭
川
を
起
点
と
し
て
八
一ず
の
地
点
で
、

そ
れ
以
東
が
中
湧
別
保
線
区
、
以
西
が
上
川
保
線
区
の
担
当
区
域
と
な
っ
て
い

る
。

中
湧
別
保
線
区
白
滝
線
路
分
区

中
湧
別
保
線
区
の
開
業
は
湧
別
線
開
通
の
翌
日
す
な
わ
ち
大
正
五
年
十
一月

二
十
二
日
で
、
白
滝
線
路
分
区
は
昭
和
四
年
八
月
十
二
日
の
業
務
開
始
で
あ
る

が、近
年
国
鉄
の
合
理
化
に
と
も
な
い
保
線
業
務
の
機
構
改
革
も
行
な
わ
れ、昭

和
四
十
二
年
十
一
月
よ
り
新
機
構
に
切
り
替
え
ら
れ
た
。
こ
れ
に
よ
る
と
中
湧

別
保
線
区
の下
に
中
湧
別
保
線
支
区
と
遠
軽
保
線
支
区
の
二
支
区
が
出
来
、
白

滝
は
遠
軽
保
線
支
区
に
吸
収
さ
れ
白
滝
検
査
員
詰
所
と
な
り
二
名
の
検
査
員
が

常
駐
す
る
の
み
と
な
っ
た
。
業
務
内
容
は
当
初、
鉄
道
用
地
の
管
理、
建
造
物、

線
路、
橋
梁
、
踏
切
そ
の
他
線
路
上
に
設
備
し
て
い
る
も
の
の
管
理
補
修
で
あ



っ
た
が、
機
構
の
改
革
に
よ
っ
て
昭
和
四
十
年
十
二
月
一
日
保
線
区
よ
り
は
な
れ
て
新
た
に
建
築
区
、
営
林
区
が
発
足
、
駅
舎
を
は

じ
め
宿
舎
、
付
属
建
造
物、
そ
の
他
全
建
造
物
の
管
理
補
修
を
建
築
区
が
担
当
、
鉄
道
用
地
の
保
守
管
理、
工
事
監
督、
伐
採
計
画

な
ど
は
営
林
区
の
担
当
と
な
り
、
白
滝
は
旭
川
建
築
区
中
湧
別
支
区
、
旭
川
営
林
区
中
湧
別
支
区
の
管
轄
下
に
お
か
れ
て
い
る
。

上
川
保
線
区
奧
白
滝
線
路
分
区

奥
白
滝
線
路
分
区
は
昭
和
七
年
十
月
一
日
の
業
務
開
始
で
上
川
保
線
区
の
管
轄
内
に
お
か
れ
規
定
業
務
の
遂
行
に
当
っ
て
い
た

が
、
昭
和
四
十三
年
十
一
月
機
構
改
革
に
よ
っ
て
旭
川
保
線
区
上
川
保
線
支
区
奥
白
滝
検
査
員
詰
所
と
な
り、
業
務
内
容
も
分
割
さ

れ
た。
こ
の
担
当
区
域
に
は
特
に
道
内
有
数
の
石
北
ト
ン
ネ
ル
を
有
し
、
こ
れ
が
管
理
に
は
人
知
れ
ぬ
苦
労
が
続
い
て
い
る
の
で
あ

る
。

石
北
ト
ン
ネ
ル
の
レ
ー
ル
交
換
状
況

列
車
の
安
全
運
転
を
は
か
る
た
め
に
は
枕
木
お
よ
び
レ
ー
ル
の
交
換
が
き
わ
め
て
重
要
か
つ
敏
速
さ
が
要
求
さ
れ
る
が
、
石
北
ト

ン
ネ
ル
内
の
こ
う
し
た
レー
ル
交
換
は
旭
川
保
線
区
上
川
保
線
支
区
員
ら
の
手
で
夜
間
不
眠
不
休
で
行
な
わ
れ
る
。

昭
和
七
年
全
通
当
時
の
ト
ン
ネ
ル
内
レ
ー
ル
は
一
が
当
た
り
の
重
量
三
七
ま
ゆ
で
一
本
の
長
さ
一〇
材
レ
ー
ル
を
使
用、
片
側
に

実
に
四
百
三
十
三
本
の
レ
ー
ル
が
敷
か
れ
て
い
た
が、
昭
和二
十
四
年
同
重
量
で
二
五
ぶ
レ
ー
ル
に
交
換、
こ
の
交
換
作
業
に
お
よ

そ
二
ヵ
年
を
費
や
し
た
。
そ
の
後
ト
ン
ネ
ル
内
の
安
全
管
理
、
作
業
能
率
等
を
考
え
あ
わ
せ
、
昭
和
三
十
三
年
十
月
一日
一が
当
り

五
〇
ま
ゆ
重
量
で
一
本
の長
さ二
〇
〇
財
の
超
ロン
グ
レ
ー
ル
を
片
側
に
十
九
本、
計
三
十
八
本
敷
設
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
ロ
ン

グ
レ
ー
ル
の
交
換
は
八
年
周
期
で
行
な
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、
昭
和
四
十
一
年
す
で
に
第
二
回
目
の
交
換
が
行
な
わ
れ
て
い

る
。
この
交
換
作
業
は
主
と
し
て
夜
間
に
行
な
わ
れ
貨
物
列
車の
間
引
運
転
を
行
な
い、

最
新
鋭
機
ト
ロ
リ
フ
ト
十
四
台
を
導
入

第
二
章
鉄
道
交
通
の
今
昔
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し
て
お
よ
そ
一
ヵ
月
間
を
要
す
る
。

遠
軽
機
関
区
の
白
滝
機
関
車
駐
泊
所

昭
和
四
年
八
年
十
二
日
丸
瀬
布
・
白
滝
間
の
鉄
道
開
通
と
同
時
に
白
滝
機
関
車
給
炭
水
所
が
設
け
ら
れ、
給
炭
及
び
給
水
の
作
業

が
行
な
わ
れ
た
が、
昭
和
七
年
十
月
一
日
石
北
線
の
全
通
と
と
も
に
遠
軽
機
関
庫
白
滝
分
庫
と
昇
格
を
な
し
、
初
代
白
滝
支
区
長
に

堀
口
四
郎
次
が
就
任、
補
機
用
機
関
車
二
輛
を
常
駐
さ
せ
白
滝
・
中
越
間
の
補
機
仕
業
に
当
り
運
転
系
統
の
維
持
に
欠
か
せ
ぬ
存
在

で
あ
っ
た
。
昭
和
三
十
九
年
八
月
一
日
鉄
道
合
理
化
に
よ
っ
て
遠
軽
機
関
区
に
合
併
さ
れ
名
称
も
遠
軽
機
関
区
白
滝
機
関
車
駐
泊
所

と
変
り
、
一時
は
三
十
四
名
を
擁
し
た
職
員
も
現
在
は
四
名
に
縮
小
さ
れ
て
い
る
。

水

昭
和
七
年
白
滝
分
庫
設
置
以
来
昭
和三
十
九
年
遠
軽
に
合
併
ま
で
の
歴
代
支
区
長
は、
初
代
の
堀
口
に
つ
い
で、
二
代
林
清
次
郎、

三
代
及
川
浩、
四
代
山
崎
重
吉
、
五
代
森
谷
新
太
郎、
六
代
田
中
武
夫、
七
代
玉
川
真
一、
八
代
平
沢
幸
之
助
で
あ
る
。

給

給
水
は
機
関
区
業
務
の
中
に
包
括
さ
れ
て
い
る
も
の
で、
し
た
が
っ
て
給
水
の
主
た
る
業
務
も
補
機
作
業
に
か
か
わ
る
給
水、
石

炭
の
積
込
作
業
で
あ
る
が
、
近
時
気
動
車
の
普
及
に
よ
っ
てこ
れ
ら
給
水
作
業
量
も
減
少
し
て
き
た
。

ダ
ル
マ
ス
ト
ー
ブ

複
線、
電
化
と
日
進
月
歩
の
国
鉄
の
近
代
化
と
う
ら
は
ら
に、
道
北
の
幹
線
“石
北
本
線
”
で
は
冬
期
間
相
変
ら
ず
ダ
ル
マ
ス
ト

ー
ブ
を
取
り
つ
け
た
混
合
列
車
が
ガ
タ
ゴ
トと
走
っ
て
い
る
。
一見
の
ど
か
で
あ
る
が、
ひ
と
た
び
ト
ン
ネ
ル
に
入
る
と
も
う
も
う

た
る
煤
煙
が
車
内
に
逆
流、
楽
し
い
旅
行
を
憂
鬱
に
さ
せ
る
。
し
か
し
な
じ
み
深
いこ
の
ダ
ル
マ
ス
ト
ー
ブ
も
や
が
て
全
く
姿
を
消

す
日
も
そ
う
遠
く
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

吾〇六



ダルマストーブ

ダ
ル
マ
ス
ト
ー
ブ
の
歴
史
は
意
外
に
古
く
、
鉄
道
研
究
家
小
熊
米
雄
の
説
に
よ
る

と、
明
治
十
三
年
「
開
拓
使
号
」
と
い
う
客
車
に
使
用
し
た
の
が
初
め
と
さ
れ
て
い
る

が
、
こ
れ
は
ア
メ
リ
カ
製
で
あ
っ
た
と
い
う
。
明
治
二
十
五
年
小
樽
手
宮
工
場
で
国
産

ズ
ン
ド
ウ
型
ス
ト
ーブ
を
造
り
一
等
客
車
に
の
み
使
用、
こ
れ
が
明
治三
十
年
代
に
な

って
今
み
ら
れ
る
ダ
ル
マ
ス
ト
ー
ブ
に
切
り
替
え
ら
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

鉄
道
の
災
害
(貨
物
列
車
暴
走
事
件
)

昭
和
二
十
二
年
八
月
十二
日
午
後
十
一
時
、
十
九
輛
編
成
の
下
り
貨
物
列
車
が
下
白

滝
駅
に
到
着
し
た
。
この
時
機
関
車
か
ら
の
飛
火
に
よ
っ
て
貨
物
車
輛
上
の
ミ
ブ
ヨ
モ

ギ
に
着
火
延
焼
、
よ
う
や
く
消
火
作
業
が
終
っ
た
こ
ろ
、
機
関
車
を
は
じ
め
全
貨
車
の

ブ
レ
ー
キ
ェ
ヤ
ー
が
何
か
の
は
ず
み
で
突
然
抜
け
て
全
車
輛
が
動
き
出
し
た
。
大
久
保

機
関
士
が
急
遽
貨
物
に
飛
び
乗
った
が
下
り
勾
配
の
た
め
処
置
の
方
法
な
く
暴
走、
丸

上白滝・奥白滝間
列車転覆事故現場
(『北海道新聞』より)

即
死
2
重
傷
1
名

瀬
布
駅
を
通
過
、
瀬
戸
瀬
駅
よ
り
約二
ず
手
前
丸
瀬
布
寄
り
の
カ
ー
ブ
で
後

部
十
輛
が
脱
線
ま
た
は
脱
線
転
覆
し
て
停
車
し
た
。
時
に
午
後
十
一
時
二
十

分
で
あ
っ
た。
こ
の
事
故
で
人
命
の
損
傷
は
な
か
っ
た
が
本
線
は
一
時
不
通

と
な
り
、
復
旧
作
業
の
結
果
翌
日
夕
刻
に
は
開
通
と
な
っ
た
。

(機
関
車
転
覆
事
件
)

.

石
北
線
開
通
以
来
初
の
道
床
決
壊
に
よ
る
事
故
が
昭
和
二
十
四
年
五
月
十

第
二
章
鉄
道
交
通
の
今
昔

五〇七
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日
午
後
十
一
時
三
十
六
分
網
走
発
小
樽
行
上
り
旅
客
五
〇
二
列
車
が
奥
白
滝
・
上
白
滝
間
の
奥
白
滝
駅
寄
り
一
五
が
の
地
点
を
進

行
中
に
発
生
し
た
。
現
場
は
粘
土
混
り
の
砂
地
に
雪
融
け
水
が
地
下
深
く
浸
透
、
線
路下
の
築
堤
が
約二
〇
ぶ
に
わ
た
っ
て
決
壊
、

鉄
路
が
吊
橋
状
に
な
っ
て
い
た
と
こ
ろ
へ
暗
や
み
の
た
め
発
見
で
き
ず
突
然
機
関
車、
炭
水
車
が
脱
線
転
覆
、
つ
い
で
手
荷
物
車
が

脱
線、
乗
客三
百
余
名
に
は
負
傷
者
は
な
か
っ
た
が、
不
幸
に
し
て
機
関
助
士
林
弘、
機
関
士
見
習
斎
藤
哲
也
の
二
人
は
即
死、
機

関
士
は
重
傷
を
負
う
惨
事
と
な
っ
た
。
復
旧
工
事
は
夜
を
徹
し
て
行
な
わ
れ
五
月
十
二
日
平
常
運
転
と
な
っ
た
。

第
三
章

そ
の
他
の
交
通
運
輸

自
動
車

「日
本
に
初
め
て
自
動
車
が
輸
入
さ
れ
た
の
は
明
治三
十
年
で
、
横
浜
の
一外
人
エペ
リ
ー
・
ハイ
ム
が
オ
リ
エ
ン
ト
号
と
呼
ぶ
蒸

気
自
動
車
を
入
れ
た
の
が
最
初
と
さ
れ
て
い
る
。

日
本
国
内
に
お
い
て
初
め
て
製
造
さ
れ
た
自
動
車
は、
明
治
四
十
三
年
砲
兵
工
廠
に
お
い
て
試
作
さ
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

本
村
に
自
動
車
が
初
め
て
姿
を
あ
ら
わ
し
た
の
は
昭
和
四
年
夏
、
石
北
線
奥
白
滝
・
上
越
間
石
北
ト
ン
ネ
ル
の
掘
削
工
事
が
は
じ

ま
る
や
、
遠
軽
方
面
か
ら
ト
ン
ネ
ル
掘
削
工
事
に
必
要
な
各
種
資
材
を
貨
物
列
車
に
て
白
滝
駅
ま
で
輸
送
、
この
う
ち
主
と
し
て
セ

メ
ン
ト
を
白
滝
か
ら
ト
ン
ネ
ル
工
事
現
場
ま
で、
遠
軽
の
大
江
弥
太
郎
が
フ
ォ
ード
貨
物
自
動
車
を
使
っ
て
運
送
し
た
の
が
最
初
と

さ
れ
て
い
る
。

ま
た
白
滝
市
街
山
内
商
店
の
副
店
主
大
沢
金
作
が
昭
和
五
年
春、
小
型
三
輪
車
を
使
っ
て
ト
ン
ネ
ル工
事
現
場
ま
で
鮮
魚
・
雑
貨



第
三
章
そ
の
他
の
交
通
・
運
輸

項 目 課税車非課税車 計

乗 用 車 125

000 128

小型 トラ ッ ク 132 1 133

大 型 トラ ック

32 6 38

マ イ ク ロ バ ス

1 1

ス 1 4 1
0

輪 車
プ

1 1

1 1

大
型
特
殊
用
途

シ ョ ベ ル
ブルドーザー

7 7

1 1

トラクター
1 1

消 防 車

6 6

小
型
特
殊

用 営
農
用

トラクター
被牽引車
リ フ ト車

36 36

2 2

途 1 1

合

計 292

69

361

(注 自動2輪,軽4輪などは別表)

上
表
の
ほ
か
別
項
に
記
し
て
あ
る
軽
四
輪、
バ
イ

ク
な
ど
合
計
す
る
と
、
実
に
村
内
各
戸
平
均
一
輛
強

の
いず
れ
か
の
車
輛
を
保
有
し
て
い
る
こ
と
と
な

り
、
驚
く
べ
き
普
及
ぶ
り
で
あ
る
。

乗
合
自
動
車
(バ
ス)・

そ
の
一
中
越
・
白
滝
間

バ
ス
運
行

遠
軽
・
白
滝
間
の
鉄
道
は
昭
和
四
年
八
月
に
開
通

し
、
ま
た
旭川
方
面
か
ら
中
越
駅
ま
で
の
び
た
の
は

同
年
十
一
月
で、
中
越
・
白
滝
間
は
石
北
ト
ン
ネ
ル

五〇九

肉� �箱

村内所有第1号車

類
を
運
搬し
た
の
が
村
内
所
有
第
一
号
で
あ
る
。
以
来
商
用
と
し
て
の
自
動
車

は
わ
ず
か
な
が
ら
所
持
す
る
も
の
も
あ
っ
た
が、
自
家
用
乗
用
車
に
至
っ
て
は

高
嶺
の
花
で
あ
っ
た
。
戦
後
経
済
界
の
復
興
と
と
も
に
国
民
所
得
も
上
昇
し
、

商
工
業
者
の
消
費
者
に
対
す
る
サ
ー
ビ
ス
上、
さ
ら
に
近
時
ま
す
ま
す
盛
ん
に

な
っ
て
き
た
レ
ジ
ャ
ー
用
と
し
て
自
家
用
乗
用
車、
ト
ラ
ッ
ク
な
ど
の
普
及
め

ざ
ま
し
く
、
わ
が
国
経
済
の
高
度
成
長
の
一端
は
こ
う
し
た
山
あ
い
の
僻
村
に

お
い
て
も
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

昭
和
四
十
五
年
四
月
一
日
現
在
に
お
け
る
村
内
自
動
車
台
数
を
遠
軽
町
税
務
出
張
所
よ
り
の
調
査
資
料
に
よ
る
と
、

白滝村内自動車台数調

種 別

・
バ
タ
ジ

1
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中越・白滝間時刻表
時間

発
着駅

1 便 2 便 3 便2 便
0
0

便

中 越 発
奥白滝発
白 滝 着

9.00 1.00 4.00

10.00 2.00 5.00
10.20 2.20 5.20

白 滝 発 8.00 12.00 3.00

奥白滝発 8.20 12.20 3.20
中 越 着 9.20 1.20 4.20

料 金 表

中越 奧白滝
1

白滝
1円35銭 45銭

1円 80銭

工
事
の
た
め
開
通
に
手
間
ど
り
、
旅
行
者
は
い
た
く
不
便
を
感
じ
バ
ス
運

行
を
願
う
声
な
き
声
が
高
ま
っ
た
。
悪
路
に
加
え
て
僻
地
間
の
運
行
は
誰

が
み
て
も
赤
字
路
線
で
あ
っ
た
が、
義
俠心
に
富
ん
だ
札
幌
自
動
車
合
資

会
社
の
木
上
亀
蔵、
加
藤
幸
吉
の
両
代
表
が
バ
ス
の
運
行
を
は
か
り
、
中
越

駅
前
か
ら
白
滝
駅
前
に
至
る
お
よ
そ
二
五
ず
話
を
一
日
三
往
復
に
て
行
な

う
こ
と
に
営
業
の
認
可
を
と
り
、
昭
和
五
年
春
よ
り
運
行
を
開
始
し
た
の

で
あ
る
。別
記
の
ご
と
き
ダ
イ
ヤ
に
よ
っ
て
運
行
し
た
も
の
の、
道
路
整
備

も
進
ん
で
い
な
いこ
と
ゆ
え、
車
輪
が
没
す
る
悪
路
に
運
行
も
ま
ま
な
ら

ず
、
加
え
て
高
料
金
に
て
乗
客
も
な
く
旬
日
を
経
ず
し
て
運
休
と
な
っ
た
。

そ
の
ニ
北
見
バ
ス

北
見
バ
ス
株
式
会
社
は
昭
和
三
十
五
年
六
月
二
十
日
か
ら
新
設
路
線
と
し
て
遠
軽
・
白
滝
間
(丸
瀬
布
線
と
呼
称
)
の
白
滝
直
通

便
午
前
一
回、
午
後二
回
の
三
往
復
と
、
白
滝
駅
前
・
白
滝
温
泉
間
(白
滝
温
泉
線)
三往
復、
さ
ら
に
白
滝
駅
前
・上
支
湧
別
間

(上
支
湧
別
線
)
五
往
復
を
運
行
し
た
。
これ
に
よ
っ
て
白
滝
・丸
瀬
布
間
の
往
来
の
不
便
も
解
消
さ
れ
、
住
民
の
喜
び
大
な
る
も

の
が
あ
っ
た
。
当
初
か
な
り
の
利
用
客
も
あ
っ
た
が、
昭
和
三
十
七
年
会
社
の
方
針
に
よ
り
早
く
も
白
滝
温
泉
線
の
運
行
を
停
止
し

た
。近
年
自
家
用
車
の
異
常
な
普
及
と
農
家
戸
数
の
減
少
に
よ
っ
て
バ
ス
利
用
客
も
減
り
、
こ
と
に
農
繁
期
に
な
る
と
空
車
同
様
の
状

態
で
運
行
す
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
で
あ
っ
た
。
北
見
バ
ス
会
社
側
は
こ
う
し
た
赤
字
路
線
の
運
休
の
方
針
を
打
ち
出
し
た
が、
た
ま

五10



北見バス白滝時刻表 昭和35年6月20日

白滝駅前‒‒‒白滝温泉 白 滝‒‒‒遠 軽

便 白滝発 丸瀬布
着 発 遠軽着

1 10.45 11.30 12.10
2 13.45 14.30 15.10

3 16.45 17.30 18.10
白滝‒‒‒上支湧別

便 白滝発 上支湧
別 発

便 遠軽発 丸瀬布
着 発 白滝着1

2 7.55 7.30
9.40 10.20 1 7.30 8.10 8.553 14.20 13.20 2 12.00 12.40 13.25

0
0 14.30 15.10 15.55

た
ま
上
支
湧
別
中
学
校
が
白
滝
中
学
校
に
統
合
さ
れ、
こ
れ
に
よ
る
通

学
生
の
足
お
よ
び
地
域
住
民
の
利
便
を
併
せ
考
え、
昭
和
四
十
三
年
四

月
よ
り
年
間
二
百
六
十
万
円
の
村
費
を
も
っ
て
北
見
バ
ス
株
式
会
社
に

助
成
を
し
、
朝
夕
一
回
ず
つ
の
運
行
と
な
り、
始
発
駅
も
丸
瀬
布
と
変

更
さ
れ
た
。

そ
の
後
会
社
側
と
白
滝
村
と
の
間
に
継
続
運
行
に
つ
い
て
話
し
合
い

が
な
さ
れ、
昭
和
四
十
五
年
四
月
よ
り
北
見
ベ
ス
会
社
よ
り
バ
ス
一
台

譲
り
受
け
、
ス
クー
ルバ
ス
と
し
て
面
目
を
一
新
し
た
の
で
あ
る
。

新
規
運
行
以
来
わ
ず
か
十
カ
年
に
し
て
、
こ
の
間
幾
度
か
運
営
内
容

に
変
更
が
あ
っ
た
も
の
の、
ま
た
し
て
も
白
滝
・
丸
瀬
布
間
バ
ス
交
通

は
途
絶
え
て
し
ま
っ
た
。

株
式
会
社
遠
軽
ハ
イ
ヤ
ー
白
滝
営
業
所

昭
和
三
十
五
年
八
月二
十
五
日
遠
軽
ハ
イ
ヤ
ー
(社
長
・
小
山
宗

二
)
白
滝
営
業
所
が
時
代
的
要
求
に
こ
た
え
て
白
滝
駅
前
に
開
業
し
住
民
の
利
便
を
は
か
っ
て
い
る
。
開
業
当
初
よ
り
比
較
的
利
用

者
も
多
く
、
近
年
に
な
っ
て
営
業
成
績
も
向
上
、
住
民
よ
り
増
車
の
希
望
が
た
か
ま
り
昭
和
四
十
三
年
四
月
二
台
に
増
車
し
た
の
で

あ
る
。

ハ
イ
ヤ
ー
の
利
用
者
数
を
み
る
と
開
業
当
時
一
年
間
の
乗
客
数
一
万
四
百
十
七
人
で
、
昭
和
四
十
三
年
の
一
年
間
に
は
お
よ
そ
当

第
三
章
そ
の
他
の
交
通
・
運
輸

五二

便 白滝駅
前 発 温泉発

1
2
3

9.00 9.15
13.35 14.10
17.45 18.10

17.20
4
5 15.55 16.20

18.25
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初
の
二
・
五
倍
に
あ
た
る
二
万
五
千
八
百
五
十
五
人
が
利
用
し
て
い
る
。

軽
四
輪
・
バ
イ
ク

戦
後
機
械
文
明
の
発
達
に
よ
っ
て
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
わ
た
っ
て
オ
ー
ト
メ
化
さ
れ、
スピ
ー
ド
と
文
化
生
活
を
好
む
日
本
人
に
と

っ
て
恰
好
の
乗
り
も
の
が
出
現
し
は
じ
め
た
。
自
転
車
に
か
わ
っ
て
出
た
の
が
原
動
機
付
自
転
車
す
な
わ
ち
バ
イ
ク
で
あ
る
。
自
転

車
の
一
部
に
小
型
モー
タ
ー
を
取
り
つ
け
て
「パ
ン
パン
パン
」
と
異
様
な
音
を
出
し
て
走
る
姿
は
当
時
に
お
け
る
陸
上
交
通
の
花

形
で
も
あ
っ
た。
近
時
逐
次
機
体
に
改
良
が
加
え
ら
れ
今
日
見
ら
れ
る
勇
壮
な
型
と
な
っ
て
い
る
。

昭
和三
十
三
年
白
滝
に
お
いて
も
こ
れ
ら
軽
自
動
車
に
対
す
る
税
金
が
初
め
て
課
せ
ら
れ
た
が、
そ
時
の
登
録
台
数
と
昭
和
四
十

四
年
度
に
お
け
る
台
数
か
ら
躍
進
ぶ
り
を
眺
め
て
み
る
と
、

軽
自
動
車
登
録
台
数
調

軽 自 二 二 一

自
動

二
輪

イ イ イ

種
バ

車 車 ク ク ク

計

一二
六
c
c
以
上

九
一
cc
以
上
一二
五
cc
ま
で

五
一
cc
以
上
九〇
c
c
ま
で

種

六〇
台

二
台

三
一
台

一三
台

一四
台

昭
和
三
三
年

課

五
六
台

一
八
台

六
九
台

一
一四
台

一八
九
台

税
車

五
一
六
台

四
台

二二
台

一七
台

一
九
台
八
台

昭
和
四
五
年
四
月
一
日
現
在小

六
〇
台

四
〇
台

八
六
台

一三
三
台

一九
七
台 計

四
輪

二
種
甲
バ

二
種
乙
:

機

五〇
c
c
以
下

非
課
税
車
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自
転
車

自
転
車
が
日
本
に
初
め
て
輸
入
さ
れ
た
の
は
明
治
八
年
ご
ろ
で
、
娯
楽
用三
輪
自
転
車
で、
日
本
最
初
の
自
転
車
製
造
は
明
治二

十
三
年
ご
ろ
横
浜
市
に
お
い
て、
安
全
車
と
称
す
る
も
の
を
製
造
し
て
時
の
通
信
省
に
納
入
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
いる
。

自
動
車
の
普
及
し
て
い
な
い
往
時
に
と
っ
て
自
転
車
は、
あ
な
ど
り
難
い
役
割
を
演
じ
て
い
た
。

本
村
に
お
け
る
自
転
車
利
用
の
初
め
は
判
然
と
し
な
い
が、
大
正
七
年
中
山
徳
蔵
が
湧
別
よ
り
支
湧
別
九
線
に
入
地し
た
さ
い
一

台
の
自
転
車
を
持
っ
て
き
た
時
は
す
で
に
古
田
末
吉
も
所
持
し
て
い
た。
し
か
し
言
語
に
絶
す
る
悪
路
の
た
め
常
用
す
る
こ
と
はで

き
な
か
っ
た。
そ
の
後
時
代
の
進
歩
と
人
口
の
増
加
す
る
に
従
い
逐
次
利
用
者
も
増
し、
銀
輪
に
ま
た
が
った
颯
爽
た
る
姿
は
衆
人

の
憬
れ
の
的
で
も
あ
っ
た
。

昭
和
三
十
二
年
自
転
車
税
が
廃
止
さ
れ
た
が、
そ
の
時
点
に
お
け
る
本
村
の
自
転
車
登
録
台
数
は
四
百
二
十
六
台、
お
よ
そ
二
軒

に
一
台
の
割
合
で
所
持
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
そ
の
後
未
登
録
の
た
め
推
移の
ほ
ど
は
判
然
と
し
な
い
が、
昭
和三
十
六、
七

年
に
至
り
自
転
車
に
か
わ
る
バ
イ
ク
等
の
異
常
な
普
及
に
よ
っ
て、
スピ
ー
ド
感
に
乏
し
い
自
転
車
が
に
わ
か
に
減
少
し
て
い
っ

た
。
と
こ
ろ
が
最
近、
レ
ジ
ャー
用
に
あ
る
い
は
児
童
の
娯
楽
用
に
高
級
化
し
た
自
転
車
が
再
び
静
か
な
ブ
ー
ム
を
よ
ん
で
い
る。

客
馬

車

大
正
六
年
十
二
月
白
滝
郵
便
局
設
置
と
同
時
に
通
送
手
が
配
置
さ
れ、
白
滝
・
丸
瀬
布
間
郵
便
通
送
と
兼
ね
た
役
得
と
し
て
の
客

馬
車
は
行
な
わ
れ
て
い
た
が、
大
正
十
五
年
児
玉
作
治
が
白
滝
・
丸
瀬
布
間
の
客
馬
車
営
業
を
正
式
に
警
察
署
の
認
可
を
と
っ
て
は

じ
め
た
の
が
最
初
で
あ
る
。
夏
は
馬
車
、
冬
期
は
馬
橇
を
仕
立
て
定
員
六
名
を
も
っ
て
一
日
一
往
復
、
大
人
一
里
(四
き
材
)
三
十

銭
、
丸
瀬
布
ま
で
一円
五
十
銭
の
営
業
で
あ
っ
た
。
児
玉
に
つ
づ
い
て
松
本
幸
八
も
営
業
し
た
が
、
昭
和
四
年
八
月
丸
瀬
布
・
白
滝

第
三
章
そ
の
他
の
交
通
・
運
輸

五一三
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間
鉄
道
開
通
に
よ
っ
て
そ
の
姿
は
消
え
て
し
ま
っ
た
。

運
送

店

遠
軽
・
白
滝
間
の
鉄
道
開
通
ま
も
な
く
白
滝
駅
前
に
湧
別
の
の
西
出
運
送
店
が
瀬
川
孝
造
に
委
託
し
て
創
業
し
た
の
が
昭
和
四
年

九
月
で
あ
っ
た
。

ま
た
石
北
線
全
通
の
翌
昭
和
八
年
高
橋
喜
久
雄
が
同
じ
く
白
滝
駅
前
で
働
白
滝
運
送
店
を
開
業、
さ
ら
に
下
白
滝
駅
前
に
働
下
白

滝
運
送
店
(新
保
国
平
)、
奥
白
滝
駅
前
に
働
奥
白
滝
運
送
店
(大
庭
千
代
吉
)、
上
白
滝
駅
前
に
働
上
白
滝
運
送
店
(前
田
勘
治)

が
そ
れ
ぞ
れ
創
業
を
は
じ
め
た
。

昭
和
十二
年
小
運
送
業
法
の
制
定
に
よ
っ
て
全
国
一駅
一
店
の
制
度
に
な
っ
た
が
た
め、
白
滝
の
西
出
運
送
店
、
白
滝
運
送
店、

下
白
滝
運
送
店
は
統
合
の
か
た
ち
と
な
り
、
し
か
も
遠
軽
地
方
一
円
の
小
運
送
業
者
が
合
同
し
て
創
立
さ
れ
た
遠
軽
通
運
株
式
会
社

の
傘
下
に
な
り
、
遠
軽
通
運
株
式
会
社
白
滝
営
業
所
(所
長
・
瀬
川
孝
造
)
お
よ
び
下
白
滝
営
業
所
と
改
称
さ
れ、
上
白
滝
運
送
店

と
奥
白
滝
運
送
店
は
鉄
道
管
理
部
管
轄
の
関
係
で
旭
川
通
運
株
式
会
社
の
傘
下
と
な
っ
て
、
い
ず
れ
も
営
業
を
続
行
、
本
格
的
な
会

社
経
営
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
今
日
全
国
的
営
業
網
を
も
つ
日
本
通
運
株
式
会
社
が
日
通
と
し
て
大
き
く
組
織
さ
れ
た
の
も
こ
の
こ

ろ
で
あ
る
。

太
平
洋
戦
争
も
し
だ
い
に
そ
の
激
し
さ
が
増
し
て
き
た
昭
和
十
九
年、
国
内
す
べ
て
戦
時
体
制
下
に
お
か
れ
軍
需
物
資
の
輸
送
量

が
増
大
す
る
に
従
い、
そ
の
輸
送
に
秘
密
の
保
持
と
円
滑
に
し
て
敏
捷
さ
が
要
求
さ
れ、
こ
れ
が
た
め
全
国
各
運
送
会
社
は
す
べ
て

日
本
通
運
株
式
会
社
に
吸
収
さ
せ
ら
れ、
日
本
通
運
株
式
会
社
遠
軽
支
店
白
滝
営
業
所
、
同
下
白
滝
営
業
所、
日
本
通
運
株
式
会
社

旭
川
支
店
奥
白
滝
営
業
所、
同
上
白
滝
営
業
所
と
、
そ
れ
ぞ
れ
名
称
が
変
っ
た
。

五一四



昭
和三
十
年
白
滝
営
業
所
を
の
ぞ
く
下
白
滝、
上
白
滝、
奥
白
滝
の
各
営
業
所
は
取
扱
業
務
成
績
の
低下
に
よ
り
す
べ
て
日
本
通

運
の
請
負
制
度
と
改
革
さ
れ
た
。

昭
和
四
十
四
年
四
月
日
本
通
運
の
機
構
改
革
に
よ
っ
て
白
滝
営
業
所
は
丸
瀬
布
営
業
所
の
配
下
と
な
り
、
営
業
所
長
に
代
っ
て
主

任
制
と
な
っ
た
。

日
通
白
滝
営
業
所
と
な
っ
て
よ
り
歴
代
の
所
長
は、
中
城
満
蔵
(初
代
)、
小
島
一
郎
(二
代)、

池
田
定
一
(三
代)、

大
滝
(四

代
)、
嶋
中
敏
夫
(五
代
)、
竹
中
正
三
(初
代
主
任)
で
あ
る
。

ト
ラ
ッ
ク
営
業

昭
和
三
十
六
年
十
一
月
貨
物
輸
送
の
需
要
増
に
対
処
す
る
た
め、
市
街
地
南
区
に
石
北
貨
物
株
式
会
社
を
設
立
、
社
長
に
大
庭
裕

二
が
就
任、
六
台
の
トラ
ッ
ク
を
保
有
し
主
と
し
て
素
材
の
運
送
等
を
行
な
っ
て
い
た
が、
昭
和
四
十
四
年
五
月
企
業
形
態
を
改
変

し、
白
滝
運
輸
株
式
会
社
と
名
称
も
変
え
て
再
発
足
し
た
の
で
あ
る
。
現
社
長
は
山
下
泉
で、
ト
ラ
ッ
クの
保
有
は
同じ
く
六
台
で

あ
る
。

第
四
章
通

信

郵
便
の
は
じ
め

そ
も
そ
も
郵
便
の
お
こ
り
は
「人
間
の
意
志
、
思
想
を
相
手
方
に
伝
え
る
の
に
当
人
が
出
向
く
代
り
に
書
状
を
送
り
届
け
る
こ
と

に
よ
っ
て
目
的
が
達
せ
ら
れ
る
」
こ
と
よ
り
始
め
ら
れ
た
も
の
で、
天
皇
の
意
思
を
地
方
に
伝
え
た
御
用
状、
い
わ
ゆ
る
官
用
通
信

第
四
章
通

信
五一五
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が
最
初
の
通
信
と
考
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
い
ま
な
お
人
の
よ
く
知
る
と
こ
ろ
の
豊
臣
時
代
の
駅
伝
朱
印、
徳
川
時
代
の
継
飛

脚
お
よ
び
各
藩
の
大
名
飛
脚
も
実
は
官
用
通
信
で
あ
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
こ
れ
ら
は
為
政
者
の
た
め
の
も
の
で
あ
り
、
私
人
の
通
信
の

用
に
供
せ
ら
れ
る
こ
と
は
全
く
な
か
っ
た
が、
民
間
に
お
け
る
通
信
需
要
が
し
だ
い
に
高
ま
る
に
つ
れ
て
自
然
発
生
的
に
飛
脚
が
生

れ
た
。
こ
れ
を
町
飛
脚
と
呼
称
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
町
飛
脚
へ
の
書
状
の
差
出
し
お
よ
び
そ
の
配
達
は
当
時き
わ
め
て
幼
稚
な
も

の
で
、
戸
外
に
筵
を
し
いて
そ
の
上
に
書
状
な
ど
な
ら
べ
て
通
行
人
に
見
せ、
も
し
自
己
の
名
前
を
み
つ
け
た
な
ら
ば、
た
だ
ち
に

飛
脚
屋
に
申
し
出
てこ
れ
を
受
取
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
が
こ
の
制
度
は
江
戸
時
代
に
お
け
る
私
信
送
達
の
唯
一の
機
関
で
も
あ

ひ
そ
か

的
な
郵
便
制
度
を
創
設
す
べ
く
全
力
を
傾
注
し
た
。
そ
の
結
果
明
治
四
年
一
月
二
十
四
日
太
政
官
布
告
を
も
っ
て
「郵
便
規
則
」
を

制
定
、
三
月
一日
よ
り
東
京
・
大
阪
間
に
こ
の
新
方
式
を
採
用
し
た
の
で
あ
る
。
明
治
六
年
四
月
一
日、
こ
れ
ま
で
距
離
に
よ
っ
て

郵
便
料
金
の
異
な
っ
て
い
た
も
の
を、
全
国
均
一
制
と
す
る
に
至
っ
て
わ
が
国
の
郵
便
制
度
は
名
実
と
も
に
新
式
郵
便
に
な
り
、
今

日
の
基
盤
が
こ
の
時
に
確
定
し
た
と
い
え
よ
う
。

った
。
こう
し
た
不
満
足
な
制
度
に
対
し
深
く
心
を
痛
め
て
い
た
前
島
密
は
駅
通
権
正
に
就
任
す
る
や
、
政
府
の
手
に
よ
っ
て
全
国

北
海
道
最
初
の
郵
便
機
関
は
函
館
郵
便
役
所
で
明
治
五
年
七
月
の
開
設、
そ
の
年
す
ぐ
郵
便
路
線
は
北
に
向
っ
て
の
び
、
室
蘭、

千
歳
を
経
て
札
幌、
小
樽
ま
で
開
通、
道
東
地
方
に
お
い
て
は
明
治
九
年
一
月
天
塩
国
苫
前
か
ら
宗
谷
、
枝
幸
を
経
て
海
岸
線
を
通

り
、
斜
里
よ
り
根
室
に
至
る
郵
便
路
線
が
開
通、
同
時
に
斜
里
、
網
走、
紋
別
の三
カ
所
に
郵
便
取
扱
所
が
開
設
さ
れ
た
。

湧
別
地
方
に
お
け
る
郵
便
局
設
置
の
初
め
は
明
治
二
十
五
年
十
一
月
湧
別
浜
市
街
地
に
出
来、
最
初
は
単
に
郵
便
だ
け
の
業
務
で

あ
っ
た
。
明
治
三
十
一
年
に
至
り
網
走
・
旭
川
間
中
央
道
路
が
郵
便
路
線
と
し
て
指
定
さ
れ
た
が
、
旭
川
・
名
寄
間
の
鉄
道
が
全
通

す
る
に
及
ん
で
明
治三
十
七
年
十
月
か
ら
郵
便
路
線
は
名
寄
・
湧
別
線
に
変
更
さ
れ
た
。

五一六



郵
便
事
業
の
沿
革
を
略
記
す
る
と

明
治
四
年

明
治
五
年

台

七 六

明 明
台

年 年

明
治
八
年

明
治
十
八
年

明
治
二
十
年

明
治
二
十
五
年

明
治
二
十
九
年

明
治三
十
四
年

明
治三
十
九
年

明
治
四
十
年

明
治
四
十
四
年

大
正

八
年

昭
和
九
年

昭
和
二
十
四
年

郵
便
規
則
の
制
定、
郵
便
切
手
発
行

書
留
郵
便
の
取
扱
開
始

郵
便
は
が
き
発
行

郵
便
切
手
の
消
印
に
日
付
印
使
用

郵
便
役
所
を
郵
便
局
と
改
称
す

通
信
省
創
設
、
往
復
は
が
き
発
行

・・

〒
字
形
を
通
信
省
全
般
の
徽
章
と
し
て
制
定

小
包
郵
便
制
度
開
始

年
賀
郵
便
物
の
特
別
取
扱
い
開
始

円
形
赤
色
の
鉄
製
郵
便
箱
設
置

振
替
貯
金
制
度
の
開
始

普
通
小
包
郵
便
制
度
実
施

速
達
郵
便
制
度
実
施

航
空
郵
便
制
度
始
ま
る

通
信
記
念
日
制
定
(毎
年
四
月
二
十
日
)

郵
政
省
誕
生、
お
年
玉
つ
き
年
賀
は
が
き
発
行

第
四
章
通

信
五一七
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昭
和二
十
五
年

昭
和三
十
一年

昭
和
四
十
一
年

白
滝
郵
便
局

毎
年
四
月
二
十
日
を
郵
便
記
念
日
と
す

速
達
郵
便
物
専
用
の
青
ポ
ス
ト
誕
生

郵
便
料
金
の
全
面
的
改
定
お
よ
び
郵
便
物
の
種
類
・
体
系
等
の
大
改
正

駅
通
取
扱
人
に
郵
便
取
扱
役
を
命
じ
て
郵
便
适
送
の
継
立
を
な
し
た
が
、
既
述
の
と
お
り
明
治三
十
七
年
郵
便
路
線
の
変
更
に
よ

っ
て
本
村
内
の
滝
の
上
八
号
駅
通
は
も
ち
ろ
ん
郵
便
通
送
の
業
務
は
廃
止
さ
れ
た
。
こ
れ
が
た
め
村
内
に
居
住
す
る
も
の
へ
の
郵
便

物
は
郵
便
局
の
出
来
る
ま
で
遠
く
遠
軽
よ
り
配
達
さ
れ、
便
宜
上
集
配
所
と
定
め
た
旧
白
滝
石
上
藤
造
宅
(の
ち
集
配
所
は
旧
白
滝

小
学
校
に
変
る
)、
白
滝二
股
市
街
4
伊
藤
恂
商
店
宅
に
そ
れ
ぞ
れ
郵
便
物
が
お
ろ
さ
れ
た
が
各戸
配
達
は
行
な
わ
れ
ず
、
住
民
各
人

が
機
を
見
て
そ
こ
ま
で
出
向
き
、
自
己
あ
て
の
郵
便
物
を
受
取
り

あ
る
い
は
投
函
を
依
頼
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
大
正
初
期

に
い
た
り
団
体
移
住
者
が
あ
い
つ
ぎ
、
開
拓
者
の
大
き
な
楽
し
み

の
一
つ
で
も
あ
っ
た
故
郷
"内
地
"
か
ら
の
た
よ
り
も
当
初
一
週

間
に
一
回
が、
こ
のこ
ろ
に
至
り
三
日
に
一回
程
度
の
割
合
で
通

送
さ
れ
て
い
た
が、
冬
期
な
ど
吹
雪
が
続
く
と
十
日
も
半
月
も
遠

軽
から
郵
便
物
の
来
な
いこ
と
も
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら

住
民
ひ
と
し
く
地
元
に
郵
便
局
の
設
置
を
望
ん
で
い
た
矢
先
、
大

正
六
年
五
月
の
大
火
に
よ
っ
て
極
度
に
生
活
は
苦
し
く
な
っ
た

舎旧 庁

新 庁 舎

二二八



が
、
罹
災
者
の
友
人
知己
よ
り
の
救
援
物
資
が
激
増、
さ
ら
に
御
下
賜
金
の
預
金、
あ
る
い
は
貯
金
の
払
戻
等
の
業
務
が
急
増し
た
・

の
で
、
隣
町
丸
瀬
布
よ
り
さ
き
が
け
て、
大
正
六
年
十
二
月
一
日
白
滝
市
街
大
通
り
十
二
番
地
に
局
舎
を
設
け、
三等
郵
便
局
と
し

て
発
足、
郵
便
集
配
、
為
替、
貯
金
、
保
険
事
務
を
開
始、
堀
銑
太
郎
が
初
代
局
長
と
し
て
就
任
し
た
。
翌
七
年
十
月
二
十
六
日
局

長
の
交
替
が
あ
り
鈴
木
峰
次
が
二
代
局
長
と
し
て
上
湧
別
よ
り
就
任
し
た
。
鈴
木
峰
次
の
日
誌
に
よ
る
と
「大
正
八
年
七
月
六
日、

日
曜
日
よ
り
白
滝
局
住
宅
に
起
居
す
」
と
あ
る
か
ら
、
そ
れ
ま
で
の
間
は
上
湧
別
よ
り
通
っ
て
勤
務
し
て
い
た
も
の
と
思
う
。
遠

軽
・
白
滝
間
の
鉄
道
開
通
に
よ
り
駅
舎
が
市
街
中
央
に
新
設
さ
れ
た
の
で
局
舎
の
移
転
問
題
が
も
ち
あ
が
り
、
昭
和
七
年
十
月
九
日

白
滝
原
野
千
三
百
六
十
三
の
四
六
番
地
に
新
築
移
転、
歳
月
経
て
昭
和
四
十
二
年
十
二
月
十
日
老
朽
局
舎
に
代
っ
て
近
代
的
な
新
局

舎
が
旧
局
舎
の
隣
接
地
白
滝
原
野
千
三
百
六
十
三
の
四
三
番
地
に
落
成
を
み
た
。

白
滝
郵
便
局
歴
代
局
長

代 代 代

堀

作 稔 次

銑
太
郎

大
正
六
年
一二
月
一
日
就
任

鈴
木

和
田

鈴
木
峰

昭
和
五
年
九
月
八
日
就
任

大
正
七
年
十
月
二
十
六
日
就
任

・昭
和
五
年
十
二
月
十
二
日
就
任
・
現
在
に
至
る

三 局
長
心
得

二 初

歴
代
局
長
代
理

初
代
代
理

吉
田

二
代
代
理

鈴
木

嘉
市

大
正
十
年三
月
三
十
一日
就
任

鈴
木

長
作 資

昭
和
四
年
六
月
二
十
日
就
任

大
正
六
年
十
二
月
一
日
就
任

賀
真
田

鈴
木
光
江

昭
和
五
年
十
二
月
十
就
任

昭
一

昭
和
四
十
年
六
月
一
日
就
任
・
現
在
に
至
る

第
四
章
通

信
五一九

五
代
代
理

四
代
代
理

三
代
代
理

適 長



八交
通
・
通
信

局
勢
事
情

三、四一四
八八二

九五、九一九
六三、五三八

年
間
総
数

大
正
七
年九 三強 二六三
一七一 平一

均日

三、七一五
一、〇八四

二三、二三八
五五、七〇一

年
間
総
数

大
正
一
五
年一
強 三弱 三〇八
一三三 平一

均日
四、〇二七
一、三四六

一七九、三
一七

二
四、三
三

年
間
総
数

昭
和
一
〇
年

二四

四九一
三
三 平一

均日

二、一九七
九〇七

二〇三、八九三
一三五、八九九

年
間
総
数

昭
和
二
五
年

六
三強 五五六
三四五 均日

五、四七三
三、二二八

五三六、一八五
集
計
ナ
シ

年
間
総
数

昭
和
四
一
年

一五

八強

一、四六九 平一
均日

五、〇三七
二、九四五

集
計
ナ
ン

集
計
ナ
シ

年
間
総
数

昭
和
四
四
年三
強

八
平一
均日

白
滝
郵
便
局
に
お
け
る
郵
便
・
小
包
業
務
の
実
績
状
況

昭
和
四
十二
年
十
二
月
十
日

現
在
位
置
に
近
代
的
局
舎
落
成

電
話
交
換
事
務
開
始

特
定
郵
便
局
と
改
称

電
信、
電
話
の
取
扱
開
始

現
中
央
区
に
局
舎
移
転
新
築

白
滝
郵
便
局
開
局
(三
等
郵
便
局)

小 包 郵 便 分

配
達

引
受
(個)

配
達
(通)

引
受 類

年

(通) 度

昭
和二
十
年二
月
八
日

昭
和
十
六
年二
月

昭
和
十二
年
九
月
二
十
三
日

昭
和
七
年
十
月
九
日

大
正
六
年
十
二
月
一
日

(
個)

上
支
湧
別
簡
易
郵
便
局

上
支
湧
別
部
落
は、

一時
戸
数
百
五
十
戸
余
を
数
え
て
(九
線
市
街
の
連
檐
戸
数
五
十戸
余)
小
学
校、
中
学
校
を
擁
し
(注
・

昭
和
四
十
三
年
中
学
校
は
廃
校
と
な
る
)、
白
滝
市
街
よ
り
八
き
於
隔
た
る
と
こ
ろ
で
、
地
域
住
民
ひ
と
し
く
簡
易
郵
便
局
の
設
置
を

望
ん
で
い
た
と
こ
ろ、つ

い
に
昭
和三
十
四
年
十
月
一
日
上
支
湧
別
簡
易
郵
便
局
と
し
て
開
局
し
た
。
取
扱
業
務
は
主
と
し
て
郵
便、

五二0



売
捌
切
手
、
為
替、
貯
金
等
で
、
事
務
取
扱
責
任
者
は
中
山
義
徳
で
あ
る
。

通
送

大
正
六
年
十
二
月
白
滝
郵
便
局
が
設
置
さ
れ
る
や、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
各
戸
配
達
と
あ
わ
せ
て
通
送
業
務
を
も
行
な
う
こ
と
と

な
っ
た
が、
通
送
は
一日
一回
馬
搬
に
よ
っ
て
丸
瀬
布
市
街
の
中
継
所
ま
で
行
き
、
郵
便
物
の
受
け
渡
し
を
行
な
い、
そ
の
郵
便
物

は
翌
日
配
達
と
な
っ
て
い
た
の
を
、
大
正
十
一
年二
月
よ
り
丸
瀬
布
中
継
所
ま
で
の
往
復
も
昼
・
夜
の
一日
二
回
と
し
、
こ
れ
に
と

も
な
っ
て
通
送
手
も
二
人
と
な
り
、
丸
瀬
布
に
て
中
継
さ
れ
た
郵
便
物
は
そ
の
日
の
う
ち
に
配
達
さ
れ
る
こ
と
と
な
った
。

こ
う
し
た
通
送
も
昭
和
四
年
八
月
丸
瀬
布
・
白
滝
間
の
鉄
道
開
通
に
よ
っ
て
廃
止
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

は
じ
め
て
夜
行
の
通
送
に
た
ず
さ
わ
っ
た
石
井
国
丸
は
当
時
の
も
よ
う
を
次
の
よ
う
に
語
っ
て
く
れ
た。

「夏
は
駄
鞍、
た
ま
に
は
馬
車、
冬
は
馬
ソ
リ
で
、
夜
九
時
ご
ろ
白
滝
局
か
ら
郵
便
物
を
積
ん
で
出
発
し
、
丸
瀬
布
に
て
遠
軽
か
ら

来
る
通
送
馬
を
待
っ
て、
そ
こ
で
郵
便
物
の
受
け
渡
し
を
行
な
い、
翌
朝
六
時
ま
で
に
帰
っ
て
く
る
こ
と
と
な
っ
て
い
た
。
昼
の
通

送
は
午
前
八
時
出
発
の
午
後
四
時
白
滝
帰
着
と
な
っ
て
い
た
が、
夜
行
便
は
帰
途
朝
露
に
う
た
れ
な
が
ら
の
運
行
は
目
に
見
え
て
体

力
が
消
耗
す
る
過
激
な
仕
事
で
あ
っ
た
し
、
冬
季
極
寒
の
時、
あ
る
い
は
吹
雪
の
時
な
ど
言
語
に
絶
す
る
も
の
が
あ
っ
た
」。

青
山

東

通
送
手
名

佐
木々
金
次
郎

歴
代
通
送
手

渡
辺
谷
蔵

清
水
長
吉

就
職
期

間

大
正
七
年三
月
一
日～
大
正
七
年
八
月三
十
日

大
正
七
年
二
月
十二
日～
大
正
七
年二
月
二
十
八
日

大
正
六
年
十
二
月
一
日
～
大
正
七
年
一月
十
一
日

大
正
七
年
九
月
一
日～
大
正
九
年
十
月三
十
一
日

第
四
章
通

信
三三一
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通
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中
野
武
夫

水
戸
滝
之
助

鈴
木
亀
吉

端
喜
平

大
正
十三
年十
一
月
一
日～
昭
和
四
年
八
月
十
二
日

大
正
十
三
年
十
一
月二
十
日
～
大
正
十
四
年
五
月三
十
一日

菊
地
寅
蔵

大
正
十
四
年
六
月
一
日～
昭
和
四
年
八
月
十二
日

郵
便
貯
金

日
本
の
郵
便
貯
金
制
度
は
イ
ギ
リ
スの
同
制
度
を
参
考
に
し
て
明
治
七
年
八
月
貯
金
預
規
則
を
制
定、
東
京、
横
浜
に
貯
金
預
所

を
設
置
し
て
翌
八
年
五
月
から
預
金
事
務
を
始
め
た
の
が
最
初
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
名
称
を
駅
通
局
貯
金
と
改
め
た
こ
と
も
あ

っ
た
が
、
明
治
二
十
年
に
現
在
い
わ
れ
て
い
る
郵
便
貯
金
と
改
称
し
た
ので
あ
る
。
初
め
て
預
金
制
度
が
で
き
た
明
治
八
年
末
の
預

貯
金
利
用
者
数
は
わ
ず
か
に
二
千
人
、
貯
金
残
高
一
万
五
千
円
に
す
ぎ
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

白
滝
郵
便
局
の
取
扱
い
に
よ
る
貯
金
成
績
は
次
の
と
お
り
。

貯

金 項

払 戻 |預 入 目

金 口 金 口 年
額 数 額 数

度

一四、五
九
〇
、九
一
六

円 円四〇
四

一八
、〇
四
六
、
四
九
〇

一、
四
〇
八

大
正
七
年
度

三八、九
九
九

一、
二
三

四
九、二
三

三
、二
七
八

昭
和
五
年
度

一七
〇
、三
七
九

一、
九三
六 件

二
二
〇
、〇
二
四

四円

一
三、五

五
二

昭
和
十
五
年
度

一四、四
七
三
、五
七
〇

二、二
八
七

一
四、六

七
五、
一三
四

八、五
八
五

昭
和
三
十
年
度

七
六、四二

六、〇〇
円

三
、二
二
六

一〇
九、九

四
九、三

四

一
一、
五
八
六

一 円 八件

昭
和
四
十
四
年
度

円

件

八円 八件

厘 八件

大
正
九
年
十
一月
一
日
～
大
正
十
一年
一
月
三
十
日

大
正
十
一
年
二
月
一
日～
大
正
十三
年
十
一
月二
十
日

大
正
十
一
年
三
月
一
日
～
大
正
十
三
年
十
月三
十
一
日

石
井
国
丸



簡
易
保
険

簡
易
保
険
の
発
端
は、
前
島
密
が
明
治
の
初
期、
英
国
の
例
に
な
ら
っ
て
生
命
保
険
お
よ
び
養
老
年
金
の
事
業
を
駅
通
局
(現
・

郵
便
局)
で
取
扱
う
も
の
と
し
草
案
を
作
成
し
た
こ
と
に
始
ま
る
。
し
か
し
こ
の
制
度
は
そ
の
後
い
ろ
いろ
な
角
度
か
ら
検
討
が
加

え
ら
れ
て
い
た
が
、
時
期
尚
早
の
理
由
で
延
期
さ
れ
て
い
た。
こう
し
た
な
か
にあ
っ
て
明
治
生
命
保
険
会
社
は
明
治
十
四
年
に
創

始
さ
れ、
以
来
他
の
保
険
会
社
も
順
次
誕
生
し
た
が
、
そ
の
い
ず
れ
も
保
険
金
額
が
比
較
的
高
額
で
あ
っ
た
た
め
、
中
流
階
級
以
下

の
庶
民
は
容
易
に
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
った
。
明
治
末
期
に
至
り
社
会
経
済
の
急
変
に
と
も
な
い
そ
の
影
響
を
受
け
て
各
保

険
会
社
は
経
営
上
の
理
由
から
年
々
保
険
金
額
を
引
上
げ
て
いく
傾
向
に
あ
っ
た
。
この
た
め
一
般
庶
民
に
と
っ
て
は
、
ま
す
ま
す

生
命
保
険
へ
の
加
入
が
困
難
と
な
っ
て
き
た
。
この
よう
な
事
情
と
社
会
政
策
的
見
地
か
ら
官
営
に
よ
る
簡
易
保
険
の
実
施
が
強
く

要
望
さ
れ、
つ
い
に
大
正
五
年
十
月
一
日
か
ら
簡
易
生
命
保
険
制
度
が
実
施
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
爾
来
今
日
ま
で
、
保
険
金
額
が
比

較
的
少
額
で
あ
り
、
し
か
も
無
診
査
で
あ
る
こ
と
が
国
民
大
衆
に
親
し
ま
れ
普
及
し
て
い
る
ゆ
え
ん
で
あ
ろ
う
。

現
在
取
扱
わ
れ
て
い
る
簡
易
生
命
保
険
の
種
類
は
大
別
し
て
、
終
身
保
険
・
養
老
保
険
・
家
族
保
険
・
特
別
養
老
保
険の
四
種
と

な
っ
て
い
る
。

大
正

一
一
年

白
滝
郵
便
局
に
よ
る
簡
易
保
険
業
務
は
、
大
正
六
年
十
二
月
開
局
と
同
時
に
行
な
わ
れ
た
わ
け
で
、
当
時
の
記
録
が
な
く
判
然
と

し
な
い
が
何
が
し
か
の
保
険
契
約
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
白
滝
郵
便
局
に
保
存
さ
れ
て
い
る
最
も
古
い
記

白
滝
郵
便
局
取
扱
分

昭
和

四
四

年

保
険

扱
い
高

保
険
加
入
口
数

一、
二
六

一
円

九
七
件

一
一、四三

二
件

お
よ
そ
二
八、〇

〇
〇
倍
強

お
よ
そ
一
一七
倍

伸
び

率

三〇
九、三

七
七、三

四
五
円

第
四
章
通

信
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録
と
今
日
の
そ
れ
と
を
比
較
対
照
す
る
と、
前
表
に
見
ら
れ
る
ご
と
く
驚
く
べ
き
伸
び
率
を示
し
て
い
る
。

子
供
郵
便
局

子
供
の
成
長
と
と
も
に、
親
が
毎
月
与
え
る
い
わ
ゆる
「
お
こ
づ
か
い
」
も
“必
要
の
時
に
買
い
与
え
る
”
こ
と
から

“定
額
こ

づ
か
い
”
にと
形が
変
り
、
子
供
自
身
も
計
画
を
立
て
て
与
え
ら
れ
た
"おこ
づ
か
い”
を
消
費
す
る
が、
む
だ
づ
か
い
を
避
け
さ

す
た
め、
ま
た、
貯
蓄
思
想
を
植
え
つ
け
る
た
め
全
国
各
小
中
学
校
に
お
い
て、
子
供
銀
行
あ
る
い
は
子
供
郵
便
局
が
自
主
的
に
設

置
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
多
く
、
本
村
に
お
い
て
も
左
記
の
二
校
が
子
供
郵
便
局
を
設
け
て
非
常
な
効
果
を
収
め
て
い
る
。

学
校
名

項
目

設
置
年
月

日
利

用
者

数

九
七
人

預

一、
六
九
九、四

〇
一
円

六
九
五
、七
六
二
円

電
報

道
道
上
川
・
遠
軽
線
の
道
路
沿
い
に
架
設
さ
れ
て
い
る
電
信
電
話
線
は、
明
治
三
十
年
に
札
幌
から
旭
川、
永
山、
上
川
を
経
て

網
走
ま
で
の
内
陸
縦
貫
道
路
に
沿
っ
て
架
設
さ
れ、
同
年
四
月
に
は
網
走
・
釧
路
線
に
接
続
し
て、
札
幌
・
釧
路
間
長
距
離
電
信
電

話
線
と
し
て
架
設
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

今
日
の
よ
う
に
通
信
網
の
発
達
し
て
い
な
い
時
代
に
お
い
て
は、
電
報
は
安
全
確
実
敏
速
な
連
絡
機
関
で
あ
り
、
急
を
要
す
る
公

用
、
商
用
に
き
わ
め
て
重
宝
が
ら
れ
た
。
し
か
し
一
般
家
庭
に
お
い
て
は
危
篤、
死
亡
の
知
ら
せ
以
外
は
あ
ま
り
利
用
が
な
く
縁
遠

金

(昭
和
四
十
五
年
五
月
現
在
)

額

三
和
小
中
学
校
子
供
郵
便
局

白
滝
小
学
校
子
供
郵
便
局

昭
和
三
十
一
年
一
月
二
十
日

昭
和
三
十
三
年
七
月
十
五
日

二
五〇
人

五三四



い
も
のの
一
つと
さ
れ
て
い
た
。
白
滝
市
街
地
に
局
が
出
来
て
も
な
お
電
報
は
取
扱
って
い
な
か
った
の
で、
大
正
時
代
の
電
報
は

通
送
手
が
遠
軽
よ
り
丸
瀬
布
中
継
に
よ
っ
て
受
取
り
、
郵
便
物
と
一
緒
に
電
報
の
配
達
も
行
な
わ
れ
た
の
で
あ
る
が、
別
紙
付
電
報

は
通
送
手
が
請
負
っ
て
速
配
し
た
。
石
井
国
丸
元
通
送
手
は
当
時
の
も
よ
う
を
「私
が
通
送
を
し
て
い
た
大
正
十
一
年
ご
ろ
は
毎
日

の
よ
う
に
別
紙
付
電
報
が
き
た
も
の
で
、
こ
れ
ら
は
そ
の
日
の
う
ち
に
配
達
し
た
が、
面
白
い
こ
と
に、
当
時
は
配
達
し
た
家
か
ら

"別
紙
付
配
達
料
”
を
も
ら
っ
た
も
の
で
あ
る
」
と
語
っ
て
く
れ
た
。

白
滝
郵
便
局
の
電
信
電
話
の
取
扱
い
開
始
は
昭
和
十二
年
九
月二
十三
日
で
、
電
報
取
扱
い
数
は、
昭
和
十
三
年
度
に
お
け
る
発

信
数
は
千
七
百
十
一
通、
著
信
二
千
八
百
十
八
通
で
あ
った
。
近
時
電
話
の
普
及
さ
れ
た
今
日、
電
話
託
送
に
よ
る
電
報
利
用
が
急

増
し、
た
め
に
こ
れ
ら
託
送
分
の
集
計
記
録
が
な
い
た
め
取
扱
い
数
の
把
握
は
で
き
な
い
が、
お
そ
ら
く
開
始
当
時
の
数
倍
に
の
ぼ

る
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

電
話

わ
が
国
電
話
使
用
の
初
め
は、
明
治
十
年
一
月
ア
メ
リ
カ
よ
り
輸
入
し
た
電
話
機
を
東
京・
横
浜
間
に
試
用
し
た
の
に
は
じ
ま
り
、

こ
え
て
同
二
十
二
年
国
営
事
業
に
よ
っ
て
施
設
を
な
し
東
京
・
静
岡
間
に
通
話
が
開
始
さ
れ、
年
を
追
う
て
通
話
網
が
拡
大
さ
れ
て

い
っ
た
の
で
あ
る
。
電
話
事
業
を
政
府
の
手
に
よ
っ
て
行
な
い、

一
般
に
普
及
し
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
「針
金
を
伝
わ
っ
て
手
紙
が

行
く
な
ど
は、
全
く
魔
術
で
あ
り
、
わ
が
神
国
に
は
入
れ
る
べ
き
も
の
で
な
い
」
と
堂
国々
会
で
論
じ
た
者
も
あ
っ
た
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。

本
道
に
お
け
る
電
話
は
明
治
三
十
三
年
五
月
十
六
日
札
幌
・
小
樽
間
に
開
通
し
た
の
が
初
め
で
、
以
来
順
調
に
普
及
さ
れ
て
い
る

が
、
本
村
に
お
い
て
は、
昭
和
十
二
年
九
月
白
滝
郵
便
局
が
電
話
業
務
取
扱
の
認
可
を
受
け
た
も
の
の
、
局
に
公
衆
電
話
一
台
あ
る

第
四
章
通

信
五二五



二
共
同
加
入

一
四
台

単
独
加
入

一〇
一
台

以
下
順
次
増
加
し
、
今
日
左
の
ご
と
き
利
用
状
況
と
な
っ
て
いる
。
(昭
和
四
十
五
年
四
月
現
在
調
)

第 四 次 第三次 第二次 第一次

昭
和二
五
年
三月

昭
和二
三
年
九
月

昭
和二
二
年
一
二
月

昭
和二
〇
年
二月

八
日

通
話
開
始
年
月

一 一 九 八 七 六 五 四 ミ ニ ー

一 〇

番 番 番 番 番 番 番 番 番 番 番

電
話
番
号

藤
本
木
工
場

中
山
蹄
鉄
所

白
滝
巡
査
駐
在
所

野
沢
経
木
工
場

布
田
木
工
場

西
尾
博
文

日
本
通
運
白
滝
営
業
所

(希
望
者
な
く
欠
番)

遠
軽
町
農
業
会
白
滝
支
所

遠
軽
町
役
場
白
滝
出
張
所

丸
瀬
布
営
林
署
白
滝
貯
木
場

氏

名

八
交
通
・
通
信

の
み
で
村
内
に
お
い
て
電
話
施
設
を
な
す
家
庭
も
な
く、
昭
和
二
十
年
に
至
って
よ
う
やく
市
街
に三
基
が
施
設
さ
れ
同
年二
月
八

日
電
話
交
換
事
務
が
開
始
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち

五三



三
以
上
共
同
加
入

六
台

公
衆

委
託
公
衆計

郵
便
ポ
ス
ト
と
切
手
類
売
捌
所

合街
が
栄
え
、
部
落
が
拓
け
て
ゆ
く
と
当
然
の
よ
う
に
郵
便
ポ
ス
ト
が
設
置
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
が、
上
白
滝
に
入
地
し
た
紀
州
団

体
員
の
倉
橋
伝三
郎
は、
本
村
に
郵
便
局
の
出
来
る
以
前
に、
部
落
民
の
利
便
を
考
え、
遠
軽
郵
便
局
を
通
し
て
大
正
三
年
春、
切

手
類
売
捌
の
認
可
を
受
け、
店
先
の
片
隅
に
置
い
た
蓋
の
な
い
木
箱
を
ポ
ス
ト
代
り
に
使
用
し
た
。

現
在
郵
便
ポ
ス
ト
の
設
置
個
所
は
、
白
滝
郵
便
局
前、
白
滝
駅
前、
西
区
植
村
直
治
宅
前、
下
白
滝
新
保
国
英
宅
前、
上
白
滝
前

田
忠
治
宅
前、
奥
白
滝
大
庭
千
代
吉
宅
前
、
支
湧
別
佐
久
間
幸
雄
宅
前、
上
支
湧
別
簡
易
郵
便
局
前
の
八
カ
所
で
あ
る
が、
速
達
便

専
用
の
青
ポ
ス
ト
は
本
村
に
は
設
置
さ
れ
て
い
な
い
。

次
に
切
手
類
売
捌
所
の
経
過
は
左
の
と
お
り
で
あ
る
が
、取
扱
業
務
は
い
ず
れ
も
郵
便
は
が
き
、切
手、
収
入
印
紙
の三
種
で
あ
る
。

白
滝
市
街
売
捌
所

地
区
別

取
扱
責
任
者

項
目

植 井

村 村

直 謙

治 二

三
十
四
年
五
月
十
六
日

昭
和
十
二
年
八
月
十
八
日

認
可
年

月
日

廃
止
年

月
日

名
義
変
更
並
に

現
在
に
至
る

考

第
四
章
通

信
五三七

局
公
衆

農
村
公
衆

四
台

五
台

二
台

一三
二
台

備



旧
白
滝
売
捌
所

上
支
湧
別
売
捌
所

支
湧
別
売
捌
所

奥
白
滝
売
捌
所

上
白
滝
売
捌
所

下
白
滝
売
捌
所

児
玉

作
平

上
支
湧
別
簡
易
郵
便
局

山 田 山 間 村 藤 村 庭 田 田 野 橋 橋 保 保

徳彦 柚

蔵 蔵 吉

幸 博 権 政 謙
=

雄 司 郎 雄 二

千 浦 利
代
吉 吉 七 治 蔵作 一 郎 英 平

1
1
三
十
四
年
十
月
一
日

二
十
三
年
二
月
十
六
日

昭
和
三
年
十
月
六
日

大
正
九
年二
月
十
八
日

ク 昭
和
十
二
年
十二
月
六
日

六
二
十
四
年
五
月
一
日

三
十
五
年
四
月
一
日

四
十
一
年
十
月
一
日

大
正
七
年
一
月
二
十
日

大
正
八
年
三
月
二
十
五
日

昭
和十
七
年
六
月
十
六
日

六
二
十
八
年
九
月
一日

二
十
六
年
九
月
一
日

昭
和
十
九
年
二
月
一
日

1 11十
年
十
月
二
十
日

大
正
三
年
春

昭
和
五
年
二
月
六
日

十
九
年
二
月
一
日

大
正
七
年
一
月
九
日

昭
和
八
年
三
月
二
十
五
日

右 右名

同同更

右 右 右 :

同 同 同

名
義
変
更 同

同

右

名
義
変
更

石
同

右
同

名
義
変
更

名
義
変
更

廃
止

現
在
に
至
る

現
在
に
至
る

現
在
に
至
る

現
在
に
至
る

現
在
に
至
る

八
交
通
・
通
信

三三八

七中福 片 佐 植 伊 南 井
久

大 岸 岸 前 前 夏佐 倉 新 新

忠 新 喜 賢伝 国 国
三

六
七
年
十
月
二
十
日



農
事
放
送
電
話

昭
和
四
十
一
年
十二
月
山
村
振
興
法
に
も
と
づ
く
振
興
山
村
の
指
定
を
受
け、
振
興
計
画
に
よ
っ
て
お
の
お
の
事
業
が
始
め
ら
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
が、
こ
の
事
業
計
画
の
中
で
も
特
に
大
き
く
と
り
あ
げ
て
い
た
の
が
振
興
山
村
特
別
開
発
事
業
(特
開
事
業
と
い

う)
で
あ
り
、
こ
の
特
開
事
業
と
し
て
村
内
全
農
・林
家
を
対
象
と
す
る
農
事
放
送
施
設
事
業
を
策
定
し
、
白
滝
村
農
業
協
同
組
合

が
事
業
主
体
と
な
っ
て、
総
工
事
費三
千
九
万
七
千
円
に
て
日
本
電
設
工
業
K
K
が
請
負
い、
昭
和
四
十
三
年
五
月
十
二
日
着
工
、

業
務
区
域
を
白
滝
村
全
域
と
し
、
三
百二
十
五
戸
の
関
係
者
に
自
動
方
式
六
〇
〇
型
の
電
話
が
架
設
さ
れ、
同
年
十
一月
六
日
竣
工、

北
海
道
電
波
監
理
局
等
よ
り
有
線
放
送
電
話
業
務
の
認
可
も
と
り
、
同
月
十
五
日
よ
り
運
用
開
始
と
な
り
、
同
二
十
七
日
市
街
青
年

研
修
所
に
お
い
て
竣
工
祝
賀
会
が
盛
大
に
挙
行
さ
れ
た
。
放
送
交
換
所
は
農
協
裏
に
隣
接
し
て
建
設
さ
れ
た
。
自
動
電
話
機
六
〇
〇

第
四
章

通
信

電 話 交 換 所

型
と
は
近
代
的
に
し
て
高
性
能
な
も
の
で、
放
送
は
電

話
の
通
話
と
切
替
え
を
行
な
う
こ
と
が
で
き、
な
お
必

要
の
場
合
は
同
時
一
斉
放
送
お
よ
び
地
区
別
放
送
が
可

機
能
で
、
し
か
も
秘
話
個
別
共
電
方
式
と
ち
が
い
時
間
帯

話
に
関
係
な
く
随
時
使
用
が
可
能
で
あ
る
。
現
在
昼
お
よ

電
び
午
後
七
時
半
の
二
回
、
農
協
な
ら
び
に
村
役
場
よ
り

の
連
絡
事
項
の
同
時
一
斉
放
送
を
行
な
っ
て
い
る
。

一
般
受
益
者
に
し
て
み
れ
ば
、
毎
月
五
百
円
の
電
話

基
本
料
金
を
重
荷
と
し
な
が
ら
も
、
諸
事
連
絡
が
ス
ピ

五二九



八
交
通
・
通
信

ー
ド
化
さ
れ
、
喜
び
の
う
ち
に
大
い
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。

有
線
放
送
電
話
施
設
運
営
委
員
会

有
線
放
送
電
話
施
設
の
円
滑
な
管
理
運
営
を
は
か
る
を
目
的
と
し
て、
昭
和
四
十
三
年
十
月
設
立
さ
れ
た
も
の
で
、
委
員
長
古
関

一
男
の
ほ
か
委
員
の
構
成
メン
バ
ー
は
村
関
係、
教
育
関
係、
学
識
経
験
者、
農
業
指
導
者、
農
協
青
年
部
代
表、
農
協
婦
人
部
代

表
よ
り
各
一
名、
林
業
関
係
よ
り二
名、
地
区
別
代
表
と
し
て
四
名
の
計
十三
名
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
て
い
る
。

一
斉
放
送
は
原
則
と
し
て
午
前、
正
午、
午
後
の
一日三

回
定
時
と
し
、
緊
急
の
場
合
は
臨
時
放
送
も
可
と
し
、
電
公々
社
の
接

続
通
話
は
五
月、
六
月
は
七
時
よ
り
二
十
一
時
ま
で
、
そ
の
他
の
月
は
七
時
よ
り
二
十
時
ま
で
と
し
て
い
る。

ま
た
放
送
内
容
も
左
の
ご
と
く
規
定
し
て
い
る
。

1
農
事
一
般
な
ら
び
に
教
育
情
報
に
関
す
る
放
送

公
共
機
関
の
公
示
事
項
お
よ
び
組
合
の
業
務
伝
達
事
項
の
放
送
な
ら
び
に
連
絡

二三
非
常
災
害
に
関
す
る
放
送

四
国
内
ラ
ジ
オ
放
送
の
再
放
送

五
加
入
者
相
互
の
通
話
の
交
換

六
そ
の
他
必
要
と
認
め
ら
れ
る
放
送
連
絡



第
五
章
歓
喜
と
な
や
み

近
時
交
通の
発
達
は
め
ざ
ま
し
い
も
の
が
あ
り、
こ
れ
ら
交
通
の
発
達
経
過
に
つ
い
て
は
前
各
章
に
わ
た
って
述べ
た
と
お
り
で

あ
る
が
、
明
治
四
十
五
年
紀
州
団
体
が
大
挙
し
て
本
村
未
開
の
原
野
に
移
住
し
て
か
ら、
昭
和
四
年
遠
軽・
白
滝
間
鉄
道
開
通
ま
で

の
お
よ
そ
十
七
年
間
と
い
う
も
の
は
、
も
ち
ろ
ん
汽
車
も
な
け
れ
ばバ
ス
も
な
く
自
家
用
車
の
あ
ろ
う
は
ず
も
な
く
、
大
正
の
初
期

に
お
い
て
は
自
転
車
す
ら
き
わ
め
て
高
価
で
手
に
す
る
こ
と
ので
き
な
い
時
代
で
あ
っ
た
。
明
治
二
十
五
年
開
通
し
た
網
走
・
旭
川

間
中
央
道
路
は
竣
工
当
時
に
お
い
て
は
ま
こ
と
に
画
期
的
な
大
事
業
で
あ
り
、
旅
行
者
に
と
っ
て
は
"な
ん
と
あ
り
が
た
い
道
路
”

で
あ
っ
た
ろ
う
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
が
、
し
か
し
こ
の
中
央
道
路
と
て
旭
川
お
よ
び
網
走
よ
り
ほ
ぼ
中
間
点
に
位
す
る
本
村
な

ら
び
に
丸
瀬
布
地
方
は
道
路
の
補
修
・
改
良
に
は
手
が
届
か
ず
、
洪
水
に
よ
っ
て
流
失
し
た
橋
も
放
置
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
道
路

両
側
の
笹
草
は
数
年
足
ら
ず
し
て
道
を
覆
う
ほ
ど
繁
茂
し
、
粘
土
質
の
所
に
至
っ
て
は
尺
余
も
ぬ
か
る
悪
路
が
続
き
言
語
に
絶
す
る

も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
。
大
正
八
年
遠
軽
分
村
と
な
る
ま
で
は、
出
生、
死
亡
届
を
は
じ
め
と
し
て
そ
の
他
い
っさ
い
の
提
出
書
類

は
上
湧
別
村
に
お
も
む
か
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
白
滝
よ
り
五
〇
ず
余
の
悪
路
を
徒
歩
に
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
遠
軽
分

村
後
は
こ
れ
ま
で
よ
り
一〇
ず
余
近
く
な
っ
た
と
は
い
え
、
今
に
し
て
思
え
ば
気
の
遠
く
な
る
感
じ
が
す
る
。
開
拓
の
苦
労
と
と
も

にこ
う
し
た
交
通
の
未
開
発、
道
路
網
の
不
整
備
は
開
拓
者
を
し
て
二
重
の
苦
し
み
に
あ
え
が
せ、
い
ず
れ
の
未
開
地
方
の
開
拓
者

も
そ
う
で
あ
っ
た
ろ
う
が
、
お
そ
ら
く
は
白
い
歯
を
出
し
て
心
底
か
ら
笑
い
を
み
せ
る
よ
う
な
楽
し
み
な
ど
な
か
った
で
あ
ろ
う
。

こう
し
た
苦
し
み
に
堪
え
か
ね、
さ
ら
に
生
活
苦
が
重
な
っ
て、
主
と
し
て
東
白
滝
、
天
狗
平
に
入
地
し
た
者
の
中
か
ら
、
よ
り
よ

第
五
章
歓
喜
と
な
や
み
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き
安
住
の
地
を
と
の
観
点
から
樺
太
移
住
が
は
じ
ま
っ
た
のが
大
正
八
年
ご
ろ
で
あ
っ
た。

農
作
物
の
出
荷、
林
産
物
の
搬
出
に
思
い
も
よ
ら
ぬ
輸
送
費
が
か
さ
み
、
身
の
毛
の
よ
だ
つ
よ
う
な
悪
路
を
眺
め
て
は
道
庁
の
開

456
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2
主

年

昭和三十二
年

昭
和三十五

年

出和翠
五年

自動二輪車普及状況
(各種バイクラ含ム)

拓
行
政
を
う
ら
み
つ
つ
、
歯
を
く
い
し
ば
っ
て
鍬
を

振
っ
て
い
た
開
拓
者
た
ち
は、
昭
和
七
年
の
石
北
線

全
通
は
永
い
間
の
念
願
こ
こ
に
実
を
結
び
わ
が
身
を

忘
れ
て
飲
み
、
か
つ
喜
び
合
っ
た
の
で
あ
る
。
一方

道
路
の
整
備
も
し
だ
い
に入
念
の
度
が
加
わ
り、
本

村
発
展
の
布
石
が
着
と々
し
て
築
き
あ
げ
ら
れ
て
い

っ
た
。

日
華
事
変
に
つ
づ
く
太
平
洋
戦
争
に
よ
っ
て、
勤

儉
節
約、
滅
私
奉
公
の
精
神
を
し
い
ら
れ、
世
界
の

大
国
を
向
う
に
回
し
て
の
戦
争
は
あ
ま
り
に
も
悲
惨

な
結
果
を
も
た
ら
し
、
一時
は
国
民
総
窮
乏
の
ど
ん

底
に
た
た
き
の
め
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が、
幸
い
に

し
て
敗
戦
後
の
復
興
ま
こ
と
に
め
ざ
ま
し
く
、
国
民

経
済
の
成
長
日
に
月
に
伸
び
、
そ
の
顕
著
な
一
例
と

し
て
自
動
車
産
業
の
驚
く
べ
き
躍
進
ぶ
り
が
あ
げ
ら

自動車普及状況
乗用車, トラッ ク, 特殊)
(車,農耕用特殊車ラ含ム)

台
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台
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車は川を走るものでない一橋から転落死亡事故
(交通安全広報 『黄旗』より)

れ
よ
う
。
大
正
初
期
ご
ろ
に
お
い
て
は
自
動
車
は
お
ろ
か、
自
転
車
で
さ
え
も
一
般
庶
民
に
と
っ
て
は
高
嶺
の
花
と
し
て
容
易
に
手

中
に
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
も
の
が、
以
来
わ
ず
か
半
世
紀
を
経
ず
し
て
自
家
用
自
動
車
が
氾
濫
す
る
世
相
と
相
な
っ
た
。
し

か
も
公
用、
商
用
と
し
て
の
所
有
の
み
な
ら
ず
、
レ
ジ
ャー
用
と
し
て
の
自
家
用
自
動
車
の
普
及
は
経
済
の
高
度
成
長
を
物
語
る
も

ので
あ
ろ
う
。
本
村
内
に
お
い
て
も
昭
和
二
十
五
年
乗
用
車
は
一台
も
み
ら
れ
な
か
っ
た
が、
昭
和
二
十
八
年
に
至
り
普
通
乗
用
車

二
台、
小
型
乗
用
車
二
台
の
計
四
台
(貨
物
車、
三
輪
車、
消
防
車
は
含
ま
ず
)
と
わ
ず
か
に
所
有
さ
れ、
こ
れ
が
昭
和
四
十
五
年

に
は
普
通
乗
用
車
百
二
十
八
台、
小
型
乗
用
車
六
十
台
、
計
百
八
十
八
台
と
昭
和
二
十
八
年
当
時
の
実
に
四
十
七
倍
に
達
す
る
驚
く

べ
き
増
加
と
な
っ
て
い
る
。

全
国
的
に
い
ち
じ
る
し
い
普
及
を
み
せ
た
各
種
自
動
車
の
増
加
は
反
面、
交
通
事

故
の
発
生
源
と
も
な
り
、
交
通
戦
争
と
も
う
た
わ
れ
る
ほ
ど
、
日
尊々
い
生
命
が
奪

わ
れ
て
い
る
。
本
道
に
お
い
て
も
交
通
事
故
発
生
数
が
全
国
一
の
汚
名
を
う
け
、
昭

和
四
十
六
年
一
月
つ
い
に
非
常
事
態
の
知
事
談
話
を
発
表、
交
通
事
故
撲
滅
に
道
民

一丸
と
な
っ
て
無
事
故
運
動
を
展
開
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

国
道
の
大
半
が
舗
装
さ
れ
、
そ
の
他
道
道
お
よ
び
市
町
村
道
に
至
る
ま
で
年
改々

良
整
備
の
手
が
入
念
に
加
え
ら
れ、
鉄
道
の
発
達、
自
動
車
の
普
及
は
ス
ピ
ー
ド
化

を
求
め
る
者
に
と
っ
て
最
高
の
条
件
が
備
わ
っ
た
と
い
え
る
も
の
の、
無
謀
運
転
が

起
因
し
て
あ
た
ら
尊
い
命
を
奪
い
去
り
、
あ
る
い
は
自
ら
命
を
落
と
す
な
ど
、
楽
し

い
は
ず
の
旅
行
が
一
瞬
に
し
て
悲
劇
を
生
む
こ
と
と
な
る
の
で
あ
る
。

第
五
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道
路が
整
備
さ
れ、
交
通
の
便
い
かに
よく
な
ろ
う
と
も
「
走
る
凶
器」
と
ま
で
い
わ
れ
て
い
る
車
の
交
通
事
故の
絶
無
と
な
る

ま
で
、
こ
れ
か
ら
も
ま
す
ま
す
事
故
に
対
す
る
恐
怖
と
悩
み
は
つ
づ
く
こ
と
で
あ
ろ
う
。

五三四



九
、
育
ち
ゆ
く
郷
土

第
一
章
白
滝
の
素
顔

第
一
節
景
勝
比
麻
良
山

比
麻
良
山
(
通
称
ひ
ら
山
)
は、
支
湧
別
川
の
源、
白
滝
市
街
よ
り
南
西
お
よ
そ二
〇
き
ぶ
の
地
点
に
位
置
し
、
上
川
町
と
の
境

に
あ
る
海
抜
一、
七
九
六
悩
を
中
心
と
し
た
山
塊
で
あ
る
。

白
滝
市
街
よ
り
車
で
三
十
分、
徒
歩
で
二
時
間、
登
山
路
を
開
削
し
て
あ
る
の
で
婦
女
子
で
も
容
易
に
頂
上
に
達
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
一面
平
坦
な
高
原
に
は
百
種
を
こ
え
る
高
山
植
物
が
密
生
し
、
ま
た
雄
大
な
雪
渓
が
あ
り
、
例
年
七
月
一
日
の
山
開
き
に
は

車
を
連
ね
て
登
山
者
が
訪
れ
る
。

ひ
ら
山
の
植
物
の
垂
直
分
布
状
況
は、
下
か
ら
針
広
混
交
林、
針
葉
樹
林
帯、
ダ
ケ
カン
ベ
林
帯、
ハ
イ
マ
ツ
帯
に
分
れ、
日
光、

気
温
、
土
質
、
水
量
、
風
雪
な
ど
環
境
の
相
違
に
よ
り
生
育
す
る
植
物
の
種
類
に
も
差
異
が
あ
り
、
そ
の
景
観
の
変
化
と
美
し
さ
は

登
山
す
る
人
の
心
を
う
つ
。

登
山
口
付
近
は
ト
ド
マ
ツ、
エゾ
マ
ツ、
ア
カ
エ
ゾ
マ
ツ
の
原
始
林、
そ
の
樹
下、
樹
陰
の
道
端
に
は
紫
色
で
吊
鐘
の
形
を
し
た

第
一
章
景
勝
比
麻
良
山

五三五
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ミ
ヤ
マ
ハ
ン
シ
ョ
ウ
ゾ
ル、
鶴
の
舞
を
思
わ
せる
マ
イ
ッ
ルソ
ウ、
大
き
な
羽
根
を
広
げ
た
よ
う
な
ク
サ
ソ
テ
ツ
な
ど
の
シ
ダ
類
、

ズ
タ
ヤ
ク
シ
ュ、

サ
ン
カ
ヨ
ウ
、
ノ
ウ
ゴ
ウ
イ
チ
ゴ、
ゴ
ゼ
ン
タ
チ
ベ
ナ、
オ
オ
レ
イ
ジ
ン
ソ
ウ、

フ
ッキ
ソ
ウ
な
ど
数
多
く
目
に

つく
。

雪
渓
よ
り
流
れ
く
る
渓
間
の
水
辺
に
は
オ
オ
バ
ミ
ゾ
ホ
オ
ズ
キ、
ミ
ヤ
マア
カ
バ
ナ、

エ
ゾ
リ
ュ
ウ
キ
ン
カ
な
ど
が
み
ら
れ、
特

に
七
月
の
山
開
き
に
は
あ
ざ
や
か
な
黄
色
で
フ
レ
ッシ
ュな
感
じ
の
エゾ
リ
ュ
ウ
キ
ン
カ
の
花
が
満
開
に
な
る
。

海
抜
一
、二
〇
〇
ぶ
付
近
か
ら
ダ
ケ
カ
ン
バ
の
大
木
が
見
ら
れ
る
が、
登
る
に
つ
れ
て
横
に
う
ね
り
く
ね
り
し
、
地
を
這
う
よ
う
な

形
に
な
り
、
高
山
の
自
然
の
き
び
し
さ
に
気
づ
く
。
こ
の
近
く
か
ら
道
端
に
い
わ
ゆ
る
高
山
植
物
が
目
立
ち
は
じ
め
、
ウ
コ
ン
ウ
ッ

ギ
、
ハク
セ
ン
ナ
ズ
ナ
、
チシ
マ
ザ
ク
ラ
、
コバ
ノ
イ
チ
ャ
ク
ソ
ウ
、
エ
ゾ
ミ
ソ
ガ
ワ
ソ
ウ
、
さ
ら
に
湿
っ
た
岩
地
に
ミ
ヤ
マ
ダ
イ

モ
ン
ジ
ソ
ウ
な
ど
が
見
ら
れ
る
。

一、五
〇
〇
が
付
近
の
雪
渓
の
あ
た
り
か
ら
高
山
帯
に
入
り
ハ
イ
マ
ツが
現
わ
れ
る
。
この
あ
た
り
の
樹
木
限
界
付
近
の
ハ
イ
マ

ツ
は
二
室
内
外
の
高
さ
に
あ
る
が
、
ハイ
マ
ツ
の
性
質
を
失
わ
ず
幹
は
直
立
せ
ず
枝先
が
斜
め
に
立
っ
て
いる
。
ここ
か
ら
頂
上
ま

で
ダ
ケ
カ
ン
バ
な
ど
さ
ら
に
地
を
這
い
短
く
な
る
。

頂
上
に
近
づ
く
に
つ
れ
高
山
植
物
の
種
類
も
多
く
な
り
、
ウ
ラ
ジ
ロ
ナ
ナ
カ
マ
ド
、
タ
カ
ネ
ナ
ナ
カ
マ
ド
、
ミ
ネ
ヤ
ナ
ギ
な
ど
地

面
に
し
が
み
つ
き
、
ハ
イ
マ
ツの
間
に
は
小
さ
く
可
憐
な
高
山
植
物
の
花
が
咲
き
乱
れ、
い
わ
ゆ
る
"お
花
畑"
が
現
出
す
る
。
高

山
植
物
の
女
王
と
い
わ
れ
る
コマ
ク
サ
を
は
じ
め
ッ
ガ
ザ
クラ
、
コ
ケ
モ
モ、
イ
ワ
ヒ
ゲ
な
ど
ツ
ツ
ジ
の
仲
間、

イ
ワ
ウ
メ
、
チ
ン

グ
ルマ
、
エゾ
コ
ザ
クラ
、
ミ
ヤ
マ
リ
ン
ド
ウ、
タ
ロ
マ
イ
ソ
ウ、
エジ
オ
ヤ
マ
ノ
エ
ンド
ウ
、
ミ
ヤ
マ
キ
ン
バ
イ、
ジ
ン
ヨ
ウ
キ

スミ
レ
な
ど
、
下
界
に
見
ら
れ
な
い
美
し
さ
に
驚
か
ぬ
も
の
は
な
い
。

五三六



北
海
道
の
高
山
植
物
は
約
四
百
五
十
種
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
ひ
ら
山
で
は
昭
和
三
十
三
年
七
月
よ
り
九
月
に
か
け
て
北
海
道
大

学
館
脇
操
教
授
等
の
調
査
に
よ
り
、
四
十
二
科
百二
十
七
種
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
結
果
ひ
ら
山
は
高
山
植
物
の
種
類、
量
と

も
道
内
有
数
の
豊
富
地
で
あ
り
さ
ら
に
学
術
上
貴
重
な
も
の
が
多
い
と
い
わ
れ
て
い
る
。

な
お、
館
脇
教
授
の
調
査
か
ら、
ひ
ら
山
に
生
ず
る
高
山
植
物
を
分
類
す
る
と
、

ヒ
カ
ゲ
ノ
カ
ズ
ラ
科

タ
カ
ネ
ス
ギ
カ
ズ
ラ
、
ミ
ヤ
マ
ヒ
カ
ゲ
ノ
カ
ズ
ラ

マ
ツ
科ハ
イ
マ
ツ

ヤ
ナ
ギ
科

ミ
ネ
ヤ
ナ
ギ
、
エ
ゾ
ノ
タ
カ
ネ
ヤ
ナ
ギ

ハ
ン
ノ
キ
科

ミ
ヤ
マ
ハ
ン
ノ
キ、
ダ
ケ
カ
ン
バ

タ
デ
科ム
カ
ゴ
ト
ラ
ノ
オ
、
マ
ル
バ
ギ
シ
ギ
シ
、
タ
カ
ネ
ス
イ
バ

ナ
デ
シ
コ科

オ
オ
タ
カ
ネ
ツ
メ
ク
サ

キ
ン
ポ
ウ
ゲ
科

バ
イ
ソ
ウ

エ
ゾ
ノ
ハ
ク
サ
ン
イ
チ
ゲ
、
ミ
ヤ
マ
オ
ダ
マ
キ
、
ミ
ツバ
オ
ウ
レ
ン
、
ツ
ク
モ
グ
サ、
ミ
ヤ
マ
キ
ン
ポ
ウ
ゲ
、
モ
ミ
ジ
カ
ラ
マ
ツ、

エ
ゾ
キ
ン

ケ
ン
科

第
一
章
景
勝
比
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コ
マ
ク
サ

ア
ブ
ラ
ナ
科

ミ
ヤ
マ
ハ
タ
ザ
オ、

ヤ
マ
ガ
ラ
シ
、
ソ
ウ
ウ
ン
ナ
ズ
ナ
、
ハ
ク
セ
ン
ナ
ズ
ナ

ベ
ン
ケ
イ
ソ
ウ
科

ア
オ
ノ
イ
ワ
ベ
ン
ケ
イ
、
イ
ワ
ベ
ン
ケ
イ

ユ
キ
ノ
シ
タ
科

ア
ラ
ン
グ
サ
、
ウ
メバ

チ
ソ
ウ
、
ヒ
メ
ク
モ
マ
グ
サ、

ミ
ヤ
マ
ダ
イ
モ
ン
ジ
ソ
ウ
、
ヒ
メ
ヤ
マ
ハ
ナ
ソ
ウ
、
チ
ン
マ
ク
モ
マ
グ
サ

シ
モ
ツ
ケ
科

ナ
シ
科タ
カ
ネ
ナ
ナ
カ
マ
ド
、
ウ
ラ
ジ
ロ
ナ
ナ
カ
マ
ド

バ
ラ
科ネ
ト
ウ
チ
ソ
ウ
、
チ
ン
グ
ル
マ

サ
ク
ラ
科
チ
シ
マ
ザ
ク
ラ

マ
メ
科

フ
ウ
ロ
ウ
科

チ
シ
マ
フ
ウ
ロ
ウ

チ
シ
マ
ゲ
ン
ゲ
、
エ
ゾ
オ
ヤ
マ
ノ
エン
ド
ウ

ガ
ン
コ
ウ
ラ
ン
科

ガ
ン
コ
ウ
ラ
ン

五三八

マ
ルバ
シ
モ
ツ
ケ、

エ
ゾ
マ
ル
バ
シ
モ
ツ
ケ
、
テ
シ
オ
シ
モ
ッ
ケ

チ
ョ
ウ
ノ
ス
ケ
ソ
ウ
、
ミ
ヤ
マ
ダ
イ
コ
ン
ソ
ウ、
ミ
ヤ
マ
キ
ン
バ
イ
、
メ
ア
カ
ン
キ
ン
バ
イ
、
オ
オ
タ
カ
ネ
イ
バ
ラ、

コ
ガ
ネ
イ
チ
ゴ
、
タ
カ



オ
ト
ギ
リ
ソ
ウ
科

イ
ワ
ォ
ト
ギ
リ

ジ
ン
ョ
ウ
キ
ス
ミ
レ
、
キバ

ナ
ノ
コ
マ
ノ
ツ
メ、

タ
カ
ネ
ス
ミ
レ

スミ
レ科

ア
カ
バ
ナ
科

セ
リ
科 ミ
ヤ
マ
ア
カ
バ
ナ

レ
ブ
ン
サ
イ
コ
、
ハ
ク
サ
ン
ボ
ウ
フ
ウ
、
チ
シ
マニ
ン
ジ
ン

イ
ワ
ウ
メ
科

イ
ワ
ウ
メ

イ
チ
ャ
ク
ソ
ウ
科

コバ
ノ
イ
チ
ャク
ソ
ウ
、
ベ
ニ
バ
ナ
イ
チ
ャ
ク
ソ
ウ

ツ
ツジ
科

マ
メ
ノ
キ
、
コ
ケ
モ
モ

コ
メ
バ
ッガ
ザ
ク
ラ
、
ウラ
シ
マ
ツツ
ジ
、
チ
シマ
ッ
ガ
ザ
ク
ラ、
イ
ワ
ヒ
ゲ、
ジ
ム
カ
デ、
ホ
ソ
バ
イ
ソツ
ツジ、

エゾ
イ
ソ
ツ
ツ
ジ、
ミ

ネ
ズ
オ
ウ
、
ア
オ
ノ
ツ
ガ
ザ
ク
ラ
、
エ
ゾ
ノ
ツ
ガ
ザ
ク
ラ
、
キバ
ナシ
ャ
ク
ナゲ
、
エゾ
ツ
ツジ
、
ミ
ヤ
マ
ホ
ツ
ツジ
、
ク
ロ
ウ
ス
ゴ
、
ク
ロ

サ
ク
ラ
ソ
ウ
科

エジ
コ
ザ
ク
ラ
、
ツマ
トリ
ソ
ウ

ミ
ヤ
マ
リ
ン
ド
ウ

リ
ン
ド
ウ
科

ム
ラ
サ
キ
科

エ
ゾ
ル
リ
ソ
ウ
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シ
ソ
科

ゴ
マ
ノ
ハ
グ
サ
科

ヨ
ツバ
シ
オ
ガ
マ、
シ
オ
ガ
マ
ギ
ク、

タ
ロ
マ
イ
ソ
ウ、

エ
ゾ
ヒ
メ
ク
ワ
ガ
タ

オ
ニ
フ

タ
ヌ
キ
モ
科

ム
シ
ト
リ
ス
ミ
レ

ス
イ
カ
ズ
ラ
科

リ
ン
ネ
ソ
ウ
、
チ
ン
マ
ヒ
ョ
ウ
タ
ン
ボ
ク
、
ウ
コ
ン
ウ
ツ
ギ

オ
ミ
ナ
エ
シ
科

タ
カ
ネ
オ
ミ
ナ
エ
シ

キ
キ
ョ
ウ
科

チ
シ
マ
ギ
キ
ョ
ウ

エゾ
ウ
サ
ギ
ギ
ク
、
サ
マ
ニ
ヨ
モ
ギ
、
シ
ロ
サ
マ
ニ
ヨモ
ギ
、
ミ
ヤ
マ
アズ
マ
ギ
ク
、
ミ
ヤ
マ
サ
ワ
ア
ザ
ミ
、
カ
ン
チ
ュ
ウ
ゾ
リ
ナ
、
ナガ
バ

キ
ク
科

イ
ネ
科 チ
ン
マ
ザ
サ

タ
ケ
科 キ
タ
ア
ザ
ミ
、
ウ
ス
ユ
キ
ト
ウ
ヒ
レ
ン
、
コ
ガ
ネ
ギ
ク

ミ
ヤ
マ
ノ
ガ
リ
ヤ
ス
、
ミ
ヤ
マ
ウ
シ
ノ
ケ
グ
サ、

ミ
ヤ
マ
コ
ウ
ボ
ウ
、
ミ
ヤ
マ
ド
ジ
ョ
ウ
ツ
ナ
ギ
、
ナ
ン
ブ
ソ
モ
ソ
モ
、
リ
シ
リ
カ
ニ
ツ
リ

ス
ゲ
科

五四〇

エ
ゾ
ミ
ソ
ガ
ワ
ソ
ウ
、
イ
ブ
キ
ジ
ャ
コ
ウ
ソ
ウ

ハ
マ
ウ
ツ
ボ
科
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タ
イ
セ
ツ
イ
ワ
ス
ゲ
、
タ
カ
ネ
シ
ョ
ウ
ジ
ョ
ウ
ス
ゲ
、
ミ
ヤ
マ
ク
ロ
ス
ゲ
、
キ
ン
チ
ャ
ク
ス
ゲ
、
オ
ノ
エ
ス
ゲ

イ
グ
サ
科

ミ
ヤ
マ
イ
、
タ
カ
ネ
ス
ズ
メ
ノ
ヒ
エ
、
ク
モ
マ
ス
ズ
メ
ノ
ヒ
ェ

ユ
リ
科シ
ョ
ウ
ジ
ョ
ウ
バ
カ
マ
、
エ
ゾ
カ
ン
ゾ
ウ、

チ
シ
マア
マ
ナ、
タ
ケ
シ
マラ
ン
、
チ
シ
マ
ゼ
キ
シ
ョ
ウ
、
ヒ
メ
イ
ワ
シ
ョ
ウ
ブ
、
ミ
ヤ
マ
バ
イ

ラ
ン
科 ケ
イ
ソ
ウ

タ
カ
ネ
ト
ン
ボ
ウ

第
二
節流 紋 岩 球 顆
北
海
道
指定
天
然
記
念
物
"白
滝
の
流
紋
岩
球
顆"

本
村
通
称
八
号
沢
の
奥
に
存
す
る
大
形
の
流
紋
岩
球
顆
は、
昭
和三
十
七
年
松
平元
法

政
大
学
講
師
に
よ
っ
て
貴
重
な
文
化
財
で
あ
る
こ
と
が
発
見
さ
れ
たこ
と
に
よ
り
に
わ
か

に
脚
光
を
浴
び、
北
海
道
天
然
記
念
物
と
し
て
指
定
方
申
請
し
て
い
た
と
こ
ろ、
昭
和
三

十
九
年
十
月
三
日
北
海
道
天
然
記
念
物
と
し
て
指
定
を
受
け
た
。
位
置
は
国
有
林
内
(白

滝
事
業
区
八
十
林
班
は
小
班)
で
、
そ
の
規
模
は
お
よ
そ
三
紛
に
わ
た
っ
て
密
集
し
て
い

る
。流
紋
岩
球
顆
は
そ
の
名
の
ご
と
く
球
顆
の
大
形
の
も
の
が
数
多
く
集
合
し
て
厚
い
岩
層

を
形
成
し
て
お
り
、
球
顆
を
構
成
す
る
鉱
物
は
従
来
は
繊
維
状
の
長
石
と
石
英
そ
の
他
の
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珪
酸
塩
鉱
物
な
ど
で
あ
っ
た
が
本
村
の
球
顆
は
曹
長
石
を
主
と
し
て
いる
。

第
二
章

炉
辺
談
話

合
気
会

合
気
会
の
創
始
者
植
芝
盛
平
は、
本
村
最
初
の
団
体
移
住
で
あ
る
紀
州
団
体
五
十
四
戸
の
団
体
長
と
し
て
明
治
四
十

五
年
五
月
入
地
し
、
団
体
員
と
も
ど
も
苦
労
を
重
ね
て
開
拓
の
鍬
を
ふ
る
い、
か
た
わ
ら
団
体
員
の
良
き
相
談
役
と
し
て
公
私
の
別

な
く
愛
の
手
を
差
し
の
べ
た
。
大
正
二
年二
月
白
滝
原
野
(上
湧
別
村
第
十
七
部)
に
行
政
の
部
制
が
し
か
れ
た
折、
第
十
七
部
部

長
に
推
さ
れ
た。
植 芝 盛 平

大
正
四
年二
月
た
ま
た
ま
所
用
に
て
出
張、
遠
軽
久
田
旅
館
に
投
宿
中、
大
東
流
合
気
柔
術

宗
家
武
田
惣
角
と
初
見
し
、
感
ず
る
と
こ
ろ
あ
っ
て
武
田
の
弟
子
と
な
り
修
業
に
励
ん
だ
。

そ
の
後
武
田
を
白
滝
の
自
宅
に
招
聘
し
た
り
し
て
師
事
し
武
道
の
練
磨
に
努
め
た
。
大
正
七

年
六
月
上
湧
別
村
議
会
議
員
に
当
選、
白
滝
最
初
の
村
議
会
議
員
と
な
っ
た
。

大
正
八
年
春、
植
芝
の
も
と
へ
「チ
チ
キ
ト
ク
ス
グ
カ
エ
レ
」
の
電
報
が
舞
い
込
み、
か
ね

て
よ
り
離
村
を
思
考
中
で
あ
っ
た
植
芝
は
、
財
産
の
ほ
と
ん
ど
を
師
匠
武
田
に
寄
託
し
、
と
る

も
の
も
と
り
あ
え
ず
家
族
と
も
ど
も
白
滝
の
地
を
離
れ
た
の
で
あ
る
。
北
海
道
を
あ
と
に
し
た

植
芝
は
以
来
信
仰
を
深
め
つ
つ
武
道
修
業
に
専
心
、
紆
余
曲
折
も
あ
っ
て
苦
難
の
道
を
歩
ん
だ

が、
植
芝
多
年
の
念
願
が
結
実
、
つ
い
に
昭
和
初
期
東
京
新
宿
に
道
場
を
設
立、
合
気
会
の
創

五四三



始
者
と
し
て
志
を
同
じ
う
す
る
も
の
の
指
導
普
及
に
励
ん
だ
。

昭
和
四
十
四
年
四
月二
十
六
日
肝
臓
ガン
に
て
死
去、
嫡
子
植
芝
吉
祥
丸
が
合
気
会
を
継
承し
斯
道
の
指
導
普
及
に
努
め
て
い
る
。

客
車
ト
イ
レ
第
一
号

日
本
に
お
け
る
鉄
道
技
術
は、
イ
ギ
リ
ス
や
ア
メ
リ
カ
か
ら
の
導
入
に
よ
っ
て
は
じ
め
ら
れ
た
も
の
で

あ
る
が
、
そ
の
後
の
発
達
は
目
を
見
張
る
も
の
が
あ
り
、
次
か
ら
次
と
発
明
工
夫
が
な
さ
れ
先
進
国
を
し
の
ぐ
勢
い
で
あ
る
。
客
車

ト
イ
レ
の
取
付
け
も
実
は
日
本
が
最
初
と
さ
れ
て
いる
。
し
か
も
こ
の
き
っ
か
け
が
ま
こ
と
に
意
外
で
明
治
二
十
二
年
と
い
え
ば
東

海
道
線
が
開
通
し
た
年
で
あ
る
が
、
こ
の
年
の
四
月、
時
の
御
料
局
長
官
肥
田
浜
五
郎
と
い
う
人
が
東
海
道
線
に
乗
車
中、
用
便
急

を
つ
げ
た
が
車
内
に
ト
イ
レの
設
備
が
な
く
、
停
車
駅
の
ホ
ー
ム
に
て
用
便
を
す
ま
せ
発
車
寸
前
飛
び
乗
っ
た
と
こ
ろ
足
を
踏
み
は

ず
し
、
レー
ル
上
に
転
落あ
え
な
い
最
期
を
と
げ
た
。
この
こ
と
が
き
っ
かけ
と
な
り
、
この
年
よ
り
客
車
ト
イ
レ
の
実
現
と
相
な

っ
た
由
で
あ
る
。

熊
と
狼

蝦
夷
地
に
お
け
る
開
拓
者
の
深
刻
な
悩
み
の
一
つ
は
ク
マ
と
オ
オ
カ
ミ
に
対
す
る
恐
怖
で
あ
った
。
犬
に
似
て
痩
せ

て
大
き
く
、
ロも
大
き
く
耳
は
小
さ
く
、
全
身
茶
褐
色
系
で
夜
光
る
三
角
型
の
目
は
み
る
か
ら
に
兇
猛
で
、
熊
と
と
も
に
人
畜
に
害

を
加
え
る
猛
獣
で
あ
る
。
熊
狼
の
被
害
続
出
に
手
を
や
い
た
開
拓
使
は、
明
治
十
年
熊
狼
捕
獲
奨
励
金
制
度
を
決
め、
熊
狼
一
頭
に

つ
き
二
円
の
奨
励
金
を
出
し
て
捕
獲
に
乗
り
出
し
た
。
こ
の
年
あ
ま
り
成
果
が
あ
が
ら
ず
、翌
十
一
年
熊
一
頭
に
つ
き
五
円
、狼
一
頭

に
つ
き
七
円
に
値
上
げ
し
た
が
た
め
捕
獲
成
果
が
大
い
に
あ
が
っ
た
が、
こ
の
高
い
奨
励
金
に
悪
知
恵
を
働
か
せ
る
者
も
あ
っ
た
と

い
う
。
そ
れ
は
捕
獲
の
証
拠
と
し
て
熊
狼
の
足
首
か
ら
先
を
切
り
落
し
て
持
参
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
が、
捕
獲
も
せ
ず
ア
イ
ヌ

部
落
か
ら
狼
に
よ
く
似
た
ア
イ
ヌ
犬
を
安
値
で
買
い
求
め
て
、
そ
の
足
を
切
り
落
し
て
持
参
し
、
高
い
奨
励
金
を
手
に
入
れ
る
ふ
と

ど
き
者
も
あ
っ
た
そ
う
で
あ
る。
い
ず
れ
に
し
て
も
そ
の
後
奨
励
金
の
額
に
は
変
動
が
あ
っ
た
が、
こ
う
し
た
制
度
が
や
が
て
功
を

第
二
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奏
し
、
明
治
二
十
二
年
頃
に
至
り
狼
へ
の
恐
怖
は
全
く
な
く
な
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
今
日
に
至
る
も
な
お
熊
獣
に
よ
る

農
作
物
の
被
害
あ
る
い
は
時
と
し
て
発
生
す
る
人
畜
に
及
ぼ
す
被
害
は
減
少
し
て
い
る
と
は
い
え
完
全
に
無
く
な
っ
た
わ
け
で
な

く
、
本
村
に
お
い
て
も
ほ
と
ん
ど
毎
年
農
作
物
の
被
害
が
あ
り
、
昭
和三
十
五
年
十
月
に
は
村
内
天
狗
平
の
開
墾
地
に
お
い
て
内
野

力
三
郎
は
子
息
と
秋
耕
作
業
中
巨
熊
が
出
現
、
猟
銃
を
乱
射
し
た
が
逆
襲
に
遭
い
つ
い
に
尊
い
一
命
を
奪
わ
れ、
子
息
も
頭
部
に
全

治
一
ヵ月
の
傷
を
負
う
事
故
も
発
生
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
事
件
が
発
生
し
て
以
来
本
村
に
お
い
て
も
積
極
的
な
熊
獣
駆
除
対
策
に

の
り
出
し
、
熊
獣
駆
除
報
償
金
制
度
を
設
け
被
害
の
絶
滅
に
当
っ
て
いる
。
現
在
の
報
償
金
は
親
熊
一
頭
に
つ
き
一万
円、
子
熊
一

頭
に
つ
き
五
千
円
と
し
猟
友
会
に
駆
除
方
依
存し
て
い
る
。
さり
な
が
ら
熊
獣
駆
除
は
全
道
的
に
そ
れ
ぞ
れの
市
町
村
の
施
策
に
応

じ
て
対
策
が
講
ぜ
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
こ
れ
か
ら
先
何
十
年
と
な
く
熊
獣
に
よ
る
被
害
は
つ
づ
く
こ
と
で
あ
ろ
う
。

お
産
と
迷
信

近
時
経
済
の
復
興
に
と
も
な
い
生
活
様
式
も
高
度
化
し
て
き
て
い
る
が、
終
戦
後
国
土
の
縮
小
と
食
糧
事
情
悪

化
の
窮
余
の
策
と
し
て
と
ら
れ
た
産
児
制
限
は
し
だ
い
に
徹
底
、
今
日
な
お
根
強
く
浸
透
し
、
子
供
の
少
な
い
の
は
む
し
ろ
あ
た
り

ま
え
と
な
り
、
四
人
以
上
の
子
供
を
育
て
て
い
る
家
庭
は
多
産
の
部
に
属
す
る
ほ
ど
わ
れ
わ
れ
の
イ
メ
ー
ジ
も
変
っ
て
き
て
い
る
。

戦
時
中
「
生
め
よ
ふ
や
せ
よ
」
と
多
産
な
る
こ
と
を
奨
励
し
、
妊
娠
中
絶
な
ど
ご
法
度
の
世
の
中、
十
二
名
以
上
の
子
宝
家
庭
に
は

道
庁
ま
た
は
国
か
ら
の
推
薦
に
よ
っ
て
新
聞
社
あ
る
い
は
有
名
出
版
社
な
ど
よ
り
の
表
彰
方
も
あ
っ
た
ほ
ど
で
あ
る
。
本
村
西
区
に

在
住
し
て
い
た
川
上
タ
リ
は
実
に
十
七
人
の子
宝
に
恵
ま
れ、
か
つ
立
派
に
育
て
あ
げ
、
陸
軍
省
後
援
に
よ
る
“主
婦
の
友
社"
よ

り
昭
和
十
七
年
十
一
月、
本
道
で
は
唯
一人
「
軍
国
誉
の
母
」
の
称
号
を
与
え
ら
れ、
輝
く
表
彰
を
受
け
た
こ
と
も
今
と
な
っ
て
は

語
り
草
で
あ
る
。
多
産
と
い
え
ば
古
い
記
録
に
よ
る
と
「大
永
五
年
(一
五
二
五)
八
月
蔦
姫
十
六
歳
で
徳
山
城
主
武
田
季
広
に
嫁

し
、
男
女二
十
八
人
を
生
み
慶
長
六
年
(一
六
〇
一)
十
一
月
九
十二
歳
の
高
齢
で
世
を
終
っ
た
」(北

方
文明
史
話』
よ
り)
と
い
う
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が
こ
れ
は
本
道
に
お
け
る
多
産
の
記
録
と
さ
れ
て
いる
。

お
産
と
い
え
ば、
非
科
学
的
事
象
を
真
向
か
ら
否
定
す
る
現
代
の
文
明
社
会
に
お
い
て
い
ま
だ
に
迷
信
を
信
ず
る
事
柄
が
数
多
く

あ
る
が、

お
産
に
関
す
る
迷
信
も
ま
た
例
外
な
く
存
在
し
て
い
る
よ
う
で
、
一例
を
あ
げ
て
み
る
と
、

妊
娠
中
火
事
を
見
れ
ば
そ
の
子
に
赤
い
母
斑
が
出
る

1

妊
娠
中、
芥
子、
胡
椒、
唐
辛子
等
を
多く
食
す
れ
ば
眼の
悪
い
子
が
産
れる

1 一戌
の
日
に
腹
帯
す
れ
ば
安
産
す
る

妊
娠
中
繩
を
ま
た
げ
ば
胞
衣
が
胎
児
の
首
に
巻
か
さ
る

1

妊
娠
中、
柿
を
食
べ
る
と
難
産
す
る

1

北
海
道
方
言

等
多々
種
多
様
あ
る
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
そ
の
場
に
直
面
し
て
み
る
と
一
笑
に
付
し
が
た
い
も
の
で
あ
ろ
う
。

せ
ま
い
日
本
の
国
に
お
い
て
そ
の
地
方
地
方
に
よ
っ
て
言
葉
の
訛
が
あ
り
、
方
言
も
種
雑々
多
で
あ
る
が
、
本

州
よ
り
遅
れ
て
開
拓
さ
れ
た
北
海
道
は
移
住
者
の
全
部
が
本
州
各
府
県
よ
り
入
地し
た
も
の
で、
明
治
・
大
正
初
期
に
お
け
る
と
こ

ろ
の
言
葉
は
そ
れ
ぞ
れ
出
身
地
の
使
い
な
れ
た
訛
の
あ
る
言
葉
で
会
話
が
な
さ
れ
て
お
り
、
同
県
同
士
の
会
話
は
よ
い
と
し
て
他
県

出
身
の
者
と
の
会
話
に
な
る
と
一
向
に
理
解
し
難
い
言
葉
も
あ
り
日
常
生
活
に
お
い
て
も
不
自
由
を
来
た
す
こ
と
も
あ
っ
た
。
ま
た

二
世、
三
世
が
成
長
す
る
に
つ
れ
て
言
語
の多
様
化
に
苦
慮
し
は
じ
め
た
が、
教
育
の
普
及
に
つ
れ
て
し
だ
いに
標
準
語
に
近
い
言

語
が
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
各
様
の
方
言
の
混
合
語
も
い
く
つ
か
生
れ、
北
海
道
特
有
の
言
語
と
な
っ

て
し
ま
っ
た
も
の
も
あ
る
。
近
時
北
海
道
人
が
上
京
し
て
も
、
本
州
他
府
県
人
に
比
し
て
概
し
て
訛
も
な
く
、
ほ
ぼ
標
準
語
に
近
い

言
語
に
な
っ
て
言
葉
上
で
は
都
会
人
と
の
区
別
が
つ
か
ぬ
く
ら
い
に
な
っ
て
は
い
る
が、
長
老
衆
の
中
に
は
今
も
っ
て
故
郷
の
言
葉

に
愛
着
を
感
じ
使
用
し
て
い
る
も
の
も
あ
る
。
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北
海
道
独
特
と
も
い
う
べ
き
言
葉
の
い
く
つ
か
を
次
に
記
し
て
み
る
が、
時
代
の
進
展
と
と
も
に
北
海
道
方
言
の
中
に
も
完
全
に

日
常
語
と
し
て
根
を
お
ろ
し
て
い
る
言
葉
と、
現
代
っ子
の
間
で
は、
あ
ま
り
使
わ
れ
な
く
な
り、
や
が
て
は
わ
れ
わ
れ
の
ま
わ
り

か
ら
耳
に
し
な
く
な
る
で
あ
ろ
う
衰
弱
し
て
き
て
い
る
言
葉
と
が
あ
り、
言
語
の
面
か
ら
も
時
代
の
流
れ
の
一
端
が
の
ぞ
か
れ
る
。

1
い
ま
な
お
さ
か
ん
に
使
わ
れ
て
い
る
北
海
道
言
葉

あ
っ
ぱ
く
さ
い
(至
極
か
ん
た
ん
で
あ
る
)

(塩
か
ら
い
こ
と
)

(小
さ
い
こ
と
)

(怒
っ
た
面
相
の
こ
と
)

な
ま
ず
る
い

め
ん
こ
い

くべ
る

お
っか
な
い

(お
そ
ろ
し
いこ
と)

(燃
や
す
こ
と)

(か
わ
い
い
こ
と
)

(故
意
に
ご
ま
か
す
こ
と
)

し
ば
れ
る

(気
温
が
さ
が
って
寒
い
こ
と
)

は
ん
か
く
さ
い
(人
を
み
く
び
る
こ
と)

2
し
だ
い
に
消
え
て
ゆ
く
感
じ
の
北
海
道
言
葉

で
っ
か
い

う
そ
こ
く

(う
そ
を
いう
こ
と
)

(大
き
い
こ
と
)

(御
馳
走
に
な
る
こ
と
)

ゆ
る
く
な
い
(ら
く
で
は
な
いこ
と
)

(後
へ
さ
が
る
こと
→
主
と
し
て
牛
馬
へ
の
命
令
形
と
し
て
用
い
た
)

明
治
初
期
に
お
け
る
犯
罪
の
傾
向
と
刑
罰
内
容

び
り

(物
の
終
り
)

(び
っ
く
り
す
る
こ
と
)

ゆ
ん
べ

(昨
晩
の
こ
と
)

ば
か
た
れ

(馬
鹿
野
郎
の
こ
と)

ば
いき

し
ょ
っぱ
い

ち
っ
ち
ゃ
い

ふ
く
れ
る

み
っ
た
く
な
い
(
形
が
よ
く
な
いこ
と
)

(寒
い
こ
と
)

(交
換
す
る
こ
と)

ば
く
る

さ
ぶ
い

よ
ば
れ
る

た
ま
げ
る

近
時
犯
罪
の
傾
向
は
年
と
と
も
に
兇
悪
化
し
、
人
命
尊
重
論
は
宙
に
浮
い
て
い
る
感
な
き
に
し
も
あ
ら
ず
で、
ま
こ
と
に
憂
慮
す



べ
き
事
で
あ
る
が
、
他
の
犯
罪
に
つ
い
ても
犯
罪
の
構
成
が
複
雑
高
度
化し、

い
わ
ゆる
三
億
円
盗
難
事
件
な
ど
目
下
の
と
こ
ろ
典

型
的
な
完
全
犯
罪
と
いう
こ
と
が
で
き
よ
う
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
犯
罪
に
対
す
る
刑
罰
内
容
も、
死
刑
廃
止
論
も
巷
に
飛
び
出
す

な
ど
、
一般
的
に
見
て
刑
罰
そ
の
も
の
が
概
し
て
軽
く
な
っ
て
き
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
て
な
ら
な
い
。
次
に
挙
げ
る
刑
罰
の
様
子

は
明
治
初
期
(明
治二
年
頃
か
ら
七
年
ご
ろ
の
も
の
)
の
も
の
で
あ
る
が
、
現
行
の
刑
罰
と
判
断
比
較
し
て
み
る
と
、
い
か
に
も
重

刑
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、

鉄
瓶、
酒
、
味
噌
等
日
用
品
の
“盗
み
’
で
も
徒
刑
(重
刑の
一つ
で、
男
は
島
地に
送ら
れ定
役に
服し、

女
は内
地に
て
定
役
に
服す
る
。

ず
けい

無
期
徒刑
と
有
期
徒
刑
と
に
分
けら
れ
て
い
た)
と
な
り
、
賽
銭
泥
の
未
遂
や、
い
わ
ゆ
る
コ
ソ
泥
未
遂
で
も
“鞭
四
十
打
”、
女
性
の
刑

は
男
子
の
そ
れ
と
比
較
し
て
若
干
な
が
ら
軽
か
っ
た
よ
う
だ
が、
そ
れ
で
も
、
万
引
き
未
遂
を
二
度
三
度
と
重
ね
る
と
懲
役
十
年
と

サ
ラ

な
っ
て
い
た
。
に
せ
札
を
使
用
し
た
も
の
の
罪
は
重
く、
遊
女
屋
で
使
っ
た
男
は
“一
日
晒
し
置
く
"
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
に
せ

札
を
安
く
た
く
さ
ん
買
い
集
め
た
者
は
“終
身
懲
役
”、
ま
た、
夫
が
養
女
と
密
通
し
そ
の
間
に
妻
は
間
男
と
密
通
し
た
が
た
め
夫

と
妻
は
三
年
の
刑
を
言
い
渡
さ
れ
た
と
あ
る
。
近
ご
ろ
売
春
防
止
法
が
施
行
さ
れ
て
特
に
き
び
し
い
取
締
り
が
行
な
わ
れ
て
い
る

が
、
明
治
初
期
ご
ろ
は
無
届
売
春
で
も
親
の
命
令
で
し
た
も
の
に
つ
い
て
は
“構
わ
な
い”
と
さ
れ
て
い
た
の
は
面
白
い
と
い
った

ら
語
幣
が
あ
ろ
う
が
笑
え
ぬ
社
会
情
勢
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

タ
コ
部
屋
残
酷
物
語

そ
の
昔、
道
路
開
削、
鉄
道
敷
設、
ト
ン
ネ
ル
工
事
、
ダ
ム
工
事
な
ど
、
工
事
量
の
大
き
い
割
合
に
工

期
の
比
較
的
短
い
難
工
事
に
は
ハタ
コッ
と
呼
ば
れ
る
土
工
夫
が
使
わ
れ、
想
像
を
絶
す
る
酷
使
が
な
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
昭
和
四

年
五
月
か
ら
六
月
に
か
け
て
着
工
さ
れ
た
石
北
ト
ン
ネ
ル
工
事
に
も
数
多
く
の
タ
コ
が
使
わ
れ、
酷
使
に
堪
え
か
ね
あ
る
者
は
逃
亡

し
、
あ
る
者
は
取
り
押
え
ら
れ
拷
責
さ
れ
死
亡、
ま
た
あ
る
者
は
疲
労
が
重
な
り
医
療
す
る
こ
と
な
く
病
死
す
る
な
ど
、
現
今
の
労
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土工部屋の内部

土工部屋の内 部

五四八

土工部屋の所在風景

働
条
件
と
は
似
て
も
似
つ
か
ぬ
世
界
で
あ
った
。

次
に
掲
げ
る
一
節
は
『タ
コ
部
屋
残
酷
物
語』
よ
り
抜
萃
し
た
も
の
で、
タ
コ
部
屋
の
実
情
が
克
明
に
書
か
れ
て
お
り
、
も
の
の

あ
わ
れ
を
痛
感
せ
ず
に
は
お
ら
れ
な
い
。

「私
が
そ
も
そ
も
タ
コ
に落
ち
た
の
は、
二十
歳
の
と
き、
不
景
気
な
時
代
で
何
を
し
て
も
思
わ
し
く
仕
事
が
な
い、
そ
う
い
う
時
に、
落
ち
こ
ん

だ
の
が、
と
あ
る
タコ
部
屋
で
あ
る
。
そ
れ
は
ひ
ど
い
も
の
で
、
脚
気
病
な
ん
かに
な
る
と
、
水
を
飲
ま
し
た
ら
駄
目
だ
と
一
般
に云
わ
れ
て
い
た

も
の
だ
か
ら
絶
対
に
水
は
のま
せ
な
い、
本
人
は
飲
み
た
が
る
、
ド
ロ水
で
も
見
た
ら
飲
も
う
と
す
る
、
そ
れ
を
飲
ま
せ
ま
いと
、
打
った
り
、
た

た
い
た
り
す
る
、
そ
の
う
ち
足
が
丸
太
の
如く
は
れ
て
く
る
。
そ
ん
な
と
き
小
豆
を
ド
ロド
ロに
煮
つ
け
て
そ
の
汁
を
飲
ま
し
て、
療
法
の
一
つ
と

し
た
。
馬
の
如く
に
使
わ
れ
て
、
病
気
に
な
れ
ば
病
名
も
分
ら
な
い
ま
ま
に
死
ん
で
し
ま
う
。
死
ね
ば
セ
メン
ト
樽
に
つ
め
ら
れ
埋
めら
れ
て
し
ま



っ
た
り、
ひ
ど
い
も
の
で
あ
った
。

警
察の
目
も
光
っ
て
い
た
が、この

タ
コ
の世
界
で
も
肩
で
風
切
る
の
は
本
ダ
コと
云
わ
れる
者
で
あ
っ
た。
転
と々
タ
コ部
屋
を
渡
り
歩
い
て、

今
で
云
う
ボ
ス
のよ
う
な
も
の、
と
に
角
本
ダ
コ
に
な
れ
ば
大
し
た
も
の
、
そ
れ
に
比べ
て
小
ダ
コは
あ
わ
れ
な
も
の
で
、
最
高
の
動
き
を
し
た
と

き
で
晩
酌二
合
が
当
る
。
こ
れ
が
タコ
にと
っ
て
何
よ
り
の
楽
し
み
で
あ
った。

し
か
し
住
み
つ
い
て
み
れ
ば
ま
た
こ
の
世
界
も、
は
な
れ
が
たく

な
る
の
か、
す
っ
かり
タ
コづ
れ
し
て
し
ま
う
者
も
あり
、
夜
毎
に
開
く
バ
ク
チ
場
に
う
つ
つ
を
ぬ
かし
、
一生
タ
コで
暮
す
連
中
も
い
た
。

勿
論
脱
走
す
る
者
も
いて、

毎
夜人
が
寝
静
ま
る
と
、
床下
を
掘
って
脱
け
道
を
造
る
者も
おり
、
逃
げて
も
た
いて
い
汽
車
に
乗
る
と
こ
ろで
、

つ
か
ま
る
のが
多
か
っ
た。
つ
かま
る
が
最
後、
ひ
ど
い
目
に
あ
わ
さ
れ
て、
借
金
は
増え
る
一
方
で
あ
っ
た
。

夜
は
ほ
と
ん
ど
裸で
寝
かさ
れ、
長
い
棒
を
枕
にし
て
一列
に
な
り
、
ま
る
で
目
刺し
の
よ
う
に
し
て
寝
か
さ
れ
た。
起
床
の
時
に
は
、
そ
の
棒

の
端
を
ガ
ン
と
た
た
く
と
皆
頭
に
痛く
ひ
び
き、
飛
び
起
きる
と
いう
仕
掛
け
に
な
っ
て
い
た。

ま
あ、
い
ま
から
考
え
て
み
る
と
、
ま
る
で
ウ
ソ
の
よう
な
話
で
あ
る
が
実
際
に
行
な
わ
れ
て
い
た
実
話
で
あ
る
。」

右
は
あ
る
タ
コ
経
験
者
の
し
み
じ
み
と
し
た
述
懐
で
あ
る
が、
開
拓
期
に
お
い
て
は
こ
う
し
た
激
労
風
景
は
到
る
と
こ
ろ
で
展
開

さ
れ
た
も
の
で
、
開
拓
の
尊
い
礎
と
し
て
末
長
く
語
り
草
と
し
た
い
も
の
で
あ
る
。

囚
人
労
働

本
道
の
開
発
と
囚
人
労
働
は
切
り
は
な
し
て
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
つ
ま
り
原
始
林
を
倒
し
、
道
を
つ
け
、

橋
を
か
け
る
等
、
囚
人
を
酷
使
し
て
開
拓
の
基
盤
を
築
い
た
例
は
あ
ま
た
で
あ
ろ
う
。

岩
村
通
俊
初
代
北
海
道
長
官
は
本
道
開
拓
の
ス
ピ
ー
ド
化
を
第
一
義
と
し
て
要
求
さ
れ、
そ
の
労
働
力
調
達
に
対
す
る
苦
肉
の
策

と
し
て
囚
人
の
使
役
が
考
え
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
卑
近
な
例
が、
網
走
・
旭
川
間
中
央
道
路
の
開
削
に
旭
川
か
ら
は
空
知
集
治
監

在
監
の
囚
人
た
ち
が
明
治
二
十
二
年
に
着
工
、
網
走
から
は
釧
路
集
治
監
網
走
分
監
在
監
の
囚
人
た
ち
が
明
治
二
十
四
年
に
着
工
、

厳
重
な
見
張
り
の
も
と、
し
か
も
囚
人
の
逃
亡
を
防
ぐ
た
め二
人
一組
ず
つ
、
鉄
の
玉
の
つ
い
た
"懲
鎖"’と

い
う
鉄
の
ク
サ
リ
が

足
に
か
け
ら
れ
た
姿
で
就
労
さ
せら
れ
た。
か
く
て
今
日
み
ら
れ
る
機
械
力
の
全
く
な
い、
す
べ
て
が
人
力
の
み
に
よ
る
作
業
が
き
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わ
め
て
短
い
年
月
で
完
成
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
が、
こ
う
し
て
開
削
さ
れ
た
い

わ
ゆ
る
囚
人
道
路
は、
囚
人
の
う
め
き
と
血
に
染
め
ら
れ
た
死
の
開
拓
道
路
と

い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

囚
人
の
使
役
は
八
ま
な
いし
一二
ま
ご
と
に
比
較
的
逃
亡
条
件
の
悪
い
よ
う

な
所
を
選
ん
で、
休
泊
所
と
いう
監
獄
部
屋
が
建
て
ら
れ
た
。
中
央
道
路
の
沿

線
に
今
日
囚
人
墓
地
の
跡
が
幾
ヵ
所
と
な
く
発
見
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
囚
人

墓
地
の
近
在
に
は
決
っ
て
監
獄
部
屋
が
建
設
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
想
像
さ
れ

る
。
本
村
域
内
に
お
い
て
も
こ
れ
ま
で
下
白
滝、
東
区
川
向
い
お
よ
び
奥
白
滝

等
に囚
人
墓
地
の
個
所
が
確
認
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
お
の
お
の
の
近
く
に
規

模
の
大
小
の
差
こ
そ
あ
れ
監
獄
部
屋
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
荒
削
り
の
丸
太
材
を
使
っ
た
、
が
ん
じ
ょう
な
監
獄
部
屋
の
建
物、

背
も
と
ど
か
な
い
高
い
と
こ
ろ
に
小
さ
な
窓
が
一
つ、
そ
の
日
の
過
酷
な
労
働
を
終
え
て
部
屋
に入
る
と、
外
か
ら
大
き
な
錠
を
か

け
ら
れ
、
飲
み
水
も
食
糧
も
不
足
が
ち
に
与
え
つ
づ
け、
も
し
も
逃
亡
を
く
わ
だ
て
る
も
の
な
ら
斬
殺
せ
ら
れ
、
容
赦
な
く
死
へ
と

追
い
込
ん
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

開
基
先
駆
者
座
談
会

昭
和三
十
七
年
八
月
本
村
開
基
満
五
十
周
年
記
念
式
典
が
挙
行
さ
れ
た
が、
こ
れ
よ
り
さ
き
こ
の
記
念

行
事
の
一
つ
と
し
て
開
拓
先
駆
者
の
懐
古
座
談
会
が
初
の
こ
こ
ろ
み
と
し
て
開
催
さ
れ
、
開
拓
当
時
の
な
ま
な
ま
し
い
様
子
が
手
に

と
る
よ
う
に
浮
き
ぼ
り
に
さ
れ
て
お
り
、
貴
重
な
記
録
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
。

以
下
は
回
顧
談
の
全
容
で
あ
る
。

000

当時の無期徒刑囚 『北海道百年より』



‒
出
席
者(地
・
紀
州
団
体
員
,

(明
治
四
十
五
年
入

田
由

(大
正
二
年
単
独
入
地
)

田
安
五
郎

(福
島
団
体
員

勘 近
蔵

(大
正
三
年
単
独
入
地
)

城 (奈
良
団
体
長

(大
正
二
年
入
地
・
)

謙

松

司
会
・
渡
辺
要
村
長

村
長
本
日
は
お
忙
し
い
と
こ
ろ
大
変
ご
苦
労
さ
ま
で
し
た
。

ち
ょ
う
ど
今
年
は
明
治
四
十
五
年
に
和
歌
山
県
人
植
芝
盛
平
を
団
長
と
す
る
団
体
が
入
植
し

て
か
ら
満
五
十
周
年
に
あ
た
り
ま
す
。

村
で
は
こ
の
開
拓
の
歩
み
を
記
念
し
て
八
月
一
日
に
開
基
満
五
十
周
年
記
念
式
典
を
挙
行
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、
つ
き
ま
し
て
は
記
念
行
事
の
一
つ
と
し
て
、
今
日
皆
さ
ん
に
お
あ

つ
ま
り
い
た
だ
き
ま
し
て
開
拓
当
時
の
い
ろ
い
ろ
な
想
い
出
話
を
お
き
か
せ
ね
が
い、
本
村
発

行
の
広
報
紙
に
掲
載
し
村
民
の
皆
さ
ん
と
な
が
く
記
念
に
な
る
よ
う
わ
か
ち
あ
い
た
い
と
お
も

い
ま
す
。

司
会
入
植
者
の
動
機
と
経
過
に
つ
い
て

原
田
明
治
三
十
年、
当
時
の
野
付
牛
町
北
光
舎
の
屯
田
兵
を
た
よ
って
来
道
し、
そ
の
後
明

治
四
十
一
年
に
現
地
を
視
察
し
て
本
州
に
帰
郷、
家
族
帯
同
の
う
え
大
正
二
年
に
入
植
し
た
。

野
付
牛
に
在
住
中
は三
町
歩
の
農
耕
地
を
借
り
家
内
に
や
ら
せ
な
が
ら
五
号
峠
を
越
え
て
白
滝
ま
で
通
っ
て
開
墾
に
あ
た
っ
た
。

あ
の
よ
い
土
地
から
今
の
と
こ
ろ
を
選
ん
だ
の
は
、
本
州
で
水
害
や
な
ん
か
で
農
耕
地
や
家
な
ど
流
さ
れ
る
の
を
見
て、
将
来
の
安

住
の
地
と
し
て
北
海
道
の
高
い
土
地
を
希
望
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
その
た
め現
地
視
察
し
た
折
に
今
の
高
い
処
を
選
ん
だ
も
の

で
、
当
時
あ
の
よ
う
な
高
い
土
地
を
希
望
す
る
も
の
が
な
く
非
常
に
よ
ろ
こ
ば
れ
二
戸
分
(十
町
歩
)
で二
十
円
で
も
ら
っ
た
。

武
田
私
た
ち
の
団
体
は
農
家
や
漁
師
の
寄
り
合
い
世
帯
で
、
私
は
和
歌
山
県
白
浜
に
い
て
マ
グ
ロ
釣
り
に
従
事
し
て
い
た
が
、
植

芝
に
北
海
道
に
入
地
し
な
い
か
と
さ
そ
わ
れ
三
月
二
十
九
日
現
地
を
出
発
し
た
。和
歌
山
か
ら
汽
車
で
旭
川
を
通
り
比
布
ま
で
来
て
、
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紀
州
か
ら
き
て
い
た
愛
別
の
岩
井
農
場
の
主
人
に
迎
え
を
う
け、
愛
別
駅
通、
九
号
駅
通
な
ど
の
世
話
に
な
っ
て
五
月二
十
日
ご
ろ

現
地
に
入
地
し
た
。
この
間
峠
を
越
え
る
の
に
非
常
に
困
難
し
、
は
じ
め
峠
に
き
た
と
き
電
柱
が
針
金
だ
け
し
か
見
え
な
いの
で
北

海
道
の
電
柱
は
こ
ん
な
に
低
い
の
か
と
思
っ
た
。
そ
れ
だ
け
雪
が
多
く
道
を
つ
け
て
も
す
ぐ
吹
雪
で
う
ず
ま
り
い
つ
着
く
か
わ
か
ら

な
い
状
態
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
雪
ぞ
り
を
土
方
に
作
っ
て
も
ら
い
荷
物
を
運
ん
だ
り、
ま
た
背
負
った
り
し
て
頂
上
に
つ
き
朝
方

に
堅
雪
を
利
用
し
て
頂
上
か
ら
荷
物
を
こ
ろ
が
し
て
、
人
は
杖
を
つ
い
て
降
り
て
き
た
も
の
だ
。
女
の
人
は二
人
で
棒
で
味
噌
や
醬

油
を
か
つ
ぎ
、
こ
ろ
が
る
な
ど
死
に
も
の
ぐ
る
い
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
着
い
た
の
は
五
月二
十
日
ご
ろ
で
あ
る
か
ら
峠
で
約
一
カ
月

余
も
過
ご
し
た
こ
と
に
なる
。
この
年
は
作
物
も
馬
鈴
薯
以
外
は
何
も
と
れ
な
か
っ
た
。

井
村
あ
ま
り
健
康
で
な
か
っ
た
私
は、
家
で
商
売
の
事
務
手
伝
い
を
し
て
い
た
が
将
来
の
自
活
の
道
を
考
え
て
い
た
ち
ょ
う
ど
そ

ん
な
と
き
、
岡
豊
蔵
が
北
海
道
で
ハ
ッ
カ
を
造
る
と
あ
ま
り
労
力
が
か
か
ら
な
い
で
手
先
だ
け
で
収
入
が
得
ら
れ
る
か
ら
行
っ
て
み

な
い
か
と
相
談
を
う
け
た
。
ま
た
気
象
環
境
が
か
わ
る
こ
と
に
よ
っ
て
身
体
も
健
康
に
な
る
と
い
わ
れ、
兄
と
相
談
の
結
果
、
渡
道

す
る
こ
と
に
決
心
が
つ
い
た
。
一回
目
は
団
体
結
成
ま
で
に
い
か
な
か
っ
た
が
そ
の
後
な
ん
と
か
団
体
を
結
成
し
渡
道、
北
見
か
ら

留
辺
薬
を
経
て
七
号
駅
ま
で
来
て
一
泊
、
翌
日、
柾
割
り
を
し
て
い
た
高
橋三
太
郎
を
道
先
案
内
と
し
て
現
地
に
入
り
、
漫
然
と

三
十
九
号
線、
今
の
白
滝
小
学
校
か
ら
上
手
十
戸
分
余
を
見
て
帰
っ
た
が
結
果
的
に
は
と
り
や
め
と
な
っ
た
。
二
回
目
に
渚
滑
の
滝

上
四
十三
線
砂
金
沢
に
十
四
戸
分
も
ら
っ
た
が
、
現
地
調
査
の
結
果
こ
れ
も
と
り
や
め、
最
終
的
に
支
湧
別
五
線
に
秋
田
団
体
の
処

分
予
定
地
で
入
地
し
て
い
な
い
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
の
で
そ
こ
に
入
地
す
る
こ
と
に
決
っ
た
。

古
関
福
島
県
人
十
五
戸
を
団
体
と
し
て
大
正
三
年三
月
天
狗
平
の
官
林
近
く
に
入
地し
た。
当
時
は
天
狗
平
の
奥
地
し
か
未
墾
地

が
な
か
っ
た
。
北
海
道
の
土
地
は
は
じ
めて
で
あ
り
、
自
分
の
指
令
の
土
地
を
見
て
本
当
に
よ
ろ
こ
び
あ
っ
た
も
の
で
あ
る
。
入
地

五五二



と
同
時
に
小
屋
が
け
を
は
じ
め
た
が、
家
を
建
て
る
材
料
が
あ
っ
て
も
屋
根
を
ふ
く
も
の
が
な
く
笹
を
も
っ
て
や
っ
と
し
の
ぎ
小
屋

を
つ
く
っ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
翌
春
に
は
奥
地
と
寒
さ
に
お
ど
ろ
き
五
、
六
戸
を
残
し
て
他
の
人
は
帰
っ
て
し
ま
っ
た
。
私
た
ち

は
北
海
道
が
はじ
め
て
で
、
よ
い
も
悪
い
も
わ
か
ら
ず
、
ここ
が
よ
い
も
の
と
し
て
農
夫
で
身
を
立
て
る
こ
と
に
決
心
を
固
め、
艱

難
辛
苦
に
堪
え
開
拓
に
あ
た
っ
た
。
一年
目
の
作
物
は
鼠
、
鳥
、
兎
な
ど
の
餌
に
な
り
収
穫
が
皆
無
で
あ
っ
た
。

岩
城
私
は
大
正
三
年
に
愛
別
から
単
独で
入
地し
た
も
の
で、
ち
ょ
う
ど
私
が
兵
隊
に
行
っ
て
い
る
間
に
兄
が
愛
別
の
土
地
を
整

理
し
て
す
で
に
白
滝
に
入
地
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
後
愛
別
から
は
丹
羽
実
市、
中
山
親
孝、
吉
田
美
代
治
ら
多
く
の
人
が

入
地し
て
い
る
。

司
会
天
狗
平
に
一
時
は
五
、
六
十
戸
入
地し
た
と
聞
い
て
い
る
が、
東
白
滝
地区
も
入
地し
て
い
た
か
。

古
関
私
た
ち
が
来
て
か
ら
天
狗
平
東
白
滝
全
地
域
に
続
と々
入
地
者
が
ふ
え、
神
社
も
一番
立
派
で
、
青
年
活
動
が
は
げ
し
か
っ

た
も
の
だ
、
あ
の
当
時
が
一番
全
盛
な
と
き
で
あ
っ
た
。

司
会
入
地
当
時
で
一番
こ
ま
っ
た
こ
と
は
。

古
関
郵
便
物
を
一
週
間
に
一
度
、
今
の
助
役
宅
前
に
あ
っ
た
郵
便
函
に
と
り
に
行
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
内
地
か
ら
く
る
手
紙
を
た

の
し
み
に
八
ず
の
悪
路
を
で
て
き
て
手
紙
の
来
て
い
な
い
と
き
は、
が
っ
か
り
し
て
帰
っ
た
も
ので
あ
る
。

井
村
渡
道
し
た
移
住
者
が
払
い下
げ
地
に
ほと
ん
ど
入
地し
て
い
な
い
の
は
食
糧
問
題
が
解
決
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
で
あ

る
。
た
い
て
い
上
川
方
面
で
一
作
と
っ
た
り
、
他
に
奉
公
し
た
り
し
て
一
年
た
っ
て
か
ら
入
地
し
た
も
の
で
あ
る
。
酒
も
当
時
は
あ

っ
た
が
、
お
金
の
も
ち
あ
わ
せ
が
な
く
て
飲
む
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
特
に
一年
目
は
季
節
物
と
し
て
春
野
菜
し
か
な
く、
魚
を

食
べ
る
と
き
は
下
白
滝
ま
で
買
い
に
行
っ
たも
の
だ
。
あ
の
当
時
は
マ
スや
ヤ
マ
べ
が
大
量
に
と
れ
た
も
の
で
、
ヤ
マ
ベ
を
一
日
釣
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っ
た
ら
二
カ
月
ぐ
ら
い
食
べ
ら
れ
た
も
の
だ
。
と
に
かく
一
年
目
の
苦
労
は
偉
大
な
も
の
で
あ
っ
た
。

武
田
マ
ス
を
買
い
に
中
愛
別
から
馬
で
来
た
者
も
あ
る
。
あ
の
当
時
は
塩
が
あ
ま
り
な
か
っ
た
の
で、
焼
き
干
し
に
し
て
納
屋
一

杯
に
積
ま
れ
て
い
た
も
の
だ
。
マ
ス
の
値
段
も
ア
イ
ヌ
か
ら
買
う
と
一
匹
一
銭
五
厘
(石
の
矢
で
と
る
か
ら
き
ず
が
つ
い
て
い
た)、

網
で
と
っ
た
の
が
二
銭
で
あ
った。

武
田

司
会
紀
州
団
体
が
上
白
滝
に
五
十
五
戸
入
地
し
た
と
聞
い
て
い
る
が
。

上
白
滝
の
滝
上
橋
か
ら
幌
加
湧
別
の
間
に
入
地
し
た
も
の
で
あ
る
。

岩
城
団
長
の
植
芝
は
私
の
三
男
が
分
家
(市
街
東
区
)
し
た
と
こ
ろ
に
入
っ
て
い
た。

司
会
大
正
二
年
か
ら
六
年
に
か
け
て
急
激
に人
口が
ふ
え
た
よ
う
だ
が、
そ
の
き
ざ
し
は
木
材
が
中
心
で
あ
っ
た
の
か
。

井
村
木
材
の
流
送
時
代
で
飲
食
店
も
六
、
七
軒
あ
り
、
六
百
世
帯
く
ら
い
あ
った
と
思
う
。
と
に
か
く
そ
の
当
時
が
一番
全
盛
時

代
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
天
狗
平
方
面
に
入
地
し
た
人
た
ち
が
樺
太
に
団
体
で
渡
航
し
た
た
め
に
急
激
に
が
た
つ
い
て
し
ま
っ
た
。

原
田
鉄
道
敷
設
工
事
が
あ
っ
た
こ
と
も
あ
げ
ら
れ
る
。

武
田

料
理
店
の
女
は
マ
サ
カ
リ
で
も
土
地
で
も
あ
る
も
の
を
と
り
あ
げ
て
飲
ま
し
た
も
の
だ
。
あ
る
人
は二
日
で
土
地二
戸
分
を

飲
み
つ
く
し
た
な
ど
と
いう
評
判
で
大
繁
昌
ぶ
り
で
あ
っ
た
。

井
村
市
街
が
形
成
さ
れ
て
い
た
の
は
今
の
東
区
旧
市
街
二
股
と
九
線
市
街
で
あ
っ
た
。
当
時
一
番
さ
き
に
官
林
を
払
い
下
げ
た
の

が
私
で、
次
が
北
見
工
場、
古
田
末
吉
の
順
に
な
って
い
る
。

司
会
木、材
界
の
草
分
け
か。

井
村
そ
う
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
か
ら
奥
原
金
作
が
中
村
弥
太
郎
を
つ
れ
て
曲
輪
を
し
た
り
、
桜
井
曲
輪
工
場
や
下
生
田
原
の

五五四



井
上
が
来
て
経
木
工
場
が
は
じ
めら
れ
た
。
当
時
荷
物
を
運
ぶ
に
も
道
路
が
な
く
私
費
で
支
湧
別
か
ら
国
道
ま
で
道
路
を
つ
け
た。

冬
の
あ
る
時、
米
と
味
噌
を
き
ら
し
遠
軽
に
仕
入
れ
に
行
っ
た
と
こ
ろ
七
尺
有
余
の
大
雪
に
あ
っ
て
、
六
号
駅
通
に
と
ま
った
こ
と

が
あ
る
。
そ
の
た
め
家
に
居
る
も
の
が
食
糧
に
困
り
、
若
い
者
が
博
多
帯
を
も
っ
て
い
っ
て
島
利
右
衛
門
か
ら
米三
升
を
借り
、
そ

れ
で
お
か
ゆ
を
つ
く
り
一
週
間
し
の
い
だ
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
よ
う
に
雪
の
量
が
多
か
っ
た
し、
交
通
の
便
が
悪
か
っ
た
。

司
会

そ
の
当
時
も
雑
穀
屋
な
ど
あ
っ
た
か
。

司
会
「
私
も
雑
穀
屋
を
し
た
。
天
狗
平
の
奥
地
か
ら
旧
白
滝
方
面
ま
で
全
部
歩
い
た。

井
村

ハ
ッ
カ
な
ど
も
あ
った
と
思
う
が
相
場
や
反
収
な
ど
は
。

井
村

ハ
ッ
カ
も
相
当
作
付
け
さ
れ
た
が
成
金
に
は
至
ら
な
か
った
。
入
地
後
五、
六
年
は
無
肥
料
で
よ
く
出
来
た
。
馬
鈴
薯
な
ど

は
出
来
す
ぎ
て
三
年
目
ご
ろ
ち
ょう
ど
よ
く
出
来
た
も
の
だ
。
と
に
か
く
周
囲
が
山
に
か
こ
ま
れ
落
葉
が
集
積
さ
れ
た
も
の
だ
か

ら
、
大
火
事
が
ある
と
芋
が
焼
け
て
食
べ
ら
れ
た
も
の
だ
。

武
田
小
手
亡
一
本
に
さ
や
が
百
八
十
ぐ
ら
い
つ
い
た
も
の
で
一俵
十
円
で
あ
っ
た。
馬
鈴
薯
二
株
で
普
通
バ
ケッ
に
一
杯
に
な
っ

た
も
の
だ
。
ハ
ッ
カ
は
大
正
二
年
に
七
円、
翌
年
は
三
円
に
さ
が
っ
た
。
普
通
の
馬
で
一頭
の
値
段
が
十
五
円、
土
地
一反
歩
開
墾

す
る
のが
一
円
五
十
銭、

一戸
分
の
立
木
が
二
十
円
で
売
買
さ
れ、
一尺
以
上
の
柳
は
は
ね
材、
プ
ラ
オ
一台
七
円
、
ハ
ロ
ー
一
台

五
円
で
あ
った
。

岩
城
大
正
二
年
は
大
凶
作
で
永
山
方
面
は
わ
ら
餅
を
たべ
た
も
の
だ
。

井
村
あ
る
年
は
笹
餅
を
食
べ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
笹
の
実
が
な
る
と
き
は
凶
作
だ
と
い
わ
れ
て
いる
が、
得
て
し
て
そ
の
よ
う

に
な
る
も
の
だ
。
ま
た
当
時
は
餅
な
ど
は
食
べ
ら
れ
ず
芋
餅
を
つ
く
っ
て
食べ
た
も
の
だ
。
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大
正
六
年
の
大
火
に
は
大
変
苦
労
し
た
と
お
も
わ
れ
る
が。

司会岩
城
は
じ
め
白
滝
市
街
に
火
の
手
が
あ
が
り
消
火
に
つ
と
め
た
が
消
火
し
き
れ
ず、
折
柄
の
強
風
に
あ
お
ら
れ
て
一
面
が
火
の
海

と
化
し
、逃
げ
場
を
失
い
惨
憺
た
る
光
景
で
あ
っ
た
。
そ
の
時
市
街
に
残
った
の
は
川
向
い
に
あ
っ
た
小
さ
な
神
社
だ
け
で
あ
っ
た
。

武
田
消
火
に
つ
と
め
て
も
土
地
が
燃
え
て
い
る
ので
方
法
が
な
く、
逃
げ
場
を
失
っ
て
川
に
飛
び
込
む
者、
川
に
首
ま
で
つ
っ
こ

む
者
、
家
財
道
具
を
馬
車
に
乗
せ
て
逃
げ
る
途
中
に
火
は
馬
車
の
荷
物
に
降
り
か
か
り
命
か
ら
が
ら
荷
物
を
す
て
て
逃
げ
る
者、
さ

ら
に
溺
死
者
や
燃
死
者
を
出
す
な
ど
悲
惨
な
も
の
で
、
全
く
言
葉
で
表
現
し
よ
う
が
な
い。

司
会

この
大
火
が
動
機
で
消
防
組
が
出
来
た
も
の
か
。

岩
城

こ
れ
を
契
機
と
し
て
消
防
組が
編
成
さ
れ、
初
代
組
頭
は
下
村
で
あ
っ
た
。
私
は
初
め
か
ら
入
団
し
三
代
目
に
組
頭
に
な
っ

た
が
、
遠
軽
や
丸
瀬
布
よ
り
ず
い
ぶ
ん
早
く
編
成
さ
れ
た
も
の
で、
手
押
し
ポ
ン
プ
は
大
火
の
際
に
頂
い
た
陛
下
の
見
舞
金
で
買
っ

た
も
の
で
あ
る
。

井
村
当
時
は
消
防
組
を
つ
く
っ
た
り
病
院
を
建
て
た
り
す
る
に
も
全
部
寄
付
で
ま
か
な
い、
上
湧
別
村
か
ら
村
費
支
出
は
う
け
な

か
っ
た
。

司
会
気
候
は
ど
う
で
あ
った
か
。

井
村
寒
さ
が
き
び
し
く
立
木
な
ど
は
すご
い
立
ち
割
れ
が
し
た
も
の
だ
。
雪
も
非
常
に
多
く
交
通
に
は
苦
労
し
た
も
の
だ
。
ま
た

夜
な
ど
布
団
の
え
り
が
凍
っ
て
こ
ち
こ
ち
で
あ
っ
た
。

古
関
私
た
ち
の
と
こ
ろ
は
天
狗
岳
の
吹
き
下
し
を
ま
と
も
に
う
け
吹
雪
の
連
続
で
あ
っ
た
。
あ
そ
こ
に
十
五
年
間
辛
抱
し
た
が、

寒
さ
と
吹
雪
に
か
か
っ
て
閉
口
し
、
さ
ら
に
子
供
の
教
育
な
ど
を
考
え、
今
の
と
こ
ろ
に
移
転
し
た
の
だ
。

五五六



司
会
家
庭
学
校
が
出
来
た
当
時
の
生
徒
は
農
場
で
開
墾
に
従
事
し
て
い
た
の
か
。

井
村

ここ
の
家
庭
学
校
の
生
徒
は
一人
歩
き
が
で
き
る
よ
う
な
人
が
来
て
いた
。
ま
た
上
流
家
庭
の
人
で
将
来
は
有
能
な
地
位
に

つく
人
ば
か
り
で
特
に
名
を
秘
し
て
い
た
が
、
み
ん
な
開
墾
に
従
事
し
て
いた
。
ここ
で
牛
を
飼
う
に
いた
っ
た
の
は小
林
直
次
郎

が
雄
、
雌
各
一
頭
を
寄
付
し
た
の
がき
っ
か
けで
、
だ
ん
だ
ん
ふ
え
た
も
の
で
あ
る
。
これ
が
契
機
に
牛
や
豚
が
飼
わ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。

司
会
いろ
いろ
お
話
を
伺
って
い
る
と、
よく
そ
の
当
時
の
苦
労
が
わ
か
り
ま
す
。
大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た。

ア
イ
ヌ
の
伝
説
工

蝦
夷
地
北
海
道
と
アイ
ヌ
民
族
と
は
切
り
離
す
こ
と
の
で
き
な
い
も
ので
あ
る
が
、
ま
た、
ア
イ
ヌ
に
ま

つ
わ
る
伝
説
も
多
く
、
白
滝
地
方
に
関
係
の
あ
る
伝
説
の
一、
二
を
あ
げ
て
み
る
と
。

約
一
千
年
も
昔
の
こ
と
、
北
海
道
の
各
地
方
に
住
ん
で
い
た
ア
イ
ヌ
は、
そ
れ
ぞ
れ
の
勢
力
を
も
っ
て
い
た
。
こ
の
話
は
北
見
地

方
に
住
む
「
北
見
ア
イ
ヌ
」
と
上
川
地
方
に
住
む
「
上
川
ア
イ
ヌ
」
の
争
い
に
よ
っ
て
は
じ
ま
る
。

そ
の
こ
ろ
北
見
ア
イ
ヌ
と
上
川
ア
イ
ヌ
は、
け
わ
し
い
チ
ト
カ
ニウ
シ
の
峯
を
境
と
し
て、
北
見
ア
イ
ヌ
は
湧
別
川
の
上
流、
白

滝
、
奥
白
滝、
上
白
滝、
支
湧
別
の
高
台
地
に
集
っ
て
生
活
を
し
て
いた
。
こ
の
あ
た
り
は
け
わ
し
い
山
に
囲
ま
れ
ま
た
川
も
あ
り

黒
耀
石
も
と
れ
生
活
す
る
に
も
敵
に
備
え
る
に
も
格
好
の
場
所
で
あ
った
。

永
い
間
の
平
和
は
上
川
ア
イ
ヌと
の
猟
区
の
争
い
に
よ
っ
て
破
ら
れ
た
。
そ
れ
は
上
川
アイ
ヌ
が
た
ま
た
ま
峯
を
越
え
て
北
見
の

場
所
の
獲
物
を
無
断
で
取
る
こ
と
が
あ
り
、
ま
た
北
見
ア
イ
ヌ
も
上
川
ア
イ
ヌ
の
猟
区
域
に
知
ら
ず
知
ら
ず
行
っ
て
し
ま
う
こ
と
も

あ
っ
た
。
あ
る
日
偶
然
獲
物
を
探
し
に
行
っ
た
両
方
の
ア
イ
ヌ
が
争
っ
て
か
ら
騒
ぎ
は
だ
ん
だ
ん
と
大
き
く
な
り
、
つ
い
に
上
川
ア

イ
ヌ
と
北
見
ア
イ
ヌ
双
方
の
総
力
を
結
集
し
て
の
戦
い
に
と
発
展
し
て
し
ま
った
の
で
あ
る
。
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東
と
西
の
ア
イ
ヌ
の
激
し
い
戦
い
は
石
北
の
国
境
を
は
さ
ん
で
長
いこ
と
つ
づ
い
た
が、
つ
いに
西
の
上
川
ア
イ
ヌ
の
猛
進
に
あ

い
北
見
ア
イ
ヌ
は
し
だ
い
に
追
い
つ
めら
れ
て
支
湧
別
川
を
だ
ん
だ
ん
奥
地
に
逃
げ、
ビ
ョウブ

岳
から
武
利
岳
の
下
を
通
っ
て
武

利
に
逃
げ
の
び
た
。
け
れ
ど
も
強
く
て
狂
暴
な
上
川
ア
イ
ヌ
にこ
こ
で
も
敗
れ、
奥
セ
ト
セ
の
セ
タ
ニ
ウシ
山
に
た
て
こ
も
り
逆
襲

を
企
て
上
川
ア
イ
ヌ
を
迎
え
て
幾
日
と
な
く
悪
戦
苦
闘
を
つ
づ
け
た
が
、
ここ
で
も
防
ぎ
き
れ
ず
、
つ
いに
北
見
ア
イ
ヌ
は
山
を
す

て
て
イ
ン
ガ
ルシ
(瞰
望
岩)の

城
塞
を
最
後
と
し
て
決
戦
す
る
こ
と
に
な
り、
湧
別
川
を
中
に
は
さ
ん
で
両
軍
は
い
つ
果
て
る
と
も

し
ら
な
い
長
期
戦
が
つづ
い
て
い
た
。
勢
い
にの
っ
た
上
川
ア
イ
ヌ
は
一
挙
に
北
見
ア
イ
ヌ
を
全
滅
せ
ん
も
の
と
、
あ
る
夏
の
夜、

暴
風
雨
を
つ
い
て
全
軍
が
湧
別
川
を
渡
り
イ
ン
ガ
ルシ
を
攻
め
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
夜
半
に
わ
か
に
大
洪
水
が
起
り
湧
別
川
は
汜

濫
し
、
湧
別
原
野
が
ほ
と
ん
ど
水
中
に
没
す
る
さ
ま
と
な
り
、
こ
れ
が
た
め
上
川
ア
イ
ヌ
の
ほ
と
ん
ど
は
濁
流
に
呑
ま
れ
溺
れ
て
死

に、
つ
い
に
全
滅
し
て
し
ま
い、
さ
し
も
の
長
い
戦
い
も
よ
う
や
く
終
り
を
つ
げ
北
見
アイ
ヌの
勝
利
と
な
っ
た。
し
か
し
北
見
ア

イ
ス
も
ま
た
生
き
残
っ
た
も
の
は
わ
ず
か
で
あ
っ
た
と
い
う
。

ア
イ
ヌ
の
伝
説
付

山
の
高
さ
争
い‒‒チ

ト
カ
ニ
ウ
シ

石
狩
と
北
見
の
国
境、石

北
線
近
く
に
そ
び
え
て
い
る
一、四〇

〇
が
の
チ
ト
カ
ニ
ウ
シ
は
、
昔
人
間
の
登
れ
な
い
山
と
さ
れ
て
いた
。
こ
の
山
は
付
近
を
通
っ
た
だ
け
で
も
雨
が
降
る
と
い
わ
れ
、
も

し
登
る
人
が
あ
る
と
、
あ
ら
し
に
な
る
と
伝
え
ら
れ
た
。

昔
神
代
の
時
代
に
多
く
の
神
さ
ま
た
ち
が
集
っ
て、
こ
の
国
で
ど
の
山
が
一
番
高
い
か
と
いう
こ
と
で
議
論
に
な
る
。
あ
る
神
さ

ま
は
夕
張
の
奥
に
あ
る
カ
ム
イ
シ
リ
だ
と
い
い
、
いや
ス
タ
ッ
クカ
ム
シ
ュ。
(大
雪
山)
だ
と
い
い
、
ま
た
チ
ト
カ
ニ
ウ
シ
だ
と

言
い
張
る
。そ
れ
で
は
試
し
て
み
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
神
さ
ま
た
ち
が
、
カ
ム
イ
シ
リ
の
上
に
集
っ
て
大
雪
山
と
チ
ト
カ
ニ
ウ

シ
と
を
目
が
け
て
弓
を
射
る
こ
と
に
す
る
。
神
さ
ま
の
射
た
失
は
ま
っ
す
ぐ
に
大
空
を
横
切
っ
て
大
雪
山
の
肩
を
か
す
め、
チ
ト
カ

五五八



ニ
ウシ
の
胸
の
あ
たり
に
当
ったの

で、
こ
の
山
が
一
番
高
いこ
と
に
な
った
と
い
う
(『北海

道伝
説
集』
よ
り)。

し
かし
実
際
に
は
大
雪
連
峰
の
方
が
は
る
か
に
高
い
の
で
あ
る
が、
こ
の
チ
ト
カ
ニ
ウ
シ
山
が
あ
ま
り
に
も
急
峻
で
登
頂
に
は
高

度
な
技
術
を
要
す
る
山
形
ゆ
え
、
ア
イ
ヌ
人
に
と
っ
て
は
き
わ
め
て
神
秘
的
な
山
と
思
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

上
支
湧
別
・
十
勝
上
士
幌
間
踏
破

石
北
線
全
通
に
気
を
よ
く
し
た
遠
軽
町
民
は
勢
い
を
か
っ
て、
白
滝
‒‒上
支
湧
別
‒‒十

勝

三股
‒‒上
士
幌
‒‒帯

広
を
結
ぶ、
仮
称
「
白
広
線」
鉄
道
建
設
に
意
欲
を
も
や
し
、
遠
軽
町
会
に
お
い
て
も
い
わ
ゆ
る
十
勝
踏
破
の

話
が
も
ち
上
り
、
実
地
踏
査
し
た
上
で
関
係
方
面
に
積
極
的
働
き
か
け
を
行
な
う
方
針
を
打
ち
出
し
て
い
た
が、
こ
の
時
す
で
に
隣

接
の
上
川
町
に
お
いて
は
上
川
ー
層
雲
峡‒
十
勝
三
股
線
鉄
道
敷
設
の
運
動
を
お
こ
し
、
踏
査
も
実
測
も
終
了
し
て
い
た
。
こ
う
し

た
こ
と
か
ら
町
会
議
員
の
中
に
は
「
す
で
に
幾
年
も
前
から
実
測
を
も
完
了
し
て
い
る
上
川
町
を
向
う
に
ま
わ
し
て
全
く
未
知
数
な

仮
称
“白
広
線"
敷
設
運
動
は
慎
重
を
要
す
る
。
戦
時
体
制
下
の
現
在、
食
糧
増
産
が
先
決
で
あ
ろ
う
」
と
の
慎
重
派
が
出
て
十
勝

踏
破
の
実
行
が
な
か
な
か
具
体
化
し
な
か
っ
た
。
支
湧
別
選
出
の
遠
軽
町
会
議
員
中
山
徳
蔵
が
議
会
の
こ
う
し
た
空
気
に
業
を
煮
や

し
、
中
山
が
発
起
人
と
な
っ
て、
白
滝
地
区
内
よ
り
十
勝
踏
破
の
同
志
を
募
り
十
勝
踏
破
隊
を
結
成、
中
山
を
隊
長
に、
道
先
案
内

人
と
し
て
地
理
に
詳
し
い
阿
部
卯
右
衛
門
に
懇
請
し
、
隊
員
に
山
崎
政
治、
原
田
原
五
郎、
菊
地
寅
蔵、
佐
藤
平
一
郎、
小
山
田
清

吉
、
岸
野
喜三
郎、
本
田
弥
三
郎、
宮
下
周
吉
、
奥
田
庄
之
助、
前
田
権
三
郎、
伊
藤
芳
夫、
佐
藤
友
一、
牛
丸
勝
次、
余
某
ら
一

行
十
六
名
を
も
っ
て
昭
和
八
年
六
月
十
七
日
早
朝
上
支
湧
別
を
出
発
し
た
。
経
路
は
上
支
湧
別
よ
り
小
滝
ノ
沢
を
入
り
上
川
町
境
を

過
ぎ
ニ
セ
イ
チ
ャ
ロ
マ
ッブ
川
の
川
辺
に
て
第
一
日
の
露
営
を
行
な
い、
そ
こ
よ
り
南
西
に
向
き
を
か
え
石
狩
川
本
流
に
至
っ
た
と

こ
ろ
で
南
東
に
向
き
を
か
え
て
ユニ
イ
シ
カ
リ
沢
を
目
ざ
し
、
十
勝
国
境
を
目
前
に
第
二
日
の
露
営
を
行
な
い、
翌
日
一気
に
国
境

を
越
え
て
十
勝三
股
に
入
り
、
音
更
川
沿
い
を
通
る
林
内
歩
道
に
出
て
そ
の
ま
ま
下
り
、
糠
平
温
泉
入
口
付
近
の
川
辺
で
第
三
日
の
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露
営、
翌
朝
午
前
十
時
ご
ろ
目
的
地
上

士
幌
に
全
員
無
事
到
着
し
た
。
一行
は

上
士
幌
村
役
場
に
て
踏
査
報
告
を
終

え
、
列
車
に
て
帯
広
を
経
由
し
旭
川
に

至
り
、
旭
川
鉄
道
建
設
事
務
所
に
立
寄

り
十
勝
踏
査
の
実
情
を
訴
え
、
白
滝
・

上
士
幌
間
鉄
道
敷
設
の
請
願
を
行
な
い

帰
白
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
日
華
事

変
は
長
期
戦
と
な
り
大
東
亜
戦
争
も
勃

発
す
る
に
及
ん
で
、
この
計
画
は
全
く

立
消
え
と
な
っ
た
。

「過
ぎ
た
る
は
及
ば
ざ
る
が
ご
と
し
」

の
譬
え
で
は
な
いが
、
仮
に
こ
の
踏
査

経
路
に
従
っ
て
十
勝
へ
抜
け
る
鉄
道
が

開
通
し
て
い
た
な
ら
ば
、
鉄
道
に
沿
っ
て
道
路
も
出
来
た
で
あ
ろ
う
し
、
産
業
に
観
光
に
必
須
の
要
路
と
し
て
脚
光
を
浴
び
ま
す
ま

す
お
ら
が
村
も
飛
躍
し
、
今
日
見
ら
れ
る
過
疎
対
策
も
お
よ
そ
縁
の
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
年
と
と
も
に
目
に
余
る

過
疎
現
象
を
呈
し
て
い
る
今
日
、
こう
し
た
過
去
の
夢
を
追
い
た
く
な
る
の
も
ひ
と
り
筆
者
の
み
で
な
か
ろ
う
と
思
う
。
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上 町

一
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1

白 滝 /村

上 上大蛋日
2
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年

で

藤
原
泰
衡
が
源
頼
朝
に
滅
ぼ
さ
れ
ぞ
の
残
党
の
渡
来
を
も
っ
て
和
人
移
住
の
は
じ
め
と
さ
れ
て
いる
。

蝦
夷
の
乱
(コ
シ
ャマ
イ
ン
の
乱
)
発
生
の
時
に
函
館
な
ど
一
二
カ所
に
館
が
で
き
る
。

松
前
氏
の
蝦
夷
島
に
お
け
る
領
主
権
が
認
め
ら
れ
た
。

幕
府
松
前
藩
に
よ
る
蝦
夷
地
統
治
を
取
り
上
げ
東
蝦
夷
地
を
直
轄
す。

幕
府
西
蝦
夷
地
を
直
轄
統
治
す。

幕
府
松
前
藩
に
対
し
松
前、
蝦
夷
地
全
島
を
返
還
す。

幕
府
松
前
藩
に
対
し
松
前
地方
の
一
部
を
松
前
氏
の
所
領
と
し
そ
の
他
全
島
を
再
直
轄
す
。

大
政
奉
還
に
よ
り
蝦
夷
地
も
明
治
新
政
府
に
帰
属
と
な
る
。

九
月
八
日
こ
の
日
よ
り
明
治
と
年
号
を
改
む。

七
月
八
日
開
拓
使
庁
設
置
。
八
月
一
五
日
蝦
夷
地
を
北
海
道
と
改
め
一
一国
八
六
郡
と
し
紋
別
郡
は
北
見

国
に
属
し
た
。

五
月
開
拓
使
庁
函
館
か
ら
札
幌
に
う
つ
す
。

三
月
紋
別
郡
管
内
の
村
名
を
改
め
四
月
戸
長
を
おく
。
五
月
旅
籠
屋
を
駅
通
所
と
改
称し
取
扱
人
を
お

く
。
九
月
開
拓
使
札
幌
本
庁
と
改
称
す
。
根
室
に
開
拓
支
庁
が
お
か
れ
紋
別
郡
は
そ
の
管
轄
と
な
る
。

四
月
一
日
郵
便
料
金
全
国
均
一
制
と
な
る
。
七
月
網
走
に
根
室
支
庁
出
張
所、
紋
別
に
分
局
が
お
か
れ
る
。

一
〇
月
屯
田兵
制
度
発
足。

屯
田
兵
初
め
て
琴
似
村
に
お
く
。
五
月
紋
別
郡
の
各
村
名
が
漢
字
に
改
め
ら
れ
る
。
七
月
網
走
出
張
所
を

廃
し
根
室
支
庁
民
事
課
派
出
所
を
おく
。
一二
月
網
走
分
署
に
改
め
る
。

九
月
北
海
道
に
大
小
区
制
を
採
用、
全
道
を三
〇
の
大
区
、
一六
六
の
小
区
に
分
け、
紋
別
郡
は二
七
大

区
第
四
小
区
と
し
た
。

七
月
郡
区
町
村
編
成
法
公
布
さ
る
。

七
月
大
小
区
制
を
廃
止し
郡
区
制
に
よ
る
郡
役
所
が
置
か
れ
る
。
紋
別
郡
は
網
走
郡
役
所
の
管
轄区
域
に

七
月
網
走
郡
役
所
開
庁、
紋
別
戸
長
役
場
開
庁
。
一一
月二
八
日
本
道
初
の
鉄
道
(札
幌
・
手
宮
間)
開

入
る
。

通
。

五六二

西一八
八〇

一八
七
九

一八
七
八

一八
七
六

一八
七
五

一八
七
四

一八
七
三

一八
七
二

一八
七
一

一八
六
九

一八
六
八

一八
六
七

一八
五
五

一
八二
一

一八
〇
七

一
七
九
九

一
五
九
九

一四
五
六

一一
八
九

暦
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年

号

三

一 九 八七 六 五四 二 四三二 四 四一 四二 五
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二
月
開
拓
使
を
廃
止
し
県
制
を
し
き
函
館
、
札
幌、
根
室
の三
県
を
お
く、
紋
別
外
九
カ
村
は
根
室
県
の

管
轄
下
と
な
る
。

二
月
根
室
警
察
署
網
走
分
署
設
置
さ
れ
紋
別
に
巡
査
派
出
所
設
置
さ
る
。

一月
二
六
日三
県
制
を
廃
し
札
幌
に
北
海
道庁
設
置
さ
る
。
五
月
小
学
校
課
程
及
び
学
科
が
定
め
ら
れ
尋

常
科
高
等
科
の
修
業
年
限
四
年
間
と
し
尋
常
科
を
義
務
教
育
と
す
。

網
走
警
察
署
紋
別
分
署
設
置
。

111
四
月
市
町
村
制
公
布
さ
る
。

湧
別
原
野
殖
民
地に
選
定
さる
。
二月
一
一日
大
日
本
帝
国
憲
法
発
布。
四
月
市
町
村
制
施
行
さ
る
。
六

月
網
走
・
旭
川
間
中
央
道
路
の
仮
道
路
開
削、
一〇
月
旭
川
側
よ
り
道
路工
事
着
工
。

一〇
月
三
〇
日
教
育
に
関
す
る
勅
語
発
布。

湧
別
原
野
殖
民
地
区
画
設
定
。
四
月
中
央
道
路
(網
走
・
北
見
峠
間)
開
削
に
着
手、
一一
月
完
成、
こ

と
に
網
走
・
旭
川
間
は
全
通
し
た、
こ
の
間
網
走
分
監
の
囚
人
水
腫
症
に
か
か
り
多
数
の
死
亡
者
出
す
。

紋
別
警
察
分
署
湧
別
巡
査
駐
在
所
設
置
さ
る
。
九
月
中
央
道
路
の
改
良
工
事
を
施
工
す
。

三
月
小
包
郵
便
開
始
さ
る
。
四
月
八
号
駅
通
設
置
さ
れ
中
沢
沢
治
取
扱
人
と
し
て
着
任
す、
中
沢
沢
治
駅

适
敷
地
内
に
野
菜
を
栽
培
す
、
こ
れ
白
滝
に
お
け
る
農
耕の
初
め
な
り
。
一二
月
湧
別
原
野
殖
民
地
の
貸

付
告
示
さ
る
。

三
月
三
一
日
鉄
道
の
国
有
化
決
定
。
五
月
第
七
師
団
創
設
さ
れ
一
一月
屯
田
兵
司
令
部
七
師
団
に
吸
収
さ

る
。
五
月
北
海
道
区
制、
北
海
道
一、
二
級
町
村
制
公
布
さ
る
。
湧
別
屯
田
兵
二
百
戸
移
住
す。
六
月
湧
別
村

戸
長
役
場
を
湧
別
浜
に
設
け
白
滝
も
管
轄
下
と
な
る
。一〇

月
郡
役
所
を
廃
し
て
十
八
の
支
庁
お
か
れ
る
。

一
月
本
道
全
域
に
徴
兵
令
施
行
さ
る
。
七
月
札
幌
・
旭
川
間
鉄
道
全
通
に
よ
っ
て
中
央
道
路
郵
便
通
送
路

線
と
な
る
。
九
月
湧
別
屯
田
第
二
陣
一
一九
戸
移
住
す

五
月
一
六
日
札
幌
・
小
樽
間
に
本
道
初の
電
話
開
通
す
。
一〇
月
札
幌、
小
樽、
函
館に
区
制
が
布
か
れ

る
。
石
北
峠
休
泊
所
設
置
さ
れ
石
上
藤
蔵
取
扱人
と
な
る
。

八
月
網
走
警
察
署
湧
別
分
署
と
し
て
昇
格
さ
る
。八
月
一〇
日
第
一
回
北
海
道
議
会
議
員
選
挙
執
行
さ
る
。

三
月
官
設
北
見
峠
駅
通
所
開
設、
取
扱
人
中
沢
兼三
郎
。
春
、
旧
白
滝
一
七
号
に
石
上
藤
蔵
特
願
入
植、

開
拓
農
家
の
第
一号
な
り
。

年
表

一
九
〇
二

一九
〇
一

一九
〇
〇

一八
九
八

一八
九
七

一八
九
六

一八
九
三

一八
九
二

一八
九
一

一八
九
〇

一八
八
九

一八
八
八

一八
八
七

一八
八
六

一八
八
三

一八
八
二

明
治

三三五

三
三

三 三〇 二
九

二
六
二
五

二
四
二三 二
二

二〇 一九 一六 一五
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年

表

で
き

と

五六四

石
上
藤
蔵
本
村
最
初
の
ハ
ッ
カ
耕
作
を
な
せ
り
。
白
滝
原
野
殖
民
地
区
画
測
設
行
な
わる
。
四
月
屯
田
兵

制
度
廃
止
と
な
る
。

二
月
旧
白
滝、
下
白
滝
一
帯
の
白
滝
原
野
解
放
さ
る
。
一〇
月
旭
川
・
名
寄
間
鉄
道
開
通
に
よ
っ
て
通
送

路
線
は
名
寄
経
由
に
変
更
さ
れ
中
央
道
路
の
通
送
路
線
は
廃
止
と
な
る
。

四
月
一
日戸
長
制
度
廃
止
と
な
る
、
二
級
町
村
制
施
行
に
よ
っ
て
湧
別
村
も
二
級
町
村
と
し
て
衣
が
え
す

る
。
小
学
校
令
の
改
正
に
よ
っ
て
尋
常
科
を
六
ヵ
年
の
義
務
教
育
と
し
高
等
科
は
二
年
な
いし
三
年
と
す
。
六

月
中
央
道
路
仮
定
県
道と
な
る
。
九
月
一
六
日
紋
別
警
察
署
湧
別
分
署
遠
軽
巡
査
駐
在
所
設
置。

旧
白
滝
に
山
本
治
作
入
植
す
開
拓
農
家
の
第
二
号
な
り、
石
上
藤
蔵二
股
渡
船
(東
区
)
の
渡
し
守
り
を

す
る
。

宮
城
県
人
太
田
熊
吉、
菊
地
長
治
、
青
山
右
近、
吾
妻
祝
吉、
内
田三
蔵、
岩
手
県
人
小
笠
原
伊
勢
松
ら

旧
白
滝
に
入
植
す
。
四
月
一
日
湧
別
原
野
基
線
六
号
線
以
南
を
上
湧
別
村
と
し
母
村
を
下
湧
別
村
と
す
、

白
滝
は
上
湧
別
村
下
に
入
る
。
五
月
五
日
上
湧
別
村
を
一
四
部
に
分
ち
各
部
に
部
長
が
お
か
れ
た
、
白
滝

は
第
一
二
部
に
入
る
。

三
月
紀
州
団
体
五
四
戸
白
滝、
上
白
滝
に
入
植
(総
代
人
植
芝
盛
平
)
の
ち
白
滝
に
お
け
る
開
基
と
さ
れ

る
。
七
月
三
〇
日
明
治
天
皇
崩
御。

二
月
白
滝
部
落
独
立、
部
長
植
芝
盛
平
と
な
る
。
三
月
秋
田
館
合
団
体
(総
代
人
佐
木々三
之
助)
一四

戸
支
湧
別
へ入
地。
四月
秋
田
稲
庭
団
体
(総
代
人
佐
藤
平
一
郎)一
一
戸
支
湧
別
へ
入
地。
四
月
石
上
、

太
田、
菊
地
ら
旧
白
滝
住
民
の
総
力
で
私
立
旧
白
滝
教
授
場
を
開
設
す
。
五
月
宮
城
団
体
(総
代
人
菅
原

久
蔵
)
一〇
戸
奥
白
滝
へ
入
地。
福
島
団
体
(総
代
人
大
庭
重
次)
一八
戸
奥
白
滝
へ入
地。
六
月
一
九

日
白
滝
二
股
に
白
滝
教
授
場
開
所。
一〇
月
奈
良
団
体
(総
代
人
井
村
謙二
)
一
一戸
支
湧
別
へ
入
地。

秋
、
上
湧
別
村
衛
生
組
合
白
滝
衛
生
組
誕
生。
全
道
大
凶
作
に
見
舞
わる
。

二
股
市
街
に
白
滝
初
の
開
業
医
(赤
坂
医
院)
開
設
さ
る
。
二月
山
形
団
体
(総
代
人
五
十
嵐
長
五
郎)

一五戸
奥
白
滝
へ
入
地。
三月
福
島
団
体
(総
代
人
古
関
六
兵
衛)
一五
戸
奥
白
滝
へ入
地。
長
野
団
体

(総
代人
辻
喜
一
郎)

一〇
戸
上
支
湧
別
へ
入
地。
七
月
一
七
日
旧
白
滝
私
立
教
授
場
公
立
と
し
て
認
可

西一九
一
四

一九
一
三

一九
一
二

一九
一〇

一九
〇
九

一九
〇
七

一九
〇
六

一九
〇
四

一九
〇
三

暦

〃 大” "

明
治 年

正
号

三
四

二 元五
四三 四
二 四〇 三
九

三
七

三
六
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年

表

一九
二
三

一
九
二
二

一九
二
〇

一九
一
九

一九
一八

一九
一七

一九
一
六

一九
一五

大
正

一
二

一 九 八八 七 六 五

四
さ
る
。
春、
上
白
滝
倉
橋
伝三
郎
切
手
売
捌
所
を
は
じ
める
。

一
月
一
一日
奥
白
滝
に
滝
ノ
上
教
授
場
開
所
。
三
月
白
滝
原
野
三
部
落
に
分
れ二
股
東
海
林
専
太
郎、
支

湧
別
三
石
音
次
郎、
上
白
滝
倉
橋
伝三
郎
各
部
長
と
な
る
。
四
月
一
日
網
走
警
察
署
湧
別
分
署
白
滝
巡
査

駐
在
所
設
置
。
夏
、
白
滝
原
野
刈
分
け
道
路
(支
湧
別
道
路)
完
成。
七
月
一
九
日
上
支
湧
別
教
授
場
開

所
。
一二
月
二
四
日
道
庁
指
令
第
八
五
六
二
号
を
も
っ
て
「滝
ノ
上
」
を
「上
白
滝
」
と
改
正
さ
る
。

沼
田
外
次
郎
上
支
湧
別
で
水
稲
を
試
作
す
。
四
月
一
日
白
滝
に
網
走
営
林
署
白
滝
保
護
区
員
駐
在
所
設

置
。
奥
白
滝
部
落
独
立、
部
長
岸
利
七
。
五
月
井
村
謙
二
ら
の
尽
力
で
支
湧
別
五
線
に
私
立
支
湧
別
教
授

場
開
設
す。

一〇
月
滝
ノ
上
教
授
場
を
上
白
滝
教
授
場
と
改
称
す
。
一一
月
支
湧
別
に
家
庭
学
校
分
校
建

設
さ
れ
少
年
矯
護
の
任
に
当
た
っ
た
。
一
一月
三
〇
日
白
滝
原
野
道
路
(支
湧
別
道
路)
開
削
さ
る
。

菊
地
善
吾
除
虫
菊
を
試
作
す
。
三
月
上
支
湧
別
部
落
独
立
、
部
長
三
石
音
次
郎
と
な
る
。
五
月二
三
日
白

滝
大
山
火
発
生、
焼
失
戸
数
二
五〇
余
戸、
焼
死
者三
名、
重
軽
傷
者二
五
名、
損
害
額
三
〇
万
円
に
な

ん
な
ん
と
す
。
一二
月
一日
白
滝
郵
便
局
設
置
さ
る
。

二
股
市
街
に
白
滝
最
初
の
獣
医
(菊
地
清
治)
開
業
す
。
佐
藤
平
一
郎、
金枝
兵
重
リ
ン
ゴ
栽
培
を
な
す
。

二
月
旧
白
滝
部
落
独
立
、
部
長
新
保
国
平
と
な
る
。
五
月
上
湧
別
村
白
滝
公
立
消
防
組
を
二
股
市
街
に
設

置
、
消
防
後
援
会
設
立
。
六
月
上
湧
別
第
五
回
村
議
会
選
挙
に
植
芝
盛
平
当
選
、
白
滝
選
出
初
の
議
員
と

な
る
。
六
月
一二
日
小
島
寛
一
郎
奥
白
滝
に
硫
黄
鉱
泉
の
免
許
を
と
る
。
六
月
二
〇
日
上
白
滝
教
授
場
を

奥
白
滝
尋
常
小
学
校
に
昇
格。
七
月
一
一日
支
湧
別
教
授
場
小
学
校
に
昇
格
す
。
八
月
二
八
日
白
滝
教
授

場
尋
常
小
学
校
に
昇
格、
旧
白
滝
特
別
教
授
場
は
白
滝
尋
常
小
学
校
の
所
属
と
な
る。
九
月
岡
本
幸
八
、

岡
崎
儀
蔵
、
宮
本
辰
八、山

本
善
七
ら
共
同
経
営
の
澱
粉
工
場
操
業
、
白
滝
最
初
の
澱
粉
生
産
な
り
。
一〇

月
一
一日
東
白
滝
教
授
場
開
所。

四
月
一
日
上
湧
別
村
から
遠
軽
村
分
村、
白
滝
は
遠
軽
村の
行
政下
と
な
る
。
五
月
一
日
第
一
回
遠
軽
村

議
会
議
員
選
挙
執
行、
白
滝
よ
り
佐
藤
勇
次
郎、
岸
利
七
当
選
。
六
月
在
郷
軍
人
会
遠
軽
村
白
滝
西
分
会

結
成
す。

六
月
一
〇
日
を
時
の
記
念
日
と
定
む。
一〇
月
一日
第
一
回
国
勢
調
査行
な
わ
れ
る
。

二
月
天
狗
沢
よ
り
中
央
道
路
(現
主
要
道
道
遠
軽
上
川
線)
に
抜
け
る
幹
線
道
路
(延
四、六

八
〇
M)が

白
滝
初
の
村
道
(遠
軽
所
管
当
時
)、と
認
定
さ
る
。
五
月
上
川
遠
軽
間
鉄
道
の
実
測
着
手
。

支
湧
別
信
用
販
売
購
買
利
用
組
合
設
立。
遠
軽
白
滝
道
路
改
良
期
成
会
結
成
さ
る
。

五六五
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一四

1
111

四
月
白
滝
尋
常
小
学
校
に
高
等
科
併
置
さ
る
。
一
一月
一
〇
日
市
原
多
賀
吉
を
団
長
と
す
る
五三
名
の
石

北
線
速
成
請
願
団
(南
瓜
団
体)
上
京
出
発
(二
三
日
東
京
で
解
散
)

一
月
一
日
遠
軽
村
よ
り
生
田
原
分
村
す
。
九
月
三
〇
日
遠
軽
・
丸
瀬
布
間
鉄
道
線
路
選
定
認
可
な
る
(一

一
月
一
六
日
遠
軽
か
ら
路
盤
工
事
は
じ
ま
る
)。

五
月
二
四
日
糸
屋
銀
行
金
融
恐
慌
に
あ
い
閉
鎖
(遠
軽
出
張
所
ま
た
同
じ
)。
六
月
遠
軽
巡
査
部
長
派
出

所
が
警
察
署
に
昇
格
し
そ
の
配
下
と
なる
。
七
月
一
日
白
滝
尋
常
小
学
校
に
青
年
訓
練
所
併
置
す。
一
一

月
五
日
丸
瀬
布
・
白
滝
間
鉄
道
選
定
認
可
さる

(昭
和
二
年
一月
一六
日
丸
瀬
布下
白
滝
間
工
事
着
工)。

一二
月
二
五
日
大
正
天
皇
崩
御
。

白
滝
火
災
予
防
組
合
誕
生
。
一〇
月
一〇
日
遠
軽
・
丸
瀬
布
間
鉄
道
開
通
。

白
滝
信
用
販
売
購
買
利
用
組
合
組
織
さ
る
。
八
月
一
二
日
丸
瀬
布
・
白
滝
間
鉄
道
開
通、
白
滝
駅、
下
白

滝
駅
開
駅、
白
滝
線
路
分
区
業
務
開
始、
白
滝
機
関
車
給
炭
水
所
業
務
開
始
。
九
月
由
西
出
運
送
店
開
業

す
。
一
一月
上
支
湧
別
青
年
団
乾
電
池
式
ラ
ジ
オ
購
入
、
白
滝
最
初
の
ラ
ジ
オ
な
り
。

九
月
道
路
愛
護
デ
ー
を
決
め
る
(遠
軽
村)。

九
月
二
三
日
北
海
道
農
産
物
検
査
所
白
滝
派
出
所
設
置
さ

る
。
一
月
上
海
事
変
勃
発。
一〇
月
一
日
石
北
線
全
線
開
通
、
上
白
滝、
奧
白
滝
駅
開
駅、
奧
白
滝
線
路
分
区

業
務
開
始。

個
白
滝
運
送
店
開
業
す
。
八
月
一
二
日
白
滝
中
心
街
一〇
棟
一
一戸
を
焼
失
。

三
月
支
湧
別
川
向
い
開
拓
移
住
民二
四
戸
入
る
。
四
月
一
日
遠
軽
町
制
施
行
。
丸
瀬
布
白
滝
一
丸
と
し
た

分
村
問
題
が
出
た
が
自
然
消
滅
と
な
る
。
四
月
白
滝
産
業
組
合
設
立
。
六
月三
〇
日
第
一
回
遠
軽
町
議
選

執
行、
白
滝
よ
り
中
山
徳
蔵、
鈴
木
富
治、
井
村
謙
二
当
選
す
。
七
月
二
五
日
白
滝
部
落
規
約
を
設
定
す
。

秋
、
奥
白
滝
高
台
水
路
施
設
完
成。

一
月
遠
軽
町
道
路
愛
護
組
合
を
組
織
す
。
四
月
一
日
白
滝
林
産
物
検
査
員
駐
在
所
設
置
(昭
和
四二
年
三

月
閉
鎖
と
な
る
)。
八
月
一
日
青
年
訓
練
所
を
白
滝
青
年
学
校
と
改
称
す
。
旧
白
滝
ホ
ロ
カ
ユー
ベ
ッ川

上
流
に
埋
蔵
す
る
硅
酸
白
土
採
掘
始
ま
る
。

三
月
天
狗
沢
移
住
民
三
三
戸
入
る
。
四
月
二
一
日
旧
白
滝
特
別
教
授
場
は
尋
常
小
学
校
と
し
て
独
立
す
。

五六六
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六 五

一
四 一三 三 一

五
月
二
〇
日
東
白
滝
教
授
場
が
尋
常
小
学
校
に
昇
格。
夏
、
奥
白
滝
農
村
電
化
施
設
さ
る
。

三
月
支
湧
別
五
線
沢
開
拓
移
住
民
二
〇
戸
入
植
す
。
四
月
一
日
支
湧
別
尋
常
小
学
校
を
尋
常
高
等
小
学
校

と
改
称
す
。
七
月
奥
白
滝
森
林
保
護
区
員
駐
在
所
設
置
さ
る
。
九
月
二
二
日
白
滝
郵
便
局
電
信
電
話
事
務

開
始
。
一〇
月
遠
軽
町
銃
後
奉
公
会
結
成
さ
る
。
秋
、
東
白
滝
雑
用
水
路
施
設
完
成
。

北
海
道
猟
友
会
遠
軽
支
部
白
滝
分
会
結
成
さ
れ
る
。
四
月
農
地
調
整
法
に
よ
って
農
地
委
員
会
制
度
で
き

る
(太
平
洋
戦
争
に
よ
って
空
転
す
)。

一
月
白
滝
に
国
民
貯
蓄
組合
結
成
さ
る
。
丸
瀬
布
住
民
分
村
問
題
を
議
し
た
が
白
滝
住
民
反
対
す
。
一月

二
四
日
警
防
団
令
の
公
布
に
よ
り
消
防
組
と
防
護
団
が
合
体
し
警
防
団
と
な
る
。

一
月
支
湧
別
青
年
学
校
設
置
。

小
学
校
を
国
民
学
校
と
改
称
す
。
四
月
遠
軽
産
業
組
合
白
滝
事
務
所
と
改
称
さ
る
。
戦
時
生
活
必
需
物
資

統
制
令
に
よ
り
あ
ら
ゆ
る
物
資
の
切
符
制
・
通
帳
制
が
実
施
さ
る
。
六
月
一
日
白
滝
官
行
斫
伐
事
業
所
白

滝
市
街
に
設
置
。
九
月
丸
瀬
布、
白
滝
を
一
つに
し
た
分
村
問
題
再
燃
す
る
も
役
場
庁
舎
設
置
に
つ
い
て

意
見
が
合
わ
ず
否
決
す
。
一一
月
上
支
湧
別
電
気
利
用
組
合
の
力
に
よ
り
上
支
湧
別
点
灯
さ
る
。
一二
月

八
日
太
平
洋
戦
争
勃
発
す
。

一
月
一〇
日
遠
軽
町
役
場
白
滝
出
張
所
設
置
さ
る、
初
代
出
張
所
長
小
沢
喜
誠
。
五
月
一日
支
湧
別
青
年

学
校
を
白
滝
青
年
学
校
に
吸
収
統
合
す
。
春
、
家
庭
学
校
支
湧
別
第
二
農
場
自
作
農
創
設
す
。

遠
軽
町
農
業
会
白
滝
支
所
と
衣
替
え
さ
る
。
従
来
の
各
運
送
店
は
日
本
通
運
株
式
会
社
遠
軽
支
店
お
よ
び

旭
川
支
店
の
傘
下
に
入
る
。

二月
八
日
本
村
初の
電
話
交
換
事
務
開
始
さ
る
(電
話
施
設
家
庭三
戸)。

三
月
白
滝
発
電
所
設
置
さ
れ

市
街
地
区
に
電
気
の
供
給
始
め
る
。
六
月
日
本
義
勇
隊
遠
軽
大
隊
白
滝
中
隊
編
成
さ
る
。
八
月
一
五
日
日

本
無
条
件
降
伏
す
。
一〇
月
丸
瀬
布、白

滝
を二
分
割
し
た
分
村
問
題
起
き
る
。
一
一月
三
〇
日
丸
瀬
布、

白
滝
両
地
区
代
表
網
走
支
庁
に
分
村
を
陳
情す
る
。
一二
月
選
挙
法
の
改
正
に
よ
っ
て
婦
人
の
参
政
権
認

め
ら
る
。

教
育
に
関
す
る
勅
語
が
廃
止
さ
れ
る
。
一月
一
三
日
白
滝
地
区
住
民
大
会
を
開
き
分
村
の
議
決
を
な
す
。

二
月
金
融
緊
急
措
置
に
よ
っ
て
新
円
に
切
替
え
ら
る
。
二
月
二
六
日
遠
軽
町
議
会
に
お
い
て
丸
瀬
布、
白

滝
分
村
の
件
可
決
す
。
四
月
二
六
日
住
民
代
表
北
海
道
庁
に
対
し
分
村
の
陳
情
を
な
す
。
七
月
二
六
日
道

庁
告
示
第
五
二
三
号
で
丸
瀬
布
、
白
滝
の
分
村
告
示
さ
る
。
八
月
一
日
白
滝
村
設
置
。
一〇
月
一
日
白
滝

五六七
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村
民
生
委
員
協
議
会
を
設
置
す。
一
一月
三
日
新憲
法
発
布。

二
月
旧
白
滝
農
村
電
化
さ
る
。
二月
一
一日
旧
白
滝
臨
時
乗
降
場
使
用
開
始
さ
る
。三
月
駅
通
所
規
程
全

廃
す。
日
本
赤
十
字
社
白
滝
分
区
設
置
。
教
育
基
本
法
公
布
さ
れ
国
民
学
校
は
小
学
校
と
な
り、
三
年
制

新
制
中
学
が
施
行
さ
れ
義
務
教
育
と
す
。
青
年
学
校
廃
止
さ
る
。
四
月
白
滝
村
選
挙
管
理委
員
会
設
置

す
。
消
防
法
の
制
定
に
よ
り
全
国
一
斉
に
消
防
団
と
改
称
さ
る
。
火
災
予
防
組
合
を
廃し
火
防
衛
生
組
合

発
足。
森
林
愛
護
組
合
発
足
。
四
月
一
日
白
滝
国
民
学
校
を
村
立
白
滝
小
学
校
と
、
支
湧
別
国
民
学
校
を

村
立
支
湧
別
小
学
校
と、
旧
白
滝
国
民
学
校
を
村
立
旧
白
滝
小
学
校
と
、
東
白
滝
国
民
学
校
を
村
立
東
白

滝
小
学
校
と、
奥
白
滝
国
民
学
校
を
村
立
奥
白
滝
小
学
校
と
改
称
す
。
四
月
五
日
初
代
村
長
選
挙
執
行
小

出
月
江
無
投
票
当
選
。
四
月
三
〇
日
第
一
回
村
議
会
議
員
選
挙
執
行
。
五
月
一
日
白
滝
中
学
校
お
よ
び
支

湧
別
分
校
設
置。
五
月
三
〇
日
第
一
回
村
議
会
開
催
布
田
富
蔵
議
長
と
な
る
。
助
役三
木
克
己
、
収
入
役

石
渡
寛
蔵
。
八
月
一二
日
一
九
輛
編
成
貨
物
列
車
下
白
滝
駅
に
て
炎
上
暴
走、
瀬
戸
瀬
付
近
に
て
脱
線
転

覆
す
。
九
月
一
日
支
湧
別
中
学
校
が
白
滝
中
学
校
よ
り
は
な
れ
支
湧
別
小
学
校
併
置
中
学
と
な
る
。
九
月

白
滝
村
食
糧
調
整委
員
選
任
さ
る
。
一〇
月
二
二
日
白
滝
村
森
林
組
合
設
立。

二
月
一
一日
村
立
農
業
畜
産
試
験
場
開
設
。
三
月
上
白
滝
農
村
電
化
さ
る
。
四
月
二
四
日
白
滝
農
業
協
同

組
合、
農
業
共
済
組
合
設
立
す
。
七
月
一
日
村
立
文
化
女
塾
設
置
さ
る
、
同
時
に
羊
毛
加
工
研
究
所
開
設

さ
る
(昭
和二
六
年三
月
閉
鎖
す)。

七月
一
五
日
教
育
委
員
会
法
制定
さ
る
。
七月
市
街
地に
木
柱の

街
路
灯
建
設
さ
れ
自
警
組
合
を
結
成
す
(昭
和二
六
年
自
警
組
合
解
散)。

八
月
白
滝
警
防
団
を
白
滝
消

防
団
と
改
称
し
本
部
を
白
滝
に、
第
一
分
団
白
滝、
第
二
分
団
支
湧
別、
第
三
分
団
奥
白
滝
に
お
く
。
白

滝
村
農
業
改
良
委
員
選
任
さ
る
。
九
月
白
滝
村
国
民
健
康
保
険
事
業
運
用
開
始
(
昭
和二
六
年
三
月
一
時

休
止
す
)。
一〇
月
一
日
白
滝
村
共
同
募
金委
員
会
設
置。

一一
月
一
日
白
滝
村
開
拓
農
業
協
同
組合
設

立
認
可
さ
る
。
十
一
月
白
滝
村
農
業
調
整
委
員
選
任
さ
る
。

四
月
三
〇
日
村
議
会
議
員
補
欠
(三
名)
選
挙
執
行。
五
月
一〇
日
網
走
発
小
樽
行
上
り
旅
客
列
車
奥
白

滝
で
脱
線
転
覆
、
即
死
二
名
重
傷
一
名
を
出
す
。
八
月
一日
白
滝
村
告
示
第
一
九
号
を
も
っ
て
村
章
を
制

定
す
。
一〇
月
一
三
日
白
滝
村
牛
馬
籍
法
公
布
施
行
(昭
和
四
四
年
四
月
一
日
廃
止
す
)。

白
滝
酪
農
組
合
設
立
。
四
月
一
日
道
立
白
滝
診
療
所
設
置
さ
る
。
村
立
伝
染
病
隔
離
病
舎
新
設
さ
る
。
八
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三二 三 三
〇

二
九

二
八

二
七

二
六

月
警
察
予
備
隊
発
足
す
。
一〇
月
三
〇
日
学
校
統
合
の
た
め
奥
白
滝
小
学
校、
東
白
滝
小
学
校
と
と
も
に

閉
校
す
。
一
一月
一
日
三
和
小
学
校
設
置。

四
月
農
業
委
員
会
義
務
設
置
と
な
る
。
四
月
一日
支
湧
別
中
学
校
独
立
す
。
三
和
中
学
校
設
置
。
四
月
二

三
日
第
二
回
村
長
選
挙
執
行
小
出
月
江
再
選
さ
る
。
第
二
回
村
議
会
議
員
選
挙
執
行
。
五
月
白
滝
村
社
会

教
育
委
員
制
度
発
足
。
八
月
支
湧
別
川
向
い
高
台
地
区
簡
易
水
道
布
設
す
。
九
月
白
滝
村
社
会
福
祉
協
議

会
を
結
成
す
。

一
月
三
一
日
白
滝
原
野
道
路
(支
湧
別
道
路
)
と
支
湧
別
川
沿
道
路
甲
線
と
合
わ
せ
て
営
林
署
併
用
林
道

と
な
る
。
一月
支
湧
別
中
学
校
独
立
校
舎
落
成
式
挙
行。
四
月
白
滝
村
山
火
予
消
防
対
策
協
議
会
発
足
。

五
月
一
五
日
村
立
文
化
女
塾
は
村
立
白
滝
文
化
女
塾
各
種
学
校
と
し
て正
式
認
可
さ
る
。
八
月
警
察
予
備

隊
を
保
安
隊
と
改
称。
九
月
遠
軽
信
用
金
庫
白
滝
出
張
所
設
置
(昭
和
三
三
年
五
月
白
滝
支
店
に
昇
格)。

九
月
二
八
日
村
営
発
電
所
完
成し
全
村
く
ま
な
く
電
化
と
な
る
。一
一月
一
日
白
滝
村
教
育
委
員
会
発
足
。

三
月
村
立上
白
滝
集
乳
所
設
置
(昭
和
四〇
年
廃
止
す)。

一
一月
一
日
文
化
女
塾
各
種
学
校
は
村
立
白

滝
技
芸
専
門
学
校
と
改
称
す
。
一
一月
白
滝
荼
毘
場
設
置
。

一
月
一
八
日
中
山
徳
蔵
第
二
代
議
長
と
な
る
。
五
月
二
五
日
第
五
回
臨
時
村
議
会
に
お
い
て
丸
瀬
布、
白

滝
の
合
併
問
題
出
る
も
否
決
さ
る
。
七
月
一
日
白
滝
巡
査
駐
在
所
が
巡
査
部
長
派
出
所
に
昇
格
さ
る
。
七

月
五
日
白
滝
営
林
署
設
置
さ
る
。
七
月
保
安
隊
が
自
衛
隊
と
改
称。
九
月
一五
号
台
風
に
よ
り
国
有
林
お

よ
そ
五
万
九
千
石
の
風
倒
木
を
出
す
(白
滝
営
林
署
事
業
区
内)。

日
通
白
滝
営
業
所
を
除く
下
白
滝、
上
白
滝、
奥
白
滝
の
各
営
業
所
は
請
負
制
度
と
な
る
。
四
月
四
日
白

滝
市
街
中心
商
店
街
七
棟
を
焼
失。
四
月
三
〇
日
第
三
回
村
長
選
挙、
小
出
月
江
無
投
票
当
選
(三
選)、

第
三
回
村
議
会
議
員
選
挙
執
行
。
五
月
一
八
日
丹
羽
実
市
第三
代
議
長
と
な
る
。
六
月
村
有
林
野
経
営
審

議
委
員
会
設
置
。
八
月
石
器
時
代
の
白
滝
遺
跡
が
上
白
滝
河
岸
段
丘
の
一
部
で
初
め
て
発
掘
さ
れ
た
。
一

一
月
白
滝
技
芸
専
門
学
校
上
支
湧
別
分
校
設
置
。

一
月
二
〇
日
三
和
小
中
学
校子
供
郵
便
局
発
足
す
。
九
月
全
村
に
ラ
ジ
オ
共
同
聴
取
施
設
工
事
完
了
(昭

和
三
四
年
九
月
廃
止)。

一〇
月
白
滝
初
の
公
営
住
宅
十
戸
西
区
に
建
設
さ
る
。

日
下
忠
真
珠
岩
試
掘
許
可
を
と
り
企
業
の
第
一
歩
を
踏
み
出
す
。
遠
藤
幸
治、
広
田
寛
治、
山
本
善
七
白

滝
最
初
の
テ
レ
ビ
取
付
け
る
。
一二
月
一
日
村
営
発
電
所
の
送
電
施
設
北
電
に
移
譲。
一
二
月
二
〇
日
白

滝
温
泉
ホ
テ
ル
村
営
に
よ
っ
て
開
業。

五六九



年一九
六
四

一九
六
三

一九
六二

一九
六
一

一九
六〇

一九
五
九

一九
五
八

西
暦

表

昭

年

和

号三
九

三八

三
七

三
六

三
五

三
四

三
三

天
狗
平
東
白
滝
地
区
簡
易
水
道
と
な
る
。
三
月
白
滝
温
泉
民
営
に
移
す
。
四
月
白
滝
村
道
路
愛
護
共
励
会

発
足。
四
月三
〇
日
渡
辺
要
第二
代
村長
と
な
る
(無
投
票
)。
七
月
一五
日
白
滝
小
学
校
子
供
郵
便
局

発
足
す
。
九
月
一
日
白
滝
季
節
保
育
所
開
所。
秋
、
上
支
湧
別
火
葬
場
設
置
。

四
月
三
〇
日
第
四
回
村
議
会
議
員
選
挙
執
行。
六
月
一
五
日
株
式
会
社
林
産
組
合
設
立
す
。
七
月三
一
日

白
滝
総
合
グ
ラ
ウン
ド
完
成。
一〇
月
一日
上
支
湧
別
簡
易
郵
便
局
開
局
す。

一
月
一〇
日
広
報
白
滝
第
一
号
発
行
さ
る
。
四
月
一
日
斎
藤
秀
信
助
役
と
な
る
。
国
民
健
康
保
険
事
業
再

開
さ
る
。
六
月
温
泉
ホ
テ
ル
を
村
営
と
す
る
。
六
月
二
〇
日
遠
軽
・
白
滝
間
北
見
バ
スの
運
行
始
ま
る
。

七
月
二
一
日
国
道
三
九
号
線
は
一
部
変
更
あ
り
遠
軽・
上
川
間
は
主
要
道
道
遠
軽
上
川
線
と
な
る
。
八
月

二
五
日
遠
軽
ハ
イ
ヤ
ー
白
滝
営
業
所
開
設
さ
る
。
一〇
月
一
日
国
民
年
金
受
付
け
開
始
す
。
一
一月
白
滝

技
芸
専
門
学
校
廃
校
。

六
月
遠
軽
地
区
防
犯
協
会
白
滝
支
部
設
立
。
市
街
地
全
域
を
特
別
清
掃
地
域
と
し
て
道
の
指
定
を
う
く
。

八
月
七
日
山
内
晴
雄
助
役
と
な
る
。
八
月二
五
日
白
滝
青
年
研
修
所
落
成。
九
月
九
日
開
村
満
十
五
周
年

記
念
式
典
白
滝
中
学
校
体
育
館
に
お
い
て
挙
行
。

三
月
三
〇
日
白
滝
村
商
工
会
設
立
さ
る
。
四
月
一
日
白
滝
テ
レ
ビ
共
同
聴
視
施
設
組
合
設
立
さ
る
。
四
月

二二
日
第
五
回
村
長
選
挙
執
行、
渡
辺
要
再
選
さ
る
。
四
月
表
彰
審
査
委
員
会
設
置
す
。
五
月
青
少
年
問

題
協
議
会
結
成。
七
月
二
二
日
村
議
会
議
員
補
欠
(三
名)
選
挙
執
行。
八
月
一
日
開
基
満
五
十
周
年
記

念
式
典、
白
滝
小
学
校
創
立
五〇
周
年、
石
北
線
全
通
三
〇
周
年
記
念
式
典
白
滝
小
学
校
体
育
館
に
お
い

て
挙
行
。
八
月
台
風
九
号
に
よ
る
水
害
で
被
害
総
額
お
よ
そ
四
千
万
円
に
達
す
。
九
月
一〇
日
上
支
湧
別

青
年
研
修
所
落
成。

一〇
月
白
滝
初
の
道
路
補
装、
市
街
地
一、〇
〇
〇
が
施
行。

一
一月
市
街
地
に
防

犯
水
銀
灯
設
置
。

四
月
三
〇
日
第
五
回
村
議
会
議
員
選
挙
執
行
。
九
月
白
滝
老
人
クラ
ブ
結
成
さ
る
。
一〇
月
天
狗
平
開
拓

地
婦
人
ホ
ー
ム
落
成。

一二
月
白
滝
市
街
簡
易
水
道
工
事
完
成。

一
月
一
日
白
滝
市
街
簡
易
水
道
通
水。
四
月
一
日
旧
白
滝
小
学
校
廃
校
と
な
り
白
滝
小
学
校
に
統
合
す
。

七
月
村
内
十
八
カ
所
に
防
犯
連
絡
所
設
置。
一〇
月三
日
白
滝の
流
紋
岩
球
顆
北
海
道天
記
念
物
と
し
て

指
定
。
一〇
月
白
滝
季
節
保
育
所
よ
り
集
団
赤
痢
発
生
、
直
性
疑
似
合
せて
一
一
五
名
に
達
す。
東
白
滝

五七0
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年

一九
七
〇

一九
六
九

一九
六
八

一九
六
七

一九
六
六

一九
六
五

表

"

四
五

四
四

四
三

四
二

四
一

昭
和

四
〇

地
区
村
営
牧
野
造
成
さる
。

五
月
支
湧
別
地
区
季
節
保
育
所
開
所。
六
月
白
滝
村
自
衛
隊
協
力
会
発
足
。
九
月
二
十
日
交
通
安
全
宣
言

の
村
と
号
す
。
一〇
月
遠
軽
信
用
金
庫
よ
り
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
一輛
寄
贈
さ
る
。
一〇
月
道
庁
は
ひ
ら

や
ま
地
域
を
鳥
獣
保
護
区
と
指
定
す
。
一〇
月
二
十
四
日
第
三
代
村
長
国
松
一
敏
無
投
票
当
選
。
村
議
会

議
員
補
欠
(一
名
)
選
挙
執
行
。
一〇
月
三
〇
日
母
と
子
の
家
建
設
さ
る
。

三
月
三
一
日
営
林
署
併
用
林
道
(支
湧
別
道
路)
が
道
道
白
滝
原
野
白
滝
停
車
場
線
と
な
る
。
四
月
母
と

子
の
家
を
白
滝
へ
き
地
保
育
所
と
す
る
。
火
防
衛
生
組
合
から
衛
生
組
合
独
立
す
。
六
月
白
滝
村
体
育
協

会
設
立
さ
る
。
七
月
白
滝
村
青
少
年
生
活
信
条
制
定
。
八
月
一
日
開
基
五
五
周
年・
開
村
二
〇
周
年
・
白

滝
中
学
校
創
立二
〇
周
年
記
念
式
典
挙
行。
九
月
白
滝
温
泉
ホ
テル
札
幌
月
寒
学
院
に
譲
渡
す
。
永
久
選

挙
人
名
簿
制
度
採
用
さ
る
。
一二
月
旧
白
滝
生
活
セン
ター
開
設
。
網
走
開
建
白
滝
除
雪
セ
ン
タ
ー
設

置
。
一二
月
二
四
日
山
村
振
興
法
指定
町
村
の
指
定
を
う
け
る
。

四
月
遠
軽
地
区
七
カ
町
村
し
尿
処
理
組
合
が
設
立さ
れ
白
滝
も
加
盟
す。
四
月二
八
日
第
六
回
村
議
会議

員
選
挙
執
行。
五
月
環
境
衛
生
指
導
員
制
度
を
設
く。
六
月
北
見
峠
切
替
道
路
工
事
始
ま
る
(昭
和
四
七

年
完
成
予
定
)。
九
月
無
料
母子
相
談
所
開
設
さ
る
(毎
月
第二
水
曜
日)。

九
月
二
五
日
N
H
K
中
継
の

白
滝
テ
レ
ビ
局
開
局
。
一
一月
市
街
地
区
を
四
〇
ず
スピ
ー
ド
制
限
区
域
に
指
定
(道
公
安
委
員
会
よ

り
)。
一
月
一三
日
白
滝
村
乳
牛
経
済
検
定
組
合
設
立
さ
る
。
三
月
三
一
日
中
学
校
統
合
の
た
め
支
湧
別
中
学
校

廃
校
す
。
四
月
白
滝
村
緑
化
推
進
委
員
会
発
足
。
白
滝
巡
査
部
長
派
出
所
が
警
察
官
駐
在
所
と
な
る
。
五

月
公
認
白
滝
ク
レ
ー
射
撃
場
開
設
さ
る
。
東
支
湧
別
地
区
村
営
放
牧
場
開
場
さ
る
。
一
一月
六
日
農
事
放

送
電
話
業
務
運
用
開
始。
一
一月
網
走
市二
見
ヵ
岡
に
国
道
創
設
殉
難
慰
霊
碑
建
設
さ
る
。

一
月
一日
網
走
支
庁
管
内
交
通
災
害
共
済
組合
発
足
す
。
一月
て
ん
菜
増
産
推
進
協
議
会
誕
生。
三
月
定

例
村
議
会
に
お
い
て
議
会
議
員
の
定
数
を
一
二
名
に
減
少
す
る
こ
と
を
可
決
す
(
次
回
選
挙
よ
り
運
用)。

四
月
七
日
村
内
全
校
に
学
校
給
食
開
始。
七
月
一
日
交
通
安
全
指
導
員
発
令。
一〇
月
柔
剣
道
場
建
設
さ

る
。
一〇
月
一
九
日
第
七
回
村
長
選
挙
執
行、
国
松
一
敏
無
投
票
再
選
。
村
議
会
議
員
補
欠
(
一
名)
選

挙
執
行
。
一
一月
白
滝
村
母
子
会
結
成
さ
る
。

四
月
一
日
遠
軽
町
ほ
か
三
ヵ
町
村
伝
染
病
隔
離
病
舎
組
合
に
加
入
、
こ
れ
が
た
め三
月
三
一
日
を
も
っ
て

村
立
伝
染
病
隔
離
病
舎
廃
止
と
な
る
。
北
見
バ
ス
運
休
に
よ
り
北
見
バ
ス
運
行
委
託
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
と

五七一
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西 年

一九
七
一 暦

表

昭
和

四
六

年
号

で
き

と

し
て
衣
替
え
し
村
内
を
運
行
す
。
四
月
白
滝
村
農
業
振
興
基
金
運
用
委
員
会
発
足
。
七
月
簡
易
村
営
プ
ー

ル
竣
工
。
一
一月
一〇
日
郷
土
館
建
設
さ
る
。

四
月
一
日
第
四
代
助
役
と
し
て
谷
藤
吉
雄
就
任
す
。
白
滝
中
学
校
に三
和
中
学
校
が
統
合
さ
れ
た
。
四
月

二
五
日
第
七
回
村
議
会
議
員
選
挙
執
行
(今
回
よ
り
定
員
一二
名)。

五
月
一
一日
古
関
初
夫
第
四
代
議

長
と
な
る
。

五七二



編
さ
ん
後
記

昭
和
四
十
一
年三
月
山
内
助
役
(現
・
小
清
水
町
助
役)
に
村
史
の
編
さ
ん
を
懇
願
さ
れ
一
両
日
の
思

考
期
間
を
い
た
だ
いた
後、
お引
き
受
け
い
た
す
こ
と
と
し
た
。
今
に
し
て
思
え
ばこ
の
大
事
業
を
完
遂

さ
せ
る
に
は
余り
に
も
軽
率
な
応
諾
で
あ
っ
た
よう
だ
。
史
実
に
忠
実
な
把
握
と
そ
の
年
代
的
公
信
性を

要
求
さ
れる
町
村
史
の
編
さ
ん
は、
と
て
も
私ご
と
き
浅
学
非
才
か
つ
未
経
験
者
の
手
出
し
すべ
き
も
の

で
な
か
っ
た
こ
と
を
。
四
月
一
日
付
で
嘱
託
の
辞
令
を
う
け
そ
の
第
一
歩
が
踏
み
出
さ
れ
た
わ
け
で
あ

る
が、
仕
事
を
は
じ
め
て
半
年
位
経
っ
たと
こ
ろ
で
余り
に、
そ
の
奥
の
深
さ
に
驚
き
ゅし
ま
っ
た
か
と

思
っ
た。
何
故
こ
う
し
た
難
事
業
を
引
き
受
け
て
し
ま
っ
た
かと
。

同
月
た
だ
ち
に
村
史
編
さ
ん
委
員
会
を
設
置
し
、
五
名
の
編
さ
ん
委
員
に
委
嘱
発
令
が
な
さ
れ、
翌
五

月
十
二
日
第
一
回
編
さ
ん
委
員
会
を
開
催、
執
筆
者の
立
案
に
よ
る
仮
定
方
針
を
説
明、
委
員
各
位
に
は

自
発
的
か
つ
積
極
的
な
資
料
の
収
集
方
を
依
頼し
た
の
で
あ
る
。
かく
し
て
完
結
に
向
っ
て
遠
大
な
事
業

の
第
一
歩
が
は
じ
ま
っ
た
。

分
村
以
来
日
の
浅
い
本
村
の
こ
と
と
て
、
こ
れ
ま
で
村
史
の
よ
う
な
も
の
が
編
さ
ん
さ
れ
た
こ
と
も
な

く
僅
かに
支
湧
別
小
学
校
編
(昭
和三
十
一
年
刊)「

郷
土
の
生
い
た
ち」
が
ある
の
み
で
全
く
初
めて

の
事
業で
あ
っ
た
が、
本
村
の
母
村
で
あ
っ
た
上
湧
別、
遠
軽
の
両
町
史
が
既
刊
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
資

料
不
足
の
中
に
あ
っ
て
ま
こ
と
に
貴
重
な
参
考
資
料
と
な
った。

こ
う
し
て
手
元
に
あ
る
各
市
町
村
史
の
乱
読、
図
書
館
の
歴
訪、
村
内
外
に
居
住
す
る
古
老
を
尋
ね
て

の
聴
取
作
業
等
は
長
期
間
続
け
ら
れ
た
。わ
け
て
も
今
は
他
界
さ
れ
た
が、和

歌
山
県
団
結
移
住
殖
芝
盛
平

総
代
人
を
茨
城
県
岩
間
町
に
尋
ね
激
務
の
な
か
特
に
長
時
間
に
渋
る
拝
聴
は
特
筆
すべ
き
も
の
の
一
つ
で

五七三



あ
ろ
う
。
嘱
託
と
し
て
の筆
者
は
僧
職
の
身
で
ある
関
係
上
、
朝
から
の
勤
務
は
不
可
能に
近
い、
午
前

中
早
い
とこ
ろ
寺
役
を
す
ま
せほ
と
ん
ど
が
午
後
から
の
出
勤
執
務
と
な
った
が、
こ
れ
が
所
謂
“二
足

ワ
ラ
ジ
を
は
く
ル
と
いう
も
の
で
あ
ろ
う
。

精
魂
を
傾
注
し
て
の
資
料
の
収
集
お
よ
び
執
筆
作
業
も
全
く
遅
と々
し
て
進
ま
な
い
ま
ま、
い
た
ず
ら

に
暦
年
は
進
行
し
た。
原
稿
執
筆
の
む
ず
か
し
さ
は
筆
舌
し
が
た
い
も
の
が
あ
っ
た
。
た
ど
た
ど
し
い
足

ど
り
な
が
ら
一
人
で
続
け
た
編
さ
ん
も
い
つし
か当
初
計
画
の
四
ヵ
年
の
歳
月
が
流
れ
去
り
、
未
完
の
ま

ま
延長
戦
へ
と
も
つ
れ
こ
み、
そ
の
責
任
を
痛
烈
に
感
じ
つ
つ
完
結
へ
人
知
れ
ぬ
苦
悩
と
闘
い、
遂
に
脱

稿
の
運
び
と
な
る
に
至
っ
た。
そ
し
て
去
る
五
月二
十
四
日の
第
六
回
編
さ
ん
委
員
会
に
お
い
て、
村
史

目
次
の
決
定
と
総
合
監
修
を
受
け
若
干
の
補
足
修
正
が
加
え
ら
れ、
こ
こに
五
カ
年
の
時
日
を
費
や
し
完

結
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

思
え
ば
長
い
道
中
で
あ
っ
た
が、
周
囲の
あ
た
た
か
い
理
解
と
激
励
に
よ
っ
て
質
朴
な
が
ら
も
本
書
を

ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
た
が
ま
こ
と
汗
顔
の
至
り
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
が
内
容
に
事
実
の
脱
漏
や
確
証
の

つ
か
め
得
な
か
っ
た
事
項
に
つ
い
て
は
止
む
を
得
ず
一
部
略
述
に
と
ど
め
た
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
が、
何
分

資
料
の
収
集
不
足
に
起
因
す
る
も
の
に
し
て
こ
の点
深
く
陳
謝
申
し
上
げ、
識
者
の
ご
叱
正
と
ご
批
判
を

素
直
に
お
受
け
い
た
す
所
存
で
あり
ま
す
。

思
う
に
分
村
以
来
満
二
十
五
周
年
を
迎
え
た
今
日、
日
に
月
に
進
む
過
疎
化
現
象
は
愛
郷
者
の
心
胆
を

寒
から
し
め
て
は
いる
も
の
の
、
喜
び
も
悲
し
み
も
す
べ
て
開
拓
の
汗
と
共
に
流
し
去
り
、
豊
か
な
郷
土

づ
く
り
に
一生
を
捧
げ
た
先
人
の
尊
い
心
血
は
脈
と々
し
て
今
な
お
こ
の
地に
み
な
ぎ
っ
て
い
る
こ
と
で

あ
ろ
う
。
そ
し
て
自
然
の
脅
威
を
克
服
し
つ
つ未
来
に
向
って
つ
き
る
こ
と
な
く
歩
一歩
一歩
確
か
な足

ど
り
で
前
進
し
つ
づ
け
る
本
村
に
と
っ
て、
こ
の
本
書
が
いく
ばく
な
り
と
も
心
の
糧
と
な
り
得
れ
ば
こ

れ
に
過
ぎ
る
幸
せ
は
あ
り
ま
せ
ん
。

編
さ
ん
委
員
と
委
員
会
開
催
の
経
過
を
た
ど
って
み
る
と
、

五七四



自
昭
和
四
一・
四
・
一‒‒至

昭
和
四二
・
一〇
・
二
(委
員
長
)

太 小 石 井 鈴 古 村 山
田 川 崎 田 木 関 上 内

正 瑛 光 猛 初 庄 晴

厚 実 春 一 一 夫 夫 七 雄

11 "
四
二
年
三
月
二
三
日
々

ク
四三
年
四
月
一
五
日
么

"
四
四
年三
月
二
六
日
々

四
六
年
五
月
一
九
日
々

四
六
年
五
月
二
四
日々

第
六
回

第
五
回

第
四
回

第
三
回

第
二
回

第
一
回

高
島
温村
史
編
さ
ん
委
員
会
昭
和
四
一
年
五
月
一
二
日
開
催

自
昭
和
四
六
・
四
・
一‒‒至

現
自
昭
和
四
四
・三
・
二〇
‒‒至
現

自
昭
和
四三
・
四
・

一‒‒至
現

自
昭
和
四
一
・四
・

自
昭
和
四
三
・
四
・

一‒‒至
昭
和
四
六
・
三
・三
一

一
‒‒至
昭
和
四三
・
九
・
三〇
(委
員
長)

一一
至
現

在 在在 在 在

(委
員
長
)

"

"

自
昭
和
四
一
・
四
・
一‒‒
至
昭
和
四三
・
三
・三
一

自
昭
和
四
一
・
四
・

自
昭
和
四
一
・
四
・
一‒
至
現

本
書
の
う
ち
第
一
篇
「
白
滝
の
古
代
」
に
つ
い
て
は、
こ
の
分
野
に
お
いて
極
めて
知
識
豊
か
な
谷
藤

吉
雄
助
役
に、
第
九
篇
「育
ち
ゆ
く
郷
土
」
の
比
麻
良
山
の
景
観
に
つ
い
て
は
白
滝
小
学
校
海
津
良
知
教

諭
に
激
務
の
な
か
特
に
執
筆
を
お
願
い
出
来
え
ま
し
た
こ
と
を
深
謝
申し
上
げ
ま
す
。
ま
た、
私
の
力
量

の
至
ら
ぬ
こ
と
に
起
因
し
て
脱
稿
が
非
常
に
遅
延
い
た
し
多
く
の
方
に々
陰
に
陽
に
ご
心
痛
を
煩
わ
せ
ま

し
た
る
こ
と
を
深
く
頭
を
垂
れ、
お
詫
び
申し
上
げ
ま
す
。

最
後
に、
拝
聴
し
た
る
こ
と
に
よ
り
貴
重
な
資
料
と
し
て
素
人
筆
者
の
大
き
な
手
助
け
と
な
っ
た
懐
古

談
を
いず
れ
も
快く
お
聞
か
せ下
さ
った
数
多
く
の
方
の々
中に
は、
この
つ
た
な
き
村
史
を
見
ず
し
て

五七五



五七六

黄
泉
の
路
に
旅
立
た
れ
た
方
も
少
な
く
な
く
、
この
頁
を
か
り
て
謹
ん
で
感
謝
の
意
を
表
し
つ
つご
冥
福

を
祈
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
ここ
に
至
る
ま
で
の長
い
間、
理
事
者
の
あ
た
た
かく
そ
し
て
深
い
ご
理
解
は
申
す
に
及
ば

ず
、
山
内
前
助
役
並
び
に
谷
藤
助
役
に
は
こ
と
の
ほ
か
熱
心
に
ご
教
導
を
た
ま
わ
り
、
さ
ら
に
は
村
役
場

職
員
各
位
お
よ
び
今
日
ま
で
の
間、
写
真、
古
文
書、
そ
の
他
の
貴
重
な
資
料
を
快
く
ご
提
供
下
さ
っ
た

多
く
の
方
に々
対
し
ま
し
て
深
甚
な
る
謝
意
を
表
し
ま
す
。

む
す
び
に
、
こ
れ
が
記
念
す
べ
き
発
刊
に
あ
た
っ
て
乱
雑
な
原
稿
に
よ
る
校
正
な
ど
繁
雑
な
仕
事
を
情

熱
を
も
っ
て
引
き
受
け
て
下
さ
っ
た
興
国
印
刷
株
式
会
社
に
対
し
心
か
ら
お
礼
申し
上
げ
ま
す
。

昭
和
四
十
六
年
六
月
十
五
日

編
集

者
中

村村
友友

禧



昭
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十
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印
刷

昭
和
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発
行

白
滝

村
史

印
刷
者

印
刷
所

編
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ん
者

発
行
者

発
行
所

白
滝

田
徳

北
海
道
札
幌
市
手
稲
東三
南
一丁
目

興
国
印
刷
株
式
会
社

白
滝
村
史
編
さ
ん
委
員
会

白
滝
村
長
国
松
一
敏

北
海
道
紋
別
郡
白
滝
村

村
役 (非
売
品
)光 場
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